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今 井 館 (柏木 聖書 講堂) の 門前に 立てる 著者 

大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 夏 
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第 十一 卷 講演 下 


一 本卷 は、 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) 九月 『聖書 之 研究』 の 創刊より 昭和 五 年 

(一九 三 〇 年) 四月 其の 終刊に 至る までの 三十 年間に 於いて、 同誌 及び 其の 他に 發表 

せられた る 著者の 信仰的の 文章 言說 を、 年代順に 集輯 したる、 其の後 半で ある，。 大部 

分 は 講演の 草稿 叉 は 筆記より 成る。 

一 本 卷には 上卷に 於け るが 如き 「講演 餘錄」 を 加へ す。 『日記 上下』 及び 『維』 

の 一部 は、 其れに 代りて、 本卷の 補足 的說 明と なる であらう- 

一 尙ほ 著者の 文に して 本 卷收錄 の ものに 關聯 し、 又 其れに 類す る もの は、 他に 

くない。 『舊約 研究 上下』、 『新約 硏究 卜： 中 下』、 『敎義 研究 卜： 下』 及び 『感想』、 『時事』 

等の 諸 卷を參 照 せられん こと を 望む。  • 

一 本 卷は卷 末に 「第 十 一 卷 内容 年譜」 を附 す。 
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信者の 娱樂 

去年 十 一 月 十 四 =: 東京」 肘下大 森加納 家に 於 て 開かれし モ アブ 婦人 會の 席上に 於て 述べし 所 

人に は 何〃 にも 跌樂 がな く て はならない、 信者 は 何 を 奴樂と なすべき である 乎。 

不信者に は 多くの 娱樂が ある、 觀 劇の^ 樂が ある、 寄席の 媒樂が ある、 飮 酒の 娛樂が ある、 狩獵の 

換樂が ある、 其 他 數へ盡 せぬ 程の 娛樂が ある、 然るに 信者 は 不信者と 全く 趣味 を 異にする が 故に、 不 

信者の 蜈樂は 信者の 娛樂と はならない ので ある、 害の ない 媒樂 として は讀 書の 蜈樂 あり、 美術の^ 樂 

あり， 天然 を樂 しむの 娯樂 ありと 雖も、 然れ ども 是れ 何人に も樂 しむ ことの 出来る^ 樂 ではない、 時 

と金と 學 問と を 要する 娛樂 は是は 信者 何人に も 適する 媒樂 ではない。 

然 らば 信者 は 何 を蜈樂 として 其 生涯 を樂 むべき であらう 乎。 

000000000  O0O00OOOO0OOOO000OO 

信者 は 神の 子で ある、 故に 彼 は 萬 事に 於て 神に 傚 ふべき 者で ある、 

汝等 愛せら る&兒 女の 如く 神に 傚ぶべし 

と バウ II は 言 ふた (以弗 所 書. 五 章 一節 ：-、 故に 媒樂の 事に 於ても 信者 は 神に 傚 ふべき である、 祌は 3: 

を娛樂 となし 給 ふ 乎、 其 事が 解って 信者の 樂 しむべき 嫂樂の 何たる 乎が 判 I- るので ある。 
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而 して 神の 偸 樂とは 他で はない、 造化で ある、 物 を 造る ことで ある、 造物主なる 彼 は 造化 を 以て 最 

上の 偸樂 となし 給 ふ、 普通 世に 稱 する 娛樂 なる 者と 神の 偸 樂とは 正反對 である、 娱樂と 云へば 消費す 

る ことで ある、 自己が 一生 を 費して 造りし 物 を 消費す る こと、 或 ひ は 他人が 苦勞 して 造りし 物 を 消費 

する こと、 其 事が 世人の 所謂 娱樂 である、 狩獵の 娱樂、 f 酒の 媒樂、 觀剷の 嫂樂、 皆な 殺伐に あら ざ 

れば 消費の 快樂 である、 他者に 造らし めて、 自分 は單に 壌ち 又は 費す の快樂 である、 是 れ破壞 者の 父 

なる 惡 魔の 樂 しむ 娛樂 であって、 神の 樂 しみ 給 ふ 所の 者と は 正反對 の娯樂 である。 

神 は 造物主で ある、 造 者で ある、 彼の 最大の 快樂は 造る 事で ある、 産む 事で ある、 彼 は 宇宙と 其の 

中に 在る 萬 物 を 造りて 喜び 且つ 樂 しみ 給 ふた、 彼 は 人 を 造りて 喜び 給 ふた、 而 して 今 猶ほ義 者と 信者 

と を 透りて 樂 しみ 給 ひつ k ある、 創世記 第ー窣 を 見る に、 

神、 陸と 海と を 造り 給 ひければ 祌之を 善しと 觀 たまへ り、 彼れ 草と 樹とを 造り 給 ひければ；!.^ む 

0  0  0  0  0  0  0  あな, $1 ら  ~  0  0 

善と 觀 たま へ り 彼れ 日と 月と 星と を 造り 之 を 天の I 弯に 置いて 地 を 照らさし め 給 ひけ X- ば W 之 

o,^!o,^.?-oo  o  000000000O  i-f  G ナ もの 

を 善と 觀 たま へ り 彼れ f 〔と 鳥と を 造り 給 ひければ 祌之を 善と 觀 たまへ り、 彼れ 家畜と 昆 蟲と獸 

0OO0OOO0OOO  かたら  0  0  0  0 

を 造り 給 ひければ 神 之 を 善しと 觀 たまへ り、 神、 終に 其 像の 如くに 人 を 造り 袷 ひければ 神 彼等 を 

祝し 給へ り、 而 して 最後に 神 其 遣りた る 諸の 物を視 たま ひける に sl§s 一！； 

と ある、 玆 に幾囘 となく 繰返して 「善と 觀 たまへ り」 と ある は 「滿 足に 感じ 給へ り」 とか、 「喜び 樂 

しみ 給へ り」 とか 云 ふ 意味に 解すべき 言で ある、 卽ち神 は 造化が 一 段落 を吿 げし 度 毎に 滿足を 感じ 歡 

聲を 揚げ 給 ひたりと のこと である、 而 して 最後に 造化の 大業 を 竣へ給 ひしゃ 「甚だ 善し」 との. ひて 大 

滿足を 表し. 歡 喜の 大聲を 揚げ 給 ふたとの ことで ある。 


而 して 神 は 單に物 を 造る を 以て 足れり と 爲し給 はない、 神 は 彼の 像に 象りて 人 を 造りて 最上の 滿足 

を 感じ 給 ふので ある、 故に 始めて 人の 成りし や 彼等 を 祝し 給へ りと ある、 「祝す」 は 祝され し 者の 幸 

福であって 祝す 者の 歡喜 である、 神が 其 像の 如くに 人 を 造り 給 ひし 時の 歡喜滿 足 は 他の物 を 造り 給 ひ 

し 時の それに 比較ぶべく もなかった。 

然し 乍ら、 神に は猶ほ 肉なる 人 を 造る 以上の 快樂 があった、 彼 は 其 一子 キリスト を 世に 遣り 給 ひて 

靈 なる 人の 造化 を 始め 給 ふた、 信者 は 神の 最上 最 美の ェ である、 今や 宇宙と 萬 物との 創造 は竣 つて、 

キリストに 似た る靈 なる 人の 創造が 行 はれつ k ある、 活ける 神 は 永遠に 造り 給 ふ 神で ある、 彼が 造り 

給 はざる 時と て はない、 造化 は 彼の 生ん 叩で ある、 彼 は 造って 歡び、 其 生命 を顯 はし 給 ひつ k ある、 

是 故に 人 キリストに 在る とき は 新たに 造られた る 者な り 

と (哥林 多 後書 五 章 十七 節)、 又 

我等 (信者) は 神の 造り 給へ る 者な り、 卽ち 彼れ 我等 をして 善事 を 行 はし めんた めに キリス トイ 

H ス の 中に 在りて 造り 給へ り 

と ある (以弗 所 書 二 章 十 節)、 神が 今 信者に ありて 其 造化 を續 けつ、 あり 給 ふこと は 驚くべき 事實で 

ある、 而 して  . 

小さき ょ懼 る、 勿れ、 汝 等の 父 は 喜びて (天) 國を汝 等に 與へ給 ふ (汝 等に 天 國を賜 ふ を 以て 

喜びと し 給 ふ)  び 

と ありて (路加 傳 十一 一章 三十 一 一節)、 神 は天國 建設と 其 市民の 養成と を 以て 歡喜 となし 給 ひつ k ある 

ので ある。 

大正 三年  五 


Sf 演  六 

oooooooooooo  ®033®®®®®®®®©®30®©s©®®®®©®® 

神の 愉樂は 造る ことで ある、 故に 神の 子た る 信者の 愉樂も 亦 造る ことでなくて はならない、 造る 事 

し. -M/ ヽ 

である、 造る 事で ある、 信者の 事業 は 造る 事であって、 其 娱樂も 亦 造る ことで ある、 力 ー ライル は 層々 

叫んで 一 百 ふた、 

產 すべし、 產 すべし、 たと へ 小なる 物な りと 雖も 之を產 すべし 

と、 生產は 造化で ある、 人 は 造て 神に 似る ので ある、 而 して 神の 靈を 心に 受けて 造ら ざらん と 欲する 

も 能 はす、 叉 造る が 最上 最大の 快樂 となる ので ある。 ， 

經^ 學者は 曰 ふ、 生 產は勞 苦な りと、 然れ ども 基督 信者 は 曰 ふ、 勞勵 は快樂 なりと、 世に 造る に 優 

さるの 快樂 はない、 米 を 作る の 快樂、 麥を 作る の 快樂、 野茱を 作る の 快樂、 眞 正の 農夫 は 知って 居る、 

農業 は 犬なる 快樂 である こと を、 機械 を 作る の 快樂、 衣服 を 作る の 快樂、 家屋 を 作る の 快樂、 眞 正の 

工人 は 知って 居る、 工事 は 犬なる 快樂 である 事 を、 文 を 作る の 快樂、 書 を 著 はすの 快樂、 雜誌を 編輯 

する の 快樂、 眞 正の 文士 は 知って 居る、 執筆 は 犬なる 快樂 である こと を、 敎授の 快樂、 說敎の 快樂、 

傳 道の 快 樂、 天下 何物 か、 人物 養成、 靈魂救 齊に優 さるの 快樂 あらん やで ある、 造る こと は總 て快樂 

である、 無上の 快樂 である、 此快樂 を 知らない 者 は 人生 を 知らない、 造って、 造って、 造り 綾け て 人 

生の 窮 りなき 快 樂を覺 る ことが 出來 るので ある。 

神の 快樂 たる 造る ことの 快樂、 是れが 信者の 快樂 である、 物 を 作る こと、 思想 を產 むこと、 靈魂を 

救 ふ 事、 是れが 信者の 娱樂 である、 此媒樂 が ありて 他の 娛樂は 要らない、 觀 劇の 娩樂も 要らない、 旅 

行の 娛樂も 要らない、 世人の 謂 ふ娛樂 にして 物 を 作る に 優る の 娛樂は 無い、 

人生 は嫂樂 なり 


死 

の 

慰 

耒日 


と の 言 は勞働 製作 の 快 樂を知 つて 始めて 味 ふことの 出来る  一 W である。 

然 らば 作らん 哉、 働かん 哉、 產 ぜん 哉で おる、 或は 臺 所に 於て、 或は 工場に 於て、 或は 机に 對 して. 

働かん 哉、 或は 手 を 以てして、 或は 口 を 以てして、 或は 腦を 以てして 作らん 哉で ある。 

汝等 愛せら る&兒 女の 如く 神に 傚 ふ ベ し 

造物主の 兒女は 物 を 造る を 以て 愉樂 とする、 物の 大小、 尊卑 を 問 はない、 造る のが 名譽 であって 叉：^ 

樂 である、 造らん 哉、 然り、 造らん 哉 m; 


或る 若き 婦人の 葬式に 臨み 其の 親戚 友人 を 慰めん と 欲して； IS りし 所 

剿キ滅 I み g く ふる ラマに 聞 ゆ、 ラケル 其 兒子を 歎き、 其兒 子の 無き によりて 慰 を 得ず。 馬太傳 一： 章 十八 節 „ 

M て 父の 我に 賜 ひし 者 は 我れ 一 を も 失 はず、 我れ 末 曰に 之 を S1I ら すべし、 ii4 く 爲すは 是れ我 を 遣し、 父の 聖意 

なり。 約 翰 傳六章 三十 九 節。  f 

凡て 子 を 見て 之 を 信ずる 者 は 永生 を 得、 我れ 末 曰に 之 を趋ら すべし。 同 四十 節。 へ 

我 をつ？ 一!" し. <乂 もし 引か ざれば 人よ く 我に 就るな し、 我に 就り し 人 は 我れ 末日に 之 を 甦らすべし" 同 四十 四 節。 

イエス 曰 ひける は …… 我 肉 を 食 ひ 我 血 を 飮む者 は 永生 あり、 我れ 末日に 之 を isa ら すべし。 同 五十 四 節。 

死の 何たる 乎 は 之 を 他人の 死、 又は 人類の 死、 又は 生物の 死と して 見て は 判らない、 死 は 生命の 終 


媳 である、 新陳代謝の 法則で あると 云 ひて 死の 何たる 乎 は 判らない、 學者 として 見た る 死 は 興味 多き 

問題で ある、 詩人と して 見た る 死に 美的なる 所が ある、 死 は 普通の 事で あるから 人 は 死に 接して 驚か 

ない， 彼等 は 政治、 殖產、 藝 術と 云 ひて 種々 の 事に 思 意 を 凝らす が、 死に 就て は^に 深く 考 へない、 

彼等 は 大抵 は 死 は 無き 者の やうに 思 ふて 其 日々 の 生涯 を 送る。 

然し 乍ら、 他人の 事と しての 死、 人生の 常と しての 死に 就て は 平然たる ことが 出來 るが、 死が 自分 

の 事と して 臨る 時には 何人も 驚愕かざる を 得ない、 死 は 遠方より 之 を むと、 面前 之に 接する とに 由 

て、 其 間に 大 なる 相違が ある、 遠くより 望んだ る 死 は 左程に 恐るべき 者で はない、 然し 乍ら 死が 我 身 

を 襲 ふ 時に、 彼 は 確かに 「恐怖の 王」 である、 死が 我 最愛の 者 を 奪 去る 時に、 我等 は 其の 實に 如何な 

る 者で ある 乎 を 知る ので ある、 我等 は 其 時哲學 者の 死の 說明を 聞く も 何の 慰めら る、 所がない ので あ 

る、 詩歌 も 美術 も 死の il^ 痛を减 する 上に 於て 何の 效カも 無い ので ある、 「ラケル 其 兒子を 歎き、 其兒子 

なへ， 、さめ  こ ど も  ふ. U おや を つ と  な i:? め -Lr 

の 無き が 故に 慰 を 得す」 と ある、 兒子を 失 ひし 父母の 歎き、 妻 を 失 ひし 良人の 歎き、 是れ慰 を 得ざる 

悲歎で ある、 宇宙 廣 しと 雖も此 場合に 於け る 死 を 慰め 得る 物と て は 一 ッも之 を 看 出す ことが 出来ない 

ので ある。  、 

「其 兒 子の 無き が 故に 慰 を 得す」 と 云 ふ、 然し 唯一 つ 慰 を 得る の途が あるので ある、 若し 何 かの 方 

法に 由り 愛する 者が 再び ぼくる を 得るならば、 若し 今 は 眼を閉 ぎ、 ff を絨る 者が、 何 かの 能力に 由り- 

活 きて 再び 我 前に 立ち、 我と 共に 語り、 我 愛 を 受け 又 我に 愛 を 供す るなら ば、 一言 以て 之 を 謂 は i -、 

彼が 若し 復活す るなら ば、 其 時 は 我 は 實に慰 を 得て、 我が 悲歎 は 完全に，. 癒る \ ので ある、 人 は 復活と 

聞いて 笑 ふなれ ども、 然れ ども、 復活 は 死別の 苦痛に 惱む 者に 何人に も 起る 希 欲で ある、 永久の 離別 


？ た い  X.*, ぐ？ め 

は 我等の 忍ぶ 能 はざる 所で ある、 復活の 希望な くして、 搏會の 期待な くして、 死 は 「慰 を 得ざる」 苦 

痛で ある。 

復活の 欲望 は あると して、 復活 は 確かに 有る 事で ある 乎、 其 事 を 知らざる が 故に 死の 刺 は拔れ ない 

ので ある、 世に 死者 を 復活す るの 術 は 無い ので ある、 人 は 死して 復た 還らす、 歎く も 喚く も詮? ^ない 

ので ある、 復活 は 僅かに 人類の 夢と しての み存 する に 止て、 其、 贲 際に 無き 事で あるが 故に、 人 は 死に 

な. さめ  あ，？ らめ  し 

遭遇して 慰 を 得ない ので ある、 玆に 於て か 死 を 慰む るの 術と して 唯諦 の 一事が あるので ある、 「致 

方がない」、 「止む を 得ない」、 「何人に も來る ことで ある」 と、 憐れむべき 人類 は 其 文明 進歩 を 誇り、 

う、  あ さ S- 力 

其 科 學と藝 術と を 誇り、 其 天然の 征服 を 誇る に關 はらす、 死に 對 して は 此 理由な き、 絶 -望 的の 諦がぁ 

るの みで ある。 

然し 乍ら 復活 は 某して 無き 事で ある 乎、 愛する 者の 死に 遭遇して 何人の 心に も 自然と 起る 此欲 §1- に 

應 する の 事 實は無 いので ある 乎、 而 して キリストの 福音 は 人類 自然 の 此 要求に 應じ て 問题 の 解決 を提 

供す るので ある、 曰く 

復活 は ある. ィ H スキ リストに 於て 此事は 行 はれた、 而 して 彼 を 以て 凡て 彼 を 信. や る 者の 上に 此 

事 は 行 はる、 ので ある、 復活の 希望 は 決して 痴 者の 腦裡に 浮ぶ 一時の 夢で はない、 確實 なる 實 

である、 

と、 聖書の 辭を 以て 謂 ふなら ば、 

ろぼ  くち  もき.， 

キリスト 死を廢 し、 福音 を 以て 生命と 壞 ざる 事 (復活) を 著明に せり 

と ある (提摩 太 後書 一章 十 節)、 キリストに. m て、 死 を 歎く 人類 自然の 要求 は 完全に 充 たされた ので 


ある。 

然れ ども 人 は 更らに 問 ふて 言 ふで あら ふ、 復活 は 如何にして 行 はる、 乎、 如何なる 能力、 如何なる 

方法に 由て 行 はる、 乎と、 而 して 此 問に 答へ てィ H ス は 曰 ひ 給 ふたので ある 

我れ 末日に 之 を ら すべし 

と、 彼 は 一時に 四た び 繰 返へ して 此言 を發 せられた ので ある、 我れ… 末日に… 甦らす べしと、 何れも 

おも 二， C は  し ら  わ か 

重い 一一 一一 ロ辭 である、 復活の 事 實はィ H スの此 言 を 一 々精査べ て 見て 能く 判明る ので ある。 

我れ… 能力の 充實 せる ィ H ス キリスト、 天の 中 地の 上の すべての 權カを 賜 はれり と 言 ひ 給 ひし 彼れ- 

世に 在りし 間に 死者 を 鍵ら すの 實驗を 有ち 給 ひし 彼れ、 其 他 種々 の 不思議なる 行 を 爲し給 ひし 彼れ、 

又 人類 を 向上せ しむる に 於て 歷 史上最大の 力たり し 彼れ、 叉 我等 彼 を 信す る 者の 心靈に 在りて 何人も 

なし i:f;-  すく ひて 

何物 も 爲す能 はざる 道 德的變 化 を 成就た まひし 彼れ、 神の 子、 人類の 王、 我等の 救 者た る 彼れ 主ィ H 

ス キリストが 死者 を睡 らし 給 ふとの ことで ある、 死者 を 甦らす の藥 品が あると 云 ふので はない、 其祕 

術が 發 見され たと 云 ふので はない、 叉ぺテ n とか、 パゥ 口と か、 ヨハネと か 云 ふ 人が 此奇積 を 行 ふと. 

云 ふので はない、 我 は 生命な り、 復活な りと 云 ひ 給 ひし 祌の 子ィ H ス キリストが 此事を 爲し給 ふと 云. 

ふので ある、 何にも 不思議 はない ので ある、 パゥ B はァグ リッパ 王と 其 侍臣 等に 問 ふて 曰 ふた、 

しに  よ， ひがへ 

祌、 死し 者 を 庭ら せ 給へ りと 云 ふと も汝 等何ぞ 信じ 難しと する や 

と (行 傳廿六 章 八 節)、 生命の 源なる 神が 其 子 を 以て 死者 を聽 らし 給 ふと 云 ふので ある、 是れ 信じ 難 

い 事で はない、 馬太傳 なり， 路加 傳 なり、 四 福音の 何れな りを讀 んでィ H スの 何者なる 乎 を 知るなら- 

ち r ら に 5. つ けんそん む し 

ば * 彼が 死者 を輕ら すと 聞いて 人 は^に 怪 まない ので ある、 ィ H スの 能力と 柔和と 謙遜と 無私と を以 


てして、 死者の 甦 は 不可能で はない、 ィ H スを 知らす して 甦 は 判らない、 然れ ども ィ H スを識 り 

て 趣 の 大奇鎮 も出來 得べき 事と して 受納れ ら るるに 至る ので ある。 

よみが へり  よみ. f- へ  もと 

甦らすべし… 進 と は 何で ある 乎、 「よみが へり」 は 黄泉より 還る ことで ある、 卽ち 死者が 原の 肉 

體を 以て 復活す る ことで ある、 然し 乍ら、 聖書に 謂 ふ 所の 「趙」 は に肉體 の 復活 を 謂 ふに 止まらな 

しに  か、 T- せい  もと 

い、 anastasis は 「起 上る」 の 意で ある、 一 たび 死し 者の 更生に 止まらない、 原より 死し 者の 新たに 

0  0  0  0  0 か- せい しんせい 

生まる \ を も 謂 ふ、 而 して ィ H スキ リストに 由る よみが へり は 更生に 新生 を 加へ たる 者で ある、 我等. 

は 死して 再た び 原の 體を 以て 顯 はるる に 止まらない、 其 上に 更らに 新ら しき 生命 を 加 へらる るので あ 

る、 復活 は 生命の 進化で ある、 其 新發展 である、 人 は キリストの 復活す る 所と なりて 始めて 眞の 生命 

に 人る ので ある、 我等が 今 有つ 所の 體は是 れパゥ 口の 所謂 「死の 體」 である (羅馬 書 七章卄 ra 節)、 

榮光 ある 復活 體に 較べ て 見て 死 體同樣 の 者で ある、 祌が キリスト を 以て 末日に 信者に 賜 ふ 體は朽 る 肉 

の體 ではない、 

くつ  くち  ょみ^！へ  .U ふと  さ. え 

壞る 者に て 播れ壞 ざる 者に て 甦され * 尊から ざる 者に て播 かれ、 榮 ある 者に て 甦され、 きおに 

て播 かれ 強き 者に て趙 さる 

と ある は此 事で ある (哥林 多 前書 十五 章 四 二、 四 三 節)、 「甦り」 は 新たに 造らる、 事で ある、 文字 は 

あら は  よみ^ へ 

以て 事實を 表現す に 足りない、 我等 は 「甦ら さる」 と 聞いて 此朽る 肉體を 以て 搏び 地上に 遺 はさる ベ 

しと 思 ふて はならない 0 

末日に… 何故に 末日に 趣ら さる、 のであって 今、 玆 11* に 甦らされな いので ある 乎、 ィ H スに 若し 死 

者を復 たび 活かし 得る の 能力が あるならば、 何故に 末日まで 待た すして、 今、 兹處に 活かす ことが 出 


きゃラ だいい- ゥ じん  い 

來な いので ある 乎、 彼 は 彼の 友ラザ a を 其 姉妹 友人の 面前に 於て 趙ら したと 書て あるで ない 乎と (約 

翰傳 十一 章)、 是 れ當然 起るべき 疑問で ある、 而 して 愛する 者の 死に 遭遇して 我等 は此 疑問の 我等の 

胸中に 湧出る を 禁じ 得ない ので ある。 

然し 其れに は 深き 理由が あるので ある、 「末日に」 と 云 ふ は單に 「遠き 未来に 於て」 と 云 ふこと で 

はない、 末日と は此 世が 完全の 域に 達した 時 を 云 ふので ある、 新ら しき 天と 新ら しき 地との 現 はる X 

ありて 「復た 死 あらす 哀み哭 き 痛み 有る ことなし」 と 云 ふ 其の 樂 しき 美 はしき 狀 態に 達した 時 を 云 ふ 

ので ある、 神が キリスト を 以て 己 を 愛する 者 を 末日に 庭ら し 給 ふと 云 ふ は、 天地の 此 準備が 成りし 其 

曉 に 此事を 行 ひ 給 ふと 云 ふので ある、 死 あり 哀み哭 き 痛み ある 此 世に 今 甦り たれば とて 死者 は 再た 

び 人生の すべての 苦痛 を 繰 返さねば ならぬ ので ある、 旣に 一 同 之 を 嘗めし 者が 何ぞ 再び 之 を 繰 返す の 

必要 あらん やで ある、 死 は 一た び 之を嘗 むれば 充分で ある、 何 を 擇んで 再び 此 世に 還り 來り、 再び 淚 

の 谷を迎 り、 再た び 死の 河 を 渡る ベ けんや、 今 玆處に 死者 を 甦らす は 無慈悲 之より 大 なる はない、 死 

者 をして 靜 かに 眠らし めよ、 彼が 再び 覺ん 時は此 世に 死と 淚 とが 跡を絕 ちし 其 時で あらしめ よ、 復活 

を はりの ひ  め へ.、 み  い 4*  二 ゝ 

は 末日に 於て 行 はる、 にあら ざれば 恩惠 ではない、 而 して 愛なる 神 は 今 玆處に 死者 を 甦らし 給 ひて 彼 

をして 再び 死の 苦き を飮 ましめ 給 ふが 如き 無慈悲 を 施し 給 はない ので ある、 彼 は 死者 は 之 を 末日に 

甦らし 給 ひて、 彼の 犬なる， 慈愛 を 現 はし 給 ふので ある、 內 心に 適 ふ 外界が あって こそ 生命 は 最大の 幸 

福で あるので ある、 イエスに 在て 義 とせられ 聖 めら れ聰 はれた る靈が 聖き壞 ざる 體を 以て、 改造され 

たる 天地に 再び 生れ 來 りて こそ 眞の 祉福 は樂 まる \ の である。 


我れ 末日に 之に 甦らさん と、 神の 子ィ H ス キリスト、 聖 城なる 新ら しき N ルサ レムが 備整 ひて 神の 

所 を 出て 天より 下り、 役た 死 あらす 哀み哭 き 痛み ある こと 無き に 至る 時、 彼 を 信じ 彼に 依頼む 者に 新 

たに 生命 を 注ぎ、 彼 をして 死より 起 上らし め、 榮 ある 壞 ざる 體を 以て 此新 天地に 永久に 存在へ しめ 給 

ふと、 此確實 なる 約束の 我等に 供 せらる & ありて、 我等 は 我等の 愛する 者の 死に 接して 歎かない ので 

ある、 ラケル は 其 兒子を 失 ふて 慰 を 得て 感謝す るので ある。 

人生の 謎 

此世は 何ん な 所で ある 乎、 今 は 何ん な 時で ある 乎、 『傳道 之 書』 の 記者 は 曰 ふた、 

すべて  し.？ も £5  あしき も 0  よき もの . きょき もの  け-^"れた-0もカ  い けにへ さ ゝ 

諸の 人に 臨む 所 は 皆な 同じ、 義 者に も惡者 にも、 善 者に も淨 者に も、 據 者に も， 犠牲 を獻 ぐる 

者に も、 犠牲 を獻 げざる 者に も、 その 臨む 所の W は 一  なり、 善人 も惡 人に 異ら す、 誓 を 爲す者 

も 誓 を爲す こと を畏 る-. - 者に 異ら す 

と (九 章 二 節)、 實に其 通りで ある、 雷電 は 劇場 をも擊 ち、 敎會堂 を も 乘 ち 、盗賊 は 惡人を も 製 ひ 善人 

を も 襲 ひ、 而 して 死 は 最後に 諸人 を拉し 去る、 此 世に 在りて は 善人 必 すし も長壽 ならす、 惡人必 しも 

短命なら す、 義人 必す しも 幸福なら す、 罪人 必 しも 不幸なら す、 據 者の 高位に 座す る あれば 潔 士の閭 

里に 隱る& あり、 此世 は淸濁 合、 上下 轉 倒の 世で ある、 へ &デが 王位に 座す る 時に キリストが 槽に 
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生まる と 云 ふ 世で ある。 

然 らば 失 筌 すべきで ある 乎、 神 は 無い ので ある 乎、 是は是 に 非す して 非 は 非に 非す である 乎、 善 を 

爲 すの 結 架 は 惡を爲 すの 結果と 等しく ある 乎、 諫了は 智者の 最後の 了 悟で ある 乎、 k 道是 耶非耶 は^ 

者の 發 せざる を 得ぎ る 悲歎の 聲 である 乎。 

爾ぅ であり やう 害 はない、 而 して 人生の 此 疑問. id 解き 給 ふたの が 神の 子ィ H ス キリスト である、 彼 

は 言辭を 以て、 叉 行爲を 以て、 此世此 時の 何んで ある 乎 を 示し 給 ふた、 

今 は汝等 (ィ ェ ス の 敵 等) の 時 叉 暗黑の k 力なり 

と (路加 傳廿 一， 一章 五十 三 節)、 卽ち今 はィ H ス の 敵が 氣儘 勝手に 其 勢力 を 揮 ふ を 得、 祌と 其受膏 者に 

逆ら ひ、 之に 事 ふる 者 を 苦しめ 得る 時で あるとの 事で ある、 

我 時 は 未だ 至らす 

と 彼が カナの 婚 筵の 席に 於て 其 母 マリヤに 言 ひ 給 ひしが 如く、 彼の 昇天 後 千 九 百年 後の 今日と 雖もィ 

H スの時 は 未だ 至らない ので ある (約 翰 傳ニ章 四 節)、 我等 彼の 弟子た る 者 は 今日と 雖も神 を 憎む 者 

やど  かたはら  . 

の 中に 宿り、 彼の 敵の 傍に 住む ので ある、 

禍 ひなる 哉 我 は メセク に 宿り 

ケ ダルの 幕屋の 傍に 住めり 

我 靈魂は 平安 を惡む 者と 偕に 住めり 

と あるが 如く  (詩篇 百 二十 篇五、 六 節)、 我等 は此 世に 宿りて 祌を 知らざる 者なる メセク の 地に 宿り、 

不法 を 愛する 者なる ケ ダル の 屋の 傍に 住む ので ある、 者に 取りて は此世 は祌が 支配し 給ふ樂 園で 


はつ こ  こ、 ろみ あ：" の  つか 

は 無い、 惡 魔の 跌愿 する 試 誘の 曠野で ある， 我等が 此 世に 遣 はされ し は、 ィ H スが 試みら れんがた め 

に 野に 柱くべく 餘儀 なくせられ しが 如くに、 サタンに 試みら れんがた めで ある (馬 可 傅 一章 十二、 十 

し は-,?、  よ,、 

三 節)、 我等 は 少時の 間、 神の 恩 惠に浴 せんがた めに 此 世に 遣 はされ たので はない、 イエスが 四十 日 

けもの  i れ 

野に 在りて サタンに 試みられ 獸と 偕に 居り 給 ひしが 如くに、 我等 も 亦 四十 年 又は 五十 年、 稀に は 七十 

年 又は 八十 年、 此 世に 在りて サタンに 試みられ 獸に 類す る 人 等と 偕に 居る ので ある、 而 して ィ H スに 

取り 赎 野の 試 誘が 彼が メ シャ たるの 資格 を 完成 ふす るた めに 必要で ありし が 如くに、 我等に 取りても 

まつ. 11  二  、ろみ 

亦 神の 子た るの 資格 を 完成 ふす るた めに 人世の 試 誘が 我等に 必要で あるので ある、 神は此 目的 を 以て 

し a レ  しもべ  こ ゝろふ  むか 

此世を 少時 惡 魔の 手に 渡し 給 ふたので ある、 彼が 其 僕 ヨブ を 試練 (完成) んが ために サタンに 對 つて 

視ょ、 我れ 彼の 一 切の 所有物 を汝の 手に， i かす 

と 一一 一一 口 ひ 給 ひしが 如くに、 彼 は 今尙ほ 同じ 目的 を 以て 我等と 我等の 一切の 所有物 を サタンの 手に 任 かし 

ん ぶん  くる 

給 ふので ある、 故に サタン は 今や 思 ふ 存分に 我等 を 困し むる 事が 出來 るので ある、 今や 萬 事 は 祌は在 

さ^る 乎の 如くに 我等に 臨む ので ある、 我等の 祈 禱は聽 かれない ので ある、 不義 は 自由に 我等の 上に 

行 はる i ので ある、 祌の聖 iki に 合 はんと 努 むる 者は此 世に 在りて 塵 汚 機の 如くに 取极 はるる ので ある、 

今や 神 を 信す るの 利益 は 少しも 我等に 現 はれない ので ある、 神が 我等の 父なる の 證據は 我等の 生涯の 

事實に 於て は 之 を 見る ことが 出来ない ので ある。 

一一、 ろみ こ、 

然 らば 神 を 疑 はん 乎？ 試練 は兹に 在る ので ある、 神 は 無い やうに 兑 える、 然し 神 は 有る ので ある、 

神 は 寢り給 ふやう に 見える、 然し イスラ ヱルを 守り 給 ふ 者 は、 微睡む ことなく 寢る こと もない ので あ 

る (詩篇 百 廿ー篇 s; 節)、 神 は 愛し 給 はざる やうに 見える、 然し 神 は 愛で あるので ある、 我等 若し 見 


演  一 六 

る 所に 憑り て步 まん 乎、 我等 は 無神論者 たらざる を 得ない、 然れ ども 見えざる 所に 憑り 信仰に 憑り て 

步 むが 故に、 我等 は 神の 有る ことと 彼の 愛なる こと を 信じて 疑 はない ので ある、 試練 は玆に 在る ので 

ある、 戰爭 は玆に 在る ので ある、 我等 は 毎日 サタンに 誘 はれて 祌を疑 は しめらる k ので ある、 信者 は 

何人も ヨブで ある、 彼の 生涯 は ヨブの それで ある、 然り、 ヨブ 以上で ある、 ヨブ は此 世に 在る 間に^ 

み  もく 

難の 彼 を 去り、 祝福の 彼に 臨む を目擊 した なれ ども、 信者 は キリストの 再来まで は 其 恩 惠に與 かる こ 

とが 出来ない ので ある、 信者の 全生涯 は 忍耐と 待望と であるの である、 

我 は 我が 戰鬪の 諸 日の 問、 S ェ みて 我が 變更の 来る を 待たん 

.ァ はり  し  ふ,.、.,.、 わ つ 

と ヨブ は 一一 一一 n ふた (約百記十四^31.十四節)、 而 して 信者に 取りて は 彼の r 變更」 は 死と 復活と である、 

VI いへん か 5  .U ゝ. ひ 

此大變 更の來 るまで は 彼の 戰鬪は 終らない ので ある。 

さい は ひ 

信者の 全生涯が 試練で ある、 故に 此 世に 在りて 圓滿 なる 福祥は 彼に は 無い ので ある、 彼が 彼の 一生 

を 通う して 怠るべからざる 事 は 警戒で ある、 人に 臨む すべての 災難 は 彼に も 臨む、 而 して 不信者に 臨 

まない 多くの 困難が 特に 彼に 臨む ので ある、 彼 は 神 を 信す るの 故 を 以て 盗難、 天災 疾病 等此世 通有の 

わざに-ひ  な や み き.；，！ 

災難より 免 かる. - 事が 出来ない、 其 外に 信者に は 叉 彼れ 特有の 苦惱が 臨る、 信者 は 信仰の 故 を 以て 此 

むび や 5 そくさい とくてん ぁづか 

世に 在りて 無病 息災の 特典に 與る ことが 出来ない、 故に ィ H スは其 弟子 等に 言 ひ 給 ふた、 

汝等 世に 在りて は 忠難を 受けん 

と (約 翰傳 十六 章 三十 三 節)、 叉 使徒 ヤコ ブは言 ふた、 

r 一  t -、  二、 ろみ  あ 

我 兄弟よ 若し 汝等樣 々の 試 誘 (息 難) に 遇 は 之 を 喜ぶべき こと-すべし 

むくい  .U ふく. U  V5 

. と (雅备 書 一章 二 節〕、 信者 は此 世に 在りて 彼の 信仰の 報 賞と して 多 福 多幸 を 神より 受けない ので あ 


二、 ろみ なやみ  ； h い かい 

試 誘と 忠難、 之に 對 する 戒、 

汝等目 を醒し 堅く 信仰に 立ちて 丈夫の 如く 剛 かれ 

と ある (哥林 多 前書 十六 章 十三 節)、 叉 

汝等心の腰に帶して称^！戒し、 ィヱ ス キリストの 顯 はれ 給 ふ 時に 汝 等に 來 らんと する 恩 惠を疑 はす 

して & 4^ むべ し 

と (彼 得 前書 一章 十三 節)、 又 

我れ 汝 等に 怠らす して 守れと 吿 ぐる は 卽ち すべての 人に 吿 ぐるたり 

と (馬 可傳 .H: 一章 价七 節)、 ii 戒义 餐戒を 以て キリストの 顯 はれ 給 ふ 時にまで 到る ので ある リ 

然 らば 神 は 人 を 試みて 何 を 爲し給 ふので ある 乎？ 人 は 神に 試みられて 3： の 益す る 所が ある 乎 /• 

すべて .  え-? お： V. らん 

「凡の 事に 於て 益 多し」 である (羅馬 書 三 章 二 節)、 若し 人生の 疑問が 玆に 在る と ふなら ば 人生の 

かち  こゝ ろみ 

惯 も 亦； a に. itt ると 一 H ふこと が 5,1 來る、 試練に. E て 祌は人 を 己が 子と 成し 給 ひつ、 あるので ある、 試 

練に 由て 人 は 神の 子と 成りつつ あるので ある、 人 は 生れながら にして 神の 子で あるので はない、 試み 

られて 神の 子と 成る ので ある、 人に 贵きは 其 生れつきの 性で はない、 其 戰 て 贏ち 得た る 品性で ある、 

肉體は 生れる が靈魂 は出來 るので ある、 靈 魂の 生命 は 信仰で ある、 而 して 信仰 は 来 だ 05- ざる 所の 事 を 

憑據 とする に. E て 起る 者で ある (希 伯 來書十 一 章 一 節)、 若し 試練の ための 此 世と 今時と がないなら 

ば 人に 信仰の 起る 場合と て は 無い ので ある、 而 して 信仰な くして 靈魂は 有て 無い と 同然で ある、 五感 

こ と  ，ハづ から 

に 由ら す靈の 意識に. m て 神 を 識れば こそ、 實に神 を識る こと を 得、 又 自己 を も識る ことが 出来る ので 
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ある、 試練と 云 ひ 誘 試と 云 へば 甚だ 困し いやう では あるが、 然し 之に 由ら すして 信仰 も 自覺も 起ら な 

い の である、 故に 使徒べ テ 口 は 言 ふたので ある、 

汝 等の 信仰の 試みら る k は壞る 金の 火に て 試みら る k よりも 貴し、 汝等 之に 由り てィ エス キリス 

トの顯 はれ 給 はん 時に 稱 讚と 尊贵- と榮 光と を 得べ し  _ 

と (彼 得 前書 一章 七 節)、 金が 火に て锻 へらる k が 如くに 信仰 は 試練に 由て 堅實 めら る、 ので ある、 

而 して 祌は此 至大 至高の 目的 を 以て 我等 を此 苦しき 謎の 如き 世に 遣り 給 ふたので ある。 

然 らば 「来れ 患難、 来れ 試 誘」 である、 我等 は 解し 難き 多くの 人生の 謎 を 提供せられ、 懷 疑の 雲に 

蔽 はれ、 淚の 谷に 彷徨 ふと も、 人生の 意義 を讀み 誤らない であら ふ、 我等 は 身を燒 くば かりの 困難 我 

身に 迫る とも ョ ブと惜 に  一一 H ふで あらう、 

彼れ 我 を 殺し 給 ふと も 我 は 彼に 倚賴 まん 

と (約 百 記 十三 章 十五 節)、 我等 は斯 くの 如くに して I に 勝つ ことが 出来る ので ある、 

誰か 能く 世に 勝たん、 我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等の 信な り 

である (約 翰 第一 書 五 章 w 節)、 人世の 曠野に 在りて 惡糜は 常に 我等 を 欺く ので ある、 而 して 我等 を 

して 彼れ 惡 魔の 譎計を 看破して 誤りな からしむ る 者 は 我等の 信仰で ある、 我等 は 信仰に 由り て 今、 目 

に 見 ゆる 所の 者 は 11 具なら す、 見えざる 所の 者の 眞 なること を識 るので ある、 我等 は如斯 くにして 世に 

勝つ ので ある、 人生の 謎 を 解く ので ある、 惡 魔の 譎計を 看破る ので ある、 而 して 神 を 見えざる 所に 確 

め  ノし？ いし ザる i  す 

0 て 我等 は 堅き 意識 の 基礎の 上に 我等の 信仰 を据 ゑる ので ある。 


安 心 立 命 の 途 

或る H 曜日の 午後、 求道に 熟 心なる 或る 老人に りし 所 

この. -* ゝ  さゝ  きょ 

自分から SI くな りて 共 として 神に 納 けらる" ので はない、 罪の 身 此儘を 神に 捧げて 祌に聖 く 

爲 ノ ていた いて、 彼の li- おに 合 ふ 者と なる ので ある、 此の 事 は 幾 囘も繰 返す の 必要が あるので ある、 

そ は隱敎 に. m て 養 はれ 來 りし 我等 日本人 は何麼 しても 罪の 潔淸 まで も 之 を 神に 委ねる 事が 出來； K いか 

ら である、 我等 は 思 ふので ある 我等の 信仰に して 熱烈な らん 乎、 然 らば 我 は 我が 罪科 を 悉く 燬盡す を 

^、 li- つて" なりて；^ の 子と 稱 へらる k に 恥 かしから ざる 者と 成る を 得べ しと、 然し 審 f はジし 

て爾 うで はな ハの である、 我は燬 かる、 ために 我 身を與 ふると も 罪な き 者と 成る 事が 出來 ない ので あ 

る、 我等が 神に 對 して 爲し 得る 事 は 唯一 つ ある、 卽ち、 神が キリスト を 以て 我等に 降し 給 ひし 赦免の 

事實を 信じ、 罪の 身此 儘、 不信の 心 此俊を 彼に 捧げ まつる 事で ある、 而 して 一 たび 彼に 捧げ まつりし 

以上 は、 再び 自分の 事に 就て afe する ことなく、 唯 神の 盖 なる ィ ゆ ff  ゆ！^?  it^^^ff べき 

である、 我れ 罪の 勢力の m 興して 我が-心 靈を襲 ひ 来る を 見ん か、 我 は イエ 0".,^!^ "It^^ffo ゆ 

れ 不信の 惡 魔の 我が 主に 對 する 熱心 を 毀たん とて 我に 迫る を 感ぜん 乎、 我はィ ヱ ス を仰瞻 るべき であ 

る。  ち W, せい しょ： 

汝等は 5^ こ. m りて キリス トイ H スに 在り、 ィ H スは 神に 立ら れて汝 等の 智 また 義 また 聖 また 靖と 


我等 日 木 人 は 支那 人より 儒 敎を學 んで旣 に 支那 人 化せられ たので ある、 而 して 八：' や 其 上に 西洋の 支 

那 人と 稱 すべ き英 人より 彼等 特有の 基督 敎を 受けて、 現實 的の 上に 更らに 現 賞 的に 成りつ \ あるので 

ある、 我等 はケゃ 基督教まで も 支那 流の 治國平 天下 的に 解釋 せんと 試みつ、 あるので ある、 我等の 支 

那眼は 英米人の それと 11; じく 「休 微と異 能と を 見」 んと 欲して 止まない ので ある、 我等 は 見ん と 欲 

する、 們 らんと 欲する、 感ぜん と 欲する、 奇跡 を 以て 信仰 を證明 せられん と 欲する、 我等 も 亦 今や 我 

等の 英米の 教師に 化せられ、 信仰 を 信す るの 能力 を 失 ひつ 、ある、 是れ 我等に 取り 大 なる 損失で ある. 

余 は 常に 思 ふ、 英米人 を 宗教の 敎師 として 持つ こと は 日本の 基督 信者の 大 不幸で あると。 

言 ふまで もな く 信仰が 救靈 唯一 の 能力で ある、 

汝等我 を 仰ぎ 瞻ょ、 然 らば 救 はれん 

と ある (以 賽亞書 四十 五 章 一 一節)、 又 

モ 1 セ 野に 蛇を舉 げし 如く 人の子 も擧 げらる ベ し、 是れ 凡て 之 を 信す る 者に 亡ぶ る ことなくして 

窮 なき 生.^ 叩 を 受けし めんが ためなり 

と (約 翰 傳三隶 十 w、 十五 節)、 又 

汝 等恩惠 に 由り 信仰に 由り て 救 はる 

と (以弗 所 書 一 一章 八 節)、 叉 

我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り、 誰か 能く I に 勝たん. ィ H スを 神の 子と して 信す 


る 者に 非す や 

と (約 翰 第一 書 五^ ST 五節)、 其他此 極の 聖語 は數 限りない ので ある、 信、 信、 信と、 安心 も 立命 

も 信 を 措いて 他に 無い ので ある、 信仰の 結 架 ではない、 信仰 其 物で ある、 信仰に 由て 疾病が 癒る 乎 も 

知らない、 又 癒らない 乎 も 知らない、 然し 癒らない とて 信仰 は 共 救 靈の惯 他 を 失 はない ので あ 一る、 信 

仰に 山て 必す しも 人が 道德 的に {: 兀 全に な る と は定ら ない 、 然し 彼に 猶ほ舊 時 の 多く の 缺點 が^り W る 

とも、 其れが 故に 信仰 は救靈 唯一 の 能力た る を 失 はない ので ある、 人 は 信仰に 由て 救 はると 云 ふ は、 

信仰の 結 に 由て 救 はると 云 ふので はない、 信仰 其 物が 旣に 彼の 完全なる 救 扱で あると 云 ふので ある、 

神の 子ィ H スが 我等の 罪を擔 ふて 十字架 上に 完全なる 罪 祭 を 神に 獻げ てより は、 我等が 救 はる」 の途 

とて は 信仰 を 以て 之 を 仰ぎ 瞻 るより 他に 無い ので ある、 而 して 之 を 仰ぎ 瞻るを 得て、 我等 は 其 時 完全 

なる 救く 扬に與 かる を 得た ので ある、 若し ィ H スの 十字架に 此異 能がないならば 彼の 死 は 徒然な ス 業で 

あつたの である (加 拉太書 二の 一  y 

*  氺 

然 らば 我等 救 はる、 ために 何を爲 すべき 乎と 問 ふに、 唯 イエ スを 仰ぎ 瞻ん のみと 答 ふるまで にある、 

祈 禱が聽 かる、 も聽 かれざる も、 災害が 臨む も 臨まざる も、 罪が 潔 めら る k も 潔め られ ざる も唯ィ H 

スを 仰ぎ 瞻る べきで ある、 基赞 者の 信仰 は 儒者の それの 如くに 內ぉ 的であって はならない、 仰瞻 的で 

なくて はならない、 汚れた る 自己 を tw に 三度なら で、 百度 千度お みたれば とて、 其れで 自己が 潔 まり 

やう 苦 はない、 

我れ 山に むかひて 目を擧 ぐ、 


我が 扶助 は何處 より 來る や， 

我が 扶胁 は； 大地 を 造り 給へ る H ホバ より 來る 

と ある (詩篇. 二十 ー篇  一、 二 節)、 高き 天の 山に むかひて li^ 仰の 目を擧 ぐる ことで ある， 我が 扶助 

かる 途は之 を 措いて 他 にないの である、 而 して 天の 高き 所に 向て 常に 此仰瞻 的 態度に 立て、 我等 は 常 

に 救 はれし 態度に 立つ ので ある リ 

イエ スを 仰ぎ 瞻 るに 由て 我等が 自づと 信仰の 3^ を 結ぶ に 至る は 言 ふまで もない、 信仰の 結 架が 靈肉 

の 健康で あり、 品性の 向上で ある こと は 言 はすして 明かで ある、 然し 乍ら 信仰 を 其 結 架と 同 鋭 して は 

ならない、 ；；： E 仰 は：^ 仰.；，^ けにて 救靈 唯一 の 能力で ある、 我等の 目 を 信仰の 結 3^ に 注いで 我等 は 失 ひで， せ 

ざらん と 欲する も ない、 信仰の 結 は 決して 完全なる 者で はない、 若し 人の 救 はる k は 其 信仰の 結 

rai- に 由るならば、 彼が 救 はる k の 希 §1 とて は 全く 無い と 云 ふこと が 出来る、 若し 信仰 其 物が 救 濟の確 

證で ないならば、 信者に 無礙の 平和と て はない の で あ る。 

*  氺 

英米 流の 基督 敎は 頻りに 信者より 信仰の 證 明なる^ を • 嬰 求す る、 彼等 は 信者 をして 人の 前に 主が nj 

れに し 給 ひし 樣々 の 驚くべき 業 を 述べし め 其れに 由て 人 を も 救 ひ；^ ねて 主の 榮を も顯 はさし めんと 

する、 uli- れ 勿論 決して 惡 いこと ではない、 我が 救 はれし も 確かに 主の 不思議なる 業の 一 つで あれば、 

我 は 之 を.. しれに 祕 して 我れ 獨り 之を樂 しむべき ではない、 併し乍ら、 信者の 信仰の 證 明なる 者の 尙ほ 

他に 在る こと を 忘れて はならない、 其れ は 言 ふまで もな く 主 キリストの 受難； |§1 に 復活で ある、 信者 は 


何よりも 先き に 3： よりも 多く、 何よりも 力 を 籠め て此證 明を爲 すべきで ある、 神が 己れ に 爲し給 ひ 

し 業 は^むべき であるが、 然し：： y れ 彼が 其 _獨 子に 於て 就げ 給 ひし 大 なる 業の 餘波 たるに 過ぎない、 奇 

踣 中の 大奇蹐 はィ H スの 十字架と 共 復活で ある、 恩惠 中の 大恩 惠も 亦是れ である、 此大 奇蹟. 人 恩 _w 心 を- 

除いて、 神が 我等 誰彼に 施し 給 ひし 奇 10 も 恩 惠も九 牛の 一毛で ある、 大海の 一滴で ある、 

ィ ェ スは 我等が 罪の ために 附 され、 又 我等が 義 とせら れんがた めに 輕 へらされたり 

と ある (Ei 馬 書 w 章卄 五節)、 幅 昔の すべ て は 聖書の 此 一 節に 籠って 居る、 信者が 世に立つ はィ H ス 

の 死と 復活と を I！； ほ 明 せんがた めで ある、 傅 近と は 畢竞此 事に 過ぎない ので ある、 。ハウ 口が ガラ テャ， < 

の 中に 行 ひし 傳道は w!^ れ であった、 

愚かなる 哉、 旣にィ H スキ リス ト の十字架に釘けられし|5^-を明かに著されたるガラ テャ 人よ 

か-? お く 

と 彼 は 一 W ふた (加 拉太書 三 章 一節)、 彼 は又コ リン 卜 人に 書 贈って 言 ふた、 

我れ ィ H ス キリストと 彼の 十字架に 釘 けられし 事の 外は汝 等の 中に 在りて 何 を も 知る まじと 意 を 

定めたり 

と (哥林 多 前書 二 章 二 節)、 バウ c が萬國 の！；^ に對 つて 證 明した 事 は唯此 一事であった、 他の 事 は 彼 

に 取りて は^だ 小^で あ つ たリ 

我等に 取りても 亦 面う でなくて はならない. 我等 も亦設 明すべき である、 ィ H スの 十字架に 釘 けら 

れし 事と 死し て 後に 甦りし 事を證 明す べきで ある、 證明を 除いて 人の 靈魂を 救 ふに 足る の證明 はない、 

神が 我等の： ま 禱に應 へて 我等の 疾病 を 癒し 給 ひたりとの 設明は 以て 罪人の 心 を 翻へ して 彼を聖 父の 膝 

もと つれ かへ 

下に 携歸 るに 足りない、 其 他 誰が 悔 改めた とか、 誰が 監獄に 紫 がれし 囚徒の 身より 轉 じて 熱心なる 傅 


道師 となりた りと s ふが 如き 事 は、 證 明は證 明で ある 乎 も 知らないが、 然 かし 大 なる證 明、 人の 靈魂. 

を 活き復 へらしむ る^ 明で はない、 信者の 證明は 唯一 つで ある、 能力 ある 證明は 唯一 つで ある、 イエ 

ス キリストの 十字架に 釘 けられし 事と、 彼が 聖 父の 能力に 由り て 復活せ し 事、 余 は 繰返して 言 ふ、 我 

等此證 明を爲 すべし、 時 を 得る も 時 を 得ざる も、 人を槔 ばす、 場所 を 問 はす、 繰返し、 繰返して 此證 

明を爲 すべし と。 

附  一一 一一 n 

余 は玆に 英米の 基督 敎の 性質 を述 て、 放へ て 之 を 露 佛叉は 獨塽の それに 對 照して 言 ふので はない、 

英米 淺 くして 獨佛 深し と 一一 一一 u ふので はない、 キリストの 一 i 音 を 選む に 方て 國 擇を爲 すの 必要 はない、 余 

が玆に 英米の 基督教の 短所 を擧 ぐる は、 我 邦の 基督 敎の 過半 以上が それで あるから である、 余 自身が 

主に 英米人より 基督 敎を 聞いた 者で ある、 今の 俊に. 進行くならば 日本 國の 基督 敎は 英米 一 ー國の それの 

此 H に 移植され たる 者に 過ぎない であらう。 

英米 勿論 敬す べきで ある、 併し乍ら 福 ー-？ぱ の 主 型 は 之 を 英米 乂は獨 佛に於 て 探ぐ るべき で なくし て 、 

新約！^書其物 に 於 て 索む べきで ある は 言 ふまで もない、 我等 ほ 本人 は 生命 の 道 は 直に 之 を キリストよ 

り學 ぶべき である、 少く とも 彼の 直弟子なる パゥ 口、 ョ ハネ 等より 學 ぶべき である、 而 して 信仰の 事. 

に 於て は 英米人の 決して 優秀の 民で ない 事 は 彼等 自身の 認 むる 所で ある、 英米人 は實 際の 民で ある、 

蒸氣と 電氣の 1- である、 工業と 商業の 民で ある、 西洋の 支那 人で ある、 現代の 猶太 亞人 である、 彼等. 

が 理想の 民で なく、 信仰の 民で ない 事 は萬國 均しく 認 むる 所で ある、 故に 余 は 英米人の 信仰 を 非難し- 


て敢て 彼等 を 排斥す るので はない、 世に 完全 無 缺の民 はない、 英米人 は 他の 事に 於て 優秀で ある、 然 

れ ども 信仰の _s ^に 於て は 物質的であって、 粗雜 であって、 自 から 淺 薄で あると 謂 はざる を^ない。 

曰 本に 留る こと、 或は 十 年、 或は 二十 年、 而 して 日本語 を 語る 能 はす、 勿論 日本 文 を 讀む能 はす、 

英米 官 一 敎師 の多數 は此狀 態に 於て 在る、 彼等が 我等 日本人 を 解り やう 害 はない。 


患難と 其 結果  ， 

羅馬書 五 章 三 節 四 節の 解釋 

六月 廿ー 日横濱 に 於て、 同サ八 柏木に 於て 我 愛する 敎 友に 語りし 所の 大意で ある 

歡喜は 信者 日常の 生活 狀態 である、 彼 は 端」 M 道を講 する の ほか 何事 をも爲 さぐる 儒者の 如きお では 

ない、 又 悲憤慷慨、 H も 亦 足らざる 所謂 憂 國の士 ではない、 歡喜は 信者の 生命で ある、 汝等 常に 主に 

在りて 喜ぶべし、 我れ 重ねて 言 ふ、 汝等 喜ぶべし と はパゥ a の言辭 であって、 又 信者が 相： CTi に對 して 

言 ふ 所の 言 辭 である、 心の 深き 所に 禁ぇ 難き 歡喜 を貯 へ ない 者 は 基督 信者で あると 一一 一一 n ふこと は E£ 來な. 

い (腓立 比 書 §： の 

信者 は 常に 喜ぶ 者で ある、 喜ぶべき 時に 喜ぶ に 止まらない、 患難の 時に も 喜ぶ 者で ある、 信者 は歡 

喜 を 以て 忠 難に 勝つ 者で ある、 單に息 難に 耐 るに 止まらない、 忠難を 喜ぶ ので ある、 忠難を 諦める の 

ではない、 其 .£ て來 りし 深き 理由 を 探りて 之 を 利用し、 之に 由り て 神に 近づき 自己 を 完成う する ので 


ある、 信者 はま 難を损 害な りと は 意 はない、 大 なる 利得な りと 思 ふ、 ま 難 は 信者 を濱 さない、 彼 を 深 

くす る、 忠難を 不幸と 稱 する 者 は 不信者で ある、 信者 は 忠難を 喜ぶ、 そ は 神の 最大の 恩惠は 患難に. H 

りて 彼に 臨み、 人生 最大の 幸 幅は忠 難に 由り て 彼に 来る からで ある。 

蓋 忠難は 忍耐 を 生じ、 忍 ft は 練 速 を 生じ、 練達は希&^！を生す 

と。 ハウ 口 は 雷 ふた、 患難、 忍耐、 練達、 希望、 …； ^れも バウ a 獨 特の辭 である、 之に は 孰れ も獨特 

の 意味が ある、 其 意味 を 採って、 バウ 口の 此 言の 深き 意味 を 味 ふこと が出來 る。 

く， 0 しふ  い つ  ら 

患難 {.dxlqJKd は單に 苦難で はない、 痛い こと 又は 辛ら いこと ではない、 パ ゥ n の 謂 ふ 患難 は 「事 

の ，ゆ.？ つ •>*  みち ふ？  （-ん たいこ き はま  い.？ I ん 

物の 行詰り」 である、 前後左右に 途の 塞がる ことで ある、 進退 維れ 谷る ことで ある、 如何と もす る 能： 

はざる 狀 態に 陷る ことで ある、 而 して パゥ 口の 生. 独に 於て 斯 かる 場合 は 幾 Si もあった ので ある、 彼が 

ピリ ピに 於て シ ラスと 共に 桎を 掛けられて 獄にぼ 入れられし 時に 彼 は此狀 態に 在った (行傳 十六 章 十 

つ  ま." りつ. 3 さ  IJ- つ  ゲ t . -- 

二 節 以ド )、 彼が ダ マスコに 於て ァレタ 王に 馬け る邑宰 (市長) の 執 ふる 所と なり、 筐を 以て 牖 より 

いしが？  つ， り.； 1 ろ  ま «- V,  • 

石垣に 添 ひて 釣 下されて 其 乎を脫 る、 を し 時に 彼 はまた 此狀 態に 在った (哥林 多 後書 十 一 章 三十 一 一 

節)、 彼れ 自身の 言 を 以て 言 へ ば 

ヒ to-f  せんか つ  せめ  古て 

我等 四 方より 忠 難を受 くれ ども 窮 せす、 詮方 盡 くれ ども 希望 を 失 はす、 迫害ら るれ ども 棄られ す、 

跌倒 るれ ども 亡びす、 我等： i: 處に往 くに も 常に ィ H スの死 を 身に 負 へ り 

と 云 ふ 窮迫の 狀 態に 彼 は 幾 II となく 陷，. つたので ある、 而 して 是れが バウ 口 の 謂 ふ 所の 忠難 である、 八 

方 塞り、 行路の 行詰り、 人力 を 以て 如何と もす る 能 はざる 狀態、 …パゥ n の 謂 ふ 所の 患難と は此 事で 

； -.1 に-て 二  ぶざま  は？ 

ある、 深き (介」. W に 落ちて， 51^ の 隙 問に 挾まれて、 運動の 自由 を 失 ひし 狀 態…。 ハウ の 謂ぶ 所の 患難と 


は此 事で ある。  - 

然 らば 忍耐と は 3： ん である 乎、 忍耐 は眾に r 耐 ゆる _J?U 义は 「我慢す る 事」 ではない * 単に 「忠難 

に 遇 ふて 倒れない」 と 云 ふ 辜で はない、 希躐：^！叫の ffl 艮 之を英 おに 譯 すれば remain  under であ 

る、 rn 本 語に 直譯 すれば 「下に 止まる」 である、 サ：^ つる 丈け 落ちて 其れ 以ドに ちゃして 共處 i 4-.;- 

る ことで ある、 建築 師が砂 又は 泥土の 上に (豕を 築かん として、 地 を 掘 下げて お 石 义は硬 土に 達し、 其 

處に土 臺を据 ゑる ことで ある、 動かざる 基礎に 達して 其處に 止まる ことで ある、 …忍耐、 ドに 4= まる I 

夢の 浮世より 振 落されて- 干 代經し 堅き 岩に 達し、 其處に 止まり、 新たに 土臺を 築く ことで ある、 而 

して 忠難は 忍耐 を 生す と 云 ふは此 事で ある、 山^ 難の 我等に 臨む は 我等が 頼るべからざる 者に 賴 るから 

である、 我等 自己に 賴る 時に、 世に 賴る 時に、 勢力に 賴る 時に、 慧に賴 る 時に、 忠難は 我等 を 舞 

ひて、 我等 を 我等が 據て 守る^き 城廓より 攻落 すので ある、 而 して 攻^され て 我等 は 自己に 歸り、 賴 

るべき 者に 賴る ベく 餘儀 なくせられ、 終に 永遠の 5 石に 建し、 其れに 緒り、 其， u に.^ まり、 其：！ に 新た 

に 生涯の 基礎 を据 ゑて、 朽 ざる、 壞れ ざる、 力 なく つ 所の 「天より^ ふ 我等が 屋」 の 建築に 枚 か. - 

} -,  ヽ 二，、.：：  0  O0 こ は 0000000  000000OG0O0OOO 

るので ある (^^林多後書五章ー、 二 節)、 難 は 壊される 事で ある、 而 して 忍耐 は壞 されて 止まる ベ 

き 所に 止まる ことで ある、 改築の ための 患難で ある、 而 して 忍耐 は 改築 第一 步 である、 永遠に 壊れ ざ 

る土臺 の^ 附 である、 人に 敏る こと を めて 神に 顿 りて 生涯の 行程に 就く ことで ある、 ィ H スの 一一 H を 

以て 言へば 

あめ ふ  ，ひて  た ふる  い •*  ？し 

雨降り、 大水 出で、 風 吹きて 其 〔象 を掩 ども 倒る ことなし、 是れ辦 めを甚 礎と なし たれば 3 

と ある， 其 家 を 築かん がた めに. 靈 魂の 深き 所に 神に 求め、 其處に 新たなる 生 の 某 礎 を， だむ る こと 


ffi'k<» 上 地 


攀 


据 eg るに 忍 
附の ffiftft 


お^に 由る と 接-" $ 


である、 忍耐と 云 ひて， 忍從的 不屈で はない、 建設的 活動で ある。 

忍耐 は 練達 を 生ずと 云 ふ、 練達と譯せられし希隨；^jsの  hoi は廣き 意味の 詞 である、 之 を I 一き と 

»  , , で，， ？  ,、  ^  ;o,  ！,  •  0000000000000000000 

も 貴 おんとも 赏 行と も亦實 現と も譯 する ことが 出来る、 隠れた る 者が 事實 となりて 外に 現 はる &事 

である、 而 して 此 場合に 於て は 患難に 由て 毀 たれ、 忍耐に 由て 新たに 基礎 を据 たる 信仰が 實驗 となり 

て 行 爲に現 はる、 事で あると 思 ふ、 故に 練 逹と譯 せす して 實 行と 譯 するならば 意味が 更らに 明瞭に な 

るで あら ふと 思 ふ (英譯 の exl>el.ience を參考 せよ)、 而 

して 「忍耐 は 實行を 生す」 と讀ん でパゥ 口の 此霄の 意味が 

一 & 5 深く 味 はれ 得る ので ある、 忠 難に 由て 一 たび 我が 誤 ま 

れる 立場 を 失 ひ、 忍耐に 由て 我が 立つべき 永遠の 磐に 達し、 

此 所に 新たに 基礎 を 定めて、 新 生涯の 實行を 試む るに 至る、 

破壊の H 的 は S 建に 在る、 神が 其 愛する 者に 患難 を 降し 給 

ふ は 震 はるべき 者 を 震 ひ 落して 震 はれざる 者 を 築かん ため 

故に 忠 難の 結 が 忍耐 を 歷て實 行と なりて 現 はる、 は 當然の 順序 

、 破壞 のた めの 破壊で はない、 再び 毀つ こと 能 はざる 信仰の 城廓 


資： t に 由る 向上と WMF 




である (希 们來書 十二 章廿七 節)、 

である、 患難の ための 忠難 ではな 

一、 つつろ 

の 築かれん ために 降され し忠 難の 鐵梯 であった ので ある。 

忠 難に 由て 毀 たれ、 忍耐に 由て 支え、 實行に 巾て W 築し、 美 はしき 義の を 結ぶ に 至る、 然れ ども 

事 は 鼓に.^ まらない ので ある、 練達 (實 行」 は 希望 を 生ずと ある、 希 §1- と は 勿論 復活 永生の 希 §1- であ 

る、 信者 は 信仰の 生涯 を實 行して 此 世に： W の 恩 惠を樂 しむに^ まらない ので ある、 信仰の 實行は 直に 


彼 をして 上天 を 仰がし むる ので ある、 彼は：^^仰の生涯に成功して更らに永生を戀慕ふに至るのでぁる、 

忠 難に 由て 彼に 臨みし 落 は 忍耐に 由て 永遠の 磐に 達して 止まり、 玆に 勢力 を 盛 返して、 新生 涯を實 

現す るに 至る や、 彼 は 地上の 勝利 を 以て 滿足 する 能 はす" 終に 天上の 榮光 を？ 一 ェ むに 至る とのこと であ 

る、 r 已に 上に c: 计れ りと 云へば 先づ 地の 下に 降りし に 非す や、 降りし 者 は卽ち 諸の-太の 上に 昇りし 者 

たり」 と あるが 如し、 今 阅 を 以て 此 順序 を 表さん に は 左の 如くに 成る ので ある (前 K 參照 I 編者)、 

よろこび 

忠難は 忍耐 を 生じ、 忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希 tli^ を 生す と 云 ふ、 故に 中^ 難に も 欣喜 をな せりと 云 

ふ、 バウ a は 彼の 信仰の 生涯の 實驗 として 此 驚くべき 言 を發 したので ある、 而 して 我等 東方の 日本に 

於て、 彼より で 九 fn 年後の 今日に 於て、 彼の 此言の 亦 適切に 我等の 實驗を 語る 者で ある こと を 知る の 

である、 使徒 パ ゥ n と 生涯の 實驗を 共に する 我等 は實に 福なる 者で あると 言 はざる を 得ない。 


ャ イロの 女 

つかさ  め  むすめ  よみ-かへ  >  . ■ 

ィ H ス は會 堂の 宰ャィ a の 信仰 を 愛で 給 ひて 其 女 を 死より 甦らし 給 ふた (馬 可 傳五章 一 一十一 一節お 

下)、 此事を 聞く 世の 父母に して 其 女 を 失 ひし 者 はャィ ti の 幸福 を羡 みて 止まない、 「我に も 亦ャィ 

n 夫婦に 降りし 恩 慮 あれ かし」 と は 彼等 各自の 心に 起る 禁め 難き 祈 求で ある。 

せん； £55  0  0 

而 して 事 は 羨望に 止まらな いので ある、 羨 に 伴 ふて 懐疑が 起らざる を 得ない ので ある、 神 はャィ 


p の 女 を 復活し 給 ひて 何故に 我 女 を 復活し 給 はない ので ある 乎、 彼 は 旣に奇 路を行 ふの 能力 を 失 ひ 給 

ふたので ある 乎、 或 ひは义 我が 信仰の 薄き が 故に 我に 此恩 _ ^-が 降らない ので ある 乎、 或 ひ は 叉 我に 何 

にか 隱れ たる 罪 惡の存 する が 故に 我が 祈 求が 聽 かれない ので ある 乎、 更らに 進んで、 或 ひ は 神なる 者 

は實は 無い のであって、 奇睛 なる 者 は 有る のでな く、 隨 つて ャィ の談の 如き は 人 を 欺く ための 虚談 

では あるまい 乎と、 斯か る 疑問 は 族々 として 子 を 失 ふの 不幸に 遭 ひし 信者の 心 を 襲 はざる を 得な い の 

である。 

沟に 若し ィ H ス が 特に ャィ 口 のために 彼の 死せ る 女 を (ぎ 活し給 ひしなら ば 彼の 愛 は 偏愛で あると 言 

はざる を 得ない、 世に はャィ ：！ の 信仰に 劣らざる 信仰 をせ ちし 人に して 其 子 を 失 ひし 者は齡 くないに 

相違ない、 又ィ H ス御 自身の 立場に 立ちて おへて、 信仰の 有無に 由て 此恩惠 を 人に 施し、 叉 之 を 施し 

給 はすと は 雨 を 善人の 上に も 降し 惡 人の 上に も 降し 給 ふ 天に 在ます 父なる 神の 子の 行爲 として 受納れ 

よみ：；！ 

難い 事で ある、 若し 死者が 其 愛する 者の 祈禱に 由て 甦へ ら さる k 者で あるならば 世に 死と 云 ふこと は 

無い 害で ある、 又 神の 無限の 憐愍 を 以てして、 人の 祈禱を 待つ まで もな く、 死者 は 悉く  に 甦ら さる 

べきで ある。 

故に ャ イロ の 女の 場合 は是れ 決して 特に 彼に 降りし 恩惠を 示す ための 者で ない に 相違ない、 是れ特 

にャ イロの ために 施され し奇 IS で ない に 相 遠な い、 神の 行し 給 ひし ことで あれば 是れ すべ て 信ずる 者 

0000000000  O0COO00G  000C 

のために 行 はれし 奇镜 であるに 相違ない、 卽ち、 神はャ イロの 女 を 以て、 すべて 信す る 者の 女 は 終に 

OOOOO00000O00C0OO00O00OOO00O  むすめ ふ,、 く. S つ 

斯 くの 如くに して 甦ら さるべし との 事 を 示さん と 欲し 給 ひしに 相違ない、 卽ち、 ャ イロの 女の 復活 は 

すべて 信す る 者の 終末の 復活の 質で あるに 相違ない、 ィ H スは曰 ひ 給 ふた、 


我 は 復活な り 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし 

0  0  0  0  0  0 あて は. -*  こと； Sli  むすめ 

と (約 翰傳 十一 章廿 五節)、 是れ すべての 信者に 當箝 るべき 一一 百辭 である * ャィ n と 其 女と にの み 限ら 

るべき 者で はない、 イエス は 叉 一一 一一 口 ひ 給 ふた、 

汝等 すべ て 我 名に 託り て 祈 求 ふ 所の 事 は 我れ すべ て 之 を 行 はん …… 若し 汝等 何事 にても 我 名に 託 

りて 祈 求 は^ 我れ 之.^ 行 はん 

わ. U 

と (同 十 ra 章 十三 、十四 節)、 是れ 祈禱の 法則と も稱 すべき 者であって、 一般に 渉る 信仰 上の 眞理で 

ある、 故に 眞にィ ヱ ス を 信す る 者 はすべ てャィ n の 地位に 在る 者であって、 ャ イロ が 受けし 恩 惠に與 

かるの 資格 を與 へられた る 者で ある。 

,-し すめ  よみ， だへ  な？：  を はり 

ィ ェ ス はャィ & の 女 を 死より 甦らし 給 ひて 之 を その 歎け る 父母に 還し 給 ふた、 其 如く 末の 日に 於て 

彼 はすべ て 彼 を 信す る 者の 祈 求に 應 じて、 其の 曾て 失 ひし 女 を 復活し 給 ふて、 之 を 再び 彼等の 手に 還 

OO0O0OOOO0O0OOOO00O0O0O0O0OO 

し、 彼等 Q- 心を歡 ばし 給 ふので ある、 すべての 眞の クリスチャン は 喜ぶべき 末の 日に 於て ャィ 11 が實 

OOOOOOOOCOO0OO00OOO0OO0O 

.驗 せし が 如き 堪え難き 程なる 歡 * を 赏 驗す るので ある、 

む ふ • め し U  い  のみ 

女 は 死る に 非す た 寢 ねたる 耳 

と、 すべての 信す る 者の 女は此 通りで あるので ある、 

ィ H ス 女の手 を 執りて 之に 一一 一一 C ひける は タリ タクミ、 之を譯 けば 女よ 起きよ との 義 なり 

みづ  いつ  ち. K らみ わざ 

と、 信者 はすべ て自 から 何時か 一度、 ィヱ スの此 喜ばしき 聲を聽 き、 彼の 能力 ある 此聖 業を拜 見す る 

めで ある。 

神 は 偏視る 者に 非す である、 彼 は 決して ャィ J1 の祈禱 にの み 其の 耳 を 傾け 給 ひて、 其 他の 者 を IS み 


給 はない 害 はない、 彼 はャィ n の 祈 禱を聽 き 給 ひしが 如くに すべ て 彼 を 信す る 者の 祈 禱を聽 き 給 ふに 

OOO0OO0O0COOC0OOOC00OOOO00O000OO  まこ、 ろ 

相違ない、 故に ャィ B の 場合 はすべ ての 信者の 場合 を 代表す る 者に 過ぎない に 相違ない、 すべて 眞心 

を 以て ィ H スを 信ぜし 者に して 其 愛子 を 失 ひし 者 は、 神の 命じ 給 ふ 時に 於て、 ャ イロが 惠 まれし が 如 

くに 惠 まる & に 頃 ない。 

依て 知る、 ャィ n の 女に 行 はれし 奇蹟 は是れ 決して 彼女と 彼女の 父母の ためにの み 行 はれし 奇 に 

非ざる こと を、 而 して 此奇蔬 に 止まらない、 すべての 奇蹟が 爾ぅ である、 ラザロの 復活ら されし は特 

に 彼と 彼の 姉妹なる マルタと マリヤの ためにで はない、 すべ て 信じて 死し 者の ためで ある、 凡て 信す 

を はり  い か • 

る 者 は 其の 愛する 兄 を 失 ひ、 弟 を 失 ひ、 姉 を 失 ひ 妹 を 失 ふと も、 末の H に 至れば ラザ a が 復活され し 

が 如くに 復活され て、 再び 其の 愛する 者の 手に 渡さる べしとの 事 を 示さん がた めに、 ベター ーャの 村に 

於け る 此大奇 積 は 行 はれた ので ある (約 翰傳 十一 章)、 又 ナインの 邑に 於て ィ H スが蔡 の 獨子を 死よ 

り輕 らし 給 ひし 目的 も 亦玆に 在った ので ある (路加 傳七章 十 一 節 以下)、 

主、 嫠を 見て 憫み、 泣く 勿れと 曰 ひて 云々 

と ある、 ィ H ス はすべ ての 螯を 偶み 給 ふ、 ナインの 螯に 限らない、 すべての 嫠を憫 み 給 ふ、 而 して 彼 

を 信す るすべ ての 嫠は、 末の 日に 於て ナイン の嫠の 如くに ィ H ス に 取扱 はる &の である、 

ものい 

ィ H ス曰 ひける は 起きよ、 我れ 汝に 命す 起きよ と、 死た る 者 起きて 且つ 言ひ始 む、 ィ H ス之を 其 

わ 仁 

母に 予し 給へ り 

お， i  やもめ  ひとりつ 一 

と、 今や 戰雲 歐洲 全土 を 蓋 ひ、 其 一端 を 東洋に 於て まで 見る に 及んで、 多くの 蔡は 其獨子 を戰場 に 失 

ひて 悲歎の 淚に暮 る，^ であら ふ、 而 して 政治家 は國 威の 宣揚 を唱 へ、 新聞記者 は 其録に 和して、 嫠の 


淚の 如き は 敢て之 を 顧みす と雖 も、 ィ H ス はん， 猶ほ 「蔡を 見て 憫み、 泣く 勿れ」 と 言 ひ 給 ひつ X ある 

ので ある、 而 して 草の 難 倒さる k が 如くに 壯 者が 戰 場に 斃 る.^ ある も、 政府と 國 家と は， \J+^ 如何と も 

する 能 はざる ので ある， 嫠は戰 場に 其 獨子を 失 ひて 唯 泣く ばかりで ある、 然れ ども 「主、 嫠を 見て^ 

み 泣く 勿 5- と 言 ひ 給 ふ」 と ある、 而 して 来るべき 末の！： 3 に 於て 主ィ H スは戰 場に 斃れ しすべ ての 嫠の 

^子 を 復活して 之 を 彼 の 手に 予し給 ふので ある。 

然り、 神に 奇蹄を 行 ふの 能力が 絕 えたから ではない、 又 我等の 信仰が 足らない からで はない、 叉 我 

等に 隱れ たる 罪が あるから ではない、 若し 人の 完全が 祌の 恩惠を 招く ため の 必要 條件 であるならば 之 

に與 かり 得る 者 は 世に 一人 もない 害で ある、 我等に 今、 復活の 奇蹑の 行 はれな いのは、 今 は 復活の 時 

でない からで ある、 又此朽 つべき 肉體の 復活の 永久の 救濟 でない からで ある、 祌 はより 大 なる 復 } ^を 

へ 2 はり ひ  C すめ 

我等の ため 備へ給 ふので ある、 彼が 末の 日に 行 ひ 給 ふ 復活 はャ イロ の 女 ゃラザ n の 復活と 異なり、 

復 たび 死なざる の 復活で ある、 r 復た死 あらす、 哀み哭 き み 有る ことなし」 と 云 ふ 復活で ある、 而 

して 神 は キリスト を 以て 末の 日に 此大 なる 復活 を 我等と 我等の 愛する 者との 上に 行 ひ 給 ふので ある、 

むすめ  i  へ-ひが- ソ  し-一  つす め 

ャィ B の 女の 復活の 如き は此 復活に 較べて 見て 表號 に過ぎないの である、 我等の 死た る 女が 復 たび 我 

等に 予 さる X 時には、 我等 は復 たび 之 を 失 はない ので ある、 復と 死別の 無い 會合、 之に 優 さりて 歡ば 

しき こと は 此^に 無い の である。 

今や 泣く 者は哭 くべ からす 

其 愛する 者 は 失せし とも 


再た きふ 日の. 歡 喜の 光に 

其 曇りし 眼 は 晴れん 

C 『獨逸 小欲』 の 一節より^ す) 

クリス マ ス演說 

王の 誕生 

馬 太 傳ニ章 一 —十二 節 

夫れ ィヱ ス はへ 0 デ 王の 時 ユダヤの べッレ ヘムに 生れ 洽 ひしが、 其 時 博士 等 東 方より M ルサ レムに 來 りて 曰 

ひける は 

ユダヤ人の 王と して 生れ 給へ る 者 は 何處に 在す か、 我等 東方 に て 其 星 を 見 たれば 彼 を拜せ ん た めに 来れり 

と、 へ C1 デ王之 を 聞て 痛む、 又 M ルサレ ムの民 も 皆な 然り、 へ n デ王 すべ ての 祭司と 民の 學者を 集めて 問 ひけ 

る は 

キリスト の 生まる ベ き處は 處 なる 乎 

と、 彼等 答へ ける は 

ユダヤの べッレ ヘムな り、 そ は豫言 者に 由り て， 記された る 言に 曰く、 ユダヤの 地なる べッレ ヘムよ、 汝は 

ire-  い i ち ひさ  やし.； i 

ユダヤの 邑の 中に て 至 小き 者に 非ず、 そ は 我 か イスラエルの 民を牧 ふべき 君、 汝の 中よ リ出づ ベければ 也 


と あれば なり 

ひそか  つ its.:- 

と、 玆に 於て へ n デ密に 博士 を 召し、 星の 現 はれし 時を詳 かに 問 ひ、 彼等 をべ ッレ へ ムに逍 はして 曰 ひけろ は、 

汝等往 きて 嬰 兒の事 を 細 さに 尋ね、 之に 遇 はビ來 りて 我に 告げよ、 我 も亦往 きて 拜 すべし 

さき ひがしみ か；， 1  さき. ！，- を 5 な-, 一 

と、 彼等 王の 命を聽 きて 往 けり、 而 して 前に 東方に て 見たり し 星、 彼等に 先ち て 嬰兒の 居る 所に 到り 其 上に 止 

まりぬ、 彼等 此星を 見て 甚く 喜びたり、 旣に 家に 入りければ 兒の其 母 マリヤと 偕に 居る を见、 平伏して 嬰 兄 

たから -  一二  わう I* 一ん じ-? で r-fe つやく  そ へも^  さ、 

を拜 し、 寶の盒 を 開きて 黄金 乳香 沒藥 など 供物 を 彼に けたり、 渐 くて 後、 博士 等 夢に 「へ ロデに 還る 勿れ」 

つ け  ほか みち 

との 默 示に 接しければ 他の 途 より 其國 に歸れ り。 

〇 玆にー 一人の 王が 在った、 二人の ユダヤの 王が 在った、 偽の 王と 眞の 王と があった、 偽の 王 を へ ロデ 

と稱 ふた、 3 呉の 王 を イエスと 稱 ふた、 而 して 其 境遇に 天地の 差が あった。 

いつ k り  みや こ  と ，り けらい こしもと  ** も 

〇 偽の 王 は 首都の M ルサ レムに 住んで 居った、 彼 を園繞 くに 多くの 侍臣と 侍女と があった、 彼 を 護る 

に 強き 軍隊が あった、 すべての 祭司と 神學 者まで も 彼の 命 を いた、 彼 は ソロモン 以來の 大王と して- 

イスラエル の 民の 尊崇 を 受けた。 

〇 然れ ども 彼れ へ 口 デは眞 の 王ではなかった、 彼の 祖先 は H ドム 人であった、 而 して H ドムに イスラ 

す n.  せんろ 一つ 

エルの 歷 代の 敵であった、 H ドム 人が イスラ H ルの 王位に 座る、 其襄 自身が 旣に偕 越であった、 ダビ 

fi ォ. P  くら ゐ 

デの裔 の 座るべき 位に H ドム 人へ n デが 座った ので ある、 而 かも 神の ベ 叩に 由る にあら すして、 羅 人 

の 後援 を 得て、 兵力 政略 雨つな がらに 由り て 僅かに 之 を 贏ち 得た のであった、 へ ロデは 偽の 王た るに 

止まらなかった、 彼 は 王位の 篡奪 者であった、 然れ ども 一た び 位に 卽 きし 以上 は、 何人も 彼の 王位 を 

爭 はなかった、 民の 祭司と 學者ま でも 聖書に 循 ひて 彼の 位 を 辯 護した。 


〇 偽の 王へ 口 デに對 して 眞の王 イエスが あった、 彼 は 純正の イス ラ ヱ ル 人であって ダビデの 正統の 裔 

であった、 彼 は イスラエル を牧 ふべき 眞の 君であった、 然れ ども 彼れ 生れし や、 ヱルサ レムの 宮殿に 

於て 生れなかった、 僻邑の べッレ ヘムに 於て、 而 かも 其 客舍に 於て、 而 かも 其 牛舍に 於て 生れた、 槽は 

そな  え 5 らん  こしもと  .ァ しづ  うな 

彼のた めに 供 へられし 搖籃 であった、 一人の 侍女 も 彼に 侍かなかった、 彼 は 牛と 羊と が 唸る 所に 彼の 

呱々 の 聲を擧 げた。 

〇而 して 彼 を 始めて 訪ね 来りし 者 は 誰で ありし 乎、 彼 を 始めて ユダヤ人の 王と して 認めし 者 は 誰で あ 

りし 乎、 聖書に 精通せ る 祭司と 民の 學者 でありし 乎、 否な、 彼等 は 聖書に 精し くあった、 彼等 はへ n 

デ 王の 質問に 接して 直に 聖書の 言 を 引いて 答へ た、 彼等 は 米 迦書五 章 一 一節 を 引き、 之に 撒 母 耳 後書 五 

章 二 節の 一句 を 加へ て 答へ た、 彼等 は 聖書 を 操縦す るに t^l だ 巧妙であった、 彼等 は 聖書 學者 として 巾 

ぶん  まこと 

分がなかった、 然し 乍ら 夫れ 丈け であった、 彼等 は 聖書が 明，^ に イスラ H ルの眞 の 王の べッレ ヘムに 

生るべき を錄し をる を 知りし と雖 も、 然 かも 自 から 往 きて 其 處に彼 を 訪ねん と爲 さなかった、 彼等に 

架-書 知識が あった、 然し 乍ら キリスト を認 むる の 勇氣 がなかった、 彼等 は 王の 怒と 民衆の 不 人？」 K と を 

恐れ たれば、 單に 聖書の 一 百 を 引いた 丈け であって、 自 から 起て イスラ H ルの王 を 尋ねん とは爲 なかつ 

た、 彼等 は實に 世の 所謂 宗教家の 好き 標本であった、 世の 迎 ふる 者 を迎 へ、 世の 斥く る 者 を 斥けた、 

{ポ お 家の 爲す所 は 概ね 此 通りで ある、 古今東西 變る 所な しで ある、 佛敎も 儒 敎も 猶太 敎も 基督教 も、 

此點に 於て 異なる 所 はない、 「祭司と 民の 學者」 と ある を 「監督と 祌學 者」 と 書 直して 今日の 事實有 

の 儘で ある。 

5*r^  ^  まこと 

〇 べッレ ヘム の 客 舍の槽 の 中に 初めて 呱々 の 聲を擧 げし マリヤの 子 イエス をュ ダャ 人の 眞の 王と して 


認めし 者 は ユダヤ 敎會の 祭司と 祌學 者と ではなく して、 東方の 博士であった、 「束 方」 と はァラ ビヤ 

以東の 國を 指して 云 ふので あって、 多分 波斯、 印度、 支那 等 を 指して 云 ふので あらう、 「博士」 と譯 

せられし 原語の MAGI は 波斯の 占星學 者の 稱 であれば、 兹に謂 ふ 所の 博士 はゾ 口 ァ ス トルの 故阈 なる 

メヂャ 又はべ ル シャ より 来りし 者と 見て 問 違 は あるまい、 然し 乍ら 單に マ ガイの 徒 は波斯 人な りしと 

の 故 を 以て、 ィ H スを 訪ね 来りし 者 を 以て 波 斯の學 者に のみ 限るべき ではない、 束 方と は 東洋 全體を 

謂 ひ、 博士と は 識者 全 體を稱 ふので あると 思 ふ、 ヨルダン 河以 束の 諸 邦の 識者 數名、 或 ひ は數十 名が 

列を爲 して、 兹に マリヤの 子に 敬 崇を拂 はんとして 遙々 と 訪ね 來 りたり との 意で あると 思 ふ、 基督 敎 

きの 傳 說に從 へば、 来訪の 博士 は 三人で ありし との 事で あるが、 然し 聖書 は 三人と 數を 限て 居らない- 

かず 

數 人であった らふ、 或 ひ は 数十 人であった らふ、 へ &デと H ルサ レム の 全市民と を 驚かした 丈け の數 

と 權威を 有った 者であった。 

〇 ユダヤ 敎會の 祭司と 學 者と は 其 祌學と 聖書 知識と を 以て ィ H スを ユダヤ人の 王と して 認 むる ことが 

出来なかった、 或 ひ は 出来ても、 往て 彼を拜 する の男氣 がなかった、 然るに 玆に 東方の 識者の 來 りて 

彼を拜 する 者が あった、 選 ni- 必 しも 選 ：15^ ならす、 異 敎徒必 しも 異敎 徒なら すで ある. イエ スは 後年 其 

說敎に 於て 

我れ 汝 等に 告げん、 多くの 人々、 東より 西より 來 りて アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ と共に 天 岡 に 

くに こ ど も  そと C ら き おひい つ  そ こ  かなしみ は が み 

坐し、 國の 諸子 (選民) は 外の 幽暗に 逐 出され、 其處 にて 哀哭 切齒 する こと あらん 

と 言 ひ 給 ひしが、 其 事 は旣に 彼が 始めて 此 世に 臨み 給 ひし 時に 事實 となりて 現 はれた ので ある (馬 太 

傅 八の 十 一、 十二)、 ィ H スを 始めて 承認せ し 者 は 所謂 「國の 諸子」 卽ち 正統 敎會 の當局 者で はなく 


して 異敎國 の 識者で ありし こと を 知って、 ィ H スの 如何なる 者で ありし 乎、 叉 彼の 唱 へし 福 昔の 如 

何なる 性質の 者で ありし 乎 を 知る に 難くない、 ィ H ス は 初めより 異敎 徒に 迎 へられ 給 ひし 者で ある、 

イエスの 眼中に 今の 基督 敎國の 民の 稱 する ヒ ー ズン (異敎 徒) なる 者はなかった、 ィ H スはサ マリヤ 

人 を 愛し 給 ふた、 力 ナン 人 を 惠み給 ふた、 ィ H スは 特に 異邦人の 救 主で ある。 

すく ひぬ し 

〇 祭司と 學者 たち は 聖書に 依て ィ H スを救 主として 認 むる ことが 出来なかった、 然るに 東方の 博士た 

ち は 天の 星に 導かれて ィ H スの 所に 来った、 聖書が 神學 者の 手に 附 され、 其 文字が 攻究せられ、 其 章 

節が 暗記され、 祌學 論が 鬪 はれ、 敎會 論が (学 はれ、 聖書が 全く 聖書た るの 用 をな さ るに 至る 時に、 

神 は 聖書に 依らす して、 天然 を 以て 人 を 直に 御自身に 導き 給 ふので ある、 ィ H スが. |n て 言 ひ 給 ひしが 

如くに、 

此 輩 もし 默 止な ば石號 叫ぶべし 

である (路加 傳 十九の ra 十)、 若し 人が ィ H スを 認めないならば 路傍の 石が 認 むる であら ふ、 聖書が 

敎 會の專 有に 歸 して、 其 明， H なる 默 示が 人をィ H スに 導かざる に 至るならば、 祌は 天の 星 を 使って 其 

聖旨 を 遂げ 給 ふで あら ふ、 聖書 は 貴く ある、 神が 人類に 賜 ひし 者の 中で 聖書 は 最も 贵き 者で ある、 然 

し 乍ら 神 は 聖書 を 以て 其 行動 を 限られ 給 はない、 彼 は 聖書な くと も 人に 光明 を 與へ給 ふ、 聖書に 由ら 

すして 異邦の 民 を其聖 子に 導き 給 ふ、 實に 

彼 は 風 を 其 使者と なし、 火 を 其 役者と なし 給 ふ (希 伯 來書ー の 七)、 

ユダヤの 祭司と 學者 等が 聖書 を專 有し、 之 をして 神の 光 を 放た しめ ざり しが 故に、 神 は 聖書 を 築て、 

空 天の 星 を 以て、 東方の 識者 を 彼の 聖 子の 許に 携れ來 り 給 ふたので ある。 


〇 而 して 天然 は實に 聖書に 劣らざる 神の 默示 であるの である、 聖書、 聖書と 云 ひ、 天啓、 天^と 云 ひ 

て、 天然の 惯位を 貶す 者 は、 神の 默示 としての 天然の 價値を 知らない 者で ある、 天然 は 單に肉 愁の要 

求に 應 する ための 者で はない、 天然 は 詩歌で ある、 哲學 である、 預言で ある、 深く 天然 を 探りて 神の 

深 事を究 むる ことが 出来る、 然り、 讀む眼 を 以て 之を讀 めば 天然 其 物が 聖書で ある、 人 は 星學を 究め 

て、 又は 動植物 學に 由り て イエ ス キリストに 顯 はれた る 祌の心 を 知る ことが 出來 る、 必 しも 神なる 文 

字 を 用 ひない 乎 も 知らない、 ィ H スキ リス トの 名を稱 へない 乎 も 知らない、 或 ひば 信者の 立場より は 

無神論者、 偏 理論 者 を 以て 目 せらる &乎も 知らない、 其れに も 係 はらす、 彼等 は 多くの 監督、 牧師、 

偉 道師に まさるの 基督 者で ある 乎 も 知らない、 ユダヤ 敎 きの 祭司と 神學 者と は 聖書に 由り てィ H スを 

認めなかった、 之に 反して 東方の 博士 は 星に 由て、 遠方より 來 りて ィ H スを拜 した、 祝すべき 星よ、 

汝に聲 なし、 昔 響な し、 然れ ども 汝の 言辭は 時には 地の 極にまで 及ぶ、 我等 汝の聲 に聽て 誤らざる な 

り、 冬 天、 空 澄みて 汝の 光燥然 たる 時、 我等 をして、 汝の唱 ふる 幅 昔に 吾等の 靜 かなる 心の 耳 を 傾け 

しめよ。 

〇 近 f の 大說敎 師はス ボル ジ オンで ありし と 云 ふ、 ロバ ー トソ ン でありし と 云 ふ、 ム 1- デ ー でありし 

と 云 ふ、 然り、 我等 は 其 事 を 疑 はない、 然れ ども 神 は 尙ほ其 他に 多くの 大說敎 師を遣 はし 給 ふた、 十 

九^ 紀の 星學の 泰斗 ハ ー シヱ ル 父子、 ノルマン. 口 ックャ ー、 グ スタブ. キル ショ ー フ等 も亦大 なる 

福 昔の 宣俾 者であった、 近世 天然 學の 始祖と 稱る X ハ ム ボルト 5?;^ も 亦： t の 預言者の 一 人と して 敬 ふ 

べきで ある、 而 して 進化論の 唱道 者 チヤ ー ルス • ダー ゥ キン を 呼んで 基督 敎の 敵と 云 ふ 者 は 何人で あ 

る 乎、 我等 は 米國の 思想- 冢ジ ヨン. フィ スクの 註解に 由て グ ー ゥ キ ンの 進化 說の基 赞敎の 善き 說明者 


である こと を敎 へられた ではない 乎、 神 は 初めに 天の 星 を 以て 東方の 博士 を嬰兒 イエ スの 許に 携れ來 

り 給 ふた、 其 如く 令 も尙 ほ、 或 ひ は 天の 星 を 以て、 或 ひ は 地の 獸を 以て、 或 ひ は 海の 魚 を 以て、 同じ 

傳道を 試み 給 ひつ & ある、 神はィ H スの 誕生と 同時に 天然 學 (科 學) を 祝福し 給 ふた、 科學が 宗敎の 

敵で あるので はない、 敎會の 敵で あるので ある、 神の 聖書 を 濫用し. 之に 由て 誤謬 を 世に 唱 へつ &ぁ 

る 近世の 祭司と 學者 等との 敵で あるので ある。 - 

〇而 して ユダヤの 祭司と 神學者 等が 王の 威厳 を 恐れて、 惟 々諸々 たるに 對 して、 異敎國 の 博士 等の 獨 

立 的 行爲に 省みよ、 博士 等 は 王の 命 なれば とて 担むべき は 之 を 担んだ、 

博士 等 夢に 「へ "デに 還る 勿れ」 との 默 示に 接しければ 他の 道より 其國に 歸れり 

と ある、 祌命、 王 命よりも 重し である、 眞理 は傳說 よりも 贵し である、 博士 等 は 嬰兒ィ H スに 於て 眞 

f  いつはり 

の 王 を 認め たれば、 王の 安全 を 計らん がた めに 偽の 王に 復命し なかった。 

〇 而 して 令 も尙ほ 多くの場合に 於て 科學者 は宗敎 家よりも 眞理の 唱道に 於て 遙に 勇敢で ある、 宗敎家 

の 敎會の 權威を 恐れて 俾說に 反 ひて 何 を も唱へ 得ざる に對 して、 科學^ は 純 科學の 立場より して 其 確 

信 を 述べて 憚らない、 ガリレオ、 ブル I ノ、 ケプラ ー 等が 科學 的の 眞理 のために 一 6 乂 けし 迫害の 苦難 は 

往昔の 事で あると して、 今日と 雖 も科學 者の 勇氣 は宗敎 家の それに 優越る と 言 はざる を 得ない、 今や 

大膽 に非戰 論を唱 ふる 者 は 基督 敎會の 敎師に 非す して、 常に 敎會の 忌 嫌 ふ 所た る社會 主義者 並に 不可 

ともがら 

思議 論者の 徒で ある、 今や 純 科學の 立場より して、 人類の 自由 平等と 戰 爭の廢 止と は 忍耐と 勇 氣とを 

以て 敎會 以外の 人士に 由て 高唱 せられつ & ある、 「義 のために 迫害ら る、」 と 云 ふ 祝福 は 今や 敎會に 

は 降らす して、 敎會が 其 敵と 見做す 人々 の 上に 裕に 臨みつ 、ある は事實 である。 


〇 神の 子が 初めて に 降り 給 ひし 時に 雨う であった、 彼が 再た び, に 臨み 給 ふ 時に 又 雨う であると 

ふ、 再来の イエス を認 むる 者 も 亦 「祭司と 民の 學者」 ではなく して 「東方の 博士」、 卽ち 基督 敎，^ 以 

外の 識者で あると 思 ふ、 敎會が 聖書に 於て 「此は 何の 日、 如何なる 時」 なる 乎と 推究 ね、 議論 を鬪は 

しつ k ある 間に、 神 は.： 于宙の 大事 實を 以て 顯 著に キリスト W 臨の 時と 所と を敎會 以外に 在る 識^に-: 小 

し 給 ひて、 彼等 を 導きて 彼の 所に 至らし め、 其處に 黄金、 乳香、 沒 ならぬ 近^の 科學的 製造品の 屮 

より 最善 最 美の 物 を 彼に 獻 げしめ 給 ふで あら ふ- 「人の子 臨らん 時 信 を^に 見ん や」 とィ H スは .1" て 

言 ひ 給 ふた、 然り、 彼 を 主よ 主よ と稱び まつる 敎會の 中に 之 を 見た ま はないで あら ふ、 然し 祌は敎 # 

以外に 彼 を 信す る 者 を 備へ給 ひて， 或 ひ は 星 を 以て、 或 ひ は 其 他の 天然 的 現象 を 以て、 彼等 を 彼の 許 

に？ ^>!； き 給 ふで あらう。 

〇 而 して 其 時に 博士 等 は- S たび 「平伏して 嬰 兒を拜 し」 奉る であら ふ、 ィ H スの 神性 は 敎會の 敎義で 

はない、 宇宙の 大眞理 である、 是れ單 に 「聖徒に 一 たび 傳 へられし 信仰の 道」 ではない (猶太 書 三 節). 

天地に 內^ する，： -Hm 固有の 露理 である、 萬 物 進化の 終極、 人類 進歩の 極致 はィ H スを萬 物の 主として 

崇め 奉る にある、 

萬 物 は 彼に 由って 造られ、 且つ その 造られた る は 彼の 爲め なり、 彼 は 萬 物より 前に ありたり、 而 

して 萬 物 は 彼に 由り て^つ こと を 得るな り、 

ふろ  こと^^ 

と は舊ぃ 聖書の 言で あるが、 然し、 單に 敎會の 信仰 衝條 としての み 見るべき 者で はない (哥羅 西 書 一 

章 十六、 十七 節)、 義の 太陽なる ィ H スは叉 宇宙の 中心で ある こと は、 深き 奥義で あると 同時に 又大 

なる 眞理 である、 一一 ー ブ ル の 如き 哲學 的歷史 〔，T  H  ，ヮ ルトの 如き 歷 史的 §1： 學者、 マ ツキ ン卜 ッ シ ュ の 


如き 哲學的 法珂學 者 は 此眞理 を 認めて 疑はなかった、 東方の MAGI のみなら す、 全世界の科學^！^と哲 

學 者と 法理 學者 とが 「平伏して 嬰兒ィ H ス を拜」 する に 至る 時 は 必す來 るべき である、 而 して 神の 子 

再び 世に 臨み 給 ふ 時に 吾等 は此 偉観 を目擊 する ので あら ふ。 

〇 玆 に三箇 の 面白き 對 照が ある、 其 第一 は 偽の 王へ テに對 する 眞の 王ィ H ス の對 照で ある、 其 第一 一 

は ユダヤ 敎會の 祭司と 學者 等に 對 する 異敎國 の 識者 等の 對照 である、 其 第三 は 聖書 智識に 對 する 天然 

學の對 照で ある、 孰れ も 驚くべき 對照 である、 而 して 敎會の 祭司と 學者 とが 聖書 を 以て 偽の 王に 事へ 

し 時に、 異敎の 博士が 天然 物に 導かれて 眞の 王の 許 を Is- ねて、 平伏して 彼を拜 したりとの 事で ある、 

新約聖書 は斯 かる 意外 干 萬なる 記事 を以 て 始まって 居る ので ある、 吾等 は 聖書 は敎會 の 書で あると 聞 

いたが、 然し 事 實は其 正反對 である、 世に 聖書 ほど 非敎會 的の 書 はない ので ある、 又 聖書 ほど 天眞の 

宇宙に 重き を 置く の 書 はない ので ある、 叉 聖書 ほど 異敎 信者に 同情す るの 書 はない ので ある、 聖書 は 

其 始めより 終りに 至る まで、 敎 會と稱 する 信仰の 化石 體に對 し、 經 典と 稱 する 思想の 沈殿 物に 對し、 

叉 信者と 稱 する 神の 子の 閥族に 對し、 徹頭徹尾、 激甚の 反對を 表する ので ある、 實にィ H スの 誕生 を- 

以て 革命の 火は此 沈滞せ る 人の 世に 投ぜ られ たので ある、 靜 かなる 冬の 夕、 べッレ ヘムの 空 に異樣 

の 星の 輝きし 時に 幽暗に 居る 民は大 なる 光 を 見、 死地と 死 蔭に 坐す る 者の 上に 光 は 現 はれた ので ある 

(馬 太 傳四章 十六 節)、 吾等 は玆に (仅 たび 舊き^ 書を讀 み、 讀み 慣れたる 其售き 記事 を 謂み て、 天の 

父が 供へ 給 ひし、 世界の 廣 きが 如く 廣き、 天然の 新ら しきが 如く 新ら しき、 人の 自由に 就て んで、 

歡 喜と 感謝と 讚美と に 堪えない ので ある。 


第三 節に 「へ 、デ之 を 聞て 痛む」 と ある、 「痛む」 では 足りない、 原語の 意味 は 「驚駭 く」 である _ 

、.， つ ** り  ミこと  し v しゃ 5 らラ々 い 

僞 の 王 は眞の 王の 誕生 を 聞て 周章 狼狠 したので ある、 洵に左 も あるべき である、 然し 不思議なる は 

「义 M ルサ レム の 民 も 皆な 然り」 と ある 事で ある、 「エルサレム の 全都 ユダヤ人の 王の 誕生 を 聞て 震 

ち  ヤスん 

動せ り」 との 事で ある、 ダビデの 邑 なる エルサレム は ダビデの 裔の 誕生 を 聞て 欣 ぶべき である 然る 

に 其反對 に、 其 偽 の 王と 共に 之を閱 て驚駭 震動した りと 云 ふ、 而 して 其 理由 は 明白で ある、 H ルサ 

O0O0OOO000OOO00O0000OOO  こ  ： 

レムに 神の 子を迎 ふるの 準備がなかった からで ある、 其 民 は 世の 權 門に 阿 從し、 安逸 維れ 求め、 幸福 

さ よ  -ご ^ と 

維れ 追 ひ、 聖き 神の 聖き 治世 は 反て だしく 之 を 厭 ふたので ある、 故に 彼等 は 彼等 を 治むべき 眞の王 

の 誕生 を 聞いて 驚き 且つ 震へ たので ある、 人類に 臨みし 最大の 恩惠は 最大の 刑罰と して 彼等に 臨んだ 

ので ある、 メシャ (キリスト) の 降 世 は 彼等の 信仰 筒條 であった に 係 はらす 彼等 は 其 事實を 聞いて 震 

へた. ので ある、 鳴 呼 今 若し キリストが W 來し給 ふたならば 如何に？ 敎會は 之 を 間いて 欣ぶ であら ふ 

乎、 駭く であら ふ 乎、 基督 敎國の 君主と 稱 する 多くの へ 口. テ 等が 震へ ると 同時に、 其 首府と 稱 せらる 

る數 多の H ルサ レム の 民 等 も 皆な 同じく 震駭す るので は あるまい 乎。 

きょ 

ァ ー メン、 主ィ H スょ來 り 給へ、 速 かに； 木り 給へ、 而 して 汝の聖 殿なる 此 全地 を聖め 給へ。 默示錄 

卄 ニ章卄 節。 

ホ  * 

, で さな-ご  つ  そな へ もの 

夭 然の 星に 導かれて 嬰兒ィ H スを 訪ねし 東方の 博士た ち は黃金 乳香 沒藥を 供物と して 彼に 默 げたり 


と 云 ふ、 三者 共に 天然の 產 物に 非す して、 當 時の 最高の 化學 製造品で ある、 は 冶金 術の 產、 

は 精製の 香料、 沒藥 は製藥 學の產 である、 兹に當 時の 科學 者が 最上の 科 學的製 產物を 嬰兒ィ H スに獻 

げたので ある、 科 學が玆 に 其 最高の 製作 物 を 以て 敬 崇をィ H スに 表した ので ある、 而 して 天 國が此 世 

に 臨む 時に 再た び此 種の 獻納が 行 はる、 ので ある、 卽ち、 高貴なる ラヂ ゥムと ヘリウムと 世界最大 0 

金剛石と が科學 者の 手に よって、 人類の 罪の 贖 主にして 萬 物の 造 主なる キリス トイ H スに 獻ナら る，， 

ので ある。 


大正 四 年 二 九 一 五 年) 

信仰の 統一 

ひとつ 

主 一， 信仰 一、 パブ テス マ 一 (以弗 所 書 章 五節) 

主 一 汝等は 皆な 兄弟な リ汝 等の 師は 一人、 卽ち キリスト なり (馬 太傳 二十 三の 八)、 我等に 於 

て は 唯一 の 神 卽ち父 あるの み、 又 唯一 の-王 卽ち イエスキリスト あるの み (哥林 多 前書 八の 六)、 キリ 

スト は數 多に 分かる 丄者 ならん 乎 (同一の 十三)、 一人の 師に舉 び、 一人の 主に 事 ふ、 故に 一 n 者の 問 

に 分 あるべ からす、 黨派 あるべ からす、 勿論 宗派 あるべ からす、 信者 は 街な 主 キリストに 在りて 一 

體 であ， るつ.!. きで ある、 然し 今 はー體 ではない、 曰 本に 於て すら •： ハ 十有餘 派の 基哲敎 の.： =: 敎： 帥が ありて 

其 個々 „, ^々の 宗 義を傳 へつ & ある、 英 W 倫敦に 於て は 六百餘 派の 基督教が あると 云 ふ、 此點に 於ても 

聖書の 明白なる 敎訓と 基督 敎國の 現在の 事 實とは 全然 矛盾して 居る。 

信仰 一 「信仰 筒條 一」 と 云 ふこと ではない、 以弗所 書が 書かれし 當 時には 今日の 基督 敎會 にあ 

るが 如き 信仰 筒條 なる 者はなかった、 叉當 時と 雖も 信仰の 方式 竝に 細目に 至て は 使徒 各々 之 を 異にし 

た、 其 事 は 路加 傅と 馬 太 傅と を 比べて 見れば 解かる、 又 バウ B の 書翰と ヨハネの それと を 比べて 見 

は 解 力る 5- し 乍ら 彼等の 信仰 は 一 であった ので ある、 彼等 は キリスト 以外に 主 を 求めなかった 事に 


0  0  0  0  0  0  0 し. u がつ  もと 

於て 一 であった、 循て 彼等 はすべ て を 彼に 獻げ まつる 事に 於て 一 であった、 叉 死して 後に 彼の 下に 到 

あ .U  t  ちが 

らんと 欲する 其 燃 ゆるが 如き 希 SI- に 於て 一 であった、 頭腦の 信仰に 於て は 多少 異 つて 居った、 然し 心 

靈の 信仰に 於て は 一 であった、 自己 を 全然 キリストに 獻 げし 事に 於て は 一 であった、 而 して 玆に 一 致 

があって、 他の 事に 於て 相 遠が あっても 平和 は 破れない ので ある、 今の 基督 敎會に 一致の な いのは 其 

內に 心靈の 一致がない からで ある、 キリストに 對 する 奉仕の 念が 足りない からで ある、 キリストの 足 

あざやか 

下に 集まりて 神の 國を 作らん とする X 布 望が 鮮 でない からで ある、 一 言 以て 之 を 言 へば キリストに 忠賞 

でない からで ある、 赤穗の 義士です ら其舊 主に 對 して 忠誠な らんと 欲して 四十 七 人が 同心 一 體 となつ 

たので ある、 此事を 知らないで 羅馬 天主 敎會ゃ 英國聖 公會が 信仰 茵條の 一 致 を 以て 信者の 一 致 を 計ら 

せつ 

ん とする は 不可能 を 企つ る ものと 言 はざる を 得ない、 人 は說に 於て 一致す る 者で はない (而 して 敎會 

の 信仰 箇條 は說 に過ぎないので ある)、 然し 心に 於て 一 致す る ことが 出来る、 而 して 信仰 は 心の 事で 

あって 一思 索の 事で ない、 「信仰 匚 と 言 ふたの は此 意味に 於ての 信仰、 卽ち眞 正き 信仰の 一 致 を 言 ふ 

たので ある。 

バ プ テスマー バ プ テ ス マ (洗 禮) の 方法の 一 なる を 言 ふたので はない、 バ プ テス マ は 其方 法 

しづ  ちが ひ 

に 由て 效カを 異にしない、 或 ひ は 振り かける も、 或 ひ は 浸む る も、 洗 禮の效 力に 差 は 無い ので ある、 

ちが 

叉 パプ テス マ は 之 を 施す 人に 由て 差 はない ので ある、 正統 敎會の 監督が 施しても、 異端 敎會の 牧師が 

施しても、 バプ テス マ は 同じ バプ テス マで ある、 要するに パプ テス マ は 式で はない ので ある、 是は祌 

と 人との 間に 成立せ し新關 係の 認識で ある、 人が 父と 子と 聖靈の 性格 (馬 太 傳卄八 章 十九 節に 「名」 

. と ある は此 事で ある) を 認識して 三位の 神と 父子 叉 は主從 又は 師弟の 關 係に 入る 時に 玆にバ プテ ス マ 


が 行 はる、 ので ある (「名に 人れ てお 子と なし」 と ある は此 車で ある)、 日本 譯に 「パプ テス マ を 施し」 

と ありて、 或る 一 定の 式が 行 はる k やうに 思 はる、 が、 原文に は單に 「パプ テス マし」 と あるの みで 

あって、 「施し」 なる 文字 は 無い ので ある、 パプ テス マに 式 (簡單 なる) が 伴 ふこと があった、 叉 伴 

はない 事が あった、 然しながら 式の 有無に 拘 はらす 眞の パブ テス マの ありし 所に は パプ テス マ は 行 は 

れ有 つたので ある、 友會 の 名士 ジョ ン • ブライト 叉 はジョ ン • ゥ ー ル マ ン 等 は バ プ テス マの 式に 由ら 

すして (友會 に 於て はバ プ テ ス マ の 式 を 施さない ので ある) キリス トの眞 の 弟子と なった ので ある、 

ゥりス チャン 

而 して 人 を 基督 者と なす 其バプ テス マ は 一であって、 一つ 以上 はない ので ある、 キリストの 紹介と 聖 

靈の祐 助と に 由り 罪の 子が 神の 子と 成る 其 パプ テス マ は 東西 惟一、 古今 無二で ある、 人 (敎會 ) の定 

めし パプ テス マ は 種々 雜多 である、 然し 乍ら 神が 權能を 賜 ひて 人 を 彼の 子と 爲し給 ふ 其 パプ テス マ は 

祌が 一 なる が 如くに 一 である (約 翰傳 一 の 十一 一)、 而 して 此 責きバ プテ ス マ を 受けし 者 は 同じ 父に 由 

て 生れし 兄弟 姉妹で ある、 バプ テス マの 式 を 一 にして 信者の 統一 を 計らん とする 宗教 的 政治家の 提案 

の 如 き は、 靈 なる 神に 靈と眞 を 以て 事 へんと す る 信者 の 耳に は實に 無意味に 響く ので ある。 


罪の 赦と バ プ テス マ 

和譯 聖書 使徒 行傳 第一 一章 三十 八 節に、 ペンテ コステ の 日に べテ a が M ルサ レム の 公衆に 語りし 言 辭 


として 左の 如き 者が 載せ て あ る * 

雨曹 おの/ \ 悔改， めて 罪の 赦を 得ん がた めに ィ H ス キリ ストの 名に 託り てバ プテ ス マ を 受けよ、 

然 らば- 爾曹 も聖靈 の 賜 を受く ベ し、 

と、 是に 由て 觀れば パプ テス マ (洗 禮) は悔 改めて 罪の 赦免 を 得ん がた めに 必要であって、 叉 之を受 

けての み 人 は聖靈 の 恩賜に 與か る ことが 出来る やう に 忍 は れ る。 

ぺ テ ti は raK して 斯 かる 事 を 言 ふたので あら ふ 乎、 今此 一 節 を 原語の 俊に 直譯 すれば 左の 如くに 成る 

ので ある、 

改心せ よ、 而 して 又 パプ テス マせられ よ、 汝等 备自、 ィ H スキ リストの 名の 根柢の 上に (ん 77.0、 

罪の赦免を目的として (。^?)、 然 らば 汝等、 受く べし、 霊の 賜 を。 

是に 由て 觀れ ば此 一 節の 主題 は パプ テス マで はなく して 罪の 赦免で ある、 玆 にバプ テス マ は 罪の 赦免 

を 得ん がた めの 一 手段と して 提示され たので ある、 而 して 又 此 目的 を 達せん がた めに はバ プ テ ス マ 丈 

けで は 足りない ので ある、 之に 亦 改心が 必要で あるので ある、 改心し 而 して バプ テス マせられ て、 罪 

の 赦免に 與 かる ことが 出來 るので ある、 而 して 叉 改心 は單に 悔改を 以て 盡 きないの である、 改心 は 人 

のか 的狀態 全部の？ 8 換 である、 其 行爲と 思想との 改更 である、 新生で ある. 人格の 改築で ある、 之に 

伴 ふに バプ テス マ を 以てして 人 は 其 罪を赦 さるとの 事で ある、 而 して 叉 罪の 赦免 を 得る ための 改心 は 

イエス キリ ストの 名の 上に 行 はれた る 者でなくて はならない ので ある. バ プテ ス マ も 亦 同じで ある * 

キリ スト を 基^と しての 改心と バ プ テ ス マと に 由る にあら ざれば 罪の 赦免 は 得られな いので ある。 

名 は單に 「名 稱」 ではない、 名 は 性格が 行爲 となりて 現 はれた る ものである、 イエス キリス 卜の 名 


は 彼の 美 はしき 生涯で ある、 其の 意味 深き 受難で ある、 復活で ある、 口 升 天で ある、 而 して 人は此 等の 

事實 を根抵 として、 其 全生涯に 革新 を 起して 神より 罪の 赦免に 與 る こ とが 出來 るので ある、 單に 過去 

を悔 ひたる 悔改 では 足りない、 單にィ H ス キリス 卜 と^ふ 名 を 以て 施された るバプ テス マで は 足りな 

い、 キリストの 功績 を 基礎と して 行 はれた る 改心と バプ テス マと に 由り て 人 は 罪の 赦免に 與 かる こと 

が 來 るので ある。 

「バ プテ ス マ せられよ」 納られ て 弟子と せられよ との 意で ある、 其 表徴と して 水 を用ゐ ると 否と 

は琅 細の 問題で ある * 水に 靈魂を 救 ふの 效カ はない、 救濟は Ji 思 志と 行爲の 事で ある、 儀 文と 禮 法の 事 

いひ あら は 

でない、 汝 もし n にて 主 イエス を 認 し、 又 心に て 彼 を 信ぜば 救 はるべし と ある (維 馬 書 十の 九)、 

而 して パプ テス マは此 事で ある、 イエスの 名 を， 恥と せす、 彼と 榮；^ 寸を 共に し、 彼の？ S 子 を 以て 自ら 住 

じ、 人の 前に 彼を認 はして 悼らざる ことで ある、 是れ其 一面で ある、 バプ テス マ は 又弟子と して イエ 

ス に納ら る、 事で ある、 我れ 彼に 到り (改心). 彼れ 我 を 納け給 ひて (彼に パプ テス マせられ て) 我 

は 我が 罪を赦 され、 救濟の 門に 入る ことが 出來 るので ある。 

「罪の 赦免 を 得ん がた めに、 ィ H ス の 名に 託り て 改心せ ょ义べ プテ ス マせられ よ、 然 らば 汝等 云々」 

とのこと である、 「然 らば」 とは必 しも 「其 結果と して」 との 意で はない >  「之に 併せて」 とか 叉 は 

「之と 同時に」 とか 謂 ふ 意味に 之 を 解す る ことが 出来る (英語の eld にも 是 等の 極々 の 意味が ある)、 

たまもの  C 〇 0 

it 靈の賜 は 罪の 赦免の 結果と して 臨む ので はない >  之と 同時に 臨む ので ある、 赦免 其 物が 旣に irl の 

-;. 1 まもの 

. 賜 である、 人 は 改心して ィ H スの 弟子と 成る を 得て 其 罪の 赦免 を 得る と 同時に 聖靈の 賜を受 くるの 

である。 


r 聖靈の 賜を受 くべ し」 と は r 聖靈を 賜と して 受く べし」 との 意で ある、 哥林多 前書 十二 章に 示さ 

，へ. ut たまもの 

れ たる 「聖靈 の 賜 ふ 賜物 (靈の 賜) を受 くべ し」 とのこと ではない。 

斯くてべ テ ロは兹 にバプ テス マの 效能を 述べた ので はない、 罪の 赦免と 聖靈の 恩賜に 與 からん がた 

めの 途 として 改心と バプ テス マと を勸 めた ので ある、 パプ テス マの みに て は 足りない、 之に 改心の 伴 

ふ 必要が ある、 人が 自 から 改め、 神に パプ テス マせられ て (子と して 叉 は 弟子と して 納られ て) 彼 は 

罪の 赦を 得べ く 叉 聖靈の 賜を受 くべ しとの ことで ある、 使徒 行 傳の此 一 節 を バブテ ス マ (洗 禮) 獎働 

あや **, り  r,^^  ぁづか 

の 言と 解す るの は 犬なる 誤謬で ある、 而 して 人に 此 誤謬 を 懐かしむ るに 方て 譯 文の 不完全が 與 りて 力 

ありし こと は 是れ叉 疑な き 所で ある。 


福 音と 來世 

去る 三月 廿 一日 茨城 縣高濱 町に 於け る 本 誌讀者 の會 合に 於て 余の 感想と して 述 ベ し 所 で あ る „^ 

福 音 對 道 德 

基督 敎卽ち キリストの 一 g 音 は 何で あ りまして も 律法 叉 は道德 では ありません、 此事を 善く 辨 へ る の 

は 基督 敎 を學ぶ 上に 於 て 最も 大 切 であります、 然 る に 事實 は什麼 であるか と 云 ひ ます るに、 大抵の 場 

合に 於て は 某 督敎は 最高の 道德 として 認められて 居る のであります、 モ ー セの 律法の 更らに 進化した 


る 者、 儒敎の 更らに 高き 者、 其れが 基督 敎 であると は、 私が 逮々 信者の 口よ り^く であります、 而 

して 基督 敎に 就て 斯 かる 思考 を 抱きます るが 故に， 仰が 少しも 進まない ので あ ります、 若し t^; 督敎 が 

律法 叉 は道德 であります るなら ば是は 守る に 最も 困難い 者であります、 基 # 敎は單 に姦娃 する 勿れと 

敎 へません、 邪念 を 以て 婦人 を 視し者 は 其 心に 於て 旣に 姦娃を 犯せし 也と 敎 へます、 基督 敎は單 に 人 

を 愛すべし と敎 へません、 兄弟 を 憎む 者 は 之 を 殺す 者な りと 敎 へます、 而 して 斯 かる 嚴 格なる 訓誡に 

接して 人 は 何人も 自己に 省みて 不安に 堪えたい のであります、 彼が 若し 道德 的に 此 理想に 達し やうと 

致します るなら ば 彼 は 終に 絶望 せざるを得ないので あります、 沟に ヨブが 貢 ひました やうに 彼 は 言 は 

ざる を 得ない のであります、 

我れ 雪 水 を 以て 身 を 洗 ひ、 灰汁 を 以て 手 を 潔む ると も、 爾、 我 を 汚ら はしき 穴の 中に 陷 いれ 給 ふ _ 

而 して 我 衣 も 亦 我 を 厭 ふなり。 

誰か 淸き者 を 汚れた る 者の 中より 出し 得る 者 あらん や、 一 人 も 無し。 

と (約 百 記 九 章 三十、 三十 一節 竝に十 K 章 四 節)、 キリストの 敎訓に 自己 を 照らして 見て 自己 は 罪の 

塊 であります、 私共 自分に 鞭撻に 鞭撻 を 加へ ましても やっぱり 元の 我であります、 基督 敎を 高き 淸 

き 道 德と見 ま して 是は人 を 活か す 者 ではなく して 却て 之 を 殺す 者 で あ り ま す。 

而 して 事 は玆に 止まりません、 自己 を 責めて 止またい 者 は 叉 他 を 責めて 止まない のであります、 自 

己 の 詰責 は 他人 の 批難と 同時 に 行 はれる ので あります、 自己の 不淨に 堪えす し て 他人 の 不淨を 摘 指し 

て 多少 自己 を 慰めん とする のであります、 是れ 基督 敎會に 於て 相互の 批難 攻搫 が^んに 行 はる、 理由 

であります、 愛の 家庭た るべき 今の 基督 敎會は 罪惡摘 指の 地獄であります、 無慈悲 Sf 酷の 批 の 行 は 


る k 所と て 今の 基 哲敎會 の 如きはありません、 其れが ために 敎師の 威厳 は 失せ、 信者の 愛の 冷却す る 

の は 言 ふまで も あ りません、 然し 乍ら 其理 由 は 之 を 探る に 難くな い の で あります、 敎會 の 敎師と 信者 

とが 基督 敎を 律法 又は 道德と 解す るからで あります、 トル ス トイ 伯の 如くに 山上 力 垂訓が 基督 敎の中 

心で あると 思 ふからで あります、 所謂 キリ ス トの純 道德を 以て 自己 を 正し 他人 を 矯めん と 欲する から 

であります、 而 して 斯 くも 自他の 嬌 正に 熱心で あるが 故に 彼等 は 其 目的 を 達する 乎と 云 ふに 決して 爾 

V  V, し  くびき  く び 

うで はない のであります、 彼等 は 往昔の ユダヤ人の 如くに 自己の 食 ふ 能 はざる 軛を 他人の 頸に 置く の 

A づか i  ,  , 

で あ り ます ( 行傳 十五 の 十)、 而 して 人の 前に 天 國を閉 て 自己 も 人ら す 又 入らん とする 者の 入る を 許 

さない のであります (馬 太俾卄 三の 十三)、 ィ H スをモ ー セの更 らに大 なる 者な りと 忍 ひ、 福 昔を更 

らに 高き 淸き 律法な りと 思 ふ 者 は 終に 此に 至らざる を 得ない のであります、 恐るべく 愼 むべ き は 福 昔 

の 誤解であります。 

然しながら キリス トの 福音 は 律法 叉 は道德 ではない のであります、 一 一 者 は 全く 性質 を 異にした る 者 

であります、 道 一 0 は何處 まで も道德 であります、 福音 は何處 まで も 福音であります、 私共 は 福音 を 信 

じて 低き 道德 より 高き 道德に 達した のではありません、 全く 道德の 範圍を 離れた のであります、 勿論 

道德 以下に 落ちた のではありません、 道德を 超越した のであります、 自己の 努力で 超越した ので は あ 

りません、 キリストが 其 御身 を 以て 之を滅 し、 我等 を 招き、 我等の 衷に 在りて、 我等 をして 律法 道德 

の 束縛 を 離脫し て 恩惠 の 自由に 入 る を 得しめ 給 ふた の で あります。 

實に キリストの 福音 は 罪の 赦免の 福音であります、 祌に 自己の 罪を赦 され、 同時に また 他人の 罪 を 

isK すの 途 であります、 神に 在りて は 恩惠を 以て 人に 臨み， 人に 在りて は 信仰 を 以て 之に 對 する の途で 


あります、 恩惠と 信仰、 基督 敎は 之で 義 きて 居る のであります、 律法 も 訓誡 もす ベて 其 中に 這 入って 

了った のであります、 私共 は キリス 卜 を 借 じて よりも はや 内省に 心 を 苦しめない のであります、 其 代 

りに 私共 は 彼の 十字架 を仰瞻 るので あります、 叉 他人の 罪 を 責めない のであります、 彼に 十字架 を 示 

すので あります、 私共が 若し 道 德を說 きま するならば 自分で 之 を 守り 叉 他人 をして 獨 力で 之 を 守らし 

めんと て 之を說 くので ありません、 キリスト を 紹介 せんた めに 說 くので あります、 道 德の用 は 人をキ 

リストに 逐ゃ るに あります、 而 して 人 は 高き 淸き 道德に 依りて キリストに 逐ひ やられて、 彼に 在りて 

之 を 守り 得る に 至る のであります、 先づ自 から 已を 潔う して 祌を 心に 迎 へまつ るので はありません、 

是は 律法の 敎 うる 所であります、 罪の 此儘 我心の 戶を 開いて、 キリスト をして 入て 之 を 潔め ていたぐ 

くので あります、 故に 福音に 修養と 云 ふが 如き 者 は 無い のであります、 隨て 自分で 仕上げた 品性と 云 

ふが 如き 者 は 無い のであります、 唯 信仰が あるの みであります、 信仰、 信仰、 信仰であります、 罪が 

有る 故の 信仰、 罪 を 犯せし が 故の 信仰、 赦 されん がた めの 信仰、 潔 めら れんがた めの 信仰であります- 

キリスト は 潔め られし 雑人に 向って r 汝の 修養 汝を 潔め り」 と は 言 ひ 給 ひませんでした、 「汝の 信仰 

汝を 癒： y り」 と 言 ひ 給 ひました、 福音と 道 德とは 其 根抵を 全く 與に する のであります。 

而 して 自分で 自分 を 潔め た の で はなく、 單信 する に 由て 祌に 潔め られ たのであります るが 故に 我に 

何の 誇る 所 は 無い のであります、 玆に 於て か眞 正の 謙遜が 起る のであります、 聖 成が 感謝の 原因と な 

るので あります、 隨て 私共 は 他人の 罪 を 責めん と 欲する も 能はなくなる のであります、 兹に 他人の 非 

難 攻撃 は 其 根 を 絶た る 、のであります、 所謂 批評の 精神 は 失せて 了 ふので あります、 福 昔 を 幅 昔と し 

て 解して 批評の 地獄 は 宥恕の 天國と 化する のであります、 私共 キリストの 一 i 昔 を 信す る 者 は 其 眞意を 


誤 ま る こ と たぐ， 福音 を 信す ると 稱 しながら 道德 の 奉戴に 後 返りす る こ と なぐ、 祌 の 惠 の 福音に 全 

身 を 委ね まつりて 愛の 行 倒 を 完成う し たきもの であり ます。 

今 世 對來世 

私 は 今 口より 三日 後卽ち 本年の 三月 一 一十 四日 を 以て 滿五 十四 歳になります、 而 して 此 年月に 於て 私 

OO0O00OOOO00000O000OOOO00 

が學び 得ました 最も 大切なる 事の 一 は 今 世の 價値 なき 事に 對 する 来世の 價値 ある 事であります、 卽ち 

バウ n の 言 を以 て 曰 ひます るなら ば 

し 15..?、  かぎりた： b 

そ は 見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 永遠れば 也 

と 云 ふ 事であります (哥林 多 後書 ra の 十八)、 私 は 歲が邁 むに 循 ひて 此感が 益々 强 くなります、 此廣 

き 畳なる 世界、 此 人類の 活動の 舞臺、 此美 はしき 愛の 園、 是れが 詰らない 價値 のない 所で あると 云 ひ 

えんぜい  こ As ここ つ i 

まするならば 如何にも 厭世的に 聞え まする が、 然し 事 實は掩 ふべ からすでありまして、 是は實 に 詰ら 

たい 價値 のない 世界であります、 此 所に 何事 も 時の 間で あるので あります、 何事 も變 りつ、 あるので 

あります、 此 所に 永久 的なる 者 は 何にも 無い のであります、 完全なる 者 は 無い のであります、 何物 も 

逐 へば 消え、 使用へば 盡果 るので あります、 而 して 萬 物の 終る 所が 死であります、 最も 幸福なる 生涯 

も 覺れば 片時の 夢であります、 政治と 云 ひ 經濟と 云 ひ 殖産と 云へば 沟に 立派に 聞え まする が、 然し 百 

年なら すして 朽る肉 體を養 ふための ものであると 知れば 少しも 貴く はありません、 大戰爭 の 目的が 僅 

かに 領土 擴 張に 在る と 聞いて 人命の 如何に 安價 きかが 判 るので あります、 而 して 此 間に 處 して 國家 

を 調理す る 者が 大政 治 家で あると 知りて 永遠 者の 立場より 見て 國家は 小兒の 玩具で あり、 政治 は 其の 


遊戲 である ことが 判明る ので あ ります、 此 せの 主に 眩惑 せられて 西 走 東奔に 自己 を 忘れ て 居る は此 

明白なる 事實に 氣が附 きません が、 一朝 夢覺 めて 實在 を其眞 相に 於て 認めます る 時に、 何人も 傳道者 

の 言を藉 りて 覺酲 の聲を 放たざる を 得ない のであります、 

空の 空、 空の 空なる 哉、 都て i 仝な り、 日の 下に 人の 勞 して 爲す 所の 動作 は その 身に 何の ハ. 化か あら 

ん 

と (傳道 之 書 一章 二、 三 節)。 

然し 乍ら 是は 人生の 半面であります、 而 して 祌に 由ら すして 人 は 他の 半面 を 見る ことが 出来ない の 

であります、 今 世 は 實に夢 世であります、 然し 夢 は 現實の 影であります、 而 して 我等 は 今せ に 於て 永 

遠の 来世の 射影 圖を 見る のであります、 恰 かも 大洋の 深淵の 面に 波と 泡と が 立つ 如き 者であります、 

而 して、 薄き 幕 一 枚が 今 世を來 世より 劃つ のであります、 幕の 彼方に 永遠の 3 呉 資の來 世が 在る ので あり 

ます、 此方に 暫時の 假 りの 今 世が 在る のであります、 而 して 神 は キリスト を 幕の 彼方より 此方に 遣 は 

し 給 ひて、 我等 をし て 希望 を 悉く 彼方に 移し て 此方に 留め ざ る やう 我等に 敎 へ 給 ふたので あります。 

而 して 信仰の 進歩と 共 に 兮世は 益々 輕く なり て 来世 は 益々 重くなる の で あ り ます、 身 は 今尙ほ 幕の 

此方に 留まります るが、 心 は旣に 彼方に 移りて 其榮 光を感 する のであります、 而 して 彼方に 厚く なれ 

ばなる 程 此方に 薄くなる のであります、 此榮 光の 國の 我がた めに 備えられし を 知りて 私共 は此 世の 欲 

望が 日々 に 薄らいで 來 るので あります、 而 して 耳に 微かに 其 音樂を 聞き、 服に 微かに 其耀輝 をび H みて 

私共の 心 は 飛 立つ のであります、 然り、 幕 一枚であります、 而 してす ベての 誘惑 は 終る のであります 

ぬぐ  あた：， 

すべての 淚は拭 はる、 のであります、 ィ H スを 面前 拜し 奉る のであります、 愛する 者に W 會 する ので 


あります、 すべての 疑問が 解ける のであります、 すべての 誤解が 氷解す るので あります、 而 して 新ら 

しき 自由の 生涯に 入る のであります、 は 人生が 短い とて 歎きます るが 基督 者 は 其 長から ざる を 感謝 

する のであります、 榮 光の 國は 今や 目前に 横た はるの であります、 歡 びても 尙ほ 喜ぶべき では ありま 

せん 乎。 

.  ほん 仁 5 

而 して 永遠の 来世が 確實 になる に 至りまして、 1§ ^値の 無い 今 世に 眞 個の 慣 値が 附 いて 來 るので あり 

ます、 先づ 第一 に 私共 は 世 を 厭はなくなる のであります、 此 世の 苦痛 は來 世の 希望 を 以て 慰め 得て 餘 

り あるので あります、 今 世 は 叉 来^に 入る の 準備の 場所と して 無上の 價値を 有する に 至ります、 其 物 

自身 のために は 何の 價値 もない 此世は 來世 と 相關聯 して 必要 缺く ベから ざる 者と なる のであります * 

日々， の 生計の 業の 如き、 其 物 自身の ために は 心 思を勞 する 程の 價値 たき やうに 思 はれます が、 然し 之 

に 由て 來世 獲得 の途が 開かる、 を 知て、 小事が 小事でなくなる のであります、 實に來 世に^ 在の 根柢 

を 置かす して 今 世 は 全然 無意味であります、 然し 乍ら 一 たび 之 を 握る の特權 を賦與 せられまして、 此 

無意味 の 今 世が 意味深長 の 者と たるの で あ ります。 

^に は 來世を 知る の 必要 は 無い と 云 ふ 人が あります、 斯 かる 人が 今や 基督 信者と 稱 せらる X 人の 屮 

にさへ 多い と 云 ふ 事 は實に 驚き 人った る 次第であります、 所謂 現世 的宗敎 は宗敎 ではありません、 來 

世 を 明かに する が 故に 宗敎は 殊に 人生に 必要なる のであります、 殊に 此事を 明かに する が 故に 基督 敎 

は 殊に 必要なる のであります、 

J 二ろ S  くち 

キリスト 死 を廢し 福音 を 以て (永遠の) 生命と 壞 ざる 事と を 明かに せり 

とあります (提摩 太 後書 一 の 十)、 キリストに 由り て 來世は 明かに なった のであります、 彼に 由て 私 


共 彼の 弟子 等 は今此 世に 在て 猶ほ 希ば w の. s: に 私共の 戰鬪を 緩け て 居る のであります， 而 かも キリ ス 卜 

は 決して 私共より 遠く離れて 在ます のではありません、 唯 幕 一枚であります、 彼 は 幕の 彼方に.； 化り て 

私共の 祈 禱を聽 き、 5? 取 近き 援助と して 在し 給 ふので あります、 私 は 今日 此歡 喜を此 地に 於て 私の 愛す 

る 兄弟 姉妹 方に 頒 つ ことの 出來 る の を 神に 感謝 致します。 

完 全 の 途 

五月 八日 モ ァ ブ 婦人 會の 席上に 於て；. Si りし 所 

く. 5 んぞん 

人 を 完全に 爲す のが 基督教の 目的であります、 ィ H スは 其の 弟子 等に 齿げて 曰 ひ 給 ひました * 

この ゆ A  いま  まったき 

是故 に 天に 在す 汝等 の 父の 完全 が 如く 汝等も 完全 か る ベ し 

と (馬 太 俾五章 1： 十八 節)、 卽ち 神の 完全なる が 如く 彼等 も 完全なる べしとの. 事で. あります、 然るに 

世に は 完全き 人と て は 一人 も 無い のであります、 「義人な し、 一人 も あるな し」 であります、 完全 は 

人の 理想な らん も 人の 達する 能 はざる 所で あると は 誰し も 曰 ひて 禪ら ない ところであります。 

然るに 基督 敎は大 膽に宣 ベ て 憚らない の であります 「天に 在す 汝 等の 父の 完全き が 如く 汝等も 完全 

かるべし」 と、 是れ 人に 無理 を强 ふるのであります まい 乎、 單に 義人と なれ 仁者と なれと 一一 H ふに 止ま 

く  ■ つん-せん  いにしへ 

りません、 完全に なれと 言 ふ の で あります、 古の 聖人 君子と 雖も 達 す る を 得 ざ りし 完全に 達せよ と 言 

んぶ  え.. ビ V, つ 

ふので あります、 私共 凡夫 に 向て 完全 無缺 の 人と な れと言 ふので あり ます、 是 は無现 な 要求で あって、 


私共 肉 を 具へ たる 人間の 到底 應. f  - る ことの 出来ない 要求で は あ ります ま い 乎。 

誠に 基督 敎を 除いて 他に 斯か る 要求 を爲 す宗敎 はない の で あります、 そ は 爲すも 無益 である こと を 

知る からであります、 此 世の 宗敎 はすべ て 罪を蔽 ふための 宗敎 であります、 荏 弱 を 庇 ふための 宗敎で 

あります、 正義に 代 ふるに 儀式 を 以てする 宗敎 であります、 然るに 神の 道の みは 完全 を 以て 人に 迫る 

のであります、 

我れ 潔ければ 汝等も 潔くすべし 

と エホバ は 其 民に 宣 ベ 給 ふので あります (利 未 記 廿章七 節、 彼 得 前書 一章 十六 節)， 純潔 を 文字通り 

に 彼等より 要求し 給 ふので あります、 誠に 嚴格 極まる 要求であります、 人が 始めて 基督 敎に 接して 之 

を 避けん とする は是 がた めであります、 彼等 は 到底 其 要求に 應 する ことの 出来ない こと を 知る からで 

あります、 或る人が 佛耶 兩敎を 比べ て 佛敎は 慈母の 如し 耶蘇 敎は嚴 父の 如しと 言 ふたの は 能く 一 一 者の 

眞意 をあった 言葉 であると 思 ひ ま す。 

然し 乍ら 神の 道で ある 以上 は此 要求 を爲 さなければ なりません、 人より 完全 を 要求し ない 宗敎は 之 

を 神の 道と 稱 ふこと は 出来ません、 人 は 不完全ながら にして 神の 子た る を 得べ しと 言 ふ は祌を 蔑 に 

する 一一 一一 n であります、 神に 似た る 者の み 神の 子であります、 而 して 神の 子と ならす して 彼の 國に 入りて 

»»»»»»»»»»»»  9  9  9 す： ひ  i ぶか  ん ぜんしゃ 

其榮 光に 與 かる こと は 出来ません、 救 濟とは 他の 事ではありません、 完全 者と 成る ことであります、 

し ふ  し. つ- せ：.  さず ，- y ん 

パ ゥ n の 言 を 以て 曰 ひま すれば 「汚 點 なく 皺な く 紫に して 瑕な き榮 ある」 者と 成る ことであります 

(以弗 所 書 五 章廿七 節)。 

而 して 神 は 人より 完全 を 要求し 給 ひて 之に 達する の途を 設けす に は 置き 給 はない のであります、 神 


は祌 らしき 要求 を 爲し給 ふと 同時に 叉 神ら しく 人 を 完全に？ みき 給 ふので あります、 卽ち祌 ならでは 爲 

す を 得ざる 要求に 對 して 神なら では 設 くる 能 はざる 途が 設けられた のであります、 人 を 完全に する こ 

と. 其 事 は 祌に應 はしき 事業であります、 是れ祌 ならでは 爲すを 得ざる 事業であります、 而 して 祌は 

キリス トを 以て 此事を 爲し給 ふて、 彼が 眞に 神なる こと を顯 はし 給 ふたので あります。 

くわん ぜん 

完全、 神の 完全なる が 如き 完全、 不完全 極まる 我等 凡夫が 此 完全に 達する の途、 是れが 基督 敎 であ 

し-ひけ らく  もて あそ ひんめ 5 ふ し ダ 

ります、 井 i 督敎は 世の 所謂 宗敎 道樂が 敎理を 弄ぶ 玄妙 不思議の 奥義ではありません、 監督、 主敎 など 

云 ふ 世の 所謂 宗敎 家が 敎權を 揮 ふための 器械ではありません、 基督 敎は人 を道德 的に 完全に する の途 

であります、 神が 其 最大の 犠牲 を 拂ひ給 ふて、 我等 罪人 を 己が 子と 爲 さんと て 設け 給 ひし 天下 唯一 の 

途 であります。 

而 して 祌は 如何して 人 を 完全に 爲し給 ふので あります 乎、 彼 は先づ 第一 に 完全の 人 を 世に 遣 はし 給 

ひました、 「義人な し 一人 もな し」 ではありません、 唯一 人 ありました、 義 なる イエスキリスト であ 

ります (約 翰 第壹書 一 一章 一 節)、 彼 は 班な き 汚な き盖 であります (彼 得 前書 一 章 十九 節)、 彼 は 罪と 

云 ふこと を 知り 給 ひませんでした、 彼の 敵 も 味方 も 彼に 在りて 缺點を 看 出す ことが 出来ませんでした、 

彼の 弟子 は 彼と 偕に 在りて 

我等 其榮を 見る に實に 父の 生みた ま へ る獨 子の 榮 にして 恩寵と 眞理 にて 充り 

と 言 はざる を 得ませんでした (約 翰 俾ニ章 十四 節)、 人 問の 中に 彼のみ が 己が 反對 者に， つて 

汝 等のう ち 誰か 我 を 罪に 定 むる 者 あらん や 

と斷 一一 目し 得る の 資格 を 持ちました (同 八 章 四十 六 節)、 玆に 人類の 長き 歴史に 於て 唯  一 0、 何人も 道 


德 的に 非難す る ことの 出来ない 人が 現 はれた のであります、 ィ 一. I ス キリストの みは 實に 天に 在す 父の 

完全き が 如き 完全き 人で ありました、 彼れ のみ は 人類が 「人の子」 卽ち 人類の 模範と して 神の 前に 獻 

げ て 恥し からざる 者で あります。 

斯 くして 玆に 一 人の 完全 者が ありました、 而 して 彼れ の 完全 は 彼れ 一 人に 止まるべき では ありませ 

ん でした、 彼 を 接け その 名 を 信ずる 者に は 能力 を 賜 ひて 之 を 神の 子と 爲せリ とあります やうに、 此完 

全 者 を 接け、 彼の 生涯に 現 はれた る 事绩を 信じ、 信仰 を 以て 之 を 己が 有と 爲 さんと 欲して、 人 は 何人 

も竟に 彼の 完全な りしが 如く 完全になる を？！： るので あります、 玆に 人の 側より すれば 信仰 を 以てして 

完全に 達する の途が 設けられた のであります、 祌はィ H スに 信頼る 者 を 未だ 完全なら ざるに 旣に 彼れ 

イエ スの 如く 完全なる 者と して 納け給 ふので あります、 而 して 祌に 完全 者と して 取扱 はれて 人 は竟に 

ち v,-  vr-r- よ-、 もつ 

完全なる に 至る のであります、 是を稱 して 信仰の 途と云 ひます、 道 德の途 と は 全く 遠 ひます、 努力 以 

い .u*.- き 、二つの- i ぶ  で き な い こ ふ 

て 不完全より 完全 の鎮 へと 攀登 るので はありません、 是 れ到」 牧 不可能 事であります、 我等 は 信仰 を以 

て 神の 援助に. m り 其 愛子の 國に遷 さる k のであります (哥羅 西 書 一 の 十三)， 而 して 其 處に遷 されて 

竟に 彼れ 愛子に 似る に 至 る の で あります、 赏に 驚く ベ き聖 業であります、 然し 疑 ふべ からざる 事實で 

あります、 ィ H スを救 主と 仰いだ 數 多の 人の 實驗 したる 事實 であります、 ィ H スに對 する 信仰 は單に 

信仰と して 止まらな い の で あります、 是は必 す 改心 を 起し 善行と して 現 は る k の であります、 

神の 3ほ は是 なり、 卽ち汝 等の 潔 めら れんこと なり 

とあります (テサ d 一一  ケ 前書 g! の 三)、 我等 は 神の 子ィ H スを 信じて 竞には 彼の 潔き が 如く 潔くなら 

ざる を 得ない のであります * 勿論 瞬間に は 成れません、 バウ ：！ の 曰 ひました やうに 


我等 鏡に 對 して 見る が 如く 主の 榮を 見、 榮 より 榮 へと 其 同じ 像に 化る 也 . 

であります (哥林 多 後書 三の 十八)、 徐々 と 化る のであります、 日に ほ に 新たに 成る のであります、 

榮 より 榮 へと 少し づ X 榮の 主の 像に 化る のであります、 而 かも 其 變 化た る暖昧 ではない のであります" 

確實 であるので あります、 我等 主ィ H スを 仰げば 仰ぐ ほど 其 聖像が 我等の 身に 感染る のであります。 

ぽんと 貴い 事ではありません 乎、 天に 在す 父の 完全き が 如く 竟に 完全くなる ことが 出來 るので あり 

ます、 實に實 質的に 神の 子と 成る ことが 出來 るので あります、 其途が キリストの 幅 音に 於て 備 へられ 

.si  , 、わん. せん -3S 

て あるので あります、 聖人 も 君子 も 到底 達する ことの 屮ぃ來 ない と 諦めし 完全の 域に 達する ことが 出來 

る の であります、 人世 の 快事 何者か 之に 若かん や で あ り ます、 而し て 其途た る 決して 難く はない ので 

あります、 我等 はも はや， 日樂 天と 共に、 

行路 難、 水に 在らす 山に 在らす 

と 長大息す るの 必要 は 無い のであります、 唯 神の 遣 はし 給 ひし 完全 者ィ H スを 信じ 彼 を 仰瞻て 党に 彼 

の 完全 を 以て 我が 完全 となす ことが 出来る のであります。 

斯く考 へて 見て 「天に 在す 汝 等の 父の 完全き が 如く 汝等 も， 完全 かるべし」 との 主 キリストの 要求の 

決して 無理の 要求で ない ことが 態る のであります、 神 は 天の 高き に 立ち 給 ひて 弱き 人間に 向 ひて 「汝 

等 は此處 まで 登り 来るべし」 と 唯 叫び 給 ふので はありません、 彼 は 人が 彼に 到る 其途を 具へ 給 ひまし 

た、 ヤコ ブが 夢に 梯の 地に 立ち ゐて其 t 嶺 の 天に 達れ る を 見たり とあります る、 其の 天と地と、 神と 

人間と を繁ぐ 梯がィ H ス キリ スト を 以て 具 へられた のであります (創世記 一 一十 八 章 十一 一節)。 

道 德道德 と 一一 一一 E ひます、 道德は 實に贵 くあります、 道德は 行狀を 直します、 高き 精神 を 供し ます、 道 


德は嚴 格なる 人 を 作ります、 然し 乍ら 道德は 意志 を 直しません、 道-； i は 罪 を 潔め ません、 道德に 由て 

人の 生来の 性質 は變 りません、 而 して 完全と は單に 外部の 完全 を 云 ふので ありません、 完全なる 人 は 

內 部より 完全なる 人であります、 悪を爲 さない ばかりでなく 惡を思 はない 人であります、 人の 心身 全 

部の 改革であります、 愛 を 唯一 の 動機と なすこと であります、 さう して 道德 はこの 事を爲 さんと 欲し 

て爲し 得ません、 道德は 外の 力であります、 之に 人 を 其 心の 根抵 より 改造す るの 力はありません。 

♦4 こと わ. U  くし どもお t が ひ  •  にん けん あ ひたが ひ 

誠に 私 共 御 互 は 私共の 缺點を 指され たれば とて 完全 無缺の 人と なること は 出来ません、 人間 相互 

の 場合に 於き ましても、 愛 は 人 を 完成す るの 唯一 の 力であります、 若し 玆に 愛に 富める 友人が ありま 

して、 私共が 不完全な るに 關 はらす、 完全なる 者と して 私共 を 取扱って 吳れ、 私共の 缺點は 之 を 眼に 

留めす、 些 ばかりの 美點 にの み 目 を 注いで 私共 を 信任して 吳れ まするならば， 私共 は竞に 彼の 愛に 感 

じて 稍 や 彼が 私共に 就て 思 ふて 吳れる やうなる 人と 成る ことが 出來 るので あります、 西洋の 諺に 「人 

どろ 155  つ ひ どろに- フ 

を盜 人と 呼べよ * 其 人 は 竞に盜 人と 成るべし」 と 云 ふこと があります、 其 反對に 叉， 人 を 善人と 呼べ 

ひひ やう 二 うげ さ さっせき 

ば 其 人 は 叉竟に 善人と 成る のであります、 今日の 敎會ゃ 新聞紙が 爲す やうに、 批評と 攻撃と 詰責と に 

由て 人 を 改めん とする は、 反て 其 人を惡 くす る途 であります。 

神 は 人 を 救 ひ 給 ふに 方て 人間の 此 心理に 依り 給 ふので あります。 神はィ H スを 信す る 私共 を、 私共 

OOO0OCC  0OOOOOCOOCOOO0COC 

として はなく、 ィ H ス として 見て 下さる のであります、 彼 は 不完全なる 私共 罪の 子 を、 私 4j ハが 彼の 

ひとりご  あっか 

獨子 完全なる 人ィ H スを 信す るの 故 を 以て、 ィ H ス の 完全なる が 如く 完全なる 者と して 极 ふて 下さる 

のであります、 聖書の 言葉 を 以て 言 ひます るなら ば、 私共 はィ H スを 信す るに 由て、 今 は 律法の 下に 

在らす して 恩惠の 下に 置かる X のであります * 而 して 其 結果と して 私共 は 衷心より ィ ェ ス に 化せら. e 


. て、 党に は 彼の 完全なる が 如く 完全に 成る を 得る に 至る のであります、 聖書に 

我等 (信者) な 彼 (ィ H ス) に充滿 たる 其 巾より 受けて 恩寵に 恩寵 を 加 へらる 

と あるの は 此事を 云 ふので あります (約 翰傳 一 の 十六)、 私共 は窗鬪 努力して 自 から {.兀 全なる を て 

4- 全^として 极 はる & のではありません、 若し さうならば 私共の 努力 は 無益であります、 私共 は 未だ 

不完全な るに 完全 者ィ H スを 信す る  一 _5^-のために完全者として极はる 、 のでぁります、 而 して 其 結 5^ 

として 私共 は-; I 兄に 彼の 完全なる が 如く 完全に 成る に 至る のであります、 實に 些少の 差違の やうに 兑ぇ 

ます 、 然 し 其 間 に 天 地 の 差違 が ぁ り ます 、 道德 の 途 は ^^法 の 途 で ぁ り ま し て 其竞 る 所 は 死 で ぁ り ます、 

■ 之 に反して ； i 昔 の 途は恩 惠の途 でありまして、 其竞 る 所 は 生命であります、 完全に 化して -〕K 全 に 成る 

- のではありません、 完全と 認められて 究 全に 成る のであります、 度に 祌は 愛であります、 彼 は 其獨子 

、を^に 遣り 給 ひて 人ハの 及ばざる 此犬， を 成就た まふた のであります。 

^に 愛すべき 赏 すべき 技術 は澤 山に あります るが， 性格 を 完成す るに 3^ さるの 技術はありません、 

是は 最上の 美術であります、 而 して 私共 何人も 欲んで 畫 家と なること は 屮 Z 來す、 彫刻 者と 成る こと は 

出來 す、 义音樂 家と 成る こと は屮 Z 来ません が、 然し ィ H スを； lil する に 由て、 何人も 党に 完全；^ と 成る 

ことが 屮 Z 来ます、 是れ赏 に 美の 絶頂、 技術の 終極でありまして、 之に 達する の 特權が 私共 各自に 與へ 

お.；！., S ひ  ，よ-， み  ，と 

られ たる こと を 知りまして、 御： 互の 生-泥の 決して 意味の ない、 輿味のなぃ^！^でなぃ ことを覺るのでぁ 

h. ます。 


. 內村生 曰 ふ， 余 は 今と 雖も 語る ことの 書く ことよりも 多き こと を 悲しむ、 余の 口 は 余の 筆よりも 走 

る ことより 速く ある、 隨て余 は 余の 一語り しこと を 悉く 筆に 表 はすこと が 出来ない、 依て 余 は 敎友中 

田信藏 紫に 乞 ひ、 余の 講演の 大意 を 筆記し、 之 を 本誌の 讀 者に 提示す る ことにした、 諸君の 此事を 

f 一 S5i とせられん こと を 乞 ふ。 

一 神の 慈愛に 關 する 比喩 

路加 傳第 十五^ 

(三月 サ日 茨城 縣高濱 町に 於て) 

イエ スが稅 吏と 罪 ある もの 則ち 俗人に 接近し 給 ひし を 見て， パリ サイ 人と 學者 則ち 宗敎家 等が 頻り 

ば 之 を 攻撃せ しに 對 して、 ィ ヱ スは敢 て 辯 護 もされす 議論 もされす して 三つの 譬話を 語られた。 是が 

00O0O0000O000OO000O0C00OO00 

% 名なる 路加 傳 十五 章であって、 或 人が 聖書が 悉く 失する とも 若し 此 一 章が 存 するならば 基督 敎は失 

せす と 嘆賞した の も 尤もで、 實に 驚く 可き 敎が 此內に 述べられて ある。 

三つの 譬話は 祌の御 心の 三方 面 を 示された ものであって、 吾等 はこれ を 聞きて アバ 父よ と 呼びて 彼 


に 緒り 寄らざる を 得ない。 其 第一 は 神の 憐愍の 御 心 を 示された ものに て、 人が 祌を 離れた る 時に 神 は 

これが ために 堪へ 難き 憐愁の 御 心 を 持ちて 尋ね 求めさせ 給 ふとの 事で ある。 人 或は 思 ふで あらう、 渺 

たる 吾 一 個人が 神 を 信す ると も 信ぜざる とも 天地 主宰の 祌に 於て 何 か あらんと。 而も： E ぞ 知らん 神 は 

恰も 牧羊者が 其 群の 中の 一 を 失 ひし 時に 全 群 を 野に おきて 心 を 痛め 手を盡 して 其 一 を 尋ね 求む る 如く， 

不信者の ために は 限りなき 憐愍の 御 心 を 以て 假 令名 もな き 一 賤民と 雖も 其の 御 許に 復 るまで はすべ て 

手段 を盡 して 之れ を 尋ねさせ 給 ふと は 誠に 恐 入った る 事で ある。 吾等 は 神の 聖淨に 就いて 知り 其 純潔 

を 知り 其 權威を 知った。 而も 萬 物 を 創造し； 大地 を 主宰し 給 ふ 神が その k 心に 於て 斯 かる 憐愁を 湛へ給 

ふと 聞いて は 驚かざる を 得ない ので ある。 牧羊者の 心 を 以て、 或は 子 を 持つ 親の 心 を 以て、 僅かに 批 

ァし 得る 深き 敎 である。 

ィヱ スは 第一 ^^響話を以て此深き祌の憐愍の御心を吾等人類に傳へ給ふた。 第二 は 神 は 如何なる 御 

心 を 以て 神 を 離れた る もの を 求め 給 ふか を 示されし もの に て 貧しき 婦の 銀貨 を以 て譬 へ ら れた。 貧し 

き婦が 節約に 節約して 永年 苦心の 結 5^ 辛く 貯 へたる 銀貨 十 枚 は實に 尊き ものに て、 猶太の 古代に 於て 

は 母より 娘に と 代々 讓り傳 へしと 一 百へば， 一 暦 深き 情緒が ST はれる ので ある。 斯 くも 火 切なる 銀 K の 

よ ひ あつ 

一 を 失 ふ 事 あらん か、 心 を 痛め 家中 を 除し 手を盡 して 尋ね 求め， 其 尋ね 得る や、 隣の 人々 を 召集め 

て 喜ぶ と 言 ふ も 尤もで ある。 驚く可きは天地主宰の神が此痛切なる御心を以て：^5仰を失ひしものを痛 

ませ 給 ふとの 事で ある。 管に 憐愍に 止ら す 御 心 を 痛めて 悲 ませ 給 ふので あって、 祌 はこれ がた めに は 

大宇宙 を 掃除し あらゆる 手段 を盡 して 求め 給 ふ、 或は 聖書 を與へ 或は 義人 を 起す 等 は 共 一 手段で ある。 

名 もな き 吾等 一 人の 不信 は 單に吾 等 自身の 不幸たり 損害た るに 止まらす 天に 於て は 神の 堪へ 難き 苦痛 


であるの である。 不良少年 を 子に 持ちし 親の 心 を 以て 稍 推察し 得 可き 所で あらう。 不良 兒 自身 は 案外 

平 氣に暮 し 居らん も 親に 於て は堪へ 難き 苦痛で ある。 不信者 自身 は 或は それにて よからん も 神に 於て 

は堪へ 難き 苦痛で あれば 飽くまで 搜 索の 手 を盡 される ので ある。 吾等の 身に 臨む 艱難 不幸 は 畢竟 神が 

吾等 を 探り 求む るた めに 行 ひ 給 ふ 掃除で ある。 今や 空前の 大戰爭 は 世に 臨み、 戰 慄に堪 へざる 慘劇は 

演ぜられつ i ありて 而も 其 原因の 知られざる 事 は 誠に 奇態の 事で あるが、 然し 信者 は 能く 其 原因 を 知 

こ， *i  ひたすら 

り 得る ので ある。 世を擧 りて 只管に 所謂 文明の み を 追求して 神 を 忘れん とせした め、 人類 をして 神に 

復ら しめんた めの 慈悲 深き 祌の 掃除が 今や 行 はれつ、 あるので は あるまい 乎。 婦は失 はれた る 銀貨 を 

求めて 家中 を 掃除し、 祌は失 はれた る 人 を 尋ねて 宇扭 を掎 除し 給 ふので ある。 

神が 不信者に 對 する 情 は 一 は 憐愍で あり、 一 は 御自身の 苦痛で ある。 ィ ヱ スは兹 に 人 を 羊に 譬へ又 

銀 tfj に譬 へて 猶 足らす 第三の 譽 話に 於て は 人 を 人に 譬 へて 言 ひ 給うた ので ある。 これ 前 一 一 者の 綾き に 

あら ざれば 補 遣で あって、 此譬話 の 好き 解釋は 前の 二つの 譬 話で あれば 更に 之 を 繰り返す に は 及ばな 

；; で？ たうむ す こ く，；； ん ら,、 ゆめ あは  きゅうよ  せう せん  こはん、  もと 卜へ 

い。 放蕩息子 は 歡樂の 夢 淡く 覺 めて 窮餘 再び 父 を 慕 ひ 悄然と して 怖々 父の 許に 復り 来れば 父 は 怒り も 

. せす 叱責 もせす 門前 遠く 趨り往 き 其 頸 を 抱て 接吻し 喜び 迎 へ て 美 衣美 貪を與 へ、 猶 肥えた る 懷を宰 り 

て 祝宴 を 開き it 樂を 奏し て 樂ん だと 一一 一一 n ふので ある。 此 祝宴 は 子の ために 非す し て 失 はれた る 兒を得 し 

父 自身の 喜びの ためで ある。 誠に 地上に 於て 只 一 人が 悔改 せし 事に よりて 天に 於て は 神の 祝实が 開か 

れ 宇宙が 音 樂を以 て 鳴る と 言 ふので ある。 世の e: の 親たり 師 たる ものに 在り て も 其 子 其 門 生 の 苦樂は 

4a ちに 自身の 苦樂 である。 子たり 門 生た る ものが、 吾た めに 愛へ 吾た めに 喜ぶ 親 あり 師 ある を 思 ふの 

まん-せん 

時 漫然と して は 居られす 各 其 業に 働む は 常なる に、 玆に： 大地 萬 物の 主宰者た る 神が 吾等と 苦樂を 共に 


し 給 ふとあって は 一 刻 も 路 して は 居られぬ、 直ちに 其 御 許に； 仪 りて 御 心 を 安ん ぜ ねばならぬ。 迷；： 几 

.7>vc  } ,  うは さ. U  C- 

自身 は 或は 案外 安く 何れの 所に か 日 を 送らん も 父母 は 明け暮れ 安否 如何と 曝 を 絶た す 心痛に 身 も瘦せ 

るので ある。 吾等 自身 或は 祌を 離れて 安き 生 を 送り 得ん も祌を 苦め 奉る は 忍びぬ 事で ある。 ィ H スは 

此の 三つの 譬を 以て 神の 深き 慈愛 を 示された、 世に 斯 くまで 慈愛 深き 敎が * 督敎の 外に あるで あ ら う 

>  0 

力 

ィ ェ ス は玆に 三つの 譬を 語られた、 これにて 事は齊 みしな らん もこれ はパ リ サ ィ 人と 學 者の 攻^に 

對 して 語り 給 ふた 所で あ るが 故に、 J: 取 後に 放蕩 兒 の n もの 事が あるので ある。 誠に 至れり 盡 せりで ある。 

此心 冷たき 兄 は 田より り 我家に 間 ゆる 舞 樂の昔 を怪み 而も 直ちに 其 父に 問 ふ 事 はせ で 僕の 一 人より 

委細 を閒き 怒って 家に 人ら す 父に 對 して 怨み を 述べ、 歸り來 りし 弟 を 呼ぶ に r 汝が 子」 と 云 ひて 「五り 

弟」 と は 言 はす、 父が 其 子の 歸 りたる を 祝す るに 對 して 不平 滿々 である。 よくも 畫き 出された る 兄の 

iii 情、 - 吾等 も 亦 動もすれば 此 兄の 位 5^ に 立たん とする もので あれば 深く 注意せ ねばならぬ。 信者の el 

に 於て、 殊に 敎會 の敎 役者 間に 於て 多くの 此兄を 見る のは慨 はしき 事で ある。 誠に 父が 其 子の 死て 復 

生れ 失 ひ て復 得た る を 喜び 祝 ふ は當然 の 事なる に 、 之 を 妬ましく 思 ふは淺 ましき 人情 の 弱點 である〕 

基督 敎は 神と 人類との 當 然の關 係を敎 ふる 者であって、 道德の 更に 高き 敎の 謂で はない、 倫现の i 本 

を 說く敎 の 謂で はない。 道德 倫理 は 如何によ くと も それに 人 を 救 ふの 何等の 力がない、 吾等が 眞に神 

が.^ 類に 對 して 持ち 給 ふ 御 心が 如何 計り 慈愛 深き もので あか か を 知ったならば 吾等の 生涯 は 一 變せざ 

なを 得ない 6 である、 个日迄 吾等が 神の 御 心 を 痛め 奉った 事 は 如 M 計りで あらう、 地上に ：# たる 一片 一 

^^^が悔改て神に^るの時、 天に 於て は大 祝宴が 開かれ、 宇宙 は 喜びの 舞樂を 以て 鳴り響く ので ある" 


之が 眞の 福音であって 之を傳 ふるのが 傳道 である。 而 して此 一 事を傳 ふる 事に よりて 世界 は 一 變 する 

ので ある。 (筆記) 

二 復活の 記事 

馬 太 傅 二十 八 章 

(四お 四 U 柏木に 於て) 

今や 復活祭 を迎 へて 歐米 基督 敎諸圃 に 於て は 盛に 之 を 祝へ ども、 而か もこれ 唯 古來の 慣習た るに 止 • 

まれ 

まりて、 聖書の 示す 基督の 復活 を 信す る 者の 如き は 極めて 稀であって、 斯の 如き は 近代の 折；： 學文學 を. 

學 ばない ものの 間に ffi かに 信ぜら る、 憐む 可き 迷信と されて る有樣 である。 乍然、 書に 由れば； 议. 

活 なくして は 基督 敎 はない ので ある。 余 は 今日 玆に 復活 の 有無と 其现 論を說 かんとす る ので はない、 

復活 は ある ものと して 馬 太 傳が傳 ふる 復活の 記事に 就いて 述べ て 見た く  m4 ふので ある。 

記事 は 第二 十七 章 六十 一 一節より 始 つて ゐる。 世間 普通に 考 へらる、 所に 由れば 基督の 復活に は： 人よ 

り は 天使の 降る あり、 地に は大 なる 地震 ありて、 墓展 け、 而 して 基督が 復活し 給 ふたので あるとの 事 

である。 然るに 馬 太傳の 記す 所に 於て は 天使と 地震と は (仅活 に は 何等の 關 係が なく、 これ は に 二人 

の 婦人に？ 1 係 あるの みで ある。 =® だ 意外の 如く なれ ども 實は左 も ある 可き 事で ある。 (仅活 とは單 なる 

生き返り ではない、 復活 は 肉體の S ち 一 化で ある、 故に 復活 體は 時と 場所との 制限 を 受ける もので はたい、 

ひら  *6 ろ 

故に 墓よりの 出入の 如き は：： 几より. zn 由であって、 地震に て 墓を展 け： 大使の 石を轉 ばす を 待つ まで もな • 


い、 キリストの 復活 は 神 御自身の 大 なる 能力 を 以てな された ので ある。 故に 馬 太 傅の 記者 は 復活の 狀 

OOOOOCO0O00OOOOOOOOOOOO0OOOOCOO0OO  0 

態に 就い て は 少しも 記す 所な く 唯 其 前と 後と の 狀況に 就いて 記した に 止まる。 復活 前 に 於て は 祭司 の 

長と パリ サイの 人 等が ィ H スの 弟子が 來 りて 竊み 去らん 事 を 恐れ 石に て 某 を 封印し 守兵 をして 之 を 

守し めた 事 を 記し、 其 後に 於て は大 なる 地震の ありし 事、 主の 使者の 天より 降りて 墓の 門より：，；： を 

ゐさぃ  OO0OOOOOOO00OO00OOOOO000O0OOOOO 

ばせ し 事 を 委細に 記し、 而 して 其 間に 於て 最も 驚く 可き 大 秘事の あった 事 を 一 句 も 記さない ので あるし 

誠に 靜肅裹 に 行 はれた る 神聖 重大なる 大事 實 であって 語らす 筆せ すして 信じたい ので ある。 凡そ 極め 

しん プ  しん プ そこな  ^  ？ ケ は 

て祌秘 なる もの は 語 を 恐れ 筆に する を 恐れる ので ある。 說明は 却って 神秘 を 害 ふが 故で ある。 亲牛花 

し ん かん  ザつ け」 くれ-つ こつ  いき  せつな 

が II く 瞬間に 於け る、 美術家が 天地の 絶景に 恍惚た る 時の 狀、 或は 愛する 者が 息 を 引取る 刹那の 感等 

OOOOOOCCOOOO0OOO000OO00OO0 

はこれ である。 神聖の 極た る 井 ^ 督の 復活の 如き は說 明す 可き もので はない、 是に對 して 吾等が 生理 學- 

者と なりて 考 ふる 時、 巳に 祌聖は 蹂躪され 復活 は 失せる ので ある。 此 消息に 熟 通して 常； i. 的 信仰 に 富 . 

みたる 福音 記者 は 復活の 說 明に 一 字 一 句 を 用 ゐす唯 其の 前後の 狀況を 記して 而 かも 大事 赏を傳 へたの 

、 *  *  しる  しる 

である。 此 記されざる 大 記事 を 讀 まない 信者の 多 いのは 誠に 不思議で ある。 少しも 記されない 此記 事- 

に 勝りて 大 なる 記事が 又と 世に あらう か、  實に 復活の 大事 實大 神聖 事 を 記す の 方法 は此 外に はない の 

て ある。 如何なる 筆 を 以てしても 書いた ので は 破 壌 さる \ 恐が ある、 筆に し 或は 口にする には餘 りに 

大事 實 であり 餘 りに 神聖 審 である、 驚く 可き 書かざる 大 記事 を 此 所に 見る ので ある。 

次に 天使の 記事 を 復活と 全く 離して 考 ふる 時に 如何に 人の 思考 以外の 事を敎 ふる かが 知られて 大な 

,0 しゃ  000000000000  ** ろ 0000  ®©®©®©®(。)®®G>  ©  0  ©  © 

る 慰藉 を 得る ので ある。 何のた めに 天使 降りて 石を轉 ばせ しか、 これ 復活の ためで はなく、 篤 心た る 

婦ー 一人の 信仰 を 助けん ために 外ならぬ。 婦人の地位の卑められし當時にぁりて^か^！ー 一人の ために 態ぱ 


^天使 降りて 是を 助く る 如き 事 は此 世の 考 にて はあり 5^ 可から ざる 事で あるが、 祌は人 を 給 はす L 

て 信仰 を視給 ふので ある。 卑しき 婦の 胸に 藏 せる 信仰 は 天使の 降りて 助く るに 惯す るので ある。 當時 

の 人 は 多く 婦人 を 弟子と する を恥ぢ しも ィ エス は 婦人の 弟子 を 持ち 給 ふたので ある。 嫁 は 決して 劣等 . 

の もので ない、 其 優しき 心 はよ きお 仰 を 得る に 適し 此の 兩 マリア の 如き 最もよ くィ H ス を 解した の 

である。 天使 は 最初 聖母 マリアに 降りて 懐 孕 を 吿げ、 次に はべ ッレ ヘム 郊外の 牧者に 現れて 主の 降誕 

を 知らせ、 令叉此ニ人の婦の：：^仰を助けんがために降ったのでぁる。 今 試みに 纖き 婦が此 大事 實に 接. 

せんた めに 一人の 腕力 强き W 子が 来りて 石を轉 ばして やった と へたならば * 共 事 は 大使 降臨の 說明 

と はなら なくと も 其 狀景が 少しく 解る であらう U 

實に (仅活 は 犬なる 事實 なれ ども 此 位の 事 を 以て 說き^ 可き 事で はない、 說 けば この 記事 を破壞 して • 

終了ので ある。 されば Sf なる 事實 として 之を腦 裏に 蔵し、 今考 ふる 事の 屮： 來な いもの は 後 u 何れの 時. • 

か、 その 解る 時が 來る であらう 故に， 其 時 を 待つ の 外 はない ので ある、 余は此 事に 就て H: 化れ 以上 を說. 

く を 好まない。 (筆記) 

三 殉 敎者ス テパノ 

使徒 行 傳第六 章 

(四 お 十  一 =1 柏木に 於て) 

使徒 行俾は 昔 書に 緩き 聖ー靈 の 指導に 由る； -1 音 傅 播の實 際 を 記した ものである。 而 して ス テパ ノ 


は 最初の 殉敎者 で ぁ つ て 彼 の afj^ な る 行動 に 出 り て 今 日 の 基督敎 ぁ る を 得 、 引 い て は _^|门等 の 運命ま で . 

が 直接に 其 影響 を 受けて るので ある、 誠に ス テパ ノの 生涯 は；^ S 等に 緣の 遠い もので はない。 而 かも- 

やもめ ；，^ ど 

彼は當 時の 使徒と して 選 まれた もので はなく、 使徒 等 をして 傅 道に 力 を專ら にせし むる ために 嫠に施 

濟を なす 役目に 選 まれた る 七 人の 執事の 巾の 一人た るに 止まり、 表面に 立ちて 俾 道の 黄 任 を 負 ふた も + 

のではなかった。 此の 如き 人に 由り て 基督 敎は 一大 變化を 生じ 猶太 的範 園より 出で， 界 的-: 示敎 となつ 

たので ある。 神の 事 は 常に 人の 意表の 外であって 些々 たる 事が 大事の 種と なる ので ある。 彼れ 若し 當 

時 自ら 卑ド して 渺 たる 一 身 何の 關 する 所 か あらんと て 利害 を 打算し 危 きを 逃れて-女 きに 就き 敢て爭 ふ 

事 をせ なんだならば 如何で あらう、 保羅の 起る 事 もなかるべく、 從 つて 今 n の 基籽敎 はなかった であ 

らう。 當 時に 於て は 何でもない 俗務の 爲に選 まれた る 一 執事 ステ パノの 身に は實に 世界-水 遠の 運命が 

懸って：5っ^-のでぁる。 戰 場に 於て 一 兵卒の 行動が 往々 にして 全軍の 勝敗に 關係 する 如く、 ス テパ ノ 

の 行動 は 全世界の 歷史 をー變 せしめ、 人類 は 之に. e りて 永遠の 幸福 を 得た ので ある。 一平 信徒で は あ 

れ ども 是に 神の 特^の 力の 加 はる ゃ傳 道の 先鋒に 立ち 基督 を 代表して 犬なる 死 を 遂げた ので ある。 並：： 

通 世間の 事で あるならば 此大 任務 は 勿論 使徒の 上に 降るべき であらう が 神の 事に 於て は 地位 職分の 如 

き は 問 はない。 これが 書 を 一貫した る精祌 である。 

兹 に 注意す 可き は ス テパノ と爭 つ た 諸會堂 の もの は 當時廣 く 世界的 空氣 に接觸 したる ギ リ シ ャ方 一一 一戸 

の ユダヤ人であった 事で ある (第一 節 を 見よ)。 ステ パノは 思った であらう。 s 與现に 立つ 吾が 主張、 ， 

之 を 狭隘なる へ ブル 方言の 國 人に 傳 ふと も 多分 功な かる 可く、 是を廣 く 世界的 知 U 識に 觸れ たる ものに 

0 へ たなら ば 容れら る、 であらう と * 然 かも 事 は 意外に も 全く 反對 であって 便と せし 人々 に 謗 顧 罪 を 


以て 訴 へられた ので ある。 斯の 如き は 今日に 於ても 常に 見る 現象であって、 ^界的 思想 は必 しも 廣 く- 

世界の 空氣 に接觸 せし ものが 得る のではなくて、 假令國 外 一 歩を屮 I でざる も 深く 推界の 精神に 接觸し 

たる ものが 得る ので ある。 廣 かる 可く して 狹 かった ギリシャ 方言の ユダヤ人 は 流石に ステパ ノの 議論 

の 鋒 先に 堪へ すして 遂に 卑怯に も 不敬罪 を 以て 彼を訴 へ 當 時の 最高 法衙 たる 集議听 卽ちサ ンへド リム 

に 引致した ので ある。 聖 所と 律法 を謗讕 せし との 罪、 これ 實にィ H スと 同罪であって 彼れ ステ パノの 

名譽 にして 之に 優る もの はない。 藥議 所に 立ちた る 彼の 面 は 天使の 如く あつたと は 記者の 簡潔なる 激 

容 であるが、 誠に さも ありぬ 可く、 之より 彼 は 有名なる 大演說 をな したので ある。 死 を 目前に 投 へた 

る集議 所に 於ての 悠揚 迫らざる 彼の 大演說 は 干 九 百年 後の 今日の 吾等 をして 窗 起せし むる の 力 ある も 

ので ある。 此 所より して 使徒 行 傅の 記事 は 猶太 的なる より 一 變 して 世界的と なって 居る。 如何にして- 

この 困難き 世界に 基督 敎が傳 播られ しか、 神 は 人の 道 を 選ます して 祌 御自身の 道 を 取り 給 ふたので あ 

る。 今や 敎 役者と 稱 する 者が 基督 敎を擴 めんと して 人間の 總 ての 手段 方法 を しつ X あるが、 使徒 行 

傳の敎 ふる 所 は 其 正反對 であって、 毫も 人？ i の 智慧と 手段と を 含まない。 ステパ ノを 選み し 如き も 人. 

問 的に 考 ふる 時 は 最上 策ではなかった であらう が、 誠に 祌の愚 は 人の 智に 勝る にて、 神 御自身が 鋤き. 

給 ふ 時羅馬 政府の 下に も 猶ほス テパ ノを 出し 保羅を 起して 全世界に 福音 を傳播 せしめ 給 ふた。 當 時の 

羅 馬に 一 i 昔を傳 ふる 事の 困難な りし 狀態を 思へば、 今日 吾が 日本画に 之 を 傅 ふる 如き は猶 ほ. 科 易の 事- 

で  ある。  (筆記) 

編輯 者 门 ふ、 此篇に 次いで 第 百 七 拾七號 所載 『ステ パノの 演說』 (笫 七卷 『新約 研究 下』 九-半 卜參 gil- 

編者) を讀 むべ し。 


四 傳 道と 聖書の 硏究 

四月 十五： n 夜、 茨 械驟那 珂湊開 會友食 年 食 席上に 於て 

今や 福 昔 宣傳の 方法が 盛んに 講ぜられつ k あるが 聖書 を 傅 ふるの 外に 道 はない の である。 如 M たる. 

傅 道 法に も 勝りて 效 raK の ある 方法 は 聖-書 其 儘を傳 ふる 事で ある。 これ 甚だ 古い 方法で は ある けれども 

「傳 道の 最良 法 は 如何」 と 百度び 問 はるれば. PS 度 これ を 以て 答 へんの みで ある。 >^は§^書を^^にして. 

ょリ 三十 六 年、 專ら其 の 研究に 從事 してより 十八 箇年、 人 に 聖書 を傳 ふるの 外 曾 て 傅 道 方法に 就いて. 

考 へた 事 はない、 而 して 今や 聖書に 由て 堅き 信仰 は 到る 處に 起り つ、 ある。 然るに 八，' に 於て は 傅 道 

の此 最良 方法 は實 行され すして 唯 「如 3： にして 傅 道す 可き か」、 更に ド つて は 「如何にして-吾が 敎 會.. 

員 を增 加す る を 得 可き か」 の^をの み^くの は 歎 はしき 事で ある。 多くの 共 h 督敎雜 誌 中- 或は 基赞敎 

と. 3^ 庭改 c!:- の關 係を說 き、 或は 井 b 督敎と 平和と 一一 一一 口 ひ、 或は * 督敎と 文學义 は哲學 と、 盛に 現代的の^ 

は 論ぜら る \ が、 而も 馬 太傳は 何を敎 ふる か、 約 翰 傅の 精神 は 如何と 說 くもの はなく * 斯の 如き は 

も 門外漢の 說 かの 如き 觀 あるの は 奇怪の 現象で ある。 吾等が日夕^^!書に親む時はそれにょりて驚く.叫 

き 能力 を 得る ので ある、 論 ff 加-の 中に もよ き 敎訓は 多く ある けれども 此カを 5^ る は 書の 外に はない、 

何故か 共の 理論 は 知ら ざれ ども 事實然 うで ある。 余 は 近頃 重症 忠者着 護の 良法と して 病」 i£ に^ 書 巾の 

或 一 句 を 揭げ、 忠 者が 諳誦す るに 從 つて 之 を 代 ふる 事 を發 見した。 病に 犯されて 肉 は 日に日に 衰 ふる 

も 聖句を 暗ん する 事に よりて 靈性 次第に 發 達して 希 tlli! を 生じ 平安に 此 世を辭 する を 5£ るので ある。 ほ 

の 如何なる 名論卓説 にも 嘗て 感動され た 事の ない ものが 不圖 目に 觸れ たる^ 書の 一 のために 飜 然と 


して 悔悟した 者の 例 は 余の ffi 目撃せ し 所で ある。 之 を 見ても §fi 曰が 如何に 能の 書で あるかが 知られる リ 

彼の 暖娼 運動、 禁酒 遝動、 或は 平和運動と 一 百 ふ 如き ものが 何れも 聖書 を 離れて 所謂 「運動」 として 行 

は れ て 居る 間 は 其 の 效 * の 擧ら ざる は當然 であ る。 世に は往々 に して 富豪 力 ー ネギ ， が E 資を 投じ 方 

法 手段 を盡 して 運動 すれば 聖書 を 離れ 基督に 據ら すと も 世界の 平和 は 成就す るかの 如く 思 ふ ものが あ 

るが、 聖書 は 明瞭に 然ら すと 敎 へて 居る。 而 して 基督 信者 は 聖書の 指示す る 所に 從 はねば ならぬ。 聖 

書中の 一 句々 々を 引いたならば 或は 主 戰論も 成立し ようが、 然れ ども 聖書 全體の 精神 を 解す る もの は 

おの. つか  ひた *>- 

自 ら非戰 主義者と なる は當然 である。 大喂伯 を 平和 協 會の會 長に 戴きて 平和の 爲に 運動して、 或は 

人々 をして 多少 戰爭を 厭 ふに は 至らし めん も、 g め 書に 轵む もの は 衷心より 戰爭を 憎む に 至る ので ある。. 

玆に 彼と 是 との 問に 犬なる 相違が ある。 單 に社會 改良 或は 〔尿 庭 改良 乃至 傳道を 盛んなら しむる の 良法 

としても 聖書に 據る 事が 最良の 道た るに も 係 はらす、 今の 日本に 於て は此 事が 殆んど 全く 忘れられて 

居る は 悲しむ 可き 事で ある。 

近時 朝^ 傳 道の 成功 を吿 ぐる ものの 言 ふ 所 を 聞く に、 是れは 全く 彼 地の 官； 敎師が 聖書 を土臺 とし て 

偉 道し、 努めて 聖書 知識の 普及 を 計りし に 由る との 事で ある。 朝鮮人 中 信仰の 堅固なる 寳に 感歎す 可 

きもの を 度々 見る は是に 由る ので あらう。 日本の 敎會に 於て は 進 書 以外の ものが 多く 說 かれて、 肝要 

たる^ 書の 研究が 怠られて 居る 樣 である。 而 して 聖書の 研究 法に も 極 々あるが、 15^ に 角 聖書 を 誠心 誠 

意 を 以て 熱心に 讀み 返し 又讀み 返し すれば 此 憐れなる 日本 譯に 由る と雖も 大體の 精神 は 解し 得らる、 

ので ある，。 眞に 聖書に 親み しもの は^ 書 有の 儘 を 信す るので あって 學 者の 祈 C 理 的に 或は 論理的に 之 を 

信す ると 言 ふが 如きで はない。 されば 極めて 淺學の ものに も 聖書の 深き 精神が 解 さる 、 ので ある〕 余 


め 知れる 某 靑年は 其 敎育は 極めて 淺 きものなる にも 係 はらす 學者鴻 儒 も 解釋に 苦む 默示錄 を 愛 賫し之 

を 人に 講じて 多く 誤らない ので ある。 願く は 聖書が 諸君の 唯一 の 書と ならん こと を。 其 精神 を 解し 得 

わ は 之 を スに傳 へ ざらん と 欲する も 能 はす、 自ら 語に 屮： で 又 日常の 行 爲に現 はる k ので ある、 是が眞 

の俾 道で ある。 萬 事に 於て 書が 基と なる の 時に 友 會は振 ひ- 一 縣 一 地方に 止まらす して 曰 本义全 t 

界を 動かす であらう。 偉 道の 方法 を講 する もよ いが 而も 聖書の 研究 は盡 されて 居る ので あらう か、 j» 

道に 缺點 があるなら ば それ は 方法の 不備ではなくて 祈 薄と I も， 書 研究の 不足で ある。 聖書が 各自に 熱心 

に 研究 さる \ 時 傳道は 振 はざる を 得す、 品性 は 高まらざる を 得す、 信仰 は 燃えざる を 得ない、 日 仁 を 

基督に 捧 ぐる 最上の 愛國 的行爲 はこれ である。 日 木に 聖書 を與 ふるに 勝る 愛國 的行爲 はない。 聖書が 

.獨 逸 に： &て乂 は 英米に 於て 受けられ たる 如くに！ n 本に 於て 受けら る、 に-まるまで は 日本 阈に 〈の 生命 

は 臨まない。 願く ば 諸君 各自が 聖書 をして 吾が 國 民の 書と なすの 聖 51^: を 以て 進まれん こと を。 (维 記) 

五 保 羅の改 信 

使徒 行 傅 第 九 章 

(五月 二日 柏木に 於て」 

保 雑が 激烈な る 基督 敎徒 迫害者より 忽ち 變 じて 熱心なる 使徒と なった 審に 就て 聖書の 記事 を 照合す 

るに 其 問に 明かた る 矛盾が ある、 玆に 於て か 吾等 は 書の 記事に 對 して 徹頭徹尾 これ を 言葉な りに 取 

るの 要な く、 义 細事に 於て 矛盾 撺着 の ある 事 は 毫も 全體の 精神に 對 して 疑 を 抱く の 哩 力と はなら な、， 


. 事 を 知る ので ある。 使徒 行 傳九章 に 於て 疑 はしき 點は 第一 に アナ -ーァ の 記事で ある、 吾等 は 神が 人 を 

導き 給 ふに 當 りて 如何なる 方法 を 以てせら る、 も それに 就て 神の 能力 を 疑 ふ もので はない が、 さりと 

て 本章の 記事の 如く、 保 羅が敎 徒 迫害の 途上 異象に 接して 驚 駭し明 を 失し ダ マ ス コ に援け 人れ られ假 

の 宿に 主命 を 待つ の 時、 アナ 一一 ァに 主が 幻の 如く 現 はれて 一 々指 命され， ァ ナ -ーァ は 是に從 つて 保羅 

も 尋ね、 主の 命 を 告げて パプ テス マ を 授け， 保羅は 忽ち 明 を (俊し 會 堂に入りて 說 敎し聽 衆を駭 かした 

と ありて， 餘 りに 小 說 化された る 有り難き 事に て 信じられぬ 節が ある。 或 信仰 家 は  一 一  物 ある 毎に 

夢 又 は 幻 を 以てする 主の 特刖の 指導 ありと 言 ふが、 此の 稲の 信仰 は 勿論 感す可 き點も あれ ども 大體に 

於て 健全なる 信仰と は 言 ひ 難い。 されば 吾等 は 保 r 維が 悔改 の審實 に 就て は 使徒 行傳の 記事 に 據ら すし 

. て 彼 自らの 書簡に 信 を：. a きた い と 思 ふ、 勿論 行俾の 記事 を 否認す 可き 證據 もない が 吾等の 信仰 を 養 ふ 

上に は 此方が よいので ある。 凡そ 斯る 誇大の 記事 は斯る 場合に 於て 極めて 有り勝ちの 事に て、 我國の 

宗祖 上人の 傳 記に は 必す これが 伴 ふので、 も釗 作者 の 想像 其 儘 を實現 せしめた 如き 比々 皆然 りで あ 

る。 恐らく は 保羅を 尊敬す るの 餘 りに 生ぜし 人の 想像の 加 へられた る もので あらう， これ 明敏なる. s< 

的 頭腦を 有する 者の 直ちに 解し 得る 所で ある。 而 かも これが ために 全 然事實 を 否認 せんとす る は是れ 

又甚 しき 誤りで ある、 斯る 記事の ある 事 は 其 事實の 存在 を  一 確め こそ すれ 否. II の 材料と はならぬ、 

^間に 此 種の 記事 は 夥多 あるので ある。 然 らば 九 章 中の どれ だけが 疑の なき 點 であらう か。 それ は 熱 

oooooooooooooooooooocooooooooooocccoooooooon-0 

、もなる 愛國 者に して 激烈なる 基督 敎反對 者た る 保 羅が敎 徒 迫害の 最中に 於て 3： ものに か 抑 へられ 俄然 

ー變 して 其 信徒と なった 事、 單に 基督 敎に對 する 態度 のみでな く 其 生涯が 全く 變 りし 事、 それだけ は 

動かす 可らざる 歷 史的 事實 である。 而 して 其 間に 如何なる 事が あつたか。 彼が 主 キリストに < ^ひし は、 


想像で あるか 眞赏 であるか、 3： 人 も 窺 ひ 知る 事 は 屮：； 来ぬ、 彼 自身の 外に 設人 はない ので ある。 然し 彼 

. の改 信せ し 事、 それだけ は事實 である。 若し 是をも 疑 ふなら ば獨り 基督 敎を 解す る 事が 出來 ぬのみ な 

-ら すして 世界の 歷史を 解す る 事が 出来ぬ。 

此^=-に於て敎 へらる 、點は神が如3:にして1,維-ゅ.？帝國に幅音を傳播せしめ給ひしかでぁる、 神 は御自 

身 直接の 能力 を 以て、 人の 手段 を 少しも 借り 給 はす、 强敵 保羅を 抑へ て 傅 道せ しめ 給 ふたので ある。 
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• 人の 意表に 出る 痛快 事に して 斯の 如き はない、 保羅は 確かに 基督 御自身に 執 へられた る ものである。 

= "そ 世の 信者と 言 ふ 信者 は 何れも 皆 何 かに 由り て、 或 事情の ため、 生！^ の 或 時に 於て、 或は 病忠 に， E 

りて か、 或は 叉 愛する ものの 死に 由り て か、 或は 事業の 失敗と か、 其 事 は 何で あらう とも 柯も のかに 

りて、 基督に 執 へられた る ものである、 然り、 或 意味に 於て 實に 止む を 5^ ない ので ある。 若し 然ら 

すして 吾 自身の 力に より 又は 考 により て 信者と なった の であるならば 今日の 信者 は 明 R は 忽ち 信仰 を 

： 拾る であらう。 或 人 は 信仰が 斯の 如き ものである ならば 吾 は 之 を 如 M ともす る 能 はす 唯 神の 御意の ま 

まに て 致し方な しと 歎す る もの も あらう が、 ^實 は斯の 如くで あれば 止む を？ S ない ので ある。 各自 其 

. 生涯 を 顧みて 此感が 多い 事で あらう。 されば 吾等 は f に 基 将に對 する 反對 者が 如何に 多くと も、 それ 

, が 又 如何に 有力で あらう とも 毫も 失 sli! する に は 及ばぬ、 祌の御 心の ある 時 は 如何なる 人 も 之 を 信す る 

に 至る、 これ 人間の 關 する 所でな く 神 御自身の なさる 所であって、 今日に 於ても 多くの 良き 信者 は斯 

- くして 祌 御自身に 執 へられつ」 あるので ある。 

而 して 本章の 記事に て は 保 羅は改 信して 直ちに ダ マ ス コ に 人り て說敎 したと 一一 E ふこと であるが、 こ 

れは やはり 彼 自身の 書簡 加拉太 書に 據る 可き であらう。 同書に 由れば 彼 は 改信後 直ちに ァラ ビヤに 去 


り シ ナイ 山の 南 力に 於て 三年 間 を 思考に 費し、 タル ソに歸 りて 尙ほ卜 五 年問靜 かなる 生涯 を 送り、 

機運の 到來を 待って アン テ オケに 往き エルサレム に 上りて 傳 道の 聲を上 げたので あるが、 こ が保银 

の眞 面目で ある。 此保羅 にして 始めて 彼の 大傳 道が あつたの である。 使！！ 行 傅の 歷 史的 .„H 値 は. 始 6 

に 於て は少 くして 其 終りに， i 、て 多い と は 研究者の 一般に 認 むる 所で あれば、 保羅改 信の 記事の 場合に 

： 於ても 事 實は此 書に 由ら すして 彼の 書簡に. 2 る 可き であらう。 然し 乍ら 此 矛盾 此 1*- は大： めなる 事 こま 

. 少しも 接觸 せぬ ので ある、 保 羅が神 直接の 聖 刀：： に. E りて 改信 せし 事 は 確かなる 大事 實 である。 吾等が 

使徒 行 傅の 此章ょ り學ぶ 可き 點は 此處 にある ，-」 m 心 ふ 。 (， 箪記) 

六 敎 會 と 聖 書 

朝鮮人 に ^钟 硏究を 糊む る の 辭 

五 お 三 十： Z 夜 束 京 朝鮮 基督 敎靑 年余：： に 於け る 講演 大 耍 

諸君 のん/歌 はれし 讚美歌 も まれし 聖書の 語 も 私に は 少しも 解らぬ が而し 乍ら 其 精神 はよ く 解る、 

^^れ同じくキリ ス トを信じ生命の根源を同じくするからでぁる。 ii- 頃 米國の 一 新聞記者 にして 日米 政 

Am 關係を 調査す るた めに 0 木に 來り 朝野の 名士 を歷訪 すると 言 ふ 人が 来りて 私に も 亦 ほ 米 平和 持續の 

- 方法に 付いての 意見 を 聞きた しとの 事であった。 元 來斯る 向の 人 は 私に は 用事の なき^に て 又 私に 問 

ふの 必要 もない ので ある。 彼の に訪 ひし 大隈伯 や 其 他の 政治家に 於て は 極々 の 意昆も あらんが 私に 

は 三十 餘年來 私が 研究に 從 事して 居る 所の 聖書 を 提供す るの 外に は 道 はない と 答へ た〕 日米；^ 國共こ 


3?} 人なる もの あり、 彼等の 目的と する 15 は戰 (If- であって 恰も 吾等が 平和に 就いて 考へ 叉§^書に就ぃて 

i 九む るが 如くに 彼等 は 常に 戰爭に 就いて 議 しつ i あるので、 職業 柄戰, _サ を 主張す る は 當然 の 事に て兩 

國に 軍人の ある 間 は 必す開 戰論は あるので あらう。 而 して 口 米兩國 問の 平和維持の 唯一 の 道 は 米 人が 

0000000000000  0O0OOOO0O0OOO0  00  00O0  oooooooo^-oo 

今の 淺 薄なる 基督 敎の 信仰より 進んで 更に 善き 基督 者と なり、 日本人 も 亦 良き 基督 者と なる 事で ある。 

其 他の 方法 を 以てして は 或は 一 時の 平和 は 成らん も 時 ありて は 叉 忽ち 破る、 ので ある。 困難なる 日米 

問題解決の 道 は兩國 民が 善良なる 基督 者と なること、 た 此の 一 つ あるの みで ある。 而 して 問題 は ffif 

に 日米 人の 間の 事に 止まらす して 吾國に 於て は 同胞 問に 冋 一 問题 にして 更に 困難なる 問題が ある、 そ 

れ は日鮮 人の 露の 合同 融和で ある。 今や 朝鮮 は 政治的に は 日本に 併合され て 同 一 治下に 在りと 雖 もこ 

れ唯 外面の みに て 心中に 於て は 毫も 從 前と 異なる 所 はない ので ある、 實 にこれ 大 なる 難問題であって 

其 解決法 は 亦 日米 問題の 解決と 同 一 である、 卽ち日 舴人雙 方が 共に 善き 基督 者と なる IST た f 此の 一 

つ あるの みで ある。 此事 は總现 大臣 や 外務大臣 や 總督が 如何に 大 なる 勢力 を 擁して なさん とする も 出 

來る 事で はなく、 これが 出来る もの は 主 キリスト あるの みで ある。 此處に 居る 金 君が 厘々 余の 宅に 來 

られ、 君の 不完全なる 日本語 を 以て 語らる k が 余 はよ く 其 心の 最も 深き 所が 解る、 これ は 我等 二人が 

同じ キリ ス トに 於て あるから である。 日本人 も 朝鮮人 も 共に 此 キリ ス ト との 深き 關 係に 人り て 眞の合 

同 は 成る ので ある。 此 道に 由ら すして は假令 同じ 國 旗の 下に 在りて 同じ 貨幣 を 用 ひ、 同じ 郵券 を 使用 

し、 其處 にも 此處 にも 合併 を 祝す るの 大宴會 が 如何に 盛んに 催されて 酒杯が 交換 さる-^ ともこれ た、.^ 

外面の 合併た るに 止まり て眞の 合併 は 永久に 成らない ので ある。 贲 に此單 純なる 福音に よりて キリス 

トに 至る 事 は 多くの 難問題 を 解決す る 最良 唯 一 の 道で あるので ある。 


凡そ 基督 敎は之 を 二つの 方面より 観る 事が 出来る。 其 一 は敎會 であって、 他の 一 は 聖書で ある。 實 

際 上 基督 敎は 此の 二つ を 離して は說く 事が 出來 ない、 敎會 なければ 聖書な し、 聖書なければ 敎會 なし 

である。 基督 敎の 歷史を 見る に 大抵 此兩者 は 併行せ すして 或 時 は 敎會の 勢力が 盛んにして 聖書 は 疎ん 

ぜ られ、 或 時 は 聖書が 重んぜられて 敎 會が衰 へる と 言 ふ 有様に て兩者 共に 弊害 を 免れぬ。 此 間に 聖書 

が 埋れて 敎會の 勢力が 盛であった 時の 方が 長く、 其 時 は 異敎の 文明が 入来て 基督 敎は 敎會 となった 時 

であった。 中古 時代の 終り 迄 は 敎會獨 り 丼 &督敎 を 代表して 居た ので ある。 斯の 如き 時に 基督 敎は必 す 

墮 落す るので ある、 唯 名 だけが キリストの 敎會 であって 其 實は希 臘敎會 であり 叉 羅 馬敎會 であった の 

である。 これ 敎會獨 り 重んぜられて 聖書が 輕んぜ られた 結 栗で ある。 卜 六 *1 紀 半ばに 至り 時代 はル ー 

テル を 起して 敎會は 聖書に. S りて 立つ 可き を 主張し、 其 結 3^ として 全 歐洲を 震撼す る戰 t- は 起った の 

であるが、 要は 聖書 を 取る か、 敎會を 取る かの 二つで あつたので ある。 英國獨 逸の 如き は 聖書 を 選み、 

佛蘭 西、 伊太利、 葡萄牙、 西班牙の 如き は 敎會を 選んで、 玆に新 敎舊敎 の 別が 生じた ので ある。 新敎 

中に も 叉 敎會を 重ん する あり、 聖書 を 重ん する もの ありて 其 程度 を 異にし、 英國 の國敎 派卽ち 聖公會 

の 如き は 敎會を 重んじ、 非 國敎派 は 聖書 を 重ん する ので ある。 変 書と 敎會、 問題 は 極めて 簡單 なれ ど 

も實 際は大 問題であって、 基督 敎の ある 所に は何處 にても 必す此 問題 は 起り、 諸君 も 亦 何時か はこれ 

に 遭遇す るので ある。 而 して 其 可否 論 は^として 余 自身 は 勿論 聖書 を 取る ものである。 敎會を 絕對に 

無用と は 一一 一一 11 はない が、 聖書 をよ く學 ベば 敎會は 自ら 盛んになる、 ^^！書を學ぶ事が衰ふれば敎會は骸骨 

たるに 過ぎなくなる。 斯る 意見に 對 して 外 國には 多くの 贊成 者が あるが、 外國 より 我國に 派遣され し 

宣敎師 の 中には 贊成 する 者が い。 彼等に は敎會 なくして 基督 敎が 傳播 され 聖書が 行き渡る と 言 ふが 


如き は 解し 得られな いので ある。 而も 事赏 は敎會 はなく とも 聖書に よりて 基督 敎は 俾播 され 國は 改め 

らる k ので ある。 此事を 解る に は 吾等 東洋人 は 特殊の 便宜 を 有する 事 は 感謝す 可き である。 余の.； 1^ の 

如き 元 來儒敎 の 家に て 父 は ii 者で あり 余 も 亦 少時より 孔孟の 書を學 び、 今も猶 諧！； i し S£ る 草 句が ある 

ので ある。 斯 くして 孔子の 會堂を 建つ る 事 はせ なかった が 其 書 を學ぶ 事に よりて 其 精神 はよ く Ifj:: 等 を 

支配し、 吾等 は 孔子の よき 弟子で あつたので ある。 今 は 孔子が 去って 基督が 之に 代った ので ある。 日 

本に 於け る 儒教の 感化 は 偉大なる ものに てこれ なくば 或は 國は已 に 滅びし 事で あらう。 日本 のみでな 

く 支那 朝鮮 は 元より 儒敎國 であった ので ある。 讚美歌な く會 堂な く唯經 書に 就いて 學ぶ 事に よりて 斯 

かる 偉大なる 感化 力 を 得た ので ある。 

玆に 於て か 吾等 は 西洋人に 言 ふ、 支那の 經 書は斯 くして 多く の 人 を 支配し 國を 支. 配せ しに、 何故に 

生命の 書た る 聖書に 由り て 主が 吾等 を 支配し 給 ふに 至らざる かと。 巳に 書籍に よりて 儒 敎に養 はれ 來 

りし 吾等が 聖書 を學ぶ 事に よりて 何故に 善き 基督 者と なり W ざる か は 此經驗 を^せ ざる 歐米 人に は 解 

らな いので ある。 誠に これ は 來洋人 特有の 道であって、 吾等 は 聖書 を學ぶ 事に よりて 善き 基督 者と な 

り 得る の 確信 を 有つ 者で ある。 支那 も 日本 も 進んで は 聖書 國 となる ことが 出来る。 世界の 中の 聖書 國 
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は 蘇 格 蘭で ある、 同地の K 舍に 於て 教師が 說敎 をな し、 若し 其 引用の 聖 句に 違 ひが あれば 老鑑 は聽衆 

の 中より 立ちて 是を 正す ので ある、 而 して 彼國は 古來 最も 多くの 偉人 を 出した ので ある、 余楚 及ばす 

乍ら 聖書 W 建設に 志して より 玆に 三十 餘年 にして 今日に 於て は 多数の 聖書 信者 を 生じた 事 を 知る ので 

ある。 已に經 書に よりて 儒者と なり 得た 吾等が 生命の 書た る 聖書に より て 基督 者と なり 得ない 譯 がな 

ぃリ 若しも 朝鮮人が 曾て 孔孟の 書に 接せし が 如くに 聖書に 接する に 至らば 朝鮮 は 怖る y き國 となる で 


あらう、 n 本 亦斯の 如き を 得ば 赏に 偉大なる 國 となる であらう。 若し 然ら すして 聖書 は 唯 敎會へ 行き 

て 時々 見る に 止まり 徒に 洗禮 式に 列し 晚餐 式に 與るを 以て 能事と なし、 單 に社會 事業家たり 慈善 〔咴た 

るに 止ら ば 或は 基督 者た るの 名 は 保ち 得ん も其實 はない ので ある。 余 は 切に 諸君に 對 して 聖書の 研究 

を勸 むる ので ある。 是に 博き 學問を 要し 深き 經驗を 要する けれども 叉 何人と 雖も其 精神 を 解す るに 難 

くない。 實に 聖書の 深き 事は經 書の 比に 非す、 勿論 又 西洋 哲學の オイケン や ベルグ ソ ン の 比で はない。 

諸君 願く は 之を淺 薄に 考 ふる 事な く、 深き 研究に 志して 自身の 信仰 を 養 ふと 同時に 此 生命の- «^ を 以て 

朝鮮 を 救 ひ、 日本 を 救 ひ、 世界 を 救 ふの 大志 を 抱かれよ、 之に 勝る の 大事 業 はない。 一身の 運命、 家 

庭の 運命、 國家 人類の 運命 は 悉く 懸 つて 此 中に 在る ので ある。 如何にして 朝鮮 を 救 ふ 可き か、 元より 

極々 の 道 は あらん も 之 を 根本より 救 ふの 道 は 聖書に 賴 るの 外 はない、 世上 一 切 萬 事の 根本 は 聖書の 深 

き 研究の 上に 立つ 可き である。 先頃 宜敎師 某が 日本と 朝鮮と に 於け る 基督 敎の狀 態 を 比較して 記した 

る ものの 屮に、 朝鮮の 基督 敎は 聖書 的であって、 日本の 基督 敎は 社會 的で あるとの 事が あつたが、 是 

れ 朝鮮の ために は賀す 可く、 日本の ために は悲む 可き である。 日本の 信者 は 誠によ く 社き を 知り、 

政 治 を 知り 慈善事業 を 知る が 而も 聖書 を 知らない、 平信徒 のみでな く 按手 禮を 受けし 敎師 にして 猶驚 

く 計り 聖書に 冷淡なる を 兄る ので ある。 これ 實に 日本の 基督教の 弱點 である、 余 は 朝鮮の 基督 敎が聖 

書 的で あると 言 ふ 事 を 聞きて 之に 多大の Sii を屬 する ので ある、 諸君 は 願く は 飽くまで 聖書 的で あらん 

事を^む" (筆記) 


七 傳道之 書 一章 

(六月 五 口 故 今 井 樟太郎 氏 第 九： 1： 記念：；！ 芝^ 白金 猿 町なる M 家に ての 親 膀會に 於て〕 

開卷 第一 に 空の 空、 都て 空な りと 言 ふ 傅 道 者の 言 は 甚だしく 職 世 的であって 現世の 富に 賴り in 識に 

憧れつ k ある 今の 人の 聞く を 好まぬ 所 なれ ども 而 かも 常に 环に饗 く 言で ある。 是れ 古代に 於て は榮華 

の 極に 在りし ソ n モン 王 も、 近く 日本に 於て 成功の 權 化と 歌 はれた 故 伊藤 公と 雖も娃 公と 雖も言 は ざ 

る を 得ぬ 言であって、 そして 何人も 一 度び は發 する 所の 言であって 叉 最後に 發 する 所の 言で ある。 然 

らば 人 は 遂に 生れざる をよ しとし、 已に 生れた る もの は 早く 死ぬ る をよ しとす 可き かと 言 ふに 然 うで 

はない、 此 *1 に 於け る 富 も 位地 も、 事業 も 智識 も、 3： れも 皆な 遂に i4i なれ ども 唯一 つ 空なら ざる もの 

があって 人 はこれ がた めに 生き これが ために 鎖く ので ある。 而 して 此 事は此 書に は 述べられ すして i キ； 

書の 他の 所に て 補 はれて 居る、 此 書の 書かれた る 所以 は 此意を 示す ためで ある。 先頃 日光に 東 照 公の 

三百 年祭 を觀、 彼の 陽 明 門の 前に 立ち 神々 しき 杉並木の 下に 神輿の 通 御 を 待ちつ、 友人と 語った ので 

あるが、 初代 徳川家に 於て 之 を 建てた 時 は 德川家 始め 何人も 德川 家の 榮華は 永久に 綾き 萬 代に 榮 ゆる 

事と 思った であらう。 而も 僅に 三百 年後の 今日に 於て は 如何、 幸 ひに して 德 川.；^ は 亡ぶ る 事 はな かり 

しも 當 時の 榮華は 跡な く 去りて 今や 靈廟の 維持 は 徳川家 一 門の 堪へ 難き 負擔 であって、 維持の ために 

世間に 廣く资 を 募る 等 種々 の 方法 は 講ぜら る V も 翁 修理 行き 屈 かすして 昔日の 美 觀は大 に 害 はれて ゐ 

る、 思 ふに 四百 年祭.^ 擧 行す るの 頃 は 更に 落莫たる 者 ありて 今日 芝 增上寺 ニ代將 の 靈 廟を 見る 如く 

になる ので あらう。 當時榮 華の 中に 在りて は 世事 決して 空なら すして、 只管に 斯る榮 華の 永 綾 を E 心 ひ- 


先祖の 墓の 維持に 苦む の 日が 來 らんと は 何人も 思 はなんだ であらう。 德川 家然り 其の 他 一 般社會 に 興 

る 家 あり、 倒る k 家 あり、 昨日 は榮ぇ 今日は 衰 ふと 言 ふ榮枯 盛衰の 實物 をお 互 毎日 目撃す るので ある。. 

智識 亦然 りに て 新 智識と して 盛んに 迎 へ 離さる k もの は 直ちに 叉 古くな りて 嘲り 捨てら る k ので ある。 - 

へ „1 デ 王の 神殿 は 日光 廟に幾 倍 勝れる 宏莊 華麗の ものであった らうが キリスト は 「此處 に 一 の 石 も 石 

の 上に 圮れ すして は 遣ら じ」 と 仰せられた。 誠に 此 世の 事 一 として 空なら ざる はない。 然り 然しな が 

ら 空なら ざる ものが 一 つ ある。 へ ロデ 王の 祌殿は 壞れ德 川 家の 榮華は 失せた が 永久に 失せない ものが 

一 つ ある、 これ を 忘れて はならぬ。 此 世の 事 都て 空 なれ ども 吾等 は 是を棄 てす して それぐ の 職務に 

力 を 致す が、 然も 其 は 空なる 此の世の 事の ためで はない、 他の 空なら ざる ものの ためで ある。 此 世に 

千 種 萬樣の 事が 營 まれつ i ありて 其 最も 大切と さる & 所が 何れも {4! なる 事で ある、 學 生の 語る 所 は 所 

謂 成功で あり、 實業家 は 只管に 產を なす 事に のみ 熱中して 他 を 思 ふの 遑 なく 擧世滔 々として さなる 事 

にの み 奔走し 居る ので あるが、 吾等 は 空の 事 もな せど も 空なら ざる 事に 爲す 所がなくて はならぬ、 吾 

等に して これがなければ 啻に 人に 忘れら る、 のみでな く 神に 忘れら る、 悲慘の 日が 來 るので ある。 敎 

師の 地位に 在る 余が 之 を 言へば 故意に 吾 爲す所 を 貴し とし 我田引水の 觀 あれ ども、 これ は 吾が 仕事で 

はなくて 吾の 選み し 仕事で ある。 諸君に して 若し 最上の 興味 を 萬 事 は 消えても 消えざる 唯一 の 事に 持 

た ざれば 諸君 各自が 消えて 了 ふので ある。 

此今 井家 は 幾多の 艱難の 中に 在りし も惠 みの 下に 今日 在る を 得て、 世に 多少の 善事 を もな し. S なら ■ 

ざる 事の ために 盡す 所が あつたの は 余の 深く 神に 感謝す る 所で ある。 ソ モン 亡び 德川家 も衰へ 幾多 

豪家 も 倒る k 世に 在りて 此 家の 繁榮も 永遠に 續く 可し との 豫言は 何人と 雖も屮 ぃ來ぬ 所で あるが、 空な 


ら ざる 方面の 事 は 永久に 遺る ので ある、 これが 大切なる 事で ある。 若し 然ら すし て^の 所謂 成功に 憧 

れ たなら ば 如何に 成功す ると も 知れた ものにして 假令 日本の 富 を 悉く 得る とも 計り 知る 可き である。 

願く は 此家は 消えざる 事の ために 永く 存 せん 事 を 祈る。 此事 のために 盡 して 家 も 亦 亡ぶ る 事 はない の 

であるが、 よしや 亡ぶ ると も 花が 果實を 遣して 散る 如く 消えざる 事の ために 遣す 所 あれば 恨み はない 

ので ある。 君 も 亦 心 を 留めて ソ 口 モン は 亡び 德川 家の 榮華は 夢と 消え、 明治の 文明 は 滅び 失せる と 

も 永遠 亡びざる ものの ために 盡 されん 事 を 望む。 (筆記) 


宗 敎の耍 素 

(七月 十一 日 柏木 聖書 講堂に 於て) 

そ *4  よら 

蓋 われら 見る 所に 憑す 信仰に 憑て 歩めば 也。 (哥林 多 後書 五 章 七 節) 

此語は 殊に 此處 に適當 する 語で ある けれども これ は又聚 書全體 の精祌 である、 信者た る もの は 目に 

見 ゆる 所の ものに 憑て 步 ますして 信仰に 憑り て 歩む ので ある、 此處に 信仰と 言 ふ は 他の 場合と 異なり 

て 五感に 觸る、 ものに 對 して 之に 觸れ ない ものの 意で ある。 信者が 信仰に 憑り て步む 可き 事 は 彼のよ 

く 知て 居る 可き 事であって 而も 多く 忘られて 居る 事で ある、 單 日本に 限らす 歐 米の 所謂 基督 敎國に 

於て 又然 りで ある。 抑 も 宗敎と は 何で あるか、 諸君 は 何 を 目的と し 何 を 求めん とて 此處 に來 るので あ 

るか、 吾等が 信者と なりし は 何のた めで あるか、 これ 聖書の 書かれた る 時代に は 明瞭なる 事であった 

大正 E 年  <  七 


而 して 叉 今より 百年 前に 於て は 八 「日の 如くに 朦朧たる 事ではなかった、 然し 今 曰 にて はこれ が 頗る 明 

瞭を缺 い て 居る ので ある。 

先頃 も 大舉傳 道の 様子 を 見ん とて 其 天幕 を 見舞 ひし 際、 參集者 一 同に 頒與 された る 印刷物 を 見し に 

其 中には 殊に 家庭 改良に 關 する 事が 書かれて あった、 曰く、 基督 敎を 信す る ものの 家庭 は 如斯く 改良 

さる、 と。 事 實は其 通りであって 何も これに 反對 する 譯 ではない が、 今日の 人が 重き を 置く 所 は 何れ 

も此 類の 事で ある。 信ぜよ 然 らば 家庭 改まり、 社會 改まり、 品性 向上し、 文 藝が與 ると、 今の 俾道師 

は 主として 斯う 雷 ふ樣の 事の み をカ說 して 其 他 を 言 はない ので ある。 言 ふ 所 は 僅に 八十 日間 を 以て 一 

週し 得る 此 世界 の 事で ある、 心靈上 の 事の 如き は 深く 胸中に 祕し て 口外す るに は 及ばす と されて 居る 

ので ある。 品性が 改まる とか、 社會が 改良され ると か 其他此 世の 幸 一 i を 增す事 を 第一 として 居る ので 

ある。 然し 信仰に 憑り て步 むと 言 ふ 事が 旣に此 世の 事で はない、 此 世の 改良 幸福の 如き， 新約聖書の 

傳 ふる 敎の 中に 入る 可き 場所が あると しても、 其 は 極めて 斟 いので ある。 宗教の 本義 を此 世の 事と し 

見て は法然 親鸞の 如き 宗祖た ちの 偉業の 原動力に 思 ひ 及ぼす 事が 出来ぬ。 宗敎の 目的 は祌 である、 祌 

を 求む るた めに は 眼が 妨害と なるならば 抉 出して 之を棄 てん、 手が 妨害と なるならば 之 を 斷て棄 る も 

はぬ と 言 ふの が宗敎 本来の 目的で ある。 宗敎の 供す る 幸福 は 肉の 救に 非す して 靈 魂の 救で ある。 こ 

れ單り 基督 敎に 限る 事で はない、 總 ての 宗敎の 要素 は是れ である。 

次に は 罪の 赦免で ある、 吾等の 痛切に 望む 所の 者は是 である、 人 若し 罪に 苦しむ 事が な-ければ 宗敎 

を 要さぬ ので ある。 されば 罪の 苦 惱に堪 へす 其 赦免 を 得ん ために 非す して、 或は 逆境の 苦痛に 堪 へす 

して、 或は 事業の 失敗の 故に、 或は 病苦の 故に 信者と なりし 者 は 其 信仰た る 甚だ 怪しき ものに て、 其 


境遇の 變る と共に 信仰 を棄て 易き 者で ある。 斯の 如き もの は 他の もの を 以て も 信仰に 代 ふる 事が 屮 Z 來 

る、 音樂 美術 も 以て 人の 苦 を 慰め 之 を 忘れし むる に 足る 可く、 科 學文藝 の 發達は 以て 人の 境遇 を改む 

る 事が 出来る であらう。 a バ ー ト • インガソルの 如き 人 は 敎會の 無能 を 篤り て 悉く 之 を 魔して 昔樂堂 

となす に 如かす と 言った が、 敎會が 今の 如き ものである ならば 寳に然 りで ある。 然し 乍ら 一度 吾が 罪 

に 就いて 考 ふる 時に 他の 何物 を以 て も 之 を 免る \ 事 は出來 ぬ、 之 を 忘れし むる に は 昔 樂も 美術 も文藝 

も 哲學も 何の 役に も 立ぬ、 罪 は 肉に 刺されし 刺の 如き ものに て 之 を拔き 去る に 非れば 膏藥も 塗劑も M 

の效 もない。 吾等 は 此堪へ 難く して 而も 吾等の 力 を 以てして は 如何と もす る 事の 出来ぬ 罪を祌 に 依り 

て 取り去らる.^ ので ある、 他に も猶ほ 理由 は あるが これ 吾等が 神 を 求む る 第一 の现. m である。 

世界の 思想に 觸れ たいと か、 廣く 萬國の 人に 交りたい とか、 或は國家社會を救ひたぃとかぃふ^\"か 

ら 基督 敎に 入来り しものに は 又 之 を 去る ものが 多い が、 罪の 苦痛に 堪へ すして 來り しもの は 「雨 を 去 

つて いづく に 行かん や」 にて 如何なる 事が あっても 神より 離れる 事 は m 來ぬ。 吾等 幾度 か賤 しむ 可き 

敎 會の敎 役者 連の 惡辣 なる 行動に 接して 其 陋劣なる 心事 を 知りて は 基督 敎に對 し堪へ 難き 嫌 滅の情 を 

發 して 反抗 心の 起る を禁 する 能 はざる も、 飜 つて 吾等と 神との 關係を 思 ひ、 吾 罪 を 如何にす 可き か を 

思 ふの 時 は 叉 キリストに 復 りて 彼に 由り て 罪の 刺 を 取り去って 戴く より 外 はない ので ある。 人 若し 自 

己の 罪に 就いて 何の 感 する 所な しと 言 はば それまで なれ ども、 或 時 或 場合、 病氣 とか 事業の 失肷 とか 

或は 愛する 者の 死と 言 ふが 如き 不幸 事に 遭遇す る 時に、 忘れん としても 能 はす、 逃れん としても 能 は 

ざる 吾 罪に， 5£ まさる、 事が あるので ある。 而 して 吾等が 神の 電燈に 吾 罪 を 照され て堪へ 切れぬ 時に 祌 

は 吾等の ために 唯 一 の隱れ 場所 を 備へ給 ふので ある。 此時 十字架の 光 は 輝いて 見 ゆるので ある。 而か 


も 何事 ぞ、 今日の 敎會の 基督 敎の說 敎に此 事 を 言 ふ 者が 殆ん どない ので ある。 都會に 惡疫の 入る や 人 

は是を 警告して 相戒 む。 罪に 對 する 神の 裁判の 警吿 をな すの が傳道 者の 職で ある。 罪と 言 ふ 事が 解ら 

ぬ 間 は祌は 吾等に 最 要の もので はない。 吾等の 求む る 所 は祌の 前に 義 とせられん 事で ある。 人に 譽め 

ら れんた めで はない、 神に r 汝 の罪赦 さる」 と 言 はれた さに 我等 は キリストに 到る ので ある。 

罪の 赦免に 次いで 吾等の 望む 所の もの は 永生で ある。 これ 又 今の 人に は 重んぜられない 問題で ある _ 

今や 殆ん ど總 ての 人が 「死後の 事 は 致し方な し」 と 言 ふ を 以て 僅かに 慰安と して 居る 有様で ある。 今 

の 信者 は 墓の 彼方の 事 は 放擲して 言 はす 只 墓の 此方の 事に のみ 熱心で ある。 而 かも 聖書の 敎 ゆる 所 は 

是 に反對 である。 基督 者 は 門徒 宗徒の 如く 来世の 安樂 を むの 餘り此 世の 事に 無頓着で はない が、 而 

かも 彼に 取り 重 もなる 事は此 世の 事で はなく して 来せの 事で ある。 今の 敎會の 說敎師 は 人に 無慾 なれ 

と說 くが、 而も 同時に 盛んに 現せの 幸福 を說 くので ある。 斯て 彼等 は 人に 難き を强 ひるので ある。 人 

は來 世の 貴 さが 解ら すして 現せの 物に 無愁 なること は 出来ない。 是れ 何にも 現世の ものが 責く ない 譯 

ではない、 來 世の 物の 貴き に 比して は實に 何でもな いので ある。 敎師の 地位に 在る もの は 最も 堪へ難 

き 立場に 立つ ものである、 他より 總てを 要求され て、 他に 要求し 得る 所 は 何もない。 何に 由り て斯か 

る 地位に 堪 へらる、 であらう か。 然し 一度 眼を轉 じて 墓の 彼方 をば w みて 之に 堪 ふるに 毫も 難き を覺ぇ 
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ない ので ある。 來 世に 趣味 をお かなければ 基督 敎は誡 に 無意味に してつ まらない ものと なって 了 ふの 

< "厶厶  あ.？ ら  — 

である。 此 事を瞭 かに 示す もの は 目下の 歐 洲戰爭 である。 互に 對手國 の 非 を 責めつ k 空前の 大慘劇 は 

演ぜられつ、 ある。 これ 歐洲 人が 何れも 此 世の 文明 を 以て 最上の ものと なし 墓の 彼方の 事 を 一 切 忘れ 

た 結 栗に 外ならぬの である。 如何なる 非 戰論も 經濟的 關係も 世に 戰を なから しむる 事 は出來 ぬ、 戰爭 


& か- & おが 來 世の 望 を 明かに 持つ 時で ある。 人が 来世の 筌を 明かに して 此 世の 愁を絕 つまで は戰 

爭は 止まない ので ある。 心の 本 城 を 来世に 築いて 始て此 世に 爭鬪 はなくな り、 眞の 平和 は 臨み 人の 生 

涯が 意味 ある ものと なる ので ある。 然ら すして は 此世は 不幸 災難の 連 綾であって 誠に 味氣 なきもので 

ある。 而 して 宗敎の 領域 は此 世で はなく して 來世 である、 來 世がなければ 宗敎 はない ので ある。 

吾等の 最も 怖る \ 所の もの は 貧困に 非す 疾病に 非す して 罪で ある。 吾等の 行きたい 所 は 米國に 非す 

英國に 非す して キリストの 國 である。 天國 への 旅行 免狀を 得た さの 生涯で ある。 近頃の 基督 敎が 米國 

式の 現代的の ものと なった 事 は 誠に 情けない 次第で ある。 吾 國の佛 敎は德 川 時代に 於て 甚だしく 墮落 

して 今日の 有樣 となりて 昔の 俤を 見る 事 は 出来な い が 、 法 然ゃ親 f  - の 如き は剩 然と 宗敎 の 要素 を敎へ 

て 吳れた 者で ある。 當 時の 質朴なる 日本人 は 之を渴 仰し 玆に佛 敎は翁 然として 我國に 起った ので ある „ 

若しも 其 初めに 於て 今日の 基督 敎の 如く 徒らに 時勢に 阿ねりて 罪 を 知らし むる 事 をし なかったならば 

佛敎は 深く 吾國人 の 中に 入らな か つたで あらう。 吾等 各自 望 を 言 へ ば 種 々 ある けれども 最大 の 望はキ 

リストの 國に 到りて 彼に 見忘れられ ざらん 事で ある。 斯く言 ひて 迷信と 言 はる k もよ い、 古いと 笑 は 

る &も賊 はぬ、 神が 吾等の 主人公であって 彼 を 離れて は 吾等 世に 何の 望み もない ので ある。 吾等 は此 

世の 幸福と か 成功と かと 言 ふが 如き もの を 以て 淺く 癒されん 事 をび 1- むので はなく、 更に 深く 癒されん 

事 を 望む ので ある。 斯く 望む は 決して 厥 的で はない、 眞の 事業 は 此處に 始まる ので ある。 

今日 信者 問に 普通に 言 はる k 所の 「兄弟 姉妹」 の 語の 如き 實は 誠に 無意味の ものである、 §ni む 所 を 

1 にし 怖る、 所 を 一 にし、 同じく キリ ス トの 下に 在る もの こそ 眞の 兄弟で あり 姉妹で ある。 而 かも來 

世 を 望ます、 罪 を 恐れす して 兄弟 姉妹で ありよう 害 はない。 損得、 利害、 五感に 觸る ものに 非す して" 


目に 見えざる 所に 憑り て 步み眞 の 榮光を 荷 ふ もの、 これ 眞の 貴族であって、 假令 身に は 弊衣 を 纏 ふと 

も實に 貴き 人で ある。 眞の 基督 者と は斯る 貴族の 謂で ある。 (中 田 信 蔵 筆記) 

宗 敎 と 其 の 必 要 

九月 十九 日 山形 縣鶴岡 町郡會 議事堂に 於け る 演說の 大意 

宗敎と は 政治家の 見る 所の 宗敎 ではない、 內務 省宗敎 局の 司る 所の 宗敎 ではない、 寺院で はない、 

管長で はない、 儀式で はない、 經典 ではない.、 統計に 上げて 其 勢力 を 量る ことの 出来る もので はない- 

政 冶、 殖産、 工業、 宗敎と 云 ひて 宗敎 を此 世の 事と して 見る 政治家 新聞記者 等 は 4if だ 宗敎の 何たる 乎 

を 知らないの である。  • 

宗敎は 人の 內的 生命で ある、 是は眼 を 以て 見る こと は 出来ない、 統計に 上げて 示す ことの 出来る 者 

でない、 宗敎は 政治、 殖産、 工業と は 全然 實質を 異にした る 者で ある、 政治 や 殖業は 人の 外の 事で あ 

るに 對 して 宗敎は 人の 内の 事で ある、 人の 内的 生命た る宗 敎に對 して 云へば 宗敎 以外の 事 はすべ て 之 

を 人の 外的 生命と 稱 ふこと が 出来る、 國家、 社會、 家庭、 個人、 之に 關 はるす ベての 事、 政治家が 論 

じ、 新聞紙が 報す るすべ ての 事、 之 を總稱 して 人の 外的 生命と 稱 ふこと が屮 I 来る。 

宗敎は 人の 內的 生命で あると 云 ふ、 內的 生命と 云 ひて 惟り 自 から 在る もので はない、 沈思 默考 己れ 

に 足りて 他 を 顧みす と 云 ひて 單獨 的に 生存す る ことで はない、 生命 はすべ て 相互 的で ある、 國 家と 國 


象と 相對 して 玆に國 家 的 生命が あるので ある、 人と 人と ffl 對 して 玆 に社會 的 生命が あるので ある、 夫 

と 妻と 相對 して 兹に 家庭的 生命が あるので ある、 人 は 自分 一 人で 生命と 云 ふ 生命 を營 むこと は 出來な 

いので ある、 而 して 此點に 於て 內的 生命 は 外的 生命と 違 はない ので ある、 人 は 自分 一人で 立て 內 的 生 

い.. J な  みづ 

命 をも營 むこと が出來 ない ので ある、 人 は 思想 を 相手に 獨り自 から 內に 存在す る こと は 出来ない、 彼 

は 叉 自己 を 相手に、 獨り自 から 責め、 自 から 譽め、 自 から 論 して 自 から 慰む る こと は 出来ない ので あ 

る、 人が 宗敎卽 ち內的 生命 を營 まんと する に 方て. 2： 的 對象牧 を 要する ので ある、 卽ち， Z: に.：；^ りて 汝と 

呼 掛け、 我と 應へ 得る 或 者 を 要する ので ある、 卽ち I： なる 友人 を 要する ので ある、 世 を 離れて 獨り彼 

を 友と する ことの 出来る 其の 友人 を 要する ので ある、 的なる が 故に 彼 は 眼に 見 ゆる 友人で はない、 

然れ ども 友人の 中で 最も 親しき 者、 內的 であるが 故に 永久に 我 を 離れざる 者、 我の 指導者、 我の 訓誡 

者、 而 して 我の 救 主 …… 斯 かる 友人が ありて 始めて 宗教が あるので ある、 宗 敎は脫 離と 稱 して 此， と 

全く 絶つ ことで はない、 觀 念と 稱 して-^ に 省みて 獨り 念す る ことで はない、 宗敎 は 永遠 の 實在 者と 共 

に. S: 的 生命 を營 むこと である、 內に 彼と 語る ことで ある、 .2： に 彼に 聽 くこと である、 彼に 順 ふこと で 

ある、 友と して 彼と 交 はり、 救 主として 彼に 事へ、 神と して 彼を崇 むる ことで ある、 斯 くして 外なる 

生命と 相對 し、 國家的 生命、 社會的 生命、 家庭的 生命な ど稱 へらる k 此 世の 生命と 相對 して、 内なる、 

深き、 聖き、 變ら ざる 生命が 營 まる、 ので ある、 而 して 此 生命 を 稱 して 宗敎と 云 ふので ある。 

而 して 人に は 何人に も 此の 生命が 必要で あるので ある、 而 して 此 意味に 於て、 宗敎は 何人に 取りて 

も 必要で あるので ある、 人に 肉體の ほかに 靈 魂の 有る 以上 は 「我 は 宗敎を 要せす」 と 言 ひ 得る 人 は 一 

人 もない 害で ある、 世に 若し 「我 は 國家を 要せす」 とか 叉 は 「我 は 社會を 要せす」 とか 首 ふ 者が あれ 


ば、 其 人は變 人で なければ 狂人で ある、 其 如くに 世に 常軌に 叶へ る 人に して 「我 は 宗敎を 要せす」 と 

言 ひ 得る 人 は 無い 害で ある、 若し 斯 かる 人が あると すれば、 其 人 は 不具者で あると 言 ふより 外 はない 

ので ある。 

而 かも 事實は どうで ある 乎と 問 ふに、 今日の 我 11 に 於て 宗教の 必要 を 認めざる 者の 甚だ 多き に 驚か 

ざる を 得ない ので ある、 其 敎育は 如何で ある 乎と 云 ふに、 全然 人の 外的 生命に のみ 關 する 敎 育で あつ 

て、 其の 內的 生命に 關 して は 何の 敎 ゆる 所がない ので ある、 其の 新聞紙の 記載す る 所 を 見る に、 政治 

殖産、 ェ集、 文藝 等、 此 世の 富贵と 快樂 とに 關 する 記事の みであって、 人の 靈 性に 關し、 其の 隱れた 

る 深き 實 験に 就て は 何の 記す 所がない ので ある、 今日の 日本人 は實際 的に は 無 宗敎の 民で ある、 寺院 

はあり、 僧侶 は あるが、 是は 主として 死者 を 葬る ための 機關 である、 今の 日本の 宗敎 なる 者 は 日本人 

の 外的 生命の 一部分であって、 宗敎の 名を附 する の價 値な き 者で ある、 是は 政治の 一種、 舊き 習慣の 

一 面と 見て 差 支の ない 者で ある。 

而 して 其 結果 は 如何？ 人に 獨 立の 意見なる 者が 筢ぇ たので ある、 內に 深き 生命が 無い 故に 人 はす 

ベ て 世の 風潮の 傀儡 兒と 化した ので ある， 秋の 野に 稻穗が 風に 靡く やうに 今の 日本人 は 世の 輿論に 全 

く 支配 せられて、 自己の 意見なる 者 は 縦し 有る とする も 之 を 外に 現 はすの fa!? 氣 なく、 只 偏へ に 時勢に 

從ふを 以て 最上の 處世 術と 見做す に 至った ので ある、 其れ は 其の 害で ある、 內に 深き 生命 を湛 えざる 

今の 日本人 は 外の 生命 を 除いて 他に 之に 對抗 する に 足る の內の 生命 を 持たない ので ある、 國 家と 社 會 

と 親戚との 外に 更ら に大 なる、 更らに 力 ある 權 威の 存在 を 認めざる 者が 獨 創の 意見 を懷ぃ て獨り 世に 

立ち 得 やう 箸 はない ので ある、 眞 の宗敎 なき 人 は、 縱令其 人が 高位 高官の 人で あろうが、 博識 多才の 


ひっぷ せんぶ  . 

人で あろうが、 世の 風潮の 傀儡お たる ー點に 於て は 匹夫 賤婦と M の 異なる 所 はない ので ある 人 は，？： 

に大 なる 友人 を 有て こそ 眞の 勇者と なること が出來 るので ある、 世に 歡迎 せられん と 欲せす、 -2： なる 

聖き 友人に 喜ばれん と 欲して、 彼 は 全世界 を 相手に 取りても 正義の 道を踐 まんと 欲する ので ある、 萬 

物の 靈長 たる 人 問 を 監視す る 者 は 政 W でもなければ 亦社會 でもない、 勿論 政黨者 新聞記者 など 自分 を 

さへ 治め 得ない 者で はない、 人間 を 監視す る 者 は 彼の 衷に 宿り 給 ふ 眞の祌 である、 而 して 心の 深き 所 

に 於て 神と 交 はり、 彼の 聲に從 ふ 事、 其 事が 宗敎 である、 而 して 此 交際な く、 此 K 從が なくて、 人 は 

何人もす ベ て此 世の 奴隸 である、 M の宗敎 なくして 自由 も獨立 もあった もので はない、 人が 無 宗敎を 

唱 ふる 時に 彼 は 束縛 隸屬を 自白す るので ある。 

而 して 獨立 は 唯單に 他人と 社會と にの み對 して 必要で あるので はない、 自分自身 に對 して 必要 で あ 

る、 人の 人た る 價値は 彼 は 他に 頼る ことなくして 獨り 足り 得る 事に 於て 在る、 「心ぞ 我の 王國 なれ」 

と 或る 西洋の 學者は 曰 ふた、 若し 外界の 物 を 以てせん と 欲するならば、 全せ 界も 以て 一人の 人 を滿足 

せし むる に 足りない ので ある、 若し 俗世界の 事 を 以てせん と 欲するならば 全國 民の 輿 tli! も 以て 我が 望 

を充 たす に 足りない ので ある、 滿足を 人に 求め 物に 求 むれば こそ 人に 不平 は 絶えない ので ある、 地球 

は 一 個に して 之 を 慾 求す る 人間が 多き が 故に 世に 戰爭 は絕 えない ので ある、 玆に 於て か 世に 無慾に -JK 

さる 幸福 は 無い ので ある、 而 かも 人 は 何人も 何物 を も？ £ る 所な くして 絕對 的に 無慾なる こと は 出來な 

いの である、 而 して 彼 は 内に 得て 外に 得ざる も滿 足す るので ある、 滿 足の 幸福 は 世界に 王たら ざる も 

得らる k ので ある、 而 して 斯 かる 滿足は 部分的に は 哲學を 學んで 得る ことが 出来る、 美術 文藝を 修め 

くわん ぜんむ ろう  »  , 

て 得る ことが 出来る、 然れ ども 完全 無 漏の 滿足は 哲學ゃ 美術な どに て は 得られな いので ある s: に大 

大正 四 年  九 五 


なる 友人 を發 見して、 彼と 深き 靈交を 結ぶ を 得て、 彼 を 主と 呼び まつる を 得て、 彼 を 永久の 神と して 

？ 小む る を 得て、 玆に 世 を 脫し物 を 離れ て、 人 は 其の 心靈 の 奥 殿 に 於て 至上の 幸福 を 感じ 得 るので ある- 

而 して 獨 り我衷 に 最大 幸福 を樂 しみ 得る に 至て、 我 は 容易く 貧に 耐 ゆる を 得、 孤獨に 勝つ を 得、 羨 土 

の 不快 を 感ぜす、 不遇 を悲 まざる に 至る ので ある。 

宗敎 とは斯 かる もので あれば、 卽ち 我が 衷に 永久-的 實在者 を迎へ て 其 處に內 的 生命 を營 むこと であ 

れば、 傳 道と 云 ひ 布 敎と云 ふ は 人に 斯 かる 實在者 を 紹介して 备自 をして 其內 心に 於て 物 を 離れ 世に 超 

越した る 生命 を營 ましむ る ことで ある、 斯くて 傳道は 敎勢擴 張で はない、 他の 宗敎 を壞 ちて 己が 宗敎 

を扶殖 する ことで はない、 俾道 は內的 生命の 供給で ある、 而 して 生命 は 儀式で もなければ 宗義 でもな 

ければ、 敎會 寺院な ど i 稱 へらる、 此 世の 勢力 则體 でもない、 生命 は 生命で ある、 人の 之に 如何なる 

名を附 すると も そ は 其 人の 勝手で ある、 眞の 宗敎家 は 名 を 以て 爭 はない、 佛敎と 云 ふ者必 しも 基督 敎 

の 敵で ない、 lllE 仰の 對象物 を キリストに 取る も 阿 彌陀佛 に 取る も 各人の 自由で ある、 要は 其 營む內 的 

生命の 確實 e 盛な らんこと である、 共の 寳 に^に 勝つ の 能力た らんこと である、 內に充 資して 真の 滿 

足 を 生 さし めんこと である、 若し 怫敎 にして 斯 かる 生命 を 起さし むる に 足るならば 佛敎 素より 可な り 

である、 神道に して 其 宗敎的 使命 を 3^ たす に 足るならば 神道 素より 可な りで ある、 宗敎の 事に 於て は 

此 世の すべての 事に 於け るが 如く、 問題 は實カ 問題で ある、 內的 生命 を 起し 得る 乎、 盛んに 之 を 維持 

し 得る 乎、 靈魂を 活かし 得る 乎、 悲痛と 忠 難と 人生に 臨む すべての 憂苦 を 慰めて 猶ほ餘 り ある 乎、 宗 

敎の 優劣 は斯 かる 問題に 對 して 與 へらる、 實際的 解答 如何に 由て 定めら る i ので ある。 

兹に猶 ほ 一大 問題の 何人の 胸底に も 存在す る 者が ある、 其れ は 死の 問題で ある、 死 は 人生の 最大 事 


件で ある、 人 は 何人も 死 を 免 かる、 こと は 出来ない、 而 して 死の 恐ろし さは 其 淋し さに 於て ある、 死 

に 臨んで 人 は 何人も 絕對 的に 孤獨 になる ので ある、 死に 臨んで 人に 國家 もなければ 社會 もなければ 家 

族 もない、 我等 は 各自 唯一 人知らざる 晤らき 大洋へ と單 獨で乘 出さなければ ならない ので ある、 其 時 

我に 伴 ふ 友人 はなき 乎、 其 時 我が 手 を 取りて 偕に k なき 河 を涉る 同行者 はなき 乎、 「在る」 と 眞の宗 

敎は答 ふるので ある， 死 は 人の 外的 生命の 破 壌で ある、 同時に 叉內的 生命の 發展 である、 而 して 死に 

臨んで 永久の 敎導 者が 無くして、 前途 は 暗黑の 極で ある、 安心立命と 云 ひて 主義に 據り 眞理に 則りて 

獨り自 から 立つ， ので はない、 大 なる 友人に 支 へられて 永久に 安く あるので ある、 其 名 は彌陀 であれ、 

キリスト であれ、 死に 臨んで 世と 共に 我 を 離れざる 永久の 友人の 我に 伴 ふ ありての み、 我 は 安け く 死 

に 就く を 得べ く、 又 死の 河 を 渡り 得る ので ある。 

斯 くの 如くに して 宗敎は 何人に も 必要で ある、 而 かも 特に 靑年 男女に 必要で ある 、父兄に して 善き 

宗敎を 其 子弟に 吹 込みし 者 は 永久の 財貨 を 彼等に 供給せ し 者で ある、 善き 敎育を 供し、 多くの 財產を 

遣して 父兄 は 其 子弟の 將來に 就て 安心す る こと は 出来ない、 人生の 危 險は餘 りに 多く ある、 智識 は 誤 

謬に 陷，. り 易く、 时產は 煙と なりて 失せ 易く ある、 而 して 不幸 裸體 になり て獨り 世に立つ 時、 子弟 は 何 

に 観り て か 其 貴 尊 を 維持 せん、 然り、 眞の宗 敎に賴 りて ある、 內に 富みて 外の 貧に 勝つ ので ある、 

服に 見えざる 友人 を 有する に 由て 世の 凌辱に 耐え 得る ので ある、 世に 無慈悲 なること 多し と雖 も、 靑 

△  △△△  A  △ 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <"△<:<"<!△<:<:△<! 

年男 女に 宗 敎を與 へす して、 彼等 を 風波 荒き 此 世 に 達 出す に" *i るの 無慈悲 は 無い と 思 ふ、 人 は 齢 己に 

四十 を 越え て 新たに 宗敎を 信す る は 甚だ 困難で ある、 勿論 不可能で あると は 言 はない、 老境に 入て 善 

き； 者と なりし 者 は 決して 尠 くない、 然し 闲難 である、 靑年は 信じ 易し、 老人 は 信じ 難し、 然れば 信 


じ 難き 老人 は 信じ 易き 青年の 信仰に 人る を 妨げて はならない、 唯 子弟の 此 世の 立身 をのみ 是れ 切望し、 

彼等の 永久 的 安全の 如き， 措て 之 を 問 はざる の 父 n 儿は、 愚かなる 人、 無慈悲なる 人と 謂 はざる を 得な 
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庄內か 地た る 東北の 樂圜 である、 鳥 海 を 北に 月 山 を 東に、 最上と 赤 川と は 其 中 を 貰き て實に 一 面の 

黄金の 海で ある、 祈 求 ふ 其 民の 固有の 誠 實を失 は ざらん 事 を、 單 純なる キリストの 福音 を 受けて 永久 

に 涸れざる 生命の 泉に 飲まん 事 を。 


簡 短な る 信仰 

r ィ 干 スょ救 ひ 給へ」 

羅馬書 第 十 章 の 研究と して 九月 廿 六日、 十月 三日 二 囘に涉 りて 今 井 館 附屬 柏木 聖書 講堂 に 於て 述べし 所の 

大意。 

おら ひ 1" ,r ら 

吾等 此 世に 生活して 居る もの は 時々 心を靜 かにして 深く 信仰の 根本に 就いて 想 を 運す に 非れば 世事 

に囚 はれて 取り返しの 付かぬ 誤りに 陷る 恐れが ある、 されば 秋の 初めの 吾等の 新學 期の 初頭に 於て 吾 

保羅 のカ說 せし 信仰の 0; 髓に 就いて 學ぶは 極めて 必要の 事で ある。 

世人 は 多く 羅馬書 を 以て 難解の 書と なし、 パゥ& を 以て 難 かしき 理 論 家と なせ ども 彼 をして 斯る難 

かしき 理論 を 述べ しめたの は 果して 誰の 罪で あらう か- 彼 は 好んで 難解の 理論 を 述べた ので はない、 


當時 の 學 者宗敎 (豕 の 連中が 淺 薄た る 宗敎觀 を 以て 種々 な る 問題 を 提供し て遂 に博學 なる バウ n をして 

斯る大 理論 を述 ぶる の餘 儀な きに 至ら しめたの であって、 其 罪はパ ゥ に 於て 非す して 當 時の 宗敎家 

學 者の 輩に 於て あつたの である。 

パゥ a の 主張す る 所 は 人の 救 はる. -は 徹頭徹尾 信仰に 由る ものに て 其 外に 救 はる. -道は どこに もな 

いと 言 ふに ある。 凡そ 神の 恩 惠に與 るに は 自己が 努力して 先づ救 はる k の 資格 を 作る を 要すとの 考は 

何人に も 殘れる 所で ある。 然し 乍ら 此考は キリス トに 由り て 悉く 破壞 され、 人 は 唯 信仰に 由り ての み 

救 はる、 事と なった ので ある。 パゥ& はこれ を 三 段に 說 いた、 信仰に よりて 義 とされ、 次に 聖 めら れ- 

而 して 最後に 完成 (履 はる) せらる と は 彼の 主張で ある。 何等の 準備 を 要せす 先づ 信ぜよ、 救 はる" 

道 は 神 御自身が 備へ 給うた ので あると 首 ふので ある。 今の 敎會 信者 は 首 ふ. 信者と なる に は 神の 御手 

に紘 りて 信仰に 由る を耍 する なれ ども、 其 後に 於て は 自身の 努力に 頼る を 要す、 信仰に 由り て聖 めら 

ると 一一.  一：！ ふ 人は餘 りに 神に 賴り 過ぎ、 餘 りに 善 過ぎて 自ら 修 むる 事 をせ す、 其 結果 世に 不道 德を釀 すに 

至る と" 而 して 吾等 も 時には 亦 斯く言 ひたく ある、 然し バウ „1 は 大膽に 率直に 「徹頭徹尾 唯 信仰に 由 

るの み」 と說 いた。 此心を 解して 羅馬 書に 對 すれば 此書は 決して 難解の もので はない。 一章より 八 草 

に 至る まで 此 精神 を 以て 個人の 救 はる k 道を說 いた、 而 して 第 十 章 は 如何にして イスラ H ルの救 はる 

可き かを說 いた 中の 一部で ある。 。ハウ B は 自身 イスラ H ル人 にて あり 乍ら 餘 りに 熱心に 異邦人の 救拯 

を說ぃ た爲に 多分 國 人より は 國賊呼 はり をされ た 事で あ らう。 愛國 の 熱血 を湛 へたる 彼に して 國賊呼 

- 一 つ It* ん てつ 

はり をされ て は 骨髓に 徹する 痛みであった であらう。 これが ために 十 章 一節の 語は發 せられた。 バウ 

a が 「：>- 弟よ」 と說き 出す 場合 は 隔意な く 已が眞 情 を 吐露す る 時で ある。 イスラ H ル救扬 のために 祈 


3  a  一  Co 

る 切なる 愛國の 念願 を 同胞に 訴 へたので ある。 二 節の 「智識」 は 所謂 單 なる 智識に は 非す して 深き 實 

驗に 由る 識の 謂で ある" 三 節に 於て バウ：！ は 祌の義 と 己の 義とを 別ちて 二種の 義 ある 事を說 いて、 

イスラエル の 人 等 は 祌の義 を識ら すして 己の 翁 を 立てん とする ものであると 言った。 イスラ H ル人は 

ふんけ.？  0  0  0 

£ だ を 聞いて 憤激した であらう。 哲 學者敎 育 者 等の 言 ふ 所の 義は 己の 義で あって、 吾れ 自身 完全 なる も 

のとな りて 祌の 榮を顯 はさんと 欲する ものである。 然し これ は 偽善で ある。 ii 音の 供す る義は 神の 賜 

はる 義 である。 

凡て 信す る も ゾの義 とせられん 爲に キリスト は 律法の 終と なれり (十 章 四 節 )o 

「i^ 法の 終と なれり」 と 云 ふ は 「道德 の 終りと なれり」 と 云 ふに 等しく、 此 せの 道德は 何れも 己の 義 

なれば キリストに 由り て 終りと なり 無用に 歸 したと 云 ふので ある。 バウ Q の此 主張 は 亦 吾等の 實驗で 

ある。 我等に 於ても キリスト を 信じて 此 世の 倫理 は 要な くな つたので ある。 倫理 學 者に は 何故に 人 を 

殺して ならぬ か は 非常に 困難なる 問題で ある。 昔 親鸞 聖人が 念佛 往生 を說 くのに 向って 或 人が 「人 を 

殺しても 摘 念 怫を唱 ふれば 彌陀の 救に 與る 事が 出來 るか」 と 問うた との 事で あるが、 信仰に 人れば 殺 

したくなくなる が 故に 殺さない のであって 問題 は 頗る 簡單 である。 

五節— 九 節。 律法の 律法た る 所以 は 是を實 行す るに 由り て 生 を 得る にある。 然 らば 信仰に 由る 義と 

は 如何。 ベ テロ かョハ ネ ならば 此を說 くに 頗る 簡短 であった であらう が、 パゥロ はモ ー セの語 (申 命 

記 三十 章 十 一 節— 十 ra 節) を 引用し 其 中に 自己の 意見 を 加へ、 巧妙なる 文學的 手腕 を以 つて 此の 問題 

を說 いたので ある。 

義の道 は； 大に 上り 叉 は 絵府に 下りて 探り 求む るに 非れ ぱ 得難し などと 云 ふが 如き もので はない、 


天より キリ ス トを 降し 地より キリ ス 卜 を 引出す と 云 ふが 如き 事で はない、 信仰 をむ づ かしく 考 へ 

るの が 問 違 ひで ある、 信仰の 要訣 は簡單 容易で ある、 卽ち唯 心に 信じて 口に 認 はせば 救 はる、 の 

である 

と 0 法然 上人の 口  念 佛に言 葉な りに 酷似し て^る も 奇なる 事で ある。 勿論 其 丄督敎 の 信仰が 其對 象に 

於 て佛敎 の 信仰と 其 根本に 於 て 全く 異なる 者で あ る は 吾等 备自 の 熟知し て 居る 所で あるが、 然し 對象 

に對 する 信仰の 態度に 就いては 法然親 驚に 學ぶ 可き 所が 多い ので ある。 道 は 極めて 近き にあり、 心に 

信じて 口に 一一 一一 n ふに ある。 何故に 然る か、 如斯は 遂に 迷信に 流る、 虞な きかの 如き 問題 は 之 を 他日に 讓 

ると して、 バウ Q の 言 はんと 欲する 唯 だ 一事 は 明白で ある、 卽ち ユダヤ人と ギリシャ 人との lEi:^ はな 

く、 主 を 呼び 奉る もの は 悉く 救 はると 言 ふこと である。 大骨を 折りて 羅馬書 を 研究して 兹に 至れば 斯 

くも 簡短 容易の 事に なって 終 ふ。 大山鳴動して 鼠 一 疋と 一一 一一 ：！ へば 言 ふ 可き であるが、 ^し 只の！^ 一  疋で 

はない、 其簡短 さと 而 して 其 深遠 さ を 思へば 無限の 敎訓が ある。 而も 何事 ぞ今の 基督 信徒と 稱 する も 

の は 多く 此を 忘れて 人力に 由り 强ひ てむ づか しき 神學を 編み 屮 I さ ん とす る ので ある。 先頃 米 園に 在 る 

或 人より 彼の 博士論文に 余の 舊著 「余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎」 の 中より 多く を 引用した と 

の 手紙が あつたが、 これ 亦 著者た る 余に 於て はどうで もよ いと 思 ふ 個所の 引用に て、 簡單な 事 をむ づ 

かしく 論じ たまでで ある。 基督 敎 の 聖書 に 於て 最も 困難で あると 稱 せらる、 羅馬書 に 斯 くも 簡單 なる 

信仰が 說 かれて ある 事 は 感謝す 可き である。 主 イエスよ 救 ひ 給への 一語が 信仰の am 髓 である。 此事を 

解し ない 牧師 等が 病 者 臨終 苦悶の 枕邊 にて 「雨 は 三位 一 體の祌 を 信す るか」 などの 愚問 を發 して 苦 ま 

しむる の は 憤激に 堪へ ぬ d 企の 如き も 臨終の 際に 斯る 問に 對 して は 柯 の返辭 も屮： 来ないで あらう。 然 


し 若し 諸君が 來 りて 「先生 稱主ィ H スを 信じます か」 と 一一 一一 口 はれたならば ず 下に 「信す」 と 言 ふで あら 

う。 是は 子供に 言 ひ 得 可く 老人に 言 ひ 得 可く、 無學の ものに も學 者に も 言 ひ 得 可き である。 吾 は キリ 

スト を斯く 解し、 斯の 如く 信す、 愛 は斯々 にて 罪 は 云々 などと 立派に 言 ふ ものの 信仰 は實 は猶危 きも 

ので ある。 「ィ H スょ救 ひ 給へ」 は 迷信の 如くに 見え 义簡 短に 過る と 言 ふ 者 も あらん も 然し これが 信 

仰の 3呉 髓 にして、 之が 人の 死 せんとす る 時に 際し 卑き 者に も 高き 者に も 言 ふ 事の 出来る 人生の 最も 深 

き 所で ある。 汝の 信仰 如何と ra: うたならば 一一 目 語 は 何とで も IST へ 得 可き も、 而も 婦女子に も 子供に も 語 

りて 解る は 「主ィ H ス を！^ す」 との 短 かき 語で ある。 ュ グャ 人の 躓きの 根本 は此 事が 餘 りに 簡單 にし 

て 馬鹿らしく 見えた のに ある。 今の 文明 人が 亦 福 昔の 語が 餘 りに 簡 短に て 物 足らす となし 「倫理的 幅 

音」 などとの 名 を 附し强 ひて むづ かしく する を 好し として 同じ 愚 を 繰り返しつ、 あるの 時、 吾大。 ハウ 

& 先生の 此簡 短に して 而も 千 萬 年に 貫く 大眞理 を 學ぶ事 は 誠に 偸 快に して 感謝す 可き 事で ある。 

いひ わら  よ みが ゝ ら 

バウ " は 二つの 信仰 個 條を說 いた、 其 一 は 口に 主を認 はす 事に て、 其 一 一は 心に 神が 彼 を 甦 しし 事 

を 信す る 事であった。 パゥ ：！ の 信仰 は是 にて 盡 きて 居る ので ある、 義 とせられ 聖 めら れ贖 はる 等の 事 

は 同 一 の 事 を 異なれる 語 を 用 ゐて言 つたのに 過ぎない。 當 時の 敎育を 悉く 受けた る大學 者。 ハウ I： にし 

て斯 くも 簡單 なる 信仰 を說 いたと 言 ふ 事 は 殊に 注意せ ねばならぬ 事で ある。 

何故に 祌は 異邦人 を 救 ひて イス ラ H ルを救 はざる かの 與味 ある 問題 は 九 章より 十 一 章に 1 りて 說か 

れて ある。 祌は キリ スト を 赦し給 ひしに 非す して キリストの 贖に よりて 吾等 人類 全 體の罪 を赦し 給う 

たので ある。 救 はむ づ かしき 事で はなく して 極めて 簡單 なる 事で ある、 主ィ H スを 信す る だけの 事で 


ある。 傳 道と は 此事 を傳 ふるの 謂で ある。 然るに 今の 傳 道が 然らす して、 難 かしき 祌學 論の 唱道に 非 

れば淺 薄なる 社會 運動で ある 事は慨 はしき 事で ある。 パゥ 口 は當 時の 大羅馬 帝 國內を 三度 或は gl 度 横 

斷 して 道 を俾へ 初代の 基督 敎 をして 一躍 忽ち 世界的と ならしめ た、 其傳 道の 效 ral- の 偉大、 傅 捲の 速 か 

なり.^ 事 は 驚嘆す 可き である。 然し 彼 は 難 かしき 哲學的 理論 や 有神論 を 述べて 歩いた ので はない、 五 

分 間にて 言 ひ盡し 得る 簡 短なる 信仰 を 述べた ので ある。 此 故に 斯 くも 驚く 可き 大傳 道が なし 得られた 

ので ある。 信仰の 道 はパゥ 口の 如き 大學 者大 偉人に 於ても 斯 く簡單 であった ので ある。 「道 は 雨の 口 

にあり 爾の 心に あり」 である。 此 故に 到る 處 何千 何 萬の 歸依者 ありて 忽ち 世界 を 風靡した ので ある、 

若し 今日の 祌學 者の 如く これにて は餘 りに 簡短 にして あっけな しと 言 ふなら ば 之に 對し 余輩に 辭解は 

ひっき や- ン 

ないで はない が 然し 信仰 は 畢竟 この 外で はない ので ある。 ル ー テルに 問うたならば 亦是を 以て 答へ た 

であらう。 若し 「事業」 と 言 はんか、 「人格」 と 言 はんか、 誠に 空しき ものに て 一一： la ふに 足らぬ。 ルナ 

ンは 一一 目った 「キリストの ゲッセ マネの 嘆き は 實は戀 人を殘 せし 嘆きで あり、 パゥ &の錄 後の 嘆き も 亦 

事業の 空な りし 事の 嘆きであった」 と。 信仰の 事の 解らぬ ルナ ン として は 外に 兑方 はない ので あらう。 

あそび 

吾等に 於て は 事業 は樂 しき 遊で ある も、 事業に 由て 吾等の 靈 魂を滿 足せし むる 箏の屮 Z 來ぬは 明かで あ 

る。 米國 流の 祌學者 は バウ の 信仰 を 評して 「是 れ與味 ある 信仰に て 之に 就て 論文 を 作る に はよ いけ 

れ ども 以て 吾 信仰と なす 事 は 出来ぬ」 と 一一 a ふ。 而 して 斯る 態度 は 今の 多くの 信者の 態度 を 代表した も 

のと 言 ひ 得る。 吾等 は社會 事業の 事 も哲學 の 事 も實ふ 時には 言 ふけれ ども、 これ は 信仰ではなくて 

唯 信仰 を 語る 序に 言 ふまでで ある。 a- む 所 は 完全なる 道德に 非す、 事業に 非す、 此簡單 なる 信仰で あ 


： 吾等 基督教 に 入りて 以來 何と たく 總 ての 舊き 信仰の 敵と して 立つ 感ぁ り て 盡く此 を 退け たの は大な 

る 誤りで ある 。古来 吾 hi の 佛敎徒 中に 我等と 同じ 性質の 信仰が あった、 これ 實に 喜ばしき 事で ある。 

元より 彼等が 完全に 達する 能 はす、 彼等の 信仰が 幼稚なる 時代相 當の もので あつたの は 止む を 得ない 

事で あるが、 吾等と 雖も 若し 七 百年 前 に 生れた たら ば 彼等 の 信仰の 圈 域外に 出る 事 は出來 なか つたで 

あらう。 法然ゃ 親鴛の 言った 事 を 笑 ふなら ば 歐洲の 七 百年 前の 基督教 書類 を 見て 其 如何に 迷信に 充ち 

たる. もので あつたか を 知る 事が 出来る であらう。 彼の 十字軍が 所謂 祌 護の 銳搶を 振て 幾度 か 起り て 功 

たく、 遂に は 全然 神の 力に 賴 りて 敵 を 挫かん とて 少年 軍 を 組織し 身に 一 物の 武具 を も 付けず 赤手 讚美 

歌 を 歌って 敵陣に 進まし め 可憐の 少年 多數 をして サラ セ ン 軍の 飽 くな き 屠殺 慾の 滿 足に 供せ しめた 時 

代で ある。 法然が 深く 佛敎の 敎理を 探り 苦心 慘儋 遂に 安心の 道 を 得た る 徑路は 全く パ ゥ U ゃル ー テル 

が 平和に 達せし 徑路と 同じで ある。 法然は 言 つ た。 

離の 志 ふか X りし あ ひだ、 諸の 敎法を 信じて 諸の 行 業を修 す、 凡そ 佛敎 多し と雖も 所詮 戒定惠 

の三學 をば すぎす … … 若し 無 漏 Q 智劍 なく ば 、 いかで か 惡 業煩惱 の样を 絶たん や、 惡業煩 惱の粋 

を絕 たす ば、 何ぞ 生死 繋縛の 身 を 解^す る こと を 得ん ャ、 悲しき かな、 悲しき かた、 如  せん、 

如何せん、 こ、 に 我等 如き は 巳に 戒定惠 の 三學の 器に 非す、 この 三學の ほかに、 我心に 相應 する 

法 門 あり や、 我 身に 堪 へたる 修行 や あると、 よろ づの 智者に もとめ、 諸の 學 者に とぶら ひしに、 

敎 ふるに 人 もな し、 示す に！ J もな し、 然る 間な げきく、 經藏に 入り、 かたしみ./ \、 聖教に む 

みづ 

かひて 手づ から 自 から 披らき 見し に、 善導 和 尙の觀 經の疏 の、 一 心專 念彌陀 名號、 行住坐臥 不問 

時節、 久々 念々 不捨 者、 是名 正定之 業、 順 彼佛願 故と いふ 文 を 見得ての ち、 我等が 如くの 無智の 


身 は 偏に 此文を 仰ぎ、 專ら此 理 を 観み て、 念々 不 拾の 稱 名を修 して、 決定 往生の 業因に 備 ふべ 

し 云々 『；i 修 御傳』 第 六 

と。 これ バウ n の 羅馬書 七 章に 於け る、 「喧 われ 困苦 人なる 哉 この 死の 體 より 我 を 救 はんもの は誰ぞ 

や 云々」 と 言葉まで が 似て 居る。 此を 見ても 二者の 心の 狀 態が 如何にも 同じであった 事が 思 はれる。 

これ あるが 故に 佛敎 は吾國 人の 中に 普く 且つ 深く 入った ので ある。 教祖が 苦心 探求の 結 ra^ 信仰の M ハ髓 

を 執へ て 是を傳 へた 故に 佛敎は 吾國に 成立した ので ある。 彼に も 亦 眞理が ある、 若し 然ら すして 七 百 

年間 日本人が 誑かされて 居た と 言へば これ 單に 佛敎の 侮辱に 非す して 日本人 全體の 侮辱に して 又吾自 

身の 侮辱で ある。 簡軍 にして 强く 人の 心に 訴 ふる 彌陀の 慈悲 は 幾多の 人 を 慰めて 今日に 至った ので あ 

る 0 これ 又 佛敎の 辯 護に 非す して 吾 自身の 辯 護で ある。 1^" れが露 理を發 見した ので はない、 吾れ は 神 

に 由て 救 はれた ので ある。 勿論 佛敎の 慈悲と 基督 敎の 十字架と 事實に 於て 犬なる 相違 は ある、 然し 乍 

ら佛敎 徒 も斯く の 如く 簡單な る 信仰 によりて 安心 を 得、 基督 敎徒も 亦 同じ やう にして 平和 を 得た の で 

ある。 併し 叉 一 面に 早合點 の危險 はないで はない、 何事 も 信仰に よりて 神に 頼れば よいと して 何時し 

か 信仰 は 空なる 形式と なり 不義 非行 を 顧みない 様になる、 淨土宗 の 今日の 如く 墮 落せし、 西洋に て 保 

羅敎の 弊害の 甚 しき もこれ である。 然し これ は 敎理の 誤りではなくて 之 を 信ぜし 人の 罪で ある。 

パ ゥ 口 の 信仰 は斯の 如く 簡單 であった ために 人心に 深く 入り 世に 普く 廣く傳 はった ので ある。 是れ 

老人に 說く 可き 說敎の 如くに て而 かも 決して 然ぅ ではなく、 靑 年に 說く可 きもので ある。 世の 學問智 

識の眞 の 主 服 は 此簡單 なる 道 を 知りて 是を證 明す るに ある。 若し 學 問が 是を敎 ふるので なければ 學問 

は 誠に 意義な く價 値な きもので ある。 學問は 此簡單 なる 信仰の 道を證 明し 吾等の 生涯 も亦是 を證 明す 
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ゼが 書いたら うとい ふ 人が あります、 此 書の 內容に は 古代の 種々 な ことがあります、 鑛 山の 事 冶金の 

事が あります、 若し 人が 鑛山ゃ 冶金の 歷史を 書かう としたら 多分 此 書から 材料 を 取り ませう、 モ ー ゼ 

が 書いた とい ふ說は 傾聽に 値する も證據 がありません、 これが 雅歌と 1 脱んで 讀 むべき 書で あると いふ 

ことから 考へ ますれば 矢張り ソ 口 モン 時代の 偉い人が 書いた もので せう、 か、 る 大著 述は假 令 著者が 

不明で あっても 之に よって 當 時の 社會を 知る こ と が 出来ます 、 鬼に 角 此書は 人生の 最も 深刻なる こと 

を 表 はして His ります、 また 人類の いろ/ \ な 事 を 記して 居ます、 此書 がよく 解れば 現代の 劇な ど は 到 

底 比べ ものに なりません、 ^も 兒戲に 類して 居ます、 富士山 を ヒマラヤ 山に 比ぶ る樣な もので ありま 

す. - 

約 百 記 は單に 著者の 想像から 出來 たもので はありません、 一 の 事實を 基礎と して 書いた ので ありま 

す、 洽も 忠臣 藏の 作者が 之 を 書く に 方て 吉良 上野 之 介と 淺野內 匠 頭の 事實を 基礎と した 樣な もので あ 

り ます、 多分 ヨブと い ふ 人が 在て 其 人 の 經歷を 骨子と して 作者が 自分 の 心底 を 書 いた もので ありませ 

う 、 ですから 之 を 全部 文字 通 り に 事實と し て 解釋す ると き は 誤ります。 

第一章 一 一 五節 之 は 序幕で ヨブの 家庭の 有様であります、 此 記事 を 見れば ヨブの 家ば 最もうる は 

し い 繁昌の 家で あ る ことが 解ります、 ゥヅ とい ふ處 は何處 にあつ たか 不明であります が 多分 ァ ラ ビ ァ 

にあり ましたら う、 子の 數は 男女 適 當の數 であります、 家畜 も澤 山あります、 卽ち鼓 も 裕福な 家で あ 

ります、 潘 祭を獻 げたと あります から 彼 は 信仰の 篤い 人であった ことが 解ります。 

六— 十二 節 幕が 變 つて 天上の 場と なります， 神の 子等が エホバの 前に 來て 立って 居ます、 サタン 

も來て 評定に 加って 居ます、 此 記事 は事赏 であるか 何う か は 解りません が、 人生の 事 は 此^ば かりで 


なく 乂 天上に 於ても あるので す、 郎ち 舞臺の 上ば かりで なく 樂屋 の內 にも あるので す、 ヨブの 事 は 正 

にさう であった のです、 ヨブが 地ヒ にあって 天上の 事 は： 1: も 知らないのに、 天上で は 神の 子等が エホ 

バ の 前で ヨブ を赏め て 居た ので す、 而し て 其 中に 一人の 惡 いもの 卽ち サタンが あって ョ ブ を 誣告し て 

居た のです。 

4^* こ 於ても 我 々の 間に か、 る ことが 置々 演ぜられる の です、 少しく 政治に 通す る 人 は 此の サ タ ン 

の やる 樣な こと をよ くやる 人 を 見る のです、 サタ ンとは 何であります 乎、 人に 虞 善なる もの は 無い と 

信す る 者で あ り ます、 彼 は 善も義 も. 皆な 利益 を 目的と して 爲さ る、 者で あ ると 信す るの で あ ります、 

ある 神士が 嘗て 私に 問うて 『君 今迄 宗敎を やって 幾何 溜まった か』 と言うた ことがあります、 其 人 は 

か. 1 る 5? を發 する こと を刖 に無禮 とも 思 はない のであります， 斯様な 考を 持て i5 る もの は 世 問に 澤山 

； i  _  -. しら  そろ & ん  I  -• 

あります、 サタン はか k る ものの 頭であります、 彼等の やる こと は 皆 箅盤づ くめであります 皆^^^益 

の 打算であります、 今日 世界の 國際 間の 事 も 亦 皆 利益 問題が 主と なる のです。 

M ホバ はサタ ンの請 を 容れて ヨブの 處置を 彼に 委せました、 今日の 語で 言 ひま すれば ヨブ は 眞のク 

リス チャンで あるか 否か を 試め された のです、 卽ち祌 と サタンの 賭け事であります、 此 世で 信者と 不 

信者と は其數 甚だ 異 つて 居ます が 我々 が 若し 信者 不信者 を 試す 場合に は 矢張り こんな 方法 を 取る ので 

あります、 サ クン は 神と 賭 をして 地上に 降りました。 

士ニ丄 一十一 一節 ヨブの {1 に 臨んだ 悲劇の 場であります、 一 nl の 中に M つの 災禍が 起り ました、 人 

生に 於て 斯様な 事 は 珍ら し いこと であるが 不運が 續く 時は續 くも ので 之に 類した 事 は あるので す、 一 

年の 中に 數 人の子 を 失な つた 人の 例 もあります、 併し ヨブ は 己 を 全く 神に 獻げて あるから この 連賴せ 
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る凶變 にあうて 却て 神 を 道め ました、 ヨブの 信仰 は 之に よりて 少しも 動搖 しません、 神に 向って 一言 

も 愚かな 事 をい ひません、 是に 於いて サタンが 負けて M ホバ が 勝ちました。 

第二 章 一— 六 節 再び 天上の 場であります、 サタンが エホバに 向って 人間の 最も 大切な 物 は 生命で 

ある、 生命 を 損 はれても 不平 を 言 はす 信仰 を 維持す る 者 はない、 如何に ヨブと 雖も 生命に 危害 を 加へ 

ら るれば 不平 を 言 はすに 居ない、 必す 神を詛 はん、 乞 ふ 試みよ と 言 ひました、 此處に 『皮 を もて 皮に 

換る』 とい ふ 事 は 如何なる 意味で あるか 能く 解りません が、 多分 昔の 諺であって、 人間 は 自分の 命の 

爲 めに は 何物 を も 犧牲に するとい ふ 意味で ありませ う。 

七— 十 節 幕は變 つて サタン は エホバの 許 を 得て 再び 地上に 現 はれて ヨブ を 打ちました、 此時 ヨブ 

に 臨んだ 病 氣は或 醫師の 一一 M によれば 癩病の 一 種で 白 象 病と いふい やな 病氣 であった らうと いふ ことで 

あります、 ヨブ は 乾いた 灰の 中に 坐って 身を搔 いて 居ます、 之 を 見て ヨブの 妻は耐 へきれ なくなった 

のです、 ヨブに 向って 祌を詛 うて 死ねと いひました、 妻 は 第 一番に 負けた のです、 併し ヨブ は 屈し ま 

せんでした、 疾病 も 神の 恩惠 であると いひました、 彼は脣 では 祌を詛 ひません けれども 心の中に は大 

戰爭が 始まった の で あ ります。 

十一— 十三 節 ヨブの 三人の 友人が 彼の 災禍 を 聞いて 見舞に 来ました、 第一 の 友 は 老人で 經驗を 語 

ります、 第二の 友は學 者で 學問を 語ります、 第三 は靑 年で 元 氣を表 はします、 一同 衣 を 裂いて 悲歎 を 

表 はしました、 ヨブ は 八 r- 日まで は 友人が 居ませんで したから、 默 つて 耐 へる ことが 出來 たのです、 然 

るに 今 まのあたり 同情し て くれる 友 を 見て は耐 へきれ なくなった のです、 是れ 人情 であります、 我々 

はた 5- 一人の 場合に は 悲みを 忍ぶ ことが 出来る ものです、 ヨブ は 今まで は 裕福で 安樂な 家庭に あって 


. ^-人 を 慰める 地位に あつたので す、 然 るに 今 反對に 彼等から 慰め を 受け る 境遇に 變 つたので すから 一 

& 5 悲歎に 陷 つたので あります。 

兹に 問題と なる のは此 世の 人生 觀は 51^ して 人間の 苦痛 を 慰む る ことが 出 來る かどう かとい ふこと で 

あります、 ヨブに 臨んだ 様な 苦痛 は 連 綾して 来ない にせよ、 何人に も 或 種類の 苦痛 は 必す來 るので あ 

ります、 此 場合に 何故に か、 る 苦痛が 臨む ので あるかとの 疑問が 起る のであります、 作者 は 天に あつ 

た 事 の 結果と し て 地上の ヨブ に 災禍が 臨んだ こと は 知って ゐる けれども、 ヨブに は 天上の こと は 解ら 

ない のであります、 我々 の 苦痛の 原因が 天に ある こと を 知れば どんな 苦痛で も耐へ 忍ぶ ことが 出來ま 

すが、 それ を 知らないから 奮闘が 起る のです、 恰も 學 生が 問題 を與 へられて 其 解答に 苦んで ると 同様 

であります、 先生が 解答 を與 へて くるれば 成程と 直ぐ 合點が ゆきます が、 さう でない と 中々 苦しむ の 

です、 人間と 神との 關係も 同じであります、 幕が 開ら けて 苦痛の 原因が 天に あった 事が 解った 時には * 

我々 の 終生の 奮闘 努力 が 之 を 解く 爲め であった 事 を 初めて 悟る のであります、 敎授の 良法 は學生 をし 

て 自分で 問題 を 解く に 努力せ しむる 事であります、 祌は 人生の 問題 を 解く 方法 を 初めから 敎へ給 はな 

いのであります、 兹に 於て ョ ブ 記 は實に 人生 大 問題の 解 釋を敎 ふる 最も 偉大なる 書 である ことが 解り 

ます。 

第二 囘 (六月 六日) 

約 百 記 は 長編で あるから 普通に 講義せば 一 一年 も 三年 も か k ります *  W し 此度は 研究と 云 ふよりも 寧 

ろ 大體の 御 話であります、 大體の • 嬰點が 解れば あと は 諸君が 獨 りで 讀ん でも 了解が 出來 ると 思 ひます。 


ra: 十一 一. せ 十より なる 長篇 であります けれども 其 內容に ははつ きりとした 展別 があります、 前に も 申し 

ました 通り 之 は 一 の 劇と 見る ことが 出来ます、 ドラ マ の文體 であると 云 ふこと を 念頭に 置いて 讀 めば 

大に 了解し 易い のです * 劇と して は 登場人物 は 甚だ 少ない のです から 誰に でも 直ぐ 解ります、 劇と し 

て は 其 外形に 於て は 極く つまらない ものです、 約 百 記の 尊い ところ は 人の 心中に ある 劇であります、 

先日 或 人が 私に 向って 約 百 記 は 劇で あると いふから 之 を 芝居に して 演 つて 見たら どうです かと 問 ひま 

した、 私 は 約 百 記の 芝居 を 演る樣 な 偉い 役者がない と 答へ ました、 此 芝居 を 演には 力 ー ライルの 様な 

人が 役者と ならなければ 出来ません、 之 を 見る 人 も 亦 之に 相當 した 人で なければ 中々 見る に堪へ ない 

と 思 ひます、 約 百 記 は 劇的に は 出来て 居ます けれども 昔から 未だ 演ぜられた ことはありません、 近頃 

サ ロメと 云 ふ 劇が あります、 私 は 之 を 見ません けれども、 其 人物 は 多分へ ロデ 王、 サ ロメ、 其 母なる 

王妃へ 口 デャ、 バプ テス マの ョ ハネ 等で ありませ う、 サ P メ釗 は此 世の 普通の 事柄 を演 する 者で あり 

ますから、 解り n 勿いです が、 約 百 記は餘 り心靈 的で 之 を はっきり 解る 様に 舞臺に 上ぐ る ことが 出來ま 

せん J 

約 k:: 記の ft 容を區 分 すれば 次の 様になります。 

第 ， 一 章— 第 ニ章緖  一一 一一 a 

第 三 章— 第 卄六章 ョ ブ對三 友人  . - 

第卄七 章— 第卅 一 章 ヨブ 獨語 

第卅ー If;: 十 —第卅 七草 ョ ブ對 H リ フ 

第 卅八章 ー 第 四十 一章 ヨブ 對 H ホ ベ 


第 .g: 十二 章— 結 論 

第一 は 序幕でありまして 前に も 申しました 通り 天上 の 場と 地上の 場卽ち ョ ブ に 臨んだ 災厄 の 光景が ^ 

えます、 之 は prologue とで も 云 ひませ う、 次 は ヨブと 三人の 友人との 議論であります、 之 は 第三 章 

より 第仆六 章まで 全篇の 半分 以上 を 占めて 居ます、 之が 濟 めば 次 は ヨブの 獨語 (monolog.ue) であり 

ます、 時に 少年 H リフ なる ものが あって 一部始終 を 聞いて 居ました が、 兩 方に 誤りが あります こと を 

認めました から 憤慨して 一方に は ヨブ を 戒め 他方に は 三人 を 戒めて 仲裁 を 試みた が 結末が つきません、 

エリ フの言 も 不完全で 效某 がありません から 最後に は 神 御自身が 語り 給 ひました、 卽ち 『ヨブ 對 f. ーホ 

バ』 であります、 此處で 漸く 結末が ついて 其 結 ra^ は 第 ra 十二 章に 明瞭に 記して 居ます、 此書は 長篇で 

あります けれども 次の 如く 一言に いふ ことが 出来ます。 

1 、 ョ ブ 自身の 場合 

二、 三人の 友人と ヨブとの 議論 

三、 ヨブが 議論に 勝て 獨言 する こと 

四、 少年 H リ フがョ ブの言 も 三人の 友人の 言 も 誤れる こと を 認めた から 仲裁の 爲め飛 入りした-.. 1 

と 

五、 エホバ 自身 語り 給 ふこと 

六、 結末が ついて ヨブ は 前よりも 幸福な 人と なった こと 

約 百 記の- 2： 容は 右の 如くであります が 其 主要な 點は ヨブと 三 友との 議論であります、 卽ち 第三 章よ 

り第廿 六」 箪 までであります、 此 部分 は全體 如何なる 事 を敎 へ て 居る かが 解れば 約 百 記の 大體が 解り、 


隨て 貴下 方备自 が單獨 で讀ん でも 約 In 記 全體が 解る 様になります。 

ョ ブを 慰めに 來た 三人の 立場 を考 へ て 見れば 彼等 は 年齢と 學才と 境遇と が 各々 異なって 居ます、 併 

し 彼等 は 共通の 人生 觀を 持って 居ました、 それ故に 一緒に ヨブ を 慰める 爲に來 たのです、 され ど 三人 

の 友人の 立場と ヨブの 立場と が 異なって 居ます から 玆に ョ ブと三 友との 間に 思想の 大 衝突が あつたの 

です、 故に 第一 に此 等の 人々 の 立場 を 知る ことが 大切であります、 第二 章の 終りに 三人の 友が ヨブの 

慘狀 を：： 1 擊 して 聲を あげて 泣いた とあります が、 之 は 我々 日本人に は 一 寸 了解に 苦しむ 所であります， 

そ は 我々 は聲を あげて 泣くな どと いふ こと は 誠に ざまの 惡ぃ ことで 人に 笑 はれる のです、 此點に 於て 

日本人 は 西洋人と 大に ちがって 居ます、 西洋人 は 悲しい 時には 聲を 出して 泣きます、 彼等 は 其 情 を 

表 はすので す、 之 はまこと に 美 はしい ことで あると 思 ひます。 

第三 章 七日 七夜 悲歎の 沈默 にくれ て 居ました が 遂に ヨブ は耐 へきれ ないで 聲を 出しました、 その 

聲の 出し 方が 變 つて 居ます、 神を詛 はない 又 自分の 身を詛 はない、 併し 何か詛 はざる を 得ません でし 

た、 兹に 於いて 何の 咎も なき 自分の 誕生日 を詛 ひました、 其 詛ひ方 は實に 猛烈であります (こ、 にレ 

ビヤ タン 云々 のこと があります が この 解釋は 他日に 讓 ります)、 ヨブの 詛の言 葉 は 一 々說 明せば 說明 

出来ます が 要す るに 生れた 日と 母の 胎に 宿りし 日 を 繰返し て 詛 つたの で す、 何事 でも 言葉 を 反復して 

言 へ ば 意味が 强 くなる も の で す、 ョ ブは 言葉の 許す 限り 强く詛 つたので す、 五十 歳 以上に なって 進退 

維れ 谷 まり 死 を 求 ふ樣な 逆境に 遭遇し ない 人 は 滅多に無 いと 思 ひます、 ヨブ の 場合 は實に 逆境 以上の 

非常なる 逆境であります、 彼が かやうな 詛の 言葉 を發 する の は 無理の ない ことであります、 基督 者の 

最も 悲しい こと は 自分の 唯一 の信賴 として ゐる 神が 見えなくなる ことであります、 祌が 見えなくなる 


と 自分が 何の 爲に此 世に 生れて 來 たか 其 事が 解ら なくなる のです、 人生に は 必す懷 疑が あります、 之 

が 解決 出来ないで 華厳の 瀧に 飛込んだ 者 もあります。 

併し タリ ス チャン の 懐疑 は 之と ちが ひます、 今迄 照らして；^ た 光りが 見え なくなった とき 卽ち 今迄 

頓り にして た祌が 見え なくなった 時に 彼の 懷 疑が 來 るので す、 金 滿家ゃ 身分 の あ る 人が 零落した ほ 

ど 憐れな ものはありません、 其 如くに タリ ス チャン が 神が 見え なくなった 時 ほど 悲し いこと はあり ま 

せん、 これほど 憐れな こと はない のです、 ヨブ は卽ち この 最も 憐れな 場合に 遭遇した のです、 彼の 詛 

ひの Iw 葉 歎きの 聲は玆 に 書いて ある 首 葉 丈け で說 明しても よく 了解が 出来ません、 若し 諸君の 中で 少 

しにても ョ ブの 如き 境遇に 會 つた 人 は 其經驗 から 顧みて、 ョ ブが 自己の 生命 を 苦痛に 感じた 様に 其 生 

命^ち 活き てると いふ こと を 苦痛に 感す るで ありませ う、 祌を 愛する クリス チヤ ン にも か、 る災 が 

臨む のであります、 併し クリスチャンに は 之 は恩惠 として 來 るので す、 私に も 自分が 活 きて ゐる こと 

が 苦痛に なった ほどの 災が 臨んだ ことがありました、 その 時 私 は 苦痛に 堪 へません から 或る 牧師に 相 

談. に 行きましたら、 其 牧師 は 私に 向て 『君 は 便通が ないから そんなに 苦しむ の だら う』 とい ひました、 

か i る 苦痛 を實驗 した ことのない 人に は 解らない のです、 少しで も惡 魔に 打 たれた 經驗を 持てる クリ 

ス チャンに は ヨブの 經驗は 解る のです、 世 問の 多くの 人に は 解らない のです、 我々 は此 世の 人に 容れ 

られ ない 爲に 歎きません、 我々 クリスチャンに は 我々 の 歎きが あるので す、 それ は 我々 の 唯 一 の賴り 

である 祌が 見え なくなった 時であります、 我々 に はこれ より 大きい 歎き はない のです、 靑年 諸！ j?; は 多 

く はか、 る 苦痛 を 了 解 出来な いでせ う、 併し 諸君 は 他日 經驗を 積む に從 つて 之 を 了解す る ことが 出來 

る 様になります。 


. 第 四 章 テマ ン人 H リ バズの 言であります、 此人は 三人の 中の 老練 〔来であります、 卽ち 彼等の 代表 

者であります。 之に 依て 三人の 人生観と 彼等の ヨブに 對 する 熊 度が 解ります、 テ マ ン とい ふところ は 

3： 處 であつ たかは 聖書の 他の 處 より 解ります、 卽ち H ド ムと いふ 國で 死海の 南に ある 商業 上 大切な 處 

で ありました、 商業 丄 繁盛な 處で ありまし たから 此 地に 居た 學者も 商賣上 の 感化 を 受け て 所謂 商賣的 

人生観 を 持って 居た のです、 卽ちテ マン 主義と も稱 すべき 一種の 人生 觀を 持って 居た のです、 單に H 

リバ ズ 一 人の 人生 觀 ではない のです。 

. 二 節 以下 「さきに 汝は 衆多の 人 を誨へ 諭せり  」、 ヨブ は 之 を 言 はれた 時 は ニー 一一  C もなかった 

の です、 嘗て は 人 を 慰めた 身が か 、 る こと を 言 はれて は堪 まらな くな つたので す、 仉し エリ パ ズの言 

うた 樣な こと は 人生の 艱難 を備 さに 嘗めた 人 は 言 はな いのです、 エリ パ ズ は 老練家で あ つ たけれ ども 

未だ 人生の 眞の 艱苦 を 嘗めた ことのない 人です、 彼 は 未だ 艱難の 學校を 卒業 しないの です、 約 百 記の 

作者 は 人生の 艱苦 を備 さに 味うた 人で あ る こ とが 解ります、 H リ バズの 言 は 慰め のた めの 一一 百 であ つ た 

けれど も 最初 に 先づー 針 を ヨブに iM^ はし た の で す。 

十 節 以下 こ、 に は 獅子の 種類 を あげて 居ます、 要するに 獅子の 樣な猛 きもので も祌 にあへば 直ぐ 

に 亡ぶ 况んゃ い 人間に 於て を やと、 ヨブに あてこすった のです、 是れ ヨブに 與 へた 第二 針で ありま 

す" 人の 盛衰 は 皆 其 所業の 結果に よる、 罪な くして 亡ぶ る 者 はない、 ヨブに 臨んだ 災も皆 其 罪の 結果 

で あ る と 言 つて ョ ブ を 責め たのです、 私に も 此樣な ことがあ りました， 私が 非常な 逆境 にあった 時に、 

キリストの 深い こと を 知らな い 殘忍 無慈悲なる 敎會 信者が 來て それ は 『貴下 の 罪の 結果で あ る』 と い 

. う て 責めました、 かくい はれた 時には 私 は 一 言 もない のです、 H リ バズの 此 多くの 言 は ヨブに は 慰め 


と ならない で 却て 苦痛と な つたの で す、 非常な る 歎きの 上に 叉 歎きが 加 はった ので す。 

.H 一節 以下 之 は 有名なる ヨブ 記の 幽靈談 で 文 學的價 値の ある ものです、 如何なる 文學 にも 斯 程に 

溧 然とす る 幽靈の 話 はない の です、 セ ー キス ピアの マク ベ ス 劇の 幽鎏も 之に は 如かない の です、 併し 

譯文 では そんなに 怖ろ しく 表 はれて 居 せん、 幽靈の話は我々は始終開く話でぁるから此處の記_;^^も 

至って 平凡に 間え ます。 

併し 平凡に 聞え ます けれども 其 中に 深い 虞理 があります、 人生^ 蝣の 如しと か、 空の さなる かなと 

いふ やうな こと は 常套語で あるから そんなに 强く 響きません が、 ^し 唯 一 人寢て 居る 時に 而も 幽 露が 

出て 之 を 言 ふとき は 誰か 感じない ものが ありませ う、 深い 印象が 骨身に しみ 渡る のです、 場合により 

て 單 純なる 眞理も 深く 印象 を與 ふるもので あります から 兹 に 幽靈 の 話 を以 て 人生観 を 語 つたので あり 

ませう。 

人生 蜉蝣 の 如く：^ 人 も必す 亡び ると い ふ こ とは此 場合 ョ プ に は 大分 慰めと な つたので せう、 二人の 

友人の 立場 は H リ バズの 此 一一 一一 c 葉で 解ります、 義人に はま 福が 來た り惡 人に は 不幸が 來 ると は 彼等の 人 

生觀 であります、 故に 彼等 は 不幸が 臨んだ 人 は 其 人 は 隠れて 惡事 をした 結果で あると 主張した のです、 

是に 於て ヨブ は 自分の 事 を 解す る ことが 出来なかった のです、 是迄 ヨブ も亦テ マ ン 人と 同様の 人生 觀 

を 持って 居た のです、 忠實に 神に 仕へ て 居れば 幸福が 来たり 罪 を 犯せば 不幸が 來 ると 考へ て 居た ので 

す、 然るに 自分 は 罪 を 犯した 覺 がない のに か&る 不幸が 臨んで 來 たから 自分で 自分の 事が 解ら なくな 

つたので す、 兹に ヨブの 弱味 は 彼 は 三人と 同様の 人生 觀を 持って 居る から 卽ち 自分で 自分と 三人と に 

反對 しなけ れ ばなら な いこと で す、 平常 の 健康な る 場合に は 三人の 友人の 反 對に對 する こ とが 出來ま 


すが、 今 は 彼 は 悲惨に 陷 つて 居て 一 方に は 唯一 の 望みで ある 神が 見え なくなり 卽ち 神が 彼を棄 てた か 

の 如く 思 は れ、 他方 に は 自己の 申 分 は 一一 一人の 友と 共に 自分 を 裏切 て 居る ので すから 彼の 苦痛 の 程は實 

に 察す るに 餘り あるので す。 

彼等 三人の 友人 は ヨブが 始終 彼等に 話して 居た 言葉 を 捕へ て 彼 を 責めた のです、 而 して H リパズ は 

經驗を 以て、 ビルダ、、 テは學 問 を 以て、 ゾ パル は 元氣を 以て ヨブ を责 めた のです、 汝は何 か隱れ て罪惡 

を 犯した に 違 ひない から 今 それ を 言 ひ 表 はして 謝せよ、 さすれば 再び 元の 幸福に ならん と は 彼等が 等 

しく 主張す る 所であります。 

私 は 或 知人が 姦淫 罪 を 犯した と 云 ふ 嫌疑 を 受けて 其敎 會の老 牧師より 白狀 せよ と 手 ひどく 詰責 せら 

れた事 を 聞 いた ことがあり ます、 其 人 は 全く 覺 えの ない こと で あります から 隨分 苦し い 目にあつ たと 

いふ ことです、 か \ る こと は 敎會に は 珍ら しくない のです、 ヨブの 場合 も 亦 その 通りです、 ^は^5!^!- 

の覺 えがない から 彼に のぞんだ 不幸の 解決が つかない のです、 玆に 劇的 價値 があります、 神が 我等に 

災難 を與 へる の は 我々 が 不善 を爲 した 爲 ではありません、 何 か 他に 深い 目的が あって 我々 に 災禍 をド 
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さる、 のです 災難の 大小に よりて 我々 の 罪惡の 大小 を刹刖 する ことが 出来ない のです、 ヨブの 三人 

わけ 

の 友人に は それが 解らなかった のです ノ是れ ヨブの 苦痛が 犬なる 譯 であります、 兹に 起る 問題 は祌は 

不公平で はない かの 問題であります、 我々 は 天道 是乎非 乎と 叫ぶ ことがあります、 か-る 場合に は 解 

決を與 へ る 者 は 約 百 記であります。 

第 三 囘 (六月 十三：！ l) 


第三 章— 第三 十一 章 

前述の 如く 約 百 記 は 六 の 部分に 明かに^ 分す る ことが 出来ます、 今日 述 ぶる 所 は 第一 一 及び 第三の 部 

分であります、 卽ち ヨブ 對三 友人の 議論と ヨブの 獨語 とであります、 ヨブと 三 友人 は 交互に 三 囘宛議 

論し ました、 恰も 法廷に 於け る 原告と 被告の 辯 論の 樣な ものであります、 辯 論 は ヨブから 始まって 而 

して ョ ブは三 友人の 各々 に 答へ たから 都合 九 度した ことになります、 第三 囘 目に は H リバ ズ のみ 極端 

に 論じ ビ ルダデ は 僅かに 一 言 をな しゾパ ルは 一 一 百 を もな し 5£ ざるに 至りました、 是に 於て ヨブ は戰場 

を 全く 我 ものにして 長い 獨語 をした のであります、 前に も. S- しました 通り 三人の 友人の  一一 一一 II ふ 趣意 は 明 

OOOOOOOOO0OO0O0O0OO0OO0C000OOO00O0O0  , 

白であります、 祌は 正義の 神で あるから 正義に は 幸福 を 以て 報い 不義に は 不幸 を 以て 報 ゆる こと、 さ 

れば ヨブに 不幸が 臨んだ の は ヨブが 不義 を 犯した 明白なる 報で ある こと、 依て 元の 幸福なる 境遇に 歸 

るに は ヨブ は悔 改めて 神と 彼等の 前に 謝罪す る ことであります、 彼等 三 友人 はさす が敎育 ある 人々 で 

あります から 最初から 明ら さまに ヨブに 向て 「汝 は惡 人で ある」 と は 一一 一一 II ひません、 ヨブが 自ら 自分の 

罪 を 悟る 樣に言 ひかけ ました、 我々 の 場合に 於ても さう であります、 初めから 强くは 言 はない もので 

あります、 然るに ヨブに は 彼等の 第 一 囘の言 は 了解 出来ませんで したから 彼等 は 第一 ー囘 EI に强く 一一  I： ひ 

放った のであります、 それでも ヨブ は悔 改めません から 第： 二 Mnl に 老人の H リパズ は 思 切て ヨブ は 罪 

惡を 犯した と 鋭く 攻擊し たのであります、 彼等の 考 によれば ヨブに 臨みし 災難 は 彼が 罪惡を 犯した 何 

よりの 證據 であるの です、 併し ヨブ は 罪惡を 犯した 覺は 少しもありません から エリ。 ハ ズの 極端なる 攻 

撃に 對 して 少しも 屈しません、 第廿ー 一章 は H リパズ の 最後の 言であります が實に 深刻 を 極めて；^ ます、 

第五 節から は 强き言 ひ 方であります、 之 を 兒れば ョ ブは 無慈悲な 事 をした 明，：" な證據 となる ので あり 


ます， ん：' 日の 裁判 法から 見れば 何の 取る 所 もありません けれども、 當 時の 因 ra^ 應報を 信す る 人に は 唯 

一 の證據 となる のであります、 私自身 も 亦 か k る 經驗を 持てる 友人 を 知て 居ます、 かの 祌癒を 信す る 

人の 病氣の 解釋は 多く はこれ であります、 人の 病 氣に權 るの は 罪惡の 結果で あるから 之 を 癒す 最良 の 

方法 は 其 罪 惡を發 見して 之 を 除く こと で あ る 、 罪が 潔 まれば 病 氣は癒 ると 信す るの で あります、 天理 

敎な ども 亦 さう であります、 天理 敎 信者の 考には 何病氣 でも 癒らぬ こと はない、 病氣は 神の 刑罰で あ 

るから 罪 を 悔いて 天理 王の 命に 獻物を すれば 癒る と 信じて 居ます、 ある 盜賊は 重い 病 氣に權 つて 非常 

に 苦んで 居る 時に 天理 敎の 御利益 をき いて 罪滅ぼしの 爲に 今迄 盗んだ 澤 山の 金 を 天理 王の 命に 獻 げた 

ら病氣 は 直ぐに 癒った とい ふこと で あります。 

ヨブが 三 友人に 對 する 答 を 研究 すれば 非常に 輿 味 ある ことであります、 三 友の 議論 は 堂々 たる もの 

であります、 正義に は 幸福が 来たり 不義に は 不幸が 來 ると いふ 因果 應 報の 理 をき 由に 振 廻して 居ます、 

故に 議論で は ヨブ は 負く るので あります、 論理から い へば ヨブの 議論 は 支離滅裂であります、 三 友人 

は 嘗て ヨブが 健康の 日に 彼等に 語った 言 を 捕へ て來て 主張し ますから ヨブに は 一 言 も 辯 解の 餘地 はな 

いのであります、 併し ヨブに は之ぞ とい ふ 思ひ當 たる 罪惡 の覺 えがありません から H リ バズが 澤 山に 

； I 孤べ た 罪 惡に對 して は 其誣吿 を大に 怒らざる を 得ない のであります、 ヨブ は 神 は 正義に は 幸 幅、 不義 

に は 災禍 を 以て 報 ゆる こと は 大體に 於て 信す る も、 かく も大 なる 災禍が 臨んだ こと は 全く 神に 對 する 

不義の 結果で あると；^ する こと は 出来ない のであります、 ョ ブ の 言 は 多く は 感情に 走って 居ます から 

或 時 は 友人 を 篤り 或 時 は 神に 不平 を 一ず ひ、 議論と して は 筋目 は 立て 居ません、 併し 約 百 記の 作者 は 能 
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く 人生 を 知って る 人であります、 議論の 勝利 は 筋目が 立って ゐ るか 立って ゐ ないかに あるので はない 


のです、 論者の 深い 經驗が 勝利 を與 ふるのであります、 この 作者 は 之 をよ く 知って 居ます、 多分 この 

作者 は大に 人生の 經驗に 富み、 加 ふるに 犬なる 天才であった ことが 察せられます、 議論の 立場と して 

は 論理 上の 事 は 敵に 凡て を與へ 自分 はた f 經驗 とい ふ 一事 を 握って 居る に過ぎないので あります、 人 

の 深き 良心の 聲は 犯す ベ からざる ものであります、 人 を 議論で やりこめ たこと は 勝利に はなり ません. 

吾人に は 論理で 壓服 する ことができな いものが あるので す、 か テル は羅馬 法王から 派遣 せられた 當 

時 第一 の 祌學者 H ック と對 立して 議論した ときに、 論理で は 立派に H ッ クの爲 にやり こめられました- 

併し ル —テル は 負けた けれども 勝ちました、 是れル ー テル は 論理 を 以て 侵す ことの 出来ない 信仰の 實 

驗を 深く 內 心に 持って 居た からであります、 かくの 如く ヨブ も 議論で は 負けた けれども 赏驗で 勝った 

のであります、 猶太 人 は 元来 律法 主義 論理 主義で あるから 羅馬書 や 加拉太 書に ある パゥロ の 議論 を 

て 論理 上 甚だ 慣 値がない ものと して 冷笑して 居ます、 論理 上より 見れば さも ある ことで. あります、 パ 

ゥ の 議論に は 整然たる 論理が ありません けれども 彼に は 論理 を 超越した 實驗が あるので あります、 

その 實驗が 彼 をして 最後に 勝た しめたので あります、 今日の 語で 云 へば ヨブ は實驗 家で 三 友人 は祌學 

者であります、 我 こそ は 第 一 流の 神學 者で あるとの 自信 を 有する 舶来の 神 學 博士 は 議論で は實に 堂々 

たる もので 精神 界の事 は 解決 出来ない もの はない と 信じて 居る のです * 若し 試みに 悲哀に 打 沈める 老 

婆が 来って 精神 上の 煩悶 を 打明け その 解決 を 求めます る ときには、 彼神學 博士 は 贖罪の 原理 は 何う の 

神の 攝理は 何う の、 ル ー テル 曰く、 ァゥ ガス チン 曰く ••：•• と 其 煩悶の 原因 を 堂々 と 論す る も、 其 老婆 

に は 恰も 雲 をつ かむ 樣な もので 何の 解決に もなら ない のであります、 然し 信仰の 實驗家 は此 老婆に 解 

決を與 ふること が出來 るので あります、 學 校に 學んだ 人と 實驗 家と はか やうな 15!: 训が あるので す、 赏 


驗は學 問 以上であります、 諸^の 中の 極く 年の 若い 人で も 世界の 大學者 も 解らぬ 大眞理 を實驗 する こ 

とがあります、 H リパズ の 極端な 攻擊は 彼 をして 遂に ヨブに 對 して は r 汝は惡 人で ある」 と 言 ひ 放た 

しめました、 今の 宜敎師 は 惡意を 以て 横暴 を 極む るので ありま せんが、 其神學 にたより それで 萬 事 を 

.U まし ひ 

解決 せんとす るので あります、 「一寸の 蟲 にも 五分， の 魂 あり」、 境遇 を 異にし 生活 を 異にする 日本人 

に は、 彼等 宣教師が 解釋の 出来ざる 事が あるので あります、 西洋の 宣教師が 何百 人來て 居る も 日本人 

を敎 ふること が 出来な いのは 彼等 は 我等の やうなる 內 心の 實驗を 解す る ことが 出来ない からで ありま 

す、 實に 前に 申しました 通り 三 友人 は當 時の 神學 者で ヨブ は實驗 家であります、 ヨブの 言葉の 中で 私 

の 好む 所の 者 を 諸君に 紹介し ませう。 _ 

第 六 章 十四— 廿節 之 は 有名な 言葉であります、 日本の 文章で は 意味 はよ く 表 はれま せんが 英文で 

，ゆきどけ 

讀 めば 尙 ほよく 解ります、 パ レ スチナ ゃァラ ビヤに 於て は 川の 水の あるの は 春の 雪 解の 時節 丈け であ 

ります、 故に 旅人に 取って 最も 慕 はし いのは 水であります、 今 旅人 は 雪 解して 未だ 間 もない から、 あ 

そこに 見 ゆ る溪川 に は 必す水 が あるに 違 ひない と 信じて 行って 見れば 水 は 絶え果て てない から 旅人 の 

失望 思 ふべき であります、 (玆に 「テマの 旅人」 とい ひました の は 多分 テマ ン人 H リ バズに 當て 付け 

て 言 ふたので ありませ う)、 ヨブ は 彼等 三 友人 を溪 川の 水の 樣に 慕うた のであります、 卽ち ヨブ は 彼 

等から 慰 を 得ようと しました が 遭うて 見れば 沙漠の 川の やうで 何の 慰めに もなら ない の であります、 

私自身 も 亦 時には 諸君に 左 樣に思 はる 、 ことがある かも 知れません！ 

第 十六 章 二 節 此 日本 譯も 不完全であります、 日本 譯で讀 めば 汝等は 我 を 慰めん として 却て 我 を 困 

まらせ る ものであるとの 意味であります が、 これで は餘り 意味が なさす ぎます、 英 譯で讀 めば 更に 强 


く 深く 響きます。 

第 十七 章 二十 節 是れ實 に 心臟を 抉らる 、様な 一一 目 葉であります、 而 して M とも 言 ひ 得ない 情が こも 

つ てゐ ます、 ヨブ は 彼等に 絕は H して 淚を 以て 神に 向った のであります。 

第 十九 草 此章は ヨブの 思想の 絶頂であります、 彼 は 友人 を 罵って 居る 許りでなく 廿 一節で は 友の 

同情 を 呼び 求めた のであります、 「我が 此 苦痛 は 人が 我 を 打った 爲 ではない、 神が 打った の だから：：！ 

情して 吳れ、 無益な 議論な ど は 止して 同情して 吳れ J とい ふ 深刻なる 叫びであります、 之 を 以て 見れ 

ば ョ ブ の 友人に 對 する 態度 は 始終 變っ て 行く のが わかります、 是れ冷 靜な學 者から 見れば 冷笑に 値す 

るに 過ぎません、 併し 慰安 を 得ん とする の眞 情は玆 にある のです、 批評家の 立場 は 議論であります け 

れ ども ョ ブは玆 に 議論す るので ありません、 ョ ブは 感情に 訴 へます から 恰も 川が 洪水 を 漲て ゐる樣 な 
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ものであります、 ヨブ はかく 變っ て 行く 間に 益々 祌に 近づきつ & あり、 また 彼の 思想 は 愈々 聖 めら れ 

つ、 あるので す、 彼 は 責めら るれば 責めら る、 程 神に 近づいて ゐ るので あります、 苦痛に あ ふ 程、 責 

めら れる程 光明に 向 ひつ.^ あるの であります、 是れ實 に 動かす ことの 出来な ぃ實 験の 結 菜で あります、 

側 方から 見れば ヨブ は 寄る 所の 港の ない 船の 樣に 見えます けれども 實 はさう でない のであります、 彼 

は 益々 安全な 港に 向って 進みつ k あるので あります、 愈々 近く 光明に 向って 居る のであります、 十三 

節に ある 樣に 不幸 連 緩し 終に 最も-厭 ふべき 癩病に 權 つた 時 は 誰でも こんな 考 になる ので ありませ う、 

廿三 節-— 廿四 節の 「我 言の 書き留められ 鐵の 筆と 鈴と を もて…」 は ヨブが 苦痛の 絶頂に 達して 何に た 

とへ ん樣 もない から 自然に 出た 言葉であります、 ヨブ は 苦痛の この 筢 頂に 達して 神の 光に 接した ので 
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あります、 神 は 確かに 現 はれて ヨブの 爲に辯 護して 下さる、 假令此 肉の 身は朽 3^ てても 自分 は 神 を 見 
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奉る ことが 出来る、 祌を 友人と して 見る ことが 出来る、 祌を救 主として 仰ぐ ことが 出來 るとの 確信に 
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達した のであります、 是を 以て 見れば ョ ブ は キリ ス ト より 千年 も 前であります けれども 自ら キリ ス 卜 

を 望んだ ことが わかります、 信仰 は キリス トに 至って 絕 頂に 達する のであります、 信仰の 進步は 非常 

に 値 貴く あります、 信仰の 進 步には 貴き 代 價を拂 はなければ なりません、 ヨブが 信仰の 極致に 達した 

の は實に 言語に 絶した 苦痛の 代 價を拂 うたから であります、 ヨブ は 先生から 敎 へられた ので はあり ま 

せん、 苦痛の 筢頂 に 達し 自分自身 辯 護す る ことが 出來 なくなった からどう しても キリス 卜の 樣 なお 方 

が 出で て 彼 を 辯 護し て 下さる とい ふ 信仰に 達した ので あ ります， 彼等 友人 に は 之 が 解ら なかつ た の で 

あります、 ヨブ はもう 信仰の 結 頂に 達して 或る 都 を 見た のであります、 此後は 彼 は 安心した ので あり 

ます、 友人の 攻撃に 對 しても 苦痛 を 感じない のであります、 第 十九 章 は 約 百 記の 絶頂で 眞 に壯絕 美大 

の 所であります、 神が 新ら しく 見えた から ョ ブは 勝利 を 得た のであります、 議論で なく 實驗で 勝った 

のであります、 神が 見えた から 安心 が 出來 たの で あ り ます、 未だ 完全な 安 心と いふ こと は 出来 ま せ ん 

けれども、 彼 は 彼の 苦痛に 耐 へる ことが 出 來る樣 になった のであります。 

第一 一十 九 章 此は H リ バズの 亂 暴な 言に 對 する ヨブの 答であります、 直接の 答ではありません がョ 

ブが 前の 健康な 時、 幸福な 時の 有様 を 追想して 彼 は 決して 無慈悲な 事 はしなかった と 言 ふこと を 述べ 

たのであります。 

第四囘 (六月 二十日) 

第三 十二 章 I 第 四十 一章 


第三 十二 章— 第三 十七 章 之 は エリ フの首 であります * ある 點 から 云へば 約 百 記の 中で 最も 興味の 

ない 所で ある と 思 ひます、 へ ブ ライ 語で 讀ん でも 面白くな いと 云 ふこと であります、 言語 の 使用法 も 

劣等で あるし 第三 十一 一章 前に ある 様な 偉大た ものでありません、 私 は 自分で 讀んで 見て 餘り くど/ \ 

しく 感じます、 であり ますから 或 人 は H リフの 言 は 約 百 記の 記者が 書いた もので ない、 前の韋 と 比べ 

て餘 りに 變 化が 著しい から 多分 後の 人が 書き 加 へ たもので あらう と 言 ひます、 併し 私 は 之 は 約 百 記の 

中 で 矢張り 大切な 部分 を 占めて 居る と 思 ひます、 他の 所に 比較せば 極めて 平凡で あ り ますけ れ ども、 

よく 熟讀 せば 中々 大切で ある ことが 解ります。 

エリ フは靑 年であります、 ヨブ 對三 友の 議論 を 立ち 聽 きして 居た のです、 三 友が とうく ヨブに や 

り 込められ ョ ブは 議論の 戰 場を獨 A してる の を 見て H リ フ は大に 憤慨した のです、 雨 方 共に 言 ふべき 

事が あるのに 沈默 したの は 心得が たしと 感じて 所謂 飛 人演說 をした のであります、 第三 十一 一章 ra 節 は 

大に 東洋 流であります、 第 八 節 は 有名な 言であります、 第 九 節 は あて こすった 言で ありま すがこの 場 

合に は 適切であります、 「^はつ まらない 一 靑年 である けれども 祌 より 智慧 を 貰へば 言 ふこと が出來 

る I 一  と、.. ふ 謙遜な 態度であります、 さう して H リフの 言 ひ 方 は 三人の 友と は異 つて 居ます、 H リフは 

.ョ ブ 仁 同情 を もって 話しました、 三 友 は ヨブ を 烈しく 攻擊 して 彼に 同情が ありませんでした、 ヱリフ 

の 言葉 も 强く は あります が^し 其內 に 同情が あ り ます、 彼 は 何處ま でも ョ ブ の 辯 護 者 を 以て 任じた の 

であります、 無名の ー靑 年に か k る 同情心 を 持たせた 約 百 記 記者の 神學 はよ く 解ります、 三人の 友 は 

神 は 正義の 祌 であるから 惡 人に は 不幸 を 下し 善人に は 幸 一 i を與 へる、 換言せば 不幸が 臨めば 其 人は惡 

人で あると いふ：^ よりの 一 ^據 であるから ヨブ は 確かに 惡人 である、 罪 を 犯した に 相違な い と 主張し た 


のであります、 H リフは 之に 反對 して 言 ひました、 人に 災難の 臨む は 惡人を 罰する 爲め ばかりで はな 

い、 他に も 目的が あるので ある、 それ は 神 は 人に 災難 を 下して 其 人の 弱き こと を 悟らし め、 叉より 大 

なる 不幸 i 臨まない 様に 警戒せ しむる 爲 である、 不幸 は 罰と しての み來る もので ない、 人 は 傲慢に な 

らんと した § に祌 は： i 人に 苦難 を 下して 其 不遞を 悟らし める ので ある、 其 人の 傲慢 を 其 儘に 打棄 てお 

けば それが 爲に 終に は靈 魂まで も 失 ふに 至る から 彼 を 警戒す る爲に 災難 を 下さる \ の である、 三 友の 

言 は 單刀直 入であります が H リ フ の 言 はさう ではありません、 善人に も 災難が 來る。 併し それ は 彼に 

より 大 なる 災難が 來 ない 爲 であると、 是れ實 に 犬なる 神學 思想であります、 同情 はより 善き 知識の 源 

であります、 若し 私が 非常な 災難に遭うて 困って 居る ときに 三人の 敎會 の神學 者が 私 を 慰める 爲に來 

たと 假定 せば、 是 等の 神 學者は 三人の 友が ョ ブに對 したやう に 私 を やり 込めなければ 止まない であり 

ませう、 さう して 彼等の 言 ふこと は 私に は 何の 慰めに もなら ない の であります、 併し 私の 家に 居る 女 

中 か 書生でありまして も 私に 對 する 犬なる 同情 を 以て 語ります るなら ば、 其 言 ふ 所 は 祌學者 以上の 言 

をい ふので あります、 H リフの 言 ふ 「人に 災難の 臨む はより 大 なる 災難が 臨まない 爲 である」 とは大 

なる 眞理 であります、 私共が 盜 難に 遭うた ときに、 之に 警告 を 加 へられて それより もより 大 なる 盗難 

を 免 かる、 ことが 出來 たこと を感 する ことが 層々 あるので あります、 病氣に 罹った 時な ども さう であ 
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ります、 吾人に 取て 最大の 災難 不幸 は 神 を 見失 ひ 永遠の 生命の 信仰 を 失 ひ、 それに 對 する 欲求 さへ も 

なくなる 事であります、 吾人に 之よりも 大災 ではありません、 我々 はかく 神 を 見失 ふやうな 大 不幸が 

來 ないやう に 常に 祈る のであります、 以上 は H リ フ の 思想の 第 一 であります。 第一 一は 災難 を 右の やう 

に考へ て それでも 解決が つかない とき は， 人 は 凡て 神 を 解決す る ことが 出来ない ものであるから 神の 


命令 は 之 を 解す る ことが 出来ん で も絕對 に 彼に 服從 しな けれ ばなら ない とい ふこと であります、 エリ 

フの 長い 言葉の 中で 有名なる は 第三 十三 章 十三 節— 三十 節で あ ります、 W 上述べ ました 二つ の 事 を 念 

頭に 置いて 讀 めば 了解す る ことが 出来ます、 其 第 十三 節 は H リフの 第二の 思想であります、 人生 は餘 

まり 困難し く 込 人って 居る から 吾人に 起る 凡ての 事の 理由 を 残らす 見出す ことが 出来ない ので ありま 

す、 信仰の 淺ぃ人 iiKt 人に 起る 事 を 直に 說明 します、 あの人 はかくく の惡事 をした から あの 不幸が 

臨んだ、 かの 人 はかく/ \ の 善事 をな したから かの 幸福が 臨んだ と。 

第三 十三 章 一 一十三、 一 一十 四 節 は 半分 解って 半分 解らない やうな 豫 ー百 であります、 是れ祌 が肉體 とな 

つて 我々 人 問の 間に 下り 給 ふ卽ち キリ ストの 現 はれ 給ふ豫 言で ありませ う、 デリッチ 氏の 如き はさう 

一一 一一 11 うて 居ます、 私 もさう 思 ひます、 一 の 仲保者が 神と 人との 間に 立ちて 二者の 和合 を 計り 人の 神に 對 

し 奉る ベ き 態度 を敎 へ て 下さるならば 祌は 人を赦 して 下さる と 言 ふので あります、 吾人と 祌 との 問に 

か、 る 友人が 來て 二者の 和合 を 計るならば 吾人に 眞の 平和が 臨む のであります、 併し か、 る 仲保の 役 
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を務 むる の は 人間で は 出来ない のであります、 眞の 仲保者 は祌 御自身で なければ なりません、 H リフ 

は玆に 彼れ 自身 以上 卽ち祌 なる 仲保者の 事に 就て 言 ひ 得る こと は 明かであります、 吾人の 煩悶の 最後 

の 解決 は 人間 同志で は 出来ません、 ィ H ス キリスト は 最後の 解決 を與 へて 下さいます、 實は ヨブに 臨 

める 苦難 は キリ ス トに 臨める 苦難 を 代表せ るに 過ぎない のであります、 ヨブに 臨める 苦難の 明はキ 

リ ストに 臨める 更に 犬なる 苦難の 說 明であります、 神 は 仲保者に よりて 吾人 を賵ひ 幸福 を 摩；！ して 下 

さるので あります、 併し この場合 吾人の 肉體が 健康に なり 財產 はもとの やうに 澤山 になった とて 幸福 

が奪囘 された とい ふこと は出來 ません、 仲保者に よりて 神より 赦 された とき は 健康 以外 財產 以外に 吾 


人に 幸福が 來 たると きであります、 要するに 苦難 はより 大 なる 苦難に 對 する 警告であります さう し 

て 其 事の 解釋 が出來 なくと も 神の なし 給 ふこと であるから 服從 せよ とい ふ是が H リ フの 言の 大意で あ 

ります、 最後の 解決 は 神が 我々 に 與へ給 ふので あります、 今一 の 比喩 を 以て 御 話しし ませう、 兹に 一 

人の 父に 五 人の子が あります、 第 四 男 は 孝行 者で 家の 誇であります、 然るに どうい ふ譯 です か 分り ま 

せんが 父 は 突然 其 子 を 打擲して ひどい 目にあ はせ たのです、 その 理由 は 誰に も 解りません、 無論 其の 

子に 解りません、 また 兄弟 達に も 解りません、 そこで 三人の 兄 は その 打 たれた 弟の 許に 往 いてお 前が 

お父さんから 打 たれた の は 何 か惡ぃ こと をした 爲 であるから その 惡事 を白狀 しろ、 さう すれば お 父 さ 

はきつ と赦 して 下さる、 さあ 白狀 せよ というて 責 むる のです、 併し その 弟に は惡事 をした 覺ぇ はな 

いから 益々 解ら なくたり ます、 大に 煩悶し ます、 兄弟から は 攻められる しその 理由 は 解らない し、 悲 

歎 やるせなく 大に 困って 居る 時に、 季の 弟が 來て打 たれた 兄に 同情して 慰めます、 その 時に 彼 は 少し 

は 慰められました けれども 全然 滿 足せられ ません から 沈默 して 居ます、 その 時に 父 自身が 現 はれます 

さきに 打鄉 した 现由 は^に 說明 しません けれども 溫顔 以て 其 子に 接します、 すると 其 子に は 理由 は 聞 

かんでも 父の 温 額 を 見た 丈け で 煩悶 は 解決し ます、 再び 精神に 平和が 來 ます、 これと 同様に 第三 十八 

章に 於て 祌 御自身が 現 はれて ヨブに 答へ 給うた のであります、 この 言 は實に 偉大な 言 であります、 ェ 

ホバの ヨブに 對 する 言の 大意 は 二あります、 一、 汝は 宇宙人 生の 事 は 皆 了解 出來 ると 思 ふや、 二、 よ 

し 了解 出來 ると しても 我れ 汝に 宇宙 萬 物の 支配 を 委ねん に汝は 之に 堪へ能 ふや (無論 出来ません と 一一 一一 a 

はしむ る爲 である)、 神に かく 言 はれました 爲に ヨブ は 一言 もな く沈默 したので あります、 私 は靑年 

時代に 約 百 記 を 讀んで 思 ひました、 三 友人の 說 明は說 明に ならす、 H リフ の說明 は半說 明で ある、 さ 


れば 最後に 神 御自身が 完全に 說明 せら る、 ことで あらう と、 然るに 神 御自身の 首 は讀ん でも^ 明に な 

らな いと 思 ひまして、 失 tli- した ことがありました、 諸君 も 之を讀 まれたならば その やうに 感ぜら る \ 

でせ う 0 

第 i: 十 章 三 I 五節 M ホバ は ョ ブ の この 服 從の言 をき き 再び 空中より 語り 給うた のであります、 而 

して ヨブ は 遂に まのあたり H ホバを 仰ぎ見た のであります (第 四十 一 一章 一 —五節)、 ヨブの 悔改と 服 

從と而 して ヨブが 最後に 眼で ェ ホバ を 見た ことが 萬 事 を 解決した のであります、 前述の 父に 打 たれた 

第 1： 子が 最後に 父の 威 殺 あり 愛の ある 額 を 見て 解決が 出来た と 同様であります、 私は諸^！；に如：！：に完 

全なる 說 明を與 へ て も 諸！^ の K 悶疑 問に 解決 を與 ふること が出來 ません、 諸君 自身が 心靈の 眼に 神 を 

見る ことが 出来た 時 に 諸お の大 問題の 解決が 出來 るので あります、 五：： 人 信仰生活に 於 て 最も 大切 な る 

こと は靈 服を以 て 神 を 視 る ことで あり ます、 神 を 視るこ とが 出來 たと き に -^!:人 の 大 問題 力 解決せ ら る 

るので あります。 

第五 囘 (六" 二十 七日〕 

第 四十 二 章 

前囘に 述べました 通り ヨブの 三 友の 一一 おに 一面の 眞理 はあります けれども、 これ 丈け で ヨブに 臨んだ 

災難の 總てを 解決す る こと は 出来ません、 こ 、 に 於て^ 年ヱリ フ は 飛 人り： 浙說 をし ましたが 之 とても 

ヨブの 心 を 平和に せし むる ことが 出来ません. であり ますから 姓 後に M ホバ 御自身が. K 風の 巾より： .^2 

り 給 ひました、 諸^ は此 N ホバ の  一一 一一 C を 讀んで ヨブ はどうして 滿 する ことが 出 來 たかを 疑 はざる を 得 


. ないで せう、 第 四十 章 十五 節 以下に 河馬の ことがあります、 へ ブライ 語の ベ へ モスと いふ 語 を 河馬と 

譯 したので す、 第 §: 十一 章に 至って 河馬の こと を 措いて 鰐の こと を 述べて 居ます、 こわ は 前に ありま 

した レ ビヤ タン を §^ と譯 したので す、 河馬 も も 獰猛であります から 當 時の 人の 考 にて は 人間に 支配 

す る こ とが 出来な いとして 居た ので あり ます、 尤も 今日 で は 河馬 も i!^ も 動物園 に 飼養し て 居ます か ら 

其 支配 は 容易であります、 併し ヨブ の 時代 は 今より 三千 年 も 前であります からか k る 獰猛な 動物 は 人 

問に は 支配が 出来ない と 思 はれた の は 無理ない ことであります、 鬼に 角 宇宙 萬 物 は 人間が 支配す る 事 

が出來 ない とい ふ 事 を 示した のであります、 艱難が 臨んだ 理由 を 如何に 哲學 的に 解釋が 出来ましても 
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の 平和が 來な いので あり. ます、 た^ 神の愛の 御 額を拜 し御聲 をき いて 始めて 總 ての 疑問が 氷解し 

の 平和が 来る のであります、 ヨブに は祌の 言が 解釋が 出来ませんでも 其 愛の 御葡を 見た 許りで 總 てが 

. 解決し 眞 に滿 足す る ことが 出来た のであります、 若し これが 佛敎の 書で あるならば ョ ブ に 艱難の 臨ん 

だ 總 ての 理由 を 悉く 說 明して 然る 後に 神が 現 はれ 來る であり ませう、 基督 敎は 之と 異なります、 神自 

. 身が 現 はれて 直接に 語り 給 ふので あります、 さう して それで 萬 事の 解決が つくので あります。 

第 四十 1 一章 一 I 六 節 ヨブより 此言を 聞かん が爲に ヨブに か、 る大 災難が 臨んだ のです、 此言 を以 

-て 結着が ついた のであります、 第 七 節 以下 は 人情 ありの ま 1 を 表 はして 居ます、 正義の 報と して 苦難 

が 去り 幸福が 來 ると いふ 此世 的の 應報 をよ く 表 はして 居ます、 こ、 に は 汝の友 を 「怒る」 とあります 

が 之 は r 悅 ばす」 とい ふ 位の 意味であります、 「一 ケ セタ」 は 幾何に あたります かよく 解りません、 

三人の 女の 名 は 第一 は 鳩、 第二 は 情 美、 第三 は 富裕 繁昌の 意味であります、 かくして ヨブ は舊 に^し 

た 幸 幅 を 得て 所謂 此世 的に めでたし くの 終り を完 うした のであります。 


ヨブの 災難 は 罪の 結 * であると 詰問した 三 友の 言 は 雄大であります、 H リフの 言 に 至って は 犬に 低 

卞 する 様に 思れ ますが、 ^し 其 中に も 亦眞理 の眞珠 があります、 エホバの 一一 一一 〔に 至って は 別に 深遠なる 

眞 理と稱 すべき ものはありません、 ヨブに.： 于宙萬 物の 支配が 來るゃ 否や を 問 はれた のであります、 

ョ ブは 自分に 臨んだ 災禍の 說 明を與 へられませんでした けれども 祌 御自身の 御 額 を 見た ので 解決が 出 

来た のであります、 故に 若し 此 書が 信仰の 書で あ る ならば 第 ra 十一 一章 六 節 にて 終りに なること を^む 

のであります、 或 人 は 第 七節以 F を 見て は 宗敎の 書と して は 不適 當 であると いひます、 私 も 左様に 思 

ひます、 ヨブ は 第 七 節 以下の 如く 倍舊の 幸福な 身に なった とせば、 果して 三 友の 言の 如く 、難 は 神の 

刑罰と して 臨み 幸 輻は祌 の 報と して 來 ると いふ ことに 歸着 します、 此 僅か 十 節ば かりの 記， にて 約 In 

記が 毀され る 樣な感 がします。 

此 終りの 記事 を 誤解して 居る 信者が 多くあります、 約 百 記の 讀 者が 途中 を 4. ふいで 早く 結末 を 知りた 

がるの は無现 ない ことであります、 此記審 よりして 或 人 は 不幸に 沈んで る 人 を 慰む るに 「あなたが 今 

苦痛に 惱んで 居る の はた 暫くの 間です、 やがて ヨブの 様に 再び 幸 幅になります、 しかも 奮に 倍した 

幸 幅が 来ます」 と 一一 一一 口 ひます、 併し か、 る こと を 言 ふの は 宜しくありません、 かう いふ こと を 聞かされ 

る 人 は實に 不幸であります、 約 百 記 は 第 四十 二 章 六 節で 終って 居れば 害 はない のです， 私自身で さへ 

も 災難に 出會 したと きはョ ブの樣 に 最後に は樂 になる と 思うた ことがあります、 され ど. ハ ゥ a やべ テ 

n ゃル ー テルな どの 終り は 之と 異 ひます、 彼等 は ヨブの 最後の 樣に幸 幅に はなり ません つ、 した、 全く 

反對 でありました、 か、 る點 から 考へ て 見 ますれば 此 記事 は 後世の 附加 物で あると 思 はる 、も 當然で 

あります、 であります から 諸君 は 約 百 記を讀 まる.^ とき は 第 四十 一 一^ 六 節で 終って る ものと 思 はれん 


こと を みます、 ョ ブが 果して K に 信仰の 人であった ならば 第 i: 十一 ；章六 節の 狀態は 彼に 取りて は 幸 

福の 絶頂で あつたに ちが ひありません、 其 後の 數字 上の 幸 幅 は ヨブに 取りて は 最大なる もので はあり 

ません、 單に附 け 加 へられた 幸福に 過ぎない のです、 ヨブ は此 最後の 數字 上の 報 を 以て 幸福で あると 

^へたならば 彼^ 徒に 苦難の 遣 損 をした のであります。 

此 最後の 記事 はかく 有害で ある 様に 思 はれます が、 併し 我々 は此 部分 を必 すし も 約 百 記から 取り除 

かないでも 直しい と 思 ひます， 舊約 聖書に は來 世の 觀念は 甚だ 少ない のであります、 神の 事を說 明す 

るに は 舞臺が 餘り狹 くあります、 ですから 神が 人間の 正義に 報いら る k こと を 説明 せんに は佝處 かに 

その場所を見5^ださなければならんのでぁります、 第 十二 節に M ホバ かくの 如く ヨブ を 「めぐみて」 

とあります が、 此 「めぐみて」 は 「報いて」 と は 意味が 大に異 ひます、 若し 「報いて」 と あれば 三 友 

の 一一 一一 口の 如くになる のです、 「めぐんだ」 と あれば ヨブが 祌の 子と して 父なる 神に 對し爲 すべき こと を 

なした 故に、 神の 方で も 父なる 神と して 其爲 すべき こと をな したので あります、 我々 が 自分の 子に 對 

しても さう であります、 子が 父に 對 して 爲 した 善事に 對し父 は 義理 づ くめに それに 報 ゆるので はなく 

父と して 惠んで やる のであります、 ヨブが 沈默を 守り、 子と して 絕對的 服從の 態度に 歸 つたと きに 神 

は 父と しての 恩惠の 態度に 歸 つたので あります、 前に 述べました 通り 舊 約に は 来世の 觀 念が 甚だ 微； ：！^ 

であった 故に 此 世の 事 を 以て 来世の 事 を 言 ひ 表 はさなければ ならなかった のであります、 であるから 

ヨブ は 綿羊 一 萬 s: 千 匹、 路駄六 干 匹 …； 等の 数字 上倍舊 の財產 及び 子女 を與 へられ ノ また 此 世の 長壽 

を 得て 子孫 叫 代まで も る ことが 出来た とも あるので あります、 西洋史 學で はか、 る 首 ひ 表 はし 方 を 

Poetic  justice とい ひます、 事實は 苦難 を 以て 終っても それで は氣 休に ならん から 何 かめで たしく 


の 句切り をつ けなければ ならない の であります、 ョ ブの此 最後の 事 は事實 であるか 否か は不 であり 

ますが、 之 はたと ひ事實 であった としても ヨブに 取て は 大事な 車ではなかった のであります、 諸 1!^ が 

、ゲ， 'テの 『ファウスト』 を讀 まる、 ならば 其 結末の 之に 彷彿して 居る 事 を 見ます、 是れ ファウストの 

此 世の 苦難の 生涯 を 句切りよ くせん 爲 であります、 之と 同様に ョ ブ に 取て は祌を 見た 事が 最大の 幸 幅 

ヨブが 信仰の 人であった 以上 彼 は祌を 見ないで 此 最後の 幸福 丈け で滿 足が出 

來 なかった こと は 明かであります、 どんなに 家が 繁昌し どんなに 子孫が 殖えた とて 一 曰； 失った 子が^ 

つて 來 なければ 眞の 幸福に はならない のであります. 私自身の 實驗 から 考 へても さう であります、 故 

に ヨブ は 綿羊 一 萬 ra: 千^ …… 得た にせよ 其 等 は ヨブの 心 全體を 慰む る 根源と ならない こと は 明かで あ 

OOOOOOOOOC0O0  OOOOOOOOOO  O  、1-」,，，>  -:- n  C  up  - I - - -、： 

ります、 約 百 記の 最大の 目的 は ヨブに 神 を 示す ことであります 人 £E の 最大の T.f?T!i は 神 を 見る ことて 

あります、 第 四十 二-せ 十六 節 は 人間 最大 幸福の 絶頂であります、 我々 は 最愛の 妻子 を 失った にせよ 若し 

神 を 見る ことが 屮 Z 来れば、 共 神 は 自分から 取り 給うた 妻子 をば 決して 惡 しく は 取扱 ひ 給 はない ことが 

わかる のであります、 私 は 一 年の 巾に 五 人の 實子を 失った 人が 尙ほ神 は 愛な りと 言うた こと を 開いて 

居ます、 又 或 人が 信者なる 翻 病人に 向つ て 若し 神が 眞に 愛であるなら ば 君の 癩病 を 取り去り 給 ふに あ 

らや や、 然るに 君が 癒えないで 益々 惡 しくなる の は 何う いふ わけで あるかと 問 ひました、 時に 其^ 病 

人 は 「私 は 現世の 此 不幸 を 歎かない、 復活の 時には 美しい 小兒の やうな 肉體を 以て 生れる から」 と 答 

へた さう です、 信仰 は 事實に 勝ちます、 五 人の子 を 失うても 尙ほ神 を 讚美し ます、 翻 病に 摧 つても 神 

を， 詛 はすに 來 世の 希 に is- いて 居ます * ヨブに 於ても さう であります、 此最 後の 記事 は 約 百 記の 記者 

に 必要で あつたので ヨブに は 必要ではありませんでした。 


次 に 注意す ベ きこと は 約 百 記の 記者 は ョ ブ の 災難 の 說明を 最後 ま で爲 ない ことで あります 約 百 記 

を 終り 迄讀ん でも 何處 に其說 明が あ るか 分り ま せ ん , 仉 しょく 注意 せ ば 其 の 說 明が 最初 にある ことが 

解ります、 之に 由って 約 百 記の 記者が 非常なる 大文學 者であった ことが わかります、 ヨブに 臨みし 

難は惡 魔の 所 爲の結 菜で あるので す、 最初 天上に 於て 惡魔は H ホバに 向 ひ 「善と いひ 義と いふ ももと 

もと 勘定 づ くの 事で ある、 ヨブが 義 しく ある も 矢張り 勘定 づく である、 それが虚僞なら試めして御1^^ 

なさい」 と言うた のであります、 而 して サタンと M ホバ との 議論の 結 rar ヨブに 大 災難が 臨んだ ので 

あります、 而 して 其 結 Ei- は 神の 勝利に 歸 したので あります， 之が 卽ち說 明であります、 我々 に 起る 事 

は此 世で 說明 はっきませんでも 天に 於て 確實 なる 說 明が あるので あります、 天に 於け る 何 かの 理由で 

きれ^^き：^ 臨む のであります、 之を說 明す るに よき 例が あります、 英阈の 一 陸軍 大將が ある 時 客 を 

晩餐に 招待して 食事 中 ふと 氣が 付いて 客に 向って いひます るに は、 「私 は 今夕 口 ン ドン 橋 上に 於て 私 

の 子と 會ふ事 を 約束して あった こと を 思 ひ 出しました から、 時 問が 經 つて 居ます けれども 今から 往っ 

て會 つて 來 ます」 とい ひます ると、 客 は旣に 時間が 經 つてる から 今から 往 つても だめで せう から d- し 

なさい と 止めました、 すると 大將は 我が 子に は 軍隊 的 精祌を 以て 命令 を 厳守すべき こと を敎 へ て ある 

から キット 待って 居る に 相違ない と 言 つて 馬車 を驅 つて 往 つて 見れば 果して 子 は 橋 上に 待って 居た さ 

うです、 父なる 大將は 之 を 見て 大に悅 び、 抱いて 馬車に 乘 せて 歸 つて 其 客に 誇った とい ふこと であり 

ます、 さう して 其 子 は 父の 遲 くな つたの は 自分に は 解らない が 3： か现 由が あるに 相違ない、 自分に は 

其 理由が 解らないでも お父さん は遲 くと も 必す來 るに 相違ない と 信じて 待つ て^たさう であります、 

ヨブの 場合 も 之に 類した ものであります、 神の 事 は 吾人に は 解りません、 けれども 祌は 我々 を 決して 


惡く はなさらない、 必す 父の 善き 心 を 以てな さるに 相違ありません、 此大將 は 客に 對 して どんなに 誇； 

りであった でせ う、 之と 同様に 祌は サタンに 對 して ヨブ を 誇った のであります、 而 して 此 {Ha に 善の 

爲に善 を 爲し義 の爲に 義を爲 すと いふ 信仰 を 有する 人が ある こと を 神が 誇り 給 ふで ありませ う、 此 事. 

に 就て 約 百 記 は 明かに 說 明して はおません けれども 最初の 二 章を讀 めば 之 を 知る ことが 出來 ます。 

以上で 約 百 記の 梗概 を 終りました、 まだ 述べたい 車は澤 山あります けれども 之で 一 先づ 止めて おき 

ます、 此 書の 偉大なる こと はお 解りに なった と 思 ひます、 終りの 第 g; 十二^ を 誤解せ ぬ樣 御注意 を 願- 

ひます。 つ 坂 田 祐筆 記) 

約 百 記の 槪耍 

內村生 曰 ふ、 此稿は 前 號に揭 げし 約 百 記 研究の 講演 を 別人の 乎 を 以て 筆記した 者で ある、 約 百 記の 

如き 大著 述を學 ばんと 欲する に 方て は、 之 を幾囘 繰返し、 幾多の 方面より 之 を 觀るも 損失 は 無い ウ 

である、 中 田 君の 筆記に 由り て 余は讀 者が 新たに 犬に 得る 所 ある を 疑 はない。 

約 百 記  一、 二  (五月 三十日〕 

聖書 中 人が 歡 喜に 在りて 如何に 處す 可き かを敎 へたる ものが 雅歌であって、 艱苦に 在りて 如何に 處. 

す 可き かを敎 ふるのが 約 百 記で ある。 而 して 人の 多く は 艱難の 中に 在る もの なれば 殊に 約 百 記 は 人類に 


に 切要なる 書で ある、 併し乍ら 人の 生涯に は 失意の 時 ありまた 得意の 折 も あれば 雅歌の 研究 も 亦 疎か 

にして はならぬ、 晝夜 明暗の 兩 面を學 ぶの 要は 何人に も ある。 約- 記の 解 11 は丧だ 困難であって 是に 

該博なる 智識と 深き 經驗と を 要する も、 其敎へんとする精神は老若sf^^、 博 學の人 も 無 學の人 も 何人 

も 之 を 解し 得る ので ある。 凡て 世界の 大 著述と して 傳 へらる、 ものに ダンテの 『祌 曲』 あり、 ゲ ー テ 

の 『ファウスト』 あり、 沙 翁の 劇作 ありて 傳 さる、 と雖 ども、 而も これ^ 將 拱に 於け る 八 d:! の 格で- 

あって  それ  以上  所謂 名人に  當る  もの  を  求  むれば 實に  聖書であって  これ  は大  著述  以上の  大  著述 である。 

就中 約 百 記の 如き は眞に 比す 可き ものな き大 著述であって、 一 度び 是に 接して は沙 翁もゲ ー テも ダン 

テ も！. 1: 等の 最上の 感興 を ひくに は 足らぬ。 而も 此 著述 は. 何人に も 解し 得らる、 ので、 これが 大 著述た. 

るの 確證 である、 『ファウスト』 も 『祌 曲』 も 一 部の 人に 解 さる 、に 止まりて 萬 人の 書で はない が、 

吾 約 百 記 は 天下 萬 民の 書で ある。 ヨブが 如何に 深き 所に て 人生に 臨む 艱難 を 解して 之に 耐 へし かは此 

書が 示す 所であって、 年少者が之に接して其意の存する所を解するを5^ざればー 一十 年 を 待ち. 一 一十 年 

に して 得 ざれば 三十 年 を 待ち、 齢 w 十歲 五十 歳 乃至 六十 歳に 至らば 遂 に 解し s£ る の 日が 來る で あらう" 

力 ー ライル 或 時 友人 の 家に 招かれた る 席上に 於て 世界の 大著 述は 何かとの 問に 答 ふるに 約 百 記 を 以て 

し 試に 彼 自ら 是 を朗讀 せし に 一座 何れも ヨブ を 眼前に 努鬆 して 感與に 魅せられ 章節の 進む を覺ぇ ざり 

しとの 事で ある。 此 書に 接して 智識 經驗の 深き 人 は 深き だけに、 淺き人 は淺き だけに 分に 應 じて 其 精 

神 を 解し 得る ので ある。 

而し て此大 著述の 著者 は 何人 で あ る か は 今日に 至りて 猶 不明 である。 ヨブ 自身の 自俾 なりと 言 ひ 或. 

はソ ロモンの 作と 言 ひ、 エレ ミヤの 自白な りと 言 ふ、 書中 モ ー セ的 記述の 多き 所より a- れば 或は モ， I 


セの 心靈的 實驗錄 なりと 言 ふに 信 を 置く. F きかと も 思 はれ、 何れと も 判明され ない ので あるが， S. お 

にしても 非常に 該博なる 智識 を 有する 人が 深き 敬虔の 念 を 以て 書いた ものである は 共. 2：  iJt の 畳 富 深 

遠なる 事が 證 明して ：15 る。 之に 接して 獨り 人生の 極めて 深き 所に 觸れる のみでな く：： 取 古の あらゆる 平 

術 技 藝に關 して 知る 事が 出來 る。 科學、 文藝、 醫術、 冶金に 至る、 ^6 で 凡そ 人類に 關係 せし 事に して 約 

百 記に 記載され ない もの はない と 言 ひ 得る 程で ある。 思 ふに ゾ n モ ン 時代の^ 人の に 成りし ものな 

らん か .斯 る 大著 述を屮 I せし 著者の 名の 不明であった 當 時の 時代が 如何に 偉大に して 多くの 博 人 を；^ 

せし かが^ ばれる ので ある。 偉人は罩獨に生するものでなく偉人を輩出せし時代は必す特殊^^大の時 

代で ある。 如何なる 劇 も 文 學も約 百 記に 比して は 兒戲に 等しき ものである。 これ 決して 批の大 著述 を 

貶す る 傲慢の 言で はなく、 ヒ マラ ャ 山と 富士山との 高さの 比較が 何人に も出來 るが 如く 唯 比較した ま 

でで ある、 如何なる 讚崔の 辭を聯 ぬると も 吾等の 語 を 以てして 此 書の 價値を 言 ひ 表 はす 事 は 出来ぬ。 

扨 約 百 記 は ヨブの 生涯 を 骨子と して 作者の 精神 を 述べた る ものにして、 Iq-n 園の 忠臣 藏が 作者の 现想 

を畫 いた ものであるが 而も 架空の 事で はなく 事實 のあった 事で ありし が 如く、 約 百 記 も 亦 事 實を書 い 

たもので は あるが 然し 歷史 ではない。 義人 ヨブ は ゥヅの 地 (多分 亜 刺 比 £ュ 地方) に 於て 繁榮 富裕に し 

て 信仰的の 生活 を 營んで ：5 た。 其 富 は 莫大に して 七 男 三女 は储 かに 育ち、 今 は 各 一家 を 有し、 各自の 

1^ 生 日に は 兄弟 姉妹 宴 筵 を 設けて 歡を 共に して 和樂 堂に 充ち、 实筵 終れば ヨブ は 必す潘 祭 を 獻げて 彼 

等の ために 潔淸の 祭り をな したと 言 ふ、 一 族の 繁榮 あり、 信仰 あり、 誠に 彼 は 古代の 美しき 家長の 校 

範 であった。 これ は 地上に 於け る ヨブの 惠 まれた る 生活 狀 態であった。 

兹に 天上に 於て は 會議が 11 かれ、 神と サタンの 問答が あった。 これが 事實 である や 否や は 別問題と 


して、 要は 此世 は此 世の みに 非す して、 宇宙 間に 人間以上の 實在物 ありて せ を 支配す る 寧 を 知る にあ 

る。 神 は サタンに 對 して ヨブの 行動の 正しき と 信仰の 深き を稱揚 せられた、 人の 善に 就て 聽く 事を好 

まざる サタ ンはョ ブの 信仰 を以 て 神の 惠み璺 かにして 繁榮 極まりた きに よる ものと して 爭ひ、 遂に 神. 

の 許 を 受け 地上に 降りて ヨブ を 試む る 事に なった。 サタ ン抑も ：5 者で あるか は 他日に 讓る として 此 言； 

は 現世に 於て 何れの 代に も 放 たれる 所で ある。 人が 利 慾の 計算 を 離れて 善事 をな す 如き 事の ある 可き： 

害な しと は 常に サタン の 言 ふ 所であって 之に 道理が ある。 文化の 進みた る 今 曰に 於て 國と W とのな す 

所 皆 悉く 利 慾を檫 準と してで ある。 サタン は 神の 前に 立ち 戰慄く 事な く是を 一 百 つたので ある。 眞の 基. 

目 者た る ものの 世に ありよう 害がない、 金錢 のた め 又は 名譽 のた め 乃至 は 天！： を む 慾 心よりの 信者： 

に 非す して 神の 惠みを 離れて 猶ほ彼 を 愛し 慕 ふの 人 あり や 否やと、 斯て 神と サタンとの 問に 赌が 設け 

られ た。 而 して 地上に 於て ヨブの 身 邊に頻 々たる 災厄が 襲うた。 榮 えに 榮 えて 和樂に 堪えられし 彼の 

へきれき  も ti ら  おびた V-  ろ *1 

家に 霹靂 一 聲大 變災の 報を齎 したる 使者 は 野外より 馳せ歸 つた。 彼の 夥しき 牛と 牝瞜 馬と はシバ 人の 

しふけ き  ケす  わかもの 

襲撃に X まうて 掠め 去られ 少者 は 殺された との 報で ある、 報 吿の言 は 翁 終らざる に 第二の 使者 は來 りて 

羊と 少者と が 雷火に 撃 たれて 死せ る を 報じ、 績 いて 第三、 第 ra の 使者 は， 驗駝の カル デャ 人に 掠められ、. 

彼の 子女 は 長兄の 家に て 实飮中 大風に 襲 はれ て 盡く變 死 せ る を 報じ 來 つ た C 富豪 ヨブ は倏忽 にして 無 

一物と なり 剩へ其 七 男 三女 をまで 盡く 失うた、 實に 激しき 災厄であった。 如 斯きは 人生の 實 驗に徴 し. 

て 虞 々見る 所に て 一 日の 中に 非す とも 災難 は 多く 踵 を 接して 來 るので ある。 ヨブた る もの 悲み 且つ 喪 

神 せざるを得ない 、神の 厚き 加護 を 謝しつ，^ ありし 者が 斯る 災厄に 會 うて は 或は 祌を詛 ふに 至る であ, 

らう、 これ サタンの 胡せ し 所であった。 併し乍ら ヨブ は 詛ふ事 をせ す 感謝して 一一 >n うた、 


エホバ 與へ M ホバ 取り 給 ふ、 H ホバ の 御名 は 讚べき かな、 

と、 災厄に 會 うて 全く 罪 を 犯さす 愚かなる 事 を 一一-;:: はすして 祌を 讚美した、 偉なる 哉 ヨブ、 サタン は 第 

1 戰に 於て 遂に 敗北した リ 

神との 賭の 第一 戰に 敗れた る サタン は猶も 執念く 神の 前に 立って 我 見 を 述べた。 凡そ 人の 仰の 終.. 

局の 目的 は 身命の 保存に あり、 彼 は 之が ために は 時に 骨肉 を 犧牲に 供す るを辭 せぬ、 されば 如何に ョ 

ブの 信仰に して 堅固な りと も 一 度其身命に脅迫を加ふるに於ては必す祌を詛ひて之を^^てんとゾ 此處 

に び サタン は N ホパ の 許 を 受けて ヨブ を 試む る 事と なった。 其 結果と して ヨブ は 不治の； 大 刑^に， 他 ■ 

つた、 わけても 惡質 にて 今日の 所謂 白 象 病の 徵 であるとの 事で ある。 產は奪 はれ 子女 は變 死し、 八， -ゃ 

彼 自身 叉恥づ 可き 不治の病に 犯され 灰の 中に 坐し 土 瓦の 碎片 にて 身を搔 きつ \ あ る憐む 可き ものと な. 

つた。 搗 てて 加へ て 唯一 人の 親近 者であった 彼の 妻 も 亦 背き r 祌を詛 ひて 死る に 如かす」 と 彼 を 幾り 

て 去る に 至った。 而も 彼 は 妻の  一一-一 II ふ 所 を Hf ク なる 婦 の  一一 m として 卻け、 

我ら 神より 福祉 を受 くる なれば 災禍 も 亦 受けざる を んゃ、 

と 毅然として 動かなかった。 然し 「ヨブ 全く 其の 朞を 以て 罪 を 犯さ ざり き」 の 一 句の 裏に は 心中に 限 

り なき 苦しき 戰 のあった^ が 想像され る。 

此處に 彼の 友 H リバ ズ、 ビルダ， テ、 ゾパ ルの 三人 は 彼の 不幸 を 聞いて 同情に 堪 へす 之 を 慰めん とて *• 

其 住居 は 各 遠く 隔 りしが 言 ひ 合せて 同じく 彼の 許に 来りて 見れば 昔日 富家の 主人たり し 面影 は 更にな 

く， 見識り 難き 程の 痛ましき 姿であった U 辨 しく 聲 を舉げ て 泣き 遠來の 友相會 して 七日 七夜 一 語 を發. 


Si 演  - wo 

し 得なん だとの 慘 たる 狀況 が努髴 される。 灰 情眞に 謝す 可し、 路の 遠き を麼 はすして 窮- おの」.^ に 難め 

る 友 を 慰めん とて 來る。 併し乍ら ヨブの 苦痛 は 之が ために 幾 倍され し 事ぞ、 妻 去り 近親 遠 かる 零落の- 

極に ありて は 孤獨猶 忍ぶ 可き も 同情者に 接して は堪へ 難き は 人情の 常で ある、 萵感 胸に 狂 ひし 事で あ 

らう。 三人の 中 H リバ ズは 年長者に して 人生の 經驗に 富み、 ビ ルダ デは學 深く して 智識に 富み ノゾ。 ハ 

ル は 年少に して 元 氣に充 つ、 此 三人の 者 は 各 其 有する 所の 物 を 以て 不幸なる ヨブ を 慰めん とて 来たの 

である。 世 は 常に 此 三つの もの を 以-て 人の 不幸 を 慰めん とする ので あるが、 現世の 人生 觀は rai^ して 苦 

痛 を 慰む るに 足る であらう か、 ヨブの 生涯 は 之に 答 を 供した ものである。 作者 は 天上の 事 を 熟知して 

之 を 書きし なる も ヨブ は 天上に 於て 如何なる 事が ありし か 少しも 知らす して 斯く處 したので ある。 一 - 

二 章 は 約 百 記の 發端 なれ ども 實は此 一 一章に て完 きもので ある。 吾等 若し 天上の 會議 を拜聽 する を 得し 

ならば 艱難辛苦 或は 耐へ 難き 事に 非 ざらん も、 地上に 在りて 之 を 窺 ひ 知る を 得ない のであって、 災 

を 我 儕の 身に 下す 神の 御 心 を 推察し 得る もの は 唯 信仰 あるの みで ある。 或は 斯の 如くして 我 倚 を 苦し 

き 試 誘に 會せ給 ふ 神の 無慈悲 を怨 むの 念 兆す 事 も あらう が、 これ 世の 良 教師が 學 生に 問題 を與 へて、 

彼等が 幾晝 夜の 苦心 思索 を 以ての 解答 を 待ち 敢て 易々 と 解答 を 示して 生徒の 勞を 省き 一 時の 勞を 除き 

て 永久の 損失 をな さしむ る 如き 不親切 をた さぬ と 同じ 事で ある、 祌は斯 くして 吾等の 完成 を 只管に 待 

ち 給ふナ 、慈悲 者で ある" 人生の 問題 は 難解 なれ ども 神の 惠み によりて 遂に は 解き 得る ので ある。 吾等 

は 之が 解決に 五十 年 七十 年の 生涯 を 費し 盡すも 又惜む 可き ではない。 聞く 獨逸 皇帝が 未だ 東宮の 頃 一 

敎師が 難解なる 試驗 問題が 彼 を 苦 まし めん 事 を 恐れて 豫め私 かに 是を 明かせし に 資質 英邁の 彼 は 翌日 

衆生 徒の 前に 出て 本日の 試驗 問題 は斯々 と黑 板に 大書して 敎 師を赧 顔せ しめしと 云 ふ- r 良敎師 は斯の 


如き 事 をな さす 神 亦 慈愛に 富み 給 ふが 故に 斯の 如き 事 はなさす して 吾等 自身の 解決 を 待ち 給 ふので 

ある。 

約 百 記 三、 四 章 (六月 六 曰) 

け つ - -5  けき  フ '-. i 

約 百 記 は 全體の 結構より 之 を 一 の 劇と して 觀る 事が 出来る、 而も 此劇 たる や 外面の 劇でなくて， 側 

の 劇で ある。 併し 未だ 之 を釗に 演じた る 者 ある を 聞かない。 思 ふに 如何なる 名優と 雖も ヨブ を演 する 

こと は出來 ないから であらう、 また 之 を 演じ 得る 程の 人物なら ば 恐らく 俳優に はならない からで あら 

う、 乂餘 りに 靈 的であって 是に舆 味 を 持つ 事の 出 來る觀 客がない からで あらう〕 然し 組織 は 劇的で あ 

つて 全部 ra: 十二 章屮 明かなる 區 分が ある。 第一 は  一、 二 章の 緒言であって ヨブの 場合 を 記し、 第二 は 

ヨブ 對三 友人の 問答であって 三 章より 一 一十 六 章に 至り 約 "rC 記の 大部分 を 占めて 居る、 第三 は ヨブが 三 

人との 議論に 勝ちて 後の 獨語 にて 二十 七 章より 三十 一 章に 至り、 第 g; は 一：； 十一 一章より 三十 七 章に- rf- る 

ヨブ 對 エリ フの 記事に て、 H リフは 傍に 在りて ヨブと 三人の ものとの 議論が 結末が 付かぬ ため 仲裁に 

屮 いで、 一方に は ヨブ を 戒め 义 一方に は 三人の もの を 戒めた ので ある、 第五 は ヨブ 對ヱ ホバの 記事で あ 

る、 エリ フの  一一 一一 c ふ 所 も 亦 不完全であった ために 遂に M ホバ 御自身 顯 はれて ョブと；^isり給ぅたので、 こ 

れが 三十 八 章より §： 十 一 章に 及ぶ、 而 して 第 六が 最後の §:トー 一章に て； y の 緒論に 返りて 簡單 明瞭に ョ 

ブは； y に 勝る 幸 一 i を 以て 惠 まれたり との 結末の 記事で ある。 

約 百 記の 主要部 は 第一 一の ヨブ 對三 友人の 記事であって 之が 謀 へんと する 所 は 何で あるか を 知って 他 

は 講義 や 註釋を 待た すして 諸^ 各々 自身に て 之 を 解す る ことができ、 約 fc 記 は 諸君の 最もお もしろ き 


is み 物と なる ので ある。 

： 二人の 友人の 立場 は 如何、 三人 各自、 經驗、 智識、 年齢に 於いて 多少の 相違 は あれ ども 大體 同じ 人 

生觀を 持って 居た ので ある。 彼等 は ヨブの 許に 來 りて 七日 七夜 唯聲を 擧げて 泣く のみに て 一 語 をも發 

. する 事が 出来なかった、 ヨブ は 遂に 堪へ 兼ねて 火山の 喷 火の 如くに 發言 した。 ヨブ 語を發 して 神 を I 

. ひ しか、 人 を 怨みし か、 將た 己れ を 貴め しか、 これ 共に ヨブに は 出来ない ことであった、 而も 此 苦み 

め 中に 在りて 何もの かを詛 はすして は 居られぬ、 兹に ヨブ は 己の 誕生の 日を詛 つたので ある。 祌を詛 

ふ 能 はす、 人 を 怨み 义 自己 を責 むる 能 はすして 己が 誕生の 日を詛 ふ、 誠に 無意味の 如くであって 而も 

吾等 何人も 遭遇す る實驗 である。 種々 の 語 を 以て 繰り返して 誕生の 日を詛 ひ、 胎に やどりし 夜 を詛ふ _ 

許す 限りの 語 を 以て 「生れ ざり せば」 の 意 を 痛切に 言 ひ 表 はさんと したので ある、 何故に 斯く迄 激し 

. き 艱難が ョ ブの 身に 臨んだ ので あらう か、 彼 は祌を 探る 者の 立場と して 最も 辛き 所に 立 つので ある。 

尺に は 何人に も 多少の 苦しみの 經驗は あれ ども ヨブ は 更に 更に 深き 苦み を 持った ので ある。 普通の 懐 

疑で はなく、 艱難の 底に 陷 りて 神 を 見失って 一 點の光 もな くな つた 深刻なる 苦み である。 世の 極貧 者 

いってつ 

は猶 最も 憐む 可き もので ない、 曾て 富み 榮 えたる 者の 一 躓して 極貧 者と なりし ものが 最も 憐む 可き で 

あって、 榮 華の 味 を 知れる だけに 一 人の 苦痛が あるので ある。 基督 者が 光 を 失 ひし 苦痛 はこれ であり. 

ヨブの SS はこれ がた めで ある。 ヨブに 於て 最も 善き は 生れない 事に て、 次 は 生れて 直ちにへ m 息の 絶え 

る 事で あり、 その 次 は 育てられない 事で ある。 人生が 無意味と なりし 時の 歎き は 實に斯 くも 切なる も 

ので ある。 ヨブの 此 歎きの 語が 如何に 力 ある もので あるか は 説明 は出來 ぬが、 假令 ヨブ 程で なくと も 

艱難に 遭遇して 訴 ふる 所な く獨り え 苦み し經 4^ を 有する もの は 之を讀 みて 最もよ く 解り. 繰り返さ 


れ たる 語の 中に 一 も 冗漫の 言語な く、 深き 苦痛 を發 表せる ものである 事が 知らる. - であらう、 此經驗 

. なきものに 對 して は說明 損で ある。 世の 多くの 人 は 基督 者の 歡喜を 知らないと 同時に 父 其 苦痛 を 知ら 

ない ので ある、 吾等に は 吾等 特^の 歎きが ある、 富の なき 事で はない、 _5^- 業の 失敗で はない、 ー^^从の 

■. 不幸 事の 如き 事で はない、 深き/ \ 心靈の 奥の 歎きで ある。 年少者に して 此消 息の 解らぬ もの は須く 

他日 を 待って 解る 可き である。 憐む 可き 哉 ヨブ、 祌を 見失 ひ 光に 離れて 悶 ゆる 彼 は藏れ たる S を 索" る 

よりも 切なる 思 を 以て 死 を 望み、 墳墓の 彼方の 休息 こそ 今 は 唯一 の 慕 はしき ものであった。 

正直なる 老人 テ マ ン人 H リパズ は 口 を 開かざる を 得なかった、 己が 人生 觀を說 いて ヨブの 苦痛 を 癒 

さんと した。 テ マ ンは 死海 南方に 位する 當時 商業 上樞 要の 大都會 であって 學者を も 多く 出し 一 種の 人 

生 哲學を 有って 居った ので、 H リパズ は 之 を 代表した 者と 見る 事が 屮 U 來る。 而 して 其說く 所 は ヨブに 

は 何の 慰と はなら すし て 正 に 傷 所 に 針の 痛みであった。 r 汝は 曾て 人に 誨へ 之に カを與 へし も 今汝の 

. 身に 艱難 臨めば ぉぢ まど ふで はない か」 と は H リ バズが 發 したる 最初の 語であった。 彼は學 者で は あ 

つたが 未だ 苦痛の 學 校に 人った ことのない 世に 多く ある 所の 友人た るに 過ぎなん だた め 艱難に 在る も 

め を 慰む るの 道 を 知らなかった。 彼 は 更に 語を續 けて 雷うた、 「人 は 各 其播く 所の もの を 接る、 罪な 

くして 亡び 篛 しくして 絶 たれし もの は 古より 首て ない、 猛獸 獅子の 群 も 一 朝 神の 氣 吹に 遭へば 臉く 四 

. 散す」 と、 畢竟 人の 榮枯 盛衰 は 自己の 行爲の 結果に 由る とする ものにして 今や 艱難の 極に 在る ヨブに 

はこれ 已の 不義 を 貴 めら る、 の 言であって、 傷 所に 刺さる、 第二 針、 歡 きの 上の 教き、 資に堪 へ 難き 

痛棒で ある、 誠に 無慈悲なる 慰で ある。 十二 節 S.S 以ドは 世界 文學に 有名なる H り。 ハズの 幽靈談 

と 稱 せらる \ ものにして 或 人は沙 翁の マクべ ス 剌の幽 靈も斯 くまで 凄く はない と 云 つた aiii である、 


に , レ  十で 

「人い かで 神より 正^ からん や」 八. '日の.；？ In 等に は已に a 々之 を 聞きし が 故に 至って 平凡の 語で は ある 

が、 ん 生の 奥義 を斯る 物凄き 時に 聞かされて 生涯 深く 心魂に 人る ので ある、 同じ 眞现も 之 を 聞く 場合 

によりて 深く 心に 徹する ので ある。 此語 ヨブに は 稍.^ 慰と なる も义 祌に對 して 眩く の 資格な しとの 伏 

線になる ので ある。 要するに H リ バズの 根本 精神 は不 誇に は 必す禍 あり、 義 者に は必す 幸！ i が 報いら 

る 、 と-言 ふに あ る の で ある。 ョ ブも亦 せ て は斯く 信ぜし もへ.' や 自身が 比 災難に 15) う て はわから たくな 

つた、 勿論 ヨブ は自 已を以 て 完全なる ものと は m 心 はぬ がさり とて 已が 行爲の 罰と して 斯る 災難が 臨ま 

うと は 思 はれぬ。 單に X 人に 责 めら る i のみに 非す して 自己の 半分と 友人と に 責めら る k の である、 

外に は 友人に 責められ，^ に 自己の 謀叛が あるので ある、 友人に 對 する は 寧ろ 易 けれども 內 なる 自己の 

；祉服が-：^！-難でぁる。 骨て は n 一人の ものと じ：^ 仰 を 語った 事で あらう が 今 は 境遇 一 變 して 信仰 も 亦 同 

じから す、 三人 の^は それ， の經 験と 學識 と元氣 とに より 各方：，！ より 好意 を 以て ヨブに 迫り、 其 身 

に 臨みし 災難 を 以て 罪の 確證 となし 懺悔 を强 ひんと する ので ある。 ヨブ は 今 大難の 中に 在りて 祌は見 

えす 薬 一 筋の 扶け にも 鎚る、 ^も璣 き 少女が 骨肉 親戚の 迫害の 屮に危 く 所信 を 保つ が 如き つらき 場合 

である。 ヨブに して 此處に 己が 罪 を 懺悔して 神に 謝すれば 友， 人と 說は合 ふけれ ども ヨブに は それ は 出 

來 ない、 ョ ブの 信す る 所 は 災難 は 神が 不義の 罰と して 下す ものではなくて 原因 は 他に 有る の である、 

此處に 劇的の 興味が ある。 ヨブ は 今 一一 一一 G ひ 難き 苦痛の 屮に其 原^ を 知る 能 はすして 苦んで 居る が、 神 は 

彼 を 憎む ためではなくて 之 を 救 はんとして 祕密の 中に 災難 を 與へ給 ふので ある。 神 は 不公平なる もの 

であらう 乎、 或は 人を飜 弄さる、 ので あらう 乎、 天道 2^ して：： y 耶非耶 の 疑問 を 抱く もの 多き 時に 玆に 

約 w 記の ある ありて 吾等に 大 なる 慰 を 供す るので ある。 


約 百 記 自三章 至 三十 一章 (六月 十三 日) 

ヨブ 對 三人の 議論 は三囘 繰り返されて 居る、 ヨブ 語り H リパズ 答へ、 ヨブ 語り ビルダ.、 テ 論じ、 ヨブ 

論 すれば ゾ パル 答へ、 ヨブ 述 ぶる 毎に 友人 は 交 はる， <\ 語る、 斯 くして 友人 は三囘 宛、 ヨブ は 九囘に 

亙りて 論議した。 ヨブの 議論 は 漸次に 強烈と なりて 流石の 三人 も 遂に は辭 なきに 至り、 最後に は ビル 

ダデが 第一 一十 五 章に 於け る 短 かき 答へ をな せし 外 答 ふる 事が 出來 なくなった、 答へ ざれば 負けと なる 

故に 止む を 得す 答へ たので ある。 ヨブ は猶も 之に 答へ て 友人の 言 を 待ちし も 遂に 何等の 答がなかった 

ため 一 一十 七 章 以下の 感情 ありの ま、 の獨語 をな した、 これ ヨブ 對 三人 及 ヨブの 獨 語の 大意で ある。 論 

する 所 は 長 けれども 其 主意 は 明瞭で ある、 三 友人 は 神は義 しきが 故に 不義 者 を 罰する に は 不幸 を 以て 

し、 義 しきものに は 幸福 を惠む もの なれば ヨブ の 身に 臨みし 痛ましき 災難 を以 て 彼 自身の 不義 惡 行の 

招く 所と なし、 之を隱 さす 一一 目 ひ 表 はして 祌の赦 を 受けよ と 言 ふので ある。 流石に 敎育 あり 情誼に 厚き 

友 なれば 初めに は是を 露骨に 述べす、 神學を 述べ 歷史を 語りて ヨブの 悟る を 待った。 然るに ヨブ は 悟 

る 所な くして 此 艱難 を 以て 罰せら るべき 己が 罪 を 認めなん だ 故に 第一 一 囘目は 攻擊が 強くな りて 肉迫し 

たる も 猶ほ罪 を 言 ひ 表 はさなかった ため 最後に 老人 H リパ ズは思 ひ 切って 軍刀 直 入 「なん ぢの 惡大な 

るに 非す や、 汝の罪 はき はまり 無し」 (二十 二 章 五節 以下) 云々 と 正面より 其 罪 を數へ 上げて 悔改を 

迫った ので ある、 無慈悲 極まる 語 なれ ども 初めより 之 を 言 つたので はなく 最後に 止む を 得すして 言 つ 

たので ある、 而も 好意 を 以てで ある、 世間に 此 種の 友人 多く 吾等 も 亦經驗 せし 所で ある。 ヨブの 身に 

ゆる 

臨みし 艱難 を 以て 罪の 確證 となして 責 むる 事 は 今日の 裁判 法より して は容す 可から ざる 所 なれ ども 神 
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め 賞罰 を斯の 如く 信す る ものの 立場と して は當然 である。 祌癒を 信す る ものの 如き も叉此 類であって 

ま、 病 は 不義 を懲 すため の 刑罰 なれば 不義 ありて 其 身に 疾病 あり、 不義 を改 むれば 病 癒 ゆと 言 ふので 極 

めて 簡單に 說明は 付く と雖 も、 人生 はしかく 簡單に 説き 去り 得 可き もので はない、 艱難に は 更に 深遠 

なる 意味が あると は 約 百 記の 記者の 一一 目 ひたき 所であって、 ヨブの 答に 深き 味が あるので ある。 三人の 

•■>  ,o  A つれつ 

言 ふ 所 は條理 整然 主義 一貫、 議論と して は 堂々 たる ものなる に反して、 ヨブの 言 ふ 所 は 支離滅裂、 感 

. 情に 走りて 或は 友人 を 責め、 神 を 責め、 或は 己が 罪 を 歎く かと 思へば 叉 罪 を 犯さす と 言 ひ、 友 を 憤る 

かと 思へば 之に 賴 るが 如き 語 をな し、 論 33 の亂れ たる 到底 三人の 議論 堂々 たるに 比す 可く もない、 し 

かも 此價 値な き 議論が 萬 世に 傳 はりて 力 ある 事 は 吾等に 何を敎 ふるので あらう か。 此 世に 於て 條理の 

000O00C00OO00OOOO  OO0OOO0OOCOC0OOOOOOO 

整った 議論に 最も 力が あるので はなく、 議論に 勝つ 事は必 すし も 最後の 勝利で はない、 議論 は 立た す 

對 者に 說き 伏せられて 散々 に 敗らる、 とも 而も 負けない 場合が あるので ある。 十六 世紀の 中頃 ル— テ 

ルに S りて SP へら れ し宗敎 改革の 氣 運が 漸く 盛ん な ら ん とす る ゃ羅 馬敎會 に て は 博 學强記 の 雄 辯 家 ェ 

ック をして ライプチヒ 議場に ル ー テル を 論破せ しめ、 以て 事 は 終った と 思うた、 然るに 何ぞ 計らん、 

眞现と 良心の 上に 立ちし ル ー テル は 議論に 負けても 信仰に は 負けなかった、 勝利 は 遂に ル ー テルに 歸 

した、 博 學ゃ雄 辯 ゃ玆に 於て か 誠に 憐む 可き 者で ある。 約 百 記の 記者 はよ く 此事を 解した る 劇的 技俩 

に 富みし 者であった 事が 思 はれる。 。ハ ゥ n が 猶太 敎を駭 せし 羅馬書 や 加拉太 書に 於け る 議論 も 殆んど 

議論に はならぬ 者で あると は斯る 事に 熟達せ る 頭腦を 有った る 人の 等しく 云 ふ 所で ある けれども、 世 

界は 之に 由り て 動き。 ハ ゥ 口 は 犬なる 捷利を 博した ので ある。 我等 は斯る 事實を ヨブ 對 三人の 議論に 照 

して 見て 一 入 深き 興味 を覺 ゆるので ある。 今日の 語 を 以て 言へば ヨブ は實驗 家に て 三人 は神學 者で あ 


る、 ヨブ は 精神 を 語り、 三人 は 智識 を 語った ので ある。 今日の 神 學者は 端然と 構へ て 宗敎家 を 以て 自 

から 住 じて ゐる、 若し 深き 苦痛に 堪へ 兼ねた る 老翁 又は 老媼 ありて 彼等 を訪 うて 敎を乞 ふ あれば 彼等 

は 一一 一一 tl ふで あらう。 ァゥ ガス チン 曰く、 カント 曰く、 聖書に 斯く ありと、 しかも 彼等 は 少しも 其 苦痛 を 

△  △ 厶厶 A 厶厶 厶厶 <!△  △△△△ 厶 厶<1<1<"<1<1<1 <!△△<! 厶 二 

慰める 事が 屮 I 來な いので ある、 學校 にて 學 びし 祌學は 以て 人生の 深き 疑問 を 解く に は 足りない ので あ 

る。 此 席に 在る 一 少年と 雖 ども 猶 オック ス フォ ー ド大學 にても ケンブ リツ ヂ大學 にても 學ぶ 事の 出來 

ない 事 を 人生の 實驗 によりて 學 ぶので ある、 されば 如 M なる 祌學者 にても 吾 智識 以外の もの は ゆにな 

いと 言 ふ 事 は 出来ない、 殊に 人と 神との 關 係に 至りて は 彼等の 解し 得ない 事が 多い、 これ 神學を 修め 

ない ものの 力と する 所に て、 祌學 者の 犬に 慎む 可き 所で ある。 今日 吾國に 送られし 外國宣 敎師の 如き、 

彼等の 多數は 或は 祌學に は 通す る 所 あらん も 人生の 實驗に 學ぶ所 極めて 淺 きが 故に、 今日の 日本の ョ 

ブの 心に なれない、 隨て 歷史を 異にし、 生育 情 性 を 異にする 日本人の 敎 化が、 彼等に 出来よう 苦が な 

いので ある、 エリ パズ、 ビル グデ、 ゾ パル は祌學 者に て ヨブ は 平信徒で ある、 平信徒た る ヨブ は 救 を 

神學 者に 求めん とすれば あはれ 砂漠に 於け る溪 川の 流の 如く  (六 章 十五 節) 空しく 消えて 3： の 慰藉 を 

なぐさめ びと 

も 得すして 失望 あるの みで ある、 「誠に 汝等 はみ な 憐れなる 慰 人なる かな」 (十六 章 二 節) と 言 は ざ 

る を 得ない。 「わが 朋友 は 我 を 嘲 けれども 我 目 は 神に むかひて 淚を 注ぐ」 (同 二十 節)、 汝 等に 5^ へす 

して 祌に訴 ふるとの 意で ある、 干 萬 無量の 想 を 述べた る 一語で ある、 「わが 友よ 汝等我 を恤れ め、 我 

を恤れ め、 神の 手 われ を擊 てり」 (十九 章 一 一十 一 節)、 我を責 むる 友に 對 して 憤り 詈る のみに 非す して 

同情 を 要求す る もこれ 叉 友人に は 解らぬ 事に て、 彼等 は 「汝は 宜しく 悔 改めよ」 と 言 ふの 外 はない の 

むじ 、ゆん  と 

である、 論理 家 は 矛盾せ る 語 を 執って 「汝の 態度 を 鮮明に せよ」 と 言 ひたいで あらう が、 併し これ 眞 
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人 ヨブ の詐ら ざる 吿白 である。 祌學 者の 一一 一一 n ふ 所 は條现 立ちて よく 祌學 に應 うて は 居る けれども 同 一 事 

ふ， こし  ちんぶ  'y よ. 3 よ,、 せつ 

を 繰り返す に 止まりて 靈 性に 些の 進歩が なく 依然として 陳腐で ある。 ヨブ は 大河の 如く 迂餘 曲折 時に 

右に 寄り 左に 曲る 觀は あれ ども、 愈々 流れて 愈々 淸く 次第に 神に 近づき、 責めら るれば 貴 めら る&程 

光明に 向 ふ、 暗黑の 波に 漂 ふ 時に も 前途に 光明 を 失 はない、 兹 にも 知識の 人と 實驗の 人の 對 照が 見ら 

る，^ ので ある。 艱難の 中に 友に 責められ 苦み 論じつ k 漸く 光明 を 認めて 議論 は 十九 章に 至りて 其 絶頂 

に 達する ので ある。 世に 第 十九 章 は 約 百 記の 分水嶺と 唱 へらる、 これより 後の ヨブの 生涯 は 苦しき 中 

みやこ 

にも 刺 然と 光明 を 認め、 逑續 せる 勝利の 進軍で ある、 都を遙 かに 望みての 旅行で ある。 

ち PV  くち 

或れ 知る 我 を 贖 ふ もの は活 く、 後の 日に 彼 かなら す 地の 上に 立たん、 わが この 皮 この 身の 朽 はて 

ん後 我れ 肉 を 離れて 神 を 見ん (十九 章 二十 五、 六 節) 

彼 は キリ スト 前千餘 年の もの なれ ども 旣に 明かに キリスト を $1- み 見し ものである、 彼の 生涯 は 假令艱 

難の 中に 終る とも 彼 は 不幸の 者で はない。 寳に 信仰の 進歩に は 高き 價を 要する、 よき 書物 を讀 みて 美 

はしき 感情 は 得らる k も 信仰 は 書籍より は 得られない。 ヨブ は殆ん ど堪へ 難き 代 價を拂 うて 此處に 一 

段 信仰の 進歩 を 得た ので ある。 今 は 解す るに 難き 吾 身に 臨みし 艱難に 付ても 何れの 曰か 肉 を 離れて 祌 

を 見 奉り 神 御自身が 說 明して 下さる 時が あるで あらう と。 ヨブ は 激しき 苦痛の 實驗 によりて 止む を 得 

すして 此 結論に 達した ので ある、 此 確信が 實に 非常の 力で ある、 此 確信に 達して 艱難 も 苦痛 も堪 ふる 

事の 出来ない もので はない。 彼の 三人の 友人 は 立派なる 議論 を 繰り返す に 止まりて 此 信仰に 達する 事 

は 出来なかった。 ヨブ は 最早 彼等の 慰藉 を 要さない、 議論に 勝ちし に 非す、 神 を 認めて 勝った ので あ 

る。 此 精神の 高潮に 達した る 約 百 記 第 十九 章 は赏に 壯美絕 大の大 文章で ある。 此 所に 峠を越え て 後の 


約 百 記の 文章 は 一 段の 美 はし さ を 加へ た、 第一 一十 九 章の H" バズの 攻擊 に對 して 間接に 答 ふる ヨブの 

獨 語の 如き 训 けても 美 はしく ある。 

約 百記自 三十 二 章 至 四十 一章 (六ガ 二十 H し . 

H リフの 一一 目 (三十 二 章より 三十 七 章) は 約 百 記 中 最も 興味な しと 稱 せらる k ものであって、 其 中に 

三 四の 貴き 一一 一一 n 語がない ではない が、 然し 約 百 記全體 が莊嚴 優雅の 言語 を 以て 充 たされて 居る に 比 絞し 

て 如何にも 平凡で あり、 其 前後と の 關 係が 薄く し て 其 懸隔が 甚し い 事より 推して 或 人 はこ れは約 百 記 

記者の 筆に 成った ので はなく 後人の 加 へ たもので あると 霄ふ。 然しながら 此 中に 約 百 記 中の 大切なる 

ものが あるので ある。 H リフは 抑 も 如何なる 人で あるか、 彼 は 名 もな きー靑 年であって 今まで ヨブと 

三人との 議論 を 立ち聞きして 居った が、 三人が ヨブに 言 ひま くられて 答 ふる 事が 出來 なくなり、 ヨブ 

が 論壇 を獨 占せ る を 見て 默視 する に堪 へす 飛び入り 演說 とも 言 ふ 可き もの をな したので あって、 此事 

其れ 自身が 旣に大 なる 興味の ある 事で ある。 彼 は 今の 人が 老人 を輕 蔑す る 如きで なく 老年 者に 對し大 

なる 尊敬 を拂 ひ、 己れ 年少の 故 を 以て 彼等の 議論に は滿 腹の 不滿を 抱きつ k も謙遞 して 今まで 沈默を 

守り 居りし も、 ヨブが 己 を 正義し として 下らす、 三人の もの は ヨブの 災難 を設據 として 理不盡 に 彼 を 

責 むる を 見て 不平 抑へ 難く 遂に 沈默は 破れて 言うた ので ある。 

おも 

我れ 意へ らく 日 を 重ねた る もの 宜しく 言 を 出すべし、 年 を 積みた る 者 宜しく 智慧 を敎 ふべ しと、 

但し 人の 衷に は靈 あり、 全能者の 氣息 人に 聰明 を與 ふ， 大 なる 人す ベて 智慧 あるに 非す、 老 たる 

者す ベて 道理に 明， ：3 なる に 非す 云々 (三十 一 一章 七 節 以下) 
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と、 而 して 其述 ぶる 所の 他の 三人 者と 異なる 所 は 彼が 徹頭徹尾 ヨブに 對 して 同情 を 持ち 其 辯 護 者を以 

て 自ら 任じて 居る 事で ある、 三人の 人生 觀は 誤れる もので 災難 は 決して 彼等の 言 ふが 如くに 解す 可き 

ではなく、 これ 祌が人 をして 其 弱き を 知らし め、 心に 傲慢の 生す る 時に 之 を 除かん ための 神の 警告で 

あると は H リ フの 一一 一 曰 ふ 所であった、 人 は 動もすれば 己の 弱き を 忘れて 自己に 親り 自己に 誇らん とする 

つ ひ 

ものに て 之 を 放任 すれば 遂に その 靈魂 を 失 ふに 至る、 故に 神 は先づ 災難 を以 て 警告 を 下し 給 ふので あ. 

る。 三人の 者は此 意味 深き 災難 を餘 りに 簡單 に說き 去りて 贵き 眞理を 逸する ものである。 善人に も 亦 

災難 は あるので ある。 是れ 更に 大 なる 災難 を 免れし めんた めの 警告で あれば 善人た る 事 は 災難の 豫防 

と はならない ので ある。 深く 學を 修めた とも 思 はれぬ 未だ 經驗淺 き 無名の ー靑 年に 此考を 起さし めた 

る 事 は 實に與 味 ある 事に て、 同情と いふ ものが 人に 最上の 智識 を與 ふる 事が 知らる.^ ので ある、 學者 

の 探り 得ざる 眞理は S 々同情に 富みた る 無名の つまらな きものに よつ て發 見さる \ ので ある。 H リフ 

は 元より 學者 でもな く實驗 家で もない が 同情の 心より して 此淨き 眞理を 酌み 得た ので ある。 約 百 記の 

記者が 此眞理 を神學 者に 言 はしめ すして 無名の 靑年 H リ フ に 言 はしめ た 事 は 偶 ま 以て 記者の 思想 を竊 

ひ 知る 可き である。 吾等が 盗難に 遭 ふや 實に 不快に て 一 の 不幸 事に は 相違ない が、 僅かの もの を盜み 

去られし 事が 更に 大 なる 財 產を盜 まれ ざらん ための 警告と 解 すれば 自 から 慰む る を 得る ので ある、 疾 

病 亦 無益の 人 費と 時と を 費して 苦む 事 誠に 好 もしから ぬ 事で あるが、 これ 亦 生命 を 失 は ざらん 爲の警 

吿 となりて 攝 生に 注意す るに 至らば 疾病 も 亦 感謝す 可き である。 凡そ 人の 不幸 中の 最大 不幸、 災難 中 

の 最大 災難 は 實に神 を 不必要に 思 ふ考の 起る 事で ある、 人生 是に 勝る 災難 はない、 而 して 此 世の 總て 

の 災難と いふ 災難 は赏 に此大 なる 災難に遭 は ざらん ための. 费告 である。 


以上 は H リフが 災難に 對 する 第一 の解釋 である、 而 して 第二の 解釋は 第一 の 如くに 解釋が 出來な く- 

も 吾等 人 問 は 神の  なさる 事 を總て 知り 盡す事 は出來 ぬと 言 ふので  ある。 

二と；； り  いひ あらそ 

彼 その 行 ふところの 理由 を 示した ま はすと て汝 かれに むかひて 辯 ー审ふ は何ぞ や、 まことに 祌は 一 

度 二度と 吿 示した まふ なれ ど 人 これ を隨ら ざるな り (三十 三 章 十三、 g 節) 

以下 同 章 末節に 至る まで は H リフの 有名なる 語であって 讀者は 宜しく 反復 誦讀 して 深く 其 意味 を 味 

ふ 可き である。 人 は 多く 現世の 幸と 不幸との 理由 を 直ちに 知らん として、 永遠 者の 折角の 深意 を餘り 

に簡 單に淺 薄に 解き 去らん とする ので ある。 H リ フ の 語は豫 一一 一一 C 的であって 半分 は 解る やうで 半分 は 又 

解らぬ やうで あるが、 是を キリスト 出現の 豫言 と兒て 解す るに 難くない ので ある。 一箇の 使者 (三十 

三 章 二十 三 節) ありて (彼 自身に 擬 へて 言った ので あらう) 祌と 人との？？ に 立ち 仲保者と なりて 兩者 

の 間の 平和 を 計らん に は 人の 心に 平和 生じ、 祌の憐 偶により て 神と 人と が 和ぐ 事が 出来る であらう、 

然し 乍ら 實 はこれ 人 問に は 出来ない 事に て眞の 仲保者 は祌 でなければ ならぬ と。 ェ リ フ は兹に 自身 を 

語りつ i 心靈の 奥に 攝く 他の 仲保者 を豫告 する ものである。 人 炽悶に 陷るゃ 如何なる 遊 现も哲 學も之 

を 如何と もす る 事が 出來 す、 是を 解く もの は キリストの 外に はない。 ヨブの 苦痛 を解釋 せんた めに 全 

世界の 智識 を 要する なれ ども キリス トは 更に 大 なる 苦痛 を 嘗められ たので ある、 一 箇の 使者と 云 ふ は 

寳に 彼で ある、 畢竟 ヨブの 苦痛 を解釋 せんとす る は キリ ストの 更に 大 なる 苦痛 を解釋 せんとす る こと- 

になる、  然れば 吾等 は ヨブの 苦痛が 解ら すして キリストの 苦痛 を 解る 事 は 出来す、 キリストの 苦痛が 

解りて ョ ブの 苦痛 を 解る に 難くない ので ある。 

斯くて H リフ は兹に 彼の 言 ふ 能 はざる 所 を 語りつ & あるので ある。 要するに 苦痛の 第一 の 理由 は更 


に大 なる 苦痛 を 免る k ためにて、 第一 一は 神の なさる 所 を總て 知り 盡す審 は 出来ない 事 を 知る ためで あ 

る。 是を 容易く 解る ために 一 の 例 を 以てせん に、 處に 一 人の 父の 許に 五 人の 兄弟 ありと せん 乎、 其 

第 四 子 は 殊に 父の 寵愛 を 受けつ、 ありし が 或 日 父 は 突然 彼 を 激しく 折檻した、 何の 理由に 由て である 

か 解らぬ、 三 兄 は 共に 弟 を 責めて 平素 特^に 寵愛され し 父に 斯く折 樫 さる i に は 彼が 何 か 惡ぃ事 をな 

したため であらう、 故に 早く 之 を 謝して 父の 許 を 受けよ と 交 も 言うて 彼 を 論せ しも、 本人 は 身に 缺點 

ありと い へば あれ ども 斯く 折檻 さる & 程の 惡 事を爲 したる 覺 えなき が 故に 己れ の 無罪 を 辯 じて 止ま ざ 

りし かば、 兄た ち は 父より 折 擦され た 事 を證據 として 承知し なかった、 そこで 年若き 末弟が 出て 小 兄 

に對 する 犬なる 同情 を 以て 之 を 辯 護した、 彼 は 言うた ので ある、 父の 折檻 は 小 兄が 惡事 をな したため 

ではなくて 彼が 父の 愛に 心 を 許し 油斷 して 惡事を 犯す 様の 事の なからん ためで あらう、 又假令 さう で 

ない にしても 父の 心の 程 は盡く 知る 事 は 出来ない、 故に 之 を 以て 直ちに 小 兄が 悪事 をな したと 云ふ證 

據 とする 事 は 出来ない と。 斯くて 末弟 は 年 は 若 けれども 其 言 ふ 所 誠に 同情 あり 長兄 等の 言 ふ 所より は 

遙 かに 眞理に 近くあった、 隨て稍 小 兄 を 慰む る を 得しと 雖も猶 ほ 父の 折濫の 悉く 說 明が ついた 譯 では 

ない、 故に 小 兄 は 止む を 得す 沈默 はせ しもの の もとより 滿足 は出來 なかった。 此處に 於て 父 自身 現 は 

れ五 人の もの を： j§l ベて 殊に 第 四 子 (ヨブ) に 向って 言 ひ 給うた ので ある (三十 八 章)、 これ 寶に 偉大 

の 言で ある、 父 は 一一 百うた ので ある、 我れ 第一 に 汝に問 はん、 汝は 人生 宇宙 萬 事が 盡く 解る と 思 ふか、 

第一 一に 假令 これが 解る としても 汝に 宇宙 萬 物の 主宰 を 委任せば これに 常る ことが 出來 ると 思 ふかと。 

い-、. U ひ 

而 して 神 御自身より 斯く言 はれて ヨブ は 全く 閉口して 一語 もなかった。 余 は靑年 時代に 幾度 か 約 記 

を 繰り返し 讀んで 思った、 ヨブの 友人の 說明は 全く 說 明と はならぬ、 ヱリフ の說明 は半說 明に 過ぎぬ 


故に、 最後に 神 御自身が 現 はれて 悉く 說 明して 下される 事で あらう と、 然るに 神 は 少しも 說 明して 下 

OOO0O0OOOOOOOOOOO  ©  ©  ©  ©  ©  0  © 

されす これ 又 空しき 溪 川の 流であった。 然し ヨブ は 祌の說 明に 滿 足した ので はない、 目 を 以て 神 を 見 

(四十 二 章 五節) て滿 足した ので ある。 三 兄の 一一 一一 II ふ 所に は 少しも 服せ す、 末お の 同情 あり 眞现に 近き 

1  一一 in に は 稍 服せ しも 勿論 滿足は 出来なかった が、 最後に 父が 現 はれて 說明 はしない が 其 威厳 ある 額 を 見. 

せ 給 ひしに 由り それで 滿 足した ので ある。 然り 目に 見る 事で ある、 これでなければ 諸君の 忠難を 如何 

に說明 せんとす ると も 到底 說明 する 事 は 出来ない。 說 明に は …… 或說 明に は 服し 或說 明に は 服さない 

0000000000000000000000  0  000 つ- O0O00OOOOCOOO 

が、 十字架の上に敵のために祈り給ひしィ H ス を祌と知るならば萬_?^-は解りて叉言はじでぁる。 これ 

基督教の 基督 敎 たる 所以で ある。 若し 佛敎 であったならば 斯くは 結ばない ことで あらう、， 佛陀出 で て 

微に 入り 細に 1 りて 說明を 加へ て 結ぶ であらう、 基督 敎 にて は 結ぶ に 說明を 以てせす して 信仰 を 以て 

する ので ある。 

祌學者 は 其 畳 富なる 祌學を 以て 愈々 ヨブ を 苦め、 H リフ は 同情 を 以て 少しく 彼 を 慰む るを特 しと 雖 

も、 神 は 最後に 御自身 を 示し 給 ひて 彼を滿 足せし め 給うた。 若し 說明 ありと すれば 最初の  一 、 ニ-^：十に 

あるので ある。 これ は 天 上に あった 事に て 地上の 吾等 は 其 由 を 窺 ひ 知る 事 はや： 來ぬ U 神 は 說明を 以て 

人類の 苦痛 を 除かん と はされ ない、 說明は 如何に 巧妙 を 極め 委曲 を盡 すと も 遂に 說 明であって 人の 苦 

OOOOO00OOOOOO0OO00OOOO00OCO0OO 

痛 を 如何と もす る 事 は出來 ない、 人生 苦痛の 解 釋はィ H ス キリ ストに 由り て祌に 接する 事の 唯 一 ある 

0  0  0  0  0 

のみで ある。 
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約 百 記 四十 二 章 (六月 二十 七 =) 

エホバ は 大風の 巾より ヨブに 對し、 或は 獐猛强 力なる 河馬の 御し 難き を 以て、 或は^の 怖る 可き 等- 

の 例 を 以て 種々  語を盡 して 字 宙の莊 嚴を說 き 彼 をして 其 統御の  困難 を 知らし めんと した。  勿論 河馬 も 

轘も 動物園 內に兒 女の 觀覽に 供され、 其 革 は 袋に 製せられ て 婦人の 乎に 提げら る&今 口に 於て は 滑稽 

の觀 あれ ども これ は 三千 年 若しくは 四千 年 前の 事 なれば 祌は ヨブの 智識に 相當 せる 例 を 以て 語られた， 

ので ある。 ヨブ は 如何にして 斯る說 明に 滿足 する 事が 出来た であらう か。 然り、 ヨブ は說 明に 滿足し 

たので はなく、 神 を 見た 事に よりて 滿 足した ので ある。 祌は 「汝に S はん 答へ よ」 との 冒頭 を 以て 一 百. 

はれ たれ ど、 ヨブ は 何も 答 ふる 所な く唯默 して 總てを 神に 委ね 奉る に 至った、 彼 は 言うた。 

みづ  ？  i  はか 

我れ 自 から 了解らざる 事 を 一一 目ひ自 から 知らざる 測り 難き 事 を 述べたり、 …… 我れ 繭の 事 を-耳に て- 

聞ゐ たりし が 今 は 服 を もて 雨 を 見た てまつ る、 是を もて 我れ 自 から 恨み、 塵 灰の 中に て悔 ゆ、 

と (三 I 五節)、 神 は ヨブに 是を言 はせ たさに 今まで 忍んで 彼 を 苦め 給うた ので ある。 

神 は 更に 三人の 友人の 言 つ た 所 を 喜ば れ すして 彼等 を 詰責され、 ヨブに 由り て 彼等の ために 潘祭を 

獻げて 罪 を 謝す 可き を 命じ 給 ふた。 玆に ヨブ 三人の 友の ために 祈れる 時 M ホバ 彼の 艱難 をと きて 舊に 

復し 彼の 所有物 を 一 一倍に 增し 給うた。 繁榮 彼に 设れば 艱難の 屮には 去って 顧みなかった 兄弟 姉妹 舊知 

の 面々 贈物 を携 へて 來り 祝. ふとい ふ (十一 節)、 人情 ありの ま K にて 昔 も 今 も 異ならな いので ある、 

雄偉 莊嚴 の 記事 を 耮け來 りし 記者 は 此處に 普通 の 人情 を 語りつ k ある。 ヨブの 產は增 され； 冉び七 5R 三 

女 を 擧げて 別けて も 其 女 は 全國に 類な き 美 はし さであった との 事に て、 彼 は 一 ー百餘 歳の 長壽を 保ち 其- 


めで. u し 

子 其 孫 四 代の 繁榮 を！：^ て 安らかに 世 を 終った、 誠に 芽出度々 々 々の 大團圓 である。 

ヨブ 對 三人の 記事 は實に 偉大で あり、 H リ フの 記事 は 少しく 劣れる 如く^ら る i も 其 中には 又 深き 

眞 理を藏 し、 最後に M ホバ 御自身 現 はれて 宇宙の 莊 嚴を說 き、 ヨブ は 之に 滿足 して 彼の 最後の 生；^ は 

大 なる 榮華を 以て 惠 まると 一一 百 ふに て、 へ ブライ 人の 立場より 見て 艱難の 解釋 はついた ので あるが、 又 

ちり は ひ 

思 ふに 若し これが 眞に 信仰の 書で あるならば 約 百 記 は 宜しく ra 十二 章 六 節 「塵 灰の 中に て悔 ゆ」 にて 

し *4 

終る 可き である。 然るに 後の 繁榮 ありて 約 百 記 は 全く 破壞 されて 終 ふやう に 見える、 これにて は 信仰 

の 書ではなくて 普通の 小說と 何の 選ぶ 所 はない、 惡 魔が 祌に 向って 言った 如く 信仰 は 利益の ための も 

のと されても 是非な き 事と なり、 結局 三人の 友人の 言 ふ 所に 歸る譯 にて、 僅々 十 節 餘の記 は 折^の 

ョ ブ 記の 精神 を 破壞し ヨブ は 骨 を 折りて 三人 を說 きし も 最後に 自身 搏び 三人の 所說を 繰り返す 事に な 

しん &5 

るので ある。 世の 多くの 讀 者亦此 末節 のために 誤られ て 艱難 を 慰む る に暫 らく 辛抱 せ よ 最後 は必 すよ 

ろし からん とい ふ、 斯る人 等 は 約 百 記 を 聞きて 艱難 の條を 精讀す る を 厥 ひ 早く 最後 の 章 を讀ん で 喜ば 

ん とする ので ある。 然し 乍ら せの 事 實は必 すし も斯の 如くで はない、 ぺテ Q の：： 取 後は然 うでなかった、 

バウ 口の 最後、 ョ ハネの 最後 は然 うでなかった。 されば 約 百 記の 研究者 中に ra 十二 章 七 節 以下 は 後人 

の附 加せ しもので あるとの 說を なす ものが 多い、 吾等 各自の 信仰の ために は 約 百 記 は 宜しく 之 を 其 第 

四十 一 一章 六 節に て 打ち切る 方が よい。 人生 最大の 幸福 は 第 六 節に 在りて 其 後に 示された る繁榮 富貴に 

くひ > 

於て 在る ので はない、 ヨブが 眞に 信仰の 人で あるならば 後の 綿羊 一 萬 四千^、  >M 能 六 千 匹、 牛 一千 耦、 

牝 驢馬 幾何、 子女 幾人 はどうで もよ いので、 これ は 彼の 最大の 幸福で はない、 若し 然 うでないならば 

£ そこな ひ 

彼 は 艱難の 爲し損 をした ので ある。 
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然し 乍ち 又必す しも 六 節 以下 を 約 百 記より 取り離す を 要せす、 吾等 はこれ を 讀んで 如何にも 此 書が 

S 約 聖書であって 新約聖書 でない 事 を 知る ので ある。 來世を 認めない 舊約 時代に 於て は 艱難の 結果 を. 

短 かき 一 生涯に 於て 現 はさなければ ならなかった ので ある。 而 して 叉 神 は ヨブに 應報 をな したので は 

なく 惠み 給うた ので ある 事 を 忘れて はならぬ。 「エホバ 斯 くの 如く ヨブ を惠 みて」 と ある (十二 節)。 

ヨブが 子と しての 總て を盡 した 故に 神 は 父と して の 惠みを 下し 給うた の である、 父 は 報 ゆ る の 義務 は 

ない が 惠みを 施した く ある、 これ 愛の 働きで ある。 

ヨブ は 艱難に 遭 ひし 時旣に 七十 歳 前後に て、 其 後 更に 百 四十 年 生存せ しとい へば 二百 十 年生き た 事 

になる、 多分 これ は事實 では あるまい、 神の 惠み を來 世に 待つ 事の 出来ない へ ブライ 人 は 無理に ヨブ 

をして 異常の 長壽を 保た しめて 一 代の 內に惠 みの 結果 を 見る 事と なした ので あらう。 斯くて ヨブの 結 

末 は 約 百 記の 記者に は 必要で あつたが ヨブ 自身に は 必要はなかった であらう。 ヨブの 最大の 幸福 は祌 

を 見た 事で ある、 これ を 除いて は 他の 何物 を 以てしても 彼 を 慰め 彼が 一度 受けた る 胸の 痛み を 癒す 事 

は 出来なかった に 相違ない、 子 を 失 ひし もの は 知って 居る が、 如何なる 榮 華と 多数の 子女 を 得 たれば 

とて 子 を 失 ひたる より 受けし 心の 傷 は 失 ひたる 子 を 取り 戾 すに 非 ざれば 何物 を 以て も 消す 事 は 出来な. 

い 、 綿羊 何 萬 牛 何千 も 子女 十 人 も ョ ブ の 心の 根柢 の 痛み を 慰む る 事 の 出來 なか つたの は 明かで ある。 

約 百 記が 示さん と 欲する 所の 艱難の 目的 は 神 を 見る にあり て、 ヨブの 幸福の 絶頂 は 神 を 見た 事で ある" 

これが ために は 如何なる 犧牲 を拂ふ も價の 高き を 思 はない ので ある。 神 を 見た 事、 それ 丈に て 充分で 

ある、 祌が萬 事 を 善き に 計 ひ 給 ふ 事 は 必然で ある、 綿羊 何 萬 牛 何千と 結果 を 見る に は 及ばぬ、 約 百 記 • 

最後の 十餘節 はなく もがな である。 曾て 篤信なる 或る 痴 患者が あった、 一宣 敎師が 彼 を 見舞 ひて 慰 諭 


し 神の 恩惠 下りて 難病の 癒 ゆる 日 も あらんと 言 ひしに、 彼 は 此身此 儘に て 癒す とも 神が 明瞭に なった 

からに は 充分で ある、 來る 可き 世に 於て は 吾 も 亦 嬰兒の 肉の 如き 柔 かき 肉 を 賜る は 必定で あると 云 ひ 

て 腐爛せ る 肉に 何の 怨み も 持たなかった との 事で ある。 吾等が 約 百 記より 學ぶ 可き は 神 を 見 奉る 事で 

ある、 此 世に 於け る；： 取 後の 幸福 を 待つ は 約 百 記の 讀み損 ひで ある。 

神 は呶々 の說明 をせ す 御自身 を 示して 說 明され、 それにて ヨブ は滿 足した、 され ど 义說明 は どこか 

にないで あらう か、 然り說 明は卷 頭の  一 二 章に 書かれて ある、 此處 にも 記者の 文學的 手腕の 非凡なる 

事が 見ら る k ので ある。 初めに 惡魔 ありて 神に 向 ひ 世に 自己の ためなら すして 神 を 愛し 正義 を 行 ふ も 

の あるな しと 主張した、 祌は斯 かる 純 正義、 純 信仰の 有無に 關 して 惡 魔と 賭 を爲し 給うた、 此事 たる 

艱難が ヨブに 臨みし 說明 であると 云へば 說明 である。 此事 たる 人の 身に 臨む 艱難 を此 世に 於て 悉く 說 

明 は 出来ない が 天に 於て 何 かの 理由の ある 事 を 示す ものである、 故に 其 理由が 示されす とて 眩いて は 

ならぬ、 强 ひて 之 を 知らん とする は、 萬 事に 於て 神の 奥義に 達せん とする 人の 非望で ある、 人 は柔顺 

に 神の なさる 所 を 待つ 可き である。 

英國の 名高き 某 大將の 逸話と して 傳 へらる \ ものに、 一 夕 客 を 招 じて 會食屮 彼は不 SI 當 U 午後 三時 

倫 敦撟に 彼の 子息 を 待つ の 約 を 忘れ 居りし を 思 ひ 出し、 粗忽 を 悔い、 客に 其 33 を陳じ 席を辭 して 迎 

へ に 赴かん とせし に、 客 は 之 を 留めて 巳に 約束の 時 を 遠く 過ぎし 今に 於て 其 地に 行かる &事は 恐らく 

徒勞の 事なら んと霄 ひしに、 大將は 毅然として、 軍人の 家庭に 於て 約束 は必す 守らる、 假令 時間 は 後 

る &も彼 は必す 約束の 地に 待ち 居る 可ければ 行かざる 可から すと て、 急ぎ 馬車 を驅 つて 行きし に、 

して 子息 は 其處に 在り、 父 は 失念の 粗忽 を 謝すれば 子息 は平氣 にて 時 問の 後る、 は 父に 何 か 差 支の 生 
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ぜし 故な らん も來る 可き 事 は 必定 なれば 何時間と 雖も 待つ 心算な りと 一一 一一 n ひしと、 携へ歸 りし 父が 客に 

對 しての 得意の 情 や 思 ふ 可し である。 同じ 理由に て 吾等 は祌を 信じて 待つ 可き である。 艱難の 理由 は 

つか  まこと  つ ふや  しょち 

解ら すと も 眞の祌 の 子たら ば 眩く 事な く 神の 處置を 待つ べきで ある、 此事は 客た る惡 魔に は 解らぬ 故 

に 彼 は 嘲弄 的の 態度 を 以て 祌を 挑む ので ある。 大將の 誇り は 則ち 神の 誇りで あ 一が。 祌は ヨブの 如き 例 

そろ ほん 

を 以 て 世に 算盤 以 外 利益 以外 の 信^ あ るを惡 魔と 全 宇 {.m に 向って 誇り 給 ふので ある。 吾等の 短き 生涯 

に 於て 必す 現世 的の 報 賞に 與る ならば 榮 華 富 貴 を 欲する ための 信仰と 首 はれても 4- む を 得ない 事に な 

る、 實際 今日の 吾 H に は 或は 語 學を學 ばんた めに か、 或は 外 國の學 校に 入て 學問 せんた めに か、 或は 

此贡の 地位 を 得ん がた めに 信者と なり、 之 を 得る や 直ちに 去って 叉 信仰 を 口にせな いと 言 ふ 所謂 基督 

<"厶厶厶<1<3<:<:厶厶<3<厶厶厶<"厶<"<1<:<:<:厶<厶厶<1<"<1<:<:<"<:厶<1<3厶 

信者が 斟 くない。 吾等 人に 嫌 はれ 宣敎師 に 忌まれつ &も祌 は 神なる が 故に 信じ 彼 を 人に 示すべき であ 

る。 此處に 信者に 臨む 艱難の 說 明が ある、 勿論 全部の 說明 ではない がー 部 は說明 さる.^ ので ある、 艱 

難を斯 くの 如くに 解して 聊か 之に 耐 ふるの 援助と なる ので ある。 

祌を 嘲り 人 を 詈る惡 魔 は 遠き 昔の 唯 一 人に 止まらす して 今 も猶ほ 吾等の 周 園に 充滿 して 吾等 を 挑み 

つ \ ある も、 吾等 は 善 は 善の ために 愛し、 惡は惡 のために 憎み、 祌は 神なる が 故に 信じて 彼等 魔 族の 

挑 戰に應 すべきで ある。 此 事を敎 ふる 約 百 記が 如何に 深く して 偉大なる 書で あるか をよ く 味 はれん 事- 

そこな 

殊に 其 最後の 十 餘節を 讀み損 ふ 事の ない 樣に余 は 諸君に 望む ので ある。 (筆記) 
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神の 約束と しての 基督 敎 

0 基督 敎は 約束で ある、 實現 でない、 未来に 於て 現 はるべき 祌の 恩惠の 約束で ある、 現在に 於て 與へ 

ら るべき 恩惠の 提供で ない、 而 して 約束で あるが 故に 信じて 俟 むべき 者で ある、 今此 所に 獲 55： して 

樂ま ん と 欲す ベ き 者で ない。 

0 聖書 は 約束の 書で ある、 故に 舊 約と 云 ひ、 又 新約と 云 ふ、 舊約は キリスト 降臨の 約束であった、 而 

して 新約 は キリス ト： 冉 臨の 約束で ある、 舊約 はナザ レのィ H スの 出生と 生涯と 死と 復活と に 由て 充た 

された、 而 して 新約 は キリ ストの 再臨と 新 M ルサレ ム の實 現と 萬 物の 復興と に 由て 充 たさるべく ある 

舊約は 新約 を 助ける ので ある、 祌は舊 約 を 以て 選民の 信仰 を 養成し、 其發 達せる 信仰 を 以て 新約 を 信 

受 する を 得しめ 給 ふたので ある。  i 

O アブラハム を稱 して 「我等 & て" 人， の 父」 と 云 ふ、 「すべての 信者の 父」 と 云ふ義 である、 彼 は 最初 

の 信者であって 叉 信者の 模範であった、 彼 は國を 約束せられ しも 地 を 得すして 死んだ、 空の 星の 如き 

子孫 を 約束せられ しも 唯 一 子の イサク を與 へられし に 過ぎなかった、 彼の 一 生 は 信仰の 一 生であった、 

彼の 一， 孚 くべき 國は祌 の 約束に 於て 存 した、 彼の 子孫 も 亦 神の 約束に 於て 在った、 アブラハムに 在りて 
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は 神の 約束 を 離れて は 彼が 齢 百 歳まで 俟て與 へられし 唯 一 子の イサクと、 彼の 妻 サラを 葬りし マクぺ 

ラの 墓地が あつたの みで ある、 而 かも 彼 は 「不信 を もて 神の 約束 を 疑 ふこと なく、 反て 其 信仰 を 篤く 

して 祌を 崇め、 神 は 其 約束し 給 ふ 所の 事 を. 必す 成し 得べ しと 心に 決む」 と ある (羅馬 書 四 章廿、 廿 一 

節)、 實に祌 の 約束 を 離れて は アブラハムに 土地 も 嗣子 もなかつ たので ある、 乍然、 彼 は 貧者で はな 

かった ので ある、 彼 は 「神の 如き 君主」 であった (創世記 廿三章 六 節)、 叉 其 名の 通り 「衆多の 人の 

父」 であった (同 十七 章 五節) 乍然、 事實に 於て 面う であった ので はない、 信仰に 於て 雨う であった 

ので ある、 彼は是 等の 物 を 約束せられ しに 止まり、 未だ 與 へられし に 非す と雖 も、 然れ ども 神の 約束 

を 信じ、 旣 に事實 として 與 へられし 者と 信じて 神に 感謝した、 アブラハムの 偉大なる は玆に 在った の 

である、 彼 はすべ ての 物 を祌に 在りて 信仰に 由り て 有った ので ある、 彼の 世界 は 信仰であった、 彼 は 

バウ n と 等しく M も 有たざる に 似 たれ ども 信仰に 由り て 凡の 物 を 有った ので ある (哥林 多 後書 六 章 十 

節)、 彼 は 信仰に 由り て旣に 約束の 地なる 力 ナン を 有った ので ある、 彼 は 信仰に 由り て 朱 だ イサクの 

生れ ざり し 時に 旣に 天の 星の 多き と 海邊の 砂の 數へ 難き が 如き 子孫 を 有った ので ある、 「アブ ラ ハ ム 

祌を 信す、 神 之を義 とし 給へ り」 と ある (創世記 十五 章 六 節)、 商寶の 用語 を 以てすれば、 神 は アブ 

ラ ハムに 現金 を 與へ給 はすして、 之に 代へ て 約束手形 を 渡し 給 ひし かど も、 彼 は 信じて 之 を 受け、 敢 

て 現金の 支拂を 要求し 奉らなかった ので ある、 彼 は 神より 約束 を 受けて 其 履行 を 見す して 死んだ、 然 

かも 終りまで 神 を 信じ、 其 約束の 必す赏 行 せらるべき を 信じて 疑はなかった、 度に 彼 は 「約束の 物 を 

受け ざり しと 雖も遙 に 之 を 望みて 喜」 んだ (K 布 们來書 十 一 章 十三 節)、 斯くて ァ ブラ ハムの 一 生 は 信 

仰の 一 生であった、 待望の 一 生であった。 


o 我等の 信仰の 父なる ァ ブラ ハ ムの生 雜は斯 くあった、 我等 彼の 信仰の 子供の 生涯 も 亦斯く あらねば 

にび i-,. -」  やどれ， ofe の 

ならない ので ある、 我等 も 亦 アブラハムと 同じく 地に 在りて は r 賓旅」 また 「寄寓 者」 であるの であ 

る、 我等 も亦此 世に 在りて 恆に存 つべき 城邑を 有た す、 惟來 らんと する 城邑を 求む るので ある (希 伯 

來書 十三 章 十四 節)、 我等 は 基膂者 として 此の 地に 主た らんと は 欲 はない ので ある， 我等 は此 所に 在 

りて は 「世の 汚穢 また 萬の 物の 塵 の 如く」 に取极 はる、 ので ある、 「此 世の 主」 は 信者で はなく し 

て惡 魔で ある、 此 世に 在りて は惡 魔と 其 族と は榮 え、 キリスト は 十字架に 釘 けられ、 彼の 僕 は 嬉笑 を 

受け、 鞭打れ、 拽 線と _图11 の 苦しみ を 受け、 窮乏して 困苦し むので ある、 信者 は 祌の眞 の 子供で ある 

が 故に、 神の 造り 給 ひし 此地は 其 儘^ 者の 所有 たるべし と 信す るに 過る 誤謬 はない ので ある、 ィ エス 

は 明. n に 繰返して 一一：；：： ひ 給 ふた 「我 國は此 世の 圃に 非す… 我 國は此 世の！： に 非る 3」 と (約 翰傳 十八 章 

卅六 節)、 バウ B も 亦 明白に. K 言して 曰 ふた 「我等の 國は大 に 在り」 と (腓立 比 書 三 章 二十 節)、 而 

して 基督 敎の 此の 明白なる 宣言 を信受 すして 墓督敎 會が此 世に 勢力 を 植えん とし、 此 *1 に 成功し、 此 

世の 多数の 贊成を 得る を 以て 其 目的と し；！：^ 在の 现由 となす 時に， 其 墜落 は 免 かれない ので ある、 而し 

てん， n の 基督 敎會の 多く は此悲 むべき 耿 態に 於て 在る ので ある、 彼等 は此世 以外に； 大國を 求めない の 

である、 人と 物、 彼等の 宇宙 は 之で 盡 きて 居る ので ある、 彼等 は未來 の； 太 國に窮 りなき 榮 光を镳 承が 

んが ために 基督 敎を 信す るので はなく して、 此 世に 在りて 幸福 を 享樂ん がた めに 之に 歸 依す るので あ. 

る、 實に 基督 敎の 精神 を 全然 誤認した る 者に して 現代人の 基督 敎の 如き はない と 思 ふ" 

〇 然れ ども 信者 は此 世に 目 を 迷れ ない ので ある、 彼 は 常に 上天 を 仰ぐ ので ある、 遠方 を §nl むので ある、 

彼に 取りて は此世 は實は 如何で も宜 いので ある、 彼 は 「己が ために 天に 於て 愈 美り たる 常に 存 つべき 


嗣業 ある を 知」 るが 故に 他に 己が 權利 を蹂躜 せらる、 も 差した る 不幸と は 意 はない ので ある (希 伯來 

書十ゴ rff 三十 ra 節)、 彼の 權利も 幸福 も 財產も 皆な、 此世 以外 他所に 在る ので ある， 而 して 父祖 ァ ブラ 

ハムが 終生 約束の 地の 與 へられん こと を俟 S でみ しが 如くに、 彼の 信仰の 子孫なる 我等 も 亦 終生 約束の 

天の 現 はれん こと を俟 むので ある、 我等の 世界 も 亦ァ ブラ ハ ム の それと 等しく 信仰の 世界で ある、 

我等 は 信仰に 由り て 萬 物 を 有つ ので ある、 之 を 現今 實際 的に 有つ ので はない、 神の 約束と して 信仰的 

に 有つ ので ある。 「夫れ 我等が 受 くる 片時の 輕き苦 は 極めて 犬なる 窮 りなき 重き 榮を 我等に 得しむ 

る 也」 と ある、 「苦しみ」 は此 世の 事で ある、 故に 暫時 的で ある、 比較的に 輕く ある、 然れ ども r 榮 

え」 は 約束の 聖國の 事で ある、 故に 重く ある、 無窮で ある、 絕大 である、 而 して 信者 は 信仰に 由り て 

此 世に 在りて は 苦しみながら、 此 重き 無 なる 絕大の 榮光を 己が 身に 擔 ふので ある。 又 「我等が 顧る 

(翹び I- する) 所 は 見 ゆる 所の 者に 非す 見えざる 所の 者な り」 と ある、 我等が 項 を 伸ばして 俟 む 所の 

者 は 目に 見 ゆる 所の 此 世の 物で はない、 新社會 ではない、 新 政府で はない、 億兆が 鼓腹 撃壤 して 帝德 

を唱 ふると 云 ふ 堯舜の 世の 復活で はない、 肉眼 を 以てして は 見る ことの 出来ない キリストの 國の 出現 

である、 我等 は 之を俟 望みつ、 我等の 忍耐の 生涯 を这 るので ある。 

〇 然り、 すべてが 約束で ある、 すべてが 信仰で ある、 信者に 取りて は 約束と 信仰と に 由ら すして 善 物 

とて は 一箇 もない ので ある、 「萬 物は汝 等の 屬 なり」 と あり、 「聖徒 (信者) は 世 を鞫 かんとす」 と 

あり r 汝 等の 父 は 喜びて 國を汝 等に 予へ給 はん」 と あるが、 是れ 皆な 未 來に屬 する 約束の 事であって、 

現世に 屬 する 實 現の 事で はない、 信者 はァ プラハ ムが 約束の 地を俟 みし 其 信賴を 以て 祌が是 等の 物 

を 彼等に 予へ給 ふ 其 時を俟 望むべき である、 然り、 信者 は 今 は 無一物で ある、 然れ ども 祌は 彼に 國を 


約束し 給 ふたので ある、 彼に 今 枕す る 所 はない、 然れ ども 「窮 りな く^つ 所の 城邑」 は 信仰に 由り て 

彼の 腸で あるので ある、 彼 は 4, は 無位 無官で ある、 然れ ども 世 を 精く 所の 權能は 彼に 約お せられた の 

である、 而 して 「今 片時 ありて 來 るべき 者來 らん、 必す遲 から じ」 と ある， 聖 城なる 新ら しき H ルサ 

レムが 備整 ひて 神の 所 を 出て 天より 降る を 見る は 今 片時の 後の ことで ある、 祌は必 す、 然り必 す 其 約 

束を實 行し 給 ふので ある、 「愛する 者よ 我等 はん：' (旣 に) 神の 子たり、 後い かん 未だ 露 はれす、 (然れ 

ども) 其 現 はれん 時には (キリス ト 再臨し 給 ひて 新ら しき エルサレム の 天より 降らん 時には) 我等 必 

す 神に 肖ん こと を 知る、 蓋 我等 その 眞狀を 見る ベければ^」 と (約 翰 第一 書 三 章 二 節)， 大 なる 哉 此 

希望、 大 なる 哉此 約束、 而 して 之に 對 して 我等に 大 なる 信仰な かるべ からすで ある。 

i んの 待 

彼 得 前書 四 章 七— 十 一 節 

(二月 二十 七日 柏木 聖書 講堂に 於け る 講演 大意 ソ 

「萬 物の 末期 邇 けり」 と は 初代 信者の 間に 著る しく 瀰漫 して 居た 觀 念であって 信者 相互 叉 は 不信者 

に對 する 態度 の 如き も此 根本 思想 の 上に 築かれた ので ある、 新約 聖- 書に は 屢 々 こ の 觀 念が 繰 返され て 

居る、 勿論 基督 信者 は 萬 物の 末期 近づけり と 聞いて 恐れ を懷 いたので はない、 基督教に ていふ 世の 終 

末は佛 法の 所謂 末世と は 全然 其 意味 を 異にする、 此 世の 凡ての 狀 態が ー變 して 我等の 最も しと 思 ふ 


新しき 狀 態が 出現す る 時 をい ふので ある、 恰も 百花の 開く を 待つ 冬の 末の 如きで ある、 初代の 信者 は 

常に か、 る 心 持に 於て 在った、 其 事 を 念頭に 置かなければ 新約 聖-書 は 能く は 解らない、 今の 人 は 凡て 

現在の 狀態を 基礎と して 永き 未来が 築き上げられる ものと 思って 居る、 例へば 經濟狀 態の 如き も 百年 

五 百年の 後に 至る まで 現 時と 同じく 金が 力で あると 思 へ ば こそ 人に 惠 むは 辛い 事の やうに 感ぜら る 、 

ので ある、 初代 信者に 取て は 此世は 永 綾すべき ものではなかった、 遠から す 時は來 りて 我等 は 新しき 

W に 移さる i ので あると、 彼等 は 此の 如くに 信じて 居た から 施 を 爲すは 決して 難事ではなかった ので 

ある、 今人の 考 正しき 乎、 初代 信者の 觀念 して 誤れる 乎、 之 は 犬なる 問題で ある、 一昨年の 夏の 頃 

まで 欧洲に 在て は獨 人も佛 人も英 人も^ 之と 同じ やうな 考 を^って 居た、 然るに 如何、 ^に數 日間に 

於け る 政治 〈豕 のぎ 姐接衝 はさし も 安全なる が 如くに 見え し 經濟狀 態 を 俄然 轉覆 せしめた 3 である、 殊 

に 之 を 一個人の 問題と して 見れば 何時 終末の 来らざる や を 保し 難い、 萬 物の 末期 近け りと、 新約聖書 

は その 觀念を 以て 讀 むべき である、 先頃 も 或る 篤信の 朝鮮人の 來訪を 受けた、 彼 は 事 ありて 獄 に投ぜ 

らる k 事 三年、 其 間 刀 は 毎日 彼の 首の 上に 置かれた、 神の 前に 出る は 今日 か 明日 かと 待ち. まみ 乍ら 新 

約 変 書 を通讀 する こと 前後 八囘、 其の 深き 敎は よく 彼の 咀嚼す る 所と なった ので ある、 彼 得 前書 を受 

けたる 人々 も 亦 その 心 持に 於て 在った、 而 して か、 る狀 態に 在る 時人 は 自ら 祈せ ざる を 得なくなる の 

である、 故にい ふ r 是 故に 祈 せん 爲に愼 みて 自ら 制する 事を爲 すべし」 と、 「慎み」 と は： u の 然を抑 

ふること、 「自ら 制し」 と は 之 を 節約す る ことで ある、 「己の 慾 を 抑へ 之 を 節し」 とい ふが 如し、 而 

して 斯く爲 す は 己 を 祈の 態度に 置く が爲 である、 ；^^者に取て善き祈を爲すほど大切なる事はなぃ、 信 

仰衰へ 不平 多く 人生に 意義な きを 感 する 時 決して 善き 祈は屮 I 來 ない、 故に 常に 善き 祈 を爲し 得る 信者 


の 普通 狀 態に 己 を 置かん が 爲め慾 を 抑 へ 且 節して 其 準備 を爲 すべ しとい ふので ある リ 

不信者に 對 して は 忍耐と 無抵抗、 而 して 信者 相互に 對レて は 「何^よりも づ： な； に 相愛す るの 愛 を 

^くす る 事 を 力むべし、 そ は 愛 は 多くの 罪を掩 へばな り」 と、 之 を 解して 人 を 愛すれば 以て 己の 罪 を 

消す を 得と いふ やうに 取て は 甚だ 危險 である、 罪 を 償 ふに 非す、 愛 は 人の 惡し きを 思 はすとの 意で あ 

る、 相互に 愛な き 時 罪 は 切りに 指摘せられ 詰責せられ 薪 判せられ て 遂に 人 を 救 はす 却て 之 を 沈 淪に人 

らしむ るの 實例 決して 少しと しない、 之に 反し 愛 ある 時 は 人 皆 互に 愛 を 以て 罪を掩 ふが 故に 之 を掩は 

れ たる^ は 自ら 愧ぢて 悔改に 移らざる を 得ない ので ある、 勿論 所謂 臭い 物に 蓋 をす るの 意で はない、 

徒 に指彈 する 事な く 失望せ ざる やうに 導いて やる ので ある、 凡ての 罪と はい ひ 難き も 多くの 罪 は 之 

を掩 ふこと がで きる、 愛の篤き所に此積極的治^^法が行はれる、 恰も 健康 體に 毒の 人り し 時の 如く 

全身が 之 を掩ひ 伏せて 遂に 毒物 を 消して 終 ふので ある、 定に 常識に 富みた る 言で ある。 

「汝 等： な-に 吝 むこと なく 接待すべし」、 是れ 今日の 講演の 題目で ある、 遠 人の 接待に つき 聖書の 敎 

ふる 所 は 極めて 多い (申命記 一 〇 の 一八， 馬 太傳ー 一 五の 三 五、 羅馬  一. 二の 一 三、 希 伯來書 一三の 一— 

三等)、 新約聖書に は Philoxeilia とい ふ 特別に 意味 深き 語が ある、 之 を 邦語に て 遠 人の 接待 义 は賓 

?!|： の 接待と 譯 する も 到底 原語の 精 祌を傳 ふるに 足りない、 xeiiia は 外より 來る 人であって 信者の 訪？^ 

者の ことで ある、 當時 未だ キリスト を 信す る 者 多から す、 各地に 散在して 孤獨の 中に 其 信仰 を 守りし 

時 同じ 信者 相互の 訪問 は 蓋し 特殊の 義務 又は 特權 として 行 はれた ので あらう、 兄弟 は 旅人と して 兄弟 

の 家に 迎 へ られ 深き 歡びを 交 はした ので ある、 我 邦に 於ても 三 四十 年 前に は 信者の 數も 五六 千 を 出で 

す、 從て其 親しみ は 深く 相互に 訪問 を 交換す る は 何よりの 快樂 e あった、 Pliilo と は 愛で ある、 .§ ち 
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人 を 兄弟と して 少しの 隔て もな く 親密 の範圍 內に受 人る、 ことで ある、 故に 所 is おもてなしで はない， 

口 本人の 多く は 朱 だ 客 を 接待す るの 途を 知らない、 徒に 取扱 を 鄭重に し 特殊の 尊敬 を 拂ふを 以て 接待 

の 至れる ものと なすが 如き は 誤の 甚 しきもの である、 基督 者の 接待 は 全く 之と 趣 を 異にする、 卽ち家 

族の 一員と して 親しく その 樂を頒 つので ある、 妻子の 貪す る もの を俱に 食せ しむる ので ある、 家庭に 

キリス 卜が 人り 來る時 4^ づ第 一 に 起るべき 善き 現象 は舊來 の倘々 ^々の 御 膳を錢 して 一 家 共同の 食. at 

を圍む 事で あるが、 其れと 同 じく 基督 者の 接待 も 亦 舊來の 接待 法 をー變 する ので ある、 初代 信者の 問 

に はか X る 美風が 甚だ 盛に 行 はれた、 其 起源の 一部 は 確に 邦の 風習に ある、 今日に 於ても 此點に 於て 

Jj^ も 有名なる はァ ラビ ャ人 である、 彼等に 取て 何より 喜ばしき 事 は 自己の 天幕に 人の 訪問 を受 くる 事 

であると いふ、 甚だしき は 嘗て 一人の 見識らぬ 者 其 敵に 逐 はれて 自己の 天幕に 逃げ込み しょり 喜び 迎 

へたる 所、 實は 我が 子 を 殺した る 者に して 之 を逐ひ 来れる は卽ち 子の 友人であった、 然し それでも 一 

旦 自家の 客と して 迎 へ し 以上 |ii を復 すに 忍びす とて 懇ろに 接待した とい ふ 話さ へ存 つて 居る、 {是 に 接 

待 を 重ん する 人種で ある、 か、 る 思想の 間に ィ H ス の敎が 入り 信^と しての 愛が 加 はった 爲 めいと も 

.1  二の をし へ 

美 はしき 風習と なって 斯敎 と共に 傳 はった ので ある、 遠 人の 接待 は 今日 我等の 間に も 最も？ lui しき 事で 

ある、 此 愛の 交換に 由て 互に 生活の 內情を 知り 親密の 度 は 益々 濃き を 加 ふるので ある。 (藤 井武 筆記) 

日 本に 於け る 聖書の 研究 


五月 六 H 米國 聖書 < ^社 創立 百年 記念 <? "に 於け る 講演 大意 

今 を 去る 六十 三年 前 嘉永六 年 六 九日 北米 八：： 衆 圃水師 提赞ぺ ルリが 四艘の 軍艦 を 率ゐて 突然 我が 沛- 

賀 港に 現 はれし 時 は 實に新 日本 誕生の 紀元であった、 彼は翌 安政 元年 1 一月 搏び 渡来し 常時の 橫濱 W に 

於て 我 幕府の 代表者 林 大學頭 等と 會見 を爲 したが 其 時 大統領 フィ， - モアより 時の 將. jsf 德川 { 豕定公 へ の 

贈物 三十" i を 1^ らした ので ある、 今 其 目錄を 見る に^だ 與 味が ある、 第一 蒸 汽車 一式、 次に H レ キト 

1 ルテ レグラ. 1 フ (電信 器械)、 其 他 望遠鏡、 農具、 羅紗， 天鵞絨、 酒、 書籍 等の 類で ある、 卽ち： E 

れも 西洋文明の 代表 物で あって^も 昔シバ の 女王が ソ 口 モ ン 王に 物と 金と 寶 石と を 獻げ乂 キリス 卜 

の 生れし 時 東方の 博セが 黄金 沒藥 5^ 香 等 を 捧げし やうに 西洋文明の 凡て を 網羅して 其 代表的の 産物 を 

我 園に 贈った ので ある、 而 して 其 蒸 汽車 は 先 東京 横濱 問に 探 用せられ て 今や 旣に全 闽の鐵 道 五 干 1- を 

算す るに 至り、 所謂 H レクト ー ル テ レグラ ー フ の 如き はかの 船橋に 於け る 指頭の  一 #f 直に 俄 古まで 

も 通す ると 云 ふ 無線電信と 發 達し、 其 他 H 藝科學 等我國 をして 明國 たらしむべき 凡ての 善き 物 は 一 

として 受 入れざる なく 寧ろ 西洋 諸 固に 勝る とも 劣ら じとの 意 氣込を 以て 利用せ られつ k あるの である。 

然るに 玆に尙 一 つ の ものが あった、 フィル モア は 之 を 三十 品の 屮に加 へ なかった、 上記 目 錄屮の 書 

籍 十六 冊の tZ: 容は 今より 知り 難き も 多分 醫術 兵事 等に 關 する ものであった らしく、 今 一 つの もの 卽ち 

Si 書は此 中にはなかった ので ある、 なぜ 之が 無かった か、 蓋し 幕府 は 他の もの は 何でも 貰 ふけれ ども 

之 だけ は 受取らない 事が 判て 居た からで あらう、 若し 强 てと いふな らば 巳む を す乂々 港を銷 して 交 

際 をお 斷 りする と言うた に 相違ない、 汽車 結構、 電信 結構、 醫術 結構、 せな 有難く 頂戴した けれども 
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き f きい^ 力 は 御免 蒙った、 諸君 は 橫濱に 遊ぶ 時 野 毛 山の 上より 灣 頭を脾 S する 太 神宫を 見る であら 

う- ^い 1^ によれば 之 は 外敎の 侵入 を 防ぐ が爲 の心靈 的砲臺 として 立てられた ものであると、 西洋 文 

明 は 之 を 謳歌す る も 基督 敎 だけ は 排斥し て やまざる は 昔 も 今 も 變らぬ 日本人 の 態度 である、 余輩 の 札 

幌農學 校に 學 びし 時 同窓の 一友の 父 は 心配の 餘り 余と 相 語って 言うた、 「農業 水 產經濟 何 を やっても 

よいが 耶蘇 坊主， 丈に はさせ たくない」 と， 此事は 令 も 全く 同樣 である、 他の もの は 何でも 人れ る けれ 

ども 基督 敎丈 は 日本 阈 より 取 除かねば ならぬ と 思 つて 居る 我阈の 學者 政治家 敎育家 は 決し て 少 くた い 

ので ある。  - 

然るに 初めて 我國の 門 戶を 叩いて 長き 陲 より 醒 ましたる 彼の フィルモア、 ベ ルリ 等の 考は 如何で あ 

つた 乎、 素より 委しく 知る に 由な きも 之を當 時の 記 錄に徴 する にべ ルリ は 其 上陸に 先 だち 艦 員 一 同 を 

其 旗艦 サ スケ ハ ナ號の 甲板に 集めて 感謝の 祈 を 捧げた と ある、 叉 フィル モアの 家定將 軍に 送りし 書簡 

は 「願 はくば 神、 殿 F を 守り 殿下の 國を 正しき に 導き 給 はん 事 を 云々」 と 謂 ふが 如き 文句 を 以て 結ん 

であった、 假令 彼等の 考は 果して さう でなかった としても 最も 良き 米國 人の 考が 其處 にあった 事 は 確 
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かで ある、 Q 本に 凡ての 文明 を與 へて 聖書 を與 へざる は 身 體を與 へて 靈魂 を與 へざる におし い 西洋 

文明 は 枝で ある、 聖書 は 根で ある、 日本. に與 ふべき 最も 大切なる もの は 聖書で あると、 是れ 彼等の 考 

であった、 他の もの は 皆 有難く 一 m 戴す るが 聖書 丈 は 御免 蒙る とい ふ 日本の 要求と 正しく 正反對 である • 

然し 聖書 は 遂に 日本に 人って 來た、 而も 先頃 米國 より 六 千圓の 聖書 を 我が 皇室に 獻 上した るが 如き 乎 

段 方法に 由ら すして 米國 聖書 會 社の 手に より 國 民の 間に 入って 來 たので ある、 蓋し 口 本に 聖書 を與ふ 

る 最良の 方法 は 此の 如く 之 を W 民の 問に 人る、 にある ので ある。 


而 して 多数の 日本人 は 今 も尙基 督敎を 排斥す るに 拘 はらす、 聖書 は 恰も 水が スボ ンジに 浸み 込む や 

う に 、 又は 森林に.^ の 燃えつ きしゃう に徐々 として 而も 最も 確實に 日本人 の 心の 深き 處に 入りつ、 あ 

るので ある、 ま 書と い へば外國の書のゃぅに思ふけれども今ゃ^^書は日本の書となりっ 、ある、 文す 

無 き 社會に 於け る 其の 適切なる 幾多の 實例は 先刻 山 i 至 5!?; によりて 提示せられ たが 學生其 他 有 識 階級 に 

於ても 亦 均しく 最も 眞 面目に 且 根本的に 研究 せられて 居る 事 を 余は實 見す る、 先日 聖書 會 社の 役： sg: よ 

り 余の 許に 集る 人に 對し 聖書 を賣 らん 事 を巾屮 いされ フ布職 語 聖書なら ば 一 一十 冊 位 引受けん」 と 答へ し 

に 彼 はいたく 驚いて 「事 は 其^まで 進んで， ig ります 乎」 と 彼 は 叫んだ が 實に事 は其處 まで 進んで る 

<1<<:<3<"厶厶厶<3<1<3<3厶，，-厶<1<3 厶厶 <3厶<:^<1<3<"<1<3<<厶厶<:<<<.1<-<<3 

ので ある、 今や 牧師 知らす 宜敎師 知 らす 敎會の 名簿に. 曾て 名の 載らざる 幾多の 有爲 なる 诗 年が 英獨の 

註釋 書を以 て は滿 足出來 すし て 自ら 直接 ffi: 書 の 原文 より 祌の 最高 の默示 を 得ん とお 々として 希獵語 §^ 

書 を 研究し つ、 あるので ある、 斯 くして 書 は 日本人の 思想 感情に 由て 解釋 せられ 純然たる 日^人の 

書と ならん として 居る、 余の 事業た る 『聖書 之 研究』 誌の^ 緩 も 亦此事 實を證 明す る， n 木 人に 3： よ 

り 大切なる 聖書 を 西洋人の 手 を經る 事な く  fsl 接 日本人より 傳 へんと 欲して 余は此 事業 を 始めた、 然る 

に當初 友人 は 皆 其 無謀 を 笑 ひ 之が 屮止 を勸告 した けれども 八.'：：： に 至る 迄 少しも 衰 へざる のみな ら す 號 

を 重ぬ る 事： 白 九十に して 發刊數 は增す ある も 減す る ことなき 狀態 である、 此 一 事 を 以て 見ても 日本人 

自身が 如何に 聖書 を 要求し つ 、あるか を 想像す るに 足る と 思 ふ。 

OOO0O0OOOOCCCOOO00OOO0  SSM-®®^®®©®®®®®®®^®® 

然 らば 何故に 聖書 を 日本人に 與 ふる 必要が ある 乎、 R く 之の みが 人間に 良心 を與 ふるもの であるか 

ら である、 斯く いはば 人 或は 反問して 一一 一一 〔はん、 「我等に 聖書 を 埃た すして 良心の ある あり」 と、 然し 

我等 は 果して 始終 良心 を 抑へ て 35 ない 乎、 良心 あれ ども 働かない ので ある、 良心が 死んで 居る ので あ 

大 E 五 年  I 六 九 
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る、 有名なる 倫敦 タイム スは 自ら 英國 民の 良心 を 以て 任じて 居る さう であるが 口 本の 新聞 は して 日. 

本人の 良心たり 得る 乎、 余 は R 々の 新聞記事 によりて 之 を 知る、 日本の 新聞記者に 良心な き 事 を.， 否 

な 啻に 新聞記者の みならす 政治 〔豕然 り 教育家 實業 .；}^^ 然り である、 彼等 は 誘惑の 前に 抵抗す ベ き 何 の 

力 を も 有たない、 而 して 此誇 惑に 打 勝た しむる もの は卽ち 聖書で ある、 良心な き 人？ 1 は 動物に 過ぎ T、 

^^心な き阈〔豕 は動物的國家 である、 若し 人間に 良心が 最も 大切な る もの で あるな ら ば 聖書 の 大切なる 

所以^に其日本に^^ て；：_取も大切なる所以は言ふ迄もなぃ、 願 はく は 日本 國 をして 良心 ある 國" たらし- 

めよ、 貴き^^書をして日本全國民の書たらしめょ、 かくて 他日 米國 聖書 會 社の 二百 年 記念 を 祝す るの 

日 は 又 大日 本 虫 E 會社 創立 百年 を 祝す るの 時た らん 事 を 余 は^むの である。 (藤 井武箪 記) 

五月 十  一 HI 發 行の 『福音 新報』 は傳 へ て 曰く 「次ぎに 滿堂 破る、 ばかりの 拍手 を 以て 迎 へ られ たの は 内 村 鑑三氏 

である、 氏 は 『日本に 於け る 聖書の 研究』 と 題し 力 ある 辯 舌 を 揮 はれた  氏の 演說中 情熱して 高調に 達す 

るゃ聽 衆の 中に 「然 り」 と 叫ぶ もの あり、 又 拍手して 感動 を 示す もの ぁリ  會衆滿 堂に て 千 二百 名 W 上 (；戎- 

ひ は 一一 n ふ 千 六 百 名と) であった」 と。 


失敗の 成功 

去る 六月 十五 H 群馬驟 伊勢崎 町に 於て 兩毛 地方に 散在す る 少数の 同志に ；詒 りし 所な り. 此日 暗雲 赤械 山頂き 

蔽ひ熟 風 利根 沿岸の 砂塵 を 捲り 來 りて 我等の 舍合 をして 一 層悲壯 たらしめ たり。 


人の 生涯の 最も 大切なる 部分 は 其 始め 1 はない 又 其 中程で はない、 其 終りで ある、 人 は 善く 其 生；^ 

を 終りて 之 を 完成す るので ある、 然るに 大抵の 人 は 如何で ある 乎と いふに、 其靑年 時代に 企て、 其壯 

I  i  しま 

年 時代に 築いた 事 を 其 老年 時代に 壞 つて 了 ふので ある、 其 生涯の 前半 部に 於て 或 ひ は自. ffl を iP へ 或 ひ 

は 平民主義 を 主張して、 其 後半 部に 於て 其 反 對に强 壓を唱 へ帝國 主義 を 主張す るので ある、 其 靑年時 

よはつ  す、 

代に 在りて は 熟 心に 進 新の 基督 敎を 信じ、 齢 や i 邁 みて 先輩 を 以て 目 せらる るに 至る や、 保守 主 まの 

沸敎 又は 111 敎に歸 る を 常と する。 

生 あ ■ の 人 は靑年 時代に 進取 的であって 老年 時代に 入れば 保守的になる ので ある、 神の 特^の 恩惠 

に與 るに あら ざれば 此常 則に 反して 終りまで 進取 的で ある こと は 出来ない、 而 して 人の子の 中に 唯 一 

00O0  0  0  DO0Z  OCCOOOOOOO  0  0  0  0  0  0  OOOO0O000O0OO  0  0  0 

人の ナザレの ィヱ スが 始終 一 貫して 平民の 友、 自由の 主張者、 理想の 追求 者に して 其實 行者. 大苹命 

OOOO0  00C00O0O0OOO0O  H け； 5  -  I  i  )  '  i  I  /  , しか、 -/、 

家に して 大 詩人 大預霄 者であった ので ある、 彼れ のみ は 妥協なる 者 を 知らなかった 彼れ のみ は是々 

否々 と 言 ひて 天父の 命 其 儘 を 行った、 彼の 途程は 短く あった、 然し 眞 直であった、 彼の 生 鹿 は 馬槽に 

始 つて 十字架に 終った、 彼のみ は 完全に 共 理想 を 行った、 彼 は 死 を 以て 彼の 现 想に 署名した、 而 して 

此 意味に 於て 彼 は 神の 獨子 である、 人類 中の 唯 一人者で ある、 人生 を單 的に 終りし 一事に 於て 釋迪も 

孔子 も 彼れ ィ H スに 遠く 及ばなかった、 ィ H スの みは 其 生涯 を 始めし やうに 終へ た、 彼 は n 艘山 卜： に 

流せし 彼の 血 を 以て 彼の 一 生の 事業 を 固めた。 

而 して 我等 も 亦 彼れ ィ H スに賴 りて 我等の 終 を 完成う する ことが 出来る、 然り 彼に 賴ら すして 我等. 

も亦此 世の 論者 政治家 理想家と 其 運命 を 共に せざるを得ない、 ィ H スキリ ストに 頓 りての み 我等 は靑. 

年 時代の 壯 11 を 老年 時代まで 持 續し死 を 以て 之 を 完成す る ことが 出来る、 グラ ッ ドスト ンの 如くに 保 


守 家 に始 つて 進步家 を 以て 終る ことが 屮： 來る、 終りまで 靑年 である ことが 出来る、 死に 至 るまで 现 想 

を 追 ひて 詩ん たり 預言者た る ことが 屮 Z 來る， ィ H スを 離れて 人 は 其時老 ゆるので ある、 此 世に 於け る 

i;?- 業の 成功 を 期し、 規則を^け、 制度 を 定め、 政府に 在りて は 元老と ならん と 欲し、 敎會に 在りて 監 

督 長老と ならん と 欲する、 イエス は 死に 至る まで 若々 しくあった、 而 して ィヱ スに屬 ける 者の み 終り 

まで 靑 春の 詩的 理想 を 持 綾す る ことが 屮 I 来る、 單純 にして 一 赏 せる 生涯 はィ H スに從 つての み 完全に 

之 を 遂行す る ことが 出来る。 

彼 は 言 ひ 給 ふた 

誠に 實に汝 等に 告げん、 一 粒の 麥 もし 地に 落ちて 死なす ば 唯一 にて 杯らん、 若し 死なば 多くの 實 

を 結ぶ ベ し、 その 生命 を 惜む者 は 之 を 失 ひ、 そ の 生命 を |E まざる 者 は 之 を 保ち て 永生に 至 る ベ し、 

人 もし 我に 事 へんと 欲せば 我に 傚 ふべ し、 我に 事 ふる 者 は 我が 在る 所に 在らん 

と (約 翰 傅 4 '二 章 廿叫— 什 六 節)， イエ スは 彼の 理想に 死して 之 を 完成う し 給 ふたので ある、 现 想の 

實現を期し事業の成功を^|.ふぎ之に生きんと欲するが故に此世の政治家文士敎會者等は老衰して已が理 

想の 反逆人と して 成り 了る ので ある、 「若し 死なば 多くの 實を 結ぶべし」 である、 事業 は现 想に 死し 

て擧 がるので ある， 之に 生きて 亡ぶ るので ある、 ィ H スは 能く 人生の 此の 原理 を 解し 給 ふた、 彼は豫 

言 者の 彼に 就て 言へ る を 知った、 「斯くて 彼の 靈魂 (生命) 愆の獻 物を爲 すに 至らば (贖罪の 死を遂 

ぐるに 至らば) 彼 は 其裔を 見る を 得、 其 日 は 永 からん」 と (以賽 亜 書 五十 三 章 十 節)、 イエ スは已 が 

使命に 死して 之 を 完成し、 多くの 弟子 を 作り (裔を 見)、 永^に 生き 給 ふたので ある (其 日 は 永から 


责に イエスが 此言葉 を 發し給 ひし 場合 を考 ふるに、 是れ 彼が 成功の 門に 達した 時であった、 玆にー 

人の ベタ 一一 ャの マリャの能く彼を解するぁりて；！：^仰の初穗は地上に顯はれたのでぁる (約 翰傳. H 一章 

しゅろ 

一 —三 節)、 又 M ルサ レム は 門 を 問いて 糉櫚の # ^を 布き ホザナ を 叫びて 彼を迎 へた (同 十一 一— 十九 節)、 

しかの みなら Ji* 

加 之 異邦の ギリシャ 人まで が 彼に 歸依 せんと 欲する に 至った (二. i .— 廿ニ 節)、 是れ 彼に 取り 彼の 

乘 すべき 機會 であった、 其 時まで は 彼の 鬪 時期であった、 而 して 今や 兹に 彼の 前に 成功の 鬥は？ 1 か 

れ 彼の 窗鬪の 結 菜を牧 むべき 時期 は 到達した ので ある、 ：！：！ 者 牧容の 時期、 敎會建 I- の 時期、 此界敎 化 

の 時期 は玆に 彼の 生涯に 臨んだ ので ある， 若し ィ H ス にして モ ハ メ ット なりし ならん 乎、 彼 は 此時彼 

の 世界 征服の 途に 就いた ので ある、 然れ ども ィ H スは モハ メット では 無かった、 ィ H スは 成功の 前に 

みづか  わ ii 

立ちて 自ら 身 を 敵 人の 手に 附し給 ふた、 彼 は 成功よりも 失敗 を 好み 給 ふた、 然り 永久の 成功 を 期し 給 

ひしが 故に 自 から 擇んで 失敗に 終り 給 ふた、 ィ H スの祌 らしき 所 は玆に 在る、 是れ祌 ならでは 爲す能 

はざる 所で ある、 彼 は 生命 を 愛し 給 ひしが 故に 之 を 失 ひ 給 ふたので ある。 

而して此！？^たるィ ヱ ス 一 人に 限らない ので ある、 我等 彼の 跡に 從ふ者 も 彼の 如くに 行 ふべき である、 

我等 も 亦 成功 を此 地に 於て 見ん と 欲すべ からすで ある、 我等の 窗闘 時期が 去りて 成功 時期に 入らん と 

する 時、 我が； E 志の 多く 起らん とする 時、 社會が 我が 眞價を 認めて 我に 被らす に 月桂冠 を 以てせん と 

あやま  こぼ 

する 時、 其 時が 我等の 危險 時期であった、 此 時に 一歩 を 過り て 我は自 から 我が 築きし 城を壞 つので あ 

る、 我等 は 此時ィ H スに傚 ひ 成功 を棄て 失敗に 就くべき である、 成功 は 之 を 永遠に 期し、 現世に.^ り 

て は 不遇 逆境 失敗 を 以て 終るべき である、 「人 もし 我に 事 へんと 欲せば 我に 傚 ふべ し、 我に 事 ふる^ 

を さ 

は 我が 在る 所に 在らん」 と ある、 イエ スの 弟子た らんと 欲する 者 は 彼に 傚 ひ、 成功 を收め 得る 時に 之 
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を棄 て、 彼の 如く 肉に 死し 信仰に 生きて 彼の 在る 所に 在るべき である、 卽ち 不朽の 生命に 人り て 永久 

の 成功 を牧 むべき である。 

「凡の 人汝 等を譽 めな ば汝等 禍 なる 哉」、 社 會が擧 りて 我等 を迎 ふるに 至らば 我等 は禍 なる 哉、 

(路加 傳六 章廿六 節)、 實に 基督 敎會は 世界 勢力と 成りし 其 時に 旣に 亡びた ので ある、 羅馬帝 コンス 

タ ン チン は 基督 敎會を 庇 保して 之 を 殺した ので ある、 而 して 基督 敎會は 自己 を帝國 保護の 下に^い て 

自 から 滅び 失せた ので ある、 而 して 同じ やうに ル ー テル 敎會は 北欧 諸 邦に 於て 亡び、 希 臘敎會 は露國 

に 於て 亡び、 聖公會 は 英國に 於て 亡び、 長老 敎會、 組合 敎會、 メソヂ スト 敎會等 は 社會の 歡迎を 喜び 

政府の 庇 保 を 求めて 米國 又は 日本に 於て 早く 旣に 亡びつ k あるので ある、 信仰の 固定せ し 者 之 を敎會 

と稱 ふ、 而 して 敎 會はィ H スに傚 はす、 彼の 明. G なる 敎 示に 反いて 社會 勢力た らんと 欲して 自滅 を 招 

きつ k あるので ある。 

エホバ 曾 ひ 給 ふ、 權 勢に 由ら す權 力に 由ら す 我靈に 由る 也 (撒 加 利亞書 w 章 六 節)。 

ィ ェ ス 答へ ける は 我國は 此^の 國に 非す、 若し 我國此 まの 國 ならば^ 僕 等 我 を ユダヤ人に 附さ 

る 爲に戰 ふべ し、 然れ ども 我 國は此 世の 國に 非る 也 (約 翰傳 十八 章卅六 節)。 

我等の 國は 天に 在り、 我等 は 救 主 卽ちィ H スキ リストの 其處 より 来る を 待つ (腓立 比 書 三 章 二十 

• 節)。 

基督 敎は靈 的宗敎 である、 キリスト は 我が 靈 魂の 救 主で ある、 我が 繁榮の 域 は 地で はない、 天で ある、 

斯く言 ひて 我等 は 勿論 好んで 短命に 終るべき ではない、 使徒 ヨハネ は 能く 百 歲の壽 を 保ちて 最も 靈的 

の 生涯 を 送り、 最も 靈 的の 福音 を傳 へた、 要は 肉に 死して 靈に 生く るに ある、 地上に 於け る 我事 業の 


成 力 を 期 ざるに ある、 人の 稱讚を 斥く るに ある， 常に 理想 を逐 ふに ある、 終りまで 靑 年の ェをほ 

くに ある、 好んで 逆境に 立つ にある、 豫言 者と して 生きて 敎會 者と して 終らざる にある、 成功 を危險 

H ^—する にある、 成功に 臨んで は 更らに 高き 理想 を 求めて 生命の 固定 を 避く るに ある、 此 世と 其 勢力と 

に對 して は 常に 戰鬪的 態度に 立つ にある、 生命 は 流動す 凝結し ない、 生命 は 抵抗す 征服せられ ない、 

願く ば 恩惠裕 かに 我等に 加 はりて 我等 も 亦 永久に 老 ひす 神の 少き 子供と して 存 せん 事 を。 

現在し 給 ふ キリスト 

c- 七； 十九：：： モ ァ ブ 人會 講演 大意 J 

我れ 汝等を 捨てに とせず 再汝 等に 就らん、 暫くせば 世 我 を 見る 事な し、 され ど 汝等は 我 を 兌る、 我 生 くれ 

ば 汝等も 生きん、 其 日に 汝等 我れ 我が 父に がり 汝等 我に 在り 我汝 等に 在る 事 を 知るべし (約 翰傳 十四 章 十八、 

—廿 節) 

是れ キリストの 將に世 を 去らん として 語り 給 ひし 語で ある、 之を讀 みて 不思議に 感ぜざる を 得ない- 

我れ 世 を 去る は 決して 汝 等と 我と の^る i 事で はない、 其 正 反對に 之が 爲め 我と 汝 等との 關係 益々 深 

くた るので ある、 故に 此後汝 等 何事 にても 願 はば 父 は 我 爲に汝 等に 聞き 我 も 亦 之 を 行さん (十三、 十 

四 節) とい ふので ある、 卽ち キリストが 弟子 を 去って 十字架に 釘 けられ 給 ふ は 少しも 死別で はない、 

却て 弟子との 關係 愈々 密接 を 加 ふる 所以で あると いふので ある。 
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世に は キリスト 敎信 者が ある、 叉キリ ス 卜；！：^者がぁる、 此 二者の 問に は大 なる lEi 刖が ある、 キリス 

ト敎 信者と は キリストの 敎に從 ひ 之に 依て 身を處 する 者で ある、 生活の 標準 を キリストの 敎に 取る 者 

である、 勿論 之 も 貴い 事に は 相違ない、 然し 新約 架 書の HI 的 は 單に人 をして キリスト 敎 信者たら しむ 

るに あるので はない、 彼 をして キリスト 信者たら しむる にある ので ある、 キリスト 信者と は キリスト 

御自身 を 信す る 者で ある、 而も 九 Kn 年 前に 此 世に；^ し 給 ひし キリ スト を 信す るに 非す して 八；.. 現に 生 

き 給 ふ キリ ス トを 信す るので ある、 今 現に 生き 給 ふ キリ ス トが 我と 共に 在りて 事毎に 我 を 助け 導き 慰 

め 働 まし 給 ふ 事 を 信す るので ある、 信仰 は：： -疋非 共此. 31^ まで 来らねば ならぬ、 「キリスト 斯く敎 へ 給 ひ 

たれば 斯 くせざる ベから す」 と 言 ひて 神 も キリ ス トも唯 上より 我 を 監視し 給 ふ 如くに 思 ふ は 未だ 眞の 

信仰で はない、 キリ スト 今 現に 我と 共に 在り 給 ふと 付 じて 初めて 彼の カを受 くる 事が 屮 Z 來る ので ある、 

そ. 14 

恰も 余が 生^ 中 或 一人の 側に 515 て 凡て の 助 を 其 人 に 供す る 如く 余 が 此世を 去りた る 後に も尙 生ける 友 

として 余の 助 を與へ 得る 狀態 にあるならば 其 關係は 生^の 日よりも 一 翳 親密に なると 同樣 である、 死 

したる 夫が 妻 を 助け 死した る 妻が 夫 を 助く る 事 は 或 程度 迄實 現し 得る ので ある、 然し 其 範圍は 極めて 

小さい、 之に 反し キリストの 場合に 在りて は 今や 父の 右の 御手に 坐して 我等 凡ての 生きた る 伴侶、 生 

みちび S て 

きたる 生、 生きた る 導 者と なりて 我等 を 助け 給 ふので ある、 その 目に 見えざる 事が 少しも 妨げと な 

ら ざるの みならす 此狀 態に あれば こそ 世界 w れの人 を も 自由に 助く る 事が 出 來 るので ある、 ぺテ n や 

ョ ハ ネが キリ ス ト の 側に 在りて 助けられた るよりも もっと 親しく 我等 各自が キリ ス トの 側に 在りて 祌 

の カを與 へらる、 ので ある、 而 して 此 キリスト を する 者が クリスチャン である、 此 助を受 くる 事が 

クリスチャン の特權 である。 


然 らば 其 證據は 3: 處 にある 乎、 キリス 卜 は 十字架 上に 死した ので はない かとい ふ 疑が 起る かも 知れ 

ぬ、 ^し 是れ キリスト 御自身の 明，：：： に 說き給 ひし 泰 である、 初代 信者の 確：^ して 疑 は ざり し 事で ある、 

又 今日 迄 幾 萬の 誠實 なる 人々 が 實驗を 以て 證明 せし 事で ある、 キリ ス トは 八/我等の 灰と して 我等と 

共 に あり 事毎 に 我等を 助 け？^: き 死す る 時 に も 我等を 迎 へ 給 ふ と は 彼等 の 實驗 の ：^IS る 所 で ぁ る 、 而し て 

彼等 は；^ して 唯主觀 的に さう 感じた ので はない、 若し 單に 或る 陰影 を 作り 熱心 以て 之 を說く とても 實 

在の 對象 物がないならば 直に rm えて 終 はねば ならぬ、 然るに ョ ハネ、 パ ゥ 口 ょり八，'；：i:に-^^丄る迄此確信 

を 抱い て 動 かざりし 人が 無 救に あつたの である、 妻が 一 人の 夫を專 有する よりも 遙に 深く 遙に 近く 彼 

等 は 各自 キリスト を專 有して 其 助に 與 つたので ある、 我等 も 亦 之 を 一 の 物語と する 事な く 一  の 信仰 箇 

條 とする 事な く確實 なる^ 實 として 經驗 すべきで ある、 nw! えざる キリ ス トが兒 ゆる キリ ス ト となる 時 

に 信仰の 進步が あるので ある、 而 して：：：，！ れ 11 者 無 學者も 亦 經驗し 得る 眞现 である、 否 彼等 は 却て 强者 

學 者よりも 一 署 適切なる 實驗を 有つ 事 を 得る ので ある。 

是 故に 諸子 も 今一 層 キリスト を 利用 (勿論 良き 意味に 於て) せられん 事 を-さ-む、 キリス 卜 は 決して 

自ら 高く 止まり 給 ふ 方で はない、 彼 は 人が 凡ての 問題 を 提げて 其 解決 を 求めに 来る 事 を 喜んで 待ち 給 

ふので ある、 諸子が M. か 苦しい？ 1： 題に 遭遇した 時人の 居ない 靜 かな 室に 入りて M の 飾 もな く 「.^ よ 今 

あなたの 在し 給 ふ 事 を 信じます、 私 はこの 問題 を 解く 事が 屮 Z 來ま せん、 どうぞ 之 を 解いて ド さい、 私 

に 力が ありません、 どうぞ 力 を與へ てド さい」 とい ふ 短き 言葉 を發 するならば きっと 室 を 出 づる時 は 

人り し 時よりも 大 なる 力 を 得て 出る ので ある、 人 は 之 を 神經作 川に 歸 する かも 知れぬ が 實驗し た^は 

知る ので ある、 何よりも 確かに キリストの 現在と 其 指 is^ と を する ので ある、 殊に 何 か 行き； Hi つた 場 
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- 合に は 之 を 繰 返さねば ならぬ、 n 常 身邊に 起る 小 問題 例 へ ば 下婢 を 使 ふやうな 問題に 就ても 人 は 度々 

行き 詰る ので ある、 其 時 信ぜざる 人 は 之 を 放任す るの 外な きも 信す る 者 は 聖旨に より 之 を 解決 せんと 

欲する、 而 して 確かに 其 力 を 戴く 事が 屮 I 來る、 此實驗 を 積み 一人の 生きた る 先生が 常に 我 願 を 聽き且 

助け 給 ふ 事 を 確信す るに 至れば 最早 何が 起っても 恐くなくなる ので ある、 丁度 大 銀行が あって 困る 時 

いつでも 金 を 貸して くれるならば 金に 困る 事の 無い と同樣 である、 而 して 「エホバ 言 ひ 耠ふ我 を檢せ 

よ」 と、 エホバ は 愛 を 以て かく 言 ひ 給 ふので ある、 我等 は 憚らす 立って 彼を檢 すべきで ある、 キリス 

卜の 今實 在し 給 ふ 事、 我 聲を聽 き 給 ふ 事， 我に 力 を 與へ給 ふ 事 其 事を檢 して 見るべき である、 啻に 靈 

- 魂の 問題の みならす 小兒の 養育、 家事の 整理 其 他 何事 にても 事毎に 之 を キリストに 訴 ふべき である、 

, 是 の 如くし て 祈禱は 朝夕 時 を 定め ての 日課た るの みならす 事に 當 つ て 絶えす 我が 臂に上 るので ある、 

嘗て 余の 米國 にあり し 時 或る ク H 1 力 ー 派の 婦人が 余に 告げて 言うた、 r 內 村さん、 私 どうかす ると 

物 を 失な つて {k ぶ中搜 しても 判明らない 事が あります、 其 時 私 は 祈ります、 どうぞ 其 在 處を敎 へて 下 

さいと、 そしてき つと それが 見付かります」 と、 當時余 はま だ 一個の 哲學 者であった、 「婆さん 迷信 

を 語る ナ」 と 思うて 顧みなかった、 併し 今に 至て 其 侮るべからざる 眞理を 含みし 事 を 知る ので ある、 

神 はか、 る 場 八 口に も 靜に心 を 定めて 祈る 事 を 許し 給 ふので ある、 現に 余 自身 も 之を實 行して 窮境に 途 

を發 見す る 事が 多い、 或 時田舍 にて 是非共 開けねば ならぬ 鍵が II かないで 大に闲 つた 事が ある、 其 時 

ヘルと 共に ありし 友人 は 之 を破壞 せんとし たる も 余 は 其時此 婦人の 事 を 想 ひ 出し 彼女の 敎に從 ひ 遂に 之 

を 開ける の 途を發 見した 事が ある、 是れ單 に 其 一例に 過ぎない、 小事な りと 雖も自 已 一人に て 解決せ 

んと 欲して 苦しむ 事が 少 くないの である、 我等 は 其 時 キリストの 助 を 仰ぐ ので ある。 彼 は 我等つ まら 


ぬ^!<^の聲に耳を倾けカを與 へ給ふのでぁる、 是の 如く 生きた る キリス トが 日々 我等の 生 -f^ を 導き ：！^ 後 

に は 我等の 靈を 受けて 進 園に 迎へ給 ふ 事 を 信じ 而 して 絶えす 彼に 賴る者 それが 卽ち キリス ト 信者で あ 

. 汝等 すべて 我 名に 託り て 求 ふ 所の こと は 我れ すべて 之 をれ さん、 若し 汝等 何事 にても 我 名に 託り 

て 求 は 1. 我れ 之 を 行さん (約 翰 十 gl の 十三、 十四)。 (藤 井武 筆記) 


汝等も 亦 去ら ん と 意 ふ 乎 

(約 翰 傳六章 六 七 六— 七十 一節) 

七月 三十日 長 野 驟小諸 町に 於け る 南北 佐 久郡舊 新 信者 懇親 侖： 席 卜： 溝： W 太^ 

約 翰 傳第六 章は此 福音書 中ィ H スのガ リラ ャ傳道 を 記せる 唯一 の 章で ある、 併し 其 中に 頗る 重大な 

る 意義 を藏 して 居る、 卽ち 玆にィ H スと此 世の 人との 關 係が 明白に なった ので ある、 此時迄 多くの 人 

が稷々 なる 動機より して ィ ェ スを 信じた、 或 人はィ H ス に賴 りて 羅 馬より 獨 立し 以て 舊き ユダヤ 王國 

を 建設 せんとの 愛國的 精神より 彼 を 信じた、 十一 一 弟子の 一 人なる カナ ンのシ モン の 如き は 其 一 例で あ 

る、 力 ナンと は 地名に 非す、 カナ 黨卽ち 愛國黨 又は 獨立黨 の 事で ある、 此黨 派に 屬 せし シ モン は 全く 

政治 上の 動機より 彼に 從っ たのであった、 又 或は 八 マ 日の 社會 主義者の 如く ィ H ス によって 社會 人生の 

凡ての 疾苦 を 拭 ひ 去らん とて 彼に 来りし 者 もあった に 相違ない、 又ィ H ス に 於て 直に 完全なる 道德を 
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#, 祌の 前に 猿な き 者と ならん と 欲する 倫理 上の 動機より して 來 りし 者 もあった であらう *  ： 史にド つ 

て は 本.；！ 3f の 初に 記された る テベ リャ 湖畔の ィ H ス の奇積 (大 麥のパ ン 五と 小さき 魚 一 一と を 以て 五 千 人 

を 養 ひし) を 見て 單にィ H スに 依り 肉の 救 濟に與 らんと 欲して 來 りし 者 も 多 かりし を 察する 事が 能る、 

實に 多くの 人が 彼に 從 ひしと 雖も其 動機 は iHll 々として 一 ならなかった ので ある、 然るに 此 時に 方り 彼 

等 は 皆 失望した、 ィ H スが 己の 天職の 何たる 乎 を 示し 給 ひし 時 彼等 は 悉く 失望した ので ある、 「若し 

人の子の 肉 を 食 はす 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し、 我が 肉 を 食 ひ 我が 血 を 飲む 者 は 永 生 あり， 

我れ 末の 日に 之 を 甦らすべし 云々」 (五十 三 節 以下) と 聞いて 彼等 はィ H ス により 一 も 自己の 目的 を完 

うする 能 はざる を發 見した、 ィ H スの來 りし は 國家を 救 はんが 爲 ではなかった、 而 して 是 れ愛國 者の 

失望であった、 又 此世を 改良 せんが 爲 ではなかった、 是 れ社會 改良 家の 失 であった、 我 肉 を 食 ひお 

血を飮 まざれば 永生な しと、 是 れ道德 家の 失 はつであった、 况 んゃパ ンと 魚と を 求めし 者の 失望 は 一一 一一！： を 

俟 たない、 故に 彼等 は 一人 去り 二人 去りて 遂に 殆ど 悉く 去った ので ある、 ィ H スは之 を 見て 失望し 給 

ひし 乎、 否、 r 汝等も 亦 去らん と 意 ふや」 と、 是れ失 S 一 1 の聲の 如く 聞え て實 はさう ではない、 其飜譯 

に 少しく 誤が ある、 「汝等 も 亦 去らん と 意 ふや」 に 非す、 r 汝等も 亦 去らん と 意 はざる や」 である、 

卽ち. ィ H ス御 自身より 退去 を 促し 給うた ので ある、 汝等も 亦 何故に 去らざる と、 汝等も 遂に 余の 靈的 

の敎を 解す る 能 はじ、 故に 汝等も 亦 彼等と 共に 去らす やと、 是れィ H スの眞 意であった、 ィ H スは人 

$1^ によりて 己の 信仰 を 維持し 給 はない、 ィ H スは獨 り 立って 事業 を完 うし 給 ふ、 必 しも トー： 使徒の 助 

を 要求し 給 はない ので ある、 故に 數 多の 人の 去る を 見て 彼等に も 亦 退去 を 促し 給うた、 W し此時 弟子 

の屮に は眞の 信仰の 萌芽が あった、 ぺテ 。は 弟子 を 代表して 一一 1C うた、 - 


主よ 我等 は 誰に 柱かん や、 永生の 言 を 有て る 者は汝 なり 

と、 此語は イエスに 少 からぬ 滿 足を與 へた、 併しながら 此語を 聞き 給 ひし 時に も 卜 二人 中に すら 尙ー 

人の 惡魔 ある 事 を 見脫し 給はなかった、 「我れ 汝等 十二 人を簡 びし に 非す や、 然れど 其 中の 一人 は惡 

魔な り」 と、 知るべし ィ H スの 眼中 彼の 敎を 解した る 者の 如何に 少數 なりし か を、 其 自ら 解したり と 

m 心 ふ 者の 中に も 彼 を 敵に 附 さんと する 惡魔 があった ので ある、 ィ H スと 此^との 隔絶 は 霄壌 も 管なら 

ざる ものであった。 

此事は 決して SHf なる 古き 物語で はない ので ある、 今 n: の 我國に 於ても 亦 同様の 事が 見ら る 、 ので あ 

る、 基督 敎の我 阈に傅 へられて より 未だ 六十 年に 過ぎざる も旣に 多数の 人が キリスト を 信じた、 敎舞 

の名簿に記さる.^信^1^の數のみを以てしても決して少くなぃ、 其 他隱れ たる 信者 を も 合せ 箅 ふるなら 

ば 多分 二三 十 萬に 達する であらう、 併しながら 其 等 多數の 信者 中 今日 眞にィ H スを 信じ て^の 前に 禪 

る 所な く 「我 はィ H スの 僕な り」 と 表 .H し 得る 者 果して 幾何 あるで あらう 乎、 多くの 人が ィヱ スを 3 

じた けれども 又 多くの 人が 彼を棄 てた ので ある、 彼等が 初め ィ H スを 信じた る 動機 は 種々 であった、 

基督 敎に 依て 日本 圃を *L 界第 一 阈 たらし めんとの 愛國的 動機より 信じた 者 も 多かった、 之に 依て 收 

せる 社會を 救齊し 人事 萬般の 改善 を 計らん とする 社會的 動機に a^r でた 者も少 くなかった、 叉 我 國舊氺 

の 道德を 以てして は 個人の 理想に 達する 能 はざる により ィ H ス の 完全 高潔の 敎に從 ひて 己の 身 を 潔く 

せんとす る 道德的 精神よ りする 者 もあった、 其 他 或 は 肉の 恩惠 に 與 ら んと 欲す る數多 の 階級 も あった. 

か y る 人々 が國 人中に ありし と は 言 ふだに 恥づ べき 事なる も 事 實は蔽 ふべ からす、 宜敎 師の淺 慮より 

早く 信者 を 作らん が爲め 慈善 を 以て 人 を 誘 ひし 實例は 決して 乏しくない の である、 或は 义官： 敎師 によ 


りて 西洋の 學問 智識 を 吸入 せんと 欲した る 多くの 靑年學 生 もあった、 此の 如く 彼等の ィ H ス に 来りし 

動機 は 種々 雜 多であった、 併し ィ H ス の 彼等に 與 へんと し 給 ふ もの を 得ん が 爲に彼 を 信じた 者と て は 

極めて .1 々たる ものであった、 被 等 は 漸く イエスの 敎が 自己の 要求に 應ぜ ざる 事 を 知った、 ィ エスに 

轵 りて 必 すし も 國 興らす、 必す しも 社會革 まらす、 必す しも 一躍して 聖人 君子と なる 能 はす、 此 身の 

幸 幅 智識 亦 彼に 由り て必 すし も 獲得すべからざる 事 を 知った、 彼等 は玆に 失望した、 かくて 彼等 は 幅 

音に 躓いた ので ある、 數 多の 人が ィ H スを 信じて 數 多の 人が 彼 を 去った ので ある、 帳簿 上に は 多くの 

信者 を留 むる 敎會も 出席者 は 極めて 少數 なる が 如き 狀態 を呈 する に 至った ので ある。 

此事を 見 給 ふィヱ スは 恐らく 今 尙殘れ る 我等 少数者に 向って 「汝等 も 亦 去らん と 意 ふや」 と 退去 を 

促し 給 ふか も 知れない、 其 時 我等 も 悲哀の 情に 禁 へない、 多數の 兄弟 は旣に 我等 を淺 して 去って 終つ 

た、 而 して 今や 我等 自身の 信仰 すら 甚だ 危險狀 態に 在る の f 忽ち r 汝等も 亦 何故 去らざる」 との イエ 

ス の 催告の 聲を 聞いて は實 際に 於て 我等 も 亦 去りた く 意 ふ 事な きに 非す である、 然しながら 退いて 考 

ふるに 我等 彼 を 去って 何人に 往 くべき 乎、 或は 古き 孔子 に^らん 乎、 人 動もすれば 言 ふ、 孔子 は キリ 

ストに 比して 遙に實 際 的で ある * 殊に 我等 東洋人の 思想に 能く 適合す る、 キリスト を崇 むる の 餘り孔 

子 を^す るは大 なる 誤で ある、 111 敎に 生れた る 我等 は 又 儒 敎に歸 るべき であると、 併し 我等 は 能く 知 

るので ある、 儒敎の 我等に 與 ふるもの は 基督 敎の與 ふるものと 比すべく もない 事 を、 假に 死の？^ 題 を" 

取って 見ん 乎- 是れ 何人も 遭遇せ ざるべからざる 最も 確實 なる 人生 問題で ある、 而 して 孔子 は 曰 ふ. 

「未だ 生 を 知らす 焉んぞ 死 を 知らん」 と、 此語を 抱いて 死に 對 する 時 我等 は 己 を 慰む る 能 はす、 勿論 

死 せんとす る 他人 を 慰む る 能 はす、 死に 對 して 儒教の 敎は 全然 無勢 力で ある、 其 他に 至ても 略々 一!1； 樣 


である、 敎は實 際 的な りと 雖も 其淺 薄なる 到底 基督 敎と 同日の 談 ではない、 我等 はィ H スを 去って- 

今更 孔子に 歸る事 は 絶對に 出来ない ので ある、 然 らば 佛敎は 如何、 佛敎は 折：： 學的 である、 佛敎は 深遠； 

にして 複雑なる 思索 を滿 足せし むる、 余 も近來 少しく 佛敎を 研究して 見た、 ^しながら 其 結^,^ は 基 . 

督 敎を棄 てて 佛敎に 赴く の 不可能なる を發 見した ので ある、 余に し て 若し 佛敎 に歸る ベく ば そ は 多分 

淨土宗 又は 淨土 眞宗 であらう、 これ 其 他力 主義と キリ ストの 贖の 敎 とが 酷似す る 所 あるから である- 

併し 試に 淨土眞 宗の賴 みとせ る 三部 經 (無量 壽經、 觀 無量 毒經、 阿彌 陀經) を繙 きて 之 を 新約 架 書の 

約 翰傳叉 は羅馬 書と 對 比せん か、 何人も 共 幼稚なる に 驚かむ、 淨土宗 及び ^"5: 土眞宗 の據て 立つ 所 は 唯 

無量 壽經 中法藏 比丘の SI 十八 願 中の 第 十八 願 あるの みで ある、 これ 此大 なる 宗派の 把 有せる 唯一 の 恩 

惠の 語で ある、 然るに 見よ 新約 架 書中に は斯 種の 語は隨 所に 橫 はって 居る， か k る 一語の 屮に 佻の 慈 

悲を 求めし 法然 親鸞の 深き 心 を 察する 時 は 同情に 堪 へない、 建物は宏大なるも基礎は實に微弱でぁる： 

新約^^：：書の敎ふる所は遙に廣くして^に深くぁる、 g 早に 慈悲の 一事 を 以て 見る も眞に 人心 を滿 足せし 

-6 る敎は 佛敎に 非す し て 基督 敎 にある ので ある、 されば 今に 至て 如何にして 新約聖書 を棄て て 三 部經 

に 歸る事 を 得よう 乎、 然 らば 或は 社會 主義に 歸 らん 乎、 或は 又 一一 - 'チ H に歸 らん 乎、 社會 主義に 就て 

は 言 ふ を织ゐ ない、 一一 ー チ H 彼 何者 ぞ、 -ー ー チ H 一  首 以て 之を說 明す る 事が 來る、 一 i 昔 を 去りて 一-几 ■ 

の 舊き谕 理に歸 りたる 者、 是れ -1 チェで ある、 律法 を廢 して 恩 惠に賴 りし バウ 口 を 嫌 ひ、 雜法を 以 

て 最も 貴し となし 律法 を 毀つ は 人生 を 毀つな りと いふ、 一一 ー チ H は 未だ 基督 敎の 根本 を 知らないので 

ある、 如何にして 我等 彼に 歸る事 を 得よう 乎、 其 他 論じ 來れば 今日 提供 せらる &新舊 の諸敎 一として 

基督 敎 に 取て 代るべき もの ある を 知らない、 其 事 は 余の 言を俟 たす して 諸君 自身 の旣に 感ぜら る、 所 
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ならん- 故に ィ H スを 去りし 者 は 心中 常に 寂 〔i に堪 へざる を覺 ゆるので ある、 厦々 昔懷 しく 想 ひ 出： 

づ るので ある * 實 にべ テロの 言 ひし 如く 「我汝 を 去て 誰に 往 かんや」 である *  . 水生の 一一； 一 II を 有て る 者 は 

イエスで ある、 人心の 最も 深き 所に 滿足 を與 ふる 者 は 彼 を 措いて 他に 一 もない ので ある、 故に 我等， た 

日 熟考すべき である、 彼に 失-ば 1- したる は 其 人の 罪で はない、 彼に 對 する 誤解の 罪で ある、 彼の 與 へん. 

と 欲する 最大 最美 の もの を 得ん とせす して 徒に 其 副産物の み を 期待した るの 罪で ある、 彼の 我等に 與 

ふるもの は 彼の 肉で ある 彼の 血で ある、 之 を 飮み之 を 食うて 眞の 生命 は 我等に 臨む ので ある、 此事 を. 

知つ て 彼 を 信す る 者 は W び 彼 を 去る 事 は 出来ない、 加 之 ft に 期待した る 凡ての 善き もの も 亦 間接に 臨 

ひ..」 へ 

み來 るので ある、 故に 余 は 偏に 勸む、 此際 諸君 考 一考； 冉びィ H スキ リストに 歸り來 り 彼の 忠實 なる 僕 

となりて. 水生の 恩 惠に與 らん 車 を。 

諸君の 去りし 罪は必 すし も 之 を 諸君の みに 歸 すべきで はない、 责の 一半 は敎師 自身 之 を 分たねば な 

らぬ かも 知れない、 敎師の 首 行が 諸君 をして 躓かし めた かも 知れない、 是 れ敎師 たる 者の 深く 悔 ゆべ 

き 所で ある、 殊に； i 昔 を純粹 なる 形に 於て 提供せ すして 俗人に 入り 易から しめんと したる 事が 因を爲 

したる は事實 である、 W し 今 は 何人 をも責 むる の 時で はない、 今 は 唯 イエスの 提供し 給 ふ ものの 柯た 

るか を 明，：：： に 認めて 直に. $ び 彼に 來り其 救に 與 るべき の 時で ある。 (筆記) 

(右 講演 終りて 後葡き 信者の 實驗談 を 聞き 更に 左の 注意 を 附言した) 

み 、ざ は 

諸君の話を聞きて耳障りに感する；^^叫がー ーッ ある、 第一 は 「自分」 とい ふ 事で ある、 「自分」 が 信じ 

「自分」 が 努め 「自分」 の 努力；； 牛ら すして 「自分」 が 信仰 を棄 てた とい ふ、 いかにも 信仰が 「自分」 

の 事なる が 如くに M ゆる、 思 ふに 諸君より 信仰の 退却した る 主たる 现由 は其處 にあった ので あらう、 


「自分」 は 何事 を も 爲す能 はすで ある、 凡て は 神に 爲 して 戴く ので ある * 「自分」 を 無くす る 事 之れ 

信仰の 初で ある、 神が 「自分」 に 代って 凡て を 爲し給 ふ 事、 之れ 信者の 生；^ である、 「自分」 とい ふ 

を 止めて 「祌」 「神」 「キリスト」 「キリスト」， -J いふに 至らば 蓋し 新しき！；： S 仰が 起る ので あらう、 

某- 督敎を 道德と て 「自分」 の 努力に 俟 たば 何人も 失 §卞 一に 終らざる を 得な，. ヽ 。ハウ 口、 ル ー テルと 雖 

も 自己に 頼りし ならば 早く キリスト を棄 てた であらう、 彼等の 偉大なる 事業 は 全く 「神」 に顿 りしが 

故に 成った ので ある、 信仰 は 人格の 問題で はない、 我等の 中 最も 弱き者が 眞の 信仰 を 獲得す るので あ 

るリ 

第二 は 「某 督敎」 とい ひて キリストの 敎を 高調す る 事で ある、 諸^の 信じた る は 雄；： な r 敎」 である、 

「敎」 は 主義で ある、 文字で ある、 儀 文で ある、 死物で ある、 价 も社會 主義と いひ 何々 主義と いふと 

異たら ない、 之に 生命 はない ので ある、 福音 は 「敎」 叉 は 儀 文 を 基礎と しない、 キリストの 福 昔はキ 

リスト 御自身で ある、 ける キリスト である、 その キリスト を 信じ 其 キリストに 導いて 戴く ので ある， 

基督 敎の 信仰 は 我對敎 ではない、 我對 人 である、 キリストと いふ 八， 尙 生きた る、 力 ある、 字 苗 i€ 物 

を 己が 手に 捤り 同時に 我等に 無限の 同情 を 寄す る 友人 を 有つ 事で ある、 之れ が 信仰で ある、 故に 苦し 

某 督敎を 目標と せす キリ ス トを 目標と し 茶督敎 信者た る を 止めて キリ ス ト信 者た らんと せば 必すゃ 信 

仰ー變 せん、 今 S 迄の 諸君の 失敗の 基 は 或は 其處 にあった かも 知れない、 文字の 刖は 微小で ある， 然 

し、 事實は 天地の 差で ある。 
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祈禱の 永遠 的效カ 


ィ H スは其 弟子に 告げて 口 ひ 給 ふた、 

汝等 すべ て 我 名に 託て 求 ふ 所の こと は 我す ベ て 之 を 行さん ：：： 若し汝等何^511-にても我名に託て求-, 

は^ 我れ 之 を 行さん 

と (約 翰 傅 十四 窣 十二、 十四 節)、 然るに 我が 求 ひし 祈 求に して 聽 かれざる 者が 數多 ある、 故に 自身. 

も屢々 祌を疑 ひ、 世人 は 祈 禱の無 效を唱 へ、 敎會者 は 我を責 むる に 我が 彼等の 命に 從 はすして 彼等の 

敎 會に屬 せざる を 以てする ので ある、 然れ ども イエ スの 言葉 は 過たない ので ある、 祈 禱は聽 かれない 

ので はない、 今聽 かれない ので ある、 或 ひ は 今 世に 於て 聽 かれない ので ある、 神 は 其 約束 を充 たし 給： 

ふに 方り て 永遠の 時 を 有ち 給 ふので ある、 彼 は 或 時 は 今年の 祈禱を 明年 聽き給 ふ、 其の 如く 或る 場合. 

に 於て は 今 世の 祈 禱を來 世に 於て 聽き給 ふに 相違ない、 而 して 吾人が 稱 して 聽 かれざる 祈禱と 做す 者 

の 中に 來， に 於て 聽 かる、 祈 禱が許 多 あるに 相違ない、 聖父は 其 子の 祈 禱を聽 き 給 ふに 方て 必す祈 求 - 

以上に 聽き給 ふ 者で あれば、 彼 は 来世に 於て 今^に 於け る 吾人の 祈 求に 數 倍して 之 を 聽き給 ふに 相違 . 

ない、 吾人の 愛人の 疾病が 吾人の 祈 禱に應 じて 慮えざる 場合の 如き は是れ であるに 相違ない、 神 は 來- 

らんと する 彼の 聖 ！■ に 於て 吾人の すべ て 思 ふ 所に 過ぎて 吾人の 此 切なる 祈 求を裕 かに 且つ 充分に 聽き 一 


給 ふに 相違ない、 永遠の時を有し給ふ神に吾人の祈禱を聽かんと欲して^^んぐの必要は更らになぃ， 彼 

は 或る 祈 禱は之 を 今 世に 於て 或は 今 直に 聽き給 ふ、 然れ ども 或る 他の 祈禱 は、 殊に 吾人の 永遠に^ は 

る 重要なる 祈禱 は、 之 を 不朽の 來 世に 於て 吾人の 祈 求 ひし 所に 勝 さ リて聽 き 給 ふに 相逮 ない •、 而 して. 

此事を 信じて 吾人 は 吾人の 祈 禱に聽 かれざる 者が 多く あれば とて ィ ヱ ス の 實 葉 を 疑 はない の である、 

r 汝等 何事 にても 我 名に 託り て 求 は 我れ 之 を 行さん」 と 彼 は 言 ひ 給 ふた、 「何事 にても」 である、 

然り 「何事 にても」 である、 信仰に. m り 彼の 名に 託り て 求 ひし 祈 求に 聽 かれざる もの はない ので ある、. 

然れば 喜ぶべき である、 「斷す 祈るべし」 である (帖撒 羅尼迦 前書 五 章 十七 節)、 「te に祈禱 して 沮喪 

すま じく」 である (路加 傅 十八 章 一節)、 「§1- みて 立： び 患難に 耐へ祈 禱を饭 にし」 である (羅馬 書 十二： 

章 十二 節)、 「恆に 各 樣の禱 吿と祈 求 を 以て 靈に 由り て 求め ：：： 祈りて 倦ざる べし」 である (以弗 所 書. 

六 章 十八 節)、 「fe に 禱を なし 怠らす して 感謝と 共に 之を爲 すべし」 である (哥雜 西 害 四 章 二 節)、 

信者に 取りて 無效 の祈禱 とて は 無い こと を 知るべき である、 我等の 祈禱は 我等の 生命と 共に キリス ト 

と 偕に 藏れて 神の 巾に 在る ので ある、 而 して キリストの 顯 はれ 給 はん 時、 我等の 祈 禱は顯 はに 我等に 

聽 かる，、 ので ある (哥羅 西 書 三 章 三、 四 節)、 然 れば默 せよ 我が 不信の 靈ょ、 不信の 世よ、 無慈悲の 

敎會 者よ、 我が 祈 禱の聽 かれな いのは 聽 かれない ので はない、 單 に今聽 かれない に過ぎないの である， 

我等 基 臀^ は r 朽 ざる 生命の 能に 由て 立つ」 者で ある (希 伯 來書七 章 卜 六 節)、 來世 と共に 朽 ざる 生 

命の 我等 を 待つ あれば 我等 は 永遠 を 期して 恆に 倦ます 怠らす 我等の 祈 禱を爲 すべきで ある。 
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初代 基督教の 要義 

キリスト 再來の 信仰 

(九お 十： n, 十七H兩：=に..I^り柏木s^書講^^iに於ける講j^の人意) 

帖撒 羅尼迦 前書 第  一 .51 舉第 W 章 及び 第五 章 

帖撒羅 尼： 1. 一前 書 は 現お せる パゥロ 書翰 中の 最初に 書かれた る ものである， 否 啻に バウ B 書翰の みで. 

はない、 新約 全書 二十 七卷 中の 最古の ものである、 若し 其 書かれた る 年代より するならば 馬 太 傅の 位. 

置 を 卜：： む ベ きもの は實 は斯 書で あ る 、 初代の 基督 敎 の M 相を傳 ふるもの にして 斯 書の 如き はない。 

凡そ 事 は 其 起源 を 取も貴 しとす る、 末流の 淸きは 其 上流なる 溪 水の 淸 きに 由る ので ある、 溪 水の 淸 

ほ t」 おし 

き は 更に 其 源なる 岩 問より 迸る 泉の 淸 きに 由る ので ある、 近代の 學者は 進化 を 重ん する も 信仰 は 其！^ 

.::.:^を貴ぶ、 新約^書 は y; 现 の 流の 源で ある、 帖撒 雑尼迦 前書 は 新約聖書 中の-:; 水で ある。 

一 アサ n 一一  ケは 今の サ a 一一  力で ある、 个 II の戰ハ 命に 聯合 軍の 相率ゐ て塽ノ WW に 俊 人 せんと 窺 ひつ、 あ 

t リ ： 直 要なる 場所 で あ る 、 古來 商業 貿 繁盛 に し て 束 西兩洋 の聯 結に 當れる 地方であった、 而 して H だの 

如き 地に 在りし 信者の 信仰が 眞现 の 流の 源.：：^ となつ たので ある。 

彼等の 信仰と 其 rai- と は 明，： Z 軍 純であった、 。ハウ 口 は 第一章 一二 節に 之 を 約 一一： S して 居る、 曰く 

汝等 信仰に 由て U ひ 愛に 由て 勞し 我等の 主ィ H ス キリスト を t 卞 むに 由て 忍ぶ 


と、 卽ち 信と 愛と 望と である、 是れ やがて 初代 信者の 信仰 箇條 であった、 併しながら バウ；！ は 玆に信 

愛&^-の定義を說かなぃ、 信と は 何 ぞ>  彼 は 曰 ふ 「行で ある」 と、 愛と は 何ぞ、 -彼は H ふ r 勞 である」 

と、 ^！！-とは：！：ぞ、 彼 は 曰 ふ 「忍で ある」 と、 行爲と 辛勞と 忍耐と、 是れ卽 ち 信愛 望の 眞の 定義で ある、 

知るべし 基督 敎は 初より 思索的ではなかった 事 を、 基督 敎は實 際 的で ある、 初代 信者に 取て 信仰と 行 

爲とは^の^*ではなかった、 故に 彼等 は 今日の 信者の 如く パゥ B の 敎とャ コ ブの說 との 調和に 苦しま 

なかった、 。ハウ 口 は 言うた 「人の 義 とせら る、 は 信仰に 由て 行に 由ら す」 と、 ヤコ ブは霄 うた 「人の 

義 とせら る \ は 信仰に のみ 由ら す 行に 由る」 と、 而 して 初代の 信者 は 「信仰に 由て 行 ふ」 たので ある、 

新く して 彼等 は 何の 疑惑 もな く 確 實に救 を 信じて 安んじた ので ある。 

信仰 は 必す行 を 伴 ふ、 ィ H スを 信じて 必然 之に 緩き 來る 現象が ある、 禁酒 禁煙の 如き は 其 最も 普通 

なる ものである、 或は 义 偶像 を棄て 或は 又 K; 现の立 證の爲 に 苦痛と 迫害と を んで戰 ふが 如き^ 之で 

ある、 其 實例は 所在に 之 を 見る 事が 出来る、 就中 希 们來書 第 十一 章に 記された る もの は 其 最も 顯 著な 

る ものである、 而 して テサ J1 一一 ケ の 信者 も 亦 同様であった。 

愛は勞 する、 勞も亦 行で ある、 併し 愛の 行 は 啻に 義務 を盡 すの 行で はない、 勞とは 義務 以上の 行で 

ある、 愛 は 菅に盡 すべき を盡 して 以て 足れり としない、 愛 は行爲 以上 S に辛勞 する、 敎師が 能く 其 弟 

子を敎 へたる 時に 彼 は敎師 たるの 義務 を完 うした ので ある、 W しながら 敎師 若し 厲に其 弟子 を 愛せん 

乎、 彼 は唯敎 ふるのみ を 以て 滿足 する 事が 屮 Z 来ない、 彼 は 己が 子に 對 すると 均しく 其 弟子の 爲 に辛勞 

せざるを得ない、 其^:^、 其 家庭、 其 職業、 皆 彼の 關 心事と なる ので ある、 眞に キリストの 愛に 勵ま 

された る 者の 態度 は 常に 之で ある、 歐 米の 誠實 なる i^E 者屮ー 面識 もな き 邦人に 對 して 懇篤 深 溢る、 
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教； 情 を 以て 盡カ 至らざる なき 者 あるが 如き は 之が 爲 である、 ：13 仰は此 世なら ぬ 行 を 作 ふ、 W しながら 

愛 は 其れ 以上 更に 勞す るので ある。 

. 信仰に 由て 行 ひ 愛に 由て 勞す、 初代 信者の 生活 は 兹に盡 きたので ある 乎、 若し 妓に 凡てが 盡 きたの 

であるな らば 初代 信者の 信仰 は 決して 永 綾し なかった であらう、 何と なれば 信仰に 形式 化せん とする 

の 危險が ある、 愛に 蒸發し 去らん とする の 傾向が ある， 一 一 者 は 唯 互に 相賴 るの み を 以て 立 つ 事が 出 來 

ない、 二者の 倒れ ざらん が 爲には 更に 或る 他の 者 を 要する、 三者 鼎立して 初めて 共に 安全なる 事が 出 

來る。 

或る 他の 者と は 何ぞ、 「望」 之れ である、 ありて 初めて 忍耐 を 生す るので ある、 なくして 愛と 

信仰と は 其 確 實性を 失 ふので ある。 實に 初代 信者の 最も 重き を 置きた る もの は であった、 是れ 彼等 

の 信仰に 特刖の 力 ありし 所以であった、 今の 信者 は 望 を 忘れて 居る、 之 を 忘れざる 者 は卽ち 迷信 者の 

如くに 嘲 けらる、 ので ある、 併し乍ら 我等 は tlW なき 信仰 を 想像す る 事が 出来ない、 §1 なき 愛 はやが て 

雲散霧消に 終る ので ある。 

バウ n は 殊に §-1 を說 いた、 就中 帖撒 羅尼迦 前後 書 は 最も 强く之 を高唱 する ものである、 故に 學 者 或 

は 之 を の 書翰と 稱し 以て 羅馬書 哥林多 前後 書 及び 加拉太 書の 信仰の 書翰、 哥羅西 腓立比 以弗所 書 等 

の 愛の 書翰に 對 比せし める。 

彼 は 曰 ふ 「望に 由て 忍ぶ」 と、 忍耐 は 希 Sill より 生す るので あると、 事 は 甚だ 明白で ある、 「農夫 地 

め 責き產 を 得る を みて 前と 後との 雨 を 得る まで 永く 忍びて 之 を 待てり」 と (雅备 書 五 章 七 節)、 

% の 辛き 勞^ に對 する 忍耐 は 一 に牧 獲の 希望に ある、 昔日 武士の 屍を戰 場に 嘴して 顿み ざり し は 死後 


己が 子孫に 臨むべき 報償 を-ば おんだから である、 人と して は 3： 人 も 或る 報償 を まざる を 得ない、 * 督 

. 者 も 亦 人で ある、 故に 彼 も 亦 報愤を 望む、 基督 者 は 純愛なら ざるべ からす。 基督 者 は 報惯を SI- むべ か 

ら すと いはば 是れ 普通の 人情に 背反す る 要求で ある、 祌 はか k る 要求に 應 すべき ものと して 人 を 作り 

. 給はなかった、 祌は 基督 者に も 報惯を まざる 苦痛 を 要求し 給 はない、 神 は 我等 基将 きに も 亦^ を與 

へ 給うた ので ある、 而 して あるに 由て 我等 は 苦痛に 耐へ 得る ので ある、 此 はの 人に もび S が ある、 我 

等 基督 者に も は li! が ある、 唯 其 對象を 異にする のみで ある、 ^題 は 何處に 報償 を-まむ かに ある、 世人の 

報償 は此 ぼに 於て 在る、 其 富貴に ある、 名譽 にある、 地位に ある、 基督 者の 報 惯は此 ゆに 於て 無い、 

W し 彼に も 亦 確に 報償の 希^が ある、 最も 貴き 報愤の 希望が ある、 イエスが 之 を說き 給うた、 バウ a 

も 亦 之を說 いた、 * 督敎 より 希び チ y 除去 せん 乎、 卽ち其 根抵を 除去す るので ある。 

然 らば 基督 者の 希望 は 何 である 乎、 初代 基督 者の 希望 は 勿論 マ ホ メット 敎に說 くが 如く 肉 身の 歡樂 

に 適する 境遇ではなかった、 さりと て そ は 叉 今の 基督 者の 說 くが 如き 漠然たる 未來 の救扬 でもな かつ 

た、 初代 信者の X 布び" 1 は キリストであった、 キリストの 再来であった、 は 取 終. t 判の = に キリスト ，抖 び來 

り 給 ひわ 字 架の 晴を 信す る 者に 對 して 審判 人たら す 救 主として 現 はれ 給 ひ 卑しき 體に 代へ て榮 光の. ゃ卿脏 

體を與 へ 神の 定め 給 ひし 完全の 國 正義の 國に迎 へ て 共 一 市 li- たらしめ 給 ふ、 其^に は此 ゆの 偽善 罪 .您 

悲痛 は 悉く 除去せ られず Z 物 は (a£ ハし キリスト 永遠 に 之 を 治め 給 ふので ある、 而 して 此 絶大の 恩 患 が キ 

リス 卜の W 來に 出て 始まる ので あると、 是れ卽 ち 初代 信者の 希ば I- であった。 

彼等は此希^^！を判然明確に 把持し た ので ある、 而 して 之 あるが 故に 凡て 此 世の 苦痛に 耐 へたので あ 

も， 初代： SB 者必 すし も 责勵努 わして 慾 念を斷 たんと しなかった、 唯 彼等に 輝く ばかりの 贵き希 が あ 


つた、 後に 與 へらるべき 偉大なる 報償の 約束が あった、 先づ この 特權を 握りた る 彼等の 乎 は 自ら 此世 

の ものより 離れた ので ある、 前に 望む 物の 餘 りに 貴き が爲に 八/有する 物が 惜しく なくなつ たので ある I 

來世を 慕 ふの 熟 心の 餘り 自ら 現世に 淡泊と なった ので ある、 かくて 彼等に 取て 忍耐 は 難事で はなくな 

つた、 今日 こそ 嘲弄 迫害 を 受けて 日蔭 者の 如くに 极 はる、 とも 遠から す キリス ト 天の 雲に 乘 りて 来り 

給 ふので ある、 其 時 我等 も 亦 主の 榮 光に 與 るので ある、 之 を 思うて 彼等 は 容易に 凡ての 苦痛に 耐 へた 

も は 恰も 將來の 成功 を 期す る實業 家が 暫時の 賤業を 意と せざる が 如くであった、 未来の 政權 獲得 を 望 

む 政治 {_ ^が 一時の 不遇に 甘ん する が 如くであった、 否 其 希^の 遠大な りし 丈け それ.^ け 彼等の 忍耐 も 

亦 偉大であった。 

キリストの 再來は 新約聖書 全體を 通じての 基 調で ある、 之 を 解せ すして 新約 書 を 解す る 事 はや Z 

来ない、 就中 特に 此 思想に 燃えて 書かれし もの は帖撒 羅尼迦 前後 書で ある、 。ハウ 口 ft にテサ n  -ーケ の 

信者 を 見舞 ひし 以來 彼等の 中に 世 を 去りた る 者も少 くなかった、 之 等 死した る 信者 は 如何にな るべき 

である 乎、 その 疑惑 を 解いて 殘れる 信者 を 慰めん が 爲に彼 は 有名なる 章句 を 書き 縫った、 卽ち 帖撒羅 

！：^-：！前書第四章十三節乃至第五章十 一 節が 其で ある。 

初代の 傳道 にん， 日 見る 能 はざる 一 特徴が あった、 ベ ン チコス テの R: に 使徒 等の 說敎を 聞き W れてバ 

プ テス マ を 受けし 者 凡そ 三千 人 ありし と は 使徒 行 傅の 明記す る 所で ある、 又パゥ 口の 傳道 旅： t を 企つ 

る や 所々 に 滞在す る 事 或は 三日 或は 五 ほに して 福 昔 を 信す る 者 恰も 響の 聲に應 する が 如くに 起り、 遂 

にパゥ n の 死に 至る 迄に 羅馬全 帝 W 屮幅 昔の 到らざる 處 なき 状態であった、 是の 如き は 31- して 何の 理 


.E に i^:  くので あらう 乎、 人 或は 之 を 使徒 等の 熱心に 歸 する、 ^しながら 此 一事 未だ 以て 全き 說明 とな 

すに 足らない、 熱心 如何に 大 なりと 雖も 一 人の 力 能く 二三 十 年に して 大帝 函を敎 化し 得べ くもない、 

叉 一 瞬時に して 数千の 悔改者 を 生じ 得べ くもない、 其 理由 は 自ら 他に 存す るので ある。 

蓋し 使徒 等の 說 きたる 福音 は 今 tn の それの 如きではなかった、 彼等 は大 I-S 疾呼して 曰うた 「^の 終 

は 近づけり、 キリスト はい ま 門前に 立ち 給 ふ、 やがて 撻を排 して 入り 來り給 はん、 其 時 我等 は 生ける 

ま &に榮 光の 體と 化せられ 空中に 於 て 死； ij<? と 相 遇 は ん、 永生に 入る の 日 は 遠から す * 判 は 目 隨の問 に 

迫れり」 と、 說く者 は 勿論 之 を 信じて 疑はなかった、 故に 彼等 は 一刻 も躊路 する に 忍びなかった、 彼 

等は傳 道の 熱情に 燃えた、 其 日 或は 明日 來 らん、 或は 今夜 來る かも 知れない、 夜半に 叫聲 聞え て 「新 

郞來 りぬ 出て 迎 へ よ」 と 呼ばれん 時 油 を 準備せ ざり し 愚なる ぎ 女の 遂に 門に 人る 能 は ざり しが 如く 

(馬 太傳 二十 五 章) 汝等も 亦 滅亡に 人る 事 勿れ、 今より 直に 悔 改めて 急ぎ 救 はる &の 準備 を爲 せと、 

彼等 は 起ちて：：： i| の 如くに 叫んだ、 而 して 閱く者 も 亦 之に 應 じた、 取る 物 も取敢 へす して 先づ 彼等の 聲 

に從 つた、 是に 於て か 偉大なる 傳道は 諸 所に 行 はれた、. そ は 恰も 曩日 天草の 溫泉嶽 破裂の 際、 何人も 

之 を 知らざる 時に 方り 一人の 直 者の 遽 然として 之が 警告 を發 して 地方 人 を驚駭 せしめた るが 如くで あ 

つた、 或は 叉 現ん マ の 如く 惡疫 蔓延し 苟 くも 警戒 を 怠る 時 は 忽ち 生命 を 失 ふの 危險 ある 時 隣人の 不注意 

を 坐視す るに 忍びす して 呼號 督促す るが 如くであった、 彼等 は 皆 此^の 滅亡と 新 天 新地の 出現と を 眼 

前に 期待した ので ある。 

今人の 救 扬觀は 果して 如何、 今人に 取て は 福 昔は此 世の 幅 昔で ある、 之に. 5て， 人の 思想と 行爲と 

は 向上し 之 に 由て {豕 庭 は 純化し 社會は 改良せ らる& ので あると、 救扬と は畢竞 倫理 道德 の 問題で ある、 
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併し乍ら 初代 信者に 取て はさう でなかった、 彼等の 關 心事 は キリス ト 再来の 時の 我等に 對 する 態度で 

あった、 キリスト 審判 人と して 我等 を 迎へ給 ふ 乎、 はた 救 主として 我等 を 受け 給 ふ 乎、 それが 彼等の 

最大 問題であった、 而 して 彼等の 傳 道の 動機 は玆 にあった、 信者の 彼等に 應 じたる 動機 も亦玆 にあつ 

た 0 

新約聖書 は 全然 此 立場に 於て 書かれし 書で ある、 今人の 新約聖書 を 解す るに 苦む は此 立場 を 解せ ざ 

るに 由る ので ある、 例へば かの 山上の垂訓の 如き 之 を 倫理 道德の 敎訓と 見て 其 到底 實 行し 得べ から ざ 

るを感 する ので ある、 然しながら 明日 或は 世の 終來 る. べしと せば 如何、 明日 キリスト W 臨し 給うて 凡 

ての 榮光を 與へ給 ふなら ば 今日 余の 全 所有 を 喪失す る も 何 か あらん、 明日 キリストの 臺 前に 立ちて 事 

の黑白 悉く 分明 するならば 今日 撲 たる k とも 何 か あらん、 必す しも 特別に 慾 念 を 節制す るが 故で はな 

い、 時 を 長く 見ない 丈け の 事で ある、 「時 は 迫れり」、 この ー觀 念の 下に 現世の 執着 は 消滅す るので 

ある、 現世の 永 續を豫 想 すれば こそ 大厦を 築き 鉅富を 積まん との 欲 も 生 すれ、 終末 は 目前に ありと 

： 思 ふ 時 現世の 試 惑 は 我 を 誘 ふに 足らない ので ある、 新約聖書の 道德は キリ ス ト再來 の < 布 に 其 根を据 

うるので ある。 

然 らば キリストの 再來は 果して 事實 であるべき 乎 否 乎、 初代 信者 バウ 口 の 如き は 其 事の 直に 實 現す 

べき を豫 想して 居った、 恐らく 其 時尙ほ 自身 生存し 居るな らんと 想像して 居った、 帖撒 羅尼迦 前書 四 

章に r 寢れる 者」 とい ひ 「活 きて 存れる 我等」 といへ る は卽ち 現に 彼等の 多 數が其 時 迄 活き存 れる事 

を豫 想した る 語で ある、 然るに 待て ども 待て ども キリスト は 降り 給はなかった、 パゥ 口の 信仰 も 之が 

爲に毅 へられし 事 幾何な りし か を 知らない、 况んゃ 一般の 信者に 取りて は そ は 一 の 躓きと ならん とし 


た、 彼等 は キリストの 再來 近き を ひ H みて 迫害に 堪 へたので ある、 しかも 其 希望 は 何時 迄 待つ も充 され 

ない、 其 時 彼等 は 思うた であらう、 我等 は 使徒に 欺かれた るに 非す やと、 かくて 信者の 信仰 も 頓に冷 

えなん とした、 是に 於て 希伯來 書記 者の 如き 篤信の 士は 熱情 を 注いで 激働 維れ 力めた、 ぺテ。 も亦默 

する に 忍びなかった、 彼 は 筆 を 鼓して 叫んだ 

愛する 者よ 汝等此 一事 を 知らざる ベから す、 主に 於て は 一日 は 千年の 如く 干 年 は 一日の 如し、 主 

其 約束し 給 ひし 所 を 成す に 遲きは 或 人の 遲 しと 意 ふが 如くに 非す、 一 人の 亡ぶ る を も 欲み 給 はす. 

ん すび，. -J 

萬 人の 悔改に 至らん 事 を 欲み て 我等 を 永く 忍び 給 ふなり、 され ど 主の 來る こと 盗の 夜來 るが 如く 

ならん (彼 得 後書 三 章 八、 九 節) 

と、 以て 此 問題が 如何に 初代の 使徒 及び 信者の 心を惱 ましし か を 知る ベ きで ある。 

爾來星 移り 物 替るも キリ スト は尙 依然として 降り 給 はない、 併しながら基督者は此希^11-を離れて生 

くるに 堪 へない、 是に 於て か 彼等 は 終に 其 思考 をー變 する に 至った、 キリストの 再 來は靈 的の 事實で 

ある、 キリスト は 旣に靈 を 以て 我等の に 降り 給うた ので ある、 キリスト は 敎會の 中に 現在し 給 ふの 

である、 法王 は 彼の 代表者で ある、 或は 又 晩餐 式に 於て 法王の 許可 を 得た る愤が パンの 塊に 對し ミサ 

を稱 ふれば 其 一 塊の パ ンが 直に キリ ストの 眞 實の體 となる ので ある、 其 時 キリ スト は 其處に 現在し 給 

ふので あると、 其 他 種々 なる 說を 立てて キリストの 旣に 降り 給 ひし 事實を 信ぜん と 欲した、 プ 0 テス 

タ ントは 所謂 化 體說を 排斥した る も キリストが 敎會を 以て 此世を 治め 給 ふとの 思想 は 均しく 之 を 承け 

繼 いだので ある。 

キリスト 架して 旣に 降り 給うた ので ある 乎、 或は 終に 再来し 給 はない ので あらう 乎、 之 を 決する に 
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當り 須く考 一 考 すべき は 今次の 大戰爭 である、 キリス ト旣に 降り 給 ひ 敎會屮 に 現在して せ を 治め 給 ふ 

と 信じ 来れる 基督 者に して 此慘 劇の 爲に 信仰 を 失 ひし もの は 決して 少 くないの である、 塞に 戰爭其 も 

の の 残酷 無慈悲 は 勿論、 之 に參 加せ る 英伊勃 羅獨澳 等諸國 の 不實 背信 偽善 譎詐に 至 て は 誰か 之 を 驚か 

ざる 事 を 得よう、 而も 彼等 は 所謂 基督 敎國 である、 敎會の 努力 千 有 九 百年の 久しき に 互り て 其 産出す 

る 所 遂に 如是 ものに 過ぎす とせば 基督教の 價値亦 知るべき である、 樹は 其の 果を 以て 知らる、 若し 此 

罪惡が 基督 敎 の 果實で あるなら ば 基督 敎 の 無能 は兹に 遣憾 なく 證 明せ られ たものと いはねば ならぬ、 

是 故に 不信者 ヘッケルの 如き 學者は 今や 口 を 極めて 宗敎を 罵る ので ある、 彼等 は 曰 ふ、 「見よ 神の 攝 

理は旣 に破壞 せられたり」 と、 而 して 基督 敎の宜 敎師傳 道 師等亦 之に 對 して 辯 駁の辭 を 知らない、 彼 

等 自身 も 漸く 傳 道の 動機 を 失 はんとしつ.^ ある、 現世の 改善 を 以て 基督 敎の 本領と なし 來 りし 彼等の 

信仰が 今次 の 大戰爭 に 由て 其 根柢より 土 崩 瓦解す る は{是 に 巳む を 得な いので ある、 基督 敎 の 證據を 文 

明の 發 達に 求む る もの は 今や ロを絨 して 默す るの 外 を 知らないの である。 

此 時に 方り 我等 は 再び 痛切に 思 はざる を 得ない、 使徒 等の 說 きたる キリス ト 再来の 希望が 眞の 福音 

であると、 キリスト は 旣に來 り 給うた ので はない、 叉 終に 来り 給 はないで はない、 否 キリスト は來り 

給 ひつ 、ある、 其 時 は 何時で あるか は 之 を 知らない、 然し 神に ありて は 一 日 も 千年の 如く 千年 も  一 口 

の 如しで ある、 或は 明日 来り 給 ふか も 知れない、 「汝 等戰爭 と戰爭 の 風餘を 聞かん …… 起り て 民 を 

しるし 

攻め 國は國 を 攻め …… 不法 充 つるに 因りて 多くの 人の 愛 心 冷 かになる べし …… 其 時人の 子の 兆 天に 現 

はるべし」 (馬 太傳 二十 四 章) と ある、 是の 如き 敎は 聖書 中に 決して 少 くない、 而 して 今や 凡て 文字 通 

りに 事實 となりて 現 はれつ、 ある、 菜して 然 らば 我等 は 寧ろ 喜ぶべき ではない 乎、 我等の 信仰 は此慘 


劇に 由て 撼 かされな いのみで はない、 却て 強めら る、 ので ある、 今囘の 戰爭が 更に ー變 して に 世界 

を 覆さん ばかりの 大 禍害と なると も 我等 は 其爲に 愈々 キリス ト 再来の 日の 近き を 待ち？ lit.: むので ある、 

文明が 此世を 救 ふので はない、 文明の 最後 は 矢張り 破滅で ある、 此世を 救 ふ もの は 唯 キリスト である。 

文明の 破滅 我に 於て 3： か あらん、 キリスト 悉く 之 を 始末し 給 ふ、 キリスト： A: 來の希 びで， を 抱きて 我等の 

信仰 は此 世と 共に 動搖 しないの である。 

今の 信者 は屢々 「死」 を云爲 する、 併し 新約聖書 中には キリストの 死 以外 人の 死に 就て は 殆ど 首 ふ 

所がない (希 伯來 書に 唯一度 ある も 勿論 死 を 恐る V の 意味で はない)、 初代の 信者 は 死に 就て は た 

冷淡であった、 之に 反し 彼等の 繰返し 說 きたる もの は キリストの 再來 である、 彼等に 取て 恐るべき も 

の は 死ではなかった、 恐るべき もの は キリス ト 再来の 時に 審判 かるべき か 救 はるべき かの 問題で あつ 

た、 彼等の 信仰の 重點は キリストの 再來 にあった ので ある、 或は 明日 或は 今夜 来り 給 ふか も 知れない 

と、 彼等 は 常に 是の 如く 思 ひつ k 自己の 靈 魂の 態度 を 定めた ので ある、 新約聖書 は此 立場に 立ちて 見 

るに 非 ざ；. ば 其 深 き 意味 を 探る 事 は 出来な い 。 

初代 信者の 信仰 は是の 如く 客觀 的なる ものであった、 彼等 は 近世の 所謂 純 倫理的 思想の 如く 自己の 

小なる 胸に 神の 眞 理を藏 めんと はしなかった、 彼等の 眼 は 外に 向って 注いだ、 彼等 は キリストの W 來 

を 待ち んだ、 彼等 は 最後の. 雜判を 信じ 其 時 救 主としての キリストに 受けら れんが 爲に 刻々 其 準備 を 

怠らなかった ので ある、 而 して 彼等の 信仰に 永續 性の ありし 所以 は 全く 兹 にあった、 彼等の 信仰に 熱 

火の 燃えた る 所以 も亦玆 にあった、. 彼等の 頼む 所 は 外側に あった、 故に 自己の 思想 感情の 變 化に 由て 

其 信仰 を 失はなかった、 彼等 は 世の 終末 を 目前に 期待した、 故に 起ちて 福 昔 を 傅 ふるの 急務 を 痛感し 
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た、 其 時 訥辯家 も 忽ち 雄 辯 家と なって 叫んだ、 彼等 は 叉 萬 事の 解決の 近き にある を 知った、 故に 此世 

の 小 問 题の爲 に 焦慮し なかった、 かくして 彼等 は 自ら 求めす して 靈的 人間と なった、 新約聖書の 命す 

る 如き 至高の 道 德も之 を 行 ふに 困難 を覺 えなかった、 而 して 彼等 は 互に 眞の 兄弟の 如くに 相愛した、 

彼等に 取て キリス トの 1$ 來は實 に 何よりも 重大なる 問題で あつたので ある。 (藤 井武 筆記) 

イエスと 敎派 

馬 太傳第 十六 章自 五節 至 十一 一節 

(八月 二十 七日 柏木 聖書 講堂に 於け る 講演の 大意) 

戒心して パリ サイと サド カイの 入の！^ 酵を愼 めよ …… 是に 於て 弟子 その 13 酵 にあら で パリ サイと サド カイの 

人の 敎を愼 めと 言へ る を 悟れり (六、 十二 節) 

パリ サイと サド カイの 人の 敎を愼 めと、 敎とは 主義で ある、 パリ サイ、 サド カイの 主義 は 何で ある 

乎。 

キリストの 時に も 今と 同じく 種々 の敎 派が あった、 せ だに 古來 世に 敎 派の 無き 時と て はない ので ある、 

殊に ユダヤ人の 如く 宗敎に 熱心なる 國 民の 間に は 幾多 の 主義 卽ち 派が あった、 之 を 大別し て 四と 爲す 

事が 出来る、 其 最も 有力なる は パリ サイ 派で ある、 次 は サド カイ 派で ある、 其 他に 尙へ レネ 派 卽ち希 

躐 派と も稱 すべき ものが あった、 アポロの 改信 前に 屬 したる ものが 之であった、 叉 H セネ 派が あった、 


改信 前の ルカの 屬せ しもの は 多分 之であった らう、 而 して 之 等 諸派の 中に 叉 幾多の 小 派が あった。 

パリ サイの 語源 は パレスで ある、 淸潔 派の 謂で ある、 己の み 世の 猿に 染まざる 正しき 者と 爲す 派で.. 

ある、 モ ー セの 律法 其他舊 約の 敎訓の 正しき 系統 を承繼 したりと 爲す 派で ある、 そ は 恰も 英國 の聖公 

會ゃ露 國の正 敎會が 自ら 稱 して 正統派と 爲 すと 異ならない。 

サド カイ は 政治 派であった、 實際 派であった、 彼等 は 自ら 世界主義 を 以て 任じた、 パリ サイが モ ー 

セ、 豫言者 等の 遣傳を 受けて ユダヤ を 中心とす るに 反し 彼等 は 世界 統一、 人類 同胞 等の 思想に 支配せ 

られ た、 一 言に してい へば 宗敎を 政治 上に 應用 せんとす る もの 是れ サド カイ 派であった、 其 起源 は ザ 

ドクと 稱 する 人に 在った。 

へ レネ 派 は 卽ち希 職 派で ある、 哲學 派、 學者 派で ある、 パリ サイが 古き 傳說に 重き を 置き 聖書 其 儘 

を 信ぜん とする に對し 彼等 は 宇宙の 道理に 訴へ 理性 を 以て 解釋 すべし と 主張した、 其廣 きを 好む に 於 

て は サド カイに 似る も サド カイより は 一 歷 深遠で ある、 哲學的 叉學問 的で ある、 故に 斯 派に 屬 する 者-: 

に 學者雄 辯 家が 多かった、 所謂 博士 學士 の與 する 派であった。 

H セネ派 は 一種の 隱遁 派であった、 他の 三 派皆此 世の 事に 關與 する に 反し 斯派 は此 世の 汚に 染む を- 

欲せす と稱し 全く 世を棄 てた ので ある、 彼等の 多く は 貧者であった、 彼等 は 貧 を 以て 却て 神の 惠と見 

たので ある、 後の 修道院、 今日の トラ ピスト 等に 類す る 派であった。 

而 して 以上の 諸派 は 何時 何處 にも 之 を 見る 事が 出来る、 獨り干 九 百年 前の ユダヤの みで はない、 今 

日の 日本に も 亦此四 派が 存在す る U 

凡そ 宗敎 の存 する 所必す パリ サイ 派 を 見ざる はない、 聖 經の眞 註解 は 吾 倚の 手中に ありと 稱 する パ. 

.K 正 五 年  I 九九 


ss 演  二 〇〇 

リサ ィ派 は佛敎 にも ある、 基督 敎 にも ある、 嘗て 英國 の. 一宜 敎師或 日本人に 吿て曰 ふ、 卿 等 日本人が 

基督 敎を 解せ りと 思 ふ は 抑 も 誤謬で ある、 卿 等に 基督 敎傳 へられて より 幾年 ぞ、 未だ 漸く 五十 年に 過 

ぎないで はない 乎、 我等 芙國 人は旣 に干數 百年の 久しき 其 雰囫氣 中に 成育した 者で あると、 如是 正統 

派 思想 は 世界 何處 にも ある、 我等の 問に も 亦と も すれば 之 を 見ん とする ので ある。 

パリ サイ 旣に然 り、 サド カイ 亦然 り、 人 或は 曰 ふ 眞理の 由 來は之 を 問 ふ を 要しない、 眞理は 何處に 

在りても 眞理 である、 眞理 はせ 界的 である. モ ー セの 一一 一一 n 必す しも ユダヤ 的に 解すべき ではない、 之 を 

甲に 應じ叉 乙に 適せし むる 事が 出來 ると、 是れ卽 ち サド カイ 的 思想で ある、 而 して 其 中に 眞现を 含ま 

ないで はない、 併しながら 彼等の 特徴 は 宗敎的 熱情の 冷却で ある、 無頓着 不關 心で ある、 殊に 政治 思 

想に 富む 我國の 如き 國 民に ありて は 宗敎家 中に 斯 派の 色彩 を帶 ぶる 者 甚だ 多い、 彼等 は 信仰の 異同 を 

ffi- く 意と しない、 彼等 は 相互に 提携し 基督 敎を 以て 國家を 救 はば 卽ち 足る と爲 すので ある、 故に 神の 

存在 を 信ぜざる 者と 雖も正 義が设 後 の 勝利^1<？ な る を 信す るに 由て 洗禮 を 授け ると 云 ふので ある、 生 時 

基督 敎の 反對者 も眞理 探究者た りしの 故 を 以て 死後 敎會の 葬式に 與る 1* を 得る ので ある、 如是 サド 力 

ィ派も 亦 到る 處 にある、 我等の 間に も 亦 ある。 

へ レネ 派なる 學問派 思索 派 は 超然 主義 を 取る ので ある， 心 を 以て 感ぜす して 頭 を 以て 判斷 する、 基 

督敎を 研究して カント、 ス ピノ ザの 哲學に 之を對 比する、 しきに 至て は 偷盜、 态淫の ral^ して 罪惡な 

り や 否やの 如き も先づ 之 を 考究し て 然る 後 徐ろに 決せ ん とす る、 而 して 終に 漸く 基督 敎 の 眞理を 承認 

し 之 を賞赞 する、 併しながら 人 あり r 汝の折 n 學を 菜て て キリストに 獻げ よ」 とい はん 乎、 彼等 は 之 を 

拒絶す るので ある、 彼等 は 却て キリスト を哲 學に獸 げんと する ので あ ふ、 キリストの 爲に犧 牲を拂 


は其堪 へざる 所、 キリストの 爲に 迫害 を受 くる は 共 恐る \所 である、 而も 彼等に 種々 なる ロ實が ある， 

か& るへ レネ 派 も 亦 世界 到る 處に 存在す る、 我等の 中に も 亦 存在す る。 

H セネ派 は 貧民 派で ある、 又 多く は無學 派で ある、 彼等 は 曰 ふ、 モ ー セの遗 傅 我に 於て 何 か あらん、 

折 n 學は 信仰の 敵で ある、 我 は唯靈 を 以て 直に 神と 交通す る 事が 3, ぃ屮 いる、 我等 は 進 書に 頼らない、 唯祌 

の默 示に 頼る、 我等 は 汚れた る此 世と 接しない、 唯 獨り淸 き 生涯 を途 ると、 彼等の 所 言に 深き 眞理を 

含んで 居る、 そ は 又 特に 俗人の 敬 崇を惹 くに 足る ものが ある、 麁ぉ齒 服を兑 て 3： やら 貴き 感じ を懷く 

は 俗人の 常で ある、 而し てこの H セネ派 も 亦 何れの 世に もあった、 少數 なりと 雖も 勢力 を 有って- ie た、 

而 して 今日 我等の 間に も 此派を 見る 事が 出來 るので ある。 

イエス は 以上 四 派の 何れに 霉し 給うた であらう 乎、 イエス は 其 何れに も屬し 給はなかった、 彼はパ 

リ サイに も 非す サド カイに も 非す へ レネ、 H セネの 何れで もなかった、 併し 彼 は 叉 其 何れに 對 しても 

大 なる 同情 を 寄せ 給うた。 

ィ ェ スの 立場より すれば パリ サイに も 確かに 眞理 があった、 ィ H スは舊 約 聖書 を 祌の默 示と して 受 

け 給うた、 是れ卽 ち パリ サイの 精神であった、 然 らば 彼 は。 ハリ サイ 派の 一人であった 乎、 否 彼 は 安息 

日に 人 を 癒して パリ サイ 人 を 失 sl^: せしめ 給うた、 彼 は 必要の 場合に はュ ダャ 傳來の 規則 を 破る に^ 路 

し 給はなかった、 ィ ェ スは パリ サイに 似て パリ サイで は 在り 給はなかった。 

サド カイ 派に 對 する ィ H スの關 係 は 最も 稀 揮であった、 ィ H ス は 徒に 世界的と いひ. S 行 的と いひて 

淺薄 不熱心なる 態度 を 嫌忌し 給うた、 唯 遠大なる 思想 を 抱きつ \ 此 世の 事 を 怠らざる の點に 於て 彼等 

に 同情 を 有し 給うた、 併し ィ H スは 遂に 此 I にて 勢力 を 得ん とし 給はなかった、 サド カイ 派 は 彼の 友 


となる 事が 出来なかった。 

イエ スは 自由 を 高調し 眞理を 主張し 給うた、 是れへ レネ 派卽 ち哲學 派の 精神であった、 又ィ H スの 

救扬の 普遍的なる は 恰も 眞理の 普遍的なる に似て 居った、 併し乍ら 彼 は へ レネ 派の 如く 屋內に 養 居し 

て 講究 維れ 事と し 給はなかった、 彼 は 出で て 愛の 行 を爲し 給うた、 愛な くして 彼に 眞理 はなかった、 

哲學派 は 思索に 耽り 論理 を 弄んだ、 イエ スは祌 を 愛し 人 を 愛し 給うた。 

「我 國は此 世の 國に 非す」、 「狐 は 穴 あり 空の 鳥は巢 あり、 され ど 人の子 は 枕す る 所な し」、 「貧しき 

者 は 幅な り」 と、 是れィ H スの 貴き 垂訓に して 又 H セネ 派の 最も 喜ぶ 眞理 であった、 故に H セネ派 も 

或 時 は 思うた であらう、 ィ H スは我 派に 屬 すべき 人で あると、 併し 彼等 もやが て 失 Sli! せざる を 得な か 

つた、 ィ H スは 彼等の 信念に 反き 富者 シ モンに 招かれて 饗應 に與り 給うた、 {是 にィ H ス より 見て 贫者 

貧の 故に 貴から す、 問題 は 唯 神に 對 する 人の 靈 魂の 態度に あった。 

此の 如くに して 何人よりも 惹 かれ 給 ひし ィ H スは又 何人よりも 棄られ 給うた、 イエ スは パリ サイに 

非す サド カイに 非す へ レネ、 H セネ にも 非す、 イエス はィ H スで あった、 故に その 十字架に 釘 けられ 

給 ふや パリ サイ も サド カイ もへ レネ も ヱ セネも 皆 一 致して 彼に 敵した。 

我等 基督 者はィ H ス の 弟子で ある、 イエス が 各派に 同情 を 寄せて 而も 其 何れに も 屬し給 は ざり しが 

如く 我等 も 亦然り である、 我等 も亦パ リ サイに して パリ サイに 非す サド カイに して サド カイに 非す へ 

レネに して へ レネに 非す H セネ にして ェ セネに 非す、 我等 は卽 ちクリ ス チヤ ン である、 クリス チヤ ン 

と は 何で ある 乎、 其 定義 を 下す 事 は 出来ない、 クリスチャン は キリストの 生命 を 受けた る 者で ある、 

生命 は 定義 を容 さない、 生命 を 失うて 初めて 派 を 生す るので ある、 sect は section である、 手が 體 Q, 


1 部た る 間 手 は 手に して section ではない、 體 より 離れて 初めて section となる ので ある、 頭部と い 

ひ 胸部と いひ 足 部と いふ は醫 家の 觀念 である、 美術家 は切斷 された る 部分 を 見ない、 唯 生きた る 全部 

を 見る、 我等 は 常に キリストの I たらねば ならぬ、 キリストの 生命 を 失 ふ 時に 忽ち 我等の 問に 派 を 生 

する ので ある >  他人の 傳說を 以て 自己の 意見の 權威 となさん とする 正統派、 政治問題に 奔走して I 界 

的 事業 を 起さん とする サド カイ 派、 祌 祕に充 ちた る 三位 ー體、 復活、 續罪 等の 事實を 否定 せんとす る 

哲學 派、 淸貧を 誇り 無學に 安ん ぜんとす る H セネ 派、 之 皆 生命な き 残骸で ある、 我等 は 常に ィ H ス と- 

結び付き 彼の 生命 を 受けて 彼の 如くに 生きん 事 を 欲する。 (藤 井武 筆記) 


愛の 表叨 

(京都 讀者 <^:1 に 於け る 懇話 會 席上の 感話) 

若し 汝等我 を 愛するならば 我 誡 を 守れ (約 翰 傅 十四 章 十五 節)、 主ィ H ス の此言 葉 を 若し 是れな 

りに 讀 むなら ば、 卽ち 前後の 關 係より 離して 讀 むなら ば、 是 れ峻嚴 にして 到底 行 ふべ からざる 言葉 で 

ある、 「誰か 之に 堪 へん や」 である、 ィ H スを 愛するならば 其證據 として 彼のす ベての，. 誡を 守れと 云 

ふので ある、 卽ち馬 太 傳五車 以下 山上の垂訓に 示して ある やうの 誠 を 悉く 守れと 云 ふので ある、 而 し- 

て 之 を 守らざる 者 は 彼 を 愛せざる 者で あると 云 ふので ある、  然 らば ィ H スを 愛する 者 は 誰で あらう、 

確に 我で はない、 我 は 心に 今猶ほ 不淨を 宿す、 我 は 我 敵 を 愛する ことが 能ない、 我は聖 父が 完全き が 
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で き 

如くに 完全く ある ことが 能ない、 故に 我はィ H スを 愛する 者で ない、 我れ が 彼 を 愛する と 云 ふの は 偽 

善で ある、 我が 不完全なる 行 爲が其 最も 確なる 證據 である、 我 は主ィ H スに 「若し 汝等我 を 愛するな 

かん fS 

らば 我誡を 守れ」 と 言 はれて 我に 彼 を 愛する の 愛な き 事 を 看破され たので ある。 

而 して ィ H ス の此聖 語が 如斯 くに 解釋 せられ、 叉如銜 くに 使用 せられて 多くの 信者 を 困し め 又 躓か 

せた ので ある、 聖書の 言葉 を 其の 前後の 關 係より 離して 解す るの 危險を 余輩 は 殊に 著しく 此 一 節に 於 

て 見る ので ある、 「誡」 と 云 ふ 語に 廣義の 意味が ある、 叉 狭義の 意味が ある、 之 を 廣義に 解 すれば 敎 

誠の 全體 である、 十誡 全部で ある、 而 して 信者に 取りて は主ィ H スの靈 的 解釋に 由る 山上の垂訓の 主 

要 部で ある、 而 して 是れ守 るに 最も 難き こと は 言 ふまで もない、 之 を 守ら ざれば ィ H スを 愛する に 非 

すと 言 はれて、 何人も 我 は 彼 を 愛する 者な りと 公言す る こと は 能ない、 然し 乍ら 約 翰 傅の 此 場合に 於 

て は 「誡」 なる 語は斯 かる 意味に 於て 解釋 すべきで ない、 約 翰 傳拉に 約 翰 書に 於て r 誡」 なる 語に は 

特训の 意味が あるので ある、 卽ち此 場合に 於て は 之 を 狭義に 解すべき である、 玆に 「誡」 と 云 ふは誡 

全體を 指して 云 ふので はない、 所謂 ヨハネ 式の 誠 を 指して 云 ふので ある、 誡と は何ぞ 

我れ 汝等を 愛する 如く 汝等も 亦 互に 愛すべし、 是れ 我が 誡 なり (約 翰傳 十五 章 十二 節)。 

此の 誡は卽 ち 我等 祌の 子ィ ェ ス キリストの 名 を 信じ 彼の 我等に 命ぜし 如く 互に 相愛す る こと 是れ 

f  (約 翰 第 一 書 三 章廿三 節)。 

ooooo(』c  o〇o〇oooooooooooooc<o 

イエ スが 信者 を 愛し 給 ひしが 如くに 信者 は 互に 相愛す べしと 云 ふ 事、 其 事が ィ H スが 信者に 下し 給 ひ 

し 特^の 誡 である， 

我等 は 此誡を 彼より 授けられたり、 卽ち祌 を 愛する 者 は 亦 その 兄弟 を も 愛すべし と (同 四 章廿ー 


？ど) 

我等 彼の 誡に遵 ひて 歩む は 是れ卽 ち 愛な り、 汝 等が 始 より 間き し 如く 愛に 歩む は是れ 卽ち誡 なり 

(同 第一 蕃六 節)。 

而 して 誡の 何たる 乎が 解って 余擎の 主題と せる イエ スの聖 語の意味 は 明瞭になる ので ある、 卽ち 

若し 汝等我 を 愛するならば 我誡を 守れ 

と ある は 

若し 汝等我 を 愛するならば 我 を 愛する 代りに 相互 を 愛すべし、 

と 云 ふ 意味で ある、 卽ちィ H ス は玆に 信者が 相互 を 愛して 彼れ 御自身に 對 する 彼等の 愛 を 表明さん こ 

と を 要求め 铪 ふたので ある、 人の 師 となりし 者 は 能く 知る ので ある、 弟子が 相互 を 愛する ことが 彼等 

*«>«>•«**>*>>>>><<«><  いひ あら 

が 自分 を 愛して 吳れる 最も 善き 途 である こと を、 而 して ィ H スは 兹に師 たる 者の 此情を 言 表 はし 給 ふ 

たので ある、 彼 は 弟子 等に 告げて E ひ 給 ふたので ある、 

若し 汝等我 を 愛するならば …… 「若し」 と 言 ひて 我は汝 等に 愛な きを 憶 ふに 非す、 我は汝 等が 我 

を 愛する を 知る …… 若し 汝等我 を 愛するならば 願 ふ 其 愛 を 相互に 對 して 表 はさん こと を， 汝等相 

0OOOOO00OOO00O 

互 を 愛する は 是れ我 を 愛する 也 

と、 主ィ H スの 愛の 表明 は 玆に其 極に 達した ので ある、 彼 は 弟子 等に 愛せら れんより は 彼等が 相互 を 

愛せん こと を 要求め 給 ふたので ある、 彼の 喜に して 彼等が 相互 を 愛する に 勝 さるもの はない ので ある、 

イエ スの此 心 を 受けし 使徒 ョ ハネは 其 弟子に 書 贈りて 言 ふた 「我が 子供 等 (弟子 等 を 指して 謂 ふ) の 

眞理を 行む (相互 を 愛する) を 聞く に 愈れ る大 なる 喜樂 我に あるな し」 と (， 約 翰 第三 書 四 節)、 今や 
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Sli  〔乂の 右に. して 天に 在す キリス トも 我等 地に 存 する 彼の 弟子 等に 就て 同じ 欲求 を 懷き給 ふので ある、 

i  5  よろこ び 

我等が 相互 を 愛する を 見 又 聞く に 愈れ る 喜樂は 彼に 於て ない ので ある。  ， 一 

我等 今 一 堂に 集まり 食膳 を 共に し 又 祈禱を 共に す、 主ィ H スは 我等と 偕に 在し 給 ふ、 而 して 彼 は 疇 

昔 其 弟子 等に 一一 一一 n ひ 給 ひし 如くに 今 又 我等に 言 ひ 給 ふ 若し 汝等我 を 愛するならば 我，^ 誡 を 守れと、 是れ 

峻厳なる 律法の 命令で はない、 柔和なる 福音の 示 諭で ある、 然り 愛の 懇願で ある、 我等 今 肉に 於て 主 

を 見る ことが ii ない、 叉 彼に へまつ る ことが 能ない、 然し 乍ら 彼の 言葉に 邀 ひて 彼の 愛し 給 ふ 我等 

を 相互に 愛する ことが 能る、 我等 相 W に 愛して 彼 を 喜ばし まつる ことが 能る、 主ィ H スが 我等より 要 

求し 給 ふ 奉仕に して 之よりも 大 なる 者 はない。 

出 埃 及 記 講義 

一 イスラエ^の 救出と モ— セの 出生 (四月 九 B) 

出 埃 及， 記自 一 章 一 節 至 二 章 十 節 

ユダヤ人 は 偉大なる 民で ある、 主ィ H スを 初め 幾多の 偉人が 彼等の 中より 輩出した、 今日 假令國 家 

を 形成せ すと 雖も 彼等 は隱 然强大 なる 世界 勢力で ある、 嘗て 獨 逸の フ レデ リツ ク 大王が 其 侍醫チ ム メ 

ル マ ンに向 ひ r 汝の 信す る 基督 敎の 目前の 證據は 何で ある 乎」 と 尋ねし 時に、 この 賢き 老人 は 言下に 


答へ て 「陛下よ ユダヤ人！」 と言うた さう であるが、 實に 彼等の 勢力 は 盛なる ものである、 我 邦 も 亦 

近來其 影響 を感 する に 至った、 一 昨年 日本が 露 國の肩 を もちて 獨 逸に 對 し宣戰 をした 時に 甚だしく 之 

を 怒り 勳章ま でも 返上した と 云 ふかの 絲 育の 富豪 シッフ は ユダヤ人 である、 日露 戰爭の 軍費 も 彼の 贊 

成 ありし が 故に 滯 なく 之 を 調 ふる 事が 出來 たので ある、 今や 世界に 生存す る 千 一 一 百 萬の ユダヤ人が 經 

濟 財政 文 學哲學 にっき 握れる 實 力の 偉大なる、 大國 と雖も 及ぶ 所ではない、 殊に 心靈の 問題に 於て 我 

等の ユダヤ人に 負 ふ 所 は實に 無窮で ある、 聖書 を 作りし 者 は ユダヤ人であった、 主 及び 其 使徒が さう 

であった、 或 意味に 於て は 我等 も 亦 ユダヤ人 であると 云 ふ 事が 出来る、 而 して 出 埃 及 記 は 其 ユダヤ人 

勃興の 歷史 である、 故に 之 は 我等に 取て は心靈 上の 祖先の 歷史 であって 拾 も 神武 天皇 東征の 記事に 對 

すると 同じ 興味 を 以て 讀 むべ きもので ある。 

モ I セは 偉大なる 人で ある、 古來 英雄 豪傑 雲の 如く 多し と雖も 就中 最も 偉大な りし は 何人で ある 乎 

(勿論 一人 は 除外して)、 歷 史家 は 研究 を 重ねた 末モ ー セが 其れで あると 言 ふ、 偉人 傅に 彼を脫 する 

ならば 最大 偉人 を 逸する ので ある、 彼 を 知らざる は 世界 歷 もに 就ての 無 學を表 はすの みならす、 叉 知 

ら ざる 人の 犬なる 恥辱であって 叉大 なる 損失で ある。 

故に イスラ H ルの 救出と モ ー セの 出生と は 世界の 二 大事 件で ある、 若し イスラ H ル にして 埃 及より 

救出され す、 モ ー セ にして 此 世に 生れ ざり せば、 世界 は 全く^の 物であった であらう。 

此の 救出 を稱 して 出 埃 及と いふ は 意味 深き 語で ある、 當 時の 埃 及は此 世の 勢力 此 世の 社會を 代表す 

る、 其 中に 神の 首 葉 を 受け 神の 特^の 導きの 下に 在る 圑體が ある、 後者が 前者より 分る & ことが 卽ち 

出 埃 及で ある、 故に 之 は單に イスラエルの 歷史 のみで はない、 米 國の建 國も亦 之であった、 英本國 の 
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貴族 |5 侶の 墮 落に 堪へ得 すして 特に 聖 めら れ たりと 信す る少數 の淸敎 徒が 小船に 帆 を 揚げて 大西洋 を 

横切らた ので ある、 我々 自身の 歷史 にも 亦 必す出 埃 及が ある、 一度 は 我々 も 埃 及より 救出され て カナ 

ンの 地に 向 はねば ならぬ、 舊き埃 及が 後より 追ひ來 りて r 歸れ 歸れ」 とい ふも應 する 事 は 出来ない の 

である、 出 埃 及 記 は實は 信者 备自 の. 歷史 である。 

其 出で 去る 動機 は 何で ある 乎、 壓制 である、 イスラ H ル人は 有能に して 且 有力なる 人民であった、 

故に 之 を 己が ものと せ すん ば 敵に 與す るに 至らん 事 を 虞れ て 抑壓を 加へ たので ある、 我等の 場合 も 亦 

同じ、 此 世の中に 有力なる 異分子が ある、 之 を どうかして 置かねば 家 叉 は 社會の 妨害物になる、 故に 

壓 へねば ならぬ と、 かくて 壓 へられた る 者 は益强 くな り 遂に 去って 終 ふので ある、 獨り 日本の 社會の 

みで はない、 英國 の 如きに ありて も 其 上流 社會に て 信者と なりし も の が 異常 の 迫害 を受く る こと は 余 

の 直接 或る 英國 の贵 婦人より 聞きし 所で ある、 實に 何れの 國に 於ても 敎會 そのもの 迄が 埃 及と なって 

居る Q である。 

イスラ H ルの 救出 は 人類 救 濟に關 する 神の 永遠の 御 計 畫の實 行であった、 か、 る 大事 業が 如何にし 

て 始まりし 乎、 全 イスラ H ル 人の 上に 神の 靈が 降りて 共同 奮起した ので ある 乎、 否な、 聖旨 は 唯一 人 

に i はった、 出 埃 及の 大任 は 唯一 人の 肩に 負 はせられ た、 而も 其 人 は 完成せられ たる 强き 人と して 天 

より 降りし 者ではなかった、 彼は壓 制に 苦め る イスラ H ルの 民の 中に 生れた、 生る \ と共に 死すべき 

運命の 下に 在った、 唯 母 は 彼 を 殺す に 忍びす して 三 箇月の 問 之 を 匿し たれ ども 遂に 匿し 切れざる に 至 

つた、 殺さん 乎、 a たるの 愛 を 奈何 せん、 生かさん 乎、 王の 命 を 奈何 せん、 彼女 は 唯一 樓の？ 11- を 神に 

楚 いだ、 よし 一 瞬間な りと も 生かし 置かん に は 神 或は 特^に 之 を 助け 給 ふ 事が あるか も 知れない と、 


渐 して 彼 は萑の 方舟に 入れられ ナイル 河邊の 葦の 中に 隱 された、 寇に 風前の 燈の 如き 境で ある， 鍔 

が來て 一 呑に すれば 其 切りで ある、 併しながら 玆に 最も 自然なる 母の 美しき 情が 顯 はれた、 モ ー セの 

母 は 其 子の イスラ H ルを救 ふべき 將來を 明に 知った ので はない けれども 何 か 彼女の 心に 吿 ぐる ものが 

あった、 「其 美しき を见 て」 と は貌が 美い とい ふ 事で はない、 何となく 深き ©が 見えた ので ある、 人 

は 誰も 之 を 知らない、 唯 母 丈け は 知った、 M となく 贵き 子た る を 感ぜざる を 得なかった、 そこで 迎も 

駄目と は 思 ふけれ ども^ 來る だけ やって 見ようと 力めた、 是 は奇婕 でも 3： でもない、 母た るの 自然の 

情で ある、 人の 愦 として 最も 美 はしき もの は 之で ある、 婦人の 大 なる 福 昔と 其 重き 责 任と は 此處 にあ 
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る、 ー隨 問で もと 願 ひし 母の 心が 人類の 最大，：^ 人 を 救うた ので ある、 モ ー セの母 は實に 世界の 恩人で 

ある、 神の 人 を 救 ひ 給 ふに 必す しも 超自然の 力 を 要しない、 イスラ H ルの 救出の 如き はかく も 危き窮 

境より 始まった ので ある、 世界 を 動かした る 偉人の 生涯に か、 る實 例は少 くない、 クロム M ルの 幼時 

祖父の 許 を 訪ねた 時に 突然 猿が 彼 を 抱きて 梁 上まで 駆け登った、 其 時 若し 下に ：15 たる 母が 騷 いだたら 

ば嬰兒 は 猿の 手より 落ち て 果てた であらう * 而し て 英圃 を 初め 世界に 於け る ：^^權自出 の 思想 は 其 光輝 

ある 歷史を 失って 居た であらう、 幸に して 母の 沈着の 爲 めに 此 偉人 は 事な きを 得た ので ある。 

偉大なる 民 イスラ H ル の 搖籃は 偉人 モ ー セの やに 託せられた、 モ ー セの搖 篮は萑 の 方舟であった、 

而 して 之 を 作りし もの は 彼の 母の愛であった、 小 かなる 源より 大 なる 河が 流れた ので ある、 神の 爲し 

給 ふ 所 はかくして 成就され たので ある。 


大正 五 年  二 〇 九 


二 モ. 一セの 出現 (四 十六 日〕 

出 埃 及， 記 第二 章 十 一 節 以下 

モ ー セ 旣に齡 TO: 卜、 卽ちョ 本人の 所謂 分別 盛であった、 併し 彼は尙 一個の 靑 年であった、 國 人の 迫 

害せら る-. を 見て 憤慨に 堪 へす 遂に 其 敵 を， ち 殺し 翌日 發見 せられた る を 覺るゃ 恐 を 抱いて 逃亡した、 

ooooooooooooooooooooooooon-0 

f 疋れ靑 年の 爲す 所で ある、 神 未だ 召し 給 はざる に 自ら 事を爲 さんと する 時の 失敗で ある 國を救 はん 

が爲 に， 腕力 暴力に 訴 ふる 愛 國者 は少 くない、 彼等 或は 曰 ふ、 罪惡の 世に 在て 正義 を 行 はんとす るに 罪 

惡 手段に よる は 已むを 得ざる 事で あると、 併し 祌の 事業 は 此の 如くして は 成らない、 人の 怒 は 神の 義 

よみ 

を 行 ふこと 能 はすで ある、 其 志は嘉 すべき も 手段が 誤て； Itg て は 人 を 救 ふ 事が 出來 ない、 かの 社會 主義 

(殊に 口 本に 於け る) の 根本的に 誤れる 所以 は此處 にある、 靑 年の 北に 出で て 第一 に嘗 むる 苦き 經驗 

をモ ー セは今 嘗めた ので ある、 彼 は 其 敵を擊 つに 「右左 を視ま はして」 之を爲 した、 此ー is! に徴 する 

も 朱 だ 時機の 到ら ざり しま は 明かで ある、 露に 神より 召 ばれた る もの は 右 を 見す 左 を 見す 友人 己 を 助 

けざる を 憂へ す國民 巳に 敵す る を 怖れす、 唯一 人の 味方に 倚賴 むので ある、 其 事の 出來 るまで モ ー セ 

は 尙國人 を 救 ふの 資格がなかった ので ある。 

併し 學 ぶべき は モ ー セの 精神で ある、 幸に して 危き死 を 免れ 時代の 與 ふる 凡ての 敎育を 受け 王女の 

養子と して 宮廷に 育てられて 彼の 前途 は洋々 たる ものであった、 彼の 才能 を 以てして よし パ ：！ となる 

を 得すと もョ セ フが 成りし やうに 埃 及圃の 大臣と なる 車 は 決して 難しく はなかった、 故に 此時 彼の 前 

に 二の 途が 開かれて 居た ので ある、； 此儘埃 及に 止まり パ" 政府の 樞 機に 參與し 埃 及 人の 上に も 勢力 を 


掘 ひて 之と 調和 を 保ちつ . ^イスラ H ルに對 する 彼等の 壓制を 解きて 其 境遇 を 改善し 以て W 民と しての 

繁榮を II らん 乎、 愛國の 精神に も 適 ひ 恩人に 對 する 義现 をも完 うし 兼ねて 自己の 榮譽を も 恣 にす る 

事 を 得る ので ある、 是れ卽 ち 萬 全の 策で ある、 然 らば 神の 特に 我 を 此處に 置き 給 ひし は 深き 攝现 では 

あるまい 乎と、 此の 如くに 考 へられな くはなかった、 自ら 良き 地位に 上りて 基督 者の 爲に 計る 事 は 多 

くの 日本人に も 起る 考 であって 必す しも 惡 しき 事で はない、 若し 誰かが か、 る考を 抱くならば モ ー セ 

は 其 最もよ き 地位に 在た ので ある、 併し 彼 は 此途を 取らなかった、 彼 は 其よりも もっと 善き 事 を 知つ 
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て 居た、 「大臣と なって 民の 爲に盡 す はよ いか も 知れない、 けれども 我が 國 人と 苦難 を 共に する は. 史 

に 善き 事で ある、 我 は假令 奴隸と 蔑視 せらる & とも 寧ろ 彼等と 共に 苦みたい」 と、 是れモ ー セの願 ひ 

であった、 彼の 此心を 能く 讀 みたる ものが 希伯來 書記 者で ある、 「信仰に 由て モ ー セは 成長し 時。 ハ 3 

むす め  よいな  なや ふ 

の 女の子と 稱 ばる k を辭 みたり、 暫く 罪の 樂を享 けんより は 寧ろ 祌の 民と 共に 苦難 を 受けん こと を 善 

しとし キリストの 爲に受 くる 詬誶は H ジ ブトの 貨財よりも 寶 貴と 意へ り」 と (トニせ ilg:— 廿六 節)、 

多分 之が 爲に彼 は 心中 幾多の 闘を經 たで あらう、 多くの 情實が 彼を惱 ましたで あらう、 W し キリスト 

の 心が いつの 問に か 彼の 衷に 宿って 居た、 キリスト は大の 高き に 在て 人 を 救 ふ 事が 出来た かも 知れた 

いが 愛 は 之 を 以て 滿 足しなかった、 愛 は 自ら 最も 低き に 就く ので ある、 天の 高き より 降りて 罪人の 問 

に 伍し 遂に 十字架の 死 を さ へ 受け 給 ひし 其 心 を モ ー セ は 少しく 與 へ られ たので ある、 痴 病人 を 救 はん 

が爲め 自ら 病毒に 犯さる k 危險を も 顧みす 彼等と 生活 を 共に して 盡 して 居る 西洋人が 口 木に も あるが 

此の 如きが 眞の 愛で ある、 モ ー セ. に此 貴き 愛 ありし が 故に 彼 は 第一 の途を 取らす して 第二の 途を 取つ 

た、 時 は 未だ 到らす 手段 は 間違つ て ほた けれども 彼の 後口 成功の 途は此 時 n かれた ので ある。 


彼 はミヂ アン の 地に 逃れて 十 年間 沙漠の 巾に 卑しき 牧羊者の 生活 を 綾け た、 「斯て 時 を經る 程に 

ェ ジブ 卜の 王 死ねり、 イス ラエ ルの 子孫 その 勞 役の 故により て 歎き 號 ぶに その 勞 役の 故により て號ぶ 

0 いに  0  5 めき  0  お ぼ 

ところの 聲祌に 達り ければ 神 その 長畔を 聞き 神 その アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ になし たる 契約 を 憶 

0  ひと，， ：、 かへ り 0 しろ 

ぇ祌 イスラ H ルの 子孫 を 眷み神 知し めし 給へ り」、 鼓に 神と いふ 字 を 五つ 繰返して ある、 卽ち てが 

神の 手に 移った ので ある、 事 は 之から 始まる ので ある、 モ ー セは 最早 や 自ら 國人を 救 はんとの 考 すら 

しま 

失って 終った、 自己に 頼りし モ ー セが 死して 神の まに/, \> 己を委 ぬる モ ー セが顯 はれた、 四十 年の 埃 

及 生活 は 彼に 凡ての 敎 育を與 へた けれども 彼 をして 何事 をも爲 さしめ なかった、 後の 四十 年の 沙漠 生 

活は彼 をして 神の 聲を 聞く の 準備 を爲 さしめ た、 かくて 彼 は 神の 道具と して 使 はる k に 至った、 八， や 

事 を爲す もの は 彼に 非す して 神で ある、 故に 如何なる 難事と 雖も 成らざる はない ので ある、 人の 企つ 

る 所 は 悉く 收れ祌 の 爲し給 ふ 所 は 皆 成就す る、 n: 儿れ架 書の 我等に 敎 ふる 所で ある、 我が 學問 我が 熱心 

我が 愛國心 我が 信仰 は 何でもない、 凡て 之 等の もの を 衆て て 全く 祌に賴 る 時に 我等の 仕事 は 始まる の 

である、 但し かくい へばと て學問 等は不 W であると いふ 事 は 出来ない、 モ ー セ には棄 てる 學 問が あつ 

たから 神の 御用 を 勤む る 事が 出来た、 卽ち自 己の て を 一 度 全く 神に 獻げて 更に 神の ものと して 之 を 

交け たので ある。 

三 モ I- セ の聖召 广 四月 二 ト：： ¥) 

出 埃 及 記 第三 章 

あれの  つか ひし *4  i ほ の ，i 

乇 ー セ はミデ アンの 地に て 羊を牧 うて 居た が 一 H 曠野の 奥に 到りし 時 M ホバ の 使者 棘の 裏の.^ 焰の 


中に て 彼に 現 はれた と ある、 「使者」 と は エホバより 遣 はされ たる 者の 謂で はない、 エホバの 顯で 

力.^ ち  かたち  あや *r り 

ある、 象と なりて 顯 はれ 給 ひし エホバで ある、 故に 之 を H ホバの 象と 讀むも 護で はない、 其時モ ー セ 

見る に 「棘.^„^に燃ゅゎど其棘徴けす」 と、 之は奇 踏で ある、 併し 一書に 記された る奇赜 にして 無意味 

なる もの は 一 もない、 必す何 か 大切なる 眞 理を敎 ふる 爲に行 はれた ので ある、 卽ち奇 は 言の 一 ^で 

ある、 事實を 以て 語られた る 眞现は 終生 之 を 忘る、 ことが 出來 ない、 此時モ ー セに 示された る も 亦 さ 

うであった、 我等 は此奇 の 意味 を 探る に 難くない、 聖書に 「夫れ 我等の 神 は 徴盡す 火な り」 (希；^ 

來書 十一 一章 一 一十 九 節) と あるが 如く 祌は 恐るべき もの にして 罪 を 怒り 遂に 我等 を^ 盡し給 ふかと 思 ふ 

けれども. 义實驗 に 由て 知る 第 は 「我等の 尙 亡びざる は M ホバの 仁愛に より 憐憫の 盡 きざる に 由る」 

(M レ ミヤ 哀歌 三 章 二十 二 節) ことで ある、 燬き給 ふけれ ども 徴き盡 し はし 袷 はない、 此 事を證 明す 

る もの は ユダヤ人の 歷史 である、 而 して モ ー セの玆 に 見た もの は 之であった、 神 は 今モ ー セ をして 特 

に 此事を 知らし むる の 必要 を 認め 給うた、 モ ー セ國人 を 救 はんとし たる も國人 之に 應ぜ す、 却て 益々 

其 罪 を 重ね 奴隸的 生活に 甘んじて 居る、 我民ィ ス ラ H ルは必 す 亡ぶ るで あらう と は 彼の 感想であった 

に 相違ない、 實に 義の觀 念の 盛なる 者は國 人に 就て 失び S せざるを得ない、 而 して 終に 之 を 救 はんとの 

念， を さ へ拋 つに 至る ので ある、 モ ー セの 如く 性强烈 にして 義心 火の 如き 人に ありて は 特に 此感を 

くした であらう、 是に 於て 神 は 御自身 を 彼に 顯 はし 給 ふの 必要が あった、 卽ち 「罪 を 憎む も，. 仁愛に よ 

りて 燬き盡 さす」 との 實物敎 育を爲 さんがた めに 此奇積 を 行 ひ 給うた、 モ T セは之 を 見て 終生 忘れな 

そのた 7 つ 一 ふ  ？ . 

かった、 此後彼 は 幾度 か イスラ H ル の：^ にっき 失望 を 重ねし も 其 度 毎に 彼 を 支へ 彼 をして 忍耐の 屮に 

1! 布. ま を 綾け しめたる もの は此ホ レブ 山中の 簡單 なる 一 奇 接であった。 


エホバ の 言に は 「我」 とい ふ 字が 繰 返されて 居る (七— 十 節)、 . 是れ 前章 三十 一 一節 以ドと SI じく 旣 

にモ I セの 手より 離れ 神の 事業と して 始まりし 事 を 示す ので ある。 

モ —セは 神の 命 を 聞きて 當 惑した、 今より 埃 及に 至り イスラ H ル の 子孫 を 導きて 沙 jfi- を 超え カナ ン 

の 地に 移り 以て 新 國.； を 樹立す べしと、 實に 驚くべき 難問題で ある、 世に は 一人の 婦人 を 救 はんが 舄 

に 一 生 を 費す 者 さへ あるに 老若男女 幾 十 萬、 久しき 奴隸 生活に 慣れ 自治の 精神 もな き 一 大群 衆 を 救出 

さんとの 如き は ft 日の 野猪 的の モ —セに はい ざ 知らす、 ヶ Q モ ー セには 不可能の 事であった、 彼は考 

へたで あらう、 是れ 到底 我が 任に 非す、 我 は 寧ろ 舅の 羊を牧 うて 靜に 一生 を 終らん と、 然し 神 は 言 ひ 

給うた ので ある、 「柱け、 汝の 事業で はない、 我が 爲 さしむ るので ある」 と。 

モ ー セは 尙も此 責任より 免れん と 欲して 種々 なる ロ實を 持ち出した、 「我れ イスラ H ルの 子孫の 所 

に 行きて 汝 等の 先祖 等の 祌我 を汝 等に 遣 はし 給 ふとい はんに 彼等 もし 其 名 は 何と 我に 言 はば 何と 彼等. 

に 言 ふべき や」 と (十三 節)、 是に 於て 祌言ひ 給 ひける は 「我 は 有て 在る 者な り、 •：•： 汝 いふべ し、 

我 在りと いふ 者 我を汝 等に 遣 はし 給 ふと」 (ト §: 節： r 屮 Z 埃 及 記 は 勿論 祈：： 學書 ではない、 之は單 純なる 

歷史 である、 故に モ ー セの此 問に 對 しても 我 名 は M ホバ なりと 言へば それで 事は濟 むので ある， 併し 

眞の 神に は 名の 附 すべき ものがない、 日本の 皇室に 姓の 必要な きが 如く 宇宙 萬 物 を宰る 神に 名の あ る 

害 はない、 若し 强て名 けんと するならば 卽ち 「有て 在る 者」 である、 H ホバと 言 ふも實 はか、 る 意味 

よ り 出た ので あらう * それが 何時 の 問 にか 深き 意味 を 離れ 特殊 の 名の 如くに 思 はる k やうに たったの 

である、 神 は 永遠の 實在 者、 永遠の ァ ー メン である、 其 特性 は 消極的に 非す して 積極的で ある、 或 も 

の を 爲し給 ふ 神で ある、 故に 其 聖旨 は必す 成る ので ある。 


此の 如く 神はモ I セを 召して 神の 何たる か を 示し イス ラエル の 救の 爲に遣 はさんと し 給 ひし もモ ！ 

セは 己に 省み 數 多の 缺點 ある を 知り 再三-御 i: 條件を 提出して 之を辭 せんとした、 併し 神 は 遂に 許し 給 

はす、 彼 を 推し 出し 給うた ので ある、 眞に 神に 召されて 人 を 救 はんとす る 者の 經驗は 之でなくて はな _ 

ら ない、 神が 此 人と 定め 給 ふ 時 は 幾度 か 之 を 辭し殺 後に 神の 忍耐 を も 破らん とする に 至りて 已むを 得 

す 立つ ので ある、 クロム H ルの 初めて た 時 も此樣 であった と 力 ー ライル は 記して 居る、 彼 は 自ら 到- 

底 其 任に 當 るべき ものに あらす と 思 ひ 彼の 從 兄なる  ハ ムプ. デ ン と共に 米國に 移住して 農民と ならん と 

欲し 乘 船まで も 定めた、 けれども 其 船が 豫定 より 一 日 早く 出帆した るが 爲に 遂に 英國に 留まった ので 

あると 云 ふ、 力 ー ライル 口  く 若し 其 船が 兩人を 運び去りし ならば 英阈 に： J!^ 權自 S は 起ら ざり しならん 

と、 神に 召された る 者 は 終に は^でも 立たざる を 得ない、 モ ー セの 如く 已むを 得すして 屮 Z たとい ふ 

が卽ち 彼が 大事 業 を 成就げ しその 發 端であった ので ある。 

四 モ— セ の辭返 (四月 三十： W) 

出 埃 及 記 第 II 章 

しる  な  へび 

兹に 二つの 奇 lis が 記されて 居る、 モ— セの 乎に ある 杖 を 地に 投げし に 蛇と なりし は 其 一 である、 其 

ふところ  もと  ち ゆ 

^を 一 度び 懐に 入 るれば 癩病 を 生じ 之 を 再び， すれば 又舊の 如く 治癒した る は 其 一 一で ある、 之 等の 奇蹟 

しゅつ 二 ジ ブトき 

は 果して M を敎 ふる 乎、 之 を 知る が 爲には 出 埃 及 記の 全體を 併せ 考 へねば ならぬ、 出 埃 及の 事 自體が 

著る しき 神の 力の 發 現であって 奇蹑 なくして は 意味 を 失 ふので ある、 担し 聖_ 書は奇 贖の 書な りと 思 ふ. 

は である， 架 書の 奇 K は 却て 其 小 部分に 過ぎない、 之 は必す 神が 或る 特训の 事 を 行 ひ 給 ふ 時に 起つ. 


たので ある、 初め 神 ヤコ ブに現 はれ 給 ひしょり 出 埃 及に 至る 迄 凡 四百 年、 爾後 預言者 H リャの 時 迄 亦 

凡 ra 百年 更に ィ H ス キリスト 迄 亦 凡 ra 百年、 卽ち 聖書の 奇赜は 凡そ 四百 年毎に 行 はれた のであって 其 

力つ ii 

問に は 滅多に 之に 類す る 事 は 行 はれなかった、 知るべし 聖書の 大部分 は 奇蹟 以外の 記事で ある 事 を、 

唯 特^に 大 なる 事の 成されん とする 時に 奇晴の 行 はる 丄は 已むを得ない、 久しく 奴隸 生活に 慣れたる 

イスラエル の 民衆 幾 十 萬 を 率ゐて 一人の モ ー セが 紅海 を 渡り カナ ン に 向 はんとす るが 如き は奇 踏な く 

して 到底 行 はる、 事で はない、 叉 出 埃 及 は 單にィ ス ラ H ル 人の 歷史 たるの みならす 我等が 此 世と 離る 

る 事 を 意味す るので あって 其 時 3： か 特別の 力が 我等に 加 はるに 非す ば實行 出来ない 事 は 我等の 能く 知 

る 所で ある、 殊に 义 最後に 此世を まて 窮 なき 生 八 叩に 人る に は 最も 犬なる 奇践を 要する ので ある、 イエ 

00000000000000000000000000000 

ス の 復活が 奇蹑 でありし やうに 我等の 设活も 亦 犬なる 奇 g0 である、 實に 人類 最高の 希望 を充 さんが 爲 

には必 すゃ大 なる 奇蹟がなくて はならない、 神の 特別の 力 を 必要と 感じた る 經驗を 有ち し 者 は 決して 

か V る奇 積の 11^ 在 を 怪しまな いので ある。 

而 して 神の 命に 由り 大 なる 奇绩を 行 はんとす る 人に は 其 人 自身に 奇蹟 を 示して 置く の 必要が ある、 

モ ー セは昔 自分の カを恃 みし 時と 異なり 今や 己に 何の 力なき 事 を 十分 自覺 して 居る から 此大 事業 を遂 

げんと する に當り 度々 失望す る 時が あるに 相違ない、 其 時つ まらぬ 者に も 祌のカ 加 はらば 大事 を 成し 

得る 事 を 知らし むる は 最も 必要であった、 是に 於て 祌はモ I セの 杖に 由て 奇饋を 行 ひ 給うた、 杖と は 

牧羊者が 羊 を 導く 爲に 用ゐる 棒であって 恰も 我等が 運動の 際に 携 ふる ステ ツキの 如く 牧者に 取つ て 常 

時 其^ を 離れざる 最も 親しき 者で ありし と共に 叉 最も 普通の 平凡なる ものであった、 然るに 神 は此っ 

まらぬ 杖 を 蛇と 化せし め 給うた ので ある、 蛇 を 硬化して 杖と なす 事 は 當時埃 及に て 行 はれ たれ ども is 


れ たる 杖 を 蛇と なす は 神の 力なら では 出來ぬ 事であった、 故に モ ー セは之 を 「神の 杖」 と 呼び 生 離 

す 事な く、 後に 紅海に て 海の 水 を 擊て之 を 分ち たる も此 杖であった、 レビ. デムに て：：^ 水に 渴 きし 時 

磐を擊 ちて 水を屮 Z したる も此 杖であった、 又ァ マ レク 人と 戰 ひし 時 岡の 鎮に 登り 乎に せる 杖 を 舉げて 

イス ラエ ルを 勝た しめたと いふ 其 杖 も 之であった、 祌之を 使 ひ 給 ふ 時 は 一 本の 杖 も 此の 如き 者と なる 

ので ある、 かの 一 商店の 賫 子に 過ぎ ざり し 米 國のム ーデー が 世界的の 宗敎 {豕 となりし が 如き 亦 其 一例 

に 外なら ない。 

而 して 叉 杖が 恐る. べき 蛇と なりし はモ ー セ をして 民の 罪に 對 する 警 吿を與 へしむ る爲 であった、 ， 

吿は其 實行を 作 はねば ならぬ、 罪に 就て 警告 を與 ふる も尙 顧みざる 時 確に 其 罰の 臨む * を 知らし むる 

の必. 要が ある、 是に 於て 第二の 奇瞎が 行 はれた、 「乎 を懷に 入れて 之 を 出し 見る に 其 手痲病 (象 皮 1^) 

を 生じて 雪の 如く なれり」 (六 節) と、 卽ち警 吿を實 行し 5 ^を 罰する の 力が モ ー セに與 へられた ので 

ある、 併しながら 單に 罰する のみで はない、 神 は 义モ— セに. H て惠を 施し 罪 を 赦し給 ふ、 「w び 其 乎 

を 懐に 人れ て 之 を 3^ し 見る に變 りて 他處の 肌膚の 如くになる」 (七 節) と、 .§ ち 縛る 力と 共に 釋くハ 

が 彼に 加 へられた ので ある、 エホバ は 罪 を 罰せす して は： 益き 給 はない、 然しながら 义人を 亡ぼし 遨し 

や  しお  V 

はし 給 はない、 モ— セ は 前の 火に 燬 かれざる 棘の 奇廣 と共に 長き 間 心に 此奇 蹄を嚼 みい ：！ めて 其 味 を 知 

つたので ある、 故に 彼の 嚴 格なる 人格の 底に 深き 慈悲 を湛へ て 居た ので ある。 

此 の 如く 神は稱 々 なる 奇蹑 を以 て 意味 深き 實物敎 育 を 施し 給 ひし も モ ー セ は尙 最後に 其 吶辯を ,5 

として 飽く迄 神の 命 を 拒んだ、 「是に 於て エホバ、 モ ー セに向 ひ 怒を發 し」 給うた と ある、 モ ー セの 

長き 經歷の 中に 若し 非難すべき もの ありと せば 後に 十誡の 石板 を 地に 拋ち たる 事と 此の 事との 二で あ 


らう、 モ I セは 口重き 人であった， 然し 响辯祌 に 於て 何 か あらん、 祌 共に 在り 給 はば 呐 辯の 屮 にた 雄 

辯が あるので ある、 神 は 其 眞理を 語らし めんが 爲に 却て 言 無き 者 を 選び 給 ふ、 米 闽の傅 道 者と して 最 

も 尊敬せられ たる フィリップス • ブルックス の 如き も 天 性吶 辯の 人であって 大學を 出で たる 後 自己の 

天職に つき 先輩に 相談した るに 何 を やつ て も 傳道師 となる 事 丈は最 不適 當 なりと 言 はれた、 然るに 神 

は 彼 を 選びて 大 なる 說敎 家たら しめ 給うた ので ある、 又 余 自身の 經驗も 同じ やうな 事 を 示して る、 

筆 を 執て を 綴る は 素と 余 の 最も 好まざる 所 で あった、 嘗て 札幌 にて 學年 の 試驗を 終りし 時 如何に 文 

學を嫌 ひし か を 示さん 爲め 人の 面前に て 文學の 講義 筆記 を 燒き棄 てた 事が ある、 若し 其 時人に 相談し 

たなら ば 必すゃ 余 を 戒めて 筆 執る 事 丈 は 止めよ というた であらう、 然るに 其 文學嫌 ひの 余が 遂に 今：！ I 

迄 筆 硯の業 を 核け て來 たので ある、 事を定 むる に 自己の 天性 其 他の 境遇 は條 件と はならない、 唯 神の 

聖 il;n に 由る ので ある、 モ ー セ は 此點に 於て 餘 りに 闲 執し 過ぎた る爲め 彼に 代りて ァ 口 ン の出づ るに 及 

び 却つ て 事 をして 混雑たら しめたの である。 

モ ー セは 遂に 神の 命に 應 じて 立った、 而 して 麥チッ ボラ も 彼に 從 つた、 チッ ボラ 素と 柔順なる 妻な 

りし も 唯 割 禮の事 丈はモ 1 セの 言-に反して 之 を 行はなかった らしく 見える (割 禮は單 に 俵 式で はない、 

猶太 人に 小兒の 死亡率 甚だ 少き原 丙の 一 は割禮 にある と稱 せられる)、 然るに 共に 旅行して 沙漠 中の 

岩简に 宿りし 一 夜危險 なる 疫病の 襲来に 遇 ひて チッ ボラ は 恐怖の 餘り其 長く 夫に 逆ら ひし を 想 ひ 起し 

遂に 其 子に 割禮を 施した、 而も 尙 快ら ざり し爲モ ー セの 足下に 血の 皮 を拋ち 「汝は 誠に 血の 夫な り」 

し う，.」  おくり ケ. へ 

と 叫びし とい ふ、 後モ ー セが埃 及 を 出た 時 舅 H テ a が 「遣 還され て ありし チッ ボラと 二人の 子と を述： 

れ來 る」 (十八 章 二 節) と あれば チッ ボラ は 遂に 夫モ ー セと事 を 共に する 能 はすして 此處 より 生家に 


返送され たので あらう、 小なる. 家庭の 記 寧なる も 我等の 爲に大 なる 誡め を傳 ふるので ある U 

五 イスラ H ダ の 救出 I 解放 第 一 步 (五月 二十 一 =) 

出 埃 及 記 第五 章、 六 章 

モ ー セは 遂に 祌の 器と して 働かざる を 得ざる に 至った、 初の モ ー セは 自ら 立たん とし 後の モ —セは 

神より 强 ひられ 已むを 得すして 立った、 今や 事 は 全く 神 本位で ある、 人 は M でもない、 神が 凡てで あ 

る、 人物 拜は玆 に 根絶せられ た、 イエ スの 時代に 、ける ユダヤ人の 信仰 墮 落はモ ー セを 非常に 大夥 • 

に 思 ひし 事に ある、 今 も 同じく メソヂ ス卜敎 會はゥ H スレ ー を、 ル ー テル 敎# はル ー テル を ti- しく 言 

うて 止まない、 併し 出 埃 及 記の 敎 ふる 所 は 之と 異なる、 人類 中の 最大 偉人 モ ー セと雖 も 神の 前に 立ち 

て 如何に 小なる 者なる か を 示す ので ある。 

モ ー セは 人て パ n に 曰うた (パ ロ卽ち埃及の帝王は壓制1^;主なりしも能く人を引見したi*は^5„^:,袞の 

f!i はする 所で ある)、 「我等 をして 曠野に 出で 神と 实會 する 事 を 得しめ よ」 と、 喊野 にて である、 而も 神 

と 筵 を 共に すと いふので ある、 實 に是れ 不思議なる 意味 深き 語で ある、 埃 及は當 時の 開明 阈 であった • 

凡ての 快樂は 此處に 得られた、 然るに 其の 埃 及 を 去て 曠野に 出 でんと は 何の 故で ある 乎、 父 神と 御馳 

走 を 共に すと は 河の 謂で ある 乎、 パ 口 素より 之 を 解し なかった、 併し：^ 仰の 經驗 ある 者 は 其 深き^ 味 

を 察する 事が 出来る、 是れ 解放の 第一歩で ある、 前に も 一一 H ひしが 如く 出 埃 及 記 は國： の歷 を 以て 我 

等の 生涯 を 表 はした ものであって、 此世を 代表す る 者 は 埃 及であって、 此 世の 王卽ち サタン を 代^す 

る 者 は。 ハ 口 である、 而 して 我等 各自 は 此^の 奴？ f として 苦役 を 課せら る  >- ので ある、 之より 脫出. W 


る は 難 中の 難事で ある、 如何にして 其 事が 成し遂げら る k 乎、 唯 神の 力に 俟 つの 外ない、 神に 召され 

て 斷然此 世 を 去り 沙漠に 出 でんと する 時 埃 及 は 驚き パ 口 はおる、 人が 眞に キリスト を 信じて 十字架 を 

負 はんとす る は 大事 件で ある、 其 時 種々 なる 壓 迫が 彼に 臨む、 「彼等 は懶惰 きが 故に 此の 如き 事を霄 

は. U ら 5  は. 1!ら  か はら  わ 

ふなり、 人々 の 工作 を 重く して 之に 勞 かしめ よ」 (五 章 八、 九 節) と、 パ 。は 斯く言 ひて 瓦 を 造る 禾 

样を與 へす 自 ら之を 集めし め 其 苦役 を 一 層 甚だしから しめた、 我等の 場合 も 亦同樣 である、 或は 反對 

に 誘惑 を 以て 我等 を墮 落の 淵に 沈淪 せしめん とする、 兎に角 解放 第一歩 は 信者 をして 却て 前よりも 一 

曆惡 しき 狀態 に陷 らしむ るので ある、 此經驗 は 世の 終る 迄 止む 時がない、 ル ー テルの 生涯 もさう であ 

つた、 彼 は 信仰の 篤き 國と 家と に 生れながら 眞に此 世を棄 てた る 時の 彼の 父の 怒 は 非常なる もので あ 

つた。 

此世を 去りし 後に 來る もの は 曠野で ある、 人 無き 寂 I 鬆の 沙漠に て 唯 M ホバ と共に 御馳走 を 食す るの 

である、 玆に埃 及の 肉と 野茱 はない、 唯 天よりの マナが あるの み、 埃 及 を 出で て，. 一足飛びに 蛛 蜜と 乳 

の 流る、 力 十ンの 地に 到る 事 は 出来ない、 一度 は必す 曠野 を 通らねば ならぬ、 長き 間 沙漠の 勞 苦を嘗 

め 神の 與へ給 ふ 食物の みに 由て 養 はれねば ならぬ、 是れ 甚だ 辛き 事で ある、 傳道 者の 苦衷 は玆 にある _ 

よき 境遇の 人が 埃 及 を 出づる 時の 苦 を 見る 毎に 最早 傳道 はなす まじと 思 ふ、 併しながら 是れ實 に 必要 

の 第一歩で ある、 之 を 措いて 他に 救の 途 はない ので ある、 キリス 卜 を 信じて 直によ き 境遇に 人らん と 

する 程 犬なる 謬 はない、 敎會の 根本的 誤錯の 一 は 之で ある、 今日 快樂 主義 に 跋扈し、 殊に 米國人 

の 如く 日曜日 毎に 敎會を 3r つれば 卽ち自 働 車 を 飛ばして 縦横に 衢街 郊外 を 馳驅し 以て 一 時の 快 を 貪る 

の 時に 當り、 此^ を棄 てて 沙漠に 出で よと 叫ぶ 事の 如何に 不人 § ぶなる か は 想像す るに 難くない、 此間 


に 在て If 縫 を 事と する 敎師の 苦痛 亦 察すべし である、 併しながら キリストの 敎は明 である、 「曠野 

しろ 

に 出で て 神と 筵 を 共に せよ」 と、 是れ 聖書の 明言す る 所であって 又實に 信者の 最大 特-械 である。 

六 章 六 節より 八 節 迄の 問に 「我」 なる 字 を 繰 返す こと ト II、 凡てが 「我」 卽ち M ホバの 業なる 事 を 

示す ので ある、 人が 此 世の 壓 迫より 脫れ出 づる事 は 決して 人の 力で はない、 偉人 モ— セを 以てしても 

出来ない、 唯 神が その 聖 33 により 惠を 施し 力 を 加へ 袷 ふ 時に のみ 救が 始まる ので ある U 

「我 全能の 神と いひて アブラハム、 イサク、 ャ コ ブに顯はれたり、 然れど我名の ^^ ホバ の事は彼等 

知ら ざり き」 (三 節)、 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブは H ホバの 名 を 知ら ざり しに 非す、 其 意味 を 知ら 

なかった ので あ.^、 神 を 萬 物の 造 主なる 全能者と して 解す る 事 は 難くない、 併し H ホバの 祌は靑 に 全 

能の 神で はない、 エホバ は 「有て 在る 者」 「我 在りと いふ 者」 である (三 章 十 ra 節參 照)、 凡てが ェ 

ホバ より 出づ るので ある、 イスラ H ル 人の 埃 及より 救出 さる k 其 計畫が 彼より 出で、 其 手段が 彼より 

出で、 之を實 行し a つ 完成す るの 能力が 彼より 出た ので ある、 人に 對 して か、 る 態度 を 取り 給 ふ祌が 

卽ち H ホバ の祌 である、 我の 罪人なる に 拘らす 我 を 愛し、 ！S きに 拘らす 此^より 救 ひ、 幾度 か跌 きて 

みこ ゝろ そ； J  0〇00にゝ000000 

聖 3 曰に 背く に拘 らす尙 我を棄 てす して 導き 給 ふ 其 神で ある、 一 一一 一一 n 以てい へば 惠を 己に 湛へ て 他に 俟た 

ざる 實在 者で ある、 萬 事 を 自ら 爲し 遂げ 人の 往 いてお 賴 みする を俟 たざる 祌 である、 余の キリスト を 

信じて 救 はれた る も 亦 信仰 を 維持して 今 n に 及びた るも呰 神の 力で あつ て 凡ての 惠が 全く 神 御自身よ 

り 3r つるので ある、 若し 然ら すん ば 余 は今尙 亡ぶ るので ある、 か、 る祌は アブラハムの 知らざる 所で 

あった、 之 を 明白に 我等に 示し 給うた 者 は キリスト である、 キリストに 於て 神 御自身が 我等に 顯 はれ 

給うた ので ある。 


六 章 ト四 節 以下に 一 一 卜 九の 人名 を 擧げて モ ー セとァ ロン の 如 3： なる 家の ものなる か を 示し 以て 系阓 

の 重ん すべき を敎 へて 居る、 神 は 我等に 於て 祖先の 事 を 忘れ 給 はない、 モ ー セが イスラエル を 救出" し 

たる 背後に は 長き 間 の 善き 遺 傅が あった、 勿論 神 は 如何なる 器 を も 用ゐ給 ふので あるから 系圖 なき 者 

^より 失 すべきで はない が、 同時に 又 善き 遣傳 を^す る 者 は 其 事に 就て 神に 感謝すべき である、 モ 

I セの組 には^れ たる 人が 多かった、 叉 彼と 同族の コラは 詩篇 中の 重要なる 音樂. ズ である、 コラ 〈豕 

は イスラ H ルの 神殿に 昔樂を 供す る 大切なる 家であった、 其 他 H レア ザル、 ビネ ハス 等^ 聖書に 現 は 

る 、人物で ある、 か.^ る 血緣を 有せし モ ー セには 自ら 惠が 之に 伴 ひ 何ともい へ ぬ 一 稀の 氣品 人格が 備 

はって 居た ので ある、 系圖の惡き者失は"^^すべからす、 良き 茶 圖 を 有する 者 は 亦 之 を 感謝して 均しく 祌 

に 仕 ふべき である。 

ァ 口 ンはモ ー セ の：： ん、 彼等 はァ ム ラム の 子に して n ハ テの 孫、 コ 、ノ テは レビの 裔、 レビ はャ コブの 

子であった、 信仰 は 系 圖に伴 ふ 者で ある。  . 

六 イスラ エダの 救出と ュジ。 フトの 裁判 (五月 二十 八 =) 

出 埃 及 記 自第七 章 至 第 十二 章 

出 埃 及 記 七 章より 十二 章 迄に 於て モ ー セとァ 口 ン とが H ジブ ト王パ 口の 前に： U ひし ト大 奇蹟が 記し 

て ある、 河の 水 を 血に 變ぜ しめ 全 國に血 あらしめ たる は 共 一で ある， 蛙 上り 來 りて エジプト 全地 を蔽 

ひし は 其 二で ある、 地の 塵皆资 となりし は 其 三で ある、 蚋の 群集 全地 を 害 ひし は 其 叫 である、 惡 しき 

し うえき  ちら  はれもの 

獸疫 起り て. 家畜 iiw 幾れ し は 其 五で ある、 灰 を 撒布し 人畜に 腫物 を 生ぜ しめたる は 其 六で ある、 全 蘭に 


^曾 有の 雹 降りて 產物を 害した る は 其 七で ある、 東風 起り て蝗を 吹き送り 阈中爲 に-ほく 地の 靑物 忽ち 

枯 れ盡 したる は 其 八 である、 调密 の暗黑 三日. の 問 全 國を蔽 ひし は 其 九 で あ る 、 而し て か、 る 禍番相 核 

で 至る もパ tl頑にして尙悔改めざるを以て：^取後に國中の長子悉く擎たれ H ジブ ト 全地に 大 なる 號 S 尺 起 

りし は， § ち 其 十で ある。 

之 等の 奇鎮は 素より $1 祌 の行爲 であって 人の 爲す 所ではないが 故に 齊通 天然 の 法則 を W て 之を^^^す 

ぺ からざる は 勿論で ある、 然し 乍ら 注意す べき は 其 何れも H ジ ブトに 起り 、へき 械 類の 出來 isM じあつ 

て 全然 絶無の 事で はない とい ふ 事で ある、 第一 に 全 固の 水が 紅くな つたと いふ、 H ジプト は 沙漠の 問 

に橫 たはる 帶の 如き 土地であって、 之 を 流る、 河 は 唯一 ナイル あるの みで ある、 國 中の 飮 用水 も 液溉 

用水 もみな 此 河に 仰ぐ ので ある、 循 つて 若し M かの 方法に 由て 此 河水が 紅くなる ならば 全！： の 水 も 亦 

血の 如くに ならざる を ない、 而 して 此 地方に 於て 河水が 紅色 を呈 する 原因 を 想像す る is?- は必 すし も 

難くない ので ある、 かの 紅海の 如き は 時々 一 稲の 小蟲が 群がりて 諸 所に 眞 紅の 壞 W を 現 はし 爲に 海水 

を 紅く 染む るに 由て 其 名が あるので ある、 其 如く ナイル 河に も 亦 何 か 下等 動植物が 發 生して 類似の 現 

象 を 生す る 事が あつたの であらう、 第二 以ド の娃、 .1、 蚋 に蝗の 製來、 獸疫の 猖獗义 は 降せ 伋等も 亦 

之 を 想像し 得べ く、 灰の 撒布と ある も 多分 沙漠 より 吹き 來る 細かき 砂塵の 意で あらう、 最後 の 長子に 

關 する ものの みは 特刖の 出来事 で ある けれども 其 他 の 九の 奇蹟 は 何れ も H ジ ブトに ており 得べ き 現象 

である、 唯 著る しく 其 度 を 強め は 相連續 して 臨みし が 故に 奇蹟と 見ら る，. ので ある、 奇積 を斯く 解す 

る は 決して 祌のカ を 減ぜん とする もので はない、 却て 奇 踏の 行 はれし 眞の 理由 を 知らん が 爲に無 要の 

闲難を 除く ので ある。 


然 らば 之 等の 奇 積の 行 はれし 理由 は 何で ある 乎、 神 イスラ H ルを救 ひ 給 ふに 他に 途 があった ので は 

なから う 乎、 此 問題に 答 ふる 前に 我等 は iy づ當 時の 事情 を考へ て 見なければ ならない、 H ジブ トは當 

時の 最大 强國 であった、 其國は 富み 其 民は榮 えた、 其 問に 在て 使役せられ たる 僅々 數十 萬の イスラ H 

ルの 2^ は憲に 弱く 卑しき 國 民であった、 然るに 其 中の 二人が 自ら パ a の 前に 出で て 「我等に 自由 を與 

ど はん 

へよ、 我等の 戴く Ha; の 神に 仕へ しめよ」 というた ので ある、 若し 日本 國の 配下に ある 少數 の臺 灣土蕃 

が 突 然斯る 態度 を 取った としたならば 如何で あらう 乎、 事 は實に 無謀の 極で ある、 到底 §1- み 得べ から 

ざる 事で ある、 然るに イスラエル は 遂に 救出され て 力 十ンに 達し 愈々 發 達して 今 曰に 及んだ、 ユダヤ 

00OOOOO0  0O00O0C0O0O0O0OO 

人の 令 日 ある 其 事 自體が 根本に 於て 旣に 大奇跨 である、 然 らば 卽ち當 初 H ジ ブトの 地 を し 時に 何 

か奇 が 行 はれた と い ふ は 最も ふさ はしき =SM.」 はない 乎。 

併しながら 之 等の 奇廣を 行 ひし 者 は 勿論 モ ー セ ではなかった、 ；はモ I セ對パ B に 非す して 14 ホバ 

對 パロであった、 神が パロと 戰ひ 給うた ので ある、 モ— セ 偉大な りと 雖も イスラ H ルの 救出 は 到底 彼 

の 力に 及ぶ 事ではなかった、 彼 は 唯 神の 一一 一一 c を 傳へ其 命に 維れ 從 ひしの みであった、 エホバ 彼に 命じて 

曾 ひ 給 ふ r 汝パ 。にい ふべ し H ホバ かく 一一： 一  n ふ 云々」 と、 卽ちモ I セ往 きて 其 通り パ n に傳 へた、 エホ 

、パ又 命じて 言 ひ 給 ふ、 r 汝杖 を擧げ よ」 と- 卽ちモ ー セ其 杖を擧 げた、 彼の 爲 したる 事と て は 僅に 一 

舉 乎ー投 足の 勞に 過ぎなかった、 併しながら 是に大 なる 信仰と 勇氣 とが 要った、 彼 は 自己の 如何に 小 

S なる か を 能く 知って 居た、 殊に 驕れる 强大の 帝王の 前に 出で て 卑しめられ たる 神の 名に より 賤 しめ 

られ たる 民の 爲に說 く は實に 至難の 業であった、 彼 は 事の 成功 を豫 期し 得なかった、 我の 如き 者を以 

てして 到底 駄目で あると、 此の 如くに 思うて 彼 は飽迄 岡 辭 して 受けなかった、 併しながら M ホバは 彼 


の 信す る 神であった、 イスラ H ルは 彼の 愛する 民であった、 而 して 其 エホバが 命じ 給 ふので ある、 ィ 

スラ H ルが 苦み つ k あるので ある、 祌の 名の 擧 げら れんが 爲に、 己が 民の 救 はれん が 爲に彼 は 空しく 

躊路 する に 忍びなかった、 彼 は 遂に 信仰に 由て 立った、 彼は大 膽にパ n の 前に 出た、 而 して 最も 忠實 

に 神の 言 を 傅へ 其 命じ 給 ふま &に 行った、 而 して 見よ、 驚くべき 奇蹟 は 相 尊で 行 はれ^むべく も 非 ざ 

りし 大事 業 は 遂に 成就した ので ある。 

我等 は祌の 前に 何の 誇るべき 所な き 者で ある、 我等 は 弱く 小さく 據れ たる 者で ある、 然しながら 我 

等に も 亦 神より 負 はせられ たる 義務が ある、 我等の 周圍 にも 必 す 夫々 H ジブ トとパ 口と イスラエルと 

が あるので ある、 而 して 祌は 我等に 其 救出 を 命じ 給 ふので ある、 事 は 至難に して 到底 我等の 力の 及ぶ 

所ではない、 「とても 駄目で ある、 我が 父に 福音 を說 くも とても 駄目で ある、 我が 妻に 悔改を 促す も 

とても 駄目で ある、 我が 恩人 我が 知己、 彼等 は 皆 とても 駄目で ある」 と、 此の 如くに 絕 望して 我等 は 

多く 智慧 ある 沈默を 守らん とする， 併しながら 神 は 我等に 何 と 命じ 給 ふ 乎、 往て 福音 を 萬 人に 宣傳せ 

よと、 是れィ H スの敎 ではない 乎、 彼等 も 亦 神の 子で ある、 我等に して 若し 眞に祌 を 信じ 彼等の 靈魂 

を 愛するならば 3： ぞ斷然 立て 彼等に 神の 言を傳 へざる、 モ ー セ 悼ら すして パ 口 の 前に 出で し 如くに 我 

等 も 亦 神の 命に 從ひ 臆する 所な く 口 を 開くべき ではない 乎、 我等の 力 は 素より 何でもない、 併し乍ら 

誰か 知らん 神 我等の 信仰に 由て 奇續を 行 ひ 給 ふ 事 を、 先 づ勇氣 を 以て. N を實 行す る 事た くして 徒に 奇 

蹟の能 否 を 論す る は 愚 も 亦 甚だしき ものである、 奇蹟 は 學理の 問題で はない、 信仰の 問題で ある、 奇 

i0 の 事 定まりて 信仰 起る ので はない、 信仰 先づ 起り 奇蹟 之に 伴 ふので ある、 信仰な くして 奇廣 はない， 

祌 ffi を 施し 給 はんと す る に 當り 我等 信仰 に 由り 勇 氣を以 て祌の 命に 從は 奇蹟 果し て 行 はれざる べき 


乎、 曾 ふ を 休めよ 我が 力 を 以てして はとても 駄目で あると、 神 之 を 爲し給 ふので ある、 神 は 我が 信仰 

と 勇 氣とを 以て 頑固なる 老人の 心 を 碎き給 ふので ある、 神 は 我が 口より 出づ る簡單 なる 言 を 以て 骨肉 

同胞 を 悔改に 導き 給 ふので ある、 唯 臆して 之を爲 さざる が 故に 事 は いつまでも 成らない、 奇蹟の 行 は 

る > -機會 は 多い けれども 信仰と 勇氣 とを缺 くが 爲に 空しく 之 を 逸する ので ある、 余の 知れる 或る 知名 

の 牧師に 多年 大 喂 伯 邸に 出入し 伯より 少 からぬ 援助 を 受けて 居る 人が ある、 余 は 或 時 彼に 問うた、 

「足下 は 嘗て 伯に 罪の 悔改を 促した る 事 ある 乎」 と、 然るに 彼 は 答へ て 曰うた、 「否、 そ はとても 駄 

目で ある」 と、 果然 彼 も 亦 不親切なる 牧師であった、 自己 を援 くる 者の 靈魂を 愛する 事 を 知らないの 

である、 嘗て 米國ケ ンタ ツキ ー 州の 某 知事が 名 も 無き メソ ヂス ト敎會 の 一 牧師より 悔 改を說 かれ 初 は 

甚く 怒りし も 遂に 誠實 なる 信者と なった 話が ある、 後 其 知事 常に 人に 語りて 曰うた 「余 は 多年 政界に 

ありて 幾多の 牧師に 接し 彼等の 事業 を 助けた る も 此時迄 一 人の 眞に 余が 靈 魂の 事 を 心配して くれた 者 

がなかった」 と、 實に 若し 眞に祌 を 信じて 大膽に 其 命に 從ふ者 あらん 乎、 一本の 杖を擧 ぐるの みに て 

大 なる 奇蹟 は 行 はる k ので ある、 其 事な き は 之を實 行せ ざるが 故で ある、 今次の 大戰爭 の 終媳は 如何 

にして 來 るべき 乎、 若し 信仰と 愛と に充 ちて キリストの 名に よりて 兩 軍の 間に 立ち 「汝等 劍を牧 めよ」 

と 叫ぶ 者 あらば 何ぞ 知らん 此の 慘劇も 今日 或は 終局 を吿 げん 事 を、 唯 自己 の み を 顧み る 時人 は 臆し て 

敢て 進まない、 併しながら 神の 言 を 有の 儘に 信じて 簡單に 之を傳 ふる 時祌 恐らく は大 なる 奇蹟 を 行 ひ 

給 はん、 モ ー セのー 擧 手に 强大國 の 滅亡と イス ラ H ル の 勃興と が 伴うた、 「汝等 も往て その 如くせ よ」 

とィ H スは 我等に 命じ 給 ふので ある、 我等の パ n は 近く 我等の 周圍 にある、 我等の 家の 中に ある、 適 

當 の 機 食に 祈 を 以て 彼等 の 前に 出で 最も 大膽 に 神の 言を稱 へ なば 神必す 彼等 を 導き 給 ふ であらう、 聖 


蒈は 我等の 爲に 明白に 其 事を證 する ので あるひ 

ナ- きこし Q いに ひ 

七 逾越 節の 起源 (六月 十一 る 

出 埃 及 記 第 十 一、 十二 章 

やぎ こしの いは ひ  に^3 ぃれ«^んのぃはひ 

逾 越 節 及び 除酵節 の 事に 就て は 新約聖書 中に も 之 を 記す 處が 多い、 馬太傳 二十 六 章 十七 節、 

おも 

馬可傳 十四 章 十二 節、 路加 傳ニ 十二 章 七 節.， 約 翰 傳ニ章 十三 節、 同 十一 章 五十 五節 等 は 其 主なる もの 

であるが 殊に 注意す ベ き は 哥林多 前書 五 章 七 、 八 節で ある、 而 して 之が 深 き 意味 を 採る は 新約聖書 中 

の 最も 大切なる 敎を 知る 事で ある、 舊約 聖書 は 概して 文字 も粗朴 にして 美的で はない けれども 人心の 

深き 實驗が 其 中に 籠って 居る、 就中 逾越 節、 除酵 節の 如き 其 起源 を 知って 之 を 我等の 福音の 上に 應用 

するとき は 永久の 眞理 として 限り無く 我等の 慰藉と なる ので ある。 

逾 越と は 人の 門前 を 通り 過ぐ る 事で ある、 卽ち イスラ H ルの 民が エジプト を屮 I でんと する 時ァ ビブ 

？?  n ？  ごと  こひつじ 

の s: 卽ち 我舊曆 三月の 十日に 家 毎に 一 頭の 羔を 取り (若し 家族の 數ー 一十に 充 たざる とき は 隣家と 共に 

す)、 其 月 卜 ran の 薄暮に 會 衆 皆 之 を 屠り 其 血 を 取って 家の 門口の 兩 柱と 鴨居と に 塗って 置いた 所 

}  しもめ  う ひ ご 

其 夜 M ホバ の 使者 H ジ ブトの 國を 巡って 上 は 王者 パ 口より 下 は 磨 ひく 微賤の 婢に 至る 迄 其 長子た る 者 

を 悉く 撃ち殺した けれども 唯ィ スラ H ル の 家の みは 其 門口に 塗って ある^の 血が 記號 となりて 使者 は 

其 前 を逾ぎ 越し 災禍より 免れた とい ふので ある、 而 して 其 事 は 出 埃 及 記 十一、 十二 章の 問に 三度び 繰 

； まし 記されて ある、 初め モ，" セ之 を。 ハ 0 に對 する 警告の 詞 として 述べ、 更に 其實行 せらる、 に 當りェ 

ホバ. 义 特に モ ー セ をして 之をィ スラ H ルの會 衆に 傅へ しめ 給うた ので ある。 


神の 命じ 給 ひし 主 w の 血が 記號 となりて 其 下に 隱， れし イスラ H ル人 のみが 滅亡より 救 はれた と、 是れ 

血腥き 話で ある、 恰も 怫蘭西 革命の 時 牢獄に 繫 がれた 者の 中 白墨に て 其 窒の戶 に 記 號を附 けられた 者 

が 悉く 翌朝 斷頭臺 に 載せられ たとい ふ 話に 似て 何の 美 はしき 意味 もない やうに 見 ゆる、 叉 猶太 人 自身 

も 其眞の 意味 を 解せ すして 此節を 守る 者が 多い ので ある、 併しながら 逾越 節の 深き 眞理は キリス トに 

由って 明白に せられた、 キリストの 死が 此敎 の說 明と なった ので ある、 其 事 は キリスト 自ら も 宜べ給 

うたが 殊に 之 をカ說 した 者 は 使徒 パ ゥ & である。 

我等の 救 はる k は キリストの 血に 由る と は 信者の 口癖の 如くに 稱 ふる 所で ある、 其 說明は 何と 附く 

る も、 一 百 葉 其 も の は 之を棄 つる 事が 出来ない、 或は 是れ ユダヤ 思想であって 我等の 思想で はない と 言 

はば 言 ひ 得る も 兎に角 新約聖書 中の 最も 大切， なる 敎理 として 今日 迄 永き 間 我等の 守り 來り しもので あ 

る、 余 自身 も 初め 之 を 何 か哲學 的に 說 明し 去らん と 試みた 事 もあった、 血 は 生命で ある、 キリストの 

血に S て 救 はると は キリ ストの 生命が 我等に 移る ので あると いふ やうに 說 いた 事 もあった、 併しな が 

ら年 進み 信仰 進む に從 つて 愈々 深く 感す る 事は單 にか &る說 明の みに て は 物 足らぬ とい ふ 事で ある、 

血 は 生命で あると いふ は其說 明の 一部で あらう、 俳し 全部で はない、 其 全き 意味 は 今 は 分明らない、 

然り 意味 は 分明ら な い けれども 余 は 唯 之 を 信す るの である、 キリストの 血が 我等 を 救 ふ 事 を 信じ 而し 

て 其 深き 眞理の 悉く 明瞭に 示さる、 3 を 待つ の である。 

イスラエル の 出 埃 及 は 我等が 此世を 離れて キリストの 圃に 移る 事 を 意味す る、 併し それの みで はな 

い、 もっと 大切なる 事 は 最後に 人み な キリ ストの 臺 前に 立って 審判 を 受け 綿羊と 山羊と が 分た る 

が 来る 其 時に 何人が 救 はる \ 乎 を敎 ふるので ある、 其 時 義人が 救 はれ 罪人が 滅ぼさる とい ふ、 併し 其 


區^ の 標準 は何處 にある 乎、 道德か 人格 か はた 善行 か、 若し 道德 問題より すれば H ジ ブトの 民 数千 萵 

の 中に 善き 人も少 くなかった 事 は、 歷 史に徵 する も 明かで ある、 叉 イスラ H ルの會 衆 中 に^だ 劣りし 

人 もあった に 相違ない、 それに も 拘らす 一 夜 H ホバ の 使者 國中を 巡りし 時ィ ス ラ H ルは 悉く 救 はれ H 

ジプト は 悉く 擊 たれた ので ある、 其 理由 は何處 にあり し 乎、 曰く 羔の血 を 門に 塗って 其 下に 隱れ たか 

ら である、 神の 我等 を 審^き 給 ふ は卽ち 之で ある、 道德 によらす 品性に よらす 功錢 によらす 唯 キリス 

卜の 血の 下に 隱る、 や 否やに よりて 審^き 給 ふので ある 、神の 審判の 前に 引出さる &時 余の 僅かば か 

りの 事業 や 善行 を 持ち出す も 余が 救 はる \ の 何の 理由に もなら ない、 其 時 余 は 唯 余 を 愛して 余の 爲に 

十字架に つき 給 ひし ィ H ス キリ スト を 憶 ひ 「彼の 血に 由て 私 を 憐んで 下さ い」 と 祌に訴 ふるより 他 を 

知らないの である、 唯 キリストの 血の みが 余ひ隱 場所で ある、 キリストの 血の 下に 隠れて 余 は 初めて 

正しき 審判 を受く るに 堪 ふる も然ら すん ば 余 の 救 はる、 §1；! みはない ので ある、 余 を 救 ふ もの は 彼の 血 

のみで ある、 之 を 離れて 余の 救 は何處 にもない ので ある。 

天の 刑罰が 全國に 臨みし 時ィ ス ラ H ル 人の みは 門に 血 を 塗って 之に より 災禍 は 我家に は來ら ない と 

信じ 安心して 居た ので ある、 若し 彼等に 取り それが 救の 理由でなかった ならば 如何に 犬なる 恐怖が 彼 

等を惱 ました 事で あらう、 然し 救の 理由 は 人格に あらす 行爲に 非す して 唯羔の 血に あつたの である、 

之に 由て 彼等の 心に 深き 平和が 失せなかった ので ある、 我等 も 亦 同じ 事で ある、 自己の 功績に 由って 

** しら かも ゐ  " 

ではない 唯 血で ある、 キリストの 貴き 血で ある、 此 血が 我等の 家の 門の 柱と 鴨居と に 塗って ある 事 

を 憶うて 何が 來る とも 大丈夫と いふ 最後の 安心が あるので ある、 若し さう でないならば 义 々 不安が 始 

まらねば ならぬ、 又々 戰慄 せねば たらぬ、 罪の恐ろしさを深く自覺した者に^^ては之ょり外に望みを 


ぐべき 處 はない ので ある。 

おも  む づ 

惟 ふに 人の 思想に して これ 程 深き もの はない ので あらう、 餘 りに 深き が 故に 之を說 明す る 事が 難 か 

しいので ある、 併し この 犠牲の 觀念 は實に 人類の 最も 痛切なる 要求に 基く ものである、 世界 何れの 敎 

にも 之 を 見ざる はない、 何 か 或 者の 犧牲に 由て 我等が 救 はる i の であるとの 思想 は 人心の 奥底に 深く 

刻み 込まれて 居る ので ある、 唯 深き に 過ぐ るが 故に 淺き 頭腦を 以てして は 僅に 其 一 小 部分に 觸れ 得る 

に過ぎないの である、 說明は 困難で ある、 併し 是れ 信仰 上の 事實 である、 之 を 信じて 限り無き 慰藉が 

我等に 望む ので ある。 

我等 は 皆 遠から す 恐 る べき 日に 遇 はねば ならぬ、 遠 からす 死の 見舞 を 受けねば な らぬ、 其 時 我等 を 

慰む る もの は道德 でもない、 品性で もない、 善行で もない、 其 時 我 は斯々 の 事業 を爲 した、 或は 淸き 

行 爲を續 けた 或は 善き 品性 を 保った、 人 を 救うた、 親切 を盡 した 云々 と あらゆる 良き もの を數へ 立て 

て 見る も 何等の 慰めと もなら ない、 否 キリス ト により 良心 を 鋭く せられた 者に 取て は 過去 を 顧みて 自 

已. の 功績の 上に 安心 を 求めん とする も 全然 不可能で ある、 ク n ムュル の 如き 偉人 すら 其 最期に は大聲 

を發 して 「活ける 神の 手に 陷るは 恐るべき 事な り」 と 叫んだ ので ある、 實に 今や 死 せんとす る 時には 

考 ふる 力 さ へ もない ので ある、 其 時 唯 我が 爲に 死し 給 ひし キリストの 血が 我 を 救 ふので あると 憶 ふに 

由て 凡ての 安心が 得らる X ので ある、 然 り是れ 余の 死の 床の 平和で ある、 而 して 叉 最後の 審判に 立つ 

時の 余の 辯證 である、 余の 救 は キリストの 血に ある、 其 中に どれ 丈け 深き 眞理が ある 乎、 是れ 到底 淺 

薄なる 人間の 智慧 を以 てして は 測り 知る 事 は 出来な い 、 唯 信者 は 聖靈 の 導きに より 經驗と 研究と の 進 

むに 從ひ 1: 時 か 其 貴 さ を 完全に 知る 時が 來 るので あらう と 思 ふ、 余 は 今 之 を說明 せんとし ない、 喷之 


を 傅へ て 以て 其 深き 印象が 諸君の 心に 刻み 込まれん 事 を 欲する のみで ある。 

八 除酵節 ニハ月 十ん H 

出 埃 及， 記 第 十二 章 十四 節 以下 

すぎこし  --^ 

除酵 節と は ァ ビブの 月 十 g: 日に 逾越 の 羔を 屠り て 血 を 家門に 塗りし 其 夜より パ ン 酵を 悉く 家 の 中よ 

り 取 除きて 七日の 間酵 入れぬ パ ン卽ち 我國の 煎餅の 如き 堅き パ ンを食 ふとい ふ 節 期で ある、 而 して 此 

問はパ ン酵の 痕跡 を もお して はならない ので ある、 若し 醉 人れ たる パ ンを食 ふ 者 ある 時 は 異邦人た る 

と本國 人た ると を 問 はす ィ スラ H ル の聖會 より 絕 たれて 終 ふとい ふ 事が 出 埃 及 記 第 十一 一章 十 SI 節より 

二十 節 迄に 諄々 しきば かりに 繰返して ある、 此事は 今 も ユダヤ人の 嚴 格に 實 行す る 所であって、 十四 

日の 夜に は 主婦 は 蠟燭に 火を點 じて 家中 を搜し 廻り 些少の パ ン酵 をも殘 さじと 悉く 之 を 取 除く ので あ 

る、 今日 我等の 家より 酵を絕 つと いふが 如き は 何でもない けれども 當時パ ン酵を 得る に 容易なら すし 

て 一 度び 之を絕 つと き は 後に 少 からぬ 不便 を 忍ばねば ならなかった 時代に 假 令小國 なりと はい へ 一 國 

中より。 ハ ン酵を 悉く 絕 つと いふ は 確に 重大な 事であった、 抑 も 彼等 は 何が 故に かく 迄パ ン酵を 嫌った 

ので あらう 乎、 之 を 理論に 訴 ふる も 其 意味 を 了解す るに 苦む ので ある、 イスラ ヱ ル人は 唯 之が 神の 律 

法で あるとの 故 を 以て 幾千 年の 久しき 間 遵守し 來 りしに 過ぎない、 併しながら 之に は 勿論 深き 意味が 

ある、 一 朝 之 を 解し 得た 時には 其の 我等に 取て 最も 大切なる 敎訓 である 事 を 知る ので ある。 

汝 等の 誇る は 宜しから す、 少 許の 駒 酵其全 團を皆 發すを 知らざる 乎、 汝等 は夠酵 なきが 如き 者な 

れば舊 き 夠酵を 除きて 新しき 国 塊と なるべし、 夫れ 我等の 逾越卽 ち キリス 卜 は旣に 宰られ 給へ り、 


，"  あしき よこし **  仁ね な > ペン  ひ 

然ぱ 我等 舊き 舞酵 を用ゐ す又惡 毒と 暴很の 夠酵を 用ゐす 眞實と 至誠なる 無 酵夠を 用 ゐて節 を 守る 

べし (哥林 多 前書 五 章 六— 八 節)。 

た： fs  あ，、： .-Jvi,,*- ジ こん 

是 れ除酵 節の 最も 良き 說明 である、 パ ン酵と は 何ぞ、 此 I の 精神 此 せの 習慣で ある、 惡 毒暴很 である、 

：ノ ン 酵を絕 つと は 何ぞ、 此 世の 精神 此 世の 習慣 を 悉く 棄て 心に 潜める 舊き 不信者 時代の 惡 みと 嫉 みと 

を 痕跡 もな く 一  掃す る 事で ある、 エホバの イスラ H ル より 要求し 給 ひし は此 事であった、 併し 時來る 

迄 は 其 眞理を 解す る 能 は ざ る を 以て 初 は パン 酵を 以て 敎へ 給うた ので ある、 此 世の 精神の 標象 として 

罪の 代表 物と して パン 酵の 如く 適切なる もの はない、 ィ H スも 嘗て 其 弟子 を誡 めて 「心して パリ サイ 

と サド カイの 人の 夠酵 を愼 めよ」 と 曰 ひ 給 ひし は パリ サイ、 サド カイの 人の 敎、 其 主義 精神の 意味で 

あった (馬 太傳 十六 章 五— 十二 節)、 パン 酵はパ ンに 一時の 味を附 くる も 爲に其 腐敗 を 速なら しめ 又 

初 は 中に 潜み 隱る k もやが て 全 M を發 して 悉く 之を酵 化する ので ある、 其の 作用 は惡の 感化に 酷似し 

て 居る、 此 世の 精神が 我等 自身 又は 我等の 家庭に 臨む 時 も 此の 如くで ある、 卑しき 小說惡 しき 新聞 雜 

誌 等 其 初めは 何でもない やうに 見 ゆる けれども 之 を 受け 入る、 時 はいつ の 間に か 我等 を囚へ て 終 ふの 

である、 玆に 於て か除酵 節の 必要が ある、 エホバが モ ー セを 以て 命じ 給 ひし 如く 厳しく。 ハン 酵を 絶つ 

て 其 痕跡 だ もなから しむる は 最も 大切なる 事で ある。 

而 して 除 酵節を 其 精神に 從 つて 能く 實 行した る はかの 淸黨 であった、 モ ー セがパ ン酵を 悉く 去れと 

いひし が 如くに 彼等 は淸き を 極端 ま で 實 行し た の で あ る 、 彼等 の 家庭 に 於て は惡 毒暴很 の 痕跡 を も 許 

さない、 其讀み 物其會 話の 一端に 至る まで 苟も 穢ら はしき もの ある 時 は 之 を 排斥 絶滅せ すん ば やまな 

い、 殊に 彼等 は 其 青年 子女に 及ぼす の惡 影響 を 知って 之 を 恐る \ ので ある、 故に 男女の 者が 談笑の 間 


に 圖らす 漏らす 事 ある 些々 たる 戲 言の 如き も、 彼等の 間に 在りて は眞 面目なる 愤慨を 以て 極力 排除せ 

らる、 ので ある、 彼等の 態度 は 峻烈で ある、 併し 是れ世 を 清む るが 爲に 必要であった、 ク C1 ム H ルの 

傳を讀 む も の は當時 の 英國 の淸黨 がか k る 意味に 於 て除酵 節を實 行す るに 如何に 厳格な りし か を 知る 

であらう、 其 所 爲の餘 りに 背 酷に 見えし を 厭うて 英人は 長き 間 彼 を 目す るに 偽善者 を 以てした ので あ 

る、 然しながら 彼 及び 其 同志の 爲 したる 革命な かりせば 令 日の 英國 はなかった ので ある、 其 事 は實に 

力 ー ライルの 言 ひし 通りで ある、 我等の 間に も 小なる 除酵 節を實 行す るが 爲め 親族 知人より 恨まれ 斥 

けらる k 者が 少 くない、 然れ ども 恃 むべき 者 は實は 彼等で ある、 過日 も 或 友人 を 訪問した る 所、 平素 

嚴格 の 故を以 て 近親よ り嫌惡 せらる X 其 家庭 に 多數の 學生 の 寄寓せ る を 認めた、 聞けば 日 頃 球く せ る 

親族の 人々 も 自己の 最愛の 子 を 託せん とする に當っ て は 彼 を 措い て 他に 信賴 すべき { 糸 庭 を 知らす、 從 

て かく 多數の 子弟 を 託せら る、 に 至った ので あると、 背 酷 激烈に 弊害 を 伴 はないで はない、 併し 之れ 

なくして 世は淸 まらざる 場合が 多く あるので ある、 弊害 は 改革 其 ものの 罪で はない、 人 を 愛し 社會を 

愛する の 心に 燃えて 改革 を實 行す る 時 過激 必す しも 恐る、 に 足りない ので ある、 スぺ ンサ ー は 過激な 

る 革命の 害毒 を 論じて ク ム H ルの 事業 を其實 例に 擧 ぐる も是れ 誤で ある、 今 日英 國が尙 比較的 淸き 

ピウ リ タン 

國 として 存 する 所以の もの 淸黨に 負 ふ 所 最も 多い ので ある、 米國の 美 はしき 建國 もまた 彼等 淸黨 の 事 

業であった、 加 之 其 感化 は今尙 世界 到る 處に果 を 結びつ k あるので ある。 

故に 除酵 節の 實行は 我等に 取ても 亦 極めて 必要の 事で ある、 イスラ H ルの 婦人が 夜 燬燭の 光 に 

して 家中 隅な く 探りて パ ン酵を 除きし が 如くに 我等 も 亦 己の 心の中より 又 我等の 家庭の 中より 舊き此 

世の 精神 此 世の 習慣 を 根絶せ ねばたら ぬ、 些少な りと も 腐敗 を帶 びた る 文學、 1^ 淫 罪に 關 はる 凡ての 


汚れた る會話 等は嚴 格に 之 を 取締り 若し 家庭に 之を發 見した る 時 は 恰も 虎 列 刺ゃチ フ ス の 病菌 を發見 

したる が 如くに 恐怖 の 心を以 て 之 を 排除す べきで ある、 殊に 細心の 注意 を 要する は靑 年男 女 に關 して 

である、 一 家の 主たる 者 は 彼等の 爲に屢 々家庭の 掃除 を 行 ひて 淸潔を 保ち 主婦 は 之 を援け 子女 亦兩親 

の 意を諒 として 尊敬 を 以て 彼等に 服從 せねば ならぬ、 是れ 古き 除酵 節の 我等に 傳 ふる 教訓で ある。 

尙玆に 注意すべき 一 事が ある、 羔の血 を 門に 塗ら ざり し 者 は エホバ の 使者の ために 擊 たる k も酵入 

れ たる パン を 食す る 者 は單に イスラ H ル の聖會 より 結た る \ の である、 是れ 甚だ 賢き 法律で ある、 蓋 

し 我等と 神との 結 緣は羔 の 血を認 むる と 否と に 基づく ので ある、 人 若し 羔の血 を 認め 之 を 以て 己が 救 

の 理由と なさん 乎、 何人も 彼と 神との 關係を 動かす 事 は 出来ない、 彼に して 不幸に も尙此 世の 精神 習 

惯を斷 つ 能 はす、 不信者 時代の 行を續 くるに 於て は 已むを 得す 聖會 より 絕 たれ 信者の 社會 より 絕交破 

門 せらる \ の である、 併し 是れ 彼と 神との 關係を 絶つ 事で はない、 彼 を 神に 繋ぐ もの は 主 ^ である、 羔 

の 血で ある、 人 は 之 を 奈何と もす ベから すで ある、 二者 は 自ら 別の 關係 である、 之 を 混同して 敎會は 

あ si. リ 

a 々犬なる 誤を爲 した、 人 を 破門して 彼 を 神より 呪 はれた る 者の 如くに 感ぜし め爲に 幾多の 無神論者 

を 作った、 併しながら 絕 ゆる 者 は 人と 人との 交であって 彼と 神との 關係 ではない、 神と 關係絕 え ざれ 

ば こそ 我等 は 暫く 愛と 禮 と を 以て 袂を 分つ も 其の 再び 歸り來 らん 日の 近き を 祈って 待つ ので ある、 

而 して 共に 心 を 合せて 終り 迄除酵 節の 忠實な る實 行者た らん 事 を 希 ふので ある。 

九 細則の 意義 (六月 二十 五日) 

出 埃 及 記 第 4- 二 章、 十三 章 


ャ K こしの いは ひ  》  $  きょ 

逾 越 節の 羔は疵 なき 當 歳の 牡卽ち 最も 聖 きものた る 事 を 要する、 而 して 之 を 屠りた る 後 其 肉は悉 

く 之 を 食 はねば ならぬ、 其の 之 を 食 ふに 就ても 種々 なる 特別の 方法 を 以てすべき 事が 敎 へ られて ある- 

而 して イスラ H ル人は 今日に 至る まで 之を實 行す るので ある、 是れ 甚だ 不思議なる 習慣で ある、 實行 

する イスラ H ル人 自身に して 其 意義 を 能く 知る 者 は 多分 少ぃ であらう、 併しながら 之 を 基督 者の 立場 

より 見る 時 は 其 中に 亦 深き 意味の 存 する 事 を 知る ので ある、 其 最も 良き 註解 は 約 翰 傳六章 五十 三節以 

下で ある、 「若し 人の子の 肉 を 食 はす 其 血を飮 まざれば 汝 等に 生命な し、 我 肉 を 食 ひ 我 血 を 飮む者 は 

永 生 あり、 我れ 末の 日に 之 を睦ら すべし， それ 我 肉 は眞の 食物 叉 我 血 は 眞の飮 物な り 云々」 と、 

意に 聖書の 最も 良き 註解 は 常に 聖書 そのもの である、 逾越 節の 羔の肉 を 食 ふ は 之に 由て の 生命 を 我 

等の ものたら しめんが 爲 である、 羔の肉 を 食 ふに 非 ざれば 永生 は 我等に 臨まない ので ある。 

而 して 之 を 食 ふに 「其 頭と 脛と 臓腑と を 食へ、 其 を 明朝まで f し 置く 勿れ、 其 明朝 迄 殘れる 者 は 

火に 燒き盡 すべし」 と ある、 卽ち 犠牲の 死體の 何れの 部分た る を 問 はす 全部 之 を 食すべし とい ふので 

ある、 何故 頭の み を 食うて K と 臓腑と を棄 てて はならない ので ある 乎、 何故 我が 舌の 味に 適せざる 部 
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分 迄 を も 皆 食 はねば ならない ので あるか、 蓋し キリス トを 全く 我が ものと せ ざれば 永生が たいからで 

ある、 世に はィ H スを食 ふと 稱 して 其 頭の み を 食 ひ 他 を 顧みざる 者が ある、 卽ちィ ェ ス より 智慧の み 

を 受けて 感情の 所在た る 臓腑 ゃ實 行の 標象 たる 脛を棄 つるので ある、 或は ィ H ス の 一 百より 道 德の敎 の 

み を 受け 或は 彼の 行の み を 模倣す るが 如き 皆 彼 を 悉く 食 はざる 者で ある、 然し 乍ら 神 は 命じ 給 ふので 

ある、 r 羔の 頭と 脛と 臟腑と を 皆 食へ」 と * ィ H スの 思想と 情意と 行 爲とを 併せ 食 はねば ならぬ と、 

頭と いひ^と いひ 臟腑 とい ふ、 語 は 詩的で はない、 散文と しても 甚だ 粗雑なる ものである、 奮 約聖害 

大正 五 年  二三 五 


に はか、 る 文字が 少 くない、 故に 或 人 は舊約 聖書 を 評して rShamhles  (肉屋) の宗敎 なり」 とい ふ、 

牛 や 羊ゃ顾 などが 血 だらけに なって 居る とい ふので ある、 一見 さう 見えない ではない、 併し 一度び 之 

を 我等の 靈的 實驗に 照して 考 ふる 時 は 其の 最も 深き 眞理を 表白す る ものなる 事 を 知る ので ある、 神の 

00  0-0000000000000000000000000000000000000000 

備へ給 ひし 羔の 全部 を 食 ひ 人の子の 肉と 血と を殘す 所な く攝 取して 初めて 永生 我に 臨む ので あると 解 

して 所謂 「肉屋の 宗敎」 も 美 はしき 一 篇の 詩と なる ので ある。 

叉 「其 を 生 にても 水に 煮ても 食 ふなかれ、 火に 燒く べし」 と、 是れ亦 「肉屋の 宗敎」 である、 併し 

亦 最も 深き 敎へ である、 我等の 靈 魂の 糧 となるべき キリ ス トは 所謂 天命 を完 うして 尋常の 死 を 遂げた 

る キリスト ではない、 火に て燒 かれた る キリスト である、 我等の 罪の 爲め 神の 怒の 火に 己 を 曝した る 

その キリ ストでなくて はならぬ、 自ら 十字架に 上って 神の 人類に 禽 はせ 給 ふべき 罰 を 悉く 己が 身に 引 

受けた る その キリストでなくて はならぬ、 恙を 火に 燒 きて 食うて 初めて 貴き 味が 出づ る、 其の 如くに 

祌の 怒の 火に 燒 きたる キリスト を 受けて 初めて 彼の 貴き 生命が 我等に 臨む ので ある、 ュ 一一 テリアンの 

誤 護 は 此事を 認めざる にある、 彼等 はいふ キリ ストの 來り給 ひし は 死 せんが 爲に 非す 生きん が爲 なり- 

如何にして 死し 給 ひし かが 大事で はない、 如何にして 生き 給 ひし か 其 事が 最も 重大なる 問題で あると、 

然し 十字架 を 離れて キリスト を 解 せんとす る も 不可能で ある、 彼が 我等の 救 主たる 所以 は 其 十字架 上 

の 死に あるので ある。 

にがな  くつ  ** 

其 他 何故に 「苦 茱を そへ て 之 を 食 ふ」 、y きで ある 乎、 何故 「腰 を ひき からげ 足に 靴 を I 牙き 手に 杖 を 

取りて 急ぎて 之 を 食 ふ」 べきで ある 乎、 苦 茱を副 ふる は 我等 自身の 苦き 實驗 と共に 之 を 食す るの 意で 

ある、 キリスト を 受けて 最もよ く 其 貴き 味 を 知る は 我等 自身 艱難の 中に ある 時で ある、 又 腰 を ひき か 


ぐつ は  t ぴ S  .U びびと  やどれる， 0 の 

らげ鞋 を 穿き 杖 を 取る は 此世を 旅路と 見、 我等 は 「旅人 また 寄寓 者」 となる の 意で ある， いつ 迄も玆 

に 腰を据 ゑて 此世 を樂 まんと 欲して キリ ス トの 味はなくなる ので ある。 

i の 如く 一  々之 を 我等の 實驗に 照す 時 は 聖書の 片言隻句 皆 深き 意味 を發 揮し 來 るので ある、 人 或は 

之 を 目して 牽 强附會 なりと いはん、 併し こ の 古き 言葉と 我等の 實驗 とが 餘 りに 能く 符合す るので ある- 

彼 語 を 移し て さながらに 此 語に 當 つる を 得る ので ある、 而 して 信仰の 經驗 ある 者に 取て は 之 を 斯く解 

し て 異存な き のみなら す此 處に盡 きざる 慰藉 を發 見す る の で あ る 。 

次に 注意すべき は逾越 節より 除酵節 までの 順序で ある、 初に 羔先づ 屠られ 次に 其 肉 を 食 ひ 然る 

後 除酵節 を 守る ので ある、 此 順序 は 偶然 な るが 如くに して 偶然で はない、 此 順序 は舊 新約の 全體を 通 

じて 變ら ない、 我等の 救 は 先づ祌 の羔の 犧牲を 以て 始まる ので ある、 其 他の 事 は 皆 其 後で ある、 普通 

敎會 等に 於て 說く所 は 其反對 である、 彼等 はいふ、 「先づ 心の 據れを 悉く 洗 ひ 去るべし、 然 らば 救 は 

れむ、 先 づ窒內 を 潔くせ よ、 然 らば 祌 臨み 給 はむ」 と、 然し 我等 は 之 を 經驗に 由て 知る、 一 方 を 掃除 

す れ ば 他方 は據れ 到底 悉く 之 を 潔む る 能 はざる 事 を、 除 酵節を 最初 に實行 せんと 欲して 遂に 之 を實行 

する を 得ない ので ある、 キリスト 先づ 屠られて 其 血に 由り 我等の 罪 は 贖 はれ 然る 後 初めて 潔 めら る 、 

ので ある、 贖 は 先であって 潔め は 後で ある、 我れ 久しく 祌に叛 きたる に拘ら す、 我れ 尙 罪人たり しに 

拘ら す、 祌 我が 爲に其 獨子を 賜うて 其 血 を 流さし め 給うた、 先 づ此恩 惠に與 り 信仰 を 以て キリスト を 

我 有と なした る 後 初めて 心の中より 罪 を 排除す る を 得る ので ある、 救 は 我より 始まる に 非す、 何處ま 

でも 神より 始まらねば ならぬ、 是れ嚴 格なる 道德の 正反對 である、 先づ噴 はれて 然る 後に 潔め は來る 

ので ある、 ^酵節 は 後で ある、 逾越節 は 先で ある。 


{ 曰疋に 我等の 救 はる K 事 その 事が 神の 爲し給 ふ 所で ある、 祌爲し 給 ふに 非 すん ば 救 は 不可能で ある、 

イスラ H ル 人が H ジブ トを 出で て 遂に 力 ナン の 地に 達した る 旅行記 は 此事を 最も 明白に 敎 ふるので あ 

る、 「イスラエル の 孫 ラメ セ ス より ス コ テに 進みし が 子女の 外に 徒にて 步 める 男 六十 萬 人 ありき」 

と (十二 章 三十 七 節)、 徒歩の 男 六十 萬と いへば 老若 婦女 を 加へ て 凡そ 二百 萬に 達した であらう、 而 

して 其 多數の 人の 迪 りし 道筋 は何處 であった 乎、 ヱ タムより ペリ シテ 人の 居りし 力 ナン の 地に 到る に 

直に 海岸 を 縫うて 進めば 一 一 百哩餘 に過ぎない、 一 一箇月 を费 せば 優に 到達す る を 得る ので ある、 然るに 

「ペリ シテ 人の 地 は 近 かり けれども 神 彼等 を 導きて 其 地 を 通り 給 は ざり き、 それ 民 戰爭を 見ば 悔て H 

ジ ブトに 歸 るな らんと 神 思 ひ 給 ひたれば なり、 神 紅海の 曠野の 道より 民 を 導き 給 ふ」 と ある (十三 章 

十七、 十八 節)、 卽ち ペリ シテ 人と 戰ひ 敗れな ば氣 挫けて 叉 H ジ ブトに 歸 らん 事 を 虞れ 神 は 遠く 紅海 

の 曠野 を 廻らし め 給うた ので ある、 かくて 曠野に 流浪す る 事 四十 年、 . 漸くに して カナ ンに 達する 事が 

出来た。 

民 は 二百 萬で ある、 時 は 四十 年で ある、 而 して 所は赎 野で ある、 試に 想 ひ 見よ、 誰かが 我が 東京 市 

民 一 一 百 萬 を 率ゐて 四 十 年間 沙漠 を步 みたり とならば 如何で あらう 乎、 是れ 想像す る 能 はざる 事で ある _ 

. 其 事 それ 自身が 奇蹟で ある、 故に 學者は 或は 六十 萬の 數を 出来る 丈け 切り下げん とし 或は 其 旅行の 距 

離 を 短縮 せんとす る、 . 或は 紅海と 云 ふ は 今の 蘇 西 運河の 開 穿され し 地峡の 南部に 當り 紅海の 極めて 狹 

き 部分で あると いひ 或は 又 地中海 海岸の セ ルポ-一 ス 湖水が それで あると いふ、 併し 如何に 短縮 輕 減し 

て考 へんと する も 事 は 到底 奇蹺 たる を 免れない、 之を學 理に徵 して 解く ベから す、 唯 之 を 信仰に 照し 

て 初め て 其 深き 意味と 强き 力と を 感得す る 事 を 得 るので ある、 出 埃 及は歷 史上 の 事實で ある、 而 して 


叉 基督 者の 信仰 上の 實驗 である * キリストの 福音の 出現 はィ H スの 出生に 始まった ので はない、 遠く 

イスラ H ル 人の H ジプト を 出で し 時に 始 つたので ある、 故にい ふ 「我れ 我 子 を H ジブ 卜より 呼び出せ 

り」 と (何 西 阿 書 十 一 章 一 節)、 出 埃 及 は實に 基督 敎の 濫觴で ある。 

十 初子の 聖別 (セ月  一 3 

出 埃 及 記 第 十三 章 

すぎこし^ いは ひ  いれつ はん G いは ひ  つ  こひつじ  ろ 

逾 越 節 あり 而 して 除酵節 あり 之に 尋 ぐべき もの は 何で ある 乎、 神 は羔の 血に よりて 我等 を； 滅 

亡より 救 ひ 給うた、 而 して 我等 はま. の 血 を 信す るに 由て、 己 を 潔む る 事 を 得る に 至った、 神旣に 我等の 

爲に之 だけの 事 を爲し 給へば 我等 も 亦 何 か 御 禮を爲 さなくて はならぬ、 何 か 祌に酬 ゆる 所なくて はな 

らぬ、 是れ卽 ち犧牲 である、 「人と 畜とを 論 はす 凡て イスラ H ルの 子孫の 屮 初めて 生れた る 首 生 をば 

n ケち  もの  け も ひ 

皆 聖刖て 我に 歸せ しむべし、 是れ 我所屬 なれば なり」 と、 H ジ ブトの 初子た る 者 は 人の 初子より 畜の 

初子に 至る 迄 悉く 之 を 殺し 給 ひしに 拘ら す、 イスラ H ルの 初子 は H ホバ之 を 賵ひ給 ひしが 故に、 て 

初めて 生れた る 者 殊に 3R 子 及び 凡ての 家畜の 初子 を 悉く  H ホバ に獻 ぐべ し、 H ジブ 卜より 救出され た 

る 心の 記念と して 永遠に 此 規定 を 守るべし とい ふので ある、 此單 純なる 一 事が 出 埃 及 記 第 十三 章に 諄 

諄し く 記されて ある、 併し 是れ單 純なる が 如くに して 必 すし もさう でない、 舊約 聖書 は キリス 卜の 世 

に 出で て 人 を 救 ふの 準備 を爲 した ものである、 故に 之 を解釋 する に は 一 に 基督 者の 立場より せねば な 

らぬ、 祌 は先づ 我等 を 贖 ひ 次に 我等 各自に 己 を 潔む るの 力 を 與へ給 ひ 然る 後に 犠牲 を 敎へ給 ふ、 而し 

て 彼が 先づ 要求し 給 ふ もの は 初子で ある、 初子の 獻上、 其 意味す る 所 は 果して 何で ある 乎。 


講 iS  二  R〇 

子 を 有ち たる 者 は 之 を 知る、 人の 最も 大切なる 者 は 子で ある 事 を、 啻に 人類の みで はない、 動物 も 

亦 さう である、 而 して 子の 中に も 初めて 生れた る 子 ほど 大事なる はない、 人 は 子を與 ふる 前に は 何物 

をも與 ふる を 得る ので ある、 己 自身 をも與 ふる を 得る ので ある、 「初子」 とい ひて 人の 最も 大事なる 

もの を 代表させる 事が 出来る、 然るに 祌は其 初子 を獻げ よと 命じ 給 ふので ある. 神 は 我等より 最も 良 

き 者 を 要求し 給 ふ、 其 理由 は 「是 れ汝 等の ものなら す 我 ものな り」 とい ふに あるので ある、 {是 に 人 若 

し 眞に祌 に 履 はれた る 所以 を 知るならば 我が 凡て を獻 上せ ざらん と 欲する も 能 はない、 而 して この 感 

謝 を 以て 初子 を獻 ぐる 時 は單に 初子 を獻 げたので はない、 我等 自身 をも獻 げたので ある、 初子の 献上 

は卽ち 我等の 凡ての 獻上 である。 

而 して 初子の 獻上を 永らく 繼 镜し來 りし もの はィ スラ H ル 人であった、 「H ホバ能 ある 手 を もて 我 

等 を H ジブ ト より 導き出し 給 ひし」 と ある 其惠を 誌えん が爲に 彼等 は 自己の 總領 息子 を 初め 牛 羊の 初 

子、 麥の 初穂に 至る まで 悉く 之 を H ホバに 默 げざる ベから すとの 感覺 にて 養 はれ 來 つた、 我等の 家 そ 

さ ゝ けもの 

の もの 我等の 凡てが 神への 獻物 であると 信じて キリストの 時に 至った、 かくして 彼等 は キリストの 死 

を 見た ので ある、 「汝 等が 汝 等の 初子 を 我に 獻 ぐる 如く 我 も 亦 我が 獨子 を汝 等に 與 へん」 との 聲を聞 

いたので ある、 其 時の イスラ H ル 人の 心 持 は 想像す るに 難くない、 彼等に は キリスト を 信す るに 長き 

間の 準備が 出来て 居た、 彼等に 取て はィ H スの祌 性 は哲學 上の 問題で はたかった、 長き 間に 1 りて 養 

はれた る 犠牲の 精神 を 以て 「神 其 獨子を 賜 ふ」 との 音づれ を解釋 して 彼等 は 雀躍して 喜んだ ので ある、 

彼等 は 神の 聖旨 を 推し量る 事が 出来た、 彼等 は 神の愛の 深さ を 想像す る 事が 出来た、 何と なれば 彼等 

自身に 初子 獻 上の 覺 えがあった からで ある、 我等に 取ても 亦 さう である、 神 如何ば かりの 愛 を 以て 我 


等 を 愛し 給 ふか、 其 事 を 知らん と 欲せば 先づ 自ら 初子 を 獻げて 見るべき である、 嘗て 余の 許に 或る 佻 

敎 信者 來り 余に 問うて 「基督 敎の 愛と は何ぞ や」 というた、 余 は 答へ た、 「君 若し 之 を 知らん と 欲せ 

ば 君の 有する 最も 大切なる 者 を 何人に か與 へて 見よ、 而も 之 を 君 を惡む 人に 與 へて 見よ、 然 らば 神の 

愛の 何たる か を 少しく 解す る 事 を 得ん」 と、 イスラ ヱ ル人は 此味を 解した ので ある、 長き 問 其 初子 を 

聖^して 之を獻 ぐるの 心 持 を 味 はって 居た ので ある、 故に 「神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に 我等 を 

- 愛し 給へ り」 と 聞いて 彼等 は 之 を 信ぜざる を 得なかった、 かくて 「其 獨子 をも惜 ますして 我等の 爲め 

に附 せる 者 はな どか 彼に 併へ て 萬 物 を も 賜 は ざらん や」 と 叫ばざる を 得なかった、 實に此 叫 を 發し得 

る 者 は 福なる 哉で ある、 イスラエル 人 をして 此 信仰 を 抱か しめたる もの は 理論ではなかった、 それ は 

多年の 實 行であった、 先づ 自ら 初子 を獻 げたる その 實験 であった。 

初の もの を先づ 祌に獻 げんとの 考 はやが て 其 人が 凡ての もの を舉て 神に 獻 ぐるの 象 徵 であり 叉其實 

證 である、 先嶺も 或る 若き 婦人に して 嘗て 此 柏木の 集りに 出席して 居た 人が 鄉 里に 歸り其 地の 高等 女 

學 校の 敎師 となりて 初めて 俸給 を 受取った、 彼女 は 之 を 喜び 如何に 之 を 使 ふべき かを考 へた、 其 時 彼 

女 の 胸に 浮びし は 柏木の 集りであった、 是に 於て 其初穗 を先づ 神の 事業の 爲に使 はれた しとて 送り 越 

した、 送られた る 我等の 喜 は 暫く 措き 之 を 彼女が 今後 如何に 凡ての もの を 扱 ふやの 前兆と して 彼女 自 

身の 爲に 甚だ 喜ばしく 感ぜざる を 得な い、 之に 反し 凡て 初の も の 良き もの は先づ 之を此 世の 爲に 默げ 

而 して 殘る やくざ もの 丈け を 祌に獻 ぜんとす るが 如き は 最も 咒 はれた る考 である、 是れ 信仰の 墮 落で 

ある、 米國の 基督 敎の墮 落の 源 は 此處に 在る、 彼等 は 子供 を神學 校に 送らん とする に 當り其 最も 劣惡 

. なる 者 を 選ぶ ので ある、 而 して 又 其 中の 劣惡 者が 選ばれて 外國傳 道に 當 るので ある、 秀逸なる 者 は 之 


を 法律 實 業に 歡 げ劣惡 なる 者 は 卽ち之 を 神に 獻ぐ、 是れ 彼等の 祌に對 する 態度で ある， 敎會に 於け る 

獻 金の 狀況を 一 瞥 しても 同じ 事が 窺 はれる ので ある、 贵直 なる 寶石ゃ 凡ての 美術 を盡 して 飾りた る婦 

ボケ ット  つ ** みい 

人が 其懷 中より 一 錢 銅貨 を 摘出して 集金 皿の 上に S くので ある、 斯 くして 彼等 は 畢竟 自己の 滅亡 を 招 

きつ k あるので ある、 今や 靈 的に 見て 米國 の危險 なる 恰も 火山の 上に 坐す るが 如くで ある、 我等 も 亦 

稍 も すれば 最も 良き もの を 自己 叉は此 * の爲に 使ひ惡 きもの を 神に 獻 げんと する、 併し 其 結果 は 自己 

又は 家庭の 墮落 である、 凡ての 最も 良き もの、 凡ての 初穗を 神に 獻 ぐる は 長き 生涯の 間に 最も 必要な 

る 事で ある。 

玆に 父たり 母た る 人に 特に 注意した き 事が ある、 それ は 人が 良き 信^と なり 叉 は 良き 敎師 となる は 

其 人 一人の 努力で はない、 父母 又は 祖父母の 力に 俟っ所 甚だ 多い とい ふ 事で ある、 殊に 母の 胎內 にあ 

る 間に 兩轵が 之 を 神に 獻 ぐる 事 は 子 をして 最も 完全に 近き 信者たら しむる 所以で ある、 嘗て 我 國に於 

て傳 道に 從事 せる 米 人 某氏 は 余に 語って 曰うた、 「余が 日本に 傳 道を爲 すに 至りし 動機 は 余に あるの 

ではない、 余の 母に あるので ある、 余が 胎に 宿りし 時より 旣に母 は 此兒を 汝に獻 ぐと 神に 祈った、 余 

生れて 其 事 を 聞き 又 自己の 罪人なる を 知りし 時 外國傳 道の 決心 は 余に 起った ので ある， h と， 此の 如く 

子の 尙胎 にある 問より 之 を 祌に獻 ぐる 事 は 啻に 其 父母の 信仰 を 表 はすの みならす 亦 其 子の 爲に 無上 

の 一 i である、 今や 日本に 於ても 信者たり し 父母の 遣兒 にして 非常なる 信仰 を 興し、 自己の 一生 を 唯 神 

の爲 にの み獻 げんとの 聖き 決心 を爲 すの 實例 を往々 にして 見る ので ある， 是れ 父母の 祈が 子の 上に 實 

現した ので ある、 初子の 獻上は 子の 爲に 最も 大切なる 事で ある、 勿論 之 を爲さ ざれば とて 直に 忠難を 

以て 罰せられない、 併しながら もっと 惡 しき 禍が 後に 我等に 臨む ので ある、 是れ祌 の 聖旨と いはう か 


自然の 法則と いはう か、 兎に角 事實 である、 願 ふ， 我等 は 一生 を 通じて 我等の 初子 を 聖別し 以て 感謝 

の 獻物を 核く る を 得ん 事 を。 

十一 紅海の 横斷 (： 七" 九 日ソ 

出 埃 及， 記 第 十四 章 

イスラ H ルは 遂に H ジプト を 出た、 「H ホバ 彼等の 前に 往き給 ひ晝は 雲の 柱 を もて 彼等 を？^ き 夜 は 

火の 柱 を もて 彼等 を 照して 晝夜往 き 進まし め 給 ふ」 (十三 章 一 一十 一 節)、 昔日 沙漠 を 旅行す る 時 は 先頭 

に大 なる 坦火を 焚い て 進んだ、 是れ 沙漠 は 海と 同じく 眼界の 壷く るまで 目標の 定 むべき ものな きを 以 

て 晝は煙 を 擧げ、 夜は焰 を擧げ 以て 方向 を 示した ので ある、 殊に 二百 萬の 大勢 を率ゐ るに 當 つて は 其 

必要の 大 なる 事 言を俟 たない、 故に 雲の 柱 火の 柱 そのもの は必 すし も 例な き 事ではなかった、 唯 神 之 

を 導き 給 ひし 事が 特^で ある、 {是 に是れ 全く 神の 導きであった、 一眸 涯 なき 沙漠の 空に、 白煙 高く 舞 

の？ 

ひ騰 りて、 杖 を 手に せる モ I セ先づ 進み ァ II ン、 ヨシ ユア、 力 レブ 等 之に 隨ひ、 更に 緩く 者 イス ラエ 

ルの 衆 二 -re: 萬、 婦女 あり 老幼 あり 又 家畜 あり、 雜 然として 進み 往く 所、 正に：： 冗れ 一幅の 大活畫 であ 

る、 過 E 米 國紐育 に 於て 軍備 擴張 示威運動の 爲め 十五 萬の 人が 整然たる 計晝の 下に 順序 を 正して 進 

行した る 時 一 筒 所を經 過す るに 前後 數時問 を 要した とい ふ、 況 んゃモ I セの率 ゐしー 大群 衆の 沙漠 旅 

行の 困難 は 之 を 想像す るに 難くない、 是れ 奇蹟な くして は 到底 成就す る 能 はざる 事で ある、 果然、 玆 

に 又 犬なる 奇 踵が 行 はれた、 其 場所 は 「ミグ ドルと 海の 問なる ピ ハヒ II テ の前バ アル ゼ ボンに 對 する 

地」 であった とい ふ (十^^！早ニ節)、 ミグ ド. ルと は何處 である 乎、 ピハ ヒロ テ、 バ アル ゼ ボンと は 化 
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處て ある 乎、 其 事 は 今より 判明らない、 源平 盛衰 記に 記された る 東海道の 地名が 僅に 七 百年 後の 今日 

旣に 消えて 尋ぬ ベから ざるが 如くで ある、 併しながら 出 埃 及 記 記者 は 鬼に 角 其 地名 を 悼ら す 明記した 

ので ある、 當時 之を讀 みし 者に 取て は 其何處 である 乎 は 明白で あつたので ある、 而 して 此 地に 於て 特 

刖の 奇蹟が 現れた とい ふ、 奇蹟 を 記さん として 先づ 地理 的に 其 場所 を 明白なら しめたの である、 是れ 

奇蹟の 事實を 確信し 自ら 其 記事の 責任 を 負 はんとす る 者に 非 すん ば 能くせ ざる 所で ある、 奇蹟 若し 記 

者の 想像に 出づ るなら ば 寧ろ 其 地名 を 明に する を 避けた であらう、 併し 自ら 實驗 を經た 者に 取て は 他 

の 事 は 忘れても 其大 なる 惠の行 はれし 場所 は 之 を 忘る k を 得ない ので ある、 何處の 3： 處と 明確に 斷言 

せざるを得ないの である、 基督 者に して 眞の 光明の 實驗を 握りし 者 も 亦 さう である、 彼等の 中には 自 

己の 救 はれた る 日時まで を も 明確に 示し 得る ものが ある。 

然り 是れ大 なる 奇绩 であった、 之を歷 史的に 說 かんと 欲して 幾多の 難問 を 生み 遂に 解くべからざる 

に 至る ので ある、 併し 基督お は必 すし も 之を歷 史的に 說 かんと 欲しない、 彼 は 之 を 信仰の 事實 として 

受けん と 欲する、 而 して 信仰の 事實 として 之 を 見て 多くの 明確なる a; 理が其 中に 籠って 居る、 信仰的 

の 解釋は 却て 歷 史上の 難問 を 解く ので ある。 

r 玆に エホバ、 モ ー セに 告げて 言 ひ 給 ひける は イスラ ェ ルの 子孫に 言 ひて 轉囘て ミグ ドルと 海の 問 

なる ピ ハ ヒ n テの 前に 當 りて バ アル ゼボ ンの 前に 幕 を 張らし めよ と」、 是れ イスラ H ル 人の 豫 期した 

る途 ではなかった、 彼等 は カナ ン に 到る に 多分 近き 海岸の 地 を 東に 進む ので あらう と 想像して 居た、 

然るに 神 は 言 ひ 給うた ので ある、 「方向 を轉 じて 南に でよ」 と、 ミグ ドル は 紅海 西岸の 高原で あら 

う、 卽ち イスラ H ル 人の 立ちし 所 は 前方と 右方と は 高原に して 左方 は 海であった、 三面 閉塞して 唯 後 


方の 一 路 開ける のみ、 彼等 は 神の 命に 從 つて 此 地に 幕 を 張った、 何ぞ圖 らん 其 後方の 一 路 より パ " の 

軍勢 追ひ來 らんと は、 イスラ H ルの 進退 玆に谷 まった、 彼等 は 失 は n.: せざる を 得なかった、 彼等 はモ ー 

セを 怨んで 曰うた、 rn ジ ブトに 墓の 非ざる が 爲に汝 我等 を携へ s-i して 赎 野に 死なし むる や、 何故に 

汝 我等 を H ジ ブトより 導き出して かく 我等に なす や、 我等が H ジプト にて 汝に 告げて 我等 を棄 てお き 

我等 をして H ジブ ト 人に 事 へ しめよ と 言 ひし 言 は 之なら す や、 そ は 曠野に て 死ぬ るよりも H ジブ ト人 

に 事 ふる は 善ければ なり」 と (十 gl 章 十 一 、 十二 節)、 併しながら モ ー セ は 失 しなかった、 彼に 

は 信仰が あった、 彼 は 答へ て 曰うた、 rn ホバ汝 等の 爲に戰 ひ 給 はん、 汝 等は靜 まりて 居るべし」 と 

(十四 節： r 而 して 彼の 祈 は 遂に 聽 かれた、 東風 吹いて 海 は 乾き イスラ H ルは 事な く 之 を 渡った、 彼 

等 を 追 ひし H ジプト 人は途 半に して 海水に 覆 はれ 悉く 亡び 失せた ので ある。 

是れ 信仰 上の 實驗 である、 我等 は 自ら 近き 途を 取て 進まん と 欲する 時 神 は S 々我等に 命じて 海と ミ 

グ ドルとの 間バ アル ゼボ ンに對 する ピ ハ ヒ 口 テの濱 に 出で よと 命じ 給 ふ、 往 いて 見れば 卽ち 窮境で あ 

る、 人力の 奈何と もす る 能 はざる 窮境で ある、 其 時 兎 も すれば 我等 も 亦 叫んで いふ、 「最後 は 矢張り 

滅亡で ある、 是の 如くん ば 寧ろ 不信者と して 幸福に 暮 したりし もの を」 と、 併し モ 1 'セ の：^ 仰 ある 者 

は 玆に望 を 失 はない、 人の 力 は 悉く 盡 きたけれ ども 是れ 凡ての 力の 盡 きたる に 非す、 否 人力の 盡 きし 

時に 祌は 最も 自由に 働き 給 ふので ある、 其 時祌は 特別の 方法 を 以て 途を 開き 給 ふので ある、 ク ri ム H 

ふくろ  ねずみ 

ルの戰 ひし ダンバ ー の 戰が其 一例であった、 彼の 軍隊 は 袋の 中の 鼠であった、 軍隊 は 皆 失 した、 併 

し 獨りク II ム H ルの みは 失び 1^1 しなかった、 救 は 必す來 るので ある、 夜の 明くるに 先 だち て 途は必 す SE 

かる、 ので あると、 而 して 彼の 祈は實 現した ので ある、 K に キリスト を 信す る 者 は するとい ふ 事 を 
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知らない、 人 は 悉く 結-望の 聲を發 して 滅亡 を俟っ 時に 信者 はモ ー セ と共にい ふので ある、 「祌 我等の. 

爲に戰 ひ 給 はん、 我等 は靜 まりて 居るべし」 と、 信者 は 如何なる 場合に も 望 を 失 はない、 されば とて 

ちきら 

所謂 「成る丈け 成る ので ある」 とい ひて 諦めない、 又 「當 つて 摧 けろ」 とい ひて 騒がない、 彼 は 唯 神 

を 仰ぐ ので ある、 彼 は唯靜 かに 祈って 神の 救 を 待つ ので ある、 「汝等 立ち 歸 りて 靜 にせば 救 を 得、 平 

穩 にして 依り 賴 まば 力 を 得べ し」 と (ィ ザャ書 三十 章 十五 節)、 其 時 東風 は 吹き 起り 新しき 途は 海中 

に 開く ので ある、 斯 くして 見事に 窮境より 救ひ屮 Z さる、 ので ある、 是れ 我等に 取て 犬なる 教訓で ある、 

深き 慰藉で ある。 

我等の 最後の 生涯 終りて 今や 死の 近づく 時が 之で ある、 醫師も 我 を 助く る 能 はす、 妻子 友人 亦 奈何 

ともす る 能 はす、 前に 横た はる もの は 死の 紅海で ある、 いっか 一度 は 之 を 渡らねば ならぬ、 今日 それ 

を考 へて 想像に 禁 へない、 併し 信仰 ある 者に は 其 時に も 亦途が 開かる、 ので ある • 更に 犬なる 惠に感 

謝しつ & 新しき 救に 入る 事 を 得る ので ある。 

も  <  もん あうな ラ 

或は 叉 罪の 良覺 切りに 萌 えて 苦悶 換惱 抑 ふるに 由 なく 寢食 を 忘れて 解決 を 求む る も 之 を 得す、 傍人 

の 慰藉 は 我に 在て 風馬牛に 均しく 我 自ら 我 を 奈何と もす る 能 はざる 時、 思 はざる 所に 途は 開けて キリ 

ストの 十字架 は 我に 顯 はれ 恐ろしき 罪の 苦み を 悉く 取り除かる、 ので ある。 

其 他 或は 貧に 迫りて 餓死 せんとす る 時、 或は 萬 人我 を棄 てて 顧みざる 時. 信者 は 常に 祈りて 待つ の 

である、 而 して 救の 手 は必す 彼に 臨む ので ある、 故に 信者 は 如何なる 翁 境に 陷 ると 雖も 後退す る を 知 

らなぃ、 彼は唯前へと進むのみでぁる、 前がB^ぇざる時にも尙進むのでぁる、 「エホバ、 モ ー セに言 

ひ 給 ひける は、 汝何ぞ 我に 呼 はる や、 イスラ H ルの 子孫に 曰へ、 前へ 進めよ と」 (十五 節： r 「前へ 


進め」、 是れ {& に 良き 語で ある、 是れ キリスト を； する 者の 標語で ある。 

4t へ  - ひしろ 

而 して 此時 「雲の 柱 其 前面 を 離れて 後に 立ち H ジブ 卜 人の 陣營 とィ ス ラ H ル 人の 陣營の 問に 至りけ. 

るが 彼の 爲には 雲と なり 暗と なり 之が 爲には 夜 を 照せ り、 是を もて 彼と 是と 夜の 屮に相 近づか ざり 

き」 と ある、 イスラ H ル 人に は 光と 兒 えし 雲の 柱が H ジプト 人に は 暗と 見えた とい ふので ある、 是れ 

亦奇绩 とい はばい ひ 得べ く 其 說明は 種々 あるで あらう、 併し 我等の 實驗は 其 意味 を 解く ので ある、 我 

等の 爲には 光で あり 慰藉で あり，. 命の 磐で ある キリストの 十字架、 それが 此 世の 人の 爲には 疑で あり 嘲 

弄で あり 躓の 石で ある、 我等 を 照し 導く もの 彼等に 取て は 却て 晴と见 える ので ある、 而 して 此 十字架 

が 我等と 彼等との 間に 在る が 故に 彼等 は 我等に 近づく を 得ない ので ある、 若し 之が 十字架に 非す して 

哲學 であったならば 如何で あらう 乎、 世の 人 も 亦 喜んで 之に 近づく であらう、 而 して 我等 は 遂に 彼等 

ろ ふるもの  ^^,h 

を 離る、 事が 出来ない であらう、 唯 「沈淪 者に は 愚かなる 者、 我等 救 はる k 者に は 神の 能」 たる 十字 

架 なれば こそ 我等 を H ジブ ト より 救出す こと を 得る ので ある。 

此 紅海 橫斷の 精神 を 最も 明白に 首 ひ 表 はした る ものが 哥林多 前書 十 車 一 節 一 一節で ある、 「夫れ 我等， 

の 先祖 は^ 雲の 下に 在りみ な 海 を 過り 皆 雲と 海に てバプ テス マせられ てモ ー セに 嵐け り」、 バプ テス 

マと は 何ぞ、 雲の 導き あり 海の 導き あり 而 して 遂に H ジ ブトより 離れ モ ー セ と同體 となりし 其 事で あ 

る、 之に 由て H ジ ブトと イスラ H ル との 間に 大 なる 距離が 横 はった ので ある、 莊？ ぽ なる 水の バプ テス 

0OOOOO0O0000000OOO0O0CO0O0O 

マに 良き 利益がない ではない、 併し 我等の 受 くべき 眞 のバプ テス マ はこの 雲と 海との 經驗 である、 一 

度 窮境に 陷 りて 遂に 全く 此 世より 離れ キリストの ものと なる 事 之で ある、 紅海の 横斷、 是れ眞 のバプ 

テス マで ある、 之 を 爲す迄 は 我等と 此 I との 間に 連絡が 絕 えない、 此赏 驗を經 たる 時に 我等 は W び此 
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世に 歸る能 はす、 H ジプト は 再び 追 ひ 來る能 はす、 何事が 起る とも 我等 を 神より 離ら する 能 はざる に- 

至る ので ある、 信者の 福は玆 にある、 イスラ H ルの 歷史に 一 紀元 を 割した る 紅海の 橫斷は 信者の 生涯 

にも 亦 一 新紀元 を 劃す ベ き M のバ プ テス マで ある。 

十二 祌 の僕モ ー セの歌 (九月 二十 四 口) 

出 埃 及， 記 第 十五 章 

イスラ H ルは 窮境より 救 ひ 出された、 三面 閉塞して 後方の 一路より 優勢の 敵 は 迫り 来り 進退 玆に谷 

まりし 時 忽ち 東風 吹いて 海水 分れ イスラ H ルは 無事 彼岸に 上陸し 埃 及 人は途 半に して 海水の 爲 に覆沒 

全滅した、 其 時 イスラ H ルの 口より 美の 歌が 湧いた、 是れ 恐らく 讚美歌 中の 最初の もの 叉 其 模範で 

あって 最も 驚くべき 歌で ある、 新約聖書に は 之 を 「神の 僕モ ー セの 歌」 と稱 して 居る (默 示錄 十五の 

三)、 蓋し 其 最も 適當 なる 名稱 である。 

神の 僕モ ー セの歌 は 大略 左の 如くに 歌 はれた 者で あらう、 會衆は 男女の ニ隊に 分れ、 男子 隊の低 昔 

に對し ミリ ャムに 導かれし 女子 隊の高 昔が 應 へたので あらう。 

一 我れ ヱ ホバを 歌ひ頌 めん、 

彼 は 高らかに 高く 在すな り、 

彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち給 へ り。 

前篇 0 

二 ヱ ホバは 我 力なり 叉 我 歌な り、 


し 返 b  B 


彼 は 我救扬 となり 給へ り、 

彼 は我祌 なり 我れ 彼 を 頌めま つらん、 

我 父祖の 神な り 我れ 彼 を 崇め まつらん、 

三 ヱ ホバは 軍人な り、 

其 名 は實に エホバな り。 

0 パロの 戰 車と 其 軍勢と を 彼 は 海に 擲ち 給へ り- 

其 勝れた る 軍長 等 は 紅海に 沈みたり、 

E 大水 彼等 を掩 へり、 

彼等 は 石の 如くに 淵の 底に 下れり。 

^ 汝等ヱ ホバを 歌ひ頌 めよ、 

S 彼 は 高らかに 高く 在すな り、 

レ 彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち 給へ り。 

六. ヱホバ ょ汝の 右手 は 力 を 以て 榮を顯 はす、 

ヱホバ ょ汝の 右手 は 敵を碎 く、 

七 汝は大 なる 榮を 以て 汝に 對抗ふ 者を滅 す、 

汝 怒を發 すれば 彼等 は 藁の 如くに 焚盡 さる、 

A 汝の 募の 息に より 水 積み かさなれり、 

浪は 堅く 立ちて 岸の 如くに なれり、 


大水 は 海の 中に 凝れり。 

S 汝等ヱ ホバを 歌ひ頌 めよ、 

"ぼ 彼 は 高らかに 高く 在すな り、 

^ 彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち 給へ り。 

九 敵は官 へ リ 

我れ 追 はん 我れ 追 ひっかん 掠 取 物 を 分たん、 

我れ 彼等に よりて 我心 を 飽かし めん、 

我れ 我 劍を拔 かん 我 手 彼等 を 亡さん と、 

+ 汝！ -a^ を 吹き 給へば 海 彼等 を掩 へり、 

彼等 は 洪水の 底に 鈴の 如くに 沈めり。 

^ 汝等ヱ ホバを 歌ひ頌 めよ. 

返 g 彼 は 高らかに 高く 在すな り、 

^ 彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち 給へ り。 

一 ヱ ホバょ 神の 中に 誰か 汝に 如く 者 あらん や、 

誰か 汝の 如くに 聖 くして 榮 あり 

讚 ふ ベ くして 長る ベ く 奇鎮を 行 ふ 者 あ ら ん や、 

一一 汝 その 右手 を 仲べ 給へ り、 

而 して 地 は 彼等 を吞 めり。 


^ 汝等ヱ ホバを 歌ひ頌 めよ、 

返ぶ 彼 は 高らかに 高く おすな り、 

^ 彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち 給へ り J 

後篇 豫言 

+  H 汝は その 恩愛 を もて 汝の噴 ひし ほ を おき、 

汝のカ を もて 彼等 を 汝の聖 き 住所にまで 携行き 給 ふ、 

十 S 民 等 聞きて 操へ、 

ぺ リ シ テの 25^ 恐怖 を 懐く、 

十五 H ドムの 侯伯 駭き、 

モ アブれ 剛者戰 操き、 

力 ナン の 民 等み な 消失す、 

十六 恐怖と 傈 彼等に 及ぶ、 

汝の 腕の 大な るが 爲に 彼等 石 の 如く 默然 たり、 

ヱホバ ょ汝の 民の 通り 過ぐ るまで、 

汝の買 ひ 給 ひし 民の 通り 過ぐ るまで" 

十七 汝は 彼等 を 導き 彼等 を 汝の產 業の 山に 植ゑ給 はん。 

ヱホバ よ" れ汝の 住所と せんとて 汝の 設け 給 ひし 所な り。 

ヱ ホバょ 是れ汝 の 手の 建た る聖 所な り。 


十 A  H ホバは 世々 窮 なく 治め 給 はん。 

S 汝等ヱ ホバを 歌ひ頌 めよ、 

is^ 彼 は 高らかに 高く 在すな り、 

ひて、 彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち 給へ り。 

之 を 希 伯來の 簡潔 莊 重なる 語に て 歌 ひし 時 その 如何に 壯大 なる 歌であった 乎 を 推察す る 事が 屮 I 來る、 

而 して 是の 如き 讚美の 聲の 上りし は 其 境遇より 見て {是 に ふさ はしき 事であった、 此時ィ スラ H ルの取 

るべき 途は唯 三 あるの みであった、 窮鼠 却て 猫を嚙 むが 如く ィ スラ H ルも 亦窮餘 七十 萬の 總勢を 纏め 

手に せる 獲物 を 以て 寄せ 來る 敵と 戰 はん 乎、 或は 叉モ ー セ 自身 若く はァ D ン、 ヨシ ュ ァ等 首領 中の 一 

ニをパ に 遣 はして 或 種の 條 件の 下に 妥協 を 試み 再び 埃 及の 地に 歸還 せん 乎、 戰爭 か將た 外交 乎、 併 

し 乍ら モ ー セに 取て はこの 二 は 何れも 不能であった、 今に 至り 萬 一 の 僥倖 を 期して 戰ふは 素より 非で 

ある、 一度び 棄て たる パ と 手 を 握る は 更に 非で ある、 單に 主義の 問題と しても 是れ 彼の 忍びざる 所 

であった、 是に 於て モ ー セの 選ぶべき は 最後の 一途であった、 彼 は 唯 祈るべき であった、 神の 特別な 

る 援助に より ィ スラ H ル 全民衆が この 窮境より 救出 さる 、 の 奇廣を 見む こと を 祈るべき であった、 而 

して モ I セ はこの 途を 選んだ、 彼 は 祈った、 而 して 祌 その 祈 禱を聽 き 給うた、 祌は 海水 を 分ち て途 を- 

開き 給 ひ イスラ H ル 全民衆 悉く 無事に 涉 つた、 追 ひ 來る埃 及 勢 は 悉く 溺死した、 救 は 完全に 實 現せら 

みづか 

れた、 驚くべき 恩惠 を實驗 して 讚美の 聲は 衷心より 湧き 来らざる を 得ない、 自ら 戰 うて 勝ちし 時に、 

或は 外交の 策略 を 弄して 成功した る 時に 誇 負 はあって も 讚美 はない、 基督 者の 讚美歌 は 人力 盡き唯 神 

ooooooooooooooooooooooooooooo〇oooooo〇oooooc 

の 御手 に の み賴 りしに より 圖ら ざる 途が 開け て 特刖 の 恩惠を 贤驗し たる 時に 初めて 上る ので ある、 是 


の 如きが 眞 正の 讚美歌で ある。  . 

M 正の 讚美歌が 此の 如くに して 出づる ものである 事はモ ー セの 實驗に 類した る 實驗を 有する ものの 

皆 知る 所で ある、 基督 者 は 窮境に 陷 りて 敵と 相對 する 時 自己の カを恃 みて 戰ふ能 はす、 さりと て 勿論 

世と 妥協す る 能 はす、 彼 は 唯 祈る ので ある、 而 して 自ら 知らす 敵 も 亦 知らざる 意外の；； 逸が 開けて いみ 

じく も 救出され るので ある、 其 時 全身 は踴 躍して 我 知らす 讚美の 聲を發 する ので ある、 か K る 美 歌 

の 中には 祌のカ を 類め 讚 ふる 感謝が ある、 叉 將來も 必す救 はれむ との 希望 卽ち 一種の 預言が ある、 信 

仰 上の 凡ての 原則が 其 中に 織 込まる，^ ので ある。 

モ 1- セの 讚美歌の 最も 著る しき 特徵は 一語と 雖も 自己に 言及せ ざる ことで ある、 徹頭徹尾 神の み を 

讚 ふる 事で ある、 「我」 が 云々 したと は 決して 言 はない、 「イスラ H ル」 の勇氣 忍耐に 由り 救 はれた 

と は 決して 言 はない、 凡ての 頌讚を 唯 H ホバ にの み歸し 奉る ので ある、 近時 歐洲 大戰に 勝利 を 得た る 

者が 偶々 讚美の 聲を發 する を 聞く に 多く は是れ 自己 讚美で ある、 神の 名 は 之 を 以て 自己の 功業 を 飾ら 

ん とする 一 種の 偽善に 過ぎない、 往昔 モ- -セと 同時代の 埃 及 义はバ ビ a ン の 王 等の 祌 殿に 感謝の 言 を 

刻み 込みた る もの を 見る に 皆 同じく 神の 讚美と 共に 自己 讚美で ある、 「我」 が 斯く爲 したと 言 ひて 喜 

ぶので ある、 ネブカ ドネ ザルの 讚美の 如き 卽ち其 一例で ある、 然るに モ 1 'セに 在りて はさう ではな か 

つた、 彼 は 全く 自己 を 無視した、 彼 は 唯 歌うて いうた、 「我れ H ホバを 歌ひ效 めん、 彼 は 高らかに 高 

く 在すな り」 と、 「彼 は 馬と 其乘 者と を 海に 擲ち 給へ り」 と、 「^i ホバ は我カなり又我歌なり」 と、 

「彼 は 我 救 拯」、 「彼 は 我 祌」、 「彼 を頌め まつらん」、 「彼 を i{| め まつらん」、 曰く 「彼 は」 「彼 は」 で 

ある、 「彼 を」 「彼 を」 である、 凡てが H ホバ である、 「我」 は 何でもない、 「我」 の爲す 事で はな 
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い、 「我」 は 唯 祈る のみ、 「彼」 がー 切 を爲し 遂げ 給 ふので ある、 故に 頌 むべき もの は 唯 「彼」 であ 

ると、 是れ實 に 神に 賴る 者の 實験 である、 其 個人た ると 國民 たると を 問 はない、 誰か 言 ふ 無抵抗主義 

は國 家と して 未だ 曾て 試みられなかった と、 イスラ H ルは實 に 之を實 行した ので ある、 故に 彼等 は H 

ホバの 外に 頌 むべき もの を 知らなかった、 彼等 は 勝利 をき 己の 力に 歸 さなかった、 近世の 國家 は先づ 

自己の 陸海 軍 を 讚美し 然る 後神 を 讚 ふるので ある、 併しながら 近時に 至り 英米の 極めて 少數 者の 間に 

まか 

又 古き 信仰が 復興し つ k ある、 今一度び 國家を 全然 神に 委せん とする の 信仰が 起り つ-^ ある、 過ぐ る 

日米 國に 於て 軍備 擴 張の 聲 喧しく 示威運動の 爲の大 行列が 行 はれた、 大統領 を 初め 朝野の 名士 擧 りて 

此擧に 加 はり 之に 參與 せざる を 以て 愛國 心の 缺乏を 示す ものの 如くに 兑 做した、 其 時に 方り 一 一人の 公 

然 之に 反對し 行列の 參與を 峻拒した 者が あった、 そ は 紐育ュ 一一 オン 祌學 校の 教授 某氏と 聖公會 の 監督 

某氏と であった、 監督 曰く 「余 は 恐らく 之が 爲に 余の 職 を 失 はん、 余の 配下の 四十 人の 敎師と 多数の 

市民と は 余 を 攻撃し つ，^ ある、 併しながら < ^にして 若し 此 行列に 加 はらん 乎、 余の 信仰 は 其 時 消滅す 

るので ある」 と- 米國の 軍備 擴 張の 主 3s の 那邊に 在る や は 我 邦人の 熟知す る 所で ある、 然るに 之 等 二 

人 者の 如き は 卽ち言 ふので ある、 日本 来らば 来れ、 我等 は 國を祌 に 委せ 奉る と、 而 して 日本に 取て 恐 
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るべき もの は實 はかの 軍備 擴張 論者に 非す して 之 等の 少数の 無抵抗 主義者で ある、 か \ る；^ 者の 存在 

する 限り 精鋭なる 軍隊 も 決して 恃 むに 足らない、 神 遂に 彼等の 祈 禱に應 へて 幾 萬の 貔排 據艟を 太平洋 

底に 投じ 給 はざる を 保す ベから すで ある。 

個人と しても 亦同樣 である、 海と 山と は 前途 左右 を 塞ぎ 後 を 顧みれば 優勢なる 敵の 寄せ 來る 如き 窮 

境に 立つ 事必 すし も Si くない、 如何にして か k る 難局 を脫 すべき 乎、 信仰た き 者 は 遂に 敵に 降る の 外 


を 知らない、 世人 も 亦 同情して 曰 ふ、 かの 困難なる 境遇に 陷 りて は 余と 雖も 均しく 收れ たで あらう と" 

併しながら 神 を 信す る 者 は 斯くは EM はない、 彼 は 人力の 及ばざる 窮境 も尙且 神の 支配の 中に ある 事 を 

知って 居る、 彼 は 天地 を 司り 給 ふ 神が 見えざる 處に途 を 開き 給 ふ 事 を 信す る、 故に 彼 は 唯 祈る ので あ 

る、 而 して 栗然 驚くべき 途は 開く ので ある、 思 はざる 方法に 由て 窮境より 救出 さる、 ので ある、 其 ゆ 

彼 は 自己の 頌 むべき 所以 を 知らない、 叉 他人の 讚 ふべき 所以 を 知らない、 神 を 除いて 彼の 讚美 を歸す 

べき 者 を 彼 は 知らないの である、 故に 唯 「彼」 「彼」 とい ひて 祌 のみ を 高調す るので ある。 

「敵 は 言へ り、 我れ 追 はん、 我れ 追 ひっかん、 掠 取 物 を 分たん 云々」 と (九 節)、 卽ち 「もう 占め 

たもので ある、 最早 我が 手中の ものである」 と 敵 は 言 ふので ある、 是れ 痛切なる 實驗の 語で ある、 此 

世の 勢力 ある 富豪 叉 は 貴顯の 如き も 亦 量々 斯く言 ひて 人 を 苦む る 事 を 我等 は 知って 居る、 彼等 は 自己 

の 欲する 所 何事 も 金 錢叉は 威力に 由て 成就し 得べ しとな すので ある、 其 時 一 人の^^の 立ちて 權利を 

主張し 正義 を絕 叫す る ある も 恰も 蟻の 如くに 蔑視せられ るので ある、 W しながら 信仰の 立場より すれ 

ば祌 より 以外に 恐るべき もの はない ので ある、 埃 及 勢 抑 も 何者 ぞ、 「汝氣^：^を吹き給へば海彼等を掩 

へり、 彼等 は 洪水の 底に 鈴の 如くに 沈めり」 (十 節)、 富豪 何者 ぞ、 貴顯 何者 ぞ、 神の ー氣息 彼等 を 

滅ぼし 給 はん、 前節の 豪語と 相 比して 對 照の 妙 を 極め 文學 上より いふ も 絶倫の 大 文章で ある、 信仰の 

偉大 は此處 にある、 信仰と は單に 心の 純化で はない、 信仰 は 勢力 を 恐れざる 事で ある、 近 骨の 敎育は 

徒に 力の 恐るべき を 鼓吹す る、 併し 信仰 は 勢力 を 恐れない、 小の 前に 犬の 倒 壌す る 事是れ 信仰の 偉大 

である、 敎會に 刺 任官 の 來るを 以て 誇と し此 世の 勢力と 相 結ぶ を 以て 傳 道の 進歩と 見做す が 如き 我國 

今日の 宗敎界 に 在りて 信仰の 偉大 を高唱 する は 正に 刻下の 急務た る を 失 はない。 
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モ，" セの歌 は 之 を 二に 分つ 事が 出来る、 一節 乃至 十二 節は囘 である、 感謝で ある、 十三 節 乃至 十 

八 節は豫 言で ある、 希望で ある、 神 旣に斯 く 迄惠み 給へ り、 故に 終 迄 必す惠 み 給 はんと、 凡ての 眞の 

讚美歌 は此ニ 要素 を 含まざる を 得ない、 恩惠は 一 にして 止まらない、 故に 犬なる 恩惠の 臨む 時 は必す 

眼 を擧げ て 前途に 橫 たはる 更に 大 なる 恩惠を 望む の で あ る 、 囘 顧と 豫ー 百と は眞 の 讚美歌 の 特徵 で あ る つ 

モ ー セ 久しく ミデ アンの 地に 在りて 曠野の 地理に 精通して 居った、 彼 は 沙漠の 旅路の 前途に 强敵少 

からざる を 熟知して 居った、 ペリ シテと H. ドムと モ アブと、 而 して 後に 力 ナンで ある、 前途 は尙 遼遠 

である、 目指す 聖き 住所に 至る 迄に は 幾多の 敵地 を 通り過ぎなければ ならない、 困難 は 終りし に 非す 

して 之より 始まる のであった、 併しながら 紅海 横 斷の贵 き 實驗は 彼 をして 希望 を 抱かし むる に 餘りぁ 

つた、 彼 は旣に H ホバ 如何にして 埃 及 人 を 審判き 給 ひし 乎を實 見した、 H ホバは 同様に 叉 ペリ シテ、 

エドム、 モア ブをも 審判き 給 ふに 相違ない、 かくて 我等 を 聖きカ ナンの 地に 導き 給 ふに 相違ない と、 

是に 於て 彼は聲 高く 歌うた、 r 汝は その 恩愛 を も て 汝 の 贖 ひし 民 を 導き 汝 の 力 を も て 彼等 を汝の 聖 き 

住所にまで 携れ 行き 給 ふ」 と (十三 節)、 而 して 之 亦 信者 各自の 實驗 である、 聖き 住所と は 我等の- 大 

國 である、 我等の 生涯の 锓く 限り、 我等の 現世に 彷徨す る 限り 神 は 必す牘 ひ 給 ひし 我等 を 導き、 而し 

て 遂に 聖き 天國 にまで 携れ 行き 給 ふので ある、 天國の 希望、 これ 信者の 紅海 橫斷の 實驗の 賜物で ある、 

信仰の 報酬. である、 天國 存在の 證據を 示せよ とい はん 乎、 そ は 神の 存在 を說 明す ると 均しく 不可能で 

ある、 併し乍ら モ ー セの 信仰 を 以て 一度び， 紅海 を 渡りし 者 は 天國を まざる を 得ない ので ある、 天國 

は論證 の 問題で はない、 實驗の 問題で ある、 信仰の 實驗 より 自ら 天國の 希望 は 湧き出 づ るので ある。 

. {是 に是れ 偉大なる 讚美歌で ある、 种の默 示に 由り て 作られし 讚美歌で ある、 學者 或は 之 を 後世の 作 


であると いふ、 併し モ ー セに 非す して か \ る實 驗を捤 りし 者が ありし と は 思へ ない、 是れ 確に モ！ セ 

の 作で ある、 モ ー セ必 すし も 音樂を 解した るに 非す、 其樂 器の 如き も 甚だ 粗雜 なる ものであった らう" 

然るに 信仰の 實験 は是の 如き 壯大 なる 歌 を 彼の 口に 湧か しめたの である、 而も 之 を 歌 ひし 者 は數十 i€ 

の全會 衆であった、 否國 民全體 であった、 救 はれた る 民が 心の底より 聲を發 して 合唱した ので ある、 

史家 は 言 ふ國民 (nation) の 發生は イスラ H ルの 紅海 橫斷に 始まる と、 而 して 眞の 讚美歌の 發生も 亦 

玆 にあった ので ある、 是れ 今日の オラトリオの 濫觴であった。 

救の 實驗 を經 たる 者 は必す 獨特の IS 美 歌 を 有する、 日本の 信者 若し イス ラ H ルに 似た る 實驗を 有す 

る な らば 日 本 特有 の 讚美歌 は發生 せざるを得ない、 日 木 人の 歌 を 日本人の 譜を 以て 日本人の 樂器 によ 

り 合唱す るの 日が 早晚來 るべき 害で ある、 必 すし も樂 器の 粗雜 なる を 憂へ ない、 埃 及の 樂器 によりて 

神の 僕モ ー セの歌 は 歌 はれた ので ある、 神 我 を 救 ひ 給へ りとの 實 驗に踽 躍す る 者 は叉國 の 救齊、 萬 

民の 救扬を 望みて 偉大なる 讚美の 聲を發 すべきで ある、 之 やがて 又昔樂 そのものの 救で ある。 

十三 メラの 水と ュ リムの 綜櫚林 (十月  一口- 

出 埃 及 記 第 十五 章 二十 二 節 以下 

イスラ H ルは H ホバ の^？しき救に由て無事に紅海を横斷した、 彼等 は 整 を 合せて 讚美の 歌 を 歌った • 

彼等 は 旣に埃 及 を 出 たので ある、 今より 安全なる 旅路 は 彼等の 前に 開けて やがて a と 蜜との 流る &カ 

ナ ンの 地に 到り 着く を 得るな らんと は 蓋し 彼等の 多數 者の 期待であった らう、 併し 察實 はさう ではな 

かった、. 彼等の 前途 は尙 遼遠なる 沙漠であった、 H タム の 曠野 を 歩む こと 三日に して 彼等 は 忽ち 水 無 
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きに 苦んだ、 遂に メラに 到りて 水を發 見した がそ は 苦く して 飮 用に 堪 へなかった、 彼等 は 再び 失望し 

C ちび る  つ ふや 

た、 彼等 は曩に 偉大なる 讚美歌 を唱 へし 其 # を もて 再び 眩き を 始めた、 眩き は 厦 々彼等の 繰 返す 所 

である、 ピハヒ n テ にて 進退 谷 まりしと て 眩き、 メラに て 水 無しと て 眩き、 後に 叉 シンの 曠野に て 食 

物盡 きたりと て 眩かん とする ので ある、 彼等 は實に 眩き の 民で ある。 

併しながら 是れ 神に 導かれた る 民の 實驗 である、 信者が 祌の 導きに 由り 罪の 世 を 去って 新しき 國に 

ST つる や 否や 先づ 嘗めなければ ならぬ もの は メラの 水の 苦味で ある、 彼等 も 昔の ィ スラ H ル 人と 均し 

く 思 ふので ある、 「最早 我等 は 罪の 世 を 出た ので ある、 救の 生涯に 人った ので ある、 今より 後 は 唯 恩 

惠 のみに して 水 も 多く 食物 も 豊饒な らん」 と、 然るに 何ぞ圖 らん 忽ち 水の 不足 は 彼等 を！^ ますので あ 

る、 渐 くにして 之 を發見 すれば 味 苦く して 飮 むに 堪 へない ので ある、 卽ち 或は 牧人の 不足で ある、 或 

は舊 友の 離反で ある、 或は 疾病で ある、 或は 不幸で ある.、 埃 及 を 出で て 決して 度 ちに 力 ナンに 到り 得 

ら, Vic  - 

る ので はない、 落， 莫 たる 曠野 の 生涯 は 必す 彼等 を 待 つので ある、 是れ 神の 國に 達する 、必然の 徑路で あ 

る、 然るに も 拘らす 信者 も 亦 動もすれば 眩き の 聲を發 して 舊き埃 及の 奴隸 生活 を囘顧 せんとす る、 ィ 

ス ラエルの 經驗は 又す ベての 信者の 經験 である。 

民 は是の 如く モ ー セに 向って 咬いた、 W しながら エホバ に信賴 せる モ ー セは 失望し なかった， 彼 は 

.t 母 _ 時の 如くに ェ ホバ に訴 へた、 ^< ホバ は卽ち 一 本の 木 を 示し 給 ひ 之 を 水に 投げ 人れ たれば 水 忽ち t く 

なりて 飲み 得る に 至った、 その 一本の 木と は 何であった 乎、 それ を 探らん とて 近世の 旅行家 はシ ナイ 

山中 所々 搜 索した る も 遂に 斯 種の 植物に 逢着し なかった とい ふ、 ^し 問題 はシ ナイ 山中 斯種梳 物の 有 

S ではない、 水 を 甘く したる もの は必 すし も 木の 枝で はない、 そ は祌の 特別の 力で ある、 祌 一本の 木 


を 水に 人れ よと 命じ 給ひ卽 ちそ の 命の ま k に從 ひたれば 水が 變化 したの で ある、 神の 命じ 給 ひし 如く 

に爲 した 事、 それが 奇 の 原因であった、 故に H ホバは 更に 敎へ 給うた ので ある、 「汝 もし 善く 汝の 

しめ  オペて の り 

祌 エホバ の 聲に聽 き從ひ H ホバ の 目に 善しと 見 ゆる 事を爲 し其誡 命に 耳 を 傾け 其 諸の 法度 を 守らば 我 

わが 埃 及 人に 加へ し 所の その 疾病 を 一 も汝に 加へ ざるべし、 そ は 我 は エホバ にして 汝を醫 す 者 なれば 

なり」 と (一 一十 六 節 )o 

我等に も 屠々 苦き 實 驗が與 へらる、 ので ある、 併し 神 は 同時に 之 を 甘く する の 途を備 へ 給 ふ、 祌の 

命じ 給 ふま、 に 一 本の 木 を 苦き 水に 投 すれば 卽ち必 す 甘く 飲み 得る ものと なる ので ある、 その 一 本の 

木と は：^ である 乎、 信者 は 自己の 經驗 上よ く 其 何で あるか を 知って 居る、 苦き もの を飮み 得る ものた 

らしめ、 特^に 味 ある ものたら しむる ものの 何で あるか を 知って 居る、 是れ卽 ち； i 音で ある、 キリス 

トの 生涯で ある、 之 を 用ゐて 彼の 飮み 得ざる 水と て は 無い、 此 世の 如何なる 苦味と 雖も來 らば 來れ、 

信者の 手に は 世の 人の 知らざる 一 本の 木が ある、 彼 は 之 を 以て 凡ての 艱難に 備 ふるので ある、 而 して 

世の 人の 堪 へざる ものに 堪 ふるので ある、 否 啻に 之に 堪 ふるのみ ではない、 之 を 化して：^ 露の 味と 爲 

すので ある、 豐 なる 大の惠 は 乏しき 地 の產を 補うて 尙餘り あるので ある。 

かくて 曠野の 旅路の 終に 近き し 信者 は 皆 曰 ふ、 「余の 生涯に も 幾多の やい 來事 があった、 幾多の 艱難 

が 臨んだ、 併しながら 常に 之 をせ くす る ものが 與 へられた、 曠野の 旅路、 顧みれば 唯 感謝 あるの み」 

と、 淮 ふに 艱難 は 大抵 何人に も 同じ やうに 臨む ので ある、 問題 は 唯 之 を 苦き ま」 にて 飮 むかせ くして 

飮 むかに もる ので ある、 例へば 愛する 者の" iiK せし 時 何人も 堪 ベが たき 悲痛に 胸うた ざる はない、 其 時 

友人 は來 りて 深き 同情 を もて 我 を 慰む る、 併し 彼が 慰め 得る は 我 悲痛の 僅に 百 分の 一 である、 其 百 分 
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しょち 

の 九十 九 迄 は 自ら 之を處 置し なければ ならない、 而 して 神 は 之を爲 さしめ 給 ふので ある、 神 は 力 ナン 

の 地に 到る の 希 tili! を 以て， 我等 を 慰め 給 ふ、 神 は キリストの 靈を 以て 我等に 力 を 與へ給 ふ、 信仰の 生涯 

に は 信仰 を以 て 凡ての 境遇 に 應じ得 る やうに 備 へられて あるので ある、 故に 人生の 日 漸く 子午線 を 過 

ぎし 頃、 前半 日の 生涯 を囘 顧して 感謝に 溢れ、 今一度 斯 かる 生涯 を 繰 返す とも 亦 わが 悅び であると 思 

ふので ある 0 

に-? -  .  ： るし 

信仰の 生涯 は 曠野の 生涯で ある、 メラの 苦き 水 は 度々 信者 を 苦む る、 併し 信仰の 生涯 決して 唯 苦の 

みで はない、 「彼等 H リムに 至れり、 其處に 水の _井 十二、 棕櫚 七十 本 あり、 其處 にて 彼等 水の 傍に 幕 

張す」 と (二十 七 節)、 之 亦 信者の 實驗 である、 淸 水を湛 ふる 井 十二、 涼： f 森々 たる 掠榈 七十、 玆に 

i 二し い ゝ  そ 0,:.?  いこ 

天幕 を 張りて 暫時の 休養 を 恣 にす る 時 その 歡び ゃ盡 きざる ものが ある、 當 時棕榈 林の 下に 憩へ るィ 

スラ H ル 人に は窺ひ 知る を 得ざる の 味が ある、 信仰 を 共に する 者 相 集りて 語り合 ふ 時、 クリスマスの 

歡びを 頒っ時 等 皆 之で ある、 信仰の 生涯に 苦しみが ある 又歡 びが ある、 メラの 水が ある 又 H リムの 棕 

橺 林が ある、 而 して メラの 水に は 其れに 添へ て 之 を 甘く する ための 一本の 木が 備 へらる、 ので ある、 

かくて 苦しみ も亦歡 びと 變じ 得る ので ある、 曠野の 旅路、 是れ 感謝の 連鑌 である。 

シ ナイ 半島 は 幅 一 一 百哩、 長さ 一 一 百 一 一十 五哩に 互る 三角形の 大半 島で あるが 今 は 殆ど 荒廢 して 何の 用 

をも爲 さない、 併し 神 は イス ラ ェ ルを救 ひ 之に メラの 水と エリム の栋橺 林と シ ンのマ ナとを 味 はしめ 

んが爲 に シ ナイの 大半 島 を 作り 給 ひしと する も 決して 無益ではなかった と 思 ふ、 歐洲通 ひの 船中より 

夕陽に 照らされし シ ナイ 山 を 遠望 すれば 雄大の 景そ ろに 人を壓 するとい ふ、 此處に イス ラ H ルは四 

十 年 を 過した、 而 して 力 ナンの 地に 人る の 準備 を完 うした ので ある。 


十四 マナの F 賜 (上) (十お 八日) 

出 埃 及 記 第 十六 章 

第二の 眩き も醫 された、 イスラ H ルの會 衆 は エリム を 去って シンの 暖 野に でた、 埃 及 を 出で てよ 

り旣に ニ茵月 目の 十五 日で ある、 携 へし 牛と 羊と は 概ね 之 を 屠って 最早 殘り少 くな つた、 彼等 は 懐 

淋しき を 感ぜざる を 得なかった、 當 時の シ ナイ 半島 は 現今より は 沃饒の 地であった らしい、 西 亜細亞 

一 體の地 は 今 こそ 乾燥した る 沙漠で ある けれども 昔時 は必 すし もさう ではなかった、 裘海を 通じて 北 

氷洋 より 印度洋まで 水路 相 接 綾して 居た と 推測すべき 證 跡が ある、 卽ち裏 海の 魚に 北氷洋の もの あり、 

ガリ ラャの 湖に は ナイル 河產に 似た る 魚類が 梭 息して 居る、 兎に角 三千 年の 昔なる 巾： 埃 及 時代に はシ 

ナイ 半島の 如き も 今日より は 濕 氣 多き 土地であった らしい、 さりながら そ は尙喷 野た るに は 相違な か 

つ た、 其處 に 幾 十ず：： の 人 を 養 ふ ベ き 資料と て は 勿論 見出し 得べ くもなかった、 携帶物 は將に 盡 きなん 

とし、 代るべき 物 は何處 にも 求む ベから すで ある、 イスラ H ルの民 は 又々 失 した、 彼等 は 三度び 眩 

きの 聲を發 した、 定 に 神に 賴れる 不信の 民 ほど 度し難き はない、 彼等 は 艱難の 己が 身に 臨む に 方り 祌 

我 を 救 ふの 義務 あるが 如くに 思惟す るので ある、 イスラ H ルも 海の 彼岸 ピ ハヒ。 テ に 屯せ し 以来-なき 

て は 救 はれ 救 はれて 又 眩き 咬き に 眩き を 重ねて 尙 足らす とする が 如くで ある、 彼等 は 曰 ふ 「我等 ェジ 

ブトの 地に 於て 肉の 鍋の 側に 坐り 飽くまでに パ ンを食 ひし 時に ェ ホバ の 手に よりて 死にたら ば 善 かり 

しもの を、 汝等 はこの 曠野に 我等 を 導き出し てこの 全^ 衆 を飢に 死なし めんと するな り」 と (三 節)、 

卽ち 今に 至りて 尙埃 及の 舊 生活 を囘 顧し 之 を 慕 ひつ 、あるので ある、 埃 及 は 素と 食料の 豊富なる 土地 


である、 生活の 容易なる 國土 である、 或 人の 計算に よれば 其處 にて は 我 邦 貨幣の 十六 圓 あらば « に 子 

供 一人 を 養育す るに 足りた と、 以て 其 一斑 を 察する 事が 出来る、 イスラ H ル はこの 安樂なる 生活 を 忘 

る& 事が 出来なかった、 而 して 却て 瞎 野に 於け る 自由の 生涯に 導かれし 事 を 忘れ、 かの 奴隸 生活の ま 

まに て 死にたら ば 善 かりし もの をと いふので ある、 かの 肉の 鍋の 側に 坐り かの 香 高き 葱と 薤 と を 添 

へ て 飽く迄に パ ンを食 ふ 事 を 得ば、 エホバ に 導かる、 自由の 生涯よりも 寧ろ パ 口に 從ふ 奴隸の 生活に 

サん ぜん もの をと いふので ある、 {是 に 憐れに も意氣 地な き 眩き である、 而も 之 を 繰 返す こと 一再に し 

て 止まらない、 モ ー セ 若し 忍耐に 乏しき 人であった ならば 或は 放言した かも 知れない、 「汝等 若し 爾 

く 埃 及の 肉 を 慕 はば 今より 踵を囘 らして W び 埃 及の 地に 歸れ」 と、 實に彼 も 亦 自然の 情より 彼等 を 叱 

貴して 言うた 「我等 を 誰と なして 汝等は 我等に 向 ひて 眩く や」 と (七 節)、 モ ー セとァ ロンと は 神の 

、ひつ は  えきしゃ  つぶやき 

器と して 民 を 導く 役者に 過ぎない、 眩の 目檫 たるべき 者 は 彼等で はない ので ある、 イスラ H ルの 眩き 

は實は 神に 對 する 眩き であった、 W しモ ー セ、 ァ ロン は 忍耐 深き 敎導 者であった、 彼等 は 又も 民の 爲 

に ェ ホバ に 祈った、 而 して エホバ は 自ら 其應答 を爲し 給うた。 

卽ち エホバ、 モ ー セに 告げて 曰 ひ 給うた、 「我 イスラ H ルの 子孫の 怨言 を 聞け り、 彼等に 告げて 霄 

へ、 汝等 夕に は 肉 を 食 ひ 朝に は パンに 飽く べし、 而 して 我の H ホバ にして 汝 等の 祌 なること を知 るに 

至らん」 と (十二 節)、 而 して 夕に 及び 多數 の鹑來 りて 營を覆 ひ 朝に 及び 營の周 園に 置きし 露 乾く に 

あ ら 0  * つ ひさ まる 

當り瞎 野の 面に 霜の 如き 小き 圓き 物が あつたと いふ、 鶉と は 地 を萄ふ 小鳥であって 秋 毎に 阿弗利加 內 

地より 沙漠と 海と を 超えて シ ナイ 半島に 渡り 來る事 は 今 も 尙變ら ない、 而 して その シ ン の 曠野に 迪リ 

て どり  ；. 1 づ 

着く 頃 は 羽 疲れ 體 倦みて 之 を 手 捕す る 事が 難 かしくな いので ある、 唯 朝 毎に 地表に 置かれし 小き 51 き 


物と は 化で あらう 乎、 或は タ マ リ ス クと稱 する 棕橺の 木を蟲 などが 刺す に 由て 生す る 分泌物が それで 

あると いひ、 或は 我國の 所謂 「松露」 の 類が それで あると もい ふ、 併し タマ リスクの 分泌物 は 到底 常 

貪に は 適せす、 又 六日 目に 多く 降りて 七日 目に 降らなかった といへば 松露で あると も 首 ひ 難い、 畢竟 

是れ祌 の 天より 降し 給 ひし 特殊の 食物であった、 是れ卽 ち 神の 奇蹑 であった、 故に 「イスラ H ルの 

孫 之 を 見て 此は 何ぞ やと 互に 言 ふ」 と ある (十五 節)、 「此 は河ぞ や」、 希伯來 語に て 「マヌ ー」 で 

たまも"： 

ある 卽ち 「マナ」 である、 或は 「此は 賜な り」 との 意味であった かも 知れない、 今の ァラ ビヤ 語 こ 

たまもの  よ， 、-ー 

て 「賜」 とい ふは此 語に 酷似て 居る、 「此 は何ぞ や」 或は r 此は 賜な り」 それが 所謂 「マナ」 である、 

驚くべき 賜に 對 して 自然に 發 したる 語で ある、 直に 美 はしき 語で ある。 

か、 る マナが g 十 年 問 緩いて 降り イスラ H ル人を 養うた とい ふ は學術 上解說 すべから ざる 事で ある 

かも 知れない、 併し 之 を 信仰 上の 赏驗と 見て 深き 眞理が 其 巾に 籠って ^5 る、 信仰の 生涯に 入り し^は 

凡ての 供給 を祌 より 受 くるので ある、 彼が 自己の 手 を 以て 卿く 時と 雖も 是れ彼 自ら 働く ので はない、 

神より 働か しめらる k ので ある、 然るに 神 は 時には 其の 働く 手 を さへ 打ち 碎き給 ふ、 生計の 途は 悉く 

絶え 友人より は棄 てられ 所有物 は盡き 家族 は 病床に 臥し 最後の 一 錢 をも剩 さざる に 至って 最早 他に 頓 

むべき 處 全く 無く 唯 祈って 一 夜 を 明さん とする 時に 思 ひも 寄らざる 恩賜の 臨み 來る事 ある は 幾多 誠實 

なる 信者の 實驗 した 所で ある、 其 時 彼等 は 唯 驚きて r 此 は何ぞ や」 と 叫ぶ の 外 を 知らない、 是の 如き 

は {是 に純粹 なる 賜で ある、 而 して 信者が 此 賜に 由って 生く る 事 は 決して 少 くないの である、 此赏驗 を 

握りし 者 は シナ. ィ 半島 マナの 下賜 を 聞いて 怪 まない、 是れ 不思議な るが 如くに して 不思議で はない、 

神の 信者 を 養 ひ 給 ふ 途は兹 にある ので ある、 之 を 知って 食物に 窮す るの 心配 は絕 ゆるので ある、 人 を. 


懐 ましむ る ものにして 生活 問題の 如き はない、 力 ー ラゃ ルは言 うた 「近世 人の 地獄 はパ ン の 不足で あ ■ 

る」 と、 現代に 在りて 「食へ ない」 とい ふ 事 は 空腹の 外に 種々 なる 苦痛 を 伴 ふので ある、 故に 世が 我 

等 を 威嚇す る 時の 最良の 武器 は 之で ある、 曰く 「如何にして 食 はんと 欲する 乎」 と、 併しながら 埃 及 

を 出で たる 者に は 天よりの マ ナが與 へ らる& 1$ を 信じて 我等 は 慰めら る \ ので ある、 働か すん ば 食 へ 

ない とい ふ 丈が 眞理 ではない、 「生命の 爲に何 を 食 ひ 何 を 飮み叉 身 體の爲 に 何 を 衣ん と 思 ひ 煩 ふこと 

勿れ …… 汝 等の 天の 父 は 凡て 之 等の ものの 無くて ならぬ 事 を 知り 給へ り、 汝等先 づ祌の 國と其 義 と 

を 求めよ、 さらば 此 等の もの は皆汝 等に 加 へらるべし」 と (馬 太傳六 章)、 終局の 眞 理は兹 にある、 

シ ン の嘹 野に 於け る マ ナの 下賜 は 其實證 である。 

十五 マナの 下賜 (下) (十月 二十 二日) 

出 埃 及 記 第 十六 章 

マナに 重要なる 二 性質が あった、 そ は 第一に 甚だ 淡泊なる 食物であった、 「露 乾く に當 りて 曠野の 

表に 霜の 如き 小き M きもの 地に あり …… 日 熟く なれば 消 ゆ」 (十 ra、  二十 一節)、 「我等 は 此の 粗き 食 

物 を 心に 厭 ふなり」 (民 數紀略 二十 一章 五節)、 卽ち 知る マナ は餘 りに 淡泊に して 輕き 食物であった 

爲め 久しき 間に は 人に 藤 かれて 食用に 堪 へざる が 如くに 思 はれた ので ある、 又 第一 一に マナ は貯へ 難き 

食物であった、 「或 者 は 之 を 朝まで 殘 したりし が蟲 たかりて 臭くな りぬ」 (二十 節)、 卽ち與 へられ 

たる 其 一 日の 中に 食 ふべき 性質の 食物であった、 か&る 食物 は 之 を 天然 物と して 見る 事 は 困難で ある- 

後に イスラ H ル 人が マナ を 指して 「天使の 食物」 とい ひし は 眞に故 ある 事で ある、 マナ は 確に 天然 物 


に 非す して 奇蹈 物であった。 

奇 S0 物た る マ ナの 性質 はまた 信者が 信仰の 生 •  泥に 於て 神より 下賜 せらる \ 食物で ある、 信仰に 由て 

喊 野の 生涯 を 迪る者 は 自己の 手より 生す る 食物に 頼らない、 唯 神の 降し 給 ふ 食物に 賴る、 而 して 神の 

降し 給 ふ 食物が^ 厚 重密の 美食に 非す して 淡泊 輕 小の 粗食で ある 事 は 之 を 味 ひし 者の 呰 知る 所で ある， 

露と 共に 降り 霜の 如く 小き ものにして 日 熟く なれば 消 ゆる 物、 是れ 信者の 曰 用の 糈 である、 所 IS 簡易 

生活 は 期せす して 信者の 常態と なる ので ある、 假令 家に 餘 財の 豊 なる ありと 雖も H ホバ に賴る 者は自 

己の 生活の 安樂 飽滿を 欲しない、 此 世を樂 みて 稱ほ 飽き 足らす とする は |f 信者の 事で ある、 曠野に 導 

かれた る 者に 取て は 朝露に 似た る 無味 淡泊の マ ナ尙且 身 を 養 ふに 足る の 佳 1! 有で ある。 

主ィ H スは敎 へて 曰 ひ 給うた、 r 汝等 祈る 時 は斯く 祈るべし …… 我等の 日用の 糧を 今日 も與へ 給へ」 

と、 又 口 ひ 給うた、 「明日の 事 を 憂慮す る 勿れ、 明日 は 明日の 事 を 思 ひわ づら へ、 一 日の 苦 は 一 日 

にて 足れり」 と、 今日 を 今日と して 感謝し 明日 を 明日に 讓 りて 信 賴 する、 是れ 詩人の 歌 ふ 生涯で ある、 

而 して 是れ 信者の 實驗 すべき 生涯で ある、 神の 我等に 惠み給 ふ もの を 今日 用ゐて 以て 神の 爲に 勤し む 

事を爲 さすして、 徒らに 後日の 缺乏を 憂慮し 之 を 貯蓄 保存 せん 乎、 見よ 翌日に 至れば 早ゃ蟲 たかりて 

臭くなる ので ある、 か.^ る 實例は 決して 珍ら しい 事で はない、 地方 農村 等に 於て 子孫の 爲に 美田 を E 只 

ひ數十 萬の 富 を貯へ て 一 家 永遠の 計 を 確立した りと 思へ る 間に 早く も 其 子に 道德的 經濟的 破産 は 臨み 

來 ると いふが 如き 事實を S 々實 見す る、 神の 惠み給 ひし 物 を 私して 次の 時代の 缺乏 に迄備 へんと する 

時 之に 蟲を 生す る は當然 である、 是れ 世界に 通す るの 事實 である、 經濟學 者 は 口 を 極めて 蓄の必 • 要 

を說 く、  W し 經濟學 の 原理 は必 しも 信仰の 生涯に 適用され ない、 信仰の 生涯に は 獨特の 心的 態度が あ 

大正 五 年  •  二 六 五 


講演  二 六 六 

る 叉 獨特の 恩惠の 事實が ある、 今日は 今日の 惠を 以て 足れり とし 明 曰 は 之 を 神に 委せ 奉りて 暮す者 は.. 

今日の 必要 を 省い てまで 爲す 貯蓄の 必要 を 知らない、 かの 有名なる 米國の ム ー デ，' が 何等 銀行に 預金. 

を 有する 事な くして 而も 一 本のべ ンを 動かす 時 は 忽ち 百 萬 弗の 金を聚 むる を 得と はシ I リ ー 先生の 言 

であるが、 彼ム ー デ ー 尙 一 個 無名の 傳道 者たり し 時代の 生活 は 更に 人 を 動かす に 足る ものが あった、 

彼 は小賣 商人の 番頭 を辭 して 獨 立の 傳道者 となりし も 素より 家に 蓄へ あるな く 妻子 を 扶養す るの 資と 

ては絕 無であった、 併しながら ム ー デ ー 毫も 之 を 憂へ ない、 勞働者 は 土曜日 至る 毎に 其 雇主より 給料 

の 支 拂を受 くるが 如く、 己 も 亦 最も 確實 にして 最も 信賴 すべき 雇主より 勞 働の 報酬 を與 へらるべき を 

疑 はすして 月曜日より 六日 問 は 必要品 を 商人より 借り 來り而 して 土曜日 毎に して 河 處 より ともなく 

惠 まる k 金 を 以て 其 支拂を 了した、 其 際餘り あれば 則ち 之 を 貧窮 者に 施した、 斯くて 日曜日に は 叉 も 

相變ら ざる 無 一 物の 生活 を 繰返した ので ある、 或は 又ジ ヨン ス • ホプキン ス大學 敎授大 醫ケリ ー, 氏の 

如き もさう である、 彼の 外科 醫 とし て の 名聲 は遂 に獨 逸の 刀圭 界を 騒がし 毎年 半年 を獨逸 にて 送 ら ん 

事 を 要求 せられた 程の 人物で あるが、 彼 は 常に 言 ふ、 「余の 銀行 帳簿 は必 す支拂 帳簿の 下に ある」 と、 

卽ち 前者の 額が 後者の 額 を 超えざる 事を以 て 信者た るに ふさ はしき 生活で あると 爲 すので ある、 {是 に 

健全に して 幸福なる 生涯で ある、 此祕義 を 解せ すして 富の 蓄積に 腐心す るより 幾多の 害惡を 生む ので 

ある、 今 同の 大戰の 如き も 其 主たる 原因 は兹 にある、 英獨 互に 他 を驅逐 して 世界 貿易の 霸權を 握らん 

としたの である、 而 して 其 結果た る 如何、 一 日 一 國の戰 費 五 干 萬圓、 孜々 として 積みた る 鉱富も 一 朝 

にして 消滅す るので ある、 故に 曰 ふ 「誰も 朝まで 之 を 建し 置く ベから す」 と。 

次に 叉眞の マナ は； 大 より 降りし キリスト である、 彼 は 我等の 靈 魂の 食物で ある、 「人々 各 其 食 ふ 所 


に循 ひて 朝 毎に 之を敛 む」 と (二十 一 節)、， 靈の 糈を敛 むる に 最も 良き 方法 も 亦 之れ である、 熟睡 旣 

に 醒めて 疲勞 悉く 癒 え 氣淸新 にして 眼 未だ 他物に 觸れ ざるの 時 先 づ架書 を 取りて 之 を繙く ベ き で あ る , 

か さ 

靜讀 一章 或は 半 章 或は 數節、 以て  一 CI の糧 となす に 足る、 是の 如き もの ロを累 ぬるに 從ひ必 す ゃ靈を 

養 ふ 所 至大なる ものが あるで あらう、 婦人 其 他 多忙なる 者 は就寢 起床 各 十五 分 問 を 早 むれば 卽ち 足り 

るので ある >  但し 注意すべき は 「各 其 食 ふ 所に 循」 ふべき 离 である、 聖書に 興味 を覺 ゆるの 餘り 必要 

以上に 聖書 知識 を吸牧 する は 害 ありて 益がない、 聖書 は此 世の 知識で はない、 聖書の 知識 は實 行と 共 

に 受けて 初めて 用を爲 すので ある、 一 日 分 を 受けて 一 日の 實行 を爲 さば 明日 は 又 明日に 必要なる 分 を 

與 へらる、 ので ある、 卽 ち此處 にも 亦 貯蓄 心 を 放棄すべき である。  , 

「第 六日に 至りて 人々 二倍の。 ハ ンを斂 めたり …… モ ー セ 彼等に いふ、 マー ホバ の  一一：  一 ：！ ひ 給 ふところ 是の 

如し、 明日 は M ホバ の聖 安息日に して 休息な り」 と (二十 二、  二十 三 節)、 卽ち M ホバ 安息 ほ の聖 守- 

を 民に 敎 へんが 爲め 其の 前 ほに は 一 一日 分 を 降し 安息 a に は 降し 給はなかった とい ふ、 之 を 一 箇の 寓話 

とすれば 其れ 迄で ある、 併しながら 試に 信仰の 實驗を 以て 之を檢 さば 其の 四千 年來 不動の 眞理 で あ る 

事 を 知る、 M ホバ は 安息 =! を 我等に 賜 はらんが 爲に其 日の 糧をも 他の 日の 分と 併せて 降し 給 ふので あ 

る、 卽ち 六日 分に 對し 七日 分の 給料 を 支 拂ひ給 ふので ある、 若し 世の 僕婢に 對 して 是の 如くに 爲す主 

人 あらん 乎、 誰か 其の 一 日の 眞に 賜物なる 事 を 疑 ふ 者が あらう、 故に 若し 其 一 日 を 他に 屮 Z でヒ 1 が ir 

之れ 卽ち 主人の 乎より 一日 を竊 取す るに 異ならない、 「汝等 見よ、 H ホバ汝 等に 安息 口 を 賜へ り」 と 

(二十 九 節)、 安息日 は 恩賜で ある、 命令で はない、 特權 である、 義務で はない、 之を誡 律と せられ 

し は 之 を 恩賜と して 受け ざり しが 故で ある、 而 して 之 を 恩賜と 見て 安息日の 如くに 心樂 しきもの はな. 
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いので ある、 是れ單 に 休息の 日で はない、 是れ H ホバの 安息日に して 我等の 生涯の 一部 を H ホバ に獻 

ぐる 日で ある、 我等 何物 を か 之 を M ホバ に獻げ 得るならば 大 なる 恩惠 である、 或は 牧穫の 十分 ーを獻 

げ 或は 勞 カを獻 ぐる 是れ 皆大 なる 恩惠 である、 併し 又 七日の 中 一 日 を 割きて 全く 之 を M ホバに 默げ得 

る は 更に 大 なる 恩惠 ではない 乎、 M ホバ 果して 六日 分に 對 して 七日の 給料 を 與へ給 ふや 否や を證 明す 

る 事 は 出来ない、 さりながら 正當に 働きた る 者の 誰も 知る 事は勞 働に 對 する 報酬の 過多なる 事で ある、 

人の 慾 に 際限な しと 雖も 六日に 對 する 七日 分の 報酬 は 是れ勞 働 上の 法則に 非す やと 思 はる.^ ので あ 

る、 現に 安息日 を 確守す るス コット ランド 叉 は 一一 ュ ー イングランド 等の 實況を 見れば 思 半ばに 過ぐ る 

ものが ある、 之 等の 地に ありて は安自 0 日 に は 凡ての 活動 中止し 交通 機關 は運轉 せす 店鋪は 閉鎖せられ 

汽笛の 昔 は 止み 代 ふるに 會 堂の 鐘 聲殷々 として 遠近 相呼應 する、 人 は 緩徐と して 起き 衣 を更め 欣然と 

して 主の日 を 守る ので ある、 而も 未だ 嘗て 安息日 聖 守の 爲め 事業の 蹉 躓を來 したる 者 ある を 聞かない、 

否 却て 其 反 對が眞 である、 我國の 如き 社會に 在りて すら 安息日 聖守 者が 生存 競举の 優者と なりたる の 

實例は 決して 乏しくない、 安息日 は實に 恩賜で ある 特植 である、 而 して 此 制度に 關 する 最初の 記事が 

卽ち 本章で ある。 

十六 レビ デムの 幕 張 (十月 二十 九 nl) 

石淸 水の 湧出と ァ マ レ ク 人の 撃退と を以 て 有名なる 所 

出 埃 及 記 第 十七 章 

イスラエル の 會衆シ ン の 暖野を 立ち 屮：： で 旅路 を 重ねて レビ デム に 幕 張した と ある. ピハヒ 口 テと言 


ひ メラと 言 ひ H リムと 首 ひシ ンと 一一 一一 ロひ义 レビ.、 テムと 言 ひ、 凡そ 出 埃 及 記 中 地名 を 特記せ る は 一 として 

偶然の 事で はない、 皆 其の 場所に て 重大なる 奇 接が 行 はれた からで ある、 特別なる 恩 車-が 臨んだ から 

である、 イスラ エルに 取て 忘るべからざる 經驗を 記念せ ん爲め 地名 を 以て 之 を 呼ぶ ので ある、 我等 各 

自の 生涯に 於ても 何 地 時代と 稱 して 地名 を 以て 當 時の 經驗を 深く 記憶す る 事が 多い、 他人に 取て は沒 

交涉 なる 單 純なる 一 地名 も 救 はれた る偭人 又は 國 民に 取て は 無限の 感謝 を 喚起すべき 恩惠の 代名詞で 

ある、 恰も 人の 名 を 聞く 時に 其 人に 馬す る 凡ての 精神 を 想起す るが 如くで ある、 レビ.、 テム も 亦 之 等 意 

味 深き 場所の 一 であった。 

レビ デムの 出来事 は メラの それに 似て 居る、 卽ち 水の 不足であった、 而 して 民 は 叉 眩いた、 彼等 は 

直接 祌に對 して 眩く 能 はざる が 故に 聖33 を傳 ふる モ ー セに對 して a 々眩く ので ある、 是れ 何時の 世に 

も變ら ざる 信者の ー特徵 である、 神の 命に より 己 を 導いて 罪の 世より 救 ひ 出せし 者に 對し 彼等 は 却て 

眩いて 曰 ふ、 r 汝に 導かれし が 爲に斯 々の 忠難は 我 を 見舞へ り」 と、 イスラ H ルの 子孫 は 彼等が 後に 

カナ ンの 地に 入りし 時 迄 幾度び となく 此眩 きを 以て モ ー セを 苦しめた ので ある。 

シ ナイ 半島 は 東西 一 一 百 一 一十 哩 南北 凡そ 一 一 百哩、 卽ち共 廣袤略 ぼ 我が 九州に 相當 する 乾燥 荒寞の 地で 

ある、 是の 如き 土地に 在りて は 水卽ち 生命であった、 かの サ マリヤの ヤコ ブの 井の 傍に てィ H スが水 

汲. .6 に 来れる 婦人に 向 ひ 活ける 水に 就て 語り 給 ひしが 如き も、 その 水に 不自由なる 土地な りし を 知つ 

てー曆 深く 其 意味 を 了解し 得る ので ある、 レビ デムに 於け る 民の 渴きは 甚だしかった、 彼等 は 殆ど 絶 

$"^:的態度に陷った、 彼等 はモ ー セに 眩く を 以て 足れり とせす 石に て 彼 を 擎 たんと した、 件しながら 信 

仰 ある モ ー セは叉 新なる 恩 直の 降るべき を 信じて 疑はなかった、 ft に は 食物 盡 きて 天より マ ナを F 賜 
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せられた が、 今 は M ホバ 如何にして 彼等に 水 を 與へ給 ふ 乎、 H ホ バはモ I セを 呼び 給うた、 而 して 民 

の 中の 長老 等 を 伴 ひ モ ー セ の 手に せる 杖を以 て ホ レ ブ の 磐を擊 たしめ 給うた、 此杖は モ ー セ の暫 らく 

も 身 を 離さざる ものであった、 之 を 以て 彼 はミデ アンの 野に 羊を牧 うた、 之 を 以て 彼 は 紅海の 水 を擊 

ち途を 開いた、 而 して 見よ， 今 叉 此杖を 以て 磐を擊 ちしに 其處 より 滾々 たる 石 淸水は 湧き出で たので 

ある、 かくて 民の 眩き は 忽ち 癒された、 恰も 夏季 我國 農村に 於て 殺傷 騷ぎを さへ 演出した る 激烈なる 

永爭 ひも 一 夕の 驟雨 到れば 忽ち 融和す るが 如くで ある。 

是の 如き は して 事實 である 乎 否 乎、 之に 類す る 物語 は 日本に も 支那に も 珍ら しく はない、 東北 線 

本 宮驛の 西方 里餘 にして 八幡 太郞 の石淸 水なる ものが ある、 義家 奥州 征伐の 途屮 旱魃に 苦み し 時 弓の 

尖に て 石 を 突き たれば 湧出した ものであると 言 ふ、 レビ、 デムの 石淸水 も亦此 類で あらう 乎、 f おが 

らレピ デム の 記事 は 之 を マナの 下賜 又は 紅海の 橫斷 と共に 併せ 讀ま ねばならぬ、 否 一人の モ ー セ多數 

の 民 を 率ゐて 曠野に 出で し 其 全體の 記事と 離して 之を考 ふる 事 は 出来ない、 實に出 埃 及の 事 それ 自身 

が 全く 奇蹟で ある、 レビ デムの 如き は 大奇積 中の 小奇赜 たるに 過ぎない、 故に 之 を 解す る もの は學問 

に 非す して 信仰で ある、 乾燥無味 の 土地 を 歩め る 時淸水 の 湧出に 遭遇した る 實驗を 有す る 者 は レ ピ デ 

ム の 記事 を 疑 ふ 事が 出来ない の， である (哥林 多 前書 十 章 四 節參 照)。 

而 して 此 場合に モ ー セの 手に して 磐 を 撃ちた る その 杖 を キリ ストと 解釋 するならば， 堅き 磐 は卽ち 

固き 境遇で ある、 荒寞 たる 日々 の 生涯で ある、 世人 は S 常 生活の 乾燥無味に 堪 へす とし 觀劇祭 禮等を 

以て 妙、 樂 の機會 と爲 さんと する、 ^し 基督 者に 取て は然ら す、 彼に 取て は旦に 起きて より 夕に 寢 ぬる 

迄の 毎日の 生活 そのものが 歡 喜と 感謝との 連 綾と なる ので ある、 而 して 是れ他 なし、 キリスト 我と 共 


-に 在る が 故で ある、 キリス トを以 て 固き 磐 を 撃つ 時に 淸 涼なる 廿露 水が 磐の 如き 生涯より 湧 S づ るか 

ら である。  . 

叉 若し 堅き 磐 を 以て キリストと 解 せん 乎、 せ y に キリスト こそ は 干 代經し 我等の 磐で ある、 之 を 叩き 

て 生命の 水を與 へられざる 事と て は 無い ので ある、 何れにせよ 困難の 境遇より 我等 を 救 ふ 者 は キリ ス 

ト である、 彼に 賴る者 は 失望の 何たる か を 知らない、 如何なる 窮境に 陷る も惠は 上より 叉卩 より 臨み 

來 るので ある、 食物-誠 きて マナ は 天より 降り 水 無くして 磐より 淸水は 湧いた、 是れ イスラ H ルの歷 お 

である 叉 我等 彼 を 信す る 者の 實驗 である。 

レビ， デムに 於け る 出来事 は是 にて 盡 きなかった、 イスラ H ル は此處 にて ァ マ レ ク 人の 攻擊を 受けた 

ァ マ レク人 はァラ ビヤ 人の 一 種であって 極めて 懐 悼なる 戰爭 好きの 民で ある、 此後 幾度 か イスラ H ル 

を惱 ましたが 遂に ダビデの 爲に 滅ぼ ざれた、 レビ デム は その イスラ H ル對ァ マ レ クの戰 の端綺 であつ 

た 0 

此時モ ー セ齢 八十、 ァ 口 ンは 八十 有 三であった、 ホル も 亦 老年であった、 故に 彼等 は戰を 若き ヨシ 

ユアに 一 任し 己 等 三人 は 祈を爲 さんがた め 岡の 巔に 登った、 而 して モ ー セ手 を擧げ 居れば イスラ ェ ル 

勝ち 手を垂 るれば アマ レク 勝った、 モ ー セの手 重くな りたれば、 ァ ロンと ホル 石 を 取りて モ ー セの下 

に 置きて 其 上に 坐せ しめ、 一 人 は 此方 一 人 は 彼方に ありて モ ー セの手 を 支へ たが 爲め 日沒 まで 手下ら 

す、 遂に ヨシ ユア 刃 を 以て アマ レクを 破った とい ふ、 是れ 有名なる 記事であって 楚に 貴き 敎訓を 示す 

ものである、 是れ 我等が 祈 を 以て 人 を 助け 得る の 事實を 示す ものである、 モ ー セの 祈の 緩く 限り イス 

ラエル は 勝った、 卽ち祈 そのものに 實 際の 力が あつたの である、 人の 爲に 祈る 事が 其 人の 力と なる の 


である、 之れ 亦學問 的に 證明 する 事 は 出来な、、、、 今より 四 五十 年前ハ ッ クスレ ー、 チ ン ドル、 ス ベ ン 

サ ー 等 切りに 基督 敎を 嘲り 遂に 或 時 新聞紙 上 挑戰を 試みて、 同程度の 病 者 二人 を 置き 其 一 人の 爲に祈 

り 一 人の 爲に 祈らす して 以て 祈の 結果 如何 を驗 さんと した 事が あった、 併し か- -る 祈の 聽 かれざる は 

何よりも 明かなる 事で ある、 た 基督 者は眞 正なる 祈の 力の 如何なる ものなる か を 知って 居る- 聖ァ 

ゥ ガス チンの 少時 放縦に して 惡行斷 えす、 母モ - 一力 深く 心 を 痛めて 子の 爲に 熱烈なる 祈 を 捧げ、 惡行 

愈々 甚だしければ 祈 禱も亦 愈々 痛切 を 加へ た、 而 して 聖靈 遂に ァゥ ガス チンに 降り 往年の 遊蕩 兒 一 變 

して 信仰の チヤ ムピ オンと なった ので ある- 故に ァゥ ガス チン 後日 人に 語りて 曰 ふ、 「余 をして 基督 

者たら しめた もの は 余が 母の 祈で ある」 と、 彼 は 母が 子の 爲に する 祈の 偉大なる 力 を 忘る \ を 得な か 

つたので ある、 祈 は實に 力で ある、 一 啻に 一時の みならす 不斷に 人の 爲に 祈る 時 其 驚くべき 力 は 知る 人 

ぞ 知る、 余 も 亦 幾度 か 信仰 薄らぎた るに 拘らす 今日 ある 事 を 得た る は 確かに 何人 かが 余の 爲に モ ー セ 

の 役 を 勤め 吳れ たるが 爲 である、 人 を 助く るに 必す しも 金錢を 供給す る を 要せす 地位 を 周旋す る を 要 
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せす、 手を擧 げて筢 えす 彼の 爲に 祈る 事、 是れ 最大の 援助で ある、 イスラ H ルはモ ー セに對 して 此援 

助 を 感謝し なければ ならない、 然るに 今日 物質主義の 社會 にあり て は 祈 は 極めて 廉慣 なる ものと なつ 

た、 人 は輕々 しく 「祈る」 と稱 して 實は 祈の 何もの たる か を 知らない、 故に 口 1H ルは其 詩 中 妻 を 失 

ひし 悲 みに 對 する 友人の 祈を辭 して 「言語の 慈善 を謝絕 す」 と言うて 居る、 是 れ簾價 なる 祈禱を 斥け 

たる 言葉で ある、 祈 は實に 形式の 事で はない、 又單 なる 感情で もない、 祈 は祌を 動かし 得る 唯一 の 力 

である、 信者 はこの 力 を 神より 賜 はるので ある、 愛する 者が 勝つ か 敗く るか 生く るか 死す るかの 戰を 

見て 坐視す るに 忍びす、 手 を 擧げて 祈らざる を 得ない ので ある、 祈らす して 止む 能 はざる が 故に 祈る 


めで ある、 基督 者の 經験 として 最も 貴き もの は 之で ある、 然り 基督^の 經 験より 祈禱を 除かん 乎、 殘 

る 所 は 實に絕 無で ある。 

併しながら 時として は 祈る 心 も 絶えん とする 事がない ではない、 モ 1 セの手 は 直くな りて 幾度 か垂 

れ 下らん とした、 其時ァ ロンと ホルと は 傍に 在りて 彼 を 支へ た、 我等 も 亦斯く あるべき である、 祈の 

えんと する 時 傍より 之を勵 まして 共に 祈るべき である。 

祈 は 力で ある、 岡の 鎮 に 於け る モ ー セの 祈に よりて イスラ エル はァ マ レクに 勝った、 其 如くに 天に 

在り て 絶えす 我等の 爲 に 祈り 給 ふ キリストに 由り 我等 は 凡ての 戰に 勝利 を 得べ きを 信じ て 疑 はない の 

である、 モ I セの手 は a 々垂れ 下らん とした、 併し キリストの 手 は 永遠に 下らない、 彼の 祈 あるに よ 

りて 我等の 勝利 は確實 である、 我等 を擊 たんと する アマ レ ク人は 〔糸 庭に も ある 役所に も ある 社會 にも 

ある、 之と 戰 ふに 常り 自己 を 省みれば 常に 敗北の 懸念が ある、 併し 天に 在りて 我等の 爲に 祈り 給ふ大 

なる モ ー セを m 心 ふ 時 は 必勝 を 期す るの 外ない ので ある， 一 人の 551 き 少女が 全家 底と 戰 うて 之 を 征服す 

る が 如き 實例 は少 くない、 我國に 於け る 基督 敎 の 如き も 三 ra 十 年 前 の 憐む ベ き狀 態より 鬼 も 角もケ 日 

の 地歩 を ト：： むる に 至りし を 思 へ ば必す ゃ何處 かに 之が 爲 めに 祈れる 者 ありし を 信ぜざる を 5!^ ない、 基 

000OOOO0OOOOOO0OOOO0OOO0000O0 

督敎 終局の 勝利の 希望 は キリ ストの 祈 薄に 其 根據を 置く ので ある。 

ェ ホバ に 敏れる イス ラ ェ ル に 敵せ しァ マ レク 人に 對 して は H ホバ 代つ て戰ひ 給うた * 故に ァ マレ ク 

は 滅亡した ので ある、 神に 逆ら ふ 者の 滅亡 は §： 千年間の 歷 史の證 明す る 所で ある、 豫 言^ ィ ザャ、 H 

レミ ャ等 出で てバビ a ン、 アッシリア、 H ジ ブトの 滅亡 を豫 言せ し は： も 今日に 在りて 倫敦は 荒れ は 

でた る 野と なり 们林 はぬ の <"E- とならん とい ふが 如く 狂的に 聞え たか も 知れない、 併し H ホバ に 逆ら 
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ふ 者 は事實 滅び 亡せ たので ある、 神に 賴れる 信者 を 苦む る 者の 運命 も 亦 定まって 居る、 信者 は 之 を 思 

-. うて 忍耐す ると 共に 叉 彼等の 爲に憐 むべき である。 

十七 曠野の 圑欒 (十一 五 5 

出 埃 及 記 第 十八 章  - 

イスラ H ルは埃 及 を 出で てより 旣に 幾多の 危險に 遭遇し 幾多の 奇绩 を實驗 した、 紅海の 橫斷が あつ 

た、 マナの 下賜が あった、 レビ デムの 幕 張が あった、 而 して 此 後に モ ー セ、 シ ナイ 山に 人り 穴と 烟と 

の 問より 十誡 を與 へられ、 幕屋 犠牲 等の 制度 を定 むる 重要なる 記事が ある、 旣往 を囘顧 すれば 恩惠で 

ある、 前途 を 想 見 すれば 希望で ある、 事 は玆に 一 段落 を 告げて 义 新なる 發 展を爲 さんと する ので ある" 

今や 旅路 半ばして 暫時の 休憩が あった、 曠野に 於け る 美 はしき 圑麋 があった、 其 記事が 卽ち出 埃 及 記 

第 十八 章で ある、 恰も かの オラトリオに 於て 緊張した る 歌曲の 次に 必す 中休みなる もの あり 何人も 解 

し 得べき 平易なる 曲 を 奏し、 然る 後 更に 莊大 なる 歌に 移る が 如きで ある、 出 埃 及 記 第 十八 章 を 一 の獨 

立した る 記事と 昆て其 惯値は 多くない、 併し 之 を 前後の 高調せ る 出来事の 問に 於け る 一 挿話と 見て 亦 

.llfv つか 

自 ら棄 てがたき 趣味と 深き 眞理 とを藏 する ので ある、 聖書 は 常に 之 を全體 として 讀 むべき である。 

モ ー セ曩 にミヂ アンの 地に 逃れ 祭司の 女チッ ボラ を娶 りて 二子 を擧 げた (二 章 十五— 廿ニ 節)、 後 

M ホバ の 命に 從ひ埃 及に^ らんと する 途中 或る 禍モ ー セ に 臨みし 爲めチ ッ ボラ 之 を 恐れて 其 子に 割禮 

を 施し たれ ども (四 章廿 四— 廿六 節)、 尙 十分 モ ー セを 解す る 能 はすして 暫 らく 夫婦^れ を爲 して 居 

. たので あらう、 然るに今ゃモーセ：：^^を率ゐてチッボラの鄉里ょり程遠からぬ所に來りしを知り、 外 葛 


ヹ テロ その 遣り 還され て ありし チッ ボラと 二人の 子と を 携へモ ー セの 天幕まで 遇 ひに 來 たので ある 

(ェ テロ は 多分 チッ ボラの 兄で あらう、 父の 名 は リウ エルであった、 而 して リウ エル は 此時旣 に 著る 

しき 老齢であった 害で ある、 加 之 希伯來 語に て は 妻の 父と 兄と を 指す に 同 語 を 以てする、 故に N テ D 

をモ ー セ の 義兄と 見る は 最も 自然 的の 解釋 である)、 而 して 其會 見の 狀况を 記す こと 極めて 懇切で あ 

る、 M テ 口先 づモ ー セに 挨拶して 其 妻子 を 連れ 来れる 旨を述 ぶれば、 モ ー セ 喜び 出で て 外 舅 を 迎へ禮 

を爲 して 之に 接吻し 互に 安否 を 問うて 共に 天幕に 入った と ある (六、 七 節)、 事實 有の 儘に して さな 

がら 目前に 見る が 如くで ある、 而 して モ ー セは M ホバ 如何にして イスラエル を 埃 及より 救 ひ 出し 給 ひ 

し 乎、 如何にして 今日 迄 驚くべき 奇 踏に 由り 諸の 艱難より 拯ひ袷 ひし 乎 を 語りし に H テ n 大に 其恩惠 

を歡ん だと ある (八、 九 節)、 之 亦 然も あるべき 事實 である、 事はモ ー セの 一身に 關 して イスラエル 

の 歷 史上 何等 重要なる 地位 をみ む ベ き出來 I ではない , 然るに 之 を 此處に 書き 捅 みし 動機 は那邊 にあ 

つたで あらう 乎。 

蓋し モ ー セは イスラ H ル に 取りて は 殆ど 神の 如くに 思 はれし 偉人であった、 前に は 彼が 岡の 鬅に立 

ちて 手 を擧げ 居る 問ィ ス ラ H ルは アマ レク との 戰に 勝った とい ふ、 後に はェ ホバ 彼と 面 を 合せて 言 ひ 

給 ひ 山より 降りし 時 彼の 面に 光を發 して 居った とい ふ、 實に人 問ら しからざる 人 問であった、 然るに 

その モ，' セもか \ る 家 超の 團變に 在りて は 普通の 情 を 有する 尋常の 人 問であった、 彼 も 亦 我等の 一人 

であった、 彼 も亦此 世の 關 係に 於て ，ぉ き 人であった、 彼に も 亦 我等と 均しく 家庭の 悅樂 があった、 义 

其 苦痛が あった、 此後 民み な 彼に 背き 獨り 兄妹 一 一人の み 彼が 友たり しに 其 一 一人 も 亦 遂に 彼が 妻の 事よ 

り し て 彼に 反對す るに 至った、 其 時流 石に 忍耐 强 かりし モ ー セも堪 へ 切れす して 怒を發 したと いふ、 
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室に 偉人 モ ー セも 決して 此 世と 人情と を 超 結した る 特殊 人ではなかった ので ある、 異邦より 迎 へたる 

己が 妻に 對し 兄妹 相 共に 怨言 を 放ちた る 時の 彼の 苦痛 は 如何ば かりで あったらう 乎、 東洋人た る 我等 

ひとし は A よ 

は 一入 能く 之 を 推察す る 事が 出来る、 ra 千年 前の 偉人に も 我等と 同じ 苦痛が あった、 叉 同じ 慰安が あ 

つた、 幾 十 萬の 國民を 率 ゐて埃 及 を 出で 曠野 を彷植 する 事 魏に數 月、 彼の 肩に は 絶大なる 責任が あり 

て 常に 彼を壓 して 居た、 然るに 今や 圖らす も 久濶の 妻子と 邂 返し 瞎 野中に 家庭の 團欒を 味 ふ、 モ ー セ 

の 心緒 察す ベ しで ある、 惟 ふ に 彼 は 後世 人 の 徒ら に 彼 を 特別なる 偉人と なし 普通人の 近づく ベ から ざ 

る 者の 如くに 誤解 せん 事 を 虞れ て此 一 場の 家庭的 記事 を 兹に插 入した ので は あるまい 乎。 

H テ D は 更に 燔ぉ 小と 犧牲を H ホバ に 持ち 來 リア n ン 及び イスラ H ルの 長老 等皆來 りて 共に 神の 前に 

食を爲 したと いふ (十二 節)、 是れ卽 ち 感謝祭で ある、 夫の 家と 妻の 家と 互に 接近し 親睦す る は 甚だ 

望ましき 事なる に 拘らす 容易に 行 はれな い、 然るに モ ー セ は玆に 義兄と 共に 感謝祭 を爲 した の で あ る 、 

之 亦 美 はしき 物語に して 善き 敎訓 である、 M テロ は又モ ー セが民 を 審判く の狀を 見て 其 甚だ 煩勞 なる 

を 憂へ 同情の 餘りー の 裁判 制度 を 進言した、 卽ち干 人 組 百 人 組 五十人 組 及び 十 人 組 を 作り事 件の 大小 

に 從て备 組 自ら 之 を 處理し 最大 事件の みをモ ー セの 前に 提 3^ せし むる ので ある、 是れ 恐らく  H テ 口 の 

闺に 於て 行 はれし 制度で あらう、 而 して モ ー セ此 制度 を 採用して 勞を 省く 事 いくなかった。 

之 等の 記事 を讀 みて 見脫 すべから ざる 一 の 重大 事が ある、 モ I セ之 を書遗 せし は 決して 單に 其歡喜 

を傳 へんが 爲 のみではなかった、 之 等の 記事の 敎 ふる 所 はモ ー セ 一生の 辛勞に 酬いし 者 は 3： 人で あり 

し 乎に あるので ある、 古來ィ スラ H ル に忠實 なる 者に して モ I セの 如きはなかった、 彼 は イス ラエル 

の 爲に其 一 生を獻 げた、 然るに イスラ H ルは 彼の 爲に 何を爲 した 乎、 初め 國人を 救 はんとし たる 彼 を 


驅逐 して 流浪の 生涯 を. 送らし めた 者 は イスラ H ル であった、 而 して 彼に 妻 を 供した る 者 は イスラ ェ ル 

に 非す して 異邦の ミデャ 人であった、 TO: 十 年の 曠野 生活 中 唯 彼に 向て 吱く事 を 知って 彼 を 慰む る^ を 

知ら ざり し 者 は イスラ H ル であった、 ァ ロン、 ミリアムに 至る 迄 彼に 背きし 時が あった、 モ ー セはィ 

スラ ヱ ルの爲 に 己が 一 生を獻 げた、 而 して イスラ H ルはモ ー セの 爲に寸 毫も 酬 ゆる 所がなかった、 彼 

を 助け 彼 を 慰めし 者 は 異邦人であった、 是れ 奈何と もすべからざる 史上の 事實 である、 ^太 人が 八：'： Z 

舊約 聖書 を 維き て 一 言 も 辯 解の 辭 なきもの は 之で ある、 而 して かの ス テパ ノが燃 ゆるが 如き 熱 辯を以 

て イスラ H ル を痛責 したる 所以 も 亦 之であった。 

愛 國者國 人に 容れ られす 却て 異邦人に 迎 へらる、 是れ 何時の 世に も變ら ざる 事で ある、 獨りモ ー セ 

然 りしの みで はない、 彼に 繽 きし 眞 の愛國 者皆然 りであった、 H リア もさう であった * 彼れ 正義 を稱 

へ て 却て 國 人の 排斥す る 所と たり ザ レ 。ハ タの邑 に 到りて 貧しき 螯婦 より 其 食の 半を頒 たれて 助けられ 

た、 主ィ H ス キリスト も 亦 さう であった、 イスラエル は 彼 を 受けす 却て 異邦人 中より 信者 を 獲 給うた- 

バウ 口 の 如き も 亦 さう であった、 而 して 同じ 事が 今 曰迄續 いて 居る ので ある、 眞に敎 會の爲 に 盡す者 

は敎會 より 斥けられて 敎會 以外の 人より 慰めら る、 ので ある、 眞に國 を 愛する 者は國 人より 菜 てられ 

て 他國の 人に 助けら る 、ので ある、 凡て 祌が世 を 救 はん 爲 めに 遣り 給 ふ 者 は 此の 如くで ある、 彼等 

の 同情者と なり 慰藉 者と な る もの は 人種 を異 にし 思想 を異 にす る 他人 で あ る 0 

是 故に 苟も モ— セに 似た る 地位に 立つ 者 は 深く 覺る 所がなくて はならない、 人の 爲に盡 すと いひ 國 

の 爲に盡 すと いふ は 決して 其の 特別に 愛すべき 者なる が 故で はない、 是れ祌 に 命ぜられて 餘俄 なくせ 

らる k が 故で ある、 盡 さざる を 得ざる が 故で ある、 國人 或は 我に 報いん 乎、 或は 我に 報い ざらん 乎、 
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其 は 我が 問 ふ 所ではない、 問題 は 利益の 交換に 非す して 命令の 遵奉で ある、 經濟 學の敎 ふる qui<l  pro 

quo  (對價 ) の 原理に 非す して 謀叛 者の 爲 めに 尙ほ盡 す 事が 神の 聖 33 である、 是れ 人生の 深き 眞理で 

ある、 祌は必 す圖ら ざる 所より 慰安 を 與へ給 ふ、 故に 假令 己の 助く る 者 は 恩 を 忘る とも 尙且 感謝して 

之が 爲に盡 す 事 を 得る ので ある。 

又 イスラ H ルの 立場に 立つ 者 は 更に 深く 鑑 るべき である、 イスラ H ルの 選ばれし は 決して 彼等の 功 

績に 由る のではなかった、 イスラエル は エホバの 爲に 3： 事 をも爲 さなかった、 然るに M ホバ之 を 選び. 

給うた ので ある、 是れ卽 ち M ホバの 自由なる 恩惠 である、 モ ー セ 彼等の 爲に盡 したる は 毫も イス ラエ 

ルに對 する 報償に は 非す して 全く エホバ の 命令に 從 ひしに 過ぎなかった、 イスラ H ル にして 若し 其 事 

を自覺 するならば 彼等 は 衷心より M ホバ に 感謝し 篤き 同情 を 以て モ ー セ に酬 ゆべき であった、 ェ テロ 

がモ I セの 煩勞を 見て 其 肉體の 健康 を 迄 も氣遣 ひしが 如く イスラ H ルはモ ー セ 一 身上の 些事に 至る 迄 

も 其勞を 省かん 事 を 力むべき であった、 純粹の 同情 は 常に 此處 にまで 及ぶ ので ある、 我等 は 我等の モ 

1 セ に對 して 此 同情 を 以て 酬い 得ん^ を 祈るべき である。 

十八 律法の 宣布 (十一お 十九 日) 

出 埃 及 記 第 十九 章 

イスラエル は 埃 及の 地 を 出で てより 三 箇月 目に シ ナイの 曠、 野に 至り 山の 前に 營を 5?, はけた、 山と はん マ 

ちょうで ふ 

R の 所謂 シ ナイ 山であった らう、 重疊 せる ー彙の 山嶽 中の 一峯で ある、 此 山に 於て イスラ H ルに對 す 

る 律法の- X 布 は 行 はれた、 律法 を イスラ H ルに 授けられし 理由 は何處 にあった 乎， 叉其與 へられた る 


狀態は 如何であった 乎、 之 を 知る は 基督教の 根本 賴を 知る 事で ある、 語 は舊約 的に して 散漫な りと 雖 

も 其 中を迪 りて 判然と 信仰の 基礎に 逢着し 得る ので ある、 出 埃 及記ト 九、 二十の 刚^ は 聖書 中 最も 注 

意すべき 記事の 一で ある。 

抑も雜 法なる もの は此 時迄ィ ス ラエル の 知ら ざり し 所であった、 此 時迄ィ ス ラ ェ ルと 神との 關係は 

大體に 於て 甚だ 親密であった、 彼等 を 救 はんとの 計 畫の發 起 は 常に 神に 於て あった、 神 は 特^の 恩惠 

に^り モ —セ を 遣 はし て 驚く ベ き 事業 を 遂行げ 給 ひ つ、 あった、 拾 も 母 鷲が 雛の k り 往くド より 翼 を 

展 べつ、 隨ひ 飛びて 之 を 支 ふるが 如くであった (i: 節)、 其關係 は實に 純愛であった、 而 して シ ナイ 

山に て 初め 祌 イスラ H ルに 吿げ給 ひし 所 も 亦 親子の 關 係であった、 n く 「然れ ば汝等 若し 善く 我が 言 

を聽き 我が 契約 を 守らば 汝等は 諸の；！？^ に 愈り て 我が 齊と なるべし」 と (五節)、 契約と い へば 他人 行 

観の 如く M ゆる も 素と 是れ 法律上の 約束の 意味で はない、 compact に 非す して covenant である、 商 

人間の 約束に 非す して 親子 問の 契約で ある、 我 は 親な り汝は 我が 子な り、 故に 我 は汝を 導くべし 汝は 

我に 從ふ べしと、 是れ 親の 子に 吿 ぐる 愛の 語で ある、 均しく 約束と いふ も 之 を 約す る 人の 如何により 

て 全然 共 忱質を 異にする ので ある、 闕と國 との 約^ あり 友と 友との 約束 あり 而 して 又 親と 子との 約束 

が ある、 アブラハムに 對 する H ホバの 約束の 如き は 明かに 其 後者に 屬 する ものであった、 シ ナイ 山に 

於ても 亦然 り、 故に 「わが 寶」 卽 ち子資 となる べしと いふ、 美 はしき 語と いふべ しで ある。 

ひと  こ に  厶厶 厶厶厶 厶厶 AAA 厶厶厶 厶厶厶 

然るに：：^ ル！ Z 齊 しく 神の 言に 應 へて 「H ホバ の 言 ひ 給 ひし 所 は 皆 我等 悉く 之を爲 すべし」 と 一一 1" うた、 

而 して 見よ 其 時より 俄然 神の 態度 は 一 變 したので ある、 其 時より 彼 は 最早 や 翼を展 ぶる 母 驚たら すし 

て 密雲の 巾に 在りて 民に 臨む 審判^と なり 給うた ので ある、 其 時より 彼 は 火と 烟 とに 包まれ 嘲 叭の聲 
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高らかに, t り 響かせて 語り 給う たので ある、 {是 に 驚くべき 激變 である、 親しき 父子の 間に 隔離 を 生じ- 

て 互に 球 遠と なった ので ある、  知らす 是の 如くに して 律法 を宜 布せられ たる 理由 は rai^ して 何ぞ。 

人 或は 言 ふ祌が モ 1 セを遣 はして イス ラ H ル を 埃 及より 導かし め 給 ひし 目的 は 主として シ ナイ 山に 

於け る 律法の W 一布に あつたの であると、 乍 然是れ 全く 誤謬で ある (加 拉太書 三章參 照)、 律法の 宣布 

は イスラ ヱ ル歷史 の全體 より 兑て 一 時の 必要より 出で たる ヱ ピソ ー ド (問 事件) たるに 過ぎない、 其 

終 は 勿論 共 始も亦 律法ではなかった、 其 終の 恩惠 でありし が 如く 其始も 亦恩惠 であった、 然るに 民の 

エホバ に對 する 態度 變 化した るが 爲に H ホバ が 巳む を 得す 取り 給 ひし 暫時 的の 乎 段が 卽ち 律法で あつ 

た、 故に 律法 は 目的に 非す して 恩惠 と恩惠 との 間に 捅 まれた る 間 事件に 過ぎなかった ので ある。 

而 して 恩惠 より 雜 法に 移りし 分水嶺 は 前記 第 八 節の 短き 語句に あった、 闩 く 「エホバ の 首 ひ 給 ひし 

所 は 皆 我等 悉く 之を爲 すべ し」 と、 之れ希伯來語獨得の簡潔なる：^liなりと雖も其含蓄する意味は深く 

ある、 是れ 叛逆 者の 發 する 言で ある、 旣に埃 及の 地 を出づ るの 時より 恩 惠に尋 ぐに 恩惠を 以てせら る 

るも尙 はつ 父の 愛 を 信す る こと 能 はす、 疑 ひ 又 疑 ひ、 背き 又 背きて 常に M ホバを 他人 极 ひと 爲し來 り 

し イスラエル にして、 今に 至り 輕々 しく 此ー 百を發 す、 彼等の 心 は 更に 叛逆 を 重ぬ るので ある、 彼等に 

して 若し 眞に 謙遞 ならん 乎、 卽ち必 す や 答へ たで あらう、 「H ホバ の 言 ひ 給 ひし 所に 從 はんと 欲する 

も 我等に 其 力 あるな し、 願 はく は 我等の 弱き を 助け 給へ」 と、 然るに 彼等 は 靳くは 言 はすして 却て 豪 

然 「我等 悉く. N を爲 すべし」 と 答 ふ、 以て 其 高ぶりの 心 を 察すべし である、 彼等 は 神に 從ふ事 をせ す 

して 自ら 敢て 神と 對 等の 地位に 立たん とする ので ある。 

是に 於て か祌の 彼等に 對 する 態度 も 亦 一 變 せざるを得ない、 是れ眞 に 北む を 得ざる 事で ある、 是れ- 


神 自ら 爲し給 ふ 事に 非す して 人の 不信 之を爲 さしむ るので ある、 H ホバ は 依然として 愛の神で ある、 

唯恩惠 をして 律法に 變 化せ しめたる もの はィ スラ H ル である、 父子 又は 師弟の 關 係に 於ても 亦 さう で 

ある、 子弟た る もの 初 は 柔順に 服從 する のみなる もやが て 自己に 恃む所 あるに 至れば、 卽ち 長者と 對 

等の 地位に 立たん とする 其 時より、 慈父 はー變 して 厳父と なりたる が 如くに 見 ゆるので ある、 是れ S 

者 其 人 の變 化に 非す して 子弟の 態度 の 反映で ある、 イスラ H ル 自ら H ホバの 律法 を 守り て エホ バ の へ i 

に聖 くな らんと する 時、 H ホバ は卽ち 命じ 給 ふので ある 「汝 等身 を聖め 衣服 を 濯 ふべ し、 汝等 準備 を 

爲 して 三日 を 待て、 汝等 山に 捫る ベから す、 捫る者 は必す 殺さるべし、 手 を 之に 觸る ベから す、 其 者 

は必す 石に て 撃ち殺され 或は 射殺さるべし」 と、 而 しで 雷 は 轟き 電 は 閃き 密雲 起り 喇叭 鳴り 山 は 火 

と 煙と を 出して 震 ふので ある (十六 節)、 是れ H ホバ の變 化に 非す して イスラ H ル の 態度の 反映で あ 

つた リ 

併し乍ら H ホバ は 何時 迄 も イス ラ H ルを 律法の 束縛の 中に 拋棄し 給はなかった、 H ホバ は歷々 預霄 

者 を 遣 はして 自己が 愛の 父なる 事を宣 傅せ しめ 給うた、 而 して 遂に ィヱス キリスト は來り 給うた、 彼 

の 幅 昔に 由て 律法の 束縛 は 悉く 解消した、 H ホバ は 密雲と 喇叭と を棄 てて 親しく 我等の 前に 姿 を 現 は 

し 給うた、 愛なる 父子の 關係 は囘復 した、 アバ 父よ と 呼びて 彼に 紘 り 奉る 事が 出来る やうに なった、 

舊き 恩惠は キリストの 十字架に 由て 再び 我等の ものと なった (希 伯來書 十一 一章 十八 節 以下 參 照)。 

3 ケぃ V に國： 11^ としての イス ラ H ルの經 驗は又 個人と しての 我等 各自の 經驗 である、 我等 も 久しく シナ 

ィ 山麓に 幕 を 張れる 者であった、 祌を 高き に 在す 者、 近づくべからざる 者 \ 徒に 恐怖 戰慄 すべき 者と. 

思 ひ 崇高 森厳な る 光景の 裡に 彼を拜 せんとして 居った、 併しながら 之 ii!! 我等が 不信の 心、 傲？ かの 心の 


反映であった >  而 して 遂に キリ ストの ト字架 を 仰ぎて より 神と 我等との 間の 墻壁は 悉く 撒 去せられ た、 

今や 親し き： 父子の 關係 に 立ち 歸り 憚らす し て アバ 父よ と 呼び 得る に 至 つた、 祌に 親しみて 神に 押れ す 

、-^ 謝と 敬 長 と を 以て 其 前に 跪く を 得る に 至った。 

律法の-冗 布 は イスラ H ルの 不信の 結 5^ であった、 W し 乍ら H ホバ は 一 度び 彼等 を 罪に 追 ひ 込む と 共 

に 之 を 以て K に大 なる 恩 惠の機 會と爲 し 給うた、 律法 は 律法の ための 律法に 非す、 恩惠 のた めの 律法 

である、 人の 不信 は 却て 神の 恩惠を 呼んだ、 {是 に 測り 難き は 神の愛の 深さで ある。 

十九 十誡の 解 (上) (十一月 二十 六 5 

出 埃 及， 記 第二 十 章 

十誡 は舊約 聖書の 中心 點 である 其 絶頂で ある、 H ホバの 訓誠は 是に括 約して 示された ので ある、 後 

に 一 一枚の 石板に 刻まれた と あれば 出 埃 及 記 一 一十 章に 記さる X 如く 長き 文句の 者ではなかった と 見なけ 

れ ばなら ない、 學 者は闲 難なる 研究の 結 2^ 4" 誡の 眞髓が 左の 十 語 decalogue にある 事を發 見した、 

1、 汝 我が 面の 前に 我の 外 何物 をも祌 とすべ からす 

二、 汝 自己の 爲に 何の 偶像 を も 彫む ベから す。 

コー、 汝の神 H ホバの 名 を妄に 口に 上ぐ ベから す。 

お ぼ  s  i 

四、 安息日 を 憶えて 之 を 架 潔く 守るべし。 

五、 汝の 父と 母と を 敬 ふべ し。 

六、 汝 殺す 勿れ。 


七、 汝 姦淫す る 勿れ。 

八、 汝盜む 勿れ。 

九、 汝 その 隣人に 對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ リ 

ト、 汝 その 隣人の.； を 貪る 勿れ。 

へ ブライ  ゎづか  いひ あら 

而 して 簡潔なる 希怕來 の 語に て は 以上の 各條は 何れも 僅少の 語 を 以て 言 表 はさる k の で ある、 以て 其 

力強き 語調 を 察する に 足る、 其 他の 語 は 十誡の 註釋と 見るべき である。 

十誡 は 之 を 二分して 二 枚の 板に 書き 训 けられた、 卽ちー は 祌に對 する 誡 である、 他 は 人に 對 する 誡 

いづれ 

である、 「師ょ 律法の 中 何の 誡か大 なる」 との 問に 對 して ィ H スは 答へ 給うた、 r 汝心 を議し 精神 を 

- ) \ ろ. ti せ 

盡し 意 を盡 して 主なる 汝の神 を 愛すべし * 是れ 第一 にして 大 なる 誡 なり、 第二 も 亦 之に 同じ * 己の 

如く 汝の隣 を 愛すべし」 と (馬 太傳廿 ニ章卅 五—^ 九 節)、 十誡 は 實に此 二に 盡く るので ある、 「ェ 

ホバを 愛せよ、 隣人 を 愛せよ」、 而 して 十誡の 第一より 第 §： 迄 は 明かに M ホ バに對 する 誡 である、 其 

第 六より 第 十 迄 は 明かに 人に 對 する 誡 である、 唯 第 五條 は 如何、 r 汝の 父と 母と を 敬ぶべし」 と、 S 一疋 

OO0O0000OOOOOOOOO0O0O0OO  0  0  C 

れ ra^ して 軍に 人に 對 する 誡 である 乎、 否 父母に 對 する 義務 は 同時に 又 祌に對 する 義務で ある、 父母 を〕 

祌の代_^^者として之を敬ふのでぁる、 基督 敎道德 と 東洋 道德の は玆 にある、 故に 此條も 亦 祌に對 す 

る誡の 一 であって 石の 板の 第一 枚に は 此條迄 書かれ、 而 して 第 六 條以ド が 第二 枚に 書かれた ので あら 

I  、 汝 我が 面の 前に 我の 外 何物 を も 神と すべから ず、 「我が 面の 前に」 ^ち 「我と 相對 して」 であ 

る、 H ホバは 何故 單に 「汝我 を 神と 認む べし」 と 一一： 一 ：！ ひ 給 は ざり し 乎、 蓋し 昔時 埃 及 >#臘1！ 馬 等： 1： れも 


眞の神 を 認めざる はなかった、 其 意味に 於て 何れも ー神敎 であった、 唯危險 なる は 第二 第三の 神 を も 

認 むる 事であった、 ベ W 職人 は 言うた、 ヂ ウス は 眞の祌 なり 故に 必す 之を拜 せざる ベから す、 但し 其 他 

の祌 をも拜 する 事 を 妨げす と、 同じ 思想が 埃 及に も羅 馬に も 行 はれた、 而 して 遂に 他國の 低き 宗敎觀 

念 を 採りて 自己の 聖き祌 に 移す に 至った、 否 啻に 彼等の みで はない、 基督 者に も亦此 事が ある、 イエ 

ス キリ ストの 父なる 眞の 神の みに て は 物 足らす とし 他の 祌の助 をも藉 らんと 欲する、 而 して 所謂 廣量 

大度の 政治家 等 亦 力めて 此の 如き 傾向 を獎勵 せんとす る、 W し 乍ら 何ぞ 知らん 信仰の 濱崩は 其 處に始 

まるので ある、 嘗て 純粹 なる 信仰 を 抱きた る 者が 後に 微溫的 信者と 墮落 する は 皆 之が 爲 である、 故に 

ヱ ホバは 一 百 ひ：.； i うた r 汝 我と 相對 して 何物 を も 神と すべから す」 と、 而 して 此誡を 厳守し 来りし は 唯 

ユダヤ人の みであった、 春秋 四千 年、 民 は 興り 民 は 亡びた けれども 獨り イスラ H ルは 亡びない， 今囘 

の 戰爭の ユレ 局 後 最も 隆盛の 運に 向 ふべき もの は歐 米の 强國に 非す して アブ ラ ハ ム の 子孫なる ユダヤ人 

たらん と は 識者の 認 むる 所で ある、 其 原因 は 他な し 彼等 は 十誡 第 一條 を 厳守し 來 りしが 故で ある、 M 

ホパ の 外に 神の 名を附 せんとす る 者 ある 時 は 彼等 は 生命 を 賭して 戰 つた、 何と なれば 是れ 彼等に 取て 

最大の M 題で あるから である、 個人に 取ても 亦 さう である、 苟も 此點に 於て 讓るは 信仰の 根柢 を敵チ 

に委 すると 均しい ので ある。 

二、 汝 自己の 爲に 何の 偶像 を も 彫むべからず、 之 を 文字通りに 解して 彫刻 も 非で ある 美術 も 非で あ 

る、 記念の 爲に 人の 像 を 刻む も 亦 非で ある、 ユダヤの 歷 史上に も 此の 如くに 解した る 時代が あった、 

而 して 是れ必 すし も 誤 謹で はない、 像 は 其 種類の 何たる を 問 はす 必す 或る 崇拜の 意味 を 伴 ふ、 神に 獻 

ぐべき 崇拜を 人に 獻 ぐるの 心 を 伴 ふ、 故に 像の 濫用 は 信仰 墮 落の 表徵 である、 今日の 我國の 如き は £ 


しく 其れで ある、 汝 一 切の 像 を 彫む ベから すと 解して 其れ丈に て旣に 深き 眞理が ある、 W し エホバ は 

尙附 加して 「之 を拜 むべ からす」 と 言 ひ 給うた、 像 を 彫み て 之を拜 すべから すと、 是れ 第一 誡と 重複 

の 如くに して 重複で はない、 人 は H ホバの 神 それ 自身 を 形 を 以て 拜 せんと 欲する ので ある、 是れ獨 り 

ユダヤ人の みならす 萬國の 民に 通す る事實 である、 人 或は 言 ふ 「基督 敎に拜 すべき 有形の 對象 を缺く 

は 其 最大 缺點 なり、 何と なれば 是れ 人心 自然の 要求に 背反 すれば なり」 と、 我等 各自の 經 験に 於ても 

時に 心 暗くな り 祈る 事 さ へ 困難なる 場合がない ではない、 か k る 時に^め て 十字架な りと も 之 を拜す 

る を 得たら ばと 思 ふ、 W しながら 凡 疋れ實 は 信仰 墮 落の 第一 步 である、 神は靈 なれば 拜 する おも 唯靈を 

以てしなければ ならない、 祌 は本來 見えざる 赏在 者で ある、 之 を 形に 表 はさんと する も 不可能で ある， 

我等の 信仰 は 一 神敎 なる が 上に 靈的 である、 而 して 基督 敎に 特異なる 聖 めの 力 は實に 其！！ に 在る ので 

ある。 

叉汝 「自己の 爲に」 偶像 を 彫む ベから すと ある、 是れ 注意すべき 語で ある、 我等 肉を備 ふる Jig き 人 

間に 取て 無形の 架なる 神 を 其 儘に 拜 せん 事の 甚だ 困難なる を 神 は 熟知し 給 ふ、 故に 祌は 我等 をして 自 

ら 偶像 を 彫 まざらし むる と共に 祌 御自身より 我等の 拜 すべき もの を與へ 給うた ので ある、 若し 我等に 

も拜 すべき 形 ありと せば 河 ぞゃ、 神の 質の 眞 像なる イエスキリスト 之で ある、 「彼 は 人の 見る こと を 

得ざる 神の 狀 たり …… それ 神の 充ち 足れる 德は 悉く 形體 をな して キリ ストに 住めり」、 祌の性 を 受け 

て 完全に SSIn を實 行し 給 ひし ィ エス キリスト こそ 我等の 爲に祌 の 賜 ひし 形であって、 彼 を 除い て 我等 

は 他に 自己の 爲に 何の 偶像 を も 彫み て はならない、 而 して 彼 自身 も 今や 我等の 服に は えざる 者で あ 

る. 我等の 信仰 は 純 外、： たる 靈的 信仰で ある。 
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三、 汝の神 ヱ ホバの 名 を妄に n に 上ぐべからず、 之 を 「妄に 神の 名を稱 ふべ からす」 との 簡單 なる 

意味に 解す る も尙大 な る 眞理を 含ん で 居る、 若し 人 ありて 口 を 開けば 必す 神神と い は ば是れ 深き 信仰 

の缺 乏を證 する ので ある、 眞に祌 を 信す る 者は輕 率に 彼の 名 を 口にしない、 却て 「神」 と 言 はすして 

「彼」 とい ふ 「君 は 何時 彼 を 信じた 乎」 と 首 ひて 敬虔の 念 は 能く 發 露す るので ある、 定に祌 二- >- 一 

. なる 文字 を 濫用す る 者に して 墮 落せる 不信者の 如き はない、 其 最も 著る しき 例 は米國 人で ある、 彼等 

は 啻に 神の 名 を 正しく W ゐ ざるの みならす 又 啻に 之 を 濫用す るの みならす 今や 却て 惡事 凶事 を 表 はす 

に 此語を 以てする ので ある、 ユ ycu  (祌 汝を咒 ふ) は 彼等の 挨 1^ である、 JeHls  (nu-iHt  (ィ 

H ス キリスト) は 彼等の 嘆聲 である、 祌の名 を 制限 せらる k 事 は 彼等に 取て 大 なる 苦痛で ある， 信仰 

め墮落 も玆に 至て 極まれり と 言 はざる を 得ない。 

し 此誡の 精神 は 其れの みで はない、 更に 深き 意味が ある、 r 妄に 神の 名に 由て 誓 ふ 勿れ」 と S 

太 傳五章 三 三、 三 七節參 照)、 神の 名に 由て 偽の 誓言 を 立つ る は聖名 濫用の 最惡 なる ものである * 勿 

論其始 は誠實 なる 敬虔 の 念より 出 でた 事で あ ら う、 恰も 我國に 於け る 起請文 が 當初 甚だ 嚴肅 に 確守 せ 

られ たるが 如くで ある、 併し 起請文 も 源平 時代に は 殆ど 濫用せられ 德川 時代に は 之 を 版に 刷りて 鬻ぐ 

に 至った、 {是 に危險 なる は 神の 名に 由る 誓言で ある. 故に キリスト は敎へ 給うた、 「汝等 唯 然り然 り 

否々 と 言へ、 之より 過ぐ るは惡 より 出づ るたり」 と、 我等 若し 何事 を か 約 せんと 欲せん 乎、 卽ち唯 

ちか ひ 

r 祌 若し 許し 給 はば」 である、 神の 名 を 濫用す る 勿れ、 殊に 之 を 利用して 誓 を 立つ る 事 勿れ 是れ凡 

での 信者に 對 する 重大 な る 誠で ある、 就中 監督 牧師 傳道者 等 職 を宗敎 に 取る 者に 對 する 大 警告で あ る _ 

四、 安息日 を 憶えて 之を聖 潔く 守 るべ し、 安息日 を 「憶えて」 と 言 ふ、 知るべし 安息日 は 律法に 始 


まりし ものに 非す して：^ に 恩 ffi として 與 へられし ものなる 事 を、 &れ 命令の 日で はない、 恩惠の 日で 

ある、 人之を賜として受けす神に對し律法的態度に出でしが爲に神之^^誡と爲し給ぅたのでぁるリ 

安息日 は 我等が 暫く 勞鋤を 休みて 神と 交 はり 神の 我等 を 作り 給 ひし HI 的に 副 はむ； * を 期すべき 日で 

ある、 我等の 舟 は 何處を 目指して 海に 出で 現に 今 何處を 走りつ」 あり 哉、 我等 は S 々树 取る 乎 を 止め 

大 {4i の 星 を 窺うて 自己の 進路 を考 ふべき である、 神の 天地 萬 物 を 創造し 給 ひし 其 大目 的に 從て 航路 を 

取り a すべきで ある、 之 を 怠りて 唯 ひたすらに 航海 を 綾く る も 舟 は 思 はざる 港に 着い て 人生 は 全然 失 

敗に 歸 する， 其 實例は 數へ盡 し 難き 程 多く ある、 安息 口 はか」 る危險 より 我等 を 救 はんが 爲め祌 の 賜 

ひし 恩惠の 日で ある、 ； 大地 を 創造し 給 ひし 祌 御自身 すら 一日の 創造 終る 毎に 之を囘 顧して 「善しと 見 

給 ひ」 然る 後 次の 創造に 移り 給うた、 況して 我等 造られし 者に 於て を やで ある (創^記 一 、 二 草 を 見 

よ)。 

五、 汝の 父と 母と を 敬 ふべ し、 父と 母と に 於て 神の 代表者 を 見る ので ある、 故に 祌に對 する の 心 を 

以て 之に 從 ふべき である、 人に 對す るの 義務なる と M 時に 义祌 に對 する の 教務で ある、 H ホバに 化 ふ 

る途の 最後に して 而 して 人倫の 第 一條で ある、 基督 敎に 孝道な しと 云 ふ 者 は 誰で ある 乎、 共」 督敎 の. 求 

道は單 なる 對 人道 德 ではない、 父母に 背く は祌に 背く ので ある、 故に ユダヤに 在りて は 不幸の 罪 を 罰 

する に 石 を 以て 擊ち 殺した ので ある。 

此の 如く 見 来れば 十誡 は 完全なる 敎訓 である、 ^も 一 定の 場所 を 園まん と 欲して 其 周 園に 卜 本の 杭 

を 打 込た るが 如くで ある、 素より 其 問に 隙がないで はない、 是れ 律法 そのものに 人 を 封鎖す るの 力が 

.ii いからで ある、 W しながら この 十 木の 杭 は 最も 適切の 場所に 打ち込まれて 居る、 ぼの 十誡と 稱 する 
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ものにして 一として モ ー セの 十誡に 比ぶべき 者 は 無い ので ある、 是れせ 化に 神より 出し 誡め である、 之 

にシ ナイ 山 其 物の 如き 莊嚴が ある、 贵ぃ 哉！ 

二十 十誡 之 解 (ド) (十二  I 日) 

十誡 第 六より 第 十 迄 は 人に 對す るの 義務で ある、 我等 は 同胞に 對 して 如何なる 義務 責任 を 負 ふ 乎、 

之 を 最も 簡明 に 言 ひ盡 したる ものが 此 五箇 條 である。 

「汝 殺す 勿れ」、 「汝赛 港す る 勿れ」、 r 汝盜む 勿れ」、 r 汝 その 隣人に 對 して 虚妄の！； „^據 を 立つ 

る 勿れ」 とい ひて 凡そ 人の 所有し 得る 最も 貴き ものが 列擧 せられた ので ある、 殺す 勿れ は卽ち 隣人の 

生命 を 重ん する ので ある、 姦淫す る 勿れ は卽ち 隣人の 家庭 を 重ん する ので ある、 盜む 勿れ は卽ち 隣人 

の S 、產を 重ん する ので ある、 而 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れと は 隣人の 名譽を 重ん する ので ある、 こ 

の 語 は 素と 裁判上の 用語であって、 裁判官の指名にょり义は侗人の.^^ュにょり證人となりたる者が裁 

.5^ かれつ、 ある 人に 對し 如何に 思 ふか を 陳述す る 時 眞實の 立 證を爲 すべき 其 義務 を  一一 ーーロ うたのであった、 

而 して ュ ダャの 法律に ありて は 今日の 英法に 於け るが 如く 隣人 中 何人 を も 呼び出して 其 證明を 求む る 

事 を 許した が 故に 此 義務 は 凡ての 人に 關係 ある 重大なる 義務であった、 加 之 普通の 場 八：： に 於ても 亦 隣 

人に 對し 虚妄の 證據を 立つ る 事 を 禁ぜられた、 出 埃 及 記 二十 三 章 一節 は 其 規定で ある、 闩 く 「汝 t 妄 

-リ は う  し 

の 風 說を言 ひふら すべから す、 惡き 人と 手 を 合せて 人 を， 趣 ふる 人と なる ベから す」 と、 此語は 移し 

て 以て 十 誠 第 九の 註釋と 見る 事が 出来る、 隣人に 對し 虚妄の 風説 を 一一 m ひふら す 勿れ、 隣人の 名 譽を傷 

つくる 勿れ、 是れ其 精神で ある、 今日の 語に て 「人の 名 を 重ん すべし」 との 意味 を 表 はすに 當 時の" * 取 


も 適切なる 言 ひ 方 を 以てした ので ある。 

生命と 〔豕 庭と 財産と 名譽と 、 是れモ ー セ 律に 列擧 せら れ たる 各自 の 所有物 の 最も 贵 きも のであった- 

而し て 此， g 者 を 保護せ ら る.^ 時人 は 完全に 保護 せらる k ので ある、 隣人に 對 する 我等の 義務に して 此 

w 者 を 尊重す る 如く 重大なる はない ので ある。 

然るに 我等 は raK して 其 事 を 認めて 居る 乎、 殺す の 罪の ffil 大 なる は M 人 も 之 を 知って „5 る、 盗む の 罪 

も 亦 さう である、 殊に 我等 日本人に 取て は此罪 ほど 嚴 格に 誡 めら れ たもの はない、 武士道の 根本 は 

「盗まざる こと」 にあった ので ある、 次に 姦淫の 罪卽ち 隣人の 家庭 を亂 すの 罪惡は 時の 古今 を 通じて 

國 の 東西 を 問 はす 社會 の 上 下に 瀰漫 せる 罪惡 で あ る 、 聖書に もダ ビ デ 王が 臣下の 妻 を 奪 ひし 如き 記事 

を 載せて 居る、 而 して 書 は 勿論 之 を 罪惡の 極致と 爲 して 居る のみなら す 世人 も 亦 其 重大なる 罪惡た 

る を 知らない で はな い 、 殊に 英米 兩國 にあり て は 之 を惡む 事猶ほ 殺人 偷盜と 異ならない ので ある、 故 

に 以上の 三 罪 は 人の 一 般に 罪と して 認 むる 所で あると 言 ふ 事が 出来る。 

獨り第 四の 「名 を 傷く るの 罪」 に 至て は 如何、 罪の 罪た るを認 むる に飩 くして 而も その 罪と して 重 

大 なること 是の 如き はない、 聖書 は 人の 名眷を 以て 生命.； M 庭 財産と 均しく それ 丈け 貴重なる 所有物と 

爲 すので ある、 隣人の 名 を 擧げて 之 を 傷く る 事 を 以て 殺人 偷盜 姦淫の 同罪と 認む るので ある、 「隣ん 

の 風 說を言 ふなかれ」、 是れ舊 約 聖書 中隨 所に 發 見せら る&誡 である、 「汝等 人を議 する 勿れ 恐らく 

は义汝 等も議 せられん」、 是れ 新約聖書 山上 垂訓 中の 敎 である、 而 して 十誡 第 九 も 亦 曰 ふ 「汝 その 隣 

人に 對 して 虚妄の 證據を 立つ る 勿れ」 と、 知るべし 人の 名 を 尊重す る 事の 如何に 重大なる か を、 實に 

是れ 隣人に 對 する 義務の 絶頂で ある、 この 最後の ー誡を 守る を 得て 眞に 能く 隣人 を 重んじ 得る ので あ 
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る、 然るに 實狀は 果して 如何、 試に 日毎の 新聞紙 を 見よ、 我 邦の 新聞紙が 世界 最惡の ものた る は必す 

しも アウト ルック 記者の 言 を俟て 初めて 知る 所ではない、 而 して その 爾く 劣惡 なる 所以 は 何で ある 乎、 

闩く十 誠 第 九條を 犯す に 於て 话 然として 恥ぢ ざる もの あるから である、 叉 今日の 敎會を 見よ、 隣人の 

風說を 喋々 する 所に して 敎會の 如く 盛なる はない、 是れ {是 に 奇異なる 現象と いはざる を 得ない、 神 を 

讚美す べき 敎會 にあり て 而も 其 牧師 傳道師 等が 撣る 所な く 人 を 議す るので ある、^ しながら 此點に 於 

て も 我等 は 少しく 英 人に 學 ぶべき である、 彼等の 名 を 重ん する や 正に 生命 財 魔に 於け ると 異ならない、 

苟も 名譽を 毀損 せられん 乎、 脫ぎ たる 帽子 を 釘に 掛 くるの 遑も なく 再び 之 を 被りて 直に 裁判所に 到り 

訴 ふるので ある、 而 して 裁判所 も 亦 速に 之が 判決 を 下す ので ある、 我 邦に 於て 名譽の 毀損 を 輕視し 之 

を 看過す るは國 家社會 及び 偶人に 取り 重大なる 損失で ある、 是れ憲 に 不信 國 の特徵 である、 人 は 信仰 

の 進む に從ひ 隣人の 風 說を愼 むに 至る、 キリ ストの 光に 照され たる 者 は 隣人の 惡を 悉く 自己 内心に 發 

見し 從て 徒らに 之を議 する を 得なくなる ので ある、 世に は 未だ 嘗て 人の 惡を 口にせざる のみなら す 其 

善 を 言 はんとす るに 方 りても 事の 重大なる を 慮り 必す 一 度び 一一 目 を 止む る 人が ある、 是れ實 に 信者ら し 

き 態度で ある、 信仰の 程度 は 他人の 惡を 口にする の 程度 を 以て 測る 寧が 3； 來る (勿論 絕對に 之 を 言 ふ 

ベから すと いふので はない、 事 或は 信仰の 安危に 關し 或は 聖會の 秩序に 關 する 時 之 を 明かに する はせ え 

に 已むを得ない、 併し乍ら 此 場合に 在りても 審判く 者 は 他に あり 最も 慎重なる 態度 を 以て 之に 當らな 

ければ ならない)、 是の 如くに 解して 十誡 第 九 は 其 第三の 半面で ある、 r 汝の神 H ホバの 名 を 妄にロ 

に 上ぐ ベから す」 と、 是れ 神に 對 する 誡 であった、 「汝の 隣人の 名 を妄に 口に 上ぐ ベから す」 と、 是 

れ 隣人に 對 する 誡 である。 


十誡：：： 取 後の 條に言 ふ 「汝 その 隣人の 家 を 貪る 勿れ」 と、 貪る と は 心中の 罪で ある、 之 を 行爲に 出し 

て偷 盗と なり S 淫 となり 殺人と なる、 ^しながら 禍の 源は內 心に 於て ある、 欲しい と 思 ふ 其 心の 狀態 

に 於て ある (二十 章 十七 節參 照)、 故に 十誡 は 最後に 之を誡 めて 惡念 を懷く 勿れと 斷す るので ある、 

誰かい ふモ ー セ律は 行 爲に關 する 誡に 過ぎす と、 モ ー セ 律は敎 ふるので ある 「殺す ベから す 殺さん と 

の 心 を 抱く ベから す、 赛淫 すべから す 姦淫 せんとの 心 を 抱く ベから す、 盗む ベから す盜 まんとの 心 を 

. 抱 くべ からす、 虚妄の 證據を 立つ ベから す 之 を 立てん との 心 を 抱く ベから す」 と、 而 して 兹に 至て 罪 

は 其 根源まで 追究 せらる \ の である、 十 誠 第六條 以下 は 其 第 十條に 由て 靈 化 せらる.^ ので ある、 

かくて 靈 的に 始まりた る 十誡 は叉靈 的に 終る ので ある、 此點に 於て 十誡 は 山上の垂訓と 全く 其 精神 を 

同じう する、 {是 に 是れ誡 として 最も 完全なる ものである。 

其 前半 五箇 條は 祌に對 する 律法と して 完全なる ものである、 其 後 牛 五箇 條は亦 人に 對 する 律法と し 

て 完全なる ものである、 人 若し 之 等 十 箇條の 一 にだに 觸れ ざらん 乎、 彼 は 完全なる 人で あると いふ 事 

が 出来る、 { 莨に 十誡の 鋭鋒に 急所 を 刺されて は 何人 か敢て 「我れ に 罪な し」 と 揚言し 得る も のぞ、 人 

は 之に 依て 完膚 なきに 至る ので ある、 而も 其 一一：； "辭 簡潔に して 明瞭、 莊厳 にして 雄大で ある、 是れ實 に 

いなびかり け ふり 

電 と烟 との 中より 響きし 聲 である、 世に 十誡なる もの 必す しも くない、 佛法 にも 十誡 は ある、 乍 

然佛 法の 十誡に 「像 を 彫む ベから す」 との 敎 あるな く 「父母 を 敬 ふべ し」 との 誡 あるな し、 十誡と し 

て 絶倫なる もの はモ ー セの 十誡で ある、 但し 是れ 律法で ある、 我等 は 之 を 守らん と 欲して 守る 事が 出 

来ない、 是に 於て か！ i 音の 必要が ある、 我等 をして 守るべき 途の 何で あるか を 知らし め而 して 我等 を 

： 福音に 導く もの、 是れ卽 ち 律法で ある、 律法 は 幅 音の 先驅 である、 而 して 卜誡は 律法の 絕頂 である、 


然り是 れ舊約 聖書の 中心で. ある。 ■ 

是の 如く 祌はシ ナイ 山頂より 莊嚴 なる 律法 を 降し 給うた、 乍 併 祌は叉 我等の 彼に 近づくべき 途を敎 

へ 給うた、 「汝 土の 壇 を 我に 築きて 其 上に 汝の燔 祭と 酬恩 祭、 汝の 羊と 牛 を 供 ふべ し、 …… 汝 若し 石 

の 壇 を 我に 造るならば 琢石を もて 之 を 築く ベから す、 そは汝 もし 纏 を 之に 當て なば 之 を 汚す ベ ければ 

なり」 と (i- 叫、 サ 五節)、 卽ち祌 は 命じ 給 ふので ある 「行 を 以て 我に 接近す る 勿れ、 犧牲を 以てせ 

よ」 と、 叉 r 莊 厘なる 會堂を 築く 勿れ、 天然に 於て 我に 近づけ」 と、 我等の 救 はる」 は 行爲に 由る に 

非す して 恩惠に 由る ので ある、 犠牲 卽ち キリストの 聰 罪に 由る ので ある、 我等 は 又 神 を 讚美す るが 爲 

にかの ケルン、 ルべ ー ン、 レ I ムの大 伽藍 を 要しない、 峯の 慰、 森の 蔭、 是れ 最も ふさ はしき 祭 境で 

ある、 ブラウ 一一 ング、 ゥ オル ヅヲ ルス 等は斯 くして 天よりの 啓示 を 受けた、 而 して モ ー セも亦 天然 主 

義 であった、 權 牲と單 純なる 禮拜、 神の 要め 給 ふ もの は 之で ある、 之 を 解す る は 福音の 眞髓を 解す る 

事で ある。 (藤 井武 筆記) 

附記 參考 のために 左に 佛敎の 十誡 を揭 ぐ、 ： &は 菩薩の 十誡であって、 化導に 志す 者の 守るべき 者 

で あ る 、 沙彌卽 ち 普通 出家 の 守るべき 者は此 外に^に ある、 

不 殺戒、 不 盜戒、 不 娃戒、 不 妄語戒、 不& 酒戒、 不^^^過罪戒、 不自讚 毀 他戒、 不 慳戒、 不 瞋戒、 

不謗三 寶戒。 

尊むべき 敬 ふべき 十誡で ある、 乍然 之をモ ー セの十 誠に 較べて 見て 二者の 優劣 は 一 目 瞭然で ある- 殊 

に 注意す べきは佛敎の十誡に不^1^户を誡めたる者の全然缺けて居る事でぁる、基督敎は孝道を蔑すとの 

套語 は當ら ない、 若し 其 十 誠に 現 はれた る 所より 評するならば 佛敎 こそ 其 責めに 當 るべき である。 


附 十誡 第 六條の 適用 

出 埃 及 記 研究の 餘韻 

出 埃 及， 記 第二 十一 章  . 

十誡 は 祌の投 の 精神で ある 其 心棒で ある、 而 して 之 を 社會に 適用した る 者が a, い 埃 及 記 第一 一十 一 章以 

下で ある、 時 移り 世 替るも 精神 は變ら ない、 適用 は場听 により 時代に よりて 異なる、 出 埃 及 記 第二 十 

一 章 以下 は 之をモ ー セ 律と 稱しモ ー セ 時代の イスラ H ル 人を蕃 判く 爲に 作られし ものであって 其 立場 

より 見て 甚だ 與味 多き ものである、 法律 の 價値を 知らん と 欲する 者 は 此書を 研究す る に 如く はない、 

西洋 諸國に 於け る 法律 思想の 普及 は舊約 聖書に 負 ふ 所 最も 多い こと を 忘れて はならない。 

十誡の 適用 は先づ 人に 關 する 誠より 始まる、 卽ち 石の 板の 第一 一枚 目 十誡 第 六條を 以て 始まる ので あ 

る、 是れ 蓋し M 人に も 了解し 易き もの を 先と したので あらう" 

此 章に 於て 規定す る 所 は 所謂 人權 問題で ある、 而 して モ ー セ は人權 問題 を 「殺す 勿れ」 の 條ドに 置 

いたので ある、 是れ 誤りた る 分 法の 如くに して 實は 然ら す、 人權は 人の 生命で ある、 生命 を 重ん す 

るが 故に 人權を 重んぜよ とい ふので ある、 實に人 は 或 場合 に 於て は 生命 を K し て も 人權の 重んぜ ら れ 

ん事を 欲する ので ある。 

奴隸の 人權を 重んじた る此 律法 は當 時に 在りて は 極めて 意味 深き ものであった、 昔時 奴隸は 何れの 

圃 にも 存し $1 其 持主の 所有物に して 物品と 共に 賣買 せちれ たので ある、 今 も 波 斯义は 土 耳. K1 の 或 部分 

に 至れば 奴隸賣 買の 市場 を實 見す る 事が 出来る、. 其處 にて 富豪 は 多くの 金 を 投じて 若き 奴隸^ 人 を 選 
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擇 購求す るので ある、 故に 敵と 戰 ふに 當 り先づ 俘 虞と して 伴ひ歸 らん 事 を 欲した のは處 女であった、 

是れ必 すし も 勞働者 を 求む るの 意味の みで はない、 處 女の 賣 買に 於て 利益 を 博 せんと 欲した るが 故で 

ある、 か. -る. «隸 制度 は 最近に 至る 迄 人 之を怪 まなかった、 米國 にて 奴 隸戰爭 終りし より 未だ 漸く 半 

世紀に 過ぎない、 而 して 奴 隸には 人權は 皆無で ある、 全く 牛馬 同様に 扱 はる &の である、 嘗て 羅馬の 

或る 貴族 客 を 請 じ て 饗宴 を 催した 時、 客 其 家 に 多数の 鰻 を 飼育せ る を 見て 其 餌食 の 何なる か を 尋ね た - 

主人 卽ち 答へ ていうた 「見よ」 と、 而 して 忽ち 命じて 自己の 所有す る 奴隸を 殺さし め 其 肉 を S1 に 食 は 

しめたと いふ、 是れモ ー セ 律法 後 二 千年の 事で ある、 否必 すし も羅 馬の 昔を顧みる を 要しない、 t 

尙ほ 類似 の 事が 然 かも は 人 の 手に よりて 行 はる &の である、 阿弗利加 內地 に 於て ゴム 採牧の e;- め欧羅 

巴人が 奴隸を 使役して 居る、 所 聞 彼等 歐羅 巴人 は 時に 或は 爆裂 彈の圑 子 を 作り 之 を 奴 隸に食 はしめ て 

其 腹中に 爆裂す る を 見て 樂 むと、 實 に人權 を驟躏 する も 亦 甚だしと い ふべき である、 然るに 今より 叫 

千年の 昔に 於て モ ー セは旣 に 此の 如き 法律 を 設けた ので ある、 曰く 「奴隸 にも 人 描 あり、 之 を 重んぜ 

ざるべ からす、 七 年 目に は 償 を 求めす して 釋 放すべし、 但し 若し 奴隸の 自由意志より 釋放を 欲せざる 

時 は 裁判官の 前に 携へ 行きて 其 承認 を 得、 然る 後 錐 を 以て 耳 を 刺し通し 以て 永久に 其 家附の 者と なり 

たるの 儀式と なすべし」 と ( 一— 六 節)、 その 奴隸の 意志 を 重ん する の 篤き を 見るべき である、 此の 

如き は 他國の 法律に 比し ん する 事數 千年であった、 希職羅 馬の 諸 國には 夙に 大法 律 家出で て 良き 法 

律 を 制定せ りと 雖も 其れより 遙か 以前に モ ー セは旣 に 最も 人權を 重んじた る 法律 を 作成した ので ある „ 

しもめ 

次に 奴隸が 婦人な りし 時卽ち 婢に對 して は 如何、 婢とは 下婢の 謂で はない、 自己の 妻妾たら しめん 

との 目的 を 以て 購 ひし 奴 隸と いふので ある、 而 して 婦人 は 之を釋 放す る も 自ら 生計 を 立つ る 事が 出來 


ない、 故に 主人 は 之に 仕 遣を爲 さねば ならぬ、 若し 之を爲 さざる に 於て は 自由に 其 〔尿 を 去る 事 を 許す 

ので ある (七— 十一 節)、 知るべし 婦女た る 奴隸に 至る 迄 其 人權を 重す るの 懇篤な りし 事 を、 之 を 其： 

の 當時 の 力 ナン の 民 又は 埃及ァ ラ ビヤの 民 等に 比する 時 は 到底 同日の 談 ではない ので ある。 

今日 我 邦に 於て 勿論 奴隸 はない、 併し モ ー セ律を 適用 せんとして 適 ffl し 得べき 1$ 實は 無数で ある、 

近時 喧し かりし 公 私娼 問題 を始 とし て 田 舍に行 はる & 養女 制度の 如き 或は 5?^ 女工 問題の 如 き 呰其類 で 

ある、 而 してん 權を 口にする 法律家 は 多し と 雖も眞 に 人權の 何たる か を 解す る 者は少 い、 祌を 知らざ- 

る 者に！ 一 呉の 人 權の觀 念 はあり 得ない  ので ある、  人權 何故に 貴重なる 乎、 人 は 何人も 神の 像 を 宿す が 故 

である、 假べ. -奴隸 たりと 雖も 神との 問に 深き/ \關 係 あるが 故で ある、 神に 象りて 造られし 人類 は M 

人 も 神聖で ある、 全世界 を 以てする も購 ふべ からざる もの を 其 中に 宿す ので ある、 故に 人權を 犯す は 

是れ祌 の 造り 給 ひし 最も 貴き もの を 犯す の で ある、 是れ 生命の 根 抵を毀 つので ある、 此事を 知 つ て 然 

る 後に 人權の 重ん すべき 所以 を 解す るので ある、 而 して 人類の 初めて 此 事を學 びし はィ スラ H ルがシ 

ナイ 山上 七誡を 受けた る 時であった、 其 時より 人權 尊重の 観念 は 人類の 心中 深く 印せられ たので ある。" 

次に 「人 を擎 ちて 死な しめたる 者 は必す 殺さるべし」 と (十二 節)、 是れ說 明 を 要しない、 又 「若 

し 人 自ら 畫策 ことなき に 神人 を 其 手に か& らしめ 給 ふこと ある 時」 卽ち 自ら 思 はざる に 誤って 人 を 殺 

す こと ある 時 は 「我 汝の爲 に 一 箇の 處を設 くれば 其 人 其處に 逃がるべし」 と (十三 節)、 今 もァ ラビ 

ャ等 沙漠 中に 多く 行 はる &事 である、 親の 柳を搫 たんと して 別人 を 殺した る 如き 場合に 多少 罪 を 減ぜ ■ 

ら るべき 理由 あるが 故に 之に 逃 場を與 へ て隱れ しめ 以て 殺された る 者の 子が 直に 叉復裤 する こと を 得 

ざら しむ、 之 亦 生命 を 重ん する 規定で ある、 而 して ユダヤに 此 種の 逃 場所 (所謂 逃 遁邑、 K 數紀略 三， 
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十五 章 六節參 照) 十一 ーを算 したと いふ" 

併しながら 之に 反し 人 若し 隣人 を 謀殺して 自ら 祭壇に 隱 れん 乎、 モ ー セ律は 祭壇の 保護と 雖も之 等 

罪人に は 及ぶ ベから すと 爲 すので ある (十四 節)、 是に 至て 罰 は 最も 正 當に行 はる、 ので ある、 罪人 

が 神殿 等に 逃れて 其 保護に より 罪 を 免る \ 事 は 近代に 至る 迄 我 邦に も 行 はれて 居た、 而 して か i る實 

例 は他國 にも 少 くない、 然るに 獨りモ ー セ 律に ありて は 正義の 實 行の 爲 めに は 祭壇の 神聖 を も 犠牲に 

したので ある。  ..  , 

「父 或は 母 を 篤る 者 は 殺さるべし」 と (十七 節)、 其 故 如何、 父母 を 敬 ふ は 祌を敬 ふので あるから 

である、 父母 を 篤る は 神 を 罵る ので ある、 父母 は 地上に 於け る祌の 代表者で ある。 

「ある 人 若し 仗 を もて 其 僕 或は 婢を 撃たん に 其 手の 下に 死なば 必す 罰せら るべ し」 と (二十 節)、 

奴隸を 杖に て擊 ちて 死した る 場合に 之 を 措い て 問 はざる は 諸國の 法律の 常例で ある、 然るに モ 1 セ律 

にあり ては少 くと も 重罪 を以 て 之に 酬いた ので ある、 而 して 後に 至て は 明. H に 死刑に 處 せらる 、に 至 

つた、 亦 以て 人權 尊重の 觀 念に 關 する 他の 古き 法律との 相違 を 窺 ふに 足る。 

其 他 或は 一 一十 九 節の 如く 牛の 飼主に して 幾度 か 正當の 注意 を 受けた るに 拘 はらす ム 慢の結 * 牛が 人 

を 殺す に 至りし 場合に は 牛と 共 に 飼主 も 亦 殺 さるべし と爲す が 如き、 人の 生命 を 重ん する の 如何に^ 

到な りし か を 示して 餘 りが ある。 

然るに 近來此 律法 を 解して ニ箇の 極端に 陷る ものが ある、 其 一 は 所謂 殺生 禁斷の 佛敎的 思想で ある、 

「殺す 勿れ」 の 語 を 「凡て 生命 を 奪 ふ 勿れ」 の 意に 解して 禽獸蟲 魚に 迄 及ばし むる ので ある、 併し 乍 

ら 「殺す 勿れ」 は 殺生に 非す して 殺人で ある、 其 二 は 所謂 死刑 廢止 論で ある、 殺人の 罪 を 犯した る 者 


の 生命 も 之 を 奪 ふべ からすと 主張す、 併し モ ー セ律は 明かに 命じて いふ 「人 を 死な しめたる 者 は必す 

殺さるべし」 と、 嚴律 是れ恩 惠の途 である、 其峻嚴 苟もせ ざる 正義の 要求の 下にの み 愛の 光 は 輝く の 

である。 (藤 井武 筆記〕 


神の 子 ィヱス 

約翰傳 一 章 一 —十八 節 

(十二月 二十 四日 柏木 聖書 講堂 に 於け る 講演の 大意〕 

降誕 節と 一 w へば 人 は 馬太傳 及び 路加 傳の 記事 を 誦する を 常と する、 東方の 博士 等 星 を 見て ユダヤ人 

の 王の 誕生 を 知り 来りて 嬰 兒を拜 し 黄金 乳香 沒藥 などの 禮 物を獻 げたと いふ、 是れ馬 太 傅の 記す 所で 

ある、 牧苹者 等 夜 其の 群 を 守れる 時 天使 来りて 主の 榮光 彼等 を 環り 照し 天： 車 現 はれて 讚美歌 を唱 へた 

れば 彼等な ぎ往 きて 槽に 臥せる 嬰兒に 尋ね 遇うた とい ふ、 是れ 路加 傅の 傅 ふる 所で ある、 二者 3： れも 

極めて 美 はしき 記事で ある、 併し乍ら 人 若し 降誕 節の 眞義を 味 はんと 欲せん 乎、 宜しく 此 二者に 加へ 

て 更に 約 翰 傅 第 一 章を讀 むべき である、 是れ 均しく 贵き 或は 一 着 貴き 記事で ある、 是れ 降誕 節の 絶好 

の 題目で ある。 

はじ * こ ia  ib 

太初に 道 あり、 道 は 神と 偕に あり、 道 は 卽ち祌 なり、 この 道 は 太初に 神と 偕に 在りき、 jaZ 物 之に 

由て 造らる、 …… 之に 生 あり、 此生は 人の 光な り、 光 は 暗に 照り 暗 は 之 を b へ ざり き (一— 五節)。 
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ff" そ 人の 手に 成りし 文字に して 之よりも 深き もの は 在り 得ない、 如何なる 見地より する も是 X- ん Qlflj 

. り 得る 極致で ある、 人類の 言語 も玆に 至って 盡 くるので ある。 

こと せんう く 

「道」 と は何ぞ や、 之 を 其 文字の 意義より 穽整 せん 乎、 疑問 は 疑問 を 生みて 遂に 停止す る 所 を 知ら 

たいの で あ る , 併し乍ら 注意す ベ き は 凡て 偉大なる 著書 の 記述の 順序 である、 筆者 の 胸 中 思想 横溢 レ 

遂に 包藏し 切れざる に 至って 之 を 筆に 託す、 故に 最も 注意すべき は 冒頭の 十 行で ある、 此處に 筆者の 

思想 の 精華 が 煥發す るので ある、 而 して 他 は 皆 其 註解で ある 說明 である、 されば 冒頭の 難句 は 寧ろ 之 i 

を 最後に 讀 みて 初めて 能く 其 意義 を 捕捉す る 事が 出来る、 約翰傳 も亦然 うで ある、 最初の 五節 は是れ 

yrj つ-? Q  につ  0  0  0 

本書 全體 の生粹 である、 其 煮詰めた ものである、 之 を 解す る は 全書 を 解す る 事で ある、 「道」 と は 何 

0  0  COOOO0OO000OOOOOO0  00000000000000000000000 

ぞゃ、 之 を 文字の 意義より 探りて 解す ベから す、 之 を 約 翰 傳全體 の 精神に 照し 見て 初めて 會 得する 事. 

OOOO0O0O 

が出來 るので ある。  - 

學者 或は 「道」 を 解して 深遠なる tl ゴ ス 說を稱 ふ、 併し 約翰傳 記者の 眞意 は斯る 學說の 提唱に 在つ 

たので はない、 彼 は 唯此語 を 以て 未だ 名の 附 すべから ざる 或 者 を 表 はさんと 欲した ので ある、 来だ此 

世に出 現せざる 隱れ たる 狀 態に 在る 或 者、 其 存在 は 最も 確實 なる も 未だ 命名 せんとして 能 はざる 或 者、 

是れ 彼の 稱 して n ゴスと 一一 一一 n へる ものである、 卽ち 降誕 前の 祌の子 キリスト 之で ある、 其 名 を 呼ばん と 

して 呼ぶ に 由な く" しむ を 得す 當時 の 人の 思想 を 探り て 其 最も 適 當と認 む べき 文字 を 之に 充てた の で あ 

る 0 

その 彼 は の 太初より 在りし とい ふ、 希臘 語に て 「在りし」 と は 非常に 重き 語で ある、 「^在して 

ありし」 の 意で ある、 卽ち彼 は 世の 太初 萬 物の ありし 前より 存在し 給うた とい ふので ある、 而 して 彼. 


は 神と 偕に 卽ち 神と 相對 して 在し 給うた とい ふ、 彼 其 者が 神であった とい ふ、 彼に 由って 萬 物が 造ら 

れ、 彼に 生 あり、 彼が 人の 光であって、 彼の 光 は 常に 此 世の 暗に 照り 暗 は 之を壓 迫す る 能 はすして 遂 

に 彼れ，： H 身が 此 世に出 現し 給 ふに 至った ので あると 云 ふ、 ft の 太初より キリスト 出現 迄の 事實 を簡翠 

に 一一 r ひ盡 したので ある、 實に 驚くべき 記事で ある、 彼 は マリヤの 子に 非す 天の 使に 非す 靈界の 偉人に 

非す、 彼 は 神 御自身であって 彼の 降誕と は祌 御自身が 肉體 となりて 我等の 間に 顯 はれ 給うた ので ある- 

と、  基督 敎の 信仰の 根柢 は玆 にある、 偉人に 非す 萬 物 を 造りし 神で ある、 降誕 節 は 偉人の 誕生の 口に 

非す して 萬 物の 造 主が 肉體と 成りて 人間の 屮に 宿りし 其 曰で ある。 

おさ 

「光 は 暗に 照り 暗 は 之 を壓へ ざり き」 と、 之 を ユダヤの 歷 に 見れば 最も 明瞭で ある、 モ ー セ， H 

リャ、 ィ ザャ、 H レミ ャ等皆 キリストの 光 を^に 傳 へたので ある、 而 して 人 は 之 を壓服 せんとして 種. 

種の 方法 を 執りた る も 遂に 壓服 する 能 はす、 光 は 光と して 世に 臨む に 至った、 獨り ユダヤの 歷史 のみ 

ならす M れの國 に 在りても 同樣 である、 我 M にも 亦 其事實 があった、 我 國の歷 史にル ー テル、 サヴォ 

ナ 口，' ラ なしと 雖も尙 ほ 幾多の 義人 は鞏 3,1 した、 菅原 道眞の 如き は 其 一例で ある、 彼等 も 亦 我等の 問： 

の 光であった、 我等の 救 主として 仰ぐ 者の 光が 其處に 照って 居た ので ある、 而 して 暗 は 遂に 之 を K ふ 

る 能 はすして 个 日に 至った ので ある。 

彼 を 接け 其 名 を 信ぜし 者に は 神の 子た るの 權利を 賜 ひたり (十二 節) 

敎會は 動もすれば 敎 へて： II ふ、 人 は 皆 神の 子で ある、 唯 之 を 忘れた るが 爲め神 は キリスト を 降して 此 

事實 を自覺 せ— め 給うた ので あると、 是れ 或る 意味に 於て 貴き 敎 たる を 失 はない、 併し是 れ 新約 架 書 

の敎 ではない、 之 は 二十世紀の 宗敎 である、 十六 世紀の 宗敎 又は 使徒 時代の 宗敎は 一一 一一 c うた、 人 は呰本 
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來祌の 敵で あると、 人 は キリストに 由ら すして 神の 子た る 能 はざる 者で あると * 此 差異 は 小なる に 似 

て 小で はない、 其 間に 根本的の 相違が ある、 抑 も 神の 子と は 果して 如何なる 意味に 於て 言 ふので ある 

乎、 人 は 萬 物の 靈長 である、 併し 我等が 祌の 子で あると いふ は 勿論 其れ丈の 意味で はない、 眞の祌 の 

子と は實は 唯一 人 あるの みで ある、 ィ H スキ リストが 其れで ある、 其 他の 人類 は キリストが 祌の 子た 

るの 意味に 於て は 一 人 も祌の 子で はない、 然るに キリ スト を 接け て 其 名 を 信す る 者に は 神の 子た るの 

0O0OOOO00O0OO00OOOOOO00OO0OOOO000OO 

權利を 賜 ふので ある、 キリストが 神の 子た ると 同じ 意味に 於て 我等 各自 も 神の 子と 成り 得る ので ある 

單に淸 き 人間と 4i り 得る のみで はない、 又旣に 神の 子た る を自覺 せしめら る&の ではない、 イエス キ 

リ ス トが 神の 子た ると 同じ 意味に 於て 我等 も 亦 子と 成り 得る ので ある、 是れ實 に 恩 惠の絕 頂で ある。 

人は呰 神の 子であって キリ ス 卜に 由って 之 を自覺 せしめら る、 ので あると 一一 一一 〔ひ、 叉 人 は 皆 本 來祌に 

叛 きし 者なる に キリ ストに 由つ て 彼と 同じ 意味に 於け る 神の 子と 成り 得る ので あると. 一一 一一 n ふ も、 其 差違 

は 外形 上顯 著で はない、 W し 現在 心の底に 隱れ たる 其 細微なる 區刖が 後日 遂に 偉大なる 實現を 見る の 

である、 今 は 唯祌の 子た るの 權利 を與 へらる、 に過ぎない、 W し此權 利た る や 遂に 事實 となって 現 は 

れ るので ある、 

汝等視 よ、 我等 稱 へられて 神の 子た る 事 を 得、 是れ 父の 我等に 賜 ふ 何等の 愛ぞ …… 愛する 者よ、 

我等 令 神の 子たり、 後 如何、 未だ 露 はれす、 彼れ 現 はれ 給 はん 時には 必す 神に 肯ん事 を 知る、 そ 

は 我等 其の 眞の狀 を 見る ベければ なり (約 翰 第一 書 三 章 一、 二 節)。 

今 我等の 心に 宿れる 小 やかなる 信仰の 萌芽、 キリスト を 神の 子と 認め 之に 緒り て 罪より 遠ざかりつ 、 

ある その 信 頓の胚 種、 其れが 本と なって 遂に 我等 も キリストと 同じ 意味に 於け る 子た るの 地位に 達す 


るの nl が來 るので ある、 キリスト 再臨の 時が 卽ち其 日で ある、 事は餘 りに 偉大に して ロー 一一 in ふ 能 はすと 

雖も略ぼ之を心に推測する事が3^來る。 

是に 於て 降誕 節 は 更に 意味 深き ものと なる ので ある、 此日 啻に 神 肉と 成り 給 ひしの みで はない、 我 

等を窮 なく 祌 と共に 在る 者の 家族に 列せ しめんが 爲め キリス トは 降り 給うた ので ある、 是の 如き は ml 

未だ 見す 耳 未だ 聞かす 人の 心 未だ 思 はざる 恩惠 である、 价し 乍ら 基督 敎は 之より 以下 を傳 へない、 素 

より 我等に 取て は 第一 の 意味に 於け る 降 世の み を 以て 旣に 望外の 望みで ある、 併し 神の愛 は其處 に^ 

まる 能はなかった、 神 は 自ら 人と 成る と共に 人 を 神の 子と ならしむ るの 約束 を 賜うた ので ある、 の 

塗炭の 苦 を 救 はんが 爲め 王子 を 平民に 降す のみなら す、 更に 進んで 平 1^ を 悉く 王族と して 迎 へんと 約 

束し 給うた ので ある、 平民の希は^；と其幸福とは兹に至って極まるのでぁる。 

未だ 神 を 見し 人 あらす、 然れ ども 生み 給へ る 獨子卽 ち 父の 懐に おる 者の み 之を彰 せり (十八 i§) 

著る しき 對照 である、 人 は祌を 見ん と 欲して 見る 能 はす、 然るに 神 は 常に 己 を 示さん と 欲し 給 ひ而し 

て 適當の 時に 自ら 已を彰 はし 給うた、 人の 服 暴り て 見る 能 は ざり しに 祌は キリス トを 降して 御自身 を 

示し 給うた ので ある、 今や 我等 は 神 を 見る の 服を與 へられた ので ある、 而 して 此服を 以て キリストに 

親しむ に循ひ 神の 姿 は 愈々 明瞭 を 加 ふるので ある、 そ は 恰も 綺畫音 樂等を 鑑賞す るの 能を與 へられた 

る 者が 日 を經 るに 循ひ 愈々 其 價値を 味 解し 得る と 同様で ある、 罪に 曇りし 心の 服 を 開かれて 榮 光の 神 

を 見得る に 至りし 事、 是れ實 に 如何ば かりの 惠ぞ、 惠 まれた る 人と は 生活の 幸福 を 享受す るの 人に 非 

O0O00OOOOO0O0O0OO0000O ゥ 00C  一  C-0 

す 品性の 高潔 を 維持す るの 人に 非す、 父の 生み 給へ る獨 子に して 父 を 如 實に彰 はし 給 ひし ィ H ス キリ 

ス トを認 むる の 心 を 有し 得る 人 之で ある、 是れ 人の 思 を 以て 量り 知るべからざる 恩虛 である、 而 して 
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降誕 節の 喜び は 此恩惠 を 曉り且 味 ふ 事に あるので ある。 

聖書 は兹に 明白に キリスト は 神で あると 言うて 居る、 「道 は卽ち 神な り」 と 一一 目 ひて 「道 肉體と 成り 

て 我等の 問に 寄れり」 と言うて 居る、 聖書に キリ スト は 神な りとの 明言な しとの 近代 人の 主張 は 立た 

ない ので ある。 (藤 井武 筆記〕 


大正 六 年 二 九 一七 年) 

信者の 生長 

近頃 或る 奮き 友人に 語りし 所 

汝等益 々、我等の 主なる 救 主 イエスキリスト を 知ら ん ことと 益々 その 恩惠を 知る 一 J とを努 むべ し (彼？ お 後書 一二 章 

十八 節)。 

汝等 恩惠に 於て 生長せ よ、 而 して 又 我等の 主にして 救 主なる イエスキリストの 知識に 於て 生長せ よ 〔直 譯〕 

0;i:s 仰 は 生命で ある、 信者 は 生物で ある、 故に 彼 は 生長すべき ものである、 生長の.. - まる 時に 生物 は 

死ぬ るので ある、 生長 は 生命の 顯 著なる 特徵 である、 ：！；^者は無窮の生命を賜はりし者として無^に生 

長すべき 者で ある、 「我等が 外なる 人は壞 る、 とも. Z: なる 人 は 日々 に 新な り」 との。 ハウ Q の 言 は此狀 

態 を 語りた る 者で ある (哥林 多 後書 四 章 十 六 節)。 

〇 然 らば 信者 は 如何に 生長すべき である 乎、 彼の 生長 は 如何なる 方向 を 取るべき である 乎、 此. 事に 就 

て敎 ふる 者が 彼 得 後書の 此 一節で ある、 邦譯の 「益々 知らん こと を努 むべ し」 では 意味が 甚だ 微， で 

ある、 若 かす 「生長せ よ」 と |g 譯 せんに は、 「汝等 恩惠に 於て 生長せ よ」 と、 文字 は簡 短に して 意味 

は 深長で ある？ 
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〇 「恩惠 J なる 辭に 能動的と 受動的との 意味が ある、 恩惠の 神より 出て 信者に 臨む や 能動的で ある 

而し て 之に 動かされ 感化 せられて 信者の 品性と し 現 はる、 や 受動的で ある、 恩惠は 素々 祌 より 出づる 

者であって 能動的で ある、 然れ ども 其の 信者に 臨む や 必す美 はしき 德性 となりて 現 はる k が 故に 受動 

的で ある、 神 は 恩惠を 以て 信者に 臨み 給 ふ (能動的で ある •)、 信者 は 恩惠の 結ぶ 信賴從 順の 美 德を以 

て 之に 應 へまつ る (受動的で ある)、 與 ふる 恩 惠と受 くる 溫雅、 恩 惠は之 を 此の 二方 面より 見る こと 

が 出来る。 

0  r 汝等 恩惠に 於て 生長せ よ」 と 云 ふ、 信者の 立場より 見ての 恩惠 である、 故に 第二の 意味に 於ての 

恩惠 である、 英語の grace である、 獨逸 語の Anmuth である、 日本語の 溫雅、 良 順、 JUT 淑 である、 

主として 女性的 美德 である、 ち 神に 對 して は 全然 受身と なる の 態度で ある、 自我 を 殺して 聖 靈の充 

たす 所と ならん と 欲する の心掛 である、 一 言 以て 之 を 云へば 信仰で ある、 「彼 は必す 盛に なり 我は必 

卡衰 ふべ し」 とバブ テス マの ョ ハネの 言 ひし 其 態度で ある、 我 は 無き ものと なり キリストが 我が 衷に 

在りて 萬 事と 成り 給 はんこと を 祈 求 ふ 心で ある、 而 して 信者の 生長 は 其 一 面に 於て は 此方 向 を 取らね 

ばなら ない ので ある、 卽ち 「我」 なる 者の 々衰 へん こと、 益々 滅びん こと、 而 して 終に 無我の 狀態 

に 達せん こと、 信者の 努 むる 所、 欲 ふ 所 は是れ である、 而 して 彼 は 信仰的 生涯 を繼 綾て 益々 此方 向に 

向って 生長 せざるを得ないの である、 「善なる 者 は 我れ 卽ち我 肉に 居らざる を 知る」 と は 彼が 自己に 

就て 知る 所で ある、 而 して 此 自己 知 II ありて 彼 は 自己 を 嫌 ひ 自己に 死して 他者に 於て 生きん と 欲する 

の X 布 欲 を 起さざる を 得ない ので ある、 斯くて 信者の 生長 は 其 自己 方向に 於て は 生長でなくて 其 反對の 

死で ある、 我れ なる ものの 日々 に 減退 せんこと、 我が 行爲、 我が 道德、 我が 努力の 日々 に 減退して 或 


る 他の 者の 我衷に 在て 增進 せんこと を 彼 は 希 欲 はざる を 得ない ので ある。 

〇 斯くて 「恩惠 に 於て 生長せ よ」 と は 一 面に 於て は 「生長す るな 其 反對に 死滅せ よ」 と 云 ふ 事で ある- 

而 して 信者 は 此方 面に 於て は 信仰が 進めば 進む 程 減退す るので ある、 而 して 終に は虛 となり. S となる 

ので ある、 「心の 虚き者 は 福な り」 と ある 其 幸福なる 空虚の 狀 態に 達する ので ある、 彼 は 終に は 善 を 

爲 さんと 欲する 其 努力 ま で を 抛棄す るに 至 る の で あ る 、 彼 は 自己に 對し 全然 無智 無能 を宜吿 する の で 

ある、 而 して 自己に 對 する 彼の 失望が 其 極に 達して 兹に 彼に 在りて 眞 個の 謙遜、 信賴、 信從、 卽ち信 

仰 的 生涯の 溫雅、 卽 ち恩惠 の 受動的 方面 のす ベての 美 德が現 はる &の である。 

〇 自己に 死せ よ、 自己 方面に 於て 減退せ よ、 溫柔 信賴の 性に 生長せ よ、 然 らば 彼に 在りて 生く る を 得 

ベ し、 靈的 方面に 於て 增進 する を 得べ し、 神より 屮 Z づ る 能動 的 恩惠の 恩賜に 與 かりて 强姥 活動の 性に 

生長す る を 得べ しと、 是れが 信仰的 生涯の 祕訣 である、 大 なる 逆說 である、 死せ ょ然 らば 生きん と 云 

0  0  0  0  0  O00000OO0O0O0OO0O  OO00C0O00OOCOOOOOOO0O 

ふので ある、 衰 へよ 然 一ら ば 盛な らんと 云 ふので ある、 謙虚の 容積 を廣 くして 多量に 恩 惠の注 人 を 受け 

よと 云 ふので ある、 故に 恩惠に 於て 生長せ よと 云 ふので ある、 努力に 於て 生長せ よ 才能に 於て 生長せ 

よ 知識に 於て 生長せ よと 云 ふので はない、 信者 は先づ 第一 に 恩惠の lEil 域に 於て 生長せ よと 云 ふので あ 

る、 先づ 自己 を 神に 對し 義き關 係に 置き、 すべての 善き もの を 自己に 求めす して 彼に 仰ぎ 而 して 益々 

彼に 在りて 生き 且つ 生長せ よと 云 ふので ある、 斯くて 信者の 生涯 は 恩惠の 生涯で ある、 自己に 在りて 

は 恩惠を 受けん とす る 態度 の 修養 である、 神に 在りて は窮 りなく 恩惠 を 施さん とする 聖 意の 表顯 であ 

る、 恩 惠に對 する 溫雅、 信仰的 生涯 は是 にて 盡 きて 居る ので ある、 r 汝等 恩惠に 於て 生長せ よ」、 签々 

へ.； -VV 二  も  すべての も 力 

謙 下りて 益々 高く せられよ、 益々 死して 益々 生きよ、 何もお たざる 者と なりて 萬 物 を 有つ 者と なれ 
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〇祌 より 出る 恩惠は 種々 多樣 である、 而 して 其內の 一 つ は 知識で ある、 すべての 知識が 神の 惠賜 であ 

る、 科學的 知識と 雖も學 者が 惟り 己に 瘦た 者で はない、 然しながら 「我等の 主にして 救 主なる イエス 

キリストの 智識」、 卽ち 彼よ り^て 彼に 關 はる 知識、 是は 特に 神より 賜 はる 恩惠 である、 神に 示され 

でき  かぎりなき：， のち 

すして キリスト を 知る こと は 能ない、 而 して 彼 を 知る は 永 生で ある (約 翰傳第 十七 章 三 節)、 信者 

は キリストに 關 はる 知識に 於て 生長せ ねばならぬ、 是は 得る に 最も 難き 知識で ある、 祌學 校に 學び神 

學 博士に 就き たれば とて 獲る 能 はざる 知識で ある、 キリス トに關 はる 知識 は恩惠 として 神より 直に 信 

あさう ど  も： もの 

者に 臨む 知識で ある、 故に 最も 貴き 知識で ある、 商人が その 所有 を 護く 賣ても 買 はんと 欲する 一 粒の 

好き 眞珠の 如き ものである、 而 して 神 は 己 を 愛する 者に 此 貴き 恩賜 を 賜う ので ある、 其 者の 無學 なる 

に關 はらす、 身の 卑 きに 關 はらす、 唯 彼が 信す るが 故に、 恩 惠に對 する 溫雅の 態度に 出る が 故に 聖父 

は キリスト を 知る の 知識 を此 低き 卑しき 者に 賜う ので ある。 斯くて 我等 今より 嬰兒 たる ことなく、 愛 

を もて 眞理を 行 ひ 凡の 事に 於て： y| 長て 首なる キリ ストに 到るべき である C 以弗所 書 四 章 十五 節)。 


相互の 了解  . 

四月 一 一 日 ffi 根 堂ケ島 開催 朝鮮 甚督靑 年 < ^修養 會に 於け る 講演の 大耍 

人が 人 を 解す る 事 は 最も 難い 事で ある、 其 情 性が 解り、 遣傳が 解り、 經歷が 解り たれば とて 人 は 解 


ら ない、 神に 象りて 造られた る 人 は 何人と 雖も 無限 的に 深く ある、 「人の 衷 には靈 魂の 有る あり、 全 

能 者の 氣息 之に 聰明 を與 ふ」 と ある (ヨブ 記 卅ニ章 八 節)、 全能者 ならでは 人の 人た る靈は 解らない 

ので ある、 親 は 其 子 を 解す る 能 はす、 子 は 親 を 解す る 能 はす、 夫婦 相 解せ す、 兄^^相解せす、 んは其 

靈 魂の 父なる 神に のみ 完全に 解 せらる k ので ある (！ s!? 林 多 前書 十三 章士 一節 參考 )、 斯 かる 次第で あ 

れば 一 國 民が 他 國民を 解 せんと 努む るが 如き、 或 ひ は 西洋人が 東洋人 を 解 せんと 力む るが 如き は 無謀 

の 努力と 稱 する も 可な りで ある、 其 隣人 を さへ 解し 得ざる 者が 爭で他 國人を 解す る を 得ん や、 人類の 

半分なる 西洋が 爭で 他の 半分なる 東洋 を 解し 得ん や、 然り、 人 は 何ん も 自己 を さへ 知り 得ない ので あ 

る、 實に 自己 を 知り 得る 者 は 哲人で ある、， 而 して 哲人と 雖も唯 僅かに 消極的に 自己 を 知り 得る ので あ 

る、 人 は 自己 を 知らす、 近親 を 知らす、 隣人 を 知らす、 んゃ外 國人を や、 況んゃ 人類 を や。 

然 らば 人 は 到底 人 を 解し 得ない ので ある 乎、 然ら す、 其 過去 を 究めて 解し 得す、 現在 を査 ベて 解し 

0OOO0O0OO0O0000OOOOOOO00 

得ない、 然れ ども 其 未來を 知りて 稍々 彼 を 解す る ことが 出来る、 人の 過去 は 無限 的に 複雜 である、 到 

底 之 を 究め 盡す こと は 出来ない、 彼の 祖先、 血統、 境遇、 誰か 之 を 知り 悉す ことが 出来よう、 若し 人 

の 過去 (歷史 ) を 知る に 非 ざれば 彼 を 解す る を 得すと 云 ふなら ば 世界の 歷史 家が 總掛 りと なりて m 査 

する も 一 人の 小兒を 解す る ことが 出来ない ので ある、 而 かも 人が 人 を 解 せんとす るに 方て 常に 此 不可 

能の 途を 取る ので ある、 若し 能く 其 歷史を 解し 得ば 人と 固と は 解し 得べ しと 思 ふので ある、 然し 乍ら 

人 は如斯 くにして は 到底 解し 得ない ので ある、 如斯 にして 解し 得たり と 思 ふ 解釋は 全然 誤解に 終る の 

である、 所謂 人物 硏究叉 は國民 研究の 總 てが 誤謬で ある 理由 は玆に 在る ので ある、 人の 何たる 乎 は 過 

去 或 ひ は 過去の 結果た る 現在に 於て 非す して * 自己の 達せん と 定めし 未来に 於て 在る からで ある。 
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人 は 如何にして 人 を 解し 得る 乎、 彼と 目的 を 共に して 彼 を 解す る ことが 出来る、 彼の 遣傳を 知る を 

要せす、 彼の 國民 性、 彼の 人種的 傾向、 其 他 彼に 關 はる 種々 雜 多の 問題 を究 むる を 要せす、 彼の 到達 

せんと 欲する 最後の 目的の 何たる 乎 を 知て 彼 を 解す る ことが 出來 るので ある、 人生の 目的に 一 致して 

人 はすべ て 兄弟 姊妹 となる ので ある、 最後の目的の前に4^人種もなければ遣傳もなぃ のでぁる、 目的 

は 異人 種 異國民 を 鎔解して ー圑と 成す ので ある、 我が 友 は 誰ぞ、 我 兄弟 は 誰ぞ， 必 しも 我が 國人 では 

ない、 必 しも 我 青年時代の 友で はない、 同敎 會の會 員で はない、 我と 情 性 を 共に する 者で はない、 我 

と 目的 を 共に する 者で ある、 我が 達せん と 欲する 所に 達せん と 欲する 者で ある、 最終の 目的 を 共に し 

て 我 は 彼の 過去 叉 は 現在 を 知らん と 欲しない ので ある、 彼 は 我と 共に 同じ 理想の 實現を 目的と して 進 

む 者なる が 故に 彼 は 我が 同伴の 友で あり、 骨肉の 兄弟 以上の 兄弟で ある。 

然れ ども 目的に も 種々 ある、 政治 上の 目的が ある、 社會 上の 目的が ある、 學問 上の 目的が ある、 美 

術 上の 目的が ある、 孰れ も 人と 人と を 結ぶ に 方て 强き大 なる 力で ある、 然れ ども 是 等の 目的た る 部分 

的 叉 は 中間 的の 目的に 過ぎない ので ある， 循っ て 其結朿 力た る や 最强の ものであると 言 ひ 得ない ので 

ある、 人生 最終 义は 最大の 目的 は^に 有る ので ある、 其れ は 一一 一一 n ふまで もな く 信仰 上の 目的で ある、 何 

を 信す る 乎、 何者 を 信す る 乎、 之に 由て 宇宙人 生に 於け る 人の 立場 は 定まる ので ある. 「3: 處に往 か 

んと 欲する 乎」、 「何者 を 主として 仰ぐ 乎」、 此 問題が 定まって 人の 方向、 運命、 價値は 定まる ので あ 

る、 而 して 信仰 を 共に する 者、 信仰の 目的物 を 共に する 者、 彼等 は 最も 深き 意味に 於て 友人で あり、 

叉 兄弟で あるので ある リ 

兹に 於て か 加 拉太書 三 章 一 一十 八 節に 於け るパ ゥ n の 言辭の 意味が 能く 解る ので ある、 


わかち  そ は 

斯 かる 者の 中には ユダヤ人 义は ギリシャ 人、 奴 隸叉は 主人、 义は 女の 分な し、 蓋汝等 5_:： キリス 

トイ H ス に 在りて 一 なれば 也 

と (哥羅 西 書 三 章 十一 節參考 )、 「キリストに 在りて 一 なれば 也」 と 云 ふ、 羅馬 帝國の 下に 統一 せられ 

たるが 故に 一なる ので はない、 又 同一の 家に 棒み 同一の 主人 を，. 戴く が 故に 一なる ので はない、 キリス 

トに 在る が 故に 一 なる ので ある、 *1 に 異なりた る 人種と て ユダヤ人と ギリ シャ人 (歐羅 巴人) との 如 

き はない、 パゥ u 在世の 當 時より 千 九 百年 後の 今日と 雖も 彼等 は 判然たる 異人 種と して^ 在し、 如 M 

なる 政治的 權能を 以てする も 二者の 調和 合體を 見る こと は 出来ない ので ある、 今や 全世界に 一 千 二百 

萬 人の ユダヤ人 は 存在し、 自 から は 國家を 成さす して、 歐洲人 (ギリシャ 人) の 作りし 國 家の 下に 富 

裕 なる 生活 を營 みつ、 ありと 雖も、 而 かも 彼等 は 依然として ァ ブラ ハ ム の裔 なる ュ ダャ 人であって、 

ギリシャ 人と は 全然 調和 しないの である、 「ユダヤ人 問題」 なる 者 は 文明 國 孰れの 國に 於ても がし、 

如何にして 之 を 解決 せん 乎と は大 政治家の 腦漿を 絞る 大 問題で ある、 然れ ども 兹に 一 っ此 難問題 を 解 

決して 餘り あるの 途が あるので ある、 其れ はィ H ス キリス ト である、 彼に 在りて ユダヤ人と ギリ シャ 

人と は 一になる ので ある、 此 氷炭 相 容れ ざるが 如き 二人 極が ー體 となる ことが 出來 るので ある、 キリ 

ス トに 在りて 彼等 は 完全に 相互 を 了解し 得る に 至る ので ある、 有名なる 敎 會歷史 ヘア 不不ァ ン デル の 如き 

は 其 好き 一例で ある、 ユダヤ人 なりし 彼が 一朝 ィ H スキ リストの 僕と 成りて より は、 最も 好く 歐洲人 

の 心 を 解し 得る の 人と 成った ので ある、 他の 方法 を 以てして は 到底 壞っ ことの 出来ない 一 一 者の 問を隔 

つる 高き 堅 き 墻壁も キリストの 幅 昔 を 以てして は 容易 に 之 を 撤廢す る ことが 出來 るので ある。 

r 汝等 iiu キリス トイ H スに 在りて 一 なれば 也」 と ある、 r 一  人 なれば 也」 と譯 する も 差 支 は 無い の 
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である、 而 して 此 場合に， 於て 原語の んは 爾ぅ譯 すべき 詞 であらう、 信者 は キリス トイ H スに 在りて 一 

體§& ち 一 人で あると は 新約聖書 全體の 示す 所で ある、 以弗所 書 四 章 十三 節に 

まつ. ti きひと  みち.； i 

我等 をして 皆 同じく 神の 子 を 信じ 之 を 知り、 全人 (全き 一 人) 卽ち キリ ストの 滿 足れる 程と 成る 

までに 至り 

云々 と あるが 如く、 我等 信者 は 人種 を 異にし * 情 性 を 異にし、 生 立 を 異にしながら 神の 子 を 信す るに 

由り て 全き 一 人と 成る ので ある、 單に 信仰 を 共に し 目的 を 一 にす るに 止まらない、 一 人と なる ので あ 

る、 男女が 夫婦と なりて ー體 となる が 如くに、 其れよりも 更に 深い 意味に 於て 全世界の 眞の 信者 はキ 

リストに 在りて 一 人と なる ので ある、 シ ー ザ I も ナボレ オン も ビス マ ー クも 夢想す る 能 は ざり し 事 を 

イエ ス キリス トは 我等 信者の 中に 行し 給 ひつ 、あるので ある、 キリス トイ エス に 在りて 日本人 も、 朝 

鮮人 も、 支那 人 も、 印度人 も、 英國人 も、 獨 逸人 も、 填國人 も、 露國人 も、 一 體然り 一人で あるので 

ある、 玆に 骨肉 も啻 ならざる 親密が あるので ある、 玆に 於て 誤解 は 不可能で ある、 完全なる 了解 は當 

然 である、 而 して 其 理由 は 明白で ある、 信者 は 相互 を キリストに 於て 見る からで ある. 信者に 取りて 

は キリ スト は 我で あり 彼で あり 叉汝 である、 信者 は 相互に 於て 國民性 又は 遣 傳叉は 過去の 歷史を 見な 

い、 現今 在し 給 ふ 生ける キリスト を 見る ので ある、 故に 彼等 は合體 せざるを得ないの である、 

や はらぎ  5 ら へって かき こ？ お き て 

彼 (キリ ス卜) は 我等の 和な り、 一 一 者 を 一 となし、 冤 仇と なる 隔の墻 を 毀ち、 律法の 中に 命す る 

のり  つ-り  やはり 

所の 法 を 其肉體 にて 魔せ り、 そ は 二者 を 己に 聯ね之 を 一 の 新しき 人に 造りて 和が しめ 

云々 と ある パゥ& の 一一 ーーロ 辭は 文字通りに 眞理 である (以弗 所 書 二 章 十四 節)、 キリス トイ H スに 在りて 

は 異人 極 同化 問題の 如き 之 を 口にする の 必要 さへ 無い ので ある。 


四海 皆 兄弟で あると 云 ふに 人 は 今猶ほ 人の 敵で ある、 同人種に し て 同宗 敎 なる 英國 人と 獨 逸人と は 

今や 不俱戴 天の 柳 敵で ある、 日 人 は 鮮人を 解せ す 鮮人又 日 人 を 知らす、 誤解に 加 ふるに 冤 仇、 憎惡に 

加 ふるに 復簪、 而 して 如何にして 之 を 除かん 乎と は 政治家 外交 家 を IS す大 問題 である、 而し て 共 完全 

oo〇o〇oooooooooooooooo 

なる 解決 は 唯 一 つ あるので ある、 人々 をして イエ ス キリ スト を 知らし むる にある、 天が下に 之 を 除い 

て 他に 世界平和の 途 はない ので ある、 而 して 神の 倫へ 給 ひし 此途を 取る まで は 世界に 爭鬪は 絶えない 

ので ある、 而 して 我等の 目前に 行 はる、 悲慘の 戰爭は 人類が 此途を 取らざる 必然 の 結 某と し て 生じ 來 

りし 者で ある、 人 は キリストに 在りて 相 和ぐ まで は、 兄； 摘 仇敵で ある、 況んゃ 異邦人 を や、 況んゃ 

異人 種 を や。 

余 は 朝鮮人 中に 善き 信仰の 兄弟 を 有って 居る、 余 は 彼等と 相會 して 我等 は 異人 種で ある 事 を 忘れる， 

我等の 言語の 能く 相通ぜ ざるに 關 せす 我等 は 心の 深き 所に 於て 最も 明かに 相互 を 了解す る、 我等の 使 

ふ 舌の 言語 は異 う、 然 れど靈 の 言語 は異 はない、 我等 は 同じ 詩と 歌と 聖靈に 由り て 作れる 赋とを 以て 

互に 相敎 へ相勸 める (哥羅 西 書 三 章 十六 節)、 我等の 根本的 生命 は 一 である、 我等の最大問題は^！じ 

である、 我等 相對 して 人種 を 忘れ、 歷史を 忘れ、 境遇 を 忘れて、 唯一ず ひ盡し 難き 神の 恩賜なる 主ィヱ 

ス キリス トを頌 め まつる。 

余 は 信者 はー體 であると 云 ふた、 然し 信者と は 敎會員 を 云 ふので はない、 敎會員 は 個々 刖々 である、 

聖公會 員 は 組合 會 員の 敵で あっても 兄弟で はない、 長老 敎會員 は メソヂ スト 敎會 員と 相 軋る、 所謂 基 

督敎界 なる 者 は 歐洲列 國と稱 する が 如き 兢爭 嫉視の 巷で ある、 其 所に 愛 もなければ 平和 もない、 ゲ時 

の 所謂 基督 敎會 なる もの は 神の 國の 戯畫 に過ぎない、 人 を 誤 まる 者に して 敎會の 如き はない、 英國に 


聖公會 あり 獨 逸に ル ー テ ル敎會 ありて 今や 其會 員は戰 場に 相互 を 屠りつ 、あるので ある、 玆に 於て か 

我等 は 基督 敎を 基督 敎會と 離して 考 ふるの 必要が ある、 キリスト は 人 をして ー體 たらしむ るに 關 はら 

す 敎會は 今日まで 人 をして 分離せ しめた、 我等 は 敎會を 離れて キリ ストに 在りて 一 體然り 一 人た るべ 

きで ある。 


ャィ 口 の 女と 余の 女 

路加 傳 研究の 一節 

會 堂の 宰ャ イロ は 使者 をィ H スの 許に 遣 はし 死に 瀬す る 其 小 女 を 救 はん 事 を 請 ふた、 ィ H スは其 請 

を納 れャィ の 家へ と 其 歩 を 運び 給 ふた、 而 して 途上 小 女 は旣に 死した るの 報に 接し、 ャ イロの 落膽 

する を 見て 彼 を 慰めて 言 ひ 給 ふた、 「懼 る、 勿れ、 た 信ぜよ、 小 女は痊 べし」 と、 終に 其 家に 到り 

家人の 死し 小 女の 爲に哭 哀むを 見て 言 ひ 給 ふた r 汝等哭 く 勿れ 彼女 は 死た るに 非す 寢 たる 耳」 と、 而 

して 室に 入り 死し 小 女の手 を 取り 「タリ タクミ、 小 女 起きよ」 の ー聲の 下に 小 女 を 蘇生ら して 之をャ 

ィ a と 其 妻と に 與へ給 ふた、 夫妻の 歡喜は 如何 計りな りし ぞ (路加 傳八章 四十 節 以下)。 

余 も 亦 曾て 死に 瀕せる 小 女を痊 さん 事をィ H ス に 請 ふた、 余 は 余の 祈願の 切なる 事に 於て ャィ 0 に 

劣る 所 はない と 信じた、 而 して 余の 祈禱の 結果と して、 余 も 亦 余の 耳に r 懼る、 勿れた f 信ぜよ、 小 

女は疫 ゆべ し」 との 聲を 聞いた、 然し 乍ら 余の 請 は 終に 納れ られ なかった、 余の 小 女 は 死んだ、 彼女 


は寢 りたる に 非す 實に 死んだ- タリ タクミの 玉音 は 余の 小 女の ために は發 せられなかった、 玆に 於て 

犬なる 疑問 は 余の 心に 湧いた。 i ホ J 曰 は 荒 唐 を 語る ので は あるまい 乎、 或 ひ は 余に 信仰が 無い ので は あ 

るまい 乎と、 而 して 不信の 世 は 余の 信仰 を 笑 ふた、 薄 信の 信者 は 余の 信仰の 不足 を贲 めた、 斯くて 余 

は 身の 內 外より 攻められて 余の 其 時の H 場 は 最も 憐れなる ものであった * 余 は 心竊に 叫ばざる を 得な 

かった 「嗚呼 余 は 基 * 敎を 信ぜ ざり しもの を」 と。 

然し 乍ら 神の 靈は其 時 強く 余の 衷に 働いた、 余 は 終に 余の 懷 疑に 勝つ ことが 屮 I 來た、 ィ H スは矢 張 

り 余の 祈願 を 納れ給 ふたので ある、 余の 女 も 亦 死た るに 非す 寢 たる 耳、 故に 余 も 亦 濯る、 に 及ばす 唯 

信すべき である、 幸に して 余の 小 女の 場合に 於て 彼女の 臨終に 明ね なる 不死の 兆候が あった、 是は確 

かに 余と 余の 妻との 薄 信 を 助けん ために 神が 特に 下し 給 ひし 休徵 であった ので ある、 然し 乍ら 縱し此 

兆候がなかった にしろ 彼女の 死せ ざる 事 は確實 である、 其 證據は 何處に 在る 乎と 言 ふに、 第一に ィ H 

0000000000  00000000000  0000000  000  あかし 

ス 御自身の 復活に ある、 第二に 彼の 御 約束に ある、 第三に 余の 信仰に ある、 實に 「證を 作す もの は 三 

つなり」 である (ョ ハネー 書. 五 章 八 節)、 此三 大證明 ありて 余 は 余の 小 女の 死し に 非す 單に寢 りたる 

事 を 確かに 信す るので ある。 

ャィ tl は 幅なる 人であった、 然し 乍ら 余はャ イロよりも 幅なる 人で ある、 ャ イロの 女 は 蘇生した に 

過ぎない、 余の 女 は 復活す るので ある、 而 して 蘇生と 復活との 間に 大 なる 相違が あるので ある、 蘇生 

は 舊き肉 體の復 生で ある、 復活 は 新しき 靈體 の賦與 である、 前者 は 再び 死ざる を 得ない、 後者 は復た 

死 あらす である、 而 して 復活の 堅き 御 約束に 與 りて (神の 場合に 於て は 約束 は 之に 與 りし 者の 權 利で 

ある) 蘇生 の 恩惠 の 如き は實は 如何で も宜 いので ある。 


「懼る \ 勿れ 唯 信ぜよ」 と， 然り 主よ 余 は 信す、 爾 は 必す爾 に 求む る 者の 祈願 を 斥け 給 はざる こと 

を、 爾の 約束の 天地 は： 愛る とも 渝ら ざる こと を、 余 は 殊に 聖靈 の證を 信す、 「證 を爲す 者は靈 なり、 

靈は 眞實な れば 也」 と ある (ヨハネ 一 書 五 章 七 節)、 神の 靈は 余の 信仰 を確證 して 言 ふ 「汝の 信す る 

所 は眞實 なり、 ィ H スは汝 の 女 をも痊 すべし」 と、 而 して 聖 靈の證 は確實 である * 余 は 之 を 信じて 余 

の 女の 全癒 卽ち 復活 を 待 つべき で あ る 、 而し て 斯く 信じ て 余の 疑 は 晴れ 犬なる 平和 は 余の 心に 臨んだ。 

實に 聖書が ィ H スが 施し 給 ひし 奇跡的 治癒に 關 する 記事 を 載す る は、 人が 之に 由て すべての 疾病 を 

彼に 由て 癒されん こと を敎 へ んが爲 ではない、 ィ H ス は肉體 の醫師 として 世に 臨み 給 ふたので はない、 

新生 命の 供給者と して 現 はれ 給 ふたので ある、 彼の 何たる 乎、 彼の 與へ給 ふ 恩惠の 何たる 乎は此 世に 

て は 能く 科 明らたい ので ある、 地上に 於け る 彼の 御 生涯 は 一 種の 比瑜 に過ぎないの である、 ラザ n の 

むすめ  すべて 

役 生， ャィ ri の 女の 蘇生、 是れ皆 之に 似た る 或る 他の 大た， 0 事 實の豫 兆に 過ぎない ので ある、 總の信 

者は此 世に 在て ラザ 口 の 如くに 庭ら されない ので ある、 然れ ども キリス トの 再び 顯 はれ 給 ふ 時に 總の 

信者 はラザ & よりも 遙 かに 確 實 なる 意味に 於て 庭 へらさる、 ので ある、 ャィ n の 女の 場な 口 も 亦 同じで 
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ある、 總の 信者の 女はャ イロの 女の 如くに 死より 甦 へらされな いので ある、 然し 乍ら 來 らんと する 祝 

すべき 復活の 朝に 於て は總の 信者の 女 は 彼等の 祈 禱に應 じて ャィ a の 女よりも 遙 かに 確 實 なる 意味に 

於て 復活の 恩惠 に與 かるので ある、 此 ¥ ど敎 へんが 爲 めの 福音書 の 記事で ある、 此事を 解せ すして、 

我 女 も 亦ャィ 口 の 女の 如くに 蘇生 せんこと を, 求 ふ、 淺慮此 上た しで ある。 

實に ョ ブ の 信仰が 總の 信者の 信仰で ある、 

我れ 知る、 我 を 牘ふ者 は 生く、 後の 日に 彼れ 必す 地の 上に 立ん、 我が 此皮此 身の 朽 果 ん後 我れ 肉 


を 離れて 神 を 見ん 

と (約 百 記 十九 章廿 五、 卄六 節)、 「我れ 知る」 である、 單に 「信す」 ではない、 旣に 成りし 事と し 

て 知る である、 我が 贖罪 者 は 生きて 在し 給 ふ、 我が 此皮此 身は朽 菜 んも 然れ ども 我れ 此肉を 離れて 我 

が 救の 神なる 彼 を 見 奉らん と、 實に 偉大なる！：；； H 仰で ある、 而 して 眞の 信者 は 自分に 就ても 亦 自分の 愛 

する 者に 就ても ヨブの 此 信仰 を懷 くので ある、 キリ スト は 今日と 雖も 我等の 切なる 請 を 斥け 給 はない、 

而 して 我等の 請 ふが 儘 を 聽き給 はざる 場合に は 之れ 以上に 聽き給 ふので ある、 我等の 祈 求を聽 かざる 

が 如くに 見せて 我等の 衷に 堅き 信仰 を 起し 給 ふ、 而 してやが て 其 信仰に 應 じて 蘇生 以上の 恩惠 なる 役 

活の 恩惠を 以て 我等に 報い 給 ふ。 

世の 所謂 識者 等 は 余の 此言を 以て 「自信の 妄想な り」 と 評する であらう、 或 ひは爾 うで あるか も 知 

ら ない、 然れ ども 信仰 は靈 魂の 確實 なる 實驗 である、 是れ自 から 起さん と 欲して 起す 能 はざる 者で あ 

る 、 哲學 の 言 を藉り て 言 ふ ならば 是れ 何よりも 確實な る 自己 意識 の 確實な る 實驗 である、 而 して 此實 

驗 あるが 故に 基督 者 は 其 愛する 者 を 取 去られて 神 を 疑 はない ので ある。 


一 醫 家の 證 明 

去年 十二 ガ 十七 日加 If 誕節 準備 講演と して 述べし 所 

〇 キリ ス トの奇 10 的 出生と 云 ふが 如き は 今や 一 笑に 附 せらる k が 普通で ある、 不信者に 限らない 信者 

までが 今や 眞 面目に 此問题 を取极 はない ので ある、 使徒 信經に 「主 は Si 靈 によりて 胎り處 女 マリヤよ 

り 生れ」 と ありて 敎會は 日曜日 毎に 之を唱 ふると 雖も、 今や 平信徒 を 始めと して 牧師 祌學 者に 至る ま 

で眞 面目に 之 を 信す る 者と て は 雨 夜の 星の 如くに 稀れ である、 彼等 は 首 ふので ある 「ケ や 科學の 進歩 

に 由り 斯 かる 事 は 全く 信すべからざる に 至 つ た、 而 して 縱し此 信 條が取 除か る k とも 基督 敎は 其惯： g 

を 失 はない、 キリストの 敎訓、 其 人格が 存る間 は 彼の 出生の 方法 等 は 問 ふの 必要な き 問題で ある、 キ 

リ ス トの奇 接 的 出生 は 多くの 聖人の 出生 談と 等しく 後世の 信者が 祖師 を 念す るの 篤き より 自づと 湧出 

し 神話と 見て 敢て 差閊 はない ので ある」 と。 

〇 然し 乍ら 問題 は如斯 くにして 容易に 解き 去る こと は 出来ない ので ある、 實に棄 る は 易く、 獲る は 難 

く ある、 疑 ふ は 易く、 信す る は 難く ある、 之 を 一 笑に 附 して 顧みざる は 何人も 爲し 得る 所で ある、 然 

れ ども 千 九 百年の 永き 間、 堅く 信者の 間に 信ぜられし 此事は 深き 研究な くして 容易に 放棄 せらるべき 


もので はない、 ^に 識者に して 今 猶ほ此 信仰 を 堅く 取て 動かざる 者の ある こと は大に 注意す ベ き 事で 

ある。 

〇 第一 に 注意すべき 事 は キリストの 奇睛的 出生 を俾 へし 路加 傳の 著者 ルカの 人物で ある、 彼 は 希腦人 

であって 醫 帥であった (コ 0 サイ 書 gl 章 十四 節)、 而 して 希職當 時の 醫師は 今日 吾人が 想 ふが 如き 無 

智無學 の 者ではなかった、 すべ て の學 問が X 布臘 人を以 て 始まりし 如くに 醫學も 亦 彼等 を 以て 始まった 

ので ある、 而 して 祈 C 學思想 が 隆盛 を 極めし 當時 の 醫學 は 迷信 を 事實と して 認む るが 如き 者で はな かつ 

た、 ルカ は 高等 敎育を 受けし 希臘 人であった、 彼 はヒボ クラ テスの 流 を 汲みて 醫學 者で ありし と 同時 

に 又へ tl.} タスの 迹に從 ひし 歷史 家であった、 彼の 奢 作な りと して 傳 へらる k 路加 俾と 使徒 行 俾とは 

何の 方面より 見る も 立派なる 歷史 である、 而 して 此歷史 〔汆が 彼の 著作の 劈頭の 序文に 於て 左の 如くに 

述べて 居る ので ある、  ， 

我等の 中に 篤く 信ぜられ たる 事を始 より 親しく 見て 道に 役へ たる 者の 我等に 傳 へし 如く 記載 ねん 

と 多くの 人々 之 を 手に 執れり、 故に 貴き テョ ピ n よ、 . 我 も 亦 原より 諸の 事 を 詳細に 考究ね たれば 

次第 をな して 汝に 書き 贈り、 汝が敎 へられし 所の 確實 なること を曉 らせんと 欲へ り、 

と、 是れ 路加 傅の 著 はされ し 目的で ある、 是は 記事の 出 所に 溯り 深き 研究 を經て 後に 作りし 著述で あ 

る、 「原より 諸の 事 を 詳細に 考究ね たれば」 と ある は此 事で ある、 ルカ は玆に 小說を 作らん としたの 

ではない、 眞 面目なる 歷史を 書かん としたの である、 故に 研究の 勞を惜 ます、. 研 鐵考證 の 結 ra^ に 成り 

し 者が 路加 傳 である、 科 學的敎 育 を 受け、 史學 的觀察 力に 富みし 此 人に 由り て 成りし 此歷史 は 彼が 之 

を^に 與 へんと 欲 せし 其精祌 を 以て 受取 ら るべき 者 で あって、 實 に 古代 歷史中 最も 信賴 に 値 ひすべき 


者で ある。 

OOO0O0OOOOOOOOO0O0O00O0OO00OOOOOO0 

〇 然るに 此歷 史的 著作 は 直に キリストの 出生に 關 する 記事 を 以て 始 つて 居る ので ある、 「ユダヤの 王 

へ 口、 デの 時に ァ ビアの 班なる 祭司 ザ カリヤと 云へ る 者 あり」 と 云 ひて 時代 を 語り 人物 を 語りて 純粹な 

る 歷史を 語りつ、 あるので ある、 其 序文の 明 首に 由り て 考究 を經て 成りし 歷史 なる を證 し、 而 して 記 

事 其 物に 由り 彼の 序言の 決して 空言なら ざる を證 しつ k あるので ある、 此 事に 注意せ すして 一 章廿六 

節 以下の 處女 マリヤの 懷 胎に關 する 記事 を 以て 信者の 迷信に 成りし 神話と 見做さん 乎， 著者の 序文 は 

立 どころ に 打消さる、 のであって 序文 は 却て 著者の 不誠 實を證 する 者と なる ので ある、 著述に 從 事す 

る 者 は 何人も 知る ので ある、 著書に 於て 最も 貴き 部分 は 其 第一章で ある、 著者の 精神、 其の 目的、 文 

こも  かんの 5  わけ 

體 意匠、 すべてが 第一章に 龍る ので ある、 而 して 文字の 事に 堪能な りし ルカが 此事を 知ら ざり し譯は 

はじめ  すペて  つ. -二ひ .i- か おした つ  しる 

ない、 彼 は 原より 諸の 事 を 詳細に 考究ね て 書き記し たりと 言 ひ 置きながら 彼の 著書 第一章に 於て、 而 

かも 序文に 次いて 歷史に 代りて 神話 又は 小說を 書き記して、 彼 は 全然 彼の 著作 を 破壞し 去った ので あ 

る、 而 して ルカが 斯 かる 非常識の 人で なかり しこと は 何人も 認 むる 所で ある， 斯くて キリスト 出生に 

關 する 記事 を 莨と 見做さ f る 事はル カ竝に 路加 俾の 信用に 關 する 大 問題で ある、 ル 力の 言 を 重んじ、 

路加 傅 全 體の歷 史的 價値 を認 むる 者 は 止む を 得す 第 一 章の 記事 を事實 として 認めざる を 得ない ので あ 

る 0 

〇 ルカが 歷 史眼 を 具へ たる 人で ありし こと は冷靜 なる 歷 史家 英の W . ラム セ—、 獨の ハル ナック 等の 

等しく 認む る 所で ある、 四 幅 昔 書中 近 I 史學 の 立場より 見て 最も 歷史， 的なる は 路加 傳 である、 而 して 

此 路加 傅が キリスト、 奇蹟 的 出生の 記事 を 以て 始まって 居る ので ある、 是れ 史學上 見逃すべからざる 


大事で ある、 史學の 定則 を 知らざる 者は斯 かる 事 を 以て 小事と 見做すな らん も、 眞の 史家 は 自己の 信 

仰 如何に 由て 史學 上の 大事 を 左右 せんと 爲な いので ある、 然り、 彼 は 之 を 左右す る ことが 出來 ない の 

である、 ゥ イリヤ ム • ラム セ. 》 氏の 如き 史學の 泰斗が 彼の 專 門の 立場より して ルカの 記事 を事實 とし 

て 採用す るに 至りし 理由 は玆に 在る ので ある、 卽ち 史家が 史學の 原則より 脫 する ことが 出來 すして 玆 

に 至った ので ある。 

然 かるに 現代人 は 曾 ふので ある、 ルカ は醫學 者な りと 雖も千 九 百年 前の 醫學 者で ある、 ヒボ クラ テ 

スの翳 學を今 曰の 醫學に 較べ て 小兒を 大人に 較 ぶる の感が あるので ある、 故に ルカの 證明は 今日に 至 

りて は 醫學上 何等の 價値 もない ので ある * 我等 は敢て ルカの 誠 實を疑 ふので はない、 唯 第 一 世紀に 於 

ける 醫學を 疑 ふので ある、 キリストの 奇 i0 的 出生の 如き、 第 二十世紀の 今日の 醫學の 立場より 見て 荒 

唐 無稽の 談と謂 はざる を 得ない と。 

然るに 玆に 近世 醫學の 代表者と して ルカの 記事に 關し 最も 有力なる 證明 者が あるので ある、 ドク ト 

ルケ リ I  (Howard  A.welly,  M.D.-LL.D.) と 云 へ ば 米國ジ ヨン ス • ホップ キン ス大 學敎授 として 世 

界的聲 名 ある 醫學 者で ある、 彼 は 外科 醫 術の 世界的 權威 である、 獨 逸の 學界に 在りて は米國 の^者と 

云 へ ば 全 體に輕 蔑す るが 常 なれ ども 彼れ ドクトル ケリ ー に 至りて は 例外 である、 ケリ ー 氏の 學と 術と 

は 大西洋 兩 岸の 等しく 認 むる 所で ある、 外科 醫 術の 造詣 深き 人に して 世界に 此 人に 超 ゆる 人 は 無い の 

である、 而 して 更らに 注意すべき はケリ ー 氏が 殊に 產科醫 として 最上の 地位 を 占む る 事で ある、 醫學 

者に して 而も 産科 醫、 此產科 醫學の 世界的 ォ ー ソリチ ー が キリ ストの 奇蹬的 出生 を 確信し 之 を 唱道し 

\ ^企まない ので ある、 彼 は 一九 一 五 年 十月 發 行の 『我等の 希— 望』 なる 雜 誌に 投書して 明白に 此 事に 關 


する 彼の 信仰 を 述べて 居る ので ある、 彼 は 勿論 此 事に 關 する 醫學 上の 說明を 供へ ない、 其 事 は 不可能 

である、 然し 乍ら 警師 としての 彼の 立場より して 同業者 ルカに 對し 深き 同情 を 表し 祌の 子ィ H ス キリ 

ス トが 人類の 救 主として 其 聖職 を果 さんがた めに は、 ルカが 記せる が 如き 方法に 由り て 生まる k の必 

要 ありし こと を 大膽に 且つ 明白に 述べて 居る ので ある、 彼 は 言 ふ、 

若し 余が キリスト はョ セ フ の. 子で あると 信す るなら ば、 彼 は 余に 取り 主 キリ ス ト ではな いの であ 

る、 假令 彼が 世界最大の 敎師 であると しても 其れ丈け では 余 は 今猶ほ 罪の 中に 在る ので ある、 罪 

い  きょ  すび 

人なる 余 は 如何にして 至と 聖き祌 の 前に 出て 燒き盡 さる \ こと 無き を 得る 乎との 焦眉の 問題に 余 

は猶ほ 苦しまざる を 得ない ので ある、 

と、 ケリ ー 氏に 此 鋭敏なる 良心 ありて 彼 は 彼の 該博なる 醫學を 以てして 猶ほ キリス トの 奇蹑的 出生 を 

信受 せざるを得ないの である。 

聖 ルカと ドクトル • ケリ I、 キリストの 奇蹟 的 出生 を傳 へし 者 は 醫師、 而 して 醫學速 進の 今日、 此 

事を唱 へて 躊路 せざる 者 も 亦醫師 である、 青年よ、 小神學 者よ、 汝等は 容易に 學 者の 批評 を 聞いて 汝 

等の 信仰に 動 搖を來 すべきで はない、 學 問の 上に 學 問が ある、 而 して 深き 學問は 常に 信仰と 一致す る。 

二 初 詣 (一月 七 =0 

路加 傳 1 二 章 四十 一— 五十二 節 

ュ ダャ 人の 慣例に 依れば 彼等 は 毎年 三度び エルサレム に 上りて 節 筵 を 守った、 卽ち逾 越、 ぺ ン テ コ 

ステ、 及び 構 盧の節 筵 之れ である、 就中 重大なる は逾 越であった、 而 して マリアの 夫 ヨセフ も 素より 


敬虔の 人で あれば 常に 此惯例 を K 行した、 小兒ィ H スは旣 に 幾度 か 父母に 伴 はれて 都に 上った # が あ 

つたら う、 併し ユダヤに 於て 小兒は 十一 一歳に 達して 一 人前と 見做さる \ の である、 故に 「彼の 十一 ： 歳 

の 時節 筵の 例に 循ひ H ルサ レムに 上れり」 (四 一 節) と ある 其 時が ィ H スの眞 の 初詣と 稱 すべき もの 

とし て 見て 宜 からう。 

時 は 陽春 四月の 候パ レス チナの 村々 町々 より 幾 十 萬の 人々 互に 手 を携へ 群を成して 絡 鐸 として ェ ル 

みやこ *i うで 

サ レム に 向った、 小兒は 又小兒 同志の 一 團を 作って 同行した、 彼等 は 皆聲を 揃へ て 所謂 京 詣 の 歌 を 

歌 ひつ、 進んだ ので ある、 其 如何に 美 はしき 歌な りし か は 詩篇の 示す 所に より 一 斑 を 窺 ふ 事が 屮 Z 來る、 

初詣の 習慣 は必 すし も ユダヤに 限らない、 我等の 間に も亦此 I：： 惯が ある、 併し乍ら ユダヤ人の 京詣の 

如き 壯嚴 なる ものに 至って は 到底 他 邦 に 共 例 を 見る 事 は 出来ない。 

彼等 は 七日の 問 h- ルサ レム に 滞在して 節 鐘 を 守り 而 して 後 歸途に 就いた、 ィ H スの 父母 は 其 子の 獨 

り H ルサ レム に 留まれる を 知らす 多分 小 兒群屮 に 在るな らんと 思 ひて 一 日路を 歸り往 いた、 然るに ィ 

H ス の 姿の 何處 にも 見當ら ざるに 氣付 くや 之 を 尊ね て W び エルサレム に 歸り途 に 三日 目に 殿に て 彼 を 

發 見した ので ある、 母 は 彼に 吿げて 曰 うた 「子よ 3： ぞ 我等に かく 行した る や、 汝の 父と 我と 憂へ て汝 

を 尋ねたり」 と、 乍然ィ H スは 之に 對し 答へ て 曰うた 「何故 我を尋 ぬる や、 我 は 我が 父の 事を務 むべ 

きを 知らざる 乎」 と (四 三— 四 九 節)、 原意 は 「我が 父の 事を務 むべき 云々」 とい ふよりも 寧ろ 「我 

は 我が 父の 家に 居るべき を 知らざる 乎」 とい ふに 近い、 卽ち 彼の 父母が 彼の 不在 を 憂へ 諸 所 尋ね 見た 

りと 言 ひしに 對し r 汝等 憂へ て 我 を 尋ねたり とよ、 され ど 何故 我を尋 ぬる 必要 ありし ぞ、 我 は 我が 父 

みや 

の 家 (殿) より 他に 在るべからざる 者に 非す や」 と 答へ たので ある。 


驚きた るはョ セ フと マリアであった、 今日 迄 極めて 從 順にして 父母の 命 維れ 從 ひし 子が 此時 初めて 

何やら 兩 親に 抵抗す るら しき 語氣を 漏らした ので ある、 「雨 親 は 其 語れる 事 を曉ら す」 と ある (五十 

節)、 彼等 は 勿論 ィ H スの此 一 百 を 解す る を 得なかった、 併しながら マリア はィ H スの 一一 一一 口 を 忘れな かつ 

た、 「其 母 之 等の 凡ての 事 を 心に 藏 めぬ」 (五一 節)、 今 は 其 意味 尙ほ 不可解で ある、 併し 何時か t 

明る 時が 来るな らんと 思 ひて 之 を 心に 藏め たので ある、 不信なる 現代人 殊に 其 靑年學 生 は 何 か 自己の 

頭腦を 以て 解す る 能 はざる 祕義に 遭遇す る 時惜氣 もな く 之 を 抛棄す るので ある、 W しながら 信仰 ある 

人の 態度 は 其で はな：；、 彼 は 自ら 解せ ざれば とて 直に 之 を拋棄 しないの である、 暫く 其 儘 心中に 保留 

してやが て 光の 與 へらる、 時 を 待つ ので ある. 是れ 特に 婦人に 多き 態度で ある、 而 して マリアの イエ 

ス に對 する は 常に 此の 如くであった。 

ィ H ス はか k る 返答 を爲 したる も敢て 我意 を 固執す る 事な く 柔順し く 父母の 一一 百に 從ひナ ザ レ に歸っ 

いや. *4 さ 

た、 而 して 爾来 「智慧 も^も 彌增り 神と 人と に 益々 愛せられたり」 と ある (五一 一節)、 知慧と は靈的 

Q 智識で ある、 齢と は 寧ろ 身長と 譯 すべき 語で ある、 卽ち 智識 も身體 も、 内部 も 外部 もで ある、 -s: は 

祌に 愛せられ 外 は 人に 愛せられて 神の 子ら しき 成長 を爲 したので ある。 

以上 は 事 實其儘 何等の 潤飾 を 施さざる 記事で ある、 ^し 乍ら 之に 批評眼 を 注いで 二三の 說を爲 す も 

のがない ではない、 其 一 例 は マリアが ィ H スに 告げし r 汝の 父と 我と 憂へ て 云々」 なる 語を捉 へて ィ 

ェ ス の處女 降誕 を 否定 せんとす る 者で ある、 旣に ヨセフ を 以て イエ スの 父と 明 一一： 一 C する 以上 彼が ヨセフ 

の實 子たり し は 明かなら す やと 主張す る、 併し乍ら か k る 論者に 對 して ィ H ス 御自身の 返答の 語が 直 

に 辯 較を爲 すので ある、 ィ H スは 答へ 給うた、 曰く 「我 は 我 父の 家に 居るべき を 知らざる 乎」 と、 卽 


ち 「汝は ヨセフ を 我が 父な りと 言 ふ、 W し 乍ら 我 父 は^に あり」 と 曰 ひて 言下に 母の 誤謬 を 正し 給う 

たので ある、 是れ 蓋し ィ ェ スが 人の子に 非す して 神の 子. たる 事の 最初の 發 表であった。 

又 或は 此處に 於け るィ H スの 返答の 語 を 以て 母に 對 する 詰責の 辭 となし、 後に 彼が 傅 道 を爲し 給へ 

る 時 母 及び 兄弟の 彼に. 言 はんとて ュ？^ ね來 りしに 對し 「我が 母 は 誰ぞ我 兄弟 は 誰ぞゃ …… 凡て 我が 天に 

在す 父の 3s を 行 ふ 者 は 是れ我 兄弟 我 姉妹 我 母な り」 と in ひ 給 ひしと 相俟 ちて 基督 敎に 孝道な きの 實證 

となす ものが ある、 併し乍ら か、 る 非難の 誤れる 事 は 聖書 全體 より 見て 明，：：： である、 殊に 十誡の 如き 

は 最も 高き 意味に 於け る 孝道 を敎 へて 居る ので ある、 ィ H スは兹 に 母 を 責め 給うた ので はない、 其の 

誤 を 正し 給うた ので ある、 イエス は 父母に 仕 ふるに いと も 柔順であった、 唯 齢 を 重ぬ るに 從ひ 自己が 

ヨセフ、 マリアの 子に 非ざる 事 を 益々 明瞭に 意識し 給うた、 而 して 彼等が ィ H スと 共に 生活す る 間に 

自ら 人情に 囚 はれて 父母た るの 態度 を 取りし 時に ィ ェ ス は 常に 靜 かに 其 誤 を 正し 給うた ので あらう、 

「我 は汝 等の 子に 非す 我は汝 等の 救 主な り」 と敎へ 給うた ので あらう、 かの ガリ ラャの カナに 於け る 

をん な  ケゝ はり 

婚 筵の 時に も r 婦ょ汝 と 我と 何の 關與 あらん や」 と 言 ひ 給 ひしが 如き 亦 其 一例た るに 過ぎない、 故に 

マリア は 常に 之 を 心に 藏 めた、 而 して 此事は マリア 等の 救に 大關 係の ある 事であった、 定に ァゥガ 

スチ ンの言 ひし 如く マリアの 救 は 其の ィ H スを 生みし 事に あるので はない、 其の 我等と 1M じく 罪を悔 

改めて ィ H スに 頼る 事に あるので ある、 同じ 樣な 事が 我等の 家庭に 於ても 起り 得る ので ある、 卽ち子 

が 親より 以上の 天職 を 有し 親の 誤 を 正す 事が あるので ある、 肉 體の關 係 は 霊魂の 關 係に 及ばない、 我 

等の 眞の 兄弟 は 誰ぞ、 肉體の 兄弟に 非す して 信仰の 兄弟で ある、 是れ 奈何と もすべからざる 事で ある、 

故に ィ H スが斯 かる 言 を 以て 父母の 誤！^ を 正し 給 ひし は 多分 其 三十 年の 御 生涯 中 層々 繰 返された る 事 


であらう- 此 場合に ありても 彼が 父母に 抵抗し 給 ひしに 非ざる 最上の 證據は 毫も 我意 を 張る 事な く 直 

に 父母に 從 ひて ナザレに 歸り給 ひし 事に ある、 かくて 彼 は 爾後 十八 年の 間 親に 仕へ て 柔順に、 ヨセフ 

の 歿後 は 自ら 其 業を繼 承し て 工人 の 生活 を繽け 給うた の で あ る。 

みや  警, 費， 9  , 攀 

ョ セ フと マリア 彼 を 尋ね 三日の 後 殿に て 彼に 遇 ひし 時ィ H スは r 敎師の 中に 坐し、 且聽き 且問ひ 居 

たり」 と ある (四 六 節)、 「且聽 き且問 ひ」 とい ふ 是れ敎 師に對 する 生徒の 態度で ある、 ィ H スは決 

して 此時 深遠なる 大 問題 を 提供して ドクトル 連 を 驚かし 給うた ので はない、 眞の 知識 を 求めて 之を聽 

つ， 丄み ほころ 

き 給うた ので ある、 彼が 祌の 子た るの 自覺は 此時渐 く 蕾の 錠び 初めん とする が 如き 狀態 にあった ので 

ある、 然るに 此單純 明白なる 記事 を 曲解して ィ H スの 幼時 旣に 異常なる 能力 を 有し 多くの 敎師 を敎へ 

給 ひしと 爲す 者が ある、 十七 世紀 頃よりの！ I 畫 にか \ る 思想 を 以て 描かれし ものが 少 くなかった、 又 

聖書 以外の 或る 基督 傳 にも ィ H スが此 時 天文 物理 哲學 上の 大 問題 を 提げ ァラ ビヤ 希 職 等 諸 邦よりの 學 

者に 說明を 試み 給 ひしと 記されて 居る、 唯 之 を 路加 傅の 記事 其 儘に 描出した る もの はかの 有名なる ホ 

フ マンの 畫 である、 玆には 天才の 想像が ィ H スと其 周圍の 人々 と をい み じく も 活躍せ しめて 居る、 ィ 

H スは其 衣装と いひ 擧 動と いひ 純然たる 小兒 である、 唯罐に 其炯々 たる 眼光に 於て 常人と 異なる を 見 

るの みで ある、 而 して ィ H スの 正面に 坐す る は 博學の ドクトル である、 彼 は 萬卷の 書を讀 破して 漸く 

獲得した る 眞理を 今 目前の 一 小兒の 口より 聞いて 啞然 たるの 狀 である、 其 傍に 立てる は 一 宗敎 家で あ 

る、 彼が 愤侶 たる 事 は 其 纏へ る 衣服の 示す 所な りと 雖も 其の 頭の 骨相 は 明かに 彼が 大 俗人た る 事を證 

して 居る、 而 して 此宗敎 界の大 俗物 は 偏に ィ H スの單 純を憐 むの みで ある、 其の 隣なる は 富裕なる 貴 

族で ある、 彼 も 亦 驚展と 憐愍と を 以て 小兒を 見下す に過ぎない、 彼等と 相對 して 唯一 人眞に イエス を 


解し 得た る 人が ある、 彼 は 平信徒に して 誠 實に眞 理を慕 ひ 求む る 人で ある、 之等數 人をィ H スの^ 園 

に 立た しめたる 後畫 〔尿 は尙 或る 一人 を 書き 遣す を 得なかった、 そ は卽ち 11^ 衆の 代表者で ある、 彼 はさ 

も 無定見ら しき 相貌 を 以て イエスの 背後より 窺き 見て 居る、 其 態度 は 飽く迄も 不 面目で ある、 人ィ 

ヱ スを迎 へて 「ホ ザナ よ」 と 一一： 一 c へば 彼 も 亦 r ホザナ よ」 と 叫び 「之 を 十字架に 釘け よ」 と 言へば 彼 も 

亦 聲に應 じて 「十字架に 釘け よ」 と 言 ふ、 定にィ H スの 全生涯に 1 りて 彼に 接觸 したる 凡ての 人の 典 

型が 玆に 羅列せられ たので ある、 而 して 之 等の 人々 の 間に 坐して 「且聽 き 且問ひ 居た る」 ィ H スの面 

影が 最も 如實に 描かれて 居る ので ある リ 

^臭 十二 歳に して 旣に祌 の 子た るの 自覺 ありし とい ふ、 之 を 異と言 はば 一一-一 c ひ 得ないで はない、 併し 

乍ら 嚴冬 尙ほ酣 にして 一 日 寒 氣頓に 和ぎ 春光 天地に 普き を 思 はしむ る 事 あるが 如く 人 は 十二 三 歳の 幼 

年に 在りて 鬼 も すれば 全生涯 を豫 表すべき 事 實を現 はすこと 決して 稀で はない ので ある、 天才の 生涯 

若く は 我 邦の 上人の 傳記 等に 之 等 類似の 事例 を認 むる 事が 出来る" 親鸞 上人が かの 有名なる 「あす あ 

りと 思 ふ 心 は あだ 樱」 を 詠みし は 其の 九 歳の 時であった、 法然 上人が 出家 せんとて 師の 許を訪 ひし も 

亦 其 頃で あつたと 思 ふ、 昔樂 家べ ー ト ー フ ェ ン は s: 歳に して ビア ノを彈 じ 十 一 歳旣に 作曲 あり 其の ト 

一 一歳の 時 は 維也納に 於け る 合奏の 指揮者た りしと いふ、 是れ 蓋し 初めて 天才 を 現 はすの 時期で ある、 

况んゃ 神の 子た るィ H スが此 時 初詣 を 試み 腐敗せ りと 雖も 宗敎の 中心地に 入りて 殿中 祌學 者の  一 W と 

# し 給 ひし 時 特に； W 子た るの 自覺 湧き 來 りしと は 宠に さも あるべ き 事で ある、 是れ 寧ろ 自然 的なる 信 

すべく 納 くべき 話で ある、 其の 自發 的なる 所に 却て 啓示が あるので ある、 故に 不信の 敎師等 は 之を奇 

とする に 過ぎ ざり しも 見る 眼 は 解した ので ある、 母 は 心に 藏め たので ある、 {曰疋 に 信仰の 立場より 見て 

大正 六 年  一 1 三 E 
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イエ スの 初詣の 出来事 は 其の 奇蹟 的 出生に 鑌 いての 神の 子た るの 證蹟 であった、 唯 彼は祌 子の 自覺ぁ 

りと 雖も 子と して 父母 を 敬 ふ 事 を 怠らなかった、 雨來 十八 年の 問ナザ レ の 寒村に 父の 跡 を繼ぎ 母に 仕 

へ て 能く 家 を 整へ 以て 齢 三十に 至った、 孝養の 道 は. 神の 子ィ H スと雖 も 身 を 以て 實 行し 給うた ので あ 

る。 (本文 以下、 藤井武 筆記) 

三 S 督の 出世 (一月 十四日) 

路加 傳 第三 章  " 

ィ ェ ス は 十一 一歳の 時 H ルサ レム に 初詣 を爲 したる 以来 十 有 八 年の 問隱れ たる 生涯 を 送り 給うた、 此 

問に 就て は 記事の 徵す べき ものな しと 雖も 多分 普通人 の 如くに 暮し 給う たので あらう、 古き 傳說 に 曰 

ふ、 父 ヨセフ はィ H ス 十八 歳の 頃 死し 爾來彼 は 父の 後を繼 ぎて 大工の 職 を 取り 給へ りと、 但し 大工と 

言 ふも賃 取りの 被慵 者で はない、 家に 在りて 手工 を 業と する 獨 立の 經營者 である (我 邦の 指 物 師の如 

き は 最も 其に 近き 者で あらう)、 ジャス チン. マ ー タ I の 書に 基き て 描かれし 古畫に 二十 五 歳計の 靑 

すき 

年ィ H スが孜 々として 農夫の 用 ゐる鋤 を 造れる 圖が ある、 蓋し 隱れ たる 生涯に 在りても 能く 生計 上の 

獨立を 守り 人 を 欺かざる 良き 器具 を產 出して 以て 神の 榮を顯 はし 給 ひし 事 を 表出した る ものである * 

卽ち人 は 知らす と 雖も唯 神 のみに 頼り 日々 の 仕事の 確實を 以 て 無言 の 說敎 を爲す の 生活 で あ つ て せ だ に 

神の 子ら しき 生涯と 言 はざる を 得ない、 併し乍ら 彼 は 終に 世に出で 自己の 全 生活 を 以て 祌を顯 はし 給 

うべき 時が 來た、 路加 傅 第三 章 は卽ち 基督 出世の 記事で ある。 

つ i び. - r 

而 して ルカ は 其 序文の 冒頭に 於て 敍 べしが 如く 「初より 凡ての 事 を 詳細に 考究し」 たる 結菜歷 史的 


精細 を 傅へ て 曰 ふ、 時 は羅馬 皇帝 テ ベリオ. カイ ザ ル の 第 十五 年に して ユダヤ の 方 伯はボ ン テオ. ビ 

ラ 卜たり 隣の 分封の 君 はへ ロデ、 ピリ ボ 及び ルサ -ーァ たり、 叉 H ルサ レムの 祭司の 長 は アン ナス、 

カャ パの兩 人たり しと ( 一 、 二 節)、 是の 如き 詳密なる 歷 史的 叙述 は卽ち 其の 事實が 或る 特別なる 時 

と 所と に 於 て 起り し 事 を 示す も のであって、 記事の 內容の 眞實 を證す るが 爲に 甚だ 有力な る 村 料 で あ 

る、 "だに. m つて 路加 傳 の；！ 用 を 增す事 一段で ある、 獨り 路加 傅の みならす 福音書の 書き方 は 凡て さう 

である、 此點に 於て 福 昔 書 は 寧ろ 孔孟の 書と 相 近く 怫敎 の經 典と 相距る * 遠い、 路加 傳三章  一、 二 節 

の 如き は Ad も 史眼 を 具す る 者の 容易に 着 過すべからざる 記事で ある、 加 之 テベ リオ • カイ ザルと 言へ 

ば羅馬 帝國 第二 世の 皇帝で ある、 當 時の 羅馬は 世界的 大帝 國 であった、 今日 歐洲に 雄飛す る 諸 邦の 如 

き は實に 常時の 羅馬 帝國 の繼續 たるに 過ぎない、 近世 文明の 淵源 は當 時の 羅 馬に 在った ので ある、 故 

に キリス トの出 f は 其 地位より 見ても 獨特 なる ものであった、 彼 は釋迦 孔子 等の 如く 印度 又は 支那の 

舞臺に 現れす して 人類 歷史の 本流 巾に、 而も 其れが 判然 世界的と なりし 處に 現れ 給うた ので ある。 

キリ ス トの 出世に 先 だち 彼 を 世に 紹介した る 者はバ プ テス マの ョハ ネ であった、 ョ ハネと キリス 卜 

と は 其 母 同志が 親戚な りしに 由り 又 互に 血 緣の關 係を冇 した、 併し乍ら 其 性質 は 全く 相違して つた、 

ョ ハネは 正義 一方の 極めて 厳格なる 人であった、 彼 は 昔の 豫言 者の 生涯 を 其 儘に 資行 せんと 欲し 家 を 

棄 てて 曠野に 出で 贫 にして 潔き 生活 を 送った、 然るに キリス トは溫 き 家庭に 普通人と して 育ち n 常の 

生業に 從 事して 隣人 を 幸福なら しめた、 彼 は {是 に 「恩寵と 眞理 にて 充ち」 たる 人であった ので ある、 

是の 如く 其 性格 を與 にしたり と雖も キリス 卜 は づ ョ ハ ネに 紹介 せられて 世に出 づ べきであった、 凡 

そ 偉人に して 斬新なる 敎を 提唱 せんとす る 者 ある 時 必すゃ 3： 人 かが 之 を 世に 紹介す るの 必要が ある、 
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是れ 啻に 紹介 せらる、 其 人の 爲 のみなら す义 之を受 くる 世の 人の 爲に 必要で ある、 殊に 其 人の 偉大な 

れ ばなる 程 紹介の 必要 も亦大 である、 然ら すん ば 世 は 遂に 彼 を 解す る 事が 出来ない ので ある、 故に 友 

人と して 是の 如く 重大なる 任務 はない、 英のカ ー ライル 當初 世に 知られざる 事 幾年、 後 海 を 超えて 訪 

ひ來 りし H マ ソ ンが米 國に歸 りて 彼の 偉 を 紹介せ しょり 人 は 渐くカ ー ライルの 名 を 知った ので ある、 

若し ェ マソ ン微 りせば 力 ー ライル を 知らざる 我等の 不幸 果して 幾許な りし ぞ、 况んゃ キリストの 骨に 

ar つるに 方り て は 彼と 民と を藥 ぐべき 特殊の 人の 存在 は缺 くべ からざる 要件であった、 王者の 行幸に 

みちぶ しん 

際して は 民 は先づ 道普請 を 成して 之を迎 ふるので ある、 其 如く 神の 子の 出現に 際して は 「凡ての 谷 を 

埋め 凡ての 山崗を 夷ら げ 屈曲り たる を 直く 崎嶇 しき を 易く」 して 之を迎 へねば ならぬ、 而 して 是の如 

く 主の 道. を 備へ其 徑 を 直く したる 者が 卽ち パプ テス マの ヨハネで あつたので ある。 

ョ ハネは 叉 キリス 卜の 紹介者と して 最も 適當 なる 人であった、 キリスト を 紹介 せんが 爲には 特^の 

人 を 要する、 キリスト は 政治家に 非す 美術家に 非す、 彼 を 紹介 せんとして 其 勢力 其 美 を稱揚 する も 無 

益で ある、 假令大 哲學者 ブラト ー の sr つる ありと 雖も キリストの 紹介者と して 適當 ではない、 唯 我 

の 罪 を 示して 悔改を 促す 事 を 得る 人、 其 人 こ. そ完， 全なる キリストの 紹介者で ある、 而 して ョ ハネ はき 

る 意味に 於て 申 分 無き 人物であった、 彼 は 人々 の 来りて 「我等； I： を爲 すべき 乎」 と 問 ひたる に對し 

-フ は V-  みつぎ り 

「二の 衣服 を 有て る 者 は 有たぬ 者に 分け 與 へよ、 食物 を 有て る 者 も亦然 かすべし」 と 答へ、 稅 吏に 對 

して は 「定例の 稅 銀の 外に 多く 取る こと 勿れ」 と 戒め、 兵卒に 對 して は 「人 を强 暴し 或は 誣ひ訴 ふる 

事 を爲す 勿れ、 得る 所の 給料 を 以て 足れり とすべし」 と敎 へ、 以て 各々 其 急所 を 刺した ので ある、 先 

づ 自ら 無慾の 生活 を實 行し 而 して 儼 然 正義 を 人に 敎ふ、 彼の 如き は 塞に 適當 なる， キリストの 紹介者で 


あった。 

令 日 我等の 赏験 に 於ても 亦 さう である- キリスト を 解す る が爲め 最上 の 準備 は 何 で ある 乎、 希醍語 

の 智識で ある 乎 哲學の 研究で ある 乎、 否 之 等 は 極めて 微弱なる 準備た るに 過ぎない、 最上の 準 倫と は 

他な し、 嚴乎 として 正しき 生涯 を敎 ふる 者 之で ある、 余 を キリストに 導きた る も 亦 か &る稱 類の 人々 

であった、 其 第一 は 余の 父で ある、 彼 は 特別の 偉人に 非 ざり しと 雖も其 正直の 一 點に 至て は 稀に 見る 

所であった、 實に彼 は 何よりも 正直 を 重んじた、 從て 其の 子に 臨む ゃ峻嚴 一歩 を假 さなかった、 而し 

て 是れ余 を キリストに 導く の；！ お 良の 敎 育であった ので ある、 其 第二 は 力 ー ライルで ある、 彼 は 近 ゆに 

於け る パプ テス マの ョ ハネ である、 彼の 文 學は之 を 一言に して 盡す 事が 出来る 「偽る 勿れ」 と、 而し 

て キリ スト を 解 せんとす る 者 は 良心の 鋭敏なる 力 ー ライルの 如き 人々 の？ ™» を 聞くべし である， 嚴 格に 

して 侵すべからざる パプ テス マの ョ ハネに 導かれて 人 は 最も 良く キリストに 到る の 準備 を爲 すので あ 

る、 家に 嚴 格なる 父兄 ある を訴 ふる 勿れ、 寧ろ 彼等に 感謝すべし、 彼等の 感化の 下に 準備 せられて 信 

仰 は 最も 確實 なる ものと なる ので ある、 キリス トの敎 なる 種子 を植 うるに 最良の 土地 はパ プ テス マの 

ョ ハネに 由り て 耕された る 畑で ある。 

バ プ テス マの ョハ ネと言 ふ、 彼 は 實にバ プ テ ス マ を 施した、 彼 は ョ ル ダン川の 死海に 注がん とする 

邊に 於て 水 を 以て パプ テス マ を 施した ので ある、 併し乍ら ョ ハネ のバプ テス マ は 後に キリストの 施し 

給 ひし バ プテ ス マと は 全然 其 意味 を 異にする 者であった、 一 一 者 均しく 天然の 水に 浸さる- -の である、 

併し ョ 尸 ネのバ プ テス マ は 罪 を 洗 はんが 爲 であった 卽ち眞 の洗禮 であった、 之に 反し キリス トのバ プ 

テス マ は 信仰の 表白で ある、 死して葬られ三日の後に甦り給ひしを^^^る其信仰の表内でぁる、 キリ 
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ストの 死と 復活 而 して 之に 伴 ふ 我等 自身の 死と 復活と を 信す るの 表明で ある、 バ プテ ス マ に 罪 を 洗 ふ 

の 力 ある 事な し、 罪 を 贖 ふ もの は キリストの 十字架で ある、 罪より 潔む る もの は if 靈の 力で ある、 我 

等 は 水の パプ テス マ を 受け たれば とて 罪より 遠ざかる に 非す、 然れ ども 之に 由て 救 主の 死と 復活と に 

對 する 信仰 を 公然 表明す るので ある、 此 意味 を 誤らざる に 於て は バプテ ス マ は 式と して 貴き 式で ある、 

滾々 たる 淸 流に 身 を 浸し 證 者の 前に 立ちて 新しき 信仰の 表白 を 爲すは 肉 を 有する 我等 を 助く る 事 至大 

である、 余 若し バプ テス マ を 施さば か k る 意味に 於て 之 を 施さん と 欲する ものである。 

キリス 卜 も 亦 ョ ハネ より パプ テス マ を 受け 給うた、 人 或は 之 を 以て キリ ス 卜の 人性 を證 する ものと 

爲す、 併し キリス 卜に 罪 を悔改 むる の 必要な かりし は 聖書 全體の 明示す る 所で ある、 キリストの バプ 

テス マ を 受け 給、 ひし は 自己の 爲 めに 非す して 我等 人類 を 代表し， て 受け 給うた ので ある、 彼 は 我等に 代 

りて バプ テス マ を 受け 我等に if りて 十字架の 罰 を 受け 給うた、 彼の 生涯 は 一 面に 於て 人類 を 代表す る 

の 生涯であった。 

四 喷 野の 試 誘 r 一月 二十 一： H) 

路加 傳第 四章自 一節 至 十三 節 

曠野に 於け る キリストの 試 誘に 就て 路加 傳の 記す 所 は 馬 太 俥 第 i: 章の 記事と 其 大意に 於て 異ならな 

い、 故に 勿論 之 を事實 として 見るべき である、 而 して 其 順序 等に 關し 多少 相違す るの 點は 寧ろ 路加 俾 

に 據るを 可とする、 何と なれば キリストの 生涯の 全體に 就て 路加 傅の 記事 は 馬 太 傅に 比し  一 正確な 

りと 信すべき 理由が あるから である。 


曠野の 試 誘の キリストに 臨みた る 理由 は 何で ある 乎、 之 を 知らん が 爲には 三 章 一 一十一 一節より 繼 綾し 

て 讀む事 を 要する、 r 聖靈鴿 の 如き 狀 にて 其 上に 降りぬ 云々」 と、 卽ち 聖靈を 受け 給 ひし 後 iij に此試 

請が 臨んだ ので ある、 而も§^靈 「鶴の 如き 狀 にて」 降った と ある、 鴿とは 啻に 平和 を 象徴す るの みの 

言 辭 ではない、 かの ぺ ンテコ ステの 日に 聖靈焰 の 如き 狀 にて 降り 岐れて 弟子 等 各人. の 上に 止まりし と 

あるに 對 照して キリ ストに 降りし 聖靈の 完全の ものな りし 事 を 示す ので ある、 信者 は 皆 キリス 卜の K 

である、 故に 信者に 降る 聚靈は 其全體 ではない、 部分的に 各自に 應 じて 降る ので ある、 反 之 キリスト 

の 受け 給 ひし gsi ，に鸽 の 如き 狀 にて 其 全體が 降った ので ある、 r ィ H ス聖 靈に充 されて」 (四 章 一節) 

と は 卽ち其 事 を 意味す る、 是の 如く 彼 は 旣に. パプ テス マ を 受け また 完全に i ま を 受け 給うた、 而 して 

後に 惡魔彼 を 試みた ので ある、 聖靈の 降臨に 次ぐ に喊 野の 試 誘、 是 れ共觀 福音書の 相 一致して 傅 ふる 

所で ある、 而 して 試 誘の 試 誘た る 所以 も亦玆 にある ので ある。 

蓋し 此時 迄はィ H ス の 準備 時代であった、 彼 は 十一 一歳に して H ルサ レム に 上り 學者 達に 敎 へられ 爾 

後 十八 年ナザ レ に 在りて 隱れ たる 生涯 を 送り 給 ひしと 雖も其 問孜々 として^ 書 を 讀み叉 父母より 敎育 

を 授けられ 給うた であらう * 而 して 今や ョ ハネに 紹介せられ パプ テス マと 聖靈を 受けて 將に 世に出で 

其 大業 を 爲し給 はんとす るの 首途 である、 準備 は旣に 成った、 事業 を爲 すに 必要なる 力の 貯蓄 は 完備 

した、 其 天性 は 神の 質で ある、 其 肉體は 完全 無缺 である、 其 智力 は遣憾 なく 發 達し 加 ふるに 圆滿 なる 

聖靈 は衷 に充實 した、 此 時に 當り 彼の 爲し給 ふべき 事 は 何であった 乎、 彼 は 正に ニ途の 分岐 點に 立ち 

OO0OOOOOO0OO00OOO  は 00000000000 

給うた ので ある、 此 完備したる 力 を 自己の 爲に 用ゐん 乎、 將た之 を 悉く 神に 獻 げん 乎、 右 せん 乎 左せ 

ん乎、 時は大 なる 危機で ある、 而 して 惡 魔の 乘 じたる は此處 であった、 準備 旣に 終りて 今や 事業に 就 


かんとす る 時、 其 時人 は 必す惡 魔に 試みら る、 ので ある、 ィ H スの 場合に ありても 亦 同様であった、 

赎 野の 試 誘 は 聖-靈 の 降臨に 尊いで 彼に 臨んだ。 

此カを 誰が 爲 にか 使用せ む、 是れ 我等の 語 を 以てすれば 所謂 煩悶で ある、 神の 爲 にせん 乎、 自己の 

爲 にせん 乎、 骨肉と 情實と 野心と は聲を 揃へ て 叫んで 曰 ふ ■「 自己の 爲 にせよ」 と、 聖書と 默 示と 良心 

と は 之 を 遮って 攝き曰 ふ 「非ら す、 唯 神の 爲 にせよ」 と、 玆に 激烈なる 衝突が ある、 寄せて は 返す 女 

浪男浪 の 幾重 疊？ g 湃 として 胸中に 沸き立つ ので ある、 而 して 其 波瀾の 高低 は 人の 志の 高低に 從ふ、 義 

の觀 念の 強烈なる 者 ほど 煩悶 は 愈々 强烈 である、 「此諸 日 何 を も 貪 はす 四十 日畢 りて 後娥 ゑたり」 と 

(二 節)、 キリスト 故意に 斷食を 爲し給 ひしに 非す、 飮食を 顧み 給 ふの 遑が 無かった ので ある、 四十 

日と は必 すし もー晝 夜の 四十 囘の 謂で はない、 モ ー セ 四十 年赎 野に 隱れ、 H リャ亦 四十 日 四十 夜 曠野 

に 彷徨した りと ある、 蓋し 或る 一定の 時期 を 言 ふに 過ぎたい、 斯くて 彼の 身體 の疲勞 困憊の 極に 達せ 

し 時 惡魔は 最も 強き 攻擊を 試みた ので ある。 

試 誘 第一 は r 汝 若し 神の 子なら ば此 石に 命じて パ ン と爲ら せよ」 とい ふに あった、 傳へ曰 ふ 此試誘 

の 行 はれし 場所 は エリコより H ルサ レム へ の 途上 右方の 野で あると、 其邊 一 體の 地に 累々 として 堆積 

する 石灰石 は 恰も ュ ダャ人 常食の パ ン の 塊に 彷彿たり と 謂 へ ば惡 魔の 此試 誘の 言 は 毫も 怪 むに 足りな 

い、 勿論 是れ 神の 子ィ H ス キリストに 對 する 特別の 試 誘で ある、 其 中に 如何程 深き 意味 を 含む か は 我 

等 人間の 到底 探り 得ざる 所で ある、 併し乍ら 之 を 我等 自身の 實 驗に徵 して 二三の 思 ひ當る 節が 無いで 

はない、 惟 ふに 是れ 自己の 爲め又 世の 爲の 煩悶であった、 自己 は 何人 ぞ， 祌の 子で ある、 是れ 我が 確 

信で ある、 然るに 我が 周圍を 見よ、 一 人の 侍者 あるな く 一  片のパ ン あるな し、 孤獨 貧窮、 而 して 神の 


子で あると いふ、 玆に大 なる 對 照が ある、 果して 我 は 神の 子で ある 乎、 若し 眞に祌 の 子なら ば 如かす 

此石を 化して パンと 爲し 以て 神の 子ら しき 境遇 を 作らん に は、 加 之 世の 人 は 如何、 生活 問題 は 彼等の 

大 問題で ある、 彼等 を救濟 せんと 欲する 乎、 須 く先づ 彼等の 衣食 を充 たすべき であると、 惡 魔の H 的 

は實に キリス ト をして 此心を 起さし めんが 爲 であった。 

神の 子た るの 自覺と 一 片のパ ン だに 無き 境遇、 此大 なる 對 照が 如何に キリ ス トを 苦しめた るか は 我 

等の 小なる 經験を 以てしても 少しく 之 を 推察す る 事が 出来る、 我等 は 神の 特^の 恩 惠に與 りて 基督 者 

となりた る 者で ある、 然るに 飜 つて 我等の 境遇 を 見ん 乎、 茅屋で ある 粗食で ある 弊衣で ある、 而 して 

尙ほ祌 の 子たり と稱 す、 何ぞ其 名の 美しく して 其 實の憐 なる、 我等 若し 眞に 神の 子たら ば先づ 境遇 を 

改善して 其 名に ふさ はしき ものと 爲 すべきに 非す や、 又傳 道々 々と稱 する も かの 幾 百 萬の 贫： ii^ を 見よ、 

親 は饑に 泣き 兒は 塞に 叫ぶ の 時 徒らに 福音 を俾 ふる も 何の 救 濟ぞ、 聖書に 曰 はす や 「兄弟の 窮乏 を 見 

て 却て 惠 施の 心 を 閉づる 者 はいかで 神 を 愛する の 愛 其衷に 在らん や」 と、 叉 「若し 兄弟 或は 姉妹 裸體 

にて 日用の 糧に 乏しから んに汝 等のう ち 或 人 之に 曰 ひて 安然に して 往け、 願 はくば 汝等溫 かにして 飽 

くこと を 得よ と、 而 して 其 身體に 無くて ならぬ 物 を 之に 與へ すば 何の 益 あらん や」 と、 故に 先づ 衣食 

を 給せ よ、 經濟 上の 基礎 を 安固に し 生活 問題 を 解決せ しめよ、 然る 後 初めて 心 靈の救 扬を完 うする 事 
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を 得ん と、 是れ實 に 今日の 信者 宗敎. の 思想で ある、 而 して キリストに 臨みし 惡 魔の 聲 も亦此 稲の 試 
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誘の 最も 强烈 なる ものであった。 

併し乍ら キリスト は 偉大であった、 彼は惡 魔に 對 して 答へ 給うた、 曰く 「人 は パンの みに て 生く る 

者に 非す」 と (「唯 祌の 凡ての 首に 由る と錄 されたり」 の 數語は 信頼すべき 原本に は 見當ら す、 多分 馬 


太 傅の 句が 混入した もので あらう)、 神の 子た ると 否との 區別は 衣食 生活の 問題に あるに 非す、 祌は 

幾多の 方法 を 以て 人 を 養 ひ 給 ふ、 若し パン 無 からん 乎、 卽ち 天より 降る マナが ある、 若し 又 マナ は 降 

ら すと 雖も祌 の 言た る 聖書の ある あり、 以て ffi に 人 を 養 ふ 事 を 得、 誰か 言 ふ 先 づ幾を 癒す に 非 すん ば 

露 を 救 ふ 能 はすと、 神の 一一 一一 n 其の ものが 人 を 養 ふの 糧 であると、 偉大なる 哉斯 言、 若し 此時 キリスト 其 

試 誘に 敗れ 給 ひたりと せば 如何、 ユダヤの 曠野 ァラ ビヤの 沙漠 は 或は 一大 田園と 化した であらう、 併 

し 乍ら 人類の 救濟は 永遠に 成らなかった であらう、 余 自身に 於て すら も 之に 類す る 小なる 經驗が ある- 

躯富を 作るべき 一 ニニの 機會は 嘗て 余に 向って 提供 せられた、 其 時 余 若し 之に 應 じたならば 如何、 今頃 

は 余 も 亦 富豪の 一人に 數 へられて 居た かも 知れない、 併し乍ら 余の 靈 魂の 救 濟と余 を 以てする 傳 道と 

は 全く 消滅して 居った に 相違ない、 又從來 余が 些少の 金錢を 以て 援助した る 人に して 能く 信仰 を 維持 

せる 者 は 稀 有で ある、 人 を 養 ふに 必す しも 金錢の 慈善 を 要しない、 唯 神の 言 あらば 卽ち 足る ので ある- 

試 誘 第二 は惡魔 彼に 天下の 萬國を 示して 若し 我を拜 せば 此 凡ての 權 威と 榮華を 悉く 汝に與 へんと 曰 

うたので ある、 亦 キリスト 獨特の 試 誘で ある、 彼に して 世界 を 支配 せんと 欲し 給 はん 乎、 其の 之 を 成 

就し 給 ふべき は 明 {n である、 モ ハメットす らも 略.、 之 を 企及した ので ある、 キリスト は 人類の 王た る 

べきで ある、 唯 其 途は此 世に 於て は 無かった、 此 世の 途は 悉く 惡 魔の 立ち 塞ぐ 所で ある、 此を 去って 

彼に 注かん 乎、 到る 處惡魔 を 見ざる はなし、 實に惡 魔を拜 せす して 此 世の 勢力 を 獲得すべき 途は絡 無 

である、 政治 界然 り實 業界 然り學 界然り 宗教 界亦然 り、 是に 於て か 人 は 或は 百年の 幸福の 爲に 一時の 

屈辱 をせ 受 せんとす る、 併し乍ら キリスト は惡魔 を 拜し給 ふべき に 非す、 然 らば 彼 は 人類 救^の 望 を 

抛ち 給 ふべき 乎、 否 彼 は遙か 彼方に 細き 一途の 開ける を 認め 給うた、 彼は惡 魔の 一 百を排 して 獨り 其途 


に 赴き 給うた、 是れ卽 ち 十字架の 途 であった。 

試 誘 第三 は聖 殿の 頂上より 身 を 投げて 神 を 試みよ とい ふに あった、 其 意味 深遠に して 我等の 解し 得 

る 所ではない、 併し乍ら此時も亦キリ ス トの欲し給ひしものは祌の子たるの確^；^でぁった、 若し 此確 

信に して 誤な らん 乎、 彼の 戰は 悉く 無に 歸す るので ある、 故に 彼 は 其 誤らざる の 證據を 求めん と 欲し 

給うた であらう、 嘗て 余が 愛 女の 病 篤 かりし 時 余の 欲求 も 亦 其れであった、 余 は 啻に 愛 女の 病の 癒さ 

れん 事 を 欲した るの みならす 余の 祈の 聽 かれん 事 を 欲した ので ある、 然 らば/ぶ は Is- に大 なる 確信 を以 

て 傅 道に 從事 する を 得ん と 思うた ので ある、 併し乍ら 祌の 果して 恩 惠の祌 なるや 否や、 して 我等 を 

iHJ- き 給 ふや 否や は 試驗の 問題で はない、 信仰の 問题 である、 祌 我等の 祈 を 聽 き 給 はん 乎， 彼 は 素より 

神で ある、 神 我等の 祈 を 聽き給 は ざらん 乎、 我等の 切なる 祈 を 悉く 風に 投げ 給 はん 乎、 彼 はお 神で あ 

る、 我等 は 唯 彼 を 信すべき である、 故に キリスト は 曰 ひ 給うた r 汝の神 を 試む ベから-す」 と、 斯 くし 

て惡 魔の 試 誘 は 全然 失敗に 歸 した、 是に 於て か惡魔 「暫く 彼 を 離れた」、 然り 「暫く」 である、 後乂 

出で 来りて 最後 迄 キリスト を 試みた ので ある、 併し乍ら 終に 十字架に 由て 亡びた ので ある • キリスト 

の 一 生 1^ に 1 る 試 誘 は 全く キリストの 勝利に 終った ので ある。 

§ネ 靈を受 く るの み を 以て キリス トは 未だ 救 主 ではなかった、 聖靈 に 由 て瘦 たる 力 を 悉く 神 の 爲に使 

ひ 給 ひし 時に 彼 は 初めて 救 主であった、 其の 如く 我等 も 亦 カを受 くるの み を 以て 救 はれた ので はない、 

此カを 誰が 爲に 使用す る 乎、 赎 野の 試 誘 は玆に 在る、 而 して 此試 誘に 勝ちて 初めて 救 はる \ の である， 

今の 靑年は 「力！ 力！」 と 叫びて 只管 力 を 獲ん 事 を 焦慮し 而 して 之 を瘦れ ば卽ち 我事 終れり となす、 

然れ ども 力 を 自己の 爲に 使用す る 者は禍 なる 哉、 か k る 人に 對 して 神 は 永遠の 宇 {由 の 3： 處 かに 於て W 
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時が 其 怒 を 以て 臨み 給 ふので ある、 神の 義罰 はか、 る 人の 爲に備 へらる k ので ある、 柏木の 講 筵に 列 

なる 者の 多數が 何時も 靑年 のみなる は何ぞ や、 十 年 前の 靑 年たり しん：' 日の 紳士 は 何故 W び 其 姿 を 現 は 

さざる 乎、 他な し 彼等 も 亦 唯 力 欲し さに 兹に集 ふが 故で ある、 彼等 は 所望 通りに 力 を 獲る と 雖も之 を 

祌に獻 ぐる を惜み 自己の 爲に 使用 せんと 欲する ので ある、 彼等 は 曠野の 試 誘に 至って 斃る 、 の であ 

る、 是の 如くして 舊き靑 年 は 去り 叉 新しき 靑 年は來 る、 併し乍ら 新しき 靑年諸 Ij?; に對し 今日 明白に 宜 

言 せん、 曰く 「諸君 も 亦 獲た る 力 を 自己の 爲に使 はんと 欲する 乎、 凡て を 神に 獻げ唯 十字架の 途 のみ 

を 追 はん 事 を 欲せざる 乎、 卽ち八 r-n 限り 此 席に 列る を 魔せられ よ」 と。 

五 最初の 說敎 (ーガ 二十 AH.) 

路加 傳第 四章自 十四 節 至 三十 節 

キリス ト曩に 故 鄕ナザ レを 去り 給 ひし 以來ョ ル ダン 河畔に ョ ハ ネのバ プテ ス マ を 受け 乂 聖霊に 充さ 

れ四 十日 曠野 の 試 誘と 戰ぅ て 之に 勝ち 而し て 今や 搏び ガリ ラャ に歸り 給うた、 約 翰 傅に 依れば 其 途中 

サ マリヤの 婦に對 する 深遠なる 說敎 あり、 カナの 酒 筵に 於け る 最初の 奇跡 あり 又 力べ ナウ ンに 於ても 

說敎 及び 聖靈の 力の 表現が あった、 其 間 僅かに 三月 乃至 六月に 過ぎす と雖も 彼の 側に 大變化 あり 全 

く聖 靈に充 され 異常の 力 を 以て^ 人と して 歸り 給うた ので ある、 故に 彼の 足跡の 印す る處 神の 榮の顯 

はれざる はなく 名聲 四方に 擴 がり 人々 より 深き 尊敬 を 受け 給うた (十 四 節 十五 節)。 

彼 は 到る 處の會 堂に て說敎 を爲し 給うた、 會 堂と は ユダヤ 特有の Synagogue である、 今： H の敎會 

と 異なり 昔樂 あるな く綺畫 あるな く 叉 定まれる 敎師 あるな し、 唯 見る 卓上に モ ー セの 五書 ー卷、 ィザ 


ャ、 H レ ミヤ、 H ゼキ H ル等の 預言 書ー卷 (前者 は 二 本の 軸に 後者 は 一本の 軸に 卷 きたる もの) を備 

ふるのみ、 安息日に は 司會者 ありて 會を 開閉し 簡單 なる 祈 禱を爲 し 其 側に 役者 ありて 之 を 補助した、 

而し て 其 日 の 聖書の 言に 就き 感想 ある 者 は 立ちて 役者より 聖書 を 受け 之 を 請み て 後 坐して 語 つたので 

ある、 是れ卽 ち ュ ダ ャの會 堂であって 今日と 雖も 世界中 ュ グャ 人の 在る 所 か 、 る 會堂を 見ざる はない 

ので ある、 {是 に 是れ傳 道の 好き 機關 であった、 パゥ II が 常に 之 等の 食堂に て說敎 を爲 したる 事 は 使徒 

行傳の 記事に 由り 明白で ある、 キリスト も 幼時より a" 父に 伴 はれて 會 堂に 赴き 給うた であらう、 而 

して 今や 新に 聖靈の 力 を 以て 故鄕 ナザレに 歸り給 ひ 常例の 如く 安息 日に 會 堂に入りて 聚書 を讀ま ん と 

立ち 給うた、 其 時 役者の 與 へたる は 預言者 ィザャ の 書であった、 彼は展 きて 午の 以賽亞 書 第 六十 一章 

を讀み 捲き て 之 を 役者に 與へ而 して 坐して 會 衆に 語り 給うた。 

惟 ふに 此時 彼は以 赛亞. 書に 就き 長き 註解の 語 を發し 給うた ので あらう、 併し乍ら 彼の 說敎の 要領 は 

之であった、 曰く  r 此錄 された る 事 は 今日 汝 等の 前に 成れり」 と (二十 一 節)、 昔の 預言者の 預言し 

たる 神の 特別の 使者に して 人類の 救 主たる メ シャ、 其が 卽ち玆 に 坐す る 我で あると、 是れ 說敎に 非す 

して 宣言で ある、 是れ祌 の 子に 非 すん ば 口にする 能 はざる の 言で ある、 實に 是れィ H スの 神性 を證す 

べき 有力なる 事實の 一 であった、 故に 衆人 皆 驚き 「彼 を稱 讚して 其 口より ar つる 所の 恩 惠の言 を奇」 

んだ、 彼等 は 曰うた r 此は ヨセフの 子に 非す や」 と、 然り 今日 迄 我等の 間に 在りし かの 大工 ヨセフの 

子、 其 者が メシャ であると いふ、 彼等 は奇 まざる を 得なかった。 

彼等 は 心の中に 思うた ので ある 「汝 ヨセフの 子に して 而も メシャ であると 言 ふ、 菜して 然 らば 醫者 

よ 乞 ふ先づ 自ら を醫 せ」 と、 汝 若し 菜して 神の 子 人類の 王なら ば汝の 境遇 は 如何、 人 を 救 ふに 先 だち 
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. てま づ汝 自身の 經濟狀 態 を 改善せ す や、 又汝の 性格の 缺點は 如何 (勿論 キリストの 性格に 缺點の ある 

害がない、 併し乍ら 骨肉 同胞 其 他 親しき 隣人に は缺點 ならざる 者 も缺點 として 見えた であらう)、 先 

づ 自己の 人格 を 修養して 然る 後 他人の 救濟を 計れよ と、 是れ 彼等の 考 であった、 而 して キリスト は悉 

ふるさと  た ふと 

く 之 を 洞察し 給うた、 故に 彼 は 答へ て 言 ひ 給うた ので ある 「預言者 は 其家鄉 にて は 敬 重る」 者に 非す、 

やもめ 

エリヤ も イスラ ェ ル 中の 多くの 寡の 一 人 を だに 救 はすして 却て シ ドンなる サレパ タの寡 を 救うた ので 

ある、 エリ シャも イスラ H ル 中の 多くの 痴 病人の 一 人 を だに 潔め すして 唯 スリャ の ナ ー マン のみ を 潔 

めた ので ある、 其の 如く 我 も 亦 ナザレ 人 を 救 はすして 却て 他 鄉の人 を 救 はん、 我が 惠を受 くる 者はュ 

ダャ 人に 非す して 却て 異邦人で ある、 汝等は 我が 救 ひに 與る 事が 出来ない ので ある」 と、 是に 於て か 

會衆は 皆 怒った、 是れ 甚だしく 我等 を 侮辱す るの 一一 一一 n である、 此の 如き 輩 は 生かし 置くべき に 非す とて 

彼等 は キリス トを邑 の 外に 追 ひ 出し 崖より 投げ 下さん とした、 ナザ レは 山の 中腹に 建ちた る邑 である、 

崖に 瀕した る危險 なる 場所が 今 も尙少 くない、 キリストに 取りて 是れ實 に 危急の 時であった、 併し 乍 

らか i る 際に も 彼 は 奇跡 を 行 ひ 給はなかった、 彼 は 人 を 救 はんが 爲には 幾多の 奇跡 を 行 ひ 給 ひしと 雖 

も 自己 を 救 はんが 爲には 嘗て 一 同 も 之 を 行 ひ 給はなかった、 「ィ H ス 彼等の 中を徑 行て 去りぬ」 と あ 

る、 彼 は 唯 悠然として 人々 の 問 を 通過して 去り 給うた ので ある、 彼の 人格 そのものに 奇跡 以上の 力が 

あつたの である、 彼の 態度 そのものに 儼然として 侵すべからざる 權威 があった ので ある。 

た ふと 46 

預言者 其家鄕 にて は 敬 重る i 者に 非す と、 是れ 何處に 在りても 動かすべからざる 眞理 である、 古人；' 

あや ** 

を 通じ て 謬らざる 心靈上 の 法則で ある、 何故に 然る 乎、 蓋し 人 は 相 親しむ に從 て 其 心 の 深き 所 を 見る 

能 はす 外側 の 些事に のみ 注意し 易くなる ので ある、 聖靈 如何にして 彼に 臨みし 乎 を 知らす して 徒に 其 


坐 臥 飲食 に關 する 性癖 等 に 心 を 奪 はる &の である、 是の 如くに して 祌の召 を 蒙り し 者 己が 側に 在る も 

途 に 解す る 能 は す 却 て 侮蔑 を 以て 之 を 遇して やまない、 familiarity  begets  contempt  (親近 は 侮蔑 を 

生む.) と 一一 一一 "ふ、 米國の 田舍に 赴きて ホ イツ チヤ、 ブライアント 等の 故 鄕を訪 ぬる も M 人 も 彼等の 偉大 

を 認めない ので ある、 自國の 學界に 世界的の 學者 ある を 知らす、 却て 先づ外 國の認 むる 所と なり 外國 

より 學位等 を 贈ら れて 初めて 覺 知す るが 如き 實例は 決し て くない、 是 の 如き は { 是に大 なる 損失 で あ 

る、 ナザレ 人 も 亦此誤 護に 陷 つたので あった、 彼等 は 自己の 鄕 村より メシャ の 出現した る を 知らす、 

キリス ト 自ら 之を宜 言し 給 ふも尙 信ぜす して 却て 彼 を 殺さん と 欲した ので ある、 併し乍ら 彼の 生.！^ と 

爾來ニ 千年の 歷史 とが 明かに 之を證 明した、 人類の 爲 したる 錯誤に して ナザレ 人の 其の 如く 犬なる も 

の はない ので ある、 彼等 は 祌の與 へ 給 ひし 至高の 資を 見逃した ので ある。 

故に 注意すべき は 自己に 近き 者の 屮の光 を 見逃さ ざらん 事で ある、 自己の 養育した る兒 童、 日常 遊 

戲を 共に したる 兄弟の 間に か&る 光が あるか も 知れない、 基督 敎國の 社會に 於て 快 心を覺 ゆる 事の 一 

0O00OOOOOOOOOOO0OO0OOOOOO0 

は 天才 を認 むる に^ 人よりも 家族の 者が 先なる 事 之れ である、 良き 家庭の 家長た る 者 は a 々世人の 前 

に證 して 曰 ふ 「我家の 總領 なる かの 某、 彼 は 凡人に 非す、 彼 は 云々 の カを與 へられて 居る」 と、 是れ 

素より 自負で はない、 神の 賜の 認識で ある、 其立證 である、 而 して 假令 世が 擧 りて 其 人 を 苦しむ ると 

雖も彼 (父) のみ は 其忠實 なる 友人と して 獎勵と 援助と を吝 まない ので ある、 キリ ス トの精神に^^！！^か 

れ たる 社會は 正に 斯く あるべき である、 併し乍ら 事實は 多く 其反對 である、 キリストの 生 冊が さう で 

あった、 鄕人彼 を 菜て ユダヤ人 彼 を 斥け 却て ギリシャ 人 n マ 人が 彼を迎 へた、 其 他 幾多の $ ^人 も $1 同 

樣 であった、 預言者 は 其故鄕 にて は 尊 まれない、 然 りと 雖も 遂に は lit けたる 人 も 亦 彼を迎 へる の 時が 
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來る の である、 我等 も 自己 相應の 排斥 を受 くる 口に は 之 を 思うて 自ら 慰むべき である。 

六 奇跡の 一日 (二月 四 

路加 傳第四 章 第三 十 一 節 以下 

故鄕 ナザレに 於て ィ H スの行 ひ 給 ひし は 奇跡な しの 說敎 であった、 彼 は 其の 鄕 人が 奇跡 を 見ん 事 を 

&rl| みしに も 拘らす 之 を 行 ひ 給 はす 又 彼 自身 を 救 はんが 爲 にも 之 を 行 ひ 給はなかった、 然るに ナザ レ を 

去って カペナ ゥンに 赴き 給 ふや 其傳 道の 初に 當 つて 彼 は先づ 奇跡の 一 日 を 送り 給うた、 日 は 安息日で 

つ  し ラと ぷ 

あった、 朝は會 堂に て 汚れた る 鬼の 靈に 憑かれた る 人 を 癒し 給 ひ、 晝はシ モンの 家に 入りて 其 妻 母の 

重き 熱病 を 癒し 給 ひ、 夕 は 各種の 病 を 患 ひたる 多数の 人 を 癒し 給うた とい ふ (日の 入る 時人々 多くの 

病人 を携 へて 彼の 許に 來れ りと は 蓋し ユダヤの 暦に よれば 日沒 より 日 沒迄を 一 日と 爲 すが 故に 日の 入 

る 時 を 以て 安息日 は 終り 從て其 日の 制限が 解かれた からで あらう、 彼等 は 安息日に は 病 者の 治癒の 爲 

にす る 働き を すら 禁ぜられ たので ある、 故に 曰沒 頃に 及びて 家に 病 者 ある 人々 爭 うて イエ スの 許に 來 

れり と ある は 偶々 其 半面に 於て 記事の 眞 實を證 する ものと 言 ふべき である)、 ィ H スに 取って は に 

多忙なる 一 日であった。 

奇跡 の 問題 は 今や 旣に 事 古び た る が 如くなる も實は 最も 重大な る 問題 である、 奇跡に 遭遇す る 毎 に 

人 は 疑問の 聲を發 して 曰 ふ 「是の 如き 事實 果して 有り得べき 乎」 と、 而 して 之に 種々 なる 說明 註釋を 

附し 或は 之 を心靈 上の 出来事の 謎と 見て 無事に 通過し 去らん とする 者が 多い、 彼等 は 聖書 を讀 みて 奇 

跡 以外の 傲訓 より 生命 を 得ん と 欲する ので ある、 現代の 新 神學の 如き は 全く 此 立場より 外に 出 づる能 


はざる 者で ある、 併しながら 奇跡の 記事 は 聖書 中 決して 斟少 ではない、 彼等に 取て は 之^ 難關 である、 

此處に 到る 毎に 彼等 は 躓かざる を 得ない ので ある。 

併しながら 眞の 信者に 取て は爾 うで はない、 ィ H ス キリスト を祌の 子と 信す る 者、 萬 物の 造 主が 肉 

體 となりて 我等の 間に 降り 世の 罪 を 除き 給うた ので あると 信す る 者 は 奇跡 を 見て 怪 まない ので ある、 

奇跡 は 神の 子に ふさ はしき 當然の 事で ある、 かくて こそ キリスト は 我等の 救 主で ある、 故に 信者の 立 

場より 見て 奇跡の 記事に 何等の 註 釋をも 要しない、 唯 「然 り然 り」 である、 寧ろ 聖書に 之微 りせば 彼 

は 甚だ 物足りなく 思 ふで あらう、 此 事に 就き 再び 想 ひ 起す は 彼の 米國 ジョン ス • ホプキン ス大 學のケ 

リ ー 敎授の 復活に 關 する 論文で ある、 外科 的 婦人科の 世界の 權 威た る大醫 にして 然も 其の 復活 を 論す 

る や 極めて 單純、 殆ど 日曜 學 校の 兒 童の 信仰と 異ならない、 曰く 「人 或は 問 はん 汝醫 家に して 尙之を 

信す る 乎と， 併し 余 は 之 を 信す るので ある、 その 理由 は 他な し、 聖書が 之 を 明 一一 一一 n する からで ある、 余 

は 唯 聖書の 言 ふ 所 を 信す る、 而 して 聖書 は 人が 復活の 奇跡 を 行 ひたりと は 言 はない、 聖書 は 神が 復活 

せしめ 給へ りと 言 ふので ある、 是れ疑 はんと 欲して 疑 ふ 能 はざる 事で ある、 『ラザロよ 起きよ』 と 言 

ひ 給 ひし 者 は キリストであった、 故に ラザロ は 起きた ので ある、 此時 若し 『ラザロよ』 と 一一 一一 2 はすして 

單に 『起きよ』 と 言 ひ 給 ひしなら ば 必すゃ 萬 人が 復活した であらう」 と、 是の 如くして 彼 ドクトル • 

ケリ ー は 奇跡 中の 最大 奇跡た る 復活 を 信じて 少しも 疑 はない ので ある、 同じ 信仰が 叉 かの 天才 畫家レ 

ン ブラントの 心に 在った、 彼の 筆に 成りし 名 畫にィ H ス夕方 多くの 病 者 を 癒し 給 ふの 圖が ある、 一幅 

の 綺畫に 過ぎす と雖も 人の 信仰 を 起さし むる に 於て 異常の 力 を 有って 居る、 實に 神の 眞理 を俾 ふるが 

爲には 多くの 祌學者 俾道師 と 雖も藝 術の 一 天才に 及ばない ので ある、 是れ單 純なる 信仰の 然 らしむ る 


所で ある" 

次に 「汚れた る 鬼の 靈に 憑れ たる 人」 と は 如何なる 病人 を霄 ふので ある 乎、 後の 記事に 徵す るに 其 

疾病 發 作の 狀況は 所謂 癲 癎に 類似して 居る、 併しながら 聖書が 單に 一 極の & 病と 言 はすして 特に 

「鬼」 又は r 惡鬼」 と 明言せ る は 何 か 理由がなくて はならない、 然り惡 鬼で ある 惡魔 である、 キリス 

ト來り 給 ひし 時に 特に 惡 魔が 跋扈した ので ある. 其 理由の 何故なる や を 知らす と 雖も是 れ事實 であつ 

た、 凡て 光明の 輝く 時には 暗 黑も亦 一 入 烈しくな るので ある、 一 家に 强き 信者の 出 づる時 其 周 圍に必 

す 惡人を 生す る、 社會に 於ても 亦然 り、 善人の 出現の 半面に は 必す惡 者の 跋凰を 伴 ふ、 況んゃ 光明の 

本體 たる キリストの 出現に 於て を や、 此時惡 鬼の 跳梁 甚だし かりし は 偶々 以て キリストの 光明たり し 

反證と 見る 事が 出來 る、 r 惡 鬼に 憑かれし」 と は 蓋し 神の 子の 屮： 現に 伴 ふ 特刖の 疾病であった らう。 

而 して 惡鬼は キリスト を 見る ゃ大 聲に喊 叫びて 言うた 「噫 ナザレの ィ H スょ、 我等 汝と 何の 與 あら 

んゃ、 汝來 りて 我等 を 亡す か、 我汝は 誰なる 乎 を 知る、 卽ち 神の 聖 なる 者な り」 と、 (三 三、 三 四 節)、 

此時迄 鬼の 靈た 其 人の 中に 宿れる のみに して 未だ 其 力 を 表 はさ ざり しに キリスト を昆て 忽ち 活動 を 

始めた ので ある、 キリス 卜 は惡魔 をして 大 活動 を 爲 さしめ 給 ふ、 彼 は{是 に 刃を携 へて 来り 給ひ此 せに 

大戰爭 を 起し 給 ふので ある、 我等 各自 皆惡 魔に 憑かれた る 者で ある、 而 して キリスト を 知らざる の 問 

は 平安 無事な りと 雖も 一 朝 彼の 光 を 受けん 乎、 惡魔は 蘇生して 我等の 胸中に 大波 瀾を擧 ぐるので ある。 

キリスト は其傳 道の 初に 當り 奇跡の 一 日 を 過して 幾多の 疾病 を 癒し 給うた、 彼 は 何故 今日 も 亦 之 を 

癒し 給 はざる 乎、 一部の 信者 は 答へ て 曰 ふ 「今日と 雖も祌 は必す 彼に のみ 頼る 者の 疾病 を 癒し 給 ふ」 

と、 是れ 所謂 祌癒說 である、 而 して 又此說 を證 明すべき 事實 がないで はない、 ^しながら 神 癒 說の缺 


點は 肉體の 治癒 を餘 りに 重視す るに ある、 キリスト 來 臨の 目的 は此 世の 苦痛 を 除かん が爲 ではな かつ. 

た、 彼は此世を此世として存せしめ之に代へ て復死非す.，哀み嘆き痛ぁる事なき完全の*を：^取後に實現 

せしめ 給 ふので ある、 此 世に 於て は 凡の 惡の 源た る 罪 を 除き 給 ふので ある、 彼の 出現の n 的は玆 にあ 

つた、 而 して 彼に 由て 此救 濟に與 りたる 者 は 世に 勝つ 事が 出來 るので ある、 假令 肉體の 疾病 は 癒され 

すと 雖も 此身此 儘に て 神 を 讚美し； t に 感謝す る 事が 出來 るので ある、 癒されざる 事が 却て 喜びで ある、 

靈 魂の 救齊は 肉體の 治癒に 勝る 事 幾許 ぞ、 我等の 愛する 者の 爲め にも 其 疾病の 癒されん 事 を 祈らざる 

に 非す と 雖も其 靈の救 はれん がた めなら ば 短命 敢て悲 むに 足らす、 神 は 聖皆を 成させ 給へ である、 最 

犬の 恩惠は 肉の ぎしに 非す して 靈の救 ひで ある、 キリストが 奇跡 を 以て 幾多の 病 者 を 癒し 給 ひし は 彼 

が 萬 物 を 服 はせ 得る の 力 を 有し 給 ふ 事 を 人に 示さん 爲の 實物敎 育に 過ぎなかった、 故に 疋れ 確かに 祌 

の 力の 表現で ある、 併し 奇跡 そのものが 目的ではなかった、 目的 は 自ら 他に あった、 彼が 今日 我等 を 

救 ひ 給 ふの 方法 は 之 等の 奇跡 以上で ある、 疾病に 在り， て 之に 勝つ の 力 を 與へ給 ふので ある、 是の 如く 

奇跡の 記事 は 其 儘に 之を納 くべき である、 同時に 叉 之 等の 奇跡 は キリスト S 現の 口 的に 非す して 救濟 

の 手段に 外なら ざり し を 知るべき である、 聖書に 記された る 多くの 奇跡の 說 明は兹 にある、 之 を 心に 

留めて 再び 奇跡の 記事に 遭遇す る も 其 說明を 繰 返す の 必要 はない ので ある。 

七 弟子の 選 定 U 一月 十  一 口) 

路加 傳 第五 章  ： 

キリ ス ト旣に 己れ を 世に 紹介し 給 ひし 後 彼 は 直に 弟子の. 選定に 移り 給うた、 勿論 己が 勢力 を 扶植せ . 


んが爲 ではない、 己に 近き 者 を 選びて 限りなく 福 昔 を 傅へ しめんが 爲で あった、 彼 は 如何なる 人の 問 

より 彼の 弟子 を 選び 給 ひし 乎、 叉 如何にして 之 を 選び 給 ひし 乎、 其 選定の 範園 及び 方法 は 極めて 斬新 

にして 到底 人の 思 ひ 及ばざる 所で ある。 

路加 傳 第五 章 は 先 づぺテ & 及び ョ ハネ 兄弟の 選ばれし 記事 を 揭げて 居る、 併しべ テロ 兄弟 等の ィー： 

スに從 ひし は此 時が 最初ではなかった、 彼等 は曩に パプ テス マの ョ ハネの 敎を聽 かんが 爲に ヨルダン 

河畔に 至りし 時 「せの 罪 を 負 ふ 神の 羔を 見よ」 との ョハ ネの霄 を 聞きて ィ H スに從 うたので ある (約 

翰傳 一 章 一 一十 九 節 以下)、 彼等 は 或 意味に 於て は旣に キリ ストの 弟子で あ ■ つた、 併し乍ら 此時 彼等 は 

初めて 傳 道の 職 を 授けられ たので ある、 故に 寧ろ 之 を 傳道師 選定と いふ を安當 とする、 卽ち 更に 深き 

意味に 於ての 弟子の 選定であった。 

傳道師 の 選定と いふ、 キリスト は H ルサ レム に 上りて 聖書 學 者の 門に 就き 靑年學 生の 俊才 を 選び 袷 

00  0OO0000OOOOOO00OOO0OO 

ひし 乎、 否 彼の 目 を 注ぎ 給 ひし は ガリラヤ湖 畔の 漁夫であった、 ffi し 漁夫と 言 ひて 單に勞 働 賃銀 を以 

て 生活す る 無 學の勞 働 者ではなかった、 彼等の 父 は 相當の 地歩 を 占めたる 舟 持であって 且餹人 を 使役 

し 其 子等 も 亦 共に 父 を 助けて 漁業に 從 事した ので ある、 故に 子等が 父 を 去て キリストに 從 ひし 後と 雖 

も 父 は尙其 生活 を 維持す る ことが 出來 たので ある、 殊に ョ ハネの 如き は學 問の 素養 ある 人物な りし 事 

は 聖書の 上に 明白で ある、 叉 キリ ストの 十字架に 釘 けられ 給 ふ 前夜 ョ ハ ネ隨ひ 行きて 祭司の ， 長 の 庭に 

到りし 時 知人 ありし が爲に 人る を 許された と あれば 其の エルサレム の 上流 社會 にも 交際 ありし 事 を 察 

知し 得る ので ある、 要するに 彼等 は獨 立の 生計 を 維持した る 人々 であった、 聖書 學 者に 非す 又 被赌勞 

顿 者に 非す 獨 立の 漁業 者の 間より キリスト は 先づ其 弟子 を 選定し 給うた ので ある。 


而 して 此事實 は 福 昔の 向 ひ 行く 中堅の 何處に 在る 乎 を 示す ので ある、 一 i 昔 素より 萬 人に 對 する もの 

OO0OO0O00COO000OOOO0 

なりと 雖も 就中 特に 如何なる 人々 に 適する 乎、 曰く 常に 人生の 事實を 以て 問題と し 而も 獨 立の 地位 を 

確保せ る 人々 である、 頭腦を 以て 思索 研究に 耽る 人々 ではない、 叉 他人に 使赌 せらる.^ に 非 ざれば 衣 

食す る 能 はざる 人々 ではない、 手 を 以て 日々 の勞 働に 從 事し 獨 立の 生業に 勵 むの 人、 斯る 人が 最も； i 

音の 性質に 合體 する ので ある、 故に 若し 今日 キリス ト 我等の 間に 来り 給 ひて 彼が 福 昔を委 ぬべき 者 は 

誰ぞと 選び 給 ふなら ば 矢張り 同じ 事 を爲し 給う であらう、 彼 は 決して 學士 神學生 哲學者 等に 注 目 し 給 

はないで あらう、 さりと て 叉 賃銀 を 以て 漸く 日々 の 生活 を 支 ふる 被 條勞働 者 を も 選び 給 はないで あら 

う、 彼の 選定に 入る 者は必 すゃ獨 立の 地位 を 維持せ る 實行的 方面の 人で あらう、 基督教の g.enius  (向 

き) が 彼處に 在らす して 此處に 在る ので ある， ベ テロ、 ヨハネ 等 を 以て 代表 せられし 人々 が设も 能く 

幅 音を受 くるに 適して 居る ので ある。 

次に 又 其 選定の 方法が キリスト 的であった、 若し キリスト に 非す し て 普通 の 敎 法師で あったならば 

如何、 必すゃ 其 弟子 を 家に 招きて 天國の 敎を傳 へ、 その 之 を 解す る を 待て 然る 後に 弟子と して 選定し 

たで あらう、 併し乍ら キリスト は斯く は爲し 給はなかった、 彼 は 自ら ゲネ サレの 湖濱に 出で 給うた、 

え も の  ふ V み 

而 して ぺテ II、 ョ ハネ等 終夜の 漁撈 空しく 何の 獲物 もな くして 失望せ る を 見 其 舟に 乘 りて 澳に 出で 網 

を 下さん 事 を 命じ 給うた、 ぺ テ n 卽ち 命の ま、 に 網 を 下せば 魚 を 圍む事 甚だ 多く 網 も 破る k ばかりな 

と も ふ ^ 

るに より 侶 舟 を 招きて 助けし め 遂に 一 一艘の 舟に 溢る、 瘦物を 得た ので ある、 是に 於て ぺ テ n は 己が 師 

の 常人に 非ざる 事を覺 つた、 彼 は 忽ち 自己の 罪 を 感じた、 故に 師の 足下に 俯して 「主よ 我 を 離り 給へ、 

我 は 罪人な り」 と言うた、 其 時 キリスト は 彼の 手 を 取りて 「懼 る& 勿れ、 今日より 汝 をして 人 を 漁る 
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者たら しめん」 と 答へ 給うた ので ある、 而 して 2^ 舟 を 岸に 漕ぎ 寄せ 一 切 を 捨てて キリス 卜に 從 うた 

ので ある、 驚くべき 召し 方！ 而も 是れ 最も 完全なる 弟子 選定の 方法で ある、 是れ 人の 企て 及ぶ 能 は 

ざる 所で ある、 漁夫 を 招く に 漁法 を 以てす、 而も 失望の 朝で ある、 圖らす も 主 は 姿 を 現 はして 「汝等 

少しく 方向 を變 へよ」 と 命じ 給 ふ、 之に 從 へば 卽ち舟 も 沈まん ばかりの 大漁で ある、 驚き 懼れ て爲す 

べき 術 を 知らざる 時 忽ち 「懼 る- - 勿れ、 今より 人 問の 漁夫たら しめん」 と 敎へ給 ふ、 彼等 は 終生 此朝 

の 出来事 を 忘る、 を 得なかった、 後日 傳 道の 失望に 遭遇した る 時 幾度び か 之 を 想 ひ 起した であらう、 

「人 を 漁る」 とい ふ、 多少 語弊が 無いで はない、 併し乍ら キリストの 語に 於て は 其の 意味 は 自ら 別に 

在る、 人 を 漁る が 爲の網 は何ぞ や、 曰く 唯 キリストの 御言 あるの み、 此網 こそ は 人 を 漁る に 適する 唯 

一 の 網で ある、 而 して 之に 入りし 者が 祌の國 に 入る ので ある、 其 他の 網 は 皆 非で ある、 人 を 漁る 爲の 

網と して は 音樂も 非で ある、 慈善 も 非で ある、 敎育も 非で ある、 手段 政略 最も 非で ある、 唯 神の 霄な 

る 聖書の み 之 を 用ゐて 可な りで ある。 

しる  ちゆ- ふ-ひ 

路加 俾 第五 章 は 次に ニ箇の 奇跡 を 記して 居る、 獺 病の 治癒 及び 攤疯の 治癒 これで ある， 癩病 は 到底 

癒し 得べき 疾病で はない、 一 戰慄を 禁ぜざる 最も 恐るべき 疾病で ある、 今 口 と 雖も此 疾病の 治癒 方 

法を發 見す る 者 あらば 醫學界 の 王 を 以て 稱 せらる & であらう、 然るに キリスト は 之 を 癒し 給うた、 是.. 

れ 彼が 人類の 救 主たるの 最良の 證據 である、 是に 於て 彼 は 癒された る 人に 命じ 「柱き て 祭司の 前に 證 

據を 示せよ」 と 首 ひ 給うた、 卽ち敎 職に 對 して 御自身の 證 明を爲 さしめ 給； つたので ある、 彼が 救 主た 

るの 資格 を證 明す ベ き 最良の 免狀は 彼の 行 ひ 給 ひし 恩惠の 奇跡 其 者で ある、 而 して 之 を 祭司の 前に 表 

はさし め 給 ひし は 蓋し 彼より 進んで 祭司 階級に 對し 衝突 を 招き 給うた ので あらう、 次に 彼は癱 M を 


みたる 者 を 癒して 「尺よ 汝 の罪赦 さる」 と 宣告し 給 ひし 時 衝突 は 更に ー步を 進めた ので ある、 學 者と 

パリ サイの 人々 は 心に 之 を 非難した、 而 して キリスト は 其 を 知りて 「汝等 心の中に 何 を 論す る や、 汝 

の罪赦 さると いふと 起きて 歩めと 言 ふと 何れ か 易き」 と 答へ 給うた、 罪を赦 すと 言 ふ は 易き も 其事實 

を 示す は 難し、 我れ 今 其 事 實を汝 等 の 服 前に 示さ んと言 ひ 給うた ので ある、 知るべし 弟子の 選定に 次 

ぎて 記された る 之 等 ニ箇の 奇跡の 意味 を、 是れ 奇跡 其 も の よ り も 寧 ろ 奇跡 の 結 rai- たる 衝突の 記事 で あ 

る、 キリストに 弟子 を 生す ると 共に 叉 敵 を 生じた、 此の 如く 彼の 生涯 を 通じて 其 勢力の 增 加す るに 從 

ひ 敵 も亦增 加した ので ある、 其 事業の 進む に 比例して 衝突 も 亦 激烈 を 加へ たので ある、 是れ福 昔の 深 

き ドラマで ある、 ルカが 奇跡の 記事 を此 處に插 みたる は 此事を 示さん が爲に 外なら なかった、 而 して 

之 を 知る は 福音の 何たる 乎 を 知る が 上に 必要で ある、 幅 昔 若し 敵 を 生ぜ ざらん 乎、 卽ち 偽の 福 昔た る 

の明證 である、 我等 キリストの 恩 惠に與 りし 者亦然 り、 福音 の^に 證を爲 す 事 多ければ 愈々 多くの 敵 

を 作らざる を 得ない、 {是 に 巳む を 得ざる の事赏 である、 「凡ての 人汝 等を譽 めな ば 汝等禍 なる 哉」 で 

ある、 故に キリスト は 彼の 聲 名の 此 世に 揚る時 は必す 人な き處に 退きて 祈り 給うた、 福音書 記者の 寧 

は實に 用意周到 である、 路加 傳五章 十五 節に キリストの 聲 名の i ほ 傅 を 記した る 後 共 次 節 に 於 て 彼の 祈 

禱 の 記事 を 書き漏らさ ない、 而し て 五 章全體 の 示さ ん と！^ す る 所 は 福音 の 宜揚と 之に 對す る -惡魔 の 反 

對 との； 131 行 進に あるので ある。 

八 稅夾 の 聖 召 (： 二 力 十八 =1) 

ィ ェ スは其 弟子 を 選定す るに 當り之 を 宗敎界 よりせ すして 普通人の 問より 爲し 給うた、 是れ 旣にパ 

大正 六 年  三 四 七 


0 演  三 四 八 

リサ ィひ人 等に 對 する 一種の 挑戰 であった、 其 後 彼 は ニ囘の 奇跡 を 以て 敵 を 作り 給うた、 然るに 今や 

税吏 レ ビ を 其 弟子に 選定し 給 ふに 及び 衝突 は 愈 々 其 度 を 進めた の である。 

レビと は 何人で ある 乎、 馬 太 傳九章 九 節に 依れば マ タイと ある を 以て 多分 馬 太傳の 筆者なる マ タイ 

の 事で あらう、 何故 レビ を マ タイと 名け しか 明かなら ざる も、 マ タイと は 「神の 賜」 の 意で あるから 

恰も シ モ ンをぺ テ 口 と 呼び 給 ひしが 如く 此責き 弟子 を 得 給へ る を 記念 せんが 爲め 後に マ タイと 呼び 給 

うたので あらう。 

レビ 彼 は 一 の稅 吏であった、 稅 吏と 言 ひて 今日の 其と 犬に 趣 を 異にする、 當時 素より 稅 法の 規定 あ 

るな く 徵稅は 一 種の 請負仕事であった、 卽ち 土地 を 151! 劃して 其 15!: 域 內の納 稅額を 入札に より 決定す る 

ので ある、 故に 稅吏は 政府より 徵稅の 特許 を 受けた 者であって 其 契約した る納額 以上 を徵牧 すれば 其 

•  し- フ れん 

れ 丈け 自己の 利益に 歸す るので ある、 從て 彼等が 牧斂を 事と したる は 自然の 數 であった、 今日 一定の 

稅 法の ドに 徵稅の 任に 當る稅 吏 すら 人民より 惡感を 以て 迎 へらる i 事 甚だしき もの あれば 況して 之 等 

昔日の 稅 吏が 蛇蝎 視 せられた る は 怪しむ に 足らない、 殊に ユダヤの 稅吏 は羅馬 政府の 役人なる が 故に 

ユダヤ人 にして 稅吏 たる 者 は 國賊又 は寶國 奴を以 て 目せられ たので ある、 而 して レビ は實に か、 る稅 

吏の 一人であった。 

「此 後ィ H ス屮： て レビと い へ る稅 吏の 稅關の 前に 坐し 居け る を 見て 我に 從 へと 曰 ひければ レビ 一 切 

を 捨てお き 起ちて 從 へり」 と ある、 「見て」 と は 「見詰めて」 の 意なる も 多分 レビ も 亦此時 初めて キ 

リストに 從 つたので は あるまい、 旣に 幾度び かィ H スの 說敎を 聽きィ H スも亦 レビの 人物 を 認知して 

居 給うた ので あらう、 而 して 此時 愈々 「一切 を 捨てて 我に 從へ」 との 召命 を 蒙り 卽ち應 じて 起った の 


であらう o 

レ ビ なる マ タイ は 今日の 所謂 俗吏に 過ぎなかった、 俗吏 は 多くの場合に 於て 一 種の 機械で ある、 良 

心 あるな く 見識 あるな く 人生 問題の 如き は 彼に 取て 風馬牛で ある、 世に キリス トの 福音と 沒交涉 なる 

もの ありと せば そ は 俗吏で ある、 而 して 稅吏は 俗吏 中の 俗吏であった、 殊に レビ は外國 人の 下役た る 

稅 吏であった、 然るに 今や 彼 を 招きて 其 弟子と 爲し給 ふ、 ィ H スの 行動 は 大膽の 極であった、 獨りパ 

リ サイ、 サド カイの 人々 のみなら す ユダヤ人 一般の 感情に 牴觸 せざる を 得なかった ので ある、 併し 乍 

らィ H スの 選定 は 素より 誤らなかった、 俗吏の 間に も 貴き 人物 あり、 マ タイ は 實にィ H スの 後事 を 託 

せらる i に 足る の 人であった、 彼 は 後に 何事 を爲 したる ゃ必 しも 明白なら すと 雖も馬 太 傅の 大部分が 

彼の 筆に 係る 者た る は 疑 ふ 事が 出来ない、 彼 は 十一 一 使徒 中に ありて 書記 役 を 勤め 常に 師の 後に 隨 うて 

記錄を 綴った ので あらう、 馬 太 傳が數 字の 記載 を忽 せに せざる は 其 特徴の 一 である、 故に 筆者 は金錢 

の 勘定に 慣れたる 人な らんと は 蓋し 有力なる 觀察 たる を 失 はない、 マ タイ は バウ ti 叉 はべ テ n の 如く 

外面 的に 壯烈 なる 活動 をな さ ざり しと 雖も靜 に 幅 音を傳 へたる 貴き 弟子の 一 人たり し は 明かで ある、 

稅吏マ タイの 選定 は 確かに 偉大なる 選定で あった。 

然し 乍ら 最も 快 心を覺 ゆる は 選定 せられし 後の マ タイの 行動で ある、 彼 は 其 現職 を拋ち 一 切 を 捨て 

てィ H ス に從 はんとす るに 當り 盛なる 別離の 宴 を 張りて 同僚 を 悉く 招き 新しき 師の 臨席 を 乞うて 以て 

公々 然 信仰の 發 表を爲 したので ある、 席に 列す る 者 は 多數の 俗吏で ある、 而 して 神の 子ィ H ス キリス 

ト と其數 人の 弟子と である、 此 問に 立ちて 昨日 迄の 稅吏 今日よりの 使徒 マ タイ 意氣 昂然 其の 貴き 師を 

舊 同僚に 紹介し 葡萄酒 を 酌みて 自己が 新 生活の 首途を 祝した であらう、 宽， に 痛快なる 酒 筵で ある、 キ 
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リ ス ト 素より 俗吏の 实 席に 列す る を 好み 給はなかった であらう、 併し乍ら 此時は マ タイの？ SfJ 氣を嘉 み 

して 喜んで 出席し 給うた であらう。 

然るに 其 饗宴 屮旣に 衝突 は 始まった、 學 者と パ リ サイの 人ィ H ス の 弟子に 對し 怨言 を發 して 曰く 

r 汝等稅 吏 また 罪 ある 人々 と共に 飲食す る は 何故 ぞ」 と、 「稅 *<卽 ち 罪人と 共に」、 「俗吏 而も 寶國 

奴と 共に」 と言うた ので ある、 此反對 論に 對 して ィ H スは 答へ て 言 ひ 給うた 「康强 なる 者は醫 者の 助 

を需 めす、 唯 病 ある 者 之を需 む」 と、 是れ 一 に は事實 である、 一 に は 叉 諷刺で ある、 語 は簡單 なりと 

雖も 凡ての 人の 心に 訴 ふるものであった、 之を受 くる 人の 心情 如何により 或は 深く 或は 淺く 或は 同情 

の 語と して 或は 反語と して 響く ものであった。 

次に 第二の 反對が 起った、 曰く 「宗敎 家 は 飮食を 節し 厦斷 食を爲 すべき 害なる に汝等 美食 を 取りて 

撣ら ざる は何ぞ や」 と、 か、 る 謹 見 は 今日 も 亦屢々 耳に する 所で ある、 而 して 普通の 宗敎 家なる もの 

そ い そしよ くへ ，. お V  、ろ， ひきよ  しゅ-つぐ 

は實に 之を裝 ふので ある、 麁衣 粗食 弊 屋陋居 以て 衆愚の 賞 讚 を 博す、 パリ サイの 徒が それであった、 

はな； 5- 一  とも "た ち 

パプ テス マの ョ ハネ すら 尙其 類であった、 併し乍ら ィ H ス は然ら す、 彼 は 曰 ひ 給うた 「新郎の 朋友 其 

新郞 と共に 居る 間 は 之に 斷食 を爲 さしむ る 事 を 得ん や、 後 新 郞と刖 る k 日 至らん、 其 日に は斷 食す ベ 

きなり」 と、 蓋し 當 時の 習慣と して 新郎の 朋友 は 新郎 を 新婦に 奪 はれた る 悲しみ を 表 はさんが 爲め斷 

食を爲 したので あらう、 ィ H スは其 例 を 取りて 敎へ 給うた ので ある、 曰く 「今 は 新郎の 朋友 尙 ほ新郞 

と共に 在る の 時で ある、 斯る 時に 何ぞ 殊更に 斷 食を爲 すの 要 あらん や、 併し 後に 時が 來 るので ある、 

新郞其 朋友 を 捨てて 去る の 時が 來 るので ある、 其 時 こそ 斷食 せざるを得ないの である」 と、 斷食之 を 

規則と して 爲 すべから す、 神 惠み給 ふ 場合に は 寧ろ 感謝して 受 くべき である、 衣食住の 外 侧の事 以て 


信仰 を增 減せ しむる に 足らす、 斷 食す るに は 自ら 時 あり、 後ち 時來 るゃィ H スは此 世の 宗敎 家の 味 ふ 

に 由な き 苦み の 杯 を 飲み干し 給うた ので ある、 彼は旣 に其傳 道の 初より 十字架 を 前途に ひ S み 給うた、 

而 して 是れ 眞に斷 食すべき 日であった ので ある。 

是に 至りて パリ サイの 人 等 は 最早 や 返す に 語 無き に 至った、 依て ィ H スは 更に 三箇の 譬喩 を 語り 給 

うた。 

一、 「新しき 衣 を 裁 取りて 奮き 衣 を 補 ふ 者 あら じ、 若し 然 せば 新しき 衣 を も 壞ひ且 新しき より 取り 

たる 布は舊 きものと 合 はす」 と、 是れ 普通の 婦人の 熟知せ る事實 である、 然るに 宗敎 神 學者は 之 を 

知らない、 彼等 はィ H スの 新しき 一 i 昔 を 取りて 舊き道 德に繼 ぎ 合 はさんと する ので ある、 其 故 何ぞ、 

福音 は 之 を 受けん と 欲す、 而も 律法 も 亦 之を棄 つるに 忍びす、 是に 於て か 彌縫を 試みて 鹅を作 出す る 

ので ある、 併し乍ら 新しき 生命なる 福 昔 は 到底 舊き 規則 又は 儀式の 類と 調和し ない、 之を强 ひて 接合 

せんと 欲すれば 卽ち雙 方の 破壞に 終る ので ある、 敎會の 存在の 常に 危殆なる は 之が 爲 である、 ； i 音 は 

一 i 音と して 之を說 かしめ よ、 「若し 恩に 由ら ば 功に 由ら す、 若し 功に 由ら ば 恩に 由ら す」 と。 ハウ 口 は 

言うた、 福 昔と 律法と は兩 立すべからざる ものである。 

二、 「新しき 葡萄酒 を舊き 革袋に 盛る 者 あら じ、 若し 然 せば 新しき 葡萄酒 は 其 袋 を 張り 裂き？ 1 れ出 

づ、 且 革袋 も壞る べし、 新しき 葡萄酒 は 新しき 革袋に 盛るべき 者ぞ、 斯くて こそ 雨つ 乍ら _1 ^つなれ」 

と、 革袋と は 山羊の 胃 腑を扶 取りて 乾 製した る もの を 云 ふ、 其の 旣に膨 腿し 切りた る舊き 革袋に 新酒 

を れ なば 酒 は尙醱 酵を續 くるが 故に 袋 を 張り 裂く に 至る ので ある、 ィヱ スは此 譬喩 を 以て 輻 昔の 膨 

脹性 を敎へ 給うた、 新しき 葡萄酒と は 何ぞ、 首 ふ 迄 もな く； i 昔で ある、 常に 膨脹し つ k ある 生命で あ 


る、 舊き 革袋と は 何ぞ、 規則 を 以てする に 非 ざれば 維持す る を 得ざる パリ サイの 人の 神學 である、 又 

今日 我 邦の 宗教家 敎育 家の 類で ある、 新しき 革袋と は 何ぞ、 自由なる 生命 を湛 ふる レビ、 ベ テロ、 ョ 

パネ 等の 新 弟子で ある、 福音 を 託すべき 所は玆 にある のみ、 之 を 奮き 革袋に 託せん 乎、 福音 も 革袋 も 

共に 破瓖 する の 外ない ので ある。 

三、 之 等 一 一箇 條の 譬喩 を 語り 終りて ィ H ス は尙 一 言 を附加 せん 事 を 欲し 給うた、 曰く 「奮き 葡葡酒 

を飮 みて 立 所に 新酒 を 欲む 者 は あら じ、 是れ舊 き は 最も 好し と 言へば なり」 と、 彼 は舊き 衣と 舊き革 

袋と を 斥けつ、 も尙 彼等に 對 して 深き 同情な き 能 はす、 卽ち 自ら 葡萄酒の 杯 を 手に しつ \ 一味の 嚴肅 

なる 諧謔 を 交へ て 斯くは 語り 給うた ので あらう、 r 汝等今 我が 福音 を 受け ざれば とて 我 之 を 責めす、 

舊き酒 を 好める 者が 新酒 を 出されて 立ち どころ に 之を飮 まんと せざる は實に 人情で ある、 併し乍ら 汝 

等 も 亦 後に は 我に 從 ふの 日 あらん、 今暫 らく 舊を舊 として 時の 到る を 待つべし」 と、 是れ 深き 同情の 

語で ある、 自ら 守る に嚴 格なる ィ H スが人 を： If つの 如何に 寛大なる か を 見よ、 老人に 對 する 傳道は 常 

に 此精祌 を 以てすべき である。 

是の 如くに して レビの 家に 於け る 一 夕の 饗实は 永久の 眞 理を傳 ふるの 機會 となった、 招きし レビ、 

招かれた る 同僚、 喜びて 臨席し 給 ひし ィ H ス 及び 其 弟子、 而 して 反對論 あり、 ィ H スの 意味 深遠なる 

答 辯と 譬喻と あり、 最後に 老人に 對 して 迄 も 同情の 一 言 を附 加し 給 ふ、 之 を 綴り 合せば 眞に 一 幅の 畫 

である、 僅かに 三十 分 を 超えざる 會 話の 間に 誰か 又斯 くも 人生の 最も 深き 所に 觸れて 情意と 勇 氣と哲 

學と 詩と 悉く 備 はらざる なき 贵き語 を發し 得る もの あらう 乎。 


九 新舊 の斷絕 (三月 四 H) 

路加 傳第六 章 

ィ H スと當 時の 宗教家との 間に は 根本的の 相違の 存 する 事が 次第に 明白と なった、 而 して 此隔 IS は 

終 に 安息日 問題 に 至 つ て 其絕頃 に 達した ので ある、 路加 傳第六 章 は ガリ ラャ傳 道の 分水嶺で ある、 ィ 

ェ スと 彼等との 社交 は玆 に斷絕 したので ある。 

安息日 は當時 の 宗 敎家殊 に パリ サイの 徒の 最も 重大視し たる ものであった、 此日 を 守らん が爲に は 

毺々 なる 行爲が 禁止 せられた、 或は 八 町 以上の 距離 を 歩む ベから すと いひ 或は 病 者 を 癒す ベから す 或 

は麥を 刈る ベから すと いふが 如き 條 項が 三十 有 九 も 定められて 居った、 而 して 之 等の 條項 を嚴 守す る 

に 非 すん ば 良き 信者と して 認められなかった、 實に 安息日に 關 する 觀 念の 中に 當 時の 人の 凡ての 思想 

が 籠って 居った ので ある、 故に 此 問題に 對 する ィ H スの 態度 如何に 由って 彼等と 彼との 相違 は 截然 分 

^せらる、 ので ある。 

或る 安息日に ィ H ス其 弟子 を 連れて 麥畑を 通り 給うた、 其 時 弟子 麥の穗 を 摘み 之 を 乎に て 搏んで 食 

うた、 然るに 當時旣 に 彼の 身邊に 間諜の 附き纏 ふ あり、 彼等 は 事 あれ かしと 注目 怠らなかった 折 柄で 

あれば 之を發 見して 奇貨 措くべし と爲し 直に 詰責して 言うた、 曰く 「汝等 安息日に 爲 まじき 事 を爲す 

は 何故 ぞ」 と、 然るに ィ H スの答 は 意外であった、 そ は 甚だ 大膽 なる のみなら す 喪漬 的に さへ 聞 ゆる 

言 であった、 彼 は 言 ひ 給うた の である 「ダビデ 及び 共に 在りし 者の 饑 ゑし 時爲 したる 事 を 未だ 讀 まざ 

-る 乎」 と、 又 曰く 「人の子 は 安息日に も 主たるな り」 と、 卽ち ダビデに 可 かりし 事 は 我に も 可い ので 
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. ある、 我 は ダビデ 以上の 者で ある、 叉 我 は 安息日 を も 支配し 得る ので ある、 人の子 は 律法 以上の 者で 

あるとの 意で ある、 之 を 聞いて パリ サイの 徒 等 驚かざる を 得なかった、 イスラ H ルの 祖先 中 最も 尊敬 

せらる、 ダビデ 以上と 稱 する 者 は 何人 ぞ、 况んゃ 自ら 潜して 敢て 律法 以上の 者と 言 ふに 於て を や、 彼 

. 等 は 殆ど 怒りても 尙 足らざる を覺 えた (サム H ル 前書 一 一十 一 章參考 )。 

叉 他の 安息日に ィ H ス會 堂に て說敎 を爲し 給うた 時 手ひ枯 えたる 人が あった、 列座の 者 共 敵 乍ら も 

ィ H ス必す 之 を 見逃がし はす まじと 豫 想した、 唯 疑問 は 之 を 今日 癒すな らん か 或は 安息日の 終る 迄 待 

つならん かに 在った、 彼等 はィ H ス の 爲し給 ふ 善に 重き を 置かす して 只管 其 中に 何 か 非難すべき 理由 

を發 見せん 事 を 力めた、 ィ H スは 勿論 其 意中 を 察し 給うた、 而 して 人の子の 安息日に も 主たる 事 を 現 

はすが 爲に 恰好の 時機なる を 感じ 給うた、 是に 於て 彼 は 病 者に 命じて 座の 中央に 立た しめ 而 して 問題 

を 提出して 曰 ひ 給うた 「我れ 汝 等に 問 はん、 安息日に 善を爲 すと 惡を爲 すと 又 生ける を 救 ふと 殺す と 

何れ をか爲 すべき」 と、 是れ 素より 常識に 照して 明瞭なる 問題で ある、 從て 彼等 は 答 ふべき 言 を 知ら 

なかった、 併し乍ら 事 は 議論の み を 以て 終らない、 ィ H スは 遂に 衆人 を 環視して 其 人に 手 を 伸ばさし 

め 給 ひたれば 手 は 完全に 癒えた ので ある、 彼は斯 くして 明， 曰なる 實物敎 育 を 施し 給うた、 是に 至って 

啻に 安息日に 關 する 思想の 相違が 顯著 となりし のみたら すィ 一一 ス の 幅 音と 彼等の 敎 との 間に 全然 調和 

の餘 地な き 事が 表明せられ たので ある。 

几て 偉人 は 最初より 急進 家で はない、 彼 は 寧ろ 保守 家で ある、 併し乍ら 漸次 世人と 接觸 して 其 誤謬 

を 感知す るに 從ひ 彼我の 重視す る 所 全然 轉 倒せる を發 見し、 而も 融和 せんと 欲して 遂に 融和す ベから 

ざるに 至り、 已むを 得すして 改革の 旗 機 を 樹立す るので ある、 一 例を擧 ればグ ラッド スト ー ン の 如き 


もさう であった、 彼が 晚年は 殆ど 社會 主義に 近き 進歩的 思想 を 抱きし と雖 其大學 時代に 在て は 最も 保 

守 的の 青年であった、 保守 家 は 決して 好んで 反 對の聲 を擧げ ない、 余輩の 無敎會 主義の 如き 又 之に 傲 

うたので ある、 余輩 も 亦 最初 は敎會 又は 監督の 友であった、 併しながら 彼等の 重ん する 所 は 余輩の 輕 

しとす る 所、 余輩の 最も 重視す る 所 は 却て 彼等の 顧みざる 所なる を 知りて 彼等と 余鞏 との 一致 は 破れ 

ざる を 得ない ので ある、 余輩 嘗て 或る 監督の 招きに 應 じて 會 見した 事が あった、 其 時 余輩 は 彼の 敎會 

に屬 する 一 婦人の 救濟 問題に つき 監督の 意見 を 叩く 所があった、 然るに 彼 監督 は 答へ て m うたので あ 

る、 敎 會は祌 を醴拜 する 所で ある、 何ぞー 婦人の 救 濟に關 はる 事 を 得ん と、 而 して 監赞の 余輩に 謀る 

所 は 或は 書の 讀み 方であった、 或は 傅 道 志願者の 許可 方針であった、 彼等の 爲す所 槪ね是 の 如しで 

ある、 近時 聖公會 に 於て 聖餐式 用 僧服 の 種類に 關し又 聖餐式 當日 の 朝に 於け る樊 飯の 可否に 關し大 問 

題 を 惹起した りと 聞く， 斯 くして 信者の 共働 を 主唱す る も 無理なる 註文で ある、 一致 は 多くの場合に 

於て 偽善で ある、 均しく 神 を 信じ キリ ス トを信 するとい ふ も其實 質に 於て 全然 異ならば 互に 手 を 分た 

みや 》< うで 

ざる を 得ない、 ィ H スも亦 當初は 慣例に 從 うて 宮詣を も爲し 安息日 を も 守り 給うた ので ある、 併しな 

がら 旣に 幾多の 經驗に 由って パリ サイの 徒 等 徒らに 舊き 形骸 を 重んじ 到底 新しき 生命 を受 くるに 堪 へ 

ざる 者なる 事 を 看破し 給うた、 彼等の 求む る 所 斥く る 所 は 恰も ィ H スの それと 正反對 なる 事 を 感知し 

給うた、 是に 於て か 今や 斷然 彼等と 袂 を^ち 給うた ので ある、 彼 は此時 最も 切實に 自己の 孤獨 を^ じ 

給うた であらう、 彼 は 唯獨り 山に 人り て 終夜 祈り 給うた (十二 節)、 而 して 神より 光 を 受けて 兹に新 

社 Z 煮の 創造 を 始め 給うた、 十二使徒の 選定 卽ち 之で ある、 舊 きを 舍 てて 新しき を il る， ィ H スの ガリ 

ラャ傅 道の 分水嶺 は此處 にあった。 
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かの 馬 太 傅に 於け る 所謂 山上の垂訓 はこの 使徒 選定の 事實に 次ぐ ものである (二十 節 以下)、 故に 

其 何人に 向って 說 かれし 敎訓 なる か は 自ら 明白で ある、 山上の垂訓 は 決して 萬 人の 實 行し 得べき 道德 

ではない、 是れ唯 キリスト を 信す る 者に のみ 適用すべき 至高の 道德 である、 新しき 基督 圑の發 端 成り 

て 然る 後に 山上の垂訓 は 下った ので ある。 

十 天國の 民と 其の 律法 (上) (三 力 十八 nl) 

路加 傳第 六章自 十二 節 至 # 八 節 

眞 正の 革命 は 皆 巳む を 得すして 成る、 イエ ス も亦當 時の 學^ パリ サイの 徒と 其 根本 精神 を 異にする 

を 知り、 已むを 得すして 之と 絕緣し 給うた、 而 して 弟子 中より 更に 己に 近き 者 十二 人 を 選びて 之 を 使 

徒と 爲し 給うた、 是の 如くに して 新なる 靈的團 體は其 芽 を 萌した ので ある、 基督 圑卽ち 敎會の 發端は 

屮 Z 來た ので ある、 天國の 市民 は玆に 初めて 作られた ので ある、 而 して ィ H ス 今や 彼等に 對し 其の 守る 

べき 途竝に 其の 特權を 敎へ給 ふ、 二十 節 以下 は 卽ち馬 太傳の 所謂 「山上の垂訓」 にして 此 せより 分離 

したる 弟子 達の 守るべき 途 及び 其 特權を 述べられた ものである。 

C0OOO00OO00C0O000O00C  00C00000000000 

所謂 山上の垂訓に 對 する 最大の 誤解 は 之 を 以て 人類 全體の 道德と 見做す にある、 是の 如くに 解して 

ィ H ス の敎は 無理なる 要求たら ざる を 得ない、 かの トルストイの 信仰に 幾多の 困難 を 伴 ふ は 之が 爲で 

ある、 支那の 一 學者も 嘗て 米國に 於て 公言した 事が あった、 「孔子 は實行 可能の 事 を 要求し キリスト 

は 無现を 要求す」 と、 併し乍ら 山上の垂訓が 人類 全 體に對 する の 要求に 非ざる 事 は 路加 傅の 記事の 順 

字、 殊に 其 第 六 章廿七 節の 示す 所で ある、 「我に 聽く 所の 汝 等に 告げん」 と、 卽ちィ H スは萬 人に 之 


を 吿げ給 ひしに 非す して 唯 彼に 聽き 彼に 從ふ 所の 彼の 弟子に 之 を吿げ 給うた ので ある、 而 して 彼に 

く 所の 彼の 弟子 は 彼より 單に 命令の みを受 くる 者で はない、 必すゃ 又 共に 約束 をも受 くる 者で ある、 

祌の 律法 は 約束 を 伴 ふ、 此恩惠 を 受け 得る 者に して 初めて 此 命令 を 守る に堪 ふるので ある、 約束 を 離 

れて 律法 を 守る 能 はす、 天國の 民に 非す して 山上 垂訓 中の 道 德を行 ふ 事 は出來 ない、 山上の垂訓 は- 大 

國か 民た るの 特權を 受けた る少數 者の 律法で ある 事 を 忘れて はならない。 

故に ィ H スは 律法 を 語る に 方り 先 づ天國 の 民の 特權 を敎へ 給うた、 此時ィ H スに從 うて 最初に 天圃 

の 民と なりたる 弟子 等 は 如何なる 種類の 人々 なりし 乎、 彼等 は 世の 富者 叉 は權者 階級の 人々 ではな か 

つた、 彼等 は 貧しき 者 「みおき 者であった、 今日に 於て こそ 基督 敎は旣 に 世界 勢力に して 世界の 富の 十分 

の 九 は 基督 者の 掌握す る 所たり、 歐 米の 君主 大統領 等 皆 基督 者なら ざる はなき の狀 態なる も、 基督 W 

の 發端を かへ り みれば そ は 極めて 微れ なる ものであった、 其 團員は 漁夫 叉 は 税吏の 輩に 過ぎなかった 

而も 是等 少數の 弱者が せの 敎權 政權と 截然 分離して 玆に 新しき 國を 建設 せんとす、 之 を 外より 兑て： 

も 兒戲に 類す るの 感な きを 得なかった、 之 を： s: より 見て 弟子 達 自身す らも 疑懼の 念に 堪 へなかった で 

あらう、 然るに ィ H スは敎 へて 一一 一一 n ひ 給うた ので ある、 「汝等 貧しき 者、 娥ゑ たる 者、 哭く 者. こそ 福で 

ある、 何と なれば 天 國は汝 等の 所有で あるから である、 汝等は 飽き 且笑ふ を 得る からで ある、 汝等世 

より 排斥 迫害 せらる.^ 其 時 こそ 福で ある、 其 時 は欣び 踊れ、 何と なれば 之に. E りて 汝等 属の榮 光に 入 

るからで ある」 と、 ィ H スは其 弟子た る 貧者 111 者 等 を 心より 祝福し 給うた、 而 して 又 彼等の 11 に 紛れ 

込める パリ サイ、 サド カイの 徒 等の 間諜に 注目して 言 ひ 給うた、 「汝等 富める 者は禍 なる 哉、 汝等飽 

ける 者 * 今 笑 ふ 者は禍 なる 哉、 凡ての 人汝 等を譽 めな ば 汝等禍 なる 哉」 と、 是れ^.^だ激越の.|^でぁる 

大正 六 年  一一 一 五 七 


m 演  一一 一 五八 

神の 靈其 胸中に 宿れる に 非 すん ば 誰か 能く 此の 言 を發し 得る 者ぞ、 イエ スは 貧者 弱者 を 祝福す ると 共 

に 富者 權者 を咒ひ 給うた ので ある、 光の 子と 世の 子と を 峻^し 給うた ので ある、 是れ 基督 團の發 端で 

あった、 而 して 其 終局 も 亦是の 如くなら ざる を 得ない、 天國の 民の 特權は 此處に 在る ので ある。 

特權に 次で 律法 は 来る、 二十 七 節 以下が 其れで ある、 「人 汝 等の 頻の 右方 を擊 たば 亦 左方の 頰を向 

けよ、 汝の外 服 を 奪 はば 裏 衣 を も 担 まざれ 云々」 と、 是れ 果して 實 行し 得べき 道德 である 乎、 之 を 人 

類 全體の 道德と 見て 其 實行は 不可能 である、 併し乍ら 之 を 天 國の 民の 律法と 見て 其實行 は 可能 である 

且 容易で ある、 少しく 事實 をして 之が 註解たら しめよ、 「人汝 等に 一 里の 公役 を强 ひなば 之と 共に 一 一 

里 行け」 と は 同じ 敎訓中 馬 太傳に 載せられ たる 一節で ある、 而 して 是れ 明かに 當 時の 事實の 例證 であ 

つた、 當時羅 馬の 兵士 は 何人 をも捉 へて 一 リ ー グ (凡そ 一 里) を 限り 自己の 荷 を 負 はしむ るの 特權を 

有した、 故に 耒耜を 取て 田園に 勵む 農夫と 雖もー 里の 公役 は 之 を 担む を 得なかった、 從て人 皆 兵士 を 

厭 ひ 遙に其 影 を 望めば 卽ち 逃避す る を 常と した、 然るに 基督 者の みは 斯く は爲 さなかった、 彼等 は 一 

里の 公役 を强 ひられな ば 之と 共に 二 里 又は 三 里を往 いた、 但し 彼等 は無爲 では 往 かなかった、 彼等 は 

兵士の 荷 を 食 ひながら 福音 を說き 祌の霄 を傳 へた、 而 して 之が 爲に荷 を 負 はしめ たる 兵士に して 救に 

入りし 者 は 決して 少数ではなかった、 卽ち 知る 彼等 基督 者は單 なる 命令と して 之 を 守りし にあらざる 

事 を、 彼等 は憐 むべき 羅馬 兵士の 靈魂を 愛した ので ある、 又 彼等の 爲に 天國に 於て 如何なる 寶の貯 へ 

ら る-^ 乎 を 知った ので ある、 旣に 此の 望と 此 愛の ある あり、 卽ち 一 里の 強制に 應す るに 一 一里の 履行 を 

以てする も 何の 困難 か 之れ 有らん、 我等 若し 常に 我等の 國は 天に ある 事 を 思ひィ H ス キリストの 其處 

より 來るを 待つ の 切なる 望 を 抱き、 且 未だ 此 望に 與ら ざる 人々 に對 して 强烈 なる 同情 を 有せん 乎、 深 


夜 盜賊來 りて 財物 を 求む るに 参せば 彼が 神の 國に 入る の機會 とならん が爲 にに 全 財 產を與 ふる も尙吝 

まないで あらう、 現に 我 邦に 於て さへ 往々 にして 此 種の 赏例を 見る ので ある、 盗賊の 要求に 從ひ货 財 

を與 ふるに 加へ て 「願 はく は 此 書を讃 め」 と て 聖書 を 贈り 遂に 賊を して 獄中に 悔改 せしめた るが 如き 

は 有名なる 話で ある、 至高の 道 德を行 ふに 是の 如く 容易なら しむる 所以の もの は 何で ある 乎、 曰く 主 

に 在る 筌， と 愛と である、 此の 望と 愛と 無くして ィ H スの 命令 は 之 を 守る に堪 へない、 母胎より 出で 此 

世の 敎養を 受けた るの みに して 人 は 山上の垂訓 を實 行す る 事 絕對に 不可能で ある、 併し乍ら 一 朝 キリ 

ス トの 救に 與 り^と 愛と 其 胸中に 燃 ゆるに 及びて 律法 は 最早 や 束縛に 非す 重荷に 非す 却て 最も 易 々 た 

る 自然の 途と 化する に 至る、 そ は 恰も 親 を 愛する の 子、 夫 を 愛する の 妻に 對し强 き 命令 も 命八リ として 

聞え す 却て 甘き 愛の 語と して 響く が 如くで ある、 我に 天國の E 免の^ あり 主に 由る の 愛 あらば 山上の 垂 

訓の 高き 要求 も何ぞ 恐る k に 足らん、 「人 汝の頰 の 右方 を擊 たば 叉 左方の 頓を 向けよ」 と、 然り我 之. 

を爲し 得る ので ある、 「汝の 外 服 を 奪 はば 裏 衣 を も 拒ま ざれ」 と、 然り我 亦 之 を爲し 得 るので ある、 

世の 倫理 學者 等善惡 の 論 を 知って 道 德の實 行に 無能な りと 雖も 基督 者 は 主の 命じ 給 ふが 儘に 律法の 軛 

を 負うて 其 甚だ 輕 きを 覺 ゆるので ある。 

近時 敎會に 於て 山上の垂訓に 對 する 一 種 特刖の 解釋が ある、 卽ち 天國の 民の 特權を 現世 的に 解し 

「汝等 今 は 貧しと 雖も 後に 富まん、 汝等 敎會の 代表者 等 今 は 迫害 を受 くると 雖も 後に は 世より 歡迎せ 

らる、 に 至らん、 基督 敎は其 始に當 りて 微々 たりと 雖も 後に は 世界 勢力た るに 至らん」 との 意に 解す 

るので ある、 實に 基督 敎は 今日 世界の 大勢 力で ある、 基督 者 は 今や 貧しき 者なら す、 米國 のバプ テス 

ト敎倉 は 日本 全國の 富よりも 大 なる 富の 所有者た る „1 ック フエ ラ ー の 如き を其會 員に 數 ふるので ある、 
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^し 乍ら 敎會 は斯く 富みた るが 爲に 益々 腐敗し つ X ある は事實 である、 嘗て 天主 敎會の 盛時、 或學者 

の羅馬 法王に 謁する や、 法王 曰くべ テ B は 金銀 我に あるな しと 言 ひし も 彼が 後繼 者た る 我 は斯く 一一 一一 口 ふ 

の 必要 を 見す と、 學者 答へ て 曰く 然り、 併し乍らべ テロ 若し ナザレの ィ H スの 名に 由て 立てと 言 はば 

何人も 立った、 然るに 閣下 は 之 を 一一 一一 C ふ 能 はす、 又 之 を 言 ふと も 立つ 者 は 無しと、 3 呉假の 敎會は 今日と 

雖も 富者 權 者の 團體 で， はない、 其發 端に 於て 貧しき 者、 饑ゑ たる 者、 哭 ける 者の 團體 でありし が 如く 

其 終局に 至る 迄 同様で ある、 而 して 彼等 は 主の 再臨に 至て 初めて 富める 者.' 飽 ける 者、 笑 ふ 者と なる 

ので ある、 天 國とは 地上の 敎會に 非す、 復活 體を 以て 參與 すべき その 貴き 國 である、 故に 之に 入る の 

歡喜 幸福 は 永遠 不朽で ある、 天 國を來 f と 解して 初めて 山上の垂訓の 意義 を 探る 事が 出来る、 基督 者 

の 特權は 天國の 約束に 在る、 而 して 此 約束に 基く 望と 愛と に 燃 ゆる 時 能く 天國の 民の 律法 を實 行す る 

に 足る ので ある。 

十 一 天國の 民と 其 律法 (下) (三月 二十 五 H) 

路加傳第六章卅六節2^下 

あは： * ふ 

ィ H スは 天國の 民の 律法 を說 きたる 後 之 を 一 語に 總 括して 言 ひ 給うた、 「是 故に 汝 等の 父の 憐^の 

如く 亦 憐^ を爲 すべし」 と (三十 六 節)、 是れ 基督 敎道德 の K 髓 である、 基督 者の 道 德の檫 準 は 父な 

る 神に ある、 神の 人 を 遇し 給 ふが 如くに 人 を 遇する 事が 彼の 道德 である、 殊に 父の 憐 偶の 如くに 亦憐 

憫を爲 す ベ しと 言 ひて 天國の 民の 凡ての 律法 は總括 せらる \ の である。 

道德 の！！^ 準 を 完全なる 祌に 取る ベ し、 決して 其 以下 を 目指す ベ からすと、 是れ實 に 高き 道德で ある、 


世に 何處に 又是の 如き 敎訓が ある 乎、 釋迦、 孔子、 ソクラテスと 雖も 遂に 此處に は 至らなかった、 人 

の 道德は 此處に 至って 其 絶頂に 達した ので ある、 而 して ィ H スは 更に 之を實 行す るの 途を備 へ 給 ふ、 

彼に 頼りて 此贵き 理想の 實現は 可能と なる ので ある、 人類の 榮譽 はこの 至高 至尊の 道德 を附與 せられ 

し 事に ある、 人生の 意義 は 之が 實行を 期待す るに ある、 言 ふ を 休めよ 「人間 なれば 致 方な し」 と、 か 

かる ロ實は 基督 者に 取って は 何等の 辯 解 を も 値しない ので ある、 彼 は驀然 神の 完全 を 目指して 進む の 

である、 父の 憐憫の 如く 亦憐 澗を爲 さん 事、 是れ 彼が 最大の 野心で ある。 

山上の垂訓 は玆に 至て 最高 處に 達した ので ある、 若し 此 時の 聽 衆に して 十一 一 使徒 其 他 彼の 眞實 の？^ 

子の みなりせば ィ H スの 敎訓は 此處に 於て 一 先づ 終結 を 告げた であらう、 併し乍ら 彼の 服 前に は尙幾 

多の 人々 があった、 批評眼 を 以て 冷然 彼 を 見守れる 學者、 パリ サイの 徒 もあった、 义 彼の 敎を解 する 

事淺 薄に して 之 を 其 衷心に 受けざる 偽の 弟子 等 もあった、 イエ スは 今や 彼等に 注目して _更 に 少しく 其 

弟子に 對 する 誡めを 附言す ると 共に 又 直接 彼等に 對 しても 一 言 せん 事 を 欲し 給うた、 ：： だに 於て か 彼の 

言 辭は稍 低調 を帶び 降って 彼 は 少しく 他方 面の 敎訓を 垂れ 給うた ので ある。 

「人 を議 する 事 勿れ」 (三十 七 節)、 注意すべき はィヱ ス此時 其 眼前に 佇立せ る パリ サイの 徒に 注目 

しつ k 斯く 語り 給 ひし 事で ある、 「パリ サイの 如くに 人を議 する 事 勿れ」 と、 是れ 彼の 眞意 である、 

も と 

彼 は 絕對に 人を議 するな からん 事 を 要め 給うた ので はない、 事 若し 祌の榮 光に 關 せん 乎、 或は^^^の 

救に 關 せん 乎、 之を默過する事は3^來なぃ、 何等かの 裁判 は 之を爲 さざる を 得ない、 併し乍ら 其 時 裁 

判く 者の 苦痛 は實は 裁判 かる k 者 以上で ある、 彼 は 親が 子 を 貴む るの 辛 さ を 忍びつ k 已むを 得すして 

之を爲 すの である、 然るに パリ サイ は 全然 之と 反對で あった、 彼等 は 他人 の 缺點の 暴露 を以 て 快 車と 
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なした ので ある、 他人の 罪惡 の背責 を 以て 悅樂 となした ので ある、 裁判く 事、 罪に 定 むる 事、 是れ彼 

等の 嗜好であった、 而 して ィ H スは此 精神 を 己が 國 より 根 絕 せん 事 を 欲し 給うた、 故に 彼 は 一言 を附 

加して 其 弟子 を誡め 給うた ので ある、 曰く 「汝等 パリ サイの 如くに 人を議 する 事 勿れ」 と、 此敎訓 の 

價値は 今日に 至る 迄 毫も 變ら ない、 パリ サイの 精神 は 又敎會 の精祌 である、 敎會の 長き 歷史と 其現狀 

とが 明白に 此事 實を證 明す る、 我等 天國の 民た る 者 は パリ サイ 叉 は 敎會に 倣って は ならない、 我等 は 

他人の 罪 を 見る 時、 如何にして 之 を 免れし めんか、 如何にして 之を輕 からし めんか を 思 ふべき である" 

法廷に 於け る撿 事の 立場 を 以て パリ サイ 又は 敎會の 態度な りと せば 我等の 態度 は 正に 辯 護士の 立場た 

るべき である、 而 して 是れ 決して 最後の 審判の 日に 於て 自己が 同じ 寛大の 處置を 受けん が爲 ではない" 

最後の 審判の 輕滅は 目的に 非す して 結果で ある、 人を議 せす 罪せす して 恕す もの は 亦 必然 議 せられす 

罪せられ すして 恕 さる k ので ある。 

次に ィ H スは 批評家た る學者 パリ サイの 人に 對 して 一 撃 を 加へ 給うた、 「又譬 を 彼等に 曰 ひける は 

云々」 (三十 九 節)、 「彼等」 と は 卽ち此 輩の 謂で ある、 此事を 解して 以下の 敎訓の 意味 は 甚だ 明瞭で 

ある、 r 瞽は瞽 の 相 者 を爲し 得る や」. 自ら 盲目に して 何 ぞ敢て 人の 師 たらん と 欲する や、 「弟子 は 

其 師に踰 す、 凡そ 全備なる 者 は 其師の 如くなる べし」、 後半 を改譯 して 「彼れ 完 うせら る、 時には 其 

師の 如くなる べし」 と 讀むを 要す、 パリ サイの 弟子 は 亦 パリ サイな り、 卒業 すれば 先生の 如く 惡 しき 

者と なる、 他の 所に 於て 「あ、 禍 なる 哉 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 そ は 汝等徧 く 水陸 を歷 巡り 

一人 を も 己が 宗旨に 引 入れん とす、 旣に引 人 るれば 之を汝 等よりも 倍した る 地獄の 子と なせり」 (馬 

太傳廿 三の 十五) と あると 同意で ある、 「汝 兄弟の 目にある 物 屑 を 見て 己の 目にある 梁木 を 知らざる 


は何ぞ や」、 汝等 先生ぶ りて 些々 たる 小道 德を 人に 强 ふる も 自己の. 2： 心に は 惡毒暴 很を藏 し 遂に 己が 

救 主なる 祌の 子を磔 殺せん との 凶 念 をす ら懊 くに 非す や、 「それ 惡 しき 架 を 結ぶ は 善き 樹に 非す」、 

汝 等の 弟子 を 見れば 先生た る汝 等の 價値を 知る に 足る、 「善き 人 は 心の 善き 庫よ リ善を 出し 惡 しき 人 

は その 惡 しき 庫より 惡を屮 >w」、 惡 しき 心の 敎師の 一一 目に ぼ 〈理 なきに 非す と雖も 「恰も 死にし 蠅の香 は 

しき 膏 油に 惡 臭を發 すが 如く」 惡念唯 一 言に 現 はれて 忽ち 全 教訓 を 破壤し 終る (傅 道 之 書 十の 一 )、 

之 を 要するに パリ サイの 人の 誤 は 自ら 師 たらん とする にある、 故に ィ H スは义 或時誡 めて 首 ひ 給うた- 

r 汝等は ラビの 稱を受 くる 事 勿れ、 そは汝 等の 師は 一人 卽ち キリスト なり、 汝等は 皆 兄弟な り」 と 

(馬 太廿 三の 八)、 從て 聖書に 於て は キリストに 非す して 人 を 「敎 ふ」 とい ふ 事 はない、 唯 「勸 め」 

を爲 すの み、 兄弟よ 余 も 亦 同じ 經驗を 有すれば 斯 くせよ とい ひて 勸む るので ある、 「主 一一 百 ひ 給 ふ」 と 

〇ooooooo〇oooooooooooo  0  0  0  0 

いうて 主 をして 敎 へしむ るので ある、 天 國の民 の 間に は 世の 所謂 師 なる 者 あ る ベ からすで ある。 

初に 弟子 を敎 へ、 次に 敵た る パリ サイ を 誠め、 今や 叉 話頭 をー轉 して 偽の 弟子 等に 對し給 ふ、 卽ち 

イエ スの言 を淺く 頭腦に 於て 解して 衷心に 之 を 受けざる の 人々 である、 「汝等 我が 言 ふ 事 を 行 はすし 

て 何 ぞ我を 主よ 主よ と稱 ふるや」、 寧ろ 「汝等 何 ぞ我を 主よ 主よ と稱 へて 我が 言 ふ 事 を 行 はざる や」 

と譯 する を 正しと する、 彼 は 彼の 言を聽 きて 之 を 行 ふ 者と 行 はざる 者と を 1 一種の 建築に 辔へ 給うた、 

「家 を 建つ るに 土 を 深く 掘りて 基礎 を 磐の 上に 置く」 者 は 「洪水の 時 横 流 其の 家を衝 つと も 動かす 能 

はす」、 「基礎な く 家 を 土の 上に 建つ る」 者 は 「横 流 之 を 衝っ時 は 其 家 直に 傾れ 其 類壞亦 甚だし」、 

彼 の 今 立 ち て 語り 給 へ る 其 場所が 正しく か \ る 土地で あつたので あらう、 ガリラヤ湖 畔の 沙丘 少しく 

掘 整 すれば 堅き 磐 あるに 拘らす 之を爲 さすして 沙 上に 家 を 建つ る 人 多く 湖上 頓に風 荒れ 濤逆卷 く 時に 
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暴 雨忽焉 洪水 を 起し 横 さ ま に 衝ち 来れば 忽ち 轉： 毅破壞 したの で あ ら う、 彼 の 言 を！^ きて 行 はざる 者と 

は 聞きて 覺らす 見て 見す 唯 頭腦を 以て 敎訓を 解す るに 過ぎざる 人で ある、 其 適切なる 實例は <{r 日の 學 

生の 信仰で ある、 彼等と 雖も 耳に て 聞きた る 所 を 手に て實行 するとい ふの 淺 薄なる 意味に 於て 行 ふ 者 

であるか も 知れない、 併し乍ら 聖書に 於け る 「行」 の 觀念は 甚だ 深遠で ある、 深く 知って 深く 之 を 行 

ふ 事で ある、 而 して 此 場合に 於て ィ H スの 特に 「我 霄を聽 き-て 行 ふ」 と 言 ひ 給 ふ もの は 山上の垂訓の 

絶頂た る 「汝 等の 父の 憐憫の 如く 亦憐 惻を爲 すべし」 の 一言 を 指示す るので ある、 神の 我等 を 愛し 給 

ふが 如くに 人 を 愛する 事、 其 事が 眞の 行で ある、 假令ィ H スの敎 の 如何に 淸く 貴く 美 はしき を 感じ 之- 

に  憧憬す と雖も 若し 神 の 愛 の 如く に 人 を 愛す るの 心 を 抱か ざらん 乎、 其 人 の 信仰 の 前途 は 知る ベ き で 

ある、 「洪水の 時橫流 之を衝 てば 其 家 直に 傾る」 と、 洪水の 時と は 蓋し 最後の 審判の 日 を 言 ふので あ 

らう、 併し か、 る 人 は 多く 此 世に 於て 旣に 信仰 を棄 つるので ある。 

.  いく： K  く 

父の 憐澗の 如くに 憐偶 を爲す 事是れ 最大の 恩惠 である、 故に 他人に 對 して 幾 干の 憐偶を 有する 乎に 

由て 自己の 信仰 を試驗 する 事が 出来る、 醫 師は忠 者の 心臓 を忽 諸にして 疾病の 治癒 を 計る 事 は 出来な 

い、 信者の 心赌 は此處 にある、 福音 を靈の 根抵に 於て 味 ひし 者 は 此の 根 本義 = 愛 = 憐偶 = を 守らざる 

を 得ない ので ある。 

十二 福音 異邦人に 受けら る (S 月 一日) 

路加 傳第 七章自 一 節 至 十 節 

學者 パリ サイ 等の 舊社會 と斷絕 して イエ スの新 社會は 成立した、 彼 は 今や 新しき 資格 を 以て 傅 道 を 


始め 給うた、 彼 は 其 弟子 等に 對し 山上に 於て 幅 昔の 公宣 傳を爲 し 給うた、 此 時に 當り 率先して 彼を迎 

ふるの 榮 譽に與 りし 者 は 誰であった 乎、 そ は イスラ H ルの 民ではなかった、 そ は 異邦 羅 馬の 一 軍人で 

あった、 一 i 昔 は先づ 異邦人に 由て 受けられ たので ある、 而も 彼の 信仰た る や 極めて 芳醇なる もので あ 

つた。 

彼 は 百 夫の 長卽ち 今日の 中隊長 位に 相當 する 軍人であった、 而 して 彼が ィ H スに 由て 癒されん こと 

を 求めし 病 者 は 自己に 非す 妻子に 非す して 其 僕の 一人であった、 僕の 疾病 を醫 さんと 欲して 设 上の 名 

醫を 求む、 以て 彼の 心の 美 はし さ を 察する に 足る、 加 之 彼の ィ H スに 近づかん とする や 甚だしく 謙 返 

なる 態度 を 以てした、 彼 は 異邦人た る 自己が 直接 イスラ H ルの師 に 接する は撣 ありと 爲 して 會 堂の 長 

老 等に 託した ので ある、 而 して ィ H ス其請 を 容れて 直に 往き給 はんと すれば K に 朋友 を 遣 はして 曰う 

た、 「主よ、 自己 を勞 はす 事 勿れ、 我が家 裏に 入れ 奉る は 憚 多し、 故に 我れ 汝の 前に 出 づるも 亦 it あ 

り、 唯一 言 を 出し 給 はば 我が 僕 は 癒えん、 そ は 我れ 人の 權 威の 下に 屬 ける 者なる に 我 下に 亦 兵卒 あり 

て、 此に往 けと ハ 叩へば 柱き、 彼に 来れと 命へば 來る、 我 僕に 之 を 行せ と 命へば 卽ち 行す が 故な り」 と、 

贵き師 を 自己の 屋 裏に 入る、 さ へ 彼 は 憚 ありと 爲 したので ある、 而 して 己が 職掌に 於て 上長の 命 維れ 

從 ふの 經驗 より 類推して、 主 唯 だ 一 言 を 發し給 はば 卽ち 足る と 信じた ので ある。 

彼の 現 はした る 信仰 は 稀 有の ものであった、 ィ H スは之 を 見て いたく 驚き 左右 を 顧みて 曰 ひ 給うた、 

「我れ 汝 等に 告げん、 イスラ H ルの中 にても 未だ 斯 かる 篤き 信に 遇 は ざり き」 と、 今や 地上に 於け る 

天國 建設の 首途に 於て この 驚くべき 篤信に 逍 遇し 給 ふ、 ィ H スの歡 喜 滿足ゃ 察すべし である、 而 して 

彼 は 直に 其 僕 を 癒し 給うた ので ある。 
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是 より 先き 凡そ 一 年ィ H スは 同じ カペナ ゥンに 於て 同じ 奇跡 を 行 ひ 給うた (約 翰傳 ra 章 四 六節以 

下)、 然るに 彼と 此と を對 比すれば 其 間に 顯 著なる 對照を 見る ので ある、 信者の ィ H スを迎 ふるの 態 

度 及び 之に 應 する ィ H スの 態度に 於て 二者 甚だしく 相違す る 所が ある、 一 は 王の 大臣 卽ち 貴顯 である、 

他 は 百 夫の 長卽ち 低級の 軍人で ある、 一 は 我 子の 醫 されん 事 を 求めた、 他 は 其 僕の 癒されん 事 を 請う 

た、 一 はィヱ スの 特に 己が 家に 來り耠 はん 事 を 求めた、 他は來 らんと する ィ H スを 阻みて 唯一 言 を 出 

し 給 はば 卽ち 足る と爲 した、 而 して 前者に 對 して は ィ H スは 「汝等 休 徵と異 能 を 見す ば 信ぜ じ」 と 言 

ひて 敢て往 かんとし 給はなかった、 後者に 對 して は に往 きて 最早 や 其 家の 近傍に 迄 到り 給うた、 唯 

だ 王の 大臣に も 信仰 はありし が 故に 均しく 其 病 者 を 癒された りと 雖もー 一 者に 對 する ィ H ス の 態度に は 

明白なる 差別 を 認めざる を 得ない、 彼 は 彼の 来りて 癒し 給 はん 事 を 求む る 不適の 輩に 對 して は 常に 儼 

乎と して 答へ 給 ふので ある、 曰く 「我 何 ぞ往く を 要せん、 我 癒さん と 欲すれば 此處に 在りて 能く 癒す 

を 得るな り」 と、 之に 反し 彼が 自己 を勞 はし 給 ふは撣 ありと 爲 して 唯一 言 を 以て 足れり とする 謙遞の 

徒に 對 して は 直に 立ちて 往 かんとし 給 ふので ある、 {是 に 自ら 高ぶる 者は卑 くせられ 自ら 謙遜る 者 は 高 

厶厶  <1厶<1厶<3<3<:<<"<3<： 厶厶  <1厶厶<3<3<:<1<"厶 厶厶厶 厶< ：厶厶 厶ム 厶厶 

くせら る、 ^の 上流 社 會に福 昔の 入る 事 稀なる は 彼等が 謙遲 以て 自ら 之に 從 はんとす るの 心を缺 如す 

厶 △ 厶 △ 厶厶 

るが 故で ある。 

福音 必 すし もィ ス ラ H ルに 受けられす 却て 異邦人に 迎 へらる、 ルカ は此眞 理を傳 ふるに 於て 殆ど 獨 

步の 地位 を 占む る 者で ある、 四 福音書 中 最も 此 種の 記事に 富む もの は 路加 傳 である、 信仰 は 決して 所 

謂 正統派の 專有 物で はない、 世界 萬國 到る 處 イエ スを 求む るの 心 あり、 「人 もし 我 を 遣 はしし 者の 旨 

に從 はば 此敎の 神より 出づ るか 乂 己に 由て 言 ふなる か を 知るべし」、 其の 猶太 人た ると 異邦人た ると 


宗敎 家た ると 俗人た ると を 問 はない、 凡て 謙遞 なる 心 を 以て 父の 3 曰に 從 はんと 欲する 者はィ ェ スと其 

幅 昔と を迎 ふるので ある、 古き li 馬の 百 夫 長に この美 はしき 心が あった、 今日の 軍人の 問に も 亦 同様 

の實 例な しとし ない、 從來の 日本 武士に 於ても 此 種の 精神 は 珍ら しくなかった、 嘗て li 者 山 崎 闇 銜 陋 

巷に 鼓 is して 赤貧 洗 ふが 如し、 時に 井上 河 內守祿 を 給して 之を聘 せんとす る も 闇 齋應ぜ す、 E く 「侯 

若し 敎を 聞かん と 欲せば 余が 許に 来れ」 と、 然るに 謙遞 なる は河內 守であった、 彼 は 直に 奥に 乘り從 

者 を 伴うて 祌田末 廣町邊 の 裏長屋に 闍齋 先生 を訪 うたので ある、 不信者の 間に 道德 なしと 一一 Is ふこと 勿 

れ、 不信者の 間に も か k る 美 はしき 心が あるので ある、 而し てこの 謙遜の 心 ありて 初めて ii 音 を迎ふ 

る 事が 出來 るので ある、 基督 敎は實 に 世界 敎 (cosmopolitan  religion) である、 何人も 之を專 有する 

事が 出来ない、 若し イスラ H ル にして 自ら 高ぶらん 乎、 福 昔 は 之 を 去って 盧に 異邦人に 迎 へらる k の 

である、 若し 歐米 人に して 自ら 獨り orthodox を 以て 任ぜん 乎、 福 昔 は 叉 之 を 去って 日本人 支那 人に 

迎 へらる \ ので ある、 若し 日本人 支那 人に して 傲岸の 念 を 抱かん 乎、 福音 は 又 之 を 去って 朝鮮人 印度 

人に 迎 へらる- -の である、 謙邏の 心なき 處に 基督 敎は 入らない、 叉 長く 其處に 止まらない * 百 夫の 長 

の 如き 信仰 を 以てして 初めて 能く  一 i 音 を迎 ふる 事が 出來 る。 

舊き會 堂 を 離れて 新しき 敎會は 建設 せられた、 而 して 先 づ之 を迎 へし 者 は 異邦人であった、 山上の 

垂訓に 相 尋で百 夫の 長の 信仰 あり、 是れ 福音の 世界に 宜傅 普及 せらるべき 第一歩であった、 太平洋に 

注ぐべき 天龍川の 水が 將 に 1^ 訪湖を 出で ん とする 源 頭 の 第一 步で あった。 
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十三 バ プ テス マの ョ 、ノ ネ (四月 十五 曰) 

路加 傳第 七章自 十一 節至卅 五節 

ィ H ス、 力べ ナウ ンに 於て 百 夫の 長の 僕 を 癒し 給 ひし 翌日 其 地より 西南 凡そ 十 里なる ナインの 地に 

下り 給うた、 然るに 町の 門に 近づき 給 ひし 時 見よ 板の 上に 載せられて 异 出さる、 死人 あり、 「其 母 は 

A- らめ  I J  ■ 

嫠 にして 此は獨 子な り」 と、 人生 同情すべき 最大 不幸で ある、 而 して 町の 人々 皆 深き 同情 を 抱け る も 

之 を 表 はすの 術 を 知らす 唯 其の後に 從 ふので ある、 ィ H スも亦 之 を 見て 憫みを 催し 給うた、 而 して 曰 

ひ 給うた r 哭く 勿れ」 と、 是れ 何人も 發し 得る の 首で ある、 併し乍ら 我等 は哭く 勿れと 言 ふの 外 如何 

にすべき か を 知らない、 我等の 同情 は 僅に 言に 止まる、 嘗て 或 人 死せ る 嬰兒を 釋迦の 前に 伴ひ往 きて 

其 癒されん 事 を 乞うた、 釋. i 曰く  r 芥を附 けよ 然 らば 癒えん、 伍し 未だ 曾て 死人 を 出さざる 家の 芥た 

へ C. "ん. ：* 

る を 要す」 と、 婦之を 求む る も 遂に 得す、 是に 於て 釋迦叉 曰く 「世に 死人な き 家 あるな し、 凡ての 人 

の 死す るが 如く 汝の兒 も 亦 死した るの み」 と、 斯くて 婦の悟 は 開けた ので ある、 併し乍ら ィ H スは玆 

に 止まる 事 は 出来ない、 ィ H スの 同情 は 我等の 同情と 異なる、 彼 は 言の み を 以て 止め 給 はない ので あ 

る、 彼 は哭く 勿れと 曰 ひて 直に 近より 其 襯に手 を按け 給へば 异 ける 者 共卽ち 止まった、 ィ H ス 曰く 

「起きよ！」、 死者 忽ち 起きて 且言ひ 始めた ので ある、 母の 喜び や 幾何な りし ぞ、 人々 皆懼れ 神を崇 

めて 曰うた 「大 なる 預言者 我等の 中に 興る、 神 其の 民 を # 顧 給へ り」 と、 記事 は簡單 なる も 事 實其儘 

にして 恰も 名畫 家の 傑作の 如く 一  畫の 無益 あるな し、 是れ憲 に ルカ 獨特の 筆致で ある。 

何故に ィ H スは今 も是の 如くに して 死者 を 甦 し 給 はざる 乎と は a 々繰 返さる \ 疑問で ある、 併し 


ャら其 由 は 明，：：： である、 彼 は 今や 死者の 甦生 以上の 恩惠を 以て 我等 を 慰め 給 ふが 故で ある、 彼の 拭 

ひ 能 はざる 淚 ある 事な し、 彼 は憐润 と共に 力 を 與へ給 ふ、 彼の 同 を 受けて 我等 は =M」 の禍 に 打ち 

勝つ 事 を 得る ので ある。 

加之此 奇跡に 特別なる 一 事 は 信仰 を 以て 條件 となし 給 は ざり し 事で ある、 是 れ祌舉 者の 爲の 躓で あ 

る、 彼等 は 曰 ふ 「神と 雖も 信仰な き 者 を 助け 給 はす」 と、 併し乍ら 「天の 父 は 其 H を 善き 者に も惡き 

^ にも 照し 雨を義 しき 者に も義 しか ら ざる 者に も 降らせ 給 ふ」、 嫠 の 其 獨子を 失 ひ し を て 主の 深き 

同情 は汪 然として 湧かざる を 得ない、 不信の 家に も Ms; (常なる 災禍 臨み 悲痛の 聲舉 がる^ は 主 之 を 見 菜 

て 給 はない、 必す 其處に 立ちて 力 ある 同情 を 注ぎ 給 ふので ある、 几れ 實に 人生の 大 なる 慰藉で ある、 

爲に 或は 神學 は壞れ るか も 知れない、 併し乍ら 神の愛 は 之に 由て 一 入發揚 せらる、 ので ある。 

故に ナインの 奇蹟 は 之 を 一 の獨 立せ る 記事と 見て 素より 感謝すべき： i 昔で ある、 ^し 乍ら ルカの 之 

を此 處に抽 人した る 主要なる 目的 は 自ら 他に あった、 之 を 以下に 記さる、 バ プ テス マの ョハ ネに關 す 

る 記事と 關聯 せしめて 始めて 其 意味 を 解す る 事が 出來 る。 

ョ ハネは ft に ヨルダン；！： 畔の 地に 來り 悔改 のバプ テス マ を {n; 傳 して 叫んで：： うた、 「我 は 水 を 以て 

パプ テス マを汝 等に 施せり、 我より 能力 ある 者來 らん、 我 は 其 履の 帶を 解く にも 足らす 云々」 と (路 

加傳 三の わ 六)、 叉 曰 うた、 「世の 罪 を 負 ふ 神の 蒸 を 見よ」 と、 彼は斯 くして イエス を 世に 紹介した 

ので ある、 其 後 彼 は 正義 を稱 へたる が爲に 暴戻なる へ 口， チの囚 ふる 所と なり 今や- iil. 獄に 梨が る、 の 身 

である、 然るに 彼は獄 巾より 二人の =S 子をィ H スの 許に 遣 はして 「來るべき^1<?は汝なる乎、 亦 我等 他 

に俟 つべき 乎」 と 問 はしめ たので ある、 知らす ft に 自ら 紹介した る 救 主に 對し 如何 なれば か、 る 疑惑 
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-を懷 くに 至りし 乎。 

其 一 は 彼の 救 主観の 誤謬であった、 彼はィ H スの救 主たる を； じたる が 故に ィ H スに 由て 大 革命の 

實 現すべき を 期待した ので ある、 ィ H スに 由て 宗敎界 の 罪惡は 一掃せられ ィ H スに 由て 政治 界の壓 制 

は擊攘 せられ 新しき 神の 國は 忽ち 建設 せらる k であらう と、 是 れバプ テス マの ョ ハネの 希 ひ 1^- であった 

然るに ィ H スの爲 し 給 ふ 所 は 全然 彼の 豫 期に 反した、 獄中 彼に 窗ら さる k 報道 は 社會の 革新に 非す し 

て微々 たる 小 慈善 小 救濟の 類に 過ぎなかった、 曰 くィ H ス は ガリラヤ湖 邊に 無智の 漁民 を 率ゐっ k あ 

りと、 曰く 稅吏を 誘うて 其 徒 黨と爲 せりと、 Gi く 異邦、 取 人の 僕 を 癒せり と、 HI く ナインの 螯の獨 子 を 

甦らし めたり と、 而 して 政權は 依然として 惡 者の 手に あり、 H ルサ レムの 勢力 は 依然として 偽善 家の 

•■ 掌中に 歸し 社會は 依然として 暗 黑裡に 彷徨せ るに 非す や、 かの 々たる 小 民の 爲に 言 ふに 足らざる 憐 

偶 を 施す とも 3： かせん、 ：e ぞ速に 其 根源に 着手せ ざる や、 M ぞ堂々 として 革命の 旗幟 を飜 さざる やと ■ 

是の 如き は 所謂 憂 國の士 の 所論であって 又實に パプ テス マの ョ ハネの 感想であった、 故に 彼は默 する 

に 忍びす 人 を 遣 はして 言 はしめ たので ある、 「來 るべき 者 は 果して 汝な るか、 余 は 雨く 信す る 能 はす」 

と 0 

COOOOOOOOOO  nonoooooooo 

其 一 一は 自己の 境遇に 對 する イエ ス の 態度であった、 ョ ハ ネの 獄に囚 はれし や 素より 罪 ありし が 故に 

非す、 一 に 暴君へ n デの惡 を 責めた るが 爲 である、 彼 は 全く 正義の 爲 の犧牲 となった ので ある、 故に 

ィ H ス 若し 人 を 救 ふべ くば 先 づ彼を 救 ふべき ではない 乎、 然るに 所在の 者 を 救 ひつ k 獨り ョ 、ノ ネを 

知らざる ものの 如く 彼の 爲に其 奇跡の 一 を だに 用ゐ んと爲 さない、 ィ H スは 紹介者た る 我 を 忘れた の 

., である 乎、 抑 も 亦 彼が 眞の救 主で はない ので ある 乎と、 此 種の 疑問 も 確かに ヨハネ を憧 ましたで あら 


现想は 行 はれす 恩惠は 身に 及ばす、 ョ ハネが 胸中 悶々 の 情 察すべし である、 併し乍ら， 1H スは其 使 

者の 眼前に 於て 更に 幾多の 小 慈善 を 行ひ而 して 言 ひ 給うた、 「汝 等が 見る 所、 M く 所をョ ハネ に往き 

て 告げよ、 それ 替者は 見、 跛 者 は 歩み、 痴者は 潔 まり、 © 者 は 聞き、 死者 は 復活され， 貧者 は 福音 を 

M かせら る、 凡そ 我が 爲に 躓かざる 者 は 福な り」 と。 

世 を 救 ふの 途は raj- して 3： れ である 乎、 旗鼓 堂々 聲 名を大 にし 威容 を 盛に して 政治と 武力と を 以て 一 

舉社會 の 革新 を 企つべき 乎- はた 古き 靜 なる 福音に 由り 隠れた る 老若 婦女の 靈魂を 癒すべき 乎、 前^ 

を 以てする に 非 すん ば 救世の 事 期す ベから すと 爲 したる はョ ハネ であった、 後者 を 以てして， 初めて 眞 

個の 救 濟を實 現すべし と爲 したる は ィヱス であった、 ィ H ス對 ヨハネ、 其 精神に 天地の 差が ある、 彼 

は實に 神の 子であった、 此は實 に 人であった、 イエ スはョ ハネを 解し 給 ひしと 雖もョ ハ ネはィ ェ スを 

解し なかった、 彼 は 其 使者より 前述の 如き 囘 答に 接して 恐らく^ 之 を 解し 得なかった であらう、 而し 

てィ H スの 依然として 彼 を 助け 給 はざる を怪ん だで あらう、 斯くて 遂に 淫婦が 一 夜の 與を充 さんが 爲 

に 義人 ョ ハネの 首の 渡さる k 時は來 たので ある、 俳し 乍ら 此 一事 實の 中に 一一 目 ふべ からざる 深刻なる 敎 

P が ある、 そは此 世の 如何に 價値 なきものなる 乎 を 痛切に 表示す るので ある、 而 して 之 皆 祌の容 し 給 

ふ 所で ある、 今や 獄吏 来りて 將に 彼の 首 を 求めん とする 時 ヨハネの 股 は 多分 開けた であらう、 而 して 

「エホバ の 聖名は 讚美すべき かな」 と 讚へ て 靜に其 要求に 應 じたで あらう。 

ョ ハ ネの 使者に 對 する ィ H ス の 返答 は 一 見 冷淡なる ものであった、 併し乍ら 使者 去りて 後ィ H スは 

ん々 に對し ヨハネの 爲 に大靜 護を爲 し^うた、 r 汝等何 を昆ん とて 野に 出で しゃ、 風に 動かさる、 葦 


なる 乎、 卽ち 無意味なる 者 を 見ん とて 往 きし 乎、 或は 美服 を 衣た る 人なる 乎、 高位 高官の 徒 を 見ん と 

欲せば 政界 官界に 出づ るに 如かす、 さらば 何 を 見ん とて 出で しゃ、 預言者な るか、 然り 我れ 汝 等に 吿 

げん、 ョ ハネは 預言者 以上の 者な り、 預言者に 由て 預言せられ たる 者な り、 我汝 等に 告げん、 婦の生 

める 者の 中 未だ バプ テス マの ョ ハネ より 犬なる 者 無し」 と、 是れ實 に 異常なる 同情の 辭 である、 之 を 

直接に 使者に 對す るの 言と 對 比して 其 間 無量の 味 ある を覺 えざる を 得ない、 ョ ハ ネ にして 若し 此言を 

M かん 乎、 彼 は 必すゃ 感激 措く 能 はすして 勇士の 淚に 咽んだ であらう。 

いとち ひさき もの 

^し 乍ら ィヱ スは尙 一 言の 附 加すべき を 有し 給うた、 曰く 「され ど 神の 國の至 微者も 彼より は大な 

るな り」 と- ョ ハネ は婦の 生める 者の 中の 最大 者で ある、 然れ ども 神の 靈 によりて 生れた る 者 は 更に 

彼よりも 大 であると、 恰も 富 嶽の大 なる よりも 其 山頂 に^ける ー莖の 百合 花 は 更に 貴し とい ふが 如く 

である、 恩 惠の子 は 正義の 子よりも 更に 大 である、 ヨハネ 偉大な りと 雖も彼 も 亦 自己の 罪を悔 改め 主 

ィ H ス に 由て 神の 子と せらる k の 必要が あつたの である。 

最後に ィ H スは 自己 及び ョ ハ ネに對 する 此 世の 態度に 就て  一 一一 一一 口し 給うた、 彼 は 之 を 何に 比へ 又 何に 

譬 へ ん と 反復 考慮 の 末 遂に 最も 切實 なる 譬喩 に 思 ひ當り 給うた、 卽ち當 時 ユダヤに 於け る 小兒の 風習 

として 彼此 ニ團に 分れ 各々 葬禮 及び 婚禮の 遊 戲を爲 したので ある、 彼 は 此例を 取て 曰 ひ 給うた 「童子 

かなしみ 

市に 坐し 互に 呼びて、 我等 笛吹け ども 汝等 踊らす 悲歌 を すれ ども 汝等哭 かすと いふに 似たり」 と、 悲 

111 を 奏した るはョ ハネ である、 喜の 譜を歌 ひし はィ H ス である、 然るに 世 は 二者 何れに も應ぜ す、 彼 

を 以てすれば 此 なりと いひ 此を 以てすれば 彼な りと いふ、 に 御すべからざる の：^ である、 併し乍ら 

lilt に； ：！ ふ 「智慧 は 凡て 智慧の 子に 義 しと せらる」 と、 神の 選び 給 ひし 者はョ ハ ネに應 する に悲 調を以 


てし ィ H スに應 する に 歡喜を 以てする ので ある。 

十四 5? 助と 感恩 (四月 二十 九 =1」 

路加 傳第七 章 自册六 節 至 五十 節 

玆に叉 ルカの 筆に 成る 一 幅の 名畫が ある、 場所 は 或る パリ サイの 人の 家で あつ てィ H ス は 其 處に招 

t 付 を 受け 饗 應に與 りつ、 ある、 室の 三方に 据 ゑら れ たる 寢臺の 如き 者の 一 に 倚りて 彼 は 身 を橫 たへ て 

給うた であらう、 彼の 足 は 塵に 塗れた る 儘に して 家の 主人が 冷水 を 以て 之 を 洗 はしむ る 程の 接待 法. 

を 取ら ざり し 事 を 示して 居る、 然るに 見よ 一人の 婦人 あり、 彼女 は 嘗て 町の 中に て 醜業 を^んで はた 

者で あつたが 今ィ H ス の 其處に 在る を 知りて 突然 人り 來り 彼の 後に 立ち 叉 其 足； 卜に 跪きて 深き 悔改の 

1:^ に 咽んで 居る、 彼女 は 冷水の 代りに 其淚を 以て ィ H スの足 を濡し 首の 髮を 以て 之 を 拭 ひ 其 足に 接吻 

ふせき は こ  に； 二 ひも ふら  0 

を爲し 携へ來 れる蠟 石の 盒 より 贵き f 齊膏 を惜氣 もな く 注ぎて 之に 抹 つて 居る ので ある。 

家の 主人なる シ モ ンは パリ サイの 人なる にも 拘ら すィ H スに對 する 尊敬 を 有って 居た、 併し乍ら 彼 

がィ H スを其 家に 招 じたる 眞意は して 何であった 乎、 そはィ H スを 尊敬す るの 餘り其 福 昔 を 聞かん 

が爲 ではなかった、 そ は イエスより 罪を赦 されて 其 感謝の 意 を 表せん が爲 ではなかった， 何と なれば 

若し か k る誠實 なる 動機より 彼 を 招きし ならば 其 接待 法 は 更に 懇切なる べき 箸で ある、 然るに シ モ ン 

のィ H スを 遇する や 素より 其 首に 膏を抹 らす彼 を 接吻す るな く 其 足 を 洗 はんが 爲に 一 杯の 冷水 を 給す 

る 事 をす ら爲 さなかつ たので ある、 彼はィ H スを 招待した りと 雖も其 接待 法 は 甚だ 粗末なる 者で あつ 

た、 彼 は 今日の 純 士に屢 々見る 如く 知名の 士を聘 して 以て 自己の 家の 誇と なさん としたの である、 共 
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の イエスに 與 へんと 欲した る もの は感 恩に 非す して 封 £ 助 (patronage) であった ので ある。 

シモ ン の冷遇と好箇の對照を爲すものは惡行を爲したる^^人の態度でぁった* 此^ 人 は 八 章の 記事 

より 推察す るに 多分 所謂 マグ ダラの マリアであった らう、 マグ ダラ は 力べ ナウ ンの 南に ありし 繁昌し 

たる 町 なれば 彼女 は 其 地に て 醜業 を 營んで 居た ので あらう、 然るに 八 r- や 其 過去の 罪 を 顧みて 悔改の 今や 

に堪 へす R; 之を赦 された る 感謝の 愦 溢れて 彼女 は 自己の 所有 中の 最も 貴き 物をィ H ス に獻 げんと 欲し 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOCO-0000  0-000000 

たので ある、 而 して ィ H スの眞 に 喜びた る 者 は 富者 シ モンの 饗應に 非す して 醜業婦 マリアの 悔 改の淚 

C  0  0  C  をん な 

であった、 故に 彼はシ モンに 言 ひ 給うた ので ある、 「此婦 を 見る か、 我れ 汝の 家に 入る に 汝は我 足に 

水を與 へす、 此 婦は淚 にて 我 足 を 儒し 首の 髮を 以て 拭へ り、 汝は 我に 口 を 接け す、 此婦は 我が こ、 に 

入りし 時より 我 足に 口 を 接け て やます、 汝は我 首に 膏を 抹ら す、 此婦は 我 足に 香膏 を抹れ り、 是 故に 

我 汝に言 はん 此婦の 多くの 罪は赦 されたり、 是に 由て 其 愛 も 亦 多き なり、 赦 さる k 事少き 者に 其 愛 も 

亦 少し」 と 0 

封 £ 助か 感恩 か、 ィ H ス の 名 を 使 はんが 爲め 乎、 はた 感謝 を 以て 之に 仕 へんが 爲め 乎、 均しく イエス 

を迎 ふとい ふ も 其實質 に は 天地の 差違 が ある、 かの 國 家社會 の 改良 發 達に 利 ありと 稱し て 基督 敎を 迎 

へ ん とする が 如き は 明 C に 前者の 立場に ®? する ものである、 之に 反し 罪を赦 された るの 歡 喜と 感謝と 

より 全く 新なる 心 を 以て イエ スの 僕婢た らんと 欲する 少數 者の みが a; にィ H スの 喜び 給 ふ 所の 者で あ 

る • 而 して 世に は 常に 此 二者が ある、 常に 多数の シ モンと 少数の マリアが ある， 殊に 傅 道に 當る 者の 

如き は 特に 注意すべき である、 前者の 形式的 好意に 欺かる \ 勿れ、 叉 後者の 誠實 なる 歡迎を 忘る &勿 

れ である。 


人に は wf^ 子に 勝る 所少 からす、 併し乍ら 其の 一度び 墮落 する ゃ往々 にして 子以 F である、 而 し- 

て 醜業婦 は 婦人 中の 最も 墮 落した る 者で ある、  是の如き者を至^^！なる神の子が如何に取极ひ給ふ乎、 

其 事 は 凡ての 罪人に 取て 極めて 興味 ある 問題と 言 はざる を 得ない、 而 して ィヱ スを 招きた る パリ サイ 

のシモ ンの 如き は 醜業婦の 入 來に對 し 心中 私 かに 不快の 念 を 催した、 然るに ィ H ス は深大 なる 恩惠 を： 

orcoooooooooooooooooooooooocooooo 

^て 彼女に 對し 給うた、 イエ スは 醜業婦と 雖も 其淸き 信仰 を 認めて 之 を 迎へ其 罪を赦 したので ある、 

或る 文 舉者等 之 を 解す る 能 はすして 却て ィ H スと 彼女との 關係を 謗らん とする が 如き は 偶々 記者 自身 

の 心^の 陋劣 を證 する ものに 外なら ない。 

獨りィ H ス のみなら す 偉大なる 宗敎 〔豕 にし. て 醜業婦と 遭遇す るの 經驗を 有せざる 者は少 い、 殊に 我 

國淨 土宗に 於て 好んで 傳 へらる、 法然 上人の 逸話の 如き は 最も 美 はしき 事例の 一 である、 上人 讚岐に 

流さる k の 途次 播州 室の 泊 を 過る， 時に 一遊 女 舟に 乘 りて 来り 上人に 問 ふに 自己の 如き 罪障 深 重の 者- 

も 亦 救 はるべき 乎 を 以てす、 上人 に 於て  一？ ^ 々と 如何なる 罪人 も念佛 して 彌陀に 頼らば 必す救 はるべ 

きを i;^ へ 若し 今日 未だ 其 醜業 を放爽 する 程の 信仰 起ら すば 暫く 其 業を繼 緩す るも尙 可な り 唯 一 意 彌咜. 

を賴 むべき 33 を 論した ので ある、 人なる 法然 上人に ありて は 素より 自ら 其 罪 を 赦すを 得 ざり しと 雖も 

罪人に 對 する 彌陀の 態度 を傳ふ る に 於て は遣憾 なしと 言 はざる を 得ない。 

人の子 は 遂に 人の子で ある、 如何に 墮 落せる 者と 雖も 神の 惠に 由て 救 はれない 事 はない、 醜業 マ 

リア すら 其 罪を赦 されたり と 聞いて 我等 も 亦 其 惠に與 り 得る の 希望 を 奮起す るので ある、 幾度 か 罪人 

を 拉し來 りて 其 罪の 赦 された る 事 實を傳 ふる は ルカの 好んで 爲す 所で ある、 彼は斯 くして 我等 罪人の 

爲に 喜ばしき 幅 昔を殘 したので ある- パリ サイの 人シ モン の.；！^ に 於け るィ H ス の 醜業婦に 對 する 態度 . 
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の 如き は 露に 美 はしき 名畫 である。 

實に赦 さる 、事 多き 者 は 其 愛 も 亦 多く、. 赦 さる \_5^-少きぉは其愛も亦少しでぁる、 罪 は 悲むぺ き亊 

であるが 之を赦 されて ィ H スを 愛し 得る に 至る ので ある、 罪 を 自覺し 之 を 取 除かれす して ィ H スと深 

き關 係に 人る こと は屮 Z 來 ない、 彼の 人格 を 慕 ひ 敎理に 憧れた 丈け で 彼 を 愛する 事 は出來 ない、 實 に；^ 

に 我 罪を赦 されて、 我 は 何物 を 彼に 獻げ 奉る も 足らざる を感 する ので ある。 

十五 ？； flM; 傳道 (一) 

婦人の 奉仕、 比喩の 使用 (五お 六日) 

路加 傳第 八章自 一 節 至 十八 節 

今 ロ迄ィ ヱ ス 弟子 を 從 へ て 傅 逝を爲 したりと 雖も 多分 力べ ナウ ン に * を 構 へ n 々出で て敎へ 給うた 

ので あらう、 然るに 「此 後ィ H ス鄕邑 を^ 遊て 祌の國 の 福音 を宣 べ傳 ふ」 と、 卽ち 巡囘傳 道が 開始せ 

られ たので ある、 而 して 彼に 從 ひし 者に 十二使徒 あり、 叉 前に 惡鬼 を忠 へたり し 者、 病を疲されたる 

^！人等ぁり、 r 惡鬼を 患へ たる 者」 と は 今日の 翳學上 純なる 神 終 病なる か 或は キリ スト の^に 臨 む- 

に 當り惡 鬼の  猛威 を逞 くす るが 爲に  生ぜし 特殊  の 疾病で あ つ たか も 知れな い 、 「七 の 惡鬼 を逐ひ 出さ 

れ たる マグ ダラ 人と 稱 へられし マリア」 と は E 心 ふに シ モ ン の 家に て感 恩の 淚を 以て ィ ェ ス の 足を濡 し- 

た るかの 醜業婦で あらう、  「へ „1 デの 家令 ク ー ザの 妻 ヨハンナ」 卽ち國 王の 侍 從の. ^人で ある、 「乂 - 

スザ ンナ」 と註釋 なしに 省き 放ちた る は 恐らく： 子等の 熟知せ る^ 人で あらう。 

卽ち 三十 歳 前後の 靑年說 敎師を 園む に屮等 社き より 選ばれた る 十一 一人の 弟子と 数多の 嫁 人と を 以て. 


したので ある、 共 巾に は曩に 如：^ はしき 營 業を爲 して 世人の 指 it を 受けた； もあった、 义 いはば 宮 

省の 高官の 夫人 もあった、 义 或る 知名の 婦人 もあった。 

是の， 如き ものが ィ ェ ス の 傅道團 であった ので ある、 眞に 不思議なる 傳道 W である、 蓋し 朱 だ 類 を 知 

ら ざる ものである、 之 を 見て パリ サイの 人、 學者等 は 思うた であらう、 「か k る W 體 能く 何 をか爲 さ- 

ん」  と、 W し 乍ら 此小傳 道 M こそ. 止しく イエ スの 作らん と 欲した る 大傳道 團卽ち 敎會の 典 である、 

婦人 は實に 敎會の 重要なる 要素で ある、 基督 團は 初より 婦人 を 斥けなかった， 而已 ならす 最もよ くキ 

リスト を 解した る 者 は 婦人 であった、 而 して 婦人 は 基督 團 の 中心た るの 地位 をい：： めて 个ョ にせ， つたり 

である。 

へ！. -んな  ら ちらの  つ. f- 

殊に 注意すべき は r 此他 多くの：^ ありて ル" その 所有 を 以て ィ H スに 事へ たりき」 と ある； であ 

る、 ィ H スは 如何にして 其傳道 事業 を 維持した ので ある 乎 >  當時は 現ん/, の 如く 財貨の 必要な かりし と- 

思 ふ は 護で ある、 . ^る學 者の 研究に 由れば。 ハウ n の 時代に 於て 彼の 爲 したる 如く 羅馬に 上 吿を爲 す は. 

多額の； 訟 費用 を 要した とい ふ、 以て 其 一斑 を 察する に 足る、 仍 し キリス 卜に 取て は 能 はざる の 事な 

し、 エルサレム の 宮に金 を 納めし 時の 如く 奇跡 を 行 はば 凡ての 所要 を 充すを 得と いはば 其れ 迄で ある 

サ. 4- ス チョン  つ 0  0  0 

(馬 太傳 十七 章廿七 節)、 然れ ども ルカ は兹に  一 一一 一一 II を 附記して 暗示 を與 へたので ある、 卽ち 婦人の 供 

給に 俟 つたので あると、 是れ 甚だ 興味お る 問題で ある、 曩には 醜業 を營 みて 其 罪を赦 された る マ グダ 

ラの マリアが 高貴 なる 香 膏を獻 げしが 如くに 多くの 病 を 癒され 罪 を赦さ れし 貴賤 樣 々 の 身分 の 人 が 

各 0 其 所有 を擧 げてィ H ス に献 げたので ある、 斯 くして ィ H ス 最初の 巡囘傳 道の 費用 は トー 一 使徒の 供 

.份 に 由ら す 婦人の 寄附に 由った のであった、 是れ 特筆大書に 値する の * 贲 である、 「太の F 何處 にて 
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も； i 昔の 宜傳 せらる、 處に その 記念の 爲に 雷 ひ 傅 へらるべき」 事實 である (馬^  i 六 車. H  二 節) * 

II 人に は 男子の 解し 難き 力が ある、 其 鋭敏なる la 覺が 婦人 をして 斯 かる 犬なる 犠牲 を拂 はしむ るので 

ある、 原始に 於て 傳 道の 主動 力が 婦人に 在りし 如く 今日に 於ても 其 例は少 くない、 傅 道 事業に 對 する- 

は 取 も 熱心なる IM 成 補助が 先づ 人より 來 るは歐 米に 於け る 普通の 事例で ある。 

かくて ィ H スの 新ら しき 巡 囘傅道 始まる や、 彼の 名聲 四方に in: 傳 せられ 遠近の 諸邑 より 多 救の 人々 

彼の 敎を 聞かん とて 其 許に 集まった、 馬 太 傅の 記^に 由れば 群集 餘 りに 多き が 故に 彼 は 舟 を 湖上に？！ i 

ベ て，：_^^に向って語ったのでぁる、 八：' ゃ傳 道者ィ H ス の 名 は 高く； i 昔 を 受けん と 欲する 者 は無數 である、， 

此 時に 常り ィ H ス 若し 通の 傅 迸 者なら ば 彼 は 思うた であらう 「我敎 に. e りて 神の 國の 地上に 贲 現せ 

らる、 の 口 も 遠から じ」 と、 併し乍ら イエ スは是 の 如くに して 喜ばん が爲 には餘 りに 偉大であった、 

彼 は 多 衆の 來會に 接し 却て 神の 道の 汚されん 事 を 虞れ たので ある、 彼 は 群集の 額 色 を 兑て其 心中 を 洞 

察した ので ある 「豕の 前に 眞珠を 投げ 與 ふる 勿れ」、 誰も 彼 も； i 昔 を 求めん とする 時 は 却て 弟子の 選 • 

擇を 要する の 時で ある、 之 を 蹄に 掛けて 眞箇の 熱心 者と 半熟 心 者と を 分つ べきの 時で ある、 而 して 此 

目的の 爲には 取 も適當 なる もの は 寅に 比瑜 である、 比喩 は 敎訓の 内容 を殊 IB- に 不可解な らしむ るの 法で 

ある、 之 を 解 せんと 欲する の 熱心 ある 者 は 之 を 解す る を 得べ く 這箇の 熱心 を 缺 く 者 に對 して は 永遠の 

謎 語と して 終る、 是の 如きが 比喩の 特徴で ある、 故に 今や 「衆の 人々 諸邑 より 屮 Z でて ィ H スの 許に 

りければ 比喩 を もて 曰へ り」、 多 數の來 り 狼り しが 故に ィ H スは 殊更に 比喩 を用ゐ たので ある、 卽ち 

彼は秘 蒔の 例 を 語り 而 して 最後に 一 段聲を 高めて 「耳 ありて 聽 ゆる 者 は！！ くべ し」 と 叫びて 敎は 終つ 

たので ある、 されば 弟子 等 は 彼の 廣 意 を 解せ す怪み 問うた、 「是 如何なる 譬ぞ」 と、 ィ H ス答 へて nl. 


く 「神の 國の 奥義 を汝 等に は 知る 事 を 賜へ ど 他の 者に は 比喩 を 以てす、 こは視ても3^又す§|きても悟. 

ら ざらん が爲 なり」 と、 眞に幅 昔を受 くるの 熱心な き 者 をして 視ても 兄え す聽 きて も^ら ざら しめん 

事、 是れ 比喩の 使用の 理^で ある。 

比喻の 使用に 由て 敎訓は 不可解と なり 眞理は 覆ひ隱 さる、 併し乍ら比喩の：^^後の！：：：的は之を隱さん. 

が爲 ではない、 遂に 之 を 現 はさんが 爲 である、 r 燈を 燃し 器に て 之 を 覆 ひ 或は 床の ドに msl くお なし、 

尺り 來る 者の 其 光 を 見ん 爲に臺 の 上に 53 くべ し、 隱れて 現 はれざる 者な く藏 みて 知れす 露 はれ 出で ざ 

る 者な し」、 是れ郎 ち眞に 求む る 者に 對 する 慰藉の 語で ある、 比喩に 包まれた る眞观 に 接せば 益々 深 

く 之 を 探る べきで ある、 然 らば 露理 は 愈 々 其 意義 を發 揮す ベ く 若し 之 を 探らす し て^てんに は 旣に權 

得せる 眞理を も 失 ふに 至る であらう、 「是 故に 汝等聽 く 事を愼 め、 有て る 者 は 尙ほ與 へられ たぬ 者 

は 有て りと 出 心 ふ 所の 物 を も 奪ら るべ し」。 

而 して 啻に 之の みで はない、 樂書は 比瑜を 以て 充ち たる 書で ある、 默示錄 の 如き は 其 著しき 例で あ 

る、 否 新約 書 其 者が 實に 一大 比喩で ある、 かの 多くの 奇跡 ゃ受 肉设活 1:^ 天 臨 等に 關 する 記 を 博 

る 所な く 明記した る 新約聖書 は 神の 我等に 提出し 給 ひし 鼓大の 比喩に 非す して 何で ある 乎、 ra^ して 然 

らば 「隱れ て 現 はれざる^ なく 藏 みて 知られざる 者な し」、 如何に 難解の 奥義と 雖も之 を 探りて 已 ま- 

ざれば  遂に  は  解し？ おる  の  口が  來る  であらう、  かの 常識に {ほ みたる 大政 治 グ ラッ. ドス 卜 I ンが ガダラ 

に 於け る 惡鬼豕 に 人る の 記事 を 辯 護して 極力 ハク ス レ ー、 チン ダル 等と 戰 ひたる 其謙遞 なる 態度 を以 

て 書に 對 すべきで ある、 ^學者 パウル ゼ ン の 如き 基督 敎の赞 成 者 を 以て 稱 せらる、 も 架 書中より 奇. 

跡 を 排除せ すん ば 其 眞现を 解す る 能 はすと 斷言 せる は 比喩の 解釋に 躓きた る 者で ある、 難解なる の：^; 
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を 以て 徒らに 拋棄す る 勿れ、 「有て る 者 は尙與 へられ 有たぬ 者 は 有て りと 思 ふ 所の 物 を も錄ら る ベ し」 - 

解し き fij 现は淺 き眞理 である、 解し 難き 眞理を 解し 得 たれば こそ 感謝に 堪へ な い の である、 而 して 

眞理 のき 得 は 神の 啓示に 待た ざれば ならない ので ある。 

十六 巡 囘傳道 (二) 

三 大 奇跡 f 五お 十三 日) 

路加 傳第 八章自 四十 節 至 五十六 節 

大 奇跡の 前に 一 の 興味 ある 記事が ある、 ィ H ス？ 5- 子に 對し說 敎を爲 せる 時 彼の 母と 兄弟 彼 を 尋ねて 

来りし も 群集の 爲に 近づく 事 能 はすして 外に 立って 居った、 馬 可傳の 記事に よれば 彼等の 來 りし は ィ 

H ス の狂氣 せりと て 之 を 捕 へんが 爲で あつたと いふ、 ィ H ス 彼等の 來 りし 事 を 聞き 答へ て H  く 「神の 

こと f< 

道を聽 きて 之 を 行 ふ 者 は 卽ち我 母 我 兄弟な り」 と、 此 語の 解 釋は八 章の 冒頭に 之 を 求むべき である、 

卽ちィ H スに從 ひて 其 周 園に 在りし 十二 弟子 及び マグ ダラの マリア、 ク I ザの 妻 ヨハンナ、 叉 スザン 

ナ其他 多数の 婦人 等 を 指し 之を戶 外に 立てる 母 及び 兄弟に 對 比して 我 母 我 弟妹 は 之な りと 答 へられた 

ので あらう。 

信仰の 經驗 なき 日本人が 聖書 を讀 みて 先づ 躓く は此 語で ある、 彼等 は 曰 ふ 「& れ {& に 奇怪なる 不孝 

不人情の 語で ある」 と、 併し乍ら 一 度び キリストの 精祌を 解した る 者は此 記事 を 見て 少しも 驚かざる 

のみなら す 其の 深き 眞理 なる 事 を 知る ので ある、 人と 人との 間に 存す る 至 深の 關係は 血肉の 緣故 に 非 

すして ィ H スに 在りて 結ばれた る靈 的の 友誼で ある、 誰か 最も 能く 我 を 解す る 者ぞ、 そ は 骨肉 同胞に 


非す して 却て 肉的に 何等の 緣 なき 外 國 人なる が 如き 事が ある、 是の 如き 事實は 信仰の 進む に從て 人の 

益々 多く 經驗 する 所で ある、 而 して ィ H ス は 玆に此 事實を 率直に 語り 給うた ので ある。 

天主 敎に 於て は マリアが ィヱ ス の 母なる が 故 を 以て 之 を 尊せ. ル する 事 甚だしき ものが ある、 ィヱ スに 

願 はんと 欲する 事 は 先 づ之を マリアに 對 して 願 ふべ しと 云 ふ、 かの Ave  Maria の 歌の 如き 卽ち此 信 

仰より 屮： たので ある、 併し乍ら 同じ-大主教に 於て 聖- 者に 数 へらる、 ァゥ ガス チン は！！： ，つた. 「マリア 

は イエスの なる が 故に 救 はれた ので はない、 マ リア 若し 救 はる、 ならば 自己の 子た るィ H ス を 信す 

るに 由る」 と、 實に然 りで ある、 而 して 此事は イエスの 兄弟なる シ モン、 ヤコ ブ、 ョセ等 も 亦 同樣で 

ある、 肉の 關係は 毫も 救 拯の恩 惠に均 霜す るの 现 由と はならない、 人の 救 はる k は 全然 彼 自身の 信 

仰に^る ので ある、 假令 親子 3- 弟 夫妻の 關係 ありと 雖も 自ら 信ぜす して 救に 與り 得べき 苦 はない、 淑 

O0O0O0O0O0O00OOOO000O00OO000O00000O0000O00O00 

德の架 母 マ リアと 雖も 未だ ィ ェ ス を 信ぜざる の 問は悔 改めた る 醜業婦 マリアよりも ィ H ス に 遠 き^で 

ある、 彼の 眞の 兄弟 は 未だ 信ぜざる ヤコ ブ、 シモ ン 等に 非す して 寧ろ 十二使徒であった ので ある。 

血肉の 關係は 靈の關 係に 及ばない、 ^し 乍ら イエ スは之 を 以て 決して 其の 母：： 几 弟 を棄 てなかった、 

彼の 生： おに 於け る 最後 の 心配 は 實に母 マリアの 事であった ので ある、 彼 は 十 字 架上 より マリア を 弟子 

ョ ハネに 託した ので ある、 是の 如くに して ィ H スは 終生 其の 家長た るの 任務 を盡 した、 .， ^して 遂に 母 

も亦彼を解しに^^ャ コ ブの 如き は 後年 M ルサレ ム敎會 の 柱石と なる に 至った ので ある。 

次に 記さる、 もの はィ H ス の三大 奇跡で ある、 湖上に 於て 突如 颶風に 遭遇し 舟 將に轉 ^せんとす る 

いまし 

0 一 一一 一一  1： を 以て 風と 浪とを 斥め 之 を 平 靜に歸 せしめた る は 其 一 である、 對 岸に 上陸した る後惡 鬼に 憑か 

ぶた  ； J 古め 

れ たる 極めて 狂暴なる 者 を 癒し 惡鬼 を： 豕に 人ら しめたる は 其 一 一で ある、 而 して 有名なる ャィ B の 女の 


甦生 は 其 三で ある、 此三は 共 觀幅昔 書の 何れも 之 を 併記す る 所の ものであって 以て 其の 重要なる 三大 

奇跡た る 事 を 察知す るに 足る、 卽ち其 第一 は 天然の 制御で ある、 其 第二 は靈の 制御で ある、 其 第三 は 

化ん 叩の 制御で ある。 

ガリラヤ湖 は 海面よりも 更に 低き 建 地に 位し 時に 突風 浪を衝 いて 襲 ひ 來るは 有り得べき 事で あろ、 

义 所謂 惡 鬼に 憑かれし 者と は si^ して 如何なる 疾病なる や を 明に せざる も 兎に角 一 極の 精神病た る 事 疑 

なく 而し て か k る 精神病 者が 極めて 狂暴なる 力 を 振 ふ 事 あ る は 亦實際 に 於て 見聞す る 所で ある、 唯ィ 

H スが其 風と 浪とを 鎖め 又 其惡鬼 を豕に 移らし めたり とい ふに 至て は 人 之 を 首肯し ない、 ^に 科學者 

等の 前に 出で て 余 は 之 を 信す と 公 首す るが 爲に は少 からざる 勇 氣を耍 する ので ある、 而 して 實に 奇跡 

を 嘲る 者 は 好んで 此 記事 を 指摘す るので ある。  > 

W し 乍ら 注意すべき はィ H スに 天然 を 制御す るの 力 ありと 爲すは 新約聖書 全體の 記事に 矛盾せ ざる 

拿で ある、 新約聖書 はィ H スが萬 物 を 己に 服 はせ 得る の 能力 ある 事 を 認めて 居る (腓立 比 書-二の 卄ー 、 

林 多 前書 ト 五の 廿八、 哥羅 EI 書 一 の 十七、 卜 八、 其 他 類似の： 詰 諸 所に 多し)、 基督教の 立場より す 

れば {.H 由の 中心 は キリ ス ト に 在る ので ある、 萬 物 彼に 由て 造られ 彼に 由て 支 へ られ 彼に 由て 改造 せら 

る、 是れ 新約聖書の-墨々 繰 返す 所で ある、 ィ 一一 スが 天然 界の 混亂を 鎖め たる は 聖書 記者の 立場より す 

わば 毫も 矛盾す る 所な き 記事であって、 又 新約聖書 を 大體に 於て 信す る 者の 否定すべからざる 事實で 

. ある。 

次に 惡鬼 人より 屮 I でて 豕に 人り しとい ふ は 甚だ 奇異の 感を 起さし むる と 雖も此 事 實が絕 對に無 かり 

しとの 證據 は何處 にも 之を發 見す る 事が 出来ない、 加 之 天然 界 の！^ 亂を 鎭靜し 得る 者が 何故 精神 界の 


-波亂 を 制御し 得ざる 乎、 近時 心理 學の 硏究は 種々 の 驚くべき 事實を 示す ので ある、 試に ウィリアム • 

ゼ— ム スの 著書 「宗敎 的 經驗の 極 類」 を辅 かば 殆んど 思議すべからざる 現象の 心 靈界に 多き を 知る で 

あらう、 殊に 最近の 進歩に 係る 動物 心 现學の 如き は 幾多の 場合に 於て 人間の 情 神が 動物の 精神 を 制御 

し 得る 事を證 明す る ので ある、 是 の 如く 事赏其 も の を 絕對に 無根な りと 斷す ベ き现 出な き の みならす 

類似の 事例 は 心 靈界に 於て 決して 鮮少で はない ので ある。 

但し 奇跡の 重要なる は 奇跡 其 者よりも 寧ろ 其 の敎 ふる 所の 眞现 である" 惡鬼豕 に 入る の 奇跡の 敎ふ 

る 眞理は 何ぞ、 曰く ィ H ス の 臨む や 必す大 混亂を 惹起す る 事 之れ である. ガダラの 人々 は惡 鬼に 憑か 

れし者 を 墓 間に 驅逐 りて 平安であった、 然るに ィ H ス 一 度び 其 地に 臨む や 忽ち 大泥亂 を 生じ 人 は喊叫 

び 苦み 數干疋 の 豕卽ち 多大の 财產は 失せ 衆-阡 一 不安に 堪へ すして 遂に ィ H ス の 其處を 去らん 事 を 求む る 

に 至った、 "；， -れ 凡て ィ H スの 人る 處に 於て 起るべき 現象の 典型で ある、 イエス 我が 心に 入らん 乎、 心 

巾の 大：^ 亂は從 て 生す るので ある、 ィ H ス 我が家に 入らん 乎、 〔I 庭の 大擾亂 は 忽ち 惹起す るので ある， 

ィ H ス 我が 國に 人らん 乎、 社 會の大 举鬪は 直に 發 生す るので ある、 而 して 其 不安に 堪へ すして イエス 

の 此處を 去らん 事 を 求め 奮の 平安に 復 すると 共に 家 亡びた る 實例は 決して 乏しくない、 ガダラに 於け 

る 一 夕の 騷擾 は此露 现を敎 ふるものと 見て 眞に 貴き 事實 である。 

ガリラヤ湖 上に 於け る 風波の 銀 靜も亦 我等の： 仰に 最も 密接の 關係を 有する 實 である、 キリスト 

の 救 は 單に淸 き 道德と 高き 眞理 とを與 ふるのみ に 止まらない、 彼が 我等の 救 主たる は 道徳の 師 たるが 

故に 非す して 絶大なる 力の 賦與 者た るが 故で ある、 彼 は 我等に 新しき 靈を與 ふると 共に 乂 之に ふさ は 

しき 靈體を 與へ給 ふので ある、 主キリストの！^臨、 信者の 復活、 而 して 萬 物の 復興、 是れ 聖書が 明示 
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する 所の 最後の 希&^ である * 人類の 理想た る 永遠 の 平和 は玆に 至て 初めて 實現 する の で あ る 、 而し て 

是れ 決して 人類の 進化に 由る ので はない、 萬 物 を 己に 服 はせ 得る の 能力 を 有する キリ ストが 自ら 降つ 

て 新しき 造化 を 行 ふので ある、 彼に 宇. W を 支. 配す るの 力なく して 人類 全體の X 布^ は虛 しからざる を 得 

ない、 然 らば 况んゃ ガリラヤ湖 上の 風波 を 叱" ％ する 如き 小 奇跡 カを認 むる 能 はすして 如 3： にして 彼に 

由る 最大 K 布 を 抱く 事 を 得よう 乎、 此 一 事實を 否定す る はやが て 聖書 全體 を倒壞 せし むる の 所以で あ 

る、 ^も聖 害に 基く 基督 敎的 意識 を 以てする 者 は 何人も 單 純に 之 を 信ぜざる を 得ない ので ある。 

我等の 國は 天に 在り 或 等 は 救 主 卽ちィ H ス キリ ス ト の其處 より 來るを 待つ、 彼 は 萬 物 を.： J に 服 は 

せ 5^ る 能に. m りて 我等が fe. き體を 化て 其榮 光の 體に 象ら しむべし 

と あるが 如しで ある (腓立 比 書 三章卄 一 節)、 奇跡な き キリ ス トは； S き キリ ス ト である、 我等 は 能力 

ある 强き救 者 を 要求す るので ある。 

卜 七 生命の 制御 (： 五" 二十 n) 

路加傳第八章自四十節l^^五十六節 

1 ニ大 奇跡の 设後は 生命の 制御で ある、 ィ H スは 天然 を 司り 靈を： E ると 同じく 义 我等の 生命 を 司る の 

である、 彼 は 湖上に 風浪 を 鍋め 乂 ガダラの 地に 惡鬼を 制した る 後、 會 堂の 宰ャィ 口 の 請に 應 じて 其 女 

を 癒し、 以て 其の： 大 然と 靈界と 生命との 主たる 事 を 現 はし 給うた。 

ャィ！ -の 女の 治癒 は 路加 俾七 章に あ りし 百 夫の 長の 僕の 治癒 及び 約翰傳 ra: 章な る 王の. KHi の 子の 治 

-姆 T」w 比して 興味 ある 對照 を爲す ものである、 卽ち 其の 癒された る 者 は 甲 は 僕であった、 乙 は 男子で 


(しすめ 

あった、 而 して 丙 は 女で ある、 其 地位より すれば 甲 は 低級の 軍人であった、 乙 は 高貴なる 王の 大臣で 

あった、 而 して 丙 は 其 間に 位する 會 堂の 宰 である、 叉ィ H スの 之に 應 する 態度に 著しき 差違が あった、 

主 を 已が屋 裏に 入る」 は 恐 多し と爲 したる 百 夫の 長に 對 して は 彼 は 直に 柱いた、 師は當 然來り て 鞍す 

ベ きものと 信じた る 王の 大臣に 對 して は 彼 は 行かなかった、 而 して 今や 會 堂の 宰に對 して は 彼 は 行き 

しと 雖もそ は 徐行であった、 是れ皆 彼等の ィ H スに對 する 謙遞の 度に 應 じたので ある。 . 

而 して ャィ： 1 の 場合 は 徐行な りしが 故に ィ H スは其 途中に 於て 更に 一 小 奇跡 を 行 ひ 給うた. 是れ蓋 

し大 奇跡 を 行 ふ 前の 準備と しての 小 奇跡で ある、 恰も マリアの 懷胎に 先 だち て H リサべ ッ の懷胎 あり 

しが 如くで ある、 そ は マリアの 信仰の 準備と しても 必要であった、 又 恐らく 神の 事業の 準備と しても 

必要であった らう、 此 場合に 於ても 弟子 をして ャィ & の 女の 蘇生 を 信ぜし めんが 爲に其 準備た る小奇 

跡 を 要した るの みならす ィ H ス の大 奇跡 力 を發揮 せんが 爲 にも 亦 其 必要が あつたの であらう。 

此の 途中に 於け る 出来事に 就て は 馬 可傳五 章の 記事 は 我等の 直 覺に訴 ふる 所 一 曆 適切で ある、 曰く 

「玆に 十一 一年 血 漏を忠 ひたる 婦 あり、 此婦 多くの 醫 者の 爲に 甚だ 苦め られ其 所有 を も盡く 費し けれど 

も 3： の 益 もな く 反て 惡 かりし が 云々」 と、 說を爲 す 者 あり 曰く、 ルカ は 自身 醫 者な りしが 故に 同業者 

の 無能 を 覆 ひ 隠す こと を 努め たれば 其 記事お のづ から 平穏な りと、 或 ひは然 らん、 但し 記事の 大體に 

於て 兩者 異なる 所な く且其 順序 は 路加 傳の方 を 正しと 見るべき である、 而 して 是の 如く 多年 重き 病に 

罹りて 癒され ざり し 婦人が 群集の 屮 より ィ H ス の 後に 來り其 肩より 垂れた る 上衣の 一 角に 捫 りたれば 

直に 癒された ので ある、 此時 群集 も 亦擁擠 ひ 迫りて 彼に 觸れ たるべき に 獨り此 婦人の みが 癒された る 

お しあ ひ 

は 何故で ある 乎、 蓋し 此 婦人の みは 特に 癒されん と 欲して 觸れ たるが 故で ある、 X 布 職 原語に 於て 擁拼 
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(sunecho) とは單 に接觸 する の 意に 過ぎざる も捫る (llaptcmai) と は 自ら 求めて 卽ち 或る 目的 を以 

お しも ひ  ？は 

て觸る X の 意で ある、 均しく ィ H スの 身に 觸る、 も 其の 單 純なる 搬擠に 過ぎざる か はた 們 りし 者た る 

かはィ H スに 於て 直に 之 を 感知し 給うた であらう、 而 して 唯 後者に 對 しての み 力 は 彼の 身より 出づる 

ので ある、 漫然 基督 敎を 謳歌し 群集と 共に 無意味に 之に 接觸 する も 何等の 力 を 享受す る 事が 出来ない- 

唯 特別の 目的 を 以て 之 を迎へ 信仰 を 以て 捫る 者の み 其 助に 與る事 を 得る ので ある、 婦人の 癒された る 

も 亦 單にィ H ス に觸れ たるが 故で はない、 信仰 を 以て 捫り たるが 故で ある。 

信仰に 由て 彼女の 病 は 癒された、 併し乍ら 大事 は 疾病の 治癒で はない、 更に 彼女の 靈を 癒し 以て 其 

人格 全 體の救 拯を圖 る 事、 是れィ H スの 欲せし 所で ある、 而 して 之が 爲には 彼女 をして 疾病の 治癒の 

み を 以て 事 終れり と爲 さしむべき ではなかった、 彼女 をして 進んで 衆人の 面前に 憚らす 其 信仰 を 表白 

せしめ ィ H スを 自己の 救 主として 認めし むる の 必要が あった、 是に 於て ィ H ス は 問うて 曰うた 「我に 

捫る者 は誰ぞ や」 と、 ィ H スの 救に 與る者 は 何人も 斯の 如くに して 彼より 指さ、 るので ある、 之 を 避 

1 での y 

けんと 欲して 救を完 うせら る、 事 は 出来ない、 婦も亦 「自ら 隱 せぬ を 知り 戰き來 りて 前に 伏し 們 りし 

所以と 其 直に 癒えた る 事と を 衆人の 前に 吿白」 したので ある、 而 して 遂に ィ H スの 口より 「女よ 心安 

かれ、 汝の 信汝を 救へ り、 安然に して 柱け」 との 宣告に 接する 事 を 得た ので ある、 誠に 汝の信 汝を救 

へりで ある、 單 に觸れ しが 故に 非す 信仰 を 以て 捫 りしが 故で ある、 單に 部分的の 治癒 を 受けた るに 非 

す、 全體と しての 救拯を 得た の で あ る 。 

鬼 角す る 中ャィ 口 の 女 は旣に 死したり との 通報が 齎らされた、 ィ H ス之を 開き ャィ 口 に 告げて 曰く 

「懼る \ 勿れ、 唯 信ぜよ」 と、 此 一語 今日に 至る 迄 幾多の 人 を 慰めた か 知れない、 而 して 其の 「唯 信 


ぜょ」 と は 原木に より 或は 從來の 信仰 を 維持せ よとの Is;:^ 味に 用ゐ たると 或は 更に 新なる 信仰 を 起せよ 

との 意味に 用ゐ たると が ある ( pisteue と pistcusou)， 多分 後者が 正確で あらう、 卽ち豫 想せ ざる 

困難に 遭遇し  一 大 なる 恩惠を 呼ばん とする に當 りて は從來 以上の 新なる 信仰的 努力 を 要する ので あ 

る、 此 意味に 解す る 時 は r 懼る K 勿れ、 唯 信ぜよ」 と 言 ひて 其 對照を 極めて 鮮明に 看取し 得る ので あ 

る 0 

イエ ス其 家に 人る や 人々 の 泣き 悲むを 見て 「泣くな かれ、 死にた るに 非す、 寢 ねたる のみ」 と ひ 

むすめ 

而 して 彼等の 笑うて 之 を 信ぜざる により 人々 を 皆 出し 唯ぺテ n 、 ヤコ ブ、 ョ ハネ 及び 女の 父母の み 其 

側に 在る を 許した、 かくて 女の手 を 取りて 叫んで 曰く 「女よ 起きよ」 と、 馬 可 傅の 記事に 由れば イエ 

スの此 語 は 「タリ タクミ」 と ある * 是れ卽 ち當時 普通に 用 ゐられ し シリア 語に してべ テロ 之 を 記憶し 

て マ コ に傳 へた もので あら-つ、 而 して 小 女 は 此語を 聞いて 蘇生し 忽ち 起き 上った ので ある。 

何 か、 にィ ヱ ス此時 衆人 を 斥け 僅に 少数者の 前に 於て 是の 如き 奇跡 を 行 ひし 乎、 他な し 信仰の 行爲を 

爲す所 に 不信 は 最大 の妨害でぁるからでぁる、疑の目をwてl:3^bる、程信仰の行爲を妨ぐるものはな 

い、 之に 反し 已を 信じて 祈 を 共に する^の み 在る 時 信仰の 力 は 最も 能く 發揚 せらる」 ので ある. ィ H 

スの小 女 を 癒さん とする や 勿論 自己の 名 聲を博 めんが 爲 ではなかった、 目的 は 唯 癒す 事に あつたので 

ある、 故に 不信の 衆 を 斥けて 彼 を 信す る 者の み を容し 給うた ので ある， 秘密 を 欲した るに 非す 信仰の 

立場より 當然の 事を爲 したので ある- 而 して 彼 を 信す る 者 は 之 を 見て 眞に 彼の 生命の 主なる 審を 知つ 

たので ある。 

然るに 骨に は 奇跡の 證 人の 疑 はしき 故 を 以て 奇跡 を 信ぜ ざらん とする 者が ある、 哲 學者ヒ ュ —ム曰 
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く 「奇跡 若し 在りし とすれば 其れ 迄の み * 然し 乍ら 疑 ふべき は其證 人で ある」 と、 ャィ n の 女の 場合 

に 於ても 側に 在りし 少数者 は確實 なる 醫 者ではなかった、 故に 果して 死者が 蘇され し 乎， 或は 朱だ眞 

に 死せ ざり し 者に 或る 精神 作用 を 加へ て 之 を 起た しめたる に 非ざる 乎 を 疑 ふので ある、 併し乍ら 我等 

がィ ェ ス の 生命の 主たる 事 を 信す る は 之 等 個々 の 事實に 由る ので はない、 ィ H ス の赏き 生涯の 全體及 

び 彼が 我等の.： に 働き 給 ひし 其 力に 由る ので ある、 奇跡の 證 明の 必 すし も確實 ならざる を 憂へ ない， 

信仰 は 信仰で ある、 ィ H スに 生命 を 制御す るの 力 ある 事を認 むる は 彼に 對 する 全體の 信仰の 然 らしむ 

る 所で ある。 

ャィ ：！ の 女 は斯の 如くに して 廼 された、 然 らば 我が 女 も 亦 何故 同様に 甦され ない ので ある 乎、 曰く 

ャィ JI 以上の 恩惠を 降し 給 ふが 故で ある、 假令趙 さ れ すと 雖も我 女 は 死 に た るに 非す 寢 ねたる の み 、 

否寢 ねたる に 非す 眞に 醒めた ので ある、 其 事 を 知りて 我等 は 寧ろ ャィ & 以上の 深き 感謝 を獻 げざる を 

得ない、 宜 なる 哉 ャィ& の 時より 旣にニ 千年、 幾千 萬の 人が 彼れ の 女の 如くに 庭され ざるの 經 驗を嘗 

めながら 尙ほ 信仰 を 失 ふ 事な く 却て 益々 神 を 讚美し つ \ あるので ある、 ィ H ス は 永遠に 生命の 主で あ 

る、 故に 我等 彼 を 信す る 者 は 我等の 愛する 者 は 召さる と 雖も淚 ながらに 感謝 を 綾く る 事 を 得る ので あ 

る 0 

ィ H ス 少女 を 起して 後 彼女に 食物 を與 へよ と 命じ 給うた と ある、 彼 は 彼の 救扬に i 力り し 者の 幸 幅に 

就て 琅 細の 事にまで 注意 を拂ひ 給うた、 ィ H スは 單に大 なる 道德の 先生ではなかった、 彼 は 厚き 人情 

の 人であった、 彼の 目的 は 人の 靈魂を 救 ふに 在りし と 雖も彼 は 肉 體の事 を 怠らなかった、 醫師 ルカ は 

特！？ なる 興味 を 以て 此 一 事 を記錄 したで あらう。 


十八 、ガリ ラャ傳 道の 終局 (五" 二十 七 UO 

路加 傳第 九章自 一 節 至 十七 節 

聖書に 於け る 章節 の 區分は 素より 便 S 上 後人 の附 したる ものに 過ぎない、 併し乍ら 各 章 自ら 特祖ハ の 

大 眼目 を 有し 整然として 順序 を爲 して 居る、 故に 章節の 區分を 全然 無視して 聖書 を 解す る 事 は 出来な 

い ので ある。 

路加 俾第九 章の 眼目 は ガリ ラャ傳 道の 終局に 在る、 ガリ ラャに 於け るィ H スの 一幅 音 宣傳は 今や 其 終 

局に 達し 彼は此 地に 暇 を 告げて エルサレム に 向 ひ 去らざる を 得ざる に 至った ので ある、 而 して 其 原因 

は 何ぞ、 其 主たる 原因 は 實に五 千 人の 饗應に 在った、 彼が 大 なる 奇跡 を 行 ひて 飢ゑ たる 五 干 人 を 飽か 

しむる ゃィ H ス の 常人に 非ざる 事 は 最も 明瞭と なった、 群集 は此 奇跡 を 見て 驚き ィ H ス こそ 彼等の 救 

濟者 たるべき 偉人なる 事 を 知った、 故に 彼等 は 直に 彼 を 執へ て 以て 王に 推戴 せんと 欲した ので ある 

(約 翰 偉 六 章 十五 節)、 而 して 是の 如くに して 民衆が 其の 王 を 擁立す る は 政治 上の 叛逆 罪で ある、 さ 

ればィ H スは此 時より 羅馬 政隐の 注意人物 となった ので ある、 菜せ るかな へ u デは彼 を 恐る \ の 餘り 

再び かの ョ ハネの 如くに 彼 を も處分 せんと 欲した、 是に 於て かィ H スのガ リラ ャ傳道 は 其 終局 を吿げ 

ざる を 得なかった、 彼の 行 ひたる 無數の 善事と 五 千 人の 饗應 の大 奇跡と が 却て ガリ ラャ傳 道 失敗の 因 

を 成した ので ある。 

ガリ ラャを 去りて より ィ H スは M ルサ レムに 上りて 其 最後の 大事 業 を 遂行し 給うた、 第 十章以 F は 

卽ち其 記事 である、 知る ベ し 路加 傅 前後 一 一 十 有 四 章中ガ リラ ャ 傳道 に關 する もの 懂に 九 li^f に 過ぎす し 

大 に 正 六 年   三 _< 九  


sf  m  二 九 o 

て 其 i は 悉く 十字架 を 中心とする エルサレム 傳 道の 叙述なる 事 を、 福音書の 大部分 は實に 十字架に 關 

する 記事で ある、 而 して ィ H スの 十字架が 彼の 生涯 中 最も 貴重なる 者に して 彼の 敎の 中心た る 事はパ 

ゥ a の 書翰に 於て 更に 明瞭で ある、 若し 十字架 無 からん 乎、 ィ H ス降 世の 理由 は 消滅す るので ある、 

福音書 記者が 何れも 其 著の 主要部 分 を 割きて ィ H スの 十字架 を 高調した る は {是 に 故 ありと 謂 ふべき で 

ある。 

五 vt 人の 饗應に 先 だち て 十二使徒の 派遣が あった、 始めに 弟子の 選擇 あり (五 章 一— 十一 節)、 次 

で 使徒の 選定 あり (六 章 十三 節 以下)、 而 して 今や 使徒の 就職が 行 はれた ので ある、 其 目的 は 首 ふ 迄 

もな く 神 の國の {m: 傳と靈 の 救拯 とに 在つ た、 かの 惡鬼を 出し 病 者を醫 すが 如き は 其 手段た るに 過ぎな 

い、 九 章 二 節 は卽ち 使徒 派遣の 目的 を 明かに する ものである、 故に 冒頭の 「また」 は 「而 して」 と讀 

むべ く 「病 者を醫 さん 爲に」 と ある も 多數の 原本に は 「病 者」 の 文字 を存 せす 且 其の r 醫す」 は 一節 

に 於け る 「病 を醫 す」 と は 別 価の 文字 を 用ゐて 居る ので ある。 

十一 一 使徒の 派遣に 當りィ H スの 彼等 を 誡め給 ふ 所 は 甚だ 簡單 であった、 曰く  r 路資に 何 を も 携らざ 

れ、 杖 また 旅囊、 糧、 金、 二の 衣 を も 帶っ事 勿れ」 と、 此語は 動もすれば 謬り たる 熱心の 爲に 誤解せ 

ら れんと する 虞が ある、 傳 道を爲 さんと 欲して 徒らに 各種の 準備 を 顧慮す る 者 多き に 對し此 語 を 解し 

て 何の 準備 を も爲す 勿れとの 意に 取 る^が あるので ある、 併し乍ら 此時 十二使徒 等の 傳道區 域 は 今日 

の 如く 遠隔の 地に 1 る ものではなかった、 そ は 多分 カペナ ゥンを 中心として ナザレ、 ナイン、 べテサ 

イダ 等の 諸邑を 巡囘し  一 二 週日に して 終った もので あらう (十 節參 照)、 故に 實際上 特殊の 旅装 を 整 

へ 周到なる 準 隨を爲 す の 必要 を 見な か つたので ある、 是れ 其の 境遇の 然 らしめ たる 所に して 之 を 今 n 


の 世界 傳道 等に 其 儘 適用す る 事 は 出来ない ので ある。 

然るに も 拘らす 此事は 實に傳 道の 精神 を 明示す るので ある、 ィ スが之 等の 語 を 以て 凡て 傅 道 者の 

心得 を 概括 的 に 敎へ給 ひし ものなる 事 は 馬 太傳十 章に より 明 2 である、 十二使徒の 派遣 は 短き 旅路な 

りしと 雖も其 精神に 於て 模範的 傳 道であった、 後世の 傳道は 凡て 此範に 則って 成さるべき であった の 

である、 故に ィ H スの語 は 之 を 文字通りに 解せ すして 其 精神 を 見るべき である、 「一 の 杖の 外 は 旅の 

用意に 何 を も携っ 勿れ」 (馬 可傳六 章 八 節) と  一一 一一 n ひ て 携帶す べき 杖の 數を 云々 する ので はない、 新たに 

杖 を 求む るに 及ばす、 唯 持てる 物 を 以て 往く べしとの 意で ある、 神 我等に 傳道を 命じ 給 はん 乎、 卽ち 

特^の 準備 を爲 すに 及ばす、 今の 儘に て往 くべ しで ある、 問題 は 準備 如何に あらす して 祌の聲 を 聞き 

し 乎 否 乎に 在る、 苟も 神の 聲を 聞かば 直に 立ちて 應 すべきの み、 其 時 手段 方法 を 顧る を 要せす、 旅囊、 

糧食、 金銀 を携 ふる を 要せす、 唯 持てる 杖 を 以て 足れり とする ので ある、 而 して » 道 成功の 祕 訣は此 

處に. 在る ので ある、 古來 偉大なる 傳道者 は 皆是の 如くに して 立った ので ある。 

おもん はか  おも； J 

然るに 若し 其 周圍を 顧み 境遇 を 慮 りて 必要なる 準備 を 整へ 然る 後 徐ろに 立たん と 欲せん 乎、 傳道 

けいろる 

の 時機 は 終に 到來 しないの である、 神より 傳 道の 命令 を 受けた る 者に 骨肉の 反對 j ある、 妻子の 梨累 

が ある、 失職の 苦痛が ある、 其 他 之を妨 ぐべき 事情 は無數 である、 此 時に 當り 左顧右^ 誰か 我が 所要 

を 供給すべき、 如何にして 親族との 調和 を圖 るべき と、 其方 法 手段 を 計 畫し其 利害得失 を 打算す るに 

於て は 卽ち之 を拋棄 する の 外ない ので ある、 「境遇 は 神の 聲 なり」 と は米國 人の 唱 ふる 所で ある、 而 

して 人 は 境遇の 聲に聽 かんと 欲して 眞の祌 の聲に 背かざる を 得ない、 米國 人の 事業の 一大 缺陷は 常に 

此 點に存 する ので ある。 


而 して是 の 如き は 獨り傳 道の ijs- のみで はない、 基督 者が 其 理想 を 世に 行 はんとす る 時、 神の 榮光を 

揚げん とする 時に 當 りて は 常に 同樣 である、 特別の 準備 を爲 すに 及ばす、 神の 聲を聽 きたる 時の 儘に 

て 直に 柱くべき である、 人生に は必す 或る 危機が ある、 其 時に 處す るの 態度 如何に 由て 或は 生涯の 意 

義を充 たし 或は 之 を 失 ふので ある、 而 して 神の 命令 を 受けた る 時 は 正に 此 種の 危機で ある、 信者 は 十 

一 一 使徒の 傳 道の 精神 を 以て 凡て か k る 場合に 對 する 自己の 精 祌と爲 すべきで ある。 

ィ H スは叉 十一 一 使徒 を敎 へて 曰 ひ 給うた 「何れの 家に 入る とも 其處に 止り て 亦其處 より 去れ」 と、 

卽ち 村に 入らば 重立た る 人の 家に 赴き 其の 供給す る 所 を 享け之 を 本 據と爲 すべし、 戶々 に 移り行く 事 

勿れと、 是れィ H スの實 際 的 智慧で ある、 如何なる 村邑 にも 福 昔を受 くる 人 無き に 非す、 而 して 傳道 

者 は 彼の 誠實 なる 供給に 賴 るべき である、 眞 個の 傳道 方法 は 此 一途 あるの み、 之 を 今日の 敎會 の傳道 

方法と 比較して 其の 甚だ 簡單 にして 且 自然 的なる を 知るべき である。 

是の 如くに して 十二使徒 は 派遣 せられた、 彼等 は 「出で て 偏く 諸 鄕に往 き 福音 を宣傳 した」、 然る 

に 分封の 君へ B, 一ァ. アンチ パ ス 凡て 之 等の 事 を 聞いて 痛く 恐怖 を 感じた、 彼は大 へ ロデの 子に して 曩 

に ピリ ボの 妻へ B デャ を娶り 義人 ョ ハネの 苦言 を 憤りて 遂に 彼 を 獄中に 殺戮した る 人物で ある、 彼 は 

或 人の ィ H スを稱 して ョ 、ノ ネの 甦れるな りと 一一 一一 n へ る を 聞き 戰慄を 禁ぜす して 曰うた、 「我れ ョ ハ ネの 

首 を 斬りたり、 我 今 斯る事 を 聞く、 其 人 は 何者 ぞゃ」 と、 而 して 「へ c デ之を 見ん と 欲 ふ」 と ある、 

其の 何の 爲に 見ん と 欲せし 乎 は 首 はすして 明かで ある、 後 此事を イエスに 告げて 「へ 0  、デ汝 を 殺さん 

とす」 と 語る 者 ありし 時ィ H ス答 へて 曰 ひ 給うた 「汝 等往 きて 其 狐に 告げよ 云々」 と (十三 章册ニ 節)、 

神の 子 イエ ス より 見て 王へ tr テは實 に 狐狸の 類であった ので ある。 


ィ H ス の 行動 は 次第に 此 世の 學 者宗敎 家 政治家 等の 敵意 を 招きつ k あった、 併し乍ら 最後に 彼の 名 

聲を 王者の 如くに 旺 ならしめ 從 て 彼 を 憚れ る パリ サイの 徒へ u  , デの 《然を して 彼の 殺戮 を 決行 せんと 欲 

せしめた る 動機 は 五 千 人の 饗應 にあった ので ある、 此 奇跡 ありし が 故に ガリ ラャ傳 道 は 其 終局に 達し 

たので ある、 ィ H スの 生涯に 於け る 一 大轉 機と 見て 五 干 人の 饗應は 最大 奇跡の 一 である。 

す V ヒーし  ほとり 

時は逾 越に 近き 春の 日、 所 は ガリラヤ湖の 北東 隅べ テサ イダの 邊の 野であった、 民 は 皆 エルサレム 

に 上りて 此祝節 を 守る も 僻陬の 地に 在りて は 其 事 適 はす、 故に ィ H スは 野に 在りて 衆人と 共に 之 を 守 

り 給うた ので ある (約 翰傳 六章參 照)、 如何に 美 はしき 團欒 なりし ぞ、 是れ王 の 響 筵な りと 雖も天 

幕 を 張りて 山海の 珍味 佳肴 を 列ぬ るに 非す、 靑草を 敷き (他の 三 福音書 共に 青草の 事 を 記せり) 、 碧 

空 を 仰ぎ 湖水の 美 を 眺めつ \パ ンを 割きて 共に 食した ので ある、 「イエス 五の パンと 一 一の 魚 を 取り 天 

を 仰ぎ 祝して 之 を 割り 弟子に 與 へて 衆人の 前に 陳 かしむ」 と、 是れ 彼が 日々 の 奥 飯 法な りしな らん、 

其の ナザレの 小 家庭に 於ても 又 H マオの 旅 宿の 一室に 於ても 同じ やうに 爲し 給うた であらう、 直に 簡 

單な るぎ 事で ある、 然 り簡單 なりと 雖も 純潔に して 靜肅 なる 一 夕の 饗 筵であった" 

奇跡 其 ものの 說 明に 就て は 說を爲 す者少 からす、 就中 最も 巧妙に して 近代 人を滿 足せし むる 者は批 

評 家 パウル ス (tleim-ich  E.  G.  paulus) の 解 釋 である、 曰く 「此時 五 干の 人々 ィ H スに 由て 養 はれ 

しに 非す、 彼等 は 皆 各自 辨當を 所持した る も 隣人に 奪 はれん 事 を 恐れ 敢て之 を 取 出して 食 せんとす る 

者がなかった * 然るに 獨りィ H ス 及び 其 弟子の 何等の 狐疑す る 所な く 平然 喫飯 を 始め たれば 群衆 皆 其 

寛大に 勵 まされ 安んじて 食事 を 終へ たので ある」 と、 說明 として 必す しも 一笑に 附し 去るべき ではな 

いか も 知れない、 併し乍ら 此 種の 見解 は單に 奇跡 其 物を釋 かんとす るに 止まり 奇跡の ィ H ス の 傳道事 
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業 中に 於け る 地位 を 無視す る ものである、 五 干 人の 饗應は ガリ ラャ傳 道の 終局に して H ルサ レム 傳道 

の 端緒であった、 そ は 正に ィ H スの 生涯の 最も 重要なる 分水嶺の 上に 立ちし 一箇の 石碑であった、 人 

は 之に 由て ィ H ス の 特に 神より 遣 はされ たる 偉人なる 事 を 知った ので ある、 ルカが 此 奇跡 を 本章 中に 

牧錄 したる 理由 は 其 慮に 在る ので ある、 菜して 然 らば パウルス の說の 如き は 聖書の 記事の 順序 を 顧み 

す 前後の 脈絡 を 無視した る淺 薄なる 妄斷 たる を 免れない、 事 實の說 明の 如何に 係らす 五 干 人の 饗應は 

重大なる 奇跡で ある、 此出來 事が 四 福音書に 共通なる 少數 記事の 一 に屬 する が 如き も 亦 偶々 其 反證た 

るに 外 な ら な い の で あ る 。 

十九 ィ ュ ス の自顯 (六月 三日 ：} 

路加 傳第 九章自 十八 節 至 廿七節 

べテサ イダ 近傍の 野に 於け る 五 干 人の 饗應 はィ H スの 生涯の 一 大轉 機と なった、 此 奇跡 ありし が 故 

に 彼の 名 聲は頓 に揚り 彼の 人望 は 極度に 達した、 民衆 は 彼の 眞に 偉大なる 救 主たる 事 を 感知し 執へ て 

以て 其の 王と 爲 さんと 欲した ので ある、 正に 是れ乘 すべきの 機會 であった、 彼等 を 糾合して 大敎會 を 

建設し 或は 大敎派 を 確立し 以て 所謂 敎 勢の 擴 張を圖 らんが 爲には 逸すべからざる 結 好の 機會 であった、 

イエ ス 若し 普通人な りせば 彼 は 必すゃ 此途に 出で たで あらう、 併し乍ら 是の 如き 場合に 處 する ィ H ス 

の 態度 は 常に 常人の 豫 期に 反した， 曩に 多数の 群衆 彼の 說敎 を聽 かんと 欲して (矛うて 湖畔に 迫る や 彼 

は 俄然 其 說敎の 形式 を 一 變 して 難解なる 譬喩 を 使用し 給うた、 卽ち淺 薄なる 信者 又は 偽の 弟子 を囘避 

せんが 爲 めであった ので ある、 五 千 人の 饗應の 後 も 亦 同様であった， 今や 自己の 聲望其 極度に 達した 


るの 時に 方り 彼 は 普通人の 企圖 すべから ざる 新 方針 を 探り 給うた ので ある。 

抑 も 人類の 救 扬に關 する 彼が 生涯の 大方 針を傳 へんが 爲に 一 度び 靜 寂の 地に 退きて 其 弟子と； 42 る 所 

あらんと はィ H ス の冀 望であった、 彼 は^に 此 目的 を 以て 湖水 を 渡り 對岸 ガダラの 地に 赴き 給 ひし も 

偶々 惡 鬼に 憑かれし 人に 遭遇し 之を醫 さんが 爲め大 騒擾 を 惹起して 彼 自身の 目的 を果す 事が 屮 I 来な か 

つた、 後 叉 舟に 乘 りて べテサ イダの 邊に 到り 給し も 其 時 は 群衆 陸傳 ひに 彼 を 追 ひ 却て 先着して 彼 を 待 

ち 受けた るが 爲め 新しき 恩惠の 奇跡の 機會と はなり しと 雖も彼 自身の 目的 は 再び 之 を 菜さなかった * 

實に惱 める 者の 前に 在りて は 彼 自身の 目的 は 常に 拋棄 せられた ので ある、 彼の 計畫 を破壞 せんが 爲に 

は 一 人の！；！ 者 を 其の 面前に 立た しむる を 以て 足りた ので ある、 是の 如き は 世の 所謂 偉人ら しからざる 

態度であった、 若し 禪僧 をして 之 を 評せし めたならば 必すゃ 言 ふで あらう、 何ぞ其 進退の 不徹底なる 

と、 夫れ 或は 然 らん、 併し乍ら ナザレの ィ H スは實 に是の 如き 人であった ので ある、 彼 は 人情の 人で 

あった、 彼 は 自己の 目的 を 遂行 せんが 爲 めに 目前の 病 者 弱者 を棄 つるに 忍びなかった、 彼 は 寧ろ 後者 

の爲に 前者 を棄 てた ので ある、 弱者と 共に 在りて 彼 は强き 人ではなかった、 塞に 詩人 シ ルレ ルの歌 ひ 

しが 如くで ある、 曰く 「男 士は獨 り 在る 時に 强し」 と、 而 して 其 何れが 果して 神ら しき か は讀者 自ら 

之 を判斷 すべきで ある， 古來 偉大なる 基督 者の 生涯 は 此點に 於て 皆ィ H スに 類す る 所があった、 無名 

の 隣人 を 助けん が爲に 深夜 雪 を 犯して 出で 遂に 斃れ たる はパ ン ャ ン であった、 鄕地フ ロレン ス と隣邑 

との 和睦 を 斡旋 せんとして 生命 を捐 てた る は ダンテであった、 强者 弱者に 仕へ 聖者 罪人の 爲に 犠牲と 

なる、 是れ 基督 敎の 精神で ある、 而 して ィ H スの 生涯 は 其の 最大の 典型であった。 

ィ H スは 今や 遠くへ ル モ ン 山の 麓に 人 を 避けて 其 最後の 大方 針 を 弟子に 告 ぐるの 時 を^し 給うた、 
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此 大事 を 説く に 先 だち 彼 はま づ問を 設けて 曰 ひ 給うた 「人々 は 我 を 首 ひて 誰と する 乎」 と、 蓋し 此時 

使徒 等 は 旣に數 日 の 傳道 旅行 を 試み たる 後 なれば ガリ ラャ 地方に 於け る 一般の 批評 を 耳に して 居った 

ので ある、 彼等 答へ て 曰く 「バ プ テス マの ョハ ネ、 或は ヱ リャ、 或は 古の 預言者の 一 人の 廳れ るな り」 

と、 然 らば 「汝等 は 我 を 一一 百 ひて 誰と する 乎」、 是れ 恐らく 使徒 等の 心中 絕 えす 繰 返された る 問題で あ 

つたら う、 而 して 其の 彼等の 思想 を 代言した る 者 は 例の 如くに ぺテ a であった、 曰く 「汝は 人に 非す、 

神の キリ ストな り、 イスラエル の 仰ぎ 望める かの メ シャ なり」 と、 偉大なる 答 辯であった、 故に ィ ェ 

ス答 へて 「ョナ の子シ モン、 汝は 福な り、 そ は 血肉 汝に 示せる に 非す、 天に 在す 吾 父な り、 我 叉汝に 

告げん、 汝 はべ テ a 也、 汝の 表白 は 我が 新社會 の土臺 石と なるべし」 と 言 ひ 給うた (馬 太傳 十六 章 十 

七、 十八 節)、 而 して 若し 此事を 民衆に 吿 げん 乎、 ィヱス の 人望 愈々 隆盛に 赴くべき を 慮り 彼等 を戒 

めて r 此事を 何人に も吿 ぐる 勿れ」 と 命じ 給うた。 

へ ル モ ン山 下に 於け る 此の 問答 はィ H スの 自覺の 偉大 を 示す と共に 叉 使徒 等の 信仰の 偉大 を 表 はす 

ものである. イエスが 自己 を 以て H リャ、 H レ ミヤ、 モ ー セ 等の 大預 一一 一一 n 者よりも 更に 大 なる 者と 爲し、 

活ける 神の 子なる 事 を 明かに し 給へ る は實に 驚くべき 自顯 であった、 人類の 運命 は 一 に 此事實 の 上に 

繁 つて 居た ので ある、 併し乍ら 彼の 弟子の 表白 も 亦 偉大であった、 其 師ィヱ ス假令 民衆の 人望 を 贏ち 

得たり と雖 も， 富力な く權 勢な く、 長老、 學者、 宗敎 家、 政治家 等、 世の 有力者 階級 は擧て 彼の 敵で 

ある、 此 時に 方り 彼の 中に 眞 個の 光 を 認めて 啻に 其 偉人た る を 知る のみなら す、 祌の キリストなる を 

信す るに 至て は 偉な りと 稱 せざるを得ない、 彼等 は 流石に 使徒の 名に 背かなかった U 

「人々 は 我 を 言 ひて 誰と する 乎」 と、 ィ H スは今 も 同じく 此問を 以て 我等に 臨み 給 ふので ある、 而 


して 我等 は 答へ て ni ふので ある、 「人々 は汝を 大聖 人、 大哲學 者、 大道 德家、 大宗 敎家 また 大社 會改 

良家と なす、 然り 彼等 は 孔孟 釋基. と稱 して 汝を 古の 聖賢と 同視す るので ある、 啻に 不信者 又は 異敎徒 

が 然るの みならす、 實に 基督 敎會に 馬して 汝の聖 名を稱 ふる 者まで 亦斯 くす るので ある」 と、 其時ィ 

H スは： 史に問 ひ 給 ふので ある、 曰く  r 然 らば 汝等は 我 を 一一 =11 ひて 誰と する 乎」 と、 植 我等 も 亦 果してべ 

テロと 同じく 「汝は 神の キリスト なり」 と 答へ 得る 乎 否 乎、 我等の 良心に 基づく 凡ての 確信 を 以て 神 

の 前に 眞實に 此吿白 を爲し 得る 乎 否 乎、 ィ H スの卽 ち キリストなる 事、 「彼に 由て 萬 物 は 造られ、 天 

に 在る 者、 地に 在る 者、 人の 見る 事 を 得る 者、 見る 事 を 得ざる 者、 或は 位 ある 者、 或は 主たる 者、 或 

は 執政 者、 或は 權威 者、 其 他 萬 物の 彼に 由て 造られ」 たる 事、 「且 其の 造られた る は 彼が 爲め」 なる 

事、 「彼 は 萬 物より 先に あり、 萬 物 彼に 由て 存っを 得る」 事、 其 事 を 信じ 得る 乎 否 乎 (• 哥羅西 書 一章 

十五— 十七 節)、 之 を 信ぜす して 未だ ィ H スを 信す る 者と 言 ふ 事 は 出来ない、 彼 を 以て 古聖 賢の 一人 

と 爲す者 は 基督 者で はない の である、 基督 者の 信仰の 眞僞を 鑑別す る もの は此 問題で ある。 

是の 如くに して 神の 子ィ H スの殺 初の 自顯 があった、 然るに 彼 は 更に 語 を襤て 曰く 「人の子 必す多 

，、るし み 

くの 苦 を 受けて 長老、 祭司の 長、 學者 どもに 棄 てられ 且 殺され 第三 日に 甦るべし」 と、 光明 一閃 忽ち 

にして 叉暗黑 裡に滅 失した るが 如くで ある、 弟子 等 は 思うた であらう、 イエ ス 若し 神の 子なら ば 一 世 

あつ 

の 尊崇 を鍾め 上下の 奥 望 を 荷 ひ 萬 の歡 呼に 迎 へ られて 世に 顯 はるべき 箸なる に此言 は して 何の 意 

ぞ、 彼 は 自，： n を爲 すと 共に 之 を 取消した ので ある 乎と、 併し乍ら ィ H ス 若し 彼等の 思 ふが 如く 成りた 

らば 如何、 必すゃ 肉の 人なる ィ H スの崇 拜卽ち 人物 崇拜が 始まった であらう、 而 して 是れィ H スの許 

、  .  <：<1<3 厶厶厶 <3厶 A  A  A  A  A  A  A  AAAAAAAAAAAAAAAA 

し^はざる であった、 十誡の 偶像 5 宗拜を 厳禁す るが 如くに ィ H スは 人物 崇拜を 厳禁し 給うた、 彼 は 
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神の 子な りと 雖も 肉の 人なる ィ H ス として は棄 てられ 辱められ 且 殺されん 事 を 欲し 給うた ので ある、 ■ 

是の 如き は 人の 思議すべからざる 所であった、 而 してィ エスの イエ ス たる 所以 は玆 にあった ので ある、 

彼が 孔孟 釋 等と 其彙を 同じく せざる の 所以 は此邊 にあった ので ある、 加 之 彼 は 啻に 受難と 屈辱の 死の 

み を豫ー 百し 給はなかった、 彼の 語尾に は 最も 榮光 ある 豫ー 百が 附 加せられ た、 曰く 「第三 日 目に 甦る ベ 

し」 と、 併し乍ら 此時 未だ ：！： 人 も 之 を 解す る を 得なかった、 ベ テ C1 の 如き は 却て 彼 を援き 止め 「主よ 

宜 からす、 此事汝 に來る まじ」 と 雷 ひて ィ H スの 激怒 を 招いた、 「サタンよ、 我が 後に 退け」 と、 實 

に 使徒べ テ Q すら 未だ 全く ィ H スを 解し なかった ので ある (馬 太傳 十六 章)。 

是に 於て 彼 は 更に 彼に 從 はんと 欲する 者 を 戒めて 言 ひ 給うた、 「若し 我に 從 はんと 思 ふ 者 は 己に 克 

ちて 日々 其の 十字架 を 負うて 我に 從へ」 と、 「己に 克 ちて」、 己に 背きて、 己 を 否定して、 己 を 殺し 

て、 叉 は 己 を 無き ものと して、 「十字架 を 負 ひ」、 當時 罪人 を 十字架に 釘 けんとす る 時 は 彼 自身 をし 

て 十字架 を 負 はしむ る を 常と した、 「我に 從 へ」、 我が 足跡 を 踏んで 来れ、 我に 做って 来れ、 「汝等 

ぼ 〈に 我 弟子た らんと 欲する 乎、 然 らば 先 づ己を 無き ものと して 日々 自己の 釘 けらるべき 十字架 を 其 背 

に 負ひ而 して 我に 倣って 來れ」 とィ H スは敎 へ 給うた ので ある。 

「其の 生命 を 全うせん とする 者 は 之 を 失 ひ 我が 爲に 生命 を 失 ふ 者 は 之 を 全うす ベ し」、 イエスの 

厦々 用ゐ給 ひし 語で ある、 彼 自身の 語な りし か 或は 當時 通用の. 諺 語な りし か 明かなら ざる も 福 昔の 眞 

理を傳 ふるに 恰好の 辭と 認められし は 確かで ある、 「生命 J-  psyche 叉 は SCU1 である、 卽ち 肉の 生 

命で ある、 ィ H スは 生命に 二種 を 認め 給うた、 肉の 生命 あり 靈の 生命 あり、 前者 は 啻に 飲食の みなら 

す、 目の 愁、 心の 愁、 これ 肉的 生命の 事で ある、 而 して 靈的 生命 を 全うせん と 欲して 肉的 生命 は 之 


を棄 てざる を 得ない。 

此 語を讀 みて 注意すべき は 「我が 爲に」 である、 「我が 爲に 生命 を 失 ふ 者 は」、 肉的 生命 を 拋棄す 

べき 现由は 何ぞ、 換言すれば 道德の 動機 は 何處に 在る 乎、 そ は 國家社 會の爲 である 乎、 或は 自己の 幸 

福の 爲 である 乎、 或は 倫理 學 者の 所謂 筢對 命令の 爲 である 乎、 否 基督 者に 取て は 道德の 動機 は 唯 r キ 

リストの P め」 である、 キリストに 認めら れんが 爲め、 キリストに 榮 光を歸 せんが 爲め、 萬 事 萬 物 唯 

キリス トの爲 である、 日常の 些事に 至る まで 一 として 主の 爲 ならざる はない、 故に イエス は 自ら 「我 

が爲 に」 と 要求し 給うた、 而 して 孔子 釋迦 如何に 偉な りと 雖も此 一 事 は 之 を 要求す る を 得なかった、 

彼等に 取て 眞理は 自己の 以外に 在った、 ィ H ス に 取て 眞理 は卽ち 自己の 衷に 在った。 

「人 もし 全世界 を 利す ると も 自己 を 失 ひ 自ら 亡びな ば 何の 益 あらん や」、 富、 富と いふ、 然し 人 は 

幾許の 富を璲 たらば 滿足 する であらう 乎、 富に 富 を 重ねて 遂に 全世界 を璲る 迄は滿 足す るの 日 は來ら 

ない ので ある、 而 して 遂に 全世界 を 獲る とも 其爲に 自己 を 失 はば して 何の 滿足 ぞ、 近頃の 所謂 成金 

なる 者の 生活 を 知らば 蓋し 思 半ばに 過ぐ る ものが あらう、 眞 個の 滿足は 却て 肉的 生命の 抛棄に ある、 

自己 を 否定して 十字架 を 負 ふに 在る、 何と なれば 是れ卽 ち 生命 を完 うする の途 であるから である。 

「我れ 誠に 汝 等に 告げん、 此處に 立つ 者の 中に 神の 國を 見る 迄 は 死なざる 者 あり」、 難解の 語で あ 

る、 「され ど」 を附 して 讀む べし、 「是の 如く 我に 從て 基督 者と なる は 難し、 され ど 我 誠に 汝 等に 吿 

げん、 基督 者と なりて 祌の國 の： 來臨を 見得る 者 は あるな り、 そ は 此處に 立つ 汝 等の 中に 在るな り」 と 

の 意で あらう、 而 して 實に ヨハネ、 ぺ テロ、 ヤコ ブ等 少數の 弟子 は 此預言 に 適 ひし 者であった、 此語 

が キリ ス 卜： 冉來の 時機 を云爲 したる ものに 非ざる 事 は 之 を 前の 語の 註釋と n:- て 明かで ある、 叉 約 翰 傅 
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第廿 一章 廿三 節に 於け るョ ハネ 自身の 說 明に 徴 して 明かで ある、 多分 初代 信者の 間に 在て は 再来の 時 

機 切迫せ るの 觀念强 かりし が 爲にィ H ス の 語 を 少しく 枉 げて傳 へたので あらう。 

ィ H スの 自顯に 次ぐ もの は 彼 及び 彼の 弟子の 苦痛の 表白であった、 {是 に キリストの 福音 は此 世の 幸 

福で はない ので ある、 而 して 是れ 彼が 人望の 極點に 在りし 時の 敎 示であった ので ある、 ィ H スは 神の 

子で ある、 故に 肉に 在りて 榮 光を受 くべき 者に 非す、 信者 も 亦 同樣、 肉に 在りて は 苦まざる ベから す 

と、 驚くべき 敎示 である。 

二十 ィュス の變貌 (六月 十日) 

.  路加 傳第九 章 自廿八 節 至 卅六節 

使徒べ テ 口、 ィ H スを 神の 子な りと 表白し ィ H ス亦其 最後の 受難と 死と 復活と を 預言し 給 ひし 時に 

於て 彼の 傳 道の 歴史 は 其 絕預に 達した ので ある、 其 時より 六日 を 隔てて 卽ち 八日 目の 頃 彼 はべ テ 口、 

ョ ハネ、 ヤコ ブを伴 ひ 祈を爲 さんがた め 山に 登り 給うた、 多分 ヘル モン 山であった らう、 海 拔八千 尺、 

ィ H スの 生涯 中 登り 給へ る 最高の 山であった、 時 尙ほ春 なれば 山上の 積雪 未だ 消えなかった であらう、 

日旣に 暮れて 弟子 等 は 睡眠 を 催した、 ィ H スは 唯獨り 深き 祈に 耽り 給うた、 然るに 見よ、 彼の 顔貌 は 

1 變し其 衣服まで ねく 輝いた、 忽ち 一 一人の 者 同じく 榮 光の 體を 以て 現 はれ 何事 か 彼と 共に 語り合 ひつ 

つ ある、 二人 はモ ー セと エリヤであった、 而 して 其の 話題 は エルサレム に 於け る イエ スの 死であった、 

弟子 等 初め 熟睡 を爲し 居た るが 漸く 醒めて 此 光景 を 見、 驚 の餘り 所謂 夢中と なった、 二人 ィ エスと 

別る \ 時 ぺテ u、 イエスに 向って 曰く 「師 よ、 か k る 立派なる 處に 我等 何時 迄 も 滞在 せん、 願 はく は 


我等 をして 三 筒の 草廬を 作らし め 給へ、 一 は 汝の爲 め 一 はモ ー セ Q 爲め义 一 は H リ ャの爲 にせん」 と、 

蓋し 彼 は 半醉半 夢の 狀 態に 在りて 何 を 言 ひし か 自ら 知らなかった ので ある、 其 時雲來 りて 彼等 を 包ん 

だ、 而 して 雲の 中より 聲 あり、 口く 「こ は 我が 愛子な り、 之に 聽く べし」 と * 聲 やめば 唯ィ H ス 一人 

を 見る のみであった。 

事 は 異常で ある、 故に 學者は 之に 對し 種々 の說 明を附 せんとす るので ある、 就中 かの 五 千 人の 饗應 

の 奇跡 を 事も無げに 說 明し 去りた る パウルス は 此變貌 の 出 來事を も 同じ様に 解釋 して E ふ (彼 は 頓智 

に 富みた る學 者な りしと 見 ゆ)、 「ィ H スは其 夜 山上に 於て 或 人と 會 見すべき 約束 を爲 した、 然るに 舂 

まだ 淺く 地に は 積雪 あり 天に は 電光 あり、 一 一人 来りて ィ H スと 語れる 時 暗中 電光 明滅し 白雪 之に 映 じ 

て 彼等の 體を 照した ので ある、 弟子 等 眠より 醒めて 之を榮 光の 體と 誤認し 一 一人 を 以て 乇— セ 及び エリ 

ャ ならん と 想像した に過ぎない」 と、 而 して 後の 註解 者 等 或は パウルスの 說 明の 尙ほ盡 さざる もの あ 

る を 感じ 補足して 曰く 「ぺテ a 此時 夢を見て 醒め 恰も 小兒の 如く 其 夢の 繼綾を 語った ので ある」 と、 

批評 的の 立場より 記された る 基督 傳 にして 變貌 の說明 を此邊 より 以上に 進む る もの は 無い. 學 者の 間 

に 伍して 而も 此事實 を 聖書の 記事の 儘に 信ぜん とする は 至難の 事で ある リ 

. 併し乍ら 聖書の 記事 は 之 を 前後の 關 係より 截斷 しその ィ H スの 生涯 中に 於け る 地位 を 無視して 個別 

的に 解 釋 を 下す 事 は 出来ない、 必すゃ 之 を 前の 記事の 繼辕 とし 又 後の 出来事の 端緒と しその 基督 傳全 

體に對 する 關係 を閬 明して 觀 察しなければ ならない、 かの 五 千 人の 饗應の 如き もさう であった. 。ハウ 

ル ス の 淡， rn なる 說 明の 容 るべ からざる 理由 は 其の ィ H スの 生涯の 一 大轉 機と なりし 所以 を說 明し 得な 

いからで ある、 或る 驚く ベ き 方法に よる 奇跡と 見る に 非 ざれば 之が 爲 にお 衆 彼 を 執 へ て 王と^ さんと 
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欲した る 所以 を說 明し 得ない からで ある、 其の 如く 變貌も 亦 一箇 單獨の 出来事ではなかった、 之に 先 

だち しもの は ガリ ラャ傳 道の 終局と ィ H ス の 神の 子た るの 自顯 であった、 之に 綾き しもの はェ ル サレ. 

ム 上りと 彼 地に 於け る 受難 及び 死であった、 知るべし 變 貌はィ H スの 生涯の 最高 處、 其 絡 頂に 達した 

る 時の 出来事なる を、 故に 之が 說明は 其 立場に 於て 之を爲 さなければ ならない、 是に 於て か 自ら 解釋 

上の 必要が 生す るので ある、 電光、 白雪、 夢物語の 如き、 解釋 として 輕妙 たる を 失 はすと 雖も 其淺薄 

なる 到底 聖書 全體の 立場より 之 を容す ベから ざる ものた る は 明白で ある。 

而 して 此 t 場より 之 を 見て 變貌は 卽ち事 i 其 儘であった、 ィ H ス の 變貌は 決して 弟子 等の 幻想で は 

なかった、 是れィ H スの 取るべき 當然 の形體 であった ので ある、 彼の 聖 化が 其 極に 達した る 時の 狀態 

000000000000000000000000  oococoooooo 

で あつたの である、 彼 は此狀 態に 於 て 此時 直に 昇天す ベ くあった ので ある、 而 して 其 事 は 彼の 罪な き 

COCOOOOC-  00-0  000  0  0000 

聖 なる 生涯の 當然の 結果で あつたので ある。 

人の 死 は 素と 其の 罪の 結果で ある、 故に 罪な き 生涯 を 送りし 者 は 死す るの 必要がない 害で ある、 ァ 

ダム 若し H デ ン の 園に 於て 罪な くして 一 生を途 りしなら ば 彼 は 死を經 過せ すして 自然に 大に 移された 

であらう、 人類の 死 は； 兀來 不自然の 事で ある、 「死 は 罪の 惯 なり」 と、 是れ 死に 對 する 聖書の 立場で 

ある。 

而 して 聖書 は 叉 或る 場合に は 死の 苦痛 を經 すして 昇天した る 人の 實例を 示して 居る * 其 第一 は H ノ 

ク である、 rn  ノク祌 と共に 歩みし が 神 彼 を 取り 給 ひければ 居らすな りき」 と (創世記 五章廿 四 節)、 

是れ卽 ち エノ クの 變體 tl.imHlation である、 其 第二 は エリヤで ある、 「エホバ 大風 を もて エリヤ を 天 

に C 升ら しめんと し 給 ふ 時 H リア は エリ シャ と共に ギルガルより 出で 往 けり …… 彼等 進みながら 語れる 


時 火の車と 火の 馬 現 はれて 二人 を 隔てたり、 エリア は 大風に 乗りて 天に 昇れり、 H リシ ァ 見て 我が 父、 

我が 父、 イスラ ヱルの 兵車よ. 其 騎兵よ と 叫びし が 搏び彼 を 見 ざり き」 (列， 王 記 略 下 二せ い 十一— 卜 二 

節)、 其 第三 はモ ー セ である、 「斯の 如く エホバ の僕モ I セは H ホバ の 首の 如く モ アブの 地に 死ねり、 

M ホバ 、 ベ テ ぺ ォ ル に對 する モ アブの 地の 谷に 之 を 葬り 給 へ り、 今日 迄 其の 墓 を 知る 人な し」 (ホ 命 記 

卅四章 五、 六 節)、 彼 は 如何にして 死した る や 何人も 之 を 知らす、 多分 H  ノク 又は H リャに 似た る 方 

法に て 昇天した るに 非す やと 思 はる。 

死と 罪との 關 係が 聖書の 示す 通りであって 死 は 罪の 結 であると するならば、 罪な き 人の 死せ ざる 

事 は 論理 上當然 である、 而 して 若し H  ノク、 H リャ 等に して 尙 a つ 死を經 過せ ざり しなら ばィ H スキ 

リスト は 勿論 斯 くして 昇天す ベ き 害で あつ た、 彼に は 罪な く汚據 なく  li 肷 なく 凡 て 死の 原因と なる ベ 

きものが 無かった、 彼の 生涯 は 天父の 聖 33 に循 ひたる 完全なる 生涯であった、 而 して 八/や 壯齢 三十 有 

餘、 旣に 神の 國の！ i 昔 を 傳へ叉 自ら 神の 子た るの 自顯 を爲し 弟子 も 亦 之 を 認めた ので ある、 內外 共に 

疵 なき 生活 を 以てして 爲 すべき は旣に 之を爲 した、 ィ H ス の 身體に I ち， 化 を 生じて 生きながら 昇天す ベ 

き 時機 は 正に 今では 無. かったら う 乎、 此 時に 際して ヘル モン 山頂 變貌の 事 は 在った ので ある、 卽ち彼 

の 大の 時機 來り其 弟子の 前に 於て 變 化が 始まった ので ある、 エリヤ、 モ ~ セは 彼を迎 へんが 爲に現 

はれた ので ある、 ィ ェ ス は 實に是 の 如くして 昇天すべき であった。 

身 體の聖 化と いふ、 其の 如何なる 狀 態なる 乎 は 想像す るに 難く ある、 併し乍ら 我等の 熟知せ る； 大然 

現象に 就て 其 類例 を 求 むるならば 上 装の 際に 於け る g| 兒の變 態が 其 一 例で あらう、 此時 昆蟲の 體は變 

じ て 透明なる ものと 成る ので ある、 又 罪の せに 於ても 稀に 類似の 例 を 見ないで はない、 物慾た く 恬淡 
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なる 生活 を續 けたる 聖人に して 晚年 其の 身體 自ら 聖 化し 其 面貌に は 光を發 して 此 世の 人と しも 覺ぇざ 

るに 至り 靜に 彼方に 移さる、 者が ある、 一 一 者 素より ィ H ス の 變貌に 比すべく も 非す と雖も 後者 も亦此 

種の 現象の 至聖 なる ものたり し を 推察す る 事が 出来る， ィ - ス の此狀 態に 於て 昇天すべき は 彼の 聖な 

る 生涯の 結果と して 最も 自然の 事であった。 

^し 乍ら 彼 は 自ら 避けて 此 自然の 途を 取り 給はなかった、 彼 は 自ら 選んで 此時 昇天し 給はなかった 

ので ある. 罪の 世 を 救 はんが 爲に來 り 給 ひし 彼 は 己れ 獨り 昇天 せん 事 を 欲し 給はなかった、 彼 は 罪人 

と共に 昇天 せん 事 を 欲した、 故に 罪人の 通過すべき 途を 通過 せんと 欲した、 彼等に 同情し 彼等の 經驗 
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を 凡て 經驗 せんと 欲した、 自然の 昇天 はィ H ス の特權 なりし も 彼 は 罪人 を 思 ふの 餘り 特權を 抛棄し 給 

うたので ある、 死 は 彼の 避け 難き 運命に は 非 ざり しも 彼 は 人類 を 救 はんが 爲め 殊更に 苦が き 死 を 選び 

給うた ので ある、 ィ H スは 義人な りしが 故に 已むを 得す 死に 就か しめられ たりと 言 ふ は 謬で ある、 彼 

の 場合に 在て は 死 は 必然の 最期に 非す して 全く 任意 的の 選擇 であった、 罪人の 友と たらん が爲 め、 之 

と 互に 同情し 得る 者と ならん が爲 めの 犠牲であった ので ある。 (聖書 之 研究 第 百 四十 三號 所載 「キリ 

ストの 死の 貴き 所以」 —本 全集 第 十三 卷 『感想』 三 ニニ 頁 srT 收錄— 參 照)。 

故に 變貌の 山に 於け る 彼と モ ー セ、 H リアとの 間の 話題 は此 事であった * 「ィ H スの エルサレムに 

て 最早 や * を 逝らん とする 事 を 語る」 と， 其 「f を 逝る」 と譯 せられし は希臘 語の cxcdcs 卽ち 「脫 

出」 である、 無理なる 出方で ある、 自然の 昇天に 非す して 激烈なる 死 方で ある * ィ H スは此 時 直に Eij- 

天し 得た るに 拘らす 却て この 激烈なる 死 方 を 選び 給うた、 彼 は 自ら 棄 てんと 欲して 其 生命 を棄 てた の 

である、 故に r ィ H ス 天に S 升る の 期 至りければ M ルサ レム に 注く 事 を 確く 定めたり」 (五十 一 節) と あ 


る、 斷然 M ルサ レム に 顔 を 向け 給へ りとの 意で ある *  . 自己 は 死すべき 必要な き 者なる も 斷然死 せんと 

覺悟 せりとの 意で ある、 而 して 此覺悟 は卽ち へ ル モ ン 山頂に 於て 確定した ので ある。 

r 聲 雲より 出で て 曰 ひける は此は 我が 愛子な り、 之に 聽く べし」 と、 ィ H スの 生涯 中天より I 货 あり 

て 「我が 愛子 云々」 と 響きし 事 は 前後 ニ囘 あった、 而 して 其 何れも 彼が 自己 を捐 てた る 時、 祌の 子た 

るの 特權 を拋棄 したる 時、 自ら 謙 下りて 罪人の 班に 伍した る 時であった、 卽ち 嘗て は 己れ 悔改 むべき 

罪な きに 尙 罪人と 共に バブ テス マ を 受け 給 ひし 時に 此事 があった、 今 又 己れ 死すべき 必要な きに 尙罪 

人の 爲 めに 死 せん と覺 悟し 給 ひし 時に 此事 があった ので ある、 {A に 自ら 卑 うす る もの は 高く せらる、 

ので ある。 

是の 如くに 解して 變貌の 山の 記事 は 深遠 無量の 意義 を發撺 する ので ある、 捐 つるの 必要な き 生命 を. 

自ら 選んで 捐 てんと 覺 悟し 給へ る 所に ィ H スの 死の 眞に 貴き 所以が あるので ある、 而 して 人 は 他人の 

爲 に犧牲 たらん とする の 決心 を 爲す時 其 力 は 忽ち 一 一十 倍 —五十 倍す る、. ィ H スの 生涯 も亦此 時より 一 

變 した、 爾後 H ルサ レム に 上り 十字架に 附き給 ふ 迄の 間の 彼の 生活の 豐 富なる 實に 驚くべき 者が あつ 

た、 かくて へ ル モ ン 山上 榮 光の 體を 以て 昇天す ベ かりし 神の 子はゴ ルゴ タ 丘上 最も 屈辱の 死 を 甘受し 

たので ある。 

「イエ スの榮 光」 とい ひ 「モ ー セと H リャ榮 光の 中に 現 はれ」 とい ふ、 榮光卽 ち tlcxa 是れ 聖書 獨 

特の 語で ある、 信者が 次の せに 復活 體を 賦與 せらる k 時 も 亦 祌の榮 光 を 被せら る.^ ので あると いふ、 

その 榮 光の 如何なる ものた るべき か を 少しく 窺 はんと 欲せば 變貌の 山に 於け るィ H ス 拉にモ ー セ、 ェ 

リャの 姿が それで ある、 罪な く聖き 生涯 を 送りし 人の 貌 より 發 する 光が 復活 體の榮 光に 近き もので あ 
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は itr 来ない、 ^と は ih: ふ 迄 もな く此 ゅ全體 の である、 然 らば 此時彼 は 3： 故に かく も 鋭き-翰 を W て 世 
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し も  一 Si の « ^光 は^ほ 彼の！ S 饺 に^つ て： W たで あらう、 然るに 降り 来れ-ははの^ 態 は 依然として 罪 

である 不； である， かの 榮光 とこの；. sar  M ぞ： 對 照の^ 著なる、 山上の 験- M ほ 新たに して 忽ち 罪 

の^の 不 ！；；- に 通 遇し ィ H スは 一：.：： ひ 難き 鳴ん 慨に打 たれ 給った であらう *  = だに 於て か 彼 は 心 巾の 嘆 .= 心を發 

して-^ り 給うた ので ある 「^ 不 の 世た る^ * 我： ^M- やか、 る 枕に 堪へ ざらん とす， 何時 迄 汝等を 忍 

びて：^ に 在らん や」 と， に 此：， おの：^" St は 之 をせ^..：^ » に.^ むべき である. 後者 は 前者 を^ 明し 前 

25^: は 父 後 を^ 明す る。  ， 

ィ ェ ス は不： 一;^ の ゆに 對 して 叱の き 牧^ を效 し^ひし と雖も 「汝が 子 を此？ に 挽れ 來れ」 と 命じて 

^に 之 を^し 給うた * 衆人 は-ゆび 紳の大 能の 發顯を ておいた、 ^.-^人の楚應以來ィェ スの名^^は隆 

として^る のみであった、 价し 乍ら 彼等の 5- 想 は a?^ 的であった、 子等の 彼に 從ひ しも 亦 野心の 

故であった. 彼 化？ は 未だ^の 心 を 解し なかった * イエ ス之を知って：！：く 「此ーー；.を汝等.；^に^^めょ， そ 

L 人り チは、 ハ卩に 付 されん」 と、 人の子 は 此^の 王と なりて^ W を 支 おする に 非す、 人の子 は 人の 

に m されて 卞：： 難 を K 乂け ざるべ からす * され ど汝^ 个之を 心に 解す る W 能 はす、 故に 之 を. 斗の 中に §2 

め y  くべ しとい ふので ある、 ：？^^ 子等 此 •：--- を 閒き湘 わて 敢て 問はなかった、 si„E! し 其 理想に 反する の餘り 
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る、 その 榮 光に 比して 現在の 肉體の 如き は 如何に 據れ たる も のぞ、 心理 學上 死後の 生活 を實驗 せし 者 

の 語る を！！  くに 肉 體を脫 離した る 後 W び 之 を 見た る 時には 其の 醜陋 汚^に 堪 へざる を覺 えたり と 云 ふ、 

今日に 於て こそ 生命 財産と 稱 して 之 を-尊重 する も、 かの 榮 光の 日來 らば 何人も 其の 如き 感を 抱く ので 

あらう、 一 姑 ふべき は變 貌のィ H ス に 似た る榮 光の 體の 被せ. ら れん 其 日で ある。 

二十 一 師弟の 間隔 (六月 二十四日) 

路加 傳第 九章自 i 七 節 至 五十 節 

イエ スの 變貌は 其の 復活 昇天 叉 は 奇跡的 出生と 互に 聯結 する 出来事であった、 之 等の 事 實と竝 列せ 

しむる 時 は變貌 決して 特別の 奇跡ではなかった ので ある、 是れィ H ス の 性格の 何たる 乎を證 する 最も 

重要なる 資料の 一 であった ので ある、 是の 如く 聖書の 記事 は 常に 單獨の ものと して 觀 察する 事が 出来 

ない、 必す之 を 全體の 一部と して 解釋 すべきで ある。 

卅七 節， 以下 亦 同様で ある、 前の 記事に 關聯 せしめす して 其 意味 を 探る に 難く ある、 卽ちィ H ス 山上 

に 於て 其 體榮光 化した る 後、 翌日、 山より 降り 給うた、 然るに 麓に 於て は 許 多の 人 彼 を 待ち受けて 其 

救助に 與 らんと する 事 W の 如くであった、 共屮に 一 人 あり、 呼 はりて 曰く 「我が 獨子颟 癎の爲 め惱む 

事： S だしく 汝の 弟子に 之 を 癒さん 事 を 求めた る も 能 は ざり き」 と、 ィヱス 答へ て 曰く 「噴 信な き 悖 逆 

る 世なる 哉、 我れ 汝等を 忍びて 何時 迄 あらん や」 と、 是れ イエ スの 語と して は 不穏 當 なるほど 峻烈の 

一一 m である、 知らす ィ H スは 何人に て此 語を發 せられた ので ある 乎、 病兒の 親に 對 して 乎、 或は 彼の 

弟子に 對 して 乎、 され ど 「信な き 悖 逆れ るせ」 と あれば 特別に 親 叉 は 弟子 を 責められ たものと 見る 事 


は？： 來 ない、 世と は 言 ふ 迄 もな く此 I 全體の 謂で ある、 然 らば 此時彼 は 何故に かく も 鋭き 語 を 以て ゆ 

を 責め 給 ひし 乎、 是れ 多くの 註解 者の 解釋に 苦しむ 問題で ある。 

す. J  、あと 

併し乍ら 之 を 變貌の 山の 直後に 来りし 記事と 見て 問題 は 容易で ある、 ィ H スは 前夜 彼處に 在りて 祈 

り榮 光の 狀 態に 入りて モ ー セ、 ヱ リアと 語り 給うた、 天國は 彼の 眼前に 開展 した、 梨 日 山 を 降り 給 ひ 

し 時 も 一 種の 榮光 は尙ほ 彼の 額貌 に^って 居た であらう、 然るに 降り 来，；， ば 耽の 狀態は 依然として 罪 

である 不信で ある、 かの 榮光 とこの 汚 機、 何 ぞ其對 照の 顯 著なる、 山上の 經驗尙 ほ 新たに して 忽ち 罪 

の 世の 不信に 遭遇し ィ H スは Iw ひ 難き 感慨に 打 たれ 給うた であらう、 是に 於て か 彼 は 心中の 嘆息 を發 

して 語り 給うた ので ある r 喧 不信の せなる 哉、 我 最早 やか \る| に堪へ ざらん とす、 何 時 迄 汝等を 忍 

びて 玆に 在らん や」 と、 故に 此 語の 註 釋 は 之 を 變貌の 事實に 求むべき である、 後者 は 前者 を說 明し 前 

者 は 叉 後者 を說 明す る。 

イエ スは 不信の 世に 對 して 此の 深き 歎 聲を發 し 給 ひしと 雖も 「汝が 子 を此處 に携れ 來れ」 と 命じて 

直に 之 を 癒し 給うた、 ， 衆人 は W び 祌の大 能の 發顯を 見て 駭 いた、 丘 干 人の 饗應 以來ィ H スの名 聲は險 

隆 として 揚る のみであった、 併し乍ら 彼等の 思想 は 現世 的であった、 弟子 等の 彼に 從ひ しも 亦 野心の 

故であった、 彼等 は 未だ 主の 心 を 解し なかった、 イエ ス之を 知って 曰く  r 此言 を汝等 耳に 藏 めよ、 そ 

れ 人の子 は 人の 手に 付 されん」 と、 人の子 は此 世の 王と なりて 萬 民 を 支配す るに 非す、 人の子 は 人の 

に 付され て 苦難 を 受け ざ る ベ からす、 され ど 汝等今 之 を 心に 解す る 事 能 はす、 故に 之 を. 斗の 屮に留 

め 置く べしと いふので ある、 弟子 等 此首を 聞き 懼れ て敢て 問はなかった、 蓋し 其现 想に 反する の餘り 

に 茶 だしきが 爲め 寧ろ 之 を 解せ ざらん と 欲した ので ある、 人 は 自己の 信仰 を破壞 せられん とする 時 之 
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を懼れ 却て ほ 已 の 心 を 欺きて 其 失望 を 避けん と 欲する、 或は 叉 愛す る 病 者の 死 の宣吿 を 受けん- こす る 

時 之 を 懼れて 寧ろ S か， ざらん と 欲する. ^":&に弱きもの は人情でぁる。 

弟子 等 未だ ィ H スを 解せ す、 惟へ らく 師は必 す 世の 勢力 を 掌握して 王と なり 其國に 理想的 政治 を 行 

はん、 而 して 我等 も 亦 其 支配に 參與 する を 得べ しと、 故に 彼等 は 皆 私 かに 野心 を懷 いた、 彼等 は 互に 

語って 言うた 「其 時 高官に 就いて 權勢を 板 ふべき 者 は 誰ぞ、 ぺテ n かョハ ネか 將たャ コ ブ なる 乎」 と、 

イエ スは此 心 を 知り 彼等に 天國の 律法 を傳 へんと 欲して 一人の 孩子を 取り 給うた、 而 して 彼等に 一一 I  一口つ 

て 曰く 「我 名の 爲に此 孩子を 接く る 者 は 卽ち我 を 接く るな り、 我 を 接く る 者 は 我 を 遣 はしし 者 を 接く 

るな り、 凡て 汝 等の 中 最も 小き 者ぞ 是れ大 ならん」 と、 卽ち孩 子 を 以て 父. の 代表者と 爲 すので ある、 

父の 最も 意 を 籠め たる 者 は 之で ある、 故に 之を受 くる 者 は 我を受 くる 者に して 我を受 くる 者 は 父を受 

くる 者で ある、 汝等 若し 孩 子よりも 小き 者と なりて 之 を 受けな ば 父 を 受けて 最も 大 なる 者と 成らん、 

小き 者を受 くる 者卽ち 最も 小き 者が 神を受 くる 者卽ち 最も 大 なる 者で あると、 驚く ベ き敎訓 である， > 

是れ亦 ルカの 傅 ふる 福音の 精神に 能く 適うた る眞理 である。 

若し 此眞理 を 以て .3^ 庭 又は 社 會に應 用 せん 乎、 萬 事が 轉倒 する であらう、 例へば 我國に 於け る舊來 

の 家庭 は 長者 中心であった、 長者の 保護の 爲には 何物 を も 犠牲に 供す る を 厭はなかった、 併し乍ら 健 

全に して 進歩した る 家 磨 は 之に 反して 悉く 小兒 本位で ある、 小兒の 健康、 殊に 其の 精神的 道德的 感化 

如何 は 家庭の 最大 問題で ある、 一人の 小 兒の爲 に 家庭生活の 全體が 支配 せらる \ の である、 或は H 家 

に 就いて も 亦 同様で あ る 、 若し 政治家 の 最も 意 を 注ぐ 所 にして 弱者 叉 は下& 5 社會に 在る に 至らん 乎、 

國 家の 狀態は 一 變 する であらう- 富者 有力者の 利益の み を 計って 平民 を 思 はざる の國 家は禍 である、 


最小 者 を受く る 國 家が 却 て 取 强國と 成る の で ある。 

併し乍ら 鼓に 孩 子と ある は單に 弱者 又は 幼 者の 謂で はない、 特に 信仰の 者、 信仰の 幼 者の 意で あ 

る、 信仰の 弱き者 を 受けよ、 然 らば キリスト を 受け 神を受 くるので あると、 而 して 信仰の 弱き者 を受 

けんが 爲には 自ら 謙遜り て 其 以下の 者と ならなければ ならない、 是の 如く. 最も 小さ き 者と なりたる 者 

が 神の 服より 見て 最も 大 なる 者で ある、 故に 健全なる 信者の 團體は 常に 其 中の 信仰 最も 弱き者 を 標準 

と爲す ので ある、 拾 も 艦隊の 進行す る に 當り 最も 速力 遲き 軍艦と 步調を 共 にせざる ベから ざるが 如く 

である、 然るに 今日の 敎會は 如何、 富者 學者權 者 叉 は 信仰の 犬なる 者 は歡迎 せられて 獨り 信仰の 弱者 

は 重き を かれす、 是 れ敎ノ まの 病根で ある。 

「我 名の 爲に孩 子を受 くる 者 は卽ち 父を受 くるき なり」 と、 是 れ簡單 にして 偉大なる 眞理 である、 

かの 馬 太傳に 記さる k 如く 「汝等 若し 改まりて 孩 子の 如くなら すば 天國に 入る 事 を 得 じ」 と 言 ふより 

も 其 意味 更に 深遠で ある。 

イエ スの 一一 一一 a はョ ハネの 心中に 或る 反應を 惹起せ しめた、 彼れ 乃ち 曰く 「師 よ、 汝の 名に よりて 鬼 を 

逐 出す 者 ある を 見たり、 彼等 は 汝の名 を 使 ふが 故に 我等と 共なる べき！^ なる に、 從 はざる 故 之 を 禁止 

したり」 と、 然るに ィ H ス答 へて 曰く  r 禁 むる 事 勿れ、 我等に 敵抗 はざる 者 は 我. 等に 屬く 者な り」 と、 

是れ 聖書 研究者 を 苦む る 難解の 語で ある、 併し乍ら 改正 英譯の 示す が 若く 「我等に」 は 「汝 等に」 の 

誤譯 である (古き 原本に 「我等」 と 記せる もの ある も 信憑す るに 足らす)、 r 汝 等に 敵 抗 はざる 者は汝 

等に 屬く 者な り」、 汝 等に 敵せ すして 我 名 を 使 ふ 者は汝 等の 味方な りとの 意で ある。 

ョ ハネの 代表した る もの は 所謂 黨派 心であった、 イエ スの 名に よりて 傳道 する 者 ある も 我等と 共な 
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ら すん ば 之を認 むべ からすと、 此 精神に 由て 十二使徒 はパゥ n の傳道 を非認 した、 彼 は 肉體の イエ ス 

を 知らす 又 H ルサレ ム敎 會に從 はなかった からで ある、 此 精神に 由て 今日の 敎會 牧師 宣敎師 等 も亦忠 

實 なる 傳道者 を 責めて 巳まない、 「ィ ェ スの 名に よらば 何故 我が 敎會 我が 敎 派に 馬せ ざる」 と は 彼等 

の 常套語で ある、 併し乍ら 彼等に して 若し ョ ハネの 如く 之 を主ィ スに訴 ふる 所 あらん 乎、 主 は 今 も 

尙ほ 答へ て 曰 ひ 給 ふので ある 「非す、 彼等 も亦汝 等の 味方な り」 と、 寛大なる 哉ィ H スの 精神、 之 あ 

OOOCO0-C-OOCOOOC-C  00O0O000000O000000000000000O0 

るに 由て 彼 は眞に 世界の 師 である、 而 して 敎會の 外に 在りて 却て 敎會の 基礎 を 堅う したる パ ゥ n の 如 

ゥ〇 000 〇c-  0  0000000000000 

き は 最も 能く ィ H ス の此言 を證 明す る 者で ある。 

イエ スと 十二使徒、 其 間隔 や 甚大であった、 社 會の權 勢 を 獲得して 國， 民 を 支配 せんと 欲した る は 弟 

子であった、 自己の 生命 を捐 てて 世 を 救 はんと 欲した るは師 であった、 互に 地位 を爭 うて 誰か 犬なる 

と 論じ 合 ひたる は 弟子であった、 孩 子を受 くる 者 を 以て 最も 大 なる 者と 爲 したる は師 であった、 イエ 

スを 信す る も 我等に 從 はざる 者 は 敵な りと 爲 したる は 弟子であった、 ィ H スを 信す る 者 は 悉く 兄弟な 

りと 爲 したる は師 であった、 是の 如くに して 遂に ィ H スの 受難と 弟子の 散亂 とに 終る、 四 福音書 は 一 

面より 見て 正に 弟子の 失敗 史 である、 就中 ョ ハ ネはィ H ス特 愛の 弟子な りしと 雖もー i 音 書中 彼に 就て 

記す 所 は 一. として 失敗の 跡なら ざる はない、 併し乍ら 時 至りて 彼等 は 悉く ィ H スを 解し 偉大なる 使徒 

となった ので ある、 而 して ィ H ス の爲に 證を爲 さんが 爲には 自ら 自己の 恥辱 を も 緩り て 之 を 後 *1 に貽 

す を 憚らな か つたの である。 

路加 傳は其 第 九 章 五十 節 を 以て ィ H ス のガ リラ ャ傳道 を 終り 同 五十 一 節より M ルサ レム 傳 道に 移る 

ので ある、 故に 若し 路加 傳に卷 を 劃 せんと 欲せば 此處を 以て 上下の 界と爲 さなければ ならない、 卽ち 


本 講義 は 玆に其 上卷を 結了した ので ある。 (完 )。 上. 藤井武 筆記) 

主筆 曰 ふ、 玆に 一 先 づ惜き 路加 傅の 講義 を 終る、 稿 を 13- めて. g び讀者 ！/ 見る であらう。 


御殿場 講演 

八， 月 十六 日より サ三 nl まで 御殿場 東 山莊に 於て 開催せられ たる 家庭 圑欒 食に 於て 

一 初代 信者の 親睦 

使徒 行傳 一 章 一 節 ー 十 一 節、 同 二 章 四十 四 節 2? 下 

使徒 行傳は 如何なる 書で あるかと 言 ふに これ は 路加 傳の續 にて 「我す でに 前の 書 を 作て」 云々 の 

「前の 書」 は 則ち 路加 傳を 指して 一一 一一 〔うたので ある、 路加 傳は キリス トが傳 道 を 始められた 記事に て 使 

徒行 傳は其 結 茶 を 記した も の で あ る。 

而 して 其 H ルサ レムに 始まりて 羅馬に 終る 間に 三つの 階段が あった、 其 一 は H ルサ レム 時代に てべ 

テ 口 が 主と なりて 勵き、 其 一 一は ァ ン テ オケ 時代に てス テパ ノの 迫害 を 以て 始まり バ ル ナバ とパゥ 口が 

主と なりて 働き、 最後が 羅馬 時代であって 勿論 パ ゥ 口 が 主で ある、 。ハウ 口 は アン テオ ケを 中心として 

働き 後に 羅 馬に 移った ので ある、 されば ァ ン テ オケ 時代 は ± ^督敎 が エルサレム より 羅 馬に 移る 過渡期 

であって 吾等 は是に 就いて 大に學 ぶ 所が ある、 今日 基督 敎が 米國 より 日本に 移る と 一 百 ふに も 昔 M ル サ 


レ ム より 羅 馬に 移りし 時の 如く、 亦米國 より 直ちに 日本に 入る もので はなく 其 間に ァ ンテ オケ を 一 一. つ 

も 三つ も 要する ので ある、 相當の 年代 を 要し、 バウ II の 如き 人 を も 要し、 多くの 變化 を經て 移る ので 

ある、 若し 今日の 宣敎師 等が 此事を 知ったならば 現在の 如き 結果に は 達しなかった であらう。 

ひ t」 つ i ころ  ナパ、 一、  もん もの -? り  わナ あ. 1- 

信者 はみ な 一 處に第 りて 諸の 物 を 共に し、 產 業と 其 所有 を 鬻て备 の 用に 從ひ之 を分與 へぬ、 日々 

心 を 合せて 殿に 在り また 家に 於て パ ンを さき 歡 喜と 誠心 を もて 食 を 同に し、 神 を 讃美し、 すべて 

の 民に 悅 ばる、 主 救 はる \ 者 を 日々 敎會に 加へ たまへ り (二 章 四十 四 節 以下 )o  . 

はるの ひ  .；1 もむ き 

これ 基督 敎史の 春 日であって 平安 和 樂坦々 たる 希望の 大路 を 進む の 趣が ある、 吾等の 生涯に も 時には 

斯る 時が ある、 「産業と 其 所有 を鬻 りて 分與 へ」 たと 言 ふ 事の 如き 是を讀 みて 直ちに 疑問 を 起せば 起 

るので ある. ra^ して 斯 くの 如き 事が 出来る であらう か、 或は 果して 是が 善い 事で あらう かと、 併し 畢 

竟斯る 疑問 は 見えざる 主 を 見す して 問題 を經濟 的に のみ 見る からで ある、 併し これ は單 に經濟 的社會 

的の 問題で はない、 信仰 を 以ての み 解る 事で ある、 若し 活 きたる キリストが 吾等 を 支配し 給 はば 吾等 

は斯る 境地に 至る ので ある、 故に 必す しも 之 を 文字通りに 解す る を 要しない、 キリストの 靈に充 たさ 

れ たる 時 は 財產の 念の 如き は 自ら 絕 ゆるので あって 斯 かる 事 は 誰に も出來 るので ある。 

おも ひ  もて 

信者 はみ な 心 を 一 にし 意 を 一 にして 誰 一 人 その 所有 を 己が 物と 云 ふ ことなく 凡 て 之 を 共に 有り 

(ra 章卅ニ 節) 

と 言 ふが 如き も 亦 同じで ある、 之 を 完全なる 社會組 織 と 見る の は 決して 善い 見方で はない、 神の 惠の 

結 Ei- として 此處に 至った ので ある、 社會 主義者 は キリスト を拔 にして 人の 智識 方法 を 以ての み 社會を 

改めん とする、 其 志た る や 甚だ 嘉 すべき も 其 道 は 全く 誤って 居る ので ある、 吾等の 理想 鄉を米 W に 建 


てんか 或は 遠く 墨 西哥に 建てん か、 これ 出来る 事で も あらんが 义屮： 來 ない 事で も ある、 吾等の 眞の理 

oooooocl  000(  0  C 一  OO00OO0 ウ 0000000000000000 

想鄕と は祌に 全部 を 御 任 かせ 申し キリ ス トの 聖靈を 蒙りて 其 下に 集團 する 事で ある、 吾等 今玆に M 藥 

會を 催す と雖 も^に 團藥が 目的に て は 團欒は 成らす 义 先生が 主に 成りて 圑藥は 成らない、 イエ スが吾 

等の 目標で あって^に 指導者 を 要せす 團變は 自ら 成る ので ある、 軍隊に 軍旗 ある 如く 吾等に も 亦檩幟 

がなくて はならぬ、 然り 吾等の 標 喊は活 きたる ィ H スで ある、 如何にせば 圈藥が 成る であらう か、 親 

睦が 結ばる K であらう か、 是には 家 を 要する、 昔樂を 要する、 文學を 要する と 人 は 首 ふが これ 無益の 

00OO0OO00O0GO000O:. や OO000OO0 

事で ある、 吾 家庭に 於て 主ィ H スを 認めば 團變は 厭で も 成る ので ある、 一家 主 ィヱス の 聖名を 聞けば 

襟 を 正す の.； 1^ は 必すゃ 同時に 和樂の 家で ある、 信仰な くして 如何なる 道 を 講じ 如何なる 音 樂を備 ふる 

も眞の 團麋は 決して 成らない、 吾等の 團變會 に 於て は 先生が 居る 故にと か、 愉快なる が 故にと か、 或 

は舊 知と 會す るが 故に 第る とかの 考を 根本より 除かねば ならぬ、 唯 「ィ H ス 在し 給 ふ」 との 考が第 一 

であり 第二で あり 叉 第三で あらねば ならぬ。 ■ 

「パン を さき 云々」 は 令 日の 敎會 の晚餐 式で はない、 今日 一定の 式と なりて は 異様の 感を起 さしむ 

るが それ は 元々 式で はなく 恰も 握手の 如き ものに て 相互の 溫 情の 發露 である、 吾等 も 叉 背後の 山に 登 

り此 意味に 於ての 晩餐 式 を 行うて 主 を 記憶したい ものである。 


使徒 行傳 概要 

第一 期 M ルサ レム 時代、 中心的 人物べ テ&、 第一 章より 第 七 章まで。 

第二 期 アン テオ ケ 時代、 屮 心的 人物 バルナ バ、 第 八 章より 第 十二 章まで。 


第三 期 マ 時代、 巾 心的 人物 バウ 口、 第 十三 章より 第二 十八 章まで。 

以上 獨逸 聖書 學者 バウムガルテン • タルシ ウス (一七 八 八 生 一八 六 0 死) の 使徒 行傳 解剖に 由る。 


二 偉 道 地の 選 擇 

使徒 行傳第 十五 章卅 五節 2? 下 

なし とけ 

福音 を エルサレム より 羅 馬に 傳 へ し 主人公 はパ ゥ 口 であって 彼 は 前後 gl 囘の 旅行 を 以て 此事を 成就 

たので ある、 而 して 今日の 研究の 記事 は 其 第二 囘傳道 旅行に 關 する 記事で ある、 第一 囘傳道 旅行 はパ 

ゥ 口の 豫備傳 道と 名け 得 可く、 之に よりて バウ 口 は傳 道の 如何なる もので あるか を 知った、 第二 囘傳 

道 旅行の 屮心は ギリシャであった、 初め バウ 口 は 希臘の 首都 アデン スを 志した が、 意に 添 はすして 是 

を 捨て. 隣の コ リント に傳 道した. 志望 は 專らァ 、デ ン ス にあり しも 事情 は 彼 を コ リ ン トに 赴かし めた 

第三 a: 傳道 旅行の 中心 は H ぺ ソ であって 此處は 彼の 三年の 努力 を 傾注せ し 重要の 地で ある、 第 四囘は 

卽ち r 維 馬傳逍 である。 

卒然として 使徒 行 傳を讀 む 時 は 恰も 日 記の 抄出の 如くに 思 はれて それに 何等 一 貪した る R 的がない 

様であって これが 此書 を讀む ものに 與 味を與 へぬ 一 の 理由で ある けれども、 前に 大聖 書學者 バウ ムガ 

ル テン 獨 逸に 出で、 使徒 行傳の 主意 を摑む 事の 出来ない 事を大 なる 遣憾 とし、 深き 研究 を 重ねて 遂に 

前述の 如き 結果 を 得た ので ある、 これに， S りて 此書叉 吾等に 親しき ものと なった、 誠に 犬なる 發 見で 

ある。 


玆に 注意す 可き はこれ 迄 は 「パル ナパ 及び。 ハウ 11」 と ありて バ ルナ バは 年齢に 於ても 閱歷に 於ても 

先輩に て 常に 彼が 主にて バウ ロは從 であった が、 此處に 彼等の 問に 「激論」 を 生じて 相 分る、 事に な 

つて 後 は 全く パゥ 口 が 主で ある、 而 して 其 激論の 因 は 第一 一 同 傳道 旅行に マ コを伴 ふか 否かと 首 ふ 一 見 

實に些 々たる 事に あつたの である、 バ ルナ バ は 前に エルサレム に 於て パ ゥ n を 主の 弟子 等に 紹介し 以 

て ゆに 出で しめた 人、 其 他所々 に 種々 の 事に 於て 多年の 恩誼 を 受けた パ ゥ D の 先輩で ある. 今や t- ：々 

たる 事の 爲に此 恩人と 爭ふは 情誼 を缺 いた 事の 樣 である けれども 實は然 うで はない、 キリストの 僕 は 

爭ふ 可き 時 は 如何なる 場合. と雖も 如何なる 人と 雖も爭 はねば ならぬ、 ぜ時 も溫額 平和と 言 ふ 譯には 行 

かぬ、 自身の 爲に 激論す る樣の 事が あって はならぬ が 神の 事に 就て は 或 時 は 激論 を 要する ので 讓 らん 

として 讓る 事の 出来ない 事が あり 又斷 乎と して 袂 を^たねば ならぬ 事 も ある、 殊にせ 界 的大傳 道の 途 

に 上る パ ゥ 口 の此 場合の 如き 實に 止む を 得ぬ ので ある、 事 は 2¥ に マ コ を 作 ふか 否かの 小なる 問题 では 

なくて 實に傳 道 方針の 相違で あつたので ある、 バ ルナ バ を にして は 到底 パゥロ の 大傅道 は出來 なか 

は；？. りし.. r- あ.， T  -., ひ 

つたので ある、 K にこれ 激 論で ある、 爭ふ事 は 如何に 激しき も 永く 是を 心に 藏 して 相 含む と 一一 1 一 n ふが 

如き もので はなく、 事 決すれば 足れり にて 直ちに 忘れて 光風 雰月 心中 何の 痕跡 も 止めない、 後に 至り 

て W び マ コ が忠 實にパ ゥ 口 の爲に 働いた 寧 を 見ても パ ゥ 口 の 激論が 如何なる もので あつたかが 知らる 

るので ある (提摩 太 後書 w 章 十 一 節)。 

バ ルナ バ とパ ゥ n と 相 別れて 後パ ゥ B は^ 界的傳 道 者と なりて 驚天動地の 勸 きをな し、 パ ルナ バは 

愈 小さくな りて 歷史 面より 退かざる を 得なかった 理由 は 明白で ある、 バ ル ナバ は 情に 負けて 己の 故鄉 

なる クプ 口 島に 人り て故鄕 のために 勞し、 パゥ 口 は 故鄕に 入り はせ しも 之 を 通過せ しに 太 まり 全^ m, ル 


に 志して 發 足した 事に. S りて 船る、 一は 志 天下に あり、 一は lEll 々たる 故鄕 の情實 より 離る、 事が 出來 

なかった- 今日と 雖も此 二種の 人が 存 する、 吾等 バウ。 と バルナ バ より 多く 學ぶ 所が ある、 玆 にパゥ 

みち 0,^^ 

P は老 itj 輩 と^れて 只 一人の シ ラス を 伴うて 第二 囘傳道 旅行の 途に 上った、 齢 は 四十 餘、 血氣の 盛り、 

希 滿々. ： 大下已 に 眼中に なき 彼の 意 氣思ふ 可し である、 吾等の 生涯に も 叉斯の 如き 時が ある、 困難 

は 山程 ある も此時 全世界 は 吾 領分と なる ので ある。 

斯くて バウ 口 はス リャ、 キリ キヤ を 經てル ス テラに 至り テ モ テを伴 ひ 行かん として 彼に 割禮を 授け 

た、 iy にテ トスの 場合に 割禮を 担み し バウ n が 何故に 今テ モテの 時には 許せし か 疑問の 存 する 所で あ 

る、 說明 する 者はテ トス は 純 異邦人 なれ ども テ モ テは半 異邦人な るが 故に 之 を 許した と 言 ふが 多少の 

說明 にならぬ 事 はない、 又 バウ n は 政治家に て數囘 政略 を 試みし 事 あれば 之 も 亦 彼の 政略と 見て 可な 

りとの 說も ある、 併し 是れ 深き 穿 整 を 要せざる 事と 思 ふ、 干 二 節に 至りて 始めて 「我 倚」 なる 語が あ 

ま. 丄ろ， - 

るが 多分 ルカが 一 行に 加 はりて 三人に なった ので あらう、 「幻に 見たり」 と 言 ふ は ルカ 自身 来りて マ 

ケド 一一 ャに涉 りて 我 儕 を 助けて 下さいと 請うた ので あらう、 これが 誠に 此語辭 の 自然に 適 ふ 美 はしき 

說明 であると 思 ふ、 ト 口 ァス は歐羅 巴への 渡り 口であって バウ 口 は 此處に 立ちて 遙 かに 歐羅 巴の 天 を 

51- んだ 事で あらう、 固より 甚だ 遠き 距離で はない が 交通の便 進ま な かった 當 時に 於て は 猶今 日 吾等 が 

太平洋 岸に 立ちて 米 國を筌 むと 同じであった らう、 此海を 渡りて 歐羅巴 大陸に 吾此 福音 を傳 へんと し 

て. 流石の バウ &も內 心 躊躇す る 所があった であらう、 寧ろ 之 を 見合せ て內 地に 傳道 せんとして 神に 担 

まれた ので あらう、 トロア ス より 出 發 して サモ トラ ケ、 ネアポリス 等 を 通" しも 是等を 顧す して ピリ 

ピに 至り 此 處に數 n 止まりて 傅 道した、 次に は 叉區. 々たる 小. 邑 アム ピボ リス 及び アポ 口  -ーャ を 顧す し 


てテサ ロー 一  ケに 至った、 ..：jn 等 今日 何の ii? もな く  常の 事の 如く 讀過 する けれども 少しく 注意す る 時 は 

これ { 戊に 驚く 可き バウ a の 大英斷 であって 亦 彼の地 现的缓 服に 敬服 せざるを得ないの である、 福 昔 を 

傳 ふるに 义 地理 を 知る は 極めて 大切の 事で ある、 吾等 動もすれば. 2： に 養 ふに 專ら にして 斯る 方面の 

事 を輕； i する 弊に 陷り 易き 事に 注意せ ねばならぬ、 バウ U は實に 此點に 於ても 亦 稀に昆 る 大手 腕と E 

眼と を 有した の で聖靈 の 助けと 彼の 大英斷 よく 化 伴う て 世界 を 風靡す る を 得た の で ある、 これ バ. -ナ 

パ に は 到底 出來 ざり し 事で あり 叉 今日 吾等の 難しと する 所で ある、 パ ゥ a の 目的 は アデ ン ス であって 

其 他の 5； 勿 所 は 深く 顧みなかった ので ある、 而も アデ ン ス は 彼 を 受けなかった 爲に コ リン トに轉 じたの 

である、 彼の 太 開 秀吉の 如き ナボ レオン の 如き 名將 はよ く戰 のために 地の利 を 選んだ ものであるが 吾 

バウ 口 は キリ ストの ためによ く 地の利 を 選み て 誤らす 情 實に囚 はれす して 裔闘 したので ある、 凡そ 人 

^として。 ハ ゥ n 程 情に 强き人 はな かりし も 然も 少しも 情 實に囚 はれす 斷乎 として 地の利 を 取った 事 は 

實 に偉觀 である、 同 iiE 义同 iw、 中 地 信者の ために も盡 したし 乙 地.^ 者も桉 けたし と 各 II に 力 を 割きて 

途に大 に爲す 所な くして 生. 雜を 終る 如き 永久に 挽 II す 可から ざる 損失で ある、 好漢 バ ル ナバ惜 むらく 

は 情 資に纏 はれ 故鄕に 人り て 天下に 盡す能 はすして 生 を 終へ し 事 永く 後 &の戒 とす 可き である、 勿論 

故 鄉の爲 に 斑す もよ し 小. 邑の 爲に勞 する も 可 なれ ども-;? i しく 服 を 大局に 注ぎて 福音 を 全天 F に 普から 

しめねば ならぬ、 今 R 歐洲の 野に 兩 55f 互に 死力 を畫 して 要地々々 を^ 領 すると 同じで ある、 或 地 を 措 

ゃケ っゝ -ソ. ct 

いて 要所々 々 に 傅 道す ると 一一 目 ふ 事 はこれ 鑣て 律々 浦々 全世界 至らぬ IK なく 徹底せ しむる 事で ある、 

ふに。 ハ ゥ n の 一 行 四 人 旅館に 於て 彼地此 地と 稱々： t 議 もあった 事で あらう がパゥ n は 一 切 これに 耳 を 

ぎ さす 大 nM 的の 雅典竝 に羅馬 に 志して 進んだ ので ある。 


三 ピリ ピ傳 道 

使徒 行傳第 十六 章 

パ ゥ 口 の數 日足 を 止めた る ピリ ピは 帝國の 大道 ェグナ シャ 道の 通りに ありた る 主要の 都會 にて 羅馬 

の 植民地であった、 植民地と は 其 時代の 言葉に て 當時マ ケドュ ャは 半開 國 であった ため も 現今 吾國 

にて 朝鮮の 备 地に 日本 町 を 造る 如くに 軍人 ゃ功勞 ある もの 等 を 所々 に 植民せ しめて 羅 馬の 市民 權を與 

へたので、 ピリ ピは 市民 權 所有者の 建設した 都會 であった、 小都會 ではあった けれども 歐 羅巴俾 道の 

第 一 步は 實に此 地に 於て 行 はれた ので 後日に なって 見れば 大 なる 出来事であった。 

安息日に 河の 濱 なる 祈禱 をす る處に ゆきて 語った と あるが、 ュ ダャ人 は 何處に 行く も 到る 處に會 堂 

を 建てた ので あるが 會 堂が 出来なければ 一定の 場所 を 選み 安息日 毎に 其處に 集りて 共に 祈り 叉 聖書 を 

讀ん だので ある、 美 はしき 風習で ある、 パゥ 口の 傳道 方法 は 常に 會 堂に 行きて 說敎 する 事であった、 

ピ リビに 於 て も 又 其 禱 の處に 行き 其處 にて ル. チヤと い ふ 神 を 敬 ふ 篤信なる 婦人 に會 つたので ある、 

V  .W  ^.  ？  U  0 あきな  まち  ；. l,r さき  れけ .  そめもの 

ル 、、テ ャ は 紫 布 を 售ふテ ァ テラの 邑の 商人で あった、 紫 布と は單に 紫色と 言 ふ譯 ではなく 染物を 代表し 

た 語であって 當時 テア テラ は 染物を 以て 有名なる 工業 都會 であった、 而 して 此處は 所謂 亞細亞 の七敎 

會の 一 の 在った 處 である、 ル.、 テャ 自身 は 異邦人 なれ ども モ 1 セ の說 きし M ホバ の祌を 信す る ものに て 

バウ a の 說敎に 由り 主ィ H ス を 信じ 一 家バ プ テ ス マ を 受け 一 行 を 其 家に 招 じて 傳 道の 便を與 へ た、 幅 

音 を歐羅 巴に 始めて 傳 へたの は パゥ 0 であって 地 は ピリ ピ である、 而 して 信者の 第 一 人 は 婦人 ルデャ 

であった、 今や 歐米 各！； 假令 名義 だけにしても 信者たら ざるな きょり 見れば 重大の 事で ある、 イエ ス 


先に 始めて 傳道 w を 組織して 傳 道の 途に 上る や 第一 に其费 を獻ぜ しもの は 女であった、 主の 足に 値い 

と 貴き 香油 を 注ぎし 者 も 亦 女であった、 これ 一 面 基督 敎を說 明す る ものに て歐 米に 於て 基督 敎を 罵る 

語と して 者の 七 割 は 女で ある」 と 言 ひ、 「吾 敎會の 信者の 六 割 は 5;- である」 と 言 ふ； おは 敎會の 誇 

りの 語と なって 居る 程に 福 昔 は 多く 婦人に 信ぜられ 易き ものである、 日本に 於て は sf- 子の 數が 多い け 

れ ど も 後日  一 i 昔 が 普く 行き 亙 れ ば 亦 婦人 の 方が 多くな るで あらう、 幅 昔 は 殊に 0 人 の 心に 深く 訴 ふる 

OOO0OOOO0OOO0  O000O  0O0O0000O0OO0OO 

性質 を 有して 居る ので、 婦 人 ルデャ が 歐羅巴 信者の 第一 人で あり、 歐羅巴 最初の 敎會が ルヂャ の * で 

OO0O0OOOOOOO00O0OO 

あった 事 はこれ 特筆大書す 可き 事で ある。 

「ト筮 をす る靈に 憑れ たる 婦」 と は 奇態に 感ぜられる 語で あるが 日本に 於ても 斯る 類の 事 は 多く あ 

る 事に て 卜筮 をな す 女 は澤山 ある、 西洋に て は パイ ソン 蛇が 祌の 使と 稱 せられて 居る、 卜 筵 は 概ね 此 

蛇 仏が なす ので 卜 女 は 蛇と 共に 薄暗き 窒內に 住み 人の 乞に 應じ蛇 に 由り て 卜 ふので ある、 今人 は 多く 

これ 笑 ふ 可き 迷信で あると 言って 事を濟 ますが、 事 實は單 に 迷信との みに ては^まぬ # が あるので あ 

る、 此事は 吾等に 稲々 の 問題 を 提供す る、 偶像 を拜 する の は 思想の 幼 禅なる に 由る か 將义惡 魔の 3rA 拜 

であるか、 人 以上の 或る 惡 しき 靈が あると すれ ば 偶像 5 ぉ拜は 軍な る m 心 想の 幼 禅に 非す して 5;^ 魔 の せぶ ii^ 

である、 而 して 其靈 たる や 決し て聖 きもので なく 神 の靈 によれば 去る ものである、 卜筮 の 靈と豫 一一 一一 I： の 

靈とは 似て 非なる ものに て豫言 の 靈は祌 より ドる ものである、 而し て 卜筮 の 靈を棑 斥して 是 に 代 ふる 

に豫 言の 靈を 以てする 事は傳 道の 一 である、 S 地 も！！： じく 卜筮 は I* だ 盛んであって 畢問 知識 を 以てし 

て 到底 之 を 斥く る 事 は 出来ない、 東京 市內に 住める 其 卜筑爺 の 如きに は 大臣 行き 博士 行 き 政治 .；1^ も： 貫 

業 家 も 行き 其 怪しき 卜靈に 由り て 事 を 決する ので ある、 所謂 國{! ^の 大事 は往々 裏長屋の 卜筮 爺に 由り 


講演  四 一一 〇 

て 決せら る. -事 今日 も猶ほ 女王 クレ ォ. ハトラの 決心が 蛇 使に 由り て 決せられし 昔と 同じで ある、 バウ 

a が歐 羅巴傳 道の 最初 第一 に 逢着せ し は 此卜靈 者であった、 吾等 亦 今日 何處に 至る も必す 之と 衝突す 

るので ある、 或は 大山 樣 あり 御嶽 行者 あり 其 他 種々 の もの ありて 多くの 人が それによ りて 衣食す るの 

である、 福音 を傳 ふるに 當 りて 是と 衝突す る 事 は 免る 可らざる 事で ある、 而し てこれ は單に 卜筮 者と 

銜 突す るに 止ら す 社 會全體 と 衝突す るので ある、 昔パ ゥ が 踏みし 道 は 今日 亦 吾等が 踏まねば ならぬ 

道で ある。 

少しく 委しく 聖書 を 研究す る もの は 誰でも 氣の 付く ことで あるが 一 一十 節に ある 上官 stmtegoi と 一一 m 

ふ語は使徒行傳に特別の語でぁる、恰も一?|::國の官制に於て今の知事の稱が始め」^-のみに用ゐられ縣に 

於て は縣 令と 言 ひし 時代の あった 如くに て 何の 記錄 にても 其 中に 縣 令と 言 ふ 事が あれば それ は 明治の 

初代より 中頃 迄の 時代 を 示す ものである、 上官 strategci は俗稱 にして 本來は alsmviri と 言 ひ、 

羅 馬の-, 一人より 成る 知事の ことであって、 植民地に 二人の 知事 を 置く を 要せし 或 特^の 時代 を 示して 

居る ものに て 以て 此 記事が 信賴す 可き 當 時の 記事で ある 事 を 知る に 足る ので ある、 卜筮 者 等が B マ 人 

の受 くべ からす 行 ふ 可から ざる^ 俗を傳 ふる 者で あると てパ ゥロ を訴へ し 時、 此上 官等が 何の 調奄も 

なく： a ちに 衣 を剝て 杖た しめたと 謂 ふ、 是れ よく 當 時の 實情を 示した ものにして 今日 吾國に 於て 不敬 

を 犯せし ものが あった 場合 を 想像 すれば 稍 解る ので ある、 彼等 は 何の 調査の 餘裕 もな く 自已の 忠義の 

志 を 現 はし 自己の 其 事に 無關 係なる を 示す ために 直ちに 是を 迫む るので ある * 此際、 法の 適用 を 誤る 

とも 事 苟も 不敬に 關 する 以上 決して を 咎めない ので ある、 多くの 人 は羅馬 の 法官 は 極めて 注意 深き 

ものであって 調査な くして 杖つ 如き 事は斷 じて ある 町から すと 言 ふが 斯の 如き 消息 は 書齋裹 の 研究者 


に は 解らぬ 事に て 事實の 經驗を 有する もの に はよ く 解る 事で ある、 バウ。 とシラ スは斯 る 境地に 陷リ. 

杖 れ 牢獄に 投ぜ られて 全く 逃る 町き 途 はなかった けれども 唯一 つ 祈 禱の途 があった、 獄 裏に 桎をか 

けられ 乍ら 夜半 祈禱 をな し 神 を 讚美した、 「奇なる 囚人 ii^」 と 同 囚者は 耳 を 傾けた、 不 S 心議 にも 此時 

いし ひら  な はめ 

地震が あって 獄の 基礎 ふ る ひ 動き 門 は 悉く 啓け て 彼等の 械繁 はとけ たと 一一 一一 tl ふの である、 而し て此 地. 寒 

は 其 地 全體の もので はなく 此獄舍 に 限られた る 特训の E.Z 來 おと 見る 可き である、 學 者の 種々 調 有せし 

所に 由 る も當時 の 年代に 於て ピリ ピ 地方に 震災 の 形跡 はない との 事で ある、 何事 に も學理 的 說明を 得. 

ざれば 滿足 する * の出來 ない もの は、 當 時の 獄舍は 極めて 古き ものに て此時 恰も 自然に 崩壞 したので 

あらう と 言 ふけお ども 斯の 如き 例 はべ テ a の 場合に もあった ので 其 儘に 信じて よいの である、 獄吏 は. 

此ぉ樣 を 見て 囚.^ 脫 走の 罪 を 怖れ 自殺 せんとして 危く バウ " に 止められ たので 此 事が 乂 重ねて 地震が 

一 般 的の もので なく 特^の ものであった 事を證 明して 居る、 獄吏 は 人間以上の 力の 顯現を 目撃して 驚 

き 自身の 罪 を 思うて 戰慄き 。ハウ D とシ ラスの 前に 俯伏して 「救 はれん ために 何 を爲 す^き か」 と敎を 

乞うた、 信者の なす 可き 事 は 唯一 ィ H スを 信す る 事の みで ある、 斯くて 獄史は 直ちに 信じて 丁；. 豕バプ 

テ ス マ を 受けた ので ある、 これに 由り て 見ても パ ゥ 口 の 信仰が 如何に 簡單な もので あつたかが 知られ 

る、 今の 敎會に 於て は 洗 禮を受 くるに 長き 準備 を 以てする を 常と する がパ ゥ n の 洗 禮は斯 くも 早 かつ 

たので ある、 果して 斯の 如き 事が あり 得る であら うかと 言 ふ 者が あ る が斯 る事實 は 今 も猶ぁ る の で あ 

る、 一 度 福音 を 耳に する や 否や 碌々 解り もせす して 直ちに 洗禮を 受けて 得々 たる 如き は 元より 誤りな. 

にど も 必然に 長き 準備 を 要する ものと する は 亦 誤りで ある、 此 場合。 ハ ゥ 口 が 早まった のでな く；^ „1 等の 

O0000000000000000000 

福音が 簡單 になれば 斯る ものと なる ので ある * 獄舍に 不思議の 出來事 あり、 獄吏と，；¥疾とは2:^者にな 


つたと 一一 一一 E ふ 事 を 間き 上官 恐怖 を 抱きて パ ゥ 口 を 出獄せ しめんと した、 今迄 默 して 何事 も 言はなかった 

バウ Biy^ 此時ー 雷な かる 可から すと、 羅 馬の 巿民權 ある もの を 罪 を 定めす して 杖った 事の 不法 を 詰 

り 上官 自ら 来るべし と 出獄の 命 を 拒みて 動かなかった、 ピリ ピは羅 馬の 植 地 なれば 市民 權を 犯せし 

おそ 

事 は 重大の 問題に て是 を上吿 さるれば 自己の 運命に も關 する 事 なれば 上官 大に 懼れて 自ら 獄舍に 一せ り 

5^!^を懇請した、 。ハウ は ユダヤ人に て羅 馬の 市民 權 ある は 其 父祖が 功勞に 由り て與 へられた もので 

あらう、 當時巿 民權は 實に贲 きものに て 多大の 權利伴 ひ 社會上 種々 の特權 があった ので 先に 杖た る、 

場合の 如き 吾等であった ならば 疾に 其證を 示して 苦痛 を 免れた であらう がパ ゥ 口 は 今まで 之 を 示さな 

かった、 社き 上 政治 上の 事に は 市民た る 特權を 用 ゐる事 をせ す 福音の 爲に 杖た る k をよ しとした ので- 

此 場合に 之 を用ゐ たの は 只 一 寸 有司 を 困らせて 見た だけの 事に て 信仰 上 道德上 如何の 問題で はない、 

偉人 パ ゥ n の掉々 たる 餘裕の 致さ しめたる 一 場の 好謔に 過ぎぬ、 玆 にも 彼の 風格の 一 端が 窺 はれる、 

厶 *1<1< ：厶厶 厶 <3<1 厶厶厶 厶< "厶厶 厶 AAAAAAAAAAAAAA 

上官の 請に 由り 悠々 として 獄舍を 出で たる 彼 は 門前に シラ スを 顧みて 呵々 大笑した 事で あらう、 彼 は 

g: 角 SI 面嚴肅 一 方に て 近づく 可から すと 言 ふ 類の 人物ではなくて 其 生涯に は 偉人 特有の 子供ら しき 無 

邪 11^ なる 滑稽が S あつたの である、 斯く 見なければ 此 事の 活 きた 說明 とならない、 パゥ D が羅 馬市お 

の 特權を 容易に 用ゐ なかつ た 事 は 官尊民卑 の 思想 猶拔け やらぬ 吾國の 如きに 於て は 大に學 ぶ 可き 所で 

ある、 或 人 は あらゆる 特權を 利用す る を 以て 福 昔 傅播の 最良 法と なし 吾敎會 には勒 任官 M 人 あり、 某 

實業家 ありと 吹聽 して 得々 たる を 見る が これ 最も 非 福音 的で ある、 。ハウ 口 の 特權は 今の 人より 見れば 

傳道 上の 便宜 此上 なしで あるが 彼は是 を用ゐ なかった、 今の 敎會者 流はパ ゥ 口 の 傳道を 何と 解す るで 

あらう か、 獄舍を 出て 彼等 は 再び ルデャ の 家に 入り 兄弟 等に 勸を なして 出立した。 (中 田信藏 筆記) 


ァ テ ン ス に 於け るパ ゥ 口 

使徒 行 傅 十七 章 

九 十六： に 二十 三日 兩间 に涉る 講演の 大意 

此 育 ハ ゥ 口が ァ テンス の學 者の 前に 於て 述べた る 演說の 入った ものに て 哥林多 前書 十三-; Ssf 及 十- h;-. 

章 等と 共に 有名の 章で ある。 ルカ は 非凡の 歷史. 冢 であって 單に 事實を 記せし に 止まらす よく 其 主意 を. 

傳 へて 居る、 歷史を 書かん とする 者又讀 まんと する 者 は 宜しく ルカに 學ぶ 可き である、 されば 史學の 

大 〔象 モムセ ン は 使徒 行 傅 を 嘆賞して 模範的 歷史 であると 霄 つた。 ィ H スの俾 道の 初めの 記 が 幅 音 害 

で あって 使徒 行 俾は其 緩き を 記した も ので ある、 ィ H スの傳 道 は 終った の で なく ナザレの 爽 一村 に 始ま 

りし 敎は猜 太 全！！ に擴 まり アン テ オケに 至り 希 職に 至り 遂に 羅 馬の 屮 心に 入り 今 も 緩いて 全 天： 卜に 擴. 

まりつ 、あるので ルカに 餘命 あらば 羅馬を 中心として 彼 は 使徒 行傳 第一 一 篤 を 書いた であらう。 

パゥ J1 の 羅馬行 は 多分 タル ソに 隱れ たる 頃よりの であった であらう、 今日に於ては尋常の^^-の樣 

にも 思 はる.^ が當 時に 於て は實に 夢の 如き^で あつたの である、 彼の 日蓮が 一度 京都に 入りて 法華經 

を說 かんと 冀 ひながら 遂に 菜す 事が 出来なかった 事な どより 思 ふもパ ゥ 口 の羅馬 行が 如何に 遙 かなる- 

望であった かが 思 はれる、 而も 望 は 遂に 事實 となった ので ある、 ナザレより 羅 馬に 至る に は 幾 段の 階 

段が あり 進步 があった ので ルカの 筆 はよ く 是を傳 へて 遣憾 がない. - 凡そ 歷史に 二種 ありて、 其 一は 


に 事 實の臚 列であって 乾燥無味 讀 むに 堪 へない、 他の 一 は 極端に 粉飾に 勉め事 K を犧牲 として 小^的 

に 記せし 太平 記 源平 盛衰 記の 如き 類であって 信 を 置く 事が 出来ない、 一 は 正史に して 一 は 稗 史，、 前者 

は 年表 式 無味、 後者 は 架空の 想像 を 以て 飾られた ものである、 而も ルカに は 正史な く稗史 なく、 正史 

にして 稗お、 事實と 興味と を 共に した ものである、 後世の-力 ー ライルの 史筆が 稍 是 に 類した もので あ 

る、 不幸に して 吾 R 本に は 斯る歷 史{ 尿 なくお： 等 は 興味 を 以て 誤りな き 吾 國史， を讀む 事が 出来ぬ。 人生 

の事實 は. 几より 與 味の 多い ものに て 事實は 常に 小說に 勝りて； いので これ を 有の 儘に 綴りて 女 も 子 

供 も 聞い て 心の 深き 所に 訴 へ らる 、ので ある、 ルカに 斯る歷 の 書け たる 事が 彼に 靈の加 はった 事 

を 示す ので ある、 普通の 人に 出来る 事で はない、 少しく 文筆に 携 はる 者に はよ く， る 事で ある。 事 *f 

を 簡單に 筆に すれば それが 十分お もしろ いので、 何人に も實驗 のない 者 はなく、 其實驗 を 有の ま、 に 

語る 人が 眞の 信者で あり 又 文章 家で ある、 本章の 如き は 其 好き 適例に て バウ a がァ テン スに 行きし 記- 

事の 如き は實に おもしろい 記事で ある。  アム ピボ リス、 アポ。 -ーャ 等 は相當 の都會 である けれども 例 

に. m りて。 ハウ Q は 大切， の 場所 を 目指して 進み 是 等の 邑々 を 顧る の 遣な く單に 通過した のみで ある、 テ 

サロ 一一  ケに は會堂 あり 此處に 暫時 足 を 止めて 聖書 を 論じ キリストの 復活 を說 いた、 綾々 として！ 一：5 仰に 

人る ものが 生じ 猶太：^ の 妬みに. B りて 騒擾が 起った、 信徒 等の 好意に より 辛く 騷擾の 中より. 睨して ベ 

ひととな..； 

レアに 去り 此處 にても 叉會 堂に 行きて 道を傳 へた、 此處の 人々 は テサロ  -ーケ の 者より は 性情よ く。 ハウ 

P の 說く所 を傾聽 して 熟 心に 聖-書 を 研究し 多くの 人が 信じて 其 勢 は 貴族 社 會に迄 及んだ P 猶太 人來り 

て此處 にも 叉 騷擾を 起せし 故。 ハ ゥ n は- W び ；：ん„^- 等の 計 ひに てシ ラスと テ モ テ をべ レアに 殘 して 單身ァ 

テンスに 注った、 ルカ は 多分 ピ リ ピに殘 つたので あら う。 ァ テ ン ス は 希 職 の 都に て 當時 文化 の屮 心地. 


パ ゥ 口 の 長く 冀 ひし 地で ある、 一 度此處 に； i 音 を傳 へんと は實に 彼が 多年の 願 11-1 であった * ん.' ゃ滿々 

たる 希. ば 1^3 を 抱い て此 地に 人る 感無量であった らう、 彼 はべ レ ァ に殘 したる シ ラ ス とテモ テを 待つ 問 市 

中 を 散歩し 巿 民が 舉り て 偶像に 事 ふる^ 樣を 見て 甚く 心 を 痛ましめ たので ある、 當 時ァテ ン ス の 偶像 

は 美術の 精を盡 せし ものに て 美の 神と か藝 術の 祌 とか 言 ひて 今 口 吾等の 見る 如き 殺風景の もので はな 

い。 人 はァテ ン ス に 人り て 先 づ宏壯 華 匿なる. 街の 美觀に 驚き 燦然た る文藝 美術 を嘆赏 して 措かざる 

も、 。ハ ゥ a はァ テ ン ス に入り第 一 に偶像？^：-小拜の有樣を見て其心を痛ましめた、 彼に 美術 を觀 るの ほ は 

ありし も 是に囚 はれす して ni^ の 心の 敗 を 嘆く、 美術家 や 考古學 おの 嘆赏す る 所 も：^ 者 に は 嘆きの 衬 

料で ある、 普通の 人 は 其 文化に 囚 はれ 竹 學者は 此派彼 派の 哲理に 囚 はれ 藝術 { 水 は 稀代の 彫刻 綺畫に 心 

を 摩 はる 、 が 常 なれ ども、 バウ Q は是等 一 切の ものに 心を錄 はれす 只管に 偶像 ャぉ拜 に 心 を 痛め：：：々 き 

堂 又は 市に 於て 遇 ふ 所の 人と 論じた ので ある、 此處 にも 彼の 熱誠なる 風格が 現れて おる のを兑 る。 W 

と は 今日の 物品 寶買 の 場所の 謂ではなくて 當 時人々 $ ^りて 政 ：5.H 上 や 學術上 の 議論 を なす & であって 此 

處に 政治. i}^ 來り學 ^來 り宗敎 家集り て W 論 乙^ 盛んな ものであった らう、 大膽 なる パ ゥ 口 は此. 51 に往 

きて 偶像 崇拜の 非 を 論じ 彼 獨特の 幅 昔 を 述べた ので ある。 當 時の 竹學 おに 二 派 ありて 一 を H ピク リア 

ン 诚と  一一-一口 ひて 今日の 快樂派 に 當り他 を ストア 派と 言 ひて 前者の 反對に 極端なる 制 慾 主 義に てん.' = の 5 脾 

宗 がよく 之 を 代表して 居る、 此队に囚はれたものと此，を3^めるものとで雙方共に眞现ではなく實は 

雙 方共此 世に 囚 はれた もので あつ て 神 を 知らない もの は此ー 一 つの 外に 注く 可き 處 はない の で M れの時 

代に も 此兩派 は あるので ある。 吾等 又 動もすれば 或は ス トァ 派と 見られ 义 ヱ ビク リア ン 派と 兄ら るる 

ので ある、 ョ ハネ 野に 蜜 を 貪 ひ 蝗蟲を 食と すれば 人 は 直ちに ストア 派と 一一-一 n ひィ H スぉ 子の 招に 應 じて 
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筵 席に 坐 すれば 忽ち 目 を 側て て H ビク リア ン派を 以て 目 さる 、が、 パ ゥ 口 の 立場より 見れば 雙方 共に 

誤つ て 居る ので ある、 肉の 事 强ち卑 む 可き でな く 家庭の 生.！^ の 如き は捨っ 可き もので はない が 同時に 

又 囚 はれて はならぬ、 而も 其宜 きを 得ん とて 吾等の 工夫 努力 は無效 であって、 唯役活 の イエス を 信す. 

る 事に 由り ての み 總ては 解決 さる K ので ある。 バウ n が斯ぐ 論ぜし 時 ストア 派の 學者も H ピク リア ン 

さへ づる もの 

派の 學者 も雙方 一 面の 眞现 ある を說 かれて 吾味 方と 思 へ ば乂然 うで はない のに 失^し は此唿 ー啁者 3： 

を 言 はんとす るかと 嘲った、 ー嗎 者と は 原語 は 「種 拾 ひ」 と 言 ふ 意に して 鳥が 草 稱を拾 ふより 生ぜし 

語で 所謂 「聞き 藩 り」、 「拾 ひ讀 み」 等の 謂 ひで ある。 而 して 又 或 人 は 異なる 鬼 祌を俾 ふる 者の 如くで 

あると 一一 一一 "つ て 彼 を 引つ れァ レオ 山に 往 きて 其 說を 裁判す る 事と なった。 ァ レオ 山 は 市の 中心に あり 東 

京の 愛宕山の 如き ものにして 山の 上の 石 を 刻みて 腰掛と し 名高き 學者 ゃ國. 冢 に功勞 ある ものが 裁 刺 人， 

となり て 學說 の 是非 を 論じた と 一 百 ふ學問 上の 裁判所 である。 此 裁判人と なる もの は 智識 經驗に 秀で た 

る 國家 の 功勞者 に て 少 くも 六十 以上 の もので あつたとの 事に て 今日 米國上 院議 ：！： を擧る とも 及ば ざ 

る 人物の 叢林であった。 而 して 其頃ァ テンスの 一般 市民の 智識の 秀でた る 事 は 今日の 伯林 や 巴 里の 市 

も 遠 く 及 ば な い 事 は 今 に 遣 れ る 當 時 の 脚 本 類 が 頗 る 高 尙 な る も の に て 一 般 者 が よ く 之 を 嗜 み 得 た 事 

に. 山 りても 知らる、 ので ある。 ，2 髮の 老學者 有識の 市民 幾.^ In 人 坐して 學說の 是非 を 論判せ し當 時の 

^觀 盛況 m 心 ふ 可し である、 。ハウ 口 は 何等の 後援者 あるな く 一  人の 友人 あるな く 單身此 市お 此學 者の i 叫 

に 立って 彼の 福音 を 述べた ので ある、 彼の 生 泥に 於て 此 場合 程む づ かしい 事はなかった、 今の 五： 國の 

大 學敎授 連 の 前に 立ちし 以上の 困難で ある、 彼 は 幾度 か 王侯貴族の 前に 立 ち 祭司 權官 に對 して 福音 を.. 

述べ 自己 を 辯 護す るの 困難 を 放てした けれども 其れ は 3： れも此 货の椎 力 者で あつたが、 今や 彼の 前に 


在る 者 は 高遠なる 眞理の 研究に 生涯 を委 ねし 最高 の 大學者 連 であり、 周 園に は 智識に 秀で 批評に S じ 

たる ァ テン スの. 一 ^民が-耳 を 側て て 居る ので ある、 學 者と 文明 人は此 「啄 ー啁 者」 の說を 笑殺 せんと へ 

て 居る、 玆に 彼の 大演說 は 始められた、 聖靈の 援助 あるに 非れば 單 なる 大膽を 以てして は 爪 来ぬ で 

ある、 演說は 二 時間 三時？ 1 或は §1 五 時 問に も涉 つた 大演說 であった らう リ 本章 廿ニ節 以下 は 其の 抄 

であって 彼の 雄 辯 を^ぶ に は 足らない けれども 其 思想の 偉大 は 窺 はれる ので ある。 此大愤 說を斯 くも 

簡單に 書き 約め て 而も 要點を 漏さぬ ルカの 技量 は眞に 敬服す 可き ものである、 新約聖書 全 體が基 督敎. 

の 精神 を 約め て 書いた ものに て些の 冗漫がない が ルカの 攀は叉 特別に て精鍊 簡潔 堂に入つ たもので あ 

る 0 

パゥ 11 は 11 口先 づァ テン ス 人の 敬神の 念に 訴へ て 彼の 福 昔の 前提と した、 鬼神 を 敬 ふ 云々 (什一 一節).. 

は 寧ろ 敬神の 意 を 言った ので 今日 吾等の 問に 言 はれて 居る 鬼神の 意で はない、 バウ C の 如く 人の 感 ilE 

に 注意し 禮儀を 重ん. f. る 人 が 對者を 侮辱す る 如き 語 を用ゐ ない 事 は 確かで ある。 「敬神の 念 厚き 諸 115. 

に 諸君の 祭壞を 搾げ たる 諸^の 所謂 『識ら ざる 祌』 を 示さん」 と說き 起した ので ある、 論法 實に 巧妙 

である、 これ 最もよ き訴へ 方に て 熟 心と 熟練 の 結 31- で なけ れば屮 I 来ない 事 で あ る 。 當時雅 典 に 於 て は 

人 問の 數 よりも 偶像の 數の 方が 多かった との 事に て 人の 知れる 限り 名の ある 限りの 神 を 造った が猶：  乓 

ら なくて 一 の 祭壇 を 設けて 「識ら ざる 祌」 にと 刻 書して S いたので パゥ は 散步の 途上に 是を見 たれ 

ば 取 つて 以て 福音 を說 くの 材料と したので ある。 宇宙 を 創造し 給 へ る 天地の 主たる 祌は 手に て 造れる 

-?  つ；' へ 

殿に 住み 給 ふ もので なく 义 物に 乏しき i5?f なければ 人の 乎に て 事ら る k もので な い^を 說き、 進んで す 

ベ ての を - ょり造り給ひし^？-を說ぃた。 此に 「 一 の 血より」 と ある は單に 「 一 より」 或は 「 一 冗よ 
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り」 と i;:;:; ふ.. F きで あらう。 人に は より， お^はな いので 人^ 各^ なれり と m4 ふ は 誤りで ある、 刚 は？：々 

を與にし時を3^、にし盛^!|-ぁり興亡ぁりと雌も人類は元几，！れ祌に.£て • ん より 造られし 者で あると、 M;^ 

れ 希醞. < ^に は 新^であった、 彼等 は 希 臘人は 一 なりと ひし も-人 ドぬ人 W  ： の 人 と は考へ 得られな 

かった^と て. ハウ 口 の^の 火^なる に 驚いた、 常時の 希瞰 人の みなら すん，：：： の it 米 人に も 解ら ぬ^に 

て 彼等 は，：：：. とお 人と は^の もので あり 一人と： Z  - に はなれぬ ものと m わって： ^ る。 年 米^に.^ りし 

頃よ き 信お たる 廿水紳 ト-と 地方に 旅行して，：：： 人と Mi 奴と 全然 住 W を训 にし く 犯す を 許さない 狀態を は 

て怪 みて 足 を 共 神レに 問ひ亂 せし に 彼 は 「寧ろ ^像；！^ おとなる も 人と 一!^ じに はなれす」 と常然 の^ 

の 如くに 答へ て： 十 I 湫 であった のに 驚いた が此  一 ^以て "； 舣 のお {!; を 知る に 足る ので ある、 バウ が 入 

類 一 冗 を斷ー K せし は 非常に 大膽 の^であって これ 信仰 を 離れ て^に 竹^ 者の 言と する も rl;: に 傅 はる 

可き， の 1 一：；：； である、 彼 はこれ を 政治に の 便 化の ために 述べた るので なく 神の 理な るが 故にん のせ 

くると 受けざる とに 關 せす-お 路 する 所な く 述べた ので ある。 

傅の 乂は it!!:: なる にあら す や、 我 W を ！3 りし 祌は 一  なる にあら す や-. ム々 -^:-| 

節) 

と は； ォ マつ 午の； ：- く  S へし 所で ある、 WW はこれ 神が ゆ 3 り 給 ひし 人に 人 の . St 分であって 唯：^ ふ 

處と M ハ にの 時を與 にす るの みで ある * 人，'： Z ゆ 人が こ れ を；： £ す 出來 たなら ば f の S 際 問 题は解 

決され^ 洲の野 を 血に 染める 様な：：： ドの慘 刺 も： g ぜす して^んだ であらう、 而も 悲しい ほ 此れが 解ら 

なくて め ゆる 時に 在る もの は 忽ち^り て 全 ゅ界 のど W を^され しと！；：^ じ 他の M 十-を 犯さん として^々 

平和の； 大地 を 修羅の 4;^ と 化せし むる ので ある、 凡そ 如何なる^:^ と 雖も义 如何なる 英雄と 雖も 神の』：^ 


めし 處と 時と を 犯す は 出来ぬ、 國の領 十： に 限り あり、 榮 ゆる 時に 限りが ある、 斯く言 はば 吾 國の所 

^忠 れ愛阔 〈诙は 怒り て  一一 H ふで あら う、 . 五 ：國 の 降 盛 は ： 太 壊 と共に^り なく  界を 支. おす るの 時が 來 るで 

あらう と、. 併し 卞ら これ は獨 逸人 も 一一： 一：： ふ 所で あり i 界屮 の， 艰國ホ ^ の 3： れも 言 ふ 所であって^ ひの 

起る 基で ある、 ゆ 人 は 興亡 盛裘 は大述 の循？ ^にして 運命の 然 らしむ る 所で あると 言 ふが これ 決して 讽 

然の 事で はなく、 ん をして 神 を 探り 求めし めん 爲 である、 國の 興亡 もんの 盛衰 も 一として 無意味に 行 

はれる もので はない、 與 るに 時 あり 衰 ふるに 時 あり、 ！ fj;; 等 は是に 由り て 神 を 探り 求めねば ならぬ、 さ 

おばと； 一 おつ て祌 は： 大上 高く まかな る^に 在して 探る に 難き もので はない、 遠い も 近い もな く祌 は. -^c 等 

の 巾に 在し、 吾等 は 魚の 水中に 在る が 如く 神の 巾に 在る ものに て 神 を 離れて は 寸刻 も ある 能 はす 神 を 

離れての；：^ 在は考 へる 事の 出来ない 事で ある。 

我 倚 は 彼に 頼りて 生また 励ま た^こと を 得な り.： ム々 (：^ 八 節 )o 

こ れ^ 學 者の 語で あ る、 斯る 歷^„^.ヒ竹學上 の 深き 所をパ ゥ P た^は 虚に於 て 平んだ ので あらう 

か 知りた く  m 心 ふ、 「爾曹 の 詩人た ち も 云々」 と 一一 一一 I： ふ 詩人と は タリアン テス、 ァ ーフ タ ス等を^£して；ー；；リっ 

たので あらう、 殊に アラタス は パ ゥ 口 と 同國人 であつ たれば 彼 は 子供の -s; より 其 詩を諝 誦し た 事 で あ 

らう。 バウ 口の^ 像攻 の 仕方 は！^" 等の 學ぶ 町き ものである- 誤り は 飽く迄..^ す も 禮を失 はす 彼等の 

竹學を引き文學を引き高尙優雅なる語を以てして對者をして些の惡感を：！^さしめなぃ其態度の立派さ 

仰ぐ 可く、 今の 淺 薄なる 傳道帥 杯が 愤 侶の 頭が どうと か 法衣が どうと か频 りに 惡ロを 放ちて 佛 敎を攻 

擊し 得たり と^ 意 額なる に 比して 正に 雲泥の 相違で ある、 徒らに 詈る事 をせ す對 者の 思想に 訴へ て擊 

<y 柔か では あるが 深いので ある U 彼 にァ ンテ オケに 於て は 舍 人の 語を 以てよ く 彼等の 心情に 訴 
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ふるの 浪說を たし、 今學者 の 前に 立ちて は 臆す る 所な く 彼等 の 語 を 以て 吾 主張 を述 ベて is る、 彼 は 地 

方 人に 對 しても 學 者に 對 しても 政治家 祭司 何人に 對 しても よく 彼等に 訴 ふる 恰 適の 演說が 出来た、 彼 

は 哲學者 にも 政治 {豕 にも 容易に なり 得た であらう が 而も そ れらを 顧す し て 福音 官； 傳 に 生-泥 を獻 げたの 

である。 バウ a は誶々 として 偶像 崇拜の 非 を 論じ 罪の 悔改， を 說き義 の 精 を說き 進んで 主 イエ スの 復活 

を說 いた、 これ 人の 罪の 赦 された る證 として 大切の 事に て哲學 問題で はない、 パゥ 口の 考 にて は 死 は 

罪の 赦 されない 何よりの 證據で 復活 は赦 された 實證 であるの である 、な/人 は 復活 を哲學 問題と して 硏 

究 せんとす るが 爲に 如何に 努力す る も 解らない が 一 度是を 罪の 赦の道 德問题 として 見る 時 はよ く 解る 

ので ある、 道德心 純く 役 活は唯 死者の 甦りとの み 見、 此 半生 现的 事實の |_ ほ 明が 立たなければ 基督 敎が 

立たない と 云 ふなら ば 基督 敎は 誠に 不安の 者 なれ ども これ は 罪の 赦の實 ^として 3： ん にも 解る 道德問 

題で ある。 憐む 可し 彼 バウ n の 至る所 必す 衝突が 起る、 人の 思想 を 刺 撃す るからで ある. ァ テンス 人 

は 今迄 は傾聽 して 居た が 復活の 言 を 聞いて 或 者 は 嘲笑し、 或 者 は 後 曰 再び 聽 く^にせん とて 去つ て 了 

つた〕 彼 は 始め 宇宙 萬 物に 訴 へて 神の 何たる かを說 き、 次に 萬 國の歷 おに 訴 へて 祌が全 人類 を 造りて 

佳 ふ處と 盛衰の 時 を 定め 給 ひし 事を說 き、 次に は 祈：： 學に訴 へて 天下 萬 人の：： 儿弟 である^ を說 いた、 "天 

然を 以て、 阈の 歷史を 以て、 W: 學を 以て 祌を 紹介し、 最後に 默 示に 訴 へて 復活の キリスト を 紹介し 

た、 學者 たち は 天然の 事、 歷史の 事、 哲學の 事 は 喜んで 之 を 聞いた が キリ， ストの 復活の 事に 至って は 

全く 解ら す 僅かに.、 テオ ヌシオ、 ダマ リス、 外數 人の 信す る ものが あつたの みで 3： れも 嘲笑 輕侮憐 む 可 

きものと して バウ。 を 遇した ので ある、 彼に して 若し 天然、 歷史、 哲學 のま を 語る に 4- めたならば 博 

學廣量 の 大家と し. て學 者の 稱贊を 得た であらう、 令の 傳道師 は怜悧 にして 彼等の 談を玆 に ± めて 復活 


を 語りて 學 者の 嘲笑と # との iw 突 を 買 ふの 愚 をな さない ので ある、 而 して^ 人 は 其博學 に 感じ 自身^ 

これに 誇る ので あるが、 。ハウ 口 に は (仪活 を 賈 はないならば 言 はない 方が よいの で此事 を； -I: 一：： はんがた め 

の： 你說 であった ので あれば 衝突 は 分明って 居つ たが 禱路 する 所な く 是を說 いたので ある、 2^ して 衝突 

は 直ちに 起った が此處 に又數 人の 信者 を 得た ので ある、 これ を 止めたならば 衝突 は 生ぜす して 稱赞を 

博した では あらう が此 信者 を 得る 事 は 出来なかった ので ある、 これ 吾等の 學ぶ 町き 所に して 昔 もケも 

衝突 を 避けて 信者 は 出来な いので ある、 今の 傳道者 は 多く^ 學 を：？； i り 歷史を 語りて 拍手喝采 を 得て 足 

れり とする が 彼等の 紹介す る キリ ス トが 天然の キリ ストで あり 歴史の キリス 卜で あり 哲學の キリス ト 

であって 復活の キリス ト でないならば 彼等の 俾道は M でもない 贫に 空しき ポ である。 多くの 人が 樣々 

の 批評 をして ァ レ ォ 山をド つた 事で あらう、 之 を 聞いた。 ハ ゥ a の 感は如 3： であった か 記して はない が 

此後彼 は 此學者 市 を 捨てて 商業地なる コ リン トに 行き. びァ テ ン ス に 入らす 爾後 コ リ ントが 彼の 5f 布 職 

傳 道の 中心と なった、 之に よりても 彼の ァ テンスに 對 する 印象 を 知る 事が 出来る、 バウ 口 は學者 町の 

ァ テ ン ス に 呆れ ra^ た の で あ る 。 C 中 m 信藏 筆記) 

環視と 仰 h 

十 七 H 京都 佐 伯 氏 方に 於て おせる 講演の 大意 

不信^の 生涯 は 平面 的で ある、 彼の 援助 はすべ て 则：向 より 来る. 彼 を圍繞 する 人より 來る、 人より 


め 援助に して 絡た れん 乎、 彼 は 直に 死す るので ある、 故に 孤獨は 彼の 最も 恐る、 所で ある、 彼 は周圍 

の 人と 繁 がりての み 生存す る ことが 出來 るので ある、 旅 は 道 伴 世 は 同情と 云 ふ、 平面 的に 同情者の 多 

い 者が 勢力の 多い 者で ある、 故に 不信者 は 事を爲 さんと 欲する に 方て 必す此 世の 同情 を 求む るので あ 

る、 卽ち 援助. を 彼の 側面に 於て 探る ので ある、 成るべく 廣く 援助 を 仰いで 彼 は 力 を 己れ に 加 へんと す 

るので ある、 社 會と國 家、 政" 吋と 敎會、 是れ皆 地上に 平面 的に 存在す る 者であって、 不信者 は是 等の 

平 面 的 勢力に 頼りて 自己 生活 を强 くし、 事を爲 さんと 欲する の である。 

信者の 生涯 は 垂直 的で ある、 彼の 援助 は 上より 來る、 彼 は 人よりの 拨助を 絡た る > も辆ほ 他に 賴る 

所が ある、 故に 彼 は 孤獨を 恐れない、 彼 は 交際 を 愛する も而 かも 交際に 由て 生^しない、 彼 は 直に 神 

に 依て 生存す る、 彼 は 周 園 を 視 さない、 上 を 仰ぐ、 彼 は 多数の 同情 を 得て 強くなる のでない、 上よ 

り^ 靈を 注がれて 新なる 力 を 得る ので ある、 彼 は社會 以外、 國家 以外、 政府 以上、 敎會 以上に 力の 供 

もつ 

給 所 を 有ので ある。 

は 仰と は 他の 事で はない、 此 垂直 的 生涯で ある、 肉の 側面 的 生涯に 加 ふるに 靈の 垂直 的 生涯 を 以て 

する 事で ある、 而し て 後者の 益 々 盛ん になる に對 して 前者の 益 々 衰 ふる 事で あ る。 

我れ 山に 向 ひて 目を舉 ぐ、 

我が 援助 は何處 より 來る や、 

我が 拨助は H ホバ より 来る、 

天地 を 造り 給 へる エホバ より 來る、 

此は 信仰の 聲で； § る、 不信者が 政權に 頼り、 此 世の 同情に 頓り、 多 數の贊 成に 賴 るに 對 して 信者 は 山 


に 向 ひて 目 を 暴げ て： 大地 を 造り 給へ る M ホバ より 援助 を 仰ぐ ので ある (詩篇 百 廿ー篇 )、 又 パゥ。 が 

なやみ  せん  せめ  すて 

「我等 ra: 方より 患難 を受 くれ ども 窮 せす、 詮かた盡くれども&^^を失はす、 迫害ら るれ ども 棄られ す、 

跌倒 るれ ども 亡びす」 と EE ひし も 亦 彼に 社會 以上 周 園 以外に 賴る 所があった からで ある (^林 多後窨 

奪 八、 九 節)、 イサクの 子 ヤコ ブ 父母の 膝下 を 離れ、 獨り 異鄕を 指して 旅立てる 時、 日暮れて 途遠 

く、 世に 賴 るべき ネ なきに 到れる 時、 「彼れ 夢に 梯の 地に たち ゐて其 鎮 の 天 に 達する を 見、 又 神の 

使者の 其れに 昇り 降りす る を 見たり」 と ある は是れ 彼が 鼓に 信仰的 生涯に 入れる を 示す 言 辭 である 

(創世記 二十 八 章 十二 節)、 信仰 他な し、 天との 直通で ある、 不信者 時代に 在りて は 只 側面 的 生涯 を 

のみ 營 みし 者が 信仰に 人り て は 新たに 垂直 的 生涯 を營 み、 地より 養分 を攝 取す ると 同時に 更らに 又； 大 

より 生命 を吸牧 する に 至る ので ある。 

新 科 學の敎 ふる 所に 依れば 地球 を包圍 する に大氣 あり、 而 して 火 氣を 包圍 する に虛 さが ある、 然れ 

ども 虚空と 稱 して 單 に生氣 なき 活動な き 所ではない、 所謂 虚 は 力の 充實 する 所で ある、 若し 何等か 

の 方法に より 此大氣 以外の 虚空より 其充實 する 力 を 地上に 引 来る を 得ん 乎、 人類 は 地上に 在りて 永久 

に 力の 不足 を感 する ことな かるべし、 縱し 地上の 石炭 を k 盡す時 到る と雖も (而 して 斯 かる 時 は 一度 

は必す 到るべし)、 人類 は 虚空より 其充實 する 力 を 仰いで 永久に 力の 不足 を感 する ことな かるべし と- 

是れ瑞 典國の 學者ァ ー レ 一一 ウスの 唱 ふる 所であって 敬聽 する に 充分の 價値 ある 學說 である、 地球 は 死 

せる 冷たき 暗黑 の. S 問 を 漂流して 居る ので はない、 活氣 充滿し 光輝 爛々 たる 虚空 を囘轉 して 居る ので 

ある、 其 如く 人 は單に 地に 由ての み 養 はるべき 者で はない、 彼 は 又- 大 より 生 氣を受 くべき 者で ある、 

地球が 生氣横 『险 せる 虚空に 包まる、 が 如くに 人 は 神なる 無窮 的 生命に 懐かれつ \ あるので ある、 「我 


リ等は 彼の 中に 生き 又 動き 叉 在る こと を 得るな り」 とパ ゥ ^1 が曰ひし如くでぁる (行傳 十七 章 一 一八 節)、 

S 卓に 彼の 周 園より 力 を 仰いで 彼 は完き 人た る こと 能 はす、 彼 は 叉 上より 力 を 仰ぐべき である、 而 して 

、上より 來る 力が 眞の 生命で ある、 人よりに あらす 人に 由ら す、 地よりに 非す 地に 由ら す、 社會 よりに 

- 非す 社會に 由ら す、 政府よりに 非す 政府に 由ら す- 敎會 よりに 非す 敎會に 由ら すして 人 は 直に 上より 

力の 供給 を 得て 强 くなる ことが 可能る ので ある、 而 して 祌は此 力の 蓄積 所であって 信仰 は 之を瘦 るの 

途 である、 人た るの 特權 は兹に 在る、 下等動物の 其 周 園より 滋養 を攝 るの 外に 途 なきに 對 して 人 は； 大 

より 力 を 仰ぐ の 特性 を 具備せられ たので ある， 宗敎と 云 ひ 信仰と 云 ひ 祈 禱と云 ひ 上よりの 力 を 仰ぐ 途 

である、 人 は パンの みに て 生く る 者に 非す、 神の 口より 出る すべての 言辭に 由て 生く るので ある、 祌 

- より 出づる 力、 是れが 人た る 者の 眞のカ 叉 ijl 命で ある、 而 して 是 れ社會 も も 供給す る ことの 可能 

る もので はない、 淸き謙 適なる 心 を 以て 神に 祈 求めての み 獲る ことの 可能る もの である。 

明， 曰 なる 此事實 あるに 關 はらす 今や 人 はすべ て 他の 動物と 等しく 平面 的 生；^ をのみ 營 みつ. >  ある、 

人 は 地上の 動物と して 地の 產物を 以て 其す ベての 慾 求を充 たさんと 爲 しつ k ある、 完全なる 社會 組織 

に 山り て、 又は 攀 固なる 阔 家的圑 結に 由り て、 人た るの 完全なる 發達を 遂げん と爲 しつ & ある、 第二 

ト 世紀の 人 は、 然り其 基督 信者まで が、 上 を 仰がす して 周圍 をのみ 環視し つ、 あるので ある、 彼等 は 

「我が 援助 は何處 より 来る 乎」 と 己に 問 ふて、 我が 桉助 は社會 より 来る、 政府より 來る、 議會 より 米 

. る、 政治家より 來る、 此 世の 成功者より 來 ると 答へ つ. - あるので あるい 故に 彼等 は 如何なる 事業 を 計 

人 止る にも 先づ 「運動」 に從 事す るので ある、 近代 人の 「運動」 なる 者 は 其 側面 的 生 泥の 活動で ある、 

- 成る ベく 丈け 多く 周圍の 勢力 を 自己に 吸收 して 自己の 爲 さんと 欲する 事 を爲す ことで ある * 賴む 所 は 


人の 贊成 である、 社會の 助力で ある、 すべてが 側面 的で ある、 橫に周 園より 我に 流れ 來る もの、 要求 

である、 堅に 上より 我に 降り 來る もの、 祈 求で ない、 「運動」 は 實に卑 むべき 事で ある、 ^に 信仰 を 

ぉ榜 する 者の 從事 する 所と なりて 「運動」 は 背信で ある、 然 り罪惡 である、 「運動」 に 由り 建た る <^ 

堂、 「運動」 に 由り て 成りた る會館 * 「運動」 に 由り て 行 はる k 慈善事業、 是れ^ ァメ ー バが周 園の 

泥水より 養分 を攝 取して 生く ると 等しき 方法に S りて 成りし 事業に して 人た る 者の 事業と して は：^ だ 

. 貴 からざる もの である。 

側面 的 生涯の ほかに 生涯 ある を 知らざる 近代 人に 取りて は 祈禱は 奇怪 事で ある、 彼等の 見る 所に 依 

れば 人の 生命 は 其 周 園との 相對的 適合で あれば 彼 は 彼の 境遇 以外に 注意 を拂 ふの 必要 は 無い ので ある. 

彼に 援助が 来るならば そ は總て 彼の 側面より 來 るので あれば、 彼が 上 を 仰いで 桉助を 求む るが 如き は 

眞 面目の 沙汰と は 思 はれない ので ある、 近代 人 は 習慣と して 祈禱 する 事が ある、 然れ ども 一. W 禱の實 力 

は 之 を； 一:^ じない、 祈禱に 由て 事を爲 さむと は 彼等の 全然 爲さ 1- る 所で ある、 畴 昔の イスラ H ル人は 

疾者 競走に 勝つ に 非す、 

强者 戰爭に 勝つ に 非す、 

智者 食物 を 獲る に 非す、 

. 慧者 財貨 を 得る に 非す、 

とい ひて 智慧と 能力と は 之 を 人 以外に 求めし と雖も 近代 人 は 全く 然ら すで あ る (棘 道 之 書 九 章 十 一 

節/ 不信なる ナボレ オン 大帝 は 曰 ふた r 攝理は 常により 强き 軍隊の 方に 在り」 と * 近 人 は 祈禱を 

戰鬪 力と して は箅 へない、 コ a ムゥ H ル 麾下の 將官は 其 兵卒 を勵 まして 「我等 善く 祈りて 善く 戰 ふべ 

大正 六 &•  ^1 


•Jf  演  en  二 六 

し」 と 云 ふたが、 人 マ ゃ戰举 は單に 金の 事、 數の 事、 機械の 事、 軍略の 事であって 是れ 皆な 前以て 計算 

し 得る 事で ある、 

天より 之を攻 むる 者 あり 

もろ/ \- 

諸の 星 其 道 を 離れて シ セラ を攻む  ， 

と 云 ふが 如きの 信念 は 之 を 毛頭たり とも 近代 人の 內に 見る こと は 可能ない (士師 記 五 章 二十 節)、 神 

我と 共に 在して 我 は 全世界よりも 强 しと 一一 一一 n ふが 如き は單に 狂信 家の 首と して 受取ら る k ので ある、 今 

ゃ顿 むべき は 世界の 輿論、 ^界の 聯合で ある、 是れ ありせば 必勝 は 我 有で ある、 計算 はすべ て 平面 的 

である、 垂直 的で ない、 周 園 を 見る、 上 を 仰がない、 上よりの 力 は 無き 物と して 勝敗 を 判定す る。 

而して？3-に戰爭の^5^に止まらなぃ、 商賣の 事、 政治の 事、 學究の 事 は 勿論の 事、 宗敎の 事、 信仰の 

事まで が總て 悉く 平面 的に 計算 せらる k ので ある、 傅 道の 成功 は 之が 爲 めに 費 さる & 金の 額に 由て 計 

尊 せらる， 人の 基督 者と 成る は 上よりの 力が 臨む からで はない、 ^圃の 感化 力に 由る ので ある、 基督 

的ク そお あり、 基督 的 敎育を 施し、 基督 的 人格に 接せし め、 其 他 有と 有らゆる 基督 的 境遇が 備えられて 

某督 者は自 から 起る 者と して 信ぜら る、 近代 人 は 一一 一一 n ふので ある、 「人 は 他の 生物と 等しく 境遇の 康で 

ある、 彼の 境遇 を 離れて 彼 は 生存 しないの である、 彼の 生命 も 信仰 も道德 もす ベて 彼の 周圍 より 彼に 

注入れ しもので あって、 彼の 周 圍の感 化 を 離れて 彼なる もの は 無い ので ある」 と、 玆に 於て か 近 ii^ 

人の^ 屮に 「人よりに 非す 人に 由ら す」 と 云へ るパゥ 口の 如き 某 督者は 全然 認められな いので ある。 

然れ ども 祈 禱は傳 道 最大の 勢力で ある、 祈禱 に比べて 金力 も 權カも 云 ふに 足りない、 信者の 熟き 祈 

fiS に應 じて STS は 人の 心に 降る の である、 大 なる 傳道 は祈禱 のみ を 以て 行 ふこと が 可能る、 名 もな き 


1 人の 信徒の 祈 禱が大 傳道會 社の 爲す能 はざる 事を爲 すので ある、 近代 人 は 平面 的 人生 をのみ W して 

祈 禱の實 力 を 忘却した ので ある、 彼等 は 萬 事 を 組織的に 爲す も祈禱 のみ は 之 を 偶發的 に 爲す の で あ る 、 

然れ ども 若し 基督 者が 神より 直に 力 を 授かる の 秘術 を 知らないな らば 彼 は 人の 中に 在りて 最も 憐 むべ 

き 者で ある、 信仰が 若し 上より 直に 智慧と 能力と を引來 るの 途 がないならば 取る に 足りない 者で ある、 

若し 周 園 の 感化 力 以上 に 人 を 化する の 途が な い ならば 傳道は 絶望的 事業で あ る 、 然し 雨う ではない、 

祈 禱は山 を 動かす の 能力で ある、 桑の 樹に 命じて 海に 入れと 命 すれば 終に 其 如く 成る と 云 ふ 能力 で あ 

る (路加 傅 十七 章 六 節)、 ケゃ 人生の 萬 事が 平面 的で あり、 計算 的で あり、 交際 的で ある 時に 際して 

我等 は 犬に 垂直 的 生涯 を^ 行し、 神の 大空より 直に 彼の 大能を 地上に 呼來 るの 途を講 すべきで ある。 


罪の 赦し 

(十一；：： CJ 十一 w 柏木 聖 # 講堂に 於て) 

罪の 赦しは 基督 敎獨特 の敎義 である、 祌は 人の 罪 を 永久に 覺ぇ給 はす、 之 を 忘れ、 之を赦 し、 之 を 

拭 ひ 給 ひたれば、 人 も 亦 相互の 罪を殘 りなく 赦 すべし と は 基督 敎が 特に カを罩 めて 說く 所で ある、 此 

あやし  、フ か / 

事た る 長く 斯敎に 接せし 者の 敢て異 とせざる 所 なれ ども、 少しく 意 を 留めて 他の 宗敎を 窺 ひ んに、 

意外 の 感に打 たれざる を 得な い 、 基督 敎 以外の 宗敎に 在り て は復謦 は罪惡 として は 認められない の で 

ふ ぐ たいてん ケ わしんし やうたん 

ある- 而已 ならす、 不俱戴 天、 臥 薪嘗膽 は美德 として 認められ、 是れ ありて こそ 忠ダゃ 仁義の. 道が 完全 
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に 行 はる、 こと、 思 はる、 ので ある * 人類の 歷史の 大部分 は復 善の 歷史 である、 殊に 我 圃の歷 史は爾 

うで ある、 日本 歷史 より 復 it の 精 祌を取 除いて 其 骨子が 取 除かる、 ので ある、 源平の 爭 ひと 云 ひ、 南 

北朝の 鬪 ひと 云 ひ、 其 因を尋 ぬれば 仇 恨娟嫉 より 出た る復 響の 精祌 である、 「賴 長、 忠通 を^み 之 を 

法皇に 譜 す、 帝 之を惡 みて 忠通を 親近す、 然れ ども 法皇 を 揮り て 志の 如くす る 能 はす、 居常 彩)々 とし 

て 久しき を 積みて 疾を 成す」 と、 是れが 保 元の 亂の 因で ある、 而 して 之に 次いで 平 治の 亂が 起り、 其 

結2^として源平のー^^ひが有ったのでぁる、 讚 岐の院 其 志の 成らざる を 憤り 給 ひ、 「舌 を 蜡み血 を 出し 

軸 書して 臼 ひ 給 はく， 願く ば大 魔王と 爲 りて 天下 を擾亂 せんと、 齒を 切ば り、 目を瞋 し、 慘侔骨 立ち、 

居常 忿々 たり」 と ある (松 苗 著 『國 史略』 に 依る)、 而 して 斯 かる I^M;^ は 之 を 日本 歷史 全體を 通う し 

て兒る ことが 出来る、 而 して 日本 歷史に 限らない、 世界 各國の 歷史が 夫れ である、 英の H リザべ ス女 

王が 朝臣 某 を 恨んで 曰 ふた 言が ある、 曰く 「神 は汝を 許す とも 朕は斷 じて 汝を 許す 能 はす」 と、 仇 恨. 

爭鬪、 妒忌、 忿怒、 是れ 東西 古今の 歷史 である。 

然 らば 神の 選民た る イスラ H ルの 歴史 は 仁愛、 喜樂. 慈悲、 平和の 歷史 でありし 乎と 云 ふに 決して 

雨う でない ので ある、 舊約 書 も 亦 (仪響 の 精神 を， 鼓吹して 惲ら ない ので ある、 約書亞 記、 士師記 等の 

復謦の 事實を 以て 充 つる こと は： E 人 も 知る 所で ある、 士師記 第 一 章 四 節 以下に 於け る 左の 記事の 如き 

は 其 一 例で ある、 

の， ほ . ,  a!s 

ュ ダ 上り 往き べゼク にて 力 ナン 人と ペリ ジ 人！ 萬 を 殺し、 又 ベ ゼクに 於 て ァ ド 一 1 ベ ゼクに 行 逢 ひ 

之と 戰 へり、 然るに アド 一一 べゼク 逃れ 去りし かば 其 跡 を 追 ひて 之 を 執へ 其 手足の 巨擘 を斫り 放ち 

たれば、 アド 一一 ベ ゼク曰 ひける は 七十 人の 王 等 曾て その 手足の 巨擘 を 研ら れて 我が 食 几の 下に！^ 


ひろ 

を 拾へ り、 祌 我が 曾て 行 ひし 所 を 以て 我に 報い 給へ る 也と  >  イスラ H ル人等 之 を 5{ きて M ル サレ， 

ムに 至りし が 其處に 死ねり 

玆に 慈悲と 赦免と は 其 痕跡 だ も 見る こと は 出来ない、 斯 かる 記事 を 神の 聖書の 内に 見て 我等 は 驚か ざ.. 

る を 得ない、 而 して 更らに 進んで M ホバ の慈愛を歌ひし詩篇を£3^0に其，1".にも亦復纏；：の精神が漲って、 

居る ので ある、 其 第五 ト四篇 七 節に n く 

H ホバ はすべ てこの 患難より 我 を 救 ひ 給へ り 

我が 目 は 我が 仇に 就ての 願 を 見たり 

と、 义其百 十八 篇七 節に 曰く、 

H- ホバ は 我 を 助く る 者と 偕に 我が 方に おす 

此 故に 我 を 憎む 者に 就ての 願 を 我れ 見る こと を 得ん 

と、 而 して 「仇に 就ての 願望」 と は 一一 一一 c ふまで もた く 仇に 就ての 惡意 である、 災禍の 其 上に 臨まん こと- 

で ある、  卽ち敵 を 呪 ひての 言で ある、 只 詩なる が 故に 言 辭が軟 かなる までの 事で ある、 而 して 敵 を 呪， 

ひし 一一 一一 1： として 最も 深刻なる は 詩 第 百 三十 七篇 八、 九 節に 於け る 左の 一句で ある、 古今東西の 文學に 於. 

いひ あら 

て 仇 恨 を 一一 一一 n 表 はせ し 言に して 之よりも 深刻なる 者 は あるまい、 ni く 

亡 さるべき バ ビ 口 ン の 女よ、 

汝が 我等に 爲し X 如く 汝に報 ゆる 者 は 幅 也 

A 厶 みどり-. -ー <" △ 厶 △ 厶 △ 厶 厶-フ ちつく  <1 厶 厶厶厶 

汝の 嬰兒を 取りて 岩の 上に 打 附る者 は 福 也 

5  -b ふ  み ど り ご 

と、 仇 恨を晴 さんがた めに 敵の 嬰兒の 岩に 打つ けられて 碎 かれん こと を 願 ふ、 無慈悲の 極と は此 事で、 
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ある、 多分 バビ a 一一  ャ 人が ユダヤに 攻入 たる 時に 此事 を爲 したので あらう、 然れ ばと て 神 を 信す る考 

が此 事の 敵に 爲 されん こと を 祈る は 許す ベ からざる 事で ある。 

其 ほか ダビデが 死 せんとす るに 方て 其子ソ ロモン に 遺言せ し 所 を 見る に復響 仇 恨の 精神 を 以て 充ち 

て 居る、 彼 は 彼の 老臣 ョ アブと シ メイとの 彼の 死後に 誅戮 せられん こと、 「其 白髮を 安然に 墓に ド ら- 

し むる 勿れ」  と 遣 言した (列 王 紀略上 二 章 五 ー 九 節： r 而 して 是れが 「H ホバの 意に 適 ひし ダビデ 王」： 

の爲 せし 所で ある、 實に 報復の 精 祌は舊 約の 精神で ある、 其 中に 利 未 記 十九 章 十八 節の 

汝 仇を復 へす ベから す、 汝の 民の 子孫に 對 して 怨を懷 くべ からす、 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし 

と 云 ふ 一 言の 捅人 せらる、 ありて 曠野に 淸 泉の 迸る を 見る が 如き 感 ありと 雖も、 是れ舊 約 全體の 精神 

にあらざる 事 は 一 目 瞭然たり と 言 ふこと が 出来る、 故に キリ ストが 彼の 出現 以前の 選民の 道德を 一 括： 

して 「汝の 隣 を 愛して 其 敵 を 憎むべし と 言へ るは汝 等が 聞きし 所な り」 と 言 ひ 給 ひし は 實に其 通りで 

ある、 舊 約の 敎 ゆる 所に 順 ひて 我等 敵 を 憎み たれば とて 敢て罪 を 犯したり と は 感じない の である、 

「エホバよ 我 は汝を 憎む を惡 むに あらす や …… 我れ 甚く 彼等 を惡 みて 我が 仇と す」 と は イスラ エル 

詩人が 公言して 撣ら ざり し 所で ある (詩篇 百 三十 九篇ー 一 一 節)、 而 して 此 言に 則りて： 大主敎 徒と プ a 

テス タン ト敎 徒と は 相 1^:1 を 憎み、 叉 今日 歐洲 の戰 場に 於て 獨 逸人と 英國 人と は 相互 を 憎みつ 、あるの 

て/ r つ. h い  i 

である、 舊約 聖書 を 文字通りに 神の 言 として 受けて 我等 何人も 敵 像の 精神に 燃えざる を 得ない。 

然れ ども 一 たび 舊約を 去りて 新約に 入らん 乎、 我等は此_5^^に關して新；大地に臨みし感がするのでぁ- 

る、 約 翰 默示錄 を 除く の 外 は 新約聖書 全體が 罪の 赦 しの 精神 を 以て 溢れて る、 赦せ、 赦せ、 赦 せと- 

新約 は 繰返して  一一 E ふ、 


となり  • 

汝の隣 を 愛して 汝の敵 を 憎むべし とは汝 等が 聞きし 所な り、 然れど 我れ 汝 等に 吿 げん、 汝 等の 敵 

を 愛し、 汝等を 迫害す る 者の 爲に 祈禱 せよ、 斯く する は； 大に 在す 汝 等の 父の 子と ならん ためなり、 

彼 は 其 日 を 善人に も惡 人に も 照して、 雨を義 者に も 不義 者に も 降し 給 ふなり (馬 太 傳五章 g; 三， 

I 」 

ぺ テロ 來 りて ィ H ス に： ：！ ひける は 主よ 幾囘 まで 我が 兄弟の 我に 罪 を 犯す を赦 すべき か、 七 同まで 

か、 ィヱ ス 彼に： II ひける は 七 间とは 一一 一一 n はす 七 11 を 七十 倍せ よと (同 十八 章 二十 一節)、 

其 他 路加 傳六章 二 七、 二八、 三 一、 三 五節、 同 十七 章 三— 四 節の 如き 亦 同一 の敎 訓を傳 ふる 者で ある， 

而 して 使徒 も 亦 主の 精神 を 受けて 同一 の 事を敎 ふるので ある、 以弗所 書 g: 章 三 一、 三 二 節に 於け るパ 

ゥ 口の 敎訓に 曰く 

にが きこと い il ど ほり さ ひぎ 力、 しり  いつ，、 しみ あよ e み  0  0  0  0  0 

汝等 すべての 很毒、 恚忿、 喧噪、 誇讕を 己より 去るべし- 五に 仁慈と 憐恤 あるべし、 神 キリスト 

O00CC  O0O000OOO0OO000000 

に 在りて 汝等 を赦し 給へ る 如く 汝等も 互に 赦 すべし 

と、 ぺ テロ は敎 へて 曰 ふ 

彼 (ィ H ス) 罪 を 犯さす 叉 その： 1 に詭 調な かりき、 彼れ 罵られて 罵らす、 苦しめられて 劇しき 霄 

を 出さす、 只義を 以て 鞫く 者に 之 を 委ねたり、 彼れ 木の 上に 懸けられて 我等の 罪を自 から 已が身 

に 負 ひ 給へ り (彼 得 前書 二 章 ニニ— 二 g: 節)、 

其 他す ベて 此 調子 を 以て 語る、 ィ H スは已 を 敵に 賫 りし イス カリオ テの ュダを 救 はんとて 終りまで 努. 

力し 給 ふた、 彼 は 又 己 を 十字架に 釘け し 人 等の ために 十字架の 上より 祈りて 言 ひ 給 ふた、 「父よ 彼等 

を^し 給へ、 彼等 は その 爲す所 を 知らざる なり」 と (路加 傳卄三 章 三十 s: 節)、 一 i 音 は 特に 罪の 赦し 

大正 六 年  £311 


J 演  g;  ra  二 

の 一 i 昔で ある 、神が 人の 罪 を赦し 人が 相互の 罪を赦 さん 爲の； i 昔で ある、 我等 相： えの 罪 を赦し 得すし 

て 我等 神に 就き、 キリストに 就き、 架 書に 就き、 來 せに 就き 何 を 信す ると も 我等 は 基督 者で ない ので 

ある。 

以上 は 罪の 赦 しに 關 する 敎訓 である、 然れ ども 其實行 如何？ 罪の 赦しは 言 ふに 易く 且つ" 美 はしく 

ある、 然れ ども 行 ふに 難く ある、 罪 は 心の 傷で ある、 我等 神に 對 して 罪 を 犯して 彼の 心 を 傷け 奉る の 

である、 人、 我に 對 して 罪 を 犯して 我心に 傷を负 はせ たので ある、 而 して 罪の 赦しは 心の 傷の 1 しで： 

ある、 而 して 傷 は 只 言 辭で癒 ゆる 者で はない、 傷 を 癒す に 外部の 治療と 内部の 勢力と が 要る、 罪の 赦： 

しも 亦 同じで ある、 罪は赦 さんと 欲して 赦す ことの 出来る 者で ない、 之を爲 すに 適當の 治療と 勢力と-一 

が 要る、 而 して 治療と は 神が キリスト を 以て 行 ひ 給 ひし 罪の 噴 ひで ある、 而 してぎ 力と は 神が 我等の」 

析 禱に應 へて キリ スト を 通して 我等に 與へ 給， ふ聖靈 卽ち赦 罪の 靈 である、 外に 在りて は キリス 卜の— 

字 架 を 仰ぎ 瞻て、 .2: に 在りて は赦し 得る の 勢力 を 神より 賜 はりて 人 を 完全に 赦す ことが 出來 るので あ 

る、 我れ 欲 ふて 赦し 得る に 非す、 祈りて 赦し 得る ので ある、 我れ iA, 靈に 在りて 强 くなる を 得て 我に 對 

0  0-000  000000  boo  0O00O00OO0OO00  き H» 

して 罪 を 犯せし 人 を 我が 欲 ふが 儘に 赦す ことが 出來 るので ある、 强 健なる 者の 傷の 早く 癒 ゆるが 如く. 

信仰 强き者 (靈 力に 充 つるお) は 容易に 人の 罪 を赦す ことが 出来る、 怨恨 鬆忿は 貧弱の 徴候で ある、 

宥恕寬 大は强 者 の 業で ある、 我等 內に 靈を以 て充 たされ 神に 在りて 强 くなる を 得て 容易に 我が 心の 傷： 

を 癒す を 得、 人の 我に 對 して 犯せし 罪 を 赦すを 得る ので ある。 

赦し 得ん が爲に 祈るべき である * 又 祈りて 赦 すべきで ある、 敵を赦 すの 最も 善き 方法 は 彼の 爲に 祈』 


るに ある、 r 汝 等の 敵 を 愛し、 汝等を 迫害す る 者の 爲に 祈禱 せよ」 と 敎へ給 ひて イエ スは 我等に 人 を. 

赦 すのお も 善き 途を敎 へ 給 ふたので ある、 我れ 我が 敵の 爲に 祈りて 我の 彼に 對 して 懐ける 很 毒し 恚忿 

と は 除かれ、 之に 代りて 赛 風 騎蕩、 仇 恨の 堅 氷 を 解かす に 足る の 溫雅は 我心に 臨む ので ある、 仇 恨の 

苦き を懷 きて 長く 不快 を感 する の 必要 はない、 直に 祈禱の 座に 近づき、 我が 最も 憎し と 思 ふ 人の 爲に 

祝福 を 祈りて、 完全に 彼を赦 して 我 も 亦 完全の 幸福に 與 るべき である、 歳將 さに 暮れん とす、 我等の 

クリスチャン  ち :B. ら 

心の 衷に 一人の 敵 を も 杯す ベから すで ある、 我等 基 督 として 罪を赦 すの 能力 を 神より 賜 はり、 又 我 

に 負 伎 ある 者の 負愦を 免し、 神に 赦 され 人を赦 して 货借 なしの 心の 帳簿 を 以て 新年 を迎 ふべき である 9 


信仰の 階段 

約 翰 第一 書 四 章 七— 十二 節硏究 

十 一 月 十五 日 祌奈川 縣秦野 町：： |g 者會に 於け る 講演の 耍點 

信仰の： 二階 段 は §nl 信愛で ある、 新約聖書に 在りて は は 使徒べ テロに 由て 代^され、 信 は 使徒 バウ 

。に 由て、 愛 は 使徒 ョ ハネに 由て 代表 さる、 信仰の 初期に 在りて は 彼 得 前書 最も 强く 信^の 心に 響き、 

次ぎに。 ハウ 。の 書簡 盡 きざる 興味 を 供し、 終りに 約 翰 書 永遠の S 與现 となりて： す、 を 以て 不足 を感 

する 時期 あり、 信 又 永久の 休息た る 能 はす、 愛に 達して 始めて 變ら ざる 滿足 あり * 信仰 は 愛に 達せ 3? 

れ ば，； 兀 全なる 能 はす。 
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中古 時代の 羅馬 天主 敎會 はべ テ a を 首長と して 戴きし 敎會 であって 望 を 主張した、 其 次ぎに 現 はれ 

しブ 口 テス タン ト敎 會はパ ゥ D に 傚って 起り し敎會 であって 信 を 高調した、 最後に 起るべき 敎 會はョ 

ハ ネを： 帥と する 敎會 であつ て 愛を實 行す る 者でなくて はならない。 

個人の 信仰に 於ても 同じで ある、 始めに 美 はしき 希 の 時代が ある、 次ぎに 熟 心に 燃 ゆる 信仰の 時 

代が ある、 終りに 靜 かなる 愛の 時代に 入る、 此 三時 代を經 過して 信仰 は 完成う せらる、 ので ある。 

使徒 ヨハネの 時代に 旣に 愛を缺 ける 信仰が あった、 其 時 旣に歡 喜に 躍る 信仰が あった、 研究 を 積め 

る 信仰が あった、 瞑想に 耽ける 信仰が あった、 然れ ども ョ ハネの 立場より 見て 孰れ も 不完全なる 信仰 

であった、 故に 彼 は 一一 一一 11 ふたので ある、 

我等 互に 相愛すべし、 愛は祌 より れば なり、 凡そ 愛する 者 は 神に 由り て 生まる はつ 祌を識 るな. 

り、 愛な き 者 は 神 を識ら す、 神 は 卽ち愛 なれば 也 

と- 卽ち 使徒 ョ ハネは 言 ふたので ある、 汝 等の 中に 神に 由り て 生れたり と 一一 一一 u ひて 歡喜領 躍す る 者が あ 

る、 然れ ども 歡 喜に 滿ち たれば とて 未だ 神に 由り て 生れたり と 云 ふこと は 出来ない、 愛 ある 者が 神に 

由り て 生れた のであって、 我等 兄弟 を 愛する に 由て 神より 生命 を 賜 はりし を 知る と、 卽ち 八：' 日の 言葉 

を 以て 言 ふなら ば 我等 リバ ィバ ルに與 り、 歡 喜に 溢れ、 ハ レルャ を 叫び たれば とて 未だ 再生の 恩惠に 

與 りたり と 云 ふ 能 はす、 兄弟 を 愛し 得る に 至て 始めて 聖靈の 恩賜に 與 りし を 知る と、 卽ち眞 の 信仰 は 

感情で はない、 愛で ある、 淸き溫 かき 强き愛 を 受けて 我等 は 實に祌 に 由り て 生れ 其 子と なりし を 知る 

と 0 

使徒 ヨハネ は 又 言 ふたので ある、 汝 等の 中に 神 を 知る 者 ありと 云 ふ、 然れ ども 神に 關 する 知識 を 積 


みたり とて、 それで 神 を識れ りと- K ふこと は 出来ない、 神 を 知る の 知識 は 祌學の 研究で はない、 書 

の 研究で はない、 祌 學を究 むる こと 如何に 深く、  書を觀 ぶる こと 如何に 精し く あると も 我等 相 冗 を 

愛せす して 神 を 知る こと は 出来ない、 祌は 文字で はない、 又 理論で はない、 愛で ある、 故に 愛な き 者 

は祌を 知らす と、 i 莨に 今日に 於ても 祌學の 造詣 深き 者に して 未だ 神の 何たる 乎 を 知らない 者が ある、 

聖書 研究に 一 生 を 委ねし 者に して 愛の 何たる 乎 を さ へ 知らない 者が ある、 祌學 者に して 祌學論 を鬪は 

すに 巧に して 全く 神 を 知らない 者が ある、 祌を 知る の途は 唯一 である、 神に 愛せられて 其 愛 を 以て 相 

； t.; を 愛する 事で ある、 敎派相爭ひ敎師相攻むる今日の敎會者等は^^；書を穀して異端を攻めっ &ぁる間 

に祌 より 遠く 離れつ、 あるので ある、 祌を 知らん と 欲する 乎、 神學 校に 學 ぶに 及ばない、 キリス 卜に 

做 ひ、 愛の 生涯 を 送りて 深く 祌を 知る ことが 出来る。 ■ 

使徒 ョ ハネは 又 言 ふたので ある、 汝 等の 中に 祌を 見た る 者 ありと 云 ふ、 瞑想の 裡に 恍惚と して 神の 

を拜し 奉りたり と 云 ふ 者が ある、 卽ち 見神の 實驗を 有すと 云 ふ 者が ある. - 然れど 神 を 見る こと は 出 

來 ない、 世に 未だ 曾て 神 を 見し 人 は 無い、 然れ ども 神 を 心に 宿す の途が ある、 それ は 相互 を 愛する こ 

とで ある、 「我等 もし 互に 相愛せば 神 我等の 衷に 居りて 彼 を 愛する の 愛 我等の 衷に 完全 せらる」、 U 

に 神 を 見る こと は 出来ない、 然れ ども 見神 以上の 實驗を 有つ ことが 出來 る、 我等 相 五 を 愛して 神 を 心 

に 宿し 奉る ことが 出来る、 兄弟 を 愛して 神の 殿と なること が出來 る、 榮光此 上な しで ある、 然れ ども 

其途 たる や 簡單で ある、 愛す る ことで ある、 人 を 愛する ことに 由り て 入と して 與り 得る；； -取火 の 榮光 に 

與る ことが 出来る。 

祌 より 生命 を 賜 はるの 途は 愛、 神 を 知る の途は 愛、 神 を nf^ るの 途は 愛、 愛 は 律法 を 完全す るに. 4= ま 
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、らす 信仰 を 完全す る。 

511^ 信愛の 中に 最も 大 なる 者 は 愛で ある、 愛 を 以て 萬 事は盡 きる ので ある、 然し 乍ら 愛 は 直に 之に 達 

十る こと は 出来ない、 §-^1と信とを經過して始めて之に到ることが屮1來る、 愛の 單純を iP へて と 信と 

に 由ら すして 直に 愛を權 得せん と 欲する も 能 はすで ある、 愛は單 純で ある、 然れ ども 毅鍊 された る單 

いっそくとび 

純で ある、 愛 は 一足 飛に 之に 達する こと は 出来ない、 愛の 單純 を唱 へて と 信と を輕 蔑す る 者 は眞の 

愛 を 有つ こと は 出来ない、 愛と は 何ぞ、 使徒 ョ ハネは 答へ て：： ふ 「神 我等 を 愛し 我等 5 罪の 爲に其 子 

を 遣 はして 挽 囘の祭 物と せり、 是卽ち 愛な り」 と。 

平和の 預言と しての 天使の 告知 

路加 傳ニ章 十四 節 

人類に 賜 はりし 平和に 關 する 多くの 預言の 中に、 最も 大 なる 者 はィ H スの 誕生に 際し、 天使の ー圑 

がべ ッ レ へ ム の 郊外に 羊 を牧ふ 者に 俾 へし 讚美の 歌であった、 in く 

最高き 所に は榮光 神に あれ 

地に は 平和 

人に は恩惠 あれ  ■ 

と、 是れ 天使が 神の 子 を 人の子 等に 紹介す る言辭 であった、 神の 子が 世に 臨む 现中、 彼の 事業の 性質、 


其の 結果が 玆に 明瞭に 且つ 簡 短に 示された ので ある。 

人に は恩惠 あれ 是れ §A 子 降臨の 现由 である， 「恩 惠」 と譯 されし eudolda は 「好意」 の 意味で あ 

. る、 神が 人類に 對し 好意 を 懷き給 ふが 故に 降臨が 行 はれた ので ある、 而 して 神の 好意 は 人の 好意と 3^; 

なり 熱愛で ある、 「婦， その 5^ 兒を 忘れて 己が 胎の 子を憐 まざらん や、 縱ひ 彼等 忘る、 こと ありと も 我 

は汝を 忘る、 ことなし」 と 云 ふ 其 心で ある (以賽 書 四 九- li 早 一 五節)、 此 種の 好意が 神に 在りて 共獨 

. 子の 降臨が あつたの である、 神の 子の 受 肉と 聞 い て 奇異なる 神學說 の やうに 感ぜら る k が、 祌 は其獨 

子 を 降し 給 ひし 程に 世の 人 を 愛し 給へ りと 聞いて 降臨 は 愛の 奇跡と して 有り得べ きこと、 して 信受せ 

らる、 ので ある、 神 光 あれと 言 ひ 給 ひければ 光 ありき と あるが 如く 彼 「人に は恩寐 あれ」 と 貢 ひ 給 ひ 

ければ キリストの 降臨が あつたの である。 

神 に 此 熱愛 あり、 而し て 人 之 を 認め て 改 悔信從 の 實を擧 ぐるに 至 て玆に 地に 平和が あ るので ある、 

平和 は 人類 相互の 安 協 を 以て 成立す る 者で はない、 父なる 祌を相 共に 愛する より 來る 者で ある、 祌を 

離れて 眞の 平和 はない、 キリスト は 人類 唯一 の 平和の 繁 である、 縱ひ 不完全 極まる 今！ II の 國際的 平和 

. と雖 も是れ キリ スト 降 I 以前に 世に 有った 者で はない、 神が キリ スト を 以て 人類 を ま 心み 給 ひし 其 必然 

の 結果と して 幾分 かの 眞の 平和が 地に 臨ん だ の で あ る。 

地に 人類の 間に 平和が 臨んで、 最高き 所に 築 光 神に あるので ある、 神 は 限りなく 獨り榮 光 を 以て 御 

自身 を 纏 ひ 給 ふと 雖も、 人類が 惠 まれて 地に 平和が 臨む 時に W に 著しく 其 榮光を 增し給 ふので ある， 

人類の 幸福 は 神の 榮光 である、 地に 平和の 臨む 時に 天に 榮光は 輝く ので ある、 之に _M して 地に 戰亂の 

く^に- 大も亦 S 愁の 雲に 覆 はる.' ので ある、 一 人の 罪人の 悔 改めし 時に 天に 於て 大 なる 歡毐が 有る 

大正 六 年  四 s; 七 


0 演  四 四 八 

^^して地に平和の臨みし時に於て大なる榮光揚らざらんゃでぁる、 恩惠 人に 行 はれ 平和 地に 臨み、 榮 

光 天に 揚る、 世界 を 威 伏してに 非す、 人の子 を 愛し、 彼等 を 救 ひて、 神 は 榮光を 御自身に 取り 給 ふの 

である。 

以上 は 天使の 歌 ひし 讚美歌の 意味で ある、 而 して 是れ 讚美歌であって 义 預言であった， 神 は 必す人 

類に 關 はる 其 善き 聖旨 を 成就し 給 ふとの ことであった。 

然れ ども 事實は 如何？ 紀元の 一 千 九 百 十七 年の 聖誕 節に 於け る 世界人 類の 狀態は 如何？ 天使の 

此預言 は充 たされし 乎、 北米 合衆圃 大統領 ゥ イルソンが 去る 十  一 十一 一日 パ ッファ n 1 市に 開催 屮の 

勞蚴 組合 大會に 於 て爲 したりと 云 ふ 演說の 中に 左の 如き 霄 が あ つたとの 事で ある、 

よみ 

平和論者 は 感情に 於て 嘉 すべき も 暗愚 蒙昧の 徒な りと：^ す" 

眞の 平和 は戰爭 の 勝利に よりて 初めて 招來 する 事 を 得 ベ し 云々。 

と (東京 朝日 新聞の 通信に 依る)、 世界の 平和 W を 以て 自 から 任す る 北米 合 衆國の 大統領に して 此言 

あり、 他 は 推して 知るべし である、 開 闘以來 今日 程 世界の 亂れ たる 時 はない、 「今 は暗黑 の 勢力な り」、 

と は實に 一 九 一 七 年 クリス マ ス當時 を 指して 言 ふた 事で ある 乎の やうに 思 はれる、 今や 平和の 國は少 

數 であって、 戰 爭の國 は多數 である、 而 して 最も 强く 戰爭の 必要 を唱 へて 居る 國は 所謂 基督 敎 W であ 

る 0 

「平和論者 は嘉 すべ きも 暗愚 蒙 味の 徒な りと 信す」 と、 若し 大統領 ゥ ィルソ ンの此 言 を 同じく 米阈 

の 大政 治 家に して 大 平和論者 なりし チヤ ー ル ス • サム ナ ー が 聞いたならば 何ん と 言 ふで あらう 乎、 彼 

は猛 りし 獅子の 如くに 其 大雄辯 を 揮って 言 ふで あらう， 「暗愚な り 蒙昧な り 我が 問 ふ 所に 非す、 我 は 


神の 言に 據り 我が 良心の 命す る 所に 從 つて 立たん、 我 は 信す 戰爭に 由て 事を爲 さんと 欲する 國は 卑し 

き國 なり」 と、 若し 义 同じ 米 國のク H 1 力 ー 詩人 ホヰッ チヤ ー が 大統領 ウィル ソ ンの此 言 を 聞し なら 

ば 如何？ 彼 は 新たに 「イカ ボ ー ヂ」 の 歌 を 作りて 之 を 大統領に 送りて 已が辯 護の 辭と なすで あらう、 

「イカ ボ ー. デ」、 r 榮光 イスラ ヱルを 去れり」 の 意で ある、 榮光 北米 合 衆國を 去れり と稱 すべき か、 平 

和國の 大統領 平和論者 を 嘲け り、 戰举の 利益 を唱 へて 「榮光 米國を 去れり」 である (撒 母 耳 前書 四 章 

一 一十 一 節 を 見よ)。 

米國 大統領の 言 は 重く ある、 然れ ども 聖書の 言 は 更に 重く ある， 而 して 戰爭と 平和の 事に 關 して 聖 

書 は米國 大統領の 正 反對を 語る ので ある、 大統領が 「平和論者 は 暗愚 蒙 味の 徒な り」 と 言 ふに 對 して 

§ ギ： 書 は 「平和 を 求む る 者 は 幅な り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也」 と 言 ふ- 大統領が r 眞の平 

和 は 戰爭の 勝利に よりて 初めて 招來 する を 得べ し」 と 首 ふに 對 して 聖書 は 「人の 怒 は 神の 義を行 はす」 

♦ 』 *  - 1 . つ .0^?  .  t  <3 厶  <厶<1 厶厶厶 厶厶厶 △△△ 厶 厶厶厶 <" 

と 首 ひ 叉 「凡て 劍を とる 者は资 にて 亡ぶべし」 と 一 百 ふ、 余輩の 解し 得ざる こと は S 督敎的 文明の 精 

-乂ー  *I<l、3r  △△<"-<: 厶  <"<:<1<3厶<1 厶 厶." △ 厶厶厶 Altl< "厶 △△<;△△ 厶<1<"<3<!<"<" 厶厶 <" 

華を享 けたり と稱 する 米國 の主權 者が 斯 くも 聖書と 相反す る 首を發 して 全國 2^ の 拍手喝采 を受 くる 事 

である ^し 乍ら 其 事 其れ 自身が 今や 眞暗黑 が 全世界 を 覆 ひつ k ある 何よりも 好き 證據 である。 

然し 乍ら 神の 言 は 誤らない ので ある、 彼が 預 言 者 を 以て 語り 給 ひし 言 はき 時 か事實 となりて 現 はる 

るので ある (以赛 亞書ニ 章 11 五節 を 見よ)、 而 して 彼が 叉 天使 をして 彼の 聖 子の 降誕 を吿 げしめ 給 

ひし 言 も 亦事實 となりて 現 はる、 時が 來 るので ある、 地に は 全般的 平和が 臨みて 天に は榮 光が 輝く の 

である、 天使 は 玆に單 に 希望 を 述べた ので はない、 神に 由り て 預言した ので ある、 而 して 其 預言 はキ 

リストの 地上の 御 生涯に 由て 半ば 充 たされ、 叉 彼の 再臨の 御 約束 の實 行に 由て 全然 充 たさる、 の で あ 
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る、 完全き 平和が 水の 大洋 を 覆 ふが 如く 全地 を 覆 ふの 時が 來 るので ある、 「平和の 君」 は事實 的に 平 

和の 君で あり 給 ふので ある、 「我れ 速に 臨らん」 と 彼れ 言 ひ 給 ひたれば 完全き 平和 も 亦 人が 思 ふより 

も 速に 來 るので ある、 「復た 死 あらす、 哀み、 哭き 痛み 有る ことなし」 と 云 ふ狀は 平和の 君の 再臨と 

共に 地上に 實 現せら る、 ので ある、 其 時 彼れ 公平 を 以て 萬 民を鞫 き、 地 は聖誕 節の 夕の 如き 全き 靜謐 

に歸 るので ある。 

故に 我等 は 驚くべき ではない、 縱ひ地 移り 海鳴り 山 は 動く とも、 神の 約束 は S く 立て 動かす、 平和 

を涵 家より 望み 政治家より 求む るが 故に 我等 は 失望す るので ある、 余輩 も 亦 一 時 は 世界の 平和 は米國 

の 平和的 行動に 由て 来る 者と 思 ひ、 其 希望の 充 たされざる を 見て 失 した、 然し 乍ら 失望 は 希望の 先 

驅 であった、 今や 基督 者と して 平和 を國と 人と より 望ます して 神より む * 而 して 神の 約束 は 立て 動 

00-00000000000  C0000O0OO00000OOOO0  000  0  C 

かすで ある。 聖誕節 は W 臨の 第一歩で ある、 旣に 降り 給 ひし 主 は 再び 臨み 給 ふので ある、 而 して 彼が 

0O0O0OO0OOOO000OOOO0O00OOO0OOOO0OO 

預ー 一目 者と 天使と を 以て 吿げ給 ひし 言 を 完全に 残る 所な く實 行し 耠 ふので ある。 

むすめ 

犬に 喜べよ シ オンの 女よ、 

呼 はれよ エルサレム の 女よ、 

視ょ汝 の 王汝に 臨る。 

彼は義 くして 救 扬を賜 はり、 

柔和に して 驢馬に 乘り給 ふ、 

牝 驢馬の 子なる 駒に 乘り給 ふ。 

我れ エフ ライムより 兵車 を 結たん、 


エルサレム より 軍馬 を絕 たん、 

戰爭の 弓 も亦斷 たるべし。 

彼れ 國々 の 民に 平和 を宣 べん、  - 

其 政治 は 海より 海に 及ばん、 

河より 地の 極にまで 及ばん。 

と ある (撒 加 利 亞書九 章 九、 十 節)、 此預霄 も 亦 其 前半 は 旣に充 たされた、 其 後半 も亦充 たさるべく 

ある、 「神の 刺 命 は旣に 降れ"、 是を 毀つ の k 威 あるな し」、 我等 は戰爭 最中に 四 囘聖誕 節を迎 へて 

玆に 平和 到來の 希望 を 新たに する。 


平和の 告知 

路加 傳 第二 章 十四 節の 研究 

十二月 サ 三日 聖書 講堂に 於て 

クリスマス  むら  ひろが へ 

本年の 聖誕 節に 就き 顯 著なる 一 事が ある、 べッレ ヘム の邑の 上に 絶えて 見 ざり し 十字架の 旗の 翻る 

事是れ である、 こ は キリスト 生誕 以來 嘗て 唯一度 ありし のみの 事であった、 彼の 生誕 當時 パレスチナ 

の 地 は 旣に羅 馬 帝國の 配下に あり、 後つ ^ いて 囘敎 徒の 手に 移り 爾来 久しく 聖地 は異敎 信者の 蹂躪に 

委せられた、 千 〇 九十 一 年 十字軍の 結果 一 度び 基督 敎 徒の 手中に 恢復 せられて 前後 百年 餘り 維持 せら 

大正 六 年  £ 五一 


講 演  四 五 二 

れ たる も. 冉 び土环 古人の 奪 ふ 所と なりて 遂に 今日に 及んだ ので ある、 然るに 今年 今月 十 一 日 聖地 は久 

き t 

しぶりに 基督 敎 政府の 下に 歸屬し エルサレム 又はべ ッレ へ ムに 於て 其 家隊の 保護の 下に 聖誕 節が 守ら 

る、 に 至った， 是れ實 に 著る しき 事實 である、 パレスチナの 地が 再び 神の 選民に 復歸 せん 事 は聖， 書の 

明白に 預言す る 所で ある、 而 して 其 事の 實現は キリストの 再臨と 密接なる 關係を 有する ので ある、 是 

れ 所謂 時の 休徵 である、 神 は 堅く 其 約束 を 守り^の 變 遷に拘 はらす 之を實 行し 給 ふ、 神 は旣に TO: 干 年 

の 間 猶太 人 をして 此 世に 存續 せしめ 給うた、 而 して 今や 亦 其 地 を囘復 せしめん とし 給 ふので ある、 世 

界に 撒布せ る 千 一 一 百 萬の イスラ H ル 民族が 再び 父祖の 國に歸 るの 日 も 決して 遠く はないで あらう、 が 

くて 神の アブ ラ ハ ム に 約束し 給 ひし 所 は 悉く 實 現す るので ある、 而 して 後に 主ィ H ス キリス トは 再び 

臨み 給 ふので ある。 

ィ ェ ス の 生誕 は 之 を 地上の 出来事と して 見て 極めて 微小なる ものであった、 布に て 包まれし 一 嬰兒 

の槽の 中に 臥させられた に過ぎない、 併し乍ら 之 を 天上より 見て 嘗て 宇宙に ありし 最大の 出来事で あ 

つた、 此時 實に莴 民の 救 主が 生れた ので ある、 是 故に 天使 は 牧羊者に 臨んで 犬なる 喜びの 音信 を傳へ 

衆多の 天軍 は 現 はれて 天使と 共に 神 を 讚美して 曰うた、 

い iii かき i  二ろ  め.， ぐみ  • 

天 上 に は 榮光祌 にあれ、 地に は 平安、 人に は恩澤 あれ、 

と、 {是 に 救 主の 生誕に 適當 なる 讚美の 歌で ある、 天に は榮 光、 地に は 平安、 人に は 恩澤、 何の 詩 か 之 

よりも 美 はしき ものが あらう。 

然り語 は 極めて 美 はしく ある、 併し乍ら 事實は 如何、 事實は 果して 此 詩の 如く あるで あらう 乎、 天 

上の 事 は 暫く 措き 地に は 果して 平安が ある 乎、 否此美 はしき 讚美歌の 歌 はれし より 以來 未だ 嘗て 其 語 


の 實現を 見た 事がない ので ある、 ィ H スの 生誕 と共にへ 口、. テの 迫害 は 始まり 二 歳 以下の 嬰兒は 悉く？ 忟 

されて 家々 より 悲痛なる 叫びの 聲が擧 つた、 ィ H ス はョセ フと マリアに 伴 はれ 飄然 埃 及の 地に 逃れた、 

爾來 人の子 は 枕す るに 處 なく 而 して 其 最後 は 十字架で あつ た、 之に 尋ぎ しも の は 使徒 等の 受けし 迫害 

であった、 實にィ H ス 自ら 「我が 來 りし は 地に 平和 を 出さん が爲に 非す、 刃 を 出さん が爲 なり」 と宣 

ベ 給うた ので ある、 而 して 彼の 宜ー 百の 通りに ィ H スの 在る 處必す 分裂 は 之に 伴うた ので ある、 人の 胸 

中に 於て 然り、 家庭に 於て 然り、 國 家に 於て 然り、 而 して 紀元の 第 干 九 百 十七 年なる 今年の 一 誕節ほ 

ど 地に 平安の 缺如 せる 時 はない ので ある、 今や 全歐 全米 全 亞細亞 が 戰爭狀 態に 於て ある、 殊に 其 基督 

敎國 がさう である、 我等に 對 して 幾多の 宜敎師 を 派遣せ る 米國の 如きに 至る 迄國 を擧げ て戰爭 熱に 心 

醉 して 居る ので ある、 近頃 米國の 友人より 余の 手許に 屈き し 書翰の 如き は 官憲に 由て 開封せられ 检閱 

濟の 捺印 を 施して あった、 かの 自由と 平和と を 愛する 米國 にして 個人の 信書に 小刀 を 入れざる ベから 

ざるに 至る と は實に 驚くべき 事で ある、 是れ 正に 北米 合 衆國建 國以來 未曾有の 珍事で ある、 义 先般 米 

バンフ レゥト  ゴづ. ：>ゥ オア. I 

國の 或る 敎會に 於て 配布した る 一 小冊子 を 見る に 曰く 「此 戰爭は 神の 戰爭 である、 昔は祌 自ら 奇跡 を 

以て 惡を 懲！？ したる も 今や 之 を 爲し給 はす、 神 は 嘗て 紅海に パ a の 軍勢 を 沈め 給 ひし 如く 八.' や 北海に 

カイゼルの 軍隊 を 葬り 給 はない、 今や 正義の 武器 は 信仰に 非す して 大砲で ある」 と、 然り 今の 世に 貴 

ばる & もの は 大口 徑の 巨砲で ある、 ダイナマイト である、 潜航艇で ある、 平和と は 敬虔なる さ 想に 過 

ぎない、 戰爭 なくして 何の 進歩 ぞ、 何の 幸福 ぞ- 一一 ー チェ は 曰うた 「或 人 E へり 平和 を 好む 者 は 幅 な 

り、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ なりと、 然れ ども 我 曰 はん 戰爭を 好む 者 は 幅な り、 其 人 はォ— 

ヂン (軍神) の 子と 稱 へらる ベければ なり」 と、 ベ ルン ハ ー、、 テ ー も 亦 曰うた 「此 I に 於て 最大の 善事 
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を爲 したる もの は 愛に 非す して 戰爭 なり」 と、 此 時に 當り 地の 平和 を 謳 ふ 者 は 誰ぞ、 そ は 空想と して 

は 好し、 媒樂 として は 可な り、 然れ ども 實際社 會に對 して は 平和の 餘は 何等の 權威を も 値しない ので 

ある。 

人に は恩澤 あれ (又は 人の 中には 好意 あれ〕 とい ふ 乎、 是れ亦 眞實に 非す、 今日 凡ての 人の 上に 神 

の恩澤 ありと 考 ふる 能 はす、 人相 互の 間の 好意の 缺乏は 勿論で ある、 却て 其反對 が事實 である、 見よ 

英米人の 獨 逸人 を 惡み獨 逸人の 英米人 を 咒ふ其 心の 激烈 さ を、 彼等 は 基督 敎は 愛な りと 敎 へながら 自 

ら惡 魔の 心 を 抱く 者で ある、 詩人 ダンテ 其 神曲 地獄 篇中惡 魔 を 描いて 深刻 を 極む、 卽ち惡 魔は筢 えす 

六 個の 顎 を 動かして イス カリオ テの ュダ、 カシアス、 ブル ー タス 等 叛逆 者 を 嚼み又 常に 六 葉の 翼 を 

翻 して 冷 風 を 爆り 之 を 世界に 遂 りつ \ ある、 而 して 此 風の 吹き 到る や 人々 皆 互に 相惡 むので あると、 

詩人の 歌 ふが 如く 憎 惡の念 は 實に惡 魔の 吹き込む 所の 精神で ある、 而 して 今や 全世界が 此 精神 を 以て 

充 されて 居る ので ある。 

されば 「地に は 平和、 人の 中には 好意 あれ」 と 言 ひて 全く 事實に 適合し ない、 否 世界の 過去 及び 殊 

に 其 現狀は 却て 之が 反 對を證 明す るので ある、 ，「 地に は 戰爭、 人の 中には 惡意 あれ」 である、 而 して 

赏に 天軍の 此の 讚美歌 を 以上の 如く 譯 する は正譯 ではない ので ある、 是を 原語に て讀 みて 明白なる 他 

の 譯を附 する 事が 出来る、 曰く 

天 上 に は榮光 神に あれ、 

地に は 平和 惠 まれた る 人の 中に あれ 

と、 卽ち 知る 天軍の 歌 ひし 題目 は 天地人の 三に 非す して 天地の 二なる 事 を、 叉 平和 は 萬 人に 在る に 非 


すして 惠 まれた る 人に のみ 在る 事 を。 

然 らば 所謂 「惠 まれた る 人」 と は 誰で ある 乎、 兹に 「恩澤 あれ」 と譯 された る 原語 は 或は 馬可傳 一 

章 十一 節に r 汝は 我が 愛子 我が 悅ぶ 所の 者な り」 と譯 せられ、 或は 馬 太 傳三章 十七 節に 「此は 我心に 

適 ふ 我が 愛子な り」 と譯 せられた ると 同 語であって 神の 聖旨に 適 ふの 意で ある、 祌の滿 足し 給 ふの 意 

である、 故に 天軍の 讚歌 は 之 を 言 ひ換 へて 「天に は 榮光祌 にあれ、 地に は 平和 神の 悅ぴ給 ふ 人の 中に 

あれ」 と， 謳 ふ 事が 出來 る、 而 して 神の 悅び給 ふ 者 は 其 獨子ィ H スキ リストで ある、 又 凡て キリストに 

於て 在る 者、 キリストの 性 を 受けた る 者で ある。 

而 して 斯く讀 みて 此歌は 全然 事實に 符合す るので ある、 平和 は 地に あるな し、 然れ ども キリストの 

靈を 宿す 者の 衷に 於て 在る、 是れ 何よりも 確實 なる 事實 である、 世界 は 悉く 戰亂の 中に 苦む と 雖も獨 

り キリストに 由て 結ばれた る 兄弟の 間に は藹々 たる 眞 個の 平和が 存す るので ある、 趣味の 友 叉 は 利害 

の 友の 間の 平和 は 破れる であらう、 然れ ども 神の 悅び給 ふ 所の 信仰の 友の 間に 平和 は 永遠に 動かない 

ので ある、 人種の 如何 を 問 はす 年齢の 如何 を 間 はす 職業の 如何 を 問 はない、 今や 歐洲の 天地に 國は國 

と戰 ふと 雖も兩 軍の 兵士 中 陣中 相 見えて 堅く 手 を 握り 「吾が 兄弟よ」 と 言 ひて 共に 聖誕節 を 祝し 得る 

幾多の 基督 者が あるので ある- キリ ス トを迎 へす して 如何に 努力す る も 永久の 平和 を 獲得す るの 途ぁ 

るな し、 之に 反して 唯 彼 を だに 迎 へん 乎、 眞の 平和 は從て 臨み 來 るので ある。 

然り 平和 は惠 まれた る 人の 中に ある、 平和 は 基督 者の 心靈に 於て 在る、 然しながら 唯 其れの みに 止 

まる 乎、 天軍の 讚歌の 意味す る 所 は獨り 現在の 事實に 止まる 乎、 否、 平和 は 現に 基督 者の 心中に 於て 

在り、 而 して 叉 後に は 全世界に 於て 在る ので ある、 r 視ょ汝 の 王 汝に來 る、 彼 は 正義し くして 救扬を 
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賜 はり 柔和に して 驢馬に 乘る， …… 我れ H フ ライムより 軍車 を絕ち H ルサレ ム より 軍馬 を 絶たん、 戰 

爭の 弓も絕 たるべし、 彼れ 國々 の 民に 平和 を 論さん、 其 政治 は 海より 海に 及び 河より 地の 極に 及ぶ ベ 

し」 (撒 加 利 亞書九 章 九、 十 節)、 キリスト 再び 来り 給 ふ 時 平和 は 水の 大洋 を蔽 ふが 如くに 全地 を蔽 

0000O00O000000000O00O000000O000O0000 

ふに 至る ので ある、 今 は 少數 信者 の 心靈的 事實た るに 過ぎざる 平和が 其 時 全世界の 歷 史的 事實と し て 

實 現す るに 至る ので ある、 而 して 基督 者の 最後の 希望 は 一に 繁 つて 此 點に存 する ので ある、 キリスト 

に關 する 神の 預言 は旣に 悉く 充 された るに 非す、 否 其 最も 重大なる ものが 尙ほ充 されす して 存っ て 居 

るので ある、 基督 者 は 今 尙ほ充 されざる 大希 JiW の 中に 在る ので ある、 而も 此希 SH1 は 渐く充 されつ、 あ 

るので ある、 H ルサ レムの 囘復、 猶太 人の 歸國等 は 皆 其前徵 である、 かくて 終に 平和の 主 自ら 平和 を 

此 地に 麓し 給 ふので ある、 平和 は 人間の 努力に 由て 來 るに 部す、 主ィ H ス キリスト 之を齎 し 給 ふ， 我 

等 は 唯 信じて 之 を 待つべき である。 

是 故に 人よ、 徒らに 此 f の 風 聲に心 動かさる、 事 勿れ、 露獨 講和 委員の 會商何 か あらん、 元帥 ヒン 

デンプ ルグの 戰略何 か あらん、 首相 ロイド ジョ ー ジの演 說何か あらん、 大統領 ウィルソンの 敎書 3： か 

△  <1<1,::<3<!*1<1 厶厶厶  <： 厶厶厶 厶厶厶 

あらん、 平和 は 彼等の 努力に 由て は 決して 來ら ない ので ある、 眞の 平和 は主ィ H ス キリス トの 掌中に 

そんそせ つ しょう 

在る ので ある、 政治家 は 恣に樽 殂接衝 を 力めよ、 新聞紙 は 好む が 儘に 時局の 觀察を 報ぜよ、 然れ ども 

我等 基督 者 は 之に 關 しないの である、 我等 は 千 九 百年の 昔べ ッレ ヘム の 签に現 はれし 天 の 歌に 神の 

聖旨 を 探る ので ある、 而 して 眼 を 擧げて 来るべき 榮 光の 主 を 待ち望む ので ある、 彼 來り給 ふ 時 新 天 新 

地 は 建設 せられて 眞の 平和 は 海より 海に 及び 河より 地の 極にまで 及ぶ ので ある。 

平和、 平和、 世界の 平和、 是れ 夢で はない、 事實 である、 而も 軍隊と 外交と に 由て 來る もので はな 


い、 神の 子の 再顯に 由て 來る 者で ある、 我等 は 忍んで 其 時 を俟っ 者で ある、 マラン ァ ー サ、 主よ 臨」 

給へ！ (藤 井武 筆記) 
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望の 理由 

i  のちみ swi よし  にう わ おそれ 

汝 等の 衷 にある 望の 緣由を 問 ふ 人に は 柔和と 畏懼 を 以て 答を爲 さん 事 を 该に備 へよ (彼 得 前書 三 

章 十五 節) 

よみ^へ  V- ち 

〇 「望」 と は 特別の Sill である、 ィ H ス キリ ストの 庭り 給 ひし 事に 由り て 信者の 心の 衷に 起り し 「活け 

を，  くち けが  し ； t ふ 

る である ( 一 章 三 節)、 卽ち 「我らの 爲に 天に 藏め ある 朽す 汚れす 衰 へざる 嗣業」 を 賜 はるとの 

を は り  すく ひ 

である (K 節)、 「末の 時に 顯 はれん とする 救 を 得る」 の 望で ある (五節)、 r 汝等ィ H スキ リス 

トの顯 はれ 給 はん 時に 稱 讚と 尊貴と 榮光を 得る に 至らん」 と ある 其の 望で ある、 卽ち キリスト 再臨の 

望で ある、 萬 物の 復興、 身體の 救の び H である、 新約聖書が 直接 間接に 四百 八十 餘囘も 繰返して 宣 ると 

云 ふ 基督 信者 獨特 の ai! である。 

ろ し 

〇 「緣 由」 と は 希臘語 の log.cs 英語 の reason で あって 今日の 邦語 を 以て 言 へば 「理由」 で あ る 、 

こと & 

事の 實驗的 又は 知識 的說 明で ある、 迷信 又は 敎權的 信仰に 對 して 用 ゐる詞 である、 故に 「望の 緣由」 

と 云へば 望の 由て 起り し 理由、 之 を 心に 懷く 理由、 其實 驗的說 明、 科學的 又は 哲學的 辨證等 を 云 ふの 

である- 卽ち 基督 信者 は 彼等 獨特の 望 を 抱く に 適當の 理由な くして 之を懷 くに 非ざる こと を 示す ので 


ある、 我等の 主ィ H ス キリストの 顯 はれ 給 ふ 事 は 巧なる 奇 談 ではない ので ある (後書 一章 十六 節)、 

之に は 深き 理由が あるので ある、 第一 に 聖書 之 を 明示し、 第二に 我靈 之に 應 答し、 第三に 天然 之に 贊 

同し、 第 SI に歷史 之を說 明す るので ある、 祌 の眞理 である 以上 は 局部 的 眞理に 非す して 全般的 眞现で 

あるべき 害で ある。 

〇 「望の 理由 を 問 ふ 人に は 答を爲 すの 準備 をせ よ」 と 云 ふ、 誠に 適當 なる 勸吿 である、 然れ ども 其 事 

たる 容易の 事で ない、 學 問の 幼穉 なりし 使徒 時代に 於て 容易でなかった、 況んゃ 今日に 4、 て を やで あ 

る、 余輩 は 勿論 信仰 は 智識に 由る と は 首 はない、 信仰 は 意の 事であって 智の 事で はない、 故に 知識 的 

に證 明せられ て 起る 者で はない、 「人の 衷 には靈 魂の ある あり、 全能者の 靈氣 之に 解 悟を與 ふ」 と あ 

りて 信仰 は 人の 靈が祌 の靈に 觸れて 起る 者で ある (約 百 記 卅ニ章 八 節)、 然れ ども 神に 由り て 起る 者 

たるが 故に 合理的 ならざる を 得ない、 「夫れ 神 は 滑亂の 神に 非す 調和の 神な り」 と ある (哥林 多 前書 

十四 章 三十 三 節) 彼が 信者に 賜 ふ 活ける 望に 宇宙人 生と 全然 調和す る 所が ある 害で ある。 

〇 信者に 犬なる 希望が ある、 其 希望 は 信者に 限る 希望に 非す して 宇宙の 希望で ある、 又 人類の 希望で 

ある、 信者の 希望 は 宇宙人 類の 希望に 他なら ない ので ある、 故に 信者 は 其の 衷 にある 希 を 問 ふ 人に 

は 柔和と 畏懼 (敬虔) と を 以て 答 ふること が出來 るので ある、 而 して 斯く爲 す は 彼の 信仰 を 維持す る 

が爲 にの み 必要で あるので はない、 他に 信仰 を勸め 希望 を 供 ふる 爲に 必要で ある、 信者 は 學究を 怠つ 

て はならない、 彼が 祌の 子で ある 以上、 宇宙 萬 物、 彼に 關係 のない 者 は 一 もない 害で ある、 彼 は 聖書 

に 依る は 勿 41 すべての 學 術に 達して 彼の 衷 にある 望 を 保ち、 益々 之 をして 鮮明なら しむべき である、 

望の 宜傳は 勿論 必要で ある、 然れ ども 其れと 同時に、 又 其れに 先 だち て 希望の 理由の 研究 は 更に 必 

大正 七 年  四 五 九 


m  m  四 六 〇 

要で ある、 我らの 希？ 1HI をして 理由 ある 希び HI たらしめ よ、 科學を 以てし、 哲學を 以てし、 歷史を 以てし 

て 辯 明し 得る 希^たら しめよ、 希 §ェ は 熟し 易し、 熱して 狂し 易し、 故に 冷靜 なる 研究 を 要す、 而 して 

敬虔 ある 聖書 の 研究者 はす ベて 知る ので ある、 信者の 心に 懷く希 の 最も 嚴密 なる 研究に 堪 ふる 希望 

なること を、 信者 は 誠に キリス トの顯 はれ 給 ふこと を 信じて 巧に 仕組まれ たる 奇怪なる 說を 信じた の 

ではない、 「夫れ 受造 物の 切なる 望 は 神の 諸子の 顯 はれん 事 を俟る 也」 と ありて 是れ萬 物の 叫びの 聲 

なること を 知る ので ある (& マ 書 八 章 十九 節)、 叉 「喧 我れ 困苦る 人なる 哉、 此 死の." 體 より 我 を 救 は 

ん者 は何ぞ や、 是れ 我らの 主ィ H スキ リストな るが 故に 神に 感謝す」 と ありて 是れ 又す ベて" 困苦る 良 

心の 聲 なること を 知る ので ある (同 七 章廿四 節)、 天然 學と 心理 學、 文學と 歷史、 其 究極 は 終に 玆に 

到らざる を 得ない の である、 キリ ス ト" 冉來は 聖書の 中心的 眞理 である、 故に 又 宇宙の 中心的 眞现 であ 

る、 我ら 其の 深き 研究 を 怠りて 可な らん や。 (二月 二十 H 柏木 今 井 館に 於け る キリストの 再臨 を 信ずる 信者 

三十 餘 名の 會 合の 席上に 於て 述べた 所〕 

を はり 

末の 日 を 待て 

一 年間に 二 女 一 男 を 失 ひし 或る 不幸なる 寡婦 を 慰めん とて 葬式 C 席上に て 訝りし 所 

余 は 今 口 迄 多くの 葬式 を 司った、 然れ ども 未だ 嘗て 今囘 程の 難問題 を 提供 せられた 事はなかった、 

過去 一 年間に 一 一女 を 失 ひ 今 又 嗣子た る 唯 一 の 男子 を 召さる、 是れ 世に 絶無の 事と は 云 ふべ からざる も 


而も 神に 信賴 せる 者に 取て 犬なる 疑問 を 促さ、 V る を 得ない、 主ィ H スは 嘗て ナイ ンの 町の 門外に 寡；^ 

の獨 子の 葬式に 遇 ひ 深き 憐偶を 感じて 手づ から 柩に 觸れ 「少き 者よ 我汝 にい ふ 起きよ」 と 首 ひ 給 ひし 

かば 死者 起きて 言 ひ 始めぬ、 是に 於て ィ H ス彼を 其 母に 渡し 給うた とい ふ (路加 俾七 章)、 果して 然 

らば 彼 は 今日 何故 同じ 寡 ；® の 唯一 の 男子 を 同じ やうに 起して 之 を 其 母に 渡し 給 はない ので ある 乎、 玆 

に 解くべからざる 疑問が ある、 災難 は 不信者に も 臨み 信者に も 臨む * 祌 に信賴 する が 故に 之 を 免る \ 

事が 出来ない、 祌は 信者の 熱き 禱を 聞き流し 其 愛する 獨子を も 見殺しに 爲し給 ふので ある 乎、 神 は 人 

が惡魔 の 手に 飜弄 せらる、 時 冷眼 以 て 之 を 看過し 給 ふ の で あ る 乎、 抑 も 神な る 者 は 全然 存在し ない の 

では あるまい 乎。 

誠に か \ る 稀 有の 苦難に 遭遇して 人 は 無神論に 傾かざる を 得ない、 ^し.； t- ら此大 なる 疑問に 對 して 

イエス キリス ト 自ら 答を與 へ 給 ふので ある 曰く 

凡て 父の 我に 與 へし 者 を 我れ 一 を も 失 はす、 末の 日に 之 を 0 す は 卽ち我 を 遣 はし、 父の 意な り 

(約 翰傳 六の 卅 九)。 

凡そ 子 を 見て 之 を 信す る 者 は 永生 を 得、 我 亦 之 を 末の 日に 甦すべし (同 四 〇)。 

我に 来りし 人 は 末の 日に 我 之 を 甦すべし (同 ragly 

我が 肉 を 食 ひ 我 血 を 飲む 者 は 永生 あり、 我れ 末の 日に 之 を 甦すべし (同 五 

卽ち キリスト は 言 ひ 給 ふので ある、 「暫く 惡魔 をして 思 ふが 俊に 其 暴威 を 振 はしめ よ、 死 をして 愛す 

る 者 を携へ 去らし めよ、 然れ ども 汝 等の 祈 禱は聽 かれざる に 非す、 神の 力 は 失敗に 歸す るに 非す- 待 

て、 末の 日 迄 待て、 其 日に は 我れ 我 を 信す る 者 を 悉く 復活せ しめて 之を汝 等の 手に 渡すべし、 最後の 
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成功 は 我に 在り」 と、 然り萬 物 を 己に 服 はしむ るの 力 を 有する 主ィ H ス キリストが 斯く 約束し 給 ふの 

である、 彼に は 之 を 約束す るの 特權が ある、 此 信じ 難き 約束 も 彼の 口より 出で たるが 故に 空 首に は 非 

すして 動かすべからざる 眞理 たる 事 を 我等 は 信す るので ある。 嘗て 或る 露 國の將 軍が 土 耳 古兵と 戰ぅ 

た 時の 事であった、 敵軍 を 全滅せ しむる の 計略 を 設けて 之に 向った けれども 部下の 愛すべき 幾 十 人の 

士卒 は續々 敵彈に 曝されて 幾れ た、 此狀況 を 見て 憂虞の 餘り將 軍の 處置を 詰る 者が あった、 將軍 答へ 

て 曰く 「待て」 と、 而 して 敵軍の 或る 處迄攻 来る や ー齊に 砲列 を 放ちて 遂に 豫定の 通り 之 を 全滅せ し 

めた とい ふ、 キリストの 行動 も 亦 之に 類す るので ある、 彼れ 來 りしより 千 九 百年、 此間旣 に 幾千 萬の 

人が 信仰 を 以て 斃れ た、 幾多の 人が 彼の 處置を 詰った、 併し乍ら 彼 は 尙ほ曰 ひ 給 ふので ある 「待て、 

最後に 我れ W び 降りて 一 令の 下に 彼等 を 復活せ しめん、 汝 等の 筌は其 時 悉く 充 さる.^ ので ある」 と。 

寡婦の 祈 は 必す聽 かる、 其淚は 悉く 拭 はる、 ィ H ス キリスト は 立派に 勝利 を 收め給 ふので ある、 併 

し 乍ら 今日 直にで はない、 時 到りて ある、 時 到らば 彼 は 信者に 朽ちざる 榮 光の 體を與 へ 其 望 を 悉く 

充 たし 給 ふ、 ナインの 寡婦の 實例 は此眞 理を敎 へんが 爲め 特に 目前に 於て 之を實 現し 給うた に 過ぎな 

い、 愛する 者 今 直に 渡さる、 に 非す、 然れ ども 後必す 返し 與 へらる、 犬なる 恩惠は 未来に 於て ある、 

我等 は 唯 其 約束 を 信じて 待つ ので ある、 「それ 信仰 は §nl む 所 を 疑 はす 未だ 見ざる 所 を憑據 とする もの 

也」 (希 伯 来書 十 一の 一)、 神の 我等に 與へ給 ふ 恩 惠は旣 に 悉く 降れり と 思 ふは大 なる 誤で ある、 末 

の 日に 最も 犬なる 恩 惠が與 へらる 、ので ある。 而 して 此 約束 あれば こそ 如何なる 災難に遭 遇すと 雖も 

之に 打ち勝つ 事が 出來 るので ある、 人生の 意義 は 之より 外に はない ので ある。 

此大 なる 約束 を 受けて 尙且之 を sli.: ます 却て 小なる 肉體の 健康 や 商 買の 繁昌 を 求む る 者が あるべき で 


あらう 乎、 彼と 此とは 其 大小 到底 比ぶべく もない、 若し 末の 日に 復活と 永生と を與 へらる、 ならば 比 

*t.^  いな 

世に 於け る 愛子の 死 や 事業の 失敗の 如き は 之 を 忍び 得て 餘 あるので ある、 否. かの 大 なる 恩 惠に 與ら 

んが爲 に は 自然の 情に 逆 ふ 災難の 多き を蔽 はす、 如何なる 不幸 も 来らば 來れ、 我等 は 「待. て」 と 一一 H ひ 

給 ふ キリス トの 約束 を^ じ 末の 口の 復活と 永生と を 望んで 自ら 慰む るので ある- 今や 幾多の 不義と 無 

慈悲と は 世界 を蔽 ふと 雖も 信者 は キリストの 約束 を 抱きて 凡ての 懷 疑に 打 勝ちつ k あるので ある。 

身 寡婦に して 一年 以內に 二 女 一 男 を 失 ふ、 實に堪 ふべ からざる の悲 みで ある、 如何にして 之 を 慰む 

べき 乎、 末の 日に 我 之 を 甦 すべし との 福 昔 以下の もの を 以てして は 到底 之 を 慰む る 事が 出来ない、 

唯 彼れ w び 來り給 ふ時惡 魔の 凡ての 力 は 滅ぼされて 信者 は 限な き榮 光に 與 かり、 愛する 者 は 悉く 返し 

與 へらる、 其 日 を 待ち S 卞； むに 由ての み 今の 悲 みに 打 勝つ 事が 屮 I 來 るので ある。 


馬太傳 第一章 第一 節 

(七お 二十 八 日 柏木 聖書 講堂 に 於て〕 

聖書 は 第一 に歷史 である、 第二に 靈 的敎訓 である、 第三に 預言で ある、 預言と 歷史 と敎訓 と、 此の 

三 條の絲 を 以て；！ はれし 繩が 聖書で ある、 故に 聖書 を 解す るに は 常に 此 三の 事實に 注意し なければ な 

ら ない、 而 して 此事を 念頭に 置いて 聖書 を 讀む時 は 一 見して 無意義な るが 如くに 見 ゆる 文字の 中に も 

深き 意義 を 探る 事が 出來 るので ある。 
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新約聖書の 劈頭 第 一 馬 太傳第 一 章 第 一 節に 曰 ふ 「ァ ブラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ H ス キリ 

ス トの 系圖」 と、 而 して 玆に アブラハムより ィ H ス に 至る 迄の 歷 代の 系 圖が揭 げられ て ある， 是れ勿 

論系圖 なる が 故に 第一 に歷史 である、 ィ H スは 肉體に 由れば 斯 かる 祖先 を 以て 生れ 袷うた ので ある、 

而 して 彼 は 特に アブ ラハ ムの裔 であって 又 ダビデの 裔 であった、 換言すれば 彼 は 神の ァ ブラ ハ ムに向 

て 約束し 給 ひし r 汝の 子孫に 由り て 天下の； みな 福祉 を受 くべ し」 との 約束と ダビデに 向て 爲 されし 

「我れ 汝の 身より つる 汝の 種子 を汝の 後に 立てて 其國を 堅う せん」 との 約束と を 身に 體 して 生れ 出 

で 給うた ので ある。 

第二に 此の 系圖の 巾に 多くの 靈的 教訓が ある、 アブラハム イサク を 生み イサク ヤコ ブを 生み 以 

下數 多の 人名が 列記 せらる V も 何れもた 誰、 誰 を 生みと 言 ひて 其の 遂に ィ H スを產 出すべき 經路に 

當 り し 事實を 示す に過ぎないの である、 之 を 其备 個人 自身 に 就て 見れば みな 幾多の 波瀾 ある 長き 生涯 

たるに 相違な しと 雖も 神の 子 出現の 系圖 として 之 を 見れば 彼等 は 一 人の キリスト を 世に出 さんが 爲の 

畏 き 連鎖の 一環た るの 役 を 力む るに 過ぎない ので ある、 鼓に 於て か 人生の 短き を 知る と共に 又 一人の 

OOOOOO00000OOO0O0COOOOOOOOOOOOO0OOO 

偉人 を產 出せん が爲 めの 地位に 當る 事の 甚だ 貴き 使命なる を 思 はざる を 得ない- 叉 此系圖 中に 特記せ 

らる& 三人の 女性の 名 あり、 而も そ は 決して 名譽の 名で はない、 斯の 如く ィ H スが其 祖先の 中に 多く 

の 罪人の 名を算 へて 恥と し 給 は ざり し はやが て 彼が 我等 凡ての 罪 を 負うて 十字架に 上り 給 ひし 事實を 

暗示す る ものである。 

而 して 基督教の 重要なる 一 特徵は 實に此 二の 事實に 於て ある、 基督 敎は靈 的敎訓 であって 而も 之 を 

傅 ふる に 歷 史を以 てす る 者で ある- 歷史を 離れ ての 敎訓 ではない、 人 稍 も すれば 聖書に 缺點 ありと 稱 


して 之 を 新 文明に 適合すべき 道德的 敎訓に 改造 せん 事 を 企つ る 者が ある， かの 西洋の 所謂 倫理 協會の 

厶 <"<! 厶厶 <!△  厶厶  <1 △△■△△<"△△  △△△△△△△△ 厶 

事業の 如き は卽ち 之れ である、 然れ ども 單に眞 理を宜 ぶる と經 歷を以 て 之を宣 ぶる との 間に は 天地の 

差が ある、 世に 眞理を 語る 人少 きを 憂へ ない、 唯 之 を 自己の 確實 なる 經驗を 以て 傅 ふる 人の 僅少なる 

を悲 むので ある、 實驗を 以てする 福 昔の 宜傳 者、 是れ 方今の 最大 缺乏 である、 イエ スの 敎に大 なる 權 

ひそ 

威 ありて 人 を 動かす 事 深 かりし は 卽ち其 眞理の 背後に 潜みし 彼の 經歷の 極めて 貴 かりし が 故で ある、 

ユダヤ人 中往々 にして ィ H スの敎 に 新しき ものな し、 新約の 眞理は 悉く 舊約 中に 包含 せらる と 一 百 ふ 者 

ある も、 ナザレの ィ H ス其 人の 經歷に 至て は 何者 を 以て も 之に 代 ふる 事が 出来ない ので ある、 聖書 は 

歷史を 以て 緩り し眞理 の記錄 である、 此點に 於て 聖書 は 論語 叉 は プラト ー の 書 等と 根本的 に 其 性質 を 

異にする ので ある。 

. 併しながら 靈的 にして 歷 史的なる 聖 一書 は 更に また 預言で ある、 凡そ 事實の 過去と 現在と を 研究す る 

事 深ければ， 自 から 其 將來に 就て 示さる、 所が ある、 一 本の 松樹に 就て 其 成長の 沿革と 現在の 生命と を 

ぼく  ■ 

學ぶ者 は 同時に 其 將來の 發達を も 卜する 事が 出来る、 聖書 も亦然 り、 其屮に 過去の 歷史が ある、 現在 

の 教訓が ある、 而し てまた 將來 に關 する 預言 を も 含む ので ある。 

ィ ェ ス キリスト はァ ブラ ハ ム の裔 にして グ ビデの 裔 である、 祌のァ ブラ ハ ム に 向て 爲し給 ひし 約束 

と ダビデに 向て 爲し袷 ひし 約束と を 共に 身に 體 して 生れし 人の子で ある、 是れ歷 史上の 事 貰であって 

而 して 其 中に 極めて 贵き靈 的 敎訓が ある、 併し乍ら 聖書の 示す は 之 を 以て 盡 きない、 彼 は， ァ ブラ ハ 

ムの k なる が 故に 彼に 由て 天下の 萬 民 悉く 福祉 を受 くべき である、 然るに 事實は 如何、 彼に 由て 旣 

に 多くの 人 は 福祉 を 受けた、 然れ ども 未だ 彼に 由て 恩惠を 受けざる 人 は 更に 多數 である、 .§ ち 知る ァ 
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ブラ ハ ム の 約束 は 彼に 在て 其 一 部の 實現を 見た るに 過ぎざる 事 を、 若し 夫れ 彼が ダビデの 裔 にして 王 

として 國を 統治し 給 ふべ しとの 約束に 至て は 其の 未だ 全く 實現 せられざる 事餘 りに 明白で ある、 彼 は 

或は 人類の 理想で ある、 或は 多くの 人の 心靈の 支配者で ある、 併し乍ら ィ H ス キリスト は 未だ 決して 

此 世の 王で はない、 此 世の 王 は <lr 尙ほ 彼に 敵す る 者で ある、 此世は 今 尙ほ惡 魔の 支配の 下に 在る、 此 

世 は今尙 ほ暗黑 である 汚據 である、 此事實 は社會 の實 情に 疎き 宗敎家 敎育家 よ り も 寧ろ 實際 の 衝に當 

れる 政治家 實業 家の 熟知し 痛感す る 所で ある、 彼等 は 皆 曰 ふ、 今や 社會の 腐敗 は 其 根抵を 犯し 到底 人 

力の 能く 匿 救し 得る 所ではないと、 文明 は 進歩す ると 雖も世 は 革 まらない ので ある、 余 過日 北海道に 

旅行して 窒蘭を 過り 灣 頭の 光景 を 見て 感慨に 堪 へざる ものが あった、 往年 貧寒の 一 漁村に して アイヌ 

人が 帆立貝 を 採集す るの 場所たり し 地 今 は ー變 して 繁盛なる 市街と 化して 居る、 而 して 其の 玆に 至り 

し 原因 は此 地に E 砲 製造所の 取 設けられ たると 之に 必要なる 鐵 及び 石炭 運搬の 爲め鐵 道の 布設 せられ 

たると に 由る ので ある、 卽ち開 發は實 は 殺人 具 製造の 爲め である、 而 して 所謂 文明と は 多く 此 類に 外 

ならない， 今の 世 は 文明 を 誇る と雖も 依然として 惡 魔の 支配の 下に 在る、 神の 子 キリスト 自ら 王と し 

て 萬 民 を 統治し 給 ふ 事の 將來の 預言た る 事 は 言 はすして 明かで ある。 

故に 馬 太傳第 一 章 第 一 節に 於て 歷史 の事實 あり 靈的 敎訓 あり 之に 加 ふるに 神の 約束た る 預言が ある、 

「アブ ラ ハ ム の 子に して ダビデの 子なる ィ H ス キリスト」 と 言 ひて 其簡單 なる 言の 中に 神の 導き 給 ひ 

し 選民の 永き 歷史 を讀む 事が 出来る、 又 此の 歷史を 以て 傳 へらる & 多くの 深く して 貴き 敎訓を 味 ふ 事 

が屮 I 來る、 更に 後に 至て 神の 必す實 行し 給 ふべき 偉大なる 約束 を認 むる 事が 出來 るので ある、 斯 くし 

て此 短き j 節の 中に 新約聖書の 全部が 包含 せらる、 と 言 ひて 謬らない ので ある。 


聖書 は靈と 歷史と 預言との 三 條の絲 を 以て 絢 ひし 繩 である、 故に 其 一 を 取て 他 を 顧みざる 者 は必す 

偏狭に 陷るを 免れない、 聖書 を靈 的に のみ 解した る 者の 例はス H. 、テン ボル グ である、 彼の 如くに as- る 

時 は アブ ラハ ムは實 在の 人物に 非す して 人格化せられ たる 理想に 過ぎない、 舊 約の 歷史 は靈的 事實を 

譬喩と して 書きし 謎に 過ぎない、 併し乍ら 斯の 如くに 解して 聖書 は 人生 を 永久に 深く 感化す るの 書た 

ら ざるに 至る ので ある、 次に 聖書の 歷史の 一面の み を 探る 者 はかの 高等 批評家の 類で ある、 彼等 は聖 

書 を 以て 事實の 羅列に 過ぎす とし 徒らに 解-割の 刀 を 之に 加 へ て 聖書が 供 ふる X 布 と 信仰と を 逸する の 

みならす 遂に ィヱ ス 又は 使徒 等の 實在を さへ 疑 ふに 至る ので ある、 之に 反し 聖書の 預言の み を 高調す 

る 者 は 凡ての 思想 を 未来に 集中す るが 爲め 過去と 現在と を 忘れて 迷信に 陷り 易き 危險が ある、 キリス 

ト 再臨に 關 する 熱狂 的 一派の 如き は是れ である、 然れ ども 聖書 は 靈的敎 調の みで はない、 歷 史的 事實 

のみで はない、 預 首 的 希望 のみで はない、 三 者 鼎立 し且： j 脱 進して 初めて 動かすべからざる 眞现と 慰安 

と を 供す るので ある、 我等の 聖書 研究の 態度 は 常に 此 三方 面を備 へなければ ならない。 

本年 五月 下旬 東京に 於て 再臨に 關 する 第 一 期 運動の 終局に 近づきし 頃 米國費 府 に 於て 全く 同 一 の 

HE 的 を 有する 聖書の 預言 研究 大食が 開かれた、 此集會 は 日本に 於け るよりも 遙 に大規 校に し， て 來會者 

數萬 を算し 費』 时の 大昔 樂 堂に 滿ち 溢れた とい ふ、 併し乍ら 其 大部分 殊に 會の 牛耳 を 執りし 人々 は 主と 

して 米國の 長老 敎會 及び バ プチ ス ト敎 會に屬 しかの 預言 を 聖書 研究 上 唯 一 の 材料と なせる 第 七日 アド 

ベ ンチ スト 一 派の 如き は 之に 參與せ ざり しもの の 如く 見 ゆる、 長老 及び バ プチ スト 兩敎會 は元來 カル 

ビ ン 主義の 信仰 を 有し ィ， ェ スの祌 性と 聖書の 至上 權とを 確く 執れる 敎派 である、 從て 其れ 等の 人々 に 

由て 指導 せられし 此大會 は 毫も 熱狂 的の 趣を帶 ぶる 事な く 極めて 冷靜 なる 態度 を 以て 深き 露理の 研究 
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を爲 したとの 事で ある、 殊に 舆味 ある は 其 第二 日 目の 司會 者と して ドクトル • ハヮ I ド. r  を 戴 

きし 奪 ある、 ケ？博士は世界第ー の外科| して戰前は米國及び證の兩大學に講座を有し^ 

を.？^半して兩國に於て講義を授けたる人でぁる、  彼の 最後の 希望 は 一隻の 病院船 を 艤装して 世界中 を 

廻航し 自己の ナイフ を 以て 幾 萬の 病 者 を救療 せん 事に あると いふ、 艇だ にして 躯 ig- が， こリ、 メ 

て 問題の 性質 を 知るべき である。  l^ifi ふ 

我等 も 亦 聖書の 中に 歷史 と靈的 敎訓と 預言との 三者 を 探らん 事 を 欲する、 希望の みならす 實驗も 亦 

我等の 重ん づる 所で ある、 實驗 のみなら す 知識 も 亦 我等の 貴ぶ 所で ある、 三者 ュバ 一行して 神の 言 ま 初ら 

て 深き 意義 を發 揮す るので ある。 (藤 井武 筆記)  一 (！^ 


ヱ ルサレ ム大學 の 設置 

八お 四 日 柏木 聖書 講堂に て 

カイ n  ，來電" エルサレム の 近傍なる ス . パ ス 山に 此度 へ ブリュ I まの 礎石 橫 へられたり、 ff0 

秦 霧の 綱領 中の fi なる ものにして、 パレスタイン 英 露ー征軍 司令 I レン ビ， S. 其 他 佛國尹 

國の將 校 を 始め、 -B^-f 埃 及 5< 人 及び II の 代表者 之に 列し、 十二 種族 を. rg-T 

十二 個の ゴ 以て 定礎式 を 行 ひ、 ワイツマン 博士 其 第一 石を？ たり (5 京 朝 曰 新聞』 八月 四 I 載)。 

我れ わが 群の 遺り たる 者 を そ £ ひ はなちた る 凡ての 地より 集め 再び 之 を 其 pf ん. 彼ら は 子を產 みて 


多くなる べし. 我 之 を 養 ふ 牧者 を 其 上に 立てん、 彼等 は 再び 慄 かず 恨れ ず また 失せ じと H ホバ いひ 給 ふ、 ヱ 

ホバ いひ 給 ひける は 視ょ我 ダビデに 一 の義 しき 枝 を 起す 日 来らん、 彼 王と なりて 世 を 治め 榮ぇ 公道と 公義 を 

供に 行 ふべ し. 其 日 ュダは 救 を 得、 イスラ H ルは 安き に 居らん， 其 名 は rn ホバ 我等の 義」 と稱 へらるべし、 

此 故に ェ ホバ い ひ 給 ふ、 見よ イス ラエ ルの民 を エジプト の 地より 導き出せ し エホバ は活 くと 入々 また 一 百 はず 

して イスラ エル の 家の 裔を 北の 地と 其 凡て 逐 ひやり し 地より 導き出せし H ホ バは活 くと いふ 日 来らん. 彼等 

は 自已の 地に 居る ベ し (H レ ミヤ 記 サ三章 三 I 八 節)。  . 

汝を 苦め たる 者の 子等 は 屈みて 汝に來 リ汝を 蔑 しめたる 者 は 悉く 汝の 足下に 伏し. 斯て汝 を ヱ ホバの 都 イス 

ラエルの 聖者の シ オンと 稱 へん (ィ ザャ * 六十 章 十四 節)。 

聖書 全體を 通じて 示さる-三 大事 實が ある、 キリスト を 信す る 者の 將來は 其 一で ある、 祌を 信ぜ ざ 

る 者の 將來は 其 二で ある、 イスラ H ルの將 來は其 三で ある、 信者 は此 世に 於て 多くの 息 難を經 たる 後 

キリスト 再び 榮光を 以て 現 はれ 給 ふ 時 完全なる 救 扬を受 くるので ある、 不信者 卽ち幅 音 を 受けざる 者 

は 最後の 審判 を 受けて 遂に 滅亡に 入る ので ある、 而 して アブ ラ ハ ム の 子孫なる イス ラ H ルは今 は 世界 

に 散在す と雖も 再び パ レ スチナ の 地に 歸 りて 榮 光の 王 國を 建設し キリ ス ト 自ら 之 を 統治し 彼等 を 以て 

萬國を 治め 給 ふので ある。 

信者の 完全なる 救拯と 不信者の 滅亡と は 何れも 事 未 來に屬 する が 故に 之 を 信す る 者 は 信じ 之 を 信ぜ 

ざる 者 は 信じない、 併しながら イスラ H ルの 運命 は 我等の 間に 存 する 歷 史的 事實 にして 之 を 如何と も 

する 事が 出來 ない、 目 ある 者 は 見るべし である、 祌は屢 々我等の 信仰 を 助けん が爲め 或る 歷 史的 事 實 

を 以て 我等 を 敎へ給 ふ、 イスラ H ルに關 する 事實も 亦是れ である、 復活 叉 は 審判と いふが 如き 信じ 難 
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き 事實を 信ぜし めんが 爲め ユダヤ人の 運命 を 目前に 現出せ しめて 之が 證 明と 爲 らしめ 給 ふので ある。 

ユダヤ人 は 多く の點に 於いて 恐るべき 國民 である、^ しながら 其の 最も 恐るべき は 彼等が 聖書 の B 

言の 證明 者た る 事に ある、 他の 國民は 亡びた る も ユダヤ人の みは 亡びない、 彼等 は 世界の 最大 强國の 

間に 在りて 存續を 維持す る 事旣に 四千 年、 其 地 は 全く 外國 人の 蹂躪に 委ねられ 彼等 自身 は 全世界に 散 

亂 すると 雖も 而も 今 尙ほ强 健なる 國民 である、 而 して 彼等が W びパ レ スチナ に 歸り舊 き ダビ、 デ の王國 

を 造らん との 聖書 の 預言 は 彼等の 歷史に 由て 證 明せられ つ、 ある、 是れ實 に 驚くべき 事實 である、 干 

二百 萬の ユダヤ人 は 我等の 爲に 立てられ たる 福音 の 證明者 である、 • 彼等 に 關す る 預首 成就 の 事 實を見 

て 我等 は 亦 我等に 關 する 犬なる 預言の 必す 成就すべき を 信じ 得る ので ある。 

イスラ ヱル の復 歸に關 する 最も 驚くべき 出来事 は 昨年 十二月 一 一十 nl に 於け る エルサレム の 恢復で あ 

つた、 久しく 異邦人の 手に 在りし 聖都は 遂に 基督 敎國の 乎に 移された ので ある、 而 して 其國の 外務 大 

臣は 翌日 議會に 臨みて ユダヤ人の 代表者に 送りし 書翰 を朗讀 した、 書翰の 要 は 遠から すして M ルサ 

レム を ユダヤ人に 還附 すべし とい ふに あった、 之 を 議會に 向て宜 言した る は卽ち 全世界に 向て 宣言し 

たると 異ならない、 此 一 大事 實の 故に 一 九 一 七 年 は實に 世界 歷 史上 永久に 記念すべき 一 年と なった の 

である。  • 

ェ ル. サ レ ム は 旣に土 耳 古人の 霜 群を脫 した、 而 して 今朝の 新聞紙 上外國 電報の 傳 ふる 所に よれば 數 

日 前 其 地に 於け るへ ブル 大學の 定礎式 行 はれたり とい ふ、 かの シ オン 運動の 重要なる 計畫 中の 一たり 

し？； ルサレ ム大學 は 斯くて 遂に 建設の 緒に 就いた ので ある、 是れ亦 神の 言 を 信す る 者の 最も 注意す ベ 

き 出来事で ある。 


若し 此 H ルサ レム 大學 にして 設立 せられん 乎、 疑 もな くそ は 世界 第一 の大學 となる であらう、 之に 

要する 資金の 如き は ュ ダャ 人の 出資 を 以てせば 極めて 豐 富なる ベく、 有名なる 米國ス ク ン フォ ー ド大 

學と雖 も 到底 比肩す るに 足らない であらう、 併し乍ら 大 學 設立 に關 する 最大の 困難 は 資金に 非す して 

人物で ある、 世界 何れの 大學 にあ りても 適當 なる 敎授の 得難き に惱 まざる はない、 然るに 之 を ユダヤ 

人中より 物 jSJ せん 乎、 其學 科の 何たる を 問 はす 世界 第一流の 學者を 網羅す る 事が 出來 るので ある、 哲 

學者 ベルグ ソン、 醫學者 HI ルリ ッヒ、 其 他 學界の 名 星 は 相 率ゐて M ルサ レムに 奥る であらう、 かく 

て 知識の 中心 は 伯林 又は 倫敦 より 舊きダ ビデの 邑に 移る であらう、 苟も 學 問に 志 ある 者 は 呰笈を 負う 

て此 地に 遊ぶ であらう、 初めて 聖 地 を 訪ねて ョッパ の 港に 上りし 者 は 其 駱駝の 樊に塗 みれ たる 贫寒 

の 光景 を 見て 驚く ので ある、 誰か 此處 に留學 する の 日 あるべき を 想像しょう 乎、 然れ ども 今や 其 日 は 

近づきつ、 ある、 「汝を 苦め たる 者の 子等 は 屈みて 汝に來 らん」 と預 一一 一一 n したる 通りで ある。 

大學の 建設 はパ レ スチナ 役の 一 步 に過ぎない、 之に 尊いで 备 方面の 施設が 行 はる i であらう、 而 

して 聖書の 預言 は 遂に 成就す るで あらう、 イスラエル の復歸 は此點 より 見て 人類の 將來に 大關係 を 有 

する 世界的 問題で ある、 神の 計畫の 謬らざる 事を證 明す る歷 史的 事實 である。 

今や キリス ト 再臨の 信仰 は 全世界の 人心 を 動かし 期せす して 同種の 會 合が 各地に 開かれつ K ある、 

我國 に 於け る 運動 は 言 ふ 迄 もな く 其 他英國 に 於て 獨 逸に 於て 又 アフリカ 土人の 問に 於ても 同様の 運動 

を 見た るが 更に 最近 米國費 府に 於て 開催 せられし 預ー百 大會は 未 骨 有の 盛會 なりし とい ふ、 斯 かる 時 

に當 りて ユダヤ人の 復歸 運動 は 進涉し M ルサ レム 大畢が 其 定礎式 を擧 げたる が 如き は 之 を輕々 に 看過 

する 事が 出来ない、 余 は 信す 犬なる 御手が 彼方此方 を總攬 して 驚くべき 計 晝を實 行し っ& ある 事 を、 
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玆に 於て か 我等の 信仰 は 小なる 個人の 問題に 非す して 世界的 宇宙 的 問題で ある 事が 判明る。 

(藤 井武 筆記) 

絕大の 奇跡 

約 書 亞記十 章 一— 一 五節 

C 八月 十一 日 柏木 聖書 講堂に 於て) 

おとしい 

ョ シ ュ ァはモ ー セの 死後 イスラ H ルを率 ゐてョ ル ダン 河 を 渡り 惡 しき 民 等 を 攻め 堅城 アイ を 陷 れ 

更に 山地 ギルガルに 進んだ、 斯て イスラ H ルの 勢力 漸く 四方に 認められ ギベオン も 亦 之に 款を 通す る 

に 至った、 若し ギベオン にして ョ シ ュ ァの 手に入らん 乎、 パ レ スチナ 全土が イスラ H ルに歸 する であ 

らう、 兹に於 て H ルサレ ムの王 はいたく 之 を 恐れ 自ら 盟主と なりて 隣邦 諸國と 同盟 を 結び 而て 共に ギ 

ベ オン を 撃った、 ギベオン 乃ち 援兵 をョ シ ュ ァに 請うた、 かくて ョ シ ュ ァは軍 を 率ゐて ギルガルより 

攻め上つ たので ある。 敵は大 軍に して 且つ 戰に 慣れたる 精鋭の 兵であった、 併しながら イスラ H ルは 

，、！ ； - り V.J  ^ 

神の 助に 由って 遂に 之 を 破った、 イスラ H ル敵を 追うて べテホ 口 ンの降 坂に 來り 未だ 之 を 盡す能 は ざ 

りし 時 ヨシ ユア、 イスラ H ルの 目の前にて 天 を 仰いで H ホバに 祈った、 曰く 「日よ ギべ オンの 上に 止 

やす 

まれ 月よ アヤ 口 ンの 谷に 休らへ」 と、 而 して ョ シ ユアの 此 祈は聽 かれ 日 は 一 日 延びし 間に イスラ H ル 

は 悉く 敵 を 破った、 而 して 此戰 勝の 結果 全パ レス チナが イスラ エル に屬 する に 至った。 


日と：：：： との 止まらん こと を 神に 祈りて それが 聽 かれた とい ふ、 昔の 信者 は單 純に 之 を 信じた、 W し 

ながら 現 時の 人 は 之 を 信じない、 日月の 止まりし と は卽ち 地球の 運轉の 停止で ある、 祌 いかに 祈を聽 

き 給へば とて 斯 かる 奇跡 を 行 ひ 給 はんや、 若し 實際 地球の 運轉が 停止した りせば 如何、 一秒 間に 干 三 

百 k の 速度 を 有する 地球に して 急激に 其 運轉を 停止 せんに は 敵 も 味方 もな く 人類 は 皆 空中に 跳ね 飛 

ば さるべき 害で ある、 故に 日月の 止まりし と は事實 ではない、 こ は ー篇の 詩で ある、 一日の 中に 二 曰 

の 仕事 を 成就した るが 故に 日 は 止まりて 一 日 延びたり と 一 W うたので あると。 

斯の 如くに 說 明し 去らば 其れ^の 事で ある、 併しながら 若し 此說 明の 如くならば 聖書に 此事を 記し 

て 「是 より 先に も 後に も M ホバ斯 の 如く 人の 一 百 を聽き 入れ 給 ひし 日 は あらす」 といへ る 言 は 意義 を 成 

さない、 一日中に 二日 又は 三日 分の 仕事 を 爲す事 は I： 時の 世に ありても 珍しき 事で はない、 母 は其兒 

の 病氣を 看護り て 一 夜に 数日の 勞を取 るので ある、 加 之 「イス ラエ ルの 目の前にて 一一 一一 口 ひけら く 云々」 

と ありて ヨシ ユア が斯 かる 祈を獻 げたる は 凡ての 民の 目瞎 したる 事實 である、 故に 之 を 信す るの 困難 

は 暫く 措き 記事 其 ものの 解釋 として は 玆に大 なる 奇跡の 行 はれし 事 を 認めざる を 得ない。 

而 して 前の 非難に 對 して は 種々 の 解答 を 提供す る 事が 出来る、 地球の 運轉俘 止 決して 不可能で はな 

い、 疾走せ る 自動車 も 僅に 二三 秒の 時を與 ふれば ブレ. I キを 懸けて 靜に之 を 止め 得る が 如く、 學 者の 

計算に よれば 發 射の 瞬間に 於け る 八 ボンドの 砲丸 も 若し 四 十 秒の 時を與 ふれば 六 歳の 小兒 をして 之 を 

抑 へ しむる 事が 出來 ると い ふ、 同じ 理由に より 地球 も 亦 若し 祌に與 ふるに 十八 分の 時 を 以てせば 何等 

の 反動 をも感 する 事な くして 之 を 停止す る 事が 出來 るので ある、 加 之 神は必 すし も 地球 を 止む る 事 を 

要しない、 空氣の 濃度 を增 加せば 太陽 をして 動け ども 動かざる が 如くに 見えし むる 事が S 來る、 恰も 
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北極 地方に 住める H スキモ ー 人 等 は 太陽の 水面に 上る より 十分 以前に 之 を 認めら る、 と同理 である 故 

に祌 若し イスラ ェ ル の爲に 一 日 を 延ばさん と 欲し 給 はば 其方 法の 如き は 決して 困難で はない ので ある _ 

然り祌 は 地球の 運轉を さへ 停止し 給 ふこと が 出来る、 叉 實に之 を 爲し給 ふので ある、 神 は 罪人 を 救 

はんが 爲には 己の 獨子 すら 惜 ますして 之 を 十字架に つけ 給うた ので ある、 然 らば 況んゃ 地球の 停止の 

如きに 於て を や、 己が 靈を救 はれた る 實驗を 有する 者に 取て は斯 かる 奇跡 は 少しも 怪しむ に 足らない 

何と なれば 是れ 知識の 問題に 非す して^ 仰の 問題なる が 故で ある 、強烈なる 信仰の 前に は 天然の 法則 

の 如き は 有れ ども 無き に 均しい の である。 

而 してべ テ ホ 口 ンの戰 は 人類の 目より 見て 小な りしと 雖も之 を祌の 目より 見て 最も 重大なる 戰 であ 

つた、 此 一 戰の 勝敗に 由て 神の 曾て アブ ラ ハ ム に 約束し 給 ひし パ レ スチナ の 地の イスラ H ル に歸 する 

，-」 否と がお まった ので ある、 パレスチナ にして 若し 彼等に 歸せ ざらん 乎、 乃ち イスラエルの 歷史は 一 

變 したで あらう、 イスラ H ル の歷史 にして ー變 せん 乎、 乃ち 人類の 歷史も 亦 一 變 したで あらう、 依て 

知る、 べテホ II ンのー 戰は實 に 世界の 運命 を 左右す るの 原因な りし 事 を、 故に 或る 有名なる 歷 史家 は 

此戰ハ^-を以て世界の大戰ハ；！^の 一 に算 へて 居る、 斯 かる 重大なる 戰に當 り 神が 特殊の 奇跡 を實 現し 給 ふ 

事 は 誠に 當然 である、 名將は 人の 氣 付かざる 小なる 村落 を爭 うて 多大の 犧 牲を惜 まない、 これ 其攻落 

如；^ によりて 全 戰爭の 運命 を 決する からで ある、 祌は 小なる べテホ n ンの ー戰に ヨシ ュ ァの 祈に 應へ 

て 日月 を さへ 止め 給うた、 是れ其 勝敗 如何 によりて 全世界の 運命 を 決した から である。 

而 して 獨り ヨシ ユアの 場合の みならす、 我等 各自に 取ても 亦同樣 である、 我等に して 若し 自己 を 全 

く 神に 委ね 神 をして 我等の 生涯 を 司らし めん 乎、 我等 一 人の 存在が 全人 類の 爲に 必要なる 事が ある、 


斯の 如き 場合に ありて は 神ば 驚くべき 奇跡 を 以て 我等 を 助け 給 ふので ある、 問題 は 奇跡の 大小に ある 

に 非す して 自己 を 祌に委 ぬると 否と にある、. 自己の 爲 めに 生きて 人 は 恐怖 を 免れない、 然れ どもた- =^ 

祌の爲 に 生く る 時 神 は 常に 彼 を 護り 給 ふが 故に 最早 や 何の 恐るべき もの を も 見ない ので ある。 

强き眞 の 信仰 は 絶大の 奇跡 を 信す るに 躊路 しない、 信仰の 衰 ふる 時に 奇跡 を 信す るの 力が 衰ふ， 眞 

の 信者 はすべ て 不可能 事 を 遂行げ た 者で ある、 彼等 は 一一 一一 〔ふので ある、 「地球 運轉の 停止 我に 於て 何 か 

あらん、 我 は 其れ 以上の 奇跡 を 施された る 者で ある、 神 は 我 を 救 はんがた めに 己が 子を惜 ますして 之 

を與へ 給うた- 此大 奇跡 を 施されし 我 は 如何なる 奇跡と 雖も 容易く 之 を 信す る ことが 出来る」 と、 奇 

跡 を 信じない 宗敎は 弱ぃ宗 敎 である、 斯 かる 宗敎を 以てして 世 を も 人 を も 感化す る 事 は 出来ない。 

(藤 井武 筆記〕 

イエ スの母 マリア 

路加 傅 第一章の 研究 

(： 十二月 十五 日 東京 祌田 某督敎 靑年會 館に 於て) 

歐 米に は 堅き 信仰が あると 共に 又 深き 不信仰が ある、 聖書 を破壞 せんとす る大 なる 懷 疑が ある、 而 

も 基督 敎の 敎師 中に すら 之を認 むる ので ある、 余 は 先般 歐洲の 某々 中立 國 より 来れる 二人の 祌 a. 者に 

招かれて 福音に 就て 語った 事が あった、 其 中の 一 人 は 自國に 於て 會衆ニ 千 人 を 有する 正統派 敎 會の牧 
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師 にして 最も 有力なる 宗敎 家であった、 然るに 驚くべし 彼等 は聲を 揃へ て 余に 問うて 曰く 「勿論 貴 p- 

はィ H スの處 女 マリアより 生れたり と 言 ふが 如き 事 實は之 を 信ぜざる べし」 と、 余 は 之 等 遠来の 客に 

不快の 感を與 ふるに 忍びなかった、 併しながら 問題 は餘 りに 重大であった、 故に 已むを得ない、 余 は 

明. R に 答へ て 曰うた 「余 は 之 を 信す、 然り余 は處女 降誕の みならす 凡ての 奇蹟 を 信す、 ィ H ス の 復活 

昇天、 其 再臨、 余 は 盡く之 を 信す」 と、 玆に 於て 敎師は 更に 余に 問うて 曰うた r 然 らば 請 ふ 其 理由 を 

厶厶厶 厶厶厶  <1厶<1 厶 厶厶厶 <3A 厶厶厶 厶厶厶 

述べよ」 と、 基督 敎國 の神學 者が 異敎國 に 生れし 余に 對 して 之 を 要求す るので ある、 依て 余 は 簡單に 

說 明して 曰うた 「余の 之 を 信じ 得る に 至りし は 文 學上叉 は哲學 上からで ない、 歷 史上 叉 は 生物 學 上よ 

00O00000O00O0O0000000OOO0O 

り 見て こ は 甚だ 難問題で ある、 併しながら 余 は 先づ余 自身の 心中に 大奇壞 を 行 はれし が 故に 聖書 中の 

凡ての 奇蹟 を 信じ 得る に 至った ので ある、 余 は 素と 異敎國 に 生れし 者で ある、 諸君 は 未だ 異敎國 に 生 

れし 者の 心的 狀態を 知らない、 その 狀 態に ありし 者が 途に キリ ス トを 信す るに 至りし は 絶大の 變 動で 

あう y 

ある、 之に 與ら ざる 者の 知る を 得ざる 犬なる 奇蹟で ある、 而 して 余の 心中に 此大奇 積 を 行 ひし 者が 處 

女 マリアより キリスト を 生れし め 給へ りと 聞いて 余 は 少しも 之 を 疑 ふ 事が 出来ない」 と、 誠に 若し 路 

加傳第 一 章の 記事 を科學 者の 立場より 見て 不可能 事と して 之 を 排斥し 去るならば 其れ 迄で ある、 世に 

學問 上の 證 明に 由て 信者と なりし 者 は 一人 もない、 イエス は處女 マリアより 生れ 給へ りと いふ、 如何 

にして 之 を 信じ 得る 乎、 頭腦を 以てに 非す、 心 を 以てで ある、 先づ 己が 心に 犬なる 奇蹟 を 行 はれて 而 

OOOOO0O000OC00O00O 

して 後に 凡ての 奇蹟 を 信じ 得る ので ある。 

併しながら 說明は 以て 信者 を 作る 能 はすと 雖も 以て 信者の 信仰 を 強む るに 足る、 故に 余 は玆に 少し 

く 路加 傳第 一 章の 記事に 就て 信者の 爲に說 明 を 施さん と 欲する。 


第一に 天の 使來 りて マリアに 其懊 胎を吿 げたり とい ふ、 天の 使と は 何で ある 乎、 若し 斯の 如き 者 あ 

あや. 11. リ 

る 害な しと 言 はば 犬なる 謬で ある、 天使と 一一 一一 c ひて 必 すし も單に 使者の 意味で はない、 我等と 存在の 狀 

態 を 全然 異にせる 或る 實在 物で ある、 其 物が 特刖の 場合に 人に 現 はる k ので ある、 ァ ブラ ハ ム にも 之 

が 現 はれた、 サム ソンの 父母に も 之が 現 はれた、 故に 獨り マリアに のみ 現 はれた ので はない、 而 して 

か、 る實在 物の 存在 は 果して 之 を 思考し 得ない 乎、 近刊の ヒ ツバ ー ト雜誌 は 或る 獨 逸人の 幽靈 に關す 

る 研究の 結果 を 載せて 居る、 曰く 幽靈は 人の 接觸し 得べき 物質的 實在 物で あると、 記者 は幽靈 の體量 

を 測定し 其體. s: より 排泄した る 物質 を も 分析して 顯微鏡 檢定を 行へ りと いふ、 而 して 百 五十 枚の 寫眞 

と 三百 一 一十 頁の 論と を 以て 之を證 明して 居る ので^る、 若し 近世 科學の 立場より 幽 靈に關 する 斯 程の 

研究 を發 表し 得る たらば 況して 天の 使 マリアに 現 はれたり とい ふ も 直に 之 を 荒唐無稽 として 斥くべき 

であらう 乎、 旣にラ ヂゥム の發 見に よりて 宇宙の 構造に 關 する 學 者の 思想 一 變 したる が 如く 我等の 目 

を 以て 天使 を 見得べき 狀 態に 達する 事 も 亦 不可能と 一一 百 ふ 事が 出来ない。 

第一 一に 最も 優秀なる 頭腦を 有し 深遠なる 學識と 博大なる 常識と を備 へたる 人に して 堅く 處女 降誕の 

事實を 信じ 之 を 世に 發 表して 惲ら ざり し 人 は 決して 少 くない、 而 して 彼等の 信仰 を 知る 事 は 我等 自身 

の 信仰に 對 する 强 き獎勵 たる を 失 はない、 グラッドストン 曰く 「偉人の 證明は 犬なる 辯 護な り」 と、 

今 兹に數 氏の 名 を 揚げん 乎、 グラス ゴ ー 大學 の敎授 にして 內 外の 尊敬 を 博した るゼ ー ムス ，オル 博士 

は 其 一 である、 博士の 名著 『基督 敎的 宇宙 觀』 の 如き は 基督 敎の 立場より 哲學 問題 を 研究した る 最も 

明快なる ものと 推 貰せられ て 居る、 次に オクス フォ ー ド大學 の ゥヰリ アム . サン.. テ ー 博士 は 其 二で あ 

る、 彼の 新約聖書 論 は 世界的 權威 として 認められて 居る、 今 罔の 戰爭 に關 しても 英國の 立場 を 最も 明 
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.H ならしめ たる 者 は實に 彼であった、 次に 蘇國 アバ ヂ ー ンの學 者 ゥヰリ アム . ラム セ ー 先生 は 其 三で 

ある、 彼 は 近東に 於け る 古代の 事 實に關 する 最大 權威 である、 次に 獨逸 H ル ランゲンの 敎授 テヲ ド一 

ル  • ッァ ー ンは其 四で ある、 彼の 新約聖書 論 も 亦 世界的 權 威と 稱 せらる、 其 他 伯林の ゼ， 'ベルグ 博士 

オクス ホ ード 

あり、 佛 阈のヅ ウメ ルグ I あり、 牛 津大學 の グリフ イス.. トマ ス あり、 巴 里に 於て 猶太 人の 立場よ 

り 活動せ るパ スチュ ー ル . ヒル シ あり、 若し それ 米圃 ボル チ モア の醫 家に して 産科に 關 して は 世界に 

於け る 最高の 權威 たる ハヮ ー ド. A  • ケリ ー 博士が 凡ての 熱心 を 傾注して 處女 降誕の 事實を 確信し 其 

信仰 を 世に 發 表せる の 一事に 至りて は 我等の 信仰 を强 むる 事 K 土大 なりと 言 はざる を 得ない、 此 事に 關 

する 産科 醫の證 明 は祌學 者の それに 比して 遙 かに 有力で ある、 世界 第一 の 產科醫 と 雖も祌 の 己が 靈に 

對 して 施し 給 ひ し 奇蹟 に 照して 此 驚く ベ き 奇蹟 を 信ぜ ざ る を 得な いので ある。 

第三に 考 ふべき は 記事 其 ものである、 路加 傅 第一 章の 劈頭に 於て 記者 は 序文 を 揭げて n く 「我等の 

みこと ii  *i ゝ 

巾に 成りし 事の 物語に つき 始 よりの 目撃者に して 御 一一 一一 E の 役者と なりたる 人々 の 我等に 傳 へし 其 儘 を 書 

き 列 ねんと 手 を 着けし 者數多 ある 故に 我 も 凡ての 事 を 最初より 詳細に 推し 尋ね たれば、 テオ ピ 口 閣下 

よ、 汝の敎 へられた る 事の 储 かなる を 悟らせん 爲 めに 之が 序 を 正して 書き 贈る は 善き 事と 思 はる \ な 

り」 と、 之 を 今日の 語 を 以て  一一 一一 口へば 「最初よりの 事實を 研究して 正しと 思 ふ 所 を 書き 贈らん とす」 と 

の 意で ある、 知るべし 歷 史家が 自己の 研究の 結 菜と して 發 表した る もの 是れ卽 ち 路加 傅なる を、 故に 

若し 其 記事 を 信す る 能 はすば 先づ其 記者 を 信す ベ き で ある、 而し て 記者 はケリ 1 4^, 生と 同じく 醫家 に 

して 當 時の 學 者であった、 一一 一一 c ふ 勿れ vr 九 百年 前の 科學の 如き 顧みる に 足らす と、 希獵 時代の 學 問の 進 

步は 驚くべき ものであった、 哲學史 學叉は 博物 學等は 當時旣 に 其 最上の もの を產 出した ので ある、 ル 


力 の 受けた る 敎育は 實に此 程度の も のであった、 彼の 吸 ひたる 空氣は 決して 迷信 的 の もので はな か つ 

た、 而 して 彼 は 進歩せ る科學 者の 立場に 於て 前記の 序文 を 緩り たる 後、 直に 處女 マリア 懷胎の 記事 を 

揭 げたので ある、 故に 若し 此 記事に して 眞實 ならす とせば 如何、 自ら 研究の 結 ra^ なりと 稱 して 然〗 一一 

下に 荒唐無稽の 語を發 したりと せば 如何、 其 書 悉く 棄 てて 可な りで ある、 然るに 路加 傅の f 界に 重ん 

ぜられ て 今日に 至る 迄讀る k 所以 は何處 にある 乎、 是れ其 記載す る 所の 事實 有の 俊なる が 故で ある。 

又 記事 其 も の に 毫も 修飾 の 跡 を 見ない、 記事の 眞偽は 記事 其 も のに 由て 容易に 鑑^し 得る 事 は 少し 

く 著述の 經驗 ある 者の 知る 所で ある、 路加 傅 は 何の 修飾な き 記述で ある、 H リサべ ッの マリア を迎へ 

し 時 「福なる 哉 云々」 の 語 ロを衝 いて 出で、 マリア 亦 之に 對 して 美しき 歌 を 歌 ひたる が 如き 決して 修 

飾の 辭 ではない、 何人も 感情の 高調す る 時 は 其 言 ふ 所 直に 詩と なり 歌と なる、 況んゃ H リサべ ッ の 如 

く义 マリアの 如く 特刖 なる 恩 惠に與 りし 者に 於て を やで ある。 

最後に 一 首した き は 記者 ルカの 性格で ある、 彼 は 基督 敎の產 出した る 特有の 性格 を備 へし 人で あつ 

た、 彼は學 者に して 常識に 富み 同時に 極めて 同情 深き 人であった、 彼の 如き は 露 に キリストの 感化 を 

受けた る タリ ス チヤ ン • ドクトルで あつたので ある、 或 人 路加 傅 を 評して 曰く 「是れ 婦人と 小 兒と貧 

民との 福 昔な り」 と、 實に 路加 傳を讀 みて 其感を 免る、 事が 出来ない、 溫き心 を 有した る ルカ は 自ら 

婦人 小兒 貧者の 衷心に 入り 得た る 人であった、 均しく 基督 傳を 書く と 雖も稅 吏 マ タイ は K4< 堂々 ョ セ 

フの 正系 を迪 り、 同情の 人 ルカ は 先づ母 マリア を捉へ 婦人の 心中 機微の 所に 立ち入りて 之 を ^ く、 正 

に 同情の 極致で ある、 何人 か 人に 同情して 此 深き 所に 迄 到り 得べき 乎、 古來 多くの 皐 者が マリア を以 

て 淫婦と 着^した ではない 乎、 淫 1® 乎、 將た聖 き處 女なる 乎、 凡て 自ら 穢れ たる 者 は聖き 者の 露 相 を 
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見る 事 か出来ない ドクトル. ルカ は惠 まれた る 人であった、 キリストの 靈 彼に 宿りて 彼 は 15^ 女の 聖 

き 心に 分け入る 事が 出来た、 その 深刻なる 同情に 對 して 我等 は 心よりの 尊敬 を禁す る ことが 出来ない、 

處女 マリアの 胸中 を 憶うて ルカ は 無限の 同情に 堪 へなかった、 見よ 一 人の 處女 今や 結婚の 式に 臨み 生 

涯 己が 夫た るべき 人の 側に 立ちて 共に 聖き 家庭 を 作らん とする 時 其 心中 を 占む る もの は 何で ある 乎、 

決して 所謂 甘き 幸福の 感 ではたい、 玆 に嚴肅 なる 處 女の 大 決心が ある、 其 眼に は熟淚 の滂沱 たる を禁 

じ 得ない ので ある、 マリア も 亦 か \ る 聚き處 女心 を 以て 稀 有なる 經驗の 中に 立った、 神 我 を 如何にせ 

M ン ベラス メン. .r 

んと 欲し 給 ふ 乎、 噫 その 大な る當 惑！ 然るに 神 は H リサべ ッと いふ 己より 遙に年 進みて 子な き婦 

人に 子を產 ましめ 以て 己の 信仰 を 助けん と 欲し 袷 ふ を 知り 彼女 は馳 せて 山里に 赴いた、 其 時 彼女 は 思 

うたで あらう 「我が， 此の 心 誰に か 語らむ、 唯此 老婦 人 あるの み」 と、 而 して ュダの 山里に 到り ザ カリ 

ャの 家に 人らん とすれば 老婦 H リサべ ッ 門前に 彼女 を迎 へ て 己が 實 験より 出づる 同情の 語を以 て 彼女 

を 慰めた ので ある、 老婦の 同情 は處 女の 心の 最も 深き 所に 觸れ た、 玆に 於て か 美 はしき 讚美歌 は湧然 

として 彼女の 脣 より 溢れ出で た、 而 して ルカ は此 心に 同情して 之 を 我等に 傅へ たので ある。 

先年 我 國學界 の大權 威たり し 加 藤弘之 博士 一  書 を 著 はして 基督 敎を 罵り キリスト は 淫婦 マリアより 

. 生れたり と 一一 一一 口 ひし 事， があった、 若し 博士の 一一 一一 II ふが 如くな らんに は 基督 敎は私 生 兒の敎 である、 旣に其 

根源に して 潔 か ら すば 此敎 の 感化す る 所み な 不道德 を 以て 終るべき 害で ある、 然るに 何故 基督教 は 家 

きょ 

. 庭 を破壞 しないの である 乎、 何故 却て 基督 敎に 由ら すして は 家庭 は聖 めら れな いので ある 乎、 何故 基 

脊敎を 嘲る 者の 家庭に 不潔が 多い ので ある 乎、 何故 に 儒敎を 以 て 家庭 を 潔む る 事が 出来な いので ある 

乎、 何故に 處女懷 胎を傳 ふる 聖書が 最も 潔き 家庭 を 作る ので ある 乎、 答へ 得る 者 は 答へ よ、 是 れ事實 


の 提供す る 問題で ある、 而 して 事 實は 最も 强き 證據 である、 家庭 を 潔む る 唯一 の途は 聖書に あるの み、 

何故に 然る 乎、. 神 は 處女を 以て き 者 を 世に 遣り 給うた から である、 處女 マリア 聖靈 に. e りて 神の 子 

を 生んだ からで ある、 故に 嘲る 者 をして 嘲らし めよ、 加 藤弘之 博士の 書 今や 全く 塵に れて之 を 顧み 

厶  <<1<"<1厶<1<1 厶厶 <3<厶ムん<3*1 厶厶 <:△<" 厶厶 <<3<1<"厶<1<3<"<3<1厶厶<厶<3<3<<1<" 厶，. 

る 者 一 人 も あるな しと 雖も ドクトル • ルカの 書 は 一 一千 年に 1 りて 今尙全 * 界を 感化し ひ 、あるので あ 

る、 彼の 筆に. E て 傅 へられし ィ - スの母 マリアの 聖き 物語 はクリ ス マ ス 毎に 繰 返されて 幾 f 萬の 人 を 

潔め つ、 ある .0  (藤 井武 筆記) 

しき  たけ 

我國の 或る 醫學雜 誌 はケリ ー 博士が 處女 懷胎を 信す ると 閱 いて 頻りに 博士の 迷妄 を 歎きつ k ある 1 

勿論 純醫學 の 立場より 見て 此 事の 信じ 難 き は 言 ふまで もない 、 然し 乍ら 我 國醫界 の 腐敗 墮落共 事 

は 何を證 明す る 乎 、聖き 聖書の 記事 を 信す る 能 はざる 事が 玆に 至らし めし 原因 Q 一  でない 乎、 腐 

畋は 不信 醫學 の特徵 なる 事 を 忘 る ベ か らす である。 


平和の. 至 

路加 俾 第二 章の 研究 

:(， 十二月 二十 二 H 東京； 基督教 靑年 <Ms に て) . 

. 過去 四 年間. 破壞 撃沈 等の 血 腥き話 を 毎日 傅へ. たる-世界 戰爭も 遂に 終熄して 本年 は 再，； 6 平和の クリ ス 

マ スを. 迎ふ • る 事が 出来る、 而し. て 人類 はん マ や 永遠の 平和の. 到来 を 期待し つ 、ある、 此 時に 當り 我等 戰 
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爭を惡 む 事 最も： ffi だしき 者は此 期待に 對し滿 腔の 同情 を 寄せざる を 得ない、 併しながら 斯 かる 重大な 

る 問題に 對 して は 斷 じて 淺 薄なる 解釋を 施す ベから すで ある、 我等 は 平和の 如何にして 来る 乎に 就き 

書の 敎 ふる 所 を 知らなければ ならない、 而 して 之 を 知らん と 欲して 我等 は 人類の 思想 を 以て 聖書に 

臨んで はならない、 聖書 を敎 へんと する 勿れ、 聖書に 敎 へられよ、 聖書 は 世界平和の 到來を 如何に 

る 乎、 若し 聖書の 見る 所 人類の 思想と 反せん に は 我等 は 唯 前者 を 取て 後者 を棄 つべき のみで ある、 今 

の 人は餘 りに 米國 大統領 共 他人 間の 霄を 重んじて 聖書 を 重んじない、 是れ大 なる 誤謬で ある、 聖書に 

服從 せよ、 聖書に 據 とせられよ、 逮書は 如何にして 世界 戰爭の 絶滅すべき を敎 ふる 乎。 

平和の 到来に 關 して 我等に 敎 ふる 聖書の 言の 一 は 路加 傅 第二 章に 記された る 天使の 歌で ある、 之 を 

譯 して 

いと 高き 處に は榮光 神に あれ、 

地に は 平和、 

人に は恩惠 あれ、 

とい ふ、 併し乍ら 記憶すべき は是れ 天使の 來 りて 歌 ひし 歌なる 事で ある、 從て かの 日本 歷史に 於て 菅 

原 道 の 怨靈 或る時 雷鳴 の 間に 天よ り 七 言 絕句 の 詩 を 歌 ひしと いふが 如く 明瞭なる 文章 を爲 さぎりし 

ものと 見なければ ならない、 天の 使が 短き 時の 間に 大 a; 理を傳 へたので ある、 之を譬 ふれば 天よりの 

電報の 如き ものである、 日々 の 新聞紙 上 に 表 はる- - 外國 電報 は發 信者より 受けた る 主要なる 語句 を 本 

として 受信者が 其 意思 を 想像して 之 を 文章に 綴る ので ある、 天使の 歌 も 亦 極め て 簡潔な る もので あつ 

たで あらう、 ルカ は 聖靈に 由り 僅に 十一 字 を 以て 之を飜 譯 し 能く 其 儘を傳 へたので ある、 卽ち 


いと 高き 處には 榮光祌 に、 

地の 上に は 平和、 

人の 中には 好意、 

と、 而 して 古き 寫 本に は eudokia  (好意) の 次に s を附 して eudoldas として ある、 然 らば 「恩惠 の 

人」 の 意と なり 歌 は 三 段よりも 寧ろ 二 段に 分ち て 之を讀 むべき である、 

いと 高き 處に は榮光 神に、 

地の 上に は 平和 恩惠の 人の 中に、 

も の 何れにせよ： 大 より 響きし 語 は皆莊 重なる ものの みであった、 卽ち 「いと 高き 處」、 r 榮 光」、 「神」、 

「地」、 「平和」、 「人類」、 「恩 惠」、 之で ある、 之 等の 語の意味 は 文典 叉は辭 書に 由て 解す る 事が 屮 Z 來 

, ない、 基督 敎の 全體の 精神より 之 を 探らなければ ならない。  . 

然 らば 平和と は：^ である 乎、 人の 問に 爭ひ 無き の 謂なる 乎、 否 基督 者の 思想と しての 平和 は斯 かる 

輕 薄なる もので はない、 抑 も 我等が 眞に 人と 爭 はざる に 至る はぜ 時で ある 乎、 そ は卽ち 我等が 神と 爭 

はざる に 至りし 時で ある、 故に 基督 者の 平和と は 啻に 人と 爭は ざるの みならす 各自の 心に 大滿足 ある 

の 意 を 有する、 先づ祌 の恩惠 我等の 心に 臨みて 然る 後に 平和 は來 るので ある、 パゥ u の 語と して 常に 

「 恩惠 と 平和」 (charis  kai  eirene) と ； | 処 び 稱す る は 之が 爲 である。 

然り祌 の 恩惠 我等 に _ii み 我等 の 心に 大滿足 ありて 而 して 生す る ものが 311- の 平和で ある、 故に 之 を 平 

和と 譯す るよりも 寧ろ 平 康と譯 すべきで ある、 希 怕來； のサ n  I ム、 希躐 語の アイ レ ー ネ、 共に 平康 

である、 心の 健全なる 狀 態に 於て あるの 謂で ある、 平和 は 如 3： にして 來る 乎、 國際 聯盟と 其 大海 軍と 
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に 由て 来らない、 大統領 ゥヰル ソンの 努力に 由て 来らない、 先 づ祌の 救に 與 りて 罪 を 除かれ 我等の 全 

心 健 i» 狀 態に 復 して 卽ち 平和 は 臨む ので ある、 先づ祌 に榮光 あり 其 結果と して 地に 救 来りし 時に 卽ち 

平和 は實 現す るので ある、 故に マイヤ ー は 此處に 於て 「平和」 の 譯語を 斥け 「地に は 救 あれ」 と譯し 

て 居る、 聖書の 謂 ふ 所の 平和 は平康 である、 健全で ある、 救で ある。 

次に 恩 惠とは 何で ある 乎、 eunckifl と 一一 一一 n ひて 單に物 叉 は靈を 以て 臨む の 意で はない、 此 語に 特^の 

意味が ある、 其の 最も 良き 註解 は 馬 太 傳三章 十七 節 等 (同 十七 章 五節、 馬可傳 一 章 十 一 節、 路加 俾三 

耷ー 一十一 一節、 彼 得 後書 一 章 十七 節) の 

こ は 我心に 適 ふわが 愛子な り 

との 語で ある、 その 「心に 適 ふ」 と譯 せられし は 「恩 惠」 と 同じ 字 を 動詞と して 用ゐ たので ある、 之 

を 英語に て 言へば well  dispascd である、 神に 「好く 意 はる」 叉 は 神 「其の 心 を 傾け 給 ふ」 の 意で あ 

る、 キリスト は 神の 其 心 を 傾け 給 ふ 者であった、 神に 好く 意 はる、 者であった、 祌の 心に 適 ふ 者で あ 

つた、 卽ち祌 の 恩惠を 受けた る 者であった、 而 して 獨り キリスト のみで はない、 我等 も 亦 神の 其 心 を 

傾け 給 ふ 者た る 事が 出来る、 子の 親に 背く 時 親 は 其 心 を 之に 傾けない、 併しながら 背ける 子の 親に 歸 

順す る 時 親 も 亦 そむけた る. 額 を 之に 向く るので ある、 我等 は 神の 心に 適ふィ 一一 ス キリス トを 信す るに 

由て 彼の 如く 神の 心に 適 ふ 者、 神に 好く 意 はる k 者、 祌の其 心 を 傾け 給 ふ 者と なる 事が 出来る、 恩惠 

ooooof-oooooooooooo  し，、  - 3 

の 人と は卽ち キリスト を 信す る 者で ある、 キリストに 由り て 祌の恩 惠に與 る 者 キリストに 由り て 神 

の 其 心 を 傾け 給 ふ ものである。 

故に 「地に は 平康、 恩惠の 人の 中に あれ」 と 言 ひて 全く 事 實を歌 ひし ものである、 神の 子 キリスト 


世に 生れて いと 高き 處には 神に 榮光 があった、 而 して 同時に 地に は 平 康卽ち 救が 臨んだ、 誰に 乎、 彼 

に 由り て祌 その 心 を 傾け 給 ふ 者に である、 「地に は 救 ひ祌の 心に 適 ふ 者の 中に あれ」 と、 單純 である 

明白で ある、 勿論 基督 者 は 自身に 神の愛 を獨 占す る もので はない、 恩惠は 彼等 を 通して 全人 類に 及ぶ- 

併しながら 恩惠 は先づ 彼等に 降る ので ある、 救 は先づ 彼等に 臨む ので ある、 べッレ ヘムの 郊外に 於て 

天使の 牧羊者 等に 傳 へたる 歌 はこの 狭き 意味に 於て であった。 

如何にして 全世界に 平和が 臨む 乎、 づ 基督 者に 平和が 臨みて 然る 後で ある、 如何にして 社 會乂は 

家庭に 平和が 臨む 乎、 先づ我 自身に 平和が 臨みて 然る 後で ある、 我 自身の 心に 平和な くして 徒らに 平 

和平 和 を 叫ぶ も 平和 はせ に 臨まない ので ある、 先づ 我心に 充溢す る 大滿足 大平康 あって 然る 後に 凡て 

の 人との 間に 平和 は來 る、 然 らば 如 3： にして 我心に 平和 は 臨むべき 乎、 自己の 臍の み を 注視して 平和 

は 我心に 臨まない、 神と 平和 を 結び 神の 心 を 傾け 給 ふ 者と なりて 始めて 我が 衷に 大滿 足が 生す る、 如 

何に して 神と 平和 を 結ぶべき 乎、 我が 爲に 十字架 上に 死に 給 ひし ィ ヱ ス キリスト を 仰ぐ に e りて であ 

る、 先づ キリストに 由て 神の 心に 適 ふ 者と なら すん ば 平和 は 決して^に 到來 しないの である。 

平和 は 八 處 にある 乎、 大戰爭 は終媳 したりと 雖も 平和 は 未だ 世界に あるな し、 戰 (伞 止みて 尙ほ道 

德 上の 競爭が ある、 商業 上の 競爭が ある、 傳道 上の 競爭が ある、 斯 くして 平和 は 未だ 世界に 臨まない 

ので ある、 然 らば 平和 は何處 にも 存在 しないの である 乎、 否 神の 其 心 を 傾け 給 ふ 者の 間に は 旣に大 な 

る 平和が ある、 キリストの 血に よりて 贖 はれた る 者が 互に 手 を 握る 時に 眞 正の 平和、 平和 中の 大 平和 

が實 現す るので ある、 其 時人 種、 年齢、 女、 職業、 地位、 敎育 等の 盖別は 悉く 撒 魔せられ て^ 互に 

兄弟たり 姉妹た る ので ある、 誠に 其の 喜び 言 ひがたし である、 斯 かる 平和 は 政治. } ^の 努力 に 由 て 來ら 
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ない、 唯 ィヱス キリストの 贖に 由て 來る、 ヴ H ル サイ ュ 宮殿に 於け る 平和 會議に 由て 来らない、 唯 祈 

の 座に 於け る 罪の 悔改に 由て 来る、 十字架に より 祌と 平和 を 結び 神の 心に 適 ふ 者、 神に 好く 意 はる 

る 者、 神の 心 を 傾け 給 ふ 者と なりたる 人の 間にの み 新しき 平和 は實 現す るので ある。 

平和 は獨り 基督 者の 間にの みある、 併しながら 此 平和 を 味 ふ 事 深ければ 深き 程 我等 は 全人 類の 平和 

を 愛せざる を符 ない、 キリストに 由る 平和 を璲 たる 者 は 戰爭を 惡む事 蛇蝎の 如くになる ので ある、 眞 

の 平和論者 は絕對 的非戰 論者で ある、 かの 平時に は 平和 を 唱へ戰 時には 戰 (平 を 口  ふる 者の 如き は 未だ 

神の 賜 ふ 平和 を 味 はざる の證據 である、 先づ 神の 心 を 傾け 給 ふ 者と なりて 自己の 心に 大滿足 を 獲得せ 

ん乎、 卽ち 到る 處に 新なる 平和 を實 現せす んば已 まない、 先づ 我等 自身の 心に 臨みし 平和 は 更に 溢れ 

て 我等の 周圍に 流れ出で すん ば 巳まない ので ある。 

故に 先づ 平和 を 各自の 心に 獲^せよ、 而 して 到る 處に 平和の 光 を 放てよ、 キリスト に 降りて 平和 

は 地に 臨んだ、 卽ち彼 を 信じて 神の 心に 適 ふ 者の 間に 臨んだ、 而 して 是れ 全世界に 臨むべき 平和の 源 

である、 「いと 高き 處に は榮 光、 神に あれ、 地に は 平和、 恩惠の 人の 中に あれ」 である。 (藤 井武 筆記 > 

國際 聯盟に 由て^ 界の 久的 平和が 來 ると 思 ふ は それ こそ 犬なる 迷信で ある、 論より 證據 である、 

國際 聯盟 は 成らない、 ぎし 成っても 平和 は來ら ない、 虎 や 狼の 如き 自己中心の 人類が 如何に 方法 を 

講じ たれば とて 愛の 結 栗た る 平和 を實 現し やう 害がない。 

「£ その C 駁を變 へ 得る か、 若し 之 を爲し 得ば 惡に 慣れたる 汝等も 善 を爲し 得べ し」 である (H レ 

ミヤ 記 卜 三 章 二三 節)、 外交 術に 由て せ界の 恆久的 平和 を實 現せん とする 政治家 輩の 短見 憐む べし 

である、 國際 聯盟が 失敗と 失望に 終る は 何よりも 明. E である。 


大正 八 年 二 九 一九 年) 

宗敎と 科 學 

創世記 第 一 章の 研究 

( 一 月 五日 十二  H 東京 祌田 某： 督敎靑 ハ牛會 館に 於て) 

宗敎 と科學 との 關係 殊に 創世記 第 一 章の 研究 は 我國に 於ても 今より 三 四十 年 前に は 基督 信者の 最も. 

興味 を 有した る 問題であった、 然るに 今 は斯 如き は 古き 問題 疾に 過ぎた る 問題と せられて IS みられな 

い、 大正 八 年の 日本の 靑 年に 對 して 創世記 第一章 を 講 する が 如き は 近せ 思想の 何たる を 知らざる 無學 

者の 爲す 所で ある、 現代の 活 問題 は 國際 聯盟と 萬國 平和と である、 何 を 苦んで か 四千 年の 昔に 歸りモ 

1 セの 著書の 如きに 就て 宗敎 と科學 との 關係を 研究す るの 必要 あらん やと、 是れ 現代人の 聲 であって 

叉 現代の 敎 會の聲 である、 現代の 敎會に 於て 創世記 第 一 章の 眞 面目に 研究せられ たる 事實の 如き 余 は 

久しく 之 を 聞かない ので ある。 

併しながら 3： れが して 眞 である 乎、 創世記 第 一 章 は 3K して 我等に 無關 係なる 古き 記述に 過ぎない 

乎、 將た 昔の 信者の 信じた る 如く こ は 我等 各自の 信仰の 根本に 大關係 ある 貴き 書で ある 乎、 暫く 忘却 

せられた る 問題な りと 雖も八 ， ゃ更 めて W び 之 を 研究す るの 必要が ある。 
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..而 して 創世記 第一章に 對しニ 個の 反 對說が ある、 或は 曰く  r 是れ 古き 希伯來 人の 神話に 過ぎす、 今 

日科學 的に 何等の 惯値 あるな し、 唯 僅かに 骨董品と して 之 を 扱 ふべき のみ」 と、 或は 叉 近世の 聖書 學 

者 等 は 曰く 「興味 ある 思想な り、 バビ &ンの 世界 創造 說 をへ ブライの 信者が 改訂した る 者な り」 と、 

かの 有名なる F  . デリッチが 前獨逸 皇帝の 前に 於て Babel und  Bibel (バ ベルと 聖書) と题 する 講演 

を爲 したる 事 ある は 人の 能く 知る 所で ある、 乍 併 若し 彼等の 說の 如くな らん 乎、 聖書 は 實に價 値な き 

書で あると 言 はざる を 得ない、 斯 かる 書 を 如何にして 祌の 御言と して 信賴 する 事が 出来よう 乎、 斯か 

る 書 を-大地 は廢 せても 魔せ ざる ものな りと 一一 目 ふが 如き は 虛妄も 亦 甚だしと 言 ふべ しで ある、 ^^しなが 

ら 余輩 は 雨 か 信す る 事が 出来ない、 馬 太 傳五章 乃至 七 章に 在る 丈け 貴き ものが 創せ 記に も 亦 在る ので 

ある、 殊に 其 第一章の 如き は 驚くべき 記錄 である、 之 を 研究す るに 由て 獨ケ學 問 上 貴重なる. 眞 理を發 

見す るの みならす、 叉 信仰 上 最も 畳 富なる 大眞 理を狻 得する ので ある。 

そんたく 

但 し 書 を 研究す るに 當 りて 深く 注意す ベ き は 聖書 は 斯く首 ふに 相違な しと 自ら 忖度す ベ からざる 

事で ある、 聖書 は ra^ して 何を敎 ふる 乎、 先づ 公平に 之を學 ベよ、 而 して 後に 之に 對 する 自己の 態度 を 

おむべき である、 聖書の 言 ふ 所 を 自ら 豫定し 聖書 をして 自己に 贊 成せし めんと する が 如き 現代人の 態 

度 は 全く  理 探究 の 途を誤 まる ものである。 

創せ 記 第 一 章 第 一 節に 於て 天地創造の 大事 實は 宣言 せられた (本誌 第一 一 百 一 一十一 U ま一 si  i 約 研 

究上』 二 六 頁 以下 收錄 「創世記 第一章 笫 一節」 —を 見よ)、 其 第二 節 以下 は 神の 如何にして 之 を 創造し 給 ひ 

し 乎 其 順序に 就て 述 ぶる ものである、 而 して 天に 關 して は 第 一 節の 雷 を 以て 盡きー 一節 以ドに 於て は 主 

として 地の 創造 を說 く。. 


地 は {疋 形な く曠 さ-しくして 黑暗 淵の 面に あり、 神の 靈 水の面 を 覆 ひたりき (二 節) 

事 は 幾 億 萬 年の 昔に 屬す、 淵と いひ 水と いふ も 未だ 淵 あるな く 水 あるな し、 然るに 乇 ー セは 何故 斯 

の 如き 文字 を用ゐ たので ある 乎、 n; 此れ 所謂 「モ ー セ 讒謗 文學」 の 由て 起る 所以で ある、 イン ガ ー ソル 

著 「モ I セ誤 謬論」 "Moses-  Mistakes- 等に も 此事を 指摘して 非難して 居る、 然れ ども 少しく 誠實を 

以て 考 へよ、 物 あり 而 して 未だ 之 を 表 はすべき 語な し、 此處に 言 者の 苦心が ある、 例へば 我國に 於て 

今 は 「瓦 斯」 と 稱す る も 始め 物 ありて 未だ 語な く 之 を 表 はすに 術な くして 遂に 外國語 を 其 俊 用 ゐ たの 

である、 我等 自身に も 亦 其 類の 事實が ある、 何の 語 を 以てする も 表現す る 能 はざる ものが ある、 我等 

の靈の 如き 卽ち 之で ある、 靈 あり 然れ ども 語る 能 はす， 玆に 於て か 巳む を 得す 一 字 を 充てて 之 を 「靈」 

と 言 ふ、 モ ー セ も亦然 り、 天地創造の 偉大 を 表 はさんと 欲して 其 語 を 得す、 依て 自己の 有する あら ゆ 

る 語 を 以て 之に 充てた ので ある。 

地 は 「定形な く」 又 「曠 さし」 とい ふ、 希伯來 語に て 「ト ー フ」 及び 「ボ ー フ」 である、 定形な き 

の 意 を 積極的 及び 消極的 兩 方面より 表 はした ので ある、 r 黑暗 淵の 面に あり」 とい ふ、 暗にして 

沌 たるの 意で ある、 外 は 定形な く內は 混沌たり とい ふ、 然れ ども 此 混沌の 上に 何物 か 之を複 へる 者が 

あった、 「神の 靈 水の面 を 覆 ひたりき」 と、 恰も 鷄の 卵を擁 くが 如く、 母の 兒を 抱く が 如く、 神の 靈 

が 地の 混沌 を 包み 居たり とい ふ、 然 らば 此 混沌 は 決して 混沌 を 以て 終るべき ではない、 必すゃ 其 中よ 

り 何物 かが 出現 せざるを得ないの である。 

神、 光 あれと 言 ひ 給 ひければ 光 ありき、 祌、 光 を 善しと 見 給へ り、 神、 光と 暗 を 分ち 給へ り、 神 

光 を晝と 名け 暗 を 夜と 名け 給へ り、 夕 あり 朝 ありき、 是れ 首の 日な り (三— 五節〕。 
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第一 日 は 光の 出現で ある、 祌、 光 あれと 一一 H ひ 給 ひければ 卽ち光 あり、 定形な き 時に 先 づ光現 はれた の 

である、 實 に莊大 なる 事實 である。 

神 一一 in ひ 給 ひける は 水の 中に 弯蒼 ありて 水と 水と を 分つべし、 …… 卽ち斯 くな りぬ、 祌、 弯蒼を 一大 

と 名け 耠 へり、 夕 あり 朝 ありき 是れ 二：！： なり (六 —八-節、。 

第二 日 は 天地の 分別で ある、 神眞 暗なる 水 を 上ドに 別ち 其 中間に 或る 場所 を 生ぜし め 給うた、 卽ち 地- 

は 下に 天 は 上に 而 して 签問 (firmament) なる ものが 其 間に 出來 たので ある。 

神 一一 一一！： ひ 給 ひける は 天の下の 水 は 一 處に 集りて 乾け る土顯 はるべし と、 卽ち斯 くな りぬ- 祌、 乾け 

る 土 を 地と 名け 水の 集まれる を 海と 名け 給へ り、 神 之 を 善しと 見 給へ り、 神 一一 一一 11 ひ 給 ひける は 地 は 

靑 草と 實蔵を 生す る 草 蔬と其 類に 從ひ果 を 結び 自ら 核 を もつ 所の 果を 結ぶ 樹を 地に 發 出すべし， こ- 

卽ち斯 くな りぬ …… 神 之 を 善しと 見 給へ り、 夕 あり 朝 ありき、 是れ 三日な り (九.— 十三 節 )o 

第三 日 は 地球上に 於け る 水と 陸との IeM 別で ある、 祌、 大洋 及 大陸 又は 島嶼 を 作り 而 して 直に 植生 を發 

出せし め 給うた、 かくて 地 は 綠樹靑 草 を 以て 覆 はる、 に 至った ので ある。 

祌言給 ひける は 天の 弯 蒼に 光明 ありて 晝と 夜と を 分ち 又 天象の 爲め 時節の 爲め 日の ため 年の 爲に 

成るべし、 又 天の 弯 蒼に ありて 地 を 照す 光と なるべし と、 卽ち斯 くな りぬ、 祌、 二の 巨なる 光 を 

造り 大 なる 光に 晝を 司らし め 小き 光に 夜 を 司らし め 給 ふ、 叉 星 を 造り 給へ り …… 祌之を 善しと 晃 

給へ り、 夕 あり 朝 ありき、 是れ ra 日な り (ト§:— 十九 節 )o 

第 四日 は 大體の 出現で ある、 神、 天に 日月 星晨 あらしめ よと 言 ひ 給 ひて 卽ち 諸の 大體現 はれ 從て §: 季 

を 生じ 义暦を 編み 得る に 至った。 


神 言 ひ 給 ひける は 水に は 生物 饒に 生じ 鳥 は 天の 穹 蒼の 面に 地の 上に 飛ぶべし と …… 神 之 を 善しと 

見 給へ り。 神 之 を 祝して 日く 生めよ 繁息ょ 海の 水に 充てよ 义 禽鳥 は 地に 蕃息 よと. タ あり 朝 あり 

き、 是れ 五日な り (一 X >| 廿三 節)。 

第五 曰 は 水中 及び 空中の 動物の 發生 である、 神の 言 に從 ひて 大洋に は 魚類 又は 之に 類す る 動物 を (や 巾 

に は 諸の 鳥類 を 生じ、 而 して 其；^ 翼の 音 聞え て 地 は 益々 美 はしき 所と なった。 

はふ もの 

神 言 ひ 給 ひける は 地 は 生物 を 其 類に 從て 出し 家畜 昆蟲と 地の 獸を其 類に 從て 出すべし と、 卽ち斯 

くな りぬ …… 神 之 を 善しと 見 給へ り、 祌言ひ 給 ひける は 我等に 象りて 我等の 像の 如くに 我等 人 を 

造り 海の 魚と 天空の 鳥と 家畜と 全地に^ ふ 所の 凡ての E 比蟲を 治めし めんと、 祌其 像の 如くに 人 を- 

創造り 給へ り…… 祌其 造りた る 凡ての 物 を 見 給 ひける に 甚だ 善 かりき、 夕 あり 朝 ありき、 "； たれ 六 

日な り (廿 g:— 卅 一 節)。 

第 六 口 は 陸上の 動物の 發 生と 人類の 創造で ある、 神、 地 は 生物 を 其 類に 從て屮 I すべし と 一 W ひ 給 ひて 卽 

ち 家畜と 爬蟲 (S 蟲に 非す 蛇 類な り) と 獣類と が 造られた、 叉 最後に 神 我等に 象りて 人 を 造るべし と 

言 ひ 給ぴて 人類が 創造 せられた、 而 して 人類の 创造を 以て 造化 は 終局に 達した ので ある、 故に 第 七 n 

は 祌は其 ェを竣 へ て 安息み 給うた ので ある。 

始に 光の 出現 あり、 次に 天地の 151； 別 あり、 次に 水陸の l5i 別 あり 併せて 植物の 發生 あり、 次に • 人體の 

出現 あり、 次に 水屮 及び 空中の 動物の 發生 あり、 最後に 陸上の 動物の 發生 及び 人類の 創造 ありて 然る 

後に 祌は 安息に 人り 給へ りと いふ、 誠に 驚くべき 記事で ある、 試に 之をモ ー セと 同時代の 他の 人の 山々 

イン スピ レ I- ン T, シ 

想と 比 絞して 其の 如 w に大 なる 靈 感 なりし か を 知る 事が 屮 I 來る、 个 n と雖も 無學の 農お 等の に 
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は 未だ 地球の 自轉 しつ、 太陽の 周 園 を廻轉 すと いふが 如き 事 實をさ へ 信ぜざる 者が 少 くない. 況んゃ 

八， より K 干 年 前に 於て を や、 モ ー セ 時代の 記錄 にして 天地創造 を傳 へたる 者に バ ビ 口 ン 人の 說が ある" 

曰く 「始め タム テと稱 する K 大 なる 婦 ありて 世界 を 包めり、 然るに ベルと 稱 する 祌來 りて 此婦を 胴よ 

り 二つに 斬り たれば 其 上部 は 天に 上りて 日 星晨 となり ド部は 地球と なれり、 次に ベ ル祌 己が 僚 神 を 

呼び 來り 自己の 首 を 斬らし め 之より 出で し 血と 土と を 混じて 萬 物 を 造れり 云々」 と、 之 を 創世記の 天 

地 創造 說と 比较 して 其 差 果して 如何、 ベル 創造 說の 如き はモ ー セの 記事の 前に は 全く 問題と すべから 

す である。 

パ ビ n ン の 天地創造 說 よりも 遙 かに 優秀なる は 我が 國史の 其れで ある、 松 t 田 著 『國 史略』 は 眞摯な 

る 日本 歷 おと して 今の 文部省 編 竹お の 歷史の 比 で はない， 而 して 其 開闢 說 に 曰く 

天地 陰陽の 未だ 剖 判せ ざる、 渾沌た る こと 雞 子の 如し、 溟滓 にして 而 して 芽 を 含めり、 乃ち 淸輕 

たる 者确歷 して 天と 爲 るに 至て 重 濁なる 者淹 滞して 地と 爲る、 神聖 其屮に 生る-有り 云 々 

之れ 犬に 美 はしき 思想で ある、 然れ ども 「神聖 其 中に 生る あり」 と 言 ふに 至て 其の 希： e 來 思想との 差 

如何に 甚だしき か を 認めざる を 得ない、 聖書 は 曰 ふ 「元始に 祌、 天地 を 創造し 給へ り」 と. H 本歷史 

は 曰 ふ 「神、 天地の 中より 生る」 と， 神 若し： 大地の 中より 生れた る 者な らん 乎、 神 は 如何にして 天地 

を 足下に 蹈 へて 之 を 支配す る 事 を 得べき、 . 入 地 創造 f ^の 中 優秀なる ものす ら是れ である、 ra:r 年 前の 

モ ー セの 思想 は 百年 前の 日本人の 思想よりも 遙に 偉大 且つ 完 美であった。 

次に 注意すべき は 「創造」 なる 語の 川 法で ある、 元始に 神、 天地 を 「創造り」 給へ りと 言 ひ、 後に 

は 皆 何々 を 「造り」 と 言 ひ、 而 して 更に i 七 節に 至て 又祌其 像の 如くに 人 を 「創造り」 給へ りと 一一 一一！： ふ- 


「創造」 は 希伯來 語の 「バラ ー」 にして 「造」 は 「アサ ー」 である、 前^ は 特別の 創造に して 後者 は 

大體の 創造で ある、 神、 元始に 宇宙 を 造り 給 ひし 時には 之 を 特^に 創造し 給うた、 次に 水陸 义は 天體 

叉 は 植生 又は 動物 を 造り 給 ひし 時には 大體の 創造に 過ぎなかった、 最後に 己が 像に 象りて 人 を 造り 給 

OO0.00  0  0  0  0000  0  00  C-00  0  0  00 

ひし 時には 再び 特別の 造 を 行 ひ 給うた、 卽ち 知る 聖； 書は始 より 人に 特^の 重き を 置く 事 を、 人 を 地 

上に^ 置して 之 を 撫育す る 事が 祌の 造化の 目的であった、 此 故に 神 は 人 を 造る に當っ て 新しき 造化 を 

行 ひ 給うた ので ある、 人 は 萬 物よりも 貴し とい ふ、 誠に 然り である、 一人の^ 兒 はァラ ビヤ 名馬 百 萬 

頭に 勝る、 全世界 を 以てする も 人 一人の 貴き に は 及ばない、 然 らば 何人が 此眞 理を敎 へたので ある 乎、 

梨 書 を 措いて 他に 之を敎 ふる 者 は何處 にもない ので ある。 

宗教と 科學、 創世記 第二 章の 記事と 近世の 天然 科學 との 調和、 モ ー セの 一一 目と 天文 學 動植物 學 との 關 

係、 是れ 余輩の 靑年 時代に 於け る大 なる 疑問に して 义 熱心なる 研究の 題目であった、 之が 爲には 幾 百 

冊の 書を繙 いた、 殊に 瑞 西の 學 者に して 後 米國に 移住した るァ ー ノ ルド • ギヨ ー の 創世記 第一 章 論、 

加奈陀の 學者 ド，' ソ ンの著 等 は 余輩の 最も 精讀 したる 所であった、 然るに 今日の 靑年 にして 斯の 如き 

問題 を 一 愛 ふる 者 3^ して 幾人 ある 乎、 近せ 人 は 甚だ 悠暢 である、 彼等 は宗敎 と科學 との 衝突の 如き を 意 

に 介し ない、 彼等の 或 者 は單に 聖書の 一一 一一 口 を 執りて 學 者の 所 說には 一顧 をも與 へない、 又 或 者は學 問と 

宗敎 との 調和の 如き 到底 不可能な りと 稱 して 二者 を 別個に 兩 立せ しめんと 欲する、 叉 或 者 は 近世 科學 

に 符合せ ざる. M 書の 記事 を 以て 全く 迷妄な りと して 之 を 葬り去る ので ある。 

而 して 實にモ ー セの言 中 近世 科學と 符合せ ざるが 如くに ゆる もの は少 くない、 例へば 一 日に して 
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水陸の lEil^ 成り 一 日に して 植生 悉く 出現し 一 日に して 諸 動物み な發 生したり と 一 百 ふが 如き 之で ある、 

或 人の 計算に 由れば 地球の 成立に は 一億 年 又は 三 四 億 年 又は 十五 億 年 以上 を 費せ りと 言 ふ、 石炭 1^ の 

形成の み にても 少く とも 九 百 萬 年 を 要したり と 言 ふ、 然るに 之 を 一 曰と 稱 する は 如何、 又 例へば 第 西 

H に 太陽と 月と 星との 造られた りと いふが 如き も然 うで ある、 星の 出現 は 地球の 成立 卽ち 水陸の 15^^ 

よりも 遙に 以前の 事に 屬す るので ある、 また 祌、 植物 を 造り 禽鳥 を 遣り 家畜と 爬 蟲と獸 類と を 造れり 

と 言 ひて 恰も 幼稚園の 小兒の 玩具 を 作成す るが 如き 觀が ある、 植物 叉 は 動物 は 神に 由て 直接に 造られ 

たもので はない、 自然の 進化 發達 を經て 今日に 至りし ものである、 故に モ ー セの 記事 は 進化論と 天文 

學 とに 背く 非 科學的 思想な りと して 排斥 せらる k の である。 

； W しながら まづ考 ふべき はモ ー セの 時代で ある、 今より ra: 干 年 前、 神武 天皇が 我等と 相距る 丈け 更 

に 以前に 溯りて 我等と 相距る 人の 筆に 成りし 天地創造 說 として 果して 斯の 如き 記事 を 想像し 得る 乎、 

試に 聖書 以外の "大 地 創造 說を 見よ、 かの バビ n ン傳說 の 如き は 殆ど 意味 を爲 さす 之 を 批評す るの 價値 

だに なきもの である、 加 之 近^ 人 は 今日の 科學を 誇る と雖も 今より 四千 年後に 及びて 今 B の 科 學を批 

評する 者 は 之 を 何と 言 ふで あらう 乎、 モ ー セの 記事 は 時代 的に 見て 確に 驚嘆すべき 記事で ある。 

更に 少しく モ ー セに對 し 同情 ある 觀察を 下さん 乎、 最初に 光 出現した りとの 觀 念の 如き は 人の 思想 

の 到底 及ばざる 所で ある、 光 はた r 太陽より 來 ると は ヶ より 百 五十 年 前に 至る 迄 人類 普通の 思想で あ 

つた、 何人も 太陽 を 離れて 光を考 ふる 事 は 出来なかった、 何れの 國民も 神と 言へば 光 を 思 ひ 光と 言へ 

ば 太陽 を 思 ひしが 故に 太陽 を 神と して 拜 したので ある、 然るに 言 あり、 曰く 「太陽 未だ 造られ ざるに 

先 だち て 旣に光 ありき」 とこ は 茶して 何人の 首で ある 乎、 空想 乎、 諷刺 乎、 否是れ 天よりの 啓示で あ 


つたので ある、 而 して： 大然學 者 は 漸く 近来に せりて 太陽 以外に 光 ありとの 事實に 注意す るに 至った、 

電氣 の 光. S ち 是れで あ る 、 所謂 北光 は電氣 の 作^に. m て 生す る 光に して 太陽と 關係 なきもの である、 

故に： 大地 尙ほ 混沌たり し 時に 方り 先 づ祌光 あれと  一 K ひ 給 ひければ 光 ありき と は 驚くべき 思想で ある。 

モ ー セは： 大地 萬物發 生の 順序 を 示して 曰うた、 始に 植物、 次に 動物、 最後に 人類と、 而 して 動物 中 

にあり て は先づ 魚類 あり 次に 鳥類 あり 次に 爬蟲と { 氷 畜と獸 類 ありと、 若し 地質 學者を し て 々 な る 1^ 

-  ふく ゲふ  せつ. せん 

本の 陳列に 由て 進化の 順序 を 表 はさし めば 斯の 如く 簡軍 なる 能 はす 其 の 境 界 複合 し て 截然と 相 分 つ 事 

が屮： 來 ないで あらう、 W しながら 萬 物 創造の 大略 を敎 へんと 欲せば モ ー セの 如くに 言 ふの 他ない ので 

ある、 其 順序 は眞實 にして 其 說明は 最良で ある、 故に モ 1 セの言 は 大體に 於て 決して 誤らす と 首 ふ 事 

が 出来る。 

かの 叫 nnl に 口と 月と 星との 造られた りと 一一： 一 c ふに K にて は 一 見 非科學 的の 甚し きものの 如くで ある、 

然れ ども 學 者の 研究に 由れば 地球 は 石炭の 形成 せらる、 迄 混沌た る狀 態に ありし が 石炭の 形成と 共に 

本： 氣淸 澄と なり 初めて 太陽の 光之に 達したり とい ふ、 故に 地球の 立場より す，；； ば 日 目に If- て n と 月 

と 星と が 現した ので ある。 

勿論 現今の 緻密なる 學 問より 一一 一一 u はば モ ー セの 記事 屮非 科學 的と 見 ゆる もの 少 からすと 雖も是 れ必す 

しも 其 誤 まれる が 故で はない、 未だ 明 C ならす と 首 ふに 過ぎない、 加 之 其の 大體に 於て 正確なる 事 は 

之 を 疑 ふこと が 出来ない、 大體に 於て モ ー セの 記事 は科學 的で ある、 併しながら 聖書 は 本來科 * の敎 

科 書で はない、 聖書 は 天然に 就て は 其の 道 德的叉 は 信仰的 方面 を敎 ふるもの である、 神と： 大 然との 關 

係 如何、 神の 子 は 如何に： 大然を 見るべき 乎、 是 れ聖； 書の 明かに せんと 欲する 所で ある、 而 して 此 立場 
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よりして 我等 は 科學の 示す 能 はざる 多くの 貴き 眞理 を聚 書より 學 ぶの. である。 

「神、 光 あれと 一一 目 ひ 給 ひければ 光 ありき」、 「神 一一 一一 u ひ 給 ひける は 云々，」 と、 是れ 造化の 一 段 毎に 繰 返 

さる 3 語で ある、 而 して 此 語の 中に 極めて 深遠なる 眞现が ある、 「神 一一 一一 n ひ耠 ひければ」、 然り始 なく 

ち r ら おのれ  じつ ゆん 

終な く 一  切の 能力 を 己に 備へ耠 ふ 神 云々 と 言 ひ 給へば 卽ち 其事實 現す るので ある、 聖書に 謂 ふ 所の 言 

は 唯の 「言」 ではない、 希伯來 語の r ダバ ー ル」 に 二重の 意味が ある、 初に 思想 あり 而 して 後に 行爲 

ある 時 之を稱 して 「言」 とい ふ、 神、 光 あれと 言 ひ 給 ふ 時まづ 神に 光 を 造らん との 思想が ある、 而し 

て 之 を 行 爲に實 現して 卽ち 光が 在る ので ある、 信仰の 立場より 見て 神の 天地 萬 物の 創造 は皆此 順序に 

由て 行 はれた る ものである、 初に 祌に 造化の 思想 あり、 而 して 後に 之 を 行 爲に實 現して 造化 は 成った 

ので ある、 造化の 根源 は 神の 思想に ある。 

如何にして 此事を 知り 得る 乎、 之 を試驗 する 能 はす、 ^^しながら之を各自の信仰上の實驗に由て知 

る 事が 出来る、 神 を 識らす キリスト を識ら ざり し 余が 如何にして 今の 光 を 有する に 至りし 乎、 余 自ら 

45 つせ ふ  いつ 

之 を 知らす と雖も 或は 余が 銑 を 115 にして 山野 を跋涉 したる 時 か 或は 余の 睡眠 中 か 何時か 祌の 思想が 余 

の 心に 臨んだ ので ある、 而 して 是に 由て 余 は キリストの 十字架が 余 の 生命の 源なる 事 を 知った の で あ 

る、 此事 を說明 せんとして 何と 言 ふべき 乎、 「祌此 罪人に 光 あれと 言 ひ 給 ひければ 光 ありき」 とい ふ 

の 他な し、 余の 光 も 亦 神の 思想より 來 たので ある、 その 如く 天地 萬 物の 根源 は 神の 思想に ある、 「祌 

云々 と 言 ひ 給 ひければ 斯く 成りぬ」 である。 

にちや * つ 

「夕 あり 朝 ありき 是れー 日な り」 と， 或は 之 を ユダヤ 思想な りと 言 ふ、 ユダヤ人の 一 日 は日沒 より 

日沒 迄な りしが 故で ある、 W しながら ユダヤ人の 此觀念 は 却て 創世記の 記事より 來 たので あらう、 此 


語の 深き 眞理 を說 明す る もの も义 ユダヤ 思想に 非す して 各自の 信仰 上の 實驗 である、 或 時 我等の 心に 

光 臨みて 之 を 照し 歡 喜と 感謝 を 以て 溢る、 事が ある、 是れ 朝で ある、 然るに 漸く 進みて 或 所に 至れば 

叉晤黑 に陷ら ざる を 得ない、 是れ 夕で ある、 其時祌 云々 あれと 言 ひ 給へば 忽ち 新なる 光 臨み 来りて 再 

、び 朝と なる ので ある、 キリストの 贖罪 は 三十 年間 余 を 慰めた る 光であった， 然るに 或る 所に 至りて 余 

は 之の み を 以て は 到底 堪へ 難き を 感じた、 其 時 余の 心 は 暗黑の 夕であった、 而 して 神 叉 光 あれと 一一 一一 C ひ 

耠 ひければ 兹に キリス トー 冉 臨の 新しき 光 は _ 余の 心に 臨んで 余 は 再び 輝く 朝を迎 へたので ある、 誠に 夕 

よ ひ みやう しゃ- f 

あり 朝 ありき 是れー 日な りで ある、 詩人 ホワイトの 歌 ひし 如き 人の 初めて 宵の明星 を 仰ぎし 時の 經驗 

は 我等 各自 も 亦 之 を 有する ので ある。 

天地 も亦然 り、 初め 各種の 植物 發 生して 地 はいと 美 はしく あった、 併しながら 其の 繁殖の 極に 達し 

たる 時 は 行き詰りの 夕であった、 其 時、 祌、 動物 あれと 言 ひ 給 ひければ 動物 屮：： でて 叉 新 天地 は 開けた 

ので ある、 是れ 聖書の 宇宙 萬物觀 である、 夕 あり 朝 ありき 是れ 一 日な り、 天地 は此順 序に 由て 創造せ 

これ b 

られ 我等の 小なる 靈魂 も亦此 順序に 由て 救 はる、 彼 を 造りし 祌は 同じ 法則 を 以て 此を 護り 給 ふので あ 

る、 大地 球の 發 達の 歷 史を證 明す る もの は 我等の 信仰の 實驗 である、 宗敎 と科學 との 調和 は 此處に 之 

を發 見すべき である。 

夕 あり 朝 ありき、 而 して 今 は 又 夕に 迫った ので はない 乎、 *1 界は 再び 暗 黑に陷 つ たので はない 乎、 

暴 逆なる 獨逸は 滅びて 新しき 平和 は 世に 臨みつ、 ある、 併しながら 何よりも 確實 なる は 之に. ffl て 黄金 

時代の 實 現せざる 事で ある、 或は 恐る 八 ：- 年の クリス マ スに 至らざる 以前 全人 類の 大 なる 不平が 勃發す 

るので は あるまい 乎、 凡ての 方面より 觀 察して 世界 は 今や 夕に 到りし の 徵候顯 著で ある、 然 らば 世界 
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は 之 を 以て 終る ので ある 乎、 否、 神 旣に六 度び 光 あれと 言 ひ 給 ひければ 新しき 光 臨みし が 如く 神 今 一 

度び 光 あれと 言 ひ 給 ひて 犬なる 新生 命 は 我等に 臨む ので ある、 祌の言 に從 ひて 光 出で 植物 出で 動物 出 

で 最後に 神义 新しき 生命 あれと 言 ひ 給 ひて 人類 は 生れた、 今や 人類の 夕に 達した る 時 祌は必 す 再び 新 

しき 生命 あれと 一一 一一 a ひ 給 ふで あらう、 而 して 我等の 未だ 實驗 せざる 驚くべき 大生 命が I 界に顯 はれ 出づ 

-る で あらう。 

むすめ  はんじゃ-.. - 

余 は 今朝 雜司ケ 谷の 地に 愛する 女の 墓 を 見舞うた、 墓地 は 益々 繁昌し っ& ある、 多分 今より 五十 年 

後に は此 堂に 在る 者 亦み な 墓の 中に 眠る であらう、 而 して 命日 毎に 友人に 由て 其 墓 を 飾らる ， ^のみ を 

はじめ  はじ 

以て 神の 仕事 は 終る ので あらう 乎、 始に 神、 光 あれと 一一 一一 n ひて 大 なる 努力 を 費して 創め 給 ひし 造化が 遂 

に 墓 を 以て 終る ので ある 乎、 祌 若し 神なら すと せば 卽ち已 む、 然れ ども 神が 祌 たる 以上 は 人生 は 墓 を 

以て 終る ベから す、 造化の 終局 は 其 元始の 如く 亦 神ら しきもので なければ ならない、 故に 聖書 は 曰 ふ、 

「更に 新しき 日來 らん、 其 日に は 神 を 信じて 死した る 者 は 新しき 體を 以て 墓より 起き 出で 新しき 生命 

に 入るな り」 と、 迷妄 か 非 科學的 か、 併し乍ら 是 より 以下の もの を 以て 人は滿 足す る 事が 屮 I 来ない の 

である、 我等の 信す る 神 は 生命の 祌 である、 故に 彼 は 冷き 土の 中に 我等 を 終らし め 給 はない、 「ラザ 

口 よ 起きよ」 と 呼び 給 ひし 同じ 變が 我等に 掛かる 時 我等 は榮 光の 體を以 て睡る の である。 

造化 は 未だ 完成に 達しない、 宇宙 萬 物 は 其 完成 を 待ちつ k ある、 而 して 宗敎の 目的 は 人 をして 限な 

き 新生 命 を 以て 新しき 天地に 棲息せ しむる にある、 其 時に 於て 神の 造化 は 初めて 完成に 達する ので あ 

る、 創世記 第一章の 敎 ふる 所 は 之で ある、 そ は 啻に 過去の 事實 の記錄 ではない、 未来の 恩 惠の預 一 百で 

ある、 人類 永遠の 希望の 約束で ある。 (藤 井武 筆記〕 


人類の 墮 落と 最初の 福音 

創世記 第三 章の 硏究 

(五月 十  一 n 十八 日お 京祌田 基督 敎 靑年會 館に 於て〕 

創世記 第三 章の 記事 は 興味 ある 物 i なる も 其 中に 我等 各自の 信仰と 深き 關係を 有する 大，. なる ^理 あ 

るな しと は 近世 人 及び 近代の 註解 者 等の 稱 ふる 所で ある、 彼等 は 曰 ふ 「是 れ何處 にも ある 女と 蛇との 

ま r に過ぎない、 世界の 古き 記錄 は皆此 種の 物語より 始まる」 と、 例へば メキシコの 如き 文明より Ipra 

したる 國に 於ても 女と 蛇と に關 する 口碑 あり、 又バ ビ 口 ン の 如き 古代の 文明 國に 於ても 樹_ ^に I 佇立せ 

る 女の 傍に 蛇 あり 其 頭 を 擡げて 之と 語る とい ふ 古き 物語 あり、 其 他 支那に 於ても 所謂 陰陽の 觀念 あり 

て 諸の 惡は 陰& たる 婦人より 來 ると 見る が 如き 皆 同一 の 忍 想より 出づ、 へ ブル 人の 思想 も 亦 之と 異な 

ら ない、 創世記 第三 章 は 此の 人類 共通の 古き 觀念を 描け る ものであると 言 ふので ある、 ^しながら 斯 

の 如き 解釋は 恰も 善惡を 知る の 樹の果 を 食 ふと 同じく 人 をして 識者たら しむる に 足らん も 之 をして 靈 

灼せ li 的 こ 向上せ しむる 事 は出來 ない、 創せ 記 第三 音 ャの解 釋 は 信仰の 程度 如何に^て 異なる、 深き 信 

^^^^o-^^^p^.^^,^^, 故に 或 人 は 之 を 呼んで the  proto-evangel (最初の 福音) と稱 したの 

である。 
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いき 45  へび  さ r  をん な 

「エホバ 神の 造り 給 ひし 野の 生物の 中に 蛇 最も 狡猎 し、 蛇 婦に言 ひける は 云々」、 事赏 である 乎、 

譬晚 である 乎、 明白に 識別す る 事が 出来ない、 併しながら 之 を 原語に て 護む 時 は 其 困難の 大部分 を 解 

き 去る 事が 出来る、 蛇の 原語 Nachash  (ナカ シ ュ) は 其 字義より すれば 「光る 者」 叉 は 「俐巧 さう 

に 見 ゆる 者」 の 意で ある、 卽ち 一見して 博識 多才、 世事に 精通し 人心の 機微 を 穿つ が 加き 者 を 「ナカ 

シ ュ」 と 一一 一一 n ふ、 其 註解 を 得ん と 欲すれば 哥林多 後書 十 一 章 十四 節 を 見よ、 「サタン も 自ら 光明の 使の 

.f- たち  O0O0OOOO00O000OO0OOOOOO0O00000OOOOO 

貌に變 するな り」 と、 アダムと H バ との 前に 現 はれた る 蛇卽ち ナカ シ ュは 光明の 使の 貌に變 じたる サ 

タンで ある、 故に 之を譯 語に て 蛇と 讀 ますして 寧ろ 原語の ま& 「ナカ シ ュ」 と 讀むを 可とする、 而し 

て サタンが 光明の 使の 貌に變 じて 来りて 人 を 試む る 事 ある は 我等の 信仰生活に 於て S 々實驗 する 所で 

ひ か り ひと  ふち おちる 

ある、 風采 揚り 學識 秀でた る 光明の 土に 誘 はれて 遂に 恐るべき 淵に 陷る 事が 多い、 人類の 始祖 を 誘 ひ 

たる 者 も亦斯 かる 「光る 者」 「悧巧 さう に 見 ゆる 者」 であった、 卽ち サタンが ナ カシュの 貌を 以て 現 

はれた ので ある。 

併しながら 「野の 生物の 中」 とい ひ 「腹 行 ひて 云々」 と 言 ふが 故に ナ カシュ は 蛇 を 代表す る 者た る 

事 は 疑 ひがない、 蛇 其 者に は 非ざる も 蛇の 如き 者で ある、 而 して ナ カシュ を 以て 蛇 を 代表せ しむる は 

宇宙 を 詩的に 觀 察した る 思想で ある、 宇宙 は 一 の 犬なる 詩で ある、 萬 物 は 靈界の 表現で ある、 ゥ オル 

ヅヲ ルス、 ブライアント 等の 詩人 は 能く 此事を 了解した、 彼等 は 萬 物の 中に 或る 靈の 具象 を 認めた、 

而 して 我等 も 亦 時として 詩人と 成る ので ある、 世に 陰險 なる 人物 を稱 して 狸と いふ、 狸 は實は 愛すべ 

き 動物で ある、 併しながら 此稱 呼に 深き 意味が ある、 狸 は 日の 光 を 喜ばない、 彼 は 好んで 暗き 穴に 潜 

る、 故に 陰險 なる 人物 を 俚と 呼ぶ は 天然の 詩的 解釋 である， 其 如く 野に ある 蛇 も 亦 或る 一 の靈の 表現 


である、 蛇が 人 を 誘 ひたりと 言 ふ、 詩で ある. 而 して 深き 眞现 である。 

人 殊に 婦人 は 何故に 蛇 を 嫌 ふ 乎， こ は 動物 學上說 明すべからざる 現象で ある、 動物 學 者の 言 ふ 所に 

由れば 動物の 運動 方法と して 蛇の 運動 ほど 美 はしき もの はない とい ふ、 然るに 何故 之 を 嫌 ふので ある 

乎、 蛇の 中には 毒蛇 あるが 故で ある 乎、 併しながら 蛇の 種類 數 百の 中 有毒の もの 僅かに 十二 三 稲に 過 

ぎない、 若し 毒の 故 を 以てすれば 蟲 にも 毒蟲 あり 魚に も 毒魚が ある、 然 らば W 故で ある 乎、 是れ 興^ 

ある 問題で ある、 或る 學者は 曰 ふ、 人 は 今日 迄 多くの 動物と 鬪ひ しも 其 最も 困難な りし は 蛇との 鬪ひ 

であると (蛇 は 門 を 閉づる も 之 を 防ぐ 能 はす、 壁 間の 小孔 等より：；^ 入し 來 りて 人 を 害する、 印度 又は 

臺灣 等に 於て は 今尙ほ 蛇の 爲に 死す る 者 年々 數 萬に 上る)、 此說明 は 甚だ 有力な りと 雖も 未だ 十分な 

る 理由と 爲 すに 足りない、 蛇と 婦人との 間に は 3: か 我等の 解す る 能 はざる 深き 理由 ありて 斯の 如く 甚 

だしき 反目 を來 したので ある、 而 して 此點に 於ても 亦 創世記 第三 章 は 犬なる 參考 資料 を 供す る もので 

ある。 

併しながら 最も 重要なる 事 は 蛇が 何で 有った 乎の 問題で はない、 ナカ シ ュが 如何にして 人類 を 誘 ひ 

し 乎の 問題で ある、 是れ獨 り アダム、 H バの 遭遇した る 問題なる のみなら す 叉 我等 自身の 遭遇す る？ 1： 

題で ある、 サタン は來 りて 先づ 疑問 を發 して 日うた 「神 眞に汝 等 園の 凡ての 樹の果 は 食 ふべ からすと 

首 ひ 給 ひしゃ」 と、 サタンの 人 を 誘 ふや 常に 疑問 を 以てする、 而 して 人 は 之に 對 して r 然り」 または 

「否」 を 以て 答 ふれば 足る、 然るに エバ は サタンに 答へ て 曰うた 「我等 圃の樹 の 果を食 ふ 事 を 5r さ 

れど 園の 中央に 在る 樹の果 をば 祌汝等 之 を 食 ふべ からす 又 之に 捫 るべ からす、 恐らく は汝等 死なん と 

言 ひ 給へ り」 と、 之をニ^：十十六、 七 節と 對 照す るに 「又 之に 們 るべ からす」 とは祌 御自身の 一一 一一 E ではな 
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い、 H バが 己の 想像より 附け 加へ たる 首で ある、 叉 神. は 「恐らく は」 と 言 はすして r 必す」 と 言 ひ 給 

O0OOO00OO0OOOOOOOOOOO00OOOOOCO0OOOOOOO 

うたので ある、 .卽 ち 知る H バ は 祌の言 其傣を 引かす して 或は 之に 附 加す るに 自己の 想像より 出 づる解 

ゥ 0  C 一  0  0  0  0 みつり 0  0O000O00O  O0OO0OOOOOOOOOO0O0OO0O 

釋を 以てし 或は 妄に之 を 修正した る 事 を、 H バがナ カシュに 乘 ぜられ たる 所以 は此處 にある、 ナカ シ 

をん な 

ュ、 婦に首 ひける は 「汝 等必す 死ぬ る 事 あら じ、 神汝 等が 之 を 食 ふ III には汝 等の 目 開け 汝等 神の 如く 

なりて 善惡を 知る に 至る を 知り 給 ふなり」 と、 ナ カシュ は エバ の 態度より 察して 其の 誘 ふに 足る を 思 

ひ大膽 にも 言うた ので ある、 神の 之 を 禁じた るは祌 自身の 地位 を獨占 せんが 爲 にして 汝 等に 對 する 愛 

ではない と、 玆に 於て H バ は 其樹を 見れば 食 ふに 善く 目に 美 はしき が 故に 遂に 全く 誘 はれて 神に 逆く 

に 至った ので ある、 試に 之 を 我等 各自の 實驗に 比せよ、 ナ カシュ 來 りて 先づ 或る 疑問 を發し 我等の 之 

しつつ- 0  こと  しん う * か 

に應 する を 見る や サ言を 以て 步 一 歩 我等 を 誘 ひ 遂に 全く 信仰 を 失 暖 せし むる に 至る、 實に 能く 眞を穿 

ちた る 記述で ある。 

ナ カシュ は又ィ H ス キリ ストの 許に 来りて 彼 を 試みた、 併しながら 彼 は 唯 聖書の 言 有の 儘 を 以て 答 

へ て 之を擊 退した、 馬 太 傳第叫 章 は 創世記 第三 章と 著る しき 對照 を爲す ものである、 エバ は 何故に 失 

0  0  0  0  0  oooooooroooooooooooooo  00OOO0O0OO0OO  0  0 

收 したる 乎、 彼女 は 聖書の 言に 修飾 改訂 を 施した るが 故で ある、 ィ H スは 何故に 成功した る 乎、 彼 は 

O  00  0  000000000O0  OO0O00OO0OOO0OOOOO0O0000 

聖書 其！！ を 以て 立ちし が 故で ある •、 而 して サタンの 誘惑 を 撃退す る 唯一 の途 は此處 にある、 人 は自已 

の 意志 を鞏间 にして 以て 誘惑 を 排斥 せんとす る も 能 はな い 、 唯 聖書の 一一 百 を 繰返し ての み 確實に 之を擊 

退す る 事が 出来る、 聖書の 言 が 如何にして 斯の 如き 力 を 有する 乎は說 明す るに 甚だ 困難で ある、 併し 

ながら 長き 信仰生活 を 綾く る 者 は 皆 知る ので ある、 聖書 中の 或る 一 節 一 句が a 々人の 靈魂を 危機より 

救 ひ 出す 事 を、 之に 反し 人 をして ナカ シ ュ の 誘惑に 陷 らしむ るの 途を 開く もの は 聖書の 言 を 疑 ひ 或は 


之を變 へ ん とする の 異端で ある、 

次に 善惡を 知る の 樹とは 如何、 樹が 如何にして 善惡を 知らし むる ので ある 乎、 都市の住：！^は此15^-を 

解す るに 困難で ある、 併しながら 山中の 民に 取て 樹の 如く 大 なる 意義 を 有する もの は少 い、 一本の 樹 

OOOOOOOOQV ゝ OO0O  は-_ノ：^4  しん リ よ，、 こ-? んふ  •？ 、え ふ 

の 上に 多くの 歴史が 紫って 居る、 其 萌芽、 其 新綠、 其 紅葉、 其 落葉、 皆 人生との 間に 深き 關 係が 有る、 

余輩の 忘る k 能 はざる もの は靑年 時代に 北海道に 於て 親み し樹 である、 彼等 は 多年 余輩 を 敎へ又 慰め 

けやき 

たる 舊友 である、 ん 「日と 雖も窓 前に 繁る 一 樹の櫸 は 余 暈に 取て 朝と なく 夕と なく 深大 なる 慰藉で ある 

OO0000O00O  OO0OO00O0OOO0CO0OOO0OOOOOO0O 

敎訓 であ る、 善惡を 知る の 樹と言 ふ、 天然との 交通 の 經驗に 富む 者 は 能く 其 消息 を 解す る 事が 出来る。 

「園の 凡ての 樹の茶 は 意の 儘に 食 ふ 事 を 得、 され ど 善惡を 知る の 樹は其 果を食 ふべ からす」 と、 園 

中の 樹幾萬 本、 而 して 其 中 唯一 本の のみ は 食 ふ 事 を 禁ぜら る、 人の 人た る 所以、 其の 神と 異なる 所 

以 は此處 にある ので ある、 人 は 他の 事に 於て は 凡て 自由で ある、 ^^しながら唯 一 事に就ては絕對的服 

COOO0O0O00OO  00OO000O00COO0OOO0 

從を 守らなければ ならない、 此 唯一 の服從 ありて 初て 人の 慣 値が ある、 偉人と は 誰ぞ、 才能 絶倫の 人 

ではない、 祌の 前に 結 對服從 を 守る 人で ある、 曾て アイザック . 一一 ュ ー トン は 曰うた、 「基 将敎の 起 

否 は 但以理 書 を 神の 首と して 受く るか 否かに あり」、 と 以て 彼の 如き 大科學 者に も 唯一 つ 信じて 疑 は 

ざる 者 ありし を 知る 事が 出来る、 若し 人に して 一 も 信す る 所な く服從 する 所な きに 至らん 乎、 卽ち彼 

は 人に して 人で はない、 人た るの 品格 は旣に 彼より 落ちた ので ある、 斯 かる 人の 光輝 失せた る 額 色 は 

其 事 を 裏切って 餘 りが ある、 信從卽 ち是れ 善で ある、 叛逆 卽ち 是れ惡 である、 祌は圃 中 幾 萬 本の 樹の 

中 唯 一 本 を 禁じ 給 ふ、 而 して 之に 信從 して 人に 善の 善た る もの あり、 之に 叛逆して 惡の惡 たる ものが 

0  0OO0OOOOOOO0OOO0OO 

ある、 墮 落と は 人が 其 唯一の 服 從を失 ふ 事で ある。 . .， 
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然 らば 今日に 於 て 善惡を 知る の 樹とは 何で ある 乎、 他 の 物 は 皆 意 のま、 に 食 ふ を 得る も 唯 之 のみ は. 

食 ふ ベ か らす、 若し 之 を 食 はば 必す 死なん と  一一 一一 E はる、 もの は 何で ある 乎、 初代に 於け る樹は 今日に 於 

ける 書で ある、 神 は 我等に 唯一 書 を與へ 給うた、 而 して 我等 は 他の 哲學 文學乂 は歷史 科學等 何れに 對 

して 自由の 判斷を 下す も 可な り、 唯此 書に 現 はれた る 神の 一一 一一 E に對 しての みは 絕對的 信從を 守らな けれ 

ばなら ない、 然ら すん ば 我等 は必す 死す べきで ある、 「若し 此書 の 豫言 の 一一 一一 口 に 加 ふる 者 あれ ば祌此 «r 

しる  わざ は ひ  けづ 

に 記す 所 の災を 以て 之に 加 へん、 若し 此 書の 豫言 の 首 を 削る 者 あれ ば 神 之 をし て 此書 に 記す 所 の 生命. 

の 樹の果 と聖き 城と に與る 事な からしむ」 と あるが 如しで ある (默 示錄 ニニの 一八、 一九)、 我等が 

O00O0O000000O  OOOOOOOOO0OOO0OOO0OOOOOOO0 

善惡を 知る の樹は 聖書で ある、 之の みは 食 ふべ からす 唯 其 俊に 信じて 交く ベ きもので ある。 

アダムと H バ と は 善惡を 知る の 樹の果 を 食 ひて より 己が 裸體 なる を 知り 之 を 恥ぢて 無花果の 葉 を 綴 

りて 裳 を 作った、 彼等 は 何故 裸體 を恥づ るに 至った ので ある 乎、 思 ふに 此時 人類に 大變 化が 臨んだ の 

であらう、 人類に は 初め 極めて 貴き ものが あった、 其 時裸體 は恥づ べき 狀態 ではなかった、 美術家の 

要求す る ものにして 裸體の 如き はない、 天然 美 は 此處に 最も 善く 現 はる、 が 故で ある、 又 今日と 雖も 

裸體の 毫も 恥辱に 非ざる 場合が ある、 テ 一一 ソン の 詩に 歌 はれた る 或る 少女の 場合の 如きが 其れで ある、 

むすめ 

少女 は壓制 君主の 女であった、 彼女の 父なる 國王は 或 時人 民に 誓って 曰うた、 若し 婦人に して 裸體の 

G, リまは  てつ £*- い 

ま k 馬上 城下 を乘 廻る 者 あらば 壓 制の 法律 を 悉く 撒廢 せんと、 然るに 彼女 は 民 を 救 はんが 爲に 自ら 裸 

體の姿 を 馬上に 現 はして 街衢 を 巡った、 民 皆 感激し 其 日 は 謹んで 帷を 垂れて 遠慮した、 或る 一 人 私 か 

に 之 を 見ん と 欲し たれば 忽ち 天より 火 降りて 彼 は 盲目と 成った とい ふ、 而 して 惡法は 翌日 悉く 撤廢せ 

られ たので ある、 此 場合に 於て 裸體は 決して 恥辱ではなかった、 然 らば 人の 之 を 恥 づるは 何故で ある ■ 


o  ooooooooooooooooooooooooooooooooooooo し-ひち 

乎、 蓋し ナ カシュに 誘 はれて 墮 落した る 結果 據れ たる 名譽 心に 訴 ふる 所 あるが 故で ある、 羞恥の 念 は 

多くの場合に 於て 己が 醜態 を蔽 はんとす る 卑しき 心で ある、 アダムと H パ は 善惡を 知る 事が 出来た、 

併しながら 善 を 行 ふの 力、 惡を 避く るの 力 は 之 を 有たなかった、 旣に 自己の 汚據を 知る、 然れ ども 之 

を脫 する 能 はす、 玆に 於て か 之を蔽 はんと 欲す、 衣服 は斯の 如くに して 出來 たので ある、 今日 男 も 女 

も 衣服 衣服と 呼びて 自己 を 飾らん とする は此 思想より 起った ので ある、 而 して 人の 宗敎 道德、 其 凡て 

の 制度 儀式 は 皆 衣服で ある、 斯 かる 多くのお 服 を 以て 身を蔽 はんと 欲する は卽ち 人が 其 赤裸々 の 姿 を 

O0OO00O00O000OOOO0O0OOO 

以て 神の 前に 出づ るに 堪 へざる を感 する が 故で ある。 

人は墮 落して 兹に祌 の 定め 給 ひし 福 を 失うた、 人類の 始祖 アダム の墮 落に 由て 罪 は 全人 類の 傾向と 

なった ので ある、 此世は 罪の 世で ある、 我等 は此 世に 來 りて 罪 を 犯さざる を 得ざる 世界に 來 たので あ 

る、 勿論 我が 罪に 就て 我に 責任が ある、 ^しながら 恰も 前獨帝 及び 前 政府の 行 爲に關 し 獨逸國 民全體 

OOOO00O00O0O0O0OO0OOO0OOOOOOOOOOOC 

が 其 責住を 負 ふが 如く 人類の 代表者の 罪に 關し 人類 全體 が連帶 して 其 責任 を 負 はなければ ならない、 

初の 一人の 代表せ し 事が 後の 人類の 全體に 及ぶ は 神の 定め 給 ひし 法則で ある、 然らぱ 神 は 無慈悲の 神 

OOO00000000OO0O0O00OO000  00000  00  0-0000000 

である 乎、 否 神 は 人類の 罪 を 犯す や 否や 直に 救 頌の途 を 開き 給うた ので ある、 創世記 第三 章に 此 福音 

的 半面が ある、 之 を 知つ て祌の 如何に 恩惠に 富み 給ふ祌 なる か を 知る ので ある。 

「彼等 園の 中に 日の 涼しき 頃 歩み 給 ふ M ホバ 祌の聲 を 聞きし かば アダムと 其 妻卽ち H ホバ 神の 面 を 

避けて 園の 樹の 間に 身 を 匿せ り、 エホバ 神 アダム を 呼びて 之に 曾 ひ 給 ひける は汝は 何處に 居る や」 と • 

OOO0OOOOO0O0O00OOOOOOO  0C0000000O0OOO0000000  0 

神 は兹に アダム を捉 へ て 叱責し 給うた ので はない、 失 ばれし 子 を 尋ねて 之 を 救に 導かん とし 給うた の 

である、 故に 八 節 以下 は 路加 傳 十五 章と； 151 讀 すべきで ある、 彼に ありて は 父 は 歸り來 りし 子 を 抱きて 
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歡び迎 ふ、 此 にあり て は祌は 未だ^らん とせざる アダム、 H バを迎 へん 爲め 自ら 之 を 尋ね 給 ふ、 r 汝. 

は：^ 處に 居る や」 と は 「汝の 今の 立場 は 何處に 在る や」 との 意で ある、 アダムと 神との 間に は 久しく 

父子の 美 はしき 關係 があった (アダム は 其 九 百 三十 年の 一生 中、 久しき 問 神の 前に 罪な き 生涯 を 送つ 

たので ある)、 然るに 一朝 彼の 罪 を 犯す に 及んで 此關 係斷絕 したる が 故に 父 は 子の 歸り來 る を 待た す 

して 自ら 往 いて 之 を 尋ねた ので ある。 

「エホバ 曾 ひ 給 ひける は 誰が 汝の 裸なる を 汝に吿 げしゃ、 汝は 我が 汝に食 ふ 勿れと 命じた る 樹の采 

を 食 ひたりし や、 アダム  一一 一一 n ひける は 汝が與 へ て 我と 共なら しめ 給 ひし 婦 彼れ 其 樹の果 を 我に 與 へ たれ 

ば 我 食へ り、 M ホバ祌 婦に言 ひける は 汝が爲 したる 此事 は何ぞ や、 婦 一一 一一 u ひける は 蛇、 我 を 誘惑して 我 

食へ り」 と、 アダム は 答へ て 曰うた、 我 をして 罪 を 犯さ しめたる 者 は 我 妻な り、 而 して 妻 は 汝の與 へ 

給 ひし 者なる が 故に 罪の 責任 は 實は汝 にあるな りと、 ヱバは 答へ て 曰うた、 我 を 誘惑した る 者 は 蛇な ■ 

OOOOOOOO00O00000OO00CO00 

りと、 實に 自ら 責任 を 負 はんと 欲せざる は 罪人の 特徴で ある、 彼等 は 曰 ふ、 責任 は 我に あらす、 親に 

0O0O00000O0000O00OC  000  0 

あり、 敎師 にあり、 社會 にあり、 祌 にあり と、 併しながら 何人よりも 自己の 責任の 重き を 感じて 「录 

O00O000  00  0O0000O0OO  000  0  0O00O0OO000C 

も惡 しき 者 は 我な り」 と 首 ふに 非 ざれば 罪人と 神との 關係 は囘復 しないの である、 今より 十 餘年前 一 

あ -3;,.- 

人の 出獄 人が 出獄の 當日余 を 訪ねて 来た 事が あった、 彼 は 先に 二 友人と 共に 或る 外人 を 欺きし 爲め 二：， 

年の 禁 銅に 處 せられし が^ 決 申 渡 の 當時旣 に 基督 者と 成りた る 彼 は 自己の 罪の 重きに 比し 此處刑 を. 

以 て 言 ふ に 足らす と爲し 直に 服罪. し て 今や 其 刑期 を 終つ たので ある、 然るに 共謀の 二人 は 刑の 重き を 

爭 ひて 其 時尙ほ 控訴 中であった、 救 はれた る 者と 救 はれざる 者との 相違 實に斯 の 如しで ある。 

而 して 我等 各自が 皆 此經驗 に 遭遇す るので ある、 或は 野外に 於て 或は 山中に 於て 日の 涼しき 頃 神 は- 


獨り 我等 を 見舞 ひ 「汝は 何處に 居る や」 と 尋ね 給 ふ、 其 時 自己 を 省みれば 何の 親むべき もの あるな く 

身 は 唯穢れ たる 裸體 である、 「誰が 汝の 裸なる を 汝に吿 げしゃ」、 親 か、 祖先 か、 社會 か、 斯る說 明 

あ. U ひ  OOOOOOOOOOOCOOOOOOCOOOG  0  0 

は 神の 前に ありて 何等の 辯 護に も 値しない、 我等 は 神に 發見 せられて 罪人の 宣 吿を受 くるの みで ある、 

0000〇00っら〇(ー〇〇00  00000000  O00OC0C00O000C00O000O0 

是れ 人生の 最も 辛き 經驗 である、 併しながら 神の 前に 凡ての 辯 護の 盡 きたる 時 ィ H ス キリストの 十字 

OCOC-0000  0  00000000000000000000 

架 を 示されて 玆に 我が 救 を 認め 以て 一 切の 罪を赦 される ので ある、 是れ卽 ち 基督 者の 信仰的 實驗 であ 

る. - 

「エホバ 神、 蛇に 首 ひ 給 ひける は汝 之を爲 したる に 由. て汝は 凡ての 家畜と 野の 凡ての 獸 よりも 勝り 

て.^ はる、 汝は腹 行 ひて 一生の 間 塵 を 食 ふべ し」 と、 祌は アダムと H バ とに 對 して は 先づ質 ii: を發し 

て 以て 共 申 開き を爲 すの 特權 を與へ 給うた、 然るに 彼等 を 誘 ひたる ナカ シ ュ に對 して は 初より 裁判で 

0000  0-000000000000000000000000000 

ある、 人に 對 して は 救 贖の 途を 開き ナカ シ ュに對 して は， 刑罰の 宣吿を 下し 給 ふ、 是れ惡 魔の 罪 は 所謂 

s^- 靈を濟 すの 罪に 當り救 はるべき 時 を 過ぎた る赦 さるべからざる 罪なる が 故で ある、 故に 彼 は 最早 や 

0  0  0〇 00  C  O0 おとしい 00  0  0  0  0  0  0  00 

直立して 相 面接す るの 態度 を 取る 能 はす 襄 面より 陰 險に人 を 陷 る i の 生涯に 定めら る、 曰 ふ 「汝は 

腹 行 ひて 一 生の 間 塵 を 貪 ふべ し」 と、 卽ち 天然 を 詩的に 解釋し 蛇の 性質 を 以て 惡 魔の 生涯 を說 明した 

る 語で ある、 而 して 其 意味に 於て 惡 魔が 蛇なる 事 は 人の 告知る 所で ある、 かの ゲ， "テの 傑作 『フ ァゥ 

スト』 に 於て 惡 魔が サ首を 以て ファウストに 一一 目 ひ掛 くると き 之を擊 退す るの 力 を 有せす と雖も 「 蛇 

よ 蛇よ」 と 叫びし は 能く 人の 實験を 描け る 者で ある。 

惡魔は 蛇で ある、 面より 陰險 なる 手段 を 以て 人 を 惑 はさ すん ば 已 まない、 併しながら 神 は 永久に 

蛇 を 生かして 置き 給 はない の である、 「叉 我れ 汝と婦 の 間 及び 汝の裔 と 婦の裔 との 間に 怨恨 を 置かん、 
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彼 は 汝の頭 を 碎き汝 は 彼の 踵を碎 かん」、 蛇と 婦の裔 (單數 なり、 卽ち婦 の 生む 或る 特別の 子) との 

ooooooooooooo〇o〇〇ooo〇ocoooooooooo  O0000O0O000 

問に 限な き 戰が續 き 終に 婦の裔 に 由て 蛇 は 其 頭を碎 かれんとの 約束で ある， 蛇の 其 頭を碎 かる i は卽 

ocooooooo〇oooo〇oo〇oo〇ooooooo 

ち 人類の 救 履の 完成す る 時であって 死が 生に 吞 まる，^ 時で ある、 知るべし ナカ シ ュ に對 する 祌の此 語 

は 人類 救 贖に 關 する 犬なる 約束なる 事 を、 是れ實 に 人類 最， 菊の 福音で ある、 人類が 罪 を 犯す や 否や 直 

に 之 を 取 除くべき 方法が 設けられ たので ある。 

「叉 婦に言 ひ 給 ひける は 我 大に汝 の 懷姙の 苦 勞を增 すべし、 汝は 苦み て 子を產 まん、 叉 汝は夫 を 慕 

ひ 彼 は汝を 治めん」、 神 は 男女 を 創造す ると 共に 生めよ 繁殖よ と 言 ひ 給 ひしが 故に 子 を 産む 事が 罪の 

結果に 非ざる は 明白で ある、 併し乍ら 懷姙出 產の苦 勞の增 したる 事 は 罪の 結 菜で ある、 坐 食して 勞働 

せす 不自然なる 生涯 を途れ る 婦人に 出産の 苦勞多 きを 知らば 思 ひ 半ばに 過ぐ る ものが あらう、 文明 は 

甚 しく 婦人の 懷娘 出産の 苦 勞を增 したので ある、 又 夫婦 は 神の 耦せ給 ふ もの 家庭 は 神の 定め 給 ひし も 

のなる に 拘らす 「彼 は汝を 治めん」 と 言 ひて 壓制 虐待の 行 はる k に 至りし も 亦 人の 罪の 結果で ある。 

「土 は汝の 爲に詛 はる、 汝は 一生の 間苦勞 して 其れより 食 を 得ん、 土 は 荊棘と 薊と を 汝の爲 に 生す 

べし、 叉汝は 野の 草 蔬を食 ふべ し 云々」、 人の 食物と して 最も 完全なる もの は果實 である、 其 種類 を 

選びて 之 を 食 はば 肉 叉 は 穀類 を 取る の 必要な くして 最も 健全なる 健康 を 維持す る 事が 出来る、 こ は 現 

に 或る人々 の實 行せ る 所で ある、 而し て 神が 最初 に 人類に 與へ 給 ひし 食物 は 肉類に 非 ざ るの みならす 

穀類に も 非す 菜實 であった、 然るに 之を棄 てて 穀類 を 選ぶ に 至りし 原因 は此處 にあった ので ある、 又 

萷は 天然に 發生 しない、 人の 耕作 を廢 したる 時卽ち 土地 乾燥して 何の 用 をも爲 さざる に 至りし 時に 繁 

茂す る ものである、 故に 蓟の發 生 は 罪の 結果で ある、 米國 ボル チ モア 華 府問鐵 道 沿線に 荊棘と 薊と を 


以て 蔽 はれた る數哩 に棱く 原野が ある、 かの 沃饒を 以て 聞え たる ヴァ ー ジ 一一 ァ 地方の 野に 如何にして 

斯る ものが 發 生した ので ある 乎、 他な し 煙草 耕作の 結果で ある、 地 を 殺す ものにして 煙草の 如き はな 

い、 其 耕作に 由て 地力 を 消耗し 盡 したる 後に 沃野 は 薊の 原野と 化した ので ある。 

罪の 結果に 由て 幾多の 禍は 人類の 上に 臨んだ、 併しながら 人類 は 神に 咒 はれた ので はない、 婦の裔 

は 終に 蛇の 頭を碎 かんとの 約束 ありて 人類に 犬なる 希望が あった、 アダム は 之 を 解し 之 を 信じた ので 

ある、 故に 「アダム 其 妻の 名 を H バと 名け たり、 そ は 彼 は 凡ての 生ける ものの 母 なれば なり」、 彼女 

0  0  0  0  0  0  こと 0  00OO00OO0  -  0  0  0  0  0 

より 出づる 者が 眞の 生命の 供給者た らんとの 意で ある、 卽ち 知る H バは 望の 名なる を 罪 は 女 を 通 

00  CO  0000000000000000 〇oo  oooooooooo  00 こ 000 

して 來た、 併しながら 救 も 亦 女 を 通して 來 るので ある、 人類の 希？ は 女に ある、 其の 裔 にある、 何故 

に 特に 女の 裔と言 ふ 乎、 救主ィ H ス キリ スト は 父に よらす 處 女より 聖き靈 に 由て 生れ 給 ふが 故で ある 

「生の 母」 と 言 ひ 「婦の裔」 と 言 ふ、 其 中に 人の 靈 魂の 要求す る 最も 深き 眞理が ある。 

か は-ごろら 

「H ホバ 神 アダムと 其 妻の 爲に 皮衣 を 作りて 彼等に 着せ 給へ り」、 彼等 は 初め 自己の 裸體 なる を 知 

、ちじ ゆ.、  も  けもの  か は 

る や 自ら 無 花 菜の 葉 を 綴りて 裳 を 作った、 然るに 今や 神 は獸を 殺し 其の 皮 を 以て 彼等 を蔽ひ 給うた、 

00COOO00OO0O00  ,、  f  00000009〇000 つ 

無花果の 葉の 裳 は 己の 義 である、 己の 修養、 工夫、 儀式、 道德 である、 皮衣 は 神の 屠り 給 ひし 羔の贖 

ひで ある、 アダムと エバと は 自己の 作りし 無花果の 裳 を 纏うて 神の 前に 立つ 事が 出来なかった、 併し 

ながら 神の 備へ給 ひし 皮衣 を 着て 赦 された る 罪人と して 祌に 受けられた、 我等 も亦然 りで ある、 己の 

義に代 ふるに 羔の賵 を 以てして 初て 祌に 受けら る、 ので ある。 

； 1; は 又 彼等 を 園より 逐ひ 出し 「ケル ピムと 自ら 旋轉る 焰の劍 を 置きて 生命の 樹の途 を 守り 給 ふ」 と 

ま **  A ち ふ 5 

ある (「自ら 旋轉 る」 は 「凡ての 途を 塞ぐ」 と讀 むべ し)、 斯くて 永遠の 生命の 道 は 塞がれて アダムと 

大正 八 年  五 0 九 
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■M バ と は その 特權を 失った ので ある、 彼等 若し 罪 を 犯さ ざり しなら ば 永遠に 生く る 事が 出來 たので あ 

る、 然るに 罪の 結 菜、 人 は必す 死せ ざるべからざる に 至る、 人 は 果して 永久に 生かしむ る 能 はざる 乎 _ 

醫學 者の 最大 野心 は其處 にある、 有名なる 露國の 動物 學者 メチ 一一 コフ百 二十歳 生^ 說を稱 へし も 先年 

自身 七十 五 歳 を 以て 死して 其說の 不可能 を立證 した、 人 は 千代 もと 祈る も 生く る 能 はす、 生命の 樹の 
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途は 塞がれた ので ある、 併しながら 神 は 更に 他の 途を 開きて 我等の 爲に大 なる 惠を 倫へ 給うた、 卽ち 

oooooooooooooooooooooooooooooooooooooo〇o〇oooo 

1+1- の 皮衣 を 着せら る k 者 は キリスト 再び 現 はれ 給 ふ 時 新しき 體 を賦與 せられて 永遠に 生く る 事が 出來 

るので ある、 再臨の 恩惠は H デ ンの 失敗 を 慎うて 餘 りが ある。 

哲學者 ライプ II ッッ 曰く 「人類の 進歩 を 促した る 者に して アダムの 墮 落の 如き はない」 と、 大 なる 
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逆說 である、 併しながら 眞理 である、 人の 罪 を 犯す や 其 刹那に 神 は 救 履の 途を 11 き 給うた ので ある、 

誠に 罪の 增す 所に は恩惠 も彌增 せりで ある、 創 世紀 第三 章に 此 絶大なる 福 昔が ある、 誰か 之 を 以て 考 

古學 上の 資料た るに 過ぎす と 言 ふ 乎、 人類 最初の 幅 音 は アダム の墮 落を傳 ふる 創世記 第三 章に 示され 

たので ある。 (藤 井武 筆記し 

附記 婦の 苗裔が ナ カシュ (蛇〕 の 頭 を 碎く時 は 何時か、 彼が 十字架に 上り 人類の 罪 を 贖 ひし 時で 

あるか、 さう ではない と 思 ふ、 祌の 子の 贖罪の 死に 由て 惡魔は 大打擊 を 受け 致命傷 を 負 ふた、 然し 

彼 はま だ 死んだ ので はない、 彼 は 今猶ほ 生きて 居る、 而 して 人 を 欺き 彼 を 生命の 源なる 神より 離 絶 

しつ.， ある、 今 はま だ 暗黑の 時代で ある、 惡魔 (蛇〕 が 猛威 を 揮 ふ 時代で ある、 而 して 婦の 苗裔 

.(seed である、 單數 である、 婦の 生みし 一人の 子で ある)、 彼が 蛇の 頭 を碎く 時は來 りつ i ある、 

ノ r 平安の 神汝 等の 足の 下に サタン を 速に 碎く べし」 と ある 其 時は來 りつ k ある (口 マ 書 十六 章 二十 


節)、 キリストの w 臨が 其 時で ある、 聖書 は 其 創始の 書に 於て 搏臨 を豫 首して 居る、 創世記 三 章 は 

默示錄 十九 章と 相 照らして 請むべき 者で ある。 

基督 敎界革 正の 必要 

五 = ^十三 ni 夜 東京 基督 敎靑年 會館內 開催 基督 敎界革 正大 演說舍 に 於け る f& 說の 大意 

もと  か へ 

汝等は 地の 鹽 なり、 鹽 もし 其 味 を 失 は マ 何 を て か 故の 味に 復 さん、 後 は 川な し. 外に ぶ てられて 人に ま 

る、 のみ (-=5 太傳五 の 一 三)。 

汝 等唯然 り々々 否々 と 言へ， 之より 過ぐ るは惡 より 出づ ろな り (同 三 七)。 

あ \禍 な るかな 偽善なる 學 者と パリ サイの 人よ、 そは汝 等； 偏く 水陸 を膀 巡て 一 人 を も， しが 宗 ib に 引 入れん と 

す， 旣に引 入 るれば 之を汝 等よりも 倍した る 地獄の 子と 爲 せり (同 二三の 一 五)。 

叉此 世に 效ふ 勿れ. 汝等祌 の 全く 且善 にして 悅 ぶべ き ぼ を 知らん が 爲に心 を變へ て 新に せよ (羅馬 書  一 二 の 

二〕。 

凡そ^に ある もの 卽ち 肉體の 慾、 眼の 慾， 又 勢より 起る 騎傲， 之 等 は 皆 父より 出づ るに 非ず よ リ出づ る も 

の なり， 此 世と 其 慾と は 過ぐ る もの にて 祌の ヒロ を； 仃ふ者 は K りなく 存 まるな り (約 翰 第 ー甞 二の 一六. 一七) 

今より 四十 一 一年 前卽ち 明治 十 年に 余 は 七 百 噸の小 汽船 玄武 丸に 搭 じて：： § 川 湾 を發し 北海道に 向った、 

而 して 其 翌年 札幌に 於て 基督 信者と 成りし 頃より 余の 胸中に 一 の大 なる 期待が あった、 そ は 基督 敎が 


講演  五 ニー 
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日本 國を救 ふべき 唯一 の 力なり との 自覺が 何時か 國 民の 中に 發 生す るに 非す やとの 事であった、 爾來 

余 は 石 狩 平原の 林 中に ありて 幾度び か 之 を 夢み 且 之が 爲め に 祈った。 

四十 年 は 短き が 如くして 長かった、 然れ ども 神の 聖旨 は 働きつ i あった、 余の 奮き 夢 は 今に 至りて 

遂に 事實と 成りて 現 はれつ i あるので ある、 見よ 今夕の 此 光景 を、 基督 敎界の 革 正 を 標榜す る 演說會 

に 於て 靑年會 講堂 の 記 錄が曾 て 示さぐ りし 程の 多数の 參集を 見る は 何 を 示す ので ある 乎、 少く とも 東 

京に 於け る 基督 者の 多數は 今日の 我國 基督 敎界革 正の 必要 を認 むる の證 明で はない 乎、 而 して 獨り基 

督 者の みならす 國 民の 多数が 純淸 なる 基督 敎を 求めつ i あるので ある、 今や 純一 i 音に 對 する 要求 は國 

0OOO000000000CO00OO0000O00000O000000O0O 

民 的で ある、 國 民の 深 犬な る 不安 を 除却す べき もの は佛敎 に 非す 在來 の 道德に 非す し て 唯 キリストの 

福音 あるの みとの 自覺は 今日日 本全國 に薛！ W たる 機運で ある、 余輩の 小なる 傳 道の 實 験が 明白に 其 事 

を證 明す るので ある、 近時 國內 各地 方に 於て 傳 道す るに 當り 到る 所 其 會場を 充す丈 の 會衆を 見ざる は 

ない、 純 福 昔の 提供 せらる. >- 處に聽 衆 缺乏の 嘆 を 聞かない、 聖書 を 手に して 之 を 如 實に說 く 處に敎 勢 

不振の 聲 は擧ら ない、 實に 近来の 如き 傳 道の 好機 會は 余輩の 未だ 曾て 經驗せ ざり し 所で ある、 一人の 

*、 びす 

求道者 を發 見す る 事 は傳道 者に 取て 犬なる 歡び である、 然る に 昨今 多數 の 男女の 踵 を 接して 余輩の 門 

を 叩く 者が ある、 傳道は 今や 最大の 快樂 である、 そ は 何の 故で ある 乎、 蓋し 國 民の 最大 要求に 應 する 

事業と なりし が 故で ある。 

國 民の 要求 旣に斯 の 如し、 然るに 之に 應 すべき 敎會の 狀態は 如何、 多数の 國民は 其 周 邊を圍 みて 

r 與 へよ 與 へよ」 と 叫びつ & あるに 拘らす 不思議に も 敎會は 其 I 聲に應 する 事が 出来ない、 東京 市中 敎 

會 又は 講義 所の 數 凡そ 百 ある、 而 して 其 中 一 一三 を 除く 外 は 日曜日 毎の 出席者 平均 一 一十 名內 外に 過ぎす 


とい ふ、 彼等 は械々 なる 方法に よりて 振興の 策を講 する も尙 はつ 微々 として 掘 はない ので ある、 教<^ 

f, 祌學 校亦然 り、 廣大 なる 土地に 宏莊 なる 建物 を竝べ 基金 數十 萬圆、 敎ぃ  外人 數卜 を蓄 へて 共 

養成す る 所の 生徒の 數は链 かに 十指 を 以て 數へ 得る に 過す、 而も 之 等 少数の 生徒 中 卒業後 傅 道 に 從事 

+^る者更に•ぼ々 たりとぃ ふに至ては驚かざるを得なぃ、 骨 は 福音 を與 へ よと 叫ぶ も敎會 と神學 校と は 
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全く 之に 應 する 事が 出来ない ので ある。 

敎會は 唯に 外よりの 要求に 應 する 能 はざる の みならす 其 内側に 叉 た 解す ベ か ら ざる 現象が ある、 敎 

會は 愛の 家な りと は 何人も！ 一:^ する 所で ある、 恰も .；}s ぶ 庭が 不完全なる 家族の 築 合た るに も 拘らす 愛の 故 

に 温き； 所た るが. i く敎 きも 亦斯く あるべき 害で ある、 然るに 審實は 如何、 敎會は rai^ して 愛の 充っ 
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る^ 界 である 乎、 否 冷 かなる 所に して 敎會の 如き はない、 こ は 自ら 敎會. s: にある 者の 何人も 熟知す る 

事實 である、 現に 此 席に 列せ る 松 村 介 石 君の 如き 今日 其 信仰に 於て は 全然 余鞏と 異なる もの ありと 雖 

も 君 は 確かに 誠 實の士 にして 曾て は 敎會の 光であった、 然るに^ をして 敎會に 在る に 塔へ ざら しめた 

る 貴 任 は 3： 處 にある 乎、 其 他 III じ 實例は 決して 少 くない、 光 を 愛する 人に して 敎會 より 驅逐 せられた 

る 者 は 甚だ 多く ある、 之れ 抑 も M 故で ある 乎、 之れ 敎 /皆が 暗き 冷き 場所と 化した るが 故で はない 乎、 

OOOOOOOOOOOOOOCOOO^'AVOOOOOOOOOOO 

愛 を 以て 充っ ベ き敎會 が陰險 なる 狐狸 の 住 〔\ ぶ となれ るが 故で はない 乎。 

敎會 の 腐敗 は 明お なる 事實で あ る 、 而 して 其の 兹， に 至りし 所以 を考ふ るに 異端と 俗化と のニ大 理由 

を舉 げざる を 得ない、 異端と は 何ぞ、 神の 明 {Z なる K 现に從 はざる 事で ある、 余輩の 初て 福音 を 受け 

し 頃；^ 仰 は 極めて 簡單 なる ものであった、 共 一 は 聖書 を 特^の 意味に 於て 神の 一 百と； 1^ する 事であった 

< ^の i: ト年 問 の 信仰生活に 幾多の 變： t 一 ありし と 雖も此 一 事 は 一 日 だ も 之れ を 疑はなかった、 然るに 近 


來余輩 は 驚くべき 奇怪 事を發 見した ので ある、 不信者 义はュ 一一 テリア ン ならばい ざ 知らす、 明白なる 
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正統派の 信者 殊に 敎師が 「聖書 は 特別の 意味に 於て 神の 一一 IM に 非す」 と斷 言して 撣ら ない ので ある、 例 

へば 昨年 五月 有力なる メソヂ スト 敎會の 牧師 白 石 喜 之 助 氏はュ 一一 テリアンの 機關 誌た る 『六合 雜誌』 

に 「基督 敎界 現下の 迷妄」 と 題す る 論文 を 掲げて 次の 如き 言 を 述べた、 曰く 「：！^ 丄哲 冉來の 思想 は古來 

幾度 か 基督 敎界 を禍 したる 迷妄で ある、 使徒 時代に は此 迷妄の 爲に 聖書に 示す が 如く 生業 を 擲ち勞 作 

を 放棄し 云々、 夫れ 聖書 は 天啓なる に 相違ない" 然し 其 天啓た る や 論語の 天啓た ると 其 性質に 於て 異 

なる 所 はない」 と、 驚くべし 聖書の 天啓た る は 論語の 天啓た ると 其 性質に 於て 異ならす と は！ 而し 
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て页に 驚く ベ き は斯か る大 異端 が 足下に 於て 公然 唱導せ らる、 に も拘ら す敎會 の 監督の 一 言 之 を 取締 
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りたる を 聞かす 敎會內 一 人の 立ちて 之 を 責めた る 者 ある を 聞かない 事で ある， 日本 メソヂ スト 敎會監 

督平岩 博士 は 余が 無敎會 主義者な るの 故 を 以て 靑年會 講檀を 余に 提供す るの 非 を 鳴らした る. S なる も 
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監督 は 何故 其 職權を 以て 己が 敎會內 の 異端 を. 責めない ので ある 乎、 斯の 如き 監督 を 戴く 敎倉 は禍 なる 

哉で ある、 叉 本年 一月 メソヂ ストの 機 關雜誌 『祌 * 評論』 に 現 はれた る 富 永德麼 氏の 基督 再臨 反對論 

の 如き も 亦 其 一例で ある、 氏 は 其 論 を 結んで 曰 ふ 「1^ 書の  一一 一一 c なりと て 信ぜす ともよし、 基督の 敎 にあ 

りたり とて 信ぜす ともよし」 と、 問ふ然 らば 氏 は 何 を 信ぜん とする ので ある 乎、 敎會： s: に 異端 横行し 

OOOOOOCOOOOO-000000000000 

て 3： 人 も 之を怪 まない、 實に 彼等に 取て 敎會は 信仰よりも 大切なる ものである. 曾て 余の 地方 傅 道に 

赴きし 時 汽車 中 一 人の 組合 敎會 派の 米國宣 敎師に 13 遇した、 彼 は 余の 何人なる や を 知る や 余に 問うて 

曰く 「貴下 は敎 會に關 して 特殊の 思想 を 有すと 聞く、 乞 ふ 之 を 承 はらん」 と、 依て 余 は 問 を 以て 之に 

答へ て H うた 「敎會 と 信仰と 二者 何れが 贵き 乎」 と、 义 「貴 敎會の 先輩 海老 名彈正 氏と 無 敎會の 余と 


信仰に 於て 孰れが 正しき や」 と、 而 して 彼れ 宣敎師 が 余の 信仰の 正しき を認 むる も敎會 內 に 於け る 信 

仰 上の 異端 を 憂 ふる 事 をせ すして 敎會に 封す る 余の 態度の み を 責めん とする 者なる を 知りし が 故に 余 

は ：： 取 後 に 彼に 向て 斷 一一 一一 1! した 「贵 下の 如き 憐 むべき 敎會を 有する 人々 は 余の 無敎會 主義に 就て 質問す る 

OOOO0O  OO0OO0O0OOOOOOOOOOO0O  OOO00O00 

の 資格な し」 と、 敎會乎 信仰 乎、 余の 無敎き 主義 は 或は 誤！？ M じある かも 知れない、 然しながら 信仰の 

0OOOOOOO0OOOOOOOO0OOO00OO  O0O0O0OC0OOOO0O 

事に 於て は 余 は 決して 彼等の 如くに 謬らない 積り である、 信仰 は敎會 よりも 遙に 重要で ある、 異端 は 

革 正すべき 第 一 の 問題で ある。 

OOOO0O0OOOOO00  0000000  CO00C-  OCOO 

次に は敎 まの 俗化で ある、 利益 を瘦ん が爲に 此^と 安 協す、 敎會は 之 を 當然の 事と 言 ふ、 然し 乍ら 

余 M は 之を稱 して 俗化と 言 ふので ある、 明年 我國に 於て 開催すべき 世界 日曜 學校 大會が 其後桉 者と し 

て 知名の 不信者た る大隈 侯、 ^澤與 等 を 戴く が 如き は 其 一例で ある、 諸1!^是は果して俗化ではなぃ乎、 

然り 確かに 俗化で ある、 俗化 は敎^ の 腐敗で ある、 不信の 富豪に 依賴し 彼等に 依て 貯 へられた る金錢 

の 寄附 を 仰いで 以て 傳道 資金 に充 つるが 如き は 俗化の 最も 甚だし きもので ある， (兹に 留岡幸 助 氏 が 

會 て 古河 巿兵衞 氏より 寄附 金 を 受けた 時 の 實 例を述 ベ た)、 な， ゃ紛々 た る 敎會 の 俗臭 は 旣に募 を衝ぃ 

て 到る、 誰か 此處に 革 正の 必要なしと 言 ふ 者が ある 乎、 信者 は 何れの 敎會に K する も 可な り、 然れど 

000000 ゥ ooo〇o や 0  0  OOOOOOOOOOOCOOOO  C0OO00O00O00 

も 願 はく は 異端 を 信す るを罷 めよ、 願 はく は 貧しと 雖も淸 き 生涯 を 送れ、 而 して 溫き愛 を 以て 一 團と 

000000  0  000  0  0000000  0O000OOOO000 

なり 以て 俗化せ る 敎會の 革 正に カを盡 せ、 之れ 實に 余輩の 切望で ある。 

附言 敎會は 俗化して 居る、 其 事 は 明白で ある、 而 して 其 事 を 最も 能く 知る 者 は 余輩に 非す して 敎 

會々 員 彼等 自身で ある、 背て 或る 大敎會 に 在りて 長く 敎職を 執りし が、 其 俗化に 堪へ すして 近頃 之 

を 去りて 官職に 就きし 者が、 余輩の 革正演 說を聽 いて 言 ふた さう である、 「論者の 攻撃 は 激烈で あ 
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る、 然し 乍ら 腐敗の 表面に 觸れ しに 過ぎない、 實 際の 俗化 は遙に それ 以上で ある、 〇〇〇〇〇 敎會 

の 俗化の 如き 旣に其 骨 髓に 達して 居る」 と、 是れ敎 \ ゆの 内情 を 熟知す る 者の 表白で ある、 敎會に 之 

を 辯 明す るに 足る の 確信 あり や、 若し 試に 「敎會 俗化 調査 會」 なる 者 を 設げ、 公平に 冷靜に 俗化の 

事 實を調 茶 するならば 如何、 是れ 牧師 監督 等に 所謂 人身攻撃 を 加 ふるので はない、 民の 牧者と して 

の 彼等の 行 爲を責 むる ので ある、 余輩 は 彼等 を追窮 して 死に 至らし めんと 欲する ので はない、 彼等 

をして 福音 官傳 の途を 改めし めて 人の 靈魂を 救 ふに 當て 有效 ならし めんと 欲する ので あるへ、 而 して 

彼等の 俗化 腐敗 を責 むる 者 は 余輩で はなく して 彼等の 事業 其 物で ある、 彼等の 敎き である、 彼等の 

祌學 校で ある、 彼等の 機關雜 誌で ある、 敎勢 行詰り は 彼等が 掩 はんと 欲して 掩ふ能 はざる 所で ある、 

信者 は先づ 自己 を悔 改め 然る 後に 他を悔 改の歡 喜に 導く ことが 屮 Z 來る、 其 如く 基督 敎會 は先づ 自己 

を 潔め て 然る 後に 社 會を淸 むる 事が 出来る、 余輩が 革 正 を 叫ぶ は 之が 爲め である、 敎會が 實に世 を 

救 ふの 機關 とならん が爲 である、 而 して 今の 敎# は 其機關 でない ので ある、 敎會革 正 は 神の 聲 であ 

ると 同時に 亦 社會國 家の 要求で ある、 敎會は 革 一.!=- を 叫ぶ 余 を惡ん で，^ • まない、 然れ ども 自 から 革 

正め ざれば 敎會 は自づ から 減ぶ るで あらう。 


健全なる 宗 敎 

七月 十六 日夜 京都 平信徒 信仰 革 冗會の 催しに 係る 講演 會に 於て 述べ し 所の 大意。 


〇 健全なる 宗敎は 第一 に 主観的で なくして 客觀 的で ある、 街 的で なくして 仰瞻 的で ある、 人は已 が. 

內を 如何程 探る とも 其內に 眞善眞 美を發 見す る 事 は 屮：； 來 ない、 「善なる は 我れ 卽ち我 肉に 居らざる 

を 知る」 と バウ 口 は 曰 ふた (Q マ 書 七 章ト八 節)、 心の底 を 掘り 盡す とも 其 所に 神 を 看 ぼす 事 は出來 

ない， 「我」 は何處 まで も 罪の 我で ある、 「心 は 萬 物よりも 偽 はる 者に して 1^」 だ惡 し」 と あるが 如し 

r エレ ミヤ 記 十七 ま；； 十九 節/ 心理の 解剖 精細 を 極む ると も 之 を 以て 神と 3M 现とを 織 出す 事 は 5,1 來 ない 

祌は 我が 外に 在ます、 我が 衷に在 まさない、 我 は 彼 を 我が 衷に 探る を廢 めて 我が 外に 探るべき である- 

O0O  0  0  0  OOOOOOOO0-O0-O  0-00000000 そ 二  あ ふ VA 

我が 義、 我が 架、 我が 賵は 十字架に 釘 けられし ィ H スに 於て 在る、 其 所に 彼 を 仰 瞻て我 は 我が 求む る 

神 を視、 我が 欲する 平安 を 獲る ので ある、 內省的 宗敎は 不健全で ある、 虚 である、 空で ある、 勞 多く 

して 無益で ある、 信仰の 目的物 を 我れ 以外、 十字架 上の キリストに 於て 求め 得て 我が 希 は充 たされ、 

我 は 新たなる 力 を 獲て 鷲の 如く 翼 を 張りて 昇り、 走れ ども 疲れす、 歩め ども 倦まざる に 至る (ィ ザャ 

書 ral 十 章 三 一 節)。 

〇 健全なる 宗敎は 第二に 批評 的で なくして 信賴 的で ある、 信賴 すべき 神の 言 を 有し、 之に 鎚 りて 惑 は 

たい、 經典 なくして 宗敎 はない、 聖書 若し 神の， 言なら すば 基督 敎は 何に 據て 立つ 耶、 聚書神 一一 目 說は說 

として 多くの 非難すべき 點が あらう、 然し 乍ら 信仰の 實驗 として 之 を 否定す る _5 ^は屮 Z 来ない、 信者 は 

OO00000000C00C00O000000000000  厶厶 厶厶 厶 <:△<!< ：厶 

其 實驗に 出り て 聖書 は 其 一 首 一 句盡く 神の 言なる を識 るので ある、 實驗を 以て §\r; 書に 臨む 時に 其 冠詞 

1 箇も 前置詞 一 筒も變 K する 事 は 出来ない、 信者の 實驗に 現 はれた る 書 は 完全 無缺の 神の 書で ある、 

而 して 之 あるが 故に 信者 は 之に 信 親して 迷 はす、 世論 を 棑し人 首 を 斥けて 奮然と して 進む ので ある、 

聖書 を批 許し 之 を 取捨して 健全なる 信仰の 有り得 やう 害がない、 聖書 は 信仰の 據 りて 立つ 磐で ある、 
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人 は 之 に 由り て 寐判か る ベ き 者で あって 之 を 審判く ベ き 者で な い 、 「凡の 人を僞 とする も 神を眞 とす 

べし」 である (口 マ 書 三 章 四 節)、 凡の 書を僞 りと する も 聖書 を眞 とすべし である、 而 して 其 證據は 

明白で ある、 絮書 のみ 時代と 共に 變ら ない、 哲學は 變り神 學は廢 る、 然し 聖書の みは 錢ら ない、 聖書 

を 嘲け りし ミル、 スぺ ンサ ー の 哲學は 今 は 何 慮に 在る 乎、 ダ ー ウィン の 進化 說 さへ 古びつ X あるで は 

ない 乎、 何れの 書か 聖書の 如くに 永久に 新鮮なる 耶、 何人も 聖書 を 批評す る 事が 出来る、 然し 乍ら 聖. 

書 を 批評し て 自身 何 の 益す る 所 はない、 聖書 を 批評 し て |ル 書 は 其 批評家 に 何の 新たなる 力 を も 加へ な 

い、 聖書 は 神の 一一 一 H として 信受 すべき 書で ある、 而 して 之 を信受 して 其 意味 は 判明り、 其 勢力 は 給 へら 

る、 聖書が 祌の 一一 一一 1： たる 證據 は此に 在る、 而 して 聖書 を斯 くの 如くに 見る は 決して 迷信で はない、 最大 

の 聖書 學 者は此 立場より 聖書 を 見た る 人で ある、 オリ ゲン、 タリ ソス トム、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル- 

カル ビン、  ベンゲル、 デリッチ、 ル ー 卜ハ ー ト、 是等は 皆な 此 立場より 聖書 を 見た る 人々 である、 神 

の 曾 を 神の  一一 a として 見ての み 其正當 の解釋 ある は當然 である 、神の 一一 一戸 を 人 の 言 として 見て 其 解 釋を誤 

る は 是れ亦 當然で ある、 聖書 無 謬說は 善男善女 の 迷信で はない、 是は 信す るに 充分の 理由 ある 說 であ 

る、 實に無 謬の 聖書が あっての み 徹底せ る 基督 敎の 信仰が ある、 能力 ある 健全なる 信仰 は 謬り なき 神 

の 言と し て 聖書 に賴る 信仰 で あ る 。 

0 健全なる 宗敎は 第三に 明確なる ま 世觀を 有する 宗敎 である、 言 あり 曰く 「人の 信仰 は 其 終末 觀に由 

て 定まる」 と (A  man.s  Ibelief  is  determined  Tby liis  eHchatclogyy 未來 如何、 萬 物の 終末 如何、 

其 問題が 定 つて^ 仰が 定 るので ある、 而 して 聖書 は 明 C に 其 事 を 示す ので ある、 聖書 は 倫理 道 德の箐 

ではない、 宗敎の 書で ある、 宗敎の 書で あるが 故に 預ー 百の 書で ある、 殊に 世の 終末に 關 する 預 一一 一； " の 書 


である、 聖書の 倫理 道德 なる 者 は 其 終末 觀を 基礎と し 背景と して 說 かれた る 者で ある、 所謂 「山. 上の 

垂訓」 なる. 者 も 單 の 倫理 道德 ではない 「人 を議 する 勿れ、 恐く は汝等 も亦議 せられん」 と ある は朱來 

の 裁判 を豫定 しての, "誡 である (馬 太 傳七章 一節)、 「汝等 審判れ ざらん が 爲に人 を ま！： く 勿れ」 と譯 

すべきで ある、 3： 々を爲 すべし r 汝の父 は 明顯に 報い 給 ふべ し」 と ある (同 六 章 四 —六 節)、 「明 顯； 

に」 と は 朱來の 裁判 を 指して 云 ふので あって =y れ亦 聖書の 終末 觀に 基く 實際 道德の 訓示で ある \i 莨に 

書の 終末 觀を 離れて 聖書 は 解らない、 聖書 は 近代 人が 爲 すが 如くに 道 德の爲 に 道德を 論じない、 聖. 

書に 所謂 純道德 なる もの はない、 勿論 淺 薄なる 利害の 爲に道 德を說 かすと 雖も、 然れ ども 善惡の 永久 

的 結果 を 離れて 道德を 論じない、 パゥ a は 「主の 長るべき を 知る が 故に 人に 勸む」 と 一一 百 ふた (コ リン 

ト後書 五 章 十 一 節)、 是れ 神の 畏 るべき 審判 を 前に 見ての 言で ある、 福 昔 は 單に神 は 愛な りとの 昔 信 

ではない、 現れん とする 神の 使 怒より 免 かる k 爲に 彼が 設け 給 ひし 避難の 途 の- K 傳 である、 「神 キリ 

ストに ありて 世 を 己れ と 和が しめ 其 罪 を 之に 食せ す」 と 云 ふ (同 十九 節 〕、 此 「和らぎ」 に 由り て C 

人 は 現 はれん とする 義の 審判より 免 かる、 事が 出來 るので ある、 如斯 くして 聖書の 終末 觀が 解ら すし 

て 聖書 は 解らない、 故に 聖書 を 解らん が爲に 先づ第 一 に 知るべき 者 は 其の 明かに 示す 所の 終末 觀 であ 

る、 馬 太 傅の 第二 ト 四 章で ある、 路加 傅の 第二 十一 章で ある、 羅馬 書の 第 八 章で ある、 哥林多 前書の 

第 十五 章で ある、 テサ n  -ーケ 前書の 第 四 章で ある、 同 後書の 第二 章で ある、 殊に 默示錄 全部で ある、 

現に 米國 シカゴ 市ム ー デ ー 聖書 學 校に 於て 第 一 に學 生に 課する は 默示錄 の 研究で あると 云 ふ、 博士 ジ 

ヨン ソ ンの 一一-; c に 「書 を讀 まんと 欲する 者 は先づ 第一 に 其 最後の 1 章を讀 むべ し」 と 云 ふ ことがあ るが， 

聖書に 於 て 殊に 然り である、 舊新六 十六 卷の 聖書 を 解す る の 餘は其 最終 の 書なる 默示錄 に 於て ある、 


0 演  五 二 〇 

そら/、  0  0  0 

之 を默示 錄と譯 したの が 抑々 其 誤解の， 初で ある、 The  Book  of  Apocalypse は 顯明錄 である、 キリス 

トが 願れ 給 ひて 萬 事 を 明に し 給 ふ 其 徑路の K 言 的記錄 である、 之 を 明解し 緊 握しての み储 全なる 信仰 

が 有る ので ある 。■ 


知識の 本源 

(六 =：： 二十 九：：！^ 京 丸 の 內人 =1 本 私立 衞^ < 講堂 に 於て) 

M ホ バ を 長る 」 は 知識の 木な り (箴首 一 章 七 節) 

「エホバ」 と 一一 一一 I： ひ 「畏 る」 と霄ひ 「知識」 と 一一-一" ひ 「本」 と 雷 ふ、 何れも 九 鼎の 重み ある 語で ある。 

知識 或は 智慧と いふ、 之に 特別の 意味が ある、 今や 知識と 言 ふ も 天然 科學 あり 哲學 あり 歷史 あり 

倫理 あり 其 他 各稲專 門の 學 問が ある、 W しながら 昔時の ユダヤに 在りて は 我國に 於け るが 如く 單に智 

慧と貢 ひて 凡ての 智慧 を 5^ 合した る もの を 指した ので ある、 故に ソ ロモンが rn ホ バを畏 る、 は 智慧 

の 本な り」 と 曾 ひし 時 彼 は 單に實 際 的 常識的の 知識 を 意味し なかった、 今日の 語 を 以て 言へば 「エホ 

バを畏 る k は； 大然 科學の 本な り、 ^學の 本な り、 倫理 道德の 本な り、 一切の 學問 叉は敎 育の 本源な り」 

，こ 彼は敎 へたので ある。 

本 或は 「始」 である、 祖し 「終」 に對 する 「始」 ではない、 終りに 至る おの 原理で ある、 英語に 

0  0  0  0  0 

て tlie  first  principle  乂は the  root  IJrmclple ヌは fimaamentals とい ふが 如く 基礎： SI- 原理で ある 


H ホバ を 畏る& は 一 切の 知識の 基礎的 原现 なりと いふ。 

畏る 「恐る」 ではない、 長^ を 長者と して 尊ぶ 心で ある、 謙 邏の心 を 以て 畏れ 敬 ふ である。 

ヱホバ 單に 「祌」 と 言 ふと 異なる、 特刖の 意味に 於ての 神で ある、 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブ 

に顯 はれ 遂に はィ エス キリ ストの 父と して 示された る 神で ある。 

00O0OOO000O00000O00O000O00O 

「エホバ を畏る k は 知識の 本な り」、 聖書に 現 はれた る祌を 謙遜の 心 を 以て 長れ 敬 ふ 事が 凡ての 折；： 

學科學 の 根本的 原理で あるとの 意で ある、 ra^ して 然ぅ である 乎、 3： 故 M ホバ を 畏れす して は 露の 知識 

を 獲る 察が 出来ない 乎- 勿論 現代の 博 土 敎授等 は 之 を 一笑に 附 する であらう、 併しながら i^f- 書の  一一 一一 口が 

眞理 である 乎、 或は 博 卜： の 言が e; 理 である 乎、 こ は 重大なる 問題で ある、 我等 は 其 問に 判決 を 下さな 

ければ ならない、 而 して 之 を 刺 決せん が 爲には 世界に 於け る學 問の 歷史 に訴 へ、 人生の 事實を 基礎と 

して 論定し なければ ならな い。 

0O0O0OOO0OO0O0O0OO0O00O 

問 ふ 世界に 於て 知識の 最も 進歩した る國 は何處 である 乎、 何國が 界の 學者國 である 乎、 支那 か、 

印度 か、 波斯 か、 之 等の 諸國 にも 大學者 を產屮 U しなかった ではない、 讲 しながら 學問を 以て 世界 を 指 

導す る國は 彼等で はない、 何處 ぞ、 英國 である、 獨逸 である、 佛國 である、 米國、 ^阈、 又は 加奈陀 
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である、 而 して 之 等の 諸國は iiizs 督敎の 感化の 最も 顯 著なる 所で ある、 基督教の 齊及 せざる W に學問 

の 旺盛なる を 見ない、 キリス 卜の 幅 昔の 受け入れら る、 所、 H ホバの 神の 畏れ 敬 はる k 國に 於て 最も 

深く して 贵き 知識の 供給 せらる V 事 實は之 を 否定す る 事が 出来ない。 

更に 進みて 均しく 基督 敎と霄 ふ も 舊敎と 新教と の^を 見ん 乎、 舊敎に 幾多の 貴き もの あり 新 敎に教 

も 脈 ふべ き 弊風な きに 非す と雖も 大體に 於て M ホバ を 長る 、 の 心 は 舊敎國 よりも 新敎 闘に 於て 盛で あ 


る、 而 して 十六 世紀に 於け るル ー テル、 カルビ ン 等の 宗敎革 命 は 一 啻に 信仰 上より 全 歐洲を 二分した る 

00000  oooocoooo  000  n-oooooo 

のみな^ す • 外 知識の 上より 之 を 二 圏に 分った、 今や 基督 敎 W 中 知識 の 盛な る 國と然 ら ざる 國 との^が 

ある、 前者に 屬 する ものば 何 處ぞ、 其 第一 は ル.. 'テルの 阈 なる 獨 逸で ある、 戰爭 前に 至る 迄 近， の學 

問の 粹を 集めた る 所は實 に此國 であった、 而 して 戰 敗の 結 菜 或は 又 此國に 却て 優秀なる 學 問が 勃興す 

るで あらう、.^ は英國 である、 英國 の學問 は實際 的に して 淺薄 なりと いふ、 或は 然 らん、 然れ ども 國 

尺に 知識の 普及せ る國 にして 英國の 如き はない、 之に 次ぐ もの は 北米 合衆國 であって、 佛國 又は 伊國 

ス牛 リル  デシ マルク 

又は 葡萄牙、 西 班 ザ 等 は 到」.^ 以上の 諸國に 及ばない、 寧ろ 瑞 西の 一 部 叉 は 丁 抹叉は 露國の 一 部 等に 於. 

て 知識の 進ル脊 るし きもの ある を 見る、 而 して 是れル .c 新敎の 原理の 行 はる、 所で ある、 力 ー ライル 口 

く 「プ „1 テス タント. 問題 は 知識の 光明 を受 くる か 否かの 問題な りき」 と、 エホバ を畏る X の 心 は 新敎. 

OOO0O0OO  000000000ゥ〇000000 

K に 於て 盛で ある、 知識の 探究 も 亦 新 敎國に 於て 盛で ある、 故に H ホバを 長る k は 知識の 木な りとの 

提言 は 之を國 民の 信仰と 知識と に對 する 關 係より 兄て 其の 誤らざる 事 を 知る。 

國民 として 然り、 很 人と して は 如何、 に 於け る 知識の 先導者と なりし 者 は 誰で ある 乎、 キリス 

トを 知らす 或は 彼に 逆ら ひし 人の 中に も大 なる 學者 ありし に 拘らす 世界の 知識の 根本 を 作りし 者 は尙. 

且 キリ ス トを 畏れし 人であった、 近世 哲學の 祖はデ カル ト である、 ヂ カル ト なくん ば 今日の 祈 I！ 學 はな. 

かった ので ある、 彼 は 新 哲學の 礎石 を据 ゑた る 人で ある、 而 して 彼 をして 其大 思想 を 生み出さ しむる 

ooooooc-oooocooooooooo 

に 至りし 動機 は 3： 處 にあった 乎、 祌の^ 在 を 動かすべからざる 根柢の 上に 置かん との 熱心が 其れで あ 

つたで はない 乎、 、デカルトより 神に 對 する 畏敬の 心 を 除いて 何物 をも剩 さない、 彼 は 熱心なる 基督 者- 

であった、  たと へ 彼の 有神論に は 多くの 誤 護 ありし とする も此 偉大なる 哲學 者が 萬 物の 造 主の^ 在 を - 


1?_ は 明 せんが 爲に 一 の 根柢 を發 見して 其 上に 建設した る 哲學は 人類 を S したる 事 幾許なる か を， 5 る 事が 

出來 ない 0 

クリスチ.^ン 

ベ ー コンも 亦 其 一人で ある、 彼の 品性に は 幾多の 缺點 ありと 雖も彼 も 亦 深き 基督 者であった >  H ホ 

バ を 長る、 心なく して 彼の 大著 述は 決して 成らなかった ので ある。  、 

若し 近^ 科學の 祖先と 稱 せらる、 アイザック . 一一 ゥ トン をして 我國 今日の 學者 等の 前に 立た しめ 而 

して 彼 自身の 學 問の 根柢に 就て 語らし めたならば 如何で あらう 乎、 彼等 は此 偉大なる 科學 者の 抱きし 

迷信 (彼等の 所謂) を聽 いて 驚愕す るで あらう、 併しながら 一一 ゥ トンの 大發 見の 根柢 は 確かに 其單純 

にして ぼ 深遠なる ：一:e 仰に 於て あつたの である。 

恐るべき 學者は ライプ 一一 ッ ッ であった、 全 宇宙の 知識 を 一 筒の 頭腦 中に 收め たる 者に して 彼の 如き 

はない、 而 して 彼 は 熱心なる 基督 者であって 叉 深遠なる 神學 者であった。 

此 問題に 就て 忘るべからざる は 力 ント である * 彼の 尙壯年 時代に 在りし 時 彼 をして 世界人 類の 大問 

i-f ちゃ ■ 、 

題に 逢着せ る を 感ぜし め 決然と して 奮起せ しめたる もの は 3： であった 乎、 彼が 或時ヒ ュ ー ム哲學 を if^ 

み 「若し 此哲學 にして 眞 ならん に は 我が 父母の 信仰 は-: 朋壤 すべし、 こ は必す 建て直さざる ベから す」 

と 痛感した る 其 責任の 自覺 であった、 故に 力 ン ト大 折：： 凤チも 亦 信仰の 產物 たる を 免れない。 

斯の 如くに して 世界に 聳 ゆる 學 問の 高峯を 瞥見す る 時 は 其 最高の E 漢等は 皆 雲を衝 いて 大 のせ M き 

に 達し 親しく  H ホバ との 交通 を 有する 者で ある、 眞に 深く して 博き 知識 を蘧 るの 本源 は H ホバ を 3 一れ る 

るの 心に 於ての み 在る。 

而 して 某督敎 の眞 理は必 すし も 之 を 世界 又は 國 民の 歷史に のみ 探る を 要しない、 各自の 心 屮亦明 {I 
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なる 實驗 の^す る ものが ある、 M ホバを 長る k は 知識の 本な りと 言 ふ、 國 民に 於て 然り、 學 者に 於て 

然り、 叉 各自に 於て 然り、 令 之が 例と して 何人の 實 驗を擧 げん 乎、 如かす 余 自身の 事 を 言 はんに は、 

何と なれば 自己の 經驗は 最も 確實 なる 事實 であるから である、 而 して 余 も 亦 器の 大小の 差 こそ あれ ラ 

イプー 了 ソッ、 カント、 デカルト 等の 大 先生と 同じ 稱 類の 感化 を 受けた ので ある、 H ホバを 畏る& 心 は 
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啻に 余の 道德を 高め 余の 靈魂 を淸 めた るの みならす 余 をして 眞 正の 學 者たら しめたの である、 何人も 

眞 正の 學者 たる 事が 出来る、 學 者と は 何ぞ、 所謂 物識りと 稱 する 百科 辭典の 代用 物で はない、 眞理を 

共れ 自身の 憤 値に 於て 知る 人、 眞理を 眞理其 物の 爲に贵 ぶ 人、 斯 かる 人が 眞 正の 學 者で ある、 眞理を 

眞理 以外の 者の 爲に 知り 便宜の 爲め义 は 利益の 爲に 之を枉 げんと する が 如き 者 は 決して 學者 ではない 

假令 世界の 政治 論 を 悉く 研究す ると 雖も之 を 一 國に 適用す るに 當 りて 多少の 緩和 を 施さん とする 者 は 

學者 に 非す し て 政 $ である、 學者は 眞现を 眞理其 者 の爲に 貴ぶ、 故に 苟も 宇宙 の 眞现 な り と 信ぜ ん 

乎、 之 を： E 人に も何處 にも 適用 せんと 欲する ので ある、 利害と 便宜と を排 して 眞理 はた 5^ 祌の爲 に 貴 

,.-0000000000  0-0  0  0-00000000 

しと 做す 所に 學 者の 學者 たる 所以が ある 而 して M ホバ を 畏る& に 非 ざれば 人は此 極の 學者 たる 事が 

出來 ない、 H ホバ を 畏れす して 或は 厨房 用具. の小發 明に 由り 政府の 特許 權を 獲得す る 事 は 出来る であ 

らう、 W しながら 一一 ゥ ト ン の 研究した るが 如き 星斗と 星斗と を 結び付け 宇宙 を 呑吐す る 底の 大發見 は 

共 心 深く  M ホパ と 交 はる 者に 非 ざれば 到底 不可能で ある。 

人の 知識 は H ホバ を 長る 、 に 由て- 史に 貴き ものと なる、 H ホバ を 長る、 者に 取て； 大然を 探る は 父の. 

美しき 庭圃を 逍遙す る 事で ある、 木の葉の 萌ぇ 3r つる 所、 禽鳥の 巢を營 む 所、 蟥の食 を 漁る 所、 一 と 

して 深き 感興 を a! さざる はない、 故に 探究 又 探究、 遂に 其盡 くる 所 を 知らない >  彼等 は 3： 時まで 經っ 


て も 尙學界 の小兒 である、 誠に ニゥ トンの 一一 一一：： ひしが 如く 其 一 生涯 を 費して 皋 びし 所 は 僅に 大海の 岸に 

立ちて 二三の 礫 を 拾 ひしに 過ぎない、 前途に 開く 眞理の 海 は 無限で ある、 從て 彼等の 知識欲 も 亦 無^ 

である、 其 生涯 を 繰 返す 事 十 li: 叉 は 二十 囘に 及ぶ も尙 足らざる を覺 ゆるので ある、 之に 反して エホバ 

ねんし 

を 畏れざる 人々 が 其年齒 未だ 五十に 達せざる に： ：4- く旣に 知識欲の 減滅を 示す を 見ば ひ 半に 過ぐ るで 

あらう、 本當の 信者 は 死に 至る まで 學生 である。 
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故に 知識欲の 勃興 は 改 信 の 最も 確實 なる 徵 候の 一 である、 キリストの 一 i 昔 は 何の 素養 もな き 男 

女 を 化して 貴ぶべき 學 者たら しむ、 余の 識れる 東北 地方に 於け る 某 盲 婦人の 如き は 晩年に 至る 迄い ろ 

は を も 解せ ざり しに 拘らす 福 昔に 接して より 聖書 研究の 熱心 を 起し 卽ち點 字に 由て 之 を學び 爾來數 年 

ならす して 驚くべく 聖書に 精通す るに 至った、 世上 之に 類似の 實例は 決して 乏しと しない、 M ホバを 

知る は 知識欲 勃興の 秘訣で ある、 知識 は靈 的で ある、 故に. 頭腦 のみ を 以て 之 を 獲得す る 事 は 出来ない. 

眞理 を眞现 の爲 めに 貴ぶ 所の 眞 正なる 學 者た らんが 爲 に は靈的 準備 の 必要が ある、 卽ち 我等の 靈 を 以 

て 宇 {巾 の靈に 結合し エホバ の 神 を 長る k の 心 を 起す に 由て 知識 は滾々 として 湧き 5r つるので ある、 而 

も獨り 自己の 專 門に 屬 する 知識の みで はない 、神の 造り 給 ひし 凡ての 事物に 關 して 深き 興味 を 有する 

に 至る ので ある〕 

ェ ホバ を畏る 、 は 知識の 木な りと、 之れ ソ ロモン の 首で ある、 併しながら ソ n モ ン よりも 大なる 者 

ィ H ス キリ スト 現 はれて 知識の 本源 は 更に 一 步を 進めた、 ni ふ 「ィ H スは 神に 立てられて 汝 等の 智慧 

と爲り 給へ り」 と (コ リン 卜 前書 一章 三 〇 節)、 キリスト を 知る は 知識の 本源た るに 止まらない、 キ 
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リ ス ト彼 自身が 我等の 智慧で ある 哲學 である、 神 は キリ スト を 立てて 我等の 哲 學と爲 らしめ 給うた の 
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である、 我等 はィ H ス キリス トを 知る に 依て ェ ホバ の 神 を 知る のみなら す乂 同時に (Ha の 原理 を 知り 

眞 正なる 意味に 於ての 哲學 者と なる ので ある、 今や 我等の 周 K に紛雜 なる 思想 問題 あり 國際 問題 あり 

勞働 問題 あり 物價 問題が ある、 如何にして 其 中心的 眞理を 捕捉す る 事が 出来る 乎、 曰く ィ H スキ リス 

トを 知るべし である、 フ H アベ ルンの 一一 H ひしが 如く 彼の 十字架の 釘に 刺されし 雙 乎の 掌中に 全 宇宙が 

COOOC0OCC-OOO00OOO0O  000  00  0  0  00  oooo^^o 

存在す るので ある、 眞理の 中心 は祌 の子ィ H ス キリ ストに 在る、 彼 を 知り 彼 を 信す る は 凡ての 知 請と 

OO000O00O 

敎 育との 根源で ある。 (藤 井武 筆記) 


慾と 患難 

(那須 山の 麓に 於て. 詒 りし 所の 一部〕 

〇提 摩 太 前書 六 章 八節以 下に 曰く 「夫れ 衣食 あらば 之 を もて 足れり とすべし、 富まん こと を 欲する 者 

は 患難と 告 また 人 を 減 亡と 沈淪に 溺らす 所の 愚に して {4：： ある 萬殊の 慾に 陷 いるな り、 財 を 慕 ふ は 諸の 

惡 事の 根な り、 或 人 之 を 慕 ひ 迷 ひて 信仰の 道 を 離れ 多くの 苦 害 を もて 自 から 己れ を 刺り、 神の 人よ 之 

を 避けて 義 しき 事と 神 を 敬 ふ 事と 信仰と 愛と 忍耐と 柔和と を 慕 ふべ し」 と、 廻り 諄い 文章で ある、 然 

し 乍ら 强ぃ 深い 透明なる 言 である、 慕 ふべき は 富に 非す 品性な りと 云 ふ、 若し 此 言 にして 服 麼 せらる 

るなら ば 戰爭は 今日 止み、 怠業 も 罷ェも 今日 魔れ、 世 は 直に 黄金時代に 人る ことが 出来る、 祌學 者の 

或 者 は是は 使徒 パゥ& の 一一 目に 非す と 言 ふ、 然る 乎 否か 余 は 知らない、 然れ ども 聖書の 曾に して 一 言 一 


句 深 き聖き 神の 言 なる を 知る、 是は 人生の 大事 實を 語る 言 である、 骨 を も す 辛辣^り なき 一一 目 である ( 

〇 衣食 ある を 以て 足れり とな さす、 夫れ 以上に 富まん と 欲して 人 は 利す る 所な くして 其 反 對に忠 難に 

遭 ひ ii に陷り 滅亡と 沈淪を 身に 招く、 富まん と 欲して 利す る 所な く 愚に して 害 ある 萬殊の 愁に陷 る、 

富ま んと 欲する ことの 損失 害毒 大 なりと 謂 ふべ しで ある、 幸 幅 を 得ん ための 富 は 却て 多くの 不幸 を 招 

く、 眞 正の 幸福 は 神 を 敬 ふて 足る 事 を 知る 簡易 生活に 在る、 富者に 患難 多し、 彼 は 愚に して 害 ある 多 

くの 慾に 苦しめら る、 聖書の 言 は 文字通りに 眞理 である。 

〇 「財 を 慕 ふ は (金 を 愛する は) 諸の 惡 事の 根な り」 ，-」 云 ふ、 果して 然る 乎、 财を慕 ふて こそ 産業 あ 

るに 非す や、 財 を 慕 はざる 所に 企業心な し、 隨 つて 冒險 なし、 進取 開發の 活動な し、 故に 「財 を 慕 ふ 

は 11^ の 善事の 根な り」 と 云 ふべき に 非す や、 愁の 在る 所に 文明が 在る、 财を慕 ふの 心なく して 商業 も 

工業 も 農業 もあった 者に 非す、 人に 此 心が あれば こそ 經濟學 が 有る ので ある、 世に 荒 唐 無精の 一一 一一！： 多し 

と 雖もパ ゥ の 言と して 傳 へらる、 聖書の 此ー W の 如き はない と 言 ふ 者が あらう。 

〇 然し 乍ら 「凡の 人を僞 とする も 神を眞 とすべし」 である、 凡の 經濟學 を 偽と する も 聖書 を眞 とすべ 

しで ある、 財 を 慕 ふ 心、 金 を 愛する 心、 富まん と 欲する 心、 是れ側 人に 在りても 國 家に 在りても 諸の 

惡 事の 根本で ある、 此心 あるが 故に 諸の 惡事 を總 括した る戰爭 が國家 間に 起る ので ある、 財 を 慕 ふ 心 • 

比 心が 人 を 無慈悲に なすので ある、 此 心が 吓 なる が 故に 物價は 騰貴し、 社會の 平安 は 亂れ、 人と 人と 

は 相 m きて 互に 相 しめ 相殺す ので ある、 此^の 惡事を 其 源に 溯り て 究め 見よ， 盡く財 を 慕 ふ 心に 發 

する を 見る ので ある、 故に イエス は敎へ て 言 ひ 給 ふたので ある 「戒心して 貪 心 を 慎めよ」 と (ルカ 傳 

十二 章 十五 節)、 パゥ 口 も 亦 言 ふたので ある 「貪 禁は卽 ち 偶像 を拜 する 事な り」 と (コ 口 サイ 書 三 章 
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五節)、 獨 逸が^ 界に覇 たらん とせし も 貪 心で ある、 英國が 世界の 商權を 握らん としつ、 ある も 貪 心 

である、 米 國が勘 察 加, 太に 垂诞 しつ V ある も 貪 心で ある、 何の 爲の 軍備 擴張 か、 何の 爲の 艦隊 增設 

か、 貪 心からで ある、 財 を 慕 ふ 心からで ある、 此 心が 戰爭を 生み、 世界 を 血の 海と 化して，^ まない の 

である、 「財を|£！^^ ふ は 諸の 惡事 の 根な り」、 經濟學 は M と 一一 一一 口 ふと も 聖書 の 此言は 永久 の眞现 として 變 

らな いので ある。 

〇 「或 人 之 を 慕 ひて 迷 ひて 信仰の 道 を 離れ」、 財 を 慕 ひて 信仰 を棄 つ、 「デマ ス此世 を 愛し 我 (。ハウ 

口) を棄 てテサ n 一一  ケに往 けり」 と あるが 如き は 其 一例で ある (テ モテ 後書 四 章 十 節)、 財 を 慕 ひて 

キリス トを棄 て 或 ひ は 商人と なり 或 ひ は 政治家と なり 或 ひは學 校敎師 となりし 敎會の 牧師、 偉 道師神 

學者等 は 我 國 に 於ても くない、 或 ひ は 獨立を 愛する と稱 し、 或 ひ は 政界 を 潔む ると 稱し、 或 ひは自 

,m を 愛すと 言 ふ、 名目 は樣々 である、 然し 原因 は 他に 在る、 貪 心 は 美 はしき 名目の 下に 信者 を 誘 ふの 

である、 貪婪 は卽ち 偶像 を拜 する 事で ある、 財 を 慕 ふて il:^ 仰の 純潔 を 守る こと は 出来ない、 寡欲 は 信 

仰 第 一 の條 件で ある。 

しふし ゆろ く 

拾珠錄 

哥林多 前書 第 一 章より 

〇 蓮 月 の 名歌に n く 「首の 葉の 珠拾は や 秋の 夜の、 w に 明 石の 浦った ひして」 と、 而 して 歌人 は 


曾 葉 を 拾 はんとし、 基督 者 は 眞理を 拾 はんとす、 < ^は 毎 口 露 现の寶 庫なる if- 書 を 採り、 眞 1;; の 眞珠を 

拾 ふこと S 々である、 自ケ之 を 拾集して 之を讀 者に 頒 たんと 欲する、 蓋し 「日々 のせ- 頻」 の靈的 半面 

よか 

と 見て 可ら う。 

〇；HIF 林 多 前書 第一章 一 節に 「神の きに 由り て 召されて 使徒と なれる パゥ 口 …… 1^1: されて せ， 徒と なれる 

者に 書 を 贈る」 と ある、 パゥ n の 使徒と なれる も 「召されて」 である、 コ リント 人の 架， 徒と 成れる も 

「召されて」 である、 萬 事が 神の 善き 聖 3n より 出た ので ある、 信者に 成りし も 偉 道師に 成りし も自か 

ら擇 み、 自 から 研究して、 思索の 結 として 成った ので はない、 祌の32に由り彼に餘^^なくせられて 

成った ので ある、 故に 我に 誇る 所 何も あるな しで ある、 而 して 眞 個の 信者、 眞 個の 傅 道師 はすべ て 

「おされ」 たる 者で ある、 明確なる 神の 「召し」 を實驗 せざる 者 は 信者の 生： "^の 何たる 乎 を 知らない" 

〇 同 節に 曰く 「兄：？！ S ソス テネ」 と、 ソス テネの 事に 就て は 使徒 行傳 十八 ll„H- 七 節を兑 るべ し、 彼れ 信 

仰の 爲に ユダヤ人に 杖 打れ、 キリストの 弟子と 成りし 後 はパゥ n の 兄弟と 成った ので ある、 .€ かも 四 

海皆兄^^と云ふが如き漠然たる意味に於ての兄弟ではなぃ、 キリ スト を 知り 其の 死の 狀に循 ひて 彼の 

苦しみに 與 りて 骨肉 も 管なら ざる 深き 靈の 兄弟と 成 つたので ある、 若し 敎會 が敎會 であるなら ば是は 

敎會 ではない 家庭で ある、 而して信者は同じ主に由りて生れし兄弟^！妹でぁる、 ソ ステネ は。 ハウ 口の 

同丄 心で もなかった、 亦 單に敎 友で もなかった、 兄弟であった、 嗚呼 美 はしかり し 初代の 敎會 よ、 其 時 

敎會は 家庭であって 信者 は 誠に 實に 兄弟 姉妹で あつたので ある。 

〇 叉 曰 ふ 「コ リントに 在る 神の 敎き」 と、 何故に 特に 「神の 敎會」 と：； ムふ 乎、 世の 會 合より -R 刖 せん 

が爲 である、 敎會 (ecclesito は 神より 出て 祌に屬 する 者で ある、 ^の 所謂 圑體 ではない、 义 社交的 俱 
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-樂 部で はない、 神に 聖 潔め られし 聖徒 を 以て 組織 せらる i 神の 敎會 である、 故に 非常に 貴い 者で ある- 

斯 かる 敎會に 就て バウ II は CI ふた 「汝等 は 神の 殿に して 神の 靈汝 等の 中に 在す こと を 知らざる 乎、 若 

し 人 神の 殿 を 毀た ば 祌彼を 毀たん、 そ は 祌の殿 は 聖き者 なれば 也」 と (三 章 十六、 十七 節)、 敎會を 

此 意味に 解して 無敎會 信者の 有り やう 害 はない、 無敎會 主義 は羅馬 天主 敎會、 英國々 敎會、 M 人が a 

て も 腐肷墮 落せる 米國 今日の 諸敎 まに 對 して IE ふので ある， 神の 敎 會に對 して 謂 ふので ない、 絕對に 

厶 A 

t: ゝ 0 

無レ 

-〇 曰 ふ r コ リントに 在る 神の 敎會」 と、 パゥ& 在せ 當 時に 在りて はコ リントの 市 は 腐败墮 l?w の 中心で 

あった、 恰も 今 n の 巴 里、 倫敦、 紐ず、 鬼 京の 如き 者であって、 其の. S: に 正義 淸 潔の 行 はれ やうと は 

河 人 も 想 はざる 所であった、 常時 人の 淫樂に 耽ける を 「コ" ント する」； Korintliiazesthai と 云 ふた 程 

であると いふ、 然るに 此コ リントに も 聖徒が 起り て祌の 敎會が 有った ので ある、 驚くべき は 神の 恩惠 

である、 彼はコ リントに 於て すら 彼の 愛子 を 有し 給 ふた、 然 らば 失 §F! すべきで ない、 神の 敎會は (人 

の 股に は 見え ざれ ども) 倫敦に 於て 在る、 紐 育に 於て 在る、 東京に 於て 在る、 神 は 路傍の 石 を も アブ 

ラ ハムの 子と 成す 事が 出来る、 コ リントに 於て さへ 神の 敎會が 起った、 我等 は 東京、 橫濱、 名 古屋、 

大阪、 祌戶 等、 其他腐敗の奥^^に就て失ぱ1^:すべきでなぃ。 

〇 乂曰ふ 「キリスト イエ スに 在りて 潔め られ」 と、 基督 信者 を稱 して 「聖 めら れし 者」 と 云 ふ (使徒 

行 傅 二十 章 三十 二 節、 同 廿六章 十八 節 を 見よ)、 r 聖 めら れし」 と は 「世ょり^^-刖されし」 の 意で ある- 

其 罪より 潔め られて 神の 所有と なりし の 意で ある、 神の 敎會は 「聖 めら れし 者」 を 家族と して 有つ 家 

■s- である、 「聖 めら れし」 と 云 ふ、 文法 上の 完了 動 詞 (perfect  tensej- である、 信者 は キリストに 在 


りて 旣に聖 めら れ たる 者で あるとの 意で ある、 今聖 めら わつ、 あるので はない、 又 後 に^めら れんと 

OOOO0000OO00000  OOO 

する のでない、 キリストに 在りて 旣に聖 めら れ たので ある、 信者の 聖潔は キリストに 在りて 旣に 完了 

0  C-  0  0  0  0  みつ ケ. り  \  F 

したので ある、 彼れ 御自身が 言 ひ 給 ひしが 如し 「我れ 彼等 (弟子 等) の爲に 自己 を 潔む」 と (約 翰 傅 

十八 章 十七 節)、 者 は キリストに 由り 旣に 潔め られ たので ある、 彼等 は自 から 已を 潔う して 神に 受 

けらる k ので はない、 信仰 を 以て 救 主の 聖潔を 己が 聖潔 となして 祌の 子と して 認めら る k ので ある、 

ィ H スは 神に 立てられて 我等の 聖潔 となり 給 ふたので ある (一章 三十 節)、 我等の義と^^とは自己に 

於て 在る に 非す して ィ H ス に 於て 在る ので ある、 キリスト イエス に 在りて 旣に聖 潔 を 完了う せられし 

者、 それが 基督 信者で ある、 福音の 傳 ふる 所 は 道德の ふる 所と 全く 異なる、 道德は 人に 完全の 實現 

を 要求す るに 對 して 福音 は 直に 完全 を 提供す る、 曰く 「唯 信ぜよ、 信じて 神の 子の 完全 を汝の 有と せ 

ふづ から  み  せつな 

よ、 彼れ 旣に汝 の 爲に自 已を聖 め 給 ひたれば、 汝は彼 を 仰ぎ 瞻る其 刹那 彼の きが 如く，」 を 潔くし 

べし」 と、 此事 たる 倫 现哲學 の 立場より 見て 荒唐無稽 である、 然れ ども！；： 仰の 立場より はて * 實 中の 

最大 事實 である。 

0 又 曰 ふ 「我等の 主ィ H ス キリ ストの 名 を ぶ 者」 と、 信者 は キリ ストに 在りて 架め ちれし 者で あつ 

て又ィ H スの名 を龥ぶ 者で あると 云 ふ、 「名 を龥 ぶ」 と は 崇拜 する の 意で ある， 創世記 S: 章 i:- パ節、 

3 エル  0000  0  00000000000 つ O0OOO0OO 

約-耳 書 一 一章 三十 一 一節 等 を參考 すべし、 卽ち 信者 はィ H ス キリス トを祌 として 崇拜 する 者な りとの 意で 

ある、 基督 敎は キリスト 崇拜 である、 基督 信者 は 神と して キリストに 事 ふる 者で ある、 キリスト 神性 

論の 根 據は玆 にある、 ィ H ス は 單にナ ザ レ人ィ H ス ではない、 萬 物 彼に 由り て 造られ 彼に 巾り て^つ 

こと を 得る 也と ある 神で 在る (哥羅 西 書 第一章)、 孔孟 釋 基と 稱 して キリスト を 聖人の 一人と して 馼 
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ふる 者 は 未だ パ ゥ a の キリスト を 知らざる 者で ある、 我等 今日の 基督 信者 もィ H ス の 名 を龥ぶ 者と な 

りて 初代の 信者と 信仰 を 共に する 事が 出来る、 「彼等が 石 を 以て ステパ ノを擊 る 時 彼れ 祈りて 曰 ひけ 

る は主ィ H スょ 我靈魂 を納け 給へ」 と、 斯くて ステパ ノ も亦ィ H ス の 名を龥 びつ 、死に 就いた ので あ 

る (行 傳七章 五 九 節)。 

0 第三 節に 曰く 「恩寵と 平康」 と、 行 爲不相 應の報 赏之を 恩寵 &al.is と 云 ふ、 我が 受 くるに 當らざ 

る もの を 賜 はる、 其れが 恩寵で ある、 而 して 神 は キリストに 在りて 斯 かる 恩寵 を 人類に 賜 ふたので あ 

あ.. つ. K  , ゆ る し  に t もの 

る、 而 して 人 は 何人も 信仰に 由り て此 恩寵に 與る 事が 出来る、 罪の 赦免で ある、 永生の 恩賜で ある、 

i の 復活で ある、 是れ 皆な 至大の 恩寵で ある、 而 して 神より 恩寵が 降て 人に 平康が あるので ある、 平 

康は 恩寵の 結 raK である、 神より 出て 人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 (廢) は汝 等の 心と 意 を キリス トイ 

エスに 在りて 守らん」 と あるが 如し (腓立 比 書 四 章 七 節)、 眞の 平安 は キリスト を 以て 現 はれた る祌 

の 恩寵に 與 りての み來 る、 そは此 恩寵た る義に 基く 恩寵で あるから である、 義の 要求が 完全に 充 たさ 

な _ た 力 そな へ もの 

れ すして 眞の 平安 はない、 故に 祌はィ H スを 信す る 者の 挽 囘の祭 物と し 彼れ (イエス) を 信す る 者 を 

義 として 尙ほ自 から 義 たり 給 ふたので ある (羅馬 書 三 章： 五、 廿六 節)、 「恩寵と 平康」 信者の 安心 立 

命 は 善行と か 修養と か稱 せらる、 者に 由て 獲ら る、 者で はない、 祌は 人の 爲に 己が 獨子 を捐袷 ひ、 ス 

は 信仰 を 以 て 神 の 此 絶大 の 恩寵 を 受け て兹に 完全な る 心の 平康が あるので あ る 。 

林 多 前書 一 章 三 節に 曰く 「我等の 父なる 神 及び 主ィ H ス キリ ストより 恩寵と 平 康を受 けよ」 と、 

神より 出て 人の 與 ふること 能 はざる 恩惠 と： 个康、 是は 「父なる 神 及び ィ H ス キリスト」 より？ r つる 者 


なりと 云 ふ、 I 穴 乂と聚 子、 同じく 恩寵と： 牛康 との 源で ある、 二者が 如何にして  一^で あり 得る 乎 其 奥 

義は 解し 得すと 雖も 同一 の恩惠 と平康 とが 二者より 一 者と して 流れ出る こと は確實 である、 鼓に 亦キ 

リ ス ト 神性 論の 则面觀 が ある、 信者 はィ H ス の 名 を龥ぶ 者で あると 云 ひ (前節) 叉 恩寵 は 父なる 神よ 

り 出る が 如くに 主 イエスより 來 ると 云 ふ、 此 イエス は 人で はない、 祌 である、 拜 むべき 祈るべき 神で 

ある。 

〇 約翰俾 一章 十七 節に 曰く 「律法 はモ ー セに 由り て傳 はり (與 へられ) 恩寵と 眞 理はィ H スキ リスト 

に 由り て 来れり」 と 云 ふ、 律法 は與 へられ、 恩寵 は來れ りとの 事で ある、 神はモ ー セを 以て 律法 を 賜 

occ>ooc〇o-:-oooooooooooo〇 

ひしと 雖も、 恩寵 を 下さん とする や 其 子 イエス を 以て 御自身^に 來り給 ふたので ある、 新約の 舊 約よ 

り も 貴く、 ィ H スのモ ー セ よりも 優れたる 理由 は 鼓に 在る、 r 與 へられたり」 と 「來れ り」 との 差で 

ある、 救扬の 恩寵 は に 上よりの 命令に 由り て與 へ らる、 もので はない、 祌 御自身が 人の 形體を 取り 

Go〇ooo>o〇o>oo〇oc-oo〇oo  こと 14 

て 我等の 間に 現 はれ 給 ひて 我等に 賜 ふ ものである、 恩寵 は與 へられし に 非す して 來れ りと 云 ふ、 「言 

肉體と 成りて 我等の.^ に 寄れり」 との 福 昔の 眞理 は兹に 在る ので ある。 

ィ vt ャ  0  0  0  わしつ ：3 ぺ 5  のぼ 

〇 以斐亞 書 四ト章 末節に 闩 く 「H ホバ を 待望む 者 は 新たなる 力 を 得ん、 また 鷲の 如く 翼 を 張りて 再ら 

^. 走れ ども 疲れす 步め ども 倦ざる べし」 と、 「エホバ を 待 む 者」 と 云 ふ、 「彼 を 信す る 者」 又は 

-•i しめ  0  0  0  0  ？ P  0  0  0 

「彼の 誡を 守る 者」 と 云 はない、 M ホバを 待望む 者、 彼の 顯 はれ 臨り 給 はん 事 を 待？ む 者 は 新なる 力 

を 得る ので ある、 搏 臨の 希 ai! は i 早に 希望と して は存ら ない、 實 生活に 於け る 能力と して 現 はれる、 實 

に れ 能力 で あ る 、 希^ の 無 い 所に 永く 續く 能力 は 無い 、 再臨 の 希望 を 懐く 者 は 未来の 幸福 を Sii 

かへ りみ  t ちの. 

むの S なる より 現^の 事 を 省ない と 云 ふ 者 は此希 sli- の 何たる 乎 を 知らない 者で ある、 M ホバ を 待^む 
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者 は實に 新たなる 力 を 得て、 走れ ども 疲れす 歩め ども 倦まない ので ある、 彼 は 常に 望んで 常に 力 を 加 

へらる、 ベ 布 が 彼の 詩で あり 歌で あり、 大 なる 慰藉で あり、 大 なる 能力の 泉で ある、 論より 證據 であ 

る、 W 臨の il;- 仰の 無い 所に 愛 は衰へ 熱心 は 枯れる、 キリ ストの. 再臨 は 有る も 無き も 信仰 上 何の 得失な 

き 事で はたい、 是れ ありて 新たなる 力 は 加 はり、 是れ 無くして 靈的 生命の 萎靡 は 免れない ので ある。 

〇 約翰傳 w-li3H ニー 一節 三 四 節に 口 く 「ィ H ス弟 子等に 曰 ひける は 我に 汝 等の 知らざる 食物 あり…… 我 を - 

つか は  し.； l-l ノ  rvn なし を *A  .,3て  OOOOOOOOC-00000000000 

遣し、^ の 旨に 隨ひ 其ェ を成畢 る；： だれ 我が 糧 なり」 と、 ィ H スは此 所に 靈的 事業 を爲 して 肉的 饑渴 を- 

癒し 給 ふたので ある、 實に人 は。 ハ ン のみに て 生る 者に 非す 唯 神の 口より 屮 Z づる すべ ての 言に 因りて 生 

くるので ある、 傳道は パン を 獲る の途 ではない、 。ハン 其 物で ある、 實に 神の 道 を 人に 傳 へて 我 靈は言 

ふに 及ばす 我 肉まで が充 たさる k の である、 ，に 幸福なる 事 多し と雖も 福音 を說 くに 勝る のま 福 は 無 

まこ ±  のみら の  いのち 

い、 實に 我れ 若し； i 音 を說き 得すば 禍 ひなる 哉で ある、 是れ 我が パ ン であり 飮料 であり 生命で ある、 

是れ なくし て 我 は 生きて ゐる事 は 出来な い 、 是は 不信者 の 知らざる 食物で ある、 最も 確 貪なる 滋養に 

富みた る糧 である、 ィ H スは傳 道 を 貪 物と なし 給 ふたので ある、 故に 生命 は 招ても 傳 道を廢 める こと 

は 出来なかった ので ある"  . 

〇 詩篇 第 七十 一 ー篇は 美しき 歌で ある、 然し 之 を 再臨の キリス トを讚 ふる 歌と 見て 其 意味 は  一 深く 味 

はれる ので ある。 

彼 は 刈 取る 牧に 降る 雨の 如く 

地 を 潤す 白雨の 如く 臨まん 

た r. しきもの 

彼の^に 義者 は榮ぇ . 


平和 は 月の 失る まで 豐 ならん (六、 七 節) 

二 と ^$  と こし  h  T^i 

是は 如何なる 王に 就ても 口 ふことの 出来ない 一一 一一 口 辭 である、 永 へ に 生き 給 ふ 王 キリス 卜に のみ 営 狩る 言. 

辭 である、 而 して 彼れ キリストに 就て は 文字通りに 事實 である、 彼が^ を 治め 給 ふに 巾り て 地に 臨む 

平和 は 月の 失る まで 豊 である、 卽ち 永久に 績き 永久に 榮 ゆる 平和で ある、 殊に 彼の 臨り 給 ふや、 刈 取 

ろ牧に 雨の 降る 如く、  .m 雨の 地 を 潤す が 如くで あると 云 ふ、 W 臨 の 恩惠的 半面 を 言 表し て 美の 極と い. 

ふべ しで ある。 

彼の 名 は 常に 絕す 

彼の 名 は 日の 久しき 如く 絶る ことなし 

人 は 彼に 由り て 福祉 を權ん 

もろ/^  さ い は  I」 な 

諸 の 國は彼 を 幅 ひなる 者と 稱 へん (ト七 節) 

き はみ 

榮 華の 極を盡 したる イス ラエルの 王 ソロ モ ンも 人の子た るに 過ぎなかった、 ィ H スは 御自身 を 指して h 

言 ひ 給 ふた 「夫れ ソ 口 モ ン より 大 なる 者 此 にあり」 と、 神の 子に して 人に あらざる 王 ：：： 彼の 名 は 文 

字 通 りに E の 久しき が 如く 絶 ゆ る こ と なし で あ る 、 此詩も 亦冉臨 の 信仰 を以 て 讀ん で 其 意味 は 註解 を - 

俟 すして 明かで ある。 
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罪の 赦し 

, 十二月 七：：！ 丸の 內衞 生會 講堂に 於て 

如何にして 我が 罪 を處分 せん 乎、 如何にして 神と 義 しき 關 係に 入らん 乎、 人生 之に 勝る の 問題 はな、 

い、 老若男女 を 問 はす 何人に 取りても 其の 生涯の 根本 問題 は 之で， ある、 此の 問題の 解決した る 時人 生- 

問題が 解決した ので あると 言 ふ 事が 出来る、 而 して 祌は 我等に 律法 を與 へて 我等 をして 罪の 感覺を 起 

さしむ ると 共に 亦 罪の 處分 せらるべき 方法 を も 提供し 給うた の である、 之 を 示す もの は 卽ち利 未 記で 

ある、 一 百 ふこと 勿れ 舊約 書 は 神の 義を說 いて 罪の 赦し を敎 へす と、 罪の 罪た る を 我等に 敎 ふる 舊約： 

sf- 書 其 も のが 同時に また 罪の 如何にして 除かるべき かを訓 ふるので ある、 福 昔 は 新約に あり 又舊 約に 

ある、 詩篇 屮の 多くの 詩 は 蜜に 比ぶ る も 蜂の 奥の 滴りに 比ぶ る も いやまさりて 甘き 神の愛 を 傅へ、 利 

未 記 は 明ね に 罪の 隨 はる、 途を豫 示す る、 然 の みならす 之 を 利 未 記 に 就いて 見れば 罪の 贖 ひに 關 する 

敎訓は 先にして (初の 五 草) 罪 其の ものの 指摘 は 後で ある、 先づ暖 罪の 途の備 へらる、 ありて 然る 後 

.3 つせ. 3 

に 罪の 詰責が ある、 先づィ H スキ リストの 十字架の 立てら る、 ありて 然る 後に 罪の 自覺を 促さる， 先 

づ 完全なる 醫療の 方法の .1! な。 けらる、 ありて 然る 後に 疾病の 摘發が ある、 是れ 誠に 恩 惠の途 である、 我 

等 は キリ ストの 幅 昔に 接して. 初めて 明確なる 罪の 觀念を 起す ので ある、 若し 然ら すして 救 贖の 途の備 ： 

へられ ざるに 先 だち 罪の 感覺を 起されん 乎、 蓋し 其の 苦しみに 堪 ふる 能 はないで あらう、 故に 律法 も 


亦 罪の 觀 念に 添へ て 贖罪の 方法 を 我等に 提供す るので ある。 

「血 を 流す 事 あら ざれば 赦 さる k 事な し」 と 言 ふ (へ ブル 書 九 章廿ニ 節)、 我等の5^したる罪の敏 

一. 0  0  0  oo〇ooo〇oooooo〇cooo 

されん が 爲には 必す或 者の 血 を 流さざる ベから すと は 利 未 記 第一 ^！单の敎ふる所でぁる、 何故に 血 を 流 

すに 非 ざれば 罪は赦 されない ので ある 乎？ 何故に 祌は 我等より 血 を 要求し 給 ふので ある 乎、 罪 は 凡て 

之 を悔改 むる に * て赦 さるべき ではない 乎、 然るに 神 は 我等の 罪 を 犯した る 時 特に 血 を 以て 共 代 似 を 

拂ふ迄 之 を 赦し給 はすと は餘 りに 殘酷 である、 無慈悲で ある、 是れ人 問 すら 要求せ ざる 事 を 神が 要求 

する ので ある、 我等 はか i る 血 を 以て 塗れた る 福音 を 信す る 事が 出来ない と、 現代人 殊に 現代の 基督 

者の 多数が 斯く 主張す るので ある、 ^しながら 先づ 第一 に 注意すべき は古來 罪に 關 して； f 取 も 深き 經驗 

00  0-000000000000000000000  ooooooococoooooooooc- 

を 嘗めた る 人は告 自己の 梅改 のみ を 以て 足れり とせす、 何人 か 我が 爲に 我が 恐るべき 罪の 凡て を 荷 ひ ■ 

00  0-0  0000000000  0  oooooooooocooooon-  on-  00  OO00O0000 

自ら 血 を 流して 我が 爲に 苦しむ ありて 而 して 彼と 我と が特 刖の關 係に， <  りし 時に 初めて 我 は 罪の 重荷 

より 脫 したので あるとの 感を 抱きし 事で ある、 律法の 嚴肅 なる 權威を 認め 罪の 罪た る を 知り し^に 取 

て、 罪は實 に堪 へがた き 重荷で ある、 彼 は 晝も夜 も 神の 前に 立つ 能 はざる の 苦み を 感じ 如何にもして 

之が 說明を 51 んと 欲して 彼方に 走り 此方に 奔る、 而も 何人も 彼の 爲に之 を 解く 能 はす、 醫師は 之 を！： 

臓の 疾 息に 歸し敎 師は之 を 精神 狀 態の 變 調と 呼ぶ、 然れ ども 誰か 知らん、 此時 彼の 靈 魂の 根本 問題が 

起った ので ある、 此 問題 を 解決せ. すして 彼 は 最早 や 生く る 事が S 來な いので ある、 而 して 旣に じ 終 

0  0  0  00O0OCO0OC-O000000O0CCO00O 

驗を 揮り し 者より 暗示 を與 へ られ て、 自己の 胸中の 苦悶の み を 見 詰む る を錢め 仰いで ィ H ス キリスト 

OO0  000000  00OO00O00O0OOOOCOOOO000OO0OOO0OOOOO 

の 十字架 を 見し 時に 重き 荷物 は 彼の 肩より 落ちて 人の すべ て m 心 ふ 所に 過ぐ る： 个安が 彼の 心に 臨んだ 

ので ある、 ル— テル 然りバ ン ヤン 然りク a ム H ル然 り、. 神 は 何故に 血 を 要求し 給 ふ 乎 を 知らす、 併し 
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ながら ィ H ス キリス トが 我が tlF に 血 を 流した るに 由て 我が 罪赦 されたり と は 心靈の 深き 實験 である 。■ 

更に 問題と すべき は 罪 は 果して 自ら 之を悔 改め 得る 乎 否かに ある、 我が 過去に 於て 犯した る 罪 を！^ 

顧して 痛 悔か念 を 起す 事 は 或 は 可能で あ ら う 、 併し 其 故 に 今よ り 後 全 く 新しき 生涯に 入らん と 欲する 

も 能 はない、 悔 ゆる は 可能で ある、 改 むる は 不可能で ある、， 我等の 罪 を 一 掃して 新なる 架き 生 1^ に 入 

らんが 爲には 必すゃ 特^の 力 を. 耍 する、 祌の 奇跡的 助力な くして 我が 生 1^ を 一 新 せんとす る 十分なる 

希 と 確お と を 抱く 事は屮 I 來 ない、 然 らば 神 は 河 を 以て 我等に 此希？ と 確信と を 抱かし め 給 ふ 乎、 . 或 

人 は 曰 ふ 「火 來の E 心 想 ありて 我 は 神の 限な く 我等 を^み 給 ふ を 知り 勃々 たる 勇氣の 心に 充っ る を感- 

す」 と、 併しながら 祌の愛 は 思想た るに 止まらす して W 寶 たる を 要する、 歷 史的 事實に 基かざる 神の 

愛の 觀念は 我等 をして 新なる 生涯に 人ら しむる に 足りない、 キリストの 十字架 を 以て 一 茴 の象微 又は 

說明 たるに 過ぎす と 稱すズ か 人 をして 試みに 路傍 傅 道 を 行 はしめ よ、 ひ 來る勞 働 者 又は 婦人 老人 等の 

心 を 動かすべき 有力なる 言語が raK して 彼の 口より 發 せらる、 であらう 乎、 ト字架 は 象徴に 非す して 事. 

實 である、 神の 獨子ィ H ス キリスト 我が 罪 を ^ うて 十字架の 上に 血 を 流し 給へ る は 疑 ふべ からざる 歷- 

史的 事實 である、 而 して 此絕大 なる 事實を 認めて 之 を 信す る 時に 初めて 眞の 悔改は 我心に 起り 奮き 罪 

を 悉く 棄て 去りて 理想に 適 ふ 新しき 生活 を實行 せんとす る滿々 たる 希望と 確信と に 溢ろ 、に 至る ので 

ある、 其 說明は 何人も 之 を 提供す る 事が 出来ない、 ^も 水 は 何故に 透明なる 流動 體 なる 乎 3： 人 も 之 を 

說明 する 能 はざる が 如くで ある、 ^しながら 說 明の 如何に 拘らす 事實は 何よりも 確かで ある、 キリス 

トの 十字架が 我等の 罪 を 贖 ふので ある、 十字架に 由て 深刻なる 罪の 自覺を 生じ 十字架に. E て 露 正なる 

悔改を 生じ 十字架に 由て K の歡 喜と 希び S と を 生す る、 キリスト 十字架に 上りて 我等の 爲に其 貴き 血 を- 


流し 給 ひし 事が 我等 凡ての 救と 成った ので ある、 之 はこれ 事實 屮の錄 大事 贲 である。 

或は 此輻昔 を 評して 餘 りに 血 腥 しと 首 ふ、 然れ ども 如何せん 此事實 を 措きて 何處 にも 神の愛 を證 ST 

する もの 無き を、 或 人 田 舍傳道 を 試みて 神の愛 を 語り 而も 十字架 を 以て 一 種の象微に過ぎすと5^^き去 

りし 時 is 衆の 一 人 問うて 曰く 「然 らば 祌 御自身 は 人の 罪の 爲に： F- の 努力 を も 爲し給 は ざり し 乎」 と、， 

誠に 愛 は 思想 的なら すして 事實 的なる を 要する、 貧窮に 苦しむ 者の 前に 富者の 口頭の 同情 は 何の 慰藉 

にも しない、 唯： E 人か來 りて 自己の 額に 汗して 獲た る 金を捐 てて 彼の 負愦を 償却す る 者 ありて、 彼 

れ 貧^の 胸屮 初めて 言 ひ 難き 感謝 は 湧き起る ので ある、 近頃 東京の 郊外に 於て 河 中に 轉 落した る 一 生 

從を救 はんと 欲して 却て 自ら 溺死した る 小學敎 師 某氏の 行動に より 全國の 人心の 動かされ たる 所以 は. 

何で ある v^、 一  に 彼の 同情が 自己の 生命 を惜 まざる 事實 的の ものな りしが 故で はない 乎、 宇 {£ ず 2 物の 

造 主なる 祌の 心に は 我等の 兒るを 得ざる 宏大 無邊の 愛が ある、 而 して 神 は 驚くべき 方法に り 此愛を 

赏 現し 給うた ので ある、 卽ち神 は 律法に 照して 人の 罪 を 問 はざる ベから す、 然れ ども また 彼 を 救 は ざ 

るべ からす、 玆に 於て 神 自ら 我等の 爲に 十字架 上の 死 を 負 ひ 給うた ので ある、 斯の 如き 絶大なる 愛の 

音信 を 開い て 我等 罪人の 心の奥^に 大喜悅 大滿足 を 感ぜざる を 得ない、 一 度び 罪の 觀 念に 醒めた る 者 

に 取て は， ノーより 他に 往 くべ き途 は何處 にも 無い の である。 

人 誰か 罪の 責任より 脫る k 事 を $：：： ん、 神の 律法 は 儼然として 犯す ベから す、 之 を 犯した るの 罪 は W 

時 か 其 刑罰 を 受けなければ ならない、 「凡て 故な くして 其 兄弟 を 怒る 者 は.：^ 判に 與 らん」 と ある、 =ん 

弟を惡 みし 者 は 殺人に 相當 する 審判 を 脫る& 事が 出 來 ない、 若し 今日 尙ほ罪 を 感ぜす と 首 ふ 乎、 然ら 

ば 或 時 全宇窗 が 動きて 之 を 感ぜし むる であらう、 最後の 判に 類す る 恐るべき^ 界的出 來攀が 我等に 
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迫る であらう、 又 或 時 我等 は 唯一 人 神の 前に 引出さる、 であらう、 而 して 大 なる 罪の 貴 任 を 問 はる、 

であらう、 其 時 我等 を 救 ふ 者 は 果して 何で ある 乎、 如何なる 方便 又は 說明を 以てする も此 責任より 逃 - 

る K 事 は 出来ない、 進化論 を 提出して 人 は本來 弱き者な るが 故に 罪 を 犯した る は 已むを 得ざる に sr つ. 

と 言 ふ も 何の 辯 解と も 成らない ので ある、 併しながら 玆に 唯一 の 逃れ 途が ある、 神 自ら 我等に 加 ふべ 

ocooooooooooooooooooooooooa  0  0  0  0 

き 刑罰 を 負 ひて 之 を 信す る 者の 罪 を 赦し給 ふとの 事 實卽ち 之れ である、 古き イスラ H ルの 場合に 於て 

完き g;- を 神の 殿の 前に 獻げ其 首に 手を按 きて 罪を吿 白し 而 して 自己に 代へ て 之 を 屠り 壇の 上に 燒 きて 

潘 祭と 爲 したる は 卽ち此 犧牲を 表象す る ものであった、 而 して 終に 此 祭事に 由て 表象 せられし 事實が 

我等に 與 へられた ので ある、 神 自ら 選び 給 ひし 罪な きま， を 我等の 爲に 提供し 給うた ので ある、 故に 我 

等 此羔の 首に 手を按 きて 己が 罪を悔 改め 「H リ、 H リ、 ラマ サバケ ター こ の 苦み は 正しく 我等 自身，^ 

交くべき ものなる を認 むる 時 神 は 此羔の 苦しみの 故に 由り て 我等の 罪 を赦し 我等 を 子と して 极ひ給 ふ 

ので ある、 罪の 赦しは 唯此處 にある のみ、 而 して 是れ 素より 實驗の 問題に して 哲學 的に 之を說 明す る 

事 は 出来な い、 併しな が ら 最も 確實な る 實驗 である、 此實驗 に 由て 人の 新し き 生命 は 始ま る の で あ る " 

余 自身の 感謝の 生涯の 出 發點も 亦此處 にあった ので ある。 

今より 七 八十 年 前 米國ァ マ ス ト大學 に 一 人の 青年が あった、 彼 は 有名なる 勉强嫌 ひに して 常に 級屮 

の 殿 を 務めた、 級の 變る 毎に 彼 も 亦 多くの 學 生と 同じく 古き 書籍 を 後輩に 賣り 渡した るが 彼の 廣吿文 

に は 多く  uucut  (紙 を 切ら； ざる 儘) と 附記せられ たる 者が あった、 彼の 好む 所 はた 銑獵 であった、 

之が 爲に其 父 を 歎 かしむ る事少 くなかった、 或る 秋の 日 彼 は 例に よりて 銑 を擔ひ 南に 向って 小 斤" を 降 

り 美 はしき フ レ ッシ ュ メ ン 川の 畔を 歩んだ， 其 時 彼の 胸中 「罪」 の 問題の 苦み があった、 此罪を 如何 


せん、 此 重荷 を 如何にして 卸さん と、 是れ 彼の 煩悶であった、 然るに 忽ち 約 翰傳の 一節の 彼の 耳に 響 

くもの があった、 曰く 「それ 神 は その 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ ほど に^の 人 を 愛し 給へ り、 こ は 凡て 彼 

を 信す る 者に 亡ぶ る 事な くして 永 生 を 受けし めんが 爲 なり」 と、 彼 は 喜びの 餘り 河畔の 枯 草の 上に 

ひれ 伏して 叫んだ 「主よ 感謝す、 我が 心中の 苦悶 は 遂に 取 去られたり」 と、 斯 くして 彼の 世界 を 動か 

すべき 生涯が 始まった ので ある、 此の 靑年 こそ は 米國を w 年間の， 2： 亂 より 救 ひ 出せし 者 は グランド 將 

軍 か 彼 かと 謳 はれし へ ンリ ー . ヮー ド. ビ— チヤ ー 其 人であった、 而 して 獨り 彼のみ ではない、 すべ 

て 罪の 赦しは 祌の獨 子 キリス 卜 の 牘ひを 認めて 初めて 來 るので ある、 然ら すして 他の 如 3： なる 方法 を 

4, てす る も 之 を 解決す る こと は 絕對に 不可能で ある、 今や 社會に 多くの 問題が ある、 終濟 問題 あり 勞 

働 問題 あり 思想 問題が ある、 併しながら 其 何れ を 以てする も 罪の 問題 を驅逐 する 事 は出來 ない、 罪 は 

依然として 執拗に 我等 を 追 ひ 来る、 死に 至る 迄 我等 を 追ひ來 りて 離れない、 唯 ィヱス キリストの 十字 

厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3<<:<"<:： ム厶厶  <：<1<3<3<1 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 < ！厶 厶 厶厶厶 厶 

架上の 苦み を 我が 爲 めの 噴 ひと 認めて 之 を 信す る 時に のみ 罪の 苦悶 は 悉く 取 除かれて 限な き歡立 E と感 

謝と が 我等の 心に 臨む ので ある、 何故に 然る 乎、 其 理由 は餘 りに 深遠に して 之を說 明す るに 困難で あ 

る、 然るに も拘ら す、 實驗は 其 事の 眞现 を證 明す るので ある、 罪の 問題に 就て 苦まざる 此^の 祈：： 學者 

又 は 社會 改良 家 は 之 を 否定す るで あらう、^ しながら ビ ー チヤ ー と共に 罪に 關 する 深刻な る 苦悶 を經 

験した る 者 は 何人も 十字架 上の キリスト を 仰いで 「ハレルヤ、 ァ ー メン」 の 聲を擧 げざる を 得ない の 

である、 凡ての 眞 正なる 基督 者 は 皆 其 實驗を 以て 之が 證明を 提供す るので ある。 (藤 井武 筆記) 
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べッレ ヘムの Bf 

十二月 二十  一 H 丸の 內衞 生會 講堂に 於て . 

クリスチャン 

べッレ ヘム の 星と 言へば 凡ての 基督 者の 耳に：： おも 美 はしき 響を傳 ふ.. 来 だ 其 意義の 如何 を 知らす し 

て旣に 無量の 感慨 を 促さ すん ば 巳 まない、 語 そのものが 詩で ある 歌で ある、 ^しながら 事 は 啻に 詩 又 

は 歌で はない、 其 中に 深き 眞现が ある、 基督 者 は 之 を 探りて 祌の與 へんと し 給ふ大 なる 恩 惠に與 かる 

べきで あるり 

神の 子ィ H ス キリストの 降誕に 際し 天に 常なら ぬ 星 現れて 東方の 博士 等 之に ig^ かれ 遂にべ ッレ へ ム 

に 至りて 彼を拜 したと いふ、 之 を 一 種の 童話と 解し 日曜 學 校の 小 兒 等が 三人の 學 者に 扮 装して クリス 

マ スの歌 をうた ひ 銀の 星 を， 指さし つ 、星よ々 々と 一一 a ひて 進み 行く が 如き は與味 多き 遊戲 なりと 雖も、 

少しく 之 を 常識 又は 學 問に 訴 へん 乎、 ^だ 怪しむべき 傳說 たる を 免れない、 否斯の 如き は 到」 败ぉ り 得 

ベ からざる 事で ある、 此 種の 記事 は 古代の 思想 卽ち 迷信 を傳 へたる ものにして 勿論 信用 を おくに 足ら 

ない と、 是れ 多くの 人の 考 ふる 所で ある、 而 して 凡て 聖書 中 難解の 記事に 遭遇す る 時 は 之 を 古代の 迷 

信と 呼び 又は ユダヤ 的 思想と 爲 して 說き去 らんこと は 極めて 容易で ある、 斯の 如くして 奇跡 も 復活 も 

昇天 も 再臨 も 皆 葬り去る 事が 出来る であらう 、併しながら 解釋の 容易なる は必 すし も； i ひなる 所以で 

はない、 之等の記事を除くと共に^^^馇曰は其カを失ひて聖書たらざるに至る、 聖書が 祌の爲 し 給 ひし 事 


{ 莨の 記錄 たる 以上 その 奇跡の 書た る は當然 である、 故に 架 書中の 記事 は 之 を輕々 しく 迷信な りと 斷定 

せざる を 可し とする、 我等 は づ 之を學 問の 立場より 說明 せん^ を 努力すべき である。 

注意すべき は 馬 太傳 第一 一- 11 早の 記事の 歴史的 性質 を帶 ぶる 事で ある、 多くの 大家、 然も 冷靜 なる 學者 

が 之を證 明す る、 王へ a デが人 を 遣 はして べッレ ヘム 及び 其 地方の 二 歳以ド のお 兒を 悉く  さしめ た 

りと. 一一-一 c ふが 如き は 吾人ん：'：：： の 立場より 兒て 信じ 難き 事な りと 雖も、 ュ ダャ の 史家 ョ セ ファス の 筆に 成 

y ん yt、 

りし 當 時の 歷史 殊に へ 口  .デ に 就て 詳記した る もの を 見る に 彼 は 決して か、 る 殘虐を 行 ふに おせ ざり 

し 人物なる を 知る、 彼 は 我 慾の 爲 めに は 人命 を 楚ふを 揮ら す 自己の 妻子 を も 殺戮して 其 廷は 悲慘を 

極めた る ものであった、 斯の 如き 王に して 此事 ありし は 毫も 怪しむ に 足りない、 太 傅 第二-; J:if の 記事 

の歷 史的 «; 實は 大體に 於て 之 を 拒む 事が 出來 ない。 

然 らば ィ H スの 生れた る 時 新しき 星の 屮 Z 現 あり、 之に 導かれて 東方 (バビ 口 ンか ペルシャ か 印度 か 

或は 支那 か) の學者 等遙々 エルサレム に 赴き 更に 南 六 の 地べ ッ レ へ ム迄 至れば 乃ち 星の 吿 知悉く 明 

にせられて 彼等 は大 なる 歡喜を 以て 富び しとの 記事 は ra^ して 事資 である 乎、. 或 人 は 之 を 以て 有り得 

ほし 5 ら.；* ひ 

ベから ざる 事と 做し 星 占の 一 稲に 過ぎす と 言 ふ、 W しながら 斯く斷 する は 概ね 星に 就て 學 びし 察な き 

人々 である、 今の 人 は 多く 星に 就て 知らない、 彼等の 學ぶ所 は 皆 地の 事で ある、 經^ 學と いひ 採鍍學 

とい ふ、 皆 小なる 地球に 關 する 探索に 過ぎない、 然れ ども 目 を 擧げて 0- よ、 地上の 花の 丧 へたる 顷ょ 

り 漸く 其 光輝 を 增し而 して 地上より 花の 全く 絕 えたる 冬の 夜に 至りて 莊 美の 絶頂に 逮す るかの-; K 上の 

花 を 見よ、 神 は 無限大の 蒼穹に ルビ ー、 珠 金剛石 其 他 何 を 以て も 比すべからざる 幾 百 萬の 寶玉を 鍵 

め：^ うたので ある、 その 我等の 肉 服に 映す る もの のみ にても 五 干 乃至 六 干を數 ふる を 得べ く 而も。 ハ ゥ 
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w の 注意した るが 如く 彼 星と 此 星と 皆 一 々其 榮光を 異にし、 靑き あり 黄なる あり 赤き あ 卜 橙色なる あ 

り、 東天 燦然と して 輝きつ . ^曙 を 待てる 一 箇の金星をぱ1^1み見るだに ハ レル ャの聲 は 自ら 我等の 口より 

湧かざる を 得たい ので ある、 之 を 一種の 娛樂 として 見る も淸 くして 有益なる は 星の， 研究で ある、 而し 

00O00000000  O00OO00000000O0  OO0OOOO000000  0  0  O 

て 古代の 民が 星 を 見て 樂 みたる は遙に 今人よりも 上であった、 殊に ァラ ビヤ 又は イラン高原 (ベル シ 

C-  0  0  0 さう, 、わ：： >0  0  0 せいら- r  OCOOOOOOOOCOOCCOOC-00000000 つ 0C 一  00 

ャ.) 等 天空 爽快に して 晴朗なる 地方に 於て は 蓋し 星の. 望見 は 萬 人の 日々 の 話題であった であらう、 今 

日 ニト 世紀の 書に 現 はる、 星の 名稱の 如き 其 多く はァラ ビヤ 語で ある、 例へば アル デバ ラン、 ァ ルゴ 

1 ル、 アル タヤ 等の 「アル」 は 英語の the に相當 する ァラ ビヤ 語の 定冠詞で ある、 以て 彼等の 天文 學 

の 進歩 を 窺 ふに 足る、 彼等の 問題 は 地の 事に 非す して： 大の 事であった、 新星の 出現の 如き は 彼等の 輿 

味の 焦點 であった、 今日 我等が 七曜 又は 曆 等に 就き 負 ふ所大 なる 天文 學の發 見 は實に 現代の 學 者の 功 

さ.？. のぼ 

接に 非す して 之 を 溯れば 有史 以前の 時代に 歸 着す るので ある、 學 者の 計算に よれば 曆の 制定 は少 くと 

も 四 千年 义は五 干 年の 昔に 始まる とい ふ、 然 らば モ ー セが イスラ H ル の 人々 を 率 ゐて埃 及 を 出で し 頃 

旣 に 天 體に關 する 精密なる 觀 測が 行 はれ て 居った ので ある。 

東方の 「博士」 とい ふ、 語 は 今日の 所謂 博士 を 聯想せ しむる も是れ 偶然の 配合に 過ぎない、 其 原語 

マ ガイ はべ ル シ ャ語 である、 卽ちバ ビ P ン より 更に 東方に 住みし 文明 人種の 語で ある、 而 して マ ガイ 

と は 貴むべき 人々 であった、 彼等 は 先 づ道德 宗敎の 事 を 究めなければ ならなかった、 又國 政の 善惡に 

し もん 

就き 王の 諮問に 應 じなければ ならなかった、 又 その 道德を 根柢と して 天然の 一切 を 研究し なければ な 

ら なかった、 學問 として 當時 最も 進歩した る： 大文學 は 彼等の 精通す る 所であった、 故に 彼等 は 最古の 

^ 明阈 に 於け る 言 者 また 宗敎. 〔永 にして 政治家 以上 の 政治家た り 加 ふるに 天文 學者 であ つ た、 彼等 は 


人と 神との 關係を 究め 道德を 中心とし たる 宇宙 觀 人生 觀を 有した、 彼等 は 天 を 見、 スを 見、 自己 を 見、 

0  0  0  0  0OO000  O0OOOOO0000O0OOOOOOOOOOOO 

歷史を 見、 凡ての 方面より 神の 如何にして 人類 を 導き 給 ふか を觀 察し.^ ので ある、 而 して 斯 くの 如き 

マ ガイが 或 時 星の 出現 をび 1- み 之 を 其 他の 暗示と 綜合して 救 主の 世に つべき 時なる を覺 つたので ある。 

新星の 出現 は 或る 異變 又は 偉人の 出生 を 表示す と は 古來言 ひ傳 ふる 所で ある、 勿論 星の み を 以て 刺 

oooooooooooooooc-c-00-oocoocccco 

斷を 下す 事 は 出来ない、 併しながら 星と いひ 夢と いひ 之 を 全然 無意義と して 排斥し 去る は 一 顧 を. §^ラ 

る 所で ある、 余 自身に 在 て も嘗 て 余の 生涯に 關す る餘り に 意味 深き 夢を見た る 事 あり て 翌朝 之 を 書き 

留め置き しに 爾來 幾多の 浮沈 ありし と雖も 余の 生涯 は實に その 夢の 吿 知の 如く 實 現した ので ある、 ダ 

一一 エル 書に 現 はる \ ネブカ ドネ ザル 王の 夢 も 亦 一例で ある、 星 も亦然 り、 凡ての 星の 吿知を 無意義と 

爲す 勿れ、 或 事に 於て は 星の 出現 は 我等に 敎 ふる 所 ある を 留保す ベ き で ある。 

天に 在て 光輝 強き 木星 土星の 二 星 は 一 一十 年に 一 囘交會 する 事が ある、 其 時 燦然た る 光輝 は 一 1^ 顯著 

である、 而 して 有名なる 天文 學者ケ ブラ ー の 計算に 由れば 此 現象 は 常に 大人物の 出現と 相 作 ひしと い 

ふ、 卽ちモ I セ、 クロス 王 (イス ラエ ル をバビ 口 ン より 釋 放した る)、 シャ ー レ マン、 ル ー テル 等の 

出生の 時に 此 事が 繰 返された ので ある、 殊に 最も 注意すべき は 羅馬建 國の七 ra: 七 年 キリ ス ト 降誕に 先 

だつ 二 年の 時此 現象 (卽ち 木 土 二 星の 交會 ：>  を呈 する 事 一年中 三囘の 多き に 及びし とい ふ、 此事實 は 

グリ 一一 ツチ 天文 臺の 承認す る 所に して 信仰の 問題 を 離れて 尙 一 箇の 特別なる 出来事であった、 而 して 

長き 研究の 結果 木星 土星の 交會と 偉人の 出現との 關係を 知りし マ ガイ 等が 此 特^なる 出来事に 由り 人 

類の 期待した る 救 主の 出現に 想到した る は 誠に 自然で ある。 

叉 キリスト 降 世 前 百 一 一十 五 年 天文 學者ヒ ッ. ハル カス 初めて 星 圖を編 製した、 其 動機 は 特殊の 星の 出 
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現により 天 體の觀 察ー變 したる にある とい ふ、 然るに 紀元 百 五十 年 埃 及の 學者 ブト レミ ー がヒッ パル 

力 ス の 事業 を嗣 ぎし 時には その 特殊なる 星 は 殆ど 光を滅 失して 居った ので ある、 依て 知る キリス ト の 

生誕 當時 一 箇の 光輝 ある 星の 現 はれ 居りし 事 を、 今日 迄此 種の 特^なる 星の 出現 は 前後 一 一 十七 囘に及 

び 其 最も 著名なる は 一 五 七 二 年より 凡そ 一 年 五箇 月の 間 北方に 現 はれた る ものであった、 其 光輝 强烈 

にして 日中 尙之を §11.; む 事が 出来た とい ふ、 べッレ ヘム の 星と は 或は 斯の 如き 星ではなかった. 乎。 

博士 等 は 星の 出現 を 見た、 而し てこの 星の 代表すべき 人物の 何處に 在る か を 知らん が爲め 彼等 は 之 

を みつ、 出發 した、 蓋し 或 人の 爲に現 はれた る 星 は 夜の 十一 一時に 當り其 人の 頭上 絕 頂の 處に 在る ベ 

き 害なる が 故に 其 果して 何處 なる か を 採らん と 欲した ので ある、 昔時の； 大文學 者の 之 を 探りし 方法 は 

み おろ 

簡單 であった、 卽ち 深き 井戶を 上より 瞰 下して 中央に その 星の 影の 立つ 所 を 以て 之を定 むる ので ある、 

博士 等 M ルサ レムに 迄 到りし も 未だ 精確に 決定す る 能 はす、 偶々 ユダヤの 學者等 聖書の 上より 救 主の 

出生の べッ レ へ ム にあるべき を 論じた るより 更に 其 地 を 指して 出發 した、 パ レ スチナ の 旅行 は 日中の 

暑氣を 避けて 概ね 夜間に 行 はる、 博士 等 かの 星の 我が 頭上に 來るは 何 處ぞと 之に 導かれつ、 進みて ベ 

ッレ ヘム に 到り 而 して 或る 井戶の 側に 立ちて 試に 俯瞰 すれば かの 星の 影 遂に 立ちて 其 中央に ある を 見 

る、 玆に 於て 彼等 « 躍して 曰く 「之なる 哉 之なる 哉、 玆に 我が 研究と 默示 とが 一 致した ので ある」 と、 

前に 東の 方に て 見た る 星 彼等に 先 だち て 嬰兒の 居る 所 (居る 家に 非す 其 土地 をい ふ、 卽 ちべ ッレ 

ヘムな り) に 至り 其 上に 止まりぬ、 彼等 此星を 見て いたく 喜び 云々 (馬 太 傳ニ章 九、 十 節)。 

「いたく 喜び」 と は 極めて 大 なる 喜び を 以て 喜べり との 意で ある、 原語に は 「喜」 の 字 を 四つ 連續し 

て ある、 譬 ふるに 物な き大 なる 歡喜 である、 豫 一一 百 者 の歡 喜と 學 者の 歡 喜との 結合した る ものである、 


其 一半 は 之を學 者に 聞け、 研究 多年 遂に 其 求む る 所を發 見す、 何の 歡喜か 之に 如かん、 其 一半 は 之 を 

豫 首 者 に 聞け、 迷信 狂妄を 以て 世より 嘲 けられし に 拘らす 終に 其の 豫 一一 一一 n の 成就 を 見る、 何の 歡喜 か 之 

に 及ばん、 マ ガイ 等 は此大 なる 歡喜を 以て 喜んだ ので ある、 未だ 救 主 其 人に 遇 はざる に 先 だち 己が 生 

涯の 研究と 豫 言との 一 致より 來 りし 言 ふべ からざる 歡喜 を經驗 したので ある。 

神が 其獨子 を， に 降す に當り 果して 特別なる 星 を 出現せ しめ 給うた 乎、 ケ 兹に此 問題 を 詳論す るの 

§K! はない、 併しながら 星辰 は 素と 神の 造り 給 ひし ものであって、 而 して ィ H スは 神の 子で ある、 天地 

の 造 主なる 神が 其 子 を 遣らん と 欲して 新しき 星 を 出現せ しめ 給うた 事 3： ぞ 怪しむ に 足らんで ある、 殊 

に 古代の 預首 者たり 道德 家たり 天文 學 者たり し 博士 等が 星に 導かれて 進み 其の 遂に 己が 頭上 絶頂の 處 

に來 りし 時 言 ふべ からざる 歡喜を 以て 喜びし との 事 實は學 問 上 如何にして 之 を 否 {； 疋 する 事が 出来る 乎、 

凡 て 聖書 の 記事 は 之 を 迷信と 呼びて 嘲笑す るに 先 だち 須 らく まづ 熟思せ よ 研究せ よ、 而 して 學 問の I； ほ 

明す る 所に よりその 誤謬た る を 確信す る 迄輕々 しき 批評 を 下す を已 めよ、 我等 は學 問の 上に 立ちて 尙 

聖書の 信すべき ものた る を 明かなら しめんと 努力し つ、 ある、 是れ 信仰 上^して 卑しむべき 事で はな 

い、 神の 眞理は 一 切の 方面より 之を證 明し 擁護すべき である。 

べッレ へ ムの 星は學 問上證 明し 得べき 事實 である、 併しながら 暫く 其 問題の 如何 を 離る、 も 玆に學 

t  r  ,  .  ooooooooooooooooooccc 

問 を用ゐ すして 何人も 解し 得べき 大 なる 敎訓が ある、 ィ H ス キリスト の^に 生る- -ゃ设 初に 之 を 認め 

oooneoooooooooooooooooocooooooooooooooooooooc 

而し て 彼に 相 見えん が爲に 黄金 沒藥 乳香 を携 へ ， 駱駝に 跨り 山河 幾百哩 の 路を 遠し とせす し てュ フラテ 

oo^ooooooooooooooooooooooooooooooooo  00  c> 

スを 溯り 沙漠 を橫斷 してべ ッレ ヘム の 里にまで 迪り 着きし は raK して 誰であった 乎、 彼等 は實に 東方の 

學 者であった、 東洋人であった、 當時學 問 は 希 職に あり 羅馬 にあり、 預首は ユダヤに 於て あった、 然 
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るに も 拘らす 一 人の 西洋より 來る 者な く ュ ダャ人 等 亦 救 主を迎 へ ん とせざる に 當り遙 かに 東方の 學者 

が 信仰と 學問 とに 導かれて 來 りて 彼を拜 したので ある、 此 一 事實は 聖書の 明記す る 所に して 何人と 雖 

0O000C0O0O000O0  0O000OOO00  00o〇000oo 

も 疑 ふ 事が 出来ない、 ユダヤ人 は 己の 王を迎 へす 歐洲人 は 人類の 救 主 を 知らす、 唯 東洋人の み 之 を 知 

-り 之を迎 ふ、 誠に 東洋の 名譽 である、 西洋の 不名譽 である、 而 して 此處に 我等に 關係 ある 深き 眞理が 

OOOO00000OO0000  O-O  00-0  0-O00 

示さる、 ので はない 乎、 ィ H スキ リストの 心 を 最も 能く 解す る 者 は 誰で ある 乎。 今日に 至る 迄 其 人 は 

未だ 現 はれない ので はない 乎、 聖. 書が 東洋人 の 手に 渡り 彼等が その 謙遍 なる 信仰と 深遠なる 研究と を 

以て 之 を 解した る 時に ィ H ス は 始めて 遣憾 なく 人に 解 せらる 、ので はない 乎、 我等 は 斯く言 ひて 東洋 

の爲に 誇らない、 又 西洋 を 侮蔑 せんと 欲しない、 併しながら 基督教の 最も 深き 所 は 東洋人 を 埃ち て始 

めて 圃 せらる と は 心 ある 西洋人の 期せす して 告白す る 所で ある， 余輩 は 西洋人の 信仰的 會 合に 臨む 

毎に 何 か は 知らす 一 種の 物足りな さ を 感ぜざる を 得ない、 西洋の 神學 書に 基督 論 を讀む 毎に 何故 此處 

に觸れ ざる 乎との 感を禁 する 事が 出来ない、 東洋人に は 西洋人の 有せざる 獨特の 心理 狀 態が ある、 恰 

も；^ 人が 其銳敏 なる 直覺に 由て 善惡を 鑑別す るが 如きで ある、 トル ス トイと； j§I び稱 せられた る 露國の 

大哲 學者ソ B. ヰ H フは其 著書 中に 記して 曰うた 「西洋人の 解し 得ざる 所 を 解す る もの は 東洋人で ある- 

我等 露 西 亞人は 其 間に 立ちて 仲介の 勞を 執らなければ ならない」 と、 又 有名なる 米 國の宗 敎家ホ ー ル 

博士の 如き 支那、 印度、 日本 等 を 巡視して 得た る 感想 を 公に して 曰く 「東洋人 は 優秀なる 靈的感 能 を 

有す」 と、 博士の如きは東洋人に^^を嚷する事寧ろ多きに過ぎたりと言はる、 玆に 東洋人と 言 ひて 必 

やし も 主として 日本人 を 意味し ない、 否餘 りに 模倣 を 好む 日 木 人 は 却て 小 西洋人と して 終る に 非ざる 

かの 虞れ が ある、 若し 日本人 ならす とせば 或は 朝鮮人、 或は 支那 人、 或は 韃靼 人、 或は 蒙古 人、 或は 


西藏 人で あるか も 知れない、 かの 詩人 タゴ ー ルの 如き は實に 東洋人の 代表者の 一人で ある、 誰か 知ら 

んタゴ ー ルの 代表した る 精神が 最も 能く キリス トを 解す る 所の 心に 非ざる か を、 西洋の 宣教師 は n ふ 

敎會に 由ら すして キリスト を 知る 能 はすと、^ しながら 東方の 博士 等は預  一一 K 書に 由ら すシ ナゴグ に^ 

0  00  0.  O0O0O0O0  00O000000  OOOCOOOOOOOOOC-OOCOOOOOOO 

らす 良心と 天然と を 以て 傳 へられた る 神の 啓示に 由て 神の 子の 出現 を 知り 貴き 贈物 を携 へて ベ ッレ へ 

ムに 向った ので ある、 我等の 胸中 亦此 博士 等の 精神が ある、 東洋人 特有の 天眞 なる 心情と 神の 造りし 

天然と が 相 埃ち てィ H スを 我等に 紹介す るので ある、 我等 は 勿論 聖書 は 不要な りと 言 はない、 否 聖書 

自身が 其 馬 太傳の 第一 一章に 於て 此事を 我等に 敎 ふるので ある。 

知らす キリスト 再び 來り給 ふ 時 最初に 彼 を 認め 彼を迎 ふる 者 は 何人で あらう 乎、 西洋人 殊に 其 神學 

者 等 は 再臨の 信仰 を 迷妄 視 して 嘲笑し つ、 ある、 併しながら 東洋の 基督 者よ 彼等の 一一 目に 耳 を 傾く る 勿 

OOO0OOO000OO00OO00OOO000O0OCOO0O0OO0000000O 

れ、 我等はニ千年前の東方の博士の如く神の我等に賜ひし特殊の靈感と天然の啓示と聖^！曰の明言とに 

oooo〇〇c>oooor-o〇oooo〇〇cooooooocoooo〇oooooccooco 

由り 西洋人に 先 だち て. 再臨の キリス トを 認め 我等の 黄金と 沒藥と 孰 香と を携 へて 出で て 彼 を 迎へ彼 を 

0  0  0  0  0  0  0 

拜 する であらう。 (藤 井武 筆記」 
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宗 敎とは 何ぞゃ 

某月 某 H 近縣某 地に 於て 爲 せる 講演の 大意 

〇 今や 宗敎は 一種の 流行 物で ある、 誰も 彼 も 宗敎に 就て 語る、 內務 大臣 語り、 敎育家 語り、 博士 語り、 

風 子 者 語り、 學生 語る、 彼等 は 社會、 國家、 個人、 盡く 宗敎無 かるべ からすと 云 ふ、 然 らば 彼等 自身 は 

れの 宗敎を 信す る耶と 問へば、 孰れ も 「今や 研究 最中な り、 確た る 信仰 あるな し」 と 答 ふ、 卽ち彼 

等 は 自身 宗敎を 信ぜす して 社會國 家に 宗教の 必要 を說 くので ある、 不眞 面目 も 亦 甚だしい 哉、 宗敎は 

自身 之 を 信ぜす して 其 何たる 乎 を 知る 能 はす、 然るに 自 から 知らざる 者 を 他に 勸 めんと 欲す、 彼等の 

主張に 力なき は 言 ふまで も 無い、 日本 國の 政治家 學者 等の 宗敎論 は 大抵 斯んな 者で ある、 彼等 は 宗教 

の贊成 家で ある， 其 保護者 を 以て 自 から 任す る 者で ある、 然れ ども 己が 罪を悔 改めて 神に 織りて 其赦 

免 を 乞 ふ 誠實と 謙遜と がない、 我等 信者 は 斯んな 政治家 等に 贊成 せられ たれば とて 決して 歡 ぶべき で 

ない。  し 

〇 抑々 宗敎と は 何で ある 乎、 神信心で はない、 後生 願 ひで はない、 宗敎と は內務 省の 統計表に 上げる 

事の 出来る やうなる 者で はない、 政治、 經濟、 宗 敎と稱 して、 宗敎を 所謂 人事の 一 と 見る からこ そ宗 


敎の 何たる 乎が 解らない ので ある、 宗教と は 何ぞ、 宗敎と は內的 生命で ある、 故に 宗敎は 政治 經濟と 

全然 性質 を 異にする 者で ある、 此 世の 人 等の 爲す 所の 事は大 となく 小と なく、 高き となく 低き となく- 

總て盡 く 外的で ある、 名譽 である、 財產 である、 肉に 關 する 事、 人の 評判に 關 する 事で ある、 是れが 

彼等の 生命で ある、 財 產を失 ひ、 名 眷を奪 はるれば 彼等に 生きて 居る 甲斐が 無くなる ので ある、 彼等 

は 肉に 於て 樂 まんと 欲する ので ある、 世に 向って 威張らん と 欲する ので ある、 而 して 不幸 一朝 其途を 

絕 たるれば 彼等 は 生^の 理由 を 失 ふので ある、 而 して 其れ は 其 害で ある、 彼等に 外的 生命の 外に 生命 

と稱 すべき 者が 無い からで ある、 然し 乍ら 聖書に 言へ るが 如く 「人の 衷 には靈 魂の 在る あり、 全能者 

の氣息 人に 聰明 を與 ふ」 である (ヨブ 記 三十 二 章 八 節)、 人に は 外的 生命の 外に 內的 生命が ある、 肉 

體の 生命の 外に 靈 魂の 生命が ある、 此 世の 何物 を 以てしても 與 ふることの 出来ない 生命が ある、 而し 

て是れ あるが 故に 人 は 特別に 貴い ので ある、 財 產を奪 はれ、 名 譽を剌 がれ、 縱し 健康 を 失 ひても 猶ほ 

存る 者が ある、 其れが 內的 生命で ある、 而 して 其れ を 給 ふる 者が 宗敎 である、 故に 宗敎 は此 世に 在る 

者であって 此 世の 屬 でない、 直に 神より 人の 靈 魂に 臨む 者であって 政府 も學府 も、 然り 敎會も 寺院 も 

與 ふる 事の 出来る 者で ない。 

〇 宗敎 は內的 生命で ある、 此の 生命が ありて 人 は 初めて 自足 的 自動的の 人と 成る ので ある、 此の 生命 

たくして 人 は 不平 家たら ざらん と 欲する も 能 はすで ある、 余の 見た る 大抵の 場合に 於て 不平 的 社會主 

義は 此の 生命の 缺乏に 由り 起った 者で ある、 此の 生命な くして 又 人の 人生 觀は 悲觀 的なら ざる を 得な 

い、 彼の 外的 生命 は 何時か 必す 終熄すべき 者で ある、 其點に 於て 政界 財界の 幸運 兒も其 終る 所 は 世の 

鞔大の 不幸 兒と 何の 異なる 所 はない、 死で ある、 墓で ある、 鹿より 出て 藤に 歸 るので ある、 之 を 思 ふ 
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て 何人 か 人生 を 悲観せ ざらん と 欲する も 得ん やで ある、 然し 乍ら 兹に 死して 死せ ざる 生命が ある、 而 

して 之 を 得て 人 は 初めて 歡喜滿 足の 人と なる ので ある、 內に 充足せ すして 外に 全世界 を 己れ 一人の 有 

と 爲すを 得る と 雖も人 は 其 心に 於て 滿る 者と なる 事が 出来ない、 藤 原 道 長、 太閤 秀吉、 古河 巿兵衞 等 

の 生涯が 此 事を證 明し 得て 餘り あるので ある。 

〇 然 らば 如何なる 宗敎が 此の 內的 生命 を 人に 供して 間然す る 所ない 乎、 世の 所謂 宗敎 なる もの \ 多數 

は 此の 生命と は 何の 關係 なき 者で ある、 其れ 等は此 の 幸福 を 得る の途 にして、 政治 経 濟と其 目的 を 

同 うする 者で あ る 、 世に 若し 純然たる 靈 的宗敎 ありと すれば 其れ は 新約聖書が 傳 ふる 基督 敎を 除い て 

他に 無い ので ある、 キリストの 福 昔に 接して 人 は 初めて 內的 生命の 何たる 乎 を 知る ので ある、 キリス 

トは曰 ひ 給 ふた 「我 は 天より 降れる 生命の。 ハンな り、 若し 人 此の パ ンを食 は 窮 りなく 生くべし」 と 

(約 翰 傅 六隶五 一節〕、 而 して 是れ すべて キリスト を 信じ 彼の 敎訓 に從 ひて 歩みし 者の 實驗 せし 所で 

ある、 聖書が 示す 所の イエスキリスト を識 りて 人 はすべ て內に 生く る 人と 成る ので ある、 彼 は 己に 永 

生 を 有し 給 ふ、 故に 之 を 人に 與 ふる 事が 出来る、 ィ H スと 共に 生きて 我等 は 別世界の 人と 成る 事が 出 

來る、 宗敎の 何たる 乎はィ H ス を識ら すして は 判明らない。 

〇 然 らば 單に宗 敎の必 耍を唱 ふる を 止めよ、 基督 敎の贊 成 家た る は 反て 之 を瀆す 事で ある、 進んで 已 

が 罪を悔 改めて 謙 下りて ィ H ス の 弟子と 成れよ、 而 して 自 から 內に充 ちて 歡喜滿 足の 人と 成りて 然る 

後に 宗敎の 必要 を唱 へよ、 ィ H スの 弟子た る は 大政 治 家、 大學 者、 大 富豪た るに 優 さるの 名譽 であり 

<"厶<1<1厶 厶厶厶 <!<"△△  <1@5>@©厶厶<"厶<3厶<3厶 

又 幸福で ある、 自身宗敎を信ぜざる者は宗敎を；^^2るの資格なき者でぁる。 


聖靈の 降臨に 就て 

聖靈は？^^でぁる、 Si である、 is 潔で ある、 而 して 又 聰明で ある、 然 り先づ 第一 に 聰明であって 

. 然る 轰に 他の 恩惠を 持來す 者で ある、 神 は 人 を 導く に 方て 先づ其 S 性に ぎへ 給 ふ 

人の. 1^ には靈 魂の ある あり、 全能者の 氣息 (靈) 之に 聰明 を與ふ (ヨブ 記 三 ニ隶八 r/ 

、の 人た る は 其靈に 在る、 而 して 靈の 特性 は 其 理性に 在る、 故に 祌は人 を 動かす に 方て ^づ. 其 理^ を 

動かし 給 ふ、 理 id を 通う して 彼を强 くし、 慰め 义 潔め 給 ふ、 は 不思議なる 不可，、^, 能し. si して は 

臨み 給 はない、 If^ の靈 として 臨み 給 ふ、 我等に 事物の 理を 示して 我等 をして 神 P 聖旨に 服 はざる を 

得 ざら しめ 給 ふ、 神が 時に 奇蹟 を 行 ひ 給 ふ は 我等 を 驚かさん がた めにあら す、 我等 をして 一 m に 深く 神 

の IK を覺 らし めんが 爲 である、 神 は^ Is 神に 非す 調和の 神で ある、 彼の 爲し給 ふ f かほ 盡く合 fij 

である、 而 して 聖靈は 尺の 理性に 訴 へて 彼 をして 調和の 人たら しめ 給 ふ、 慰藉と 云 ひ 能 f と 云 ひ淸潔 

と 云 ひ此た 調和の 結果で ある、 H ホバ曰 ひ 給 はく 「いざ 我等 共に 議論 はん、 汝等の罪は徘の如：^^^"る 

も 雪の 如く，：：： くな りつ IT の 如く 赤く とも 羊の 宅の 如くに ならん」 と (ィ ザャ書 一章 十八？^)、 議論せ 

ん、 に訴 へて 爭 はん、 而 して 汝 にして 理に 服し 之 を 解し 得ば 汝の罪 は 潔 めら れんとの 意で ある 神 

は 理に訴 へ て 人 を 潔め 給 ふ、 奇 的と 稱 へて 不可解 的に 彼 を 潔め 給 はない。 
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彼れ 卽ち 眞现の 靈の來 らん 時、 汝等を 導きて すべての 眞理を 知ら しむべし (ョ ハネ傳 十六 章 十三 

so  . 

靈は 訓慰師 であると 同時に 眞 理の靈 である、 信者 を 導きて すべ ての 眞理を 知らし むる 靈 である、 唯 

理由な くして 不思議に 慰め 給 ふので はない、 慰藉の 理由 を 示して 慰め 給 ふので ある、 故に 其 慰藉 は暫 

時 的で ない、 永久 的で ある、 萬 物の 理に 合へ る 慰藉で ある、 故に 祌 と共に 變ら ざる 慰藉で ある、 「キ 

リス 卜 我等の 罪の 爲に 死し、 叉 聖書に 應 ひて 葬られ 第三 日に 睡り 給へ り」 と 云 ふ、 其內に 深い 眞理が 

ある、 而 して 聖霊に 由り 其 眞理を 示されて 信者 は 慰められ、 歡び、 カ附 けらる、 ので ある、 神 は 人よ 

り 盲目的 信從を 要求し 給 はない、 合理的 服從を 要求し 給 ふ、 彼れ 御自身が 道で あり 給 ふが 故に 道に 從 

ひ 人 を 救 ひ 導き 且つ 救 ひ 給 ふ。 

道理と 云 ひて 勿論 乾燥無味の 数理 又は 哲理で はない、 更に 深い 道理で ある、 神の 心で ある、 宇宙 を 

抱 容し之 を 透徹す る！ 15.^ 理 である、 而 して 之 を 解し 得る に 至て 人 は 之に 從 はざる を 得ざる に 至る ので あ 

る、 而 して g ま は此 了解 を 我等に 起し 給 ふ、 「聖， 靈は萬 事を究 知り また 神の 深き 事 を究ね 知る 也」 と 

あるが 如し (哥林 多 前書 ニ窜十 節)、 聖靈 のみ 能く 我等 を 導きて 萬 物の 中心的 眞理に 到らし め 給 ふの 

で ある U 

ベ ンテ コ ス テの n に 於け る聖靈 の 降臨 は 此實驗 であった ので ある、 此日 使徒 等に 聖靈が 降りて 大光 

明が 彼等に 臨んだ， ので ある、 此日 彼等に 初めて 十字架の 意味が 解った ので ある、 彼等 は旣に 目に 奇蹟 

を 見、 耳に 神 言 を 聞きし と雖 も、 此 口に 至る まで 其 意義が 解らなかった ので ある、 彼等 は 敎師に 難問 

題 を 提出され し 生徒の 如くに 其 解釋に 苦んだ ので ある、 然るに 此日 忽然と して 聖靈の 降臨 を 受けて 共 


明瞭なる 解釋に 接した ので ある、 玆に 於て か 彼等に 確信 起り、 確信の 結果と して 勇氣 湧き、 天 下 何者 

も 彼等の 奮起 活動 を妨 ぐる 者な きに 至った ので ある、 聖靈は 使徒の 場合に 於ても 先づ 聰明の 靈 として 

降った ので ある. • 彼等 は 不可解の 不思議なる 靈に 動かされ たので はない、 聰明の 靈に 接して 神の 深き 

事 を究ね 知った の で あ る 、 使徒 等の 活動 も 亦す ベ ての 人の 活動と 同じく 新 智識 新 光明 を以 て始 つたの 

である、 奇蹟と 云へば 奇路 である、 然し 萬 物の 法則に 合へ る 奇蹟で ある、 使徒 等 は 無意 II に 不思議な 

る 能力に 接した ので はない、 明瞭なる 意識 を 以て 上よりの 光明に 接した ので ある、 彼等 は 此：！ T キリ 

ストの 御 生涯の 明 C なる 解釋に 接した ので ある、 故に 歡ん だので ある、 叫んだ ので ある、 新ら しき 力 

の 注 人 を 受けた ので ある、 而 して 其 異常なる 歡喜は 地上に 類の無い 者で はない、 コ ロム ブスが 新 大陸 

を發 見した 時に も、 一一 ュ ー トンが 宇宙 運行の 原理 を發 見した 時に も、 所謂べ ンテ コ ステ 的の 歡 喜が あ 

つたので ある、 卽 ち新發 見に 由り て 生命の 中心 を 刺激され、 歡 喜と 希望と 勇氣 とが^ 然として 湧き出 

たので ある。 

余輩 も 亦 幸に して 幾 か斯 かる 聖靈の 降臨 を 受けた、 余輩が 逝 書の 示せる 神 を眞の 祌と認 むる を 得 

し 時が 其 一 である、 罪 を 示さる ると 共に 十字架 上に 完全なる 罪の 赦し を認 むる を 得し 時が 其 二で ある 

たびく 

キリスト の 再臨 を 信す る を 得し 時が 其 三で ある、 其 他に も 猶ほ小 降臨と 稱 すべ き 者に 接した 事 は 度々 

ある、 而 して 聖霊の 降臨 は旣に 終った と 思 はない、 更に 大 なる 降臨が あると 信す る、 rgsiw は 汝等を 

導きて すべ ての 眞理を 知ら しむべし」 と あれば、 余輩の 場合に 於ても 此 後と 雖も引 緩き 降臨が あると 

信す る、 而 して 彼れ 臨み 給 ふや 先づ 第一 に！^ 師 として 臨み 給 ふ、 先づ 第一 に 余輩の 理性に 訴 へて 神に 

關し 永生に 關し新 光明 を 與へ給 ふ、 而 して 最善の 光 は 乾きた る 光で あると 云へ ば^-裏 も 亦 乾きた る淸 
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き 光 を 與へ給 ひて 余輩の 13 を 照らし、 余輩の 靈魂を 其 根抵に 於て 强め給 ふ、 聖靈 の §g ャ A 受けて 余輩 

は 迷信 〔氷と 成る の" Sf はない、 人 を 迷信家と なす 者 は 神の 靈 ではない、 神の 靈は人 を 基督 者と なして 更 

に 進んで 彼 を 常識の 人、 哲學 者、 科學 者と 成す 者で ある、 聖 靈はル ー テルに 臨んで 彼 を 改革者と なし 

一一 ュ ー トンに 臨んで 彼 を科學 者と なした、 聖靈の 降臨 は 人 を 傳道師 と 成す ためにの み 必要で ない、 彼 

を 台 〈尿と なす 爲 にも、 科學 者と なす 爲 にも、 哲學 者と なす 爲 にも 必要で ある、 e^- 靈を稱 して 「智慧 

聰明の 靈、 謀略 才能の 靈、 知識の 靈、 エホバ を畏 るるの 靈」 と 云 ふ (ィザ ャ書十 一 章 一 一ず/ 何ノカ 

此靈を 要せ ざらん や、 人 はすべ て聖靈 を 受けて 各自 其 業に 就く 事が 出来る、 すべての 人 は 智慧 聰明の 

靈を 要し、 すべての 政治家 は 謀略 才能の 靈を 要し、 すべての 科學 者と 哲學 者と は 知識の 靈.. を 要し、 す 

ベての は H ホバを 長る るの 靈を 要す、 「聖霊よ 降りて、 昔の 如く、 奇き聖 業 を 顯し 給へ」 で 

ある。 

神の 道と 人の 道 

岐阜 縣中津 川と 長 野縣上 松と に 於て 九月  一 H と 二：：！ と ニ囘， 少数の 信仰の 友 等に 爲 せし 勸 言で ある _ 

汝等 すでに Ifc に 由り 嶽 に， Sb てま i を ま-め 僞 りなく 兄弟 を 愛する に 至り れば、 -も 潔き 心 を 以て 互に！！、 

相愛すべし、 汝 等が 再び 生れし は S べきぎ に 由る に 非ず 壞べ からざる 種 卽ち窮 なく 存っ 所の 神の 活ける 道に 

由るな り、 それ 


人 はすべ て 草の 如し 

其のす ベての 榮は 草の 花の 如し 

草 は 枯れ 其 花 は， 落つ 

然れど 主の 道は窮 なく 存 つなり 

の V つ； い  こ 

而 して 汝 等に 宣傳 へられた る 福音 は 卽ち此 道な り 「彼 得 前書 一 章廿 二— 廿 五節) 

〇 基督 者 は 如何なる 者で ある 乎？ 偽な く 兄弟 を 愛する 者で ある、 而 かも 自分の 修養 努力に 由て 愛す 

る 者で はない、 聖靈に 由り 幅 音の 眞理 に循 ひて 靈魂を 潔め られ たる 結果と して 如此 くに 兄弟 を 愛する 

を 得る に 至りし 者で ある、 基督 者の 特徵 は玆に 在る、 偽な く、 卽ち 私心と 惡 意と を 混へ る 事な くして 

兄弟 を 愛する 事に 於て ある、 此 愛が なくして 他の 者 は 何が あっても 基督 者で はない、 思想 あり 祌學說 

あり 奇跡 を 行 ひ 病 を 癒されし 實驗 ありと 雖も、 此の 偽りな き 潔き 愛が なくして 彼 は 基督 者で ない、 使 

徒ョ ハネが 言 ひし 通りで ある、 「我等 兄弟 を 愛する に 因り 旣に死 を 出て 生に 入りし 事を識 る」 と (約 

クリスチャン  .U しか 

翰 第一 書 三 章 十四 節)、 基督 者と 成りし 確證、 確に 救 はれし 證據 は玆に 在る、 潔き 偽 はらざる 愛の 無 

き 所に 眞の 基督 敎は 無い、 熱 信 あり、 祌學 あり、 活動 あり、 廣き 聖書 知識 あり、 奇跡 あり、 病 を 癒す 

の 能力 ある も、 僞 りなく 兄弟 を 愛する の 愛な き 所に キリ ストの 一 i 音 は 無い。 

〇 故に 基督 者の 先づ 第一 に爲 すべき 事 は 「潔き 心 を 以て 互に 篤く 相愛す」 る 事で ある、 我等が 基督 者 

たる 事 を自覺 し、 亦此事 をせ に 示す の 途は之 を 措いて 他に 無い ので ある、 「汝等 若し 互に 相愛せば 之 

に 由り て 人々 汝 等の 我が 弟子なる こと を 知るべし」 と あるが 如し (約 翰傳 十三 章 三十 五節 〕、 バウ 。 

も亦敎 へて 言 ふた 「汝等 相互の 勞を 任へ、 斯 くして キリストの 律法 を 全うすべし」 と (加 拉太書 六 章 
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二 節)、 基督 敎が 神の 眞理 であると 云 ひ、 宇宙 唯一 の宗敎 であると 云 ひ、 萬 世 不朽の 道で あると 云 ふ 

は、 潔き 偽 はりな き 愛を說 きて、 人 をして 之 を 行 はしむ るからで ある。 

〇 r 汝 等が 搏び 生れし は」 と 云 ふ は 「汝 等な 偽りな く 兄？ S を 愛する に 至りし は」 と 云 ふと 同じで ある、 

我等 兄弟 を 愛する に 因りて 旣に死 を 出て 生に 入りし 事 を 知る、 再生と て^に 祌祕 的の 事で ない、 實際 

に 目擊し 且つ 實 行し 得る 事で ある、 而 して 我等 基督 者に 此 再生の 變化を 起せし 者 は キリストの 一. i 昔で 

ある、 卽ち 「壌べ からざる 種卽 ち^な く存っ 所の 祌の 活ける 言」 である、 キリストの 愛の 福音、 愛 を 

說 きて 愛 を 起す 所の 幅 音、 是は壤 ベから ざる 種卽ち 原理 (英語に 譯 して 云 ふなら ば priuciple)、 而し 

て なく 存っ 所の 者、 世と 共に 變ら ざる 者、 而 して 亦 神の 活ける 言で ある、 單に美 はしき 玩味すべき 

眞现 ではない、 活動す る眞理 である、 人と 社會 とに 大變化 を 起さ れば 止まざる 眞理 である、 i§ りな 

く存 ちて 活動す る 者、 其れが 神の 一一 一一 n である、 福音の 眞理 である、 此ー 百、 此眞理 に 接して 我等 基督 者 は 

再生 の 奇跡 に與 つたので ある、 卽ち靈 魂 を 潔め られ 偽りな く 兄弟 を 愛する を 得 て 死 を 出て 生に 人った 

ので ある。 

〇 キリストの 幅 音の 眞理は 此の 如き 者で ある、 然れば 人の 道 は 如何、 人の 唱 ふる 主義 主張 は 如何、 哲 

學 者の 折：： 學 組織 は 如何、 社會 主義者の 社會 改造 說は 如何、 所謂 新道 德、 新 宗敎の 運命 は 如何、 

それ 人 はすべ て 草の 如し、 其のす ベての 榮は 草の 花の 如し、 草 は 枯れ、 其 花 は 落つ 

である、 長い 事 はない、 暫時の 生存で ある、 やがて 消えて 了 ふ 者で ある、 或 ひ は 十 年、 或 ひ は 三十 年、 

五十 年、 長くて 百年 又は 二百 年、 之 を 「窮 りなく 存っ 主の 道」 に 較べて 見れば 實に樓 花 一朝の 夢で あ 

る、 奮き は 措いて 問 はす、 新ら しきに 就て 見よ、 is: 洋 舶来の 新 主義と して は、 -ー イチ H 主義、 ウィル 


ソ ン 大統領の 新 デモ クラ シ ー、 クロポトキン の 共産主義、 力 ー ル. マルクス の资 本論、 而 して 我 W に 

てろ V- ふ  は 

起り し 種々 雜 多の 新 宗敎、 黑 住敎、 金 光敎、 天 现敎、 是等は 皆な 草の 如くに して 生え、 草の 花の 如く 

にして 榮ぇ、 而 して 後に 草の 如くに 枯れ、 草の 花の 如くに 落ち 叉 落ちつ、 あるので ある、 ^!"っては屮 

江 兆民 『一 年 有半』 を 著 はし 無 神 無靈魂 を唱へ て洛 陽の 紙慣を 高から しめた、 然し 今日 誰が 此の 書 を 

讀 まんと する、 此 書の 運命 は 其 題目の 如くに 一年 有半に て 翁き て 了った ので ある、 叉 帝 國 大學總 長文 

學 博士 加 藤 弘之氏 は 『日本 園の 國體と 基督 敎』 を 著 はし、 斯敎を 罵り 叉 嘲け り、 戰ひを 基督 敎 徒に 挑 

み 彼等の 心膽を 寒から しめた、 かも ペリ シテ のゴリ ャテが イスラ H ルの 民に 戰を 挑みし が 如くで あ 

つて、 天下 之に 當る者 一人 も 無き 有様であった、 然れ ども 今日は 如何、 誰が 此書 を讀む 者が ある 乎、 

著者の 名 さ へん/や 忘れられん として 居る ではない 乎、 之に 反して 茶 督敎の iv^ ま I は 盛んに 賣れ て. 居る、 

刷っても 刷っても 世の 要求に 應 する 事が 出来ない、 加 藤 博士が 淫婦 マ リ ャの 生みし 私 生 兒と唱 へし ィ 

ェ スの 名は此 日本 國に 於て さへ 人類 最高の 理想の 對 象と して：、 i々5 へ A めら れつ 、ある、 「それ 人 はすべ 

て 草の 如し、 其す ベての 榮は 草の 花の 如し」 である、 大 文豪、 大 博士の 著書 も舊き 書に 較べて 見れ 

ば 露の 問の 朝顔、 誠に 果無き 者で ある、 然 らば 何 をか懼 れんやで ある、 大本 敎叉は 太靈道 又は 新 日蓮 

たも  こ LU は  さ ^ 

主義、 是れ亦 r 窮 りなく 存っ 所の 神の 活ける 道」 と 其 榮光を 競 ひ 得べき 乎、 眞现を 審判く 者 は 「時」 

である、 時 は 今日まで すべて 人の 道 を 葬り去った、 時に 超越し、 時に 勝つ ことの 出来る 者 は 唯 「翁り 

なく 存っ 所の 神の 活ける 道」 卽 ち 我等の 手に する 聖書に 示された る キリ ス トの 福音の 眞现 のみで ある。 

〇 故に 懼る& 勿れ、 動く 勿れ、 我等 は 此道を 守りて 我等の 信仰 を 全うすべき である、 是は 全世界に 涉 

り、 過去 六 千年の 長き 間、 人類 歷史の 中心として 其 存在 發達を 綾け て來た 者で ある、 "だれの みが 「千 

大正 九 年  五 ff- 九 
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世經し 磐」 である。 

悲歎と 慰 藉 

鲁 

. 其獨 子なる 五 歳の 童子 を 喪 ひし 母親 を 慰めん と て 語りし 言辭の 大意で ある。 

〇 馬 太傳ー 一章 十八 節 は 預言者 N レ ミヤの 首 を 引いて 日く 

歡き悲 み 甚く 憂 ふる 聲ラ マに 聞 ゆ 

こどら な ゆ  なき  なぐさめ 

ラ ケ ル其兒 を 歎き 其兒の 亡に 由り て 慰 を 得す 

と、 此は 母が 其 兒を喪 ひし 時の 悲歎の 聲 である、 「歎き 悲み 甚く 憂 ふる 聲」 であって、 世に 之に 勝る 

の 悲歎の 聲 はない ので ある、 「其 兒の 亡に 由り て 慰 を 得す」 と 云 ふ、 宇宙 萬 物、 何物 も 彼女 を 慰む る 

に 足りない ので ある、， 悲歎の 極、 悲痛の 極、 之 を 味 ふて 始めて 「人生の 歎」 の 何たる 乎が 解る ので あ 

る、 而 して 此 場合に 於て 母 を 慰む るに 足る 唯一 事が ある、 其 子 を 復活して 再び 之 を 彼女の 手に 肘す 事 

C  0  0  むすめ い yr」 かへ 

である、 イエスが ャ イロの 娘 を 復活して 之を兩 親の 乎に 與 へし やうに、 亡き 兒に 再び 生命 を 吹 込みて 

之 を 母親の 懷に 返す 事で ある、 此事 を爲し 得ば 彼女 を 慰む る 事が 出来る、 之を爲 さすして 全世界 を 彼 

女に 與 ふると も 傷める 彼女の 心 を 癒す 事 は出來 ない。 

〇 而 して 斯る 場合に 際して、 聖書 は、 然り、 惟り 書の み 彼女 を 慰め 得る ので ある、 其れ は 約 翰傳第 • 

十四 章 一 — 三 節に 載す る 所の ィ H スの 言葉で ある。 


汝等 心に 憂 ふる (歎き 亂る k) 勿れ、 祌を 信ぜよ 亦 我 を 信ぜよ、 我 父の 家に は 第 宅 多し、 然らす 

ば 我れ 豫て汝 等に 之を吿 ぐべき 也、 我れ 汝 等の 爲 めに 所を備 へに 注く、 若し 往 きて 我れ 汝 等の 爲 

に 所を備 へば 復た來 りて 汝等を 我に 受く べし、 我が 居る 所に 汝等を も 居らし めんと て 也 

と、 實に 深い 强ぃ 言葉で ある、 神の 子の 此 言葉に 由り て 今日まで 數 知れぬ 人が 其 悲歎の 極に 於て 慰め 

られ たので ある。 

〇 r 汝等 心に 憂 ふる 勿れ」、 歎き 亂 る-^ 勿れ、 祌を 信ぜよ 叉 キリスト を 信ぜよ、 神 は 人 を 造り、 彼に 

恩愛の 情 を 供して、 彼 を 癒す 能 はざる 境遇に 陷れ て、 其れで 晏如 たる 者で はない、 悲痛の ある 所に は 

慰藉が ある、 兒を喪 ひし © 親 を さへ 慰め 得る の 途は備 へられて ある、 ラケル は 其兒の 亡に 由り て 慰 を 

得すと 云 ふべき でない、 慰 を 得る の途は 人に 由ら す 神に 由り て備 へられた、 彼女 は 心に 歎き 亂れて は 

たらない、 祌を 信すべし である、 又 其 遣 はし 給へ る キリスト を 信すべし である。 

〇 「我 父の 家に は 第 宅 多し」 と 云 ふ、 天父に も 亦 其 家族 を容る X 爲の 家が ある、 ホ ー ムが ある、 其れ 

は 一 軒の 家で はない、 天の 里で ある、 天の H である、 廣ぃ 美しい 別の 世界で ある、 而て 其內に 多くの 

第 宅が ある、 見すぼらしき 家屋で はない、 莊大 なる 第 宅で ある、 地上に 在りて は 貴族 や 富豪が 住んで 

居る やうなる 第 宅で ある、 然 かも それが 多く あると 云 ふ、 住宅 拂 底の 今日、 何人 か 天 國の此 狀態を 聞 

いて 心を惹 かれざる 者が あらう 乎、 天 國には 大きな 家が 澤 山に 有る と 云 ふ、 其れ丈け で大 なる 福 昔で 

ある、 天國は 少數の 義人 善人、 聖人 潔士、 敎界の 名士の みが 往く 所ではない、 共 所に は 宏大なる 第 宅 

が 許 多 あると 云 ふ、 然 らば 我 も 亦往き 得る の 希望が ある、 辜な き 小 兒は歡 んで其 所に 迎 へらる.^ に 相 

違ない、 天國に 入り 得る 者 は 人が 思 ふよりも 遙 かに 多 數 であるに 相違ない、 キリスト は 吿げ給 ふた 
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「我 父の 家に は 第 宅 多し」 と。 

〇 父 は 其 子の 爲に 家に 多くの 第 宅 を 築き 給 ふた、 而 して 彼等 を 其 所に 迎 ふる 爲に 準備が 必要で ある、 

罪に 生れ 罪に 成長し 人 は， 何人も 生れし 儘に て聖き 父の 家に 往く 事が 出来ない、 玆に 於て か 神の 子ィ 

？.? がけ 

H スが 我等の 罪 を 擔ひ之 を 十字架の 血に て 潔め、 「我等の 爲 に前驅 して 其 所に 人る」 の 必要が あるの 

である (希 伯 來書六 章 二十 節)、 ィ H スは贖 はれし 人の 代表者と して 父の 家に 還りて 我等が 之に 人る 

爲の途 を 開き、 同時に 叉 我等に 之に 入る の 資格 を 供へ 給 ふた、 ィ H スの 死と 復活と 昇天と に 由り て 人 

が 天國に 入る 其 準備が 缺 くる 所な く 供 へられた、 謙 下りて 祌を！ l:S する 者に 八/やぎ 所に 聖 父の 家族の 一 

人と なる 途と 資格と が備 へ られ た。 

ささけ 

〇 ィ H スは 我等の 前驅 として 其處に 入り 給 ふた、 而 して 其處 にて 惟 我等 を 待ち 給 ふので はない、 準備 

成りし 後に は 「役た 来りて 汝等を 我に 受く べし」 と 吿げ給 ふた、 如斯 にして 基督 敎 にも 亦 佛敎に 於け 

0  ？  らノ が、 フ 

るが 如くに 来迎が あるので ある、 而 して ィ H スの 来迎に 二種 ある、 其 一 は 再臨の 诗の 来迎で ある、 其 

い き のこ  あ 

時 「生て 存れる 我等 は 彼と 偕に 雲に 携 へられ 空中に て 主に 遇 ふべ し」 と ある 其來迎 である (テサ 口 一一 

ケ 前書 四 章 十七 節)、 其 二 は 各人 死して 肉 を 離れて 靈界に 入る 時の 来迎で ある、 此事 たる 死後の 實驗 

に屬 する が 故に、 其方 法狀 態に 就て 我等 は 知らない、 然し 乍ら 来迎の ある 事 其 事 は 死の. m に!： りし 者 

の 幾 同か實 見せし 所で ある、 死者 は 或 者に 迎 へられて 生者 を辭 して 往 くの 狀態を 示す、 或 ひ は 手を顺 

して 或 者の やに 渡らん とする が 如く 或 ひ は 「もう 往 きます」 と 言いて 確然と 告別の 辭を述 ぶ、 信者 は 

獨り 淋しく 知らざる 國に往 くので はない、 死の 河 を 渡らん とする 時、 或 者が 彼を迎 へ、 彼の 手 を 取り 

彼の 步を 助けて 河の 彼方へ と渡涉 する やうに 見える、 「我れ 來 りて 汝等を 我に 受く べし」 との イエス 


の 言 は 3： 等の 實驗 に徵 すべき 所な き 曾 で はない J 

〇 父の ホ ー ムに 多くの 第 宅が ある、 之に 入る の 準備が 成った、 而 して 之に 入らし めんと て 主 御自身の 

御 出迎が あると 言 ふ、 而 して 斯く 明確と 言 ひ 給 ひし 者 は 偽 はる 事 能 はざる 誠 眞の祌 である、 「汝 等此 

事に 關 して 神 を 信ぜよ 亦 我 を 信ぜよ」 とィ H スは 一一 一一 n ひ 給 ふた、 然 らば 我等 は 信すべし である、 信じて 

耐へ 難き 悲歎 を脫 すべきで ある、 愛兒を 父の 御手に 渡した ので ある、 其 所に 彼 は 我 手に 在る よりも 遙 

に， 女 全で ある、 ラケル は 其兒を 喪った、 然し 其兒は 亡びた ので はない、 天の 父の ホ ー ムに迎 へられて、 

其 多くの 第 宅の 內に寬 ぎた る 自由なる 生涯 を 緩く るので ある、 而 して 纏て (俊た 彼が 彼女の 手に 渡た さ 

る、 時が 到来す るので ある、 而 かも 不安 極まる 此淚の 谷に 於て はない、 父の 家に 於て める、 「我 

が 居る 所に 汝等を も 居らし めんと て 也」 とィ H ス は 首 ひ 給 ふた。 

一 致 協力 の 基 

(九 刀 九 ：11 今并 館に 於け る 祈 禱會に 於て 所感と して 述べし 所で ある) 

汝等始 の 日より 八：' に 至る まで 偕 に 福音に 與 るに 由り 我れ 汝等を 思 ふ 毎に 我が 神に 謝す (腓立 比 書 

一章 三、 ra 節)。 

〇 「偕に 幅 音に 與る」 と 云 ふ、 福 昔の 恩惠を 偕に したと 云 ふ 事で はない、 偕に 福 昔の 爲に 盡瘁 したと 

云 ふ 事で ある、 受動的で はない、 活動的で ある、 希臘 原語に て 云 ふ 所の 

大 1^ 九 年  五六 一.11 
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であって、 英語 を 以て 云 ふなら ば 

/our  coOpsration  towards  tliG  GC5;P,31 

である、 バウ B は玆に ピリ ピの 信者に 書 贈りて 

福音 傅 播を援 くる 爲の汝 等の 一 致 協力に 就き 神に 感謝す 

と 言 ふたので ある。 

〇 「福 昔傳 播を援 くる 爲の 一 致 協力」 と 云 ふ、 基督 信者の 一 致 協力の 基 は兹に 在る ので ある。 ビリビ 

の 信者 はパ ゥ 口 の 事業 を援 けんとした のでない、 叉はパ ゥ 口 彼 自身の 爲に 彼を援 けんとし たので はな 

い、 キリストの 一 i 音の 傅 播を援 けんため に 一 致 協力して パゥ e と 彼の 傳道 事業と を 助けた ので ある、 

彼等の 眼中 敎會 あるな しパゥ I- 先生 あるな し、 唯 キリ ストと 彼の 福音と があった、 而 して 其 傳播を 計 

つ て 彼等 は キリストの 聖 名を稱 ふるすべ ての 人に 對し、 殊に 傳 道の 衝に 當るパ ゥ a に對し 熱誠なら ざ 

らんと 欲する も 得なかった、 福音 を 守り 之を擴 める 爲の 一致 協力であった、 故に 堅き 潔き 協力で あつ 

た、 而 して パゥ n は斯る 協力 を 愛し、 之が ために 神に 謝した ので ある。 

〇 然れ ども 世に は 福音の 堅き 潔き 基礎の 上に 立たざる 一 致 協力が ある、 卽ち 己が 屬 する 圑 體の爲 にす 

る 一 致 協力が ある、 叉 は 團體の 頭の 爲に する 一 致 協力が ある、 而 して 基督 信者の 一 致 協力が 玆 にまで 

墮落 する 時に、 其 は 甚だ 破壞 され 易く ある、. 福音 以外の 者の 爲に する 一 致 協力 は實は 自己の 利益 を 目 

的と する 一 致 協力であって 其 物 其れ 自身が 旣に 不和 離反で ある、 而 して 外面に 一 致 協力 を 装 ふ 昔し の 

基督 信者の 內 にも^る 不純 不潔の 動機に 由り て 集った 者の 有った 事 は 明確で ある、 同じ 胂立比 書の 第 


ニ章廿 一節に 於て バウ n は 曰く 

多くの 人 (多くの 信者) は 皆な 已 が 事の み を 求めて ィ H ス キリ ストの 事 を 求めす 

と、 卽ち 多数の 信者 は敎會 (團體 ) の 事 を 求め 敎會の 頭なる バウ！： の 事 を 求め、 己が 勢力、 己が 立場 

の 安全 を 求めて、 キリストと 其 福音の 事 を 求めなかった との 事で ある、 而 して 斯る狀 態の 必然の 結 梁 

とし て 多く の 背信者が 出た の である、 提摩太 後書 四 章 十節以 下に 記して ある 人た ちの 場合が 其實例 で 

ある。 

デ マ ス此世 を 愛し 我を棄 てテサ n  -ー  ケに往 けり …… 銅 匠なる ァ レキ サン デル 多く 我 を 害せり …… 

さから 

彼れ 甚 しく 我等の 言に 敵 ひたり 云 々 

なり， ゆき 

輻昔を 主眼と せざる 信者の 成 行 は 概ね 如此 し。 

〇 我れ キリストの 一 i 音に 接する を 得て、 死より 出で 生に 入る 事が 35 來た、 我れ 之 を 人に 與へ すして 止 

む 能 はすと 云 ふが 基督 信者 活動の 動機で あ る 、 眞理 は傳播 的で あ る 、 獨り 之を樂 しむ の 眞理 は眞理 で 

ない、 傳 道の 熱に 燃えざる 信者 は 信者で ない、 而 して 此 熱に 驅られ て 信者 は 一致 協力す るので ある、 

-  みこ 、ろ 

自己 を 守る 爲 ではない、 團體の 安全と 勢力と を 計る 爲 ではない、 神の 聖 3 曰に 從ひ 一人たり とも 多く 我 

が與 りし 福音の 恩 惠に與 らしめ ん爲 に、 其 熱心に 驅 られ、 其 愛に 勵 まされて 信者 は 一 致 協力す るので 

ある、 故に 傳 道心の 燃. えざる 所に 信者の 堅き 一致 協力 は 無い、 其の 反對に 分離が ある、 離叛が ある、 

時 を 獲る も 獲ざる も、 凡ての 手段 方法 を盡 くして 一 人たり とも 多く キリストの 福音の 恩 惠に與 からし 

めんと 焦慮す る傳 道心の 燃 ゆる 所に、 批評 は 止み 猜疑 は 失せ、 兄弟 相互の 缺 點は掩 はれ、 信者 は 努め 

すして ー圑と 成て 動く ので ある、 「鼷 音の 爲に する 一致 協力」、 求むべき は此 一致で ある、 此 協力で 
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ある、 信者 は 福音の 旗喊の 下に 立ちて 堅き 强き 團體と 成る ので ある、 鳴 呼、 熱き 傳 道心、 是れ 我と 世 

と 我が 霉 する 圑體 との 救 ひで ある、 是れ なくして 凡て、 失敗で ある、 破 壌で ある。 

婚姻の 意義 

哥林多 前書 十 一 章 一 一— 十三 節。 以弗所 書 五 章 一 一士  丁 一  不 g 節. - 

凡ての 人の 首 は キリスト なり、 女の 首 は 男な り、 キリストの 首 は 神な りと 汝 等が 知らん こと を 願 ふ。 

婦 なる 者よ 主に 服 ふが 如く 己の 夫に 服 ふべ し、 そ は キリスト 敎會の 首なる が 如く 夫 は 婦の苜 なれば なり、 キ 

つ. 1- 

リ スト は 身の 救 主な c、 されば 敎會の キリ ストに 服 ふ 如く 婦も 凡ての こと 夫に 服 ふべ し。 

〇 人種 平等、 上下 無差別、 女 同 權と云 ふが 如き 思想 は 元来 東洋の 産に あらす して 西洋より 輸入 せら 

れ しもので ある、 そして 斯 かる 思想 は 西洋より 輸入せられ しもので ある 爲め、 之 を 以て 西洋に 行 はる 

る 基督 敎 思想と 見做す 人が 我國 に は少 くな いので ある、 しかも 基督 敎を 信ぜ ざ る 人の み に 止まらす 之 

を 信す ると 稱 する 人の 中に さへ も、 此 種の 西洋 思想と 基督 敎 思想と を 混同して 兩者を 同 一 物と 思へ る 

人が 少 からす 在る ので ある、 か、 る狀 態で あるが 故に 一一 ー チヱの 思想、 力 アルマ ルクスの 思想、 クロ 

ボ卜 キンの 思想まで を も 悉く 基督 敎の產 物と 思 ふ 人 も ある 有樣 である、 誤れる の甚 しきものと 云 ふべ 

きで ある。 

〇 基督教 思想 は 聖書に 明白に 表 はれ 居る 思想 であって、 多くの 點に 於て 所謂 西洋 思想と は 趣き を異 に 


せる ものである、 故に 西洋に て は社會 主義、 男女 同權 等の 思想の 鼓吹者 は 基督 敎に對 して 激烈なる 攻 

擎を加 ふる を 常と する、 マルクス、 一一 ー チェ、 クロポトキン 等 は 人の 知る 如く 激烈なる 基督 敎反對 者 

である、 以て 謂 ゆる 西洋 思想と 基督 敎 とが 氷炭 相 納れぬ ものである こと を 知る ので ある。 

〇 他の 問題 は 玆に問 はすと して、 SR 女 問題に ついては 聖書の 說く所 は 西洋人、 殊に 米國 人の 敎 ふる 所 

と は 正反對 である、 聖書 は 決して 米國 流の 男女 同權を 唱 へない、 聖書 は 明かに 云 ふ 「女の 首 は SR なり」 

と、 又 云 ふ 「男 は 女の ために 造られし に 非す 女 は のために 造られし なり」 と、 又 云 ふ 「敎會 の キリ 

ス トに服 ふ 如く 婦も 凡ての こと 夫に 服 ふべ し」 と、 これ 女 は 男に 對 して 全然 服從 すべし と 云 ふので あ 

つて、 男女 同權 とい ふ 思想と は 全く 相反す る ものである。 

〇 由来 聖書 の敎 ふる 所 は 天然の 敎 ふる 所と 授を 同じく する、 宇宙 萬 物 は 千 姿 萬 態 各 々相異 つて 居て し 

かも 其 間に 一 の 明白なる 秩序が ある、 もし 此 秩序 破 るれば 宇宙 は 清 亂に陷 るので ある、 萬 物お のおの 

其 定められ たる 地位 を 守りて 正しき 順序 を 保ち、 ために 宇宙 は 調和の 宇宙と して 存す るので ある、 男 

女の 關係 亦然 り、 夫 は 夫たり 婦は婦 たりして、 卽ち 主たる 者 は 主たり 從 たる 者は從 たりして 初て 完全 

なる 家庭— その 結果と して 完全なる 社 會と國 家— が 生る \ の である、 女 は ER に從 ふべき もの、 mf- は 女 

の 首で ある、 これ 人の 社會 に當然 存在すべき 秩序 順序で ある、 聖書の 敎 ふる 所 は 天 然の敎 ふる 所と 同 

一 である。 

〇 果して 然り とせば 女 は 男の 奴隸 なる か、 否然ら す、 「女の 首 は 男な り」 と敎 ふる 聖書 は 又 「男の 首 

は キリスト なり」 と敎 ふ、 故に 婦は 夫に 對 する 絕對的 服 從を耍 求 せらる \ と共に、 夫 は 亦 キリストに 

對 する 絕對的 服從を 要求 せらる-の である、 故に 婦は 夫に 其 身と 自由と を 全然 引き渡す と 雖も. 夫 は 
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斯く 引き渡されし 身と 自由と を 己の 我意の ま  >- に 使用す る こと は 許されない、 夫は婦 より 自由 を 委託 

されて 之 を 神の ために 保護し 且 使用す るの 更に 重き 責任 を 委ねられ たので ある、 敌に婦 は 夫に 其 自由 

を 捧げて 夫の 之を聖 用す るに 於て、 自由 を 引き渡して 却って 之 を 全うする ので ある、 結婚の 意義 は實 

に 玆に存 する、 一人の 女が 一人の 男に 全部 を 獻げ、 男 は 之 を 受けて 之 を 神の ため 叉 彼女の ために 護り 

之 を その 潔め られ たる 形に 於て 彼女に 附與 する の 義務 を 持たせられ るので ある、 玆に 結婚の 意義と そ 

の 美と は存 する、 之な くして 眞の 結婚 はない ので ある。 

〇 結婚 は ルソ- の 謂 ゆる 社會 契約 (social  contract) ではない、 兩 者の 利便 を 計る 爲に 暫時 的 契約 を 

結ぶ ことで はない、 これ 實に 神に ありて ー體 となる ことで ある、 今や 謂 ゆる 西洋 思想の ために 家庭 は 

その 根柢より 覆 へされん とする 時に 當り、 我等 聖書の 明白なる 敎訓 に從ひ て 良家 庭 I 從っ てまた 良 社 

會、 良國 家— の 建設に 當 るべき である。 

〇 「凡ての 人の 首 は キリ ストな り、 女の 首 は 男な り、 キリ ストの 首 は 神な り」 と 云 ふ、 これ バウ a の 

謂 ゆる 「凡ての 事 その 次序に 循ふ」 である、 この 秩序 を 離れて は 調和 もな く 平和 もない、 女 は 其 選び 

し 男に 向って 其の 全部 を 委ねん との 決心た くば 寧ろ 結婚せ ざる を 可とする、 叉 男 は 女より 貴重なる 委 

託 を 受けて 之 を 神聖に 保護 せんとの 考 なくば 是れ亦 結婚せ ざる を 可とする、 男に 身を委 ぬるが 女の 名 

譽 にして、 その 委託 を 受けて 之 を 保護す るが 男の 名譽 である、 かくて 女 は 其 自由 を 全うし 男 も 亦 己が 

自由 を 全うする ので ある。 

〇 こ れ 東洋 思想 にして 東洋 思想 にあら す、 西洋 思想 にして 西洋 思想 にあら す、 まことに 然ぅ である、 

男女 同權は 西洋 思想の 誤で ある、 男尊女卑 は 東洋 思想の 誤で ある、 女の 首 は 男で あり 男の 首 は キリス 


ト であると、 かく 云 ふて 東西 兩洋の 思想 を 超越して 神の 默 示に 達した ので ある、 婦は 夫に 其 自由 を 引 

き 渡して 却って 之 を 全うする、 夫 は 妻より 自由 を 引き渡されて 之 を 「キリストの 僕」 として 聖く用 ふ 

る、 しかし 是れ 決して 男女 同權 ではない、 あくまで 女の 首 は 男、 男の 首 は キリスト である、 また 女の 

首 は 男な りと て是れ 男尊女卑で はない、 男の 首 は キリスト なれば 男 は キリ ストの 僕と して 女を卑 むる 

こと は 許されない、 女より 全部 を 託されて 之 を 神聖に 用 ひねば ならぬ ので ある、 神の 默示は 人間の 思 

想 以上に して 圓滿無 謬で ある。 

〇 女 は 己の 自由 を 男に 獻げて 之 を 全うし、 男 は 叉 己の 自由 を キリストに 獻げて 之 を 全うする、 服從す 

べき 者に 服從 して 初て 自由 は 全うせら る \ ので ある、 服從 すべき 者に 服從 せざる 事 は 表面 自由なる が 

如く に 見えて 實は 自由 を 喪失す る ことで ある、 我等 は 聖書 の此 明かなる 敎 訓に循 ひて 結婚す ベ きで あ 

る。 (一 九 二 〇 年 十月 廿 八日 星野鐵 男對大 石み その 結婚式に 於て 述ぶ〕 
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主の 使 女 マリア 

一月 二十 七： n 代々 木 長 尾 氏 宅 に 於け ろ 有志 婦人 懇話 會 席上に 於け る 談話 の 大意 

聖母 マリアの 名 は 之 を 新 敎國に 於て 聞く こ と 至 て 稀 で ある、 然るに 羅馬敎 徒 の 間に 於て は 聖母 マリ 

ァの名 は キリス 卜の 聖 名と 同じ 程に (或 場合に は それ 以上に) 貴ばれる、 新敎 徒の 間に 彼女の 名の 稱 

へ られ ざる は、 思 ふに 舊敎 徒に 對 する 反感の 然 らしむ る 所で あらう、 舊敎 徒の 態度 を 以て マリアに 對 

する 尊崇の 過度と 評し 得 ベ くば、 新敎 徒の 彼女に 對す る 態度 は 尊崇 の 過少と 稱 すべき ものである、 共 

に是れ 我等の 取るべき 道で はない、 我等 は此 二つの 中間に 我等の 取るべき 公正 健全なる 態度が 存 する 

と 思 ふ ものである。 

聖母 マリアの 美點を 奇跡的 方面に 求めん とする 時 は 彼女 は 我等の 生活より 離隔す るに 至る、 マリア 

が 奇跡的に 祌の獨 子 を 生みし 事 を 思 ひ、 そして 此 聖職に 當る ベく 他人の 企て 及ばぬ 特性 ありし 事と 考 

ふる 爲、 一方に 於て は 彼女 を祌 として 崇拜 する 信仰が 起り、 叉 他の 一方に 於て は 彼女 を 我に 係りな し 

と 見て 遠く 押し やる 態度が 現 はれる ので ある、 併し 聖母 マリアの 貴き 點は 決して 奇跡的 特性に あるに 

非す、 今日の 基督 敎 婦人と 雖も 共に し 得る 或 性質に 存す るので ある、 卽ち 凡そ キリストに 於け る 信仰 


ある 婦人 は 誰 人も發 揮し 得べき 所の 或る 美點に マリアの 貴き 所が 存す るので ある。 

今日まで 畫家 又は 彫刻家 は マリアの 外面 的の 美に 注目し、 形の 上に 於て 完全なる 女と して 畫き 又は 

さ ざ 

彫む 風が あった、 或は さう であった かも 知れぬ、 併し 完全に 美しき 女と して は 聖書の 何處 にも 記され 

0000000000000000000000000000  00  00  0  0  0  0  0  0  0 

て 居ない、 聖書の 示す マリア は 他の 聖徒の 場合に 於け ると 等しく 全く 信仰的で ある、 彼女 を 完全なる 

婦人と 見るならば 第一 に 信仰的に 完全なる 婦人で ある、 この 外の 意味の 完全 は 聖書に 示されて 居らぬ 

故知る ことが 出来ない、 叉 知る を 要しない ので ある。 

つか ひめ 

天使より 懷胎の 告知 を 受けた る 時の マリアの 言 を 見よ、 曰 ふ 「これ 主の 使 女な り、 汝の霄 へる^く 

我に 應れ かし」 と (ルカ 一 の 三 八)、 又 親戚 H リサべ ッの 訪問に 接せし， 彼女の 發 せし 美 はしき 語の 

中に 尙ほ美 はしき は 「我 靈は我 救 主なる 祌を 喜ぶ これ 其 使 女の 卑微 をも眷 顧み 給 ふが 故な り」 と ある 

し， 0 

を 見よ、 此 語に 表 はれた る マリア は 聖書に 記す 彼女の 凡ての 行 爲に表 はれた る 所であって、 彼女の 特 

性 如何 を 明かに 示す ものである、 卽ち  一 一 K にして 云 へば 彼女 は 謙遜 柔順の 女であった、 但し 他人の 命 

た 1- 是れ從 ふ 柔順で はない、 人の 何たる か 婦人の 何たる かを辨 へたる 上の 理解 ある、 又自覺 ある 柔順 

である。 

人 もし マリアが 救 主の 母た る を 得し は 最大の 榮譽 であった と 云 ふなら ば、 そ は 一 を 知って 未だ 一 一 を 

知らざる 者で ある、 勿論 事 は 其 本質 上大 なる 榮譽 であった に 相違ない が 然く誰 人に も 映 じたので はな 

い 寧ろ 當 時に ありて は 困難 を 極めし 職務に して、 世の 誤解と 嘲笑の 的 たるべく して 終生 至難の 地位に 

立つ を 免れない 性質の ものであった、 キリストの 母と 云 ふ も 生みし 子が 直ちに イスラ H ルの 王位に 上 

つらぎ  さしと 丄 

ると 云 ふに は あらで、 預言者 シメォ ンが 彼女に 向て r 劍汝の 心 を も 刺 透すべし」 (ルカ 一 一の 三 五) と 一 百 
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ひし 如く、 多くの 忍び 難き 苦み が 彼女 を 見舞 ふべき であった、 これ 豫め 知れ 得た る 運命であった、 こ 

の 辛き 大 責任 を 負 はせられ て 彼女 は辭意 切なり しも 、遂に その 許されざる を 知る ゃ斷然 決意し て 「我 

はこれ 主の 使 女な り、 汝の 言へ る 如く 我に 應れ かし」 と 述べ 以て 此重責 に當 つたので ある、 か、 る 意 

味に 於て マリア は 柔順なる 婦人であった、 バウ r: が 「イエ ス キリストの 僕 (奴 隸)」 と自稱 したる 意 

味に 於け る 僕婢の 態度 を 彼女 は 取った ので ある、 彼女の 特に 貴 かりし は 實に此 一 點 にあった ので ある。 

しもべ しもめ 

人 は 男女 を 問 はす 孰れ も 神の 僕、 婢 である、 之 は實際 上の 事實 であって、 其 事 を 人の 認める と 認め 

ぬと に 依て 左右され る もので はない、 人と 云 ふ 人 は 一人と して 絕對 的に 自主なる 者 はない、 我等 一人 

一 人 は 我等 以外の 或 者の 意を實 行すべく 此 世に 遣 はされ た 者で ある. 此事を 知る も 知らぬ も 人 は 悉く 

「或 他の 者」 の 意志に 依て 使 はれて 居る ので ある、 我等の 實 験に 訴 ふる も 我 計畫は 成就せ すして 思 ひ 

もっかぬ 事が 實 現されつ、 あるが 我等の 生涯で ある、 人 は 皆 自主に あらす して 祌の 僕婢で ある、 故に 

神に 使役 せられて 居る 一 點に 於て は 信者 不信者の 區刖 はない ので ある。 

併し乍ら 此事實 を 認める 者と 認めぬ 者と が ある、 兹に 人類 は 二種に 分 たれる * そして 人類の 大多数 

は 神に 使役され ながら 神 を 知らす 又 神に 使役せられ 居る 事 を 知らす、 從 つて 進んで 神の 使役に 服さん 

との 心 を 起さない、 これ 不信者で ある、 そして 人類 中 僅かに 其 一部の 者が 己 を 使役し つ、 ある 或 者 を 

みこ、 ろ 

認め、 その 聖意を 尊重し、 之に 服す る を 以て 最大の 榮譽 とする、 これ 信者で ある、 使役され つ M ある 

1 點に 於て は 兩者ー であるが、 之 を 認めて 進んで 服す ると 之 を 認めす して 服せ ざると に 依りて 信者 不 

信者の 別 を 生す る、 そして 實は これ 天地 も啻 ならざる 刖 である、 人類の 大多數 が 後者の 態度に ある 事 

は事實 であり、 又 その 少數 者の みが 前者の 態度に ある 事 も事實 である、 さはれ 多數必 しも 眞理に 立つ 


ので はない、 此 場合に 於て は 少数者が 寧ろ 人と しての e; 理の 上に 立つ のであって、 多數 者の 態度 其 も 

の こそ 眞に痛 歎すべき 事で ある。 

マリアの 如き 婦人、 バウ n の 如き 男子 は 人の 人た る 本来の 立場に 立った のであって、 これ 卽ち祌 に 

つ. K ひ S  A こ、 ろ 

喜ばる k 態度で ある、 マリア は 「主の 使 女」 と 信じて 身 をも靈 を も 委ね 奉り、 主の 聖意を 行 ふ 事を以 

て 己が 心と した、 此 意味に 於て 彼女 は 完全なる 信者であった、 マリアの 貴き は此點 にあった， 凡ての 

基督 敎 婦人が 彼女 を 模範と して 仰ぐべき は此點 にある、 彼女が 外形的に 完全なる 婦人、 又は 天才 的に 

完全なる 婦人で あつたと 云 ふなら ば、 之に 及ぶ 者 は 世界に 再び 現 はれぬ であらう、 しかし 彼女の 完全 

は 主の 絕對的 權能を 認めて 之に 絶對 的に 服した 點 にあるならば、 今日 孰れの 録 人と 雖も 彼女に 傚 ひ 得 

るので ある、 マリア を 信仰の 模範と して 仰ぐ 時 は 彼女 は 婦人に 取て は 勿論、 誰 人に 取ても 最も 傚 ふべ 

く且慕 はしき 者と なる ので ある、 實に 祌に對 して 僕婢なる 態度 を 取る が 基督 信者で ある， そして 此態 

度に 於て 完き者 は 完全なる 基督 信者で ある、 之に 比して は 外形の 美、 天才の 優 は 云 ふに 足らぬ もので 

ある、 我等 は 基督 信者と しての 此 立場 を 充分に 認めねば ならぬ、 そして 此 立場に 於て 全 かりし マリア 

の 如き を 以て 我等の 模範と して 仰がねば ならぬ。 

キリ ストの 母た る特 權に與 りし は マリア 一 人の みであった、 併し 孰れの 婦人 も 神より 何 かの 御用 を 

委ねられて 居る ので ある、 然ら ざる 者 は 一人 もない ので ある、 然る 時 は 「我 はこれ 主の 使 女な り、 汝 

の 言へ る 如く 我に 應れ かし」 との 信仰的 服從の 精神 を 以て 祌に對 する の 必要 は、 マリア 一人に 限らす 

凡ての 婦人に 在る ので ある、 これ 凡ての 婦人の 取るべき 態度で ある、 此點に 於て 孰れの 婦人 も マリア 

と 同じ 立場に 立ち 得る ので ある (キリストの 母たり 得し は 彼女 一人に 限りし も). 委ねられし 小 家庭- 
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みこ、 ろ 

子女の 養育、 或は 病 者の 看護、 その他 小なる 仕事に 婦人が 從ふ時 各自が 祌の聖 意 をな しつ k あるので 

しもめ 

ある、 其點に 於て 自覺 するとせ ざると に 係らす 凡ての 婦人が 神の 婢 である、 唯. <  としての 此 地位に あ 

る を名譽 とし 聖旨に 從ふを 人生の 最大 本務と 悟る 時 こ 、 に眞に 神の 女が 生れる ので ある、 故に 些細な 

る 日々 の 仕事 も聖 意に 依る と 見れば 些事 も 天地 萬 物 を 動かす だけの 貴重なる 仕事で ある、 一 婦人の 手 

に-姿 ねられし 一 子に より 世界の 一 變 する 事 ある や も 知れぬ、 或は 其 子の 子に 依て、 或は 其 子の 孫に 依 

て 然る かも 知れぬ、 委ねられし 職分 を 守りて 聖旨 を 行 ふ は 絕大の 天職に して、 此點に 於て は マリアが 

ィ H スを娄 ねられし と 少しも 變 りない ので ある、 されば 信仰 ある 婦人 は 誰 人 も 聖母たり 得と 云 ふ も 過 

一一 一一 a でない と E 心 ふ。 


ビル グリム 祖先の 信仰 

二月 十 一 日 柏木 今 井 館に 於け る 東京 聖書 W 究 食 有志 懇話 會 にて 述べし 談話の 要點 である 

〇 昨 一 九 一 一 〇 年 は 有名なる ピルグリム 祖先が 大膽 にも 百 八十 顿の 小船に 乘り、 大西洋の 荒波 を乘 切り 

て 米 大陸に 渡りし 三百 年 紀に當 る を 以て、 英國、 和 蘭、 佛國、 米國 等の 關係 諸國に 於て は 所々 に 盛な 

る 紀念會 が 開かれた、 嬰兒 共に 僅々 百人餘 りの 平民が 爲 せる 此業爲 が 三百 年後の 今日、 斯 くも 世界的 

注意 を 喚起す るに 至りし は 其 中に 深き 理由がなくて はならない、 實に 北米 合 衆國の 今日 あるの 原因 は 

此等 少數の 平信徒の 此 勇敢なる 業爲に 在る ので ある、 而 して 其 影響 は 全世界に 及び 我等 今日の 日本人 


と 雖も亦 彼等に 負 ふ 所な しと 一一 一一 口 ふ 事 は出來 ない、 英國 首相 u イド. ジ ョ ー ジが 彼等 を稱揚 せる 言に 曰 

！' ボッス ルス  ** こ：」 

く 「ピル グリ ム 祖先 は 新世界に 信仰の 自由 を傳 へし 使徒 である」 と、 實 にさう で あ る、 然し 乍ら 

「信仰の 自由」 と 云 ふ 丈け では 足りない、 政治的 自由、 商業 的 自由、 思想 的 自由、 其 他 自由と 云ふ自 

由 はすべ て是等 少数の 基督 信者に 負 ふ 所が 多い ので ある、 實に 信仰 を 以て 事に 當れば 少数の 弱者 も 永 

遠 に 1 るせ 界的 大事 業 を 遂げ 得 る の で あ る 。 

ク 1 ス 4-  T ン 

〇 然 らば ピ ル グリム 祖先 は 何 を 信じた かと 云 ふに、 彼等 は 基督 者が 信すべき 普通の 事 を 信じた に 過ぎ 

ない ので ある、 彼等 は先づ 第一 に 熱心なる 基督 者であった、 詩人 ミルトンが 一一 一一 C ひしゃう に 彼等に 取り 

て 「宗敎 は 人生 第一 の 重要 事で あ」 つた (1 ぎ ligicu  is  man^5  chiefest  concem)、 此 世の 權 者より 何 

の 干 涉をも 受けす して 己が 良心の 命す る 儘に 神を拜 したしと は 彼等が 米 大陸 移住の 第一の 目的で あつ 

た、 彼等に 取りて は 政治的 自由 或は 經濟的 成功の 如き は 唯單に 信仰的 自由 を 確保す るた めの 手段に 過 

ぎなかった、 其點に 於て 彼等 は當 時の 他の 移 又は 現代の 外國 移住と 全く 性質 を 異にした、 今や 移 

住と 云へば 經濟的 利益 を 獲得 せんが 爲 である、 他 國の事 は 措いて 問 はすと して、 日本人の 米國 移住、 

南洋 發展は 其 目的と する 所、 經濟 的、 現世 的、 肉 慾 的なる は 云 ふまで もない、 然し 乍ら ピルグリム 祖 

先は祌 (God) を 求めて 金 (gold) を 求めなかった、 自由に 自由の 神に 祭事 へんが 爲に 彼等 は大 冒 險 

を敢 したので ある、 それが 爲には 彼等 はすべ ての 損失 は 勿論の 事、 死 其 物 さへ 恐れなかった、 而 して 

彼等の 多數は それが 爲に 死んだ、 神と 信仰と 永生 …… 彼等 は 之が 爲には 萬 事 を 抛った ので ある、 アブ 

ラ ハ ムが眞 の 神を拜 せんが 爲に カル 、、一 アヤの ウル を 出で 力 ナンに 行きし やうに、 ピ ル グリム 祖先 は英國 

國敎會 の 腐敗 壓 制に 堪 へす して、 淚を 揮って 英國を 去り、 和 蘭に 止まり、 終に 荒 蕪 未開の 地た る米國 
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に 渡った ので ある、 ニ^！^同じく信仰的移住でぁる、 故に 其 結果 は 永遠 的で ある、 神 を 信す るに 出ざる 

事業に 永遠 的の もの は 一 つもない。 

〇 然 らば 斯 かる 偉大なる 事業 を擧 げし ビ ル グリム 祖先の 信仰 は 如何で あつたかと 云 ふに、 近代 人の、 

殊に 近代 米國 人の 到底 解し 得ない 者であった、 彼等 は先づ 第一 に 近代 人の 如くに 祌を觀 なかった、 彼 

等 は 神 は 愛な りと 稱 して 彼に 狎れ 近づかなかった、 彼等の 神 は 宇宙 獨 裁の 主で (the  great  Egoist 

of  the  universe) あった、 故に 彼等 は 祌に惠 まれん 事 を 要求せ すして 唯 其 命に 服從 せん 事 を 欲した、 

彼等 は バウ U と 等しく 「主の 僕」 であった、 自分の 意志 を 殺して 惟神の 聖意を 行 はんとの み 欲求 ふた、 

神の 聖名 にして 揚 らん 乎、 彼等 は 自分 は 如何 成っても 可い と 信じた、 故に 彼等に 今人の 知らざる 勇氣 

と 忍耐と があった、 神の 聖 名の 揚 らんが 爲には 自分の 靈魂は 地獄に 落る も 可な りと 信ぜし 彼等に 世に 

恐るべき 者と て は 何物 もなかった、 自分の 自由の 要求で はない、 神の 聖 意の 實現 である、 此 目的 を以 

て 進みし 彼等に 越え 難き 妨害の 山 も 海 もなかった、 ピルグリム 祖先 を 自由の 戰 士と稱 して、 此 世の 革 

命 家 又は 社會 改良 家と 同視す る は 誤謬 の 最も 甚だし き 者で ある、 クロポトキン 叉 は マルクスの 徒の 立 

場より 見て、 米國の 建設者なる ピルグリム 祖先 は 迷信の 徒で ある、 奴隸の 類で ある、 近代 人に 稱揚せ 

られて 彼等 は 迷惑 至極に 感 する であらう。 

CO00OO0O  0  0-0000  0-000  0-0  00000000000  00000000.0  00 

〇 第二に ピルグリム 祖先 は 近代 人、 殊に 近代の 米國 基督 信者と は 全然 異り、 世 を 感化し 叉 は 之 を 支配 

C00OOOOOO00O0OC0O  00  0-00000000000000 

せんと 欲せす して、 世と 相對 して 鬪ひ、 之に 對 ひて 信仰の 證 明を爲 さんと した、 彼等 は此 世に 於て 多 

數を おめて 其 勢力 を 掌握し 之 を 聖き祌 の國と 成さん と 努めなかった、 彼等 は 聖書の 明言に 循ひ 「自か 

ら賓 旅な り 寄寓 者な り」 と 信じて 遙に 天に 在る 國を慕 ふた (希 伯 来書 第 十  一 ^s、 彼等の 敎會は 世に 


勝って 其 主人公と 成らん と 欲する 敎會 でな くして、 世と 相對 して 終極まで 鬪 はんとす る敎會 卽ち眞 

正の 意味に 於ての chnrch  militant であった、 彼等 は 使徒 ヤコ ブの首 葉 を 文字通りに 信じた、 曰く 

「汝等 世 を 友と する は祌に 敵す るなる を 知ら ざらん や、 世の 友と ならん こと を 欲 ふ 者 は 神の 敵な り」 

そむ 

と (雅各 書 SI 章 ra 節)、 此世は 神に 反き し 者、 故に 神の 敵で ある、 故にせ と 和す る は 神に 敵す るので 

あると 彼等 は ^ く 信じた、 故に 彼等 は絶對 的に f と 妥協し なかった、 彼等が 故國の 英阈に 在りて， 國 

王 を 始めと して 大臣 拉に國 全體、 竝に國 敎會の 監督 信徒 等に 忌み嫌 はれし 理由 は玆 にあった、 彼等 

は 狭き、 所謂 融通の きかない 人 等であった、 斯て 彼等 は祌を 畏れて f と 人と を 恐れなかった、 而 して 

獨ー の 神 を 友と して 持つ 以上 は 全世界 を 敵と して 有つ も 恐れす と 信じた、 赏に 御し 難き：^ とて 彼等の 

如きはなかった、 然れ ども 淸廉 にして 潔 ほ 最も 信賴 すべき 民であった、 英國は 彼等 を 失って 其 最良 分 

A  A 厶 A 厶厶 厶厶 △△△<!△△△  A 厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3<3<！  A  A  ^  A  A 

子 を 失った ので ある、 而 して 最も 不思議なる 事 は 世 を 敵と して 有ち し 彼等が 殺 も 徹底的に f を 善 化し 

事で ある、 今や 英米の！^ にして 彼等の 業爲 を頌揚 して 止まざる 者 は 彼等と 全然 信仰 を與 にす る 者で 

ある、 若し ピルグリム 祖先 をして 今日 在らし めば、 彼等 は 近代 人、 殊に 近代の 敎會者 を 目す るに 神の 

敵 を 以てする であらう、 然れ ども 彼等の 敵が 今や 彼等 を頌揚 して 止まない ので ある、 此世を 敵と した 

者が 最も 深く 此世を 善 化した ので ある、 之を稱 して 信仰の 逆 說と云 ふので あらう、 不思議で ある、 然 

し事實 である、 其 正 反 對に此 世と 安 協し、 之 を 友と して 持たん と 欲して 4- まざる 近代の 敎會者 程此世 

を 毒す る 者 は 無い ので ある、 時 は 國贼を 化して 愛國 者と なし、 敎會 の攪亂 者を變 じて 其 恩人と 成す、 

ピルグリム 祖先 も 其 類で ある、 英米の 敎會者 等 は 今や 凡ん 等の 信仰的 房 者の 偉業 を紀 念しながら ま已を 

殺 せ し預霄 者 の 墓碑 を 建 てつ、 あるので ある。 
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〇 ピルグリム 祖先に も敎會 があった、 それ は 聖書に 明記せ る 「天に 錄 された る 長子 どもの 敎會」 であ 

,  えん  おの づ  <  <  , 』 

つた (希 伯 来書 十二 章仆三 節)、 神に 召され 又 撰 まれた る 者が 自 から 成す 集圑 であった 故に 之に 人 

の 定めた る 制度はなかった、 監督な く 叉 長老な く、 信者 各自の 靈に 於て 福音 を 以て 神に 事 ふるの 外に 

祭事 もな く 亦儀禮 もなかった、 彼等の 信ぜし 所に 由れば 眞の 信者の 在る 所に 敎會 があった、 卽ち 信者 

有っての 敎會 であって、 敎會 有っての 信者でなかった、 故に 制度と しての 敎會を 重視す る當 時の 英國 

厶厶厶 厶厶厶 厶 △△△△△△△ 厶厶厶ム 厶厶 △△△△△△△△△ 

の 社 會には 到底 容れ られ なかった、 實にピ ル グリム 祖先 は 三百 年 前の 英國に 於け る 無敎會 信者で あつ 

た、 敎會は 合同 論者 (unionists) であるに 對 して 彼等 は 分離 論者 (spparatiHtH) であった、 彼等 は 

敎會 より 分離す る を 以て 神に 對 する 義務で あると 信じた、 而 して 是 等少數 の 分離 論者 に 由り て 英米の 

基督 敎界は 一 變 せられた ので ある、 誰か 曰 ふ 分離 は惡 事な りと、 基督 敎は素 * 分離 敎 なる 事 を 我等 は 

忘れて はならない。  • 
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强 くなる の 道 • 

新年の 標語の 說明 として 一月 一 日 今 井 館に 於て 爲 せる 講演の 大意 

わが 子よ 汝 キリス トイ H ス にある 恩に 堅固く なるべし (テ モ テ 後書 一 一章 一 節) 

これ パ ゥ 口が 晚 年に 於て 其 弟子 テ モ テに首 ひお くりし 語で ある、 玆に 注意すべき は 「堅固くな るべ 

し」 の 一語で ある、 今 以弗所 書 六 章 十 節 を 見る に 「我 兄弟よ 主 及び その 犬なる 力に 頼りて 剛健くなる 

べし」 と ある、 その 「剛健く なるべし」 は 「堅固く なるべし」 と 同一 の 原語 を 用 ひて 居る、 故に 英譯 

i め 書に は 共に be  strong  (强 かれ) と譯 して ある U されば 「堅固く なるべし」 は 「剛健く たるべし」 

lj ぐみ つ VI 

と 改める 方 比較的 原意に 近 い の である。 「汝 キリ スト イエ ス にある 恩に 1; 健くなる ベ し」 と 云 ひ 

「主 及び その 犬なる 力に 賴 りて 剛谜く なるべし」 と 云 ふ、 剛健くなる は 同より 必要なる 事で あり 又 我 

等の 願で ある、 H マ ソン は 「青年よ 强 かれ」 と 叫んで 多くの 若き 人 を激勵 した、 基督 者の 願は强 くな 

る ことで ある、 しかし 强く なり 得ざる が 其 歎きで ある、 朝に 心 を^く して タに 挫け、 昨 は 決心 を 新た 

にせし も 今 は 忽ち 弛む が 常で ある、 强く あらんと して 强く 成り 得す、 强 くな らんとの 凡ての 努力 も 唯 

いたましき 失敗 を 持ち 來す のみで ある、 日々 十字架 を 負 ひて 勇ましく 主の 跡 を 追 ひ、 此 世の あらゆる 
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誘惑 を 岩が 矢 を I ね 返す 如く 跳ね返 さんとの 決心 を 幾度 立て直す も、 依然として 誘 ひに 負く る 5^ き 己 

を 見出す のみで ある、 あ、 1 おきかな 我よ！、 强 くな らんと 願 ひて 强く なり 得ざる 此 失敗、 此 苦痛、 こ 

れを 毎日、 毎月、 毎年 繼 返して 遂に 墓に 至る ので あるか。 

今 原語 架； 書に 於て 右の 二の 節 を 見る とき 「剛健くなる べし」 とい ふ 働詞が 文法 上受働 ugsive 

voice) である 事 を 見出す ので ある、 故に 共に 「剛健く せらるべし」 と譯 して 初めて 原意 を 正確に 表 

し 得る ので ある、 以弗所 書に 於て パゥ 口の 雷 ふところ は 「主 及び その 大 なる 力に 頼りて 剛健く せらる 

ゆ レ」 である、 自己の 力に 於て 剛健く なれで はない、 主の 犬なる 力に 賴 りて 剛健く せらるべし (强く 

せられよ) である、 自力に て は 到底 强く なり 得ない、 故に 主の 犬なる 力に 賴 りて 强 くして 頂く ので あ 

る、 我に は 力が 缺 乏して ゐる、 我 は 到底 己を强 くな し 得ない、 故に 自ら 自己 を 強く するとい ふ しき 

企て を やめて 他より 强 くせら る 、道 を 取る ので ある、 そして 基督 者の 賴る もの は キリ ス ト と其大 なる 

力で ある、 この 力 を 我に 分ち て 貰 ふので ある、 この 力の 一部分 を分與 して 頃く ので ある、 そして 強く 

して 頂く ので ある、 他に 基督 者の 强 くなる 道 は何處 にもない、 故に 言 ふ 「主 及び その 大 なる 力に 賴り 

て ぼ 健く. y らる べし」 と、 これ 基督 者の 强 くせら る&道 である、 叉 基督 者の 事實 として 味へ る 所で あ 

る 0 

； W しながら 此の 以弗所 書よりも 尙ほ數 年後に 於て 認められた 提摩太 後書の 語 は 少しく 意味 を 異にし 

てゐ るので ある、 「ぼ 健く せらるべし」 と 云 ひて、 自力 を 以て 强く ならん とせす して 他より 强 くせら 

る、 と 云 ふ點は 同一 であるが、 彼が 「主 及び その 犬なる 力に 賴 りて」 と あるに 對 して 是は 「キリスト 

ィ H ス にある  1? こ (よりて)」 と ある 點が 違って ゐる、 主の 犬なる 力に よりて 强 くせら る" は 固より 信 


仰 上の 事實 であり、 又もと より 良き 事で ある、 併しながら 我等の 注意すべき は、 以弗所 書 を 認めた る 

當 時の パゥ n と 提摩太 後書 を 認めた る當 時の パゥ 0 との 間の 信仰の 進歩で ある、 提摩太 後書 はパ ゥ 口 

の 最後の 作で ない とする も、 少く とも；： 取 後の 作の 一 である、 彼れ はや 御國に 召さる、 時 近づきて、 此 

世に 於け る戰は 勝利 を 以て 終り、 今や 只管 主よりの 召し を 待ちつ.^ あつたの である、 「われ 旣に 善き 

戰を戰 ひ、 旣に馳 るべき 途 程を盡 し、 すでに 信仰の 道 を 守れり、 八/より 後ち 義の 冠 我が 爲に備 へ あ 

り、 主卽ち 正しき 審判 をな す 者 其 日に 至りて 之 を 我に 與ふ」 と 彼 は 同じ 提摩太 後書に 於て 言 ふて ゐる 

偉大なる 圓熟、 之 は 健かに 當 時の 彼の 所有物 で あった。 

故に 「主 及び その 犬なる 力に よりて 剛健く せらるべし」 より は 「キリスト イエスに ある 恩惠 により 

て 剛健く せらるべし」 の 方が 信仰と して 储に 進步 し、 且 熟して ゐ るので ある、 たに 力 を 受けて 强 くな 

oooccoon-  000000  おの づ I 

り 度し と 願 ふので はない、 充分に 靈 魂の 上に 恩惠を 受けて その 結 31^ として 自 から 强 くせら る- -と云 ふ 

が 理想の 狀態 である、 まことに 義 とせられ、 潔 めら る、 の 恩惠に 接し、 それに 伴ふ歡 喜と 平康 とが 心 

に充 ち、 それ こ， 對 する 感謝が 裕に 心に 漲る とき は 願 はすして 力 は 加 へられる ので ある、 然るに 世の 多 

くの 基督 者 は 此事を 知らす して 唯 力 力と 云 ひて 哀 求し、 只强 くな り 度し なり 度し と 焦慮して ゐる、 そ 

して 強く 成り 得すとの 悲歎に くれて ゐる、 かくて は哀 求と 焦慮と 悲歎の 中に 一 生 を 送る ほかない ので 

ある、 これ 源泉 を 掘らす して 徒らに 靈の寶 水 を 求む る 類で ある、 まづ恩 惠の裕 なる に 接せよ、 まづ神 

O000O000OO0000  O000O0O0O000000CO00 

の 恩惠の 大海に 己 を 投げ入れよ、 そして 自 から 强 くせら る.^ の 喜びに 入れよ、 是が强 くなる 最上の 道 

である。  - 
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イエ スを迎 へま つれよ 

イエス は 言 ひ 給 ひました， 視ょ 我れ 戶の 外に 立ちて 叩く、 我聲を 聞きて 戶を 開く 者に は、 我れ 其 人 

の 所に 来らん、 我 は 其 人と 情に、 其 人 は 我と 偕に 食 せんと (默示 錄三章 二十 節 )o 

ィ H スは祌 の 御子であって、 萬 有 を 其 掌に 握る 方ではありません 乎、 彼 は 何故に 戶の 外に 立ちて 叩 

き 給 ふので あります 乎、 何故に 我等が 開く を 待た すして、 其 大能を 以て 之 を 押 開き- 或は 之 を 打壤し 

て、 人 来りて 我等 を 捕へ、 我等 を其從 者と なして 救 ひ 給 はたい のであります 乎、 罪人 を 救 はんとす る 

に 方て、 我等が 內 から 救拯の 聲に應 する を 待つ の 必要 はないで はありません 乎。 

否であります、 ィ H スは 我等 を 愛し 給 ひます、 人と して 我等 を 敬 ひ、 我等の 自由 を 重んじ 給 ひます" 

故に 强盜の 如くに 我等 を 襲 ひ 給 はす、 紳士の 如くに 我等 を 見舞 ひ 給 ひます、 故に 彼 は 我が 心の 戸の 外 

に 立ち 靜にコ ッコッ と 叩き 給 ひます、 彼 は 我が 承諾 を 得て 我衷に 入らん と 欲し 給 ひます、 強制 は 何よ 

り も 彼が 忌み 給 ふ 所であります、 彼 は 善を爲 さんが ためとて、 決して 暴力 を 用 ひ 給 ひません、 彼は自 

由に 迎 へられて 自由に 惠 まんと 欲し 給 ひます、 故に 萬 有の 主な りと 雖も、 服從を 迫り 給 はす、 歡迎を 

待ち ひます。 

主 は戶の 外に 立ちて 叩き 給 ひます、 我れ なる ぞ、 開けよ 開けよ と。 

嗚呼 何故に 遲疑 する のです 乎、 何故に 直に 立ちて 戶を 開いて 彼 を迎へ 奉らない のです 乎、 彼 は 今日 


汝を 見舞 ひ 給 ひました、 彼 は 何時までも 戶の 外に 立ち 給 ひません、 叩く 丈け 叩きて 內ょ リ應ぜ ざる 時 

は、 彼 は汝の 門前 を 去りて、 再び 汝を 訪れ 給 はない 乎 も 知れません、 「今日と 云 ふ 今日、 汝 若し 其聲 

を 聞かば、 汝の心 を剛復 にして 彼 を 斥く る 勿れ」 とあります (希 伯 來書三 章 十五 節)。 

鬥を 叩け よ、 然 らば 開かる、 こと を 得ん、 と 言 ひ 給 ひし ィ H スは、 何時まで 俟も汝 の 彼に 来らざる 

を 知り 給 ひました るが 故に、 今 は 彼 御き 身 汝の許 を 訪れ、 汝の鬥 を 叩き 給 ふので あります、 汝 より 進 

んで彼 を 求むべき であるに、 今や 彼より 汝を 見舞 ひ 給 ひます、 彼を迎 へま つらす して 可で せう 乎、 嗚 

呼 彼を迎 へまつ りて、 彼 をして 我 身 我家 の 主人公た らしめ まつ ら すし て 可 t でせ う 乎 (馬 太傳七 iiMf 七 節 > 


單 獨の 讚美 


米國 メソヂ スト 敎會 派遣 宜敎 師祌學 博士 S . H ウェイ ン ライト 氏が 余輩の 缺點數 々を 列舉 せし 批評 

の 一節に 曰く 「彼 は單獨 にして 何人と も 共働す る 能 はす」 と、 余輩 は今兹 に 博士の 此 言に 對 して 自分 

を 辯 護 せんと 欲する ので はない、 余輩 は 博士が 余輩の 缺點に 就て 知って 居る より は ヨリ 以上 自分の 缺 

點に 就て 知って 居る 積り である、 然し 乍ら 余輩 は玆に 博士 を 以て 代表せ らる& 米國 基督 信者 の 全體、 

に 彼等の 派遣に 係る 宣敎師 等に 由て 敎 へられ 叉 養 はる &我國 多數の 基督 敎 徒が 懷く 誤謬の 一 に 就て 

說明を 試みん と 欲する、 それ は 彼等 全 體が單 獨を惡 事と 見做す 事で ある、 彼等 は 「人 は 社交的 動物な 
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り」 と 云 ふ希臘 折" 學の立 一一 一一 n を 基督 敎的 眞理と 見做し、 之に 反する 者 を 以て 基督 敎の根 本義に.^ する 如 

くに 兒做 すので ある、 彼等に 取りて は 基督 敎 維れ 共 倒 生活で ある、 故に 信仰 維れ 集會 である、 M 體の 

大 なる を稱 して 宗敎の 隆盛と 云 ひ、 集 會の繁 きを 以て 信仰の 熱烈と 稱す、 彼等 は 敎會て ふ 目に 見 ゆる 

團體と 離れて 宗 敎を考 ふる 能 はす、 集會の 無き 所に 信仰 を認 むる 事が 出来ない、 故に 偶々 圑體を 離れ 

みすち つく  ゆん 

て 信仰 を 維持す る 者が あれば 彼 を 呼ぶ に祌祕 家の 名 を 以てす、 現に 同じく 米國 赏敎師 にして パプ チス 

ト 派の W  • アキ スリ ング！^？^が米國某地に於て爲せし演說の屮に余輩を日本の ミス チックと して 紹介し 

たとの is^ を讀ん だ、 然し 乍ら 基督 敎を 團體 的に 見る は是 れ米國 人の 見方であって、 是れ必 しも 眞 正の 

見方で はない、 米國 人が 多くの 事に 於て 誤って 居る やうに 此 事に 於ても 誤って 居る 乎 も 知れない、 故 

にへ.^ isf は 米 國神學 博士に 余輩の 行動 を 非難され たと て 敢て失 落膽 する に 及ばない、 余輩 は 先 づ靜に 

聖書に 依り 彼等 米國 基督 信者 等の 立場 を 研究して 余輩に 關 する 彼等の 批評に 答 ふべき である。 

而し て 余輩 は 聖書 を 精讀し て 米 國某督 信者 の 基督 敎觀 に 同意す る 事が 出来な いので ある、 聖書 は 決 

して 單獨 を絕 對的惡 事と して 敎 へない ので ある、 其 反對に 聖書 は 寧ろ 單獨 を獎勵 する ので ある、 先づ 

第一 に 神 は 一 であって 單獨 であり 給 ふ、 而 して 神に 揮 ばれし 者 は 大抵 は單獨 であった、 信仰の 祖先と 

稱 せらる k ァ ブラ ハ ム は單獨 であった、 彼れ 未だ メソ ボタ ミヤに 在りし 時、 榮 光の 神 現 はれて 彼に 曰 

ひ 給 ひける は 「汝 の國を 出で 汝の 親族 を 離れて 我が 汝に 示さん 所の 地に 至れ」 と (行 傳七章 三 節)、 

斯 くして ァ ブラ ハムの 一 生 は 單獨の 一 生であった、 彼 は カラ ンに 於て 父に 死別れ、 H ジブ 卜に 流浪し 

力 ナン に歸 りて 甥の n トと 離れ、 ソ ドム 人と 合 はす、 ゴ モ ラ 人と 親ます、 た M ホパ を 友と して 一 生 

を 終った、 「アブ ラ ハ ム神を 信す …… 彼 又 神の 友と 稱れ たり」 と ある を 見て 神 を 除く の 外に 友と 稱す 


しる  ャペて 

べき 友の 彼に なかった 事が 察せられる ではない 乎、 書に 於て ァプラ ハ ムに關 して 錄 された る 總の言 

を^ 合して 見て 彼が 交際 社會の 人で あつたと は 如何しても 思 はれたい ので ある。 

OOOOOOOOO0O0OOOO0OOOO0 

祌 の人モ ー セ に 就ても 同じ 事 を 言 ふこと が 出来る、 彼 は 歳 S: 十. にして H ジブ トを遁 にて ミデァ ン の 

.K し-一  しょ 

地に 行いた、 彼處に 於て 妻を迎 へ、 子 を 儲けし と 雖も彼 は 單獨の 生涯 を 送った、 彼は獨 りで 棘の 中に 

H ホ. パ の 聖召を 蒙った、 獨 りで 幾 同かシ ナイ 山の 鶴に 登り 其 所に エホバ の 啓示に 與 つた、 イスラエル 

の 民の 中に 彼が 友と すべき 者 は 一 人 もなかった、 彼の 兄た るァ 口 ンも、 妹た る ミリアム も 彼 を 誤解し 

て 彼 を 責めた、 彼 は 四十 年間、 曠野に イスラ H ルの" を 率 ゐて染 々と 人生の 孤 獨を味 ふた、 彼 は 自己 

に 民の 罪を擔 ひて、 彼等の 爲に 祈て 曰 ふた 「彼等の 罪を赦 し！^ へ、 然ら すば 願く は汝の 書記し 給へ る 

ふみ  けし さ 

書の 中より 我 名を抹 去り 給へ」 と (出 埃 及 記卅ニ 章卅ニ 節)、 是 はたし かに 孤獨の 人の 發 せし 一一 一一 n であ 

る、 彼 は 叉堪へ 難き 孤 獨の情 を 抒て曰 ふた 

もろく  なんち  さ 

我等の 諸の 日 は爾の 怒に よりて 過去る 

我等が 總の 年の 盡るは 一 息の 如し 

我等が 年 を 經る日 は 七十 歳に 過す 

或 ひは壯 にして 八十 歳に 至らん も 

その 誇る 所 は 唯 勤勞と 悲歎との み 

その 去往ゃ 速に して 我等 も 亦 飛 去る 

と (詩篇 九十 篇九、 十 節)、 誰か 此言の 中に 孤 獨の悲 調 を 認めざる 者が あらう、 是は 決して 今日の 米 

國神 學博丄 等が 其 「活動」 に從 事し つ \ ある 間に 發し 得る 首で はない、 而 して 此モ ー セは獨 り 生きて 
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獨り 死んだ、 獨り ビス ガの ，巔 に 登り 獨り 死して エホバ 御自身の 葬る 所と なり、 民の 中に 彼の 墓 を 知る 

人な しと 云 ふ (申命記 三十 四 章 一 —七 節)、 偉大な りし 神の 人モ I セは 如何 見ても 社交、 交際の 人で 

はなく して 單獨 にして 祌 をのみ 友と した 人で ある。 

而し て 預言者 H リャは 如何に？ 彼 は 何で あ つたに しろ 今日の 米國 宣敎師 等に 由 て 代表せ らる 、社 

交の 人ではなかった、 ギリ アデの 野人な りし 彼れ H リャは 特に 單獨の 人であった、 彼 は 飄然と して 獨 

り 現 はれ 来り、 鼠 然として 獨り 消え去った、 彼 は單獨 にて バ アルの 預首 者數百 人と 相 射し、 獨り鬪 つ 

て獨り 勝った、 彼は會 堂に 會 衆の 慰藉に 與ら すして、 神の 山ホ レブに 大風の 中に 細き 微 たる H ホバ の 

聲を閜 いた、 彼の 弟子 は 唯一 人、 而 して H リシ ャは H リャの 後を繼 ぎて 其師に 等しく 單獨の 預言者と 

.Tii しる 

なった、 聖書 は 師弟 訣別の 狀を 記して 云 ふ 「彼等 進みながら 語れる 時 火の車と 火の 馬 現 はれて 二人 を 

隔たり、 H リャは 大風に 乘 りて 天に 昇れり」 と (列 王 紀略下 二 章 十一 節)、 單獨の 師に對 して 單獨の 

弟子が あった、 彼等 は 師弟の 交際 を すら 長く 樂 しむ 事 を 許されなかった、 試に 若し H リャが 今日の 基 

督敎界 に 現 はれた とすれば 如何に？ 其 宜敎師 と 牧師と 傳道師 と は 之に 奇人 又は 變 人の 名 を附 して 一 

切 之に 取合 はないで あらう、 彼等 は H リャの 偉大 を 口にする も、 彼等の 內 何人も 之に 傚 はんと はしな 

い、 今日の 基督 敎界は 到底 H リャ 系の 信者に 堪へ 得ない ので ある。 

エリヤの 後に 来りし H レミ ャは 如何に？  M レ ミヤ は 果して 米國 宣敎師 等の 意に 合 ふが 如き 預首者 

なりし 乎、 H レ ミヤ は 社交の 人な りし 乎、 M レ ミヤ は此 世の 政 S 家 叉 は實業 家と 共に N ホバ の 道 を傳 

へ て 恥と せ ざり し 乎、 誰か 耶利 米亞 記と 哀歌と を讀 んで此 人の 特に 單獨の 人な りし 事 を 認めざる 者 あ 

らん や。 


か- r- ベ  さ  ； J すめ 

あ. - 我れ 我が 首 を 水と なし、 我が 目 を 涙の，！^ となす 事 を 得ん もの を、 然れば 我れ 我が 民の 女の 殺 

なけ  bin たびびと や， とりどころ 

. された る 者の 爲に 晝夜哭 かん、 あ V 我れ 曠野に 旅人の 寓所を 得ん もの を、 然れば 我れ 我が 民 を 離 

れて 去り 往 かん  ■  . 

と 叫びし 者 は 孤獨の 人なら ざり し 乎 (耶利 米 亞記九 章  一 、二 )* 又 「我 は 彼の 震 怒の 笞に 由り て 艱難 

にー遛 ひたる 人な り」 と 言 ひて 後に 

:*ろ  い つくしみ  あはれ， ひ  わか  くびき 

我等の 尙ほ 滅びざる は エホバの 仁愛に 由る、 その 憐 潤の 盡 きざる に 因る、 …… 人 若き 時に 軛を負 

ふ は 善し、 H ホバ之 を 負 はせ 給 ふなれば 獨り 坐して 默 すべし 

と獨 語せ し 人 は 信者 不信者 協戮 して 交際 場 裡に福 昔 宜傅を 語る 米國 宣敎師 等と 類 を 共に する 神の 僕な 

りし 乎 (耶利米：^^哀歌三章ニニ丄 一八)、 「エホバ 之 を 負 はせ 給 ふなれば 獨り 坐して 默 すべし」 と、 

若し 神 の 預首 者な ら すして 余輩が 此 言 を發 したりと せん 乎、 今日の 敎會 は必す 余聚を 呼ぶ に悲觀 家の 

名 を 以てする ならん、 誠に<^r'日の基督敎徒は預曾者^l レ ミャに堪へ得なぃ のでぁる、 彼等に して 眞面 

目に 耶利米 亞記を 研究す る. 者 は 甚だ 稀で ある、 彼等 は 耶利米 亜 哀歌に 悲哀 美 を 嘆賞す るの 外に、 之 を 

己が 實験 として 讀み 得る の 能力 を 有た たい、 彼等に 取り H レ ミヤ は 悲歌 慵慨の 代名詞た るに 過ぎない、 

彼に 傚つ て獨り 民の 爲に 泣く と 云 ふが 如き は 浮虚輕 薄の 今日の 基督 敎 徒の 及び もっかぬ 事で ある。 

其 他の 舊 約の 勇者た るギ デオン、 バラク、 H プタ、 サム ソン 等 は i$ れも 單獨の 人であった、 彼等 は 

衆と 共同して 國を 救った ので はない、 神に 頼り 獨り 大事 を爲 したので ある、 所謂 社交的 基督 敎と稱 し 

て 多数の 力 を 借りて 世 を 改め 國を救 はんとす るが 如き は 神の 人の 爲 さんと した 事で はない、 士 師も預 

首 者 も 皆な 悉く 單獨の 人であった、 八，' 日の 宣敎師 等と は 全然 質 を 異にした る 人であった。 
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而 して 新約の 人 も亦爾 うであった、 M スもパ ゥロも ヨハネ も 所謂 社交の 人ではなかった、 M スは預 

1ーーー门 者の 所謂 「侮られて 人に 棄られ 悲哀の 人に して 病 を 知る」 人であった、 彼 は 其の 少數の 弟子に さへ 

いんちん う かづ？  な 

棄 られ、 獨り茵 藤の 杯 を 飲み、 獨り卜 字 架の 苦楚を 嘗め 給 ふた、 パゥロ も 亦 畢竟 孤獨の 人であった、 

彼の 唱 へし 福音 は 非常に 獨創 的の ものであって、 之 を 解し 得る 者 は 極めて 少數 であった、 ヨハネ も 亦 

其 晚年を パト モスの 孤島に 送り、 玆に 天よりの 默 示に 接して 莊大絕 美の 默示錄 を 書いた、 其 他 ピリ ボ 

でも、 ス テパノ でも、 バルナ バ でも、 所謂 交際 場裡の 人ではなかった、 彼等 は 委員 を 設けて sffilE を 作 

ら なかった、 馬 太 俾はマ タイ 一 人が 書きし 者、 路加 俾は ルカ 一 人の 作， 默示 錄はョ ハ ネ 一 人の 終末 觀 

-.' ち こ み 

であった、 ステ パノは 衆と 共に 迫 {4" を 受けなかった、 一人 眞理 を證 明して 石に て擊 殺された、 ピリ ポ 

は 傅 道圑を 作らす、 一人 道に H テオ ピャの 大臣 を 擁し、 車中に 入りて 彼を敎 へ、 路傍に 流る、 小川に 

下りて 彼に 悔改の バプテ ス マを投 けた (行 傳八章 一 一 卜 六 節 以下)、 一 人で ある、 一 人で ある、 きと か 

ソ リス チャン 

團 とか 同盟と か 委員と か 云 ふ 事 は 近代 人、 殊に 集合的 米國 人の 爲す 所の 事であって、 初代の 基督 者の 

爲 した 事で はない、 初代の 基督 者 は舊約 時代の 士師預 一一 一一 口 者 等と 同じく 神と 偕に 在りて 獨 りで 闘って 獨 

ュ -ー オン ィ. スス トレ ングス 

りで 勝った、 彼等 は米國 人の 如くに 「共同 は 勢力な り」 と は 一 百はなかった、 モ ー セ と共に 一一 一一 n ふた 「ェ 

ホバは 我 力 我 歌な り、 彼 は 我が 救拯 となり 給へ り」 と (出 埃 及 記 十五 章 二)、 彼等 は 圑體の 勢力 を 頼 

みて 事を爲 さんと しなかった、 「主我 を 助く る 者 なれば 恐怖な し 人我に 何 をか爲 さん」 と 首 ひて 人の 

ゥ リス チ 

援助 を俟 すして 進んだ、 王に 顿るも 衆に 賴るも 人に 賴 るの 點に 至て は 少しも 異ならない、 而 して 基督 

者 は 王公 費 埃に 愤ら ざる やうに 又 民衆 M 體 にも 親らない ので ある、 基督 敎は 決して 民主々 篛 ではない- 

ooococ〇oooooooocc-oc-c-ooooooo クリスチャン  け ふり,、 

基せ 敎は信 神 主義であって 其 根柢 は き 堅き 個人主義 である、 基督 者 は 他人と 協戮 する 能 はすと て悲 


まない、 神と 偕に 歩む 能 はすと て 歎く、 傳道會 社に 賴ら ざれば 傳道 する 能 はす、 屮 I 版會 社に 依ら ざれ 

ば 著述す る 能 はす、 有力者の 後援 あるに あら ざれば 敎育 にも 慈善に も從 事す る 能 はざる 者 は 神の 子に 

して キリス 卜の 僕た る 基督 者で はない、 基督 敎を 社會的 勢力と 解す るが 如き 大 なる 誤解 はない、 基督 

敎は 決して 人の 力で ない、 神の 力で ある、 先づ 第一 に 個人の 靈 魂に 臨む 神の 力で ある、 故に 單獨の 人 

を 以て 世界人 類 を 動かす 力で ある。 

故 に 深く 基督 敎を味 ひし 人 はすべ て 單獨の 人であった、 詩人 ダ ン テ は 單獨を 好む 單獨の 人 で あった、 

彼の 『神曲』 は 作詩 委員の 合作で はない、 ル ー テル も 亦單獨 の/、 であった、 彼の 獨逸譯 聖書 は 英譯又 

は 日本 譯聖 書の 如くに 飜譯 委員の 手に 由て 成った 者で はない、 其の 特に 贵きは 之れ がた めで ある、 人 

類あって 以來、 委員 制度に 由て 雄篇 大作の 成った 例 は 一 もない、 ；大才 は 個人的で ある、 凡人が 犬才に 

傲 はんとす る 時 に 止む を 得す 委員 會を 組織す るので ある、 信仰の K 盛なる 時に 圑體は 重 ぜられ ない、 

共同 一 致の 必要の 唱 へらる、 時 は必す 信仰の 衰 へたる 時で ある- ル ーテ ルは！^書會社の依顿を受け、 

きめ  0  0 

確實 なる 報酬 を保證 せられて 聖書 を獨逸 語に 譯 したので はない、 彼 は獨り 決て 獨り 行った、 H 一士に ル ー 

テル 譯 であって、 日本 譯 聖書の 如くに 委員 譯で ない、 日本 譯聚 書の 獨逸譯 聖書に 及び もっかない 现由 

は兹に 在る ので ある、 委員 譯に 碌な 者の あり やう 害がない、 聖書 は 元々 單獨の 人 等に. e て 書かれた る 

書で あるが 故に 多數の 委員に， E て 完全に 譯 され やう 害がない、 見よ 委晨に 由て 爲 されし 事業 を、 事 は 

遲々 として 涉ら す、 入費 は 多くして 結 は 平凡で ある、 故に 祌は其 御 事業 を 爲し給 ふに 方て 委員 を以 

て せす して 單獨の 人 を 以てし 給 ふ、 ミ ル トン も、 カント も、 ジョ ナン. H ドヮ ー ドも、 モ ー セス • ス 

チ ユア ー トも 單獨り 働いて 單獨 りで 功を擧 げた、 近代の 敎會 より 3： の 偉大なる 事の 出で 来らざる は、 
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信者が 多數の 力に 賴ん で、 祌に賴 みて 單獨り 働かん としない からで ある、 米國 {ー且 敎師等 は 多くの 呪 ふ 

べき 誤謬 を 我等に 傳 へた、 而 して 其 最も 犬なる 者 は 彼等の 誤りた る 民主 思想より 出た る 誤りた る 多 

數 主義で ある、 我等 は 聖書の 上に 立ちて 信仰の 事に 就て は 殊に 淺 薄なる 米國 人の 此 思想、 此 主義 を排 

斥すべき である。 


アベル 族と 力 イン 族 

信者に 二種 ある、 アベル 型の 信者と 力 イン 型の 信者と 是れ である、 アベル 型の 信者と は 創世記 四 章 

5 ひ ！-ー  ろな へ. b の  i! が や 

に 於て 示さる、 が 如くに 羊の 初生 を 供物と して M ホバ に獻 ぐる 者で ある、 力 イン 型の 信者と は 土 を 耕 

して 其 產を獻 ぐる 者で ある、 羊 か 土の 產か、 之に 由て 信者の 神に 對 する 態度が 定 るので ある、 羊 は 神 

いけ じへ  つち r- ん  くもつ 

が 定め 給 ひし 犠牲であって、 土の 產は 人が 選み し 供物で ある、 羊 は 代 贖 を 意味し、 土より 出た る果は 

已が義 を 代表す る、 アベル は 神の 規定に 循ひ >  自己の 罪 を 認め、 之 を 羊の 艉に 託して 燔 祭の 供物と し 

て 神に 獻 げたので ある、 力 イン は祌の 規定 を 省みす、 己が 義 しと 信す る 所に 由り、 己が 手に て 作りし 

もち.？.；， 1  かへ りみ 

物 を携來 り、 神に 報 ゆるの 心 を 以て 之を獻 げたので ある、 然るに 「エホバ は アベルと 其 供物 を 看 顧た 

まひし かど も、 力 インと 其 供物 を 眷み給 は ざり き」 と 云 ふ。 

信者 は 神に 何物 を か獻げ なくて はならない、 然れ ども 何を獻 ぐべき 乎 は 最大 の 注意 を 要する 問題で 


ら と  そな へらの  iii しひ  たま 

ある、 「神の 要求め 給 ふ 祭 物は碎 けたる 靈魂 なり」 である (詩篇 五十一 篇 十七 節)、 故に 祭 物 は此靈 

魂 を 代表す る ものでなくて はならない、 碎 けたる 靈魂、 自己に 何の 善き 事 を も 認めす して、 「噫 我れ 

苦 困る 人なる 哉、 此 罪のう 體 より 我 を 救 はん 者 は誰ぞ や」 と 叫ぶ 心、 此心を 代表す る 者が 羊で ある、 燬 

盡、 す 正義の 神の 前に 己が 身を投 出して 其 赦しを 乞 ふの 態度 は 最も 明白に 羊の 初生の 犠牲に 於て 現 はる 

るので ある、 アベルに 此心 があった、 力 インに 此 心がなかった、 力 インに 有った もの は 義務の 觀念、 

責任の 觀念、 奉仕の 觀 念であった、 是れ 勿論 貴き 觀念 であった が、 最も 貴き 觀 念でなかった、 神はァ 

ベルに 於て 自己 を虚 うする の 心、 力 インに 於て 己が 義 以上に 義を 求めざる の 心 を 認め 給 ふた、 故に ァ 

ベル を a びて 力 イン を眷み 給はなかった ので ある。 

今の 世に 於ても ァ ベ ル 型の 信者と カイ ン 型の 信者と が ある、 今や ァ ベ ル の獻 ぐる 祭 物 は獸の 羊で は 

なくして せの 罪 を £ ふ 神の 羔 である、 アベル は 毎日 此 供物 を獻 ぐる、 彼の 義は すべて 其 上に 在る. 彼 

； il^l や  つち  たて 

は 力 イン の 如くに 己が 耕せし 土の 產を 以て 神に 近づかん としない、 羔ィ H スは 神が 彼の 爲に 立た まひ 

し義 また 聖 また 贖で ある、 ^イエス、 アベルの すべて は 之 を 以て 盡 きて 居る、 彼 は 之 を 以て 神に 到り 

神 は 之に 由り て 彼に 臨み 給 ふ、 ィ H スに 在りて 神と 人との 間に 完全なる 交通が 行 はれる、 而 して アベ 

ル 型の 信者 はすべ て此 一個の 盖に 由り て 神に 事へ、 彼に 在りて ー體 となり、 彼 を 通して 相愛し、 相 交 

はる 0 

力 イン 型の 信者 は 之と 異なる、 彼等 は 彼等の 運動 努力に 由り て 成りし 改良され たる 社會と 改造され 

たる 世界と を 神に 獻げて 其 嘉納に 與 からん とする、 彼等 は羔ィ H スの行 爲に傚 はんとす る も、 其 死 を 

彼等の 代 贖 的 犠牲と 認めない、 而已 ならす 斯く認 むる を 迷信な り、 猶太 的 思想の 遣 物な りと 稱 へて 嘲 
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けり 笑 ふ、 其 意味に 於て 今 も 猶ほカ イン は アベ ルを 殺しつ. - ある、 然れ ども 勝利 はや はり ァ ベ ル に 

歸 する であらう、 羔の血 は 終に 世に 勝つ であらう * 「我等の 兄弟 は羔の 血に 由り て 勝てり」 と 記され 

(默 示錄 トー 一章 十 一 節)、 又 「曩に 殺された りし；！^ 1 は 能力、 尊敬、 榮光、 讚美 を受 くべき 者な り」 と 

錄 さる、 我等の 唯一 の 祭 物 は 我が 碎 けたる 霊魂の 代表なる 神の 蒸ィ H スで ある。 


本 當 の 宗 敎 

一九二 二 年 四月 十三 日， 宇都 宫旭 館に 於て 

〇 日本に 於て 今日まで 宗敎 は社會 又は 國 家の 問題に ならなかった、 其 識者と 稱 する 者 は 異口同音に 一 百 

ふた、 rw 本人に 宗敎は 要らない、 要る もの は 知識で ある、 日本に は n 木 同 有の 道德が ある、 日本 道德 

に 加 ふるに 西洋 知識 を 以てして 日本 は 世界 第一 の 固と なる 事が 出来 ると、 而 して 偶々 人 あり 宗教の 必 

要を說 き、 宗敎 なくし て强 岡なる 道德 あるな し、 宗敎な くし て 知識 其 物す らも 深遠なる 能 はすと 唱 ふ 

る 者 あれば、 日本の 政治.；！ T 教育.； 1^、 思想家、 其 他社 會全體 は 耳を掩 ふて 斯 かる 首を聽 かんと 欲せす、 

彼等 は 無 宗敎を 以て 滿 足し、 之 を 誇りと し來 つたので ある、 河津祐 之、 中 江 兆民、 加 藤弘之 等が 彼等 

を 代表して 宗敎を 攻撃し、 嘲け り、 而 して 掛からざる 同情と 贊 成と を 全社 會 より 博した ので ある、 殊 

に 日本人 は 深き 疑 ひの 眼 を 注いで 西洋の 宗敎 なる 基督 敎を視 た、 基督 敎は 忠孝 道 德を敎 へす、 故に 日 

くつが  二  ■£ 

本人 固有 道德を 覆へ す 者、 故に 日本の 國家を 毀つ 者、 故に 努めて 排斥すべき 者で あると S5 ふた、 彼 


尋はー 百 ふた、 西洋の 知識 文物 は 之 を 輸入すべし、 然れ ども 其宗敎 たる 基督 敎は 斷然 排斥すべし、 スぺ 

ンサ ー の 哲學、 ダ ー ウィンの 進化論、 ベン タムの 經濟 論、 マルクスの 資本論 は攝 取すべき も、 港督敎 

は 無用なる のみなら す 有害で ある、 斷然之 を 排斥す べしと 唱 へ た。 

.〇 然 かし 時代 は變 つた、 余輩 は 今や 宗敎の 必要 を說 くの 必要が 無くなった、 今や 宗敎は 日本人 中の 大 

流行と なった、 變 りも變 つた 者で ある、 今日 もし 中 江 兆民の 『一年 有 午』 又は 加藤弘 之の 『日本の 國 

體と 基督 敎』 が^に 出たならば 如何で あらう、 今や 最も 良く 賣れる 本 は宗敎 本で ある、 『出家と 其 弟 

厶厶厶 厶厶厶  <1.1 ム厶厶 △<! 厶厶厶 A  , 一  さ 厶厶厶 

子』、 『新約』、 『復活』 と、 日本人 は 一足飛びに 無神論者より 宗敎熟 心に なった ので ある、 今や 何で 

も宗敎 である、 三十 年 前に 餓死 せんとした 宗敎家 も 今 は 成金と なる 事が 出来る、 實に變 り 易き は 日本 

. 人 である、 三十 年 經ば萬 事が 一 變 する、 昨日の 忠臣 は 今日の 國賊、 今日の 賫國奴 は 明日の 愛國者 …… 

頼るべからざる は 時代 思想で ある、 時代 思想 は 婦人の 衣裳の 流行の 如き 者で ある、 後から 後へ と變る 

である、 之に 由て 安心 はない、 而 かも 新聞と 雜 誌と は 時代 思想の 代表者と して^ 在し、 世人の 多数 

は 之に 由て 其 生酒 を營 みつ 、ある。 

.〇 宗敎は 今日の 流行 物で ある、 時代 思想で ある、 今や 何人も 宗敎を 語る、 日本の 國〈\ 《までが 或る 種の 

宗敎の 必要 を感 する に 至った、 日蓮と 親 ii と は 復活し、 大正の 日本 は 再び 彼等の 敎 化に 與 からん とし 

つ、 ある 乎の 如き 觀が ある、 ィ H スの名 さへ 文士に 由て 唱 へられ、 新約、 舊約、 役活 等の 基督 敎的術 

語 さへ が 日本人 日常の 語と なりつ k ある、 宗敎、 宗敎、 何人も 宗敎 がなくて はならない、 人生に 徹底 

したい、 神との 徹底的 交通に 入りたい、 人界に 超越して 靈界 に倘徉 したい、 靈 魂の 不滅 を 確め たい、 

, 死後の 生命 を 獲得した いと、 是が 日本人の 今日の 叫びで ある、 僅々 五六 年 前まで は 宗敎の 事に は 全然 
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浚交涉 たりし 日本人 全體… 殊に 其 知識階級… の 態度と して 實に 驚かざる を 得ない。 

〇 宗 敎は實 に 必要で ある、 然 かし 如何なる 宗敎が 必要なる 乎、 宗敎に 種々 ある、 善き 宗敎が ある、 惡 

き 宗敎が ある、 眞の 宗敎が ある、 偽りの 宗敎が ある 、ぼの 頭 も 信心 柄と 云 ひて 宗敎の 種類 を 問 はすと 

云 ふ 事 は 出来ない、 言 ふまで もな く 人 は 本當の 宗敎を 求めなくて はならない、 宗敎は 人の 心の 根 木に 

關 はる もので あれば 其 選擇の 大切なる は 言 はすして 明かで ある。 . 

〇 宗敎は 外形的 儀式で ない、 叉 社交的 習惯 でない、 宗敎は 人事 以外、 現世 以外の 事た る は 今や 一般に 

認めら る、 に 至った、 然 らば 宗敎 は事赏 何で ある 乎、 先づ 第一 に 其 事を究 むる の 必要が ある、 宗敎は 

夢に 非す 現に 非す、 空々 漠々 として 無限 を媒想 する 事に 非す、 或 ひ は 又 特種の 心理 狀 態に 人て、 祌を 

觀、 靈と交 はる 事に 非す、 宗敎は 魔法に 非す， 妖術に 非す， 靈感に 觸れて 病 を 癒す 事に 非す、 宗敎は 

所謂 奇蹐に 非す、 常識の 人が 常識 を 以て 解し、 感じ、 實 行し 得る 事で ある、 本當の 宗敎は 最大の 偉人 

を 作った、 最大の 哲學 者、 最大の 詩人、 最大の 美術家、 最大の 政治家、 最大の 實業家 はすべ て 熟 心な 

る宗敎 家であった、 日本人が 今日まで 唾棄して 顧み ざり し 基督 敎 がなかったならば、 今日の 立憲 政體 

も、 銀 1仃 制度 も、 折：： 學も、 文學 も、 藝術 も、 敎育 もなかつ たので ある、 宗 敎は此 世の 事で はない が此 

f に關 係の 無い 事で ない、 此 世に 嫌 はれながら 深く 强く此 世 を 感化す る 者で ある、 世に 實は宗 敎程確 

實 なる 者 はない の である。 

〇 本當の 宗教に 本當の 神が ある、 神 は 人の 现想 ではない、 神 は 人の 作った 者で なくして 人 を 作った 者 

である、 バウ II もル ー テル も ミルトン も 神 を 案出した ので はなく して、 其 實在を 認め、 其 聖3" を 探り- 

之に 服從し 奉仕した ので ある、 神と 稱 びて 我が 同輩で もな く、 我が 存在の 假定 的對照 物で もない、 父 


母と 稱び、 天皇陛下と 稱び 奉る が 如き、 崇 むべき、 敬 ふべき、 服從 すべき 者で ある、 祌は 自分の 勝 乎 

になるべき 者で ない、 开んな 者 は 神で ない、 祌は 自己 を獻 ぐべき 者、 而 して 我と 我が 自由と を 之に 獻 

げて 自己 存在の 意義 を 知覺し 得る 者で ある、 幸德 秋水が 神 は 「最大の 暴君」 であると 云 ひて 能く 一  面 

の 眞理を 語った ので ある、 所謂 絕對的 解放 を 要求す る 現代人 は 本當の 神に 堪 ゆる 事が 出来ない、 故に 

彼等 は 神の 死 を i? へ、 神の 支配より 解放 せられて 初めて 本當の 自由 を 得たり と 思 ふ、 斯くて 絶 對的解 

放 を 要求す る 現代人に 宗敎 の 要求 はない 害で ある、 然るに 解放と 宗敎 とが 同時に 要求 せらる ので ある、 

其處に 現代人の 大 矛盾が ある、 而 して 其 矛盾の 底に 虚偽が ある、 現代人 は實は 解放 を も 宗敎を も 要求 

して 居ない ので ある、 彼等の 欲する 者 は 唯 自己 滿足、 其れが 解放 ：！ 脱に 宗敎の 美名 を 以て 現 はれた に 過 

ぎない。 

〇 本 當の宗 敎に祌 の 3s を傳 ふる 聖書が 無くて はならない、 人の 說は 種々 樣々 である、 與論 は 時代と 共 

に變 る、 帝國 主義と デモ クラシ ー とが 同一 の國 民に 由て 同時代に 唱 へらる、 斯 かる 變幻常 なき， に 在 

りて、 若し 永久に 變ら ざる 神の 首が 無い と 云 ふなら ば、 人生 程 頼りない 者 はない、 是れ 恰も 羅針盤な 

くして 大洋 を 航海す るが 如く、 破船 は 當然、 不安 此上 なしで ある、 而 かも 多くの 人 は 聖 書に 賴ら すし 

て 宗教に 徹底 せんとして る、 不可能で ある、 彼等 は 徹底した りと 稱 して 實は 徹底して 居らない ので 

ある、 彼等の 信仰 は 一時的 流行に 過ぎない、 大本 敎、 太靈 道、 其 他 目下 流行し っ& ある 所の 數 多の 所 

謂 「新ら しき 宗 敎」、 誰が 此 等の 所謂 宗 敎が數 千年間に 涉 りて 人類 全體の 運命 を 支配す ると 信す る 乎、 

多分 唱道 者 自身 も爾ぅ 信す るので は あるまい、 宗敎 は串戲 でもなければ 投機で もない、 是は身 を 十字 

架に 釘け ての み 建つ る 事の 出来る 者で ある、 而 して 是は亦 全人 類數 千年 問の 實驗を 以て 證明 さるべき 
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者で ある、 新宗 敎の發 見と よ、 宜し、 己が 身 を 殺して 之を證 明せ よ、 千年と は 一一 一一！ 1 はす、 百年と も 言 は 

す、 少く とも 三十 年 五十 年の 間、 之 を 文明 世界の 中心に さらけ出して、 其 批判 攻究 を 仰ぎ見よ、 而し 

て 若し 能く 之に 堪えて 生残り 得るならば、 我等 は 其 時 之に 耳 を 傾けて 謹聽 する であらう、 然ら すして、 

今日 出来て 今日 賣 出せし 者、 縱令其 書 は 何百 版賣れ たりと する も、 我等 は 之に 我等の 現在の 生命と 未 

來 永劫の 運命 を委 ぬる 事 は 出来ない、 我等 は舊ぃ 聖書に 賴る、 六 千年 前に 其 源を發 し、 人類 活動の 中 

心に 人り て 之 を敎へ 導き 来りて 今日に 至りし 舊き 古き 聖書に 倚る。 本當の 宗敎に 就て 語るべき 事は此 

他に まだ 澤山 にある、 然し 今日は 之に て 止める。 

隱 顯の理 • 

掩 はれて 露 はれざる 者な く、 隱れて 知られざる 者な し (馬 太 傳十章 什 六 節 )o 

隠れて 明瞭に なら. ざる はなく、 藏 みて 露 はれざる 者 はなし (馬 可傳四 章廿ニ 節、 路加 傳八章 十七 

節)。 

〇 是は 普通 靡 判の 言葉と して 受取ら る、 隱れ たる 罪 は 其時發 かるべし と、 勿論 其 意味 も 其內に 含まれ 

て 居る に 相違ない、 然し 乍ら 其れの みが 其 意味で ない、 馬 太傳の 記す 所に 循 へば、 ィ H スは此 一一 一一 C 葉 を 

第 子等 を 慰む る 爲に用 ひ 給 ふた、 惡を爲 す 者 は 惡の露 はる &を 恐れ、 善 を 爲す者 は 善の 彰 はる K を 喜 


ぶ、 人の 行爲 如何に 由て ィ H スの此 言 は 恐怖の 言と も、 亦 慰藉の 言と もなる ので ある。 

〇 是 はまこと に 一般的 眞理 である、 神の 聖旨で あると も 言 ふこと が 出來、 又 自然の 法則で あると も霄 

ふこと が 出来る、 隱れ たる 者 は 必す現 はると 云 ふ、 宇宙の 祕密、 其隱れ たる 眞理は 何時か 一度 は必す 

は！？ b み 

現 はるべし と 聞いて 學者は 犬なる 獎勵を 遊て、 益々 學 究に從 事す るので ある、 宇宙 は大 なる 謎で ある、 

然し 解す 能 はざる 謎で はない、 人の 衷に 在る 道理 は 宇宙 を 作り 之 を 支 ゆる 道理で ある、 宇宙の 解釋は 

た に 時の 問題で ある。 

〇 而已 ならす、 萬 物の 原則として 外 は 必す內 と 一致す る ものである、 內が 美しく あれば 外 も 之に 應じ 

て必す 美しく、 內が 醜く あれば 外 も 之に 應 じて 必す 醜く あるべき である、 然るに 現在の 場合に は 其 原 

理が 未だ 充分に 實 現しない ので ある、 否な、 多くの場合に 於て 其 正反對 が事實 である、 內の 醜き を裹 

むに 美しき 外の 形が あり、 內の 美く しき を掩 ふに 外の 醜き 體が ある、 內外は 一致すべき であるに、 未 

だ 一致 しないの である、 然し 是は 永久に 然か あるべき でない、 體は 心に 合 ふべき である、 心 は 之に 相 

應 したる 體に現 はるべき である、 隱れ たるに して 露 はれざる はなし、 美き 心 は 美き 體 として 露 はれ、 

惡 しき 心は惡 しき 體 として 露 はる、 其處に 慰安と 恐怖と が ある。 

〇 復活と 云 ふ も 實は此 原理 の實 現に 過ぎない ので ある、 復活と 云 ひて 死んだ 體が活 き， お へ つ て來る の- 

.u*4 しひ  からつ 

ではない、 靈魂相 應の體 が 之に 與 へらる X ので ある、 或は 靈魂 がその 性質に 合 ふ體を 以て 現 はる k の 

おのく かた ち  r^^  rh 

である、 r 祌は種 毎に 其 各自の 形 體を予 へ 給 ふ」 と ある (哥林 多 前書 十五 章 三十 八 節)、 種に 合 ふ 形 

體が ある、 形體は 種に 由て 異なる、 各人が 其 靈魂相 塵の 形體を 以て 現 はる.^ 事、 其 事が 復活で ある、 

決して 不思議で なく、 斯く あらねば ならぬ、 荊棘の 種から 薔薇 は 生えぬ、 春の 溫氣 に會 ひて 荊棘の 種 
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が 荊棘と して 露 はれ、 薔薇の 種が 薔薇と して 露 はる >- 時に 復活が ある。 

〇 斯くて 復活 は 審判で ある、 審判 は- 2： が 明瞭に 外に 露 はる、 時で ある、 仍以理 書 十二 章 一節— 三 節に 

錄 された る 預言者の 言 は 此事を 示す。 

…… 其 時 汝の民 は 救 はれん、 卽ち 書に 錄 された る 者 は 皆 救 はれん、 また 地の 下に 眠り 居る 者の 中 

多くの 者 目を醒 さん、 その 中 永生 を 得る 者 あり、 また 恥辱 を 蒙りて 限りなく 羞る者 あるべし、 穎 

悟 者 は 空の 光輝の 如くに 輝かん、 又 多くの 人 を義に 導きし 者 は 星の 如くな りて 永遠に 至らん。 

と、 善人の 善き 心が 善き 形體を 以て 露 はれ、 惡 人の 惡 しき 心が 惡 しき 形體を 以て 現 はれ、 偽善が 不可 

能になる 時に 完全なる. 器 刺が 行 はる &の である。 

〇 然 らば 基督 者 は 其 時の 到る を 恐る、 であらう 乎、 然ら すで ある、 ィ H スを 信す る 我等 は 彼の 靈を有 

てる 者で あるが 故に、 我等 は 我等と して-維 判 かる、 に 非す して、 ィ H スと して 受けら る、 ので ある、 

信仰の 絶大の 利益 は玆に 在る、 復活の 時に 我. 等 は 醜き 我等と して 復活す るに 非す して 我等の 賵主 とし 

て 我等が 受けし イエスと して 復活す るので ある、 其 幸福 如何ば かり ぞゃ である、 「我れ キリストと 偕 

に 十字架に 釘 けられたり、 最早 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生けるな り 今 我れ 肉體に 在り 

て 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を捨し 者卽ち 神の 子 を 信す るに 由り て 生ける 也」 と ある、 我が 信仰 

に 由り て 受けし 生命、 其 生命が 其れに 相應 する 形體を 以て 露 はる.^ ので ある、 其 事が 基督 者の 復活で 

ある、 其 生命 は 或は 芥 種の 如き 最も 微き 種で ある 乎 も 知れない、 然れ ども ィ H ス の 種で ある、 「神 は 

種 毎に 各々 其の 形 體を予 へ 給 ふ」 と あれば、 信仰 を 以て ィ H ス の 種 を 受けし 者 は 其 種の 形 體を予 へら 

れ るので ある、 故に 信者 は 復活 を 待 §lf: み、 審判 を 恐れない ので ある、 「善事 を 行し 者 は 生命 を 得る に. 


よ 八が へ  あし？ こと  さ ^ き  よみ が へ 

復活り、 惡事を 行し 者 は 審判 を 得る に 復活るべし」 とィ H スは曰 ひ 給 ふた (約 翰 傅 五 章卄九 節)、 我， 

等 自身の 儘で 復活せ しめらる \ ならば 罪の 寐刺を 得る に 復活ら せらる i より 外に 途 がない、 然るに 至 

犬の 善事 を 行し 者 卽ちィ H スの靈 が 我に 宿り 給 ふが 故に、 我等 は 生命 を 得る に 役活る 事が，：： 山來 る。 

〇 「隱れ たる 者に して 露れ ざる はなし」、 今 は 我が 衷に 潜む キリストの 靈が榮 光の 形體を 以て 外に 露 

の もみ  よろこび  .V り-た 

はる k 時が 來 るので ある、 我等の 希 §1;. "また 歡喜は 其 時で ある、 「若し キリスト 汝 等に 在らば 體は 罪に 

し に .U  i しひ 

由り て 死、 靈魂 は義に 由り て 生きん」 と ある は此 事で ある。 


義理と 人情 


〇 義理 人情と 稱 して 義理と 情と を 同一視す る は 犬なる 間違で ある、 義は 正義で あり、 理は 道理で あり、 

情 は 人情であって 各々 別で ある、 勿論 三者 共に 人の 屬性 であって、 相 離れて 働く もので はない、 然し 

乍ら 義は義 であり、 理は理 であり、 情 は 情であって、 互に 相 異なる は 明，：： である、 義は 堅い 者、 现は 

つめ  あきらか 

冷たい 者、 情は溫 かい 者、 其 性質から 考 へて 見ても 三者 同一の 者で ない 事 は 明瞭で ある。 . + 

〇 然 らば 三者 孰れが 最も 肝要で ある 乎と 云 ふに、 第一 は 正義で ある、 r 汝 等先づ 第一 に 神の 國と 共義 

きと を 求めよ」 である、 正義 は 知識よりも、 亦 情義よりも 贵く ある、 先づ 第一 に 正魏、 然る 後に 道理、. 

最後に 情實 である、 正義 は 動かざる 磐で ある、 明白なる 正義の 前に 理論 も 情義 も 屈せざる を 得ない。 
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0 第二に 道理で ある、 正義 は直覺 的なる に對し 道理 は 思索的で ある、 而 かも 道理が 人類の 永き 實驗に 

裏書 せられて 常識と なりて 現 はる k 時に、 最も 信賴 すべき 者で ある、 道理 は 正義の 如くに 絕對 的權威 

でない、 然れ ども 信仰 を 迷信より 區 別し、 情義 を 論して 正義に 服從 せし むる に 方て、 最も 有力なる 者 

である、 道理の 働かざる 所に 情 實は跋 息して 正義 は 行 はれない、 人間 は 特に 道理の 動物で ある、 文明 

と 云 ひ 文化と 云 ふ は 人生に 於け る 道理の 實 現に 外なら ない 。- 

〇 第三 は 情で ある、 美く しき 溫 かき 人情で ある、 詩と なり 歌と なり、 家庭と 國 家と を 作る 情で ある、 

然れ ども 熱し 易く 御し 難き 情で ある、 情 は 人生の 花で あり 實 である、 生命 其 物で あると も 言 ふこと が 

AAAAAAAAAAAAAAAAA  <1<1<"厶厶<1 厶厶 <1厶<3 厶厶  <1 

出來 る、 然れ ども 情 は 情と して 單獨で 立つ 事 は 出来ない、 情 は理に 由て 支配され、 義に據 て 立つ、 情 

は^く ある、 變り 易い、 倚り 難き 者に して 情の 如き はない、 支那の 詩人 は 歌 ふて 曰 ふた 「行路 難、 水 

に 在らす 山に 在らす、 只 人情 反覆の 間に 在り」 と。 

〇 如斯 くにして 情 は 天然 性で あり、 理は 修得 性で あり、 義は 信仰 性で ある、 情の 人 は 生れな がらの 人 

である、 理の人 は 修養の 人で ある、 義の人 は 信仰の 人で ある、 歌人 は 情の 人で ある、 哲學者 は 理の人 

である、 預言者 は義の 人で ある、 情の 民 は 日本人に 由て、 理の民 は希臘 人に 由て、 義の民 は 希 们來人 

に 由て 代表 さる、 三者 孰れが 最も 貴き 乎、 言 はすして 明かで ある。 

〇 日本人 は 特に 情の 民で ある、 日本語 は 情 を 表 はすに 最も 適して 居る、 日本人 は 義理と 人情と を區^ 

する 事が 出来ない、 日本人の 間に 在りて は 不人情 は 不義で ある、 忠孝 道 德は情 的道德 である、 日本人 

は 情に 勝つ ことの 偉大なる を 知らない、 多くの 日本人 は 毎年 情の 爲に 生命 を棄 てる、 然れ ども 學理の 

爲に、 又は 信仰の 爲に、 死す る 者 は 滅多にない、 日本人 を 引きつく る 最大の 力 は 情で ある、 道理 を以 


て 說く能 はす、 信仰 を 以て 動かす 能 はざる 日本人 は、 情 を 以てすれば 容易に 化る、 日本人 は 信仰の || 

でもなければ 道理の 法則で もない、 朝日に 香 ふ山樱 である、 美く しく ある、 然れ ども 賴る 事が 出来な 

〇 日本人に 烦悶 多き は 是が爲 である、 日本人 は 情と 情との 間に 挾まれて 煩悶す る、 曰く 忠な らんと 欲 

すれば 孝なら す、 孝な らんと 欲すれば 忠 ならす と、 日本人の 最大 多數は 人情の 傀儡で ある、 日本人 は 

風の 吹き 去る 粃 糠の 如くに 人情に 弄ば る、 彼等 は 道理に 由て 人情に 勝ち、 又 正義に 由て 情義 を 支配す 

るの 術 を も 知らす、 能力 を も 有たない、 日本人に 多くの 美點 あるに 係 はらす 彼等が 偉大なる 民た る 能 

はざる は 之が 爲 である。 

〇 特に 情の 民で ある 日本人 は 基督 敎が 解らない、 彼等 は 神の愛 を感 する、 然れ ども 情と しての 愛を感 

する に過ぎない、 日本人 は 「祌の 義は現 はれて 信仰より 信仰に 至る」 と 聞いて 其の 何の 事なる や 解ら 

ない、 彼等 は 「ィ H ス涕を 流し 給へ り」 と讀 みて 深く 感す るが、 「我が (ィ H スの) 名の 爲に 兄弟 或 

ひ は 姉妹、 父母 或 ひ は 妻子 を棄 るに あら ざれば 神の 國に 入る 能 はす」 と讀 みて 唯 呆然た るの みで ある. 

一 i 音の 眞理を 示されて 骨肉と 謀る 事な く 直に 其宣 傳に從 事した バウ n の 行爲の 如き は 日本人の 許さ 

る 所で ある、 日本人 は 神 は 何故に 赦 すべきの 理由な くして 罪人 を赦し 得ない 乎 其 事が 解らない、 基督 

敎は 正義に 基き 道理に 適 ふ 罪の 赦 しの 道で ある、 ィ H スキ リストの 御 父なる 眞の祌 は 「慈悲の 父、 す 

ベての 安 慰 を 賜 ふの 神」 であって、 「一人の 亡ぶ る 事 を も 欲み 給 はす 萬 人の 悔改に 至らん 事 を 欲み 給 

ふ」 と雖 も、 彼 は 正義の 神で あれば、 正義に 由ら すして は 人 を 救け 給 はない、 故に 基督 敎を 解る の 第 

一 の 要素 は 正義で ある、 正義の 念に 乏しく して 基督 敎は 解らない、 罪の 念が 起ら すして キリストの 一 1 
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つみ 

音 は 解らない、 神 は 「罰すべき 者 を 必す赦 す こと をせ す」 と ある、 其 念が 強くなる 時に 罪の 念が 起. る- 

而 して 罪の 念が 起り て 十字架に 走り、 其 處に赦 しの 幅 昔に 接して 歡 ぶので ある、 基督 敎の 祌は嚴 父で 

ある、 慈母で ない、 彼 は 正義に 由ら すして 近づく 事が 出来ない、 「神 は 公義き 者なる が 故に 必す 我等 

の 罪 を 赦し給 ふ」 と ある (約 翰 第 一 書 一 章 九 節)。 

〇 人生の 問题を 解決す るに 方て、 第一 に考 ふべき は 正義で ある、 第二が 道现 である、 第三 卽ち 最後が 

人情で ある、 此 順に 從 つて 解決 せん 乎、 萬 事 は 容易に 解決 せらる、 義 しき 乎義 しからざる 乎、 若し 義 

しくば 骨肉、 社會、 國 家が 悉く 反對 する も 之に 從ふ、 若し 義 しからす ば 全世界が 我に 迫る も 之に 循は 

ない、 問題 は簡短 明瞭で ある、 利益、 情實、 便宜の 問題で ない、 正義の 問題で ある、 情に 動かされな 

い、 道德に 由て 正義の 正道 を 歩む、 縦し 其 道 は 七 字 架 を 通過す ると も。 

〇 日本人の 如き 特に 情の 民の 間に 共」 督 敎を說 くに 方て 我等 は 激烈なる 反對 と、 其 結 としての 孤獨を 

* 悟し なければ ならない、 多くの場合に 於て 嚴肅 なる 正義の 道 は 不人情の 途の 如くに 見える、 而 して 

此^の 人 は、 殊に 日本人 は 何 を 許しても 不人情 を 許さない、 彼等 は 義人 を 貴む と稱 する も、 義人 は 敬 

して 之 を 遠ざけ、 神と して 祭り こみ、 遠方より 之を拜 む、. 其點に 於て 信者 も 不信者も^ はない、 彼等 

は 情の 人 を 近づけ、 義の人 を 避ける、 然れ ども 彼等の 友と なりて 我等 は 神の 敵と なる ので ある、 神の 

人 は義の 人で ある、 預言者 はすべ て義の 人であった、 ィ H スも亦 其 一人であった、 情の 人に 愛せら る 

るが 如き 者 はすべ て僞 預言き である、 義、 然ら ざれば 理、 情 は 之 を 重ん する も 最後に 聽く、 斯 くして 

々リス チャン 

單獨を 期して 神と 共に 歩む、 其れが 本當の 基督 者で ある。 


商人と 宗 敎 

六パ十五：=夜{チ都宮市下野實業銀行內開催同地木曜會主催の^*督敎講演會に於ける講演の大れ：- 

私 は 今晩は 講話 をす るた めに 參 つたので はなく、 實は 仕事の 疲れ を 休める ため：：： 光に 遊ばう と 忍つ 

て參 つたので あります。 併しながら、 宇都 is は 前から 度々 講演に 參 りました 所の 特^の 駅染の 地で あ 

ります から、 此 處を默 つて 通過す る こと は、 どうも 私の 感情の 許さぬ 所であります。 依て 玆に义 ：樣 

に お 話 をす る ことにな つたので あります。 

さて 皆 さまの 多く は 商業 家、 實業 家であります 故、 私 は 今晩は 商人と 宗 敎の關 係に 就て お； 1^ し 致さ 

うと 思 ひます。 先づ此 問題に 關係を 持って ゐる 聖書の 句 を 擧げて 見ます と 幾つ もあります が、 その 屮 

最も 著しい 句で 且 人の 多く 知って ゐる もの を玆に 二三 讀んで 見 ませう。 

人はパ ン のみに て 生く る 者に 非す、 唯祌の 口より 屮：； るすべ ての 一 百に 由る (馬 太 傅 ra 章 ra 節)。 

何 を 食 ひ 何 を 飲み M を 衣ん とて 思 ひ 煩 ふ 勿れ …… 汝 等先づ 神の 國と 其義 しきと を 求めよ、 然 らば 

此 等の もの はル 2 汝 等に 加 へらるべし (同 六 章 三十 一 —三十 三 節)。 

人 もし 全世界 を 得る とも 其 生命 を 失 はば 何の 益 あらん 乎、 また 人 何 を 以て 其 生命に 易 へん や (！： E 

十六 章 二. H ハ 節)。 

汝 等主ィ H ス キリス トを 衣よ。 肉 體の然 を 行 はんが 爲 に其備 をな す 事 勿れ (羅馬 書 十三 章 十 ra; 節) • 
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之 等の 聖 句の 主意 は 一 讀 して 明瞭であります。 卽ち人 は 何よりも 先づ 信仰 を 第一 とすべき もので あ 

ると 云 ふので あります。 決して 飲食の ことの 爲に思 ひ 煩って はならない、 肉 體の慾 を 行 ふ 事 を 以て 人 

生の 最大 事と なして はならない、 偏に 祌の國 とその 義 きと を 求む る こと、 主 イエスキリスト を 衣る 事 

に カを盡 さねば ならない、 そして 此 外の 物質 上の 事 は 神より 與へ らる、 を 以て 滿 足せねば ならない と- 

云 ふので あります。 

さて 人 を區^ して 商人と か 農夫と か敎師 とか 官吏と か 致します が、 之れ は 決して 人 を 根本的に l5i 別 

する ものではありません。 職業と いふ もの は 決して 人の 本然 性ではありません。 その 證據 には此 世に 

生れる とき 職業 を 持て 生れて 來る者 は 一 人 もありません。 又 職業 は 衣の 如く 之を脫 いでし まふ 事 も 出 

來、 叉 これ を 他の ものと 變 へる こと も屮： 來 るので あります。 故に 人間の 本性 は 職業ではありません、 

靈 魂であります、 萬 人 共通の 靈 魂であります。 之 は 職業 を 持って ゐる 人で も 持って 居らぬ 人で も、 大. 

人に も小兒 にも. 男子に も 女子に も 共通の ものであります。 卽ち 人と 云 ふ もの は必 すその 本性と して 

持って ゐる ものであります。 そして この 靈魂 のこと を 取极ふ ものが 宗敎 であります。 故に 宗敎と は 決 

O0O0OO0O0O  00O000000O000O0O 

して 宗敎家 だけの ことではありません。 靈 魂が 萬 人に ある 以上、 宗敎も 亦 萬 人に なくて はならぬ 性質 

00000000 

の ものであります。 

さう です、 『人 は パンの みに て 生く る ものに 非す』 です。 人 は 職業の みに 由て 生く る もので はあり 

ません。 職業の み を 以て 滿 足して 居る 人が 何處 にあります か。 多く は 職業の ほかに 何 か を 求めて 居る 

ではありません か。 之 は 人の 靈 魂の 要求が 充 たされぬ よりして 起る 所の 不滿 であります。 永遠 性を帶 

ぶる 靈魂は 何 かしら 永遠 的の もの を 慕 ひ 求めて やまない のであります。 故に 或る 場合に 於て は 商人 も" 


政治家 も、 美術家 も、 その 職業 は 忘れて しまって、 一個の 人た るの 天眞に 立ち かへ つて、 その 本性た 

る靈 魂の 働き を 見る に 至る ことがあります。 そして 移り やすき 人生の 中に、 何 かしら 悠久なる もの を 

探し 且ぁ こがれる のであります。 或は 生死の 問題に 想到し、 或は 宇宙人 生の 祕義に 思 ひ を 凝らさん と 

します。 人 は 決して 職業に 從 ふだけ で滿 足す る ものではありません。 人と はそんな つまらぬ 存在者で 

はない のであります。 

^らば 如何なる 場合に 右の 如き 靈 魂の 覺醒が 起る でせ うか。 多くの 人は此 世の 事業に 失敗した 場合 

にこの 宗敎心 を 起します。 事業が 榮ぇ 商賣が 繁昌して ゐる時 は 得意 滿面、 宗敎を 老人 婦女子の 事と 嘲 

つて ゐる人 も、 一朝に して 失敗し まする と、 宗敎に 依て 慰められよう とします。 平生は 私共 を 見向き 

もしなかった 人が、 困って 來 ると 訪ねて 來て、 「先生 どうか 貴下の 宗敎の 力で 私 を 慰め、 救って 下さ 

い」 と 要求し ます。 人 は 苦しくな ると 神 だのみ をす るので す。 併し 實は 失敗に 逢った からと て 急に 宗 

敎心を 起しても、 中々 間に合 はぬ のであります。 之 は戰を 見て 矢を划 ぐの たぐ ひであります。 故に 平 

生から 失敗した 時の 用意と して 宗敎心 を 起して 置かねば なりません。 そして 宗敎 研究に 相當の 時と 力 

と を 獻げて 置かねば なりません。 私 ども 自分の 家に 何時 火災が あるか 判らぬ ため、 平生 無事の 時 これ 

に保險 をつ けます。 叉 商人 は 店の 商品に どうい ふ 禍が來 るか も 知れません から、 平生 これに 保險 をつ 

.4; もん は 

けて 置きます。 これ 皆 災禍の 時 を 慮 つての ことであります。 そして 人生に 於ても 失敗と いふ 災禍 は 

何時 來る かも 知れぬ のであります。 然るに 何故 その 準備と して 平生 人生に 保險 をつ けて 置かぬ のです 

か。 家屋 や 商品にば かり 保險 をつ けて、 もっと 大切な 人生と いふ 者に、 た ぜ保險 をつ けて 置かぬ ので 

すか。 人生の 保險と は卽ち 宗敎的 信仰であります。 平生から 之 を 養って 5jd けば、 一朝 失敗が 來た とき 
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之に 依て 充分 慰める ことが 出來 るので あります。 之が ために 或は 失 耽 を 未然に防ぎ、 或は 失 耽が 來る 

も 禍を轉 じて 幸と なすこと が 出來、 或は 少く とも 心に 慰め を 得、 力 を 得て、 失敗 や 痛苦に 打ち勝つ こ 

とが 出來 ます。 然るに 多くの 人が 失敗して から 慌てて 宗敎、 宗敎と 云って 騷 ぐの は 愚かな ことと 云 は 

ねばな りません。 

けれども 宗敎は 決して 失敗に 備 ふるだけ の ものではありません、 成功の 時 こそ 尙ほ 宗敎の 必要な 時 

であります。 成功と 云 ふ もの は實は 頗る 危險 なる ものであります。 げに 人生の 致 富 成功 は 浮 雲の 如く 

消え やすき ものであります。 よし 成功の 狀 態が 長く 績 きましても、 物の 成功の ために 心の 失敗 を 遂げ 

た 例は此 世に 幾つ も あるので あります。 私自身 さう いふ 人 を 幾人 も 知って ゐ ます。 卽ち或 家 は 商資が 

あまり く ゆき 過ぎて 却って 失肷 します。 人々 の 心に 得意と 怠慢と が 生れて、 思 はぬ 所から 家運の 1 お 

頹を 招きます。 千 丈の 堤 も 蟻の 一穴より 崩る と 云 ふ 通り、 ちょっとした 心の 緩み 又は 高ぶりが 失敗の 

源と なります。 或は 成功が 却て 主人の 操行 を 傷け、 家族の 問に 分離 を 生み、 物質的に は 一同が 肥えて 

も、 精神的に は 一同が 大に療 せる ことがあります。 此 際の 如き は、 貧しく も睦 しい 方が 富んで 不和な 

るよりも ると 云 ふ 場合であります。 かく 成功と いふ ものに は 當然伴 ふ危險 があります。 そして 此危 

險を 除く の 道 は宗敎 に據る 外ない のであります。 卽ち人 は 無 信仰 を 以て は 成功に 負け やすき もので あ 

ります。 信仰 を 以てして 初めて 成功に 勝ち得る のであります。 失敗の 時には 失敗に 勝ち、 成功の 時に 

は 成功に 勝つ もの、 これ 卽ち 宗敎の 力であります。 

. 商人が 成功した と 云 へば 金 を澤山 儲けた と 云 ふこと になり ますが、 金 を澤山 儲けた と 云 ふ 事 は 決し 

て 儲けぬ 人の 思 ふ ほど 幸た ものではありません。 否 それ は 或 意味に 於て 却て 不幸な ことであります。 


富者で あると いふ 誇りの 屮 にあって 得意の 人 もあります が、 凡そ 人が 其 有する 物質 を 以て 誇る 時には 

其 人の 品性 は 甚だしく 下落した のであります。 そして 富 は 人と 人との 關係を 不純なら しむる もので あ 

ります。 富者に 對 して は、 大抵の 人が 詔諫と 卑屈と 虚偽 を 行 ひます。 うはべ だけ 富者 を 尊敬し ます。 

氣に 入り さうな 事 を 行ったり、 言ったり します。 けれども 腹の 中で は惡く 思って ゐ ます、 從て 誰でも 

實 意と いふ もの を 示す 人はありません。 富者 は 人々 から 形の 上 だけで 敬 はれて、 心で は 遠ざけられる 

のであります。 從 つて 世に 富者 ほど、 孤獨な もの はない と 思 ひます。 且 また 富の 前に 澤 山の 人が 屈從 

する の を 見て、 富者 は 人間が 如何に 卑 きものな るか を感す るので あります。 金の 前に 拜跪 する 人 問の 

醜 さ を 痛切に 見せられる のであります 卽ち 富者 は 人 問の 屮の つまらぬ 人の みが 目につきます。 言 ひ 

か へれば、 金 は 人 を 卑しく 見せし むる ものであります。 かくして 人生に 何も 貴い ものが a えなく なれ 

ば 人生に 失望して しま ふだけ の 事であります。 此 世に 人らしい 人 は 一 人 もない と 雷 ふ 感じ を 起して、 

益々 自分の 孤獨を 痛切に 感じ、 人生と いふ 者に 對 しての 與味を 早く 失 ふので あります。 成功と 云 ふ も 

の はかく も 人 をして 人生に 倦怠せ しむる ものであります。 

故に 宗敎は 成功の 時に 特に 必要であります。 富に 處 しても 信仰 を 第一 とすれば.、 おの 如き 失？ に陷 

る ことはありません。 神に 仕へ る を 第一と すれば 富に あっても 之 を 誇る ことなく、  乂  n 典に 人 を 愛する 

ことが 出来る 故、 孤 獨に陷 る ことなく、 且人を 正しく 見る の 明を與 へらる- -故、 人の 故 を 以て 人生に 

失望す る ことはありません。 神 を 信じ、 又 信す るに 足る 人 を 信じて 人生 は樂 しき 場所であります。 祌 

の治むる世界に つ い て失^1ェする理由は少しもぁりません。 祌を 本位と すれば、 成功に ありても 亦 その 

成功 を 益々 有意義 ならしめ る 事が 出來 るので あります。 
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尙ほ 最後に 考 ふべき は 富の 値であります。 人 は必す 死す る ものであります。 そして 裸で 生れ 来りし 

如く、 叉 裸で 死に ゆかねば なりません。 その 時 百 萬の 富 も 之 を携へ ゆく 事 は 出来ません。 その 時に な 

つて 富に 何の 値が あります か。 その 時 は 富者 も 乞食と 全く 同様であります。 死んで 持て ゆく 事の 出來 

ぬ もの は、 その 時 何の 役に も 立ちません。 その 死んで 持って ゆく 事の 出来る もの だけが 責 いので あり 

ます。 されば 富 を 何 か 善い 事の ために 獻 げた 事の ある 人、 世 を 益す るた めに 財 を 使うた 事の ある 人、 

この種の 人 は、 その 善 を 行った と 云 ふ 事を靈 魂の 寶 として 来世まで 持って ゆく ことが 出來 るので あり 

ます。 富は此 世に ある 限りの 一時的の 寶、 美しき 心 は 永久に 盡 きぬ 寶 であります。 そして 人に 此心を 

强く、 叉 深く 與 へる もの は宗敎 であります。 祌を 信じて 能く 富 を 集め 又よ く 之 をせ のために 使 ふこと 

が屮 I 來 ます。 これ 卽ち 成功に 敗れざる 道であります。 富の 用 ひ 方 も 亦 神 を 信ぜす して は 正しく 知り 得 

ぬ ものであります。 祌を 信ぜぬ 富者の 富の 用 ひ 方 を御覽 なさい、 私欲の ため か、 何 かつ まらぬ 事の た 

めに 用 ふるだけ ではありません か。 祌を 信す る 者 は 富 を 人生 最 貴の ものと 考 へす、 神より 一時 委託せ 

られ たものと 考 ふる 故、 これ を 能く 人の ために 使用す る を 得て、 その美 はしき 經驗を 以て 心 を 肥して- 

氣持 よく 此世を 去って ゆく ことが 中 I 來 るので あります。 

以上の 如く 考へ ますれば、 商人に も 亦 宗敎が 必要であります。 失敗した 時に も 成功した 時に も、 又 

平生の 場合に 於て、 常に 必要であります。 一個の 人と して 必要で ある は 勿論、 商人と して 亦 必要で あ 

ります。 商業 家 も 他の 職業の 人と 同様に、 平生から 宗敎心 を 涵養し、 宗教の 研究に 時と 力と を 用 ひね 

ばな りません。 私 は 商人 諸君に 敢て此 事 をお す k め 致します。 (筆記〕 


喜樂と 平康と 希望 

希望 を予 ふる 神の 汝等を し て 聖靈 の 能力 に 由り その 希^ を大 にせん が爲 に、 汝 等の 信仰より 起る 

諸の 喜 樂と平 康を充 たしめ 給 はんこと を 願へ り (羅馬 書 十五 章 十三 節)。 

.〇 此 はパゥ ：！ の 祈願の 一 である、 ー讀 して 意味 明瞭 を缺 くの 觀 ありと 雖も、 精 讀度を 重ねて 其が 深き 

信仰の 實驗を 語る 一一 一一 口なる 事 を 見 遁す事 は 出来ない、 希望、 聖靈、 信仰、 喜樂 * 平康 等、 共の 使用す る 

單語 だけ を 見ても、 容易なら ざる 首で ある 事が 解る。 ， 

■〇 原語に 隨ひ逐 字 的に 直譯 すれば 左の 如くになる。 

希望の 祌 信す る ことに 由て 諸の 喜樂と 平康を 以て 汝等 を充 たし 給 はんこと を、 是れ聖 靈の能 

力に 由り て 希望 を 以て 汝等 を充ち 溢れし め 給 はん 爲 なり。 

-〇 第一 に 注意 を 惹くは 神の 名稱 である、 希望の 神と 稱ふ、 能力の 神、 恩惠 の祌、 慈悲の 神と 稱ふは 通 

常で あるが、 希望の 神と 稱ふは 稀で ある、 希 SHI に充 つる 神、 叉 は 希 sl^; を與 ふる 神、 何れに しろ 基督 敎 

は 特に 希？ の宗敎 であって、 其 神 は 特に 希望の 祌 である、 宇宙と 人類の 將來 結末に 就て 失 し 給 はす- 

其 完全なる 救く 扬を 期待し 給 ふ、 彼れ 御自身が 希望の 神で あり 給 ふが 故に、 彼 は 我等 彼 を 信す る 者に 裕 

希望 を 與へ給 ふ、 神が 我等の 終極に 就て 失望し 給 はすして 希望 を 懐き 給 ふと 知りて 我等 は 自己に 就 
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て 失 しないの である、 「希望の 神」 まことに 有難い、 慰安に 充 ちた る名稱 である。 

〇 「信す る ことに 由り て」、 此は 人の 爲 すべき 事で ある、 神 は 與へ、 人 は 信じ、 而 して 恩惠は 人に 降 

るので ある、 信は；：：；^仰的生活の發端でぁる、 先づ 信す る 事な くして、 信仰と 之に 伴 ふす ベての 喜樂又 

は 平康は 始まらない、 祌の裕 なる 恩 惠に與 らんと 欲して、 汄は唯 全然 受動的であって はならない、 彼 

も 亦 或 事を爲 さなければ ならない、 信じなければ ならない、 而 して 信 は 第一 に 信任で ある、 自己. の 無 

能を覺 つて 全然 之 を 彼に 任し 奉る 事で ある、 自己 は 無き ものと なり、 神 我に 在りて 我が すべてと なり 

給 ふ 事で ある、 信 は腦的 動作で はない、 心的 行爲 である、. 先づ 自己 を 神に 信し 奉る 事で ある、 .pm して 

其 結 とし て 神に 關 する すべての 事 を 信じ 得 るに 至る ので ある。 

〇而 して 信の 結 3^ は喜樂 と平康 とで ある、 和譯に 「信仰より 起る 諸の 喜樂と 平康」 と あるが 如し、 祌 

； ft の ！ t  ** か  よろこび や す ？ 

に 自己 を 任し 奉りて 信者に すべての 喜樂と 平康が 起る ので ある、 た V 平^に 就ての み 言 はんに、 平 厳 

いろ/,.^  そと  みた ュ 

にも 極々 ある、 內 なると 外なる とが ある、 心に 平安が 臨んで 敎. に 平和が 臨む、 「それ 神 は ® の祌に 

非す 和平の 祌 なり」 と あるが 如し (哥林 多 前書 十 ra 章卅 三)、 和平の神の臨む所に必す平^^がぁる、 

「人の 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安」 が ある、 而 して 是れ 信す るに 由り て予 へらる k 者で ある。 

〇 希？ の祌は 我等が 自己 を 彼に 信し 奉る 時に 諸の 喜 樂と平 康とを 以て 我等 を充 たし 給 ふ、 恩 葸は唯 僅 

かば かり 降る ので はない、 充分に 降る ので ある、 充た すので ある、 一杯になる ので ある、 ij:^ する こと 

の 結 として 信者 は、 喜 樂と云 ふ 喜樂、 平 康と云 ふ 平康を 以て 一杯に 充 たさる- -と云 ふ、 而 して：：： 化れ 

iSf に 約束の 言で はない、 夥多の 信者に 由て 實驗 されし 事實 である。 

0 信す る 事の 結 菜 は 喜 樂と平 康とを 以て 盡 きない、 信 其 物 は增大 せられて^ 靈の 能力と なり、 ： 牛康の 


ヒに X 布？ 11.; は 加 へられ、 心を充 たす に 止まらす して、 其 屮に充 ち 溢る、 に 至る、 兹に 明白なる 進歩が あ 

る、 信 は 進んで 聖靈の 能力と なり、 平康は 進んで 希望と なり、 充 たす は 進んで 充ち 溢る、 に 至る、 

「それ 有る 者は予 へられて 尙ほ餘 り あり」 とは此 事で ある (馬 太傳 十三 章 十二 節)、 信仰に 應 じて 聖 

靈の 能力 は予 へられ、 平康の上に更らに希^ll^lは加 へ られ、 而 して 充 たす に 止まらす して 充ち 溢れし め 

め ぐみ  よろこび 

らる、 「我等 彼 (キリスト) によりて 今 居る 所の 恩惠に 入る こと を 得、 a つ 神の 榮を！ 1H! みて 欣喜 をな 

す」 と あると 同じ 義 である (羅馬 書 五 章 二 節)。 

〇 兹に 希^と 云 ふ は 基督 信者 特有の 希？ である、 ，1ぎ hope である、 神の 榮を 望む の 希 a^, である、 苒 

臨、 復活、 萬 物 役與の 希望で ある、 た ビ單に 完全 を 未來に 期す る 希^で はない、 聖書に 示す 所の 明確 

なる 希望で ある、 而 して 信者 は 信仰の 進步 する に循 ひて 此希？ 11^1 を 以て 充ち 溢れる に 至る とい ふので あ 

0000OO00O00O000O  OO00OOOOOOOOO  、  . 

る、 卽ち希 は 信仰の 初めに 起る 者で はない、 最終の 美と して 臨む 者で ある、 難 は 忍耐 を 生じ、 

忍耐 は 練達 を 生じ、 練達 は 希望 を 生じ」 と ありて (五 章 三、 四 節)、 X 布 望 は 信仰生活 最終の 産物で あ 

くるし  よろこび や す ？ 

る、 卽ち 基督 信者の 希望 は 信仰 を 離れて 獲ら る、 者で はない、 信じて、 困んで， 耐 へて、 喜樂 と平废 

と を 味 ひて、 然る 後に 最大 最後の 賜物と して 彼の 心に 臨む 者で ある、 此事を 知りて、 先 づ確實 なる 信 

<!△ 厶 AAA  厶厶厶 △  A 厶 AAA 厶厶厶  <"厶 A わか 厶  ，1 V  :.  r 

仰の 實驗 を經 ざる 者が キリス ト 再臨の 希 sli.; を 嘲け るの 資格な きこと が 判明る、 此 希望 は 信仰の 報 賞と 

し て 神より 臨む 啓示 である、 思索に 由て 獲ら る i 思想 で はない、 猶太 宗敎史 の 研究 は 該博 を 極む と雖 

も、 之に 由て 此 希望 を懊 いて 喜ぶ こと は 出来ない。 

すべて よろ 二び すき  0  0  0 

〇 信す る こ とに 由り て 諸の 喜 樂と平 康に充 ち、 聖靈 の 能力 に 由り て 希望に 充ち 溢れ ると 云 ふ 、 仰 に 

iaiM が 加 は りて 布？ 11*- が 起る と 云 ふので ある、 卽ち、 基督 信者 の 希望 . ： 再臨 復活 の 希望 …を-おくに 聖靈 
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の 能力が 必要で ある、 此 能力 を 感得して 初めて 復活の 希望が 起る ので ある、 大抵の 場合に 於て 聖靈 の 

降臨と キリスト 再臨の 希望と が 同時に 起る の は 之が 爲 である、 「彼 (キリスト) と 其 復活の 能力 を 知 

り、 その 死の 狀に循 ひて 彼の 苦しみに 與り、 兎にも角にも 死た る 者の 復活 を 得ん こと を」 との パゥ £1 

の 言に 由て 此事を 知る ことが 出来る、 所謂 信仰の 復活 (リバイバル) と稱 して 信仰に 劃然たる 進歩の 

臨む 時に、 聖霊の 能力 を 確認し、 再臨 復活 を强く 感得す る は 信仰 上の 此 理由に 依る ので ある。 

.〇 信じて 喜び、 和らぎ、 終に 望む、 卽ち 信者の 通常 生活の 道た る 信、 愛、 笔 である、 信 は 愛 を 生じ、 

愛 は を 生す、 而 して 又 望 は 信を强 め、 愛を增 し、 更らに 又 望を大 にす、 三 姉妹 は相援 け、 相勵 まし 

よび.；？  二 

相互の 生長 を 助く、 信 は 信と して 獨り 止まらす、 必す愛 を 伴 ひ、 望 を 喚起す. 愛と Jlli! とも 亦 同じで あ 

る、 彼等 は 又 各自 獨り 立つ 能 はす、 一 は必す 二者の 援助 を 要す、 特別の 信と 特別の 愛と 特別の 望と、 

三者 共に 手を携 へ て 立 つに あら ざれば 基督 信者 は 立ち 得ない の である。 

0 「希望の 神、 信す る ことに 由り て 云々」、 喜樂も 平康も 希望 も、 其 他の 諸の 恩惠 も、 皆な 「信す る 

こと」 に 由て 始まり 又 臨む ので ある、 信が 發端 である、 信が 元始で ある、 信が 源で ある、 信… 自己 を 

全部 神に 信し 奉る 事… 是れ ありて 凡の 恩惠は 順を逐 ふて 信者に 臨む ので ある、 愛に 於て 缺乏 せん 乎、 

信に 顧みよ、 愛 は 信の 結果と して 臨む こと を 忘れて はならない、 望が 起ら ざらん 乎、 信に 顧みよ、 信 

なくして 望 は 起らない、 信で ある、 信で ある， 諸の 善事の 源 は 信で ある、 愛 を 愛と して 求めん と 欲す 

る 勿れ、 望 は 望と して 起る 者に 非す、 信じて 愛 あり、 愛して^ ありで ある、 常に 信の 本源に 還りて 愛 

と 望 と を 恢復す る ことが 出來 る 。 

0 パ ゥ B は 多分 殊更に 此ー 一目 を 綴った ので は あるまい、 是は 多分 彼の 心の 常時 的狀 態であった、 斯 かる 


さ の  よと. S し 

言が 自づ から 彼の 口より 迸った ので あらう、 彼 は 深い 信仰の 人であった， 故に 斯 かる 深い 言が 自づと 

彼より 流れ出た ので ある リ 

しみ  ?_T 

〇 「此 故に 愛する 者よ、 汝等之 を (新しき 天と 新ら しき 地と を) 望み 待てば 汚な く疵 なく 主の 前に 安 

然 ならん 事 を (主に 由り て 平康の 內に發 見せられん 事 を) 務めよ」 と ある (彼 得 後書 三 章 十四 節)、 

基督 信者 特有の 希 を 懐いて、 其 結果と して 起る 特殊の 平 康を享 けつ i ある 問に、 思 はざる 時に W 臨 

の 主に 發 見せら る- - やう 務めよ との 事で ある。 (六月 二十 五 口 京都に 於て) 


. 計算の 罪  . 

撒 母 耳 後書 一 一十 四 章  一 I 十七 節、 歷代誌 略 上 一 一十一 章 一 —十七 節 を精讀 すべし。 

〇 普通の 場合に 於て 計算 は爲 さねば ならぬ 事で ある、 凡そ 正確 を 愛する 人 は 精密に 計算す る、 計算 は 

自己の 能力 を 知る 爲に 必要で ある、 ィ H スは敎 へて 曰 ひ 給 ふた、 「汝等 誰か 城 を 築かん に先づ 坐して 

な  もと ゐ る；  ち ざ わら 

其 費用 此 事の 竣 るまでに 足る や 否や を 計ら ざらん 乎、 恐く は 基 を 置て 之 を 成し 能 はすば 見る 者 皆 嘲笑 

ひて、 此人は 築き 始めて 成遂 ざり しと 一一 百 はん、 また 王 出て 他の 王と 戰 はんに 先づ 坐して 此の 一 萬 人 を 

もって 彼が 一 一 萬 人に 敵すべき や 否や を 計らん、 若し 然 すば 敵な ほ 遠くに ある 時に 使者 を 遣 はして 和睦 

を 求むべし」 と (路加 傳 十四 章 二八— 三 二 節)、 鼓に 主 は 明白に 我等が 事 を 成さん とする に 方て 正さ 
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に 計算すべき 場合 を 示し 給 ふた。 

〇 然し 乍ら 信者の 生 鹿に 於て 計算 は 明かに 罪で ある 場合が ある、 而 して その：：；^ も 著る しき 者 は 聖書の 

示せる ダビデの 場合で ある、 計算 は 人が 祌に 倚らす して 自己に 親る 時に 罪と 成る、 靈 に賴ら すして 物 

に 頼り、 物の 數に 勢力 を 求む る 時に 計 箅は祌 の 憎み 給 ふ 所と なる、 そして ダビデの 場合 は それで あつ 

た。 

〇 r 玆に サタン 起り て イスラ ェ ル に 敵し ダビデ を 感動して イス ラ ェ ルを數 へし めんと せり」 と 云 ふ、 

グビ、 デは 鼓に 惡 魔に 誘 はれて 國勢 調査 を 行 はんとし たので ある。 何の 爲の 調査であった 乎、 自己の 勢 

力 を 知り 之 を 誇り 之に 頼らん が爲 であった、 彼 は 卑賤より 身 を 起し、 神の 特別の 恩寵に 由り、 多くの 

敵に 打 勝ちて イスラ H ルに 王た るに 至った、 ダビデの 王國は 今や イスラ H ル全國 は 勿論の 事、 アン モ 

ン、 モ アブ、 H ドムの 諸國を W 合し、 西方 lei 細亞に 一大 勢力た るに 至った、 是れグ ビヂの 場合に 於て 

は 神の 特^の 恩惠に 由る 事であって、 彼 は 此國を 統御し 其 勢力 を 維持す るに 方て 唯 Ei へに H ホバの 指 

導 恩寵に 依るべき であった、 然るに 成功 は ダビデ をして 祌 より 離れし めんと した、 サタン は 後に イス 

カリオ テの ュダの 心に 入りし 様に 其 時 ダビデ の 心に 入った (路加 傅廿ー 一章 三 節)、 彼 も 亦 ネブカ ドネ 

ザル 王の 如くに 己が _鴻 業 を 見て 獨り樂 しまん と 欲した、 「此大 なる バビ 口 ンは 我が 犬なる 力 を もて 建 

て 京 城と なし 之 を もて 我が 威光 を熠す 者なら す や」 と (但 以理書 ra 章 三十 節)、 ダビデ も 亦 言 はんと 

欲した ので ある、 「此大 なる イスラ H ルの國 は、 HI.! は 我が 犬なる 力 を 以て 趙 てし 者、 我が 威光 を耀す 

者なら す や」 と、 而 して 此 目的 を 以て 彼 は 大將ョ アブに 國勢 調亮を 命じ、 イスラ H ルと ニダの 中 劍 

を帶る 者、 卽ち 兵役に 適する 者の 總數 を報吿 せしめた ので ある、 然るに ョ アブ は斯 かる 調査の 無用な 


る を 知り、 王の 不信 を 諫めて 曰 ふた 「！^^何ぁるとも願くは H ホバ民を百-:^=に增し給はんことを、 陛下 

よ、 是は 皆な 陛下の 僕なら す や、 然るに 何とて 陛 ドは此 事を爲 さんと 要め 給 ふや」 と、 然るに 王は大 

將の 諫言 を聽 かなかった、 而 して 强 ひて 調査 を 行 はしめ、 イスラ H ルの屮 に は 劍を帶 る 者 一 百 十 萬 人、 

ュダの 中には 四十 七 萬 人との 報告に 接して、 心竊に 己が 勢力の 你大 なる を 喜んだ ので ある、 而 して 

「此 事祌の 目に 惡 しかりければ 神 イスラ H ルを擊 なやまし 給へ り」 と ある、 而 して 此 不信の 罪に 對し 

神の 降し 給へ る 刑罰の 如何なる 者な りし 乎 は 本文の 明かに 示す 所で ある。 

〇祌 を 信じて 事を爲 すに 方て 其 結 Bi- を 知る の 必要 はない、 無い のみなら す 知る は 却て 有害で ある、 

「世界と 其 中に 住む 者と は呰な M ホバの 有な り」 である (詩篇 二十 TO: 篇 一節)、 彼 は 之 を 己 を 信す る 

愛子に 與 へんと 欲し 給 ふ、 祌の 賜物に 限りなし、 我等 は 己が 所有と 稱 して 特に 之を數 ふるの 必要 は少 

しもない、 まことに ョ アブが 言へ るが 如く 「幾何 あると も M ホバ 其の 數を 百倍に 增し給 はん」 である、 

「或は 三十 倍、 或は 六十 倍、 或は 百倍の 實を 結ぶな り」 と あるが 如し 可 傳四章 二十 節)、 我等 は 

唯 信じて 沃壤 に 善き 種 を 播 けば 其餘 を 知る の 必要 はない、 「それ 地は自 から 實を 結ぶ ものにして 初め 

に は 苗 次に は穗 いで、 機の 中に 熟した る穀を 結ぶ」 と あるが 如し (同卄 八 節)、 成長 增加は 萬 物の 法 

則で ある、 祌の 道に 循 つて 働いて 我等の 事業 は增大 せざるを得ないの である。 

〇 然るに 神 を 信ぜす 又 萬 物の 法則 を 信ぜす、 己が 力に 賴 り、. 己が 勢力 を 測らん と 欲す、 玆に 計^の 必 

耍が 起る ので ある、 國勢又 は敎勢 調査 を 行 はんと 欲する の-心が 起る の で ある、 我が 信者の 數は幾 ：！：、 

其 財産 は 幾何、 我が H 下の 勢力 は 幾何、 將來擴 張の 目的 如何と、 然れ ども 幾何 あると も是れ 信者の 關 

はる 所ではない、 我等 は 之 を 知る. に 及ばす、 知って 却て 神の 怒 を 招く ので ある、 「此 is?- 神の R に. 悪 か 

大正 十 I 年  六 一 五 


りければ、 祌 敎會を 擊惱し 給へ り」 と 書 直して 多くの 事實を 語る ので ある、 西洋の 諺に 曰く 「祌は 

統計表に 興味 を 有ち 給 はす」 と、 然るに 事實は 如何、 敎會は 統計 を 作り、 之 を 愛し、 之 を 誇る ので あ 

る、 計算 は 英米人の 弊で ある、 彼等 は 統計表に 現 はれざる 實カを 信じない、 是れ 彼等の 傳 道なる 者が 

無效に 終る なる 原因で ある、 我等 は 英米人に 傚って 計算の 罪 を 犯して はならない。 (七月 二日) 


虹 の 意 味 


神 言ひ紛 ひける は、 我が 我と 汝等 及び 汝 等と 共なる すべての 生物との 間に 世々 限りなく 爲す 所の 契約の 徵は 

二  J  しるし 

是 なり、 我れ 我が；^ を 雲の 中に 起さん、 是れ 我と 世との 間の 契約の 徵 なるべし、 卽ち 我れ 雲 を 地の 上に 起す 

時、 舡、 雲の 中に 現 はるべし、 我れ 乃ち 我と 汝等 及びす ベて 肉なる すべての 生物の 間の 我が 契約 を 念 はん、 

水冉 びす ベての 肉なる 者 を滅す 洪水と なら じ、 虹、 雲の 中に あらん、 我れ 之 を觀て 神と 地に 在る すべて 肉な 

ろ 者との 間なる 永遠の 契約 を 念 はん、 神 ノアに 言 ひ 給 ひける は、 是は 我が 我れ と 地に あるす ベての 肉なる 者 

との 間に 立た る 契約の 徵 なり (創世記 九 章 十一 丁-十七 節」。 

〇 神の 造り 給 ひし 萬 物に 盡く 意義が ある、 夏の 雲に 現 はる.^ 美しき 虹に も 亦 深い 意義が ある、 雲は單 

に 蒸 發氣の 凝結した る 者で ない、 虹 はまた 單に 太陽の 光線が 水の 細胞に 當 つて 七色に 分析され たる 者 

でない、 學 的の 雲と 虹 と は 心靈的 の 或る 者 を 示す、 其の 何たる 乎は此 所に 引用せ る 聖書の 言 の 示す 


所で ある。 

〇 雲 は 雨の 貯藏 所で ある、 その 破裂して 雨水 を 注 出す や、 地上に 洪水 起る、 水 は 忠難を 意味す、 「次 

の大 瀧の 響きに よりて 淵々 呼び へ、 汝の 波、 汝 の猛浪 悉く 我が 上 を 越え ゆけ り」 と ある は 大患 難の 

襲 ひ 来りて 我 身を飮 まんと する 狀を言 表 はせ し 言葉で ある (詩篇 四十 一 ー篇七 節)、 「人 は 水と 靈 とに 

由り て 生れ ざれば 神の 國に 入る こと 能 はざる 也」 との ィ H スの 一一： 一" は 「人 は忠 難と 聖靈 とに 由って 生れ 

ざれば 祌の阈 に 入る こと 能 はす」 と 解すべき であると 思 ふ (約 翰 傳三章 五節)、 水は忠 難、 雲 は其發 

源 地、 「それ 我等の 先祖 は 皆な 雲の 下に 在り、 皆な 海 を 過り、 皆な 雲と 海と にて パプ テス マ を 受けて 

モ ー セに歸 けり」 との バウ 11 の 言 は 深い 實驗を 語る ものである (哥林 多 前書 十 章  一、 二 節)。 

〇 太陽の 光線が 雲に 當 りて 虹が 起る、 神の 光輝が 人の 患難 を 照らして 恩惠 生す、 光線 其 物 は 無色 透明， 

眼 は 其 光輝に 堪 へす、 身 は 其 熱に 燒盡 さる、 神の 光輝 も 亦 同じ、 人 は 直に 之 を 仰いで 其 前に 立つ 能 は 

t タル ソの バウ 口、 己が 義を 頼みて 他 を 迫害し、 ダ マスコ 途上 直に 神の 光輝に 接する や、 「我れ 天 

より 光 ある を 見たり、 日よりも 輝きて 我れ 及び 共に 行ける 者 を 環り 照せ り、 我等 皆な 地に 仆る」 と あ 

る (行 傳让六 章 十三、 十四 節)、 「誰か 此の 聖き 神なる H ホバの 前に 立つ こと を 得ん」 である (サム 

エル 前書 六章卄 節)、 我等 は 肉眼 を 以て 太陽 を 見る 能 はざる が 如くに、 亦 靈服を 以てして 聖き祌 なる 

O0OOOOO  0OOOO0O0000  0  0  0  0  0  0 かけはし 0  0  0 

H ホバを 仰ぎ奉る こと 能 はす、 日光が 雲に 當り、 其 反射 分解す る 所と なり、 美く しき ：大 の懸 橋と なり 

OOOOOCO  0OOOOOO0OOO0O  000 めづ OO0O0  0000 か/やき OO00000 

て 現 はる k 時に、 人 は 之と 相對 して 其 美 を 讚へ、 其 色 を 賞る が 如くに、 H ホバの 光輝 も 亦 人の 患難に 

0  0  0  0  0 しっく 0  00  O00OOOOOO0O00OO  0000000000  0 めた、 まり 0  0  0  0 

觸れ、 其淚 の, に當 り、 憐愁 恩愛の 虹と して 現 はる、 時に、 罪人 も 之 を 仰ぐ を 得て、 其 和煦に 傷める 

00000000 

靈を 癒す ので ある。 


Hi  SS  な I 八 

〇 虹 は祌が 罪に 惱 める 人 を 救 ひ 給 ふとの 契約の 徵 である、 洪水 は歇 み、 罪 は 洗 はれ、 ノア は エホバの 

爲に壇 を 築きて 燔祭を 其 上に 獻 げた、 M ホバ之 を 受納し 給 ひて 虹 を 雲の 中に 起して 洪水 を 以て 再び 地 
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上の 諸 生を滅 さ^るべ しとの 契約の 徴 となし 給 ふた、 祌、 人、 生贊、 雲、 虹と 云 ふ、 殊に H ホ バ其馨 

しき 香 を 噴ぎ 給 ひて、 我れ 再び 人の 故に 因りて 地を詛 ふこと をせ すと 言 ひ 給 ひし， と 言 ふ、 言葉 は 人類 

幼稚 時代の それであって、 神人 同性 說の 迷信 を 免れす と雖 も、. 其. s: に 深い 心靈的 眞现. が 龍って 居る、 

罪 は 苦難 を 招き、 苦難に 由て 罪 を 知る、 而 して 我れ 罪の 挽囘の 生贊を 以て 神に 近づけば、 神 は 赦免の 

恩惠を 以て 苦難の 中に 現 はれ 給 ひて、 再び 同一 の 苦難 を 以て 我 を 罰せ じと 誓 ひ 給 ふ、 事 は 人の 宗敎的 

實 驗に屬 する ことであって、 其內に 少しも 不思議 はない ので ある。 

〇 而 して 基督 者の 場合に 於て は 生赘は 神の 備へ給 ひし 羔ィ H ス である、 彼 は 我等の 挽 同の 供物で ある、 

--、 るし み .？  二 

我れ 彼に 由り て改悔 の淚を 以て 神に 近づけば、 神 は 彼の 故に 我を赦 し、 罪と 罪の 結果なる 苦難 を聖 め、 

恩 惠の光 を 以て 我 を 照し 給 ふ、 故に 云 ふ、 罪人 は 直に 神の 聖額を 仰ぐ 能 はす、 r ィ H スキ リストの 面 

に 輝く 榮光」 を 見て 喜. ぶので あると (哥林 多 後 四の 六)、 「夫れ 我等の 祌は 燒盡す 火な り」 と あるが、 

や ** ひ  めぐみの ひかり 

イエスキリストの 面に. 輝く 其 榮光は 罪を赦 し、 疾病 を 癒す 慈 光で ある、 卽ち 虹で ある、 見る に 美 は 

しき、 仰ぐ に 快き 七色の 虹. である。 

〇 此事を 知. りて 默示錄 ra 章 二、 三 節の 意味が 解る、 曰く 「我れ 天に 一 の寶座 設け ありて 其 上に 坐す る 

^ある を 見たり、 其の 顏は 金剛石 赤 瑪琐の 如く、 且つ 其の 寶 座の 四 園に 綠. の 玉の 如き 虹 あり」 と、 天 

に 在して 罪人の 爲に執 成し 給 ふ盖は 共の 資座， の 四 園に 虹 を ぎひ 給 ふと 言 ふ、. 單に榮 光の 徵 として 後光 

が 指す と 云 ふに 非す、 虹が 輝く と 云 ふ、 羔の 放つ 光 は綠の 玉の 如き 虹で ある、 仰ぎ a て 美しく、  み 


瞻て慕 はしく ある、 「また 城 (聖 城なる 新しき H ルサ レム) に 口 月の 照らす 事を需 めす， そ は 神の 榮 

光之 を 照らし 且羔 城の 燈 なれば 也」 と ある (廿 一 章廿三 節)、 神の W は 彼の 榮 光の 光輝なる 羔ィ ェ ス 

の 照らす 所で あると 云 ふ、 卽ち 虹の 王國 である、 悔 改めた る 罪人の 爲に備 へられた る 慈 光の 光り 渡る 

國 である。 (今年 夏— 七月 三十 U! 虹 多き 淺問 山麓に 於て 述べし 所) 


貧者の 祝 福 

イエス 曰 ひける は …… 汝等 f 者 は 福 ひなり、 神の 國は 卽ち汝 等の 所有 なれば 也 (路加 傅 六 章 二 

十 節)。  . 

〇 基督 敎は 如何 見ても 貧者の 宗敎 であります。 聖書が 貧者 を 福 ひして 富者 を詛 ふ 言 は數 限り ありませ 

ん。 舊約は 措て 問 はす、 新約 丈け に 就て 足まして 此 事の 事實 なる を 知ります。 其の 主なる A の 三 §： を 

舉げ ますれば、 

心の (或は 心より) 貧しき 者 は 幅 ひなり、 天國は 卽ち其 人の 有 なれば 也 (馬 太 傳五章 三 節)。 

富者の 祌の國 に 入る より は， 駱駝の 針の孔 を 穿る は 却て 易し (全 十九 章 一 一十 四 節) U 

兄弟よ 召 を 蒙れる 汝等を 見よ。 肉に 循れる 智慧 ある 者 多から す、 能力 ある 者 多から す、 貴き 者 多 

からざる 也。 祌は知 曰 者を愧 しめんと て 世の 殿なる 者 を 選び、 强 者を愧 しめんと て 世の His^ を 選び 
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給へ り (哥林 多 前書 一章 廿六、 卄七 節。 此 所に 云 ふ 愚者 は 知識 的の 貧者、 弱者 は權カ 的の 貧者で 

あります )0 

我が 愛する 兄弟よ、 聽け、 神は此 世の 貧者 を 選びて 信仰に 富ませ、 己 を 愛する 者に 約束し 給 ひし 

所の 國を嗣 ぐべき 者と ならしめ 給 ふに 非す や (雅各 書， 一 一章 五節 )o 

わ V..- は ひ  なきさけ  たから ,、  しみ *、 

富者よ、 汝 等の 上に 来らん とする 禍害 を 思 ひて 哭 叫ぶべし。 汝 等の 財 は 朽ち、 汝 等の 衣は蠢 ひ、 

汝 等の 金銀 は銹 腐れり、 此銹は 證を爲 して 汝等を 攻め、 且 火の 如く 汝 等の 肉 を はん。 汝等 は此. 

末の 日に 在りて 尙ほ 財を蓄 ふる 事 をな せり …… 汝等 地に 在りて 奢り 樂 しみ、 屠る 日に 在りて 尙 

ほ 其 心を悅 ばせ り (仝 五 章 一 —五節)。 

〇 以上 は 盡く强 い 言葉 で あります。 そして 之 に 類す る 言葉 は舊 約に も澤 山あります。 斯くて 基督 敎は 

何 所まで も 貧者の 味方であって 富者の 敵であります。 基督 敎が 富者に 味方して 貧者に 反對 する 時に、 

基督 敎は 何時でも 衰へ るので あります。 

〇 何故 さう であり ませう 乎。 基督 敎は 勿論 貧者と 稱 して 懒惰の 結果、 貧 を 己に 招いた 者に 對 して 同情 

を 表しません。 「手 を懒 くして 働く 者 は 貧しくな り、 勤め働く 者の 手 は 富 を 得」 と敎 へます。 「富者 

の 寶財は その 堅き 城な り、 貧者の 缺乏は その 滅亡な り」 とも 敎 へます (箴言 十 章 四 節、 十五 節)。 懶 

惰の結 菜と しての 貧 を 斥けます、 勤勉の 結果と しての 富を赏 めます。 然し 乍ら 大體に 於て 貧に 同情し 

て 富に 反對 します。 何故で せう 乎。 

〇 此祌に 反き たる 不自然なる 社會に 在りて 富 は 大抵の 場合に 於て 不自然で あり 不當 であるから であり 

ます。 大抵の 富 は 其 所有者が 作った 者で はなく、 社 會卽ち 多 數卽ち 貧者が 作った 者であります。 此罪 


の 世に 在りて は 少数の 所謂 「廻り 合せの 善い 者」 が 富者になる のでありまして、 本當に 自分の 力で 富 

を 作り出し たと 云 ふ は 滅多に無い のであります。 富 は祌が 人類に 賜 ふ 賜物であります。 故に 若し 世が 

神の 聖旨に 合 ふ 世であります ならば 貧者 も 富者 も 無い 害であります。 斯 かる 世に 在りて は 「多 く^む 

る 者 も餘り あらす、 少く敛 むる 者 も 足らざる 事な し」 と 聖書に あるの が 普通の 狀 態であります (哥林 

多 後書 八 章 十五 節 )o 然るに 今の 世の 狀 態に 於て は r 餘り ある^」 と 「足らざる 者」 とが 普通で あり 

ます。 斯 かる 場合に 於て、 キリストが 言 ひ 給 ひしが 如くに、 財 は 「不義の 財」 であります (路加 傳十 

六 章 九 節)。 縦し 世の 法律に は 反 かすと 雖も、 神の 御 目の前に は 「不義の 財」 であります。 不自然な 

る、 不道现 なる 分配に 由て 得た 富でありまして、 決して 福 ひなる 者ではありません。 

0 故に 斯 かる 不當の 分配に 由て 得た 富 は 災害の 種でありまして、 幸福の 基ではありません。 縦し 世の 

法律 は 之 を 罰しませんでも 神の 怒 は 之に 伴 ひます。 聖 めら れ ざる 富と， 悔 改めざる 富者と は 實に禍 ひ 

なる 者であります。 勿論 世に は 己れ が 求めざる に 富者に 成った 者が あります。 富家に 生れた 者が あり 

ます。 骨の 所謂 幸運の 人と 稱 して、 己れ 富を逐 はざる に 富の 逐ふ 所と 成った 者が あります。 斯 かる 場 

合に 於て 富 は 罪で あると 言 ふ 事 は 出来ません。 個人的に 罪ではありません、 然し 乍ら 不幸た る は 免 か 

れ ません。 世の 謂 ふ 幸福 は 神の 御 服から 見て 不幸であります。 而 して 亦 人の 道理から 考 へて 見ても 不 

幸であります。 富 は 不幸、 富者 は 不幸、 其 事 は 聖書に 訴 ふるまで もありません、 人類の 實驗が 充分に 

之を證 明し ます。 

0 然 らば 何故 に 貧者 は 幸であります 乎。 神の 賜物のより 少き 分配に 與 つた 者で あるから であります。 

當者 はより 多き 分配に 與 つた 者であります から 後に 其餘分 を徵發 さる、 の 憂が あります。 之に 反して 


. 貧者 はより 少く 受けた のであります から 後に 其 不足 を 補 はる、 の 喜びが あります。 故に 使徒 ャ コ ブは 

り ざ は ひ  な.？ さけ 

首うた のであります 「富者よ 汝 等の 上に 來 らんと する 禍害 を 思 ひて 哭 叫ぶべし」 と (雅备 書 五堂 一 

： 節 )0 又 「(貧しき) 兄弟よ、 忍びて 主の 臨る を 待つべし」 と (七 節)。 大體に 於て、 富者の 生涯 は 心 

配の 生涯で あるに 比べ て 貧者の 生涯 は 希 §nl の 生涯であります。 「貧者に 福 昔を傳 へん 事」 が 神が 其 子 

を 世に 遣 はし 給 ひし 第一 の 目的で ありし 事 を 知って 贫者は 喜ばざる を 得ません (路加 俾 g: せ 十 十八 節)。 

〇 而 して 亦 貧者の 幸福 は 未来に 於て あるば かりではありません、 現在に 於ても あります。 彼 は 神に 倚 

賴 ります、 倚賴ら ざる を 得ません。 彼 は 心より 「我等の rn 用の 糧を 今日 も與へ 給へ」 と 祈ります。 彼 

は 「汝等 天空の 鳥 を 見よ、 播 くこと なく、 穫る こと をせ す 倉に 蓄 ふること なし、 然るに 汝 等の 天の 父 

は 之 を 養 ひ 給へ り、 汝等 之よりも 大に 勝る、 者なら す 乎」 との ィ H スの御 首 葉 を 聞いて 自分の 事の や 

うに 感じます。 又 希 伯來書 十三 章に 「汝等 世 を 渡る に 貪る 事 をせ す 有る 所 を 以て 足れり とせよ、 蓋 我 

れ汝を 去らす 更に 汝を棄 じと 言 ひ 給 ひたれば 也。 然れば 我等 毅然して 言 ふべ し、 主我 を 助く る 者 なれ 

ば 恐怖な し、 人我に 何 をか爲 さんや」 との 言 を 讀んで 其 偉大の 力 を 感じます。 毎日 神に 養 はる k の奇 

廣 を實驗 して 彼 は 天父の 實在を 疑 はんと 欲する も 得ません。 祌と 偕に 生く るの 幸 一幅 は 貧者が 殊に 實驗 

する 所であります。 

〇 勞 働の 快 樂も亦 貧者 特有の ものであります。 世に 不幸なる 者と て 側かない 者、 働かす して it む 人の 

如きはありません。 勞 働の 快 樂は 最も 確實 なる 快樂 であります。 縦し 適當の 報酬の 之に 伴 はない とし 

ても勞 卿に 「我 は 今日 も 何か爲 したり」 と 云ふ滿 足が あります。 西洋の 諺に 「最大の 罪惡は 何事 を も 

爲さ にる なり」 と 云 ふ 事が あります が 實に其 通りであります。 人は勞 働に 由て 人生の 苦痛 を 忘れる 


のであります。 跌樂 機關は 一 時の 鎖 痛劑に 過ぎません" 一 生 懸命に 働く 時に 人 は 何人も 小 の 如くに 

イノセント (辜な き 者〕 となる のであります。 

〇 貧 は 緊張の 生涯であります。 而 して 緊張の 內に 信仰 も 起り、 愛 も 希 §1^- も 生じます。 貧 は 殊に 主 イエ 

ハ、 の 地トの 生涯で ありました。 私供 貧に 居って 彼 を は 取 も 深く 知る 事が 出來 ます。 「彼 は 富める 者な り 

しが 汝 等の 爲に 貧しき 者と なれり、 是れ汝 等が 彼の 窮乏に 山り て 富める 者と 成らん が爲 なり」 と あり 

ます (哥林 多 後書 八 章 九 節)。 ィ H スと惜 なる を 得た 事 丈け が 最大の 富であります。 基督 信者 は是れ 

以上の 富 を 要求し ません。 

0 然 らば 貧者 は 己が 貧 を 誇って 富者 を 嘲け るべき であり ませう 乎。 勿論 さう でありません。 貧 は 信者 

に ,2^ りて はより 善き 境遇と して 感謝すべき であります。 而 して 富者に 對し 深き 同情 を 表し、 彼が 富の 

誘 ふ 所と ならす して、 信仰の 幸福に 入らん こと を 祈るべき であります。 (一九二 二 年の-?^ i 八月 六 U 

Ife 井澤に 在りし 此 世の 富者 等に 對 して 語りし 所の ものである)。 


苦しみに 勝つ の途. 

こと  P  44 ひ  .P なしみ  にな  7 >( 

實に彼 は 我等の 病 忠を負 ひ、 我等の 悲歎 を擔 へり、 然るに 我等 思へ らく、 彼 は 責められて 祌に擊 

t- が  ?\ ノリ  みづ  こらしめ 

れ 苦しめら る、 也と、 彼 は 我等の 短の 爲に けられ、 我等の 不義の 爲に碎 かれ、 自 から 愆 罰を受 

大正 十二 年  六 i 


講演  六 二 四 

けて 我等に 平安 を與 ふ、 その 撃 たれし 痕 によりて 我等 は 癒されたり、 我等 は 皆な 羊の 如く 迷 ひて 

各々 己が 道に 向ひ往 けり、 然るに エホバ は 我等 凡ての 者の 不義 を 彼の 上に 置き 給へ り (以賽 _亞 書 

五十 三 章 四— 六 節)。  . 

凡て 行路 人よ、 汝等 何とも 思 はざる 乎、 H ホバ その 烈しき 震 怒の 日に 我を惱 まして 我に 降し 給へ 

る この 憂苦に 等しき 憂苦 またと 世に あるべき や、 考へ 見よ (哀歌 一章 十二 節)。 

つか  おもさ  やすま  へ.. りく  _た 

凡て 勞れ たる 者 また 重 を 負へ る 者よ、 我に 来れ、 我れ 汝等を 息 せん、 我 は 心 柔和に して 謙遜る 者 

なれば 我 軛を負 ひて 我に 學べ、 汝等 心に 平安 を ir へし、 そ は 我軛は 易く、 我 荷は輕 ければ 也 (馬 

太傳十 一 章廿 八— 卅 節)。 

〇 人に は 何人に も 苦難が あります、 苦難 は 貧者に もあります、 富者に もあります、 下流 社會の 人に も 

あります、 上流 社會の 人に もあります、 人 は 如何に 工夫しても 苦難より 免 かる、 事 は 出来ません、 縱 

し 世に 苦難の II ない 人が ありましても、 最大の 苦難なる 死 を 免 かる k 人 は 一 人 もありません、 人生 は 

苦難の 街であります、 苦難 は 萬 人の 共通 性であります。 

〇 然るに 人 は 苦難 を 嫌 ひます、 抓 何して 之 を 避けん とて 種々 の 工夫 を 凝らします、 或る 苦難 は 之 を 避 

くる 事が 出来ます、 然し 多くの 苦難 は 之 を 避く る 事 は 出来ません、 兹に 於て か 人力 以上の 力に 頼らん 

とします、. 祌佛に 祈願 を 懸けます、 或 ひ は 秘傳を 授かりて 惡魔 を追攘 はんとします、 然し 苦難 は 依然 

として 存 ります、 文明^ 歩の 今日と 雖も此 世 は 昔と 變ら ざる 淚の 谷であります。 

0 兹に 至て か 苦難 を 除く 他の 方法 を發 見し なければ なりません、 苦難 を 除く 事 は 出来ません、 然し 之 

に堪 ゆる 事 は 出来ます、 死 は 之 を 魔す る 事 は 出来ません、 然し 之に 堪へ 之に 勝つ の 能力 を 供せられ て 


ち r ら  く， 0 しふ 

死は廢 せられし と 同然の ものと なります、 そして 本當の 宗敎 は此 能力 を 供して 苦難と 苦難の 王なる 死 

と を 亡ぼす のであります。 

0 然るに 大抵の 人は此 事が 解りません、 大抵の 人 は 神様 は 苦難 其 物 を 除い て 下さる 者で あると 思 ひま 

す、 そして 若し 神に 祈願 を 籠め て 苦難が 除かれないならば、 祌は 無い とか、 在る も 人 を 助く るの 力が 

無い と 思 ひます。 勿論 萬 物 を 主宰し 給 ふ 神に 人の 苦難 を 除く の 力が 有ります、 そして 或る 場合に 於て 

は 人の 1^ 願に 應 へて 苦難 を 除きます、 疾病 を 癒します、 波浪 を靜 めます、 死者 を さへ 甦らし ます、 然 

し 是等は 特別の 場合であります、 普通の 場合に 於て は 所謂 天然の 法則が 行 はれまして、 苦難 は 苦難と 

して 實現 します、 故に 不信の 人 は 疑問 を 起して 曰 ひます- 若し 神が 在るならば 何故 苦難が ある 乎、 神 

若し 神たら ば 苦難 は 直に 之 を 除くべき ではない 乎と。 

0 神 はたし かに 在ります， 苦難 も 亦 在ります、 而 して 苦難 を廢 せす して 之に 堪へ、 更らに 進んで 之に 

打 勝つ の 能力 を 賜 ふて 祌は 御自身の 存在 を證 明し、 人 は 叉其奇 しき 能力の 供給に 與 かりて 祌の實 在 を 

實驗 し、 自分が 神の愛に 觸れし 其 祝 幅 を自覺 する のであります、 苦難 は 之 を 除いて 戴かす とも 可い の 

であります、 之に 堪へ 之に 勝つ の 能力 を 戴き ますれば 除いて 戴いた と 同然であります、 否な、 衷に耐 

ゆるの 能力 を 戴く の は 外に 苦難 を 除いて 戴く より 遙か 以上の 恩惠 であります、 苦難 を 除かれて isl に 神 

を 忘れる の危險 があります、 然し 乍ら 苦難に 勝つ 能力 を 賜 はりて 我等 は祌の 宿る 所と なる ので ありま 

して、 人生の 幸福 此上 なしであります， 若し 苦み し 事に 由り て 神と 偕なる を 得しなら ば、 苦しみ は 人 

生 最大の 幸福であります、 そして 多くの 聖徒 は此 幸福 を實驗 して 苦しみの 內に 在りて 神 を 讚美し まし 

た。 
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0 そして 苦難に 勝つ の 能力 はた 漠然として 信者の 心に 臨む のではありません、 慰安 を 持 來す慰 者 

が あるので あります、 我等 は 苦しんで 新たに 友 を 得る のであります、 た に此 世の 同情者 を 得る に 止 

まりません、 神 を 代表す る 神の 子 を 友と する に 至る のであります、 ィ H ス キリストが 祌の 子で ある 證 

據は 彼が 人の 中で 最も 多く、 最も 强く、 最も 深く 苦しんだ 事に 於て あります、 彼れ 御自身が 預言者の 

口 を 以て 一一 一一 n ひ 給 ひました、 「エホバ が 我に 降し 給へ る その 苦しみに 等しき 苦しみ はまた と I にある ベ 

き や」 と、 、ゲ ッセ マネの 園に 於て 彼の 苦しみ は 其 極に 達し、 彼れ 其 弟子に 曰 ひける は、 r 我心 痛く 憂 

へて 死ぬ ばかりた A り」 と、 叉 地に 伏して 祈り 曰 ひける は 「若し 聖旨に 適 は^ 此時を 去らし め 給へ」 と 

(馬 可傳 十四 章)、 ィ H ス キリストの 傅 記を讀 みし 者 は 皆な 彼が 人 問の 內で 最も 不幸なる 人で ありし 

事 を 知ります、 而 かも 此 人が 同時に 叉 最も 聖ぃ 最も 義 しい 人で ありし 事 を 知りまして 人生の 苦難の 決 

して 神の 刑罰と しての み 降る 者で ない 事 を 知ります、 苦しむ 時に 其 事 を 知る 丈け が 犬なる 安 慰で あり 

ます、 然し 事 は それに 止まりません、 此の 聖ぃ義 しい 方が 「我が 軛を 負へ」 と 曰 ひ 給 ふので あります、 

r 軛を 負へ」 と は 「軛を 共に せよ」 と 謂 ふ 事であります、 軛はニ 頭の 牛の 上に 置かる \ 者 であり まし 

て、 軛を 共に すると は 二人で 一 筒の 軛を負 ふ 事であります、 之を稱 して 軛仲 問と 云 ひます (腓立 比 書 

四 章 三 節に 「勞 苦の 侶」 と ある は此 事であります)、 そして 祌 の子ィ H スはー 百 ひ 給 ふので あります、 

「凡て 勞れ たる 者 また 重 を 負へ る 者よ、 我と 軛を 共に せよ、 我れ 汝 と共に 同じ 軛を 頸に 懸けて 汝の牽 

ける 重荷 を牽 かん」 と、 何ん と 犬なる 特權 ではありません 乎、 神の 子が 私と 併んで 同じ 軛を其 頭に 懸 

けて 私の 牽 くべ き 荷物 を牽ぃ て 下さる と 云 ふので あります、 そう なれば 重荷 は 重荷ではありません、 

r 汝等 心に 平安 を 得べ し」 と ある 其 通りであります、 彼 は 重荷 を 取 除いて 下さりません、 然し 私と 併 


らんで 重荷 を 負 ふて 下さります、 二者 何れが 幸福で ありませ う 乎、 勿論 後者であります、 苦難に 遭 ふ 

た 結果と して 神の 子と 軛 仲間と なった とすれば 之に：^ さるの 祝福 はないで はありません 乎。 

〇 そして ィ H スと軛 を 共に して 重荷が 輕 くなる 許りではありません、 私共 は 彼に 學び、 彼が 心 柔和に 

して 謙遜る 如く、 私共 も 彼の 如くに 成る のであります、 彼と 極 を 共に して 私共の 頑^が 打碎 かれます、 

私共の 傲慢が 引下され ます、 二 頭の 牛 は 同等の 力で あり 同様の 性質で なければ 能く 同一 の 軛に堪 へま 

せん、 其の やうに 祌の 子と 同一 の 軛を負 ふに 至て 私共 各自 も 亦 彼と 力と 性質 を问 じくす るに 至ります、 

如斯 くして 苦難 は 之 を 除いて 欲しくありません、 之 を 好き 機會 として 祌の 子の 軛仲 問と なり、 彼と 苦 

難 を 共に して 彼の 能力の 佻 給に 與 りたく あります。 

〇 如斯 くにして 苦難 は 人生に 無くて はならぬ 必要の ある 者であります、 苦難に 由て 人 は 神と 偕なる に 

至ります、 肉に 於て 死して 靈に 於て 生く るに 至ります、 卽ち 永生 を 己が 有と なすに 至ります、 そして 

此事を 知って 苦難が 人生より 絶えない 理由が 解ります、 苦難の 無い 世界… それ は實に 堪えられない 世 

界 であります、 神 を 知る は 永 生であります、 そして 神が 其 獨子を 以て 私共と 共に 苦難 を頒 つて 下さ 

つて.、 私共 は祌を 知りつ k 永生に 入る のであります、 苦難に 之 を 除かれん と 欲 はす、 之に 堪え また 勝 

つ の途を 取る ベ きであります、 そして 其途は キリ ス トの！ i 昔に 於て 在る と 信じます。 (八；：；： 十三：：：： 水！ E 掛 

にて) 
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罪の 贖 主としての ィ H ス キリスト 

(八月 二十日 箱 根 平信徒 夏期 修養 會に 於て 述べし 所の ものである。 其 後沓掛 に 大手 町に 於て 

多少の 變更を 加 へ て 繰返した)。 

イエ ス その 弟子と 共に カイ ザ リャビ リビの 村々 へ往 く。 途 にて 其 弟子に 問 ふて 日 ひける は、 人々 は 我 を 曰 ひて 

誰と する 乎。 答 へけ る は、 或 人 は パプ テス マ 5 ョハ ネ、 或 人 は ェ リ ャ， 或 人 は 預言者の 一 人な りと 曰 へ り。 ィ 

ェ ス 彼等に 曰 ひける は. 汝等は 我 を 曰 ひて 誰と する 乎。 ぺ テ £" 答へ ける は. 汝は キリ ス ト なり。 ィ H ス 彼等 を 

誡 めて 我事 を 誰に も告 ぐる 勿れと 人 S じたり (馬 可傳 八章廿 七— 三十 節)。 

人の子の 來るは 人 を 役 ふ爲に 非ず， 反って 人に 役 はれ、 且つ 多くの 人に 代り、 その 命を予 へて 贖と ならん 爲な 

り (， 仝 十 章 十五 節，)。 

〇 基督 敎は キリスト 中心であります。 人が キリストに 就て 如何に 思 ふ 乎、 それに 由て 彼の 信仰が 定る 

のであります。 キリスト は 人で ある 乎义は 神で ある 乎、 道德 の敎師 である 乎 又は 罪の 贖 主で ある 乎、 

是れ 如何で も 可い 閑 問題ではありません。 實に 重要 問題であります。 他の 宗敎に 在りて は 敎理は 之 を 

傅へ し 敎主を 離れて 論す る 事が 出来 ませう。 然れ ども 基督 敎に 在りて は敎 主の 誰なる 乎が 第 一 問題で 

ありまして、 彼の 傳 へし 敎 理の價 値 如何 は 第二 又は 第三 問題であります。 「汝等 は 我 を 曰 ひて 誰と す 

る 乎」 と 今日の 信者 も亦ィ H スに問 はる、 のであります。 而 して 此 問に 對 して 基督 敎會は 今や 何と 答 


へ つ 、あります 乎。 

〇 「汝等 は 我 を 曰 ひて 誰と する 乎」 との ィ H ス の 問に 對し、 第一 一十 世紀 當 初の 基督 敎會は 概ね 下の 如 

くに 答へ ます。 曰く 「ナザレの ィ H スは大 なる 敎師 である。 然り 多分 人類が 生みし 最大の 敎師 であら 

う。 彼が 人で ある 乎祌 である 乎、 そ は 一 箇の形 以上 學的 問題に 過ぎない。 然れ ども 何人も 彼が 大敎師 

でありし 事 を 疑 ふこと は出來 ない。 彼 は 愛を敎 へ、 愛に 基ゐ する 道 德を傳 へた。 神 は 父で ある、 人類 

は 神の 子供で ある。 故に 人類 は 人が 兄弟 を 愛する 其 愛 を 以て 相互 を 愛すべき である。 ィ H スの 教訓に 

して 服廣 せられん 乎。 人 は 完全なる 人 たるべく、 社會に 黄金時代 は實 現すべし。 ィ H スの 敎訓と 其赏. 

行… 個人の 完成 も 世界の 改造 も 之に 由て 行 はる。 ィ H スは 誰で あらう と、 この 事 だけ は 異論 はない。 

故に 基督 者 は 從來の 如くに 各自の 懐ける 所謂 基督 觀に 就て 議論 を鬪 はす 事を廢 めて、 諸 敎會は 一 致圑 

結して、 然りュ 一一 テリ ヤン を も 加へ、 羅馬； 大主敎 徒 をも迎 へ、 然り 更らに 進んで 不信者 を も 誘 ひて、 

新約聖書、 殊に 其 四 福音書に 現 はれた るィ H ス の大 精神、 大敎訓 の 實現實 行 を 力むべき である」 と。 

大略 斯の やうに 答へ ます。 

〇 そして 是れ 勿論 全然 間違った る 見方ではありません。 ィ H ス 御自身が 曰ひ給 ひました、 「我 を 呼び 

て 主よ 主よ と 曰 ふ もの 盡く 天國に 入る に 非す、 之に 入る 者 は 唯 我が 天に 在す 父の 旨に 遵ふ 者の み 也」 

と (馬 太 七の 廿 一 )。 世に は 所謂 信仰に 正しくして 行爲に 正しから ざる 所謂 信者が 澤 山あります。 聖 

書 は 表紙より 表紙まで 信す ると 稱 し- キリストの 神性 も、 處女 出生 も、 再臨 も、 復活 も 悉く 信す ると 

稱 する 人に して、 約束 を 守らす、 借金 を 返へ さす、 自分の 敎會の 建設に は 熱心なる も 他人の 敎會と 云 

へば 之 を 毀つ も 省みす、 如何にも 普通 道德 など は 有って 無き が 如くに 振舞 ふ 信者が あります、 そして 
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斯 かる 信者の 有る限り、 イエ スの敎 訓が重 ぜられ て、 彼に 關 する 敎義が 輕ぜら る、 の は 決して 無理で- 

ありません。  ィ H スは 確に 信仰に 正しくして 行爲に 誤りた る學者 パリ サイの 人よりも、 信仰に 誤りて 

あ.？ は 

も 行爲に 正し かりし サ マリヤ 人 其 他の 異邦人 を 愛し 給 ひました。 近代 人が 教義に 厭 菜て &純道 德に歸 

らんと しつ & ある 其 事に 對し 私も亦 厚き 同情 を 禁じ 得ません。 ル ー テル 敎 徒が カルビ ン 主義者 を 憎む 

事甚 しく、 カル ビン 主義者 又 相互 を窘 しめ、 他敎を 排斥し、 キリストの 爲には 人 を 殺す も 敢て辭 せ ざ 

クリス チヤ ン 

る 偽 はりの 熟 心を發 揮す るに 至って は、 人 誰か 敎義を 嫌惡せ ざらん 乎であります、 若し 基督 者が 斯か 

る 者 で あ る な ら ば、 我 は 寧ろ 昔 に 還 つて 故 の 不信者た らんと は 私自身 も 度 々 發す る聲 であります。 

〇 そして 見やう に 由て は 基督 敎は 敎義 なしの 宗敎 である やうに 見えます。 敎義は 元々 パゥ 口 に 由て 唱 

へられし 者、 バウ ri 微 りせば 基督 敎はィ H ス の傳 へし 純道德 として 存 つたで あらう。 勿論 四 福音書に 

も 敎義が 在る。 然し 乍ら 是は バウ 口の 感化に. S て 書き 加 へられた ものであって、 ィ H ス 御自身の 口 か 

ら a, いた もので ない。 畢竟る 所 新約聖書 はパゥ II の 感化に 由る 敎義 化された る 基督 敎を傳 へたる 者で あ 

る。 故に 我等 若し 混和な きィ H ス の敎に 達せん と 欲せば、 宜しく 其 記事 を 取捨 選擇 して パ ゥ n の敎義 

的 外皮の 內 より ィ H スの道 德的心 髓を取 出すべき である。 縱令 聖書に 何と 書いて あらう とも、 眞理は 

眞理 であって 動かす ベから す。 我等 はすべ ての 束縛より 解放せられ たるが 如く、 亦 聖書の 束縛よりも 

解放せられ ざるべ からすと は， 今や 基督 敎會全 體が唱 へ て 揮らない 所であります。 

〇 然し 乍ら 近代 人の 此の 見方 は 本當の 見方で ありませ う 乎。 ィ H スは ra^ して 主として 道德 の敎師 であ 

りました らう 乎。 新約聖書 は 菜して バウ 口 感化の 下に 成った 書で ありませ う 乎。 私 はさう 信す る 事 は 

ひ ぶ P い 

出來 ません。 先づ 第一 に 新約聖書に 就て 言 ひませ うならば、 新約聖書 はパゥ a 獨舞臺 の 書で はあり ま 


せん。 勿論 バウ a は 其大立 物であります。 然し 乍ら 彼 は 初代の 敎 會を獨 占し ませんで した。 彼の 外に 

ぺ テロが ありました。 ヨハネが ありました。 ヤコ ブが ありました。 そして 彼等 孰れ も獨 立の 人で あり 

まして、 信仰の 耍點に 於て 悉く 一人の パゥ •  ：！ に服從 する やうな 人ではありませんでした。 そして 贖罪 

の 一 事に 就て 見ましても、 照 罪 はべ テ n 書に も、 ョ ハ ネ書 にも、 ャ コ ブ書にも明かに^^！てぁります。 

「彼れ 木の 上に 懸 りて 我等の 罪を自 から 身に 任 ひ 給へ り、 是れ 我等 をして 罪に 死て 義に 生かしめ ん爲 

なり、 彼の 鞭打 たれし に 因りて 汝等醫 されたり」 と 彼 得 前書 二 章廿四 節に あります。 そして 其れ は 共 

0OOO0O0OCOO000O00OO0O0O0OO0  O00O000O00 

害であります。 贖罪の 敎義は 新約 を 以て 初めて^に 出た ものではありません。 舊 約に 其 源を發 した も 

のであります。 有名なる 以赛亞 書 五十 三 章が 能く 此事を 示します。 「まことに 彼 は 我等の 病患 を 任 ひ- 

我等の 悲 みを擔 へり、 …… 彼 は 我等の 短の 爲に傷 けられ、 我等の 不義の 爲に碎 かれ、 自 から 懲罰 を受 

けて 我等に 平安 を與 ふ、 その 打 たれし 痍に 由り て 我等 は 癒されたり」 とあります。 其他喷 罪に 關 する 

舊 約の 霄葉： j 組に 表號に 就て 玆に之 を引證 する の 時 を 持ちません。 敎義々 々と稱 して 敎義を パゥロ の 罪 

に歸 する は淺ぃ 見方であります。 又 パゥ！ 1 に對し 不公平 極まる 見方であります。 パゥ n は 履 罪の 敎義 

を發 見し ませんで した。 彼 は 深遠なる 信仰と 明晰なる 頭腦を 以て 舊 約の 敎義を 以て ィ H ス の 生涯 を 説 

明した までであります。 パゥ 0 が 無くっても 噴 罪の 敎義 はあった のであります。 神が アダムと その 妻 

エバ と を 罪に 誘 ひし 蛇に 向って 「我れ 汝と婦 の 間 及び 汝の 苗裔と 婦の 苗裔との 問に 怨恨 を 置ん 彼は汝 

かしら  くびす 

の 頭 を 碎き汝 は 彼の 踵を碎 かん」 と霄ひ 給 ひし 時に 躓 罪 は 暗示され たのであります (創世記 三 章 十五 

節)。 叉 アベルが 其牧 ひし 羊の 初生と 其 肥えた る 者 を 携へ來 りて M ホバに 供へ しに、 H ホバ其 供物 を 

かへ りみ  きざし 

眷顧 たまへ りと ある 時に 頫 罪の 兆が 見えた のであります (仝 g! 章 四 節 )o 贖罪 は ノアが M ホバ の爲に 


fi 演  六 三 二 

壇 を 築き 諸々 の 潔き 獸と 諸々 の 潔き 鳥 を 取りて 燔祭を 壇の 上に 獻 げたり しに M ホバ 其の 馨 しき 香 を g< 

ぎ 給へ りと ある 時に も 亦 ほの 見えた のであります (仝 八章廿 節)。 殊に アブ ラ ハ ムが其 一子 を默 ずし 

を ひ (じ 

時、 神が^に 牡羊 を 備へ給 ひて 以て イサクに if らしめ 給 ひし 所に 明かに 贖罪が 讀 まるる のであります。 

殊に ヨブ 記 十九 ilM に 於け る ヨブの 叫びの 如き、 預言者 H レ ミヤの 生涯の 如き、 孰れ も嬉 罪を豫 表し ま 

す： 斯 くの 如くに して 縦し バウ U が 履 罪の 敎義 を唱 へす とも、 初代の 基督 信者 は舊約 聖書の 內 から： 1? 

罪 を 案出した に 相違ありません。 

〇 事實斯 くの 如くで ありま すれば、 福音書に ィ H スが 「我れ 多くの 人に 代り、 我が 命を予 へて 喷 とな 

らん」 と 記いて あれば とて、 それ はィ H ス 御自身の 首 葉で はない、 後世の 基督 信者が パゥ B に. m て唱 

へられた 贖罪の 敎 義をィ ヱ ス をして 言 はしめ た 者で あるとの 說は 立ちません。 贖罪 は ユダヤ人の 祭事 

の心髓 であります。 舊 約の 利 未 記 を 以て 養 はれし ユダヤ人 にして、 其 思念が 贖罪に 到らざる 者と て は 

ありませんでした。 ィ H スが キリ スト 卽ちメ シャ たる を 自覺し 給 ひし 以上 は 彼が 民に 代り 其 罪 を 任 ひ、 

其 贖 主た らんこと を 宣言し 給 ひたれば とて 少しも 怪しむ に 足りません。 

〇 パゥ 口より ィ エスへ、 書翰より 福音書へ と は 贖罪 反對 論者の 合 言であります。 私 は 新約聖書が 終始 

一 |1^したる 一 書で ある こと を 信す る 者の 一 人でありまして、 書翰と 福音書の 反對 性を認 むる 者で は あ 

りません。 然し 乍ら 今 試みに 論者の 說に從 ひ、 書翰、 殊に バウ 口の 書翰 を 全く 離れて、 福音書 丈け に 

由て 基督 敎を 研究 せんとし まして、 其 結果 は して キリストの 聩罪を 否認 又は 輕ん する に 至り ませう 

乎、 其 事に 就いて 考 へて 見た くあります。 そして 四 福 昔 書の 中で、 約 翰 傳は歷 史的 惯値 最も 少しと し 

て 之に 賴ら すと して、 路加 傳はパ ゥ n の 弟子の 記いた 者で あるが 故に 其パ ゥ n 的 感化 は當然 なりと し 


て 之れ を 除く として、 馬 太傳は 最も 多く ィ H スの敎 訓を傳 ふると 雖も、 其 目的が 敎訓 的なる が 故に ィ 

H スの 生涯 を傳 ふるに 方って 事實を 誤る の 虞れ ありと して 之に 觸れ すと して、 殘るは 馬 可傳、 最も 簡 

潔に して 有の 俊の 事實を 傅 ふる 觀 ある 馬 可 傳.， -此 馬 可 傳はィ H ス の 生涯に 就い て 何 を 語る 乎、 其 事に 

就て 考 へて 見たい と 思 ひます。 

〇 馬 可傳は 僅に 十六 章より 成る ィ H ス の小傳 記であります。 ィ H ス俾の 極概を 記した る 害で ありまし 

て、 簡潔に して 能く 要領 を盡 して 居ます。 ィ H ス傳の 大要 を 知らん と 欲して 馬 可傳に 依る が 最良の 途 

であります。 そして 馬 可 傳はィ H スを 如何なる 者と して 傳 へます 乎。 馬 可傳に 依る ィ H ス はたし かに 

道德 の敎師 であります。 彼 は 人が 彼の 奇跡 を 見ん より は 彼の 敎を聽 かん 事 を 欲し 給 ひました。 i レ 
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ら 馬可傳 を通讀 して 不思議に 感 する 事はィ H ス の敎師 としての 活動の 非常に 短く あった 事であります。 

ガリラヤ湖 畔に 一 年 足らす 說敎 して 民の 內に彼 を 信す る 者の 多から す、 有司の 間に 彼に 反對 する 者の 

益々 多き を 見た まひし や、 彼 は 直に 說敎を 切上げ、 ガリ ラャを 去り、 ッロ、 シ ドンの 地 を遊歷 し、 へ 

ル モン 山 下に 退き、 專ら 少數の 弟子 を 敎へ給 ひました。 そして 敎 ゆる 所 は道德 ではなく して 彼れ 御自 

身に 關 する 奥義で ありました。 ぺ テロ をして 弟子 等 を 代表して、 彼の エリヤに も 非す、 預ー百 者の 一人 

にも 非す、 神の 子 クリストなる を吿 白せ しめて 後に、 彼等に 告げて 言 ひ 給 ひました、 「人の子 は必す 

多くの 苦しみ を 受け、 長老、 祭司の 長、 學者 どもに 棄 られ、 且 殺されて 三日の 後に 甦るべし」 と 「八 

章卅 一 節)。 此 事の ありし は ヘル モ ン 山より 程遠から ざる カイ ザリャ ピリ ピ の 地に 於て でありました- > 

第 九 章 三十 節 は 更らに 其 後の 經過を 記して 首 ひます、 「彼等 此處を 去り ガリ ラャを 過ぐ、 ィ H ス此事 

を 人の 知る を 欲 ざり き、 そ は 其 弟子に 敎 へて 人の子 は 人の 手に 付され、 彼等に 殺され、 殺されて 後 第 
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三日に 甦るべし と 口 ひ 給 ひしが 故な り、 其 時 弟子 等此言 を隨ら す、 亦 問 ふ 事 を 恐れたり」 と。 そして 

此發 表を爲 せし 後の ィ H スの 行動 は簡短 明瞭で ありました。 彼 は 死 を 決した に 止まらす 死 を 

ました。 エルサレム に 上りて 長老 祭司の 長學者 等に 憎まれて 終に 其 殺す 所と ならん 事 は 彼の 自 から 求 

め籍 ひし 所で ありました、 馬 可傳は 十六 章より 成る 小 著述であります が、 ィ H スの說 敎叉は 傳道こ 就 

し ろ 

て 記す 所 は 僅に 八 章、 而 して 彼の 死と 之に 伴 ふ 前後の 事實に 就て 述 ぶる 爲に殘 りの 八 章が 與 へられて 
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居ます 馬 可 傳はィ H スの 生涯に 就て 述 ぶる こと 簡單 でありまして、 其 死に 就て 記す 事 精細で ありま 

す。 ィ H スの N ルサ レム 上り、 其 途中に 起り し 出来事、 彼の 凱旋 的 入城、 審判、 死刑の 宣告、 十字架 

上の 死、 孰れ も 精細に 記る してあります。 其內 最後の 一 週間の 如き、 ィ H スの 日記と も稱 すべき 者が 

載せて あります。 殊に 最後の 二十 四時 間に 關 して は 細大 洩らさす、 記事 は 精細 を 極めて 居ります。 そ. 

して 記事の 此 性質に 於て は 他の 三 福音書 は 孰れ も 馬 可傳と 一 致して 居ます。 四輻 音 書 は 孰れ もィ H ス 

の 生涯に 就て 簡略に 記し、 其の 死に 就て 精細に 述べて 居ます。 此點に 於て 四； i 音 書 は 他の 傳 記と 全く 

性質 を 異にします。 私 は 青年 時 より 好んで 澤 山の 傳 記を讀 みました が、 傳 記と 云 ふ傳記 はすべ て 人 

の 生.、 卽ち 生涯の 事業に 就て 述 ぶる こと 精 はしく して、 死に 就て は 僅に 短き 一章 を與 ふるが 常で あり 

ます。 私が 讀 みし 最大の 傅 記なる 力 ー ライルの コ ロム ゥ H ル 傅です ら此 例に 洩れません。 然るに ィ H 

ス傳 丈け は 全く 違ゐ ます。 新約聖書の € ；に牧 めら れ たる 四 篤の ィ H ス傅 丈け は 其 主人公の 生涯 を敍す 

るに 方て、 其 半分 を 彼の 死に 關 する 記事に 與へ、 其 三分の 一 を 最期の 一 日の 記事に 供し ます。 こんな 

傳記は 他に 何處 にもありません。 四 福音書 は 殊に ィ H スの 死に 就て 語る 書で あると 稱 して 少しも 事實 

を 誤りません。 是は實 に 著しい 事實 ではありません 乎。 


〇 事實斯 くの 如くで ありま すれば 約 翰傳を 除く 他の 三 福音書、 所謂 歷 史的 福音書の： s: にィ H スが 御， y 

分 を 指して 民の 躓と ならん と 言 ひ 給 ひし は 唯一 囘 でありと する も、 一 i 音 書 全 體はィ H スの 死に 重き を 

置いて ィ H スの此 一 百 を證 明して 居る 事が 判明り ます。 近代の 基督 信者が バウ 。 を 輕く視 る 理由と して 

常に 引用す る 所の 彼の 言 は 哥林多 後書 五 章 十五、 十六 節で ぁリ ます。 曰く 「その 凡の 人に 代りて 死に 
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し は 生者 をして 以後 己が ためなら で 己に 代りて 甦りし 者の 爲に世 を 過 さし めんと て 也、 是 故に 今より 
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後 我等 肉體に 依りて 人 を識る まじ、 我等 肉體に 依りて キリ ス トを識 りし かど も 今より 後 は斯の 如くに 

之 を識る まじ」 と。 近代 人 は 評して 曰 ひます、 此 言に 依て 見れば パゥ 口 は歷 史的 ィ H スを識 らんと 砍 

せす、 唯 死して 甦りし イエ スを識 る 丈け で滿 足した、 バウ n の キリスト 觀は當 にならない と。 然し 乍 

らパ ゥ „1 の 愛弟子の 一 人に して 最後まで 彼の 身 を 護り し醫師 にして 歷 史家な りし ル 力が 路加 傳の 著者 

でありし 事 を 知って、 バウ n が歷 史的 ィ H スに 就て 知らん と 欲せ ざり しとの 說は 立ちません。 然し 其 
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事は训 として バウ 口 のみなら す 初代の 基督 者す ベ てが 重き をィ H スの 死に 置いた 事に 就て 疑 ふの 餘 

地はありません。 ィ H スは 新ら しき 敎を傳 へん 爲に 特に 神より 遣 はされ たので はない、 彼れ 御自身が 

明示せられ しゃう に、 多くの 人に 代り 其 贖 ひとな らんが 爲に 世に 臨り 給 ふたので あると は 新約 一書が 

明に 示す 所であります。 此 事に 關 して は パ ゥ 口 に 限りません、 使徒 等 一 同が 同 一 の 事を唱 へたので あ. 

ります。 福音書の 傳 ふる ィ H スは 大體に 於て バウ & の 書翰の 傅 ふる ィ H スと 少しも 異なりません〕 ィ 

H スは 最も 責き 敎師 でありました。 然し 乍ら 敎師 以上 「世の罪を任ふ祌の^|1ビ でありました。 歷 史的 

イエス は 人の 敎師 であり、 社會 改良 者であって、 彼が 人類の 罪の 贖 主で あるとの 說は バウ n の 感化の 

あみ；，！ 

下に 後世の 敎會が 編 出した 敎義 に過ぎないとの 近代 人の 說は 立たない と 私 は 信じます。 
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〇 然し 乍ら 說は說 として 私共お 互 は 敎師の 外に 罪の 贖 主 を 要求し ません 乎。 若し ィ H スが 最大の 敎師 

であり、 彼の 敎が 最高の 道德 でありし とすれば、 それで 私共の 靈 魂は滿 足します 乎。 理想 はまこと に 

美 はしく あります。 然し 乍ら 理想 は 遠くより 望む ものでありまして、 不完全なる 人間の 場合に 於て 理 

想 は事實 となりて 現 はれません。 人 は 夢見る ことに 由ての み 生存す る こと は 出来ません。 まことに 完 

全なる ィ H ス とせ ハ敎訓 と を 私共の 理想と して 仰いで 私共 は 其聖き 感化 を 受けざる を 得ません。 殊に 世 

の 革 正、 社會の 改良、 公人の 批評 を 行 ふに 方て、 完全なる ィ H スの 敎訓は カ强き 標準で あり、 又 武器 

であります。 私共 は 基督 者と 稱し、 イエ スを我 理想 我 主と 仰いで 自身 ィ H スと 同じ 者に 成った やうに 

感じます。 然し 乍ら 仰ぐ と 成る と は 全然 別であります。 富士山 を 遠くより 望んだ 者 は 之に 登った 者で 

はありません。 基督 者 は 單にィ H スを 主よ 主よ と 呼ぶ 者ではありません。 彼の 言 を 守りて 彼の 如くに 

成る 者であります。 そして 私共 彼 を 理想と して 仰ぐ のみで 少しな りと も 彼の 如くに 成る ことが 出來ま 

す 乎。 

<"<1<1 厶ム 厶厶， 〕 厶 厶厶厶  <1<3 厶 厶厶厶  <1<1<"<1 

〇 ィ H ス の 敎訓を 以て 世 や 人を韓 かすして 自分 を鞫 いて 御覽 なさい。 是は 決して 樂 しい 事で はなく し 

て 苦しい 事であります。 「古 へ の 人に 告げて 殺す こと 勿れ 殺す 者 は 審判に 干 からん と 首 へる こと ある 

は汝 等が 聞きし 所な り、 然れど 我れ 汝 等に 告げん、 凡て 其 兄弟 を 怒る 者 は 審判に 干 からん、 叉 その 兄 

おろからの  しれもの 

弟 を 愚者よ とい ふ 者 は 集 議に干 からん、 又狂妄 よと いふ 者 は 地獄の 火に 干 かるべし」 と。 是れ イエス 

の 敎訓の 一 つであります。 誠に 聖ぃ 高い 敎訓 であります。 他 を 批評す る 者、 罵詈 惡ロ する 者 は 殺人犯. 

に 問 はれ 地獄の 火に て燒 かるべし との 事であります。 嗚呼 然 らば 人殺しと は 誰であります 乎。 高 橋お 

傅であります 乎。 山田憲 であります 乎。 嗚呼 基督 者よ、 敎師 よ、 傳道師 よ、 長老よ、 執事よ、 汝等兄 


弟 を 貶し、 彼 を 無能者と 稱び、 偽善者と 稱し、 彼の 名 譽を損 ひ、 事業 を 妨げつ、 ある 時に 殺人犯 を 行 

ひつ. 1 ある を 知る 乎。 ィ H スは 明白に 然 りと 敎へ給 ふ。 而 して 我等 は 彼 は 最大の 敎師 なりと 云 ふ。 然 

らば 我等 は 相互 を 糊き 幾り つ、 あろ 間に 殺人犯 を 行 ひつ、 ある。 私共 は 自分の 霄を 以て 自分 を 殺人犯 

に定 むる のであります。 

〇 同じ 事が 姦淫の 罪に 就ても 一 百 はれます。 「凡て 婦を 見て 色情 を 起す 者 は 心の中す でに 赛淫 したる 也」 

と。 然 らば 姦淫せ ざる 者 は 何處に 居ります 乎。 私共 は 赛淫を 行 ひし 男と 女に 向って 惡 評 罵詈の 石を投 

げ ます 前に、 私共 自身が 同じ 罪 を 犯した 者で ない 乎、 其 事 を 理想の 敎師ィ H ス より 學 ぶべき であり ま 

す。 

〇 敎師 たる ィ H スは人 を-!^ 判き 又 私 を.； 判く 者であります。 そして 彼に * 判 かれて 私 は 一 言 もない の 

であります。 私 は 理想に 憤憬 がれて 彼の 許に 行き ましたが、 其 理想 は 私 を 薪 判いて 罪人と 定めました" 

私 ま. おに 向つ てべ テ & と共に 彼の 足下に 伏して 叫ばざる を 得ませんでした 「主よ 我 を 離れ 給 へ 我 は 罪 

人な り」 と (路加 傳五章 八 節 )o 斯くて 私はィ H スを 私の 敎師 としての み 仰ぐ に堪 へません。 彼 は 私 

^いわ^ね。 然ら ざれば 彼と 私と は 離れざる を 得ません。 眞 面目に 

ィ H ス に學 ばんと 欲する 者 は 何時か 何 處で此 心靈的 危機に 到達せ ざる を 得ません。 

〇 「ィ H ス の 敎訓は 人が 守らん が爲 である。 彼 は 人の 守り 得ざる 敎訓を 與へ給 はす」 と は トルストイ 

の昌 へし； 祈であります。 そして トルストイ は 半ば 正しくして 半ば 誤 まりました。 イエ スは 彼に 罪を聰 

は 再生 の 恩惠 に 與 りし 者 の 守る ことの 出来る 敎 誡を與 へ 給 ひました U 然し 乍ら 生れながら にして 罪 

の 子なる 此 世の 人 等が 自分の 努力の みで 守る ことの 屮： 來る 敎訓を 下し 給 ひませんでした。 ィ H スの敎 
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訓 は先づ 初めに 人に 己の 罪人なる を 示して 彼の 裏に 悔改の 心 を 起す 者であります。 而 して 後に 彼 を 贖 

罪の 主に 導き、 其處に 彼が 罪の 潔め と 聖靈の 恩賜に 與り、 謙遜り たる 者と なりて 天に 在す 父の 完全が 

如く 完全くな るの 途を 示し、 此 世の 人が 不可能と 見做す 「祌 に眞 似る 事」 が 出来る やうに 彼 を 成す 者 

であります。 ィ H ス の 敎訓其 物が 十字架 上の 罪の 隳ひを 指さす 者であります。 贖 ひ を 離れて 敎 訓は實 

際に 無效に 終る のであります。 

〇 ィ H スは 勿論 私の 敎師 であります。 そして 同時に 叉、 然り 其れ 以上に 私の 救 主であります。 彼 は 私 

が 聖き祌 に 近づき 得る の 途を備 へ 給 ひました。 彼 は 私に 代りて 私の 罪 を 任 ふて 死んで 下さいました。 

そして 其 死に 由り て 私 は 彼の 訓誡 を 幾分な りと 守り 得る 者と なりました。 私の 傳 道の 熱心 は 兹に萌 す 

者であります。 ィ H スの 道德と 社會觀 丈け で傳 道の 熱心 は 起り ません。 人類の 罪が 彼に 在りて 頌 はれ" 

人 は 彼に 在りて 神に 到り、 神 は 彼に 在りて 人に 臨む と 知って 兹に 道德の 本源、 世界 改造の 能力が 世に 

供給され たのであります。 「汝は 我 を 言 ひて 誰と なす 乎」 と 彼に 問 はれましたならば、 私共 各自 はト 

マ ス と共に 答 ふべき であります 「我 主よ、 我 神よ」 と (約 翰傳廿 章卄八 節)。 

〇H 下の 所、 世界 第  一 ^の歷 史家 は 太 利の ダリ H ルモ， '，フェレロ ー (Guglielmo  ;FeiTe3) であ 

ると 思 ひます。 彼 は 今や 十九 世紀の 末に 於て 獨 逸の テオドル • モム セン の 占めた 地位に 居る 者で ある 

と 思 ひます。 故に 彼の 言 ふ 所に 犬なる 權威 があります。 彼 は 近頃 『古代文明の 破壞と 基督教の 勝利』 

と稱 する 書 を 著 はしました。 彼 は 其 中に 論じて 言 ひました、 「古代の 人、 卽ち ギリシャ 人竝に ロー マ 

人の 现想は 善良なる 政治 を 布き、 善良なる 社會を 作り. て、 人類に 幸福 を 供す るに あった。 然るに 此理 

想は實 現せられ すして、 其 反對に 政治 は 腐れ、 社會は 紊れ、 人類 は墮 落す るの みであった。 玆に 於て 


大 なる 失望 は 全世界 を 覆 ふた。 文明 は 失敗であった。 頼りし 雑 馬 帝國は 廢れ、 世 は 元始の 暗黑に 還つ 

た。 然 らば 人生の 意義 はぎ 處 にある 乎。 人 は 只飮ん で、 食 ふて 死 を 待つべき である 乎と、 彼等 は 己に 

問 ふて 言 ふた。 此 時に 常て 某： 督敎が 現 はれた。 此很沌 たる 古代の 社會に 在りて 基督 敎は聲 を 揚げて 曰 

ふた。 否ら す。 人生の 理想 は 善良なる 政治に あらす、 完全なる 社會 にあら す、 神に 在り、 人 は 其 欲求 

する 完全 を 神に 於て 得る 事が 中 Z 来る。 縦し 文明 は 失せ、 帝 國は消 へても、 人 は 其 最大 幸 幅 を 己が 衷な 

る靈魂 に 於て 有つ ことが 出來 ると U 如斯く にして 古代文明の 破壤に て 古代人 は盡く 失望に 沈みし も- 

基督 者の みは 幸福 を國家 社會に 於て 求めす して、 己が 衷に 宿り 給 ふ 神に 於て 求めし が 故に、 彼等の み 

が此 危機に 際して 喪心せ すして 世に 對し、 己 を 持す る 事が 出来た。 そして ノアの 洪水 を 以てする が 如 

くに、 野蠻 人の 侵 人に 由て 古代文明 は 一時 全く 拭 ひ 去られし と雖 も、 生命 を裕に 己が 衷に藏 せし 几. 

の 基督 者に 由て、 新 文明が 舊 文明に 代て 歐洲の 天地に 現 はれた ので ある」 と。 是が 現代史 學の 泰斗 伊 

國グリ H ルモ ，1  • フ-レ 口 ー の ふる 所で あると 云 ふ。 

〇 人生の 至上 善は國 家に 於て 在らす、 社會に 於て 在らす、 政治に 於て 在らす、 經濟に 於て 在らす、 神 

に 於て 在る。 ィ H スキ リストに 於て 神と 偕なる を 得て、 人生 最大の 幸福 は體 得せら る、 ので ある。 此 

事 を 知って 人生 はー變 する ので ある。 「我等に 父 を 示し 給へ、 然 らば 足れり」 と ピリ ボがィ H スに霄 

ひし 通りであります (約 翰傳十 ra 章 八 節 )o 文明と 云 ひ、 文化と 云 ひ、 何んで あっても 「父 を 示す」 

ことではありません。 そして 父 を 示されす して 人 は 何 を 供 へ られ ても滿 足しません。 そして 八：' や (仅び 

人類 は 奮 文明の 破壞を 目撃し つ X あるので あります。 舊帝國 は 亡び、 舊社會 は 毀れ、 舊 思想、 舊道德 

は將 さに 地上に 拭 はれん として 居ます。 より 犬なる ノアの 洪水が 今や 全地に 臨みつ、 あります。 玆に 

大正 十一 年  六 一二ん 


講 演  六 so 

於て か 新說は 限りなく 提出され、 改造、 革新 は 到る 所に 唱 へられつ & あります。 乍然 光明 は何處 にも 

見えません。 聲 のみが 聞こえて 寶 は何處 にも 現 はれません。 然し 基督 者 は 恐れません、 狼^ません" 

彼 は 己が 衷に 同き 王國を 有ち ます。 彼 は 政治に も社會 にも 頼みません。 彼に 頓 むべき 磐が あります。 

それ は 彼 を 愛して 彼の 爲に己 を 拾た まひし 者、 卽ち 神の 子ィ H スキ リストであります。 彼 は單に 基督 

者の 道德 上の 敎師 ではありません。 其義、 聖、 隳、 卽ち萬 事であります。 ィ H スを 有して 基督 者 は 文 

明 は 失せても 望 を 失 ひません。 荒れ狂 ふ 現代の 世の 洪 波の 中に 在りて、 彼れ のみが 足 を 浚 はれす して 

堅き 磐の 上に 强き碇 を繁ぐ 者であります。 そして 古代文明が 破壞 せし 時に 基督 敎が 人類 を 全滅の 淵の 

內 より 救 ひしゃう に、 今や 近代 文明が 破壞 されつ & ある 此 時に 際し、 再び 惱 める 世界 を 救 ふので ある 

と 信じます。 そして 其 能力 は社會 改良、 社會 奉仕と 云 ふが 如き 境遇 を 改め、 肉 愁を充 たす の途に 於て 

在りません。 ィ H ス キリスト は其 身に 於て 人類の 罪 を 負 ひ、 之 を 十字架に 釘け 給へ りと 云 ふ 所謂 「幅 

音の 愚なる」 所に 在ります。 世に 賴ら ざる 基督 者の みが 世と 共に 滅びす、 又 滅びし 世 を 復活す るの 能 

力 を 有します。 歷 a- は 其れ 自身 を 繰返しつ & あります。 舊 文明 は破壤 されて 基督 敎は 勝利 を 得つ- -ぁ 

ります。 博士 フェレロ ー が唱 へ し 通りに。 

〇 「工匠の 棄 たる 石 は屋の 隅の 首 石と 成れり」 とあります。 此世 を棄、 此 世に 棄られ た クリス チヤ 

ンが 幾度 か 毀れ て 世界 を 建 直した のであります。 政治 や 社會に 最大の 趣味 を 有する 今日の 所謂 クリス 

チャン、 米 國宣敎 師に宗 敎を學 びし 我國 現代の 現世 的 信者 は 世 を 救 ひ 得ざる は 勿論の 事、 自分 を も 救 

ひ 得ません。 我國の 俚諺に 「身 を棄 てこ そ 浮ぶ 瀨も あれ」 と 云 ふの があります。 先 づ救主 キリス 卜に 

在りて 自分と 現世と に 死す るに あら ざれば、 身 を も 世 を も 救 ふ 事 は 出来ません。 


勝利の 生涯 

我れ 是 等の 事を汝 等に 語りし は汝等 をして 我に 在りて 平安 を 得させん 爲 なり、 汝等 世に 在りて は 患難 を 受け 

ん、 然れど 懼る& 勿れ、 我れ 旣に 世に 勝り (約 翰傳 十六 章卅三 節)。 

然れ ども 我等 を 愛し 給 ひし 者に 由り てす ベ て是 等の 事に 勝ち得て 餘り あり (羅馬 書 八 章册七 節」。 

0 信者の 生涯 は 勝利の 生涯であります、 如何なる 意味に 於て さう である 乎。 其 事 を簡短 明瞭に 示す 者 

が 約翰傳 十六 章 三十 三 節、 殊に 其 後半であります。 

0 「汝等 世に ありて は 息 難 を 受けん」 とあります。 「汝 等」 とはィ H スの 弟子 を 指して 云 ふので あり 

ます。 「せ」 とは此 世、 「息 難」 と は 人生 あらゆる 息 難と 之に 併せて 信者 特有の 患難と を 指して 首 ふ 

のであります。 卽ち 人はィ H ス の 弟子と なりて 卽ち 基督 者と なりて 息 難より 免 かるる こと は 出来ない 

と 云 ふので あります。 神 を 信す るの 必然の 結果 は 幸運 幸福、 息 難 は 罪に 對 する 神の 刑罰で あると は 人 

が自づ から 思 ふ 所であります。 然るに ィ H スは！ に 神の 遣 はし 給へ る 其 獨子を 信す る 者 は 多くの 忠難 

を 受けん と 一一 目 ひ 給うた のであります。 

〇 r 汝等此 世に 在りて は 忠難を 受けん、 人  一 -;^ -に 人に 憎まれん、 人の 知らざる 困苦に 遭 はん、 然れど 

.懼 るる 勿れ」 との 事であります。 「驚く 勿れ、 不思議に 念 ふ 勿れ、 恐れて 返く 勿れ」 との_5^-でぁりま 
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す。 然し イエ スが玆 に 語り 給 ひし 一一 一一 II 葉 は 其れ丈け の 意味ではありません。 英譯に は Be  of  good  cheer 

と ありて、 「力 をサ？ w す 勿れ、 快活 なれ」 と 云 ふやうな 意味であります。 然し 希 縢 語の tharseite は 勇 

ましい  一一 一一 C 葉であります。 「雄々 しかれ、 勇進せ よ」 と 云 ふやうな 首 葉であります。 イエ スは玆 に 弟子 

達に 告げて 言 ひ 給うた のであります、 r 汝等 我が 弟子と なりて 此 世に 在りて 多くの 息 難 を 受けん、 然 

れど男 進せ よ、 勝利 は確實 なり、 我れ 旣に 世に 勝てり」 と。 

いちじ 

〇 「我れ 旣に 世に 勝てり」 と。 是は 著る しい 言葉であります。 イエ スは 今や 弟子の 一 人に 資られ て 敵 

の 手に 附 されん として 居た まうた のであります。 勝つ 所ではありません、 負けて 殺されん として 居た 

まうた のであります。 然るに 「我れ 旣に 世に 勝てり」 と 一一-一 n ひ 給うた のであります。 是れ修 辭學で 謂 ふ 

所 のぎ 張 法 ではあります まい 乎。 

〇 まことに 此時ィ H スは 未だ 全く f に 勝ち 給 ひませんでした。 十字架 はま だ 未成の 事業と して 彼の 前 

ちれの こゝ ろみ  この か ii 

に橫 たはり ました。 然し 全勝 は確赏 でありました。 曠野の 試 誘に 惡 魔に 勝ち 給 ひし 以来、 彼 は 常に 隙 

ち 叉 勝たん とて 進み 給 ひました。 彼が 最後に 父の 恩惠に 由り 十字架の 死に さ へ 勝ち 給 はんと は 彼の 寸 

毫疑ひ 給 はざる 所で ありました。 而 して 事實は 彼の 信仰 を 確め ました。 彼 は 全然、 立派に # に 勝ち 給 

ひました。 そして 今日の 我等に 取りて はィ H スの 此の 御 一 百 葉の 俊が 事實 であります。 彼 は 業に 旣に世 

なやみ.  *  よろこ 

に 勝ち 給 ひました。 それ故に 我等 忠 難に 會 ふと も 歎いて はならない、 其 反 對に欣 び み 進むべし， この 

事であります。 

〇 ィ H スは旣 に 世に 勝ち 給 ひました。 彼の 勝利 はた だ 始まった 丈け であって、 猶ほ 多くの 奔 "闘の 後に 

完成 せらるべき であると 謂 ふので はありません。 彼 はん：' や 勝利の 途に 在り 給う のではありません。 旣 


に 世に 勝ち 給うた のであります。 戰は旣 に 勝って 勝鬨 を擧げ つつ 样； 大し 給うた のであります。 そして 

此事を 知って 我等 此 世に 在りて 忠 難を受 くる も 悲しまない のみなら す 反って 氣が 出る のであります。 

キリスト は 我等 信者 を 以て 惡 魔と 闘 ひ、 彼 を 征服 せんとて 努力し 給 ひつ、 あるので はありません。 彼 

は 業に 旣に 彼れ 御自身で 世と 惡魔 とに 勝ち 給うた のであります。 そして我等彼の弟子等はた^-僅かに 

彼が 打ち 滅し給 ひし 敵の 跡始末 を爲 しつ i あるに 過ぎません。 敵 は旣に 致命傷 を 蒙りて 算を亂 して 逃 

げ 走りつ i あるので あります。 そして 我等 は 北る 敵の 後を逐 うて 勝利が 上に も： 史らに 勝利 を牧 めつ 、 

あるので あります。 

〇 何故に 私共 は 少し 許りの 忠 難に 挫けます 乎。 ：！： 故に 失敗に 失 し、 無能に 落膽 します 乎。 w 故に 信 

仰の 熟 心なく、 傳 道の 艰が 出ません 乎。 「我れ 旣に 世に 勝てり」 と 云ふィ H ス樣の 言 を 其 俊に じ 

得ない からであります。 私共 は m 心 ひます。 ィ H ス樣は 今 摘 ほ 私共 を 以て 惡 魔と 闘 ひ 給 ひつ、 ある。 故 

に 私共の 敗北 はィ H ス樣の 敗北で ある。 そして 私共 は 日に日に 敗北 を 重ねつ、 あるが 故に、 祌の圃 は 

依然として 停滯の 狀態 に 於て ある。 「鳴 呼 喑黑は 八/摘 ほ此 世の 勢力で ある。 之に 抵抗す るの 力 はない。 

信者 は 少數。 我 は 卒。 勝利の 見込みな し。 我 は 退いて 我が 孤城 を 守らん のみ」 と。 斯 かる 悲鳴が 信 

徒 各自の 口より 揚 るので あります。 然るに イエ スは言 ひ 給 ひました、 r 汝等此 に 在りて 出 A 難 を 受けん、 

然 れど懼 る、 勿れ、 勇 奮せ よ、 我れ 旣 にせに 勝てり」 と。 汝等を 待た すして 我れ… 我れ 獨り、 旣に、 

. ^九 百年 前に、 世に、 此暗黑 の 罪の 世に、 勝てり、 勝ち 了せ りと。 

〇旣 に 勝った のであります。 故に 勝利の 實は 著々 と擧 りつ & あります。 キリスト は 人の 爲に のみ 死に 

0  0  000  0OOC0OO0O0OOC00O00O 

給うた のではありません。 祌の爲 にも、 然り 特に 神の Cf に 死に 給うた のであります。 キリストの 喷罪 
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お. P  I レ、 ど  la ぐみ ち. T- - り 

の 死に 由り て 神が 世に 對し給 ふ 其 御 態度が 一 變 したので あります。 之に 由て 新ら しき 恩惠の 能力が 彼 

より a? るに 至った のであります。 神が キリストに 在りて I を 見た まふ 時に、 罪 は 世より 全然 取 除かれ 

たのであります。 斯くて キリストに 由り て 恩 惠の春 は旣に 世に 臨んだ のであります。 彼の 故に、 然り 

A  A  A  A  厶厶厶 <3厶<3<3<3<"厶<1 厶厶厶 厶厶厶 <"△<"△ 厶5"<1<"  •  Li 

彼の 故に、 我等 彼の 信者と 稱 する 者が 何を爲 さう と 又た 爲 すまいと 新ら しき 犬と 新ら しき 地と は 終 

に 現 はるべく 定められた のであります。 然り 彼の 故にであります。 萬 事 萬 物 は 人 を 待た すして 聖 父と 

聖 子との 間に 定められた のであります。 そして 聖 子が 旣に 世に 勝ちて， 彼 は 誠に 世に 勝ち 給うた ので 

もづ. ；' 

あります。 人の子の 世の 征服 は旣 成の 事實 であります。 此事を 知りて 此大 勝利に 與る ベく 召された る 

我等に 大 なる 勇氣、 大 なる 歡喜、 犬なる 感謝が 起る のであります。 恩 惠の春 は旣に 臨んだ ので ありま 

す。 人 は 努力して 之 を 防止す る 事 も 出来す、 叉 促進す る 事 も 出来ません。 唯 春風に 吹かれ、 花鳥 を樂 

しみ、 春 相應の 仕事に 就く まで あります。 そして 其 心に 成りて 此恩惠 の 時代に 對 すれば 物と して 我 

等に 宜 からざる はなしであります。 そして 斯 くして こそ 我等 は歡 喜に 溢れ、 勇氣に 燃え、 常に 充實し 

て恆に 活動す る 生涯 を 送る ことが 出來 るので あります。 斯 くして こそ 又 平安 は 彼に 於ての みある ので 

あります。 彼に 在りて 萬 事が 成就され たからであります。 我が 爲 すべき 事 は旣に キリストに 在りて 成 

就ら れて 我等 は 只 其 功鑌に If るの みであります。 そして 斯う 思 ふ 時に 勇 氣も熟 心 も 勃然として 起り 來 

るの であります。 

,  あ  に ほひ 

cr ハウ 口 は 曰 ひました 「常に 我等 をして キリ ストに 在りて 勝 を 得しめ 且つ 彼を識 るの 香 を 我等 をして 

遍く 示し 給 ふ 神に 感謝す」 と (哥林 多 後書 二 章 十四 節 )o 實に其 通りであります。 (九月 一日 沓掛に 於 
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(九月 十七 =1, 初秋 笫； M の 講演 會を 開く に 常って) 

〇 我等の 主ィ H ス キリストの 御 父に して、 天地 萬 物の 造 主、 其 主宰者なる 眞の 祌樣。 御惠 みに 出り 今 

日 も 亦 我等 此 所に 集 ふこと が 出來、 貴 神に 見え まつり、 貴 神の 聖 一一 一一 ti を學 び、 聖旨 を 探る 此機會 を與へ 

下さいまして 誠に 有難く ：！^ じ 奉ります。 我等 久しく 此聖き 集會を 閉ぢ、 相互より 離れ、 共に 贵神を 讚 

美し 奉る の 喜び を 得ませんで したが、 今日は また、 秋の 此 初めの 安自 日に 於て、 我等の 計畫 通り、 此 

堂に 一同 集 ふこと が 出來、 誠に 有難く 存じ 奉ります。 貴 神が 私共に 下し 給 ふ御惠 みに 數 限り はあり ま 

せんが、 時 を 定めて 私共 一同 貴 神の 前に 集り、 聖名を 讚美し 奉り、 聖首を 寧び、 私共の 心の 切なる 要 

求を充 たさんが 爲に、 祈禱を 以て 貴 祌の聖 座に 近づき 得る の 此特權 は、 是は責 神が 貴 神の 子等に 與へ 

給 ふ 最大の 恩惠と 信じまして、 此恩惠 に與る 毎に 贵祌に 私共の 言 ひ 難き 感謝 を 捧げざる を 得ません。 

願く は 今日 も亦聖 額の 光 を 私共の 上に： ばぎ 給 ひて、 此 所に 亦 人の すべ て 思 ふ 所に 過る： 个安を 私共 一 同 

の 心の 衷に 宿らせ 給へ。 願く は 今日より 始 むる 今年の 此 聖書の 研究の 上に 貴 神の 御 導き を 添え 給 ひて- 

私共 をして ハ：^ 々深く 貴 祌の聖 3 曰の 在る 所 を 悟らし め 袷へ。 貴 神 は 今日まで、 長の 間 此集會 を 守り 導き 

給 ひ、 此不 信の 國に 於て、 其 都の 中央に 於て、 人の 勢力に は 何等 賴る ことなくして 私共 之 を繼續 する 

こと を 得て 感謝に 堪えません。 猶ほ此 上と も 更らに 御 導き を 核け 給へ。 鳴 呼 神樣、 貴 神に 頼り 奉りて 
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、  ふ 二、 ろ  fe ろ/ ヽ  ろ 

世に 怖るべき 事 は 何もち りません。 神の 架 32 が 終に 成る のであります。 諸々 の國人 は骚ぎ 立ち、 諸 

諸の 民 はせ しき 事 を 謀る とも 責 神の 御 計 畫を妨 ぐる 事は屮 I 來 ません。 願く は贵 神が 此國 民に 就て 念 ひ 

給 ふ 善き 旨 が 私共 に 由て 成 遂らる i や ぅ贵祌 の 御 導き を 續け給 へ 。 

〇 そして 私共の みならす、 すべて 此國に 於て、 叉 *1 界萬國 に 於て 貴 神の 聖 名が 崇められ、 貴 神の 聖し ：！ 

が溥へ らる k 所に は、 同じ 御惠 みと 御 導きと を 垂れ 給へ。 願く は此 暗ら き 世界が 一 日 も 早く、 光の 世、 

ィ H ス キリストの 國 となる やう 贵 神の 御 力 を 加へ 給へ。 惡 魔と 惡 人との 計畫が 悉く 失敗に 歸し、 貴 神 

？ょ ； i* 、し みこ ゝろ  -It へ を さ 

の^^-き義き聖意が全世 界を統治むるの日を早く來らせ給へ 。 

〇 殊に 义 我等の 愛する 此 日本 國を惠 み 給へ。 其. 5： に 多くの 義人 を 起し 給へ。 そして 此 國が義 の！： とな 

りて 貴 神が 義を 以て 全人 類 を 治め 給 ふ、 その 善き 器と 成らし め 給へ。 そして 我等 各自、 誠に 弱くして 

取る に 足らざる 者であります が、 貴 神に 依りて 強き 者と なり、 貴 神が 此國と 全世界と に 成さん とし 給 

ふ 其大御 心に 副 ふて 働く 忠且 善なる 僕たら しめ t" へ。 願く は 我等 各自、 自分の 5^ きを 理由と して、 S 

祌が 我等の 上に 置き 給 ふ 責任 を 同 避す る 事な く、 進んで 貴 神の 命に 從ひ、 生命 を棄て 生命 を 獲る、 人 

生 最大の 幸福に 與り 得る やう 弱き 愚かなる 我等 を I^JI: き 給へ。 

〇殊 に 貴神 の 福 音 を 解 り得 る や う 天 よ り の 智慧を 下 し 給 へ 。 ？^0!祌 は 幼兒 に 貴神 の 智慧を 授け給 ひ ま す。 

^等 智慧 ありと 思 ふ 時に 愚かなる のであります。 我等 自分の 能力、 知識、 道 德に賴 る 時に 貴 神に li! か 

るので あります。 贵 神の 求め 給 ふ 祭 物は碎 けたる 霊魂であります。 願く は 我等 各自の 衷に 本営の 謙遜： 

を 起し 給へ。 我等 各自 をして 本 當の惯 値 を 知らし め 給へ。 そして 露に 自分に 何の 善き ものな きを 知ら 

しめ 給 ひて、 貴 神が 我等の 爲に備 へ 給 ひし 最大の 善、 至上の 義を、 卽 ち主ィ H ス キリスト を 我等の $ 


となし る やう 御 導き を 垂れ 給へ。 キリス トの 外に 誇る ベ き 何物 も なきやう 我等の 信仰 を 作り上げ 給 

へ"  . 

〇 願く は 今日 此 所に 學 ばんと 欲する 眞理を 誤らす して 解し 得る やう 御 導き を 垂れ 給へ。 殊に 乂 例の 如 

く 貴 神の 御 愛を裕 かに 此集會 の 上に 注ぎ 給へ。 我等 此 所に 來 りて 人が 我等に 對し 犯せし すべ ての 罪 を 

赦す ことが 出来、 而 して 我等が 貴 神に 對 して 犯せし すべての 罪を赦 さる」 こと を 得しめ 給へ。 又貴祌 

が 私共 を 愛し 給 ふ 其の 愛 を 以て 相互 を 愛する こと を 得しめ 給へ" ィ H ス キリストの 進 名に 由り て 願 ひ 

奉ります。 ァ ー メン。 

海と 神 

汝の パ ンを 水の 上に 投げよ、 多くの 曰の 後に 汝 再び 之 を？ おん (傳 道 之 書 十 一 章 一 節)。 

ヱホバ MSi め 給 ふ …… エホバ は 高き 處に 在して その 威力 は 多くの 水の 聲、 海の 逆 捲く に 勝りて 盛な り (詩篇 

九十 三篇四 節)。 

人々. IT みて 曰 ひける は、 此は 如何なる 人ぞ、 風 も 海 も 之に 從 ひたり (Is 太傳八 章廿七 節)。 

〇 天然の 力 を 呼んで 盲目の 力と 稱 します。 之に 何の 目的 も 無い やうに 兒 えます。 風 は 己が 任に 吹き 

より 來り何 處へ往 く を 知らす とあります。 天然 は 人の 幸福 を 服 中に 置かす、 其れ 自身の 法則に 從 
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つて 盲動す。 我等 風に 訴 ふる も 無益であります。 海に 祈 ふも聽 かれません。 人生 は 大海の 一滴、 浪と 

風と は 人 を 省みす、 我等 は 逆 捲く 洪 波に 翻弄 せられて、 大洋 面 上目 的な しに 漂 ふ 乎の 如くに 見えます。 

〇 然し 乍ら 聖書 は祌の 存在 を敎 へます。 そして 神が 在し 給 ふと 云 ふ は 彼が 萬 物 を 統御し 給 ふと 云 ふと 

同じであります。 我等 は 神 を 呼んで 「天地 萬 物 を 支配し 給 ふ祌」 と稱し 奉りて、 天地 を 意義 ある もの、 

萬 物 を 目的 ある ものと 認む るので あります。 神が 有る と 信じて、 風 は 目的 ありて 吹き、 波 も 亦 目的 あ 

りて 荒れる ので あると 信す るので あります。 有神論と 稱 して 單に ー篇の 議論ではありません。 {-H 由 萬 

物に 對 する 我が 態度 を定 むる 主義であります。 詩人 ホヰッ チヤ ー が 盲目と 見えし 天然 力に 對し 「我れ 

もはや 懼れ す」 との 聲を發 したの は此 信仰に 依る のであります。 

〇 近頃 面白き 話を讀 みました。 英國 宣敎師 にて 副 監督， デ 一一 スと云 ふ 人が ありました。 彼 は 永らく 亜 弗 

利 加 ナイ ゼリャ 地方に 在りて 傳道 しました。 彼 は 土人に 完全に 近き 聖書 を與 へんとの 祈願 を 起し まし 

た 1 そして 着々 と 其 業 を 進めました。 聖書の 翻譯は 大事 業であります。 先づ 第一 に 土人の 言語 を 充分 

に 我 有と 爲 さすば なりません。 此 事の 爲に少 くと も 十 年 はか.^ ります。 先づ 土語の 字典 を 作り、 文法 

きじ  こと  さと 

を 究めねば なりません。 然る 後に ィヂ ォム卽 ち國語 特有の 殊 なる 言 ひ 表 はし 方 を曉ら ねばな りません。 

而 して 最後に 聖書の 原語と 土語と を 照らし 合せて、 土語 を 以て 聖書の 意味 を 言 ひ 表 はさねば なり ませ 

ん。 實に 大變の 事業であります。 實に 天才 一 代の 事業であります。 然るに 其の 困難なる に 係 はらす 多 

くの 人が 此事を 成し 遂 たの であります。 ヘン リ ー . マ ー チ ン が波斯 語に、 アド 一一 ラム. ジャド ソンが 

緬甸 語に、 其 他 多数の 勇敢なる 宣敎師 達に 由て、 聖書 はん r や 七 百 有 餘の國 語に 譯 された のであります。 

單 に文學 的お ハ として 見て 聖書の 世界 各 國に譯 されし 事業の 偉大 さは、 他に 之に 比ぶべき もの はあり 


ません。 ダンテの 神曲， 沙 翁の 劇作、 ゲ ー テのフ ハウ スト、 支那の 經書、 印度の 佛典、 大は大 なる に 

相違ありません が、 其 何れもが 基督 敎の 聖書に 較べて、 到底 類 を 共に する 事の 出来ない こと は を 

るよりも 瞭 かであります。 

〇 そして 英國宜 敎師デ 一一 スも亦 彼の 生涯の 事業と して； 史らに 一 つの 新たなる 聖書の 翻譯 を、 旣に 在る 

七 百有餘 の翻譯 の. e: に 加へ たのであります。 彼が 赤道 直下の 蕃 域に 在りて、 努力 何十 年 問に 涉 りて 成 

りし 翻譯の 原稿 は 書き 上った ので あり， ます。 彼 は 之を携 へて 歸國 の途に 上りました。 英阈に 於て 之 を 

印刷に 附 せんが 爲 でありました。 時に 了 度 世界 大戰 最中で ありました。 獨逸 潜航艇 は英國 近海 到る 所 

に 跳梁し、 遠く は 地中海 大西洋 沖合にまで 其 猛威 を 振 ひました。 そして 許 多の 聯合 圃の 船舶 は 其 襲撃 

に 遇 ひて 水底 深く 打ち 沈められました。 そして 宣 敎師， デ ii ス の便乘 せし 汽船 も 亦此殘 忍なる 製^ を 蒙 

りし 船の 一 でありました。 そして 宜敎師 は 船と 共に 沈みて 彼の 生命 も 亦此殘 酷なる 戰爭が 生みし 許 多 

の 犠牲の 一 に算 へられました。 然し 乍ら 彼の 携 へし 聖書の 翻譯 …… 彼が 一 生の 心血 を 注いで 成りし 亞 

弗 利 加 ナイ ゼリャ 土人の 語に 譯 せし 神の 一一 一一 II 葉の 原稿 …… 其れ は 如何な りました 乎。 此翻譯 の ^ に 土人 

將來 の靈魂 の 生命が 籠って 居ました。 獨逸 海軍 の 游航艇 は 之 をし も 打 沈める 事が 出来た ので ありませ 

う 乎〕 

〇 鳴 呼 風よ、 波よ、 軍人よ、 潜航艇よ， 水雷 管よ。 汝等 は； 太然の 法則に 從 つて 動く と稱 し、 汝 等の 眼 

中 愛な し、 神な し、 幅 音な しで ある。 然れ ども 神 は 在し 給 ふ。 風 は 己が 任に 吹き、 波 は 己が 任に 荒れ 

る。 然れ ども 「神の 靈 水の面 を 覆 ひたりき」 との 奮い 言 は 今も猶 ほ事實 である。 著者 は 沈んだ が 原稿 

は 浮いた。 そして 波に 搖れ 風に 動かされながら ナイ ゼリ ャ語譯 聖書の 原稿 は 終に 英圃ゥ H ル スの 海岸 
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に 吹 付けられた。 其 海岸に 遊びし 英國人 は 初めの 間 は 其の 何の 書類なる 乎が 解らなかった。 然し流"^;: 

は英國 である。 其の 何たる 乎が 終に 解った。 其れが 倫敦 なる 英國 聖書 會 社の 本社に 運ばれた。 海上に 

漂 ふこと 三年、 風波に 由て 散亂 されす、 又 蕃地へ と 吹き 房され す、 基督 敎國、 而 かも 翻 譯 者の 本！； な 

ふし V- 

る 英國に 吹き 寄せられ たりと は、 奇 ではありません 乎、 奇廣 ではありません 乎。 

〇 汝の パン を 水の 上に 投げよ。 汝の靈 魂の 食物、 卽ち汝 に 託せられし 祌の聖 言 を 水の 上に 投げよ。 之 

を 世界の 户、 海に 投げよ。 反 對の風 を 懼る& 勿れ、 輿論の 波 を 怖る、 勿れ。 祌は必 す 之 を 護り 給 ひて、 

多くの 日の 後に 汝 再び 之 を 得ん。 失 はれし と 思 ひし 聖言は りて 其實を 結び、 汝は裕 かに 其 恩 惠に與 

からん 一〕 

〇H ホバは 統治め 給 ふ。 天地 萬 物 は 天然の 法則に 從 ひつ、 實は M ホバの 聖旨に 4 ふ。 水力 風力 は 杭し 

難く 見 ゆれ ども、 M ホバは 高き 處に 在して その 威力 は 多くの 水の 聲、 海の 波の 逆 捲に 勝りて 勢力が あ 

ij* の i-l  え；？ しゃ  ヒ ブライ 

るり 神 は 風 を 其 使と なし、 火 焰を其 役者と なすと あるが 如くに (希 伯來書 一章 七 節)、 風 も 波 も 彼の 

'$  こぼ 

命に 從ひ、 毀つべき 者 を 毀ち、 護るべき 者 を 護る。 人 は 之に 杭し 難し、 祌は 能く 之 を 制御し 給 ふ。 人 

が 手桶の 水 を极ふ 如くに 神 は 大洋の 水 を 使 ひ 給 ふ。 彼 は 大西洋の 水に 命じ、 其 潮流に }.> 知して 貴き 聖 

ことほ  みなと 

言 を 安き 湊 へ と 吹き寄せ しめ 給 ふた。 

，i 一 か  ひるが  ヤコ ブ 

〇 世の 動搖 常た きを 稱 して 「風に 撼 されて 翻へ る 海の 浪の 如し」 と 云 ふ (雅各 書 一章 六 節)。 而 して 

我等 は 我等の 事業 を此 世の 浪に 託する ので ある。 不安 此上 なしで ある" 然し 不安であって 不安で ない。 

みし ごと  ふこと ほ 

海 を 統御す る 者 我等 を 護り 給 ふ。 神 は 其 聖業を 護り 給 ふ。 其 聖言を 護り 給 ふ。 世の 波 は 如何に 荒れ狂 

ふと も、 反 對の風 は 如何に 激しく 吹く とも、 聖言は 安全で ある。 縱し 批評、 惡ロ、 毒筆の 水雷 は 我等 


みづ そこ  いのち  みこと は  ** こぶ， a  3も て ；-ー •.- よ 

を 社會の 水底に 打 沈める とも、 我等に 委ねられし 生命の 聖. 言 は ノアの 方舟の 如くに 水の面に" 漂 ひて ゆ 

と共に； 1 びないの である。 「天地 は 失せん、 然れど 我 一一 M は 失せ じ」 とィ H スは曰 ひ 給 ふた (馬. ^傅 二 

十 §： 章 三十 五節)。 此 世の 輿論、 政治、 神學は 日々 に變 る。 唯變ら ざる 者は聖 言で ある。 浪も之を^^^ 

みこと は  二  Sij 

むこと 能 す、 揮 も 之 を 吹 去る ことが 出来ない。 聖言を 我が 事業と なして、 世 は 之 を つ ことが 出 米 

ない。 誠に 一 i ひなる 事で ある。 


支那 傳 道の 義務 

十二月 七日 * 柏木 今 井 館に 於け る w 界傳道 書例會 に 於て 讀む。 

C 支那 はん 國 であります。 支那 木 土に 滿洲、 蒙古、 伊 や 靑海、 西藏を 合せて、 其 面積 は i: 百 三ト萬 

方哩 であります。 是は屬 領地 を 除いた る 日 木 帝 國のニ ト七倍 以上でありまして、 歐羅巴 大陸よりも^ 

かに 大きく あります。 卽ち亞 細亞 大陸の 四 分の 一 、 全 * 界陸 面の 殆ん どト 三分の 一 であります。 そし. 

て 其 人口 は四傥 何千 萬と 云 ふので ありまして、 世界 總 人口の 四 分の 一 であります。 斯 かる 國 であり 

ますれば， 其 運命が 全世界の 運命に 大關 係の ある は 云 ふまで もありません。 

〇 そして 此大國 が 我 日本と 最も 近い 關 係に 於て 在る のであります。 人 は 支那と 一 K ひて 外國 である やの 

やうに 思 ひます が、 それ は 只 政治的に のみ さう であるので ありまして、 地理 的に も、 人 稲 的に も、 人 

文 的に も、 支那と 日本と は 決して 別國 ではありません 同國 であります。 單に 大小の 關 係から 云 ひます 
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ならば、 日本の 支那に 對 する は、 八丈島 か 小 笠 原 島が 日本 本土に 對 する 關 係であります。 そして 八え 

島が 日本 を 離れて 獨立 する 事の 出来ない やうに， 日本 は 支那 を 離れて 完全なる 獨立を 保つ 事 は 出來ま 

せん。 日本 は 支那の 一部分と 見る が本當 であります。 日本の 國土は 支那 を 太平洋 中に 延長した 者に 過 

ぎません。 日本 文明 は 支那 文明の 進歩した 者と 見る が眞 であります。 日本人 は 支那 人の 血族で ある 事 

は 誰が 見ても 明白であります。 私共 日本人 は 同胞 六 千 萬と 云 ひます が、 實は 同胞 四 億 六 干 萬と 稱 すべ 

きであります。 我國は 秋津洲 八百餘 島ではありません。 東 は 東海の 濱 より 西 は 天 山、 。ハ ミ ー ル 高原に 

至る まで、 北はシ ベリ ャ國 境より、 南はヒ マラ ャ 山脈に 至る までの 大國 であります。 斯 かる 大 國を與 

へられながら、 なぜ 私共 は 「我 は 日本人な り」 と 言 ひて 島國 根性に 自分 を 卑下して 居る のであります 

乎。 

〇 支那 を御覽 なさい、 支那 を御覽 なさい。 其 四川 省の 一省 は 其 面積と 富 源と に 於て 日本 國 以上で は あ 

りません 乎。 其 雲 南 省 亦 略 ぼ 日本犬でありまして、 立派の 一 國を 成す に 足る の國 土であります。 楊子 

江 は 其 長さに 於て 多分 世界最大の 河でありまして、 其 沿岸の 生産力 は、 ミシ シピ、 アマゾンの それ 以 

上であります。 そして 斯ん な國を 我國と 呼ぶ 事が 出來 ると 思へば、 我が 特權 も亦大 なりと 云 ふべき で 

はありません 乎。 私共 日本人 は 今日まで 歐 米の 富強に 憧憬れ て 隣邦なら で、 我國 支那 を 忘れて 居った 

事は實 に恥づ べき 事ではありません 乎。 

〇 然 らば 如何して 支那 を 我國と 成す 事が 出来ます 乎。 太 閣秀吉 の やうに 支那 を擊 つて 之 を 我が 領地と 

爲 して あります 乎。 決して さう ではありません。 英國 や、 佛國 や、 獨逸 や、 ゆ 太 利が 自 から 基督 敎 

國と稱 しながら、 支那 を蠶 食して 其 所に 其 勢力 を 扶植 せんとし たの は 犬なる 間違であります。 我國の 


軍人が 叉 是等歐 洲の僞 善 國に傚 ひ、 支那 を 獲る に 兵力 を 以てせん とせし 事 は、 實に歎 はしき 事で あり 
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ます。 國を 獲る の 道 は 唯一 つあります。 それ は キリストの 愛であります。 兵力 や 金力 を 以て 1^ はあり 

00O0000OO0OOO0O0O0  O000O00OO 

ません、 福 昔の 力 を 以て あります。 支那 人 を 愛せす して 支那 は 得られません。 そして 支那 人 を 愛し 

OOO0OO000OO0000  0  00  0  00-^-0000000000000000000 

て 私共 は 未だ 支那に 寸 地を據 すと も、 旣に 私共の 心に 於て 支那 を我國 として 獲た のであります。 

〇 然るに 事實は 如何であります 乎。 日本人 は 果して 支那 人 を 愛します 乎。 若し 愛する と 云 ふなら ば 其 

證據は 何處に 在ります 乎。 私共 は 日本人が 支那に 利權を 得た とか 得る とか 云 ふ 事を閒 きました。 然れ 

ども 支那に 宜敎師 を 送り、 其 暗 を 照らし、 其 病 を 癒し、 其 苦 を 慰む る 道 を 取った 乎、 其 事 を 聞き ませ 

ん。 日本人 は 支那 を經濟 的に 見る より 外に、 博愛 的に も、 兄弟 的に も 見ません。 其 結 として 支那 は 

口 本に 最も 近き 國 でありながら、 最も 遠い 國 として 存 つて 居ます。 實に恥 かしい 事ではありません 乎。 

〇 支那に 取り 隣邦の 日本 は 遠方の 米國叉 は英國 よりも 遙に緣 の 遠い 國で あります。 米 阈も英 國 も、 佛 

國も、 然り 小なる 瑞西叉 は丁抹 も、 支那 を 愛する 點に 於て 遙に 日本 以上であります。 碑覽 なさい、 英 

國 人の 支那 傳 道の 盛なる 事 を。 英國は 曾て 支那に 對し、 阿片 戰爭と 云 ふ 大罪 惡を 犯しました" 然し 乍 

ら其罪 惡を償 はんとて、 多くの 英國人 は 其 生命と 財 產とを 捨て & 支那 人の 救^に 從 事して 居る では あ 

りません 乎。 有名なる ロバ ー ト. モリ ソ ンは百 十五 年 前に 廣 東に 来り 先づ 支那 語に 精通し、 浩 徹六册 

に涉る 支那 字典 を 著 はし、 學校を 設け、 藥局を 開きて 支那 傳 道の 基礎 を 作り、 其 貴重なる 生涯の 全部 

を 支那 人の 爲に 獻げ ました。 支那 內地傳 道の 創設者 ハドソン • テー ラ ー も 亦 支那 人の 大恩 人で ありま 

す。 今や 彼の 後を嗣 いで 支那 內 地に 俥 道す る 英國人 は 一 千 人 以上に 達する との 事であります。 其 他 

蘇 蘭 土 宣教師 W  .  C  • バ ー ンス、 蒙古 人の 使徒と 稱 へられし ジ H  , 'ムス. ギルモア、 實 に枚擧 する に 
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遣が ありません。 同じ 事が 又米國 宜 敎師に 就いて 云 はれる のであります。 羅馬 • 人 主敎會 も 亦せ くより 

其 力 を 支那 傅 道に 注ぎ、 今や 改 信者と して 百 萬 人 以上 を算 ふるとの 事であります。 I  一 A 南、 W 川、 せ肅 

等 商人 の 行かざる 所 にも 福 昔 の 宜傳者 は 行 い て 居ます。 大砲 や 菜 艦 を 以て す る 支那 征服 は 止 ん で も、 

平和の 福音 を 以てする 支那 占領 は 息み ません。 我國の 軍人 や 政治家が 夢想 だ もす る 事の 屮 I 來 たい 方法 

を 以て 歐米人 は 支那 征服 を 行 ひつ、 あります。 卽ち キリス トの 福音 を 以て 支那 人の 心 を 占領し つ k あ 

ります。 是は單 に 政治 上から 見ても、 日本 國に 取り 小事ではありません。 んゃ 同胞の 義務と して 日 

本人の 怠慢 は實 に 赦す ベ からすで あ ります。 

〇 然れ ども 愛 の 無い 人に 愛 を訴ふ る も 無益 で あります。 外國 人と 云 へ ば 支那 人まで も 我に 關係 なき 者 

と 見る 今の 日本人の 多數に 支那 傳道を 謀る も 何の 反響な き は 勿論であります。 然れ ども 私共 は 幸に し 

て キリストの 愛 を 知ら しめられました" 私共 は 日本人 同様 支那 人 を、 然り亞 弗 利 加の 黑人 を、 亞米利 

加の 銅色 人種 を 愛し 得る 事 を 神に 感謝し ます。 故に 先づ 隣邦の 支那に 對し少 許の 愛 を 表する 事 を 許し 

ていた 5- き 之に 合せて 支那 人の 爲に 祈りた く 欲 ひます。 先づ 今年の クリスマス を 以て 『聖書 之 研究』 

讀者 世界 傳道 協赞會 より 其 最初の 獻金ー 百圆を 上海なる 支那 地 傳道會 本部に 送り、 其お 業に 九 牛の 

一 毛に 當る參 加 を 許して 貰 ひます。 誠に 小額 赤面の 至りな りと 雖も 無き に 勝 さると 信じます。 そして 

之 を 初めと して 年毎に 參 加の 度 を增 して 終に は 私共の 代表者 を 支那 億兆の 內に 送る に 至らん 事 を 祈り 

ます。 私 は 支那 傳道を 外國傳 道と して 見ません。 之 を 內地傳 道の 一部と 認めます。 支那 人 は 私の 肉の 

肉、 骨の 骨であります。 私に 仁義の 道を敎 へて 吳れ、 私 をして キリスト を識る 前に、 少しな りと 人ら 

しき 者と 成して 吳れた 者、 此 支那 人に 對 して 私 は 報恩の 義務 を 負 ふ 者であります。 


永遠に 變ら ざる ィ ヱ ス 

？  ^  h け ふ  いつ i で. fc 

イエス キリス トは 昨日 も 今日 も 永遠 變ら ざるな り (ヒ ブライ 書 十三 章 八 節)。 

OS は變 ります。 歲は 去て 叉 還りません。 人は變 ります。 去年 居った 人で 八，' 年 is ら ない 者が あります。 

去年 友人であった 人が、 今年 は 敵に 成って 居る 者が あります。 世は變 ります。 八.' 日の^ 界を十 年 前の 

くら  ありさ ** すぎゆ 

それに 較べて 見て、 全く 別世界の 感が 致します。 r 此 世の 形 狀は過 逝く 也」 とパゥ 口が 一一 H ひました が 

i 莨に 其 通りであります (コ リント 前 七の 三 一)" 來 年の 今日までに 世界に どんな 大變 動が 來 るか 解り 

かねもち 

ません。 實に 不安なる は 人生であります。 私の 知って 居る 人で、 昨年の 暮は大 富豪であった 人で、 今 

n は 私よりも 遙に 貧しい 人と 成った 人が あります。 大 銀行 大會 社と 雖も、 15 れる 時には 束の 問 に^れ 

ます。 百年 前の 富豪に して 其 富 を 今日まで 維持して 居る 者 は實に 〔潘々 たる ものであります。 安心と 云 

ふ は單に 比較的の 事であります。 其 事 を 思 ふて クリス マ スも 新年 も 少しも 芽出度くありません。 

◦ 然 らば 人生 は 不安なる 者と 諦めて それで 安心が 屮 I 來 ませう 乎。 或 人 は出來 ると 云 ひます。 何事 も諦 

め 一 つで あると 云 ひます。 然し 諦め は 忘却であります。 我等 は 諦めて 喜ぶ 事 は出來 ません。 本 當の安 
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心 は 忘れる 事ではありません。 思 ひ 出す 事であります。 或る 一 つの 確實 なる 事實が ありて それ を 

じ、 それ を 憶 ひ 起して、 本當の 安心が あるので あります。 變り 行く 世に 在りて 或る 一 つの 變ら ざる 者 
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に依賴 みて、 初めて 本當の 安心が あるので あります。  ナ 

〇 そして 其 安心 はィ H ス キリストに 於て 在ります。 彼 は 「昨日 も 今日 も、 永遠 變ら ざる 也」 と ありま 

す。 其 事 は單に 彼の 說き給 ひし 眞理は 永遠に 變ら ざる 眞理 であると 云 ふ 事ではありません。 或は 叉 彼 

を 以て 實 現された る 理想 は 永遠に 變ら ない と 云 ふ 事で もありません。 ィ H スキ リス ト 御自身が 永遠の 

存在者であって、 其 愛と 義と 誠實と を 以て 永遠に 變り給 はない と 云 ふ 事であります。 基督 信者に 取り 

キリスト は單に 一個の 歷 史的 人物ではありません。 彼 は 死して 甦へ り 天に 昇り 今 は 父の 右に 座して 永 

遠に f を 治め 給 ふ 者であります。 其 意味に 於て 彼 は 昨日 も 今日 も 永遠 も 變り給 はない のであります。 

彼 は アル フ ハ にして 亦 オメガ、 昔 在り、 今 在り、 後 在らん 者であります。 卽ち 我等 信者 はィ H ス キリ 

ストに 在りて 永遠に 變ら ざる 救 主 を 有つ 者であります。 「我れ 生 くれば 汝等も 生くべし」 と 彼 は 一一 一一 口 ひ 

給 ひまして、 彼の 永遠に 變り給 はざる 事が 我等 も 亦 永遠に 變ら ざる 者たり 得る の 理由と なる ので あり 

ます。 我が 生命の 主 は 變り給 はない。 ま 一ら ば 何が 變 つても 私共 は 安全なる のであります。 「我 は 牛； 者 

なり、 前に 死し 事 あり、 視ょ我 は 世々 窮 りなく 生きん」 と 言 ひ 給 ひし 者、 其 キリストが 我が 救 主で あ 

ると 知りて、 歳 は 去り 歳は來 り、 人と 世と は問斷 なく 變り 行く も 我等 は 主と 共に 變ら ない ので ありま 

す。 

かどまつ めいど  たび  り づ. -yn. 

0 一  休 和尙の 「門松 は 冥途の 旅の 一 里 塚、 嬉しく も あり 嬉し くもなし」 と は 人情 其 儘 を 歌った もので 

あります。 然し 其內に 永生 を^むの 心の 籠って 居る 事 は 誰でも 認 むる 事が 出来ます。 人 は 何人も 不變 

的 生命 を 要求し ます C 是れ 人に 永遠 性の 在る 何よりも 善き 證據 であります。 然るに 宇宙 萬 物 すべてが 

變り 行く のであります。 其處に 人生の 淋しみ があります。 然るに 神の 子 は 人の 形 を 採りて 現 はれ、 死 


くわく とく  ； i<c ぼ 

に 勝ち、 永生 を 獲得して、 叉 之 を 人に 與 ふるの 道 を 開き 給 ひました。 「キリスト 死を廢 し、 福 昔を以 

いのち くち  あきらか 

て 生命と 壞 ざる 事と を 明 著に せり」 とあります (テ モテ 後一 の 十一)。 斯 くして 人生の 淋しみ は 完全 

に 取 除かれた のであります。 キリスト を 信じて 除夜の 鐘 は 其 悲しき 調子 を 失 ふので あります。 我等 は 

喜び を 以て 舊 きを 送りて 新しき を迎 へます。 ( 一 九 ニニ 年 十一 一月 三十 一 日 今 井 館に 於て し。 
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マダ ガス 力— の 場合 

〇 世界で 一 番 大きい 島 は 東印度の -ー ュ ー ギ -ー ー であります。 其 次ぎが 之 も 亦 東印度の ボル ネオで あり 

ます。 そして 第 三番が マダ ガス 力 ー であります。 マ 島 は 印度洋の 內に 在りて 阿弗利加 大陸の 東南に 位 

します。 其 面積 は 二十 二 萬 八 千 平方 哩 でありまして、 屬 領地 を 除いた る 日本 帝國の 一 倍 半であります。 

殆んど 大陸に 類した る 一 個の 大 なる 島であります。 其 地位； j 組に 地勢が よく 臺湾 に似て ゐ ます。 大陸の 

東南に 位する 事、 薹灣が 赤道の 北に ある 丈け マ 島が 其 南に 在る 事 (夏至線 は 臺灣を 通過し、 冬至線 は 

マ 島 を 通過して ゐ ます)。 其 形が 南北に 長く、 東西に 短く、 北に 尖り、 南に 圓ぃ 事、 殊に 山脈が 中軸 

の 東方に 位して 南北に 走り、 爲に 東方 大洋に 面する 傾斜が 急に して、 西方 大陸に 面する それが 緩 かな 

る 事、 其 他の 事に 於て 兩の島 はよ く 相似て 35 ます。 故に 臺湾を 十七 倍大に して 之 を 印度洋に 移した 者、 

それが マダガ スカ ー であると 見ます るなら ば、 我等 日本人に は 解り 易く あります。 

〇 臺 灣を擴 大した やうな 島で ある マダ ガス 力 ー に 凡そ 三百 萬の 民が 住って ゐ ます。 卽ち兩 の 島 は 其 人 

口 は 殆んど 同じであります。 又 其 人種 も 似た 所があります。 マ 島 は 阿弗利加に 嵐し ますが 其 人種 は黑 

色 人種で はなく して マ レ ー 人種であります。 卽ち臺 灣土蕃 と 同人種であります。 隨っ て 其 言語に 於て 


i じ  Jti しか 

よく 似て ゐる だら うと m 心 ひます。 そして 我等 日本人の 內に マ レ I 人種の！^ つて 居る 事 は確實 であり ま 

すから、 日本人と マダ ガス 力 ー んと は緣の 無い 人民で ない 事が 判ります。 日本の 地名 人名に A 昔の 多 

い 事 は 誰に も 氣が附 きます。 Asamayia,  Aralovwa,  Asalcusa, と 云ぶ が 如きが 其れであります。 そ 

. して マダ ガス 力 ー の 地名 人名 も 同じであります。 其 固の 名が Madagascar であります。 母 昔 は 街ん 

な A であります。 其 首府 を Antananarivo と 云 ひます。 A 昔が 多數を 占めて ゐ ます。 其 主なる 港 を 

Tamatave と 云 ひます。 其 最も 高い 山 を Ankaratra と 云 ひます。 最も 廣ぃ 地方 を sakalava- と 云 ひ 

ます。 有名なる 國王を K-fulama と 稱し 、女王 を Kanavalona と 呼びました。 A 音の 多い 事 一 目 瞭然 

であります。 

〇 そして 此國に 夙く より 基督 敎が 人った のであります。 一八 一 〇 年に ラダ マ 一世が 位に 卽 きて！： に大 

改革 を 行 ひました。 其 改革の 一 として 基督教の 宣傳 が獎勵 せられ、 一 八 一 一 〇 年に 倫 敦外園 傳道會 社に 

お ほクけ  口  I マ 

由て 公の 傳 道が 首府 アンタナナリボ，" に 於て 開始せられ ました。 國 語の マラガ シ ー 語 は 羅馬字 を 以て 

書記され、 聖書 は翻譯 せられ、 學校は 起され、 敎會は 建てられ、 數 年なら すして 布敎上 大成功 を a る 

に 至りました。 然るに ラダ マ 王 死して 女王 ラナ バ C11 ナ 一 世の 嗣ぐ 所と なりて、 基督 敎に 對し大 反動 

起り、 信者 は 或 ひは逐 はれ、 或 ひは獄 に投ぜ られ、 殉敎の 死を遂 ぐる 者 二百 人に 達した との 事で あり 

ます。 そして 迫害 は 三十 三年 間繼續 しました が、 信仰 は 進む とも 退かす、 女王 死して 福音 は 其 深き 根 

を マ 島の 國 土に 下した のであります。 次ぎに 來 りしが ラダ マ 二世、 其 次ぎが 女王 ラナ バ nl ナ 二世、 

孰れ も 基督 敎の 獎勵 者で ありました。 そして 女王 は 更に 進んで 自ら 信者と なり、 其 夫と 共に バ プテ ス 

-  一 M 

マ を 受け、 禮拜を 宮庭に 行 ひ、 偶像 を壞 ち、 迷；^ を排 し、 一 躍して 基督 敎國の 班に 人り ました" 鼓に 

ナ 正 十 二.！ i!-  六 五 九 


SI 演  六 六 0 

於て か 基督 敎に對 し 反動の 反動が 起り、 上の 爲す所 下 之に 傚 ひ、 マダ ガス 力 ー 人は國 王に 傚 ひ、 バブ 

テス マ を 受けて 基督 敎會に 入りました。 宣敎師 の 得意が 思 ひ やられます。 統計に 依れば 一 八 六 九 年に 

は 三 萬 七 千 人の 信者が ありまし たが、 其 翌年に は激增 して 二十 五 萬 人に 成りました。 誠に マ島傳 道の 

失敗 は兹に 在った のであります。 後 十三 年 を經て 佛國の 保護 國 となる や、 佛蘭西 流の 不信 冷淡の 輸入 

と共に、 敎勢 忽ち 衰へ、 倫敦傳 道會社 配下の 信者 二十 五 萬 人 は 四 萬 八 千 人に 激減した との 事で ありま 

す。 女王 ラ， ナバ ナー 世 は 三十 三年 間 基督 信者 を 迫害して マ 島に 福音 を植附 くるの 機 會を與 へ、 同 

一 一世 は 自ら 信者と 成りて 信仰 衰退の 因 を 作りました。 宗敎に 取り 政府 ゃ國 王に 迫害 せらる \ は 幸福で 

ありまして、 歡迎 採用 せらる \ は 不幸であります。 歐洲に 於ても 基督 敎の 腐敗 はコン スタン チン 大帝 

の 信仰 を 以て 始まり、 日本に 於て は 佛敎の 腐敗 は德川 政府の 佛敎 保護 拉に 獎勵を 以て 始まりました" 

布哇に 於ても 基督 敎傅 道が 功 を 奏し、 其國王 を敎會 員と して 算へ るに 至りし 時に、 信仰 は衰 へ、 國は 

亡びて 宜敎師 の本國 たる 米 國の屬 地と 成って 了 ひました。 宗敎、 殊に 基督 敎は 何時までも 政府 ゃ爲政 

家に は關 係な く、 彼等の 迫害 は 受けな いまでも、 保護 は 全然 担 絶すべき であります。 宗敎が 國敎と 成 

りし 時に 其 葬式の 鐘が 鳴った と 見て 間違 ひありません。 マダ ガス 力 I の 場合に 省みて 我等 は 日本に 於 

て 火 に 慎む べきであります。 

〇 マダ ガス 力 ー に 於て 傳 道した 者 は 第一 が倫敦 傳道會 社、 之に 次いで 英國 福音 傅播會 社、 那 諾； IK に 

米國ル ー テル 敎會、 英國 友會、 竝に佛 國新敎 徒 傳道會 社でありまして、 孰れ も 成功して ります。 最 

近の 調査に 由れば 敎會 の數は 二. H 二百 十一 一、 信者 は 新教徒の みで 三十 四 萬 以上で あるとの 事で ありま 

す。 天主 敎徒は 其 五分の 一 に 過す、 マ 島は國 として 新敎國 であります。 


〇 然 る に 此新與 の 新敎國 は 今 は 歐洲の 舊 敎國、 否 寧ろ 無 神國な る 佛蘭西 の 屬函 とな つたので あります „ 

了 A 八 三年に は 旣に其 保護 國 たるの 觀 あり、 一八 九九 年に 至て 女王 は國 外に 逐 はれ、 國は 全然 獨立を 

失 ひ、 無神論者が 多數 をい M むる 巴 あ 政治家の 支配 を受 くるに 至りました。 一九 〇 六 年に はすべ ての 宗 

敎學校 は 門を閉 るべ く餘 儀な くせられ、 佛國 流の 無神論 的 敎育は 全島に 布 かる.^ に 至りました。 多分 

福音の 眞理を 解せ ざる として 佛蘭西 人の 如き はありますまい。 斯 かる 國 の屬國 となりて マダガ ス 力 

1 人 は、 イスラ ヱ ルの 民が バ ビ 口 ン 人の 囚 ふる 所と なった やうな 運命に 陷 つたので あります。 

〇 然し 神 はマダ ガス 力 ー を 守り 給 ふと 信じます。 自國の 女王に 迫害せられ、 其 次に 來 りし 女王に 誘 は 

れ、 最後に 似而非なる 基督 敎國 の屬國 となりて、 マ 島 は 政治的に は 重々 の 不幸に 遭 ひました。 信仰 を 

常 に 誤 まる 者 は 政治家 で あ ります。 其點 に 於 て 阿弗利加 の 女王 も佛蘭 西の 政治家 も 何の m (なる 所 は あ 

りません。 信仰 は 信仰、 政治 は 政治であります。 神 は 政治家に 耩 はす 靈魂を 救 ひ 給 ひます。 そして 政 

治. 冢は 政治家と して 剖し 給 ひます" 民族 自由 を 標榜して 獨 逸に 對 して 戰 ひし 佛蘭西 はマダ ガス 力 ー 始 

め數 多の 民族の 自由 を 奪った 者であります。 識者 は 曰 ひます、 負けし 獨 逸の 亡ぶ る 前に 勝ちし 仞蘭西 

が 亡ぶ るので あらう と。 そして 其れ は當然 であります。 マ 島に 播 かれし 福 昔の 種が 生長して、 クレマ 

ンソゥ とか、 ボアン カレ ー とか 云 ふ 信仰な き 政治家 等の 勢力 を斷 切る 時 は 必す來 ると 信じます。 私 は 

マ 島の 基督 者に 對し 厚き 同情 を 表します。 同時に 亦 我等が 此國に 在りて マダ ガス 力 ー に 臨みし 災厄の 

我 日本に 見舞 は ざらん 事 を 祈ります。 
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北氷洋 沿岸の 民 

〇 世界に 三 大陸と 四 大洋と があります。 大陸 は 亞細亞 =ァ ウス トラ リア 大陸、 歐羅巴 = 阿弗利加 大陸 

亞 が!： 加 大陸であります。 大洋 は 大西洋、 太平洋、 印度洋、 北氷洋であります。 其 他に 南氷洋が あつ 

たと 思 はれまし たが、 それ は 最近の 探險の 結果、 大洋で はなく して 大陸で ある 事が 判明り ました。 故 

に 精密に 云 へば 世界 は 四 大陸と 四 大洋と より 成る のであります。 但し 南極大陸 (ANTARGTJ.CA と稱し 

ます) は 無人 大陸であります から、 之 は 私共の 思考の 外に 置いて 宜 いのであります。 

C 四 大洋の 内で 最も 早く 歷史の 舞 臺に現 はれた のが 大西洋であります。 其 次が 印度洋、 最後が 太平洋 

であります。 太平洋が 國 民の 銃 爭 場と 成った の は 極く 最近の 事であります。 そして 北氷洋に 至って は 

八 r 尙其地 理學的 在存が 認められて 居る 丈け でありまして、 其 文化的 價値は 全體に 否認 せられて 居り ま 

す J 今や 北氷洋に 注意す る 者 は 極く 少数の 學者： M に 冒險を 愛す る 旅行家 で あ り ます。 之 に 人類の 幸， 一 i 

に 貢獻す ベ き 何か大 なる 富 源が あらう と は 大抵の 人 は 3 心 ひません。 北 水洋は 氷の 海、 有って 無き に 等 

しき 所で あると は 大抵 の 人の 思 ふ 所で あります。 

〇 然し 乍ら 信仰の 立場より 考 へて 見まして 爾 あって はならない のであります。 神の 造り 給 ひし 物に 無 

益の 物はありません。 北氷洋の 面積 はコ 一、 六 〇〇、〇〇〇 平方 哩 でありまして 地球の 表面の 五十 分の 一 


であります。 こんな 廣ぃ 場所が 無益で あり やう 笤は ぁリ ません。 殊に 又 北氷洋の 排水 地域 は 甚だ 廣く 

あります。 亜ぎ 亞、 歐羅 巴、 .亞 米 利 加の 北部 は 皆 其 水 を 北氷洋に 送ります。 故に 北氷洋 系に 屬 する 河 

にして 世界的 大河が 尠 くありません。 シ ベリ ャの オビ、 レナ、 H 一一  セィの 如き、 口 シャの ドウ イナ、 

ペチョラ の 如き、 カナダの マッケ ンジィ の 如き、 孰 も滔々 たる 大河であります。 其 他す ベ ての 點 より 

見て 北 水洋は 未来の 大洋であります。 故に 今や 識者 は 服 を 北方に 注ぎます。 カナダと シ ベリ ャ とが 閒 

發 せらる \ 時に 人類の 食料 問題 は 解決 せらる る だら うとの 事であります。 一時 は 世界 第一 の 捕 場で 

あって、 歐米 人の 暗夜 を 照らす 徵燭の 原料た る 鯨油の 供給 所で ありし スピッツ ベルゲン 群島 は、 全島 

盡く鐵 と 石炭と であって、 未来の 世界 は此ー 一大 鑛物を 北氷洋の 此 群島より 仰ぐ ので あらう との 事で あ 

ります。 又シ ベリ ャの 北岸より 程遠から ぬ 所に 新シ ベリ ャ 群島が あります。 其 南方の リ ヤコ フ島は 古 

世の 巨象の 遣せ し 象牙の 產 地でありまして、 其 近海の 底まで が 多量に 之を產 するとの 事であります。 

又 亞米兩 大陸に 涉り、 北極 圈內 外の 廣大 たる 平原 は 馴鹿の 牧場と して 無限の 富 源 たるべく、 又 カナダ 

の 北部、 北氷洋に 面する 部分に は 馴鹿の 外に 麝牛を 飼育して 更に 生 產の增 加 を 計る 事が 出来る とのこ 

とであります。 科學の 進歩に 由り て 阿 弗 利 i 其 他の 熱帶 地方 を 征服せ し 人類 は、 同じ 手段 を 以て 北 氷 

洋！ 一 脱に 其 沿岸の 地 を 征服す る だら うと 思 ひます。 新 文明の 花が 北極 圈內、 北光の 閃く 所に. 吹く は 遠き 

未来の 事で は あるまい と 思 ひます。 

〇 北氷洋 拉に其 島嶼 及び 大陸 沿岸に 多くの 富が 藏れ てゐ ます。 然し 私共に 取り 與味 最も 深き は 勿論 其 

住民であります。 年内 數 十日 又は 數 ヶ月に 涉 り連繽 する 夜 を 有ち、 氷の 絶 ゆる 時と て はなく、 所に 依 

りて は 堅き 永久 的の 氷の 岩 は 地下 數百 尺の 深さに 達し、 氣溫 時には 華氏の 零度 以下 七十 度 乃至 九十 度 
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に 達する 所  斯かる 所に も 人が 住って 居 やうと は 想像 以外であります が、 然し 事 實は其 通りで あり 

まして、 北極 圈內 八十 三度の 所に 至る まで 人間の 居住 を 見る のであります。 先 づ歐洲 より 始めて、 ス 

カン ヂナ ビヤ 半島の 北端に は 比較的に 文明に 進みた る ラップ 人が 居ます。 それより 東に 進み、 a シャ 

竝にシ ベリ ャの 北方に はサ モイ. デスと 稱し、 ラップ 人に 似て 文明に 於て は遙に 劣りた る 民が 居ます。 

それより 更に 東に 進み、 オスチア ク、 ュ ー ラック、 ッン グス、 ャク ー ッ 等の 諸 族が 居ます。 W 上 諸 族 

いづれ 

は 孰 も 蒙古人種でありまして、 其 容貌、 骨格、 風俗、 宗敎 等に 於て 相互に 克く 似て 居ます。 シ ベリ ャ 

の 東北 地方、 コリ ー マ 河の 河口より 亞細亞 大陸の 東北 端 東 岬に 至る までの 所に 有名なる チ ュ ー クチ 

ス 族が 居ます。 是 はサモ イデス 族と は 多くの 點に 於て 異り、 寧ろ 北米 北岸の 民 H ス キ モ ー に似て 居 ま 

す。 如 断く にして 歐洲の 北端 北 岬より 亞細亞 の 東端 東 岬に 至る まで 數千哩 に涉り 蒙古人種に 屬す 

る數 種の 種族が 住って 居ます。 彼等 何れも 多くの 點に 於て 我等 日本人に 似た 民でありまして、 我等の 

厚き 同情に 値 ひする 者であります。 其內 にはォ ン キ 口 ン 又は ォ モ カイと 稱 して、 一 時 は 比較的 優秀な 

る 民で あり、 シ ベリ ャの 東北、 イン ヂ ギル カ竝に コリ ー マ 河の 河口 附近に 住って 居ました が、 西洋人 

の持來 りし 酒 (ボド 力) 拉に徽 毒の 毒す る 所と なりて 其 種を斷 つに 至りし 者 もあります。 若し 早く 眞 

の； i 昔 を 以て 臨む にあら ざれば 殘る 種族 も 同一の 原因より して 消失す るで あらう との 事であります。 

〇 米 大陸 北氷洋 沿岸の 民 は歐亞 大陸の それと は 全く 人種 を 異にします。 彼等 は 有名なる H スキモ —族 

であります。 EsMmo の 名 は アメリカ 土人の Asldkamo より 来りし 者で 、「海豹 喰」 の 意味で あると 

の 事であります。 卽ち 彼等 は 海豹 を 主食と する 者であって 生で 其 肉 を 貪 ふとの 事であります。 H スキ 

モ ー 族 は 西 はべ ー リング 海峡より 東 は ラボ レド ー 半島に 至る まで 一 一千 哩の 沿岸に 散在し ます。 そして 


其 一派 はバ フィン 灣を 越えて グ リン ランドに 住って 居ます。 彼等 は 孰 も 強健の 民で あり、 克く 厳烈の 

寒 氣に堪 へ、 酷薄の 天然と 鬪ひ、 比較的に 幸福なる 生涯 を 營んで 居ます。 ヱ スキモ ー 族の 內 にて も 

有名なる 者 は 「北氷洋 高地の 民」 と稱 せらる 巧者でありまして、 グ リン ランドの 西北 岸、 北緯 七十 七 

度 以北に 住って 居ます。 人間の 適應カ は實に 恐し い 者であります。 斯 かる 所に 於て さへ 生存し 得る 人 

類 は 地球 面 上！： II- にも 住ゐ 得る に 相違ありません。 そして 其處 にも 亦道德 あり、 勇氣 あり、 犧牲 あり、 

戀愛 ありと 聞いて、 人類 はや はり 一種であって、 四海 皆 兄弟で ある 事が 判明り ます。 

〇 そして 此 H スキモ ー 人種の 間に も 福音が 說 かれました。 其 事に 第一 に 着手して 成功せ し 者 は 獨逸モ 

ラビ ャ敎會 の 派遣せ し- ：! 且敎師 でありました。 彼等 は 一 七 一二三 年に 丁 抹領グ リン ランドに 渡り、 H ス キ 

モ ー 人の 間に 傳道を 開始し ました。 そして 多くの 困難の 內に 美事に 其 目的 を 達しました。 又 カナダの 

北氷洋 沿岸に 於て 英國宣 敎師は 多くの 確實 なる 效果 を牧 めました。 傳 道の 點に 於て 露西亜 人 は 遠く 英 

國 人に 及びません" シ ベリ ャ 土人の 間に、 酒 は 露西亞 人の 飲料、 徽毒は 露西亞 人の 疾、 基督 敎は露 西 

亞 人の 宗敎 として 知らる、 に 由て 見て 事の 一斑 を 窺 ふこと が 出来ます。 私共 は 千島より 勘 察 „i に 渡り 

其れより シ ベリ ャ 北部の 民に 傳道 したくあります。 
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朝の 祈禱 

三月 十一 日 大手 町に 於て 爲 せる もの。 

へり，、：；！  まこと  め グ ふ  tii 

〇 天の 高き に 在す と 同時に、 すべて 謙遜る 者の 心に 宿り 給 ふ 眞の靈 たる 神樣、 御 恩惠に 由り 復過 ぐる 

週 問 も 無事に 終る ことが 出來、 玆に また 新ら しき 週間 を迎 へて、 I 母 週の 通り 愛する 兄弟 姉妹と 共に 此 

處に貴 神の 御前に 集 ふ 事が 出来て 有難く じ 奉ります。 貴 神の 御手に 導かれて 日々 を 送る 事 はまこと 

に 福祉であります。 此 世の 多くの 人々 が 神な く キリスト なく、 無窮き 生命 を 戴く の 希望な くして 其 一 

生 を 送りつ、 ある を 見まして、 私共 貴 神に 賴り、 貴 神 を父樣 として 仰いで 日々 に 生る 幸福の 如何ば か 

り大 なる 乎 を 思 はざる を 得ません。 玆に 重ねて 貴 神の 犬なる 御 恩惠に 就て 御禮申 上げます。 

〇 願く は 今 m も 亦 毎時の 通り 贵祌の 御 恩惠を 垂れ 給へ。 今： ：！ も 亦 我らの 心 を II き 其- 2： に 貴き： i 音の 眞 

理を 注ぎ 給へ。 是は 人の 智慧 を 以てして は 到底 量り 知る 事の 出来ない 者であります。 贵祌 御自身が 我 

等 各自の 靈に 臨み 之 を敎へ 導き 給 ふに あら ざれば、 我等 縱令 一幅 音の 內に 浸さる」 と雖 も、 之れ を 我が 

もの  みこと 二： J 

有と する 事が 中 I 来ません。 願く は 天の 父樣、 今日 私共が 語り 又聽く 所の 聖語を 祝し 給 ひて、 私共 をし 

て 之に 由り て覺 め、 眞の 生命に 生る 事の 出来る やう、 私共の 弱き を 助け 給へ。 願く は聖 語が 鋭き 刃の 

如くに 私共の 心に 臨み、 私共に 自分の 罪 を 知らし め、 叉 貴祌に 由て 之を赦 され、 潔め られ、 新たに 生 

るの 道 を 示し 給へ。 


〇 願く は 今 曰、 世界 萬阈 何れの 所に 在りても、 すべて 眞の心 を 以て 貴 神 を 探り 來め、 又 貴 神の 聖 しほ を 

傳 ふる 者の 上に 贵 神の 御 導きと 御 祝福と を 加へ 給へ。 全世界 は 今や 暗 黑の rw; に 在ります。 願く は贵神 

の 無窮き 愛 を 以て 之 を 包み、 之 を 化して 貴 神の 御子 ィ H ス キリストの 國と 成し 給へ。 貴 神 は 貴 神の 造 

り 給 ひし 物 を 輕視め 給 はす。 私共 は 貴 神の 造り 給 ひし 此 世界が、 貴 祌の钾 力に 由り、 御 榮を顯 はすの 

器と なること を 信じて 疑 ひません。 願く は 其 福 ひなる 時 を 早め 給へ。 

〇 願く は 我等の 愛する 此 日本 國を惠 み 給へ。 又近顷 之に 併 はせられ し臺 湾と 朝鮮と を惠み 給へ、 樺 太 

と 千島と、 之に 住する 憐れなる 土人 を惠み 給へ。 隣邦の 支那 を惠み 給へ。 其 民に 平和と 一致と を與へ 

給へ。 印度 を惠み 給へ。 南洋諸島 を惠み 給へ。 滿洲と 蒙古と 西 比 利 ie- を惠み 給へ。 亞細 10- 全體 が主ィ 

H ス キリスト を 救 主として 仰ぐ に 至る 其 日 を 早め 給へ。 そして 我等 各自 小に して 數 ふるに 足らぬ 者で 

あります が、 贵祌の 子と して 稱 ばる、 以上、 貴 神の 聖旨 を 我心と し、 我等の 能力 相 應に贵 祌の大 なる 

みし ごと  そし 

聖 業に 參與し 奉る 事 を 許し 給へ。 叉 私共 を 僧む 人、 詬り 罵り 嘲け る 人 を惠み 給へ。 彼等の 罪を赦 し、 

彼等 をして 亦  一 H も 早く 私共と 偕に 貴 神の 聖名を 讚美し 奉る その 幸福なる 時を迎 ふ^に 至らし め 給へ" 

〇 此惠 まれた る 集 會を始 むる に 方り、 我等の この 感謝と 3- なる 願と を、 我等の 罪の 躓主ィ H スキ リス 

トの聖 名に 由り て 受け 納れ 給へ。 ァ ー メン。 
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殘る 者と 殘ら ざる 者 

一 九 二三 年 五月 十日 宇都 宮に 於て 

〇 「それ 人 は旣に 草の 如し、 其の 榮は 凡の 草の 花の 如し、 草 は 枯れ 其 花 は 落つ、 然れど 主の _ 道 は窮り 

.U も 

なく 存 つなり」 と は 基督 敎の 聖書の 首 で あります。 之に 似た る 言 が佛敎 思想 を 基礎と して 書かれた る 

平家物語の 發 端の 文字であります。 「賦園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響 あり。 沙羅双樹の 花の 色、 盛 

者 必袞の 理を現 はす 云々」 と。 そして 之に 類した る 一一： 一口 は 東西の 文 學に數 多あります。 かの 鴨の 長 明が 

源 頼 朝の 墓の 前にて 詠みし と 云 ふ 「草 も 木 もな びきし 秋の 霜 消えて、 むなしき こけ を はら ふ 山風」 の 

一 首 は 最も 痛切 にお 互の 心 を 打 つもの で あ ります。 

〇 此れ は 奮い 思想 であります。 人生 を悲觀 して 起り し 思想 で あります。 そして 悲觀は 進歩の 妨害 で あ 

るとの 理由より 近代 人の 甚く 嫌 ふ 思想であります。 近代 人 は 死 ゃ老に 就て 語る 趣味 を 持ちません。 彼 

等の 興味 は靑 春の 一 事に 集注し ます。 然し 乍ら 事實 は事實 であります。 自稱 天才 文學 者が いくら 嫌つ 

て も 死と 老とは 遠慮なく 來 ります。 聖書と 經 文の 言 は眞理 でありまして、 文學 者の 言 は 虚偽で あり ま 

す。 人 は 草の 如き ものであります。 其 榮華は 花の 如き 者であります。 其 事 を 知る は 益であります。 其 

事 を 知らざる は、 知らざる 眞似 をす る は 損であります。 人生 は眞 面目に 之に 當るを 善しと します。 そ 

して 死と 老とを 認め、 之に 打 勝つ の 道を講 すべきであります。 


〇 「それ 人 は旣に 草の 如し、 其の 榮は 草の 花の 如し」。 達い 昔の事 は 措いて 問 はすと して、 私の 短き 

一 生の 間に 此眞理 を^ 明して 餘り ある 多くの 事實 を目擊 しました。 私 は 少年 時代に 德川 幕府の 倒れる 

を 見ました。 靑年 時代に 薩長 藩閥 政府の 全盛 を 見、 壯年 時代に 之と 鬪ひ、 老境に 入る と 同時に 其 衰退 

を 目撃す るの 喜び を 持ちました。 若し 其 實例を 海外に 求め ますれば 更に 著しき 者が 數 多あります。 ナ 

ボ レオン 三世の 下に 佛國 が衰 へ， ビス マ ー クの 下に 獨 逸が 起った の は 私が 十 歳の 時であります" 其獨 

逸帝國 がまた 私の 六十 歳の 時には 跡 方な きが 如くに 消えて 了った のであります。 明治 一 一十 四 年に 津田 

三蔵なる 者が 大津に 於て 露國 皇太子に 傷 を 負 はした 時に 日本 全國は 震動し ました。 然し 今日 露 西亞の 

名 を 聞いて 震へ る 者が 何處に 居ります 乎。 淸 朝李鴻 章の 名 を 聞いて さへ 震へ る 時が あつたと 思へば 笑 

止 千 萬の 感が 致します。 西班牙が 其 海外の 領土 全部 を 失って 世界 勢力たら ざるに 至った の も 極めて 近 

頃の 事であります。 私が 地理 學を 學んだ 時には 土 耳 古 は バルカン半島 を 全部 支配し、 其 他 H ジ ブト、 

シ プラス、 トリ ボリ 等 皆な 其 領土 で ありまし て 世界 勢力と して 第 四 位 を 下らた か つ た の であります。 

それが 次第に 縮 少して 今 は 小亞細 亜の アン ゴ ラに其 政府 を 置かねば ならぬ に 至りました。 其 他 列擧す 

れば Mii がありません。 それ 人 は 草の 如し、 其榮は 草の 花の 如しであります。 大國 家で も 大帝 國 でも 

散る 時が 来れば 花の 如くに 散ります。 實に 跪い 拙い 者であります。 

〇 國家然 り、 況して 個人に 於て を やであります。 百年 前の 大阪の 金 持の 番附を 見ます と、 住友の 如き 

は十番 以下であって、 其 上に 立って 居た 者で 今 榮 えて 居る 者 は 一 軒 もない との 事であります。 同じ 事 

が 宇都 宫に 就ても 言へ やうと 思 ひます。 過去 二十 年內 に、 三十 离、 五十 萬と 云 ふ 身代の 倒れた の を 私 

自身 さへ！ { 個 も 見ました。 一 昨年の 幕に 百 萬の 富 を 持って 居た 人で 今年 は 無 一 物に なった 人 を 私 は 知 
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つて 居ます。 銀行の 破産 は 決して 珍ら しい 事ではありません。 積善 銀行、 報德 銀行、 四 谷 銀行と 御- i 

の 目前に 倒れつ . ^あるので あります。 今より 百年の 後に、 三 井と 三菱と 安田と は 今日の 地位 を 保って 

居る でせ う 乎、 甚だ 疑 はしく あります。 

〇 そして 變り 行く もの は國 家と 個人と に 限りません。 思想 も 亦轉々 として 變り 行く のであります。 曾 

て佛 國の宣 敎師リ ギヨ ー ル 氏が 曰 ひました。 「日本 程 思想の 變る國 はない。 同 一 の 思想家で すら 數年 

ならす して 幾 同 か 其 說を變 へる。 現に 文學 博士 某氏の 如き は 十 年間に 十二た び 說を變 へた」 と 申し ま 

した。 是はリ ギヨ ー ル 先生の 觀 察であります。 忠君 愛國の 高調され たの は 今より 僅に 三十 年 前で あり 

ました。 然るに 今や 此 文字 さへ 新聞 雜 誌の 上から 絕 えて 了 ひました。 私 は 東京で 多くの 學 生に 接する 

者であります が、 彼等の 內に 無い 者 は 愛國の 心であります。 今や 愛國を 語る 事 さへ 野暮で ある 乎の や 

うに 思 はれます。 基督 敎と 社會 主義と が 混同せられ、 國賊視 された の は 極く 近い 頃であります。 然る 

に 今や^ 枯川 君 は 世の 尊敬 を惹く 名士の 一人であります。 尾 崎 行 雄 君が 共和政治 を 口にしたり とて 大 

ぼの 椅子 を 失 はれし 直き 後で、 世界 大戰爭 が 始まり、 日本 も 亦 民主々 義の 味方と なりて 戰 ふに 至り ま 

した。 デモ クラシ ー と 云へば 害が 無い やうであります が、 少しく 英語 を 解す る 者 は デモ クラ シ ー は 共 

和 政治より 造に 過激な 詞 である 事 を 知って 居ります。 そして 今 は 如何 かと 云 ふに、 今 は遙に デモ クラ 

シ— を 通り抜けて、 非道 德、 非 法律まで が 臆面な く唱 へらる、 のであります。 變 りも變 つた もので あ 

ります。 今や 文壇 は宗 敎と戀 愛と で 持 切りであります。 來年は 如何 變 るので ありませ う？ 其 他 新聞 

雜誌、 著書の 流行 盛衰に 就て 語る の 時はありません。 朝顔の 朝^いて 晝祜る k の 類です。 

〇 然 らばです、 然 らば 萬 事 萬 物 盡く變 り 行く のです 乎。 此 問題に 就て 怫敎と 基督教との 間に 大 なる 


ぎが あると 思 ひます。 「諸行無常」 と怫 敎は敎 へます。 r 祌の 道は窮 ひたく^ つなり」 と 基督 敎は^ 

へます。 物と して 變ら ざる はなく、 說 として 移らざる はなき 間に、 唯一 つ 世と 共に 變ら ざる 者が あり 

ます。 それ は 神の 道であります。 或は 宇宙の 眞理 であると 云ても 差 支ない 乎 も 知れません。 然し 漠然 

たる 眞理 ではありません。 具體 的の 一 冊の ぎであります。 卽ち 私が 玆に 手に 持つ 書であります。 それ 

は 永久に 變ら ない と 云 ふので あります。 そんな 事の 有り やう 害 はない と 諸君 は 言 はれる だら うと 思 ひ 

ます。 然し 乍ら 其 事 が事實 である を 如何せん であり ます。 

〇 之 は舊ぃ 書であります。 其の 或る 部分 は 今より 匹 千年 前に 書かれました。 其の 最も 新ら しき 部分と 

て 今より 千 八 百年 前に 書かれた 者であります。 其れが 今 ロ猶ほ 殆んど 著者の 手 を 出た 其 俊に 残って 居 

るので あります。 そして 單に 古書 古物と して 殘 つて 居る ので はなく、 七 百 有 餘の國 語に 翻譯 せられ、 

人に 最も 多く 讀 まる 、書と して 存 るので あります。 此書を 攻撃した 書 は 悉く 廢れ ました。 然し 此書丈 

けは殘 つて 居ります。 西洋に 於ても 我國に 於ても 同じであります。 明治の 初年に 於て 河津祐 之と 云 ふ 

當時 の 西洋 學 者が ありまして、 甚く 此書を 攻撃し ま し た。 然し 攻撃に 用 ひ た 著書 の 名まで 忘れられ、 

極めて 少数の 人の みが 河 津祐之 の 名 を覺ぇ て 居ます。 其 後 東京 帝國 大學總 長文 學 博士 男 待 加 藤 弘之先 

生が 彼の 有する 大權 威を以 て此書 を攻擊 しました。 多分 其 時 大抵 の 日本人 は 思う たで ありませ う、 是 

れで 日本に 於て 基督 敎は 粉碎 せられ、 聖書 は 永久に 葬られた ので あると。 然るに 事實は 如何で ありま 

す 乎。 加藤大 先生が 聖書 攻撃の 爲に著 はされ た 『日本の 國體と 基督 敎』 と 云 ふ 書 は 何 處で之 を 獲る 事 

が 出来ます 乎。 東京の 古本屋 を 漁りても 其の 一本 を 獲る 事 は 至て 六ケ 敷く あります" 然るに 聖書 は 如 

何であります 乎。 東京に は米國 聖書 會 社が あり、 祌戶に は英國 聖書 會 社が ありて、 刷っても 刷っても 
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曰 本人の 需要に 應する 事が 出来ない のであります。 而已 ならす 先生の 御孫さんの 內 にさへ 熱心なる 聖 

書の 研究者が 在る と 聞きました。 加 藤 先生 は 明治の 日本に 於け る 偉大なる 學者 であり ましたが、 先生 

の 聖書 攻撃 丈け は大 失敗に 終りました。 近頃 また 北海道 大學昆 蟲學敎 授理學 博士 松 村 松 年と 云 ふ 人が 

加 藤 先生と 同じ 筆法 を 以て 聖書 を攻擊 しました。 然し 加 藤 先生が 壞っ 事の 出来なかった 者 を 松 村 博士 

が 覆へ し 得 やうと は 思 はれません。 私共 は 少しも 博士の 攻撃の 結果に 就て 心配し ません。 恰 かも 男體 

山が 大砲の 丸 を 一 一つ や 三つ 喰っても 少しも 動かない やうに、 昆蟲 博士の 攻擊位 ゐには 聖書 はビク とも 

致しません。 何れに しろ 松 村 博士の 論文 は旣に 忘れられて、 他の 問題が 日本人の 頭腦を 占領し っ&ぁ 

ります。 其 他す ベて 此類 であります。 

〇 神の 道 は 永久に 動きません。 共れ と 同時に 此の 道に 倚る 者 も 亦 永久に 動きません" 此事も 亦 人類の 

過去 四千 年間の 歷史に 依て 證 明され ました。 世界で 一番 舊ぃ國 民 は 誰であります 乎。 日本 は 舊ぃ國 で 

あります が、 其 歷史は 三千 年に 達しません。 然るに ュ ダャ人 は K 千年の 而 かも 正しい 記録に 因る 歷史 

を 有します。 近頃 日本人の 大歡迎 を 受けし 一一 ュ， 1 トン 以来の 世界的 大學 者と 稱 せらる V ァ インス タイ 

ン 博士 も 亦此國 民の 一員であります。 西洋に 於て は 古代の 國民は 悉く 滅び ましたが ユダヤ人の みは 殘 

つて 居ます。 何故で せう 乎。 神の 道 を 託されし 國民 である からと 彼等 自身 は 曰 ひます。 近代に 至って 

何故 英 民族が 一番に 攀 固なる * 信用 厚き 國民 であり ませう 乎。 此 問に 對し英 園の 前總理 大臣 II イド. 

ジ ョ ー ジも、 米 國の現 大統領 ハ ー ヂング も 明白に 答へ て 曰 ひます 「我等に 聖書が あるから だ」 と。 世 

界を廣 く 見渡して S: 覽 なさい、 聖書の 最も 多く 讀 まる \國 が 最も 堅い 國で あります。 そして 國然り 人 

亦然 りであります。 人 は 人と して 甚だ 弱い者であります。 然し 乍ら 倚る 者に 依て 強くなる 事が 出來ま 


十。 動かざる 者に 倚りて 動かなくなります。 私の やうな SI い 者で も 聖者に 倚りし が 故に、 此反 基督 的 

の 日本に 於て、 而かも所謂基督國の：^^ょり何の助をも受けすして、 過去 三十 何年 問に 涉り 私の 信仰 を 

持績 ける 事が 出来ました。 二十 K 年 前に 私が 『聖書 之 研究』 を 初めて 出した 時に 私 を 攻撃し 嘲った 雜 

誌 は澤山 ありました。 其內に 大隈侯 主宰 『大帝 國』 とい ふ 雜誌も ありました。 然るに 其 ft 今日 殘 つて 

居る 者 は 一 つもありません。 皆な 消えて 了 ひました。 そして 『聖書 之 研究』 はま だ 生きて ほます。 何 

に， E て 然るので ありませ う 乎。 「磐 を 基礎と たせば 3」 であります。 私 は 動かざる 神の霄 なる 聖書に 

倚り ましたが 故に 今日まで 動かす して 居る 事が 出来ました。 諸君 も 亦 此の 變遷 常な きせに 在りて 動か 

. ざらん と 欲すれば 此 書に 倚る より 他に 途 がない と 信じます。 


信仰 增大 の途 

使徒た ち 主に 曰 ひける は 「我等の 信仰 を增し 給へ」 と (ルカ 傳 十七 章 五節)。 

•〇 「夫れ 祌は其 獨子を 賜 ふ 程に せの 人 を 愛し 給へ り、 此は 凡て 彼 を 信す る 者に 亡ぶ る こと 無くして 窮 

りなき 生命 を 受けし めん 爲 なり」 との 約 翰 傳三章 十六 節の 言葉 は 私が 今日まで 幾 囘も此 講壇から 說明 

を 試みた もので あり ます。 然し 斯か る 言 紫 は 其 意味 深遠 でありまして その 我等に 敎 へんと 欲する 所 は 

： 幾 囘學ん でも 盡 きないので あります。 此は 神の愛 を說 くもの、 人の 救を說 くもの、 愛と 救の 方法 を說 
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- くものと して、 其 一 字 一句が 悉く 深く 信者の 心に 訴 ふるものであります。 然し それ 丈け では まだ 意味 

が盡 きないので あります。 此は 更に 愛の 性質、 其 働ら きの 限界 を 示す 一一 一一 n 葉であります。 卽ち 重き を 其 

內の 文字 孰れに 置いて 見ても、 神の愛の 內 容が舰 はれる のであります。 

-〇 神 は r*l の 人」 を 愛し 給へ りと あります。 原文に は コ ス モスと ありまして、 世と か 世界と か、 或は 

更に 進んで 「宇宙」 とも 解す る ことの 出 來る詞 であります。 「祌は 其 獨子を 賜 ふ 程に 全人 類 を 愛し 給 

へり」 と讀 むの が 本 當の讀 方で はない 乎と 思 ひます。 そして 此は實 に 驚くべき 言葉であります。 殊に 

. 信者の 立場に 立て 考 へて 見て 驚くべき 言葉であります。 祌は 全人 i を 愛し 給へ り、 彼が 其 獨子を 遣り 

て 施し 給 へ る 救 は 元々 全人 類の 救 を 目的と して 施された る 者で あると。 さう 聞く と 多くの 信者の 心 か 

ら其 信仰が 冷却す るので あります。 彼等 は 神 を 自分の 神と して 見る 事を好み、 殊に 自分 を 愛して 下さ 

つた 神に 感謝し、 自分 を 救って 下さった 神 を 讚美し ます。 然るに 其 神の愛 は 元々 全世界の 人の 救 を 目 

的と して 現 はれた 者で ある 事 を 聞かされて、 愛が 全般的にな りしが 故に 其の 强 さと 深さと が 失せて 了 

ふやう に感 する の であります。 

-〇 然し 乍ら 神の 言葉 は 動かない のであります。 神 は先づ 第一 に 其 獨子を 遣りて 全人 類 を 救 ふの 途を設 

け 給うた のであります。 全世界 を 救 はん 事、 此 世界 を 化して キリストの 世界と 成さん 事、 其 事が 祌が 

其 獨子を 遣して 遂げん とし 給 ひし 御 事業の 目的であった のであります。 そして 斯 かる 目的に 出で し 幅 

-音 であった らば こそ、 御 互 各自が 之 を 信じて、 亡ぶ る ことなくして、 窮 りなき 生命 を受 くる ことが 出 

,來 る のであります。 若し 之が 少數を 救 ふ爲の 福音 であったならば、 私共 各自 は 其 救 に 漏る、 虞が ある 

- のであります。 全人 類の 爲に 設けられし 救で あるが 故に、 人類の 一員と して 生れ 來 りし 私に も、 其 救 


に與 るの 資格が あると 信じて、 私 は 大膽に 恩 の 座に 近づく ことが 出來 るので あります。 

■〇 兹に 至って キリストの 救、 隨て 基督 者の 信仰の 如何なる 者なる 乎が 解る のであります。 私共 各自の 

信仰 は是れ 神が 特別に 私共 を 愛し 給 ふが 故に 特に 私共に 賜 はった ものでありません。 是は 神が 世卽ち 

全人 類 を 救 はんとの 御 目的 を 遂げん が爲 に、 私供 各自に 賜 ひし 者であります。 卽ち 私共の 信仰 は 私的 

の もので なくして 公的の ものであります。 全人 類が 主であって 私共 は從 であります。 そして 斯 かる 性 

質の ものであります るが 故に、 私共の 信仰 は 自分の 爲に使 はんと 欲して 消え、 神と 人類の 爲に使 はん 

と 欲して 益々 熾ん になる のであります。 そして 此事を 知つ て 信仰 養成 の 途が瞭 か に 成る の であります- 

「主よ 我等の 信 を增し 給へ」 と は 信者 全體 の祈禱 であり ますが、 信が 增 すと は 御 互 各自の 裡に 個々 训 

<:厶<1厶厶，-<"厶<1厶<"<3厶<3厶厶<1厶  △<! 厶厶 △ 厶厶厶 △ 厶厶厶 △△△△<."<△△< 厶厶厶 厶厶 

別に 信が 燃 ゆるに 至る のではありません、 自分 以外の 者に 向って 自分の 信が 擴 がるので ありまして 卽 

<〕△ 厶厶厶 △ 厶厶 厶 <3 厶厶 みこ、 ろ △<!  AAAAAA 厶 厶 △<"△ 厶厶 △△ 厶 

ち全人類を救はんとの祌の聖3;:に幾分なりとも適ふに至る_5^-でぁります。 故に 私共 は 信仰の 增 さん 事 

を 祈る と 同時に、 全人 類に 向って 私共の 心 を 向けなければ なりません。 信仰 を增 すの 手段 方法と して 

先づ 第一 に 人 を 離れ、 神 在りて 人 在る を 知らざる 狀 態に 己 を 置かん と 欲する のが、 私共が 常に 取る 途 

であります るが、 然し それ は 根本的に 間違った る途 である 事 は キリ ス トの此 御 一一 一一 口 葉に 照して 見て 明か 

であります。 

_〇 ィ H スは曰 ひ 給 ひました、 r 汝等 若し 我 を 愛するならば 我が 誠 を 守るべし」 と。 又 「我が 汝等を 愛 

する 如く 汝等も 亦 互に 愛すべし、 是れ 我が 誡 なり」 と (ョ ハネ傳 十四 章 十五 節、 同 十五 章 十二 節)。 

此は イエ スに對 する 愛 は 相互に 對 する 愛と 同じ 物で あるとの 敎 であります。 卽ち 私共の 信仰生活に 於 

て 私共 は：： 卑獨 的に 私共の 愛 又は 信仰 を 維持 叉繼 綾す る 事が 出来ない との 敎 であります。 ； 4 はいくら 努 
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力しても 私 一 人で 居て 私の 信仰 を强 むる 事が 出來 ない のであります。 私の 愛 も 信仰 も 私の 同情の 廣さ 

に 比例す るので， あります。 私 は 私 以外の 一人の 人 を 愛して 私の 信仰 は 二倍す るので あります。 十 人 を 

1 愛して 十倍し、 百 人 を 愛して 百倍し、 全國を 愛して 全國大 になり、 世界 を 愛して 世界 犬になる ので あ 

ります。 神の愛 は 全人 類 を 救 はんとして 全世界に 漲って 居ります るが 故に、 私 は 私の 愛 を擴げ れば擴 

げる程 私の 愛と 信仰と を 擴げる ことが 出來 るので あります。 此事を 「自己の 擴張」 と稱 して 可ら うと 

思 ひます。 誠に 簡短 明瞭なる 事であります。 

.〇 人類と 云 ひ、 ヒュ ー マ 一一 チ ー と 云へば 餘 りに 大きくて、 到底 普通の 人に は 及び 得ない と 思 はれます。 

然し さう ではありません〕 自分 以外の 人が すべて 人類であります。 神が 其 獨子を 賜 ふ 程に 愛し 給 ひし 

と 云ふコ ス モ ス卽ち f であります。 私共 は 自己と 云 ふ 狹ぃ密 房 を 出て 人類に 接する のであります。 人，' 

日此 堂に 集りし 六 百 人 乃至 七 百 人の 聽衆は 人類の 一部分であります。 然し それ も 大き 過ぎるならば 貴 

下方 各自の 隣席に 坐 わる 人が 人類の 好き 代表者であります。 貴下 は 其 一 人 を 愛して 贵！^ の 自己 を 一 一倍 

大に擴張することが3^來ます。 贵下は 信仰の 弱き を 歎きます 乎。 獨 りで 天 を 仰いで 叫ばす して、 仰に 

在る 人に 心 を 傾け、 彼の 重荷 を 幾分な りと 荷って 御覽 なさい。 忽ち 貴下の 心に 信仰の 熟の 加 はるの を 

毚 えます。 其れ は 神が 人類の 爲に 施し 給 ひし 救の 力が それ 丈け 多く 貴下 の 心に 人った からで あり ます 、 

ィ H スは曰 ひ 給 ひました、 「一 一人 三人 我 名に. S りて れる 所に 我 も 亦 其 中に 在る 也」 と。 是は イエ ス 

は 大集會 よりも 小 會を 好み 給 ふとい ふ 事ではありません。 彼の 臨在 は 人が 人と 共に 彼の 聖名を 龥 び 

まつる 所に 於て 期して 待つ 事が 出來 ると 云 ふ 事であります" 論より 證據 であります、 一人の 祈 禱に感 

.應 がない と 云 ふので はありません が、 二人 三人、 或は それ以上の 信者が 心 を 共に して 祈る 所に、 特刖 


の 熱心の 加 はる 丈け にても、 主が 我等に 近く 居た まふ 事が 判明り ます。 

〇# て 或 人が 曰 ひました、 「信仰 は 直線で はなく して 三角形で ある」 と。 卽ち 神と 信者との 直接の 關 

係の 外に 信者 相互の 關係を 加へ たもので あると。 卽ち 健全なる 信仰 を 養 はんと 欲すれば、 神より 直接 

に來る 信仰に、 友 を 通う して 問 接に 來る 信仰 を 加へ なければ なりません。 人間 相互の 關 係に 於ても 直 

接の 關係 丈け では 斷 たる i 虞が あります、 之に 問 接の 關 係が 加 はって、 其 永 綾が 保證 せらる、 ので あ 

ります。 神との 關係も 亦 同じであります。 C£ 仰の 友と 共に 祌に繁 がるに 非す して、 私共の 信仰 は 絶え 

るの 危險 があります。 そして 多くの 信者 は此 注意 を 取らす して 信仰の 破船に 遭遇し ました。 最も 愼む 

ベ き 事であります。 

〇 今や 又 夏が 來 まして 私共 は當 分の 間 此集會 を 閉ぢん として 居ます。 そして 如何にして 信仰的に； 复を 

利用 せん 乎と は 今やお 互の 間に 考 へらる & 問題であります。 或は 天然に 接して 直に 天父の 聖旨 を观ふ 

の も 好く あります。 或は 平生 讀む能 はざる 書 を 讀んで 信仰 を 堅う する のも宜 くあります。 然し 乍ら 私 

共 は 夏 を 交友の 時期と して 用 ふる 事 を 忘れて はなり ません。 天然が 暴氣を 送って 私共 をして 家に 居る 

に堪へ ざら しむる 時に 方て 私共 は 自己の 狹き密 房 を 出て、 廣き 世界に 廣く 同信の 友 を 求むべき であり 

ます。 是は 何にも 所謂 交際 社會に 出よ と 云 ふので はありません。 長い間 此 堂に 於て 學 ばれし キリスト 

の 幅 音 を實際 的に 試みられ よと 云 ふので あります。 卽ち 「凡て 人に 爲ら れんと 欲 ふこと は 汝等も 亦 人 

にも 其 如くせ よ」 との 黄金律 を實 際に 試みられ よと 云 ふので あります。 

C そして 之を爲 すの 途は バウ n が爲 したやう に 「神の 道 を 混 さす 眞理 を顯 はし 神の 前に 己 を 人の 良心 

に 質す」 事であります (コ リント 後書 四 章 二 節 )o 卽ち 福音 を 以て 注がれた る 愛 を 以て 直に 人の 良心 
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に 臨む 事であります。 此は眞 の 友 を 得る 唯一 の途 であります。 そして 縱し或 人 は 之 を 受けす、 反て 之 

を 嘲け り 斥ける 乎 も 知れません が… 斯 かる 人は禍 ひなる 哉であります… 縱し斯 かる 人が 在ても 失 SSL 

て はなり ません。 若し 貴下が 眞の 信仰の 友 一人 を 得たならば、 貴下 は 生涯の 友、 然り 永遠の 友 を 得た 

のであります。 之 を 得る に 多くの 冒險を 試む る 充分の 價値 があります。 貴下 は 彼の 靈魂を 救 ふと： E 時 

に 貴下の 靈魂 を 活かす のであります。 私自身 は 過去 數 年間 祌の御 導きに 由り て 靳く の 如くに して 夏 を- 

使 ふこと が 出来ました。 今年 も 亦 同じ 御惠 みに 與 らんと して 居ます。 今年の 夏 も 亦 貴下 方と 高 壇の 上 

よりの 御 交際に 加へ て 林の 間に、 叉 は 小川の 畔に、 共に 祈る の 御 交際 を 以てする を 得ば、 幸福 此 上な 

しであります。 其の 爲に贵 下方 も 亦 多少の 人 費と 時間と を 惜み給 は ざらん こと を 願 ひます。. 

O00000O000000000C000000O0 

〇 要す るに 神の 御惠み は 最も 著る しく 團體 の 上に 下る ので あります。 いくら 無敎會 信者 であっても 此 

明白なる 事 實を疑 ふこと は 出来ません。 其の 何よりも 善き 證據は 大手 町の 此集會 であります。 私共 は 

過去 年間 此の所に 於て 神の 著る しき 御 働き を拜 見し 又實驗 したではありません 乎。 此集 會に來 りし 

者 は來ら ざり し 者の 到底 想像す る ことの 出來な い 恩惠 に與 つたではありません 乎。 それ は 何に も說敎 

が 特別に 善かった からではありません。 世 を 救 はんと 欲し 給 ふ 神が、 多數の 者が 相 集りて 彼に 救 はれ 

んと 欲する 其 心 を 嘉し給 ひて 此 所に 臨在して 下さった からで あると 信じます。 私共 は暫 らく 相 離れ ま 

する が、 各自 此集會 の爲に 祈り、 同時に 叉 個人々々 に 固く 結ばれて 神が 全世界 全人 類 を 救 はんと 欲し 

給 ふ 其 御 欲 召に 應 ひたく あります。 (六月 十七 日本 學期 最後の 聖日に 営り、 東京 大手 町 大日 本 衞生會 

講堂に 於て 滿 員の 聽 衆に 向って 演 ぶ。) 


ホ ー ム の 建設と 基督 敎 

六月 サ四 日夜、 東京 甚督敎 女子 靑年會 に 於て 述べし 講演の 原稿 

〇 近頃に 至って 日本が ¥ る しく 世界 化されつ k ある 事 は 誠に 慶 ぶべき 事であります。 過ぐ る 二 箇月， 

問に 我等 は 世界的 三 犬 偉人の 百年 期を紀 念し ました。 其 第一 は 五月 十四日に、 種痘の 發 見者 ヱドヮ ー 

ド . ゼンナ ー の 永眠 第 百年祭が 全國 の醫師 達に 由て 執行 はれました" 其 第一 一は 六月 五日に、 近代 經濟 

學の 始祖と 稱 へらる. - アダム • ス ミスの 誕生 百年 紀念會 が、 是れ又 全 國の經 齊學者 達に 由て 催され ま 

した。 そして 今や 其 第三が 口々 に增し 行く 我國 の音樂 愛好者 等に 由て 紀 念され つ k あります。 それ 

は 有名なる 世界的 平民 歌 『ホ， 1 ム • スヰ ー ト • ホ ー ム』 の 發行第 百年 紀 念であります。 其 作者 はジョ 

ン . ハヮ ー ド . ペインと 稱し、 米 國紐育 州 口 ング アイ ランド、 ィ ー スト ハ ムプ トンの 人で ありました。 

ゼンナ ー は英國 人、 ス ミス は 蘇 蘭 土人、 ペイン は米國 人で ありました。 揃 ひも 揃って 廣ぃ 意味の 英國 

«z であった 事 は、 特に 我等の 注意 を惹 くべき 事であります。 そして 又 三人が 三人 共 平和に 術 を 以て 卞 

界 人類 を 永久に 益した 事 も 亦 不思議と 言 はざる を 得 まゆ 4。 つ 。 。 。 0  0  。  。  0  0  。  。  。  。  0  0  0  0  0 

〇 そして 其の 他に 叉 三人の 共通 點 があります。 それ は 三人 共に 英國人 特有の ホ， - ムの產 であつ た^で 

が"" や。 ゼンナ 1- は 牧師の 子でありまして、 彼の 醫學 上の 大發見 は 彼が 彼の 父母より 受けし 深き 宗 

敎 心に 基 ゐ たもので あります。 アダム • ス ミス は 全然. 「母の 子」 でありました。 彼の 父 は 彼が 母の 胎 
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內に 居る 內に 死にまして、 彼 は 母 一人の 手に 由て 成 有った 者であります。 ペイン も 亦 母の 崇拜 家で あ 

りました。 彼の 歌はホ ー ムを 歌った ものであります が、 實は 彼の 母 を 歌った ものであります。 斯 くし 

て 三人が 三人 共 善き 母の 功績と して 世に出て、 人類 を 感化した 者で ありました。 私供 は 彼等 人類の 三 

大恩 人の 事業 を紀 念す る 時に、 實は 彼等 を 育みし 彼等の 母を紀 念し つ k あるので あります。 

〇 たしか フラ ン クリン であった と 思 ひます、 言うた 寧が あります、 「若し 永久に # を 感化 せんと 欲せ 

ば 善き 歌 を 作るべし」 と。 ジョン • ペイ ンは刖 に 是ぞと 云 ふ 大事 業を爲 しませんで したが、 唯 『ホ ー 

ム • スヰ ー ト. ホ ー ム』 の 短い 歌 を 作り、 彼の 芳名 を^ 世に 垂る k と 同 時に 全人 類 を 永久に 慰めつ.^ 

あります。 此ー篇 の 歌に 較べて 見て、 大著 述も、 大哲學 も、 亦 政治 上竝 に經濟 上の 大經綸 も、 實に語 

るに 足りない のであります。 曾て 米國の 大說敎 家へ ンリ！ ヮ ー ド. ビ ー チヤ ー が 曰うた 事が ありま 

す、 「私 は 大說敎 家た らんより は、 かの 『我が 靈魂を 愛する ィ H スょ』 の 作者た らんと 欲す」 と。 チ 

ャ ー ルス .ゥェ スレ ー はかの ー篇の 讚美歌 を 作って、 如何なる 神學者 又は 聖書 學者も 及ばざる、 信仰 

ウ リス チ亇ニ 

的 感化 を 全世界の 基督 者に 及ぼしつ、 あります。 神に 最も 惠 まれた る 者 は 詩人であります。 人 問の 心 

を簡短 明瞭なる 霄 葉に 綠 りて、 之 を 萬 人に 歌 はしめ て、 彼 は 人類の 敎師 たる 事が 出来ます。 そして ジ 

ヨン. ハヮ ー ド. ぺ イン は 此の 恩 惠に與 つた 者であります。 

Q ホ ー ム。 ホ ー ムとは 何んで あります 乎。 之 を 家庭と 譯 した 所で 其 意味 は 通じません。 首て ビス マ ー 

クが 一一 一一 〔 うた 事が あります、 「英語に 羨ましい 詞が 二つ ある。 其 一 は gentleman であって、 其 ニはホ 

—ム である」 と。 獨逸 語の das  Haus は 到底 英語の ホ ー ムに 及びません。 ホ ー ムに 家が 要ります。 

然し 家 丈け では ホ ー ム になり ません。 家庭 團變 というた 听でホ ー ム たるに は 足りません。 ホ ー ムに は- 


家が 要ります。 親しき 肉親の 關 係が 要ります。 住み慣れ たる 土地が 要ります。 山と 川と 丘と が 要り ま 

す。 打 解けた る 隣人が 要ります。 そして 其の 他に、 然り、 其 上に 一 つの J 一 2! い 者が. ります。 ペインの， 

歌に Charm  from  skies  seems  to  hallow  US  there とあります。 「天に スを 引附- くるの 力が 其お i「 

我等 を 潔む るが 如し」 とあります。 天よりの 風が 吹いて 其 靈氣に 家族が 觸れ て、 其 處にホ ー ムが 現れ 

ゃゝ  いひ あ-り 

るので あります。 ホ ー ムは架 化された る 家庭で あると 言 ひて、 稍 其の 何た る 乎 を 言 表 はす 事が 出来る 

と ひます。 斯 かる 者 は 自身 其 靈氣に 觸れ るに あら ざれば、 共の：^ たる 乎 は 到底 解りません。 ホ ー ム 

を 見たい と言うて 見る こと は 出来ません。 恰 かも 武士の 魂 を 見たい と 一一 ーーロ ふと あじであります。 自身 武 

士に 成ら ざれば 武士の 心 は 解りません。 

〇 それ故に ホ ー ムは 世界 何處 にも 在る 者ではありません。 獨 逸に ダス • ハウス は 在ります。 日本に 家 

庭 は 在ります。 然し ホ ー ムは之 を 看 出す に 甚だ 困難であります。 ホ ー ムは 或る 特別の 境遇の 下に 出來 

た、 又 出來る 者であります。 『ホ —ム • スヰ ー 卜 . ホ ー ム』 の 作者 を 生んだ 國を 知って、 如何なる 境 

遇が ホ I ムを 作った 乎が 解ります。 紐 育 州の n ング アイ ランド は 新 英洲の 南に 當り、 其 一部分と して 

見る を 得べき 細長い 島であります。 此 邊はホ ー ム の 現 はるべき 所であります。 健全なる： 大 然的肷 態に 

加へ て、 健全なる 靈的狀 態が 備 へられた 所であります。 新 英洲に 於て 特殊の 天然と 歷史と 信仰と が 一 

致して ホ— ム なる 特殊の 制度 を 生んだ のであります。 ホ ー ムは羅 馬 天主 敎國の 伊太利 叉 は 西班牙に は 

現 はれす、 無 神 國の佛 蘭 西に は 起ら す、 知識 的の 獨 逸に 榮 えす、 祌祕 的の 露 西亞に 出す して、 自由と 

常識と 信仰と が 併び 耕されし 新 英洲に 於て 其の 最も 美 はしき 發達を 遂げました〕 新英 洲はホ ー ムの本 

場であります。 そして 其新英 洲ヽ， らジ ヨン. ハヮ _ ド. ペインが 生れて、 ホ— ム の 歌 を 作って、 其 歌 
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が 世界 全人 類に ホ ー ムを 鼓吹し っ& あるので あります。 

〇 ホ ー ムは 抑々 何時 初めて 世に 現 はれた 者で ある 乎と 云 ふに、 或 人 曰く  r 是は 今から gi 干 年の 昔し、 

カル デャの ウルに 於て、 アブラハムが サ ラを娶 つた 時に、 初めて 出来た 者で ある」 との 事であります。 

其 事 は 多分 本當 であり ませう。 ホ ー ムはァ ブラ ハ ム族 特有の ものであると 思 ひます。 私共 は舊約 聖書 

に 於て 度々 ホ ー ム に出會 ひます。 或 人が ユダヤ人の 歷史 は國家 又は 國 民の 歷史に 非す して、 ホ ー ムの 

歷史 であると 一一 目 ひました が、 實に 其の 通りで あると 思 ひます。 そして ユダヤ人の ホ ー ムは ナザレの 村 

に 於け る ョ セ フの 家に 於て 最も 鮮 かに 現 はれました。 其內に 神の 子に して 人類の 王が 貧しき ホ ー ム の 

一員と して 成人し ました。 そして 彼に 由て ホ ー ムはー 潔め られ、 固う せられて 再び 世に 供せられ ま 

した。 そして 彼の 敎の俾 はる 所に 聖き樂 しき ホ ー ムが 起り ました。 パゥ 口の 傳 道の 伴侶 テ乇テ は斯か 

る 家庭に 成育った 人で ありました。 テモテ 後書 一章 五節に あります、 「我れ 汝の僞 なき 信仰 を 念 ふ。 

此 信仰 は 前に 汝の 祖母 II イスに 在り、 又汝 の母ュ 一一 ケに 在り、 今汝 にも 在る 事 を 信す る 也」 と。 福音 

的 祌學の 始祖と 稱 ばる、 聖ァゥ ガス チンに 其母モ 一一 力の 在りし 事 は 人の 克く 知る 所であります。 聖ク 

リソ ス トム をして 初代の 基督 敎界に 於て 絶大の 信仰的 瑪 者たら しめし 者 は 彼の 母ァ ン ス ー サで ありま ■ 

した。 其他グ レゴリ ー、 セォ ドレ ー ト等 初代の 敎會の 柱石たり し 者 は、 何れも 其 信仰の 堅き 基礎 を、 

信仰 篤き 彼等の 母に 据 ゑら れた者 であるとの 事であります。 コ ロム ゥ H ルの 優しき、 人道的 部分 はす 

ベ て 彼の 母より 來た 者で あると 云 ひます。 力 ー ライル をして コ ロム ゥ H ル傳を 書かし めし 者 も 亦 信仰 

クリス + ヤン マ！ *(  クリス チア. \ 

篤き 彼の 母で あつたと 云 ひます。 實に 基督 的 母が あって 基督 的ホ ー ムが あり、 基督 的ホ ー ム があって 

クリスチャン マ •.*■(' 

基督 的 偉人が 33 たのであります。 若し 人類の 進 步歷史 より 基督 的 母の 事跡 を 引 去るならば 殘る所 は 至： 


ゥ リス チャン マ rf-l 

つて 僅少で あらう と 忍 ひます。 世に 何が 貴い とて、 基督 的 母と 基督 的ホ ー ムに勝 さる 者はありません。 

〇 さて 日本に ホ ー ム があります 乎。 口 本に 犬なる、 立派なる 第 宅が あります。 然し 乍ら 賣顯 紳商の 築 

きし 大第宅 は ゼンナ ー、 アダム . ス ミス を 産出す 場所でありません。 日本の 家庭に 藝 術と 「1 儀と が あ 

ひろ 

ります。 然し 溫 かい 心と 博い 愛と がありません。 日本の 家庭に 稀れ に嚴肅 なる 正義が 行 はれます。 私 

共 は是れ あるが 爲に祌 に 感謝し ます。 然れ ども 斯 かる.： M 庭 は 段々 と 減じつ、 あります。 そして 稀れ に 

ある 所謂 嚴肅 なる 日本人の 家庭 はホ ー ム • スヰ ー ト。 ホ ー ム ではありません。 聖く 七て 然 かも 樂 しく、 

愛と 正義が 同時に 行 はる &ホ ー ム は 我國に 於て 何處に 見る ことが 出来ます 乎。 私 は 斯く云 ひて 私の 愛 

する 此 日本 國を呪 ふので はありません。 唯 人生の 至上 善と 稱 すべき ホ，' ムの 無き を 見て、 少 くと も實 

に 稀れ なる を 見て、 我 國の爲 に 歎き、 之 を 建設す るの 必要 を 痛切に 感す るので あります。 

〇 基督 敎 女子 靑年會 の 事業 … … それ は 種々 樣々 であります。 日本の 女子 をす ベての 點に 於て 引上げね 

ばな りません。 然し 乍ら 我國 今日の 狀 態に 顧みて、 國にホ ー ムを 供給す るに 勝 さるの 事業が ありませ 

う 乎。 ホ ー ム . ス ヰ ー ト. ホ ー ムを 歌って、 之 を 外國に 在る 者と して 羨む のでな くして、 r 是れ 我が 

ホ ー ム を 歌 ひし 者で ある」 と 言 ひて 心より 之 を 歌 ひ 得る 多くの 靑年 男女 を 作る に 勝 さる 事業が ありま- 

せう 乎。 日本の 社會の 最大 要求 はホ ー ム、 ち 基督 的ホ ー ム ではありません 乎。 今や ホ ー ムは 作られ 

ない 計りで なく、 旣に 在る 日本 流の 家庭まで が 盛んに 破壞 されつ、 あります。 墮 落せる 文士と、 墮落. 

せる 新閜雜 誌と が 協同して 家庭 の 基礎 を壞し つ 、 あります。 聖ぃ樂 しい ホ ー ムの 無い 所に 大人物 も 起 

らす、 大國家 も 現 はれません。 「私の 装飾 は是れ であります」 と 言 ひて 己が 二人の 男子 を 指せし グラ 

力 ス 兄弟の 母コ ル ネリ ャの やうな 女が 在った 故に 大羅馬 帝國が 起った のであります。 英帝 固の 今日 存 
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る も 一  の 理由に 因る のであります。 國 家の 建設 を 政治 〈糸 や 軍人に のみ 委ねて 置いて はなり ませ， A„> 

之 を 敬虔 ある 信仰の 婦人に 待たなければ なりません。 私は簡 短に 巾 上げます、 おい 5 

iilsv*、，「  OO0OOOOOO000O0  々リ" チぅ. -  a- フ P  I ク V  2 

建設者 は マリヤの 子ィ H ス であります。 彼 を 心に 迎 へて 基督 者が あります。 彼 を 家に 迎 へ て：^ リ 

ホ ー ム があります。 彼の 崇められざる 所に 基督 者もホ ー ム もありません。 先づ 第一 に 彼 を 崇めな さ. 

彼に 反對 する 者に は反對 なさい。 彼れ 第一 であります。 餘の事 は 後の 事であります。 何も 必 しも 今日 

の 米 阈に傚 ふの 必要はありません。 日本に 最上の 基督 的ホ ー ムを 作って、 我 國を救 ひ、 又 世界 を 救 は 

うではありません 乎。 

〇 序に 書き 加へ ます。 近頃 起り たる 有 島武郞 君の 死に は 私 は 勿論 大反對 であります。 私 は 有 島 君 こ. P 

事 ありし を 悲しみ、 社會國 家の 爲に 憤慨に * ^へません。 


理學と 一一 目 印 

我ィは 作り 又晴を 造る 。我 は 平康を 作り 又 禍害 を 造る。 我 は M ホバ なり、 我れ すべて の 事を爲 すなり 

(以賽 亞書四 五 章 七 節，)。 

i*^  M は  ぶ どろ  i: ざ」 ひ 

邑 にて^ 叭を吹 力 は民愕 かざらん や。 邑に 禍害の 起る は エホバ の 之 を 降し 給 ふに あらず や (ァ亞 If 士書三 章な 

節)。 


凡の 事 は 神の 旨に 依りて 召れ たる 祌を 愛する 者の 爲に 悉く 働きて 益 をな す を 我等 は 知れり (羅馬 書 八 章廿八 

首し 

-〇 萬 事 萬 物は之 を 二つの 方面より 解釋 する 事が 出来ます。 之 を 天然 的に 解釋 する 事が 出来ます、 又 信 

仰 的に 解釋 する 事が 出来ます、 之に 學 者の 見方が あります、 信者の 見方が あります。 原因 結 ral- の 法則 

に 依る 自然の 出来事と して 見る 事が 出来ます。 又 神の 聖 3 曰より 出た る攝理 として 見る 事が 出来ます。 

も して 學 者の 立場より 見れば 信者の 見方 は 迷信 の やうに 見え ます。 信者の 立場より 見れ ば學者 の 見方 

は不 HE の やうに 見えます。 二者 孰れが 眞理 であり ませう 乎。 私達 は 迷 はざる を 得ません。 

〇 然れ ども 物事に 出會 ひて 私供 は是等 二つの 見方 を 免が る k 事 は 出来ません。 此 世の 萬 事 は 天然 的に 

起る のであります。 假令 キリ ストの 奇蹟と 雖も之 を 天然の 現象と して 見る 事が 出来ます。. 物事 を 天然 

的に 解釋 せんとす るの は 決して 不信の 行爲 ではありません。 是は 人と して は 止む を 得ない 事で ありま 

す。 此世は 道理の せであります。 故に 道理に 合 はざる 事の あり やう 普はありません。 風 は 己が 儘に 吹 

くので はありまん、 吹くべき 理. m があって 吹く のであります。 萬 事 は 道理 を 以て 說明 さるべき 者で あ 

ります。 

〇 そして 斯う 見る 時に 宗敎も 信仰 も 無き ものと なって 仕舞 ひます。 人 は 皆ん な學 者と 成つ て 、神に 頼 

り 、 其 聖旨 を 探る の 必要 は 全くなくなります。 然 るに 人 は 信仰 を 棄んと 欲し て棄 つる 事 が 出來ま せ ん 一 

驚異 (wonder) は 人の 生れつきの 性質でありまして、 是れ ありて 美術 も あり、 詩 や 歌 も あるので あり 

ます。 天然 は 不思議で ないやう で、 最も 不思議であります。 萬 物に 說 明が ついて、 之に 對 する 驚嘆の 

. 念 は 少しも 減じません。 其 反對に 反って 增 します。 一一 ュ ー 卜 ンゃフ ハラ デ ー の やうな 學 者が 最も？；： f い 
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信仰 家で あるので あります。 此事 それ 自身が 最も 不思議なる 事であります。 

0 宇宙 も 人生 も說 明が 出来て 說 明が 出来ない、 知識の 上に 信仰の 餘 地が ある、 最も 當然の 事が 最も 不 

思議で ある、 人 は 常識 を 以て 萬 事 を判斷 しながら 信仰 を 以て 歩まねば ならぬ と 云 ふ、 是れが 人生で あ 

るので あります。 そして 私共 は 人生の 此 不思議 …… 或は 之 を 矛盾と 稱 しませう 乎 …… 此 不可解の 狀態 

に滿 足して 生涯 を 達らねば ならない のであります。 

〇 私 は 近頃 コ &ン ブスの 傳を 復習して 大に感 する 所が ありました。 彼が 今より 四 百年 前に 出で i 新大 

陸發 見と 云 ふ 大事 業 を 遂げた 事 は 決して 故な きに 非す であ. =: ます。 彼 は 一 人で 此事 を爲 したので は あ 

りません。 彼の 時代が 彼 をして 此 事を爲 さしめ たのであります。 コ II ム ブスの 亞米利 加 發見は 決して 

.奇 接ではありません。 歐洲 人の 地理 學的 進歩と 航海術の 發達 とが 彼 をして 此時此 事を爲 さしめ たので 

あります。 然し 乍ら 彼の 如き 人物が 恰度 かの 時に 起り、 彼が 爲 したやう にかの 事を爲 した 事 は 實に不 

思議と 稱 せざる を 得ません。 時 も 時、 人 も 人、 事 も 事であった のであります。 時 は 早から す叉遲 から 

す、 人 は 南歐の 熱血 男子、 理想に 溢れて 思慮に 乏しく、 發 見者た るに 適して 開拓者た るに 適しません 

でした。 そして 發 見の 區域は 西 印度の 島嶼に 限られ、 八 年間に 渉る 彼の EI 囘の大 探撿に 於て、 彼 は 僅 

かに 兩 大陸の 片端に 觸れ たに 過ぎませんでした。 私 は 彼の 事績に 就て 讀ん で、 ヨブ 記 三十 八 章 十一 節 

の 一 百 を 想 出さ る を 得ません、 曰く  r 此ま では 来るべし、 此を越 ゆべ からす」 と。 コ n ム ブス も 亦、 

他の 偉人と 同じく、 祌に 遣され、 神の 命じ 給 ひし 事 丈け を爲 して 其 一生 を 終りし 者と 見る より 他 は あ 

りません。 

0 そして 偉人ば かりではありません、 何人の 生涯 も 同じ 事であります。 ィ H スは曰 ひ 給 ひました、 


「一 一羽の 雀 は 一 錢 にて 售に 非す や、 然るに 汝 等の 父の 許な くば 其 一 羽 も 地に 隕る事 あら じ …… 汝等は 

多くの 雀よりも JS? れり」 と (馬 太 傅 十 章 二 九、 三 一節)。 學 問の 立場より 見て 雀 は^に 貴き 者に 非す- 

もれが 地に 隕 るに は 明白なる 理學 上の 理由が 在ります。 其 様に 人 一 人 は^に 貴き 者に 非す、 其 生く る 

も 死す る も 差した る 問題と なすに 足りません。 然し 乍ら 信仰の 立場より 見て 問題 は 全く 其 性質 を 異に 

する のであります。 人 は 何人と 雖も 其の 生まる \ に 意味が あり、 死す るに 意味が あります。 全能の 神 

の 許な くして 彼 は 生れ もせす、 死 もせす、 又 何事 を も爲し 得ない のであります。 私共 各自が 神の 定め 

給 ひし 特刖の 時に 生れ、 特別の 事を爲 すべく 命ぜられ、 特刖の 時に 死ぬ のであります。 學 問の 立場よ 

り 見れば 人 は 至て 詰らない 者であります が、 信仰の 立場より 見れば 人 は 何人も 最 貴い 者であります。 

-〇 それであります から 私共 は 萬 事 萬 物 を 知識 信仰の 二方 面から 考 へなければ なりません。 試に 疾病に 

罹った とすれば、 私供 は 其 所謂 理學的 方面 を 研究し、 之 を 癒す に 理學的 方法 を 取らねば なりません" 

殃", しそれ 丈け では 足りません。 其 信仰的 方面 を も 究めなければ なりません。 「邑に 禍害の 起る は エホ 

バの之 を 降し 給 ふに 非す や」 であります。 病疾に 罹りし に は 何に か 神の 攝理 上の 意味が あるので あり 

ます。 之 を 探り、 之 を 知る の は 信仰 上 有益で あるば かりでありません、 病 疾を取 除く 爲に 必要で あり 

ます。 病 疾は單 に 不養生の 結果、 叉 は 外部の 刺戟から のみ 臨んだ のではありません、 父なる 神の 警告 

として、 叉 は 我が 誤りた る 意志の 抑制と して 来たので あります。 其 道德的 原因 を 知りて、 之 を 改めて 

祌の御 赦免 を 乞うて、 彼に 之 を 取 除いて 戴く のであります。 其れが 本 當の醫 癒であります。 

.〇 人生の 萬 事 盡く然 りであります。 之に 理學 的现 由が あります、 又 信仰的 理由が あります。 二者 孰れ 

も nl-i す 事 は 出來ま せん〕 そして 孰れが より 深い 理由で ある 乎と 云 ひ ます に 、 後者 卽ち 信仰的 理 由 の 
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方が より 深く あります。 論理 學の 術語 を藉 りて 言 ひますならば、 信仰 は 大前提であって、 理學は 小 前 

提 であります。 我等 人類 は 神の 攝理と 云 ふ 犬なる 圍の內 に 在る 道理の 世界に 棲息して 居る ので ありま 

す。 若し 理學 的に のみ 觀 ますれば 人生 萬 事 行詰りであります。 日本 は 人口 调密の 爲に國 民 は 遠から す 

して 居る に 所な きに 至ります。 ラベ ンス タインと 云 ふ 地理 學 者の 說に 依れば、 せ界 目下の 人口 は 十六 

億であって、 それが 六十 億に 達すれば、 全世界 は 其れ 以上に 人口 を 支 ゆる 事が 出来ない と 云 ひます。 

厶厶厶 △ 厶厶厶 A 厶<1<1厶<1<1<1<1<3厶厶 厶厶 △△△△<:.<  ：  r  ,  -  )  1-1 

もして 其 時の 至る は 今より 僅に 二百 年の 後で あると 云 ひます。 誠に 心細い 次第であります 御 互 各自 

の 過去 現在 を理學 的に 觀察 しまして、 失望の 外に 何もありません。 其遣傳 性、 其 弱點と 缺點、 之に 加 

ふるに 日に 增す ばかり の 生存 競爭の 劇烈、 之 を 思うて 我心 は 消え 行く ばかりであります。 

,〇 然し 乍ら 理學の 指示 以上に 信仰の 告知が あります。 信仰の 攝きは 理學の 申立 を 打消して 言 ひます、 

rn ホバ は其聖 手の 事跡 を棄 たま はす」 と (詩篇 百 三十 八篇八 節)。 理學は 萬 事の 說 明でありません、 

现學 以上の 理學 があります。 神の 聖 皆が 成りつ、 あるので あります。 世界の 過去 を 顧みて 有った 事 は 

すべて 悉く 善き 事であった 事が 判ります。 將來も 亦 さう であるに 相違ありません。 世に 憤慨すべき 事 

叉 在って 欲しき 事は澤 山に あり ます が、 然し 過ぎて 見れば 成るべき 事が すべて 成った のでありまして 

神の 聖 3 曰が 行 はれた のであります。 信仰の 眼 を 以て 視て、 人類の 歷史に 於ても、 亦 私共 各自の 小なる 

生涯に 於ても、 神が 預言者 H レミ ャを 以て 曰 ひ 給 ひし 實が 事實 となりて 現 はる \ の であります、 卽ち 

「我れ 汝等 を眷み 我が 嘉き 言を汝 等に 爲 さん …… 我が 汝 等に 向 ひて 懊く 所の 念 は 我れ 之 を 知る、 卽ち 

禍害 を予 へんと に 非す、 平 康を予 へんと 欲 ふ 也、 汝等 我に 龥 はり 祈らん、 我れ 汝 等に 聽 くべ し」 と 

(耶 利お 亞記 二十 九 章 十 節 以下)。 信仰 は 神の 此御 約束 を 信す る 事であります。 そして 實 際に 於て g! 


學の 結論が 成る のでな くして 神の 聖 3 ほが 就る のであります。 信仰 は理學 以上の 眞理 であります。 (七 

刀 八：：： 柏木に 於て〕 

神 は 侮る ベ からず 

(七 力 十五 口、 卽ち有 iis 事件の 有った 後に， 而 して 大霭 火災の 起ら-ざ りし 前に， 

柏木 今 井 館 に 於て 述べた 者であります〕 

自 から 欺く 勿れ。 祌は慢 るべき 者に 非す。 そ は 人の 稲く 所の 者 は 亦 その 種る 所と たれば なり。 

(ガラ テャ書 六 章 七 節 )o 

0 ガ ラテャ 書の 此 一節 は此 日本 譯の 通りに 解釋 して 責ぃ 眞理を 私共に 傳 へます。 「自分で 自分 を 欺い 

て、 誤謬 を 信じて 眞现 なりと 思 ふ 勿れ。 神 は慢る ことの 出來る 者で はない。 彼 は 人の 思考 如何に 拘は 

らす其 聖旨 を實 行し 給 ふ」 と、 斯う 解釋 して 文法的に も敎理 的に も 間違 は 無い と 思 ひます。 

0 然し 乍ら 此 所に 使用され たる ニ箇の 受動々 詞の 意味 を 其 儘に 現 はして、 此 一 節 を 左の通りに 譯 する 

ことが 出来ます。 

汝等 人に 惑 はさる、 勿れ、 神 は 御自身 をして 人に 慢られ しめ 給 はす、 そ は 人の く 所 の^は 亦 そ 

の穫る 所と なれば 也 

と〕 そして 此譯の 方が 遙 かに 明 はで、 能く パゥ &が敎 へんと 欲する 眞现を 私共に 傳へ ると 思 ひます。 

大正 十二 年  六 八 九 


演  六 九 〇 

:〇 「汝等 人に 惑 はさる、 勿れ」。 初代の 基督 敎會に 於て キリストの 昇天 以後 百年 立たない 內に、 多く 

の 誤謬の 敎師が 出て、 多くの 誤謬 を 信者と 世と に傳 へました。 其 事 は 使徒 等の 書簡が 明かに 示します。 

あや.？.：'  み •  た 

. そして 是 等の 誤謬の 敎師等 は 大膽に 明白なる キリストの 福音の 眞理 を混亂 し、 自 から 欺き、 信者 を 惑 

はした のであります。 バウ 口 は此ガ ラテャ 書の 初めに 於て ni ひました 「縱令 我等に もせよ、 天よりの 

使者に もせよ、 若し 我等が 曾て 汝 等に 傅へ し 所に 逆ら ふ 福音 を汝 等に 傳 ふる 者 は詛 はるべし」 と (一 

章 八 節)。 神の 眞理 は簡單 明瞭で ある。 之に 反 對叉は 變更の 餘地は 無い。 之に 反對 すれば 唯詛 はる & 

まで ある。 縱令 我れ 自身が 斯 かる 反對者 であると する も、 其 結果 は 同じで ある。 卽 ち唯詛 はる k ま 

あや **. り 

で ある。 故に 汝等是 等 の 誤謬 の 敎師等 に 惑 はさる X 勿れとの 事であります。 

-〇 「神 は 御自身 をして 人に 慢られ しめ 給 はす」。 此は バウ 口の 確信で あり、 叉 人類の 歷史が 明かに 示 

す 所の 事賁 であります。 然るに 誤謬の 敎師等 は 之 を 信じない のであります。 彼等 は 神 は 永久に 沈默を 

守る 者、 縱し 在っても 無き に 等しき 者、 人が 何 を 信じ やうが、 何を傳 へやう が、 何 を 行 ふが 少しも 千 

厶厶 厶厶厶 <"<1<3<3 厶 <"△△△△<! 厶厶  こ 厶<1<3<"<1<3.<<3<1<3厶<"厶 

.涉 せざる 者、 殊に 罪 を 怒る と 云 ふが 如き は 神に は 絕對に 無き 事、 然り 有って はならぬ 事と 信じて、 安 

心して、 大膽 に、 誤謬 を傳 へて 意 氣揚々 たるので あります。 若し 人 あり 「神の 罰が 當る」 と 一一：  一 c へば 彼 

等 は 「撥 は 太鼓に 當る」 と 答へ て、 斯 かる 忠告に は 一顧の 注意 をも拂 はない のであります。 卽ち神 は 

人の 作った 偶像、 眼 ありて 視す、 耳 ありて 聽 かす、 人が 爲す 儘に 任 かして、 宇宙人 生の 進行に 些の千 

涉を 試みざる、 又 試み 得ざる 者で あると、 是 等の 人達 は 見做す のであります。 

.〇 然し 乍ら 事實 果して さう であり ませう 乎。 人生 は 果して 人が 爲す 儘に 成る 者であって、 變ら ざる 神 

め聖 3；： と 云 ふが 如き 者 は 絶 對に行 はれないで せう 乎。 然ら すと. ハウ u は 答へ ました。 そして パゥ n 以 


俞の、 叉 以後の 偉人 は 同じ やうに 答へ ました。 人生に 神の 刑罰なる 者が 行 はると 唱 へし 者 は ユダヤの 

預雷者 や 使徒達に 限りません。 現代人 は 無神論 を唱 へ る 事 は 某 督敎 に反對 する 事で あるとの み 思 ひま 

すが、 夫れ は大 なる 問 違であります。 現代 藝 術の 源なる 希 瞧の藝 術 〔s ぶが、 キリストより 数百 年 前に、 

其 模範的 劇作に 於て、 明かに、 又 最も カ强 く、 祌罰實 現の 事實を 描いて 居ます。 悲劇の 太祖 は 誰で あ 

ります 乎。 キリスト 降せ 前 五^二 十五 年 前に 雅 典の 近くに 生れし H  ,< スキ ラスではありません 乎。 彼 

は 徹底的な 有神論 者、 神の 攝理を 信じ、 罪の 遣傳を 信じ、 正義の 勝利 を 信じ、 其 敬虔に 溢れた る 思 S 

を 不朽の 悲劇に 現 はした 者であります。 r 祌は 御自身 をして 人に 慢られ しめ 給 はす」 と は 使徒 バウ：： 

め 曰うた 霄 であり ますが、 其 事實を ドラマに 現 はし、 藝 術的發 達の 絶頂に 達した る雅 典の 市民に 傅へ、 

彼等 を 通う して 後世の 人類に 傳 へし 者 は、 「劇 聖」 とも 稱 すべき 此 HI スキ ラスで ありました。 キリ 

ストの 使徒 パゥ 口に 從 ひても、 藝 術の 始祖 H 1 スキ ラスに 從 ひても、 「神 は 己 を 人に 侮らし めす」 で 

あります。 神は人事に干涉しなぃとは日本現代の文士ゃ學者の^？ふる所でぁりまして、 時の 古今 を 問 

はす、 場所の 東西 を 問 はす、 人類 第一流の 敎師 はすべ て 其 正 反 對を敎 へました" 卽ち 「人 ft 他な し、 

主義の 審判の 行 はる &祌の 法廷で ある。 祌は 人事の すべてに-十 渉し 給 ふ。 凡て 人の 一一 一一 c ふ 虛き言 は 共 一 

一一 H たりと も. 藩 判 かれす して は 通 うらない」 と敎 へました o タイ 傅. ！" 二，； jrif 三 六 節 )o 

.〇 「そ は 人の 種く 所の 者 は 亦 その 穫る 所と.^ れば 也」。 此の 一一 K を 前後の 關 係より 離して 讀んで 何人も 

其の 眞现 なる を 疑 ひません。 此は 天然の 法則であって、 ^に 聖書に 依て 學 ぶの 必要 ある もので はあり 

ません。 「瓜の 蔓には 胡瓜 は 成らない」 と 日本の 諺で 云 ひます。 然し 此は 天然の 法則であって， 神が 

御自身 をして 人に 侮らし め 袷 はない 事の 證據 であると は、 神の 人 を 待って 人類が 初めて 學んだ 事で あ 
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ります。 「誰か 茨より 葡萄 を 取り 薊より 無花果 を 採る 者 あらん や。 斯ぐ、 すべて 善き 樹は 善き 果を結 

* ひ、 惡 しき 樹は惡 しき を 結ぶな り」 とィ H ス は：：： ひ 給 ひました。 此は 天然の 法則であって、 又 神の 

爲し給 ふ 所であります。 然るに 人 は、 現代人 は 現代の 學者 文學者 は、 天然の 法則 は；？ I むる も 神の 存在 

は 認めない、 神 は 自分 等 の 自由意志 に對 して 何等の 制裁 を も 加 ふる 事が 出來 ない と 公赏す る の で あ り 

ます。 

0 神 は 勿論 忍耐 深く あります。 彼 は 容易に 怒り 給 ひません。 彼 は 其 子の 一 人たり とも 減ぶ る * を 好み 

給 ひません。 然れ ども 彼の 怒が 容易に 現 はれざる は、 彼が 絕對に 怒り 給 はない 譯 ではありません。 彼 

は 時には 其の 恐るべき 怒 を 表 はし 給 ひて、 彼が 人に 自己 を 侮らし め 給 はない 事 を證據 立て 給 ひます。 

彼 の 震 怒 の |1 震 は 時 に 降り ます。 そして 彼の 主 權を復 たび 人の子の 問に 囘復 して 彼等の 爲に救 ひの 途 

を 備へ給 ひます。 此は 或は 祌の爲 に は 不要で ある 乎 も 知れません が、 人の 爲には 確かに 必要で ありま 

す J 祌が 時々 其 怒 を 表 はして、 明白なる 正義 を 曲げて 歡び となす 者 を 罰して 下さる に 非 ざれば、 それ 

△  △△△ 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶  <3<"<^<1厶<1<1<"<3<3<3ニ 

こそ 世界 は 亡びて 了 ふので あります。 祌が 人類に 降し 給 ふ 大恩 惠の 一 は、 たしかに 彼が 御自身に 叛ぃ 

A 丄厶 A 厶厶厶  A 厶厶 <3<1厶厶<1 厶厶厶 <"<"△△△△ 厶 ,  -    、，  I  -.1  - 

て Si 意た る 者 を、 犬なる 審判 を以 つて 審判き 給 ふ 事であります。 使徒 行傳 十一 一章 一 一十 節 以卜を 御覧な 

さい。 

へ 口、 デ、 ッ a と- ン ドンの 者に 對 ひて 甚だしく 怒を懷 きければ、 彼等 心 を 合 はせ て 其 許に 米り 平和 

を 求む …… へ HI ァ その 定めた る 日に 於て 王 服 を 着け、 その 位に 坐し 彼等に 對 ひて 語れり" 民聲を 

揚げ 一一 一一 口 ひける は、 此は 祌の聲 なり 人の 襲に 非す と。 へ 口 ヂ榮を 神に 歸 せざる に 由り k の 使者 直に 

か **  いき 

彼を擊 しかば、 彼は蟲 に"； I- れて 氣絕ゅ 


とあります。 そして 其 結 は 如何で あつたかと 云 ふに 

さて 神の 道 は 〔兪 々廣 まり、 バ ル ナバ 及び サゥ B は 其 職務 を 遂げ を はりて エルサレム より 返れり 

とあります。 神罰が 神に 叛く 者に 加 はる 事 は 眞理の 勝利と 人類の 幸 幅 を持來 します。 

〇 神の 惠み 深き 攝理に 由り 斯 かる 場合 は 至って 稀れ であります。 然し 乍ら 神に 叛 きて 其 結 * は 旌に現 

はる、 のであります。 それ は聖靈 の撤囘 であります。 ダビデ は 神に 祈りて 「あ、 神よ、 汝の加 もき 靈を 

我より 取り 給 ふ 勿れ」 と霄 ひました が、 神 は 自己に 叛く 者より 此聖き 靈を撒 囘し給 ふので あります。 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOC-0 

是れ祌 として 止む を 得ない のであります。 そして 聖靈 を撤囘 されて 其 人の 精神 上に 大變 化が 起り ます。 

彼の 心に 在りし 所の 歡び はいつ の 問に か 失せて 了 ひます。 讚美 は 彼の 口より 絕 えます。 彼 は 神の 前 を 

逐 はれた る 力 インの やうに， 面 を 臥せて 地に 呤行ふ 流離 子と なります (创 f 記 s: 章 を 見られよ/ 彼 

の { 扑貌風 彩が 一 變 します。 彼 は 何で あっても 歡喜滿 足の 人ではなくなります。 私 は 私の 生涯に 於て 多 

くの 斯 かる 實例を 見ました。 I に 憐れなる 者と て聖靈 を撤囘 された る墮落 信者の 場合の 如き はあり ま 

せん。 是れが 同じ 人で ある 乎と 疑 はる、 程であります。 其變 化た る 一 生 忘る、 事の 出来ない もので あ 

り ます。 其 人の 面に 旣に 永遠の 死が 映って 居る ので はない かと 思 はれます。 

0 然し 背 敎者は 左程に 背教の 不幸 を 感じません。 世 は 却て 彼 を歡迎 します。 彼に 立身の 途が 開けます。 

彼より ピ ュ —リク ン的 束縛が 取 除かれて、 彼 は 一 種の 犬なる 自由 を 感じます。 彼に 靈と 肉との 戰 ひが 

止みます から、 彼に 精神 上の 悶 はなくな ります。 彼 は 徹底した る 人になります。 卽ち肉 情 本意の 人 

となりて、 「宗敎 〔奴の やうなる 偽善者」 でなくなります。 彼 は 思 ひます、 祌に叛 きて 得し 所 は 失 ひし 

所よりも 遙に 多し と。 し 乍ら sail の 歡びは 今 は 彼に^ りません。 來 らんと する 世の 能力と 云 ふが 如 
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き 者 は 八.' はいくら §S ん でも 得られません。 彼 は 今 は 消極的に のみ 强ぃ 偉ら い 人となりました。 彼が 好 

んで 書き 叉 語る 事 は 死であります、 叛逆であります。 -ー イチ H の 哲學が 殊に 强く彼 を引附 けます。 彼 

は 力 インと イス カリオ テのュ ダを辯 護し 叉 讚美し ます。 そして 不思議なる 事に は、 神の愛 を 斥けし 彼 

は 頻りに 異性の 愛 を 讚へ ます。 或 ひ は 神の 權能を 斥けて、 頻りに 此 世の 權カを 求めます。 私は數 綱の 

背 敎の實 例に 接しました。 然し 其 成 行 は 千篇 一 律であります。 

〇 「エホバ 曰 ひ 給 はく 惡 しき 者に は 平安 あるな し」 と預 一一 H 者 ィザャ は 繰返して 曰 ひました (ィ ザャ書 

四十 八隶廿 二 節 等 )o 「惡 しき 者」 と は 祌に叛 いたる 者の 謂であります。 背敎 者に 平安 あるな し、 其 

事 丈け は 確かであります。 彼に 人 §nl はあり ませう、 天才 はあり ませう、 政 權は與 へられ ませう、 金權 

に有附 きませ う。 然し 平安はありません。 祌は 人の 彼 を 侮る 事 を 赦し給 ひません" 祌を 馬鹿にして 

禍の 身と 心と に 臨まざる を 5:^ ません。 「活ける 神の 手に 陷る は畏 るべき 事な り」 とヒ ブラ ィ w 卜-せ ト^ 

一節に あります。 信仰 を棄て 平然たる 人 は、 自分が 最大の 危險を 冒した 者で ある 事 を 知らないの であ 

ります。 

信仰と 能力 

彼 を 接け その 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 之 を 神の 子と 爲 せり (ヨハネ 傳ー 章 十一 一節： }Q 


むづ かし 

〇 信仰と 云 ふ 事 を 困難い 事に 思うて 居る 人が 澤 山に 有ります。 信仰と は 自分が 努力して 得る 者、 そし- 

て 得た 以上 は 萬 難を排 して 守る 者、  それが 信仰で あると 思 ふが 普通であります。 それ故に 信仰の 人と . 

云へば、 强ぃ 偉ら い 人、 非凡の 人、 努力 奮闘、 克く 己に 勝ち、 世に 勝つ 人と して：』 5 めら る k が 常で あ 

ります。 。ハウ a がコ リント 前書 十三 章 二 節に、 「假令 我に 山 を 移す 程なる 諸の 信仰 ありと 雖も 云々」 

と 云 ひました の は、 斯う 云 ふ 信仰 を 指して 云うた のでありまして、 昔 も 今 も 木 常に 仰の 生涯 を 送つ 

た 事の ない 人が、 信仰に 就て 思 ふ 所に 差異はありません。 

〇 然し 乍ら 信仰 は 決して そんな 者ではありません。 本當の 信仰-ば 世に 謂 ふ 所の 信仰と 正反對 であり ま . 

す。 實は 世に 信仰 ほど 容易い 者 はない のであります。 信仰の 文字 其 物が 能く 其 事 を 示します。 信 は 

「マカス」 であります。 仰 は 「ァ フグ」 であります。 上 を 向いて 信す であります。 それが 信仰で あり 

ます。 信仰 は 思索で もなければ、 努力で もありません。 此身此 儘 を 我よりも 强ぃ 者に 任 かす 事で あり 

ます。 卽ち 自己 を 受動的 狀 態に 置く 事であります。 我れ とま ふ 本 城 を 我よりも 高い 者に 開放して、 其 

すべての 要求に 應 する 事であります。 やうに 由て は 甚だ 意氣 地の ない 事であります。 然し^ 仰 は 降 

參 である 事 は 否む 事 は出來 ません。 

〇 人 は 何故 信仰と 云 ふやうな 狀 態に 巳 を 置かなければ ならない のであります 乎。 彼 は 何故 絕對 的に 自 

主たり 得ない のであります か。 自由 獨立は 彼の 名譽 であり、 叉特權 であるではありません か。 それ は 

彼が 人で あるから であります。 祌は 御自身の 现 想に 適 ふ 能力 を 有ち 給 ひます。 故に 信仰の 必要 はあり 

ません。 g^: は 己が 力 以上の 欲 を 有ち ません、 故に 彼に も 亦 信仰の 必要はありません。 然し 乍ら 人 丈け . 

は 自分の 能力 不相應 の 欲と 思想と を 有ち ます。 故に 信仰の 必要が あるので あります。 卽ち已 より 高き - 
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且つ 强き 者に 己 を 委ねて、 彼に 由て 己の 现想を 行 ふの 必要が あるので あります。 さう 爲 るに 非れば 彼 

に 心の 平安はありません。 信仰な くして 人 は、 半信半疑の 不偸快 極まる 生涯 を 送る か、 然ら ざれば 自 

殺 を 行 ふの 外ない のであります。 多くの 正直なる 人が、. 他に 何の 理由な くして 自殺 を 行 ふ は、 人が 人 

たるの 特有 性に 出る のであります。 何故に 人は斯 くも 調和 を缺 ける 者で ある 乎、 其 理由 は 解らない と 

して、 人 は斯く ある 者で ある 事 は事實 であります。 世界 三 大著 作の 一として 數 へらる、 詩人 ゲ ー テの 

作 『フ ハウ スト』 は 正直なる、 高貴なる、 博學 多才の 人の 生涯 を畫 いた 者でありまして、 彼が 終に 自 

殺 を 決心し、 天日の 歌 を 聞いて 自殺 は 田 心 ひ 止まりし と雖 も、 不義の 赛娃を 犯し、 其の 愛人と 彼女の 

母と 兄と を 殺す に 至りし 其 筋道 を 記いた 者が、 此 有名なる 著作であります。 信仰の 途を 取らす して、 

自己 修養に 由ての み 人生の 完全に 達せん と 欲する 者 は、 フ ハウ ストの 通りし 途を 避く る こと は 出 夾-ま 

せん。 各自 性格の 强 弱に 由り、 受 くる 苦悶の 差 こそ あれ、 苦悶 はや はり 人た るの 苦悶であります。 人 

として 生れ £し 以上、 信仰な くして 調和せ る 平和の 生涯 を 送る こと は 出来ません。 

〇 「彼 を 接け、 その 名 を 信ぜし 者に は 權を賜 ひて 之 を 神の 子と なせり」 と 云 ふ。 「祌の 遣 はし 給へ る. 

其 獨子を lit くる ことなくして 之を迎 へ、 彼の 何たる 乎 を 知りて 彼 を 信じ 仰ぎし 者に は 神の 子た るの 特 

權を 賜へ り」 と 解して 間違 は 無い と 思 ひます。 信仰 は 必要であります けれども、 其 效カは 之 を 寄す る 

目的物に 由て 異 ひます。 信仰 さへ あれば 何 を 信じても 違 はない と 云 ふの は大 なる 間違であります。 神 

は 人間の 唯 一 信仰の 目的物と して 其 獨子を 世に 遣 はし 給 ひました。 ィ ェ ス キリ ストが 其れであります 3 

そして 彼に 信仰 を 寄せ 奉りし 者 は、 神の 子た るの 特權を 賜 はると 云 ふので あります。 人 は此は 獨斷的 

の敎義 であると 云 ひて やけます。 然し 乍ら 事實は 聖書の 此詞の 通りで ある 事を證 明し ます。 キリ ス ト 


を 信仰して 人 は 神の 子と 成る のであります。 其 事 は 今日まで 世に 起り し數 多の 基督 者の 生- 雜に 依て 

かに 知る 事が 屮 Z 来ます。 

〇 人の子が 神の 子と 成る と 云 ふので あります。 不調和の 人の子が 調和の 神の 子と 成る と 云 ふので あり 

ち r ら  i は ひ  さい は 

ます。 r 汝の 能力 は汝の 齢に 從ふ ベ し」 と 云 ふ 福 ひなる 狀 態に 私共が 入る 審 が出來 ると 云 ふ の で あ り 

5、 よ ひ  <;△<"△ 厶 <!△ 厶厶 厶厶厶 厶厶厶 <3厶 厶厶厶 

ます。 祝福 此上 なしであります。 生れな がらの 人 は 人の子であって 神の 子でありません。 彼 は 神の 獨 

子ィ ェ ス キリ ス トを 信す るに 由て 神の 子と 爲らる k の であります。 

〇 神の 子と は 抑々 如何なる 者であります 乎。 彼 は 第一 に 平和の 人であります。 隣人と 利益 や 名 譽の爲 

に爭 はざる は 勿論の こと、 祌に對 して は 罪の 苦痛より 免 かれ 自分に 取りて は： s: 心の 分離 卽ち 心の 規悶 

を 1^ 涂 かれて 玆に 初めて 歡喜 の 人 ，0 なり ます。 欲 ふ 事 を 爲す能 はす 爲す能 は ざる 事 を 欲 ひて 3： 人に も 

平和はありません。 然るに 我が 全部 を 神に 信せ 奉りて 此 不調和 は 全く 取 除かれます。 价 かも 破 產に瀕 

したる 小 銀行が、 其 財産 全部 を 有力なる 親 銀行に 引渡して 之に 其 整理 を 託した ると 同 様に、 不安と 苦 

悶は 全然 取 去られます。 

〇 祌の子 は 第二に 能力の 人であります。 自己 を 神に 引渡して、 祌 より 新たなる 能力が 臨みます。 小 銀 

行 の 數理を 引受けし 親 銀行 は、 自分の 信用 を 維持す る 時と 同じ 熱心 を 以て、 小 銀行の 囘復を 計ります、 

全能の 神が 人の子の 整理 を 引受けて、 其 實行は 易々 たる 業であります。 單に靈 の 事ば かりで ありませ 

ん、 肉の 事に 於ても、 信者 は預想 外の 給與を 神より 授かります。 神 を 信じ 仰ぐ 者に (t 詰り はあり ませ 

んリ 祌は 機に 合 ふ 助 を 信者に ド して、 すべての 忠 難より 彼を援 出し 給 ひます。 

〇 神の 子 は 第三に 活動の 人であります。 受動の 人が 活動の 人で あると は 犬なる 逆說の やうに M えます 
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が、 此は 所謂 祌の 逆說の 一 でありまして、 不思議で ある やうで、 實は 少しも 不思議で ない ので ありま 

す。 信仰の 結果と して 自分に 有餘る 能力が 與 へられて、 活動 せざるを得ないので あります。 何物 を も 

有たざる が 如くに 見えて すべての 物 を 持つ と は 此事を 一一 a ふので あります。 身に 一 物な くして 多くの 人 

を 富ます の であります。 自分 は T 度 水道 の 鐵 管の 如き 者と なり て 、 自分 を 通う し て 天より 屮 r つ る 生命 

の 水が 多量に 渴 ける 人に 注がる、 のであります。 信仰の 人 は 常に 休んで 常に 働く 者であります。 自分 

の 能力 を 消費す るので ありま せんから 少しも 疲れません。 然し 實 際に 自分 を 通う して 能力が 人に 臨む- 

のであります から、 自分 は 働ら いて 居る と 同然であります。 此が现 想 的 生涯ではありません 乎。 「休 

ますに な-がすに」 とゲ ー テの 作った 有名なる 詩に 在ります が 詩人の 理想 以上の 事 を 基督 者 は 毎日 實驗 

して 居る のであります。 信 すれば 新たなる 能力が 加 はり、 新たなる 能力 を 以て 凝と して 居る 事が 屮 H 來 

なくなる のであります。 ヨハネ 傳七章 三十 八 節に、 ィ ヱ スが呼 はりて 「我 を 信す る^ は 聖書に 錄し、 

如くに 其 腹より 活ける 水 川の 如くに 流れ出 づ べし」 と 言 ひ 給 ひたりと 記て あります が、 事 實は其 通り 

であります。 本當に キリスト を 信じて、 卽ち 全身 全靈を 彼に 信せ て、 彼 は 生命の 水の 貯水池と なりて 

衆多 の 渴 ける 靈魂 を 潤す の で あります。 

〇 今 は 煩悶の 時代であります。 自殺の 多き 事 今日の 如きはありません。 しかし 短悶 力-除の 途は今 も 昔 

と 同じであります。 神の 遣 はし 給へ る 其 獨子を 接け、 彼に 我が 全部 を 引渡し、 新たなる. 能力の 供給 を- 

受けて、 祌の 子と 成る ことであります。 (大正 十二 年 七月 二十 三日 輕 井澤に 於て) 


宗 敎と實 際 生活 

fV 月 五日 夜、 輕 井澤 集 食堂に 於て 一 般公 衆に 向つ て 述べ し 所の もの) 

〇 人生 は 其れ 自身に て 完全で ある。 地の 富 源 は 無窮で ある。 克く之 を開發 すれば、 生活の； \ "みいての S 

求を充 たして 餘 りが ある。 生の 理は 深遠で ある。 克く之 を 究めて 之を實 際に 應用 すれば、 5^^して達- 

せられざる はない。 人生に 必要なる は&, 力と 知識と である。 是れ あれば すべての 滿足を 得る 事が 中 N 來 

る。 g も S とか 来世と か、 信仰と か宗敎 とか、 震 魂と か 死後 生命と 云 ふが 如き、 有って 無き 力..^ き 

人生 以外の 物 を 求めて 之に 由て 生^す るの 必要 は 少しもない、 と は 私が 現代の 多くの 識者より 聞く 所 

であります。 

〇 そして 一 見して 彼等の 言 ふ 所に 理が ある やうに 思へ ます。 人生に 多くの 苦痛、 多くの 矛盾 多くの 

不^が あります が、 是等は 適當の 方法 を 以て 取 除く 事の 出来ない 者ではありません。 其 最も 簡單 なる 

者の 一列 を擧げ ますれば、 氣 候に 寒暑の 變化 があって、 冬 は 寒に 苦しみ 夏 は 翁に 苦しみます 力 是は 

勿 i 冊 避け 難い 苦しみではありません。 東京に 本宅 を 構へ、 熟. 海と 輕 井澤に 別莊を 設け、 氣 候の 變 化に 

隨 つて .；}^ 族 を擧げ て移轉 しま すれば、 装 問題 は 容易に 解決せられ ます。 又 現代人 力 幸 一？ i の 絶頂と 

故す完全なる家庭生活の實現も亦達し難き志^5..」はぁりません。 遣 傳學の 原现に 基. -て美 き^を 擇び 

iSSikr の敎 ゆる 所に 從 ひて 子 を 設け、 幼稚 W より 大學に 至る まで 最上 等の 敎育を 施し ますれば r ネ 

六 九九 
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は 美く しき 愛の 花園の 如き 者に 成りまして、 人生の すべての 滿足を 其內に 得る ことが 出來 ます。 其 他 

すべてが 如斯 しであります。 必要なる 者 は 能力と 知識であります。 能力 = 金と 知識と さへ あれば 人生 

に 於て 得られない 者 はない、 故に 吾人 は 宜しく 能力 を 代表す る 富 を 作り、 人類が 蓄積せ るすべ ての 知 

識を 取得して、 人生 を 完全に 且つ 極度に 樂 しむべし と 云 ふの が 現代人 多數の 唱道す る 所であります。 

〇 然し 乍ら 實 際の 事 實 如何と 尋ねます るに、 是 等の 现想は 容易に 達せられない のであります。 其內最 

も簡單 なる 避暑す らも、 多数の 人に は實 行し 得ない のであります。 其 他の 事に 於て 人生の 不如意 は 何 

人 も 否む 亊は 出来ません。 最も 明晰なる 頭腦の 所有者 も 多くの 問 違を爲 します。 富豪の 實 行し 得ない 

事柄 は澤 山に 有ります。 人生 は 其れ 自身に て 完全 で あ ると は實 現す る 事の 出来な い 理想 で あ り ます。 

若し 强 ひて 實 現せん とすれば 死 を 以て 之に 當 るまで ぐありまして、 人 は 徹底と 稱 して 讚て 吳れ ませう 

が、 生命 を滅 して 人生 を樂 しむと は 矛盾の 最も 犬なる 者であります。 而已 ならす 人生 は 其れ 自身で 完 

全で あると は 正しい 理想で ある 乎、 其 事が 疑問であります。 若し 私が 全世界 を 私の 所有と したならば- 

それで 私は滿 足し ませう 乎。 知識の 進歩が 其 極に 達した として、 それで 人類 は 完全に 幸福で ありませ 

う 乎。 爾 うは 思 はれません。 私共 は 富豪より 多くの 悲痛 を 聞かされます。 獨逸は 其 優れたる 國民的 知 

ふち  OOOO00OOOO00  0000000 

識を 以てして、 令 や 殆んど 滅亡の 淵に 沈みつ k あります。 人生 は 人生 以外の 生命 を 以て 之 を 補 ふに あ 

oooo-l つ. U--.-0000000000000000 

ら ざれば 完成す る ことが 出来ない やうに 見えます。 

〇 人の 生命 は 一 つで ある 乎、 二つで ある 乎、 問題 は是 であります。 大抵の 人 は、 文士 識者と 云 ふ 人 ま 

でが 「一 つで ある」 と 答へ ます。 生命に 懸替 がない と 云 ひて、 若し 此短 かき 人生に 於て 失敗 すれば、 

恢復の 途 はない と 云 ひます。 然るに 少数の 偉人、 本當の 識者 は 「生命 は 一 つで ない、 二つで ある、 そ 


して 人生と 稱 する 此 肉の 生命 はより 劣りた る 生命であって、 其 外に、 又 其 上に より 商き より 侵り たる 

生命が ある」 と 云 ひます。 それ故に、 縱し其 一 つに 於て 失敗しても、 他に 於て 俊 ふ 察が 出来る。 肉の 

生命に 於け る 不足 は靈の 生命の 充實を 以て 充分に 補 ふ 事が 出来る。 拾 かも 腦髓は 一 葉で なくして 二 紫 

である。 縱し其 一 を 傷めても 他 を 以て 之 を 補 ふ 事が 出來 ると 云 ふと 同じであります。 又 若し 生命 を 〔糸 

に譬 へますならば、 それ は 一室の 家で はなく して 二 室の 家で ある。 一室の 不足 は 隣 iM の 完備 を 以て 補 

ふ 事が 出來 ると 云 ふと 同じであります。 そして 私 は 生命 二 窒說の 方が ー窒說 よりも 遙に ほりた る、 且 

艾 道理と 事實に 合うた る說 であると 思 ひます。 

o 一一 一一 口 葉を變 へて 云へば、 . ^は 一 つの 世界に 住む 者で はなく して、 二つの 世界に 住む 者であります。 共 

第一 は此 世界でありまして、 私 は 之 を單に 世界 叉 は 物質 界と稱 しませう。 其 第二 は靈の 世界で ありま 

する が 故に、 之を靈 界と稱 して 差 支ない と 思 ひます。 現せ 來 世と 云 ふて 來世は 現世の 後に 來 るので は 

ありません〕 物 界と靈 界とは 同時に 存在す るので あります。 そして 物界 は廢れ ても靈 界は殘 るので あ 

るか も 知れません。 何れに しろ 人 は 一 つの 世界に 住む ので はなく、  二つの 世界に 住む のであります。 

故に 一 の 世界に 於て 失敗しても 失望す るに 及びません。 殊に 失敗せ る 世界が より 劣りた る、 暫時 的の 

世界で あると 知れば、 失 tiS は 更らに 斟 ぃ譯 であります。 英國の 文豪に して 社會 改良 家なる チヤ ー レ 

ス. キング スレ ー と 云 ふ 人が 闩 ひました、 My  mind  to  me  a ldng.dcm  is  (私の 心 は 私に 取り 一 の大 

なる 帝國 である) と。 若し 克く之 を開發 すれば 私共 各自の 心が 「一 の 犬なる 帝國」 と 成る ので ありま 

す。 WW に此 世界に 於て ァレキ サンド ルゃシ ー ザ ー の やうに 大帝！； を 得すと も、 自分の 心の！： に 大帝 阔 

を 築きて 之に 帝たり 义王 たる 事が 出來 るので あります。 
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O そして 宗敎と は： 兀來 何で ある 乎と 云 ふに、 此靈界 に 於け る 生活に 外なら ない のであります。 「神 は 

；靈 なれば 之に 事 ふるに 靈と 眞實を 以てせざる ベから す」 と ナザレの イエ スは曰 ひました。 そして 靈 3^ 

に 生く る 道を敎 へし 點に 於て、 古今東西 未だ 曾て ィ H スに 勝った 者 はない と 思 ひます。 然し それ は^ 

問題と して、 靈の 生命に 充實 して、 人 は 容易に 此 世の 不幸、 不公平、 不完全に 應 する 事が 出来ます。 

単に 何人に も 起る 日々 の 煩 慮に 勝つ 事が 屮 I 來る のみなら す、 時に 身に 迫る 大 困難に 處し て、 平安なる 

を 得る のであります。 私の 知る 人の 內 にも、 身 は 不幸の 極に 11^ る も、 額 は 歡喜を 以て 輝く 者 は 齡くぁ 

りません。 有名なる 女 詩人 座 古 愛子の 如き 確に 其 一人であります。 齢 二十歳に して 身 體の自 .5 を 失 ひ 

殘餘の 生命 を 病の 床の 上に 送って 居ります が、 彼女に 常人の 知らざる 生命が 溢れて 展 ります るが 故に 

彼女に 歌 も あれば 文 もあります。 病床に 在りて 彼女 は 人 を 指揮して 社會 改良 を 行 ひます。 彼女に 不平 

の 痕跡 だも認 むる 事 は 出來ま せん。 多くの 人 は 彼女 を 慰めん とて 彼女 を訪 ふて 彼女に 慰められて 歸り 

ます。 そして 彼女 は 決して 單 獨の實 例ではありません。 

〇 々に は 何人に も 斯う 云 ふ 世界が 在る に拘 はらす、 之 を 耕さな いのは 大 なる 損失ではありません 乎。 

^ かも 日本に 何處 かに 廣ぃ 領土が あるに 拘 はらす、 人口 稠密に 苦しみながら 之 を棄て 省みない と 同じ 

であります。 今日 程 自殺の 多い 時はありません。 精神病院 は何處 でも 滿 員であります。 或る 程度の 祌 

經 衰弱に 摧 つて 居ない 者 は 殆どありません。 大抵の 男と 女と はル おんな 「問題」 を 持って： ig ます。 そし 

て 其 問題と 云 ふが 大抵 は 生活 問題 か戀愛 問題であります。 そして 此 問題に 窮 して 首 を i 梃る^、 毒 を 仰 

ぐ 者、 喉 を 突く 者が 日々 絕 えない のであります。 是は 抑々 如何い ふ 理由であります 乎。 他に 種々 の理 

由 も ありませ うが、 今日の 曰 木 人の 多數 がー の 世界の 在る を 知って、. 他に より 善き、 Rd より 大 なる 世 


：界の 在る こと を 知らないからで はありません 乎。 若し キ ン グスレ ー の やうに 「私の 心 は 私に 取り 一 の 

-大 なる 帝國」 であるとの 信念が ありますならば、 此んな 事 はない 寄であります。 人 は.： 示 敎は實 際 生活 

に 超越して、 之と は 何の 關係 もない 者で あると 云 ひます が、 それ は 全く 違ゐ ます。 人が 人で ある 以上 

は-, - 彼の 裘に 肉なる 彼と 靈 なる 彼との 在る 以上 は 1 靈 の 生命た る 宗敎 は、 彼の 安寧 幸福 に 何の 關係も 

無い 事で あり やう 害 は， ありません。 其 反 對に宗 敎の閬 明、 進歩、 發 達に 由り、 肉の 世界の 不調が 調和 

され、 其 多くの 失 §1- と 悲痛と が 取 除かれ、 世 は縱し 暗黑の 極に 達する も、 我心の 一面に 於て 大 なる 光 

明に 浴す る ことが 出来ます。 

.〇 而已 ならす、 靈の 世界の 問拓に 由て、 新たなる 能力が 肉の 批界に 臨みます。 露の 宗敎 は單に 悲歎 を 

取 除く と 云 ふやうな 消極的 勢力ではありません。 「我 を 信す る 者 は 其 腹より 生命の 川流れ 出て 窮りな 

き 生命に 至らん」 とありまして、 眞の 信仰 は 活動の すべての 方面に 於て 活氣と 新 勢力と を 加へ ます。 

其 事は歐 米の 歷史 のみなら す、 我 國の歷 史に徴 して 見ても 明かであります。 最も 徹底的の 社會 改良 は 

. 信仰の 復興に 由て 起り ます。 今日の 英國叉 は 米 國义は 和 蘭 を 生んだ 者はピ ュ ー リ クン 運動と 云 ふ 深い 

強い 宗敎 運動であった 事 は 歷史の 明かに 示す 所であります。 靈3^:の大なる@^なくして、 大 なる 美術 

も文學 も哲學 も、 そして 之に 作 ふて 來る 人生 萬般の 革新 は 起り ません。 人 は靈的 動物であります。 彼 

は靈 的に 充實 せす して 键 全なる 發達を 遂げ 得ません。 戀愛 至上 中； 義を戶 口 ふる 現代の 日本人と 雖も、 ま 

さか 此 主義に 由て 大國 家が 起り、 家庭が 淸 めら れ- 淸き義 しき 信仰の 男 者が 起り て、 -靈 魂の 根柢に 永 

遠 の 生命 を 被附け や う と は 信じ ま い と 思 ひます。 

-〇 勿論 宗敎 にも 極々 あります。 高い 宗敎と 低 い 宗敎と が あり ます。 宗敎 の 腐った 者 は 武士 や 女の 街つ 
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たやう に 最も 醜い 者であります。 然し 乍ら 物が 腐る と 云 ひて 其 物が 惡 いと 云 ふ 事 は出來 ません。 其 反 

對に、 物 は 善い 程 腐り 易い のであります。 石 や 鉛 は 腐りません が、 fn 合 花や ダリヤ は 腐ります。 腐收 

は 生命の 特性であります。 そして 宗敎が 政治 以上に 腐り 易 いのは 政治 以上の 生命た る證據 であります 0 

そして 宗教が 腐った 場合に は 之 を棄て i、 直に 靈的 生命の 源に 行いて 新たに 宗 敎を受 くれば 町い ので 

あります。 そして 其 源 は 今此 所に 在ります。 諸君の 心の に 在ります。 私の 宗敎 の經 典た る 曰の. S: 

に は 斯う 云 ふ 事が 書いて あります、 卽 ち  . 

嗚呼 汝等渴 ける 者よ， 盡く 生命の 水に 來れ、 金な くして 貧しき 者 も 来るべし、 汝等來 りて 買 ひ 求 

めて 食へ、 金な く 憤な くして 生命の 葡萄酒と 5^ と を 買へ、 何故に 糧 にも あらぬ 者の 爲に金 を 費し、 

飽 くこと を 得ざる 者の 爲に努 する や。 (ィザ ャ書 五十 五隶 一 、 一 ；節) 

諸君の 御參考 までに 申 上げます。 


美と 義 

ぺ テ 口 前書 一 章 二 四、 二 五節。 ゼ 力 リ ャ書九 章 十一：； 節。 

(八 力 十九：：；、 輕 井澤 鹿 島の 森に 於て 述ぶ〕 

〇 文明 人種が 要求す る 者に 二つ ある。 其 一 は 美で ある、 他の 者は義 である。 美と 義、 一 一 者 孰れ を擇む 

乎に 由て 圃民竝 に 其 文明の 性質が 全く 異 るので ある。 二者 孰れ も 貴い 者で あるに 相違ない。 然し JF ら 


其- 2： 孰れが 最も 貴い 乎、 是れ亦 大切なる 問題であって、 其 解答 如何によ つて 人の 性格が 定まる ので あ 

る 0 

〇國 とし て は ギリ シ ャ は 美 を 追求す る國 でありし に對し て ュ ダャ はま を 慕 ふ阈で あ つ た。 其 結 ra^ とし 

て ギリシャと ユダヤと は 其 文明の 基礎 を 異にした。 日本 は 美 を 愛する 點に 於て は ギリシャ に似て 居る 

が、 其 n!^ の 內に强 く義を 愛する 者が あるが 故に、 其國 2^ 性に ユダヤ 的 方面が ある。 ^太 利， 佛蘭 西、 

西班牙 等 南歐諸 邦は義 よりも 美 を 重んじ、 英國、 和 蘭、 ス カン ダナ ビヤ 諸 邦 等 北歐の fs^ は 美よりも 

義に 重き を 置く。 美か義 か、 ギリシャ か ユダヤ か、 其 選擇は 人生 重大の 問題で ある。 

〇 美の 美 はしき は 勿論 言 ふまで もない。 殊に 我等 日本人と して 美 を 愛せざる 者 は 一 人 もない。 美 は 造 

化の 特性で ある。 祌は萬 物 を 美しく 造り 給うた。 花や 鳥が 美しく ある 計りで ない。 山 も 川 も、 海 も 陸 

も、 天空 も 平野 も、 すべて 美しく ある。 そして 單に 美しい と 云 はる、 者の みが 美しい ので はない。 醜 

しと 云 はる k 者まで が 美しい ので ある C 克く視 れば蛇 も 慕 蛙 も 美しく ある。 おも 碟 も；^ しく ある。 物 

ら ろ/^  お ほ- «>ら  み て  z-ri 

として 美しくない 者 はない。 「諸の 天 は 祌の榮 光 を 現 はし、 大空 は其聖 手の 業 を：： 小す」 と 歌 ひて、 我 

我 は 造化に 顯 はれた る 神の 美 を 歌 ふので ある。 讚美歌 は 神の 美の 讚美で ある。 美 はたし かに 神の 一面 

である。 美 を 知らす して 祌を 完全に 解す る 事 は 出来ない。 

〇 然し 乍ら 美 は 主に 物の 美で ある。 肉體の 美で ある。 花と 鳥との 美で ある。 山水の 美で ある。 水晶と 

OOCOOOOOOO-0000000000000 

寳 石の 美で ある。 卽ち 人間 以下の 物の 美で ある。 然るに 玆に 人間と 云ふ靈 的^ 在 者が 顯 はれた 時に 美 

以上の 美が 顯 はれた ので ある。 之を稱 して 義と云 ふ。 義は靈 魂の 美で ある。 物の 美と は 全く 性 I を異 

にした る 美で ある。 そして 靈が物 以上で あるが 如くに 義は美 以上で ある。 人 問に 在りて は * 其 外形 は 
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d 醜く あると も、 若し 其 心が 美しく あれば、 彼 は 本営に 美しく あるので ある。 豫 一一 一一 n 者が 最上 最大の 人格 

いひ あら  -T- る  か. 1.1 ち  み 丄 え 

. 者 を 言 表 はした る 言葉に 「我等が 見るべき 匿 はしき i! なく、 美しき 貌 なく、 我等が 慕 ふべき 艷色 なし 

我等 も 彼 を 尊 まざりき」 と ある (ィ ザャ書 五十 三 車 二、 三 節)。 しかも 此 人が 最も 優れたる 人で 

あつたの である。 ソクラテス は 最も 醜き 人であった。 然るに 彼 は ギリシャ 人中 第一人者で あつたので 

ある、。 ハ ゥ B は 身長の 低き、 まことに 風采の 揚ら ざる 人であった。 然し 彼の 主たり しィ H ス キリス ト 

を 除いて、 彼よりも 大 なる 人 は 無った と 言 ひ 得る。 其 他す ベて 然り である。 人間に 在りて は 其 美は內 

に 在りて 外にない。 人の 衷 なる 美、 それが 義 である。 兹に 於て か義は 美よりも 遙 かに 犬なる 美で ある 

事 力ん る 

〇ゴ ー ルド ス ミ ス が 其 名著 The  Vicar  of  Wakefield に 於て 曰うた 「美 を爲す 事是れ 美な り」 と。 言 

葉 を 代へ て 言へば r 義是れ 美な り」 と 云 ふ 事で ある。 人間の 美、 卽ち義 は、 動物 や 木石の 美と は 全く 

質 を 異にした る 美で ある。 人 問に 在りて は 義人が 本當の 美人で ある。 所謂 美人 は 低い 意味に 於ての 美 

.  .  こひつじ ^なト 、め  ほそき； SQ 

人で ある。 人 問が 人 問で ある 以上、 是は 止む を g; ない ので ある。 「； HI の 新 1^ は 潔くして 光 ある 細 布 を 

• 衣る こと を 許さる、 此細布 は 聖徒の 義 なり」 と ある (默 示錄 十九 章 八 節 )o 聖徒の 義、 それが 彼の 美 

である。 キリストの 新^の 美は此 世の 新婦の 美と は 全然 與ふ。 

-0 此の 明白なる 事 實を辨 へす して、 義の 道卽ち 道德を 語る は 偽善者の 爲す 事で あるかの 如くに 思 ひ、 

.自 分 は宗敎 家で ないから 事の 善惡 をせ しないと 云 ふが 如き、 是れ 人間が 自分 を 人間 以ドの 地位に； 蓝 

いて 云 ふ 事で ある。 文士の 取扱 ふ 問題 は藝 術と 戀 愛に 限られ、 道德と 宗教と は 措いて 之 を 顧ざる が 現 

： 代 的で あると 思 ふ は、 現代 を 以て 人 問の 時代と 見做さ る 最も 誤りた る 思想で ある。 ギリシャの 弱き 


は玆に 在り、 ユダヤの 强 きは此 思想に 反對 したる 點に 於て 在る ので ある。 美に 足りて 義に缺 けて 居た 

ギリシャ は 疾に匸 び 去った に 反し、 義に强 くして 美に 缺 けたる ュダ， に は 今に 至る も 失せす、 愈々 輝き 

を增 して 晝の 正午に 至ら A として 居る。 義は 現代 文士が 思 ふが 如くに 旣に 過去に 屬 する 者で はない。 

教は 今に 猶ほ、 然り 永遠より 永遠に 至る まで 世界 教大の 勢力で ある。 萬 物の 進化が 逆行して、 人間が 

W び獸 類た るに 至らば いざ 知らす、 人間が 人間で ある 以上、 義が 廢れて 美の みが 權威を 揮 ふ 時の 到り 

ふ， 0 ひ.； A き  ん でき 

やう 害 はない。 義を 追求す る シ ォ ンの 人々 は 今猶ほ 振起て 美に 耽溺す る ギリ シャの 人々 と戰 ひつ --ぁ 

るリ 英 國の大 思想家 マ ッシュ ー • ァ I ノル ドは 曰うた 「人生の 問題の 十分の 九 は 正義の 問題で ある」 

と 。 然 る に 日 本 今 日 の 思 想 家 は 正 義 は 之 を 問 題 の 外 に 追 屮1 し て 、 た ぐ 藝 術 と 戀 愛 と の み を つ て る 、 

實に 恐るべき 事で ある。 

〇 義は美 以上で ある。 然し 義は 決して 美 を 退けない。 義は 美と 兩立 しない やうに 思 ふ は 火なる il 逮で 

ある。 眞 個の 美 は義の 在る 所に 於ての み榮 える。 世界 第一流の 藝術 〔¥ は、 極めて 少數 の^を 除く の 外 

は、 凡て 義を 愛する 人であった。 ラファエル も、 ミケル • アン ゼ B  I- も、 レオ ナ ー ド. ダ.. ヰ ンチも 

すべて 義に强 い 人であった。 世界 第一 の 劇作家 は 言 ふまで もな くシ ヱ." クス ピャで ある。 そして 彼の 

强ぃ 道德的 方面 を 見す して、 彼の劇を解することは5^來なぃ。 作曲家と して ハ ン デル も、 メ ン デル ゾ 

1 ンも、 ベ ー ト ベン も 盡く神 を 畏れ 義を 愛する 人であった。 天主 敎 徒が プロテスタント 敎徒を 非難す 

る 時に 常に 後者に 於け る藝 術の 缺陷を 指摘す るが、 然し プ o テス タン ト敎徒 は其藝 術に 於て 少しも 犬 

主敎 徒に 劣らざる のみなら す、 多くの場合に 於て、 後者の 達し 得ざる 所に 達する。 レム ブラントの や 

うな 畫家は 天主 敎國に 於て は 起らない。 
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誘惑に 勝つ の途 

こ 、ろ ふ 6 は  ナ,、 ひいだ  ちから さかえ  もの 

我等 を 試 誘に 遇せす 惡 より 扬 出し 給へ、 國と 權と榮 とは窮 りなく 雨の 有 なれば 也 (マ タイ 傳六章 

十三 節〕。 

•  -ー、 ろみ  **  二と  たへ しの  ニゝ ろ， C 

汝 等が 遇 ひし 試 誘 は 人の 常なら ざる はなし、 祌は 信なる 者な り、 汝 等を耐 忍ぶ こと 能 はざる 試 誘 

に 遇せ じ、 汝 等が 其 試 誘を耐 忍ぶ こと を 得ん 爲に 其れに 添えて 逃るべき 途を備 へ 給 ふべ し (コリ 

ント 前書 十 章 十三 節)。 

誘 はる i 者 は 神 我 を 惡に誘 ふと 言 ふ 勿れ、 祌は惡 に 誘 はれす、 亦 人 を も 惡に誘 ひ 給 はす、 人の 惡 

に 誘 はる、 は 己の 慾に 引かれて 誘 はる \也 (ヤコ ブ書 一章 十三、 十 W 節)。 

〇 人 は 何人も 誘惑に 遇 ひます、 そして 之に 勝つ と 負ける とに 由て 彼の 運命 は 定まります。 强ぃ 人に は 

强ぃ 誘惑が 臨みます。 5S い 人に は， おい 誘惑が 臨みます。 そして 誘惑に 對 する 時に 人 は 何人も 己が き 

を 感じます。 、ンェ ー タス ピャの 『ハム レット』 劇に Frailty,  lier  name  is  woman  (； S い 事共 名を稱 

して 婦と云 ふ) と 云 ふ 言が あります が、 弱い者 は婦に 限りません、 男 も 亦 弱く あります。 コ B ムゥ H 

ルも 誘惑に 遇 ひました、 彼 は 神に 賴 りて 之に^つ ことが 出来ました。 ナボレ オン も 誘惑に 遇 ひました、 

彼 は 已に賴 りしが 故に 之に 負けました。 縱令コ &ムゥ H ルと雖 も 自分の 意志に 賴て 彼が 遇 ひし 誘惑 


に 勝つ こと は 出来ませんでした。 況んゃ 我等 凡人に 於て を やであります。 

〇 誘惑の 何たる 乎 を 私共 は實 験に 由て 知ります、 誘惑 は 靈に對 する 肉の 要求であります。 義に對 する 

美の 要求であります。 道 现に對 する 快樂の 要求であります。 未 來に對 する 現在の 要求であります、 よ 

り 高き 者に 對す るより 低き 者の 要求であります。 何者か は 知りません が、 私共が 高き に 止まらん とす 

る 時に、 强きカ を 以て 低き に 引下げん とします。 私共 は その 眞に 誘惑なる を 知ります。 然るに i:! ハ：^ 感 

に 誘 はれて、 高き を^って 低き に 就く のであります。 私共 は 其 時 自分の 腑甲斐な きを 知ります、 然る 

に 自分で 何か现 由を附 して、 低し と 知りつ、 低き に 就きます。 是が 誘惑であります、 墮 落であります。 

私共 は 日々 の 生涯に 於て 此赏驗 を 經っ& あります。 誘惑に 勝った 時に 自己の 價 値が 上がって 悅 びます Q 

負けた 時に 下がって 悲しみます。 そして 敗北 を 重ぬ る 場合に は、 それが 當然 であると 思 ひ、 人 はドが 

るが 自然で、 上がる が 不自然で ある、 自分 も 下がった が 故に、 他 も 下がるべき であると 主張して、 他 

の 墮落を 見て 悅び、 更らに 進んで 其 前に 躓きの 石 を 置いて 其 墮落を 促します。 

〇 人 は 弱い者でありまして、 誘惑に 遇へば 之に 負ける が 常であります。 私共 は 他人が 誘惑に 遇 ふて お 

けし 場合に は 其 意 菊 地な きを 責めます が、 自分が 之に 會ふ 場合に は 自分の IS きを 以て 人 問 通有の；： S き 

と 見做し、 自分 を憐 みて、 他人の 自分に 對 する 同情 を 求めます。 然し 乍ら 誘惑 はどう 見ても 善き 者で 

はありません。 之に 勝つ が 人た る 者の 當然の 義務でありまして、 之に 負ける は 罪であります。 縱し叱 

に 一人 もす ベての 誘惑に 勝った 者 はない としましても、 負ける は 明白なる 罪であります。 私共 は 人 

の ii^ きを 唱 へて、 墮 落に 同情し、 背 倫 を 謳歌して はなり ません。 

〇 誘惑 は 犬なる 力 を 以て 人に 臨みます。 故に 之に 勝つ 者が 本當の 勇者であります。 ソ。 モン は 曰 ひま 
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した、 「自己の 心 を： m むる 者 は 城を攻 取る 者に 愈る」 と (箴言 十六 章 三 二 節)。 卽ち 誘惑に 勝つ は 城 

を攻 取る 以上の fwfj 氣を耍 するとの ことであります。 此 言を發 せし ソ B モ ン 自身が 婦人の 誘惑に 勝つ こ 

とが 出來 すして、 祌の怒 を 己が 身に 招きました。 英國 第一 の 勇者と 稱 せらる i ネルソン 提督 は、 ッラ 

フ ハルガ ー に ナボレ オンの 大 艦隊 を殄滅 する ことが 出來 ましたが、 ハミルトン 夫人と 稱 する、 他人の 

妻と 不義の 關 係に 入る こと を 抑 ゆる 事 は 出來ま せんでした。 人の子の す ベ て の 智慧 も 能力 も 彼に 臨む 

誘惑に 勝つ 力と して は賴 むに 足りません。 誘惑 を輕く 見る 程の 危險 はありません。 人 は 誘惑に 陷 いる 

も 我 自身 は 立派に 勝って a せんと 稱 する は、 是れ 自己 を 知らざる の 最も 甚だしき 者であります。 

0 然 らば 如何にして 誘惑に 勝つ を ん乎。 自分の 力で 勝つ こと は 出来ません。 ソ 口 モン や ネル ソ ンさ 

へ m つ ことの 出来なかった 敵に 私共が 勝つ ことが 出來 ると 思 ふ は 潜 越であります。 誘惑に 完全に 勝つ 

oooot-oococoooococ 一  000  0CO000  0  00OO0O  00000  0  0  00_^ 

た 人 は 全世界に 只 一 人あった 丈け であります。 主ィ H ス キリスト のみ 唯一 人、 誘 はれて 罪 を 犯さな か 

つ. & のであります C 其點に 於て 彼はュ ー 一一  ク (無比) であります。 其 他の 人 は、 縱し 誘惑に 負けない 

ま->  や 5 めん む.；, 

としても、 世 を 逃げ 隱れて 誘惑 を 避けました。 ィ H スの みは 誘惑に 眞 正面に 對 ひ、， 之と 戰ひ、 之 を 打 

平らげ 給 ひました。 所謂 「野の 試 誘」 は 其 一 例であります、 彼 は 終りまで 誘惑と 闘って、 終りまで 之 

に 勝ち 給 ひました。 その 一事に 於て 彼 は 人類の 王と して 仰ぐ に 足ります。 ィ H スに 就て 非難 攻撃 を 加 

ふる 近代の 文士 論客の 內の 一人 も、 此點丈 丈け は 彼れ ィ H スに 及びません。 私共の 知る 大政 治 家、 大 

窒業 家、 大哲學 家、 大 著述.： ivf: 彼等の- S: の 誰が ィ H スの 如くに 自己に 勝った ことが 出来ました 乎。 此 

事に 於て 丈け でも、 彼等 はィ H スを 嘲け る を. M めて， 兜を脫 いで 彼に 降參 すべきではありません 乎。 

ooooc-oc>o〇c  ocoocccoc  000000  OOOCOOOOOOO 

〇 そして 此ィ H ス のみが 私共に も 亦 私共に 臨む 誘惑に 勝つ こと を 得しめ 給 ふので あります。 彼に 依り 


頼みての み 人 は 何人も 自己に 臨む 誘惑に 勝つ ことが 出來 るので あります。 ィ H スを 信す るの 利益 は 無 I 一 

限であります が、 其 第一 にして：： 取 も 著る しき 者は此 力であります、 卽ち 誘惑に 勝つ の 力であります。 „ 

私共が 彼に 賴り、 彼が 其 欺 靈を以 つて 私共に 宿り 給 ふ 時に、 私共 はソ ロモンよりも、 ネルゾンよりも.， 

ナボレ オンよりも、 遙に 偉大なる のであります。 其 時 誘惑 は 私共に 對し 全然 無能なる のであります。 

其 時 政府 も敎會 も、 富豪 も學者 も、 私共 を 誘 ふ 事が 出来ません。 私共 はシ オンの 山の 如くに" 站く あり 

ます。 ィ H スが 世に 勝ち 給 ひしゃう に、 私共 はィ H スに賴 りて 世に 勝つ ことが 出來 ます。 ヒ ブライ 書 

四 章 十 §： 節以 下 に 首 へる が 如くで あ ります。  一 

然れば 我等に 雲！ I" を 通りて りし 犬なる 祭司の 長、 卽ち 神の 子 あり。 故に我等；：^^る所の敎を^ 一 

く 持つべし。 そ は 我等が IJg きを 思 ひやる こと 能 はざる 祭司の 長 は 我等に 在る に 非す。 彼 は 凡の 事 

に 於て 我等の 如くに 誘 はれ たれ ども 罪 を 犯さ りき (之に ft け ざり き)。 是 故に 我等 恤 を 受け、 t 

機に 合 ふ 助けと なる 恩惠を 受けん 爲に、 憚らす して 恩寵の」 M に來 るべ し。 

世に イエスの 如き 方の 助け を 要せざる 人 は 何 所に 在ります 乎。 此 世の 敎師、 文士、 思想 { 浓、 彼等 孰れ 

も 私共が 誘惑と 闘 ふ 時には 全然 不能であります。 彼等 自身が 此戰 闘に 於て は 敗北 者であります。 彼等 • 

は 勿論 誘惑の 戰鬪に 於て 我等 を 助けて 吳れる こと は 出來ま せ ん 。 

〇 信者に 取りて は 信仰 是れ 道德 であって、 不信 是れ不 德卽ち 罪であります。 一寸 閒 いて^だ 不道现 で 

ある やうに 聞え ます。 不信 は 父なる 神に 對 する 不孝で あると 解して、 其 罪た る こと を 辯 明す る ことが 一 

出来ます が、 其雍を 離れて 見て、 不信 は實際 罪で あるので あります。 卽ち 不信 は 罪に 終る ので ありま 一 

す。 私共 は 不信の 結果と して 終に は 罪 を 犯す に 至る のであります。 不信 はィ H ス との 關係を 絡つ こと た 
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であります。 そして ィ H スと關 係 を 結ち て 彼に 在る 力が 私共に 臨まなくなります。 其 結果と して 誘惑. 

が 私共に 臨む 時に、 私共 は 自分の 力で 之に 勝つ 能 はすして、 罪と 知りつ k 罪に 陷 ります。 其 意味に 於 

つぶや 

て 不信 は 明白に 罪であります。 祌が 誘惑の 行 はる」 やうな 世界に 私共 を 置き 給へ りと 言 ひて 咬く 人が 

あります が、 それ は 眩く のが 無理であります。 誘惑に 遇^ は 人の 常であります が、 祌は 之に 勝つ の途ー 

を 備へ給 ひました。 そして 其 途に從 へば 誘惑 は 立派に 勝つ ことが 出來 るので あります。 そして 人が 自 

分で 誘惑に 勝ち得な いのは、 彼が 祌の 子であって、 神に 賴ら ねばならぬ からであります。 頼るべき 者 

に 頼って 人生 は 安全なる のであります。 然るに 弱き 人で ありながら、 自ら 強いと 信じて、 頼るべき 者 

に賴ら ざるが 故に、 彼 は 人生の 戰鬪に 敗北す るので あります。 信仰 は 人が 人と して 取るべき 適 當の態 

度であります。 人の 絡 對的獨 立と 稱す るが 如き、 赤 兒の結 對的獨 立と 稱 すると 同じでありまして、 寧. 

ろ 笑 ふべき であります。 

〇 斯く曰 ひて 信者 は絕對 的に 誘惑に 陷ら ない 乎と I 一 I： ふに、 さう ではありません。 此 弱き 體を 以て 此罪 

の 世に 在る 限り 信者 も 亦 度々 罪 を 犯します。 然し 其 場合に 彼 は 罪 は 止む を 得ない 者と 認めません。 信： 

者 は 罪 を 犯して 近頃 或る日 本の 文士が 明白なる 罪 を 犯しながら まに 表白して 首 ひしゃう に、 「私 は そ. 

れは善 か惡か 知りません」 と は 一一 一一 n ひません。 信者 は 罪 は 自分が 犯し たれば とて 罪 は 罪で あると 認め ま. 

す。 そして 神に 還りて 其 罪を赦 して 戴いて-稗び 之 を 犯さ る やうに 努めます。 信者 は 罪 を 犯し たれば 

とて、 アダム や 力 インの やうに 神 を 離れません。 彼の 罪の 身 其 儘 を 以て 神に？； W ります。 ヨハネ 第一 書- 

二 章 一節が 此 事に 就て 私共に 敎 ゆる 神の 一一 一一 C で ありま す。 

人 もし 罪 を 犯せば 我等の 爲に 父の 前に 保惠師 (仲裁人) あり、 卽ち義 なる ィ H ス キリスト なり， 


彼 は 我等の 罪の 宥の祭 物な り ■ 

と。 私共 は キリス 卜 を 通う して 神と 繁 りて 罪 を 犯さない のであります。 神より 離れし 時に 私共 は旣 に- 

罪 を 犯して 居る のであります。 故に 罪に 由て 不信 を自覺 せしめられて、 私共 は 信仰 を 以て 祌 に^るべ 

きであります。 私共 は 不信者 ゃ背敎 者に 罪 を 指摘せられ たれば とて 神より 離れません。 祌は 私共の 滅 

厶厶 厶厶<3<3<3厶<"<1<3<<"<:<3<1<3<<"<1<  A はな AAAAAAAAA 

ぶる の を 好み 給 ひません。 罪 其 者 も 私共 を キリ ストに 顯 はれた る 神の愛より 絶す る 事 は出來 ません。 

放蕩 兒の 如くに、 罪 を 犯した る 時には、 「起ちて 我 父に 往 かん」 と 一 W ひて 父の 許に 歸 ります。 私共 は 

神 を 信じます るが 故に、 人類に 就ても 自分に 就ても 失び 1- しません。 誘惑 多き 此 世に 在りて、 共 はは 

に 勝ち 給 ひし 者 を 主として 仰ぎます が 故に 安心であります。 榮光 1^ りなく 彼に あれであります。 (八， 

月廿 六日 輕 井澤に 於て) 

身 を 後 ふ 誘惑の 浪は 荒く とも 

たの  ちか ひ  いは ，ゆる 

頼む 誓約の 磐 は 動が じ。  . 

永遠 變ら ざる 者 

ィ ェ ス キリス 卜 は 昨日 も 今日 も. 水 遠變ら ざる 也 (希 伯來書 トー やせ 十八 節 )o 

(一 九 二三 年 九月 二十 三 目 柏木に 於て) 

〇 御 承知の 通り、 私 は 毎年 長き 夏休^に 人らん とする 最後の 聖日に 皆様に 4. 上げました、 「私共が 此 
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ぎに. $ び 相 X% する までに 何ん な 大車變 が 起る か 判りません」 と 0 そして 昨年の 秋まで は 其 事な しに. 

^みました が、 今年 は其預 測が 當 りて、 私共 は 僅か 三 ヶ月 前に 集まりし 時と 全く 異 つたせ 界に 於て * 

今此 所に つたので あります。 變 れば變 つた 者であります。 先づ 第一 に、 私共が 過ぐ る滿 TO: 年 問 私共 

の 祈禱の 家と して 用 ひ 来りし 所の、 東京 大手 町 大日 本 衞生會 講堂 は ー擎の 下に 倒潰し、 其 残骸 は 猛火 _ 

を 以て 燒堯 されました。 私共の 讚美 を 助けし ピャ ノも オルガン も 跡 方な しに 消失せ ました。 斯くて 私 

共 は W たび 七百餘 人の 信仰の 友と 再び 共に 神 を 讚美す る 事が 屮 I 來 なくなりました。 而已 ならす、 其贵： 

くちびる  ベ つ 

き 友の 或 者 は、 或は 撃 たれ、 或は 燒 かれて、 其 "待 は 永久に 閉ぢ て、 今や 私共と 全く 別の 世界に 於て ノ 

祌を 讚美す るに 至りました。 然し 是は 私共 自身 に 係 はる 事變 であ ります。 大 東京 は 亡びた ので あり ま 

す。 横： m は 地の 表面より 拭 はれた のであります。 横 須賀と 鎌 倉と 小 田 原と は 無き に 等しき 者と なった 

のであります。 曰 木 a の 主 腦が缩 たれて、 E 本國の 基礎が 搖 いだので あります。 僅か 數分 間の 震動に 

由て， 數 百年 問 か V つて 日本人が 作り上げた 文明の 主要部 分が 永遠の 過去 へ と 葬られた のであります？ 

一 九： 一三 年 九月 一 日 は 曰 本 國の歷 史を兩 分す る 境界 檫 であります。 震災 以前の 日本と 震災 後の 日本と 

- 、わ： せん  わかり  わざ は ひ い  >  のこ 

の 11 に 劃然たる^ 別が あります。 そして 幸か不幸か 判然ません が、 私共 此 災禍に 生存った 者 は、 急激 

的に 舊！ II 木より 新 日本へ と 移された のであります。 

〇 變 はりました、 心が 狂 ふ 計りに 變 りました。 乍然 私共 樂 書に 由て 養 はれ 来りし 者 は 驚きません、 驚 

いて はなり ません。 架 書 は 明かに 斯 かる 急激の 變 動の 来る 事を敎 へます。 預言者 ョ H ルの 一一 一一 c にして、 

使徒べ テ 口 が 引 川せ し 者 は 次の 如くで ありました。 

我れ 上なる 天に 奇跡 を 現 はし、 下なる 地に 休徵を 示さん、 卽ち血 あり 火 あり 烟 あるべし、 主の 大. 


いなる 顯著き ：= の來 らん^に、 日 は 晦く月 は 血に 變 らん、 凡て 主の 名 を 呼 顿む者 は 救 はるべし- 

(け 傅 一 0 一九— ニー  節い。 

又 M 一一： 一  1： 者 ィザャ の 言 を 引いて 默示錄 記者 は 曰 ひました 

我れ 觀 しに 大 なる 地震 あり、 日 は 毛布の 如く 黑く なり、 月 は 血の 如く なれり。 天の星は無花ra;^の 

樹の 大風に 搖れ て、 未だ 熟せざる 其 の 落る が 如く 地に 隕ち、 天 は 卷物を 格く が 如く 去り ゆき、 

山々 島々 ル£ な 移りて その 處を 離れたり。 地の 諸 王、 又贵 人、 富者、 將軍、 勇士、 凡の 奴隸、 凡の 

rtn 主、 悉く 洞に 匿れ、 山の 巌の 中に 一廣れ、 山と 厳と に 曰 ひける は、 「願く は 我等の 上に 落ち >  我. 

等を掩 ふて、 寶 座に 坐す る 者の 面と、 ^の 怒 を 避けし めよ」 と。 この 主 ^ の 怒の 大 なる 曰す でに 至 

れり、 誰か 之に 抵るを 得ん や (默示 錄六章 十二 節 IT 卜)。 

バウ 口 も 亦 ィザャ の 首 を 引いて ni ひました 

神 は義を 以て 其 一ぎ を斷 行し 之 を成竞 り 給 ふべ し。 そ は 定め 給 ふ 所の 事 は 主 速う に此 地に 行ひ给 ふ. 

ベければ a  (英語 finishing,  it  and  cutting,  it  shcrt を參考な さ い o 羅馬書九^:f 一 一八 節 )o 

以上が 祌が 時々 其聖 意を實 行し 給ふ途 であります。 神は決して^1.』激に事を行し給はなぃと言ふは間違- 

であります。 地震、 火事、 一 日に して 大 文明の 破 壞 …… 是は 今日まで 幾囘 もあった 事であります。 そ- 

して 私共 は 今 囘其事 を目擊 したので あります。  祌は 忍耐 を 以て、 俾道者 を 遣 はして 其 isc- を 傅へ しめ 

給 ひます が 最後に 之を斷 行し 給 ふに 當 つて は 急速であります。 私共 傳道師 が 百年 か V. つ て爲す ことの 

出来ない 事 を祌は 五分 間で 成 遂げ 給 ひます。 文士 も 思想 〔氷 もあった 者ではありません。 神が _ ^改め ざ 

る 罪ん に對 して n!^ 後に へ 給 ふ 議論 は 地震であります、 火であります。 實に簡 短 明瞭であります。 此 


に 1: に對 して は、 如何に 厚 額の 文士と 雖も 一 言の 返す 言葉はありません。 「鳴 呼 悲慘、 嗚呼 酸鼻」 と 

■ にへ はた 呻く のみであります。 平穏の 時に 勝手 放題 を唱 へし 彼等 は、 此際 民の 傷 を 癒す に 足る 一言 

葉 を も 持ちません。 日本の 人心 を 其 奥底まで 毒せ し 現代 文士 は此 災害に 遭 ふて、 其 面 を- K くす に 

至りました。 夫れ 丈け は實に 有難い 事であります。 

〇 萬 事は變 りました。 萬 物 は 毀 たれました。 然し 乍ら 玆に 一 っ變ら ない、 毀 たれない 者が あります。 

それ は キリスト とその 十字架であります。 私 は 今日 荒野と 化した 舊ぃ 東京 市の 中央に 於て 犬なる 十字 

架 を 一 本 立た くあります、 そして 其 横木に 有名なる アイザック • ワットの 作った 讚美歌の 一 句 を 書込- 

みた くなります 

MB.  the  crcsH  of  Christ  I  glm.y. 

Towering-  c  er  tls  wmtks  of  ，二 me. 

たちき  きしる 

そして 其 立 木に 其 譯文を 書記した くあります 

荒れ はてし^に 高く 錄哪る 

主の 十字架に こそ 我 は 頼らめ。 

1* か  きえ-ひ 

キリストの 十字架が 私共 クリスチャンの 生命であります。 是れ ありて、 他の 者 はすべ て 消失 せても、 

私共に 猶ほ 最大：： f 取 善の ものが 残る のであります。 銀座の 滅亡、 日本 橋の 滅亡、 天赏堂 三越の 滅亡 は 私 

いっか いちど 

共 自身に は 少しも 損害と して 感ぜられない のであります。 是等は 何時 一度 は 亡ぼさるべき もの、 八. '亡 

ぶる も 後 亡ぶ る も變り はない のであります。 亡びし 東京 全體、 其 他 横濱、 横 須賀、 錄倉、 小 E 原、 熱 

海、 孰れ も 永久性 を帶 びた る靈 魂の 救 扬の爲 に は、 必要 缺 くべ からざる 者ではありません。 故に 震 は 


るべき 者が 震 はれて、 震 はれざる 者が 残ったので あります。 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり。 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生け 

るな り。 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は、 我 を 愛して 我が 爲に己 を捨し 者、 卽ち祌 の 子 を 信す るに 

由り て 生けるな り 

であります (ガラ テャ書 二 章 二十 節 )o 此 生命 を營む クリスチャンに は、 何が 失せても 損失 はあり ま 

せん。 東京が 在らう が 在るまい が、 縱し 全地 は 海の 下に 沈み、 宇宙 は 捲 去られても、 基督 者 は 其寶と 

立場と を 失 はない のであります。 キリストと 其 十字架 …… 我が 義、 我が 聖、 我が 贖 は 之に 在ります。 

之 を 仰瞻て 私共 は 四圍顳 倒の 裡に 在りて 心の 平靜を 維持す る 事が 出來 るので あります。 斯 かる 時に 私 

共 は 世と 共に 周圍を 眺めて 歎 整 悲鳴 を發 しません。 我が 裡に 宿り 給 ふ 彼 を 念 ひ、 父のお にや： し 給 ふ 彼 

を 仰ぎて、 人の すべ て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安 を覺 えます。 

〇 「ィ H ス キリスト は 昨日 もん： '日 も 永遠 變ら ざる 也」 と 云 ひます。 單に 彼が 傳 へし 眞理 が變ら ない と 

云 ふので はありません。 彼れ 御自身が 變ら ざる 者で あると 云 ふので あります。 彼 は 死して 甦り、 天に 

昇り、 父の 右に 坐して 萬 物 を 統治め 給 ふと 云 ふので あります。 其 能力に 變 りなし、 愛に 變 りなし- 生 

命に 變 りなし と 云 ふので あります。 斯う 云 ふ 事の 出来る 者 は 彼 を 除いて 他に、 何人も 亦 何物 も ありま 

ぢき  かげろ ふ 

せん。 最も 偉ら い 人は暫 らく 現 はれて 直に 消える 蜂蝣 であります。 世に 賴 るべき 人と て は 一 人 もない 

事 は、 今日の 如き 場合に 克く 解ります。 然 らば 地 や 岩が 賴 るに 足る 乎と 云 ふに、 是れ亦 頼る に；： 疋らざ 

る 事が 克く 解りました。 今日の 如き 場合に 於て 私共 何人も、 靈 はるべき 地より 擧 げられ て、 永久に 天 

の 父と 偕に 生き 給 ふ 友なる 救 主 を 要求し ます。 變ら ざる キリスト、 人類 永久の 友、 「我れ 生 くれば 汝 


も 生くべし」 と 一 百 ひ 給 ひし 彼、 彼れ 在りて 不安の 世界に 在りて、 平安なる を 得る のであります。 そし 

て 使徒 時代より 今日に 至る まで、 人類 を 問 はす、 貴賤 貧せ £ を 問 はす、 知識の 有無 を 問 はす、 境遇の 幸 

不幸 を 問 はす、 凡て 彼に 倚賴 みし 者 は、 變遷窮 りなき 此 世に 在りて、 彼と 共に 變ら ざる を 得た ので あ 

ります。 今 囘の大 激變に 於ても、 主 は變ら ざる 救 主として 彼の 弟子 等に 現 はれ 給 ひました。 私 は旣に 

二三の 兄弟 姉妹に 於て、 驚くべき 彼の 恩惠を 見ました。 彼等の 屮の或 一人の 如き は、 * を 失 ひ、 職 を 

失 ひ、 剩 さへ 其 子の 一人 を 失 ひながら、 特に 感謝 を 述べん 爲に 私を訪 ひ、 数百 圓の 感謝の 祭 物 を 遣し 

て 行きました。 今や 多くの 人達が 泣いて 居る 最中に、 斟 からざる キリストの 僕婢が 同じ 災に摧 りなが 

ら 「ハレルヤ、 爾の容 判 は 盡く義 し」 と 云 ひて 祌の 行爲を 讚美し つ \ あります。 彼の 施し 給 ふ 恩惠に 

限りはありません。 地震 も 火事 も、 死 其 物もィ H ス キリス 卜に 賴れる 神の愛より 彼に 依 賴む者 を 絶ら 

する こと は 出来ません。 夫れ は 我等が 彼 を 愛する 愛に 因る のではありません、 彼が 我等 を 愛し 給 ふ 愛 

に 因る のであります。 彼 は 昨日 も 今日 も 永遠 生き 給 ふが 故に、 機に 合 ふ 恩 惠を彼 を 信す る 者に 施し 給 

ひて、 彼が 神の 子た るの 實を現 はし 給 ふので あります。 

0 東京と 橫濱と は 失せました、 然し ィ H ス キリスト は 失せません。 我等の 或 者 は 家と 家具と 衣類と 書 

籍と、 其 他 有りと 凡ゆる 物 を 失 ひました、 然し ィ H ス キリスト は 存り給 ひます。 彼 在りて 离物 は存る 

のであります。 彼に 倚 頼む 攀が 眞の窮 りなき 命であります。 故に 私共の： i む 周 園 は 全く 變 りました 

が、 私共 は 彼に 在りて 前と 少しも 變ら ざる 同じ 世界に 樓 むので あります。 我等の 主ィ H ス キリスト は 

震災 以前と 以後と 少しも 變 りません。 私共 は 彼に 在りて 槃 がりて、 同一 の聖 一き 交際 を續け 得る ので あ 

ります。 震 はるべき 者が 震 はれて、 震 はれざる 國が 私共に^る のであります。 


o 斯く唱 へて 私共 は 我と 同胞と に 臨みし 此の 甚大の 苦痛に 對し 冷淡なる のではありません。 私共 は自 

己先づ 磐なる 彼に 鎚り、 而 して 惱 める 人に 對し救 扬の仲 立と 成らん と 欲します。 八， や 共に 泣く ばかり 

が 慰安の 途 でありません。 私共 は 臨みし 災禍の 意義 を 示し、 之を轉 じて 一 i 祉と爲 すべきであります。 

神 は 其 福 昔の 眞现 を證 明し 又 確立 せん 爲に此 災禍 を 降し 給うた ので あると 信じます。 信者 は 之に 由て 

其 薄 信 を 癒され、 不信者 は 其 不信 を 除かれん 爲に 此^ 禍が 降った ので あると 信じます。 自分に 在りて 

も、 他人に 在りても、 永遠に 變ら ざる ィ H スキ リストが、 其 聖き義 しき、 恩 惠に充 ちた る 權能を 揮 ひ 

給 はんが 爲に、 神 は 日 木 阈に此 大打擊 を 加へ 給うた ので あると 信じます。 

震 はれざる 國 

布 伯 来書 十一 ；-; 十八 節 以下に ついて 

.X 布：^ 來書 十一 一章 十八 節 以下 は 今！； の 如き 大震災の 時に 讀 みて 敎 へらる、 所 多き ものであります。 今 

もれに ついて 委しく 說明 する 時が ありません 故、 た 大切な 事に ついて 學 びたいと 思 ひます。 

一 一十 一 節に 「その 見し ところ 極て 怖ろ しかりければ モ ー セも 我れ いたく 恐懼 戰慄 りと n へ り」 と あ 

ります。 これ はシ ナイ 山に てモ ー セが エホバより iff 法を與 へられた 時の 事 を 云 ふので あります。 事 は 

^埃 及 記 一 一十 章に 委しく 記されて ゐ ます。 

かくて 三 口の 朝に 至りて 雷と： 宦光 および 密雲、 山の 上に あり、 义 喇叭の 聲 ありて 甚だ 高 かり、 營 
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Sf 演  七 ニ〇 

にある！ 1!^ みな 震 ふ ：：： ：^、 山の 麓に 立つ にシ ナイ 山す ベて 煙 を 出せり。 N ホバ 穴の 巾に ありて 其 

上に 下り 給へば なり。 その 煙憲の 煙の 如く 立 ちの ぼり 山す ベ て 震 ふ。 

とあります。 律法の 啓示 は 實に此 異常 事 を 伴った のであります。 新 a; 理の 啓示と 異常なる 時變 との 間 

に 離れ 難き 關 係が あると 見ねば なりません。 

預言者 ァ モ スの預 首 は 「ュダ の 王 ウジ ャの 世、 イスラ H ルの王 ョァシ の子ャ ラベ アムの 世、 地震の 

一 一年 前に 彼が 示された る もの」 であります (ァ モ ス書ー の 一 )。 これ は ュダの ウジ ャ 王の 治世に 起つ 

た 有名な 大地震で、 預言者 ザ カリヤ も 亦 この 地震に ついて 云うて 居ります (ザ カリヤ 書ト i: の 五)。 

マ モスに 依りて 新 啓示が イスラ H ルに 臨み、 そして その 二 年後に 大地震が あつたので あります。 これ 

は 實に震 ふ べき もの を 震 ひ、 殘 すべき もの を殘 さんため であ ります。 之に よりて ての 偽りの 預首 者- 

悪しき 祭司 等の 敎は 亡ぼされて、 獨り祌 の眞理 のみが 残された のであります。 

キリストに 依て 啓示せられ た 福音 も： E 樣 であり ます。 こ の 大露现 が 示され て 火^ 變は起 らざ る を 得 

ません。 そして 大事 變と いふの は 現在の 世界の 終末 的 大破 壞で あります。 卽ち gaiE にい ふ 「世の 終末」 

であります。 福音が啓示せられたとー！^ ふ事は、 すでに 世の 終末の あるべき を 示して ゐ るので あります „ 

私 ども は 神の 露理 啓示 の 慣用 法に 訴 へて みて、 此事を 信ぜ ざ る を 得ない ので あり ます。 

此事 について 我等 は 更に 二十 六、 七 節 を 見るべき であります。 之 は 左揭の 改譯紫 書に ある 譯が 正し 

いのであります。 

その 時 其聲地 を-驚へ り。 され ど 今 は 誓 ひて 一一 K ひ 給 ふ 「我れ 尙ー たび 地の みならす： 人 を も 震 はん」 

と。 この 「尙 一 たび」 と は 震 はれぬ 物の^らん ために、 靈 はる k 物、 卽ち 造られた る 物の 取り除 


かる k こと を^ はすな り。 

「震 はる、 物、 卽ち 造られた る 物」 とあります。 被 造 物 は 悉く 震 はる、 もの、 燒き 雀され る もの、 亡 

ぼ さるべき ものであると 云 ふので す。 これ^^ー書の見方でぁります。 天地 萬 物 を 懷久の 物と 見ない、 又 

人類が 進化 完成し て 完全なる 世界が 實 生す ると 見ない ので あり ます。 人生の 無常 を 1: つ 人 は往々 にし 

て 天然 世界の Jgl 常 を 高調し ます。 しかし S\fJ 曰 は その 滅亡 燒盡を 主張し ます。 

しかし 現在の 世界の 壞滅は 新しき 世界の 出現の ためであります。 震 はる、 物の 震 はる k は 「震 はれ 

ぬ 物の^らん ため」 であります。 今の 世界が 亡びて その 次に 完全なる 世界が 生る k と 云 ふので ありま 

す。 謂 ゆる 萬 物の 復興、 新 天 新地の 生起であります。 八：' の 世界 は 恰も 「足代」 の 如き ものであります。 

高き 家 を 建つ るに は 足 if が 要ります。 無知の 野蠻 人が 突然 文明 國に來 て、 それ を 見たならば、 そ • の 足 

代 を (7A そのものと 思 ひ 誤って、 その內に包まれて出來上りっ 、ぁる本當の家に^^がっかぬの でぁりま 

せう。 その やうに 今の 人は此 M 界を 永久の 世界と 思って ゐ ますが、 それ は 足代 を 家と 思 ひ 過 まる 野蠻 

人に 似た 無知であります。 足代が 暫時 的の ものであると 等しく 今の 世界 は 暫時 的の ものであります。 

完全なる 世界が^に 出来つ k あるので あります。 之が 神の 御計畫 であります。 そして 時 來れば 足代 は 

取 除かれざる を 得ません。 受造物 は 悉く 滅ぼし 盡 されざる を 得ません。 これ は 世界的 大地震で ありま 

す。 そして 新 天 新地が 輝く が 如くに 現 はれ 出づ るので あります。 「われ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり。 

iy. の 天と 先の 地 は旣に 過ぎ去り 海 も 亦 ある ことなし」 (默 示錄 二十 一 の 一) と ある 如くであります。 

故に 我等 は 長るべき で、 叉 喜ぶべき であります。 「この 故に 我ら 震 はれざる 両を得 たれば 惠に 感じ 

て (感謝し つ、) 虔み敬 ひ、 神の 御 心に 適 ふ 所 を もて 之に 事 ふべ し。 それ 我等の 祌は燒 き盡す 火な り」 
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(二八、 二 九) とあります。 震 はれざる 國を 確く 保つ ことが 人生の 最大 事であります。 震 るべき 國 

に 望と 生命 を 置いて、 幾度 その 改造、 復興に 努力しても それ は 早 晚滅盡 する ものであります。. 震 はれ 

ざる 國に 凡ての 望と 生命 を 置いて こそ， 震 はるべき 世界の 擾亂、 災禍、 滅亡に 驚く ことなくして、 新 

天 新地に 於け る 永へ の 生命に 與 かり 得る のであります。 (十月 七日 午後の 集りに 於て) 


愛 の 意 義 

〇 「神 は 愛な り」 と は 如何程 深い 眞理 である 乎 は 愛の 何で ある 乎が 解って 解る 事であります。 唯 愛と 

云うた 丈け では 其の 何たる 乎が 解りません。 愛 は 種々 であります。 親子の 愛 もあります、 夫婦の 愛 も 

あります、 同類の 愛 もあります、 動物の 愛 もあります、 其 他物の 愛、 知識の 愛、 藝 術の 愛、 實に 種々 

雜 多であります。 唯 單に祌 は 愛な りと 云うた 丈け では 祌を 如何様に も 解す る ことが 出来ます。 

〇 夫れ 故に 聖書に 神 は 愛な りと 敎 へて ありま すれば、 私共 は 聖書に 依て 神 は 如何なる 者で ある 乎を學 

ばなければ なりません。 私共 自分勝手の 愛の 定義 を 以て、 之 を 神に 當箝 めて 神の 何たる 乎 を 勝手に 定 

めて はなり ません。 そして 聖書 は 明白に 全く 別な 詞を 以て 神の 何たる 乎 を 示して、 「神 は 愛な り」 と 

は 如何 云 ふ 事を敎 ふるので ある 乎、 其 事 を 示して 居ります。  、 

〇 そして 其 最も 著名なる 者 は 小 福 昔と 稱 せられて、 私共が 幾囘 となく 研究 を 重ねし 約 翰 傳三章 十六 節 


であります、 曰く 「それ 祌は其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に 世 を 愛し 給へ り」 と。 此處に 神が 其 愛 を 施 

し 給へ る 其途が 示して あります。 同じ 事 を もっと 明確と 示した のが 約 翰 第一 書 四 章 九、 十 節， であり ま 

す、 曰く 

祌は その 生み 給へ る 獨子を 世に 遣 はし、 我等 をして 彼に 由り て 生命 を 得しむ、 S に 由り て 神の愛 

我等に 顯 はれたり。 我等 神 を 愛する に 非す、 神 我等 を 愛し、 我等の 罪の 爲に其 子 を 遣 はして 宥の 

祭 物と なせり、 是れ卽 ち 愛な り 

とあります。 叉パゥ B が 信者に 眞の 謙遜 を敎 へし 首 葉に 左の 如き 者が あります。 

ひとし 

汝等 キリス トイ H スの心 を 以て 心と すべし。 彼 は 神の 實體 にて 居りし かど も 自ら 其の 神と 匹く あ 

る 所の j5| を棄 難き 事と 思 はす、 反って 已を虚 うし、 僕， の貌を 取りて 人の 如く なれり、 旣に 人の 如 

き形狀 にて 現 はれ、 己を卑 くし、 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり 

と (腓立 比 書 二 章 五— 八 節)。 以上に 併せて ィ H ス が幾囘 となく 繰返して 述べ 給 ひし 左の 御詞に 注意 

すべきであります。 

その 生命 を 得る 者 は 之 を 失 ひ、 我が 爲に 生命 を 失 ふ 者 は 之 を 得べ し (馬 太 傳十章 三 九 節。 同 十六 

章 二 五節。 馬 可 傳八章 三 五節。 路加 傳九章 二 四 節參考 )。 

その 生命 を 惜む者 は 之 を 喪 ひ、 其 生命 を惜 まざる 者 は 之を存 ちて 永生に 至るべし (約 翰傳 十二 章 

二 五節 )o  . 

更ら に又ィ H ス の 左の 御 一 百 葉に 注意す るの 必要が あります。 曰く 

人の子の 來るは 人 を 役 ふ爲に 非す、 反て 人に 役 はれ、 又 多くの 人に 代りて 生命 を與 へ、 その 贖と 
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ならん 爲 なり (馬 太 傳廿章 二八 節 )o 

〇 以上に 依て 神の愛と 云 ひ、 キリストの 愛と 云 ふ 者の 如何なる 者で ある 乎が 解ります。 愛は與 ふる も 

の、 自己に 屬る もの は 勿論の 事、 自己 其 物を與 ふる 者であります。 「其 獨子を 賜へ り」 と 云 ふ は祌は 

御自身よりも 貴き 者 を 賜へ りとの 事であります。 「己 を虚 うし」 と は 欲望 何 一 つと して 之 を 己が 裏に 

coooocc-ocoor-ooooooooo つ 00 こと OOOC 

保留す る 事な くとの 事であります。 神 は 愛な りと は 神 は 永久に 御自身 を 他に 與 ふる 者との 意で ありま 

す。 與 へて、 與 へて、 永 に與へ て^み 給 はすと 云 ふ 者であります。 さう 云 ふ 者で あるが 故に 彼 は 愛 

であると 云 ふので あります 0 

〇 愛 は 自己 を與 ふる 事、 他の 爲に 自己 を棄る 事、 或は 自己 を 去る 事であります。 英語の ：Lcve は ； Leave 

こ，； il 

と M じ 一；， f" であるとの 事であります。 ラブ (愛) する はリ ー ブ (去る) する 事で ある、 そして 自己 を 去 

る 事、 其 事が Live する 事卽ち Life  (生く る 事) であります。 誠に 美 はしき 三幅對 であります。 意味 

の 深い 三幅對 であります。 

〇 是で キリ ストの 御 父なる 眞の祌 は 愛で あるとの 意が 明確す ると 思 ひます。 そして 是が 世の 云 ふ 愛と 

正 反對の 者で ある 事が 解ります。 「愛 はすべ て を 要求す る」 と此 世の 人 は 云 ひます。 一 人の が 一 人 

の 女 を 愛します る 時に、 彼 は 彼女の すべて を 要求し ます。 そして 若し 彼女が 彼の 此 要求に 應じ なけれ 

ば、 彼の 愛 は 忽ち 憎に 化し、 所謂 「可愛 さ 化して 憎さ：. a 倍に 成り」 ます。 人 は 愛されん と 欲して 愛し 

ます。 そして 愛 を 以て 他 を 自分の 有と する 事の 出来た 時に 之 を 愛の 勝利と 稱 します。 然し 神の愛、 卽 

ち の 愛 は 全く 之と 違ゐ ます。 眞の愛 は 永久に 自己 を予 へんと します。 そして 予 ふる を 以て 生命と 認 

めます。 神 は 永久に 斯 かる 生活 を 營み給 ふが 故に、 「祌は 愛な り」 と 云 ふので あります。 


〇 人 は： 兀來 自分勝手の 者、 其 事 を 認めて 合理的の 政治 も あり、 經濟も あると は、 近代の 學 者が 公然 唱 

ふる； 叫であります。 然 る に 其 自分 擦 手が 惡 いと 云 ふなら ば 近 代 思想 は 其 根本から 壞 れて了 ふので あり 

おの 

ます。 t1 し 乍ら 事實 私共 は 告んな 自分勝手に 造られて 居る のではありません 乎。 然るに 之 を 改めて 自 

己 を棄っ る 者と なれと 云 ふの は、 豹に 向つ て 其 斑 を 去れと 云 ふに 等しく あります ま い 乎。 

〇 玆に 於て か 人に 更生 又は 改造の 必要が 起る のであります。 人 は 生れながら にして 自分勝手の 者、 如 

何なる 敎育 も、 周圍の 感化 も此 性質 を變 へて、 神の 如くに 愛する 者、 卽ち 神の 子と 成す こと は sy^ ま 

せん。 然し 乍ら 萬 物 を 造り 給 ひし 者、 暗黑に 命じて 光 あれと 一一 一一 n ひ 給 ひたれば 光 ありし 者、 彼は此 自分 

勝手の 人の子 を 化て 神の 子卽ち 他に 自己 を予 ふる 者と 成す ことが 出来ます。 「彼 を 接て その 名 を 信ぜ 

し 者に は 能.. 力 を 賜 ひて 此を 神の 子と 爲 せり」 とあります (ヨハネ 傳ー 章 十一 一節)。 パゥロ は 曰 ひまし 

た 「人、 キリストに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆な 新ら しく 成る 也」 と (コリ 

ン ト 後書 五 章 十七 節 )o 人が 基督 者に 成る 時に、 本當の 意味に 於ての 改造が 行 はれる のであります。 

厶厶 厶厶厶 厶厶厶 △ 厶厶厶 厶厶厶 △  厶< "厶厶 厶 A<"<1<"AAA<1<:<  <- た ^  )  J  ) - 

自分勝手の 人が 愛の 人と 成る のであります。 人の子が 祌の 子と 成る のであります 單に其 人の 物の 見 

方が 變 るに 止まりません、 其 心の 質が 變る のであります。 リビングストン や、 ナイ チン ゲ ー ルゃ、 ド 

ロシ ー . ヂッ クスの やうな 人が 出る のであります。 卽ち 生れな がらの 人が 瘦 るに 熱心で ある やうに、 

與 ふるに 熱心なる 人が 出る のであります。 私共 は 造化 を 目前に. 目擊 する のであります。 進化 說も 何も 

在った ものではありません。 

〇 然 らば 人 は んで 愛の 人卽ち 神の 子と 成る 事が 出來 ませう 乎。 自分で は出來 ません、 然し 神に 成し 

て 戴く 事が m 來 ます" 「人、 キリスト にある 時 は」 とあります。 彼に 學び、 彼に 傚 はんと 欲する 時に 
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「新たに 造らる」 るので あります。 卽ち其 人に 於て 造化が 新たに 始まる のであります。 私共 は キリス 

トを 接け て、 其 聖名を 信 すれば 神の 子た るの 能力 を 賜 はるとの 事であります。 是は單 に 聖書 を學 び、 

祈禱を 以て 彼に 近より まつる 事の みではありません。 彼に 傚 ひて 愛の 練習 を爲す 事であります。 愛の 

おこな ひ  し ir ち 

行 を爲 して 愛の 人と 成して 戴く の 下地 を 作る 事であります。 左 すれば 神は此 努力に 應 じて、 聖靈を 

注 いで 私共 を 其の 御子と 成して 下さる ので あり ます。 

〇 肉の 人 は 思 ひます、 若し 愛と はそんな 者で あるたら ば、 愛の 人卽ち 神の 子の 生涯 は 何ん と不滿 い、 

困し い 生涯で はない 乎と。 然し 乍ら すべて 愛の 生涯 を. 送つ た 者 は 言 ふので あります、 「是れ のみが 送 

るの 價値 ある 生涯で ある。 己に 求む るの 生涯 は 意味の 無い 生涯で ある、 又 目的 を 達し 得ざる 生涯で あ 

る。 すべて を與 へんと 欲しての みすべ てが 與 へられ、 叉 自己 を棄 て、 のみ 自己 を發 見す るので あるし 

自己 修養と 云 ひ、 自己 滿 足と 云 ひ、 何れも 達し 得られざる 慾 望で ある。 最も 幸なる 途は 十字架の 途で 

ある。 その 生命 を 得る 者 は 之 を 失 ひ、 キリストと 其 愛の 福音の 爲に之 を 失 ふ 者 は 得べ しと は 深い 明白 

なる 眞理 である」 と 云 ひます。 

〇 願く は 祌樣、 私共 を 愛する 人と 成して 下さい。 他の もの を盡く 戴いても 愛する 心が なくして 私共 は 

まだ 貴 神の 子ではありません。 「汝 等視 よ、 我等 稱 へられて 神の 子た る 事 を 得、 是れ 父の 我等に 賜 ふ 

何等の 愛ぞ」 と ある 其 愛 を 私共に 與 へて 下さい (ョ ハネ 第一 書 三 章 一節)。 


基督 匿 者の 禮装 


〇 近代 人、 殊に 靑年 は、 禮 儀と 云へば 虚禮 であると 思 ひ、 禮儀を 省みざる 事が 誠實 であり 眞摯 である 

と 思 ふ。 禮 儀と 稱 せらる i 者の 內に 虛禮の ある 事 は 余 顰と雖 も 疑 はない。 然し 乍ら 禮儀 はすべ て虚禮 

であって、 無禮が 却て 誠實 であると 思 ふは大 なる 間違で ある。 眞の禮 儀 は 人に 對 する 尊敬で ある。 人 

はすべ て 神の 像に 象られて 造られた る 者、 其 資格に 於て すべての 人が 吾人の 尊敬 を 値する。 殊に 吾人 

の 長者に 對 して、 彼等が 或る 意味に 於て 神 を 代表して 吾人に 對 する 者で あるが 故に、 吾人 は 神に 對す 

る 尊敬 を 以て 彼等に 對 しなければ ならない。 そして 實 際の 所、 禮 儀の 無い 所に 誠實 はない。 適 當の禮 

據を缺 いて、 師弟の 關係 なり、 友人の 關係 なり、 其 ほか 人と 人との すべての 正しき 關 係が 永久に 持 縫 

せられた 例 はない。 縱例 夫婦の 關 係と 雖も禮 なくして 之 を 正當に 維持す る 事 は 出来ない。 禮儀は 耐久 

OOOOOQOOOO-0 

的關 係の 必要 條件 である。  . 

〇 言 ふまで もな く 我等の 主ィ H ス キリ スト は禮 儀の 人であった。 「彼 は 神の 實體 にて ありし かど も自 

ひ，； し  しちべ ノリ 

ら 其の 祌と 匹く 在る 所の 事を棄 がた き 事と 田 心 はす、 反て 己を虛 うし、 僕の 貌を 取りて 人の 如く なれり 

云々」 と ある (ピリ ピ書ニ 章 六 節 )o 謙 遇は禮 儀の 精神で ある。 眞の 謙遞の 在る 所に 禮俵は 在らざる 

を 得ない。 イエス は 父母に 對 して 孝で ありし は 勿論、 年長者の バプ テス マの ヨハネに 對 して、 少者が 
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長者に 對す るの 禮を缺 かなかった。 「我 は 雨より パブ テス マを受 くべき 者な り」 との ョ ハ ネの辭 退の 

言に 對 して 彼 は 曰 ひ 給うた、 「暫く 許せ、 如此 凡ての 義き事 は 我等 盡す べきな り」 と。 ィ H スは己 を 

殺さん と 欲する 祭司の 長の 前に 立ちても、 彼 を 敬 ひ、 默 して 彼の 命に 從ひ 給うた。 人類の 王た る 彼 は- 

す ベての 人 を 神の 子と して 极ひ 給うた。  己の 弟子の 足 を 洗 ひて 恥と し 給 は ざり し 彼 は 禮儀を 其 根本に 

於て 行 ひ 給 ふ 者であった。 

〇ィ H スの心 を 最も 克く 解せ し 所の パゥロ も 亦 禮儀を 重す る 人であった。 「禮儀 を 以て 相讓 り」 と は 

彼の 敎訓 であった („- マ 書 十二 章 十 節)。 彼 は 神より 委ねられし 使徒た る 職權を 維持して 讓ら なかつ 

たが、 彼れ 自身と して は 常に 凡ての 人の 下に 出で、 其 權利を 侵さす、 其 感情 を 害 はざる やうに 努めた- 

ビ レモン 書に 現れし 彼の 如き、 實に 今日の 言 を 以て 曰へば 「完全なる 糾士」 であった。 彼 も 亦 彼の 主 

ィ ェ ス と！ 1： じく 祭司の 長の 前に 立た せられた。 使徒 行傳ー 一十三 章 一 節 以下の 記事 は此 場合に 於け る 彼 

の 擧動を 記せる ものである。 

バウ n 議會に 目 を 注ぎ、 彼等 を 見て 曰 ひける は、 人々：： ん 弟よ、 我れ 今日に 至る まで 凡ての こと 良 

か. ら 

心に 由り て 神に 事へ たりと。 祭司の 長 アナ 一一 ァ 側に 立てる 者に 命じて 彼の 口 を 撃た しむ。 是に於 

て バウ n 彼に 曰 ひける は、 C  く 塗りた る 壁よ、 祌は汝 を 撃ち 給 はん、 汝が 坐せ る は 律法に 循 ひて 

我 を 審ん爲 なる に、 律法に 違 ひ 命じて 我 を 撃た しむる 乎。 側に 立てる 者 ども n ひける は、 汝、 祌 

の 祭司の 長 を詬る や。 パゥロ 曰 ひける は、 兄弟よ 我れ その 祭司の 長なる を 知ら ざり き、 知らば 然 

-  つかさ そし  しる 

か 首 は ざり し 3、 そ は汝の 民の 有司 を 誹る 勿れと 錄 されたり。 

バウ E1 は 知らす して 祭司の 長 を 詰責した。 そして 其 過失 を 示さる、 や、 直に 改めて 己が 無禮を 謝した- 


バウ a は ； 跟ー晋 の 使者た るの 權威を 笠に 被て、 ユダヤ 敎會 の^ 長 を 誹る が 如き 非 を 行はなかった。 

〇 パゥ 口の みならす、 凡ての 使徒 等の 敎も 同じであった。 彼 得 前書 二 章 十七 節が 此 事に 關す るべ テ 口 

の敎 であった、 曰く 「衆の 人 を 敬 ひ、 兄弟 を 愛し、 神 を 長れ、 王 を 尊ぶべし」 と。 禮と云 ふ 文字 は 使 

うてない が、 然し 禮を敎 ゆる 深い 言で ある。 「衆の 人 を 敬 ふべ し」。 そして 心の 在る 所に は 行 之に 伴 

ふ。 禮 儀は虚 儀で はない。 敬虔の 表現で ある。 

〇 神の 敎は 如此 あるに 係 はらす、 所謂 基督 敎會 は禮 儀の 行 はる、 所. でない。 私の 知る 範 ra に 於て、 所 

謂 基督 敎會 は社會 主義者の 社會と 同様、 或る 場合に は 之に 劣りた る、 禮 儀の 行 はれざる 社會 である。 

殊に 新敎 卽ちプ tl テス タン ト敎會 に 於て 然り である。 新 敎は其 創始より 禮儀 を輕ん じた。 パ ゥ a の 再 

生と 思 はれし ル ー テル は、 禮 儀の 一 事に 於て はパゥ 口 の 正反對 であった。 彼 は 舊敎の 首長 を 誹る を以 

て高德 であるかの 如く 思うた。 「汚れた る 豚」 と は 彼が 羅馬 法王 を 呼ぶ 普通の 名であった = そして 無 

そ し 

禮に始 つた 新 敎會は 今も猶 ほ無禮 である。 ル ー テル 敎會は カルビ ン敎 會を詬 り、 カルビ ン敎 會はル ー 

テル 敎會其 他す ベての 敎會を 謝る。 監督、 メソヂ スト、 バ プチ スト 等、 其點に 於て は 少しも 異 はない。 

彼等 は他敎 會を詬 るの みならす、 自敎 會內の 相互 を；.^ る。 彼等 は 相互 を 呼んで 「彼奴」 と 一 K ひ * 「あ 

の 野郎」 と稱 して 悼らない。 殊に 敎師 相互の 間の 禮儀 缺乏は 殆ど 言語 道斷 である。 そして 尊敬と 禮谈 

の 缺乏せ る 基督 敎會 內に 愛な く： 111- 用た ムきは 勿論で ある。 故に 我等 若し 眞 の 基督 者た らんと 欲すれば 敎 

會の 外に 出る より 他に 途 がない。 
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苦痛 か 罪 か 

1 月 六日 「年頭の 辭」 と 題して 述べし 所の ものである" 

〇 我等が 少しく 注意して 聖書 を讀む 時に、 一 つ 不思議に 思 はる \ 事が ある。 それ は 福音 を 信す るの：^ 5 

000000OO000  O  0000C  0000  O0C00O00 

果 として 苦痛 は 少しも 滅 する ことなく、 反て 大に增 すとの 事で ある。 唯一 同、 聖書 最後の 書なる 默示 

錄に 於て、 其 末尾より 第二の 章に 於て、 r 祌、 彼等の 目の 涕を 悉く 拭 ひとり、 復た死 あらす. S み哭き 

痛み 有る ことなし」 と 記ン」 あるが、 それ は此 世が 終った 後の 信者の 狀 態に 就いて 示した 事であって、 

現在の 信仰生活. に 就て 述べた 事で ない。 「汝等 世に 在りて は 患難 あり、 然れど 雄々 しかれ、 我す でに 

世に 勝てり」 とはィ H スが世 を 逝る に 臨みて 其 弟子 等に 語り 給 ひし 所で ある (ョ ハ ネ傳 十六 章 三 三 節 )o 

其 他 新約聖書 全體に 響き渡る 調子 は、 忠難、 苦痛、 迫害、 窮乏、 其 他 有りと 有らゆる 此 世の 不幸で あ 

る。 世に 宗敎 多し と雖 も、 基督 敎の 如くに * 明ら さまに、 其 信者に 忠難を 約束した 宗敎は 他に はない。 

〇 それ は 如何い ふ 理由で ある 乎、 其說明 は^として、 私 は兹に 新年の 劈頭に 立って、 多くの 所謂 求道 

者に 對ひ警 吿を發 せざるを得ない、 卽ち 若し 彼等が キリストの 福 昔に 於て、 慰安、 平安、 平和、 卽ち 

人生の すべ ての 煩累より 免 かる &の 途を發 見せん と 欲するならば、 彼等 は 全然 失望す るとの 事で ある。 


基督 信者に 成る と は、 實際、 自 から 進んで 患難 を 求む る 事であって、 此覺 悟な くして、 我等の 罪の 爲 

に 十字架に 釘 けられ 給 ひし ィ H ス の 御 弟子と 成る 事の 出來 ない 事 は 何人が 見ても 明かで ある。 「若し 

我に 從 はんと 欲 ふ 者 は 己 を棄、 その 十字架 を 負 ひて 我に 從へ」 と は、 ィ H スが其 弟子た らんと 欲する 

者より 要求し 給 ふ 第一 の條 件で ある。 此條件 を 無視して 基督 敎も 聖書 研究 もない ので ある。 諸君 は此 

聲を 聞い て此 きに 加 はりし 乎、 若し 然ら ざれば 大 なる 失望 は 諸君 を まのあたりに 待つ ので ある。 

〇 基督 敎の 目的 は 苦痛 を 除く に 非す、 罪 を 除く にある。 ィ H スは 世の 罪 を 負 ふ 祌の羔 であった。 バウ 

口が 羅馬書 三章廿 五節に 於て 「神 は その 血に よりて ィ H スを 立て 信す る 者の 挽 囘の祭 物と し洽 へり、 

す ぎこし かに  ； * る やか  あ， ゥ 

そ は祌、 忍びて 已往の 罪 を寬容 にし 給 ひし ことに 就て、 今 其 義を彰 はさん 爲め、 卽ちィ H スを 信す る 

者を義 とし、 尙ほ自 から 義 たらん 爲 なり」 と 言へ る は 基督 敎の 眞髓 である。 罪で ある、 然り 罪で ある、 

罪 を 除かん 爲の 基螯敎 である。 其點に 於て 基督 敎は 佛敎 又は 其 他の 宗敎と 全く 異ふ。 佛敎は 多くの 點 

に 於 4 美 はしい、 叉 論理的に 見て 深い 宗敎 である こと は 疑 はない が、 然し 乍ら 設じ 詰める 所、 klJII:^ 

は 人生の 苦痛 を 除く にある。 苦痛 を 忘る、 なり、 苦痛 を脫 するな り、 苦痛に 就て 無感覺 になるな り、 

其 途は多 かるべき も >  其 目的の 人生の 苦 海より 脫 出す るに 在る は、 少しく 此敎を 研究した 者の 氣の附 

く 所で あると 思 ふ。 然れ ども 基督 敎の 目的 は 佛敎の それと は 全く 異ふ〕 基督教に 在りて は 苦痛 は 除か 

る&も 可し、 除かれざる も 可し、 唯 罪 を 除かれて 神と 和らがん 事 を 求 ふ。 「ぁ& 神よ、 鹿の 溪水を 慕 

ひ 喘ぐ が 如く、 我が 靈魂も 亦 雨 を 慕 ひ 喘ぐな り」 と は 眞侗の 基督 者の 叫びの 聲 である。 神と 和がん が 

爲に 苦しむ が 必要ならば 苦しむ も 可な り。 唯 罪より 潔め られて 神の 子と 成らん と 欲す。 是れが 基督 者 

の 唯 一 の 祈 求で ある。 此 事を辨 へす して、 基督 敎も佛 敎も歸 する 所 は 一 なりと 云 ひ、 ィ ェ スと釋 翻と 
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の刖は 大小の 塞に 過す と 云 ふ は、 一 一 者の 根本 を 究めざる 者の 言 ふ 事で ある。 斯く言 ひて 私 は佛敎 をけ 

なすので はない。 私 は 釋迦牟 尼 を 尊敬す る點に 於て は、 何人の 後に も 落ちない と 思 ふ。 釋迦が 罪を處 

分す る 事の 出来たかった の は、 彼の 偉ら さが 足りなかった 故で ない、 彼が 人であった 故で ある。 罪 は 

神に 對 する 叛逆で ある。 そして 神 御自身の みが 其 子等の 叛逆 を 癒す ことが 出来る。 ィ H スが罪 を 除き 

0 つ 00OOOO  0  0000000  C00O  0  00OOC0000000OO  OO0O00CO 

給うた と 一一 a ふこと、 卽ち 我等の 叛逆 を 癒して 我等 を 神に 作れ 還り 給 ふと 言 ふこ， V、 其 事が イエ スは人 

に 非す、 神で ある 最も 善き 證據 である。 世に 宗敎ク ぶ 多し、 折；： 學者 多し と雖 も、 彼等 は 罪 を 除く こと は 

出來 ない。 我等の 主ィ H ス キリス ト のみ 此事 を爲し 得る ので ある。 

〇 そして 佛敎に 限らない、 基督 敎も 亦墮 落す る 時 苦痛 を 除く ための 宗敎と 成る。 そして 近代の 基督 敎、 

殊 に 米國人 の 基督 敎は此 まで 墮 落した の で あ る。 彼等 は 基督 敎 の 目的 も 亦 苦痛 を 除く にある と唱 ふ。 

故に 慈善事業、 社會 事業に は 非常に 熱心で ある。 彼等 は晴 罪の 敎義の 如き はパゥ B の ユダヤ 思想より 

出た 者であって、 チ 日の 人類に は 何の 必要 もない 者で あると 云 ひて 悼らない。 然し 慈善事業 は 人類の 

最も 深い 憐惱を 癒さない。 人に は 衣食 足りて 尙ほ充 たす ことの 出来ない 大 なる 空虚が ある。 之 を充た 

されす して 大 世界 を 我が 有と する も、 我 は 貧しき 憐 むべき 者で ある。 祌の 子の 十字架の 上に 流せる 血 

が此 深い 傷 を 癒し、 之 を 以て 表 はれし 愛が 此空 虛を充 たす ので ある。 我等 も 亦 慈善 を 重ん する が、 慈 

善事 業 を 以て 基督 敎に 代らし めんと しない。 

〇 內村 聖書 研究 會は此 信仰の 上に 立ちて 行 はる 、者で ある。 是は 煩悶 者の 慰安 會 ではない。 斯 かる 慰 

安 を 求む る 者 は 他に 行くべき 所が ある。 私は此 所に 聖書 を說 いて 諸君に 慰安 を與 へんと しない。 諸^ 

を キリ ストに 導いて 彼に 由り て 諸君の 罪の 除かれん こと を 欲する。 諸君が 此會に 列す るの 結果と して、 


諸君の 苦痛が 減ぜす して、 反って 增す こと ある も、 それ は 私の 責任で ない。 若し 神が 諸君 各自の 罪 を 

潔 めんが 爲に、 苦痛の 上に 1S{ に 苦痛 を 加へ 給 ふなら ば、 是れ祌 が 善しと 見た まふ 所で あると 信じて 之 

に服從 する まで ある。 私 は 年の 始に 於て 此言を 繰返して 更 めて 諸^の 決心 を 促す。 ^國 愛國者 マツ 

チ ー 一一 ー が 其 兵士に 告げて 曰うた 一一 百が、 私が 今日 諸君に 吿 げんと 欲する 言で あろ。 曰く 

諸君、 若し 名譽と 安樂と を 欲するならば、 余の 後に 從ふ 勿れ。 屈辱、 ^乏、 裸裎、 其 他 有りと 有 

ら ゆる 困難に 堪 へんと 欲する 者の み 余と 偕に 來れ。 


淸 潔の 道 


テサ。 ケ 前書 四 章 一 —八 節。 へ ブライ 書 十三 章 ra 節。 

〇 。ハウ & を 初めと して、 其 他の 使徒 等の 服 中に 重大視 せられた 一問 題が あった。 それ は 何れの 世に も 

ある 問題であった。 卽ち 人の 身の 聖 潔に 關 はる 問題であった。 バウ ロはコ リン ト 前書 六 章 第 十八 節に 

於て 曰うた、 r 汝等淫 を 避けよ、 人の すべて 行 ふ 罪 は 身の 外に あり、 然れど 淫を行 ふ 者 は 己が 身 を 犯 

すなり」 と。 キリス トの 福音が 人の 罪 を 救 ふの 結果と して、 第 一 に 現 はる、 は 身の 淸潔 である。 神と 

不潔と は兩 立す る ことが 出来ない。 「人 潔から ざれば 神 を 見る こと 能 はす」 と 云 ふ は 殊に 此事を 云 ふ 

ので あると 思 ふ。 そして 神の 幅 昔の みが 眞に身 を 潔む るの 能力 を 有す。 g; 敎も |i 敎も 神道 も、 此 世の 
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哲學は 勿論の こと、 淫行 を 征服す るの 能力 を 有たない。 玄妙な りと 稱 せらる &佛敎 の 所謂 極意 を 聞か 

せられて 我等 は 時に 驚かざる を 得ない。 印度： jlj に 西藏に 於け る怫 敎の變 態に 我等の 豫想だ もす る 能 は 

ざる 所の ものが ある。 基督 敎 はいくら 墮 落しても 其處 まで は墮 落しない。 人の 情 性 を 其 根抵に 於て 淸 

„  ' 1 , ) r  、_^  -i  <"厶<3<3<3<3<1厶厶，1<1<:<厶<1ム<1厶<5厶厶<3<<<"<<" 

もる は 全能の 神の み 爲し能 ふ 事で ある。 人 は 其す ベての 智慧と 能力と を 傾倒して 本當の 意味に 於ての 

△  厶 A 厶厶 △ 厶 △< 厶厶厶 △<! 

淸き 男と 淸き 女と を 作る 事が 出来ない。 

〇 使徒 等 は 克く此 事 を 知った。 福音 宣傳は 其 一 面に 於て は 淫行 征服であった。 當 時の 希 臘と羅 馬と は 

今日の 日本の 如くに、 文明に 於て は 進んで 居た が、 男女 道德に 於て は 非常に 低く 又 紊れて 居った。 如 

何に して 潔き 家庭と 社 會とを 作らん 乎、 是れ當 時の 識者の 最大 問題であって、 之 を 解決す るの 途は何 

處 にも 見當ら なかった。 然るに 使徒 等 は 大膽に 其途を 提供した ので ある。 彼等が 傳 へし ィ H ス キリス 

トの 福音が 此事を 爲し能 ふと 唱 へたので ある。 そして 彼等 は 誤らなかった ので ある。 彼等に 由て 傳へ 

られし 福音に 由て、 人類 は 初めて 聖きホ ー ムを 見た ので ある。 イエスの 在し 給 ふ 所に 於ての み、 不淨 

不潔 は絕對 的に 不可能で ある。 人 は 如何に 奮闘 努力しても、 自分で 自分の 身 を 潔くす る こと は 出来な 

い。 或 ひ は 思想 を變 へる こと は出來 やう、 或 ひ は 聖潔を 裝ふ事 は出來 やう。 然れ ども 潔く 成る 事、 婦 

を 見て 色情 を發 せざる 事、 發 せし 場合に は 自己に 恥ぢ 自己 を 責め、 自己の 潔 からん 事 を 切に 願 ふの 心、 

此はィ H スと 偕に 在りての み爲し 得る 所であって、 其 意味に 於て ィ H スの 感化 力 は 特別で ある。 如何 

なる 思想家 も、 宗敎家 も、 道德家 も、 イエ スに 有る 此 能力 を 有たない。 イエ スと 偕に 在りて 淫行 は不 
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可能で ある。， 

〇 此事を 心に 置いて、 テサ n  -ーケ 前書 四 章の 意味 を 解す る 事 が 出来る。 バウ £1 は此 所に 信者の 實際生 


活に關 する 重大問題に 就て 言 はんと 欲して 居る。 然し 問題 は 甚だ 語りに くき 問題で ある。 彼 は 之に 就 

て 語りたくない。 然れ ども 語らざる を 得ない。 是れ 彼の 言葉の 甚だ 廻りく どい 理由で ある。 「兄弟よ、 

終りに 我等 主ィ H スに 頼りて 汝 等に 求め (願 ひ) 且つ 勸む 云々」 と。 パ ゥ a は此. デリ ケ，" トの 問題に 

つき、 自分 一個人の 使徒た るの 權威を 以て 信者に 臨まない。 「主ィ H ス によりて 汝 等に 願 ひ 求む」 と 

云 ふ U 「又 益々 之に 進むべし」 と 云 ひて、 彼等が 旣に此 事に 關し大 に 努力し つ、 ある を 認め、 此 上と 

も 更らに 彼等の 勇 行 を 促して 居る。 そして 長き 前お きの 後に 「神の 3 曰は是 なり、 卽ち汝 等の 潔 からん 

事な り」 と 云 ひて 問題 を 切 出して 居る。 そして 「潔 からん 事」 と は 一 面に 於て は赛淫 せざる 事 又は 淫 

行 を愼む 事で あり、 他面に 於て は、 「各人 己が 妻 (器) を 得て 之 を 潔く 貴く」 する 事で あると 說 いて 

居る。 神 は 人 を 男女に 造り 給うた、 故に 一 人の 男が 一 人の 女を迎 へて 夫婦と なりて 一 生 を 送る は、 神 

の 聖旨に 合 ひたる 規定の 生涯で ある。 然れ ども 是れ 以外の 兩 性の 關係は すべて ボ ー ルナ ィャ (遂淫 ) 

である、 ァカサ ルシャ (不潔) である。 此罪を 犯して 人 は 其 身 を 犯し 靈魂を 汚す ので ある。 祌の 定め 

給 ひし 兩 性の 關 係に 於て 潔から すして 人 は祌を 見る こと は 出来ない。 神が アダムと H バ を 造り 給 ひて 

之 を 置き 給 ひし エデンの 園 は 美しく あつたが、 彼 はまた 「ケ ルビ ムと自 から 旋轉る 焰の劍 を 置きて お 

命の 樹の途 を 守り 給 ふ」 と ある (創世記 三 章 二 四 節 )0 男女の 關係は 美しき 極で あるが、 是は嚴 格な 

る 祌の誡 命の 內に 於ての み 行 はれ、 又 美しく あるので ある。 愛 は 神 S ちで あると 云 ふ は、 神の 神聖 I- る 

0O00OOOO000OO0O00OO 

律法の- に 行 はるべき 者で あるから である。 

〇 更らに 曰 ふ、 「神 を 知らざる 異邦人の 如く 情慾 を 放縦に せす、 又此 事に 就て 兄弟 を 欺き 且 害せ ざら 

ら と  <1 △ 厶 A  <i 

ん事を 要め 給 ふ」 と。 不潔の 罪に 二つ ある、 苟 合と 姦淫と である。 苟合は 関門 以外の 男女の 關係 であ 
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る、 姦淫 は 関門 を 破る 罪で ある。 神が 最も 嫌 ひ 給 ふ 罪 は 後者 卽ち 姦淫の 罪で ある。 「汝 姦淫す る 勿れ」 

いましめ  <!厶<3厶 

とは此 罪に 對 する 誡 である。 隣人の 閨門を 犯す 罪、 是れ 殺人に 等しき 罪で ある。 而 かも 不信の * は 之 

を 左程に 重い罪と 見做さな いので ある。 他人の 妻 を 奪 ひ、 叉 は 夫 を 誘 ふの 罪 は 不信の 世に 於て * 々行 

はる.^ 罪で ある。 昔の 希 隙、 羅 馬に 於て、 今日の 歐洲、 日本に 於て、 最も 多く 刺戟 を 發す戀 愛小說 は 

此の 罪を畫 いた 者で ある。 そして パ ゥ n は此 恐る ベ き而 かも 不信者の 社き に 於て は 稀なら ざる 罪に 就 

て 曰うた ので ある、 「神 は此 事に 就て 兄弟 を 欺き 丑 害せ ざらん 事 を 要め 給 ふ」 と。 兄弟と は此 場合に 

於て は 隣人の ことで あらう。 バウ 口 は玆 にテサ 口 一一  ケに 於け る 信者が 相互の 間に 斯 かる 罪 を 行 ふて 居 

ると 曰うた ので はない。 此は祌 の 要め 給 ふ 所で あれば、 汝等 之に 注意せ よと 曰うた ので あると 思 ふ。 

然れ ども その 恐るべき 罪で あるが 故に、 そして 叉 罪の 此 世に 於て は 其 恐ろし さが 認められ ざるが 故に、 

信者の 注意 を 喚起す るの 必要 を 認めて、 彼 は 殊更に 玆に此 事 を 書 贈った ので あると 思 ふ。 

〇 此事は 何故に 惡ぃ 乎、 パゥロ は其說 明を與 へんと しない。 戀愛は 自由であって、 其 要求 を充 たす が 

自己 を 完成う する の途 である。 我が 愛する 者が 我が 有で ある、 我 は 人が 作りし 制度 習慣に 從ひ 愛の 自 

然の 要求 を 拒むべき でない と 曰 ひて 理由 を 成さない ではない。 汝盜む 勿れ、 汝 殺す 勿れとの 誡を 倫理 

學 的に 證 明す る は隨分 困難で ある。 何故に 他人の 妻 叉 は 夫 を 奪って ならない 乎、 是れ亦 哲學的 こ證明 

する に 至って 困い 問題で ある。 然れ ども パゥロ は 之に 對 して 曰うた 「凡て 此 等の 事 を 行 ふ 者 は 主 報い 

給 ふ」 と。 ヒ ブライ 書の 記者 も 亦 曰うた 「神 は苟合 また 奸淫 する 者 を.；^ 判き 給 ふ」 と。 バウ C1 は 又つ 

づ いて 曰うた 「(此 敎を) 慢る者 は 人を慢 るに 非す、 聖 靈を汝 等に 賜 ひし 神 を るな り - と。 I き： & 

倫理 學 的に 考 へて 正 か 不正 かの 問題で はない、 神が 之 を 善しと 見た まふ か 否やの それで ある。 そして 


神に {番 ^かる、 時に 人 は 如何と もす る 事が 出來 ない。 祌は 事實を 以て * 判き 給 ふ。 善き 樹は 善き 果を 

^び、 惡 しき 樹は惡 しき を 結ぶ。 神の 證明は 法律 (糸の 辯 論と は 異なり、 現世； a に來 世に 於て 現 はる 

る 各人 行 爲の結 5i- である。 

〇 基.？ _2 者 は 何に 依て 事の 善 惡を定 むる 乎。 道 德の檫 準に 依て はない、 又必しも^^書の文字に順って 

ではない、 彼の 基督 的 感覺に 依て ある。 我主ィ H スは此 事 を 如何に 見た まふ 乎、 彼 は 之 を 好み 給 ふ 

乎 嫌 ひ 給 ふ 乎、 それに 由て 定む るので ある。 「視 よ 僕 その 主に n を： ぎ、 婢 その 主婦に 目 を 注ぐ が 如 

く、 我等 は我祌 H ホバに 目 を 注ぐ」 と あるが 如くに、 共 L 督者は 其 主ィヱ ス キリストに 目 を 注ぎ、 彼が 

我が 行爲を 是認し 給 ふ 乎、 叉 は 否認し 給 ふ 乎と、 其 事に のみ 注 n: する ので ある (詩 百 二十 三篇ニ 節)。 

一一 イチ ェ竝に 近代 人 は 之 を 呼んで 「奴隸 道德」 と 云 ふで あらう。 誠に 其 形 は奴隸 的で ある。 然し 實質 

OO0OOOOOOOOOOOOOOOOO 

は iH 由で ある。 自由の 主 を 仰ぎ見て 自由に せらる k ので ある、 卽 ち情愁 の覊胖 より 脫す るので ある。 

バウ 口が コ リント 後書 三 章 十七 節に 於て 「主 (キリスト) の靈 ある 所に は 自由 あり」 と 云うた のは此 

:9^;でぁる。 基督 敎道德 は 其 感化 力 は 深遠で あるが、 其方 法 は 最も 簡眾 である。 主ィ H スを 仰ぎ見る こ 

とで ある。 然 らば 萬 事足りる ので ある。 從 順の 子が 其 母の 額に すべて を讀 むが 如くに 基督 者 は 主 キリ 

ストの 聖顏 にす ベて を 知る ので ある。 彼が ほ& 笑み 給 ふ 事が 善事、 額 を， 顰め 給 ふ 事が 惡事 である。 そ 

O0O0OOOOOO00O0O00O00 

して 是が實 は 世界 を 支配す る 最大 道德 である。 

〇 基督 敎道 德を稱 して 禁慾 道 德と云 ふ 者が ある。 然しれ.！ れ某 督敎を 知らざる 者の 首 ふ 事で ある。 「汝 

等 婚姻の 事 を 貴むべし、 又 閨門を 汚す 勿れ」 と 云 ふ、 是れ 決して 世の 所謂 禁慾 主義で はない。 港 敎 

におり て は 「娶る こと を禁」 する は 異端で ある (テ モテ 前書 四 章 三 節 を 見よ〕。 「婚姻の 事 を 貴む ベ 
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し …… 然れど 祌は苟 合 または 姦淫 を寐 判き 給 ふ」 と敎 へる ので ある。 然 らば 如何にして 此 調和 を 計る 

000000O0O00O0000000 

ことが 3^ 來る 乎と 云 ふに、 それ はィヱ スを 仰ぎ見る ことに 由て である。 男女 關 係の 如き デリ ケ， '卜の 

問題に 於て、 一定の 規則 を 設けて 之 を 解決す る こと は 出来ない。 此 からが 淸潔、 此 からが 不潔と 稱し 

て 劃然たる 境界線 を 引く こと は出來 ない。 唯 聖者の 臨在 を 乞 ふて、 正 不正 を 示して 戴く まで ある。 

そして 主ィ H スを 家庭に 迎 へ て 其す ベ てが 潔く せらる .、 ので ある。 彼 を 主として 仰いで 禁慾 放 縱の兩 

極端に まるの 虞がない ので ある。 ピ ュ ー リ タンの 家庭が 全體 に嚴肅 であって 幸福なる は是 れが爲 であ 

る。 ピュ ー リタ ン神學 の 泰斗 ジョナ サン. H ドヮ ー ドの 子孫が 米 園の 社會の 諸方 面に 於て、 其數 何百 

人と 云 ふが、 何れも 重要なる 地位 を 占めて 居る と 云 ふ 一事 を 以てしても、 最も 善き 意味に 於ての 子孫 

繁榮 が、 厳格なる 幅 昔の 信仰に 伴 ふ 事 を 知る 事が 出来る ので ある。  つ 

〇 今や 不法の 靈が 全世界に 充 ちて 我等の 家庭の 根抵 までが 覆へ されん として 居る" 此 時に 當 りて、 自 

己 を 守り、 子孫 を 守り、 延いては 國 〔\么 を 守る の 必要 を 切に 感ぜざる を 得ない。 そして 所謂 新道 德に對 

し、 我等 は 更に 新道 德を發 見す るの 必要 はない。 舊ぃ 福音の 道が 亦 今日に 處 する 爲の 唯一 の途 である。 

キリストの 福音 は 人類の 墮落を 救 ふに 方って、 幾囘か 試め された る 良薬 叉 は 武器で ある。 我等 は 主の 

名に 由り て、 今日の 暗黑 にも 勝つ ことが 出来る。 「神の 聖旨 は是 なり、 卽ち汝 等の 潔 からん 事な り」。 

聖 3 曰の 在る 所に 能力が 在る。 我等 は 信仰に 由り て 其 能力 を 受けて、 潔くなる べきで ある， 叉 潔くなる 

事が 出来る。 (一月 十三 m) 


眞 理と 自由 

汝等眞 理を識 らん、 眞 理は汝 等に 自由 を 得さすべし (ョ ハネ傳 八 章 三 二 節)。 

二と i  こと ことさら 

〇 ィ H スが發 し 給 ひし 一一 一一 II は 悉く 意味の 深い 首で あるが、 ョ ハネ傳 八 章の 此 言の 如き は 殊更に 深い 意味 

の 一一 目で ある。 眞理、 識る、 自由、 何れも 意味深長の 語で ある。 そして 之を此 一 節の 如くに 紫ぎ 合せて 

其 意味 は 一服 深遠に 成る ので ある。 

〇 之 を 普通の 知識に 適用して、 その 眞理 なる 事 は 明瞭で ある。 數學の 問題 を 解決 せんとす るに 方て、 

眞理に 合 ひたる 解答 を 得て、 學生は 其 事に 關し、 絕對的 自由の 上に 立つ ので ある。 其 時 敎師も 敎科書 

も、 然り 宇宙 何物 も 彼の 此 自由 を 靡 ふこと は 出来ない。 誠に 「汝 等眞 理を識 らん、 而 して 眞 理は汝 等 

に 自由 を 得さすべし」 である。 私の 學生 時代の 經驗に 於て、 曾て 有名なる ガノ， 'の 物现學 書の 中に、 

或る 代數學 上の 公式に 關し 文字の 誤植の あった 事が ある (滅多に無い 事で ある) そして 私 等を敎 へし 

外 國敎師 某は此 事に 氣が附 かす * 或る 優等生が 敎科書 其 儘 を 暗記せ し 時に、 敎師は 之 を 賞して 彼に 滿 

點を與 へた。 然るに 一 人の 學生は 之に 對し 異^ を 申立た。 そして 彼 は 常に 此敎師 に 嫌 はれた る學 生で 

ありし が 故に、 敎師 は此學 生の 不法 を 責めた。 然し 學生は 少しも 驚かなかった。 彼 は 敎科書 其 物に 誤 

謬の ある を發 見した。 故に 諄々 として 彼の 說明を 試みた。 彼 は 眞理を 握りし が 故に、 敎師を も、 敎科 
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書 を も 恐れなかった。 そして 終に- 彼が 正しくして、 敎師 と敎科 書との 誤りた るを證 明せ しゃ、 敎師 

は 彼と 全級の 前に 赤面して 自己の 誤謬 を 謝せざる を 得なかった。 而 して 亦、 所謂 優等生 も 彼が 贏ち 得 

し 滿點を 取 去られて 零點を 課せら る k に 至った。 r 眞 理は汝 等に 自由 を 得さすべし」 である。 眞理の 

在る 所に 我等 を 支配す る權威 はない。 自由 は 誠に 眞理の 賜物で ある。 

〇 そして 學問 進歩の 歷史に 於て 同じ 事が 幾 同 も 繰 返 へ された ので ある。 コ ペルー 一 カスが 太陽 中心 說を 

唱 へし 時、 ガリレオが 地球 廻 轉說を 維持せ し 時、 ゼンナ ー が當 時の 英國 醫學界 全體の 反對を 受けな が 

ら、 種痘の 有效 たる を 主張せ し 時に、 此 事が 繰 返へ された ので ある。 眞理 である、 眞理は 敎權义 は 政 

權 よりも、 社會の 輿論よりも、 整然たる 議論よりも 强く ある。 深き 靜 かたる 宇宙の 眞理、 之 を 握りて 

キング 

人 はまこと に 世界の 王で ある。 眞 理の與 ふる 自由に 絞べ て 見て、 政治 叉 は社會 運動に 由て 獲た る 自由- 

天才 叉 は 多数の 喝采に 由て 得た る 自由 は、 價 値い と賤き 者で ある。 學 問の 責きは 之が 爲 である。 眞理 

に 達して 眞に 自由な らんと 欲する に 在る。 ソクラテス、 プラト ー、 ァ リスト ー トルが 永久に 人類の. 尊 

敬を惹 いて 止まざる 理由 は、 彼等に 此 精神が あつたから である。 卽ち 眞理に 達して 自由な らんと 欲す 

る 精神が あつたから である。 貴き 眞理 である、 而 して 亦、 貴き 自由で ある。 

〇 ィ H スの此 言 は 勿論 學 問の 眞理 にも 當 はめる 事が 出来る。 米國ジ ヨン ス • ホップ キン ス大學 の大講 

堂の 入口の ァ ー チにィ H スの此 言が 刻まれて あると は 誠に 當然の 事で ある。 然し 乍ら ィ W ス の 此言は 

哲學者 又は 科 學者を 指導す る 爲に發 せられた る 者で はない。 是は ユダヤ人 にして、 神 を 探り 求めん と 

欲せし 者に 對 して 發 せられし 言で ある。 故に 之 は プラト ー ゃァ リスト一トル 等、 ギリ シ ャ的學 者の 立 

場に 立ちて 解すべき 者で はない。 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 エゼキエル 等、， ユダヤ 的 信仰 家の 心 を 心と して 


，と  こと i 

覺 るべき 者で ある。 故に 「眞 理」 叉 は 「識 る」 と 云 ひて 今 R の學 者ゃ學 生が 云 ふ 意味に 於ての If! では 

ない。 义 「自由」 と 一 K ひて、 今日の 政治家、 法律-ぶ、 思想. 冢、 社會 改造 家が 唱 ふる 者と は 全く 異ふ。 

我等 はィ ヱ スの此 貴き 言 を 解 せんと 欲して、 新約§^^,書八^體の立場に立ちて其意味を探らなければなら 

ない。 

〇 眞 S: に-」 譯 せられし ギリ シャ 語の alStheia の 意味 は眞理 であるより は 寧ろ 實體 である。 物に はすべ て 

影と 實 とが ある。 影 は變る もの、 又は 失する 者で ある。 之に 對 して 實體は 永久に 變らす 又存る 者で あ 

るリ そして 人 は 常に 影を逐 うて 實を 求めざる 者で ある。 偶像 はすべ て 影で ある。 舊 約の 預言者 等 は 偶 

像 を 呼んで 「虛き 者」 と 云うた。 之に 反して 眞の神 は眞に 在る 者、 唯一 の實在 者、 H ホバ卽 ち 「在り 

て 在る 者」 である。 故に 「汝 等眞 理を識 らん」 と 云うた 丈け では 足りない。 祌は 勿論 眞理の 源で ある 

が、 然し 數學的 眞现の 如くに、 非人 格 的眞理 でない。 祌 は實體 である。 そして 實體に 接して 露の 自由 

が あると 云 ふので ある。 

〇 然 らば r 識る」 と は 何んで ある 乎と 云 ふに、 「識 る」 とは讀 書、 思考、 思索の結果として識るとー1^ 

ふ 事で はない。 聖書 殊に ョ ハネ傳 に 在りて は 「識 る」 と は 意味の 深い 語で ある。 男女が 夫婦になる を 

識 ると 云 ふ。 人が 神の 子と 成る を 「神に 識ら る」 と 云 ふ。 我等 日本人に 取りても 「士は 己 を識る 者の 

爲に 死す」 と 云 ふ 場合に、 「識 る」 と は單に 知識 的の 識 ると 云 ふ 事で はない。 「識 る」 と は 深く 人格 

に 觸れる 事で ある。 之 を靈的 知識と 稱 して 稍 や 其 意味 を 通す る 事が 出来る。 識 ると は 人と 人との 問に 

於て は 意 I 湫相投 する 事で ある。 神と 人との 間に 於て は、 尺が 己の 意志 を 放棄して、 祌の 意志 を 以て nj 

が 意志と なす 事で ある〕 故に兹 に 「！ II る」 と 云 ふは學 問の 事で ない、 信仰の^で ある。 頭腦 のこと で 
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ない、 心の ことで ある。 學 者が 學究 的に 祌を識 り 得て 自由にな ると 云 ふので はない。 信者が 信 w 的に 

OOOOO0O0OOOOOOOO0 

神 を 認めて 自由にな ると 云 ふので ある。 

0 故に ョ ハ ネ 傅の 此 箇所に 於て 「汝等 3 具 理を識 らん」 と 一 K ふと、 テサロ 一一  ケ 前書 一 章 九 節に 於て 「汝 

等 偶像 を棄て 神に 歸 して 活ける 眞の祌 に 事へ」 と あると つ 其 意味に 於て 異なる 所 はない ので ある。 ^ 

A  A  厶厶  厶  厶厶  厶厶  <1厶  AAAAAAA  厶厶 厶厶厶  <1 厶 <!△△△<?  A  A 

像 影 空虚 愁、 空想、 自我、 政權、 金權、 祌 ならざる 萬 物 ……すべて 是 等の もの を棄 て-.、 眞の 

ム厶厶 <3厶<3 厶厶厶 △ 厶厶厶  厶 厶厶厶 厶厶厶 △<"△  A<3<: 厶厶厶 <3 厶 AA<3*1<1  A  A  A  A  A 

實在 物なる M ホバの 神， に歸 り、 之に 神と して 仕 ふる 事、 其 事が ョ ハネ W の此 に 云 ふ n 具 理を識 る」 

と 云 ふ 事で ある。 

〇 そして 此 知識 は 自由 を與 ふるので ある。 然れ ども 其 自由た る や、 政治 上 又は 思想 上の 自由で ない。 

近代 人が 賞 讚し て 止まざる 戀愛實 行 の 自由で ない 事 は 言 ふ ま で も な い 。 祌 を 識 る の 知識がき ふ る ^51由 

は 神の 聖旨 を 知り 之を實 行す る ことの 出来る 自由で ある。 ィ H ス 御自身が 其說明 を與へ て 曰 ひ 給うた、 

「誠に 實に汝 等に 告げん、 凡て 惡を行 ふ 者は惡 の奴隸 なり、 扠隸 は恆に 家に 居らす、 子 は S に 居る- 

是 故に 子 もし 汝 等に 自由 を 賜へ なば 汝等 まことに 自由 を 得べ し」 と (八 章 三 四 I 三 六 節 )o 惡と 知り 

つ つ 惡を行 ふ。 是は惡 の扠識 である。 そして 神 を識ら ざる 人 はすべ て 此の 憐 むべ き狀 態に 於て 在る の 

である。 彼等 は 何人の 奴 裁で なくと も、 罪の 奴隸 である。 慾の 奴隸 である。 情の 奴隸 である。 他 g の 

扠隸 である。 つまらなき 思想の 奴隸 である。 偏見の 奴隸 である。 自家 專 門の 奴 隸 である。 之 等に 反對 

して 彼 は 善と 知りても 善 を 行 ふこと が 出来ない。 立派な 紳士、 立派な 學者、 時には 立派な 信仰 家で も、 

此鶴 粋より 脫す る 事が 出來な い 。 思想 の 自由 を 以て 誇る 思想家が 時 に は 最も 無價 値き 者の 奴隸 とた り 

て 其 身を果 つる 場合の 歡 からざる 事が 此事 を證 して 餘り あるので ある。 そして 斯る者 は、 斯 かる 奴隸 


は 「恆に 家に 居らす」 と 云 ふ。 自由の 祌の 家庭に 在らす 又 自由の 生涯 を營 まない ので ある。 然れ ども 

子、 卽ち 獨子ィ H ス キリスト は此 自由に 居り 給 ふ。 卽ち惡 は 必す之 を 斥け、 善 は 必す之 を 行 ひ 給 ふの 

である。 そして 此 自由の 主なる キひ ストが 自由 を 賜へ 給 ふ 所に 眞の 自由が あると 云 ふので ある。 

〇 そして 此 自由が 人間が 追求むべき 至上 善で はない 乎。 惡を 憎みて 之 を 斥く るの 自由、 善 を 愛して 之 

と 親しむ の 自由、 此 はまこと に 最上 最大の 賜物であって、 人生の 獲物と して 之に 優 さる 者 はない。 哲 

學者 カント は 力 を 込めて 幾囘か 曰うた 「宇 {5 最大の もの は 善き 意志で ある」 と。 善き 意志と 之 を 行 ふ 

の 能力、 是れ さへ 得れば 人生、 實は 他に 何もの を 得すと も、 其 目的 を 達した ので ある。 

〇 r 汝等 眞を識 らん、 眞は汝 等に 自由 を 得さすべし」 と。 汝等萬 物の 赏體 たる 眞の祌 と 父子 主 從の深 

き關 係に 入る を 得ん、 而 して 此關係 は汝等 をして 罪の 束縛より 脫れ しめ、 惡を 避け 善 を 行 ふに 自由な 

らしむ べしと 云 ふので ある。 實に 偉大なる 宣言 である、 祌の 子なら すば 發す る ことの 出來 な い 宜言 で 

ある。 然 かも 是れ 空漠なる 誇大の 宣言で ない。 事 實に現 はれた る、 而 して 今 尙ほ現 はれつ、 ある 宣言 

である。 神の 子 はまこと に 自由 を 與へ給 ふ、 惡を 憎み 善と 親しむ の 心 を 與へ給 ふ。. 罪の 此 世に 在りて 

善を實 行す る 最大の 勢力 は 今尙ほ 昔と 異なる ことなく ナザ レ のィ. ェ スの聖 名で ある。 哲學も 論理 も， 

如何なる 思想 も文學 も、 罪 を 其 根本に 於て 潔む るの 能力 を 有たない。 「癩病の 者來 りて ィ H スを拜 し 

て 曰 ひける は、 主 もし 聖旨に 適 は 我 を 潔くな し 得べ しと、 ィ H ス手を 仲べ 彼に 按て曰 ひける は、 我 

が 皆に 適へ り、 潔く なれと、 癩病 直に 潔 まれり」 と ある (馬 太 傳八章 二、 三 節)。 此奇蹟 を赏驗 せし 

者は此 瘤病忠 者に 限らない、 後世 幾多の 基将 者が、 文字通りに 此事を K 驗 した。 ィ H スは 罪な き 者で 

ある、 故に罪を取去るl^^fが屮I來る。 
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かぎ.； r- なきい のち  'ひとつ まこと 

〇 如： にして 祌を識 る を 得ん 乎。 其途は 唯一 つ ある。 「永遠 生命と は是 なり、 卽ち 唯一 の S 県の 神なる 

汝と、 其 遣 はし k ィ H ス キリス 卜 を識る 事な り」 と ある 如し (ョ ハネ傳 十七 章 三 節 )o 祌はィ ヱ スを 

** こと  いのち 

通う しての み識る ことが 出來 る。 誠に ィ H スは途 である、 眞 (aKitlleia 實體) である、 生命で ある、 

人 は 彼に 由ら すして 父の 所に 往 くこと 能 はす、 イエ ス を識. る は 神 を識る 事で ある (同 十四 章 六、 七 節)。 

イエ ス 御自身が 眞卽 ち實體 である、 そして 彼を識 りて 眞の 自由が ある。 我等 彼の 體の肢 となりて、 彼 

の 生命 を 我等に 受け、 我等の 罪に 勝ち、 愁と 情と を 征服す る を 得て、 眞の 自由の 人と 成る ことが 出來 

る。 そして 此 自由 ありて、 其 必然の 結果と して、 他の 自由が あるので ある。 初めに 靈 魂の 自由が あつ 

て、 次ぎに 思想と 身體の 自由が あるので ある。 深い 深い、 而 かも 何人も 解し 得る 眞理 である。 r 汝等 

眞を識 らん、 眞は汝 等に 自. &を 得さすべし」 と。 すべての 健全なる 改革 は 其 源 を 此に發 せねば ならぬ。. 

(ー兰 十日) 


惠 まる、 の 道 

つま  oooooaoooooo  00000000000O 

〇 信仰の 道 は竟る 所是れ であります。 卽ち惠 まれて 然る 後に 獻 げん 乎、 獻げて 然る 後に 惠 まれん 乎、 

是れ であります。 そして 大抵の 人の 思 ふ 所 は 前者であります、 卽ち惠 まれて 而 して 後に 獻 げんと 欲す 

るので あります。 儲ったら ば必 す獻げ ませう と 彼等 は 曰 ひます。 又 神が 働け る やうに 爲 して 下さった 


ならば 働きます、 それまで は，」 i!: ちます と。 夫れ 故に 彼等 は 下さい、 下さいと 祈って 止みません。 山 

に獻 金の 出来る やうに 儲けたい、 熱心に 傳 道の 出来る やうな 信仰が 欲しい、 然しながら 八：' や 事業 も榮 

えない、 信仰 も 足りない、 故に 恩惠の 降る の を 待って 居る、 と 彼等 は 一一 H ひて、 唯 得ん とのみ 欲して 默 

げんと 欲しません。 

〇 そして 斯 かる 人が 實 際に 其 目的 を 達する 乎と 云 ふに 達しない のが 普通であります。 私の 生涯に 於て、 

儲ったら ば 君の 傅 道 を 助ける と 言 ひて 約束して 吳れた 友人 は多數 ありまし たが、 彼等の すべてが 私 を 

失 §1- させました。 第一 に 彼等の 大抵 は 儲けませんでした。 第二に 儲けた 者 は 寄附し ませんで した。 彼 

等 は 曰 ひます、 まだ 足りない、 もっと 儲けてから 寄附す ると。 そして 彼等 は 寄附せ すして 其 生涯 を 終 

る の であると 思 ひます。 

〇 そして 金錢の 事に 限りません。 信仰の 事 も 同じであります。 常に 學 ばんとの み 欲して、 少しも 他に 

傅へ ざる 者 はいくら 學ん でも 足りません。 彼等 は 曰 ひます、 まだ 解らない、 まだ 解らない と。 そして 

其う ちに 宗敎 がつ まら なくなり、 彼等の 多く は 背教者と なりて 信仰 を棄 てました。 彼等 は バウ P の 所 

謂 「常に 學べ ども 眞理を 知る に 至る こと 能 は」 ざる 者であります (テ モテ 後書 三 章 七)。 得ん とのみ 

欲して 與 へざる が 故に、 終に 得し ものまで を も 失 ふに 至ります。 

〇 如斯 にして 第一 の 道、 卽ち惑 まれて 然る 後に 獻 げんとの 途は 常に 失敗に 終ります。 此 道を迪 つて 永 

久に惠 まれ、 又 多く 施し 又は 獻 げし 人と て は 未だせ て 一人 もない と 思 ひます。 唯 不思議なる は 失改と 

知りつ k 大抵の 人が 此道 を迎る ことであります。 

〇 然 らば 成功の 道 は 何 乎と 云 ふに、 それ は 第一 一の 道であります。 卽ち今 旣に與 へられし もの を獻げ て、 
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更に 祌の 恩惠を 仰ぐ ことであります。 儲かる の を 待た すして、 今日 有る もの を獻げ て、 祌の恩 惠を感 

謝する ことであります。 叉 信仰の 今 以上に 强 くなる を 待た すして 旣に與 へられし 信仰 を 感謝して、 自 

分 相 應の傳 道に 從事 する 事であります。 如斯 くにして 恩惠は 益々 我が 事業に も靈 魂に も 加 はりて、 私 

共 は 外に も內 にも 益々 富める 者と 成る ので あ 力ます。 そ）^ て大 慈善家 叉は大 信仰 家 はすべ て 此道を 取 

つた 者であります。 彼等 は 初めより 常に 獻げ て. 常に 惠 まれた 者であります。 彼等 は與 ふるの 福 を 知り 

しが 故に、 常に 與 へらる \ の 幸 を 味った 者であります。 

0 エホバ は 預言者 マラキ を 以て 曰 ひ 給 ひました。 

我が 殿に 食物 あらし めん 爲に汝 等 什一 をす ベて 我 倉に 携へ 來れ、 而 して 是を もて 我 を 試みよ、 我 

が 天の 窓 を 開きて 容 るべき 所な きまでに 恩 惠を汝 等に 注ぐ や 否や を 見るべし。 萬 軍の エホバ 之 を 

曰 ふ。 

みこ， こ 乃 ， り 

，こ (馬 拉塞書 三 章 十 節 )o  H ホバに 獻げて 彼の 恩惠を 試みよ との 詔勒 であります。 我等に 與 へられし 

物の 十分の 一 を 獻げて 見よ、 神 は 天の 窓 を 開いて 恩 惠を汝 等に 注ぎ 給 はんとの 事であります。 大雨 沛 

然として 乾け る 地に 臨む が 如くに 恩 惠は裕 かに 降りて 容る& に 所な きに 至るべし との 事であります。 

勿論 此事は 「物に 對す るに 物 を 以てする」 經濟學 上の 原理に 基 ゐて行 はる i のでありません。 人が 先 

づ爲 すべ きを 爲 して、 然る 後に 神 も亦爲 すべ き を 爲し給 ふとの 恩惠 下賜の 常道 を 示した 聖 il で ありま 

す。 まことに 道理に 適 ひたる 道德上 is に 信仰 上の眞 ，S! であります。 

さ 、けら G 

〇 卽ち惠 まる &の 道は是 であります。 先づ 我等より 與 へられし 者 を 感謝の 供物と して 獻 ぐるので あり 

ます。 然 らば 祌は 天の 窓 を 開いて 容る k に 所な きまでに 恩惠を 注ぎ 給 ふと 一一 一一 II ふので あります。 そして 


是れ はすべ ての 基督 者の 實驗 する 所であります。 此上 更に 惠 まる & まで 待たない のであります。 生き 

て 居る 丈け が恩惠 であります。 神 を 知る 事 を 得し 丈け が大 なる 恩惠 であります。 之 を 感謝し、 與 へら 

れし 物の 什 一 を 獻げて 感謝 を 表する が當然 であります。 然 らば 祌も亦 之に 應 じて 恩 惑の 上に 恩 惠を注 

ぎ 給 ふので あります。 

もづ  いひつ け 

〇 斯くて 恩 惠に與 かる 道 は 至て 簡短 であります。 卽ち 神の 命令に 從ふ 事であります。 神 を 信じて 彼が 

爲 せと 命じ 給 ふ 事 を爲す 事であります。 さう すれば 恩 惠は必 す 或る 形に 於て 降ります。 縦し 外なる 恩 

惠は 降らす とも 內 なる 恩惠が 降ります。 今日 直に 試して 御覽 なさい つ、 此 事に 就て は 神の 方より 「我 を 

試みよ」 と 云 ひ 給 ひます。 新たなる 惠 みの 降る を 待た す、 信仰の 新たに 增すを 待た す、 今 ある 儘に て 

神に 仕へ て御覽 なさい。 祌は活 きたる 神で ある 事を必 す實驗 せらる \ 事と 信じます。 そして 神に 仕 ふ 

ると は 彼の 聖 名に 由り て 人の 爲に盡 す 事であります。 (三月 九日) 

愛の 消極的 半面 

=絕 交 必要の 場合 

〇 愛 は 愛する 事で ある、 卽ち 無限に 與 ふる 事で ある、 無條 件に 赦す 事で ある、 何物 を も 己に 要求せ ざ 

る 事で あると は、 大抵の 人、 然り 大抵の 基督 信者と 稱 する 人まで が 思 ふ 所で ある、 彼等 は 眞の愛 は 怒 
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り もす る、 憎み もす る、 非常の 場合に は 殺し もす ると 聞いて、 驚く か然ら ざれば 甚く 憤激す るので あ 

る。 彼等 は 愛の 半面 は 憎で あるとの 說には 到底 堪へ 得ない ので ある。 

〇 說の 如何 は刖 として、 架 書の 示す 愛が、 人の 稱 する 愛と は 全く 異なる 事 は 明かで ある。 エホバの 神 

は 愛の， 祌 であるが 故に、 怒り 給ふ祌 であると は 聖書の 明かに 示す 所で ある。 「我れ M ホバ汝 の 祌は我 

を惡む 者に 向 ひて は 父の 罪 を 子に 報いて 三 四 代に 及ぼし 云々」 と あり、 叉 エホバ は 「罰すべき 者 をば 

必す赦 す こと をせ す」 と ある。 そして 是は 單に舊 約の 敎 にあら すして、 新約に も 亦 同じ 事が 說 いて あ 

る is?- は、 s^, 書 を 熟讀す る 者の 克く 知る 所で ある。 基督 敎の神 は 淨土宗 の 阿彌陀 如来と は 全然 異なる。 

彼は惡 人を惡 人と して は 決して 受け 給 はない。 彼に 先 づ義の 衣 を 着せて、 然る 後に 義人と して 彼を迎 

こし ** 

へ 給 ふ。 彼の 目は淸 くして 惡を觀 るに 堪 へす (ハバ クタ 書 一章 十三 節)、 彼 はすべ て 邪曲 を 行 ふ 者 を 

憎み 給 ふ (詩 五篇 五節)。 基督 敎の神 は 愛憎の 强き 神で ある。 博士 ジ ヨン ソ ンは克 く 憎む 者に 非れば 

己が 屬 する 俱樂 部に 人の 人る を 許さなかった と 云 ふが、 基督 敎の 神の愛し 給 ふ 者 は、 克く 愛する と问 

時に 乂克く 憎む 者で ある。 

〇此_ の 最も 好き 證據は 使徒 ヨハネで ある。 彼 は 特に キリストの 愛を說 いた 者であって、 それが 故に 

「愛の 使徒」 と稱 せらる。 「愛する 者よ 我等 互に 相愛すべし、 愛 は 神より 出れば 也。 凡そ 愛 ある 者 は 

神に 巾て 生れ、 且祌 を識る 也。 愛な き 者 は 神 を識ら す、 神 は 卽ち愛 なれば 3」 と言うた の は 彼で ある 

(ヨハネ 第一 書 四 章 七、 八 節)。 然るに 此 人が 惡と惡 人に 對 して 最も 激しい 怒を發 した 者で ある。 默 

示 錄を讀 む 人 は 「 の，， 怒」 を 知る。 「この 羔の 怒の 犬なる 日す でに 到る、 誰か 之に 抵る こと を 得ん 

や」 と ある (六 章 十七 節 )o そして ョ ハ ネ 自身が 克く此 怒 を體驗 した 者であって、 彼 も亦パ ゥ Q と M 


じく 「主の 恐ろし さ を 知る が 故に」 彼の 所謂 愛の 福 昔を唱 へた ものである。 

しる 

〇此 ョ ハ ネが 書いた 言の 內に 左の 如き ものが ある。 若し 之が 彼の 一一 一 曰で あると 錄 してないならば 人 は 之 

を 彼より 出し ものと して 受取らない であらう、 曰く 

凡そ キリストの 敎に 居らす して 人 を 導く  (誘 ふ) 者 は 神 を 有す、 キリストの 敎に 居る 者 は 父 及び 

もて  <:<<:△<△  AAA 厶<3厶<1<3 厶 △△△△△△△△△<!< 厶  厶 AAAAAAAA 厶 

子 を 有り。 人 もし 此敎を 有すして 汝 等に 來 らば 之 を 家に 納る、 こと 勿れ、 彼に 安 かれと 一 K ふ 勿れ- 

彼に 安 かれと 言 ふ 者 は其惡 しき 行に 與 する 也 

と (ヨハネ 第二 書 九、 十 節)。 此は 如何に 見ても 普通の 意味に 於ての 愛の 敎 ではない。 キリストの 敎 

を 有たざる 者と 絕 交せよ との 敎 である。 冷たい 敎 である。 而 かも 是が 明白に ョ ハネ 書の 內に 記いて あ 

るので ある。 

〇 然し 克く考 へて 見て 是が 本當の 愛で ある 事が 判る。 愛 は 無差別で ない。 「惡を み、 善と 親しみ」 

である。 惡を 憎まざる 愛 は 善と 親しむ 愛でない。 神 を 愛する と稱 して、 祌を 憎む 者 を 愛する 愛 は 偽り 

の 愛で ある。 聖 詩人 は 歌 ふて 言うた、 「我れ 爾 (祌) を 憎む 者 を 憎む に 非す や、 我れ 甚く 彼等 を 憎み 

て 我が 敵と す」 と (詩 百 三十 九篇卄 一 節)。 明白なる 誤謬 を唱 へ、 之 を 行 ふて 悼ら す、 幾囘か 忠告せ 

らる k も めざる 者 を 兄弟と して 迎 ふる は 是れ 祌に對 する 不忠、 自己と 他人に 對 する 不義で ある。 斯 

う  ぁづか 

かる 者 を 家に 接け、 之に 安 かれと 言 ふ は、 たしかに 其惡 しき 行に 與る 事で ある。 不義に 對 する 此峻嚴 

なる 態度が あって、 人 は 何人も 正義に 對 して 忠實 に、 其 愛に 信用 を 置く ことが 出來 るので ある。 

〇 そして 斯 かる 一 百 を發 せし 者 は 惟り ヨハネに 止まらない。 パゥ & も 亦 同じ ：3!- を 一一 一一 II ふて 居る。 テサ u  -_ 

ふみ  は づ.. ゲ 

ケ 後書 三 章 十四 節に 曰く、 「若し 此 書に 云 へ る 我等の 言に 從 はざる 者 あらば 之を愧 しめん 爲に其 人 を 
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しる 

錄 して 相 交 はる 勿れ」 と。 此は隨 分と 强ぃ 一一 一一 n である。 然れ ども。 ハウ 口 は强ぃ 愛の 故に 斯 かる 一 百 を發し 

て 憚らなかった。 信者 は 信者の 爲に 貴い ので はない、 神と 聖國 の爲に 貴い ので ある。 故に 神 を 褻し 聖 

國を 毀ちて 止まらざる 者 は 之と 交際 を絕 つも 止む を 得ない ので ある。 

〇 神が 最も 嫌 ひ 給 ふ 罪 は^ 淫の 罪で ある。 そして 姦淫 は 愛の 無差別 分與 である。 神と バ，. 'ルと を 同じ 

く 愛する 事で ある。 明白なる 不義に 對し靈 魂の S 操 を 守り 得ざる 事で ある。 そして 此 貞操に 缺 くるが 

故に、 今日の 社會 にも 敎會 にも 信賴 すべき 眞の 愛がない ので ある。 世に は 絡 交よりも 惡 しき 事が 許 多 

ある。 偽善で ある、 不信で ある、 不義 を 不義と して 明白に 發 表し 得ざる 意志の 薄弱で ある。 堪へ 難き 

社會 とて 敵と 味方の 判明せ ざる 社會の 如き はない。 そして 今の 社 會は斯 かる 社會 である。 我等 は キリ 

ストの 愛に 勵 まされて、 惡を 憎んで 居心地の 良き 社會を 作り出さねば ならぬ。 


救 の 磐 

(九月 廿 一 日朝の 說敎) 

はて  もろ/ ヽ  ち ふぎみ 

地の 極なる 諸の 人よ、 汝等我 を仰瞻 よ、 然 らば 救 はれん (ィ ザャ書 s; 十五 章廿ニ 節)。 

〇 鼓に 斯う 云 ふ 一 百 葉が あ ります、 如何 に も 平凡 の 言葉 である やうに 聞 えます。 實に 只 之 を 讀んだ 丈 け 

で 其內に 何の 深い 意味 も ないやう に 見えます。 然し 乍ら 神 の 言葉で あ り ます、 そして 神の 一 百 葉 は實驗 

に照らして 見なければ 解りません。 此 は哲學 でもなければ 祌學 でもありません、 叉 美文で も藝 術で も 


ありません u 人生の 事實其 儘であります。 諸の 人が 浮 31- なる を 止めて 實 直にな り、 己に 覺め义 世に 覺 

めて、 聖書の 言葉 は 神の 言葉で ある、 卽ち事 實其儘 を 語る ものである 事 を 知る のであります。 

〇 人 は 如何にして 救 はる k 乎、 それが 問題であります。 人 は 何人も 救 を 要求し ます。 そして 自己 を 救 

はんとして 種々 の 方法 を 講じます。 そして 大抵の 人 は 自分で 自分 を 救 ふ 事の 出来ない 事 を 知る や 直に 

他に 賴 ります。 世に 所謂 勢力家の 多き は 之が 爲 であります。 卽ち 多くの 人が 其 人に 賴 るが 故に、 其 人 

に 勢力が 注 集して、 其 人が 强ぃ 人に 成る のであります。 秀吉ゃ ナボレ オンの 强 かった の も 全く 其れが 

爲 であります。 然し 乍ら 其 倚 賴が當 にならぬ 事が 直に 解る のであります。 其 人が 幾 るれば それで 倚賴 

の 磐が 失する のでありまして、 跡 は 失望と 混亂 とであります。 せに 人に 親る 程 愚なる 事はありません。 

叉 人に 賴ら る、 程危險 なる 事はありません、 而 かも 我等 は 今に 尙ほ 人に 賴 りて 止まない のであります。 

い， いでいり  ふ- 

r 汝ら 鼻より 自 心の 出入す るスに 倚る こと を 止めよ、 斯 かる 者 は 何ぞ數 ふるに 足らん や」 と祌が 預言者 

を 以て 警告し 給 ひしに 係 はらす、 我等 は その 「鼻より 息の 出入する」 弱き 脆き 人に 頼りて 止まない の 

であります。 

〇 人 は倚賴 るに 足らす 國も 亦倚賴 るに 足りません。 個人 は 弱き者、 然れ ども 國家は 永久性 を帶 びた る 

磐石の 如き 者で あると 思 ふ は 犬なる 間違であります。 私共 は 過去 十 年間に 於て 國 家の 如何に 脆い はか 

ない 者で ある 乎 を數多 示された のであります。 獨 逸と 澳太 利と 露 西亞、 何と 偉大なる 勢力で あつたで 

はありません 乎。 我等 は 其 名 を 聞いた 丈け で顫 へたではありません 乎。 而 かも 其 勢力 は 今 は 何 處に在 

ります 乎。 其 勢力が 保證 せし 紙幣と 公债證 書と は 今 は 何の 價値 があります 乎。 虚偽ではありません、 

眞實 であります。 國家 主義が 盛大 を 極め、 國 家が 神と して 崇めら る k 時に 方て、 國 〔VA 主義の 本源 地た 
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る獨 逸と 填 太 利と が 無き に 等しき 者と なりて、 神 は 亦 玆に圃 家 主義と 云 ふ 偶像の 一 を 壌ち 給うた ので 

あります。 

〇 然し 乍ら 罪は獨 逸と 填 太 利に のみ 在った のでありません。 他の 國 にも 在った のであります。 獨逸も 

澳太利 も三國 同盟の 相手の 一 國 として 伊太利 を賴ん だのであります。 然るに^ 太 利 は 自画の 利害に 省 

みて、 戰爭 最中に 盟約 を 破り、 同盟 を脫 して、 同盟 國の 敵に 與し たのであります。 斯くて 神聖な りと 

稱 せらる.' 國 家の 間に 結ばれし 盟約 も 利害の 爲には 反古 一 枚と 化した のであります。 而かも 此 事が 基 

こ し へ 

督敎 出現 以前の バ ビ a ン 又は H ジ ブトに 由て 行 はれた のではありません。 千 九 百年 間の 斯敎の 敎化を 

受けた 國に 依て 爲 された のであります。 個人 賴 むに 足らす、 n.;}^ 亦賴 むに 足らす。 實に 情ない もの は 

人世であります。 

〇 そして 事は獨 逸と か 伊太利と か 云 ひて 他國の 事ではありません。 我 日本の 事であります。 日本 も 亦 

他 圃 に倚賴 して 恥 を 取らざる を 得ない のであります。 若し 世に 倚賴 るに 足る 國が あると すれば、 それ 

は 米 國卽ち 北米 合衆國 であります。 此は祌 と 信仰と 正義と 人道との 上に 建ら れた國 であります" 其 意 

味に 於て、 米國は 多分 人類の 歷史に 於て 特殊の 地位 を 占む る W であり ませう。 曾て 南米 アルゼンチン 

共和 國の 大統領が、 彼國 駐在の 米國 公使に 曰うた との 事であります 「贵 國の輦 固なる は責 國はゴ ッド 

(神) を 求む る 人達に 依て 建ら れ たからで ある、 弊國 は然ら す、 弊 國はゴ ー ルド (金) を 求む る 人 等 

に 依て 建ら れ たので ある、 其 結果 は 今 閣下が 目擊 せらる、 通りで ある」 と" r 祌を 求む る 人に 依て 建 

られし 國」、 此名 譽を擔 ふことの 出来る 國は 北米 合 衆國を 除いて 他に 何處に 在ります 乎。 此 はまこと 

に預 一一 H 者に 依て 預言 せられし 「正義の 邑、 信義の 邑」 の實 現せし 者と 思 はれし は 決して 無理で ない の 


であります (ィ ザャ書 一章 廿六 節)。 然るに 我等 日本人 は 最近に 於て 此國も 亦… 然り其 建設者、 詩人 

等に 依て、， 11 める 人類 を 救 ふ爲に 起り し 固と して 宣言せられ、 又 歌 はれし 此 北米 合衆國 も亦賴 るに 足 

ら ぬと 云 ふ 事が、 事實を 以 て證 明せ られた のでありまして、 實に 我等の 失望 は 言 表す に 霄葉 がな い の 

であります。 此は私 一人の 失望ではありません、 日本人 全體、 亦 亞細亞 人 全體の 失望であります。 然 

り、 深く 其 意味 を 探り ますれば、 此は 人類 全 體の大 失^であります。 人 は 之 を 日米 問題と 稱 します が 

決して 日米 ニ國に 限る 問題ではありません。 世界 問題であります、 人類 問題であります。 人類 は 地上 

に 於て 共同の 住所 を 得て、 其 所に 共同一致して 平和の 生涯 を營み 得る 乎、 此 問題 を 解決す る爲に 起つ 

た國が 北米 合衆國 でありました。 ピュ ー リ タン 祖先 も斯 かる 目的 を懷 いて 渡航した のであります。 ヮ 

シン トン 其 他の 建國 者も此 高き 理想に 勵 されて、 自由の 爲に戰 うたのであります。 然るに 今や 此 理想 

が 全く 裏切られて、 米國は 白人の 所有、 殊に アン グ C サク ソン 民族の 所有、 そして 米國は 西洋 を 代表 

して 東洋 を 退却せ しめざる ベから すと 云 ふに 至った のでありまして、 それで 東西 兩文 明 融合 の 希望 は 

其根抵 より 覆 へされた のでありまして、 兹に 人類の 將來に 大暗黑 を 期せざる を 得 ざ るに 至った ので あ 

ります。 事 は實に 重大問題であります。 當の 日本に 於て は、 人 は 旣に此 問題 を 忘れん とし、 蜈樂 世界、 

面 ，H 俱樂部 に 再 び. 其 注意 を 傾けん として 居ます が、 西洋 諸國に 於て は然ら す、 識者 は 孰れ も 其 全 精力 

を 注いで 此 問題 を 討議し つ、 あります。 

〇 北米 合 衆國賴 るに 足らす とすれば、 此 世に 頼る ベ き 者 は 何處に 在ります 乎。 米 UK 一" -敎師 は 曰 ひます、 

米國は 米國、 基督 敎は 基督 敎と。 實に然 りであります、 然し 乍ら 過去 七十 年間 模範的 基督 敎阈 と稱へ 

られし 國 が > 日 突然 基督 敎國に 非す と {1 且傳 せられて、 私共 は 迷 ひ蹣跚 かざる を 得ない のであります。 
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此は 私共 基督 信者に 取り 實に大 なる ショック (衝動) であります。 私 一己の 生涯に 於て 斯んな ショッ 

クを 受けた 事はありません。 私の 信仰の 基礎が 之が 爲に搖 いだの は事實 であります。 叉 或る 信者が 之 

が爲に 信仰 を棄 てた と 聞いて 私 は 怪しみません。 主ィ H スは曰 ひ 給 ひました。 

此 世は禍 ひなる 哉、 そは礙 かする 事 を すれば なり。 礙く事 は 必す來 らん、 然 れど礙 きを 来らす 者 

は禍 ひなる 哉 

と (馬 太傳 十八 章 七 節)。 私 は 思 ひます、 米國の 政治家 等 は 自國の 權利を 主張す ると 稱 して、 かの 東 

洋人 排斥の 法律 を 制定した 時に、 人類の 前に 此の 「礙 きの 石」 を 置いた ので あると。 

〇 此 時に 際して、 此大 失望の 時に 際して 聖書 は 再び 光 を 放つ のであります、 

はて  0  0 ち ふぎみ 

地の 極なる 諸の 人よ、 汝等我 を仰瞻 よ、 然 らば 救 はれん 

と。 ァ ー メ ン又ァ ー メン であります。 玆に 特に 「地の 極の 人々 よ」 と あるの が 嬉しく あります。 預言 

者の 立場より 言へば 地の 極 は 西 は タルシ ス卽ち 今の スペインであります。 東はシ 一一 ム卽ち 今の 支那 日 

本であります (ィ ザャ書 四十 九 章 十二 節參考 )。 西洋人 は 今尙ほ 日本 を 極東と 稱 します。 神が ィザャ 

を 以て 特に 日本人 を 呼 掛け 給 ふやう に 感じます。 「極 束の 民よ、 汝等我 を仰瞻 よ、 然 らば 救 はるべ 

し」 と 解して 少しも 差 支がない のであります。 

〇 玆に强 調して 讀 むべ き は 「我れ」 なる 一 字であります。 「我れ エホバ」 であります。 人に 倚 賴む勿 

れ、 固に 倚 頼む 勿れ、 我れ に倚賴 むべ しとの 事であります。 人の 賴 むべ からざる は 私共 今日まで 幾囘 

も實驗 しました。 而 かも 園の 賴 むべ からざる、 殊に 基督 敎に 由て 建ら れ しと 稱 する國 の 頼む ベから ざ 

るを實 1— したの は 今囘が 初めて あります。 「助 を 得ん とて H ジ ブトに 下る 者は禍 ひなる 哉」 と 神が 


預言者 を 以て 言 ひ 給 ひしが 如くであります (ィザ ャ書 三十 一 章 一 節)。 ェ ジブ トは當 時の 强國 であり 

ました。 小國の ユダヤが 之に 倚賴 むは 禍 ひなり と 云うた のであります。 其 如く 英國 も米國 も倚賴 むに 

足らす、 唯 我に 依賴 めよ と エホバの 神 は 言 ひ 給 ふので あります。 「我に」、 然り 「我に」 であります。 

「然 らば 救 はれん」 とあります。 心靈 的、 道德 的に は 勿論の 事、 政治的に も經濟 的に も 救 はる \ ので 

あります。 此は 神の 言でありまして 空言ではありません。 此は 今日までに 幾囘か 試め された 言で あり 

ます。 神が 私共 を 欺いた 事 は 一 度 もありません。 そして 神 は 人 を 欺きません 亦國を 欺きません。 大國 

家と 云 ふ 大國家 は 何れも 神 に 倚賴み て 起った 者で あ ります。 其 事に 於て 我 日 本 も 例外 ではない と 信じ 

ます。 小に して 大 なる 和 蘭の 起った の も 之に 由り ます。 叉 今！ i: 我等の 信賴を 裏切った る 米國の 起った 

も LJ_o  い しづち i 

の も 之に 由り ます。 信仰 は 個人 成功の 基で あると 同時に、 國家 繁榮の 礎であります。 「汝等 我 を仰瞻 

よ、 然 らば 救 はれん」 とィ H ス キリストの 御 父なる 眞の祌 が 言 ひ 給 ひます。 然れば 人が 私共 を棄 やう 

が 助け やうが、 國が 私共 を迎 へやう が 斥け やうが、 私共 はこの 唯一 の 救の 磐に 倚 頼むべき であります。 

<1厶厶<3<3厶厶<〕<3<1厶厶<<:厶<1厶<5厶<"<厶<1厶<1厶厶厶厶<1<";3  厶 

^共 基督 敎 信者 は 米國 人の 援助な くして は 起つ ことの 出来ない やうの 者ではありません。 我が 信頼 は 

天地 を 造り 給 ひし エホバ の 神に あります。 

いましめ  みこ ゝ ろ 

〇 然 らば 今より 益々 深く 此 神の 如何なる 神なる 乎、 其 約束、 其誡 命、 其 聖旨 を學 ぶべき であります。 

O00OOOO00OOO0O00O0OOOOOOOOO0O 

誰か 知らん 今や S 呉の 福音 は 歐米を 離れて 日本に 移りつ & ある 事 を。 人の 失錯 は 多くの場合に 於て 神の 

OO0OO0OOOOO0OOO0OOOOOOOOO000OOOO0O0OO 

成功に 終ります。 米國の 建設者が 其國に 於て 期待した 事が 日本に 於て 行 はる \ ので ある 乎 も 知れ ませ 

ん。 日本 は 神 國と稱 へられて 昔より 信仰の 國 であります。 此國に イエスキリストの 信仰 を 植えて、 此 

國が救 はる k と共に 世界が 救 はれ、 米 國に係 はる 人類の 失望 は 日本に 關 はる 其 希望と なりて 現 はる. - 
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ので はありますまい 乎。 


自分の 事と 他人の 事 

各自 己が 事の み を 顧す 人の 事 を も；！ よ (ピ リピ書 一 一章 四 節 )o 

〇 自分の 事 を 意 ふ は惡ぃ 事で ない。 自分 も 亦 神に 造られし 者、 彼より 生存の 權利を 賜 はりた る 者で あ 

る。 故に 自分 を 尊重し、 其發達 完成 を 計る は、 たしかに 人と しての 義務で あり 叉特權 である。 自分 は 

他人の 器具と して 使用 さるべき 者で ない。 自分 も 亦 宇宙の 一部分であって 他人 丈け それ 丈け 存在の 植 

利 を 有す。 自分 を 主張し、 其 權利を 保護す る は 義務で あり 叉 責任で ある。 自分 は 自分 を 無き ものと し 

て 抛棄して はならない。 

^00000000000000000000000000000000 

〇 然し 乍ら 忘れて ならない 事 は 自分と 稱 して 自分 は 自分 一 人で ない 事で ある。 單に 幸福の 一 事に 就て 

考 ふる も、 自分 一 人の 幸福 は 自分の 幸， 幅で ない。 自 八 刃が 幸福な らんと 欲すれば 自分に 關 係す るすべ て 

の 者が 幸福で あらねば ならぬ。 族の 內の 一 人が 病めば 全家が 病む。 故に 自分 一 人の 健康の みならす 

家族 全體の 健康 を 計らねば ならぬ。 同じ 事 を社& に 就ても 國 家に 就 て も 言 ふ 事が 屮 H 來 る 。 自分 の 幸 幅 

は國 〈汆又 社會又 家族の 幸福 を 離れて 在る もので ない。 自分 は 單に狹 い 限られた る 者で ない。 自分 は 入 

類 丈け それ 丈け 廣く 且大 いなる 者で ある。 


〇 故に 自分 自ハ R と稱 して 自分の 事の み を 意 ふ 者 は- 自分の 目的 を も 達し 得ない ので ある。 自分が 本當 

の 自分た らんと 欲すれば、 時々 全く 自分の 事 を 忘れて 他人の 事 を 意 ひ 且つ 計る の 必要が ある。 人 は 他 

人の 爲に盡 す 丈け それ 丈け 自分 を擴 張す るので ある。 偉人と 云 ひて 別の 者で はない、 多く 他人の 爲に 

盡 した 人で ある。 そして 他人の 爲に盡 したから 自分 は 消えて 了った 乎と 云 ふに 決して さう でない J 彼 

は 他人の 爲に盡 しつ \ ありし 間に實 は 自分の 爲に盡 しつ、 あつたの である。 見方に 由て は、 御 自分の 

事 を 全く 忘れ 給 ひし 主ィ H ス こそ、 最も 多く、 叉 最も 確 實に御 自分の 事 を 計り 給 ひし 者で ある U 故に 

一一 目 ふ 

.  むなし  しもべ かたち  -V/  し-一-, 

彼れ 己を虛 うし、 僕の 貌を 取りて 人の 如くな り、 已を卑 くし 死に 至る まで 順 ひ、 十字架の 死 を さ 

0  0  0  もろく  まさ 

へ 受け 給へ り。 是 故に 神 は i;^ しく 彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 之に 予へ 給へ り。 

と (ピリ ピ書ニ 章 七— 九 節 )o キリス 卜が 標準で ある。 人の 大小 尊卑 は 彼が 自分 を 忘れて 他人の 爲に 

盡 した 其 程度に 由て 定まる ので ある。 

〇 故に 近代 人が 爲 すが 如くに 自分 を 本位と し、 自己 修養、 自己 意識、 自己 達成と 稱 して、 自分の 爲の 

み を 思 ひ 且つ 計る は 最も 愚なる 途 である。 斯 かる 人 は 唯 自分 を 小さく 又 卑しく 成す のみであって、 決 

r  .  I  [ ----- .  -  ,  00000000000000  OC0OO00OO000O 

して 自分の 發達 完成 を：^ る 者で ない。 家の 爲に 計る 時に 自分 は發 達し、 國の爲 を 計る 時に 自分 は 向上 

0  、  oi,s、  0-^000^  0  0  0  0  0  0  0  00000000000000000000 

し 人類の 爲を 計る 時に 自分 は 完成し、 祌の爲 を 計る 時に 自分 は聖 めら る \ ので ある。 此は 人生の 明 

G なる 事實 であって、 之 を 無視して 自分の 最大 幸福 を 計る 事 は 出来ない。 

〇 近代 人 は 頻りに 知識欲の 滿 足を唱 ふ。 然し 知識 は 其 物自體 にて 面白い もので ない。 知識の 興味 は 我 

が イン テレ ストの 廣狹 深淺に 依て 增減 する。 圃 家に イン テ レ スト を 有する 者 は 國家的 知識 を耍 求し、 
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世界に イン テ レ スト を 有する 者 は 世界的 知識 を 要求す る。 狹ぃ 自分の 外に イン テレ スト を 有せざる 者 

の 知識欲 は 知るべき のみで ある。 單に 自分の 爲に 哲學 宗敎を 研究した れ ば と て 其 興味 は 至て 淺く ある。 

之が 人類の 永遠に 涉る 問題で ある と感 する 時に 其 研究 に 熱心 が 湧く ので ある。 今日の 日本人に 世界 地 

理叉は 世界 歷史 に關 する 知識の 甚 しく 缺乏 する は 全く 之が 爲 であると 思 ふ。 彼等 は 自分の 事に のみ 注 

意す るが 故に 世界人 類の 事に 就て 知らん と 欲する の 慾が 起らない ので ある。 故に 日米 問題の 如き 世界 

的大 問題が 起っても 彼等の 大多數 は 其 意義 を 解す る 能 はす、 小なる 自分に 關係 する こと gl きが 故に、 

之 を 不問に 附し、 忽 にして 之 を 忘れ去る ので ある。 彼等 は 日米 問題 は 紀元前 三百 三十 年の 頃、 ァレキ 

サン ドルの 東征 を以 つて 始 つた 問題で あると 聞いても、 其の 何 を 意味す る 乎 を 解せ す、 又 解 せんと 欲 

しないの である。 之と 對し戀 愛 結婚 號 との 婦人 雜 誌の 大廣吿 を 見れば、 此は 自分に 關係 ある 問題で あ 

れば、 甚大の 興味 を 以て 之に 注意す るので ある。 

〇 如何にして 一 生 を 最も 與味 多く 過さん 乎。 自分 を 世界 大に擴 大して ある。 世界の 爲を思 ひ、 人類 

i-rc クリスチャン 

と 悲しみと 喜びと を 共に し、 卽ち 神の 立場に 自己 を 置いて ある。 卽ち眞 の 基督 者と 成りて ある。 

言 あり 曰く 

我 は 基督 者で ある、 故に 人と 天然と に關 する 事に して、 我が 干與 せざる 事な し。 

と。 眞の 基督 者と 成りて、 我等 は 北極 探檢 にも、 支那 動亂 にも、 火星 硏究 にも、 東京 市 革 正に も、， 深 

甚の與 味 を 有する 事が 出来る。 自分の 爲に のみ 基督 敎を 研究す る も 基督 敎は 到底 解らない。 自分 を 神 

の 僕婢、 社會 人類の 奉仕者た るの 地位に 置いて 聖書 を讀む 時に、 其の 處に 計り 知られざる 智慧と 知識 

とを發 見す るので ある。 (九月 廿 一 日夜 青年の 爲に) 


人生の A  B  c 

A 人の 蓮 命に 就て 

〇 人に 運命が 有る と 云 ふが、 自分 も 有る と 信す る。 幸運が ある、 不運が ある。 然し 乍ら 一 生涯 を 通う 

して 全く 幸運の 人、 又 全く 不幸の 人 は 無い と 思 ふ。 生涯 を 前 中 後の 三 段に 分つ とすれば、 其內 孰れ か 

に 於て 幸運 は 廻り 來 ると 思 ふ。 前に 幸に して、 中に 稍々 曇り、 後に 不幸に 終る 人が ある。 其 反 對に前 

に 不幸に して、 中に 稍々 改善し、 後に 幸福に 終る 人が ある。 又 幸 か 不幸 を 前後の 間に 插む 人が ある。 

自分の 如き は 第二 種に 屬 する 者で あると 思 ふ。 自分の 暗黑 時代 は 長かった。 少年 壯 年より 中年 を 通う 

して 初老に 到る まで 不幸 患難 は連續 した。 自分 は. 時 々忍うた、 自分に は 幸福 は 一 生 臨まない、 不幸 連 

鑌を 以て 終る ので あると。 自分の 友人 達 も 亦 さう 思 ふて、 自分に 對 して 深き 同情 を 表して 吳れ た。 然 

るに 此 世の 運命に 失望して、 唯 希望 を 来せに 囑 した 頃より 不幸の 雲 は 段々 と 薄らいで、 終に は此 世に 

於ても 恩惠の 露に-霜 ふに 至った (今後の 事 は 知ら ざれ ども)" 自分ながら 不思議に 思 ふ。 そして 自分 

の 生涯に 比べて、 自分と 反對の 運命に 在る 多くの 人 を見受 くる。 卽ち 生涯の 前半 部 以上 を 通う して 幸 

運が 連 緩して 終りに 近づいて 不幸の 雲に 掩 はれし 人 を 見る。 幸 不幸 は 其 人の 運命で あると する も、 不 

幸 は 之 を 前半 部に 受けて、 幸福 は 之 を 後半 部に 與 るの 遙 かに 幸 ひなる を 認めざる を 得ない。 然し 乍ら 
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運ん 叩で ある 以上、 自分で 之 を 定める 事 は 出來な い。 唯 不幸 なれば とて 失望す る ことなく、 幸， 幅 なれば 

とて 高ぶら ざるが 肝要で ある。 更に 亦 不幸 決して 不幸に 非す、 幸福 決して 幸福に 非ざる を 知るべき で 

ある〕 身が 暗き に 居る 時に 靈は 光に 歩み、 身が 光に 浴す る 時に、 靈は光 を 認め 難く ある。 晝は 太陽の 

光に 歩み、 夜 は 煌めく 星 を 仰ぐ。 晝も 必要 なれば 夜 も 必要で ある。 光 を 感謝し 亦 i 曰 を 感謝すべき であ 

る。 故に 信者 は 運が 好い とて 別に 喜び もせす、 惡 いとて^に 悲み もしない、 唯 眞の祌 を 知る を 得しと 

て 感謝す る。 運 は 天候の 如き ものであって、 靈 魂の 外の 狀態 である。 好から うが 惡 しからう が 神に 倚 

る靈 魂に は 至って 關 係の いもので ある。 又 人 は 自分の 努力に 由て 大分に 運命 を 支配す る こと が出來 

る。 人に 運命の 有る は 確で あるが、 運命の 奴隸 たる は 人た るの 道で ない。 運命 を 利用して 己が 向上 完 

くるしみ  J  ？ て 

全 を 計るべき である。 「困苦に 會 ひたりし は 我に 善き 事な り、 此に 由り て 我れ 汝 (エホバ) の 律法 を 

學び 得たり」 と あるが 如し (詩 百 十九 篇七 一 節 )0 

B 天才と 忍耐 

〇 人 は 誰でも 天才 を 欲求す る。 天才 は 親から 受 くる 財産の 如き ものであって、 自 から 働かす して 獲ら 

、フナ つ 

る \ ものであるが 故に- 人の 之 を 欲求す る は 無理 はない。 然し 乍ら 親の 遺產を 承繼ぐ 者の 稀なる やう 

に、 天才 を 授かる 者 も 亦少く ある。 天才 は 求めて 得べ からす、 授けられし 者の 幸 幅、 授けられざる 者 

の 不幸と 見る 外に 途 はない ので ある。 

〇 然し 乍ら 人に は 何人に も 意志が ある、 彼 は 意志 を 以て 優に 大才の 缺乏を 補 ふこと が 出来る。 忍耐と 

勤勉と である。 之 ありて 天才の 爲す 以上の 事 を爲す 事が 屮 I 来る。 天才の 特徴 は 良き 事 を 早く 爲す 事で 


ある。 學ぶ事 ii くして、 時には 學ば すして、 短時間に 仕事 を 仕上ぐ る ことで ある。 然れ ども S; 疋れ必 す 

しも 事を爲 すの 途 ではない。 忍耐と 勤勉と を 以て 寧に 當れ ば， 縱し 努力と 時間と は 多し と雖 も、 天才 

に 劣らざる、 時には 天才 以上の 事を途 ぐる 事が 出来る。 詩人 ゲ ー テが曰 ひし 如くに 「休ます に 急がす 

に」， コッコ ッ として 事に 當れ ば、 凡人 も 優に： 大才を 凌ぐ ことが 出来る。 斯く 見て 天才 は 少しも 羨む 

に 足りない。 我等 多數 の 凡人 は 忍耐と 勤勉と を 以 て 少數 の 天才と 競爭し て 之に 打 勝つ であ らう。 

〇 而已 ならす 忍耐の 長所に 天才の それに 優 さるものが ある。 天 才は 容易く 事 を爲す が 故に 之に 品性 養 

成の 效果が 伴 はない。 忍耐 は然ら す。 忍耐 は 之 を 維持す るに 常に 意志の 行動 を 要する が 故に、 人格 は 

之に 由て 上進し、 信仰 は 之が 爲に 固く せらる。 忍耐 を繼 綾して 人 は 自己 を 知る こと 益々 深くな り、 冲 

に頓る こと 益々 强 くなる。 天才の 人 は 概ね 高ぶりの 人、 薄情の 人で あるに して、 忍耐の 人 は 概ね 謙 

遜の 人、 同情の 人で ある。 亦 天才 は 挫け 易く して 忍耐 は拔き 難く ある。 天才の 人が 其 濫用より 癡 人と 

なりし 多くの 實例を 見る が、 忍耐の 人が 堕落して 其 生涯 を 失敗に 終りし 實例は 滅多に 見ない。 斯くて 

何れの 方面より 見る も、 忍耐の 長所 は遙に 天才の それに 優 さる。 

〇 まことに 神 は 公平で 在し 給 ふ。 彼 は 天才 を 少數に 賜 ひて 多數を 顧み 給 はない ので はない。 却て よい 

善き もの を多數 凡人に 賜 ひて 彼等 を 祝福し 給 ふので ある。 凡人た るの 幸福 叉特 權は大 である。 神が 何 

人に も 賜 ひし 意志の 力 を 以て 何人も 爲し 得る 事を爲 すので ある。 祌の 造り 給 ひし 宇宙に 於て 平凡 は 決 

して 平凡で ない。 凡人 も 亦 神に 肖て 造られし 者で ある。 そして 神を顯 はす 點に 於て 凡人 は 天才 以上で 

ある。 我等 何人も 持 綾せ る 忍耐と 勤勉と を 以て 「偉大なる 凡人」 たるべく 努 むべき である。 
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C 常識と 意 志 

〇 大統領 リン コ ルンが 曾て 曰うた 事が ある、 「祌は 特に 凡人 を 愛し 給 ふ、 然ら ざれば 彼は斯 くも 多數 

に 凡人 を 造り 給 はない に 相違ない」 と。 之に 由て 觀れ ば、 リン コル ンは 自身が 凡人の 一人で あると 思 

ひ、 凡人の 大統領 を 以て 自 から 任じた ので ある。 そして リン コル ン は實に 偉大なる 凡人で あつたので 

ある。 11^^主政治他なし凡人政治でぁる。 凡人に 價 値を認 むる 所に 民主政治の 長所が ある。 天才 者は才 

能 界の責 族で ある。 凡人の 才能、 卽 ち實驗 より 得た る 常識 を 以て 萬 事 を處理 せんとす る 所に デモ クラ 

シ ー の 精神が ある U  ^に 健全 確實 なる ものにして、 凡人が 人生の 實驗 より 得た る 常識の 如き はない の 

である。 

〇 之 を 名 づけて 常識と 云 ふ。 常識 は Common  Sense の譯 字で ある。 普通 意識 叉 は 凡人 意識の 意で あ 

る。 何人も 發 達し义 獲得す る ことの 屮 I 來る 意識で ある。 常識 を 得る に 貴族たり 叉 天才 者た るの 必要 は 

少しもない。 何人も 眞 面目に 人生 日常の 責任に 當 れば自 から 得らる る 意識で ある。 そして 彼れ リン コ 

ルン は 常識の 校 範的體 得 者であった。 樵 夫の 子であって、 勤勉と 正直との 外に 何の 才能 を も 有せ ざり 

し 彼が、 終に 人類 最大の 指導者と 成った ので ある。 

〇 意志と 云へば 其 强弱を 語る が 普通で ある。 意志 鞏固の 人が あり、 意志薄弱の 人が ある。 故に 輦 固な 

る 意志 も 亦 天才の 一種で ある 乎の やうに 思 ふ 人が 多い。 然し 乍ら 天才と 意志と は 全く 異ぅ。 勿論 雨つ 

ながら 神の 賜物で あるに 相違ない が、 然し 天才 は 特別の 賜物であって 意志 は 普通の 賜物で ある。 世に 

天才の 無い 人 は ある が 意志 の 無い 人 はない。 そして 縱令弱 い 意志と 雖も之 を 善く 養成して 强 い 意志と 


成す ことが 出来る。 敎 育の 必要 は兹に 在る。 父兄と 敎師 とは兒 童の 意志 を 指導し 其 發達强 健 を 計る こ 

とが 出来る。 而 して 叉 人 は 他人に 依らす して 自分で 自分の 意志 を 強く する 事が 3,1 来る。 其方 法の 第一 

は 自分の 意志 を 信頼す る 事で ある。 意志 も 記憶力と 同じく 信頼 すれば 益々 强 くなる。 自分 は 駄目な り 

と 思へば 駄目に 成り、 爲す ことが an ぃ來 ると 信 すれば 爲す 事が 出来る。 第二 は 自分の 意力 不相應 の 事 を 

企てざる 事で ある。 成功 は 意志 を 獎勵し 失敗 は 之 を 失び K せし む。 意志 は 小兒の 如き 者で ある (弱き 意 

志 は 殊に 然 り)、 故に 之 を獎勵 して、 失望せ しめて はならない。 小事 を 成就げ て 大事 を爲 さんと する 

の 勇氣が 起る。 弱き 意志 は 弱き 炭火の 如し。 徐ろに 之 を 吹 起して 終に 熱 火と 成す ことが 出來 る。 

Q 裕 取の 必要 

〇 何事 を爲 すに も裕 取が 必要で ある。 「急いて は 事 を 仕 損する」 と 一 K ふ。 Tals  plenty  of  time. 何 

事に も 充分に 時を與 へよ。 善き 事を爲 すに は 充分の 時が 要る。 早き が 能で はない、 完 きが 手柄で ある。 

不完全なる 事 を 三つ 爲 すよりも 完全なる 事 を 一 っ爲す 方が 遙に增 しで ある。 不完全なる もの は 廢れ、 

完全なる もの は殘 る。 急げば 廻れで ある。 畢竟る 所、 ゆつ くいと 氣 長に 事を爲 すの が 時間の 最大 經^ 

である。 

みじか 

〇 人生 は 短い と 云 ふが、 人 一 生の 事を爲 すに は 充分で ある" 急ぐ 人 はすべ て 無益の 事に 時間 を 浪費す 

る 人で ある。 毎日 少しづつ 孜々 として 働いて、 一生の 事を爲 すに 充分の 時間が ある。 世に 「忙殺 せら 

る」 と稱 する 人が あるが、 彼等 は 多くの 爲 さすと も 可い 事を爲 して 「忙殺」 せらる」 ので ある。 祌の 

ため、 眞理 のた め、 人類の ために 違す 人 は 時に も 心に も 充分の 餘裕の ある 人で ある。 Things  half- 
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rlone  as  things  undone. 半 成の 事 は 未成の 事で ある。 充分の 時 問 を 取り、 充分の 心 を 人れ て^さ 

る 事 は、 未だ 爲 る 事と 同じで ある。 充分の 時を與 へん 爲に 少し 早く 始めよ。 朝 は 少し 早く 起きよ。 

朝の 少しの 裕 取が 全日に 涉 つて、 全日の 仕事に 裕取 あらしむ。 何事 も 必要に 迫って 爲 して はならぬ。 

編輯 當 日に 成った 原稿に 碌な もの」 在った 例 はない。 試驗の 準備 は遲 くと も 一 ヶ月 前に 始めよ、 然ら 

ば滿 足なる 試 驗を經 過す る を 得べ し。 何事 も 時の 切迫す るまで 抛棄す る 勿れ。 少しく 早く 取掛 つて、 

準備と 實 行との 間に 多少の 猶豫 あらしめ よ。 然 らば 成りし 仕事 は 稍 や 完全に 近き もので あらう。 

〇 世に 恥 かしき 事と て、 時間に 裕取 を與へ ざり しが 故に、 汽車に 乘 後れし 場合の 如き はない。 少し 早 

く 家 を 出れば 此恥を 取らす して 濟ん だので ある。 而 して 惟 汽車の みならん や。 人生 全體が 然 りで あ 

る 0 死の 間際まで 之を迎 ふるの 準備 を爲 さすして、 急いで 準備に 取掛る も、 縱し 全然 無效 ならす とも 

不完全なる は 免れない。 r 汝の少 き 日に 汝の造 主を覺 えよ」 と ある は 之が 爲 である。 死の 準備に 充分 

の裕取 あらん 爲 である。 多く 遊んで 急に 働かん とする が 敌に急 ぐので ある。 常に 少し づ& 働いて 泰然 

としてす ベての 責任に 應 する 事が 出来る。 人生 は 長く して 短 かし。 己が 使命 を 菜 すに は 充分で ある、 

然れ ども 使命 以外の 事を爲 さんと 欲して 生命が 百あって も 足りない。 己が 使命 を自覺 して ゆったり と 

したる、 充實 せる 生涯 を 送る 事が 出来る。 

E 每日 少し づ 、 

〇 少 しづ.^、 然り少 しづ、、 毎日 少し づ X。 少し づ \ は大 なる 勢力で ある。 一 日に 一 寸づ、 穿れば、 

一 年 問に は 厚さ 六 間の 堅い 大理石 又は 花崗 石の 岩 を 穿 通す 事が 出来る。 相 方より 一 日に 一 尺づ 、掘れ 


とんね る 

ば 長さ 數哩の 難 工事の 隨道も 數年を 出です して 貫通す る 事が 出来る。 一 日に 一 頁づ. - 書けば 十 年間に 

は 三千 六 百 頁の 浩瀚の 著述 を爲す 事が 出来る。 人生 短 かしと 雖も、 若し 一 の 事を繼 いて 毎日 少し づ、 

なすならば、 死ぬ までに は 一大事 業 を 成就す る 事が 出来る。 驚くべき は 毎日 少し づ X 爲す 仕事の 結果 

である。 

〇 そして 凡人が 業を爲 さんと 欲せば 此途を 取る より 他に 方法がない ので ある。 

惰らす 行かば 干 里の 外 も 見ん 

牛の歩みの よし 遲く とも 

と德川 家康が 詠んだ 通りで ある。 大 天才の 璺臣秀 吉の爲 す 能 はざる 事 を、 大 凡才の 徳川家 康は 成し 遂 

げたので ある。 牛 進 主義で ある。 毎日 少 しづ- - 働いて 山 を も 平らげ、 海 を も 干さん とする ので ある。 

此く なして 我等 は 神に 傚 ふて 働く ので ある。 宇宙 萬 物が 成りし も 此途に 依った ので ある" 

〇 今や 大 活動と 稱 して、 潜勢力 を 喚起して 急に 大事 を爲す ことが 流行す る。 其れ も 事 を 爲すー の 善き 

方法で ある こと を 疑 はない。 然し 其れよりも 遙に 善く、 叉 最も 確實 なる 途は 毎日 少し づ、 爲す 事で あ 

る。 急に 大事 業 を 思 ひ 立って 爲 すに 非す して、 毎日 降っても照っても、 時 を 得る も 得ざる も、 (ふ ひ 

つと 爲す 事で ある。 此途を 取って 凡才 も大學 者と 成る ことが 出来る。 毎日 一 つづ、 の 事項 を 暗記して 

一 生涯に 大歷 史家と なること が 屮ぃ來 る。 毎日 天然 物 一 筒に 注意して 一 生涯に は大 天 然學 者と 成る こと 

が 出来る 。毎日 一章 づ とまんで 三年と 四 ヶ月に は 聖書 全部 を 通讀す る 事が 出来る。 之 を 生 涯綾け て 大 

聖書 學 者と 成る ことが 出来る。 「誡 命に 誠 命 を 加へ、 度に 度 を 加へ、 此 にも 少しく、 彼に も 少しく 敎 

ふ」 と 云 ふ (以 赛亞 二八の 十 )o 少 しづ 、敎 へられ 少 しづ、 學 びて、 ：！： 人 も大學 者と 成る ことが 屮： 來 
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るつ」 

〇 少し づ^、 然り 少し づ&、 毎日 少 しづ.^。 大擧傳 道と 稱 へて 一時に 民衆 を敎 化せん とせす。 速 急に 

厶 △ 厶厶 AAA 厶 △△<"△△<!  A<:<I<" 厶厶厶 厶<:<"<!厶<1 厶， 1 厶厶 

成功 を 計る は 亞米利 加 流で ある。 狳々 と少 しづ.^ 築く は 亞細亞 風で ある。 靜に 毎日 少し づ X、 愛する 

日本人よ。 


大正 十四 年 二 九 二 五 年) 

近代 人 の 愛と 基督 信者の 愛 

〇 面白い 者 は 近代 人で ある。 余は大 なる 興味 を 以て 彼等の 常 性と 思想と を 研究す る。 此は 勿論 決して 

氣 持の 好い 研究で はない。 然し 乍ら 研究 は 研究であって、 與 味の 之に 伴 はざる はない。 恰 かも-天然 物 

の 研究に 興味が あると 同然で ある。 冷静に 近代 人 を 研究して 學ぶ 所が 甚だ 多い。 

〇 殊に 面白 いのは 近^ 人の 愛の 觀念 である。 彼等 も 基督 信者に 眞 似て 愛 を 高調す る。 然れ ども 其 愛た 

厶厶な 厶厶 <3<"<3 厶厶  <1 厶 △△△△ 厶厶 厶厶  . 

る や 最も 不思議なる 者で ある。 第一 に 近代 人の 愛 は 愛する 事に 非す して 愛せら る k 事で ある。 故に 彼 

等に 愛を說 けば 彼等 は 曰 ふ、 r 實に然 り、 其 如く 我 を 愛せよ」 と。 而 して 愛せられ ざれば 彼等 は 怒る- 

彼等 は 愛 は 愛する 事 (active) であって 愛せら る、 事 (passive) でない 事 を 知らない。 然し 彼等が 斯く 

思 ふ は當然 である。 近代 人 他な し、 犬なる 駄々 ッ兒 である。 彼等 は 馴致され ざる 野馬の 如き 者で ある- 

彼等 は 人間に 義務と 稱 する 犬なる 束縛の 在る を 知らない。 基督 信者の 見る 所に 由れば 愛 は 最大 最上の 

義務で ある。 然し 乍ら 近代 人に 取りて は 「義務と しての 愛」 と 云 ふが 如き は 自己矛盾の 絶頂で ある。 

玆に 於て か 基督 信者 は 近代 人 を 解せ す、 近代 人 は 基督 信者 を 解し ない の である。 

〇 基督 信者の 愛 は本來 祌に對 する 愛で ある。 先 づ祌を 愛して 然る 後に 人 を 愛する ので ある。 近代 人の 
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愛 は 全く 之と 異なる。 近代 人 は 祌と稱 する が 如き 第三者 を經 すして 直に 人 を 愛せん とする。 所謂 「直 

接 行動」 である" 或る 愛すべき 人に 對 して 「我れ 汝を 愛する」 と 云 ふ。 故に 彼等の 愛 は 熱烈であって 

遠慮がない。 之に 義務 もなければ 責任 もない。 「愛 は 自體の 法則に 從ふ」 と 彼等 は 曰 ふ。 彼等に 取り 

正しい 愛と 正しから ざる 愛との 差別 はない。 近代 人に 取りて は 愛と は 愛する 者 を 愛する 愛であって、 

^は 絕對 的に 自由で ある。 愛 を 抑 ゆると 云 ふが 如き、 或る 他の 要求に 由て 愛 を 支配 せらる と s ふが 如 

き は、 彼等に 取りて は罪惡 であり、 偽善で ある。 何者の 支配 を も 受けざる 愛、 彼等 は 之を稱 しで 「純 

愛」 と 云 ふ。 此は實 に 前代未聞の 愛であって、 近代 人 は 反て 其 新ら しき を 誇る ので ある。 

〇 殊 に 注意す べき は 近代 人の 愛 は 婦人に 對 する 愛で ある 事 で ある。 彼等の 愛 は 神に 對 する 愛 で なき は 

勿論、 國に對 し、 人類に 對し、 國 家に 對 する 愛でない。 一言 以て 之 を 云へば、 近代 人の 愛は戀 愛で あ 

A  i け-たちの 

る。 此. は 人間 獨特の 愛で はなく して、 禽 にも 獸 にも 在る 愛で ある。 そして 近代 人 は 此愛卽 ち 戀愛を 至 

. 上 善と 見做す ので ある。 故に 彼等 はソ クラ テ ス の 如くに 正義 を 愛する 愛 を 以て 燃えない。 又 ダン テ、 

ミ. - トンの 如くに 國を 愛する 愛 を 以て 熱しない。 近代 人 は 凡て 他の 事に 就て は 至って 冷淡であって、 

唯懸 愛の 事に のみ 熱心で ある。 正義が 蹂躅 せら るれば とて 怒らす、 國 家が 滅亡に 瀕すれば とて 悲しま 

す、 師友が 辱し めら るれば とて 敢て 憤り を發 せす。 然れ ども 彼 i の戀 愛に して 妨げられん 乎、 彼等の 

憤怒 は 火山の 如くに 破裂す。 彼等 は戀 愛の 爲には 萬 事 萬 物 を 犠牲に 供して 惜 まない。 彼等 は 己が 愛す 

る 婦人の 爲に する を 以て 人生 最大の 美事な りと 信す。 愛 國者は 國の爲 に 死し、 哲學者 は 眞理の 爲に死 

し、 基督 信者 は 信仰の 爲に 死す、 而 して 近代 人 は 己が 愛する 婦人の 爲 に- 或は 彼女と 共に、 死して 人 

生の 目的 を 達したり と 信す。 而 して 近代 人の 特徵は 國と哲 學と宗 敎とを 擧げて 之を戀 愛の 辯 護、 立證、 


獎勵の 用に 供す るに ある。 彼等の 人生 觀に 寸毫の 自己矛盾 はない。 彼等の 哲學は 完全に 始終 一 貫して 

居る。 「我が 意中の 婦人」、 彼女に 滿 足を與 ふるが 人生の 目的で あると 彼等 は 主張す る。 

厶厶厶 厶厶厶厶厶厶 厶厶厶 <1厶<1<:<1厶<3<<厶厶<3厶.^  ,1<1么<1 厶厶厶 A 厶  <1<l,as 

〇 更に 又 不思議なる は 近代 人の 愛の、 男子の 婦人に 對 する 愛であって、 必 しも 婦人の 男子に 對 する 愛 

でない 事で ある。 普通の 愛 は 相互 的で あるが 近代 人の 愛 は片務 的で ある。 近代 人の 內に 在りて は 婦人 

は 男子より 絕對 的の 愛 を 要求す るが、 男子 は 婦人より 斯 かる 愛 を 要求し ない。 婦人 は 男子に 對 つて 曰 

ふ r 汝は 我が 他の 男子 を 愛する とも 喜んで 其 愛 を 許す 丈け、 それ 丈け 深く、 純に 我 を 愛せざる ベから 

す。 我が 汝を 愛する が 故に 汝が我 を 愛する と 云 ふ は、 是れ 純の 無我の 愛に 非す、 愛せられ ざるに 愛す、 

是れ 眞實の 愛で ある。 汝は 我に 對し、 此 純然 無 1|§ の 無我の 愛 を 抱かざる ベから す」 と。 而 して 男子 は 

之 を 聞いて 然 りと 答 ふるので ある。 而し て斯か る 愛 を 婦人 に 供し て絕對 無我 の 境涯に 入り たりと：^ じ 

て 無上の 滿 足を覺 ゆるので ある。 昔時の 婦人 道德の 正反對 である。 昔 は 男子が 放蕩して 女子が 喜んで 

之に 耐えた るが 如くに、 今 は 女子が 亂偷 して 男子が 喜んで 之に 服從 する ので ある。 近代 人の 内に 在り 

て は 女子が 男子 を 棄るは 罪惡に 非す して、 男子が 女子 を 棄るは 最大の 罪惡 である。 女子 は 自由 勝手た 

る も 可な り- 然れ ども 男子 は 永久に 忍耐せ ざるべ からす。 實に豫 言 者 H レ ミヤが 豫言 せし 時代が 臨ん 

だので ある、 曰く 

反け る 女よ、 汝 いつまで 流蕩 ふや、 H ホバ 新しき 事 を 創造らん、 女 は 男 を 抱くべし 

と (耶利 米 亞記卅 一章 ニニ 節)。 「女 は 男 を 抱くべし」、 包圍 せん、 捕 慮と なして 已が 自由にすべし 

と。 實に 不思議なる 時代で ある。 そして 今が 其 時代で ある。 男子が 神に 背ける 結果と して 女子の 捉ふ 

る 所と なった ので ある。 何よりも 奴 隸を嫌 ふ 近代 人 は 女の 奴隸と 成った ので ある。 まことに 彼等が 受 
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くべき 適當の 刑罰で ある。 「14 ホバ 新ら しき 事 を 創造らん」 と ありて、 此は絕 對的新 現象で ある。 未 

だ 曾て 有ら ざり し 事で ある。 エホバが 創め 給へ りと ある。 彼が 此く ある 事 を 許し 給へ りとの 意で ある。 

ァ モス 書 三 章 六 節に 「邑に 災禍の 起る は エホバの 之 を 降し 給 ふなら す や」 と 云 ふと 同じで ある。 

〇 以上 は 近代 人の 愛で ある。 然れ ども 基督 信者の 愛 は 全く 之と 異なる。 第一 に 基督 信者の 愛 は 義務で 

0  0  0  0  0  0  0  いま しめ 

あって 情で.,^ い。 「我れ 新しき 訓誡 を汝 等に 與ふ、 汝等 互に 相愛す べしとの 訓誡 是 なり」 と 主が 敎へ 

給 ひしが 如し。 信者に 取りて は 愛 は 神の 訓誡 卽ち 命令で ある。 之に 從ふは 彼の 義務で ある。 勿論 父の 

命令で あるが 故に 從ふは 難から すと 雖も、 義務 は 依然として 義務で ある。 故に 信者 は 愛すべき 者 を 愛 

する に 止まらす、 愛すべからざる 者 を も 愛する ので ある。 眞の愛 は 愛 を 以て 報いら れんこと を 欲 はな 

い。 聖 父の 命 を 奉じて 愛する のが 義務で あり、 名眷 であり、 歡喜 である。 止む に 止まれぬ 愛と 稱 して 

情に 驅られ て 愛する ので はない。 愛する の 道理 を 示されて、 愛する の氣 分な きに も拘 はらす 愛する の 

である。 故に 基督 信者 は 自分で 愛の 目的物 を擇 まない ので ある。 アダムが H バを與 へられし が 如くに、 

信者 は 愛すべき 者 を 神より 與 へらる \ の である。 リビ ングス トン は 阿弗利加の 黑 人を與 へられて 熱愛 

を 以て 之 を 愛した。 露國宣 敎師- コ ライ は 日本人 を與 へられて、 意中の 愛人 を棄 て、 日本に 其 一生 を 

終った。 近代 人の 愛と 基督 信者の 愛は斯 くも 其 根本に 於て 相 異なる。 

OO0OOOO000OO0OOOO  0  0  0  0  0  0  0  000000 

〇 基督 信者の 愛 は 近代 人の それと 異なり、 間接的であって、 直接的で ない。 信者 は 「我 は汝を 愛す」 

と 言 ひて 相互に 愛さない ので ある。 彼 は 先 づ神を 愛する、 キリストに 在りて 祌を 愛する。 而 して キ；^ 

ストに 在りて 相互 を 愛する。 神に 繁 がるに キリスト を 通う して、 人に 鬚が るに も キリスト を 通う して 


である。 故に 近代 人の 愛の 如くに 熾烈なら すも雖 も、 堅固に して 深遠で ある。 我れ キリスト を 愛し、 

彼れ 亦 キリスト を 愛し、 其 愛 を 以て 互に 相 結ぶ、 それが 信者の 愛で ある。 故に 愛の 繼 緩に 就て 信者に 

取り 何よりも 必要なる は祈禱 である。 夫婦 相 共に 祈り、 親子 相 共に 祈る。 一家 團藥は キリスト を 中心 

として 祈禱を 以て 成立し 叉繼續 せらる。 若き 男女 は 祈禱を 以て 婚約し、 祈禱を 以て 結婚し、 祈 禱を以 

て 偕老の 契を完 うす。 而 して キリスト を 通う しての 間接的の 愛なる が 故に、 冷たき、 律法 的の、 非" 

1 マ ン チックの 愛な らんと 人 は 思 ふなれ ども 決して 然ら す。 愛に 伴 ふ 凡ての 幸福 は如此 くにして 得ら 

る、 ので ある。 人 は 「蜜の 如き 愛」 を 語る と雖 も、 永久にして 蜜よりも せき 愛 は キリストに 在りての 

み 得らる \ の である。 直接的なら すして 間接的な るの 點に 於て 基督 信者の 愛 は 近代 人の それと 全く 異 

うので ある。 

〇 第三に 信者の 愛 は 言 ふまで もな く 相 封 的で ある。 與は として 女 を 愛し、 女 は 女と して 男 を 愛す。 

而 して 男 は 女の 首で あるが 故に、 指導 發 意の 任 は 男に 在って 女に ない。 女 は 與 に 服 はざる ベから すと 

云 ふ は、 是れ 神の 定め 給 ひし 順」： f であって、 人の 定めし 法則で はない。 服 ふべき 者に 服 ふ は名譽 であ 

り、 特權 である。 而 して 男 は 神聖なる 服從 として 女の それ を 受け、 之に 報 ゆるに 信頼と 誠 實とを 以て 

する。 サ ラがァ ブラ ハ ムに 彼女の バ ー ル (主人) として 事へ し は 決して 彼女の 恥辱で ない。 此は 彼女 

の爲 すべき 事であって、 彼女 は 之に 由て 神に 惠 まれ、 彼女の 夫と 共に 聖き 契約の 祝 幅に 與 つたので あ 

る。 眞の 夫襦關 係に 於て 夫 は 妻より 愛 を 要求す るの 必要な く、 叉 妻 も 亦 夫に 愛 を 迫る の 必要 はない。 

若し 斯 かる 必要の 起る 場合に は、 夫婦 は 相互に 各自の キリストに 對 する 愛 を 要求すべき である。 夫婦 

の 愛情の 冷へ る 場合に は 暫く 相 離れて 祈 禱に從 事し、 各自 キリストと 接近して 再び 相會 する 時に、 愛 
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は聖 めら れ叉强 めら れて、 前よりも 更に 樂 しき ホ— ム の 實現を 見る ので ある。 コリ ント 前書 七 章 五節 

を讀 むべ し。 

〇 畢竟す るに 愛に 必要なる は 尊敬で ある。 近代 人の 愛 は 尊敬の 無い 愛で ある。 故に 熱き が 如くに 見 ゆ 

れ ども、 基礎な きが 故に 破れ 易い ので ある。 男女 は 夫婦で ある 以上に 敬 友で なければ ならぬ。 相互の 

衷に何 か 尊む ベ く 敬 ふ ベ き 物を發 見す るまで は 結婚せ ざる に 如かす。 愛情 は强 いやう で 實は 跪い 者で 

ある。 尊敬に 根ざす にあら ざれば 愛 は眞の 愛た る 能 はす。 相互 尊敬 は 愛の 礎で ある。 相互の 衷に何 か 

ノ ー プルなる、 男らしい 叉 は 女らしい 所 を， 發 見して、 愛 は 情の 故に 崩れない ので ある。 近代 人に 此嚴 

肅 味が 無き 故に、 其 愛 は 單に佚 樂の爲 の 愛であって、 奉仕、 獻 身の 愛でない ので ある。 其 意味に 於て 

昔の 日本 武士の 家庭 は 近代 人の それよりも 遙に 健全で あり、 幸福であった。 唯 幸福 をのみ 愛の 標準と 

It むる 近代 人の 愛 は實に 下等なる 愛で ある。 愛する 者の 爲に 自己 を棄 つ。 神の 爲、 國 の爲、 義務の 爲 

に 愛 其 物 を すら 犠牲に 供す る 事、 それが 本當の 愛で ある。 

祈 禱 

四月 五日 講演の 後に 

〇 我等の 主ィ H ス キリ ストの 御 父なる 眞の 神樣、 御惠 みに 依り 今日 も 亦變る ことなく 此處に 集まる こ 

とが 出來、 アナ タの 尊き 钾 言葉 を 賜 はり 誠に 有難く 存じ 奉ります。 アナ タと アナ タの 遣し 給 ひし 御子 

i3 ろ/ ヽ  そら  み 一 1*  わ Vj 

を識る は眞の 生命であります。 諸の 天 は アナ タの榮 光 を 現 はし、 蒼 は聖 手の ェを 示します が、 御子 


•  ん 二と » 

のみが アナ タの御 心を傳 へ、 其 御 一一 一一 n のみが アナ タの愛 を 示します。 彼 を識る ことが 窮 りなき 生命で あ 

ります。 願く は 私供 をして 彼の 何者なる 乎 を 明かに 知る を 得しめ 給へ。 血肉 は 私供に 此事を 示し ませ 

ん。 天に 在す 私供の 父なる アナ タ のみ 彼 を 私供の 心に 顯 はし 給 ひます。 願く ば マリヤの 子と して 生れ、 

ヨセフの 子と して 世に 認められし 彼が、 まことに 主の 主、 王の 王で ある こと を 明かに 解かる ことの 出 

來る やう 私供 を 助け 給へ。 願く ば 私供が 此 世の 人と 共に ィ H スを 人の子の 最も 犬なる 者、 最も 聖き者 

として 受 くるに 止まらす、 彼 を キリスト、 活ける 神の 御子と して 信じ 得る やう 助け 給へ。 願く ば 彼が 

私供の 靈 魂の 救 主、 末の 日に 私供 を 甦らす 者、 地上の 友に して 天上に 父の 前に 私供の 爲 めに 執 成し 給 

ふ 者で ある こと を 確 實に認 むる 事 を 得しめ 給へ。 

〇 願く は 叉 我等の 愛する 此國 を惠み 給へ。 此國が 彼に 事 へ て 亡ぶ る こと 莫 らしめ 給へ。 主ィ H ス キリ 

ストが 日本人の 靈魂を 支配す るに 至る 其 時 を 早め 給へ。 如何なる 良き 法律が 立ら れ、 好き 制度が 布 か 

れ ましても、 彼が 國 民の 良心 を 治め 給 ふに あら ざれば、 圃は引 t 依き 暗黑の 巷であります。 彼 を 主と し 

て 崇めざる 文明 は 國を壤 ち 民 を 亡す 者であります。 私供 日本人 は 今や アナ タが 民の 救 主と 定め 給 ひし 

御子 を 主として 認めざる 此 世の 文明に 咒 はれつ k あります。 願く は 暗き は 地を湲 ひ、 闇 は 諸の 民 を！^ 

ひっつ ある 此 時に 方り、 アナ タの光 をして 此國の 上に 照 出、 其榮光 をして 私供の 上に 顯 はれし め 給へ。 

〇 願く は 叉 私供の 家庭 を惠 み、 之 をして 亦 御子の 宰り給 ふ 所の 者と ならしめ 給へ。 殊に 幼な き 者 ども 

を 憐み給 ひて 彼等 をして 其 若き 時に 於て アナ タを 探らし め 給へ。 ァ 、祌 樣、 4, や 不信 はせ に 盈ちます。 

アナ タを識 るの 機會は 甚だ 稀れ であります。 此狀 態に して 緩けば 私供 はソ ドムの 如くに ゴ モラの 如く 

に 成ります。 願く ば アナ タの大 なる 能力 を顯 はし、 アナ タの 救扬を 私供の 上に 施し 給へ。 尊き 我等の 
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主ィ H ス キリストの 聖 名に 由り て聽き 上げ 給へ。 ァ I メン 

復活の 實現 


起よ 光 を 放てよ 汝の 光来り 

エホバ の 榮光汝 の 上に 照 出づれ ばな り。 

く." き  ク み もろ/ \ 

視ょ暗 は 地 を 覆 ひ 暗黑は 諸の 民 を 覆 はん 

然れ ど汝の 上に は エホバ 照 出た まひ 

その 榮光汝 の 上に 顯 はるべし (以 賽亞書 六十 章  一、 二 節)。 

OOO0O0OOOOOOOO000OOO0OOO  OO00O00O000000O0O0O 

〇 キリストの 復活 は 神の 新たなる 能力が 人の 間に 臨みて、 彼が 人類 を 代表して 死に 勝ちて 窮 りなき 生 

命に 入り 給 ひし 事で ある。 新生 命の 注入 は此 記念すべき 出来事 を 以て 始まった ので ある。 そして 此事 

は キリスト 御 一 人に 有った 事で はない。 彼 を 以て 人類の 上に 行 はれた 事であって 凡ての 人の 上に 行. は 

れた 事で ある。 人類 は キリスト を 以て 復活した ので ある。 諸君 も 私 も 彼 を 以て 復活した ので ある。 キ 

リストの 復活 を 我が 事、 我が 今日の 事と 見て 其 意味が 明白に 成る ので ある。 我等 は 復活の 意味 を實驗 

的に 解らなければ ならない。 

0 「起よ 光れよ」 と 主 は 我等に 命じ 給 ふ。 然れ ども 能力な き 我等 は 如何で 起き 得ん や。 暗き 我等 は 如 


何で 光り 得ん や。 我等 は 失望の 淵に 沈む 者、 蹵者 同様に 起たん と 欲して 起つ 能 はざる 者で ある。 罪の 

か fct り  ひか h- ほ 

塊 なる 我等 は 放つべき 光 を 有せす。 我等 は 世 を 照すべき 責任 を 有し 乍ら 自身 暗 體の裡 に 在りて 光 欲 

しさに 泣く 者で ある。 

〇 然れ ども 「暗黑 淵の 面に ありし 時に 祌光 あれと 言 ひ 給 ひければ 光 ありき」 と ある (創世記  一. U 二、 

三 節)。 其 如くに r 汝の 光来り、 H ホバの 榮光汝 の 上に 照出づ べし」 と ある。 「光れ」 との 命令に r 汝 

の 光来るべし」 との 約束が 伴 ふ。 我等 は 神の 光 を 受けて 光るべし との 事で ある。 祌は 光の 源で ある。 

いでき. U 

祌光 あれと 言 ひ 給 は ざれば 我等 は 自己 を 打ても 敲 いても 光 は 我等より 出来らない。 

〇 そして 光 は 神より 來 りつ \ ある。 其 證據は 何處に 在る 乎と 問 ふに、 キリストの 復活に 在る。 祌はキ 

" ス トを 復活せ しめ 給 ひて 生命 は 死 以上の 勢力で あり、 光り は 終に 暗黑を 呑み 去るべき 者で ある 事 を 

明かに 示し 給うた。 そして キリストの 復活 ありて 以来、 人類 は 人生に つき、 宇宙に つき 失望せ ざるに 

至った。 此證據 を 供せられ て 以來、 人類 は全體 として 自己の 運命に 就て 失望せ ざるに 至った。 M ホバ 

は 言 ひ 給うた。 

視ょ暗 は 地 を 覆 ひ、 暗黑は 諸の 民 を 覆 はん。 

と。 世界と 人類と は 度々 此狀 態に 陷 つた。 そして 今日は 其 最も 甚だしき 者で ある。 第 二十世紀の 今日 

程、 暗が 地 を 覆 ひ、 暗黑が 諸の 民 を 覆うた 事 はない。 政治家 も 宗敎家 も 此暗黑 を 取 除く 事 は 出来ない。 

世界 は 今や 破滅に 瀕して 居る。 日本 も米國 と共に 黑 暗の 淵へ と 急ぎつ X ある。 

〇 然れ ど、 然り、 然れど 

然れ ど汝の 上に H ホバ照 出た まひ、 
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その 榮光汝 の 上に 顯 はるべし 

と 云 ふ。 「然れ ど」、 「犬なる 然れ ど」 である。 世が 暗黑の 極に 達する 時に 祌の光 は汝の 上に 照 出 、、つ 

べしと 云 ふ。 「汝」 と は 誰か。 神に 召されし 者、 其 福音に 接せし 者、 其 者に 先づ 光照 出づ べしと。 恰 

かも 太平洋より 指し 昇る 太陽が 先 づ富士 の 高 根 を 照らす が 如くに、 暗 黑の裡 に 世界 を 照さん とする 祌 

の 光 は 先 づ眞の クリスチャン を 照らす ので ある。 斯くて キリ ストの 復活 は 今や 大規模に 全人 類の 上に 

行 はれん として ゐる。 そして 主が 甦へ りし 以上、 此 事は必 す事實 として 現 はれねば ならぬ〕 

〇 而 して 斯 かる 復活 は將 さに 行 はれん として 居る。 暗 は 社 會を覆 ひ、 暗 黑は敎 會を覆 ひつ k ある も、 

社會 にも 敎會 にも 認められざる 所に H ホバ の榮 光は顯 はれつ、 ある。 人類 は 今や 復活の 曉に 面して 居 

る。 今暫 らくで ある。 來る者 必す來 らん。 それが 聖書に 示す 所の キリストの 再臨で ある 乎 否 乎、 其 事 

は 刹らない。 然れ ども 復活に 始 つて 再臨に 終る 所の 神の 光の 現 はれで ある 事 は確實 である。 何れに し 

ろ 人の 運動 や 努力に 由て 臨む 光で はない。 祌 御自身が 其 善き 聖 意に 循 ひて 遣り 給 ふ 光で ある。 人の 罪 

と 世の 暗黑 とに 伴 ふて 現 はれん とする 神の 光で ある。 其 時が 本當の 復活祭で ある。 其 期日 は 暦に 記載 

されす と雖 も、 來る こと 確實 である。 

〇 キリス 卜が 復活し 給 ひし 以上、 死 は 萬 物の 終りで ない。 必すゃ 死の 後に 前の 生命 以上の 生命が 現 は 

れ ねばならぬ。 死 は 生命に 達する の途 である。 破壞は 建設の 前 程で ある。 世界 大戰爭 に 由て 歐洲 文明 

は壤れ た。 然し 今や 復活の 生命 は 人類の 衷に 働いて 舊 文明 以上の 文明が 起り つ \ ある。 キリスト を 甦 

らし 給 ひし 神の 統御し 給ふ此 世界に 於て 破 壌 が 最後の 成 行で あり やう 害がない。 復活の 朝 は 一 段 近づ 

いた。 余 W は此事 を歐洲 大陸 現 時の 狀 態に 於て 見る。 淸き 信仰の 泉 は アルプス 山の 麓に 開けて、 ル ー 


テル、 カル ビン 以上の 宗敎 革命が 今や 歐洲 人の 問に 芽し つ k ある。 余 « は 遠から すして 前代未聞の 大 

リバ ィバ ルを 見る であらう。 其れ は米圃 流の ヒ ス テリ ー 的 リバ ィバ ルに 非す して、 キリ スト 再臨 を豫 

想せ しむる に 足る 世界人 類大 改造で あるで あらう。 (四月 十一 一日 復活祭の 夜靑 年に 語りし もの) 

〇 天地の 造 主にして 我等の 靈 魂の 父なる 眞の 祌樣、 御惠 みに 由り 今日 も 亦 靑葉繁 ルる此 美 はしき 安息 

日 を 賜 ひて、 主に 由り て繁 がる、 是等 多くの 兄弟 姉妹と 共に 此 堂に 集まる 事が 出來、 共に 贵神を 讚美 

し 奉り、 叉 貴 神の 善き 聖 ilE に 就て 學ぶ此 貴き 時 を 御與へ 下されまして 誠に 有難 く^じ 奉ります。 私供 

此 罪の 世に 宿り、 私供の 心 また 罪に 汚され、 故に 常に 貴 神の 御 導きに 與 りつ k あるに も 係 はらす、 私 

供の 思念、 計 畫、. 行爲が 悉く 此 世に 傲 ひ 易く、 爲に 貴祌の 御意 を 痛め、 己が 靈魂 を禍 ひする ことが 多 

くあります。 願く は 私供の 弱き を憐 み、 貴 神の 御 慈愛の 故に 私供の 是 等の 過誤 を赦し 給へ。： そして 私 

供の 罪 多き に關 はらす 貴 神の 御 恩惠の 故に 貴 神の 屬 として 私供 を 敎へ蕩 き、 私供 をして 貴 神の 聖 3 曰 を 

成す に 足る 器と なして 之 を 使 ひ 給へ。 神様、 私供 は 自分 達の 義務 責任 を 感じます。 而 かも 之を充 たす 

の 力なく して 悶えます。 若し 贵 神に 責任 を 以て ssi さる、 ならば 誠に 申譯の 無き 者であります。 然し 貴 

神 は 私供の： S きを 知り 給 ひます。 願く は 責祌の 弱き 子供と して 私供 を 取上げ、 私供の 罪 を赦し 給：^ 一；；^ 

同時に、 私供の 靈に貴 神の 靈を 注ぎ、 私供 をして 貴 神に 肖た る 者と 成らし め 給へ。 私供が 貴 神の 誠 命 
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を 守る に 止まらす、 贵 神の 聖意を 我が 意と なし、 貴 神の 如く 思 ひ、 贵 神の 如く 計り、 貴 神の 如く 愛す 

る 者たら しめ 給へ。 貴 神 は 私供が 心の中より 聖 からん 事 を 求め 給 ひます。 然れ ども 是れ 私供が 努めて 

成る 能 はざる 所であります。 願く は 貴 神の 聖靈を 注ぎ、 私供 を 新たに 造り、 私供の 心と 意と 志 とが 

悉く 貴 神の 聖 3 曰に 適 ふに 至らし め 給へ。 祌樣、 私供 は 凡ての 事に 於て 貴 神に 助けて 戴かねば なり ませ 

ん。 そして 私供 は 常に 貴 神より 外なる 援助 を 仰いで 衷 なる 援助 を 仰ぎません。 然れ ども 主よ、 私供が 

贵祌 より 仰がねば ならぬ 最大の 援助 は衷 なる 援助であります。 貴祌は 眞實を 心の 衷 にまで 求め 給 ひま 

す。 願く は賁 神の 御 援助に 由り 私供が 貴 神の 此御 要求に 應 する ことの 出来る やう 私供 を 助け 給へ。 私 

供 を 心の 源に 於て 聖め、 其內 より 淸き味 美き 生命の 水 を いつまでも 注 出す る こと を 得しめ 給へ。 殊に 

萎た る 私供の 心に 强き愛 を 起し 給へ。 私供 は 疑 ふに 慣れて 神 を も 人 を も 信す る 事が 出来ません。 願く 

は此 冷たき 頑なる 心を碎 き、 貴 神が 惜 みたく 私供 を 愛し 給 ふやう に 相互 を 愛する 事 を 得しめ 給へ。 

〇 願く は此 切なる 祈禱 を主ィ H スの聖 名に 由り て聽き 上げ 給へ、 ァ ー メン。 (五月 二十四日 朝) 


ハ ー ト は先づ 之をィ H スへ 

〇 今や 多くの 若い 靑年 男女 は 誰に 己が ハ - トを與 へん 乎と 思 ひて 悶えて 居ます。 そして その 與 へし 愛 

を 裏切られて、 堪え 切れぬ 苦痛に 沈んで 居ます。 失戀の 悲劇の 演ぜられない 日と て は 一 日 も ありませ 


ん。 之に 對 して 私 は 皆様に 申 上げた くあります。 貴下 方 各自の ハ ー トを 先づィ H ス樣 にお 獻げ なさい。 

彼 は 決して 貴下 方の 愛 を 裏切りません。 彼 は 決して 貴下 方の ハ ー トを 蹂躪り ません。 彼 はぎ 時まで も 

貴下 方に 忠實 であります。 私自身が 十六 歳の 時に 私の ハ ー トをィ H ス樣 に獻げ ました。 そして 彼 は 六 

十 gl 歳 のん r 日まで 私 を 守って 下さいました。 人なる 友が 私 を 跡から 跡へ と棄 ました 時に、 ィ H ス樣は 

私の 忠實 なる 友と して 存 つて 下さいました。 そして 歳が 邁 めば 邁む程 私に 近くな つて 下さいます。 そ 

して 私が 獨 りで 死の 河 を 渡る 時に、 私の 手 を 取って 下さる ので あると 信じます。 「假令 我れ 死の 影の 

わざ は ひ  しもと  つ 1 〔二 

谷 を 歩む とも 禍害 を懼れ じ、 汝、 我と 偕に 在せば なり、 汝 の笞、 汝の 杖、 我 を 慰む」 と 詩篇 第二 十三 

篇 の 實 を 以て 私 は 彼に 就て 一一 目 ふこと が 出 來 ます。 

〇 そして 又ィ H ス樣に 私共の ハ ，" トを 獻げて 私共 は 之を價 値の ない 人に 與へ すして 濟 むので あります。 

人 は 自分で 自分の 生涯の 伴侶 を擇 むこと は 出来ません。 誰か 他の 人に 擇んで 賞 はなければ なりません。 

そして ィ H ス樣に 私共の ハ ，" トを 獻げて 置けば、 彼 は 之 を 守りて 與 ふべき 者に 之を與 ふるやう に 私共 

を 導いて 下さいます。 f に 間違 多き 戀愛 とて 自由 戀愛程 間違の 多い 者はありません。 ハ ー トは 先づ之 
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をィ H ス樣に 獻げ、 而 して 後に、 彼に 導かれて 與 ふべき 者に 之を與 ふるに 至る のであります。 それが 

本 當の戀 愛であります。 聖 愛であります。 故に 永久に 變ら ざる 愛であります。 男女の 愛と 雖も 神の 子 

ィ H ス に 在りて 繁 がる- - にあら ざれば 賴 むに 足りません。 

〇 「汝の 若き 日に ェ ホバ を 求めよ」 と 云 ふので あります。 若い 時 は 肉の 愛 を樂ん で、 老 ひて H ホバを 

求めよ と 云 ふので はありません。 若い 其 時、 熟い 其 情、 溫 かい 其 血、 其れ を 神の 子ィ H ス に獻げ よと 

云 ふので あります。 ィ H スに繁 がる 最も：^ き 時期 は、 男女が 相互 を 求む る 時であります。 その 相互 を 
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求む る 心 を先づ 第一 にィ H スに 獻げ よと 云 ふので あります。 さう すれば 何人も 人生に 失望 しないので 

あります。 失戀 はない のであります、 有っても 容易く 之に 打 勝つ 事が 出来ます。 (六月 六日 靑山會 館 

に 於て〕 


水 を 化 へ て 葡萄酒と 成し 給 ふ 

約 翰 傳ニ章 一 ー 十一 節 

,〇 ィ H スは カナの 婚 筵の 席に 於て 水 を 化へ て 葡萄酒と 成し、 一 面に 於て は 主人 を 其窮狀 より 扬 出し、 

他の 一面に 於て は 弟子 達に 御自身の 誰で ある 乎 を 示し 給うた。 「此は 休 徵の始 にして 其 榮を顯 はせ り 

弟子 彼 を 信す」 と あるが 如し (+• 一節 y 此はィ H スが行 ひ 給 ひし 第一 の 奇跡であって、 或る 意味 か 

ら 言へば 模範的の 奇跡で あつたと 云 ふ 事が 出来る。 彼は歡 びの 人であって 他と 歡びを 共に する 事を好 

み 給 ふた。 彼 は 能力の 人であって、 彼の 爲す事 は 凡て 靜 かに 行 はれた。 彼 は 叉 平民であって 彼の 行動 
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は 平民の 境 を 越えなかった。 世に 最も 有り ふれた る 水 を 化して 之 を 甘き 葡萄酒と 成した と 云 ふので あ 

る。 ィ H スの御 性格 を 最も 善く 現 はした る 奇跡で ある。 

〇 水 は 地上. 最も 有 ふれた る 者、 其 味 淡々 として 然 かも 無くて ならぬ 者で ある。 その 澤山 にあって 然か 

も 無味なる 者 を 化して、 肩 I きせき 葡萄酒と 成し 給へ りと 云 ふ。 誠に ィ H スに應 はしき 奇跡で ある。 何 

の 興味 も 無き 平民の 生涯 を 興味に 充てる ものと 成し 給 ふ 者 は 彼れ である。 常人の 日々 の 生業、 年 と 


共に 變ら ざる 家業、 之 をして 詩歌たら しめ、 昔樂 たらしめ、 藝 術たら しむる 者 は 彼で ある。 神の 子ィ 

H スに 在りて は 普通の 物が 決して 普通でなかった。 水 は 葡萄酒であった。 碟は寶 石であった" 雜草は 

牡丹 苟藥に 勝 さる 珍 花であった。 彼が 世に 降り 給 ひし 目的の 一 は 確かに 人が 普通と 呼ぶ もの を 化して 

價値 ある ものと 成す にあった。 そして ィ H ス の 御 事業の 此 一 面 を 示した る ものが、 ガリ ラャの カナ こ 

於て 彼が 爲し 給へ る此 奇跡であった。 

〇 そして 是は 婚姻の 席に 於て 行 はれし 最も 應 はしき 奇跡で あつたと 思 ふ。 . ^姻は 人生 幸福の 絶頂で あ 

ると 云 ふが、 同時に 叉 平凡の 生涯に 入る の首途 である。 人生の 韻文 は 婚姻 を 以て 終って、 其 散文 は婚 

姻を 以て 始まる と 云 ふ 事が 出来る。 今より 懣ら ない 仕事が 始まる ので ある。 夫 は 生業に、 妻は臺 所に、 

各自 その 無意味な るが 如くに 思 はる & 生涯 へ と 入る ので ある。 人 は 人生 は 悲劇で ある 喜劇で あると 云 

ふと 雖も、 それ は 文士と か 天才と か稱 せらる & 人の 生涯 を 云 ふので あって、 大抵の 人の 生涯 は 悲劇で 

も 喜劇で もな く、 平々 淡々 水の 如き 生涯で ある。 之に 詩 もなければ 歌 もない。 只 働いて 生く るの みで 

ある。 誠に 無味 淡白の 生涯であって 時には 生く るの 甲斐な き 者の 如くに 思 はる。 然れ ども 一 たび ィ H 

スの 之に 臨み 給 ふや、 水 一の 如き 生涯 は 化して 葡萄酒の 如き 生涯と 成る ので ある。 日常の 勞 働に 深き 意 

味が 加 はるので ある。 懑ら ない 物が 面白くな るので ある。 別に 人に 賞 めら る、 に は あら ざれ ども、 又 

政府 叉 は社會 叉 は敎會 に 價値を 認めら る k にあら ざれ ども、 生きて ゐる 事 其 事 が 幸 幅なる 事と 成る の 

である。 そして ィ H ス のみが 此 奇跡 を 行 ひ 給 ふので ある。 ィ H スに會 ひ 奉りて 農夫 は 田園に 在りて 滿 

足し、 商人 は 店頭に 在りて 滿 足し、 工人 は 工場に 在りて 滿 足す るに 至る ので ある。 淡 味なる 平民の 生 

涯に 意味と 興味と を 加 ふる 點に 於て ィ H ス の 感化 力 は獨特 である。 


〇 近代 人 は 何よりも 快樂を 求める。 彼等 は 短き 此 一 生 を 最も 幸福に 送らん と 欲する。 故に 彼等 は 凡て 

の娛樂 機關を 要する。 音樂、 劇場、 舞踏、 漫遊と、 彼等 は是 なくして 幸福なる 能 はす。 文化 生活と 稱 

して 人生 を 最大限度に 樂 しまん と 欲する。 然れ ども 人生 は 元是れ 水で ある。 淡水に あら ざれば 鹹水で 

ある。 如何に 人力 を盡 すと 雖も之 を 歡樂の 水た る 葡萄酒に 化する 事 は 出来ない。 故に 近代 人の 凡ての 

努力 も 亦 さくして 彼等の 生涯と 雖も亦 苦痛 心配の 連辏 である。 全能の 神の み 水 を 化して 甘き 葡萄酒と 

成す ことが 出来る。 そして ィ H スが カナの 婚姻に 於て 水 を 化して 葡萄酒と 成し 給 ひしが 如くに、 彼 は 

今日 も猶ほ 平民の 普通の 生涯 を；^ して、 意味 ある 樂 しき 生涯と 成し 給 ひつ \ ある。 而已 ならす、 イエ 

ふる まひ つ. f- さど 

スに 由て 化せられし 生涯 は、 終りに 近づく に 從ひ其 味 益々 高く、 其 恩 化に 與 りし 者 をして 饗筵を 司り 

し 者の 一一 目 を 己に 繰 返さし む、 n く 

人 は先づ 旨き 酒 を 進し、 酒 酣 なる に 及びて 魯き酒 を 進す。 然るに 汝は 3 曰き 酒 を 今 (終り) まで 

留置け り 

と (十 節)。 ィ H スに 化せられて 普通 平凡の 生涯 も 歡樂盡 きざる 生涯と 成り 終に 無窮の 生命に 入る の 

である。 

〇 如此 くにして、 靜 かなる、 人の 目に 立たざる、 而 かも 幸福なる、 效果 の擧る 生涯が、 今日まで 幾千 

萬の 眞の 基督 信者に 依て 營 まれた ので ある、 幸 不幸の 刖は、 單にィ H スを 主として 仰ぐ、 仰がざる に 

由て 定まる ので ある。 玆に眞 の 幸福の 基本が ある。 我等 は 幸福 を 求めん とて 職業 を變 へ、 地位 を更ふ 

るの 要はない。 今 置かれし 地位に 在りて、 與 へられし 職業に 從 事して、 ィ H スを 招き 奉りて、 最も 確 

實 なる 幸福 を樂 しむ 事が 出来る。 此事を 知りて コ リ ン ト 前書 七 章廿 節に 於け るパ ゥ 口 の 言の 意味 を 


了る 事が 出來 る， 曰ぐ 

兄弟よ 各々 召されし 時に 在りし 所の 分に 止まりて 神と 共に 居るべし 

と。 (六月 二十 五日、 函館時 任 象の 結婚式に 於て) 


聖書 之 研究の 過去 S に 現在 


〇 聖書の 研究！ 世に 斯ん なッ マラない 仕事 はたい。 何を爲 しても 斯んな 事は爲 さすと も宜 いと は、 

明治 三十 三年 頃の 日本の 識者 全體の 意見であった。 政治家、 學者、 社會 改良 家 等が 馬鹿にした 計りで 

ない、 宗敎 家、 殊に 基督 敎の 牧師、 宜敎師 までが 馬鹿にした。 故 田 中正 造 君が 度々 私の 面前に 於て 曰 

うた、 「聖書の 研究なん て、 そん 事 を 早く 止めて、 鑛毒 事件に 從 事しなさい」 と。 田 中. 翁は此 仕事 を 

うら.，、 

一 の 道樂と 見た ので ある。 曾て 或る 所に 於て 有名なる 高 橋 五郎 君に 會 うた 事が ある。 同 君 は 私に 英語 

學校を 起さん こと を勸 めた。 私 は 『聖書 之 研究』 と 云ふ雜 誌を發 行して 居る から 他の 事業に 就く こと 

は 出来ない と 答へ. たに 對し、 同 君 は 曰 はれた 「能く そんなに 書く 事が あります ね ー、 聖書 一 冊に 就い 

て そんなに 書く 事が あります 乎」 と。 ヘボン や ブラウンに 從て 基督 敎を學 ばれし 同 君に 此  一一：  一口 ありし を 

聞いて 私 は 非常に 驚いた。 私の 知って 居る 基督 敎界の 先輩で、 聖書 研究の 必要 を 認めて 私 を獎勵 して 

吳れた 人 は 一 人 もない。 諸君 は 皆ん な傳 道： ！脱 に敎會 建設に 多忙であって、 聖書 知識の 普及な ど を 顧る 
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の 暇はなかった。 諸君 は 全體に 聖書 研究 を 閑人の 仕事と して 見た" 天下 画家 を雙 肩に 擔 はれし 諸君に 

は、 聖書 を 一字 一 句と 研究して 其內に 潜む M 理を 探り 之 を 同胞に 頒 たんと する が 如き そんな 小事に 

.U づ さは ひ .= ニゝろ 

携 る 暇 も 意 も 無かった。 

〇 明治 三十 三年 は 日 淸戰爭 後の 五 年であった。 日本 國は ぼの 出の 勢であって、 其 後 更に 五 年 を 經て日 

露 戰爭が 起り、 是れ叉 大勝 利を以 つて 終った。 此 時に 方って 何にも 外 國の舊 い 書な どを學 ぶの 必要 は 

少しもなかった。 日本に は 日本の 道德が ある。 此道德がぁるからこそ大國を取拉ぐ事が5^來たのでぁ 

る。 日本 道德と 西洋 物質 科學的 知識、 是れ さへ あれば 日本 は 世界に 王た る 事が 出来る。 聖書 知識の 必 

要？ そんな 必要 は 少しも 無い。 然し 害の 無い 事で ある。 爲 したければ 爲 すが 可い。 然し 愛國的 事業 

としての 聖書の 研究と 稱す るが 如き、 そんな 馬鹿 を 聞く 耳 を 持たない と、 曰 本の 識者 全體 がー 百うた リ 

〇斯 くして 年は經 つた。 然し 私 は 識者の I 驚に 耳 を 傾けなかった。 私は獨 りで 聖書の 研究 を 綾け た。 彼 

等 は 彼等、 私 は 私であった。 キリスト 一人 を 友と する は 日本人 五 干 萬 を 同情者と して 持つ よりも 福 ひ 

であると 思うた。 そして 殆んど 二十 年間、 獨 りで 少数の 讀者を 相手に 此 事業 を 綾く る 事の 如何に 幸な 

りしよ。 我 妻と. 二人の 子供、 地方の 忠實 なる 讀者、 東京 人に は 忘れられて 我が 存在 を さへ 疑 はれし 程 

の 孤獨！ 嗚呼 思へば 實に 幸なる 時であった。 世の 趣味 は轉々 と變り 行きし も 私の 趣味 は變ら なかつ 

た。 聖書、 聖書、 又 聖書、 歳が 来ても 聖書、 歳が 去っても 聖書、 アブラハム、 モ ー セ、 サム エル、 ダ 

ビデ、 ィ ザャ、 M レ ミヤ、 ダニエル、 ァ モス、 救主ィ エス キリスト 、バウ 口、 ヤコ ブ、 ヨハネ、 ぺテ 

口、 而 して 叉 時には ダンテ、 サ ボナ 口 ー ラ、 ル ー テル、 カル ビン、 ノックス、 ジョナ サン. エド ヮ， - 

ド、 是 等が 私の 敎師 であり、 兄弟で あり、 友人であった。 彼等と 偕に 在りて 私 は 日本に 伊藤博文 公、 


山 縣有朋 公、 桂太郞 公、 大隈重 信 侯の 英雄 ある を 忘れた。 彼等 は 私 を 知らなかった が、 私も亦 彼等 を 

知る の 必要がなかった。 聖， 書 は實に 偉ら い 書で ある。 私の やうなる 小さな 者 を もして、 斯 かる 偉ら い 

人達 を も 有って 無き が 如きに 思 はしめ た。 そんな 書が 外に 何處に 在る 乎。 日本 を 益した 乎 否 乎 を 知ら 

ざれ ども、 獨り 聖書の 研究に 從 事して 自分が 益せられ た 事 は 宏大 無邊 である。 

〇 そして 今日は 如何？ 支那に 勝ち、 露 西亞に 勝ち、 獨 逸に 勝ち、 終に 世界 三 大勢 力の 一 に數 へらる 

るに 至りし 日本の 今日は 如何？ 行詰り、 萬 事 行詰り、 百年 を經 ざる 內に新 日本が 行 詰った と？ 伊 

藤 博 文 公よ、 墓より 起き 上り 給へ、 貴公の 作った 日本が 行 詰った との 事であります。 陸軍 は 今や 世界 

第 一番ではありません 乎。 海軍 は 第 三番ではありません 乎。 日本 道德は 四十 年間に 涉り 充分に 鼓吹 さ 

れ たではありません 乎。 西洋の 科學 知識 は澤 山に 輸入され たではありません 乎。 それで 行詰りと は 判 

りません。 

.〇 そして 今に 至って 精神 作興！ 鳴 呼もう 遲 くあります。 今までに 國 民の 精神 を 神の 首を以 つて 養つ 

て 置くべき でありました。 然 うすれば 今頃 は 政府の 補助 を 受けす とも 精祌は 興って 居た ので あり ます。 

△  .d 厶厶厶 A 厶厶 厶厶厶 厶厶. <△  <".0<1厶<"<"<3 厶 A 厶厶 △△△△ あなたがた 

行詰りと は 他の 事ではありません、 國 民の 靈 魂が 飢えた のであります。 貴公 方 は 凡ての 事を爲 され ま 

したが、 國 民の 靈魂を 養 ふ 事 丈け は爲 されませんでした。 故に 日本 國が 今日 行 詰った のであります。 

若し 貴公 方の 嫌 ひな 預言者 ァモ スが 日本に 起ったならば、 彼 は 彼の 言 を 繰返して 曰うた であり ませう。 

主 H ホバ言 ひ 給 ふ、 視ょ日 至らん とす- 其 時 我れ 機饉を 此國に 送らん、 是は パンに 乏しき に 非す、 

水に 渴 くに 非す、 H ホバの 言 を聽 くことの 饑饉な り。 彼等 は 海より 海へ と植 彷ひ步 るき、 北より 

東へ と奔 せま はりて H ホバの 言 を 求めん、 然れ ども 之 を 得ざる べし。 その 日に は 美く しき 處女 も、 
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若き 男 も 共に 渴 きの 爲に 絡え いらん。 

と (ァモ ス書八 章 十 一— 十三 節 )o そして 預言者の 一一 m が 適 中して 今や 事實 となりて 日本に 現 はれた の 

である。 日本人 は 今や tni 覺 めて 海より 海へ と、 北より 東へ と、 生命の 言 を 求めて 居る。 そして 之 を 得 

る 能 はすして 失望し、 情死 自殺 は頻々 と 行 はる、 に 至った。 「美く しき 處 女と 若き 男と は 共に 渴 きの 

爲に絕 えいらん」 と は 文字通りに 事實 となりて 現 はれて、 今や 日本の 靑年 男女 は眞理 欲し さに 絕ぇ人 

らんと して 居る。 然るに 內閣も 文部省 も此 要求に 應 する 事が 出来ない ので ある。 

〇 聖書 は 要らない？ 否な 否な、 要る、 要る、 要る、 是れ 無くして は國が 亡ぶ る。 而 かも 明治 大正の 

日本 政府 も 敎育家 も、 然 り宗敎 家まで が 之を與 へなかった。 其 結果と して 今日の 「饑饉」 卽ち 行詰り 

が來 たので ある。 そして 此國 民に 必要 缺 くべ からざる 物 を、 私の 如き ッ マラない 者が 獨 りで 日本に 供 

給して 來た 乎と 思 ふと 何やら 自分で 自分 を 信す る 事が 出来ない。 然し 誰が 供給しても 宜しい。 日本 國 

に 誰か 一 人 其 事業に 當 つた 者の 有りし こと を 神に 感謝す る。 私が 其 任に 當 りたり と 云 ひて 私 は 高ぶら 

0C-000  COO0 つ OOOOOOOCOOOOOOO0-  -  ！-  J  hi  - 

ない。 私が 爲 したので はない、 神が 私を以 つて 爲し 給うた ので ある。 桨光 はすべ て 祌に歸 し 奉るべき 

である。 願 ふ 全能の 神が 今日と 雖も 日本 を見棄 たま はす、 其 政治家、 敎育 家、 宗敎家 等の 罪を赦 し、 

玆に 日本 國に 精神的 大作 興 を 行 ひ 給 ひ、 國を 其根抵 より 作り直し 耠 はんこと を。 

ァ ー メ ン叉ァ ー メン。 


私 は クリス チャン である 

〇 私 は クリスチャン である。 其 事 は 私 は 完全の 人で あると 云 ふ 事で はない。 私 は 自分に 多くの 缺點の 

ある を認 むる。 人 も 亦 私の 甚だ 不完全なる 者で ある を 知る。 其れで あるに 關 はらす 私 は 自分が クリス 

チヤ ン であると 云 ふて 撣ら ない。 其れ は 抑 どう 云ふ譯 である 乎。 

〇 クリスチャン は 完全の 人で はない、 所謂 高德の 人で はない。 修養 を 積んで 人生 を 悟りし 人で はない 

斯く言 ひて 彼 は 勿論 不德を 誇る ので はない、 叉 完全 を 追求し ない ではない。 然れ ども 彼 は 自分が ク リ 

ス チャンた るの 理由 を 自分の 修養 ゃ德 行に 於て 見ない。 若し 完全なる を 待って クリ ス チヤ ン たる を 得 

るなら ば 彼 は 終生 待つ も クリスチャンたり 得ない ので ある。 彼が クリス チヤ ン たるの 理由 は 他に 在る- 

それ は 何んで あるか。 

〇 彼 は クリスト を a- たので ある。 或は クリスト を 3^ せしめられ たので ある。 加 拉太書 一 章 十六 節に 於 

みこ、 ろ  しる 

て、 バウ 口が 「祌、 其 聖旨に 善と して クリスト を 我心に 示し 給へ る 其 時 云々」 と 記し、 が 如くに、 ク 

リス チャン は 其 心に クリスト を 示された る 者で ある。 其 時 自分 は 死んで (死に 始めて) キリストが 自 

分に 在りて 生き 始め 給うた ので ある。 此 危機 (クラ イシ ス) を經 過した 者が クリスチャン であって、 

經過 せざる 者 はま だ クリスチャン ではない ので ある。 勿論 詞は 意味の 附け やう 次第であって、 クリス 
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チャンと 云 ふ詞も 種々 に解釋 する 事が 出來 るが、 新約聖書が 我等に 示す 所の クリスチャン は是れ 以外 

の 者で ない と 信す る。 

.〇 そして 幸か不幸か は^ 問題と して 私も此 危機 を經 過した と 信す る。 私 も 或る時、 クリスト を 見る ベ 

く餘 儀な くせられ て、 彼に 於て 私の 新生 命を發 見した 事を吿 白す る。 然し 乍ら 是れ 私の 實驗 であって 

他人が 之を觀 察した ので はない。 私の 父 も 母 も、 兄弟 も 親友 も 私と 偕に 此實 驗に與 つたので はない。 

是 は私獨 りの 實驗 であって、 神と 私との みが 其 事 を 知って 居る。 故に 自身 此經驗 を 有った 事の 無い 人 

等 は 私が 自分に 就て 此事を 語る も 私 を 信じない。 「そんな 事の 有り やう 害 はない」 と 彼等 は 言 ふ。 彼 

等 は 叉 各自 相應の 理由 を附 して 之 を說明 せんとす る。 然れ ども クリスチャン は 信じて 疑 はない。 彼 は 

バウ n と共に 曰 ふ 

我れ クリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり。 もはや 我れ 生ける に 非す、 クリスト 我に 在りて 生け 

る 也。 今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に己 を捨し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り 

て 生ける 也 

と (加 拉太書 二 章 二十 節)。 私が クリスチャン たるの 理由 は玆に 在る、 他に ない。 私 は 私の 主義 や 主 

張 や 行爲ゃ 品性 を 見す して、 私 を 愛し 私の 爲に 御自身 を捨 たま ひし 者、 卽ち 神の 子 を 信す るが 故に、 

クリスチャン なりと 稱 して 悼らない の である。 

〇 此事を 知る は 自分の 信仰 を 言 表 はすに も、 亦 他人の 信仰 を 批評す るに も 必要で ある。 若し クリス チ 

ヤンた る は 完全なる 人、 高德の 人、 尊敬すべき 紳士 又は 淑女た る を 意味す るなら ば、 謙遜の 人で 「私 

は クリスチャン である」 と斷 言し 得る 者 は 一 人 もない。 而 して 事實 如何と 云 ふに、 今や 斯く斷 言す る 


者 は 滅多にな いので ある。 今や 自 から タリ ス チヤ ン なりと 稱 する は 不遜に あら ざれば 非常識で ある。 

叉 他人の 信仰 を 批評す るに 方て、 彼 を 褒め 或は 貶す に 方て、 此事 を克く 心に 留めて かねば ならぬ。 

今や 歐 米の 所謂 基督 敎國に 於て、 基督 敎は 主として 品行の 事 又は 社交の 事で ある。 クリスチャン であ 

ると 云 ふと、 尊敬すべき 紳士 淑女で あると 云 ふとの 間に 差 はない ので ある。 そして 歐 米の 宜敎師 より 

基督 敎を學 びし 我國の 基督 信者 も 亦、 基督 敎に對 し 同一 の 見解 を懷 くに 至り、 今や 我國に 於ても 西洋 

流の 溫 厚篤 實の 人で さ へ あれば、 其 人の 信仰 如何に 關 はらす クリス チャン として 崇めら る 、ので ある。 

基督 敎は 日本に 於ても 歐 米に 於け るが 如くに、 旣に 社交 化して、 極めて 淺ぃ、 つまらない 物に 成った 

ので ある。 

〇 私 はクリ ス チャンで ある。 私 は 或時此 せより クリストの 國に 移された。 其 時 舊ぃ私 は 去って 新ら し 

ぃ秘が 出来た。 其 時 以前の 私と 以後の 私との 間に 根本的の 差違が ある リ 私に 取り 其 時 は 私の 生涯に 於 

ける 關ケ 原であった。 私の 心の 天下が 一 變 したので ある。 勿論 私の 身體は 依然として 舊 ぃ身體 である。 

氣質も 亦 舊ぃ氣 質で ある。 故に 私の 骨肉 や 奮い 友人 は 私 はや はり 舊ぃ 私で あると 思 ひ、 新ら しき 私 を 

知らす して、 克く私 を 解し 得る と 思 ふ。 然し 乍ら 私 は 今 は旣に 私の 靈的 生命の 根抵に 於て 全く ー變し 

た 者で ある。 「人、 クリストに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆な 新しく 成るな り」 

である。 此 「新造」 の實 驗を經 たことの ない 者に クリスチャン は 判明らない。 普通の 道德的 標準 を以 

てして 彼 は 判明らない。 クリスチャン は單に 「立派なる 紳士」 ではない、 又は 人類愛に 燃 ゆる 者で は 

ない、 又 神 を 語り、 キリスト を 口にする 者で はない。 パゥ 口、 ァゥ ガス チン、 ル ー テルと 共に 再生の 

實 驗を經 過した る 者で ある。 人類 中の New  species である。 (七：：：： 二十 九日 咨掛に 於て) 
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世に 際つ の途 


凡そ 神に 由り て 生まる &者は 世に 勝つ。 我等 をして 世に 勝た しむる 者 は 我等が 信な り。 誰か 能く 

世に 勝たん。 イエス を 神の 子と 信す る 者に 非す や (約 翰 第一 書 五 章 五節)。 

〇 「世」 と は廣ぃ 意味の 詞 であります。 世界と 云 ひ、 社 會と云 ひ、 世間と 云 ふ は 凡て 此事 であります。 - 

親類 關 係と 云 ひ、 處世 問題と 云 ひ、 成功、 立身、 事業 等の 諸問題 は 凡て 「世」 に關 する 問題で ありま 

す。 世是れ 人生な りと 云 ひて 多く 間違はありません。 時には 誠にうる さい 問題であります。 然し 人生 

の 凡ての 幸 幅 は 凡て 世に 梨が る ものと 思 はれて 居ます が 故に、 世 を 離れて 人生 は 無い ものと 見て 多く 

間違はありません。 

〇 そして 人の 人た る 所以 は此 世に 勝つ にあります。 人は此 世に 生れ 来りて、 其內に 成長して、 終に 之 

に 勝たねば なりません。 世の 者で ありながら 世に 勝たねば ならない のであります。 誠に 犬なる 矛盾で 

ある やうに 見えます が、 事實は 明かに して 否む 事が 出来ません。 まことに 人の 大小 は 彼が 世に 勝つ 程 

ヶ -A ギスカ ン 

度 如何に 依って 定まります。 ァレキ サン ダ ー、 シ I ザ ー、 成吉 干、 ナボレ オン、 太閤 秀吉と 云 ふが 如 

き 人々 は 全世界 を 征服 せんとした 人でありまして、 此 世の 所謂 偉人であります。 其 他 政治 界の 偉人と 

云 ひ、 事業界の 偉人と 云 ふ 人達 は 各自 其 活動の 世界に 於て 他 を 己に 征服して 勝利 を 博した 人で ありま 


す。 人 は 何人も 世に 生れて 戰 場に 送られた のでありまして、 勝つ か 負ける か. 其- 2： 孰れ か を 選ばない 

ではならない の であります。 

〇 そして 問題 は 「誰か 能く 世に 勝たん」 との それであります。 藤 山 王は當 時の 世界 を 征服し ましたが、 

己の 慾 を 征服し 得すして、 三十 三 歳 を 一期と して 失せました。 太閤 秀吉は 日本 を 平定し、 三韓 を 己が 

掌中に 握り ましたが、 「浪花の 事 は 夢の 世の中」 の 一 句 を 遣して 失意 失望の 生涯 を 終りました。 三菱 

王國の 建設者なる 31? 崎 彌太郞 の 最期 も 亦 勝利 凱旋の それで はなく して、 其 反 對に愛 愁 多恨の 最期で あ 

つたと 聞きました。 天下の 兵 を 動かし、 世界の 富 を 支配し 得て、 世に 勝つ こと は 出来ない ので ありま 

す。 世に 勝つ と は 他に 勝つ ので はなく して 己に 勝つ のであります。 己が 衷 にある # に 勝つ ので ありま 

す。 短 かく 云へば 靈を 以て 肉に 勝つ のでありまして、 然 すれば 全世界に 勝つ ことが 出來 るので ありま 

す。 卽ち 世の 力 を 以て 世に 勝つ に 非す して、 世 以外の 力 を 以て 之に 勝つ のであります。 

〇 世 は 兵力 を 以て 勝つ 能 はす、 金力 を 以て 勝つ 能 はす、 智力 を 以て 勝つ 能 はす、 然 らば 何 を 以て 勝つ 

ことが 屮 I 來 るかと 云 ふに、 信 を 以てであります。 信 は此世 以外の 力であります。 

それ 信仰 は 望む 所 を 疑 はす、 未だ 見ざる 所 を憑據 とする もの 也 

と X 布 伯 來書第 十 一 章 一 節に あるが 如くであります。 又 

我等が 顧みる 所 は 見 ゆる 所の 者に 非す、 見えざる 所の ものな り、 そ は 見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 

見えざる 所の 者 は 永遠 なれば 也 

と 云 ひ、 又 

我等 は 見る 所に 由ら す、 信仰に 由り て 歩むな り 
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と バウ 口が 曰うた 通りであります (コ リント 後書 四 章 十八 節： jSl に 五窣七 節)。 卽ち^ は 信仰 を 以て 勝 

つ ことが 出來 ると 云 ふので あります。 

〇 「信」 も 亦 「世」 と 同じく 廣ぃ 意味の 詞 であります。 信 は マ コ ト であります、 信 實と云 ふが 其れで 

あります。 又 マカスであります、 信頼と 云 ふが 其れであります。 未だ 見ざる に 確かに 在る と認 むる 事. 

であります。 叉證明 以上に 眞理 として 受取る 事であります。 孰れに しろ 心の 働きでありまして、 感覺 • 

が 示す 以上に 眞理と 認め 之に 頼る こ と であります。 信の 概念 は 如何にして 來り しか は 心理 學 上の 問題 

であると して、 その 何人に 取りても 大 なる 力で ある こと は 疑 ふ 事 は出來 ません。 

〇 そして 世 は 信 を 以て 勝つ ことが 出來 ると 云 ふので あります。 單に マコトの 意味に 於て する も、 世 は 

誠實を以てのみ勝っことが3^來ます。 世に 虚偽 多し と雖 も、 虚偽 を 以て 之に 勝つ こと は 出来ません。 

正義 はや はり 最後の 勝利者であります。 世 を 欺いて 一時 は 之に 勝った 人がないで はありません が、 そ 

れは 暫時の 勝利に 止まります。 ビス マ ー クの 作った 獨逸 帝國が 五十 年經 すして 壌れ しが 如き、 薩長 藩 

閥の 政治家 等が 築き上げし 新 日本が 今日の 行詰り 狀 態に 陷 りしが 如き、 凡て 虚偽 を 以て 世に 勝ちし 者 

は、 凡て また 世の 勝つ 所と なりました。 世 は 誠實を 以ての み 勝つ ことが 出来ます。 今日の 如き 道德無 

能の 世に 在りましても、 誠實が 最後の 勝利者で ある は 不思議 で あ り ます。 

〇 然し 信の 本質 は 神 を 信す る ことであります。 見えざる 神が 在る と 信じ、 此 信念 を 以て 見 ゆる 世に 對 

する 事であります。 それが 信仰であります。 そして 如此 くにして 世に 勝つ ことが 出來 ると 云 ふので あ 

ります。 そして 凡ての 偉人 は此 如くに して 世に 勝った のであります。 世 は 大勢 力であります。 人は自 

分で 之に 勝つ ことが 出来ません、 世 以上 竝に 自己 以上 の^に 賴ら ざれば 之に 勝つ ことが 出来ません。 


そして 神は此 かる 勢力であります。 神に 頼りて 15^ き 人も强 くせられ て强き 世に 勝つ ことが 出來 るので 

あります。 「祌を 信す るの 能力」、 世に 之に 勝る の 勢力はありません。 人類の 歷史に 於て、 人が 神 を 

信じて 世に 勝った 事 程壯大 なる 事はありません。 其 事 を 記す 者が 希 们來書 第 十  一 ^！早でぁります。 

〇 そして 其れ は 偉人に 限った 事ではありません。 御 互 何人も 神 を 信じて 世に 勝つ ことが 出來 るので あ 

ります。 偉人と は 他の 者ではありません、 まことに 祌を 信じた 者であります。 生れな がらの 偉人で は 

ありません、 信じて 偉人に 成った のであります。 信じて 大 なる 強き 世に 勝つ ことが 出來 るので ありま 

す〕 

〇 神 を 信す る 者が 世に 勝つ ことが 出来ます。 ィ H スを 神の 子と 信す る 者が 世に 勝つ ことが 出來 るので 

あります。 子 は 父 を 表 はします。 祌はィ H スの 如き 者で あるとの 事であります。 祌は單 に聖き 者、 篛 

しき 者、 强き 者ではありません。 愛する 者、 慈悲 深き 者、 同情す る 者、 罪を悔 ゆる 者 を 赦し給 ふ 者で 

あります。 祌はィ H ス の 如き 者で ある 事が 判明り、 彼 を 信じて ィ H スが 世に 勝ち 給 ひしが 如くに 我等 

も 世に 勝つ 事が 出来ます。 

〇 神 は 又 聖靈を 下して 我等の 弱き を 助け 給 ひます。 我等 は赏は 自分で f に 勝つ に 非す して、 祌に. m て 

世に 勝た しめらる、 のであります。 信仰 は 思想の ことで はなく、 心の 事であります。 人の 全體 にか- - 

はる 事であります。 人が 信仰に 入る 時に 彼の 全生涯が 變 るので あります。 之に は 自分 以上の 神の 能力 

が 要ります。 本當の 信仰 は 自分の 努力で 得た 信仰で なくして、 神に 由て 與 へられた 信仰であります。 

卽ち 神が 人に 賜 ふ 最大の 賜物であります。 そして 此 賜物 を 授 つた 者の みが 完全に 自己に 勝ち、 其！^ 

として 完全に 世に 勝つ ことが 35 來 るので あります。 そして 此の 賜物 を授 つた 者が 「ィ H スを 神の 子と 
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信す る 者」 であります。 世に てられし イエスが 祌の HJ であると 信す る 事が 出来る やうに 成る ので あ 

ります。 其 信仰が 起った 時に、 如何なる 不幸 忠難も 我等 を 苦しめない のであります。 神の 子 は 今の 世 

に 在りて は 最も 不幸なる 者、 人に 棄られ 世に 蔑視 まる i 者で あるとの 事が 判明って 我等 は 慾 を 離れて 

自己に 死す る 事が as 來 るので あります。 是れが 完全なる 解脫 であります。 「イエ スを祌 の 子と 信す る. 

事」 がそれ であります。 如斯 くにして r ィ H スを 神の 子と 信す る 事」 は 思想 問題で はなく して 實際問 

題であります。 單に 信念 を 以て 世に 勝つ のではありません。 「ィ H スを 神の 子と 信じて」 勝つ ので あ. 

ります。 (八月 十六 日 沓掛に 於て) 


修養 大 意 


〇 今や 何人も 修養の 必要 を唱 へる。 然れ ども 何人も 修養の 何たる 乎 を 明かに しない。 唯 漠然と 修養 を" 

高調す るの みであって、 確然と 修養の 何たる 乎 を 示して、 人に 修養 を 施さん と爲 ない。 

〇 聞く 曾て 帝國大 學總長 某が 學 生に 向 ひ 修養の 必要 を^へ し 時に、 學 生の 一人が 總 長に 向 ひ、 

閣下よ、 私共 は 如何した らば 修養が 途られ ます 乎 

と 尋ねし 所、 總長は 答へ て 曰うた との 事で ある、  . - 

それ は 諸君 各自が 工夫して 爲 すべきで ある 


と。 卽ち 修養の 事に 就て は學生 は敎師 に敎を 仰ぐ ことなく、 銘々 各自 可とする 所に 從ひ之 を 行ぶべし 

との 事で ある。 一一 一一 口 を替へ て 曰へば、 大 學は學 問を授 くるが、 修養 は 之を學 生の 自由に 一 任す る。 總長 

始め、 敎授も 修養の 必要 を認 むる も、 其方 法 目的 等を敎 へない との 事で ある。 如此 くにして 日本の 學 

生は學 校より 學問を 得る に 止まり、 修養 は 全然 之 を 受けない ので ある。 

〇 然し 乍ら 是れ 最も 不親切なる 教育で ある。 修養 は敎 育の 中心であって、 修養な き 所に 實は敎 育 はな 

いので ある。 如何程 學 問の 蘊奥に 達する と雖 も、 修養 を缺 きて 學者 は學 者で ない ので ある。 故に 若し 

敎 師が學 生に 施すべき 敎 育が あれば 其 第一 は 修養で ある。 叉學 生が 教師より 授 らんと 欲する 者の、 其 

第一 は 修養で ある。 然るに 學問は 之を投 くる 修養 は 之 を 授けす と 云 ふ は 是れ敎 育 は 之 を 施さす と 云 ふ 

と 同然で ある。 試みに 此 問題 を 以て 昔時の H 本の 大敎師 に 到らん 乎、 彼等 は 何れも 私が 玆に霄 ふが 如 

くに 答へ るで あらう。 伊藤 仁齋， 中 江 藤樹、 熊澤蕃 山、 藤 田 東 湖 等 は 何れも 先づ 第一 に 修養の 敎師で 

あって 然る 後に 學 問の 敎師 であった。 天下の 學 生が 笈を負 ふて 遠き を 厭 はす 彼等の 下に 走りし は、 彼 

等より 人た るの 道を學 び、 眞 人間に 成らん が爲 であった。 昔の 日本に 修養 拔 きの 敎 育はなかった。 今 

の 日本の 敎育は 日本に 在りても 異例で ある。 日本 今日の 敎 育の 如き は 外國に 無き のみなら す、 舊ぃ日 
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本に もなかった。 文學、 法學、 现學、 ェ學、 醫 學は授 くる、 然れ ども 修養 は 之を敎 へない と 云 ふ 新 日 

本の 敎育 は、 明治 大正の 日本 を 除く の 外、 世界に 於て 未だ 曾て 行 はれた ことの 無い 敎育 である。 

〇 修養 を 施す 前に 先づ 修養の 何たる 乎 を 定めて 置く の 必要が ある。 修養と は唯單 に、 漠然と、 身を修 

ると か、 膽を 練る とか、 精 祌を養 ふと か 云 ふ 事で はない。 修養に 確然た る 目的が ある、 隨 つて 之 を 行 

ふに 採用すべき 途が ある。 修養 は 確かに 明白なる 學科 である。 修養 は 自己の 確立で ある。 自己の 何た 
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る 乎 を 知って 其 價値を 認め、 之を增 進し、 之より 至上の 滿足を 得る 事で ある。 卽ち 他の 學問は 自己 以 

外の 事 を 究め、 其 闡明を 計る を 目的と する に對 し、 修養 は 自己 を 究め、 其發展 上進 を 計る 事で ある，」 

修 が 取极ふ 問題 は 自己で ある。 恰 かも 政治 學が國 家 を 取扱 ひ、 天文 學が 天體 を取极 ひ、 醫學 が人體 

を 取扱 ふが 如くに、 修養 は 自己 を 取扱 ふので ある。 修養の 主題 は 一 巨 瞭然で ある。 

〇 自己 は 何 か？ 其 可能性 如何？ 義務、 改善、 聖化、 發展、 永續、 是れ 皆な 修養の 問題で ある。 其 

一 面 は哲學 上の 問題で ある、 然れ ども 修養 は哲學 でない。 其 他の 一 面 は宗敎 である、 然れ ども 修養 を 

宗敎に 限る こと は出來 ない。 修養 は道德 であると 云 ふなら ば、 廣ぃ 深い 意味に 於ての 道德 である。 修 

赛は 自己 を 中心とする 宇宙人 生 全般の 見方で ある、 又 之に 對 する 態度 實行 で ある 0 修養 は實に 深い 廣 

ぃ學 問で ある。 多分 諸學の 女王と 稱 すべきで あらう。 まことに 人に 應 はしき 學問 である。 何人も. S り 

て はならぬ 學問 である。 人 は 何人も 政治 學を修 むる に 及ばす、 法律 を究 むる に 及ばす、 理學、 醫學、 

女學に 精通す るに 及ばす と雖 も、 修養 は 何人も 之 を 積まざる ベから す。 そ は 彼 は 人間で あるから であ 

る。 自己 を 有たぬ 人と て は 一 人 も 無い からで ある。 人 は 何人も 「道德 的 動物」 であるから である。 故 

に 修養 を 怠って 人 は 人に 非す。 修養な き 政治家 は惡 しき 政治家で ある。 修養な き 醫師に 賴るは 危險で 

ある。 修養な き ェ學士 に 工事 を委 ぬべ からす。 修養な き 人 は 顧客 を 欺く の 虞れ あり。 修養な き 軍人に 

眞 の勇氣 なし。 修養な き 學校敎 師は學 生の 一 生 を 誤る。 其 他 凡て 如此 しで ある。 人 は 「我 は 政治 を 知 

らす」 と 曰 ひても 濟 むが、 「我に 修養な し」 と 曰 ひて は齊 まない。 自己 を 磨かざる 人 は 人に して 人に 

非す。 必 しも 專 門の 宗敎家 又は 倫理 學者 たるに 及ばす、 然れ ども 人た るの 道を辨 へ、 人た るの 惯 値と、 

其 意義、 デス チ 一一 1 (行 先) と を 知らす して、 滿足 なる 人生 を 送る こと は 出来ない。 


〇 其れ故に 凡ての 偉人 は、 其 本職の 何たるに 關 はらす 深い 修養の 人であった。 人類の 運命 を 支配せ し 

大 政治家、 大 軍人、 大實業 家、 大發明 家、 大理學 者、 大哲學 者、 大宗 敎家は 勿論の こと、 凡て 悉く 深 

い 修養の 人であった。 ク 。ムゥ エル、 ワシントン、 リン カンの 如き、 何れも 其 政治的 能力に 於て より 

も 共 人格 卽ち 修養に 於て 偉大であった" 一一 ュ I トン、 ハ. I シ H ル、 ケ ルビン 卿の 如き、 其 理學的 才能 

よりも、 其 美 はしき 紳士的 品性に 於て 卓越した。 グラント 將 軍の 如き、 其 偉ら さは、 敵軍 を败 りし 時 

よりも、 歒將の 降 參を迎 へて 謙遜な りし 時に 現 はれた。 自己に 於て 偉大なら すして 眞に 偉大なる 人 は 

ない。 そして 修養 は 他人の 頌揚を 待す して 自己に 於て 偉大なる 道を敎 ゆる ものである。 

〇 英國の 名士 キ ン グスレ ー がー 一一 一口 ひし 事が ある。 

To  Inp  my  iiuiid  ！ i Iclng-dom  Is. 

私に 取り 私の 心 は 一 個の 王國 である。 

と。 まことに 自已の 心 を 養 ひて 之 を王國 となす ことが 出来る。 何も 外國を 攻略して 之 を 我が 領土と な 

すに 及ばない。 叉 社會を 征服して 之に 我が 勢力 を 扶植す るに 及ばたい。 我 は 我心 だけにて 王侯たり 權 

者た る ことが 出来る。 心は大 なる 財產 である。 無盡 の寶庙 である。 之 を 開拓し、 耕し 改良して 千里の 

沃野と 成す ことが 出来る。 祌は 人間 各自に 心 を 賜 ふて 最大の 賜物 を 賜うた ので ある。 人世の 不公平 を 

唱 ふるの 必要 はない。 心 を 有つ 丈け で 人 は 何人も 富者たり 王者たり 得る ので ある。 そして 心 を 耕す の 

が 修養の 目的で ある。 若し 土地 を 耕す が 農學の 目的で あり、 勢力 を 耕す が 政治 學の 目的であるなら ば、 

我が 心 を 耕す が 修養の 目的で ある。 そして 土地 は 得る に 難く、 勢力 は 握る に 易から ざるに 反し、 心 は 

旣に我 有で ある。 之 を 耕さす して 可な らん やで ある。 然るに 人 は 得難き 者 を 得ん と 欲して 勞 苦し 旣に 
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與 へられた る 者 を輕ん じて 顧みない ので ある。 外なる 富 を 得る に 汲々 として 內 なる 富 を 得ん と 努めな 

い。 愚 も亦甚 しからす やで ある。 而 かも 日本 今日の 敎育は 此愚を 演じつ、 ある。 天と地と に關 する 凡 

ての 知識 を 求めて 自己に 關 する 知識 を 顧みない。 凡ての 學術は 之を授 くる も、 修養 は 各自 勝手に 之 を 

施せよ と 云 ふ。 若し ソクラテスが 前に 述べし 大學總 長の 言 を 聞いたならば 何ん と 云うた であらう 乎。 

「ノンセンス (意味な し ：}、 總 長の 椅子 を 去れよ」 と 云うた に 相違ない。 - 

び まん 

〇 修養 を 施し 之 を 遂げて 我國 今日の 社會 に瀰漫 する 大 不平 を 癒す ことが 出来る。 人が 其 滿足を 自己 以 

外に 求む る 間 は， 彼 は 不平 家たら ざる を 得ない。 富 も 位 も 皆な 自己 以外の 獲物で ある。 之を璲 たりと 

て 喜び、 獲 ざれば とて 悲 むは 自己の 内に 大滿足 を 有たない からで ある。 而 して 憐 むべ し 國家も 政府 も 

人の 勤勞 善行 を勵 ますに、 位階 勳 章と 稱 する が 如き 此 世の 榮譽を 供す る 以外に、 他に 途を 知らたい の 

である。 然れ ども 奮い 聖書に 示す が 如くに 

人の 裡に は靈 魂の 在る あり 

全能者 の 氣息之 に 曉 得を與 ふ 

である。 人に は 人た るの 價 値が ある。 大政 府も 此價値 を增す こと も 出来なければ 亦 減す る こと も出來 

ない。 人 は 自己 を 耕す 丈け で、 政府 叉 は 社會の カを藉 りすして 自己に 充足る ことが 屮 I 來る。 何の 報酬 

も 表彰 も 要らない，」 無位 無官、 唯體 、に 心 を 宿す 丈け で大滿 足大歡 喜の 人た る ことが 出来る。 修養 

の效菜 は玆に 在る。 

〇 修養の 方法 は樣々 であるが、 其 主なる. 者 は 三つで ある。 其 第一 は 一一 目 ふまで もな く讀 書で ある。 然れ 

ども 凡ての 讀 書が 修養と 成る のでない。 殊に 現代の 書 は 多く は 修養に 害 ありて 利益に 成らない。 修養 


の 書の 主なる もの は 古い 書で ある u 大抵 は 千年 以上の 書で ある。 其 理由 は舊 きが 故に 善い のでない。 

年代に 由て 淘汰 せられて 今日に 至った からで ある。 書の 善惡は 人の それと 同じく 年代 を經 なければ 判 

ら ない。 極めて 價 値 ある 書に あら ざれば 千年の 年月 を經て 今日に 至らない。 其點に 於て 西洋の 聖書、 

東洋の 經書 はせ 界 無比で ある。 時代 は 其 著書 を 葬る と 云 ふに、 玆に何 干 年 を 經ても 死なざる 書が ある。 

是れ 吾人に 死なざる 生命 を與 ふる 書であって、 吾人が 精 讀敬讀 すべき 書で ある。 聖書 一 頁 を むは 新 

刊千 頁 を讀 むよりも 修養に 益が ある。 殊に 避くべき は 多く 廣吿 せらる、 新刊で ある。 是等は 火花と 同 

じく 現 はれて 忽ち 消 ゆる 者で ある。 縱令 「忽ち 何百 版」 と稱 する も 之に 目 を 注ぐ 勿れ。 大 著述の 特性 

の 一 は 現代人に 歡 ばれざる 事で ある。 犬なる 疑を以 つて 凡ての 新刊 物 を 見よ。 安心して 讀 むべき 者 は 

舊ぃ 古い 書で ある。 私自身が 修養の 書と して 用 ひし 者 は 二 千 七 百年 前に 書かれし ヨブ 記、 二 干 六 百年 

前に 書かれし 預言 書、 千 九 百年 前に 書かれし 新約聖書 である。 之 を 補 ふに 世界最大の 學 者に 由て 記さ 

れし 註解 書 を 以てした。 日本 現 時の 文士の 筆に 成る 所 IS 「創作」 の 如き、 孰れ も 人 を 地獄に 落す 書と 

見て 間違ない と 思 ふ。 

〇 第二 は默 想で ある。 人 は單獨 である 時に 最も 深く 自己に 就て 知る。 所謂 交際 場裡に 在りて 彼 は 益々 

浅薄に 成る 計りで ある。 政治家が 大抵 淺 薄の 人で ある 理由 は玆に 在る。 彼等 は 社會國 家の 事 を 知りて 

(知る と稱 して) 自己に 就て は 何も 知らない。 修養上無價値に近ぃ者とて日本今日の政治家の如き^1<- 

は あるまい。 

〇 第三 は實行 である。 善と 知る 事 は 利害 を 顧みす して 實 行す る 事で ある。 之に 由て 自己の 貫價 が 判り、 

之 を 改め、 潔め、 完成す る 事が 出来る。 殊に 必要なる は 小善の 實行 である。 早起き 早寢の 習慣の 如き、 
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負 返還の 義務の 如き、 約束 時間 嚴 守の 规 則の 如き、 一男 敢 的に 實 行すべき である。 修養と 稱 して 特別 

の 聖人 君子と 成る 事で はない、 當り 前の 人と 成る 事で ある。 而 して 先 づ當り 前の 人たら ざれば 偉人 聖 

人た る 事が 出来ない。 (十一月 一日) 


目の 向け 方 


〇 第一 一十 世紀の 米國に へ ー ルと云 ふ 大敎師 があった。 彼の 名 を エド ヮ ー ド. エベレット. へ ー ルと云 

ひ、 有名なる 靑年愛 國者ネ ー サン . へ ー ルのー 代 後の 甥に 當り 新英 洲生粹 の米國 人であった。 彼 は 一 

八 ニー 一年に 生れ 八十 七 歳に して 第一 一十 世紀に 入って 死んだ。 そして 彼はュ 一一 テリ ヤン 敎會の 牧師で あ 

つた。 四十 七 年 問 有名なる ボストン 市の 南 組合 敎會 を牧 した。 彼 は ュ敎會 の大立 物であった。 H マソ 

ン、 セ ォド. パ— 力 ー、 J  .  F  • クラ —ク 等と 共に 同 敎會の 明星であった。 彼の 如き 大人物が あるが 

故に ュ  一 I テリ ヤン 主義 は 滅びない ので ある。 米國の 社會の 諸方 面に 於け る 彼の 感化 は 偉大であった。 

彼 は奴隸 制度に 反對 した。 又祌學 のさ 論に 熱中して 普通 道德 を輕ん する 基督 信者 を 嫌った。 彼 は 何十 

極と 云 ふ 著述 を爲 した。 而 して 老年に 到りて 米 國議會 上院の 禮拜師 として 擧 げられ、 宗敎を 最高の 謹 

政府にまで 運んだ。 實に 偉ら い 人であった" 私 は 自身 ュ 二 テリ ヤン 信者た る 能 はすと 雖も、 ュ 敎の敎 

師： に 平信徒に 負 ふ 所が 甚だ 多く ある。 ュ敎 信者 は 確かに 基督 敎の 或る 貴き 方面 を 奉戴し、 其 維持 高 


調に 努力す る。 彼等な かりせば 世界の 基督 敎は其 一大 要素 を缺 いたで あらう。 不幸に して 日本に 於て 

ュ敎の 善き 代表者 を 見なかった。 然し 乍ら 舊ぃ 米國に 偉大なる ュ -ー テリ ヤン 信者が あった。 詩人"— 

H ル、 改革者 a イド • ガリ ソ ン等は 同じく ュ 一一 テリ ャ ン 信者であった。 

〇 其 へ ー ル 大敎師 の  一一 一 E つ た 一一 目 葉 の 內に 有名なる 者が ある、 其れ は 左の 如くであった。 

上 を 見よ、 下 を 見る 勿れ 

前 を 見よ、 後 を 見る 勿れ 

外 を 見よ、 內を 見る 勿れ 

而 して 人に 手 を 貸すべし 

と。 此 一一 H が 本と なって 「上 を 見る 團」 とか、 「手 を贷 す俱樂 部」 とか 云 ふ 圑體が 起った。 へ ー ルの此 

言が 純潔なる 米國人 の 常套語と 成 つた。 まことに 簡短 明瞭なる 一一 in 葉で ある。 同時 に 叉 意味の 深い 一一 一一 "葉 

である。 キリストの 祌性を 信ぜざる ュ 一一 テリ ヤン 敎；^ 者より 出し 一一 m 葉な りと 雖も、 能く 基督 敎の 人生 

觀を現 はした る 言葉で ある。 深く 聖書 を 以て 養 はれた る 人に あら ざれば 斯 かる 雷 を發 する ことが 屮 I 來 

ない。 私 は 今日 聖書 を 以て 此ュ 一一 テリ ヤン 敎の大 敎師の 一 W を說 明し やうと 思 ふ。 是れ やはり 神 を s_ ムめ 

キリスト を 學ぶ途 であると 思 ふ。 

〇 「上 を 見よ、 下 を 見る 勿れ」。 此 事を敎 ゆる 聖書の 一一 一一 〔葉 は あま 多 ある。 其內 最も 善く 知れ渡り たる 

者 は 詩篇 百 一 一十一 篇ー 節の 左の 一一 目で ある。 

我れ 山に 向 ひて 目 を擧ぐ 

我が 扶助 は何處 より 来る や  - 
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我が 抉 助 は 天地 を 造り 給 へる M ホバ より 來る。 

基督 信者 は 抉 助 を 天に 仰ぐ、 地に 求めない。 彼の 凡ての 希^ は 祌に繁 がる、 人に 係 はらない。 故に 彼 

は 其 常習と して 上 を 見て 下 を 見ない。 人 は 素々 上 を 見る «物 である。 彼の 身體の 構造が 上 を 見る やう 

に 出来て： lis る。 昔の ギリシャ 人が 人 を アンス & ボスと 稱ん だの は 其 故で あると 云 ふ。 そして 人が 人た 

るの 價値 を自覺 する に 至る 時に 彼 は 目 を 下に 向く る こと を 止めて 上に 向く る樣に 成る。 彼の 肉 體は彼 

の 精神に 應 じて、 彼の 目 は 自づと 上 を 仰ぐ に 至る。 

我等の 國は 犬に 在り 

我等 は 救主ィ エス キリス ト の其處 より 来る を 待つ 

と は 基督 信者の 常態で ある。 彼 は社會 改良に 由て 救 はれん と 欲しない。 制度の 完成に 由て 完成せられ 

んと 欲しない。 地上の 萬 物が 進化の 極に 達する も 地 は 依然として 地であって 天に 屬 する 者の 心 を滿た 

すに 足りない。 故に 上 を 見よ 下 を 見る 勿れで ある。 能力 は 凡て 之 を祌に 求めよ、 完全 は 凡て 之 を 天に 

期せよ。 然 らば 我等 は 困難に 遭 ふて 失 §1;.; せざる べし、 叉 困難に 勝つ の 能力 を 得べ しとの ことで ある。 

日々 の 新聞紙 は 何ぞ。 是れ 徹頭徹尾 罪の 世なる 下界の 記錄 である。 其 政治、 經濟、 社交、 相場、 運動 

一 として 下界の 事なら ざる はない。 之 を 讀んで 理想 は 消え、 希望の 絶 ゆる は 怪しむ に 足りない。 試み 

に 新聞紙 を讀む 代りに 聖書 を讀 みて 見よ、 目 は 自づと 天の 方に 向き、 大地 はー變 する であらう。 地 を 

見て 萬 事 は 行詰りで ある、 天 を 望んで 無限の 發展が ある。 上 を 見よ 下 を 見る 勿れで ある。 

〇. 「前 を 見よ、 後 を 見る 勿れ」。 此 事を敎 ゆる ものが、 ピリ ビ書三 章に 於け るパゥ B の 有名なる 言で 

ある。  ： 


兄弟よ、 我れ 自 から 之 (望) を 取れり と 思 はす、 惟此 一 事を努 む、 卽ち 後に ある もの を 忘れ 前に 

在るものを$^-み、 神、 キリス トイ H スに 由り て 上へ 召して 賜 ふ 所の 褒美 を 得ん とて 目標に 向 ひて 

進むな り。 

「後に在るものを忘れ前に在るものを§11^む」 と 云 ふ。 過去 を M みす 未來を &マ， むと 云 ふので ある。 卽ち 

凡ての 善き 事 は 上に 在る と 同時に 亦 未来に 在る。 國の 歷史、 人の 遣傳は 過去に 屬 する 事であって、 時 

に 之 を 顧る の 必要 ありと 雖も、 之に 頼りて 失 多く、 無限の 進歩 發展を 計る こと は 出来ない。 囘 顧の 

國は 退歩の 國 である。 進 步の國 は 希望の 國 である。 西洋が 全體 に進步 的であって 東洋が 全體に 退歩 的 

である は 是が爲 である。 現在の 說明は 之 を 過去に 求めざる ベから すと 云 ふ は 半面の 眞理 たるに 過ぎな 

プラス 

い。 現在 は 過去の 總計 でない。 現在 は 過去 + 或 物で ある。 そして 其 「或 物」 の內に 希び 1- が存 して 在る- 

是は 不定なる も而 かも 新しき 物で ある。 過去に 未だ 曾て 在りし ことなき 物で ある。 是れ あるが 故に 希 

sl^lがぁるのでぁる。 若し 歷史 と遣傳 とが 萬 事 を 解決す るなら ば、 惡 しき 歷史を 持ちた る國 と、 惡 しき 

遣 傅 を 持ちた る 人に、 何の 希 もない ので ある。 「我 は 未曾有の 事 を爲し 得べ し」 と 信じて こそ 大事 

を爲し 得る ので ある。 偉人 は 凡て 「夢見る 者」 であった。 彼 は 身分 不相應 の 事 を計畫 して 之 を 成し 遂 

げた 者で ある。 實務 的なる を 誇る 俗人 輩 は 夢想家 を賤 しめて 止ます と雖 も、 世に 夢想家が 絶えて 進歩 

は 止む ので ある。 アブラハムが 夢想家で あり、 モ ー セが 夢想家で あり、 預言者が 凡て 夢想家で あり、 

リン コ ルン、 リビ ングス トン 等の 偉人が 凡て 夢想家であった。 彼等 は 生れな がらの 進步黨 であった。 

バウ 口に 傚 ふて 「後に 在る 者 を 忘れて 前に 在る もの を 望」 む 者であった。 そして 最善 を 最後に む 基 

督 信者 は 何んで ありても 保守 家で あり 得ない。， 彼 は 前へ、 前へ と 進まん と 欲する。 祌が キリストに 由 
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りて 上へ 召し て^ふ 所の 褒美 を 得ん とて 目標に 向 ひて 進む。 過去 は 過去、 過去の 罪、 過去の 失敗、 之 

を 忘れよ と 主 は 我等に 命じ 給 ふ。 £1 トの妻 は 後 を 顧みて 亡びた。 我等 も 亦 過去に 引かされ、 常に 後 を 

顧みて 彼女と 運命 を 共に せざるを得ない。 希 伯來書 十一 一章 一 節 一 一節の 言が 常に 前進 を 我等に 促す もの 

であらねば ならない。 

此 故に 我等 斯く 多くの 證 人に 雲の 如く 圍 まれ たれば 凡ての 重荷と 纏へ る 罪と を 除き、 耐 忍びて 我 

等の 前に 置れ たる 馳場 を趨 り、 ィ H ス卽ち 信仰の 先導と なりて 之 を 完成す る 者 を 望みて 前に 進む 

べし。 

退歩 は 信者の 禁物 である。 Gcd  is  miu.clli  21 (神 は 常に 前へ 前へ と 進み 給 ひつ、 あり)、 故に 我 

等 も 彼に 從 ひて 前へ 前へ と 進むべき である。 

義人 は 信仰に 由り て活 く、 

た ** し ひ 

若し 退かば 我が 靈魂之 を 喜ば じ 

と ある (同 十 章 三 八 節)。 面 を 前へ 向けて 進む。 三方 ケ 原の 戰爭に 於て 德川 方の 戰 死者 は 凡てう つ 伏 

しに 成りて 斃れ たりと 云 ふ。 卽ち 前進して 敵に 向 ひながら れ たとの ことで ある。 德 川が 終に 日本の 

天下 を 取る に 至りし 前兆 は 旣に此 時に 現 はれた ので ある。 過去に 支配され て 後 を 振囘る 者に 最後の 勝 

利 は 来らない。 前 を SHI んで IK る、 のが 日本 武士の 本望で あるが 如くに、 是れ亦 基督 信者の 決心で あら 

ねばならない d 

〇 「外 を 見よ 內を 見る 勿れ」 と。 いかにも 道德の 本意に 反いた 敎の やうに 見える。 人 は 常に 己に 省み 

自己の 何たる 乎 を 悟り、 依て 以て 己を改 むべき でない 乎。 ，y 省 は美德 であって、 內を 見る 勿れと は 之 


に 反した る敎 である。 君子 は 日々 に 三た び 己 を 省みる と 云 ふに、 玆には 内に 省る 勿れと 敎ゅ。 若し そ 

れが 西洋 道德 であると 云 ふなら ば、 それ は 東洋 道德の 正反對 であると 云 ひて 差 支ないで はない 乎。 . 

〇 然し 基督 敎 はさう 敎ゅ るので ある。 ィザャ 書 第 四 十五 章 ニニ 節に 曰く 

地の 極なる 人々 よ。 汝等我 (神) を 仰ぎ見よ、 然 らば 救 はれん。 

と。 神なる 我 を 仰ぎ見よ、 自己に 頼る 勿れ、 さらば 救 はれん との 事で ある。 又 云 ふ、 

モ ー セ 野に 蛇 を舉 げし 如く 人の子 も擧 げらるべし、 凡て 之 を 信す る 者 (仰瞻 る 者) に 亡ぶ る こと 

無くして. 水生 を 受けし めん 爲 なり (約 翰 傳三章 十四、 十五 節) 

と。 之に 對 して。 ハウ n は 曰うた 

善なる 者 は 我れ 卽ち 我が 肉に 居らざる を 知る 

と (a マ 書 七 章 十八 節)。 卽ち、 汝 若し 救 はれん と 欲せば 己が 內を g みる ことなく、 外にして 上なる 

汝の神 を 仰ぎ 瞻ょ とのこと である。 .2： を 見る も 益な し。 ，：： く 塗りた る 墓と 同然、 「外 は 美く しく 見 ゆ 

れ ども 內は 骸骨と 諸の 汚據 にて 充っ」 である (馬 太 傳廿三 章 二 七 節)。 幾 囘己を 省みても 其^に 何の 

善き もの を發 見す る こと は 出来ない。 自省 は 謙遜 を 起す の 用 ある 丈け であって、 其 他に 何の 役に も 立 

たない。 希 と歡 喜と は自賓 より 起らない。 自省に 由て 活動 は 生じない。 自省 は 消極的 勢力た るに 過 

ぎない。 而已 ならす、 自省 は 人 をして 主観的た らしめ、 何事 も自 e を 標準と して 評價 せし むる に 至る 

自省 は牧縮 的で ある。 自己 を 中心として 萬 事 萬 物 を 自己に 收容 せんとす る。 故に 常に 自己が 小なる が 

儘に 小で ある。 萬 人に 接し、 萬卷の 書， を讀ん で猶ほ 依然として 小人で ある。 人 は 自己 以外に 目 を 注い 

で 膨張す る。 縱令 天然 界と雖 も、 之 を 研究す る は 自己 を 見 詰む るよりも 遙に 善く ある。 單に 品性 養成 
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の 上より 見る も， 天然 科學の 研究 は、 宗敎、 文學、 政治、 法律 等、 人の 個性： In に內 心に 關 する 研究に 

擾 さる こと 多大で ある。 修養 上 害 多き こと \ て强 度の 自己 意識の 如き はない。 力 ー ライル は此 事を稱 

して 「臍の 注意」 と 云うた。 己が 臍 を 見 詰て 人は狹 くなる 一 方で ある。 祌がァ ブラ ハ ムの爲 に 自己 擴 

張發展 の途を 設け 給 ひしゃ、 

エホバ 彼 を 外へ 携へ 出して m ひ 給 ひける は、 天 を 望みて 星 を數へ 得る 乎 を 見よ と。 叉 彼れ 曰 ひ 給 

ひける は r 汝の 子孫 は如此 くなる べし」 と。 

あ を， でゥ 

と ある (創世記 十五 章 五節)。 神 は 彼 を 野外に 引出して 蒼 寫の星 を 以て 敎へ 給うた ので ある。 書齋に 

t 韻り、 讀 書し 默考 して、 得る 所 は只强 度の 自己 意識で ある。 思想 的竝 に道德 的に 健全な らんと 欲せば 

主觀 的なら すして 客觀 的なる べきで ある。 近代の 文士、 思想家に 病的 人物の 多き は 是が爲 である。 彼 

等 は 自己 探究に 由て 宇宙の 眞理を 探らん と 欲する からで ある。 大體に 於て. 理學 者が 其 性格に 於て 文學 

者拉 に法學 者に 優 さる 理由 は玆に 在る と 思 ふ。 

〇 基督 信者 は 自己 を 顧る 者で はない、 目 を 自己 以外の 者に 注ぐ 者で ある。 己が 義又聖 を 己が 內に 持つ 

者に あらす して * 己が 外なる キリストに 於て 有つ 者で ある。 基督 信者 は 自省 者で ない、 仰瞻 者で ある。 

目 を 擧げて 十字架 上の 神の 子 を 仰ぎ 瞻る 者で ある。 彼 は 自己に 顧みて パゥ a と共に 曰 ふ、 「善なる 者 

は 我れ 卽ち 我が 肉 (肉 性の 我れ) に 居らざる を 知る」 と。 而 して 目 を 自己 以外に 轉じ、 十字架に 釘け 

られ、 死して 鯉り、 今や 天に 在して 父の 右に 坐し 給 ふ イエスキリストに 注いで 彼 は 贖 はれ 聖 めら れ、 

終に 彼の 御 姿に 肖る に 至る ので ある。 此點に 於て 基督 敎は 懦 敎其 他の 此 世の 道德と 全く 異なる。 基督 

OOOOOOOOOOOOOOOOOOO0OOO0OO 

敎は 修養の 道で ない 信仰の 道で ある。 信仰 は 讀んで 字の 如くに 自己 以外の 者 を 信じ 仰ぐ 事で ある。 ま 


ことに 信仰の 祕 訣は玆 にある。 「我 を 仰ぎ 瞻ょ」 との 神の 聲を聽 き、 神が 定め 給 ひし 信仰の 目標た る 

神の 子 を 信す る 事で ある。 福音の 效 BT 實カ、 無限の 可能性 は玆に 在る。 此簡短 明瞭なる 事 を 知らす 

して 他の 事に 如何に 精進す る も、 福音の 眞理を 握りたり と 云 ふ 事が 出来ない。 信仰 を 内的 生命と 稱し、 

其 生命の 源 を 自己の 外に 探らす して 內に 求む る 者 は、 涸 たる 井より 水 を 汲まん とすると 同樣、 努力 は 

失^に 終らざる を 得ない。 

〇 如斯 くにして 基督 信者の 目の 向け 方 は 明白で ある。 彼 は 下 を 見す して 上 を 見るべき である。 後 を 見 

すして 前 を 見るべき である。 內を 見す して 外 を 見るべき である。 而 して 常に 昇り、 常に 進み、 常に 搣 

張すべき である。 首 葉を替 へて 曰へば、 信者の 生涯 は 無限 的 成長の 生涯で あらねば ならない。 信者に 

不 似合の 事と て、 此 地に 嚙 つき、 過去に 戀々 として、 自己に 省みて 其 淸淨潔 a を 誇る が 如き 事 はない ヮ 

人生 を 悲観す る 者 は 役活舞 天せ るィ ェ ス の 弟子 を名乘 るの 資格な き 者で ある。 (十 1 月 八日) 

接 木の 理 

羅馬書 十 一 章 一 三丄  一 ra: 節 〇 加 拉太書 一 一章 1 一十 節 〇 雅备書 一 章廿 一 節。 

〇 基督 信者の 生涯 を 最も 善く 說明 する 者 は 接 木の 理 である。 接 木 は 惡樹に 善樹を 接ぎて 善果 を 護る 方 

法で ある。 聖書に 「凡て 善樹は 善果 を 結び、 惡樹は 惡果を 結ぶ、 善樹は 惡果を 結ばす、 惡樹は 善果 を 

大正 十 E 年  <0 七 


m  m  八 〇 八 

結ぶ 能 はざる 也」 と あるが (馬 太 七 章 一 七、 一 八 節)、 接 木の 法に 由り て惡樹 をして 善果 を 結ばし む 

る 事が 出来る。 卽ち惡 樹を臺 木と して、 其 上に 善 樹の芽 を接穗 として 接ぐ 時 は、 之に 實る 果は惡 しき 

臺 木の 果に非 すして 善き 接 穩の果 である。 此は 天然の 法則であって、 果樹栽培 家は此 法則 を 利用して、 

確實 に、 41^ 速に、 多量の 善果 を牧穫 する ので ある。 跪 楝を臺 木と して 之に 廿柹を 接げば 之に 成る 菜 は 

11 神に 非す して 甘柹 である。 林檎、 梨、 桃、 橄澄 等、 凡て 此 法に 由て 栽培 せらる。 接 木の 法に 由ら す 

して、 菜樹 栽培 は 成功の 見込な き事實 である。 

〇 そして 幅 昔の 宜傅 を菜樹 栽培の 一種と して 見る 事が ある。 此 場合に 於て 臺木 となる は 生れつきの 罪 

の 人で ある、 そして 之に 接がる、 のが 神の 子 キリスト である。 そして 之に 實る のが 罪の 人の 惡 しき 果 

に 非す して、 神の 子の 善き 果 である。 不思議と 云へば 不思議で ある。 然れ ども 園 藝師に 由て 一般に 行 

はる k 接 木の 法則が 人間に 於て 現 はれた までの 事で ある。 善き 人なる キリストが 惡 しき 人なる 罪の 子 

に 接がれて、 之を臺 木と して 生長して 善き 果を 結ぶ に 至る ので ある。 我等 は斯 かる 法則が 天然 界に行 

はれ、 我等 も 亦 其 法則に 支配 せらる，^ 事 を 神に 感謝す るまで ビ ある。 

〇 信者の 生涯に 於て 接 木の 理を 明かに 一 百 表 はす 者 は 加 拉太書 一 一章 一 一十 節に 於け るパゥ n の 一一 一一 n である。 

我れ キリストと 偕に 十字架に 釘 けられたり。 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリスト 我に 在りて 生け 

る 也。 今 我れ 肉體に 在りて 生る は、 我 を 愛して 我が 爲に巳 を抬し 者、 卽ち 神の 子 を 信す るに 由り 

て 生る 也。 

人 は キリ スト を 信じて 死し 又 死せ ざるので ある。 己が 目的 を 達せん とする 其 慾 は 之 を 十字架に 釘け て 

殺す、 其 意味に 於て 彼 は 死したり と雖 も、 キリスト を 己が 衷に 宿し まつり、 彼 をして 己 を 通して、 其 


聚 業を爲 さしめ まつる 意味に 於て は 彼 は 死せ すして 生^す るので ある。 神なる 園 藝師に 由て 幹 を 根本 

より 斷 たれ、 其 上に 祌の 子の 生命 を 接がれし 時に、 彼 は 「キリストと 偕に 十字架に 釘 けられた」 ので 

ある。 此 手術 を 行 はれて 彼 は 「もはや 我れ 生ける に 非す」 である。 今や 臺 木の 供給す る 樹液 は 盡く接 

穗 の吸牧 する 所と なり、 其の 實 際の 結 si- に 於て 信者 は 死して キリ ス トが 彼に 在りて 生き 給 ふので ある „ 

然し 前に 述べし 通り、 信者 は 接 木の 手術 を 行 はれて 死んだ ので はない。 彼 は尙ほ 「肉體 に 在りて 生く 

る」 ので ある。 然し 生く ると は 云 ふ ものの 自己の 生活 を 營む爲 に 生く るので はない、 彼 を 愛して 彼の 

爲に其 生命 を捨し 者に 自己の 生命 を獻 ぐる 爲に 生く るので ある。 卽ちニ 個の 生命が 一 になり、 神の 子 

は 已を虚 うし 僕の 貌を 取りて 人の 如くな りて 人に 接がれ、 罪の 子 は 己が 生長の 慾を斷 ちて、 神の 子 を 

して 已に 在りて、 其 生長 結實を 遂げし む。 神の 子の 犠牲に 對 する 罪の 子の 犧牲 である。 此 相互 的 犠牲 

に 由り て 惡樹が 善 栗 を 結ぶ と 云 ふ大 奇跡が 實 現す るので ある。 

〇斯 くして 基督 信者 は 接 木の 理法に 由て 成れる 兩性樹 の 如き 者で ある。 其 根 は 罪の 人なる 惡 しき 樹で 

ある。 其 幹と 技 は 神の 子なる 善き 樹 である。 そして 之に 生る 果は祌 の 子の 結ぶ 善き 菜で ある。 罪の 人 

の 肉體に 在りて 神の 子の 靈が 生長して 靈の架 を 結ぶ、 其れが 基督 信者で ある。 まことに 奇異なる 生物 

である。 人に 非す 神に 非す 人に 在りて 生く る 神の 生命で ある。 批評家が 信者 を： t する 時に 其 二重人格 

を 摘 指す るが 常で あるが 信者 は實 際に 一 一重 人格者で ある。 パ ゥ II は 其の 肉體に キリ ス トが 在りて 生き 

給 ひし 者であって 二重人格 者であった。 批評家が 檩準 とする 徹底せ る單ー の 人格者 は 神に 非れば 人で 

ある。 信者 は 神と 人との 合體 物であって 二重人格 は 彼の 特性で ある。 神ら しくない 者 は 信者に 非す， 

人ら しくない 者 も 亦 信者に 非す。 基督 信者 は 人の 肉 體に祌 の靈が 接がれた 者で ある。 
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〇 事 實如此 しで あれば、 基督 信者た ると 否な と は、 其 人の 生れつきの 性の 善惡に 由て 定まらな いので 

ある。 臺 木に 求む る 所 は 唯其强 健なる 事で ある。 其 質の 良否 は 問 ふ 所でない。 果を 結ぶ 者 は 之に 接が 

れ し接穗 である ひ 其 如く 人が 人で ある 以上 は、 キリスト を受 接ぐ に 足る。 彼が 菜 を 結ぶ ので はない、 

彼の 肉體に 宿り 給 ふ キリストが 彼 を 通して 彼 を 用 ひて 善き 果を 結ぶ ので ある。 斯 くして 或る時 は 最も 

惡 しき 人が 最も 善き 基督 信者と 爲 されて 最も 善き 果を 結ぶ ので ある。 玆に 於て か 遣 傳叉は 天性の 如何 

に 由て 信者の 良否 を 判定す るの 不合理な るが 判明る ので ある。 野生の 石 梨に 舶来 最上の 梨の 樹を 接い 

で、 之に 生る 果は石 梨に 非す して、 最良の 梨 子で ある。 タル ソの パゥ 口に キリスト を 接いだ 者が 使徒 

。ハウ a である。 放蕩 兒ァゥ ガス チンに 神の 子 を 接いだ 者が 聖ァゥ ガス チンで ある。 信者の 慣値 を定む 

るに 方り キリス ト接受 以前の 彼の 性格 を 以て 判斷し て はならない。 園藝師 は臺木 の 如何に 由て 接 木の 

價値を 定めない。 其 如く 我等 も 亦 人の 性格 如何に 由て 信者と しての 彼の 價値を 定めて はならない。 

〇 接 木の 理は 信者に 大 なる 注意 を 促す。 卽ち 彼の 生命 全部が 彼に 植附 けられし キリストの 靈に攝 取せ 

ら れん 事で ある。 接 木の 場合に 於て. 若し 臺 木の 根元より 芽の 出る ありて、 花 を 人 快 かせ、 果を 結ぶ に 

至らん 乎、 其 花と 果は惡 しき 樹の それであって、 惡花 であり 叉惡果 である。 同じ 一本の 樹 なりと 雖も 

根は惡 しくして 幹 は 善く ある。 故に 根の 結ぶ 果は惡 しくして、 幹の 結ぶ 果は 善く ある。 故に 努 むべき 

は 根が 芽 を 出さ ざらん 事で ある。 所謂 根 芽に して 繁茂 せん 乎、 樹液 は 全然 之に 吸牧 せられて、 幹と 枝 

とは衰 へて 終に は 全然 善き 果を 結ばざる に 至る。 基督 信者に 在りても 亦如此 し。 所謂 「肉の 肢」 にし 

て 繁茂 せん 乎、 彼 は 全然 靈の果 を 結ばざる に 至る。 信者の 肉は臺 木の 根と 同じく 全然 死んだ ので はな 

い、 まだ 生きて 彼に 內 在し 給 ふ キリストの 靈に 生命の 液汁 を 供給し つ \ ある。 故に 信者の 努 むべき は 


肉 をして 其肢を 生ぜし めす、 靈 をして 其 生命の 全部 を 使用せ しむべく ある。 加 拉太書 五 章 十九 節に、 

「肉の 行は顯 著な り、 苟合、 汚穢、 仇 恨、 ハ^^鬪云々」 と ある は此 事で ある。 又 同廿ニ 節に 「靈の 結ぶ 

所の は 仁愛、 喜樂、 平和、 忍耐 云々」 と ある も 亦 同じで ある。 信者 はや、 ともす ると 震の 菜 を 結ば 

すして、 肉の 行を爲 すので ある。 謹みても 尙ほ愼 むべき である。 

〇 羅馬書 十 一 章に 記された る 野の 橄澄 を嘉き 橄攪に 接ぎた る 例 は 普通の 接 木と は 其 目的 を 異にする。 

此 場合に 於て は惡 しき 樹 より 善き 果を 得ん と 欲する 接 木に 非す して、 弱き 老木に 強き 若木 を 接いで 其 

勢力 を 增す爲 の 接 木で ある。 此接木 法 は 地中海 沿岸の 橄欖樹 園に 於て 盛に 行 はる &と云 ふ。 惡 しき 樹 

より 善き 樹を 得ん と 欲する 場合に 於ても、 亦 老いた る樹を 若返ら さんと 欲する 場合に 於ても 接 木 法 は 

有利 有益で ある。 そして 人間の 場合に 於ても 惡 人が 善人と 成らん と 欲し、 老人が 年に 返らん と 欲せ 

ば、 接 木の 法則に 依る を 可とす。 生れつきの 性を變 へる こと は 出来ない、 然れ ども 人と して 生れ 給 ひ 

し 神の 子を迎 へて、 己が 衷に 宿って 戴く ことが 出来る。 是れが 信仰の 道であって、 罪に 生れし 人が 神 

の 業 を 成さん と 欲する に 方って は、 之 を 除いて 他に 途 がない。 約 翰 六 章 二八 節に 曰く 

彼等 言 ふ 「我等 祌の業 を 行 はんに は 何を爲 すべき 乎」 と。 ィ H ス答 へて霄 ひ 給 ふ 「神の 業 は その 

遣し 給へ る 者 を 信す る是れ なり」 と (改譯 )0 

接 木の 理 に照らして 見て 此 語の意味 を克く 解す る 事が 出来る。 (十 一 月卄ー 一日) 
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羅馬書 八 章 一 一八 節。 哥林多 後書 十一 一章  一 I 十 節。 

〇 何人に も 不幸が 臨みます、 不幸の 臨まない 人と てはありません。 不幸 は 之 を 避ける こと は屮 I 來 ませ 

ん。 故に 問題 は 如何に じて 不幸に 處 せん 乎、 それであります。 言 を替 へて 曰へば、 不幸に 勝つ 乎 負け 

る 乎、 それであります。 負ければ 不幸 は 本當に 不幸であります。 勝てば 不幸 は 幸福であります。 不幸 

をして 不幸と して 終らし めす、 之 を 化して 幸福と 成す の 道 …… 何人も 知らねば ならぬ 道は此 道で あり 

ます。 そして 祌は此 道 を 私共に 與へ 給うた と 信じます。 基督 敎は 私共 をして 不幸に 勝ちて 之 を 幸福と 

成さし むる 道で あると 信じます。 

〇 此 事に 就て 其 理由 を 探る の 必要はありません。 許 多の 實例 を舉 ぐる 丈け で 充分であります。 其の-^ 

で 最も 著る しいの が 使徒 パゥ a の 生涯であります。 彼 は 決して 此 世で 云 ふ 幸 幅の 人ではありませんで 

した。 彼 は 彼の 身に 臨みし 不幸 は 如何なる 者で ありし 乎、 其事をぁからさまには述べ て^^3りませんが、 

然し 乍ら 私共 彼 の 遣せ し 書翰 を讀ん で 見て、 彼が 不幸の 人で ありし こと を 推測す るので あり ます。 彼 

は 曾て ー囘も 彼の 父母 兄弟 等に 就て 述べた ことはありません。 彼 は 唯、 幅 音 宜傳の 命の 神より 彼に 臨 

みし 時に、 「其 時 我れ 直に 血肉と 謀る こと をせ す」 と 云 ひて、 彼 は 早く 彼の 血肉と 絶つ に 至りし こと 


を 示して ゐ ます。 。ハウ 口の 如き 熱情の 人が、 父母 兄弟 等に 就て 强く思 は ざり し譯 はありません。 彼に 

姉妹の 在った こと は、 私共 は 之 を 使徒 行 傳卄三 章 十六 節に 由て 知る のであります。 臼く 「パゥ C の 姉 

はケ ， り _ ごと 

妹の 子此 謀計 を 聞き 云々」 と。 然るに パゥ 自身 は此 姉妹に 就て は 一 同 も 述べません。 彼は义 克く異 

性の 愛に 就て 知って 居ました" 然るに 私共 は 彼に 愛人 ありし を 知りません。 之に は 何に か 深い 理由が 

あつたの ではない 乎と は、 私共に 起らざる を 得ない 問題であります。 そして 此 問題に 就て 私共に 消自 ^ 

を 傅 ふる 者 は 哥林多 後書 十一 一章 七 節 以下の 彼の 言であります。 

また 我に 賜 はりし 多くの 默 示の 故に 我が 傲る ことな からん 爲に 一 の 刺 を 我が 肉 體に與 へ 給へ り、 

卽ち 我が 傲る ことな からん 爲に我 を 撃つ サタン の 使者な り。 我れ 之が 爲に 三た び 主に 求めたり、 

之 を 我より 取 去らん こと を。 然るに 彼 は 一一 一一 〔ひ 給へ り 「我が 恩 惠汝に 足れり、 そ は 我が 能 は！ 一:S に 由 

て 全うせら るれば 也」 と。 此 故に 我 は 寧ろ 欣 びて 自己の 弱き を 誇らん、 是れ キリストの 能 我に 寓 

らん 爲 なり。 

玆に云 ふ 「肉體 の 刺」 と は 何であった 乎と は 多数の 註解 者の 臆測 を 促した 問題であります。 或 人 は 之 

は 多分 惡疾の 一種であって、 バウ n は 之が 爲に 到る 處に惱 まされ、 傅 道 上 至大の 妨害 を 感じた であら 

うとの 事であります。 或は さう であった 乎 も 知れません。 然れ ども 之 を 彼の 身に 臨みし 或る人 生の 大 

不幸と 見る 方が、 彼の 生涯の 大體を 解す る 上に 於て、 もっと 深い、 且つ 總合 的の 見方で はあります ま 

い 乎。 何れに しろ パ ゥ n の 生涯の 裏面に は 何 か 彼に 取り 堪え難き 苦痛 の^んで 居た 事 を 疑 ふ 事 は 來 

ません。 之 は實に 彼に 取り 一 生身に 纏 ひし 刺であって、 彼 は 之 を 思 ふたび 毎に 堪えられす 思 ひ、 幾た 

びか (た に 三た びに 非す) 其の 取 除かれん こと を 主に 願った に 相違ありません。 然るに 主 は その 取 


除かれ ざらん こと を 却って 善き 事と 御 欲 召し 給 ひ、 之 を 其 儘 に^して、 恩惠を 以て 優に 之 を 慎 ひ 給う 

たとの 事であります。 パゥ？ の 生涯 は 其 串-難 を 離れて は 解りません。 彼 は 其 主に 似て 「悲哀の 人」 で 

ありました。 彼の 裏面 を 知った 人 は 一一 一一 C うたで ありませ う 「彼の 傳道 何も のぞ、 彼の 苦難 を 隱す爲 の 事 

業で ある、 之に 何の 高貴なる 所 はない」 と。 然し 乍ら 冤に も 角に も 彼の 大事 業 は 成った のであります- 

彼に 由て 人類の 歷史は 一 變 したので あります。 そして 若し 彼の 身に 臨みし 不幸 息 難が 彼 をして 此 大事 

業を爲 さしむ るの 機會を 作りし ならば、 私共 は 彼に 此 不幸の 臨みし 事 を 善き 事と して 認めなければ な 

りません。 彼の 事業 は 決して 不幸に 由ての み 成った のではありません。 神の 恩 惠が彼 をして 之 を爲さ 

しめたので あります。 然し 乍ら 不幸 は 恩惠を 招く の 機會と 成りました。 其 意味に 於て 不幸 は 彼に 在り 

て 善き 働き を爲 しました。 バウ 口 は 神の 恩惠に 由り て 不幸に 勝ちました。 勝ちし に 止まらす、 之を自 

己に 取り 人類に 取り 大 幸福 を裔ら すの 機會と 成しました。 まことに 彼が 言うた 通りであります。 

さま  *、 るし 

彼 (キリスト) と 其 復活の 能力 を 知り、 その 死の 狀に循 ひて 彼の 苦難に 與り、 鬼に も 角に も 死た 

る 者の 甦る こと を 得ん こと を 

，こ (腓立 比 書 三 章 十、 十一 節)。 彼に キリストの 復活の 能力が 臨みし が 故に、 彼 は キリストに 臨みし 

凡ての 苦難に 打 勝ち、 此 世ながら に 復活の 生涯 を 送り 得た のであります。 其れ故に 彼 はまた 言うた の 

であります。 

よ わ き ひ， っケ しめ ともしき せ め  "t や ふ 

之に 因りて 我れ キリストの 爲に 懦弱と 凌辱と 空乏と 迫害と 患難 に 遭 ふ 事を樂 みとせ り、 そ は 我れ 

弱き 時に 強ければ 也 (哥林 多 後書 十二 章 十 節)。 , 

と。 「意と せす」 ではありません、 「樂 みとせ り」 であります。 患難に 堪えた のではありません、 勝 


ち 得て 餘 りあった のであります。 

〇 そして 此事 はパゥ 口 一人に 止まりません。 凡ての 基督 信者 は 之 を實驗 する のであります。 信者に は 

凡て パゥ 口 に 臨みし と 同じ やうに 「キリストの 復活の 能力」 が 臨む のであります。 彼等 は 之に 由り て 

不幸 を轉 じて 幸福と 成す のであります。 其 歷史は 長い 基督 敎の 歷史 であります。 キリスト 降 世 以後の 

00000,000  000O0O0O000OO000O0O00O0OOOO0OO0O000O 

人類の 歷史に 於て、 大事 業と 云 ふ 大事 業 は 凡て 不幸が 化して 幸福と 成った ものであると 云 ふ 事が 出来 

ます。 十字架 は 苦痛の シンボル (表 號) でありまして、 人類 は 十字架に 由て 救 はれつ、 あるので あり 

ます。 

〇 第 十八 世紀の 英國に ジョン . ハヮ ー ドと云 ふ 人が ありました = 彼 は 監獄 改良 を以 つて 有名. なる 人で 

あります。 英國を 始めと して 歐洲 諸國の 監獄 は 彼の 終生の 努力に 由り て 著る しき 改良 を 施されました。 

我國 今日の 監獄と 雖も此 人に 負 ふ 所が 甚だ 多くあります。 彼 は 基督 敎的 慈善家の 好 模範であります。 

彼に 由て 慈善事業 は 其 凡 ての 方面に 於て 著る しき 改良 進步を 見た ので あ ります。 然 るに 此人は 世に も 

稀れ なる 不幸の 人で ありました。 彼 は 裕福の 家に 生れ ましたが、 幸福 は 彼の 身に 伴 ひませんでした。 

彼 は 早く 最愛の 妻 を 失 ひました。 そして 彼女に 由て 一人の 男子 を 得ました が、 其 子が また 世に も 稀れ 

なる 不良 兒 でありました。 此人 にして 此子 ありと は 誰も 信す る 事が 出来ない 程で ありました。 ハヮ ー 

ドは 一 生 此兒に 苦しめられました。 彼の 一 生の 祈り は 此兒が 其 身 を 改めん ことで ありました。 然し 彼 

は 改めませんでした。 斯くて ハ ヮ ー ドは 多くの 他人の 子 を 改めつ 、ありし 間に 自分の 子 を 改め 5^ ませ 

ん でした。 彼に 取り 如何に 辛ら い 事で ありまし たらう。 彼 も 度 々バウ 口と 共に 一一 一一 11 うたで ありませ う。 

「祌は 一 の 刺 を 我が 肉 體に與 へ 給へ り、 卽ち 我を擊 たん 爲の サタン C 使者な り、 我れ 之が 爲に幾 
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度 も 神に 祈りたり、 此刺を 我より 取 除き 給 はんこと をと、 然れ ども 彼 は 之 を 取 除き 給 はすして、 

唯 我に 告げて 曰 ひ 給へ り、 「我が 恩 惠汝に 足れり」 と。 

ハ ヮ I ドは此 重荷 を擔 ひつ k 彼の 一 生 を 終りました。 唯 彼が 彼の 使命 を果 しつ、 ありし 問に、 南 露 西 

亜 ゲル ソンに 於て 疫病に 催り、 將 さに 死なん とする 時に、 偶然 英國 より 彼の 愛兒が 少しく 改善の 兆 を 

呈 したとの 吉報に 接しました。 其 時 永き 眠に 就かん とする 大 慈善家 は 彼の 面に 微笑 を湛 えて 一 百うた と 

の 事であります、 「其れ は 死なん とする 父に 取り 吉き 報知ではありません 乎」 と。 此 一 言 を；^ らして 

彼 は 天父の 闘へ された のであります。 全世界の 囚人の 父と して 呼ばる k 人の 終焉と して 悲慘の 極と 

言 はざる を 得ません。 

〇此 世の 人 等 は 言 ふで ありませ う、 「斯か る 人に 斯 かる 不幸 は 臨む ベ か らす、 若し 臨んだ とす れば神 

は 直に 之 を 取 除くべき である、 斯 かる 事の 有る 事が 神の 無い 最もた しかなる 證據 である」 と。 然し 乍 

らハヮ ー ド 自身 は 決して さう は 思 ひませんでした。 彼 は 身の 不幸の 爲に 祌を捨 ませんで した。 反って 

益々 厚く 神 を 信じ、 其 指導の 下に 彼の 事業 を 進めました。 而已 ならす 不幸 は 彼に 取り 反って 善き 事で 

ありました。 之に 由て 彼 は 心の 傲慢 を嬌 めら れ、 彼の 慈善の 眞純を 保ちました。 彼 は 又 之に 由て 世の 

許 多の 不良 兒を 有て る 親 達に 對し 深厚なる 同情 を 懷くを 得ました。 之 は 又 彼 をして 常に 謙遜なら しめ 

て、 彼に 斷 えす 神に 近づく の 機會を 供し ました。 彼の 生涯の 實驗 を， 積む に循 ひ、 彼は此 不幸の 彼の 身 

より 取 除かれない 深き 理由 を覺 つたで あらう と 思 ひます。 神が 之 を 彼より 取 除き 得なかった ので は あ 

りません、 充足れ る 恩惠を 彼に 降して 彼 をして 之に 勝って 餘り あらしめ 給うた のであります。 「我が 

恩 惠汝に 足れり」 であります。 不幸 を 除いて 頂く ばかりが 途 でありません、 之に 勝つ の 能力 を 授けら 


I 


るれば 不幸 を 除いて 頂く 以上の 幸 幅であります。 

0 そして ハ ヮ ー ドの 如き 場合 はいくら でもあります。 身の 不幸が 反って 自分 を 益し 他をハ 化， する の機會 

と 成った 場合 はいくら でもあります。 米國 太平洋 岸、 桑 港より 程遠から ぬ 所に ある スタン フホ ー ド大 

學は、 其 新式なる と 設備の 完全なる 事に 於て 世界 第一と 稱 せられ ますが、 それ も 亦 不幸の 產 たる 事 は 

人の 克く 知る 所であります。 其 建設者 は 加州 選出の 米國 上院議員 スタン フホ ー ド でありまして、 彼 は 

其 一 人 息子 を 喪 ひ、 堪え難き 悲哀 を 癒す の途 として 玆に 彼の 全 財産 を 投じて 此大學 を 建^す るに 至つ 

たのであります。 そして 之に 類す る 事業 は 他に 幾 個 もあります。 多くの 病院 は如此 くにして 建ら れま 

した。 多くの 孤 兒院が 子 を 得ん と 欲して 得られ ざり し 結果と して 現 はれました。 私 は 信じて 疑 ひませ 

ん、 若し 神が 其の 愛し 給 ふ 者に 不幸 患難 を 降し 給 は ざり しなら ば、 此 世に 在る 慈善事業の 大半 は 無 か 

つたこと を 0 

0 玆に 不滅の 生命が あります。 其 不滅なる を 知る に來 世まで 待つ 必要はありません。 役 活のカ は 之 を 

充分に 今 世に 於て 實験 する ことが 出来ます。 大 不幸に 遭 ふて 斃れす 之 を 化して 自他の 幸福と 成す の 力 

であります。 之 は 今日まで 多数の 人に 由て 試め された 力であります。 何人も 有たねば ならぬ 力で あり 

ます。 (十二月 六日) 


大 正 十 EI 年 


新ら しき 誡 


ョ ハネ傳 十四 章 十五 節。 同 十三 章 三 四、 三 五節。 ピリ ビ書ニ 章 一— 四 節。 

0 ョ 、ノ ネ 偉に 記された る 最後の晩餐に 於て ィ H スが其 弟子 等に 語り 給へ る 訣^の 辭の 一 節に 曰く 

汝等 もし 我 を 愛するならば 我が 誡を 守るべし (舊譯 ) 

と。 此は 甚だ 簡 短なる 言で あるが 其 意味 は 解す るに 隨分 難く ある。 若し 之 を 文字通りに 解 するならば 

一 i 音が 福音でなくなる。 若し ィ H ス を 愛する とならば 先づ 彼の 誡を 守る べしとの 事で ある。 そして 

. ^誡 と は 山上の垂訓に 示された るが 如き 者であって、 是は 守る に 甚だ 難く、 凡人の 到底 及ばざる 所で 

ある。 「天に 在ます 汝 等の 父が 安全き が 如くに 汝等も 完全く なるべし」 と 云 ふの が 其心髓 である。 そ 

して ィ H スを 愛する と は 此の 難き 誡を 守る と 云 ふ 事で あれば、 人 は 何人も 到底 ィ H スを 愛し 能 はすと 

まふ 事になる ので ある。 ィ H スは 「汝等 もし 我 を 愛するならば 我が 誡を 守るべし」 と 命じ 給 ひて 實は 

不可能 を 命じ 給うた ので ある。 それよりも 明白に 「汝等 は 到底 我 を 愛する 能 はす」 と 吿げ給 ひし 方が 

簡短 明瞭で ある やうに 思 はれる。 

0 玆に 於て 此 一 節に 就て 樣々 の 註解が 試みられ たので ある。 そして 其 一 は 本文に 少しの 誤傳 があった 

との 事で ある。 X 布臘 語で tCTfsate と ある は toTC-sr-te の誤傳 であって、 A を E に換 へて 讀 めば 意味 は 


明白に 成る ので ある。 卽ち r 汝等 もし 我 を 愛するならば 我が 誡を 守るな らん」 となる。 誠 を 守って ィ 

H スを 愛する に 至る ので はない、 彼 を 愛する の 結 菜と して 誡を 守り 得る に 至る ので あるとの 事で ある。 

愛が 前にして 行 は 後で ある。 行の 擧ら ざる は 愛が 足りない からで あると。 さう 解 すれば 此 一節 も亦大 

なる 福 昔と 成る のであって、 我等 は 之 を 聞いて 安心し、 唯單に 更に 强く主 を 愛し 得ん こと を 祈る に 至 

る。 改譯 聖書 は此 意味 を附 して 此 一 節を譯 して ゐる。 

汝等 もし 我 を 愛せば 我が 誡命を 守らん 

と。 改正 英譯 聖書 も舊 譯を變 へ、 「守るべし」 を 「守るな らん」 と譯 して ゐる。 

〇 然し 乍ら 人が 舊譯を 忌む 理由 は 「誠」 の 文字 を 忌む からで ある。 「誡」 は 「いましめ」 であって 

「忌まし む」 の 意で あると 云 ふ。 誡は嚴 父が 其 子に 向って、 又は 嚴師が 其 弟子に 向って 發 する 命令で 

あって、 此は 忌ま はしき 者、 恐るべき、 避くべき 者で ある。 そして キリスト を 厳しき 道 德の敎 師と兑 

て 其誡が 恐ろしくな るので ある。 然し 乍ら 希臘 語の entolC を 以て 傳 へられし キリ ストの 此 詞は必 しも 

「いましめ」 と譯 さるべき 者で ない。 之 を 「いひつ け」 と譯 して 少しも 差閊 がない ので ある。 訓誠は 

訓論 である、 之 を 如何に 譯 する 乎は譯 者の 心の 狀態 如何に 由る ので ある。 そして ィ H スが玆 に 「訓誡」 

を發し 給うた のでない 事 は、 他の 箇所 を 見れば 克く刹 明る。 縱し誡 はい ましめ であっても、 如何なる 

誠で ある 乎 を 知るならば、 此は 決して 忌むべき 誡 でない 事が 解る。 同じ ョ ハネ傳 十五 章 十二 節に 曰く 

我が 誠 は是れ なり、 卽ち 我が 汝等を 愛せし が 如くに 汝等 互に 相愛す べしとの 事是れ なり。 

同 十三 章 三 四 節に 曰く 

我れ 新しき 誡を汝 等に 與ふ、 卽ち汝等^^：に相愛すべしとの誡是れなり。 


演  A  二 〇 

之に 由て ィ H スの誡 の 何たる 乎 は 明かで ある" 卽ち 彼の 弟子たり 從者 たる 者 は 互に 相愛す べしとの 事 

である。 今 此事を 心に 留めて 十四 章 十五 節を讀 むなら ば 左の 如くに 成る ので ある。 

汝等 もし 我 を 愛するならば 互に 相愛す ベ し 

と。 之 を 敷衍して 云 ふなら ば 左の 如くに なると 思 ふ。 

汝等我 を 愛する 乎、 我 は 甚だ 之 を 喜ぶ。 然 らば 相互 を 愛せよ。 我 は 自身 汝 等に 愛せら る& よりも 

汝 等が 互に 相愛す る 事 を 喜ぶ。 汝等 相互に 於て 我 を 見よ。 そして 我に 對 して 表すべき 愛 は 之 を 相 

互に 對 して 表せよ。 汝 等が 互に 相愛す る は 卽ち我 を 愛するな る を 知るべし 

と。 如此 くに 此 一節 を 解して、 その ic お ふべき 親しむべき 言なる を 知る ので ある。 此は 誡と稱 すべきよ 

り も 寧ろ 言 附 である。 切 ェで ある。 父が 世 を 去らん とする に 方て 其 子等に 遺す 訓 である。 卽ち汝 等が 

我に 盡 さんと 欲する 求 は 之 を 相互に 對 して 盡 せよ と。 ィ H スは玆 に 眞の師 が 弟子 を 思 ふ 其 眞情を 一一 一一 2 表 

はし 給うた ので ある。 之 を 忌み 又 恐る & 理由 は 一 もない。 

〇 そして 人の 師 となりし 者 は 何人と 雖も くィ H スの此 心 を 推察し 奉る ことが 出来る。 自分 は 愛せら 

れす とも 宜ぃ。 弟子 等が 互に 相愛して 貰 ひたい。 師 たる 者の 喜びに して 弟子た る 者が 互に 相愛す る を 

見る に 優 さる 喜び はない、 イエス は 此情を 玆に表 はし 給うた ので ある。 故に 我等 信者 は 互に 相愛して 

主の 此の 御 心に 副 はなければ ならない。 そして 此は 我等の 義務であって 叉 利益で ある。 信者が 主に 槃 

がる 丈け で 單獨で 信仰 を 維持す る は 甚だ 困難で ある。 勿論 時には 此 かる 場合がないで はない。 我等 は 

單 獨を餘 儀な くせら る i 場合が ある。 然し 乍ら 此は 例外であって 通例で ない。 我等 は 各自 主と 繁 がる 

0000O0OO00O00O0000O00000  C00O 

と 同時に 相互と 繁 がりて 信仰 堕落の 危險を 免 かる i 事が 出来る。 我等の 友人が 我等の 信仰 を 助く る 事 


は 非常で ある。 我等 は 一 人で 立つ 能 はざる 立場に 數 人相 扶 けて 立つ ことが 屮 Z 來る。 信者に 共同 一 致の 

0000000COO0C0C0OOO0O0CC 一  00000000 

必要なる は 是が爲 である。 善き 信仰の 友 を 有つ こと は 神 を 父と して 有つ ことに 次いで 必要で ある。 私 

自身の 實驗 がさう であった。 私 は 私の 信仰生活に 於て、 どれ 程 私の 友人 (少數 なりと 雖も) に 助けら 

れた乎 測り 知る ことが 出来ない。 祌が今 世に 於て 私に 賜 ひし 最大の 賜物 は 少數の クリスチャン フ レン 

ド (信仰的 友人) であった。 

〇ィヱ スが其 弟子 等に 吿げ給 ひしと 同じ 意味の 言 をパゥ 口が 亦 彼の 弟子 等に 書き 贈って 曰うた。 ピリ 

ピ書ー 一章 一 —四 節 は 左の 如くに 譯 解すべき であると 思 ふ。 

若し 汝等 キリストに 在りて 我に 能力 を頒 たんと 欲するならば、 又汝 等の 愛より 出た る 慰安 を 我に 

供 せんと 欲するならば、 又 我と 共に 聚靈の 交際に 入らん と 欲するならば、 或は 叉 我に 寄すべき の 

慈愛と 同情と あらば、 我れ 汝 等に 乞 ふ、 汝等 相： A に 思念 を 同う し、 愛 を K うし、 一致して 意 ふ 所 

を 一 にせよ、 而 して 斯く なして 我が 喜び を充 たせよ 

と" 卽ち汝 等 もし 我に 對 する 好意と 同情と あらば 之 を 相互に 對 して 表 はして 我が 喜び を充 たせよ との 

事で ある。 n!^ れパゥ 口に ありし 當然 の 心であって、 唯 普通 の 敎師と 異なる 點は 彼の 心情 の 普通 以上に 

深刻 熟烈 なりし にある。 同じ こと を 述べし ものが ョ ハネ 第三 書 ra 節に 於け る老ョ ハネの 言で ある。 

我が 子等 (弟子 等 を 指して 云 ふ) の眞理 (此 場合に 於て は 愛 を 意味す) に 歩む を 聞く に 優され る 

よろこび 

大 なる 喜樂は 我に なし 

とリ イエスに 於ても、 バウ 口に 於ても， ヨハネに 於ても、 又 我等 人の 敎師 として 立ら れし者 等に 於て 

も、 ？ ^子 を 思 ひ、 彼等より. 望， む 所に 於て 變る こと はない。 そして ィ H スは兹 に 凡ての 敎師を 代表して 


簡潔に 且强烈 に 言 ひ 給うた ので ある。 

汝等 もし 我 を 愛するならば 我が 誡を 守るべし、 卽ち我 を 愛する の 心 を 以て 相互 を 愛すべし 

と。 祌の 子が 此世を 去る に 臨んで 發し給 ひし 一 百と して 至大の 重味が ある。 

〇 然し 乍ら 何故に 此誡が 新しき 誠なる 乎、 それが 問題で ある。 人 は 其 隣人 を 愛すべし とは舊 約の 誡で 

あって 之に 何の 新ら しい 所 はないで はない 乎。 利 未 記 十九 章 十八 節に 曰く 

汝仇を かへ すべから す、 汝の 民の 人々 に對 ひて 怨を 懐く ベから す、 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし 

と。 ィ H スも 亦此誡 の、 卽ち 己の 如く 汝の隣 を 愛すべし との 誠の 舊ぃ誡 である こと を 認め 給うた 

(馬 太 卄ニ章 三 九 節 )o 然 らば 如何なる 意味に 於て 其れが 新ら しい 乎、 其 事が 問題で ある。 

〇 其 新しき 理由 はィ H スが之 を 第一 の、 根本的の 誡 となし 給 ひし 點に 於て 在る と 思 ふ。 愛 は 常に 新し 

く ある。 殊に 之 を 最大の ものと 見做す 點に 於て 新しく ある。 勿論 愛の 必要 を唱 ふる 事 は 新ら しくない 

が、 之 を 徹底的に 行 ふ は 新しく ある。 キリスト 昇天 後 千 九 百年 後の 今日に 於ても キリストの 此誡の 新 

しき を 何人も 感ぜざる を 得ない。 不信者の みならす 信者と 雖も キリストの 此誡 だけ は 守らない。 彼等 

は 洗 禮晚餐 式 を 守る に嚴 格で ある。 彼等 は 曰 ふ是れ 主の 制定し 給 ひし 儀式であって 之 を 守らざる 者 は 

基督 信者に 非す と。 此く唱 へて 彼等 は 儀式の 爲に爭 ひ、 その 爲に 自己と 意見 を 異にする 者 を 憎み もす 

れば 排斥 もす る。 余輩が 常々 曰 ふが 如くに 基督 敎會に 信仰 は 有らう が 愛 はない、 縱し 有る も 極めて 少 

量で ある。 敎會は 殊に 他の 敎會 を惡 む。 不信者よりも 自己と 信仰 を 異にする 信者 を惡 む。 基督 敎會の 

歷史は 愛の 歷史に 非す して 其の 反 對に惡 みの 歷史 である。 故に キリストの 福 昔の 貯藏所 を 以て 自 から 

住する 基督 敎會に 於ても、 r 汝等 互に 相愛すべし」 と は 新しき 誡 である。 今より 僅かに 十 年 前に 所謂 


基督 敎國 全體が 「惡 みの 世界」 と 化して 基督 信者が 相互 を 屠った ので ある。 彼等 は 基督 敎は 知り 悉し 

たりと 信じ、 廣く 宜敎師 を異敎 國に途 つて 其敎 化に 從 事した。 然るに 彼等 は 未だ 基督 敎の 初歩 を も 知 

ら なかった。 我等 東洋人 を 異敎徒 呼 はりせ し 英米人が 獨澳人 を 憎む その 欽態を 目撃して、 我等 は異敎 

徒 は 我等に 非す して 彼等 英米人 自身なる こと を 熟々 覺 つた。 今、 是 等の 歐 米の 基 醫敎徒 を 前に 置いて， 

特に 其 敎會の 監督、 牧師、 宜敎師 等 を 前に 置いて 左の キリス トイ H スの 言を讀 むなら ば、 思 ひ 半ばに 

過ぐ る ものが あらう。 

我が 汝等を 愛する 如く 汝等も 亦 互に 相愛すべし、 是れ 我が 誡 なり。 

我れ 汝等を 愛する 如く 汝等も 相愛すべし、 汝等 若し 互に 相愛せば 之 に^りて 人々 汝 等の 我が 弟子 

たる こと を 知る べし。 

此は 今日の 基督 敎 徒に 取り 誠に 赏に 「新しき 誡」 である。 彼等 は 救 主の 他の 誡は 悉く 守った とする も 

此誡 丈け は 守らなかった。 彼等の 傳 道なる 者が 功 を 奏せざる は 無理 はない。 彼等の 行爲を 兄て、 殊に 

彼等が 國家 的に 爲す 行爲を 見て、 彼等が キリストの 弟子に あらざる 事 は 何よりも 明かで ある。 ィ エス 

御自身が 彼等 を 御 弟子と して 認め 給 はない。 彼等が 彼の 最大 第一 の誡を 守らす 义 守らん ともせす、 又 

守ら ざれば とて 少しも 心に 留めない からで ある。 

〇 若し 「新しき」 所以 を 他に 探らん と 欲するならば 探り 得ない 事 はない。 愛 は 常に 稀れ にして 常に 新 

しく あるが、 ィ H スが其 弟子 を 愛し 給 ひし 愛 は、 是れ其 時まで は 未だ 曾て 世に 在った ことのない 愛で 

ある。 故に 

我れ 新しき 誡を汝 等に 與ふ。 …… 我れ 汝等を 愛する 如く 汝等も 相愛すべし 


と ありて、 その 新し さが 判明る ので ある。 此は 一種 特^の 愛であって、 ィ H スに 於て 之 を 求めす して. 

他に 之 を 得る 能 はざる 愛で ある。 此は 愛で あるに 相違ない が此 罪の 世に は 他に 無い 愛で ある。 親子の 

愛よりも、 夫婦の 愛よりも、 此 世の 如何なる 愛よりも、 深い 潔い 愛で ある。 キリストの 愛 は 全然 新し 

き 愛で ある。 故に 此愛を 以て 互に 相愛す べしと は 新しき； i たらざる を 得ない。 そして 此 新しき 珍ら し 

き 愛 は 微少な りと 雖も 世に 現 はれた。 勿論 所謂 基督 敎國に 由て 現 はれなかった。 又 基督 敎會に 由て 現 

はれなかった。 然れ ども 少数の 眞の 基督 信者に 由て 現 はれた。 そして 此 愛に 由て 世界と 人類と は ー變. 

した。 此 愛な かりせば 此 世界 は今 ある 丈け にも 成り 得なかった。 今の 世界に 在る 最善 最大の もの はキ 

リストの 愛が 結んだ 3^ である。 一概に 愛と 一 百うた 丈で は 判明らない。 キリストの 愛で ある。 自身 之に 

接せ ざれば 解らない 愛で ある。 然れ ども 一 たび 之に 接して 永遠に 忘るべからざる 愛で ある。 

〇ィ H スの 命令 は是 である、 卽ち 彼が 我等 を 愛し 給 ひし 愛 を 以て 互に 愛する 事で ある。 我等 は 理想 餘 

りに 高く して 行 ひ 難しと 稱 して 其實行 を 避けて はならない 。縦し 不完全な りと 雖も 愛の 實現を 以て 我 

等の 努力の 第一 の 目的と 爲 さなければ ならない。 他に 何が あっても 愛な き 所に キリスト は 存し給 はす。. 

「縱令 我れ 燒 かる &爲に 我 身を與 ふると も 若し 愛な くば 我に 5 仗な し」 である。 信仰 も、 知識 も、 聖潔 

も、 制度 も、 儀式 も、 之 を 愛の 前に 澄く こと は 出来ない。 先づ愛 ありての 信仰 又敎會 である。 相互 を 

憎みながら、 排斥、 背信 を續 けながら、 斯敎の 爲に盡 すと 云 ふが 如き、 之 を 矛盾の 極と 稱 せざる を 得 

ない。 

〇 キリスト は 終りに 臨んで 言 ひ 給うた r 汝等 もし 我 を 愛するならば 其 愛 を 我が 弟子に 表 はすべし」 と 9 

「其 愛 を 我が 弟子に 現 はして 吳れ」 と 彼 は 弟子 等に 懇望し 給うた ので ある。 「キリスト 若し 今 ま 世に 


在し 給 ふなら ば 我 は 行いて 彼に 事 へん」 と 云 ふ 者よ、 彼 は實に 今日 世に 在し 給 ふ。 汝が 日々 接觸 する- 

汝の 兄弟 姉妹、 彼等が キリスト である。 彼等 を 愛して 我等 は 主 御自身 を 愛し 奉る ので ある。 (トニ H 

二十日) 

クリス マ ス 夜話 = 

私の 信仰の 先生 

〇 私が 今の 北海道 大學の 前身、 舊札 幌農學 校の 出身で あるが 故に、 私 を 以て 其 最初の 校長たり し 米 W 

人故ゥ イリヤ ム . S . クラ ー ク 先生の 弟子の 一 人に 算 ふる 者が 多い。 然し 乍ら 其れ は 事 K でない。 私 

が 初めて 札幌に 行いた の は 明治 十 年の 秋であって、 其 時には クラ ー ク 先生 は 旣に米 國に歸 つて 札幌に 

居らなかった U 故に 私 は 一 度 も 先生より 敎を 受けた 事 はなく、 先生と 私との 問に 師弟の 關係は 一 度 も 

成立し なかった。 勿論 私 は 初めて 札 幌農學 校在學 中に 信者に 成った ので あるが 故に 先生の 問 接の 感化 

の 私に 及んだ 事 は 首 ふまで もない。 私の 手に 初めて 渡りし 英語の 聖書 は クラ ー ク 先生が 携へ來 りし 有 

名なる 五十 冊の 5: の 一冊であった。 私 はまた 先生が 起草せ し 有名なる 「イエスの 信者の 盟約」 に 署名 

せし 者の 一人であった。 私 は 日本 國の 初代の 基督 信者 中、 クラ ー ク 系に 馬す る 者で ある こと を 承認し、 

其 事を大 なる 誇りと する。 


^ 演  八 二 六 

〇 斯くて 私 は 日本に 於て は クラ ー ク 先生に 接しなかった。 然れ ども 米國に 在る 間に  一二 囘、 先生 を： HC 

家に 訪問した。 其 時 私 は 先生より 多くの 興味 ある 先生の 實驗談 を 聞いた。 然れ ども 信仰の 事に 就て は. 

敎 へられなかった。 先生 は 私の 訪問 を 喜んで 吳れ た。 然し 乍ら 御自身に 私を敎 へた 事の なき 先生 は、 

敎師の 態度 を以 つて 私に 臨まなかった。 私 は米國 在留 中、 心竊に 先生の 援助 を 期したり と雖 も、 先生 

は 其 時旣に 援助 を 他に 供し 得る 地位に 於て なかった。 反って 私より 先生に 奉仕せ ねばならぬ 境遇に 於 

て 在られた。 先生 は 私の 米國 在留 中に 永眠 せられた。 然 かも 先生の 舊友 中、 一人 も 公然 立て 先生の 功 

績を 述べて 遣 族 を 慰む る 者がなかった。 私 は 堪え難く 思 ひ、 廻らぬ ベ ンを 執り、 日本に 於け る 先生の 

事業 を 列記し、 之 を 『アウト ルック』 誌に 投書して 米國の 社會に 先生の 爲に辯 護す る 所があった。 然 

るに 何ぞ 計らん 私は讀 者より 激烈なる 反對を 受け、 其 答 辯に 困み し 程であった。 先生が 其 終焉に 際し、 

米 w に 於て 如何に 失意の 地位に 在りし 乎 は、 此 一 事に 由て 見て 明かで ある。 實 にお 氣の 毒の 次第で あ 

つた。 

〇 斯くて 私 は クラ ー ク 先生より 聖書 を 授かり (問 接に) 基督 敎を 紹介され しも (問 接に)、 信仰 を授 

<"<1厶厶<3<3厶<:厶<1  <1<"厶<厶<1厶厶ム厶<1厶<1<3厶<3<3厶<"<" 

けらる k の 機會を 得なかった。 私 は 告白して 撣ら ない、 信仰の 事に 於て は 私 は 直接に も 間接に も クラ 

1 ク 先生の 弟子で はない と。 私の 信仰の 先生 は 他に 在る。 其 人 は クラ ー ク 先生の 同窓の 友たり しァ マ 

O00OOOOOOOO00OOO  0  0  0  0  0  0  0 

ス ト大學 總長ジ ュ リアス • H . シ イリ ー 先生で ある。 私に 明かに キリス トを 示して 吳れた 人 は クラ ー 

ク 先生で はなく して、 シ イリ ー 先生であった。 聞く 兩 先生 は 其 青年時代に 於て 同時に アマ スト 大學に 

學び、 同時に 信仰 を 起した ので あると。 而 して 神の 驚くべき 攝理に 由り、 其 一人に 由て 私の 心に 播か 

れし福 昔の 種 は、 他の 一人に 由て 生氣 をつ けられて、 死せ る 私 は キリストの 生命の 分與 にあ づ かる 事 


が屮： 来たので ある。 斯くて 兩 先生 何れより する も、 私の 信仰 はピ ユリ クン 主義の 本場た る 新英洲 より 

來 りたる 事 は確實 である。 私 は 肉體の 父と して 日本 武士 を 有し、 靈 魂の 父と して、 排日 法 を 布く 以前 

の、 生 粹の米 國人を 有ち し 事 を 誇りと する。 

〇 私が 札幌に 於て 學んだ 基督 敎は 敎會 普通の 基督 敎 であった。 卽ち聖 い 道 德と强 い 活動 を敎 ふる 基督 

敎 であった。 そして 其れが 日本 在来の 宗敎 道德に 優った 事 は 言 ふまで もない。 私の 若い 生涯が クラ ー 

ク 先生に 由て 札幌に 遺されし 基督 敎に 由て 一 變 せられし こと は 明で ある。 然し 乍ら 私に まだ 靈 魂の 平 

和はなかった。 私 は孜々 として 品性の 完成 を 計る 熱心なる 修養 者であった。 私は自 から 己 を 潔う して 

神の 子と 成らん と 欲した。 そして 修養 を 積む に循 つて 私 は隨分 善き 基蝥 信者で あると 思うた。 然し 乍 

ら 私の 心の底に 深い 平和と 歡喜 とはなかった。 私 は 善行の 功鑌を 擧げて 私が 基督 信者た るの 實を 世に 

示さん と 欲した。 私の 當 時の 理想 は 慈善家と 成る 事であった。 貧民 救助、 醜業婦 救濟が 私の 生涯の 目 

的であった。 私は此 目的 を 懐いて 私の 理想の 國 たりし 米國に 行いた、 そして 專ら 慈善事業の 視察 竝に 

練お に從 事した。 人 は 私の 熟 信 を 褒めた。 私も亦 救 主の 御 足の 跡を踐 みつ k あると 思った。 然し 乍ら 

私の 霊魂の 深い 處に歡 喜と 滿足 とはなかった。 私 は 義務の 念に 驅られ 自己に 鞭ち っ& 慈善事業 を學ん 

だ。 私 は 苦しい 基督 信者であった。 

〇 恰 かも 此時 である、 私はシ イリ， '先生の 所に 送られた。 私 は 先生に 於て 私の 理想の 基督 信者 を 見ん 

と 欲した。 然 る に何ぞ 計らん 先生 は 私の 理想と は 全然 異 つ た 人で あった。 先生に 於て 見る ベ き は學識 

でも 威嚴 でも 活動で もなかった。 嬰兒の 如き 謙遞 であった。 先生 は祌學 と哲學 とに 於て 偉大であった 

が、 其 偉大 は 少しも 外に 現 はれなかった。 先生が 其 偉大なる 人格と 學 II と を 全部 主ィ H スキ リストに 


」. て 居る を 見た。 之 を し 私の 基督 敎觀 はー變 した。 私 は 其 時 新たに 初めて 基督 敎に 接した やうに 

感じた。 シ イリ ー 先生 は 一日 私 を 呼んで 敎 へて 吳れ た。 

內村、 君 は 君の 衷 をのみ 見る から 可ない。 君 は 君の 外 を 見なければ いけない。 何故 己に 省みる 事 

を 止めて 十字架の 上に 君の 罪 を 晴ひ給 ひし ィ H スを 仰ぎ 瞻 ない のか。 君の 爲す所 は、 小兒が 植木 

を 鉢に 植えて 其 成長 を 確定 めんと 欲して 毎日 其 根 を拔ぃ て 見る と 同然で ある。 何故に 之 を 神と 日 

光と に 委ね 奉り、 安心して 君の 成長 を 待たぬ のか。 

先生の 此 忠告に 私の 靈魂は 醒めた ので ある。 私 は此時 初めて 信仰の 何たる 乎を敎 へられた。 信仰 は讀 

んで 字の 如く 信す る 事であって 働く 事で たい。 私 は 修養 义は 善行に 由て 救 はる.^ のでない、 神の 子 を 

信す るに 由て 救 はる、 ので あると は、 シ イリ ー 先生が はっきりと 私に 敎 へて 吳れた 事で ある。 斯くて 

先生 は 福音 を 以て 私 を 生んで 吳れ た。 先生 は 私の 靈 魂の 父で ある。 

〇 私が シ イリ ー 先生より 此敎を 受けた の は 一 八 八 六 年であって 今より 三十 九 年 前で ある。 其 時より 今 

日に 至る まで 私の 信仰 は變ら ない。 私に 先生の 感化が 無ったならば、 私 は 唯 堅い 嚴 しい 基督 信者で あ 

つたで あらう。 或は 自己の 嚴肅に 堪えす して 信仰 を棄 て、 素の 不信者と 成った 乎 も 判らない。 シ イリ 

1 光生に キリ ストの 十字架 を 示されす して、 私に 殆んど 四十 年間に 涉る 信仰の 生涯 は 無った と S 心 ふ。 

〇 私はシ イリ ー 先生より 信仰 を學 び、 优 せて 信仰に 伴 ふ學問 を學ん だ。 先生 は 私に 凡ての 知識の 源と 

しての 主ィ H ス キリスト を 紹介して 吳れ た。 先生に 依りて 私 は 安心して 信仰と 共に 學問 を糗 ける 事が 

出来た" 知識の 伴 はざる 信仰の 甚だ 危き事 を 先生 は 私に 敎. へて 吳れ た。 先生 は 私が 傳 道の 熱心に 驅ら 

れて、 充分の 準備 を爲す ことなくして 傳道を 開始 せんこと を 虞れ た。 「學問 はいくら 有っても 足りぬ。 


澤 山に 學び置 けよ、 ユック リ」 と 先生 は 度々 私に 忠告して 吳れ た。 先生 自身が 獨逸 仕上げの 深い 畢者 

であった。 而 かも 先生の 學問は 悉く キリストの 祭壇に 捧げられた。 故に 潔 めら， たる 學 問であって、 

深い 丈け 美く しくあった。 

0 私 は 年を經 るもシ イリ ー 先生 を 忘れる 事が 出来ない。 先生に 日本に 於け る 私の 事業の 報 吿を爲 すべ 

しと は、 私 が^れに 臨んで 先生に 約束した 所で ある。 そして 私 は 主の 國に 於て 先生と W び 相 見 ゆる 時 

に、 ぉづ 第一 に 先生に 私の 傳道 報告 を爲 さんと 欲する。 私の 取った 方法に 或は 先生の 贊成を 得る 能 は. 

ざる 所が あるか も 知らない。 然し 乍ら 私の 說 いた 幅 昔 は 先生 ffi 傳の幅 昔であって、 其 事に 就て は 私 は 

先生の 滿 腔の 赏讚を 博す る こと を 期待して 居る。 


大 正 4.S 年  八 一一 九 


講 演  <三0 

大正 十五 年 二 九 二 六 年) 

神に 導かる  > -生匿 

ィザ ャ書 El 一章 一 六 節 〇 ョ ハ ネ傳ー 二 章 一 八 節 〇 n マ 書 八 章 一 四 節 

0 生涯に 二種 ある。 人に 由て 導かる \ 生涯と 祌に 由て 導かる.^ 生涯との それで ある。 若し 生涯 を 運命 

と 見るならば、 人が 自分で 作る 運命と、 祌に 由て 作らる & 運命との それで ある。 自分が 作り上げ しに 

しろ、 又は 他人に 作り上げられし にしろ、 人の 力に 由て 成りし 生涯と、 神の 力に 由て 成りし 生涯との 

間に 判然たる 差別が ある。 そして 神 を 知らざる 普通の 人に 取りて は 生涯と 云 へば 人の 作りし 生涯で あ 

つて、 神が 特別に 之に 干 涉し給 ふ 害 はなく、 叉 運命 は 自分が 支配す る 者であって、 人 以外に 之 を 左右 

する 者の あり やう 害 はない。 神に 導かれし 生涯と 云 ふが 如き は 彼等の 到底 思 ひ 及ばざる 所で ある。 

0 青年時代に 志 を 立て. - 遂に 其 目的 を 達した 者 を 成功者と 稱し、 成功せ ざる 者 を 失 耽 者と 稱す。 我國 

の 歷史に 於て 璺臣 秀吉、 伊藤博文、 桂 太郞、 加 藤 高 明、 古河 市 兵 衞等は 成功者の 好き 實例 であって、 

後世が 見て 以 つて 龜鑑 とする 所の 生涯 を 送った 者で ある。 そして 人 は 勿論 何人も 成功者た らんと 欲し 

て失肷 者た らんと 欲しない。 何人も 幸運の 人 を 羨む。 有力者に 發 見せられ、 其 知遇 を恭 うし、 萬 事 萬 

端が 自己の 昇進 を 促し、 人生 を： 取大 限度に 樂 しむに 至る。 之を稱 して 生き甲斐の ある 生涯と 云 ふ。 決 


して 惡ぃ 生涯で ない。 人生 は藝 術の 一種で ある。 之に 成功す るは大 鎗畫、 大 彫刻 を 仕上げた 以上の 成 

功で ある。 成功 を計畫 して 之 を 成就した 人 は 羨む に 止まらす 尊敬すべき である。 成功者 を單に 好運 者 

として 見て 之 を 擯斥す るが 如き は、 自 から 人生の 難局に 當り、 其 辛酸 を 嘗めた ことのない 人の する 事 

である。 「名 譽 ある 所に は 名 譽を歸 せよ」 である。 成功者に 成功者 適當の 名譽が ある。 我等 は 彼等よ 

り 之 を 奪って はならない。 

-〇 然れ ども 神に 導かれし 生涯 は 全然 別で ある。 此は此 世の 成功者の 生涯と は 全然 異なる。 此は 自分が 

作り上げし 生涯に 非す、 また 他人に 由て 作り上げられし 生涯に 非す、 此 世の 人の 眼より 見て 失敗の 生 

涯と 認めら る、 生涯で ある。 第一に 自分が 立てし 目的が 達せら る i ので はない。 其 反對に それが 全く 

破壤 せられて 自分 は 無き が 如き 者に せらる i ので ある。 第一 一に 人が 助けて 吳れ るので はない。 所謂 運 

<叩の援助なるものは^^んど皆無でぁる。 自分から 見ても 他人から 見ても 全然 無 方針、 當 のない 生涯で 

あって、 度々 自分 は 何の 爲に 生れて 來 たか 判明らない 生涯で ある。 まことに ィザャ 書の 記す が 如き 瞽 

者の 生涯であって、 自分 も 他人 も 知らざる 路に往 か しめられ、 歩まざる 徑を踐 ま しめらる k ので ある。 

ァ ブラ ハ ム の 生涯が 斯 かる 生涯であった。 彼 は 何の 當 なきに 故鄕 カル ヂャの ウル を 去るべく 餘儀 なく 

せられ、 北の方 ハランの 地に 留まる 事暫 らくに して 又 此所を も 去りて 西の方 シ リャ、 力 ナンの 地に 漂 

流すべく 餘儀 なく せられた。 一度 は H ヂ ブトに 下り、 力 ナンの 地に 還り、 此所 にても マク ペラに 墓地 

を 得し ほかに 永住の 地と て は 寸地も 獲なかった。 此 世の 人の 立場から 見て アブ ラ ハ ム の 生涯 は 決して 

成功 幸福の 生涯でなかった。 然し 彼 は祌の 友であって 彼の 生涯 は 神に 導かれし 生涯であった。 彼は自 

分の 目的 を 達しなかった が 神の 目的 を 達した。 そして 神の 目的 を 達して 自分の 目的 以上の 目的 を 達し 

大正 十五 年  八 三 I 


.^。 彼 は大國 民の 始祖と 成った。 又 信仰の 父と 稱 せられて、 凡て 祌を 信す る 者の 模範と 成った。 又 

「萬 國の民 は汝に 由て 祝福 を 得べ し」 と H ホバに 言 渡されて、 萬 民 救濟の 基礎と 成った。 彼は瞽 目の 

如くに 祌に 導かれ、 未だ 知らざる 所に 往き 未だ 踐 まざる 途を 歩み、 幾度 か 人生の 路頭に 迷 ひしが 如き 

感を懷 いたが、 然し 神 は 彼の 前に 暗き を 光と なし 曲れ る を 直くな して、 彼の 一生 を 最も 意義深き もの 

と爲し 給うた。 ァ ブラ ハ ム の 時代に も 多くの 此 世の 成功者が あった。 然し 乍ら 彼等の 名 は 悉く 忘れら 

れ、 其 事業 は 跡 を 結った が、 アブラハムの みは 其 名 も 事業 も 永久に 消 ゆる こと 無き に 至った。 不幸の 

やうで 實は 最も 幸福なる は 神に 依て 導かれし 生涯で ある。 

0 そして、 H レ ミヤ、 パゥ 口、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 ウェス レ ー 等、 祌に使 はれし 人 等 は 凡て ァ 

ブラ ハムの 生涯に 類す る 生涯 を 送った。 彼等の 生涯の 計畫は 悉く 破壊せられ、 彼等 は 欲 はざる 事を爲 

すべく 餘儀 なくせられ， 意に 欲せざる 所に 連れ 往 かれた。 其 意味に 於て 彼等の 生涯 は 失敗であった。 

此 事に 氣附 きし H レ ミヤ は 自己の 運命 を 歎じて 曰うた。 

H ホバ よ、 我れ 知る、 人の 途は 自己に 因らす、 且 歩む 人は自 から その 步履 を定 むる こと 能 はざる 

也 

と (耶利 米 亜記 十 章廿三 節)。 H レミ ャは 自己の 生涯 を 作り 得なかった。 叉 自己の 運命 を 支配し 得な 

かった。 彼 は 自己が 擇 まざる 途に往 き、 自己が 定めざる 業に 從 事した。 其 意味に 於て 彼 は 最も 不幸な 

る 人であった。 彼 は 自己の 意に 反して 神の 預言者と 成った ので ある。 ル ー テル、 ウェス レ ー、 コ ロム 

ゥ エル 凡て 然り である。 彼等 は 凡て 神に 導かれし 人であって、 自分が 自分の 生涯 を計畫 して 之に 成功 

した 人で はない。 自分の 計畫は 悉く 毀 たれ、 幾度 か 自己に 就て 失望し、 無意味に 其 生涯 を 終る の 運命 


に 在る に 非す やと 思 は しめられし 人で ある。 

〇 基督 信者 は 凡て 神に かる k 生涯 を 送る 者で ある。 「凡て 神の 靈に 導かる k 者 は 是れ卽 ち 神の 子な 

り」 と あるが 如し。 信者に 赏は 自己の 意志なる もの はない ので ある。 「我が 欲 ふ 所を爲 さんと する に 

非す、 "^！が欲ふ所に任かせ給へ」 である， (馬 可 十 ra 章 三 六 節)。 信者 は 自己に 死んだ 者で ある。 「我 

れ キリス 卜と 偕に 十字架に 釘 けられたり、 もはや 我れ 生ける に 非す、 キリス 卜 我に 在りて 生ける 也」 

である。 信者 は 神の 捕擄 となりし 者、 自分の 自由 は 全く 彼に 奪 はれし 者であって、 意志 も計畫 も拋泰 

せし 者で ある。 故に 比せの 失敗 者であって、 若し 成功者で あるならば 天 國の 成功者で ある。 信者 は 全 
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體に此 せに 在りて は 不幸 惡 運の 者で ある。 「世の 汚據 また 萬の 物の 藤 51^」 である。 ィザャ 書 五十 三 章 

に 云へ るが 如く  ， 

我等が 見る ベ き-跪 はしき 容 なく 美しき 貌 はなく 

我等が 慕 ふべき 艷色 なし。 

彼 は 侮られて 人に 宽られ 

くるしみ 

悲哀の 人に して 疾苦 を 知れり。 

又 面を蔽 ひて 避けら る、 者の 如し。 

と 云 ふが 如きが 彼の 常態で ある。 信者 は大 體に此 せの 人望， 家で ない。 好運 は 滅多に 彼に 臨まない。 彼 

は 社 會に嫌 はれ、 敎會に 嫌 はれ、 彼の 肉親にまで 嫌 はる。 彼の 境遇より 見て 彼 は 決して 神の 寵兒 でな 

い。 其 反對に 神に 菜ら れ、 ， 其圭 f 怒の 的で ある 乎の 如くに 見える。 然し 乍ら 彼 は 暗 黑の內 に 在りて 此世 

ならぬ 光 を 認める。 打た れつ，^ も 治癒 を覺 える。 自分 も 他人 も 其 身に 天恩の 裕 かなる を 認めざる も、 
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其靈に 上よりの 細き 靜 かなる 聲を 聞く。 此 世に 在りながら 此 世なら ざる 生涯 を 達る。 不思議なる もの 

とて 神に 導かる X 信者の 生涯の 如き はない。 如此 きものが 此 世に 在りと は 思 はれない が 然し 在る は 事 

實 である。 眞の 信者 は 凡て 此の 隱れ たる 生涯 を 〈$| る 者で ある。 其 外面に 於て 此 世の 人 等と 何の 異なる 

所な く、 侮られ、 無視せられ、 時に 惡人視 せられ、 國賊視 せられ * 狂人 視、 變人視 せられ 乍ら 人の 知 

ら ざる 幸福 を 味 ひ、 人に 臨まざる 光に 接す。 不思議と 云へば 不思議で ある。 然れ ども 事實 なる を 如何 

せん。 

〇 政府と 敎會 とは此 世の 成功者 を 表彰す る。 表彰す るが 當然 である。 然れ ども 彼等 は 神に 導かる、 信 

者 を 表彰し ない。 表彰 しないの が當然 である。 彼等の 眼 は 心 靈の奥 殿に 達し 得ない からで ある。 然 

し 乍ら 彼 を 表彰す る 者 は 他に 在る。 r 聖 靈みづ から 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た るを證 す」 と ある 

7 マ 書 八 章 十六 節)。 此證明 丈け で 充分の 表彰 又 報酬で ある。 其 他に 信者の 事業が 彼を證 明す るリ 

世 は 彼 を 信ぜざる も 永久性 を帶 びた る 彼の 事業 を 認めざる を 得ない。 神 はまた 時々 奇 しき 攝理 を以っ 

て 御自身の 榮 光を顯 はさんが 爲に 信者の 行 爲を義 とし 給 ふ。 卽 ち其義 なる を 事實を 以て 證し給 ふ。 祌 

に 任せ まつりし 生涯で あれば 神が 之 を 宜しき に 導き 給 ふ。 そして 神が 宜しき に 導き 給 ふ 時に 人 は 之 を 

如何と もす る 事が 出來な い。 「我 名 を 長る、 汝 等に は 義の 日出て 昇らん」 と ありて、 何人も 其 榮光を 

遮ぎ る こと は 出来ない (マラキ 書 四 章 二 節 )0 

〇 神に 導かる、 生涯 は 最も 安全なる 生涯で ある。 何人も 神に 依る 其 成功 を妨 ぐる 事 は 出来ない、 また 

何人も 我等の 競爭 者と して 起つ こと は 出来ない。 永久 的 成功 は 我等に 保證 せらる。 神に 賴 るが 故に 完 

全に 獨立 である。 彼が 命じ 給 ふ 事 を さへ 爲 せば よいので ある。 故に 人に 賴む 必要な く、 媚び 詔 ふの 必 


要は 絡對 にない。 叉 生活の 心配 は 絶對に 無い U 神に 徵發 せられし 兵卒で ある。 彼が 我が 生活 を 保證し 

給 ふ は 勿論で ある。 自分の 目的 を 遂げん と 欲する が 故に 生活の 心配が あるので ある。 神の 御用に 服役 

, して 彼が 生存の 責任 を 擔ひ給 ふ は當然 である。 

〇 祌に 導かる k 生涯 は 勝利の 生涯で ある。 負ける と 思 ふ は 暫時で ある。 時 到れば 彼の 聖意 は必す 成る。 

夏の 後に 秋が 來り、 冬の 後に 春が 來る 丈け それ 丈け 信者の 勝利 は確實 である。 そして 耐え忍びて 其 勝 

利 を 目撃す るの 樂 しさよ。 世に 之に 勝 さるの 快樂 はない。 大 なる 敵が 我が 手を藉 りすして 離 S れる ので 

ある。 天の 星まで が 我が 味方と して 戰 ふので ある。 神が 生きて 在し 給 ふ 事 を 事實を 以て 示さる、 ので 

ある。 自分 は 唯 彼の 御手に 導かれて 勝利より 勝利へ と 進む ので ある。 ハレルヤ ー、 榮光 M ホバ にあれ 

である 0  ( 一  月 三十 一 日) 

**  二と *  一二と  いと  こゝろ i か 

〇 r イエス 彼 (ぺ テ 口) に 曰 ひける は、 誠に 實に汝 に 告げん、 汝幼 けなき 時み づ から 帶し 意に 任せて 

遊行き ぬ。 然れど 老いて は 手 を 伸べ て 人、 汝を 束り、 汝の 意の 欲せざる 所に 曳き 至らん」 と (ヨハネ 

傅廿 一 章 十八 節； )o 「幼け なき 時」 と 云 ふ は 不信者 時代で ある。 不信者 は 己が 欲する 所に 從ふ。 然れ 

ども 一 朝 信者と なりし 以上 は、 彼 は 自由 を 失 ふので ある。 彼の 生涯 は 他人の 導く 所と なる。 「ィ H ス 

キリストの 奴 fr ハウ a」 と 云 ふに 至る。 此 事が 解ら すして 基督教が 解った のでない。 
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基督 信者の 結 

(或る 結婚式 を 司る に 方て 述べし 所の 言葉で ある〕。 

汝 等の 爲す 所の 凡ての 事、 皆な 主ィ H スの 名の 爲に 之を爲 し、 彼に 由り て 父なる 神に 感謝すべし 

(コ II サイ 書 三 章 十七 節)。 

〇 私共 クリ ス チャン は 何事 を爲 すに も 神に 由って 爲 します。 さう 爲 るの は 人た るの 義務で あるからで 

あります。 然し JF ら 義務の 爲め のみではありません、 さう 爲さ る を 得ない からであります。 人生 は 

みづ 

餘 りに 複雜 であります。 其 意味 は餘 りに 深遠であります。 如何なる 智者と 雖も自 から 計りて 其 一生 を 

完 うする こと は 出来ません。 預言者 H レ ミヤが 曰うた 通りであります。 

我れ 知る 人の 途は 自己に 由ら す、 且 歩行む 者は自 から その 歩行 を定 むる こと 能 はざる なり 

と。 人生 其 物が 不定 極まる ものであります、 そして 何人も 此の 不安の 旅行 を 終へ ねばならな いので あ 

ります。 人に 依る 能 はす、 自己に 依る 能 はす、 玆に 於て か、 人 以上、 自己 以上の 者に 賴ら ざる を 得な 

いのであります。 人 は 自己に 醒め、 人生 を 悟りて、 何事に 依らす 神に 頼らざる を 得な いのは 之が 爲で 

あります。 

〇 言 ふまで もな く 結婚 は 人生の 大事であります。 人の 生涯の 幸 不幸、 成功 失敗 は 之に 由て 定まります。 

之 を 人生の 關ケ 原と 云 ひませ う 乎、 或は ヮ ー タ ー ル ー と 云 ひませ う 乎。 シ ー ザ ー がル ー ビ コ ン河を 渡 


つたと 同然であります。 實に 己が 運命の 定まる 時であります。 斯 かる 時に 際して 人は眞 面目なら ざら 

んと 欲する も 得ません。 彼が： f 取 も嚴肅 なるべき は此 時であります。 是は單 に 祝 ふべき 時で はあり ませ 

ん" 祈るべき 時であります。 新たに 胄の緖 を 締めて 更 めて 人生の 戰に 臨むべき 時であります。 斯 かる 

時に際して天の祌の臨^#を願ひ、 其 祝福 を 祈る は當然 であります。 何事 を爲 すに も 神の 御 援助 を 乞 ふ 

は當然 であり ますが、 結婚の 場合に 殊に 然 りであります。 新郎新婦 は 勿論、 其 父母 兄弟 肉親 一同： isi に 

其 友人 全體が 心を籠めて 神の 御 指導の 下に 此聖 なる 關 係の 成立 せんこと を 祈る は 誠に 當然 であります。 

〇 私 は 今日の 日本に 於て 結婚が 神の 御 指導の 下に 行 はれる の 必要 を 一 服强く 感じます。 今や 結婚 は 主 

として 自分の 事、 自分の 幸福 を 得る の途 として 思 はる k に 至りました。 今や 日本人 は 結婚の 義務と 之 

に 伴ふ责 任と を 思 は ざ るに 至りました。 結婚と 幸福と は 同意義 の 一 百 葉で ある 乎の やうに 思 はる. -に至 

りました。 然し 乍ら 斯く思 ふ は 日本人の 特有 性ではありません。 日本人 は 全 體に眞 面目なる 誠實 なる 

民であります。 故に 彼等 は 結婚 を單に 幸福の 立場より 見ませんでした。 武士 は 君の 許可 を 得て 君の 爲 

に 結婚し ました。 平民 は 家の 爲に 又鄉 土の 爲に 結婚し ました。 他の iss- は 知らす 結婚の みは 己が 事な り 

と 思 ふ は n 本に 於ても 近代 人に 限る 事であります。 そして 所謂 自由結婚 は 西洋 思想な りと 思 ふ は大な 

る 間違であります。 少く とも 基督 敎は 決して 結婚 を 幸 幅の 立場より 見ません。 基督 敎は 人生 全 體を犧 

牲 として 見ます。 「その 身 を 神の 聖 意に 適 ふ聖き 活ける 祭 物と なして 神に 獻げ よ」 と 云 ふが 其敎 であ 

ります。 クリスチャン は先づ 己が 身 を 神に 獻げて 萬 事に 取掛 るので あります。 そして 結婚 も 亦 例外で 

0O0OO0O0OOOO0OOOOO0000OO0O0OOOO00O00OO 

ありません。 信者に 取りて は 結婚 は更ら に有效 的に 己が 身 を 神に 獻 げんと 欲して 取る 途 であります。 

其處に 結婚の 意義が あり、 又眞の 幸福が 宿る のであります。 
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〇 聖書 は敎 へて 曰 ひます。 

我等の 內 己の 爲に 生き、 己の 爲に 死ぬ る 者な し。 そ は 我等 は 生く る も 主の 爲に 生き、 死ぬ る も 主 

の爲に 死ぬ。 此 故に 或 ひ は 生き 或 ひ は 死ぬ る も 我等 は 皆な 主の もの 也。 

と。 古 への 日本 武士 は 君の 爲に 結婚し ました。 クリスチャン は 神の 代表者なる 主 キリス ト の. 爲に 結婚 

します。 自分の 爲 ではありません、 勿論 自分の 幸福の 爲 ではありません、 主人の 爲 であります。 結婚 

の 根 本義に 於て 武士道と 基督 敎とは 全然 一 致します。 

〇 そして 之が 眞の 幸福 を 得る の途 であります。 近代 人 は 幸福 を逐 ふて 幸 幅 を 得ません。 武士と クリス 

チヤ ンとは 義務 を逐 ふて 反って 幸 一幅 を 得ました。 幸福 本位の 今日の 結婚に 不幸の 多 いのは 之が 爲 であ 

ります。 近代 人 は 「幸福 は 之 を棄て 得らる \ 者 である」 との、 人生の 明白なる 事實を 知らないの であ 

ります。 私共 は 己が 身 を先づ 神に 獻げ て、 神に 由り、 祌の爲 に 結婚して、 結婚が 與 ふる 眞の 幸福に 與 

るの. であります。 結婚 其 物が 犧牲 であります。 今より 後、 男 は 女の 爲に、 女 は 男の 爲に 生きん とする 

のであります。 そして 犠牲の 途は先 づ之を 神に 對 して 學 ばねば なりません。 結婚の 幸福 は 犧牲の 幸福 

であります。 そして 是れが 最も 深い、 堅い、 永辏 きのす る 幸 幅であります。 私共 クリスチャン は是が 

爲に祌 に 由て 結婚す るので あり ます。 祌が 今日 また 此の 結婚 を 祝福し 給 はんこと を 祈り ます。 ( 六 月 

二日) 


基督 敎の 傳道師 として 見た る 

ウィリアム *  xn  • クラ I 'ク 先生 

七月 三十日 • 輕 井澤 「日本人 敎會」 に 於け る 講演の 後 牛 

ィ H ス 彼等に 曰 ひける は、 聖書に 

工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり 

是れ 主の 爲し 給へ る 事に して、 我等の 目に 不思議と する； 听なリ 

しる 

と錄 されし を 未だ 讀 まざる 乎。 

馬太廿 一 章 四 一 一節。 詩 百 十八 篇卄ー 一、 廿三 筋。 

〇 クラ ー ク 先生が 北海道の 札幌に 於て 基督 敎の傳 道 上、 大效 果を擧 げたと 云 ふ 事 は 實に大 なる 不思議 

であります。 先生の 故國に 於て 先生 を克く 知りし 者 は、 先生より 斯 かる 事 を 決して 望みませんでした 0 

先生 が誠實 なる 基督 信者 で ありし 事 は 能く 知れ渡りました。 然し 宗敎 は 先生の 本領 で あ り ま せ ん で し 

た。 先生 は 始めに 鎮物學 者で ありました、 後に 植物 學者 でありました、 事業家で ありました、 男敢な 

. る 軍人で ありました。 此 人が 傳道上 絶大の 功績 を擧 げやう と は、 先生の 友人 知人 は 少しも 期待し ませ 

ん でした。 故に 先生が 札幌に 於て 身 は 日本 政府の 御 雇敎師 でありし に拘 はらす、 職業的 宣教師が とて 

も 爲す能 はざる 傳道的 事 鑌を舉 げたと 聞いて 先生 を 知る 者 は 皆な 驚いて 云うた のであります、 「何ん 
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だ、 あの クラ ー クが」 と。 私 は 故 新嶋襄 君が 同一 の 語氣を 以て 先生に 就いて 語る を 聞きました" 先生 

の傳道 上の 事業 は 今に 尙ほ 宣敎師 間に 解し 難き 不可思議の 一 として 存 るので あります。 此 天然 學 者が- 

軍人が、 實業敎 育 家が、 日本に 上陸す る や 否や、 直に 聖書 會 社に 行いて 五十 冊の 英語 聖書 を 買 求めた 

りと 云 ふが 如き 開拓 使 長官 黑田 淸隆 公に 倫理 敎 育の 方針 を 問 はれし 時に、 「余の 道 德と云 へ. ば 基督敎 

である。 余に 倫理 道 德を敎 へよ と 云 ふなら ば 基督 敎を敎 ゆるより 他に 途 がない。 余に 若し 基督 敎を敎 

ゆる 勿れと 云 ふなら ば、 倫理 を敎 へよ と 命す る 勿れ」 と斷 言せ しが 如く、 そして 終に 內密の 許可 を 得 

て學生 間に 傳道を 開始せ しゃ、 札幌 在留 八 ヶ月 間、 一 日 も 之 を 怠ら ざり しが 如き、 實に大 傅 道 者の 爲 

す ことであって、 斯 かる 大膽 なる 信仰の 證明は 世界の 偉 道 史上、 唯 稀れ に 聞く 所であります。 そして 

此 勇敢なる 證 明が 報いられて、 彼 は 僅々 八 ヶ月に して 日本の 國 土に 深く キリ ストの 福 昔 を植附 くるの 

神の 器と 成った のであります。 玆に 宜敎師 ならざる 一 平信徒が、 宣敎師 も 及ばざる 事績 を擧 げたので 

あります。 實に大 なる 不思議であります。 

〇 そして クラ！ ク 先生が 能く 此事を 知って 居られました。 前に 揚げし 聖書の 一句が 先生 特 愛の 聖 句で 

ありました。 「是れ 主の 爲し 給へ る 事に して、 我等の 目に 不思議と する 所な り」 と。 先生 も 自身の 爲 

されし 事に 驚いた のであります。 日本に 於て 斯 かる 事 を 爲し得 やうと は、 先生 自身が 期待し なかった 

0000000000000000000000000000  0  0  0 

と 思 ひます。 私 は 思 ひます、 先生 を 運びし 汽船が 太平洋 を横斷 して 日本の 岸に 近づきし 時に、 先生 は 

00000000000000  000000000000000  O0O000COC0O00O 

急に 傳 道心 を 起した であらう と。 不思議なる 能力が 先生に 加 はりて、 先生 を M; つて 有力なる 傅 道師と 

爲 したので あらう と。 先生の 場合に 於ても、 多くの 他の 偉人の 場合に 於け るが 如くに、 

彼 は 彼の 計畫 以上に 築き上げたり  ， 


との 言が 事實 となりて 現 はれた ので あると 信じます。 故に16^-成りて後に、 背後 を 顧みて 先生 も 亦 一一 K う 

たに 相違ありません。 

エホバよ 榮光を 我等に 歸 する 勿れ 我等に 歸 する 勿れ 汝の あはれ みと 汝の まことの 故により て、 た 

だ 御名に のみ 歸し 給へ。 

と (詩 百 十五 篇 一 節)。 

〇 そして 北海道の 札幌に 於て クラ ー ク 先生に 由って 爲 されし と 同様の 事が、 その 少し 前に、 肥 後の 熊 

本に 於て ジ H 1 ン ス 先生に 由って 爲 された のであります。 ジ H 1 ン ス 先生 も 亦 クラ ー ク 先生と 同様に 

米國の 軍人でありまして、 宜敎師 として はなく、 細 川 侯 設立の * 校 熊 本英學 校に 普通の 敎師 として 

招聘され て 敎鞭を 執って ゐられ たのであります。 其ジ H 1 ンス 先生が 實際 上の 宜敎師 と 成り、 基^ 敎 

を傳へ たのが 原因と なりて 多くの 有力なる 信者が 起り、 彼等に 由り て 日 木國に 於け る 基督 敎の發 達が 

非常なる 速度 を以 つて 促進され たのであります。 海老 名彈正 君、 小 崎弘道 君、 金 森 通 倫 君 等の 諸 大家 

を 起した のが 此ジ H 1 ン ス 先生であった のであります。 若し 日本の 基督 敎史 より ジ H 1 ン ス 先生の 名 

を銷り 取るならば 大 なる 缺陷が 生す るので あります。 然るに 此ジ H 1 ンス 先生 も 亦、 クラ ー ク 先生 M: 

樣に、 傳道を 目的に 敎會ゃ 傅道會 社に 途られ たのではありません。 日本人に 由て 招聘され て、 n 本人 

の 資力に 由て 働きながら 傳 道した のであります。 それ故に 職業的 宣敎師 は 常に ジ H 1 ン ス 先生 を^し 

て，^: まない のであります。 私共 は是 等の 宜敎 師がジ H 1 ン ス 先生 を 評して 言 ふの を 度々 聞きました。 

ジェ ー ンス氏 は 無神論者に 近き ュ 二 テリ ヤン 信者で ある。 彼が 斯 かる 功績 を 舉げ得 やう 箸 はない。 

ジ H 1 ン ス 氏の 傳道 事業と 云 ふ は實は 彼の 夫人の 事業で ある。 ジ H 1 ン ス 夫人 は 善良なる 基督 敎 
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人であった。 彼女の 感化に 由て 多くの 善き 信者が 起った ので ある。 熊 本英學 校に 於け る傳 道の 

功績 は 之をジ H 1 ン ス 氏なら す、 ジ H 1 ン ス 夫人に 歸 すべきで ある。 

と。 然し 乍ら 是れ大 なる 誤 評であります。 直に 敎をジ H 1 ン ス 先生より 受けし 人達 は、 宣敎師 達の 此 

妄評 を 聞いて 憤る のであります。 ジ H 1 ン ス 夫人の 內助 のあった は 勿論であります。 然し 乍ら ジ ェ 1 

ンス氏 自身が 主動 者であった 事 は 言 ふまで もありません" 熊 本に 於ても 札幌に 於け るが 如くに、 基督 

敎の傳 道は敎 職に 在る 宣敎師 に 因らす して、 平信徒に 由て、 而 かも 日本人に 招聘せられ たる 米 國の平 

信徒に 由て 行 はれた のであります。 

厶厶厶 <3<"<1 厶 <3<1厶<1 厶 <!△ 厶  △△△△△<! 厶 <3 厶厶 

〇 そして 此 事が 何 を 示す 乎と 云 ふに、 神が 信仰 を 起さん と 欲し 給 ふ 時に、 必 しも 敎會 又は 敎 職に 由り 

給 はない と 云 ふ 事 を 示します。 基督 敎の 歷史に 於て 今日まで 幾た び も 繰 返された 事實 であります。 敎 

職なら ぬ 者が 敎職 以上の 功 鑌を擧 げたので あります。 預言者 ァ モス、 使徒 パゥ &、 詩人 ミルトン、 貴 

族 トルストイ、 是等は その 著る しき 例であります。 そして 日本 國の傳 道 史上に 於ても 同じ 事が 行 はれ 

0OOOOOO000O00000OOOOO0  0  0  0  0  0  0  0000000 

たのであります。 日本 國の 基督 敎は 主として 職業的 宣教師に 因らす、 平信徒に 由て、 而 かも 日本人 招 

OOOOOO0000O0OOOOO000OOO0OOO0O0O 

聘 の外國 平信徒に 由て 行 はれた と 云 ふ 事 は實に 感謝すべき であります。 故に 是は 直に 神より 賜 はりし 

日本人の 基督 敎 であります。 其點に 於て 日本 は 支那 印度と 異ゐ ます。 支那 印度の 基督教 は外國 宣敎師 

に 由て 傳 へられ、 彼等に 由て 維持 せらる k 基督 敎 であります。 日本の 基督 敎は 然ら すであります。 故 

に 若し 宣敎師 が 皆な 今日 直に 日本 を 引 上ぐ ると も 日本に 於け る 基督教 は 滅びません〕 そ は是れ 日本人 

の 基督 敎 であるが 故で あり ます。 

〇 日本に 於け る 基督 敎の歷 史を考 へ て 見ます ると 實に 不思議に 堪えません。 祌は思 ひがけな き 時と 所 


とに、 思 ひがけな きん を 送りて、 敎會の 臭味な き 福音 を傳 へしめ 給 ひました。 日本 は 昔より 特^の 國 

でありまして 其 基 普 敎歷史 も 亦 特別であります。 そして 是れた に 日本の 爲に のみ 然るので はあり ま 

せん。 世界人 類の 爲に 然るので あります。.. 祌は 日本 を 以て 世界に 彼の 聖意を 行 はんと 欲し 給 ふが 故に、 

特刖の 攝理の 下に 日本 を 置き 給うた ので あると 信じます。 それ故に 私共 は どんな 事が 臨んでも 日本に 

就て 失望 しないので あります。 日本の 今日に 悲觀 すべき 事が 多くあります。 政治の 腐敗、 思想の 惡化、 

宗敎の 混亂、 何れも 悲觀の 材料たら ざる は 有りません J 然れ ども 神 は 在 まし 給 ひます。 クラ ー ク 先生 

を 札幌に 送り、 ジ H 1 ンス 先生 を 熊 本に 遣 はし 給 ひし 神 は、 また 適當 なる 時と 所と に適當 なる 人 を 遣 

はし 叉 起し 給 ひて、 日本に 關 はる 其 善き 聖意を 行 ひ 給 ふと 信じます。 

〇 そして 私 如き 者 も 亦、 神の その 聖 意の 一 小 部分 を 行 はん 爲に 彼に 使 はる、 に 過ぎません U 私 は クラ 

1 ク 先生の 遺されし 福音に 接し て 初め て 信仰 を 起した 者 で あ ります が、 然し ク ラ ー ク 先生の 直弟子 で 

はありません。 私 は 米國に 於て 先生 を 二三 囘 その 家に 訪 ひました が、 先生と 私と は 師弟の 關 係に 入ら 

すして 終りました。 然るに 神の 聖 意に 由リ、 私が 先生の 傳 へし 福音 を 最も 廣く 日本に 傳 ふるの 役目 を 

務む るに 至りました。 先生 は 私 以上の 多くの 善き 弟子 を 日本に 於て 持 たれました。 そして 其の 何れも 

が 立派なる 人物でありまして、 夫れ々々 の 專鬥を 以て • 我 國の 文化に 多大の 貢 獻を爲 しました。 然るに 

聖書 知識の 普及、 福音 傳播の 職務 は 不肖 私の 上に 落ちました。 是は 私が 自 から 進んで 撵 らんだ 職務で 

はありません、 止む を 得ざる に 出た のであります。 若し クラ ー ク 先生が 自 から 其の後 繼者を 指定 せら 

れ たなら ば 決して 私 を 指定され なかった と 信じます。 多分 敎會ゃ 傳道會 社が 先生の 傳道を 喜んで 見な 

かった やうに 先生 御自身 が 私の 傳道を 喜び 給はなかった と 思 ひます。 然し 先生の 場合に 於け るが 如く 
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に 私の場合に 於て 止む を 得ない のであります。 祌に餘 儀な くせられ たのであります。 ft 外の 事情が 私 

をして 此 任に 當 るべ く 爲 さしめ たのであります。 私も亦。 ハ ゥ 口 の 如く キリ ス 卜に 捕ら へられた ので あ 

ります (ピリ ピ書 三章士 一節)。 

〇 傳道 上の 此事 實を辨 へす して 傳道師 の 動機 如何、 人物の 大小 を 批評す る 者 は 正當の 批評 を爲し 得な 

いに 定 つて ゐ ます。 「何んだ、 あの クラ ー ク が」、 「何んだ、 あの ジ H 1 ンス が」、 「何んだ、 あの 

内 村 力 彼奴に 何が m 来る もの 乎」。 然り 「彼奴」 に は 何も 出来 得ない、 然れ ども 神が 「彼奴」 を 使 

ひ 給 ふ 時には 何ん な 偉ら い 事で も出來 る。 バウ 口 何者 ぞ. アポロ 何物 ぞ、 クラ ー ク 何者 ぞ、 ジ HI ン 

ス 何者 ぞ、 唯 神の 器で ある。 そして 神に 使 はれて 土器 も 金銀の 器具の 爲す能 はざる 事が 出来る。 玆に 

於て か傳 道の 事に 就て 傳道 者の 人物 を 批評す るが 如き 愚かなる 事の ない ことが 判明り ます。 クラ ー ク 

先生の 名譽は 喜んで 神に 使 はれて 其 命を果 したに 止まります。 そして 人間の 名譽 として 實は 之れ 以上 

の名譽 はありません。， 工匠の 棄 たる 石 は 家の 隅の 首 石と なれり、 是れ 主の 爲し 給へ る 事に して、 世人 

の 目に は 不思議に 見えます。 然れ ども 不思議にして 不思議でありません。 祌 は如此 くにして 常に 世 を 

救 ひ 給 ふので あります。 


同情の 祕訣 


ュ ダャ 人に は 我れ ュ ダャ 人の 如く なれり、 是れ ュ ダャ人 を 得ん 爲 なり。 

律法の 下に 在る 者に は、 我れ 自身 は 律法の 下に 在ら ざれ ども、 律法の 下に 在る 者の 如く なれり、 

是れ 律法の 下に 在る 者 を 得ん 爲 なり。 

律法な き 者に は 我れ 律法な き 者の 如くた れり、 是れ 律法な き 者 を 得ん 爲 なり。 C. 然れど 我 は 律法 

なき 者に 非す、 キリストの 律法の 下に 在るな り)。 

弱き者に 我れ 弱き者の 如く なれり、 是れ 弱き者 を 得ん 爲 なり。 

凡ての 人に は 凡ての 人の 狀に循 へり、 是 れいかに もして 彼等 数人 を 救 はん 爲 なり。 

コ リ ン ト 前書 九 章 一 一. _ <— 一  一士 一節。 

〇 以上 を. ハウ n の 他の 言と 離して 護めば、 彼 はいかに も 無 主義 無節操、 唯 自己 を 利 せんが 爲に 人の 意 

嚮に投 ぜんとす る此 世の 智慧 者で ありし 乎の やうに 見える。 恰 かも 現代の 日本 政治家の 如くに、 自己 

に 人望 を 博 せんが 爲に は、 人 毎に 其の 態度 を變 へ、 世辭を 振り まく 者で ありし 乎の やうに 見える。 然 

しさう でない 事 は 明白で ある。 「我等 神に 擇 まれて 幅 音を傳 ふること を 託ら れ たるに 由つ て 語るな り、 

此は 人を悅 ばす るに 非す、 我が 心 を 察し 給 ふ 神を悅 ばす る 也」 と 一 百 ひし 彼が 人に 由って 彼の 態度 を變 

更 しゃう 害 はない (テサ 口  -ーケ 前書 二 章 g: 節 )0 彼が 人に 接して 其の 人の 如く 成った と 云 ふに は 他に 

深い 理由が 在った に 相違ない。 そして 其の 理由 は 知る に 難くない ので ある。 

〇 此は言 ふまで もな く バウ B の 深き 同情に 由る ので ある。 同情に も 色々 ある。 比 世の 所謂 同情 は 至つ 

て淺 いもので ある。 人の 苦痛 を 幾分な りと も 自分に 感 する を 云 ふ。 然れ ども 自分 は 依然として 自分と 

のこ 

して 存 るので ある。 自分の 立場 を 失 はざる 範圍に 於て 他人に 同情す るので ある。 然し それで は 他人 は 
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解らない ので ある。 故に その 苦痛 を 取 除く こと は 出来ない ので ある。 本當の 同情 は 自分 を 他人の 立場 

に 置く ことで ある。 自分 を 忘れて 彼の 如くに 成る ことで ある。 彼の 如く 思 ひ、 彼の 如く 感じ、 彼の 如 

く 苦しむ 事で ある。 さう すれば こそ 彼 を 解し、 彼 を 助け、 彼 を 救 ひ 得る ので ある。 そして バウ 口に 此 

の 種の 深い 同情が ありし が 故に、 彼は傳 道に 大成功 を擧 げたので ある。 

〇 「我れ ュ ダャ 人に は ュ ダャ 人の 如く 成れり」 と 云 ふ。 ュ ダャ 人と 爭 ひて 激烈 を 極めし 彼れ パ ゥ 口 は 

能く 自身 ユダヤ人たり 得た ので ある。 ユダヤ人の 偏見、 遺傳、 習慣、 性癖 等 を 己が ものと して 感じ、 

ユダヤ人の 立場に 立ちて 人生の 主要 問題に 對し 得た ので ある。 其れが 故に ユダヤ人 を 導いて 一幅 音の 眞 

理を覺 らしめ、 イエ スの 弟子た る を 得しめ、 己が 兄弟た る を 得しめ たので ある。 そして ギリシャ 人に 

對 しても 亦 口 1 マ 人に 對 しても 同じで あつたに 相違ない。 其 意味に 於て パ ゥ n は 最良の 役者 (やくし 

や) であった ので ある。 彼 は 口 ー マ 人に も 成り 得た、 弱者に も 成り 得た、 そして 彼等 を 伴て キリスト 

に來 たので ある。 實に 傳道師 たるの 最上の 資格で ある。 彼 は 曰 ふ、 「我れ 福音の 爲に斯 く 行 ふ は 人と 

共に 輻 音に 與 からん 爲な 力」 と (一 一三 節)。 パ ゥ 口 が 世界 到る 所に 熱心 堅固なる 信者 を 起した は 故な 

きに 非す である。 

〇 然るに 實 1 は 如何と 問 ふに、 傳道師 に 此の 資格が 甚だ 乏しい ので ある。 乏しい のみなら す 多くの 場 

合に 於て は 皆無で ある。 大抵の 傳道師 は 不信者に 臨む に 自分の 主義 信仰 を 以てする。 彼等 は 自分 ある 

を 知って 他人 ある を 知らない。 彼等 は 他人 を 自分の 如くに 成す を 得ば 傳道 上の 成功で あると 田し ふ。 故 

に 彼等の 傳 道なる もの は 他人の 征服で ある。 自分 は 正しく ある、 他人 は 誤って ゐる。 他人 は 自分の 如 

くに 成れば 救 はる、 ので あると * 彼等 はさう 思 ふので ある。 故に 他人の 1^ 仰に 對 する 同情の 如き は 彼 


等 は 毛頭 有たない。 而已 ならす、 他敎 徒の 信仰に 對し 同情 を懷 くが 如き は大 なる 罪惡 であると 彼等 は 

信す。 故に 彼等 は他敎 徒に 對 して は 傲慢で ある、 無禮 である。 之に 臨む に 威壓を 以てする にあら ざれ 

ば 澗憐を 以てする のみで ある。 基督 敎の 傳道師 が佛敎 徒に 臨む に、 先づ 自身 佛敎 徒と 成り、 彼の 立場 

に 立ちて 信仰 問題 を 解決 せんとす るが 如き は、 是れ 基督 敎徒 たる 者の 屈辱で ある 乎の 如くに 思 はる。 

誰か 敵 を 征服 せんとす るに 方て 敵に 同情す る 者 あらん や。 此 場合に 於て 同情 は降參 である。 傳道師 た 

る 者 は 死す とも 爲す能 はすと 大抵の 傅 道 師は言 ふので ある。 

〇 そして 私の 見た る 所に 依れば、 パ ゥ u が 此に云 ふ異敎 徒に 對 する 同情に 缺乏 する 者に して 歐米 宣敎 

師、 殊に 英米 宜敎師 の 如き はない。 高ぶり は英 民族の 特性で ある、 そして 彼等 は 最も 著る しく 之を宗 

敎界に 於て 現 はす。 彼等の 傳 道なる もの は 大抵 は 他敎の 征服で ある。 彼等 は 他國民 をして 自己の 信仰 

を 受け 容れ しめんと する。 之 を 受け 容る X を 彼等 はコ ン ボル シ ヨン (改 借) と稱 す。 受け 容れし 者に 

は 彼等 は パプ テス マ (洗 禮) を 施し、 以て 改信實 は 降服の 印 記と なす。 彼等 は 萬 國を敎 へんと して 毫 

も敎 へられん とせす。 彼等 は他敎 徒が 全然 己の 如く 成る にあら ざれば 滿 足せす。 彼等 は他敎 徒に 同情 

する が 如き は 罪惡に 同情す るが 如ぐ に考 ふ。 私が 今より 三十 八 年 前に、 新 潟に 於て 日蓮 宗の 僧侶 を 招 

いて 講演 を聽 かんとせ し 時に、 在留の 米 國宣敎 師は總 立ちに なって 私 を 攻撃し、 そして 三十 八 年後の 

今日に 至る も、 彼等 は英國 宣敎師 と共に 私の 當 時の 行 爲を赦 さない ので ある。 怫敎 徒と 云へば 彼等 は 

S: 敵で ある 乎の 如くに 思 ふ。 その 信仰 を 聞かん と 欲する は款を 敵に 途 るが 如くに 思 ふ。 「佛敎 徒に は 

我れ 佛敎 徒の 如くな らん」 との バウ B の 精神の 如き、 私 は 曾て 彼等の 間に 見た こと はない。 そして 其 

結果 は 如何と 云 ふに、 傅 道の 效果は 少しも 舉ら ない ので ある。 彼等 は 印度に 傳 道して 印度 を 救 ひ 得す 
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して 印度 を 征服して 之 を英國 の屬國 として 了った。 米 11 宜敎師 は 布 哇に傅 道して 終に 布 を 化して 米 

國の 領土と なした。 其 他す ベて 然り である。 そして 若し 日本に 於け る 彼等の 傳 道が 成功した として、 

彼等 は 日本 を キリスト 化した に 非す して、 單に 英米 化した に 止まる と 云 はれて、 彼等 は然ら すと 明白 

に 答へ 得る 乎は大 なる 疑問で ある。 自身 日本人に 成りで 日本人 を敎 化するならば、 成る 者 は 日本的 基 

督 信者であって 英米 的 基督 信者で ない。 。ハウ 口 の 俥 道と 英米 宜敎師 の それとの 間に 此の 相違が ある。 

バウ n が 若し 宣敎師 となりて 日本人の 間に 現 はれて 吳れ しなら ば、 彼 は先づ 日本人に 成って 吳れ るで 

あらう。 日本人の 立場に 立ちて 福音 を 考へ、 日本人の 信仰と して 傳 へて 吳れる であらう。 我等 はパゥ 

0 より 福音 を 聞いて 毫も 之 を 「外 敎」 として 感じない であらう。 彼 は先づ 自己 を 我等に 與 へて 吳れ て、 

然る 後に 我等の 信仰と して 福 昔 を 我等に 示して 吳れ るで あらう。 我等 は バウ n に改 信せられ て 少しも 

屈辱 を 感じない であらう。 我等の 獨立を 強められ こそ すれ、 終に 獨立を 失 ふが 如き は 決して 有り得な 

いで あらう。 若し パゥ & の傳 道の 成 行と して 印度 布哇の 如き 場合が 實現 するならば、 彼 は 己に 愧ぢ て、 

無限の 宇宙に 身の 置 所な きを 感 する であらう。 

〇 人 を 己に 化せん と 欲すれば 先づ 自己 を 其 人の 如くに 成す。 此 深刻の 同情な くして 敎化は 不可能で あ 

る。 其 人の 2 取 善 を 知り、 其 人 を 愛し、 尊敬し、 而 して 其 人の 立場に 立ちて 我が 委ねられし 道を傳 ふ。 

是れ が傳道 成功 唯 一 の途 である。 そして バウ n の傳道 法の 正 反對が 英米 宜敎師 の それで ある。 我等 は 

パゥ &に傚 ひ、 英米 敎師に 傚 はす、 凡ての 人に 凡ての 人の 如くに なりて 彼等と 共に 幅 昔の 恩 惠に與 

るべき である。 (八月 卄. K 日杏掛 にて) 


平安の 途 

凡て 疲れたる 者 又 重き を 負へ る 者 は 我に 來れ、 我れ 汝 等に 休息 を與 へん。 我 は 心，^ 和に して 謙 下 

る 者 なれば、 我が" 軛を負 ひて 我に 學べ。 汝等 心に 平安 を 得べ し。 そ は 我が 軛は 易く、 我が 荷は輕 

ければ たり Cil 太傅ト 一 章 一 一八 節 以下)。 

〇 人生に 臨む 困難に 二種 ある、 外から 來る ものと. から 來る ものと、 それで ある。 膂通 困難と 稱 する 

もの は 外から 來る ものである。 天災、 逆境、 損失、 疾病、 死、 是れル 31 な 外から 來る 困難で ある〕 れ 

何人に も來る 困難であって、 如何に 幸運なる 人と 雖も、 その 何れ かに 遭 はざる を 得ない。 文明の 進歩 

に 由て 是 等の 困難 を 免 かる k の 方法が あまた 發 見せられ しに 係 はらす、 人生 は 依然として 困難の 衢で 

ある。 「人の 生れて 艱難 を受 くる は 火の 子の 止に 飛ぶ が 如し」 と ありて、 艱難 は 人^に 必然 避く ベ か 

ら ざる 者で ある (ヨブ 記 五 章 七 節)。 

〇 外なる 困難に 加へ て內 なる 困難が ある。 然れ ども 大抵の 人 は 之 を 困難と して 認めない ので ある。 彼 

等 は 困難と 云 へば 自分 以外より 來る 者で あると 恩 ひ、 自分の 內に大 困難の 在る に氣附 かない。 然し 乍 

ら 内なる 困難 は 外なる 困難 丈け 夫れ 丈け 確實 である" 然り、 それ 以上に 確實 である。 にくみ (憎)、 

*5」 ねみ (妬)、 たかぶり (傲慢)、 不平、 是れ呰 な 明白なる 困難で ある。 人に 憎まる k は 困し みで あ 
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るが、 人 を 憎む も 亦 困し みで ある。 其の 如くに 嫉むも 困し みで ある。 高ぶる も闲 しみで ある。 人に 名 

譽を傷 けられたり とて 怒る も 困し みで ある。 我等 は 怒り 憎みて 自分で 自分 を 困し めつ 、ある を 知らな 

いので ある。 損害を被る は 苦痛で あるが、 之 を 苦痛と して 感 する は 損害 以上の 苦痛で ある。 如斯 くに 

して、 我等 は 身に 臨む 困し みの、 少く とも 半分 は、 內 なる 困し みで ある こと を 認めざる を 得ない。 

〇 そして 外なる 困し みは ft なる 困し み を 取 除いて 取 除く ことが 出来る。 人が 我 を 憎む を 止める こと は 

出来ない が、 自分が 彼 を 憎む こと を廢 める こど は 中 I 來る。 多くの場合に 於て 失敗 は 之 を 免 かる \ こと 

は 出来ない が、 之に 關 する 失 を 消す こと は 出来る。 卽ち內 なる 困し みは 自分で 之を錢 する ことが 出 

來る。 そして<2:なる困しみを除ぃ て外なる闲しみを無きに等しきものと爲すことが3^來る。 卽ち 困し 

みに：^ 外 の^は あるが、 實際 的に 考 ふれば、 内なる ものが 主であって、 外なる ものが 從 である。 若し 

.2: に 困し みが 無くなるならば、 外の 困し みは 絶 ゆるので ある。 鼓に 於て か闲 難を絕 つの 途の內 に 在る 

事が 1^ 明るので ある。 

〇 そして ィ H スは 如此 くにして 世に 勝ち 給うた ので ある。 彼 は 敵 を 愛して 之に 勝ち 給うた。 彼に 憎ま 

る.^ の 苦痛 はあった が、 憎む の 苦痛はなかった。 憎みと 云 ふ 毒素 は、 彼 は 全然 之 を 御自身の 內 ょり排 

除し 給うた。 其 他 彼に 嫉 みの 苦痛はなかった。 羨みの 苦痛はなかった。 不平の 苦痛はなかった。 彼 は 

神 を 信じ 人 を 愛する に K りて 內 なる 苦痛 は 全部 之 を 無き ものと 爲し 給うた。 そして なる 苦痛が 絕ぇ 

しが 故に 外なる 苦痛 は 有る も 無き に 等しき ものと なった。 己れ に 求む る 所な き 彼に は 貧 は 苦痛と して 

. 感ぜられなかった。 人の 譽れを 求め ざり し 彼に は 地位の 低き は 苦痛でなかった。 如此 くにして ィ エス 

は： S: に 充足して 外の 缺乏を 感じ 給はなかった。 卽ち 己れ に 勝って 世に 勝ち 給うた。 ィ H ス の 獲得し 給 


ひし 平安 は 完全の 平安であった。 彼 は 不安の 此 世に 在りながら も 完全の 休息に 入り 給うた。 

C そして 我等 凡人が 平安 を 得る の 途も之 を 除いて 他に 無い ので ある。 卽ち心 柔和に して 謙 下りた るィ 

ェ スに學 び、 彼が 採り 給 ひし 途を 採りて、 先づ內 なる 苦痛 を 除いて 外なる 苦痛 を 感ぜざる に 在る。 先 

：づ 第一 に 除くべき はにくみ の 苦痛で ある。 人が 我 を 憎む に對 して、 憎み を 以て 之に 應 じて、 我 は 彼の 

憎み を斷っ こと は 出来ない。 出来る こと は 我が <2： なる 憎み を 除く ことで ある。 憎の 苦味 を 愛の せ 味に 

變 へて、 我 は ：2： に 喜樂を 得て、 外に i 一； 敵を擎 退す る ことが 屮 Z 來る。 愛を以 つてに くみに 勝つ。 My れが 

内外の 敞を 征服す る 唯一 の途 である。 ョ ハネ 第一 書 章 十八 節に 曰く 

愛に 懼 ある ことなし、 全き 愛 は悔を 除く。 

權は 苦しみ を 有て り、 偶る i 者 は 愛に 全から す 

と J 贲に その 通りで ある。 愛に おそれ はない。 懼る、 は 愛がない からで ある。 おそれ は 苦痛で ある。 

愛に 不足す るが 故に 懼れ るので ある。 愛して 敵に 對 せん 乎、 敵 は 敵でなくなる ので ある。 眞の wf^ 氣は 

全き 愛に 於て 在る。 若し 自稱 基督 敎國 が此單 純なる K 现を 了るならば 彼等 は 今 口 直に 兵備 を撤廢 して 

*1 界 平和 は 直に 臨む であらう。 若し 自稱 某督敎 會が此 明，：： なる ィ H スゃ 使徒 等の 敎^ に聽 くなら ば、 

；^^者の 一 致 は 今 n 實現 する であらう。 基督 敎！； も 某： 督敎會 も、 齒 にて 齒を憤 ひ、 服に て 眼 を 度 ふと 云 

ふ此 世の 主義 を 以て 其 主義と なすが 故に、 常に 敵に 備へ、 其 襲 擊に應 する の 必要が 起る ので ある。 信 

者が 唱 ふる 無抵抗主義 は單に 抵抗せ ざる 事で はない、 進んで 敵 を 愛する 事で ある。 此勇氣 があって、 

. 如何なる 敵も戰 はすして 擊退 する ことが 出來 るので ある。 

〇 「凡て 疲れたる 者 叉 重き を 負へ る 者 は 我に 來れ」 とィ ェ スは曰 ひ 給 ふ。 そして 人と 云 ふ 人 は 凡て 疲 
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れてゐ る。 人類 全體が 疲れて ゐる。 殊に 基督 敎國 と稱 する 國々 が 疲れて ゐる。 彼等 は 孰れ も 重 稅に苦 

しんで ゐる。 何が 故に 然る 乎、 隣國を 憎み 懼れ るからで ある。 佛國の 兵備 は獨 逸に 備 ふる 爲 である。 

英國の 海軍 は 今 は 主として 米 國义は 日本に 備 ふる 爲 である。 米國 また 其 傳統的 友邦 HI 本 を 濯れ て 軍備 

の 充實に 汲々 として ゐる。 そして 國然 り、 人然 り、 敎會 また 然り である。 負けまい、 蠶 食され まい、 

此競爭 の 念に 驅られ て、 萬 事が 行 はる、 ので ある。 故に 心配が 多い、 不安が 絕 えない、 冗費が かさむ、 

效 績が擧 らたい" ， 十 や 人類 全體 が、 基督 信者と 稱 する 者が 競爭に 苦しんで 居る。 重荷 を擔 はせられ て 

居る、 疲れて ゐる。 そして 斯 かる 者 等に 對 して ィ H スは曰 ひ 給 ふ 「我に 來れ、 我に 學べ、 我が 柔和と 

謙遞 とを汝 等の 有と せよ」 と。 ィ H スの途 は 世の 途と 全く 異なる。 此は 愛の 途 である、 競 爭の途 に 非 

すして 愛より 出る 扶助の 途 である。 故にお それの 無い、 不安の ない、 目的 を 達して 誤りの ない 途 であ 

る。 「我れ 汝 等に 休息 を與 へん」 とィ H スが云 ひ 給 ひし 通り 此 愛の 途に 完全の 休息が ある。 常に 働ら 

いて 疲れざる 休息が ある。 にに くみ、 そね み、 不平の 苦しみ 無き が 故に 永久の 平安が 漲り、 進んで 

他 を 助けん との 勇 氣と餘 力と が 溢る。 まことに 福 ひなる 生涯で ある。 

〇 ィ H スは其 弟子 等の 頸に 軛を 懸け、 其 背に 荷 を 負 はしめ 給 ふ。 然れ ども 其軛 たる や 易く、 其 荷た る 

ゃ輕く ある。 其軛 たる や 愛の 誠で ある、 其 荷た る や 愛の 實行 である。 そして 彼に 學んで 其 誡を實 行し 

得る ので ある。 イエ スは 心に 愛を藏 して 身に 之を實 行し 給うた。 人 は 愛 を 行 ふに 難しと 云 ふが、 イエ 

スは其 易き を實 行し 給うた。 難き は 決して 愛でない、 憎で ある、 にくみで ある。 にくみに 永久 斷ぇざ 

る 苦痛が ある、 之に 負 ひ 切れぬ 重荷が 伴 ふ。 最も 易き 途は 愛で ある" /、は 何人も 之 を 資驗 して 其 然る 

を 知る 0 


〇 憎い 人の 無い 人、 幸 幅なる 人と は此 人で ある。 全世界に 我が 敵と 思 ふ 人の 一 人 も 無い 人、 此は i 取 も 

羨むべき 人で ある。 斯 かる 人に 人生の 困し みとて. は 無い。 萬 事が 幸福で 萬 事が 偸 快で ある。 貧 も 富 も 

寒も昝 も、 敵 も 味方 も、 生 も 死 も、 凡てが 幸福で ある、 感謝で ある。 神 は 愛で ある、 故に 至上の 福祉 

に 在し 給 ふ。 我等 も 神に 傚 ひて 愛に 在りて 此 福祉の 分與 にあ づ かる 事が 出来る。 「我れ 平安 を汝 等に 

遣す」 とィ H ス がー 一一 in ひ 給 ひし は此 平安で ある， 此 平安 は 世の 與 ふる 所と は 全く 異る。 而 かも 確實 にし 

て 最も 辇 固なる 平安で ある。 (九月 五日 沓掛 にて) 

理 想 と 其 實 現 

以賽亞 書 二 章 一— 五。 同 九 章  一 I 九。 同 十 一 章 六— 九。 

今日は 今秋 初囘の 講演で あれば、 大體 我等 基督 信者の 行 先き 卽ち 目的 は 何處に 在る か、 又 如何にし 

て 之に 到達すべき かの 問題 を考へ 度い。 人 は 皆 各々 理想 を 持って ゐる。 我等 基督 信者の 现想は 聖書に 

明かで ある。 卽ち 預言者 ィザャ が 二 干 六 百年 以前に 述べし 所、 之が 人類の 理想であって 叉 我等の 理想 

である。 

エホバ はもろ くの 國の 間を審 き、 多くの 民 をせ め 給 はん、 斯くて 彼等 は 其の 劍を うちかへ て 鋤 

となし、 その 槍 をう ちかへ て 鎌と なし、 國は國 にむ かひて 劍を あげす、 戰鬪 のこと を 再び 學ばざ 

るべ し。 
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狼 は 小羊と 偕に やどり、 豹 は 小山 羊と ともに 伏し， 犢雄 獅子 肥えた る 家畜と もに 居りて、 ち ひさ 

き 童子に みちびかれん。 

斯くて わが 聖 山の いづ こ にても 害 ふこと なく 傷る ことな からん、 そ は 水の 海 をお ほへ る 如く  H ホ 

バを 知る の 知識 地に みつべければ なり。 

W し 乍ら 飜 へって 我等の 實際 を觀る 時、 餘 りに 其 理想と 懸け離れ たる 爲 めに、 之 は 畢竟 美 はしき 夢、 

到底 實現屮 Z 來 ない ものと 思 ふので ある。 日々 の 新聞 は 又 同じ 事 を 我等に 示す。 國と W と は相爭 ひつ \ 

ある。 我 圃 自身の 中に も 毎日 恐ろしき 事が 行 はれつ、 ある。 世界 は 全く 暗黑 である、 又 我等 各自の 生 

涯 にも 堪 へがた き 厭な 蔡が澤 山に 臨む。 之 を 思へば 事實は 正に ィザャ の 一一 一一 口の 反對 であって、 此 世と は 

實は斯 の 如き 者で あり、 彼の 理想 はた 詩人の 夢に すぎす と 思 ふので ある。 此事を 惟うて 我等 は 失望 

に 沈む ので ある。 

今より 十二 三年 前、 世界 大戰 爭當 時に 於て 我等 は 多くの 智慧 者の 主張 を 開いた。 卽ち 此の 戰は 

民主主義 を 世界に 施す 爲め であり、 同時に 之 を 最後と して 永久に 世界より 戰爭を 結たん が爲 めの 戰爭 

なりと。 斯 かる 主張の 許に 全 歐洲及 米國は 全力 を あげて 之に 從 事し、 日本まで も 其れに 參 加す るに 至 

つた。 然るに 其 結 は 如何。 戰 後の 世界の 有 樣は戰 前の それに 比して 遙 かに 惡 化した。 今 R ほど デモ 

クラ シ— の 危險に 瀕せる 時代 はない。 其本據 たる 米國 自身が 最も 危險 である。 ィ タリ ー ゃチ H ック ス 

リバ キヤの 獨裁 政治 は 勿論、 今や 歐洲 に獨裁 主義の 流行 を さへ 傳 へられて ゐる C のみなら す、 戰爭錢 

止の 戰爭は 却て 之 を 益々 促進す るの 機會 となって、 彼等の 世界平和の 夢 は 見事に 裏切られ たので ある Q 

斯 くの 如く 實際は 理想に 相反す るが 故に 我等 は 迷 ふので ある。 我等 は 寧ろ 改善の 努力 を 止む る 方が 


よいで はない か、 .： 一： 小 敎も道 德も無 い 方が 良い ので はない かと 疑 ふに 至る。 現に 基督 敎 wtui, せ に 於 て さ 一 

へ斯る 思想が 起り つ.^ あるので ある。 或 日本 婦人が 歐米を 旅行しての 話に. よれば 彼女 は B ンド ン、 -ー 

ュ ー ョ ー ク 等の 贵 婦人に あ ひ 意外な 質問 をう けたとの じある。 「^：！；女は日木に於て折角怫敎とー：ムふ 

立派な 宗敎を 持って 居られる のに、 何故に 基督 敎 など を學 ばれる か」 と。 嘗 つて 我等に 基督 敎を敎 へ 

し 者が、 八：' になって、 何故 基督 敎徒 となりし やと 我等に 問 ふので ある。 又ョ 本に 居る 西洋人で 佛敎に 

人らん とする 者 も 勘から す あると 一 |rf ふリ 何たる 退歩 乎。 斯んな こと を 思 ふと 聖書の 研究 等 は 止めた ぶ 

がよ いと 思 ふに 至る。 斯 かる 泥沌絕 の 時代に 在りて、 我等 は 如何にして 我等の 立場 を 守るべき であ 

る 乎。 

私 は 確く 信す る。 若し 聖書に 示す 所の 理想が、 必す 共の 通りに 實 現すべし との 確 i^E が 無いならば、 

凡ての 難局に 處 して 之に 打ち勝つ の 精神、 暗黑を 光に、 失 を更 へて 希^と 化する の途 は絕對 にない 

ので ある。 ィザャ は斯く 信じた ので ある。 若し 二 千 六 百年 後の 今日 彼の 现想は 少しも 實 現せす とも、 

彼が 若し 現代に 臨んだならば、 彼 は 其の 言 を 取消す であらう か。 否な 決して 然ら すで ある。 彼 は 彼 

の 預 言 全體に 於て 確く 其 實現を 信じた やうに 今 も猶ほ 信す るので ある。 亦 他の 預  一一 K 者 達 も 同じで ある？ 

ィ H スも バウ II も 他の 使徒達 も、 其 他 多くの 信者 も此 事に 就て は變り はない。 

然 らばん，' 口 我等 は 何故に 失 する ので あるか。 何故 我等に 此の 預雷者 達の 確信が 起らない ので ある 

か。 其现. m は 明かで ある。 人が 人間の 力 を 以て 之を實 現せん とする からで ある。 米 國の議 笛 や、 *:3^ 

の 人物の 力に よって 之 を 成就せ しめんと 期待す るからで ある。 日本の 政治家に 由り て 日本 を 救 ひ、 又 

彼等の 中に、 又 彼等の 仲間の 中に 此事を 成す の カを發 見せん と 欲する からで ある。 此の 故に 理想の 髙 
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遠 を 思 ひ 之に 對 する 我が 力の 微弱 を考へ て 失^す るので ある。 併し乍ら ィ ザャ、 H レ ミヤ 等 は 決して 

然 うは 考 へなかった。 彼等 は 斯く考 へた。 

萬 軍の M ホバの 熱心 これ を 成し 給 ふべ し (ィ ザ ャ書九 章 七 節) 

と。 人の 熱心 ゃ愛國 心に 由る ので はない。 人間の 力 や 其の 制度に 由る ので はない。 神の 熟 心、 神御自 

身の 力に よりて 之が 必す實 現すべし と 信す るので ある。 故にた とへ 如何なる 事が あっても 彼等の 確信 

は 動かす、 如何なる 混 亂に處 しても 彼等 は 恐れなかった ので ある。 

我等 も 亦 此の 確信に 立たねば ならぬ。 之な きが 故に 我等の 生涯 は 日々 敗戰 となる ので ある。 小さな 

事 すら 失敗に 終って、 夜 床に 就く 時に た V 嘆聲 のみ を發 すので ある 。神が 成し 給 ふと！^ じない から で 

ある。 彼が ケ：； ： まで 我 を 守り 我家 を 守り 我國を 守り 給うた。 そして 英國 を、 獨逸を * また 米國を fa- き 

給うた。 神 は必す 今と なって 之 を 棄て給 ふ 害がない。 H ホバ の 熱心 は、 遂に 其の 御手の 業なる 萬 1- と 

萬 物と を 完成せ すして は 止み 給 はない と 信すべき である。 

之 は 信仰の 立場で ある けれども、 叉冷靜 なる 學 者の 立場より 考 へても、 若し 深く； 大然 を觀れ ば； 2 じ 

論に 達する ので ある。 天然 は 之を淺 薄に 観察 すれば、 其 所に 多くの 矛盾、 悲慘 なる 事實が あり、 其 

の 終る 所 は絕滅 であるかの 如くに 思 はれる。 ^し靜 かに 深く 之 を 見よ。 決して 失 はない。 惡は 次第 

に减 じ、 善は增 しつ k ある。 今の 世界 は 惊萬年 前の 世界よりも 遙 かに 善き 世界で ある。 E 大 なる 爬、 蟲 

類が 泥中に 相嚼 み相鬪 へる 時よりも、 蟬の聲 を 聞き、 コ ス モスの 花のへ く 世界 は遙 かに 美 はしい。 之 

を 憶へば やがて 叉殘虐 なる 肉食 動物 は 失せて、 ィザャ の 预ー百 の 如き 世界の 來るは 決して i 仝 想で はない。 

n 本の 現狀を 思うても 亦 同じ 事を言 ひ 得. る。 余 は 先日 輕 井澤に 於て 西洋人の 集會に 臨んで 故 クラ— 


ク 氏の ョ木傳 道に 就て 述べた。 クラ ー ク氏を 知る 米 W 人た ち は、 彼の 本傳道 成功 を 聞いて 之 を^む 

ので ある。 彼 は训に 神學を 修めた る專鬥 の敎師 でな く、 齊 通の； 大然學 者であった。 か k る 俗人が どう 

して 傳 道に 成功した のか、 恐らく 之 は 所謂 CI 本人の 心理的 好機 運に 應 じたから であると 一一： 一：： ふ。 併し 共 

は 誤で ある。 之 は 決して クラ ー ク 氏の 成せる 仕事でなかった。 神が 特に 彼の 如き、 專 門の 祌學を 修め 

す、 而 かも： 《 本 政府が 特に 招待せ る 氏の 如き 人物 を 以て、 彼の 屮に 働き 給うて か i る 傅 道 を 成し 給う 

たので ある。 故にた とへ 外國宜 敎師が 今日 ：11 本 を 去る とも、 日本の 基督 敎は 決して 倒れない。 神の 航 

ゑ 給 ひし 信仰で あるから である。 祌は 決して 曰 本 を 棄て給 はない。 彼 は祌學 なき 普通の 人 を も 器と し 

て 川 ひ 給うて、 其の 目的 を 遂げ 給 ふ。 恰 かも メンデル ゾ ー ンが 或る 田舍の 粗末なる 樂器 をけ： て 美妙な 

る 曲 を 奏せる 如く、 祌は如何なるl^^き器を以ても之を使ひて永遠の；i昔の曲を奏するj!^fがw來るので 

ある。 今 n の： n 本の 政治が 賴 るに 足りない とて、 其れ故に E 本 は 亡びない。 淺 薄なる 新聞記者の 報道 

に 接すれば、 ケ にも 日 木 は 滅亡す る 樣に感 する。 ^し 神の 造り 給へ る 日本なる 以上、 之が 滅 ぶる. が 

ない。 極り なき 不安の 奥に は 神の 奏する 大 オルガ ン の 響が 聞 ゆるので ある。 

大歷 史家 も 亦 其の 偉大なる 歷史を 以て、 人生の 奥に 鳴る 此の 昔樂の 基調 Basal  tone を 聞かして く 

れ るので ある。 歷史 とい ふ 歷史は 深く 之 を 兑れば 此事を 示す、 卽ち 人類 も亦祌 によりて 造られ、 導か 

れ、 祌の 定めし 或る 目的に 向って 進む 事 を 一： 小す ので ある。 誰が 何を爲 さう と、 其れ は 多少の 妨害 は あ 

ると しても、 決して 造化の 本流 を 動かす 事 は出來 ない。 大略 風 起れば 人々 は 騒ぎお どろく。 然し M; 潮 

は 泰然と して 太平洋の 西 を 流れて、 暖き流 を アメリカの 北に 運びつ.^ ある。 人間の なす ffi かの 失收に 

よって 神の 御 目的 は破壞 されない。 此の 目的に 逆って 人が 勝チの 途を步 まんと する が 故に、 惱 みが あ 
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り 失望が 來 るので ある。 若し 我等に して 此の 神の 御 目的に 身 を 委せて 進まん か、 其 時 我等 は 神の 業 

に參與 する を 得、 我等の 生涯 は 常に 勝利より 勝利へ と 進む ので ある。 

勿論 之に 對 して 小さい 反對が 出る であらう。 惡人 はどうな るか、 神が 萬 事 を 成すならば 我等 はた i-- 

無爲 にして 居れば よいで はない か、 神 は 何故 もっと 早く 善き 世界に 成し 給 はぬ か、 何故 斯 かる 惡 事が 

世界に 行 はる \ かと。 併し 斯る 議論に は 神 は 一 切 構 ひ 給 はない。 恰 かも 大將 軍が 兵 を 使 ふ 時の 如く > 

一 兵卒 や 一 部隊の 立場から 批評 すれば 彼の 行動に 多くの 非難 も 起ら う" 併し 時に 或る 部隊が 苦境に 陷 

り、 或は 全滅す る 事 あると も、 大將軍 は 決して 恐れない。 彼に は 確固たる 勝算が ある。 彼 は 遂に 敵 を- 

打破せ すして は 止まない、 祌 も亦斯 くの 如くで ある。 小竹學 者、 小 神 學者等 は 神に 就て 或は 有る とか 

無い とか、 力が あると か 無い とか、 此處彼 處の小 部分 をと りて 批評し、 此 宇宙が 自分 等の 勝 乎に 成る 

ものである 乎の 如く 考 へる。 併し 祌には 神の 大目 的が ある。 而 して 彼 は必す 凡ての 敵 を 打ち滅ぼし 給： 

うて 其 御 目的 を 遂げ 給 ふ。 我等の 小さき 悲しみ 不幸 等 はどう 成っても よい。 國家も 時には 滅びよう。 

併し 祌は 大局に 於て 其の 理想 を 行 ひ 給 ふので ある。 

我等 は 此事を 信ぜねば ならぬ。 之 を 信じて 我等 は 皆 キリストに 在て 彼と 偕に 徹底的の 樂天 主義者と- 

ならねば ならぬ。 彼と 共に 常に 讚美の 中に 勝戰の 生涯 を 送るべき である。 我等の 中に も 缺點は ある。 

W し 我等 は 之 を 互にせ め 合 はすに、 歡び^3!?みて祌に導かれ* 互に 勵 ましつ、 て を 善き に 導き 給 ふ 神. 

に 委ねて 進まねば ならぬ。 今より 後 我等の 中に 悲観 主義者 は 一ん もあって はならない。 (九 =: 十九 =1。. 

平. 3, 石 原 筆記) 


完 成と 苦難 

それ 多くの 子 を榮に 導く に、 その 救の 君 を 苦難に よりて 全うし 給 ふ は、 萬 物の 歸 する 所、 萬 物 を 

造り 給 ふ 所の 者に 相應 しき 事な り (へ ブル 書 一 一章 十 節)。 

〇 聖書に 偉大なる 驚くべき 言が 澤山 にあ ゥ ますが、 其 一 はたし かにへ ブル 書の 此 一節であります。 之 

つ 000000000000  C0OC0  0OOO0OO0 

を 約め て 一一 一一 〔ひま すれば 人 は 苦難に 由て 完成され る、 此く あるの が祌の 聖旨で あると 云 ふので あります- > 

其 事の 全部が 意外であります。 人が 完全に 成る と 云 ひ、 完全に 成る 途は 苦難で あると 云 ひ、 そして 苦 

難に 由て 完全に 成る のが 萬 物の 造 主なる 神の 聖 3 曰で あると 云 ふので あります。 此 世の 人が 聞いて 孰れ 

も 意外に 感 する 事でありまして 聞いて 唯 驚く のみであります。 人 は元來 不完全なる 者、 其 者が 完全に 

成る と 云 ふ、 其 事が 不可解の 第一 であります。 そして 縱し 完全に 達する 事が 出来る としても、 其途が 

平安 無碍の 途 にあら すして、 苦難 辛苦の 途 であると 云 ふ、 其 事が 不可解の 第二であります。 そして 神 

が 特に 其 愛子の 爲に 選び 給 ふ 途が是 であると 云 ふ、 其 事が 不可解の 第三であります。 此 I の 父に して 

其 子の 成功 を 計る に 於て 特に 困難の 途を擇 む 者はありません。 然るに 子を完 うする に 苦難 を 以てする 

のが、 天地の 造 主なる 父なる 神に 相應 しい 事で あると 云 ふので あります。 世人 は 勿論、 薄 信の 信者が 

之 を W い て 驚く は 怪しむ に 足りません。 

大正 十五 年  八 五 九 
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〇 然し 事實 はへ ブル 書の 此 一一 一一 〔葉 通りであります。 神が 救の S として 定め 給 ひし ィ H スの御 生涯が 此通 

りで ありました。 そして ィ H スに 最も 善く 肖た る 人、 預ー百 者 M レミ ャ、 使徒 パゥ 口の 如き 人 等の 生 

が此 通りで ありました。 彼等 は 祌の寵 兒と稱 へられて 寵兒 らしき 极ひを 少しも 受けませんでした。 

「彼 は 侮られて 人に 棄ら れ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり- …… 我等 思へ らく 彼 は 祌に擊 たれ 苦しめ 

らる、 也と」、 かう 云 ふの が 彼等の 生涯で ありました。 實に 不思議であります、 祌に惠 まる、 と 云 ふ 

のは惠 まれざる 事であります。 神の 寵兒は 神の 敵た るの 极ひ を受 くるので あります。 人生 之に 勝 さる 

の 不思議はありません。 然し 疑 ふことの 出来ない 明白なる 事實 であります。 

〇 其說 明は澤 山に ありませ う。 我等 罪人の 場合に 於て は 苦難 は 罪 を燒盡 すため に 必要であります。 祌 

は 其 愛子 を 鞭撻た まひます。 然し 乍ら 神の 人が 受 くる 苦難 は懲誡 以上の 目的に 出る 者で あると 思 はれ 

ます。 ィ H スの 受け 給 ひし 苦難 は 贖罪の 爲の 苦難で ありました。 そして 信者 はィ H ス と共に 世の 罪 を 

擔 はねば なりません から、 彼はク レネの シモ ンと M じく ィ H ス の 十字架の 一 端を擔 ふの 名 譽に與 るの 

であります。 义 信者 は の 能力 を 知らなければ なりません、 其爲に 苦難が 必要であります。 自分の： 

きを 知って 神の 强 さが 判る のであります。 山中 鹿 之 助の 歌に 

此 にに なほ 憂き 事の つもれ かし 

限り ある 身の 力た めさん 

と 云 ふの があります が、 信者 は 少しく 一一 百 葉を變 へて 一 h ひます 「限りなき 神の 力た めさん」 と。 人の 知 

ら ざる 苦難に 會 ふて、 神に 由て 慰められ、 カ附 けられ、 完全に 之に 勝つ こと を 得て. 信者 は 祌を識 り" 

それ 丈け 彼の 全きが 如くに 全く 成る ことが 出来る の であります。 我等 は 苦難に 由て 神の 恩 惠を受 くる 


の 容積 を擴 げらる V のであります。 苦難 は 鋭き 整の 如くに 我等の 堅き 心 を 穿ち、 其處に 新たに 容器 を 

.U ゝ  . '、るし ふ 

作り、 其 >2： に 惠 みの 露を湛 へさせます。 苦難 勘き 人 は 恩 惠を受 くるの 容積の 欺き 人であります。 

〇 苦難に 由て 同情が 增 します。 我等 は 苦しむ 丈け それ 丈け 同情の 區 域と 能力と を 加 へられます。 同情 

は 人 を 助く るの 祕訣 でありまして、 之な くして 人類の 友と 成る こと は出來 ません。 同じへ ブル 書の^ 

章 十四 節 以下に！ II く、 「我等に 大 なる 祭司の 長 あり、 卽ち 神の 子ィ H ス なり、 彼 は 我等が 「おき を 思 ひ 

やる こと 能 はざる 祭司の 長に 非す、 彼 は 凡ての 事に 於て 我等の 如くに 誘 はれ 給へ り、 然れ ども 罪 を 犯 

さ りき」 と。 彼れ 救の 转 (救 主) が 苦難に 由て 完 うせられ たりと 云 ふは此 事であります。 ィ H スは 

苦難に 由り て 完全なる 救 主と 成り 給うた のであります。 バウ C1 の 赏驗も 亦： じであります。 コ リント 

後書 一 章 三 節 以下に 曰く 

もろ/.、  なぐ？ め 

讚むべき 哉、 我等の 主ィ H スキ リストの 父なる 神、 卽ち 諸々 の 慈悲の 神、 凡ての 慰安の 神、 我等 

を 凡ての 苦難の 中に 慰め、 我等 をして 自ら 祌に 慰めら る， ^慰安 を もて、 諸々 の 苦難に 居る 者 を 慰 

むる こと を 得しめ 給 ふ。 そ は キリストの 苦難 我等に 溢る、 如く、 我等の 慰安 も 亦 キリスト におり 

て 溢る k 也 云 々 
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と。 苦んで 慰められ、 慰められて 苦しむ 者 を 慰む る ことが 出來 ると 云 ふので あります。 

〇 如此 くして 苦難 其 物が 大 なる 恩惠 であります。 「イエ スは 神の 恩惠 に. E りて 萬 の 爲に死 を 味 ひ 給 

く るし み 

へり」 とあります (へ ブル 書 二 章 九 節 )0 彼に 取り 死の 苦難 其 物が 神の 恩惠の 賜物で あつたと 云 ふの 

であります。 故に 信者が 苦しむ は當然 であります。 榮 光に 達する の途は 苦難であります。 幾度 か 神に 

棄 てられた りと 思 ふ 程の 實驗 を經 たことの ない 者 は 神の 寵兒 ではありません。 (トパ 十日 記す) 

大正 十五 年  八 六 一 
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罪の 赦 しの 宗敎 

馬 可 傳ニ章 一 —十二 節。 羅馬書 六 章 十二— 十 節。 

〇 使徒 信經の 一條に 曰く 「我 は 罪の 赦しを 信す」 と。 此は 信す るに 甚だ 難い 箇條 である。 罪の 赦 しと 

は 罪の 棚 除で ある、 罪 を 犯せし 事な きが 如くに 极 はる \ 事で ある。 詩篇 百三篇 十二 節に 曰へ るが 如し 

東の 西より 遠き が 如く 

彼 は 我等の 愆を 遠け 給 ふ。 

斯 かる 事 は 果して あり 得る 乎、 我等 は 疑 はざる を 得ない。 天然 も 道 德も斯 かる 事の あり 得ない 事 を 示 

す。 人 は 罪 を 犯して 永遠に 其 結果 を 去る 事が 屮 Z 來 ない。 是れ 佛敎が 特に 力 を 籠め て說く 所で ある。 業 

報と は此 事で ある。， 善惡 共に 身に 纏 ひて 之 を 離す こと 能 はすと 云 ふので ある。 然るに 基督 信者 は大 瞻 

に 唱 へて 云 ふ 「我 は 罪の 赦しを 信す」 と。 原始 佛敎と 原始 基督 敎 との 根本的 相違 は兹に 在る。 

〇 罪の 赦しは 全能の 祌 ならでは 爲す能 はざる 事で ある。 人 も 天使 も 罪 を赦す こと は出來 ない。 人が 罪 

ノを赦 すと 云 ふ は 暫時 之 を 忘れた 丈け であって、 之 を 無き ものと したので はない。 少しの 刺戟に 遭へば 

直に 復活す る ものである。 基督 敎で云 ふ 罪の 赦しは 罪の 絶滅で ある。 罪 を 十字架に 釘け て 之 を 殺した 


ooooooo  ooooo つ ooooooooooooooo 

桌 である 神が 罪て ふ もの を 全然 其 御 心より 撒 去し 給へ りと 云 ふ 事で ある。 そして 基督 信者 は 其 意味 

に 於て 罪の 赦しを 信す と 云 ふので ある。 驚くべき、 する に 最も 難き 事で ある。 然れ ども 此は 事實で 

ある。 神 は キリストに 在りて 此事 を爲し 給うた ので ある。 此は說 ではない、 無现 に！；： r せねば ならぬ 信 

仰筒條 でない。 實驗し 得らる i 事實 である。 罪の 赦しは 罪の 赦し であって、 其說明 如何に 係 はらす、 

夥多 の 人 等に 由 て 的確に 實驗 せられし 事實で ある。 

〇 神の みが 人の 罪 を赦す 事が 3,1 來る。 罪の 赦しは 最大の 奇跡で ある。 水 を 化して 葡萄酒と 成した 以上 

め 奇跡で ある。 聖ー 書に 在りて は 奇跡 は 罪の 赦 しと 關聯 して 行 はれし 事と して 傳 へらる。 其 最も 明，：： な 

る 者 は 馬太傳 九- K 一 —八 節、 馬 可傳ー 一章 一 —十一 一節、 路加 俥 五 章 一 七丄 一六 節に 示された る、 屮風を 

病みた る 者の， 癒されし 場合で ある。 「子よ、 汝の 罪は赦 されたり」 との 首に 對し 側に 立ちし 學者等 は 

n うた、 「神に 在らす して 誰か 罪 を赦す こと を 得ん」 と。 ィ H スは 直に 此 批評の 一一-一口に 應 へて 曰 ひ 給うた。 

屮 風の 人に 汝の 罪赦 されたり と 云 ふと、 起きて 汝の床 を 取りて 行けと 言 ふと 孰れ か 易き 乎 ひ それ 

んの子 地に て 罪を赦 すの 權威 ある 事を汝 等に 知らせん と 

斯く曰 ひて、 「遂に 中風の 人に 我れ 汝に吿 ぐ、 起きて 床 を 取り 汝の 家に 歸れ と H ひければ、 その 

人 直に 起きて」 沐を 取り、 衆人の 前に sr つ」 と ある。 此 場合に 於て イエス は 明かに 彼が 神た る を 奇跡 を 

以 つて 證 明し 給うた ので ある。 奇跡 を 行 ひ 得る 者の み 能く 罪 を赦す 事が 出来る。 イエ スは其 者で ある、 

故に 彼の 施し 給 ふ 罪の 赦し は確實 であるとの 事で ある。 今 摘 ほ 不治の病と 昆 做さる i 瘤 病 を  一 一 K の 下 

. に 癒し 得. る 彼 は、 たしかに 罪を赦 すの 權能を 有し 給 ふ。 ィ H スが行 ひ 給 ひし 凡ての 奇跡 を、 彼に 此權 

能の 在る 事を證 明す る爲の ものと 見て 問 違ない の である。 

昭和 二 年  八 六 三 


〇 斯くて 罪 は 神の 子に 由り てた しかに 赦 された のであって、 我等が 赦 されたり と 思 ふので はない。 そ 

して 罪が 赦 された る 證據は 二つ ある。 一 は.^ なる 證 明であって、 他 は 外に 現 はる k 證據 である。 主觀 

coooooooooc-oooocooooo  0000 

的と 客観的との 二つの 證據が ある。 そして 第一 は 信者が 其 良心に 於て 實驗 する 事實 である。 罪 を赦さ 

れて其 詰责を 感ぜざる 事で ある。 所謂 戾 罪の 撤去で ある。 罪の 恐ろし さは 之に 仲 ふ 詰責の 感 である。 

之に 堪へ すして 人 は 時々 自殺す るので ある。 そして 罪を赦 されて 此 恐ろし さが 除かる x ので ある。 罪 

の 厭ら しき 形は殘 るが， 其 刺 は マば かる k ので ある。 其 結 ra^ として 罪 は 前に 較べて 微 ii なる 能と して 

るので ある。 羅馬書 六 章 十四 節に 於て パ ゥ 口が 曰 ひしが 如し 

汝等今 は 恩惠の 下に 在りて 律法の 下に 在ら ざれば、 罪は汝 等に 主たる こと 無し 

と。 肉に 在りて 全然 罪より 脫 する 能 はすと 雖も、 罪に 支配 せらる k こと 無しと 云 ふが、 罪を赦 されし 

者の 狀態 である。 而 して 是れ大 なる 恩惠 である。 

O00000OOO0O0C0OOOO0OOOOOO  ち.^. リ 

〇 罪を赦 されし 第一 一の 證據は 人の 罪 を赦し 得る ことで ある。 此 能力た る や 得ん と 欲して 得る 能 はざる 

者で ある。 人生 難事と て 完全に 人が 己に 犯した 罪 を赦す l5|f の 如き はない。 赦し 得た と 思 ふ は 想像で あ 

つて、 唯 暫時 之 を 忘れた に過ぎない。 罪の 人に 强 きものに して (仪 柳の 觀 念の 如き はない。 我等 は 何 を 

爲し 得ても 完全に 怨恨 を 忘れる 事 は出來 ない。 フランス 人が ドイツ人 を惡む 心、 ドイツ人が フランス 

尺 を 恨む 念、 此は 永久に 絕ち 難き ものであって、 而 かも 是れが 結えざる 間 は 歐洲に 平和 は 臨ます、 世 

界に戰 ^は 絶えない ので ある。 然れ ども 一度び 祌に 罪を赦 されて、 ドイツ人 も フランス 人 も 完全に 其 

祖 iy. 傳來の 敵 を さへ 赦す 事が 出来る。 人が キリストの 救に 與 りし 唯一 の證據 は兹に 在る、 卽ち 人の 罪 

を赦し 得て 敵 を 兄弟と して 愛し 得る に 至る。 (五 =-ー 一十一 一日) 


祈 禱 の效カ 


0 祈 禱は聽 かる. -か聽 かれない 乎。 若し 聽 かる i ならば 此んな 有難い 事 はない、 若し 聽 かれないなら 

ば 此んな 心細い 事 はない。 祈 禱の效 力 如何 は 借 仰 生活 を營 むに 於て 最も 大切なる 問題で ある。 

〇 聖書 は 明かに 祈 禱の聽 かる & 事を敎 ゆ。 

求めよ 然 らば 與 へられん、 尋ねよ 然 らば 會ひ、 門 を 叩け ょ然 らば n かる k 事 を 得ん。 そ は 凡て 求 

むる 者 は 得、 尋 ぬる 者は會 ひ、 鬥を 叩く 者 は 問 かるべ ければ なり (Hit 太 傳七章 七、 八 節 )o 

イエス 答へ て 彼等に 曰 ひける は、 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 もし 信仰 ありて 疑 はすば、 此無花 に 

於け るが 如きの みならす、 此 山に 命じ 此處 より 移されて 海に 入れよ と 云 ふと も 亦 成らん" 

000000 ねが OO00OOC  - 

信じて 祈らば 求 ふ 所盡く 得べ し (同廿 一章 廿ー、 一 一節)。 

そして 之に 類す る 言 は 他に 許 多 ある。 聖書 は 神 を 「祈 禱を聽 く 者」 として 我等に 紹介す るので ある。 

〇 然るに 係 はらす 我等 各自 は聽れ ざる 祈禱を 有つ ので ある。 我等が 精神 を罩て 祈った 祈禱 I」 して IS か 

そ も J/I\>  ゎナ 

れ ざる 者が §1 くない。 此は 抑々 如何なる 譯 である 乎。 祈禱は ra^ して 聽 かる i 者で ある 乎。 或は 我等の 

祈り 方が. 惡 いので あるか。 若し 信仰 足らざる が 故に 聽 かれない と 云 ふなら ば、 聽 かる、 に 足る！：，： 仰 を 

有つ 者 は 何處に 居る 乎。 若し 信仰が 聽 かる-の 條 件なら ば、 我等 は バウ II と共に 言 はざる を 得ない 
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「誰か 之に 堪 へん や」 と (コ リント 後書 二 章 十六 節)。 或は 主より 信仰 を 要求され て、 病める 我 子 を 

癒されん とて ィ H スに來 りし 人と 共に 一一 IB はざる を 得ない 「主よ 我れ 信す、 我が 信な きを 助け 給へ」 と 

(馬 可傳. K 章 二 四 節)。 若し 信仰 不足の 故に 私の 祈 禱が聽 かれないならば、 聽 かれない のが 當然 であ 

つて、 私 は 私の 祈 禱の聽 かれざる を諦 むる より 他に 途 がない。 祌が祈 禱を聽 き 給 はすと は 信す る 事が 

出來 ない。 去りと て 私に 聽 かる k に 足る 充分の 信仰 ありと は 如何しても 思へ ない。 然 らば 如. 何したら 

ば 可い 乎。 迷 はざる を 得ない ので ある。 

〇 勿論 或る 祈 禱の聽 かれな いのは 聽 かれない 方が 善い からで あるに 相違ない。 斯 かる 場合に 於て 聽か 

れ ざる 祈禱は 求めし 以上に 聽 かれし 祈禱 である。 そして 私自身の 經驗に 於て 斯 かる 祈 禱 の！！ からす あ 

りし 事 を 否む 事が 屮 I 來 ない。 然れ ども 聽 かるべき 祈禱 であって 聽 かれ ざり し 場合の あった 事 も 亦 否む 

事が 屮ぃ來 ない。 卽ち 信仰 不足の 故に、 寧ろ 信仰 不純の 故に 聽 かれ ざり し 場合が ii からす あつたと 思 ふ。 

r 汝等 信じて 祈らば 求 ふ 所盡く 得べ し」 と 云 ふので あれば、 信仰が 聽 かる k 條件 である は 明かで ある。 

乍然 信仰の 量で なくして 其 質で ある 事 を 我等 は 充分に 知らねば ならぬ。 其 事を敎 ふるものが、 信者の 

無能 を敎 ゆる ィ H ス の 言で ある。 

弟子、 ィ H スに來 り 曰 ひける は、 我等 鬼を逐 す 事 能 は ざり し は 何故 乎。 ィ H ス 彼等に 曰 ひける 

は、 汝等 信な きが 故な り。 我れ 誠に 汝 等に 告げん、 もし芥種の如き！^^ぁらば、 此 山に 此處 よりが 

處に 移れ と^ふと も必す 移らん。 又汝 等に 能 はざる こと 無 かるべし (馬 太傳 十七 章 十九、 一 一十 節) 

と。 玆に 純に して 小なる 信仰の 能力 ある 事が 明かに 示されて ある。 芥 極の 如き 小なる 活 きたる 信仰、 

其 信仰が 山 を も 移すべし との 事で ある。 


〇 然 らば 純なる 信仰と は 如何なる 信仰で ある 乎と 云 ふに、 私心な き 信仰 を 云 ふに 相違ない。 己れ に 求 

むる 所な き 信仰で ある。 それが 神 を 動かす 信仰で あると 云 ふ。 「至誠 山 を 動かす」 と 云 ふと 其 原现に 

於て 一 である。 私心の 無い 祈 禱は聽 れて山 を も 動かす と 云 ふので ある。 そして 祈 禱の聽 かれざる 譯は 

玆に 在る に 相違ない。 此事を 明かに 敎 ゆる ものが 雅各書 ra 章 三 節に 於け る 使徒 ヤコ ブの 言で ある。 曰 

く 

汝等 求めて 得ざる は汝等 慾の 爲に 費さん として 妄に 求む るが 故な り 

と。 慾の 爲に 費さん との 心、 自分の 利益 安逸 を 計る 爲の 欲求、 祈禱を 濁らす 者は此 心で ある。 之れ あ 

りて 祈禱は 純なら す 故に 聽 かれない ので ある。 神 は 祈 禱を聽 くの 能力 を 有し 給 ふ、 其 事 を 疑 ふ 事 は 出 

来ない。 そして 我等の 祈 禱の聽 かれざる は 其 信仰の 量に 於て 缺 けて ゐ るからで ない、 純なる 1;;- 仰、 卽 

ち眞の 信仰が 無い からで ある。 卽ち 直接に 間接に 已れ の爲に 求む るからで ある。 若し 私に 此 不純 分子 

が 無いならば、 私の 祈禱は 必す聽 かる、 に 相違ない。 

〇 そして 私の 經驗に 於て 私が 私に 利害 關係 のない 事の 爲に 祈った 祈禱は 大抵 聽 かれて ゐる。 日本 國に 

福音の 普 からん こと を 祈った 祈禱は 著る しく！！ かれた。 私が キリ ストの 善き 證明 者た らんとの 私の 靑 

年 時代の 祈 禱は遙 かに 豫想 以上に 聽 かれた。 凡ての 方法 を 以て キリストの 聖 名が 此 不信 圏に 於て 崇め 

ら れん 事 をとの 祈 禱も亦 驚くべき 程に 聽 かれた。 其 他 私に 緣も ゆかり も 無き 人の 爲に 祈った 祈禱 にし 

て卽 座に 聽 かれた 例は勸 くない。 そして 斯 かる 祈 禱の聽 かるの は 其 結果の 現 はる & 前より 確かで ある。 

「架 靈みづ から 我等の 靈と 偕に 我等が 神の 子た る を ilra しす」 であって、 聖靈自 から 我等が 祈りつ、 あ 

る 間に 我等の 祈 禱の聽 かる i を 證し給 ふ。 私が 身の 幸福 私の 家の 繁榮を 祈る 時に、 私の 祈 禱の聽 かる 
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る や 否やに 就て 不審な き 能 はすで あるが、 私が 支那 內 地に 病人の 癒されん 事 や、 赤道 直下の 阿弗利加 

み，. ゝ.， p る 

に 神の 恩惠の 土人に 加 はらん 事 を 祈る 時に、 私の 祈禱 のた しかに 神の 寶 座に 達せし 事を感 する。 私の 

祈 禱 に效菜 あらんが 爲に 何の 私心の 無い 事が 必要で ある。 此 意味に 於て 「義 者の 篤き 祈 禱はカ ある 者 

なり」 である (稚各 書 五 章 十六 節 )o 義者卽 ち 無猛の 者で ある。 

兹に 於て か 他人に 私の 爲に 祈って 貰 ふ 必要 を 切實に 感ずる。 若し 一 人たり とも 斯 かる 人が あるなら 

ば、 私は大 なる 味方に 加へ て 犬なる 寶を 得た ので ある。 私の場合に 於て 斯 かる 人の 有った 事、 又今猶 

ほ 有る 事 を 最も 幸なる 事で あると 思 ふ。 私に 神の 恩 惠の絕 えざる は斯 かる 人達が 私に 知らせす して 幾 

年も繼 けて 私の 爲に 祈って 吳れ たからで あると 信す る。 自分に 利害 關 係の なき 人の 爲に 彼の 永遠の 幸 

福 を 祈るべき である。 是れ 人が 人の 爲に爲 し 得る 最大の 奉仕で ある。 祈 禱は聲 でない、 實カ である。 

祈 禱を以 つて 助けて 貰 ふ 方が 金錢を 以てよりも 遙に 有力で ある。 「祈禱 の 慈善」 を輕 じて はならない。 

五月 一 「十九 日 


金の 價値 


馬 太 傳六章 一 九 I 一 一 一  節 〇 路加 傅 十六 章 一 —九 節 〇 同 十一 一章 十三 節 以下 

〇 金 は 決して 無 憤 値の もので ない。 金錢 の^ 價値を iF ふる 人に 對し フラ ン クリン の 曰うた 言 は 有名で 


ある。 

往 いて 之 を 稼いで 御覽 なさい 

と。 金 錢は之 を 稼いで 取って 見て 其價 値が 判明る ので ある。 此は 勤勞の 汗の 結晶で ある。 正直なる 勞 

勵に報 ゆる 天の 賜物で ある。 之 を 浪費して はならない。 輕ん じて はならない。 我国に 於ても 二宮 金 次 

郞の 如き、 佐 藤 信 淵の 如き は 金 錢の眞 の 價値を 知った 人達であって、 彼等 に^て 日本人 全體が どれ 程 

敎 へられた 乎 は 人の 能く 知る 所で ある。  . 

00000000000000000000  0  0  0  0 

〇 金 は 之 を 人生の 至上 善と 見る 時に 其無慣 値が 認めら る。 金 は 比較的に 貴い のであって 絶對 的に 贵ぃ 

のでない。 或る 場合に 於て 必要 缺く ベから ざる 者であって 他の 場合に 於て 何の 用 もな き 者で ある。 我 

等 は 金に 全然 何の 價値 なき 多くの場合 を 知って ゐる。 難船に 遭 ふて 洋上に 漂 ふ 場合に、 一片の パン は 

千 斤の 金よりも 貴く ある。 北極 圈 內の H スキモ 人の- S: に 住んで 金は裝 飾. 品と しての 外 何の 惯； g もない。 

金 は 如何なる 時に も、 如何なる 場合に も 貴い もので はない。 そして 死に 臨んで 金 は 何の 力に もなら な 

い。 富者 は 貧者の 如くに 死なねば ならぬ。 金の 價値は 比較的で あると 同時に 暫時 的で ある。 世に 憐れ 

なる ものと て 富者の 死の 床の 如き もの はない。 富者た る は 唯つ かの 問で ある。 百年 足らす して 百 萬 長 

者 も 乞食 同樣 に 死なねば ならぬ。 

〇 そして 萬 事 萬 物 を 永遠の 立場より 評 價し給 ひし ィ H スは 富の M 價を 我等に 敎 へ 給うた ので ある。 

「我等の 日用の 糧を令 日 も與へ 給へ」 と 祈り 給 ひし 彼 は 金錢を 無用 視し 給はなかった ので ある。 

しみ  、ーひ  わすび さ- んか  ？ 

蠢 くひ 銹 くさり 盜 人 穿ち て竊む 所の 地に 財を蓄 ふること 勿れ 、霞く ひ 誘く さり；^ 人 穿ちて 竊 まざ 

る 所の 天に 財を蓄 ふべ し、 そは汝 等の 財の 在る 所に 心 も 亦 在る ベければ 也 (馬 太 俾六章 一九— 二 
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一 節 )0 

此は財 を 紅ん じた 首で ない 地 を輕ん じた  一一 一一 E である。 財 は 之 を 地に 積ます して 天に 積むべし と 云 ふの 

である。 故に 其 意味 は 後に 研究 せんとす る 路加 傅 十六 章 九 節と 同じで ある。 「此 不安 極まる 地に 大事 

の 財を蓄 ふる 勿れ」、 又は 「不義の 爲に 濫用され 易き 財を以 つて 永遠の 宅に 於て 友 を 得よ」 と 云 ふの 

である。 「此の 二つの 場合に 於て 財 は 決して 惡 いもので ない。 寧ろ 貴い ものである、 「貴い もの を 適 

當に 使用せ よ」 と 云 ふので ある。 ィ H スは 多くの 人が 思 ふ 如くに 富を賤 しめ 給はなかった。 彼 は 人 は 

貧たら ざれば 天國に 入る 能 はすと は敎へ 給はなかった。 聖フラ ン シ ス の聖貧 主義 は 決して ィ H スの主 

義 ではなかった。 基督 敎が 他の 宗敎 と 異なる 點 はまた 此に 在った。 高遠 な る 大 慈善 が 基督 敎國に 起つ 

00000000 

たは 故な きに 非す である。 

〇 然し 乍ら ィ H スは富 を 至上 善と は 認め 給はなかった。 彼が 富める 一 靑 年に 敎へ給 ひし 例が 其 事 を 示 

i メ.' もの 

す。 r 汝の 所有 を寶 りて 貧者に 施すべし、 然 らば 天に 於て 財 あらん」 と 彼 は敎へ 給うた (馬 可 傳十章 

廿 一 節)。 叉 「汝等 貧者 は 福 ひなる 哉」 と 云 ひ、 「汝等 富者 は禍 ひなる 哉」 と 云 ひ 給へ るが 如き、 之 

に 由って 彼の 富に 關 する 御意 見 を 窺 ふ 事が 出来る (路加 俾六 章卄、 廿四節 )o  . 同じ 御意 見 を 路加 傅 十 

1 一章 十三 節 以下に 於け る、 財産 分配に つき 彼の 助言 を 求めし 人に 對し 彼が 敎へ 給へ る 一 百に 由て 知る こ 

とが 出来る。 

こゝろ  たんしん 

# 心して 貪 V を愼 めよ- 夫れ 人の 生命 は 所有の 豐 かなる に 因らざる 也。 

無智なる 者よ、 今夜 汝が靈 魂 取らる & こと 有るべし、 然 らば 汝の備 へし 物 は 誰が 有になる 乎。 

財の つまらなき 物た る こと 如此 し。 一生涯 を 蓄財の 爲に 費して、 無一物と なりて 逝く、 そして 其 財 は 


他人の 有と なると、 珍ら しき 事に 非す と雖 も、 其敎訓 を覺る 者の 龄きは 不思議で ある。 

OO00O0000O0O0O0O0OO0OOO0O0OO0OO0OOOO 

〇 永遠 的に 見て 價値 無き 財 も 使用法 如何に 由て 之 を價値 ある ものと 爲す 事が 出來 ると は、 亦ィ H スの 

敎へ給 ふ 所で ある。 其 事 を 明に 敎へ給 ひし は 路加 傳 十六窣 に 於け る 不義の 番頭の 譬話 である。 彼 番頭 

は 主人の 財 を 使用して 解雇の 後に 己が 身を處 する の途を 計った。 其 如く 信者 は此 f の 財 を 用ゐて 永遠 

ふ， ** ひ  OOOOOOOOOOOOOOOCOOO 

の 宅に 入る の 途を講 すべし との 事であった。 短く 言へば、 財 を 己れ の爲 に用ゐ すして 他人の 爲 に用ゐ 

OCOOOOOOOOOOOOOOOOOOO 

て 天國に 於いて 友人 を 作るべし と 云 ふので ある。 敎は 至って 簡 短であって、 簡 短なる 丈け それ 丈け 其 

意味が 深遠で ある。 地に 蓄 ふれば 地と 共に 銹び、 又竊 まれ 易き 此 せの 財 も、 天に 蓄 ふれば、 天と 共に 

銹 びす 又朽 すと 云 ふので ある。 財 は 全然 之 を 己が 爲に 用ゐ ざる 譯には 行かす と雖 も、 已が爲 に 用ゐし 

分 は 其 儘に て 效カを 失 ふ。 然れ ども 愛を以 つて 之 を 他人の 爲に 用ゐて 其效 ra^ は 永遠 に 失せす と 云 ふの 

である。 誠に 責ぃ 敎訓 である。 簡短 明瞭な りと 雖も 人が 滅多に 實行 せざる 敎訓 である。 然れ ども 實行 

せし 者 は 凡て 其の 大露理 なる を 知る。 ィ H スの此 忠告 を 納れて 財 を 用 ゐし者 は 凡て 彼に 感謝して 止ま 

ない。 

〇 最も 慧く財 を 用 ゐし人 は 誰で ある 乎。 之 を 自己と 自己の 子孫との 爲に蓄 へし 者で ある 乎。 r 然ら す」 

と 何人も 答へ ざる を 得ない。 我等 は 近頃の 財、 界大 動搖に 由り、 多くの 著る しき 實例を 示された。 身 を 

貧困に 起して 一 代の 富豪と 成り、 其 身 一 代 は 僅に 驕奢の 內に 終る を 得しと 雖も、 其 子 は 旣に無 一 物の 

境に 陷ゐ りし 者 を 目撃せ しめられた。 西鄉 隆盛 は 子孫の 爲に 美田 を 買 はすと 曰 ひしが、 其 反 對に原 

艾原、 山 叉 山の 美田 を 買 ひし 者が、 其 子の時 代に 於て、 之 を 全部 他人の 手に 渡さ る を 得ざる に 至り 

し實例 を 示された。 イエ スは斯 かる 者 を 「無智なる 者よ」 と稱び 給うた。 世人 全體が 彼等に 先見の明 
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ある を譽 めつ、 ありし 問に、 イエス は 彼等の 淺盧 無謀 を憐み 給うた。 之に 反し 財 を 他人の 爲に 用ゐて 

之 を 永遠 に 保存し た 例は掛 くない。 大阪の 富豪 岩 本 甘 术が當 時 •^c萬圓を巿 に寄附し て 公會堂 の 建築 を 計 

畫し、 未だ 竣工せ ざる 間に 自身 は 破産して 自殺 を 遂げた。 然るにき 堂 は 立派に 出来 上り 彼の 罪 は 忘れ 

られて 其 功 は 大阪市と 共に 存る。 彼が 若し 僅少の 生活費 を 除く の 外 は、 全部 之 を 他人の 爲に 供した な 

らば、 彼の 全 財産 は 保存せられ、 自身 は 自殺せ すして 濟ん だで あらう。 そして 世の 大 慈善家と 稱 せら 

る、人達は能く此理を解して最も1|11^/其財を用ゐた人達でぁる。 慈善家と 稱 して 特^の 善人で ない、 

O0OOOO00O0000OO0 

肘 を 最も 合理的に 用ゐた 人達で ある。 其點に 於て ジ ョ 1 'ジ • ピ ー ボデ ー や、 スチ， 'プ ゾ • ジラ ー ドは 

最も 慧ぃ實 業 家であった。 彼等 は 其 全 財産 を 他人に 與 へて、 財產 と共に 彼等の 靈魂を 永遠に 保^した。 

〇 富と 云 ひ 財産と 云 ひて 慈善 は 之 を 富者に 限る 事と 思 ふて はならない。 百 萬圓も 富で あれば 一 圓も富 

である。 そして 一 圆の金 も 之 を 自分の 爲に 用ゐれ ば、 それで 效カを 失 ひ、 他人の 爲に用 ゐれば 其效カ 

を 永遠に 保 # する。 此は祌 の 定めし 法則であって、 富の 大小に 由て 變ら ない。 力 ー ライルが 嘗て 貧困 

の 時代に 於て、 彼が 著述に 從事 しつ、 ありし 間に、 一人の 乞食の 彼の 窓 下に 立つ 者 ある を 見て、 筆 立 

の內に 仕舞 ひ 置きし 大事の 五十 錢 銀貨 を 與へ、 一一 目 ふべ からざる 快感 を覺 えたり とて、 後年 再び 斯 かる 

快感 を 得た しとて 歎げ いた 事が ある。 大 富豪が 百 萬 圓を與 へて 得し 愉快 を、 貧者 は 五十 錢を與 へて 得 

る 事が 出来る。 勿論 慈善 は考 へす してや たらに 爲 すべき 事で ない。 然れ ども 自己の 爲に 計る が 如くに 

他人の 爲に 計り、 能く 彼等の 爲 に用ゐ て、 我等 は 永遠の 滿足を 之に 由て 得る 事が 出来る。 慈善 を 義務 

000000000  00000  0OOO0-OOO0C0OO 

と 見る が 間違で ある。 義務に 非す、 最大の 快樂 上の 智慧で ある。. 六月 五日 


聖 書に 依る 一 致 

(九ガ 二十 三 n 礼 幌獨立 某 督敎會 に 於て かれた る 北海道 讀者會 に 於て 述 ベ し 所) 

九 年 振りで 札 幌に來 り、 舊き 友達と 面接して 信仰 を 語り、 本 口 は乂 永い 問 期待して ゐた讀 者 會に屮 I 

席して 皆様と 共に 語り合 ふ 事の 出来ました 事 を 深く 感謝 致します。 

世に 「筆 執る 者」 と r 讀む 者」 との 關係程 深い もの はない と 思 ひます。 筆 執る 者 は、 顏ゃ 口で たく 

て、 心 そのもので、 十 勝、 北 見、 天鹽の 山奥で も、 臺灣、 朝鮮、 或 ひ は 外國の 端まで も 訪問して 行き 

ます。 そして 其の 訪問 は、 何時間で も 話し合 ふ 事の 屮 I 來る 訪問で あり、 讀者 とた 二人 靜 かなる 室に 

あって、 彼の 魂に ィ H スの 福音 を傳 へる 事の 出来る 特別なる 訪問で あるので す。 著者に 與 へられた る 

此の 特權 は、 これ は特训 なる 祌の 御惠 みであって、 私はル^：樣の信仰を助け、 皆樣は 私に 聽き、 沟にそ 

の 親交 は 他者の 观見を ゆるさざる 深い ものである のです。 皆樣 はよ く 「バウ a は 云々」 と 中し ませう。 

W し 其の パゥロ は 何時頃の 人です か。 干 九 -rn 年 前の 人ではありません か。 然るに 彼程 私達に 親しい も 

の はなく、 彼程 私達と 毎日 語り合って くれる 者はありません。 バウ 口より 七 •rn 年 前の ィザャ の 心 は、 

私達の 心の 直ぐ 近くで 靈 のさ、 やき を傳へ て吳 れてゐ ます。 顏ゃ I 赏で なく、 靈と靈 との 交^が 最も 深 

ぃ交涉 であり、 著者と 讀 者の 關係も 亦 それで あらねば ならぬ と 信じます。 それ だから 地方の 讀者會 等 

より 招かれても 私 は 此の 醜い 顔 を 出 さない のです。 
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『聖書 之 研究』 程 日本に 於て 不思議な 立場 を 保持す る 雑誌 はない と 思 ひます。 創刊 以來 二十 七 年間 

他より  一 II の 補助 を も 受けません。 創刊 當時 『萬 朝 報』 にた 三 ー囘 …… それ も 親しき 關係 上向 ふから 

す、 めら れて …… 廣吿 せし 以外、 絕對に 雜士： i の 廣吿を 致した 事が ありません。 其れに も 係らす 今 曰 ま 

で 永 辏し來 り、 運動 もせぬ のに 毎年 二十 部 五十部と 確 實に讀 者が 增 えて 行って、 今では 四千 三百 部 印 

刷せ しもの が 皆寶り 切れる とい ふ狀 態です。 宗敎雜 誌の 様な 固い もので 三千 部 以上 出る もの は いと 

曾 はれて ゐる 現在に 於いて、 此の 事は殆 んど考 へられぬ 所で あると 思 ひます。 のみなら す 著者と 讀者 

との 親密 も 無類であって、 たや、 一片の 通知に より、 同じ 喜び を 抱いて 此の 通り 澤 山の 讀 者が 集って 下 

さるので す。 集まる 人 は樣々 です。 所 屬敎會 にも 區刖 があります。 日 基、 組合、 メソヂ スト 等。 然し 

此の 『聖書 之 研究』 讀者會 の 席に 於いて は、 會員は 敎派を 超えて 一 つ 心に て 集合せられ ます。 敎 派の 

1^ 刖 はもう 此處 ではない のです。 朝鮮で は 現在 も 毎月 讀者會 を 開いて ゐる 相です が、 メソヂ スト、 ホ 

1 リネス、 日 基 敎會、 無 敎會の 人達が 一室に 會し、 與 湧き 來る時 は 深更に 至る まで も 研究し 合 ふとの 

事であります。 現今 キリスト 敎界に 「敎派 一 致」 とい ふ 事が 一 つの 議題と なって 居ります。 併し 論よ 

-り 證據、 敎派 一致が 此處に 立派に 寶 現せられ てゐ るではありません か。 今 札 幌の諸 敎會が 合議の 上、 

形に 於いて 一 致して みた 所で 心の 一 致が 見られなければ 其れ は 何の 意味 を も 持ちますまい。 敎派 一 致 

は 研究 誌 の讀者 間に 於いて 見る 特別なる 事實 であって、 實に 不思議な 御惠 みで あると 言 はねば なり ま 

せん。 

只今 淺見 君の 御 挨拶の 中に 「先生が く」 或 ひ は 「大 に 働いて」 等い ふ 首 葉が ありまし たが、 それ 

はいけ ません。 私が 中心に なって ゐ ると 考 へたら 間違 ひです よ。 諸君が 此の 私に 引きつ けられて 『聖 


書 之 研究』 を讀 み、 信仰 を 起された ので は 決してな いのです。 若し 此の 雑誌が 政治 を 論じて ゐる もの 

であると したら、 こんなに 永く 諸君 を 引きつけ て ゐる事 は 出来まい と 思 ひます。 確かに 何者かが 諸君 
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を 引きつけ て 離さぬ 故で なければ なりません。 其れ は 聚靈の 御 働きです。 そして 又 それ は實に 聖書 自 

身の 働きで あるので す。 私 は 『聖書 之 研究』 誌上に 於いて 聖書 を 其の 俊に 明かに 說 きました。 其の 聖 

書 自身の 力が 諸君 を ひきつけて ゐ るので す。 2： 村が ではない、 書が です。 此の 點 をお 互が 深く E わ ひ 

見ねば なるまい と 思 ひます。 私が 信仰 を棄 てて 政治、 哲學、 神 學を說 くので したら、 侗人內 村の 力が 

多少 は 諸君 を 引く 事で せう。 併し 諸君 は 纏て 私 を 離れます。 こんなに 永く は 到底 引きつけ て おられ ま 

せん 0 聖書です。 神の 御言 葉です。 それが 諸君 を 引きつけ て 離さぬ のです。 

舊約 聖書の 尼 希 米：： Gi 記 第 八 章 を 開いて ごらんなさい。 私 は 皆様と 一 緖 に讀ん でみ ませう (先生の 說 

明 を聽き 乍ら 一 同讀 む)。 此の 記事 は 聖書 を 理解す る 上より 極めて 重要な 記事です。 嘗 つて 柏木で も 

講演 致し ましたし、 『聖書 之 研究』 誌上に も揭載 致しました 故 御 承知の 方 も ありませ う。 H ズラは 名 

高い 聖書 學 者であって バ ビロンより H ルサ レム の 地に 還り 来りし 時、 聖書の 原稿 を もって 來 ました。 

そして 公衆 に その 聖書 を讀み 聞かせし 時 の 記事が これな の です。 如何に 壯嚴な も のであった かが 手に 

取る 様に わかる ではありません か。 これ 以後 イスラエルの 民が 神に 仕へ る 方法が ー變 致しました。 H 

ズラが 聖書 を イスラ H ルの 民に 讀み 聞かせし 以前 は、 宮を 通して 祌へ 近づき ましたが、 此 事あって 以 

來、 人々 は 聖書 を 通し 御言 葉 を 通して 神様に 近づく 樣 になり ました。 聖書 中心の 信仰と なった のです。 

そして 此事 は、 信仰 上、 禮拜上沟に重要な一?^-なのです。 ル ー テル や カル、 ヴ インが 叫んだ 宗敎 改革 は 党 

竞、 祌の敎 を 中心とせよ、 卽ち 聖書 屮 心の 信仰に 歸れ との 叫びに すぎません。 革命 あっての 聖書で な 
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くて、 聖書 あっての 革命な のです。 中世 以来の 儀式 中心の 禮拜は 此處に 一新せられ たかの 觀を呈 しま 

した。 

聖書 一 冊、 そして 此れに よれる 禮拜、 淘に單 純であります。 然り餘 りに 單 純であります。 し 鬼 角 

人 は 複雜を 好みます。 其處で 音樂の 必要 を 感じました 。いろいろの 儀式が 探 用せられ ました。 纏て 义 

ル ー テル 以前の 儀式 中心の 禮拜 に逆歸 する の狀 態を呈 して 来ました。 昔-一 ュ ー イングランド (新 英洲) 

の 地に 信仰の 自由と 獨立を 希って 渡って 來たピ ユリ タンの 人達 は、 聖書 を讀み 且つ 祈る 事 を 唯一 の禮 

拜と 致しました。 それが 前記の 如き 過程 を經 て、 今日 見る が 如き 米 國の敎 N 煮と なりました。 蠟燭の 光 

1」 會堂內 の 神秘 さを增 す、 音 樂の響 は 人を靈 妙の 境に つれて 行く … … 等 かう した 要求が あの 單 純な ピ 

ュ リ タン 式の 禮拜 をして ソ モ ン の 昔に も 比すべき もの へと 歸ら せて しまった のです。 「新舊 一 致せ 

よ」 恁 うした 聲 が米國 到る 處に 聞え ます。 否な むしろ 「悔い改めて カトリックに 還れ」 とい ふ 聲の方 

が强く 叫ばれて ゐる 有様です。 此の 聖- 書屮 心の 單 純なる 信仰に よく/ \ 人 は 安住 出来ぬ ものと 思 はれ 

ます。 

聖書が 日本人の 問に 於いて 稍々 廣く讀 まれる 樣 になった の は 明治 三十 年 以後で あると 思 ひます。 人 

人 は、 此の 書に よって 始めて 救 はれる、 信仰的 生涯 は 此れに よって 充 たされる と考 へました。 そして 

盛んに 聖書の 研究に 關 する 文 獻を 求めました。 私が 『聖書 之 研究』 を 發刊し 出した の は 丁度 その 少し 

以前であった のです。 商賣上 か ら 言 ふ と 需要 と 供給との 關 係が 順調に 行って 所謂う まく 當て たとい ふ 

事に なりました。 考 へます ると 皆 神様の 御 計畫の 中に あった 事な のです。 私が かう した 雜誌を 刊行し 

ようと 考へ 出した の は 今より 四十 年 以前、 卽ち 北米 ァ マストに 在って 一人 バ イブ ルを讀 んでゐ た 時の 


頃から なのです。 現在 『聖書 之 研究』 を 最も 熱心に 讀 んでゐ るの は、 九州の 或る 地方 だ 相です〕 研究 

誌が 着く と 一 冊の 本 を 三十 人 も K 十 人 もが 讀み廻 はし、 巾に はこれ を 中心とせる 禮拜を 何年 も 前から 

繼 緩して やって ゐ ると いふ 處 さへ ある 相です。 先程 五ノ澤 の巿川 君が 御出でにな つてのお 訪に、 同地 

に 於いても 此の 研究 誌屮 心の 集りが 十數 年の 久しき にわた つて 保 たれて ゐ ると いふ 事です。 これ 等 は 

實に エズラ、 ネ へ ミヤの 昔に 於いて 行 はれし 曰 中心の 信仰と 類 を 同じう する ものであって、 決して 

ちと 

私の 始めし ものではありません。 プロテスタント 敎の與 りし 因 は此處 にある のです。 諸！^J;は此の點を 

熟考せ ねばならな いと 思 ひます。 此の 聖書 中心の 集り は 皆の 人が 心 を 一 にして 行 ひ 得る 祌樣の 御 命じ 

に なられた 最も 尊い 方法で あると 私 は 信じます。 

近頃 私 は ユダヤ人に 關 する 或る 書を讀 みました。 御 承知の 通り ユダヤ人 は 千 五 百 萬の 大人 = を 有し 

乍ら 一 寸の 土地 さへ 領有して ゐぬ 蘭：^ です。 併し 國土を 有して はゐ ませぬ が 世界 は 此の ユダヤ：；^ 族 を 

一！ I- の圃民 として 認容して Si5 ります。 一寸の 土地 さへ 有せざる が 故に、 英 人となり 獨 人となり 米 人と 

なり、 世界 各 園の 人と なって 各地に 散在し つ、、 しかも 尙ほ ユダヤ人 としての 結合と 統一 を 保って ゐ 

る その 原因 を 何處に 求むべき であり ませう か。 それ はまこと に 制度に あらす、 物的 結合に あらす、 彼 

等の 有する バイブルに 在る ので あると、 此の 書 は 結んで 居りました。 イスラエルの 國は實 に 一 卷のバ 

ィ ブルに あるので す。 彼等 は どんな 迫害に も 屈しません。 宗派 を 超越して 生きて 行きます。 國は違 ふ 

が 何の 画に あっても 相當の 成功 をして ゐ ます。 そして ァ ブラ ハ ム の 子孫で ある 事を强 く自覺 して 聖書 

の 中に あらゆる 歸趨を 求めて 行きます。 考 へて みます ると 實際今 は クリスチャン がー つに なって 祌樣 

のために 立たねば ならぬ 秋であります。 然 らば 何が クリスチャンの 一致 團結 を招來 致し ませう〕 「各 

昭和 二 年  八 七 七 


講演  八 七 < 

敎 派の 一致 點を 探求し、 これ を 綜合して 云々」 等い ふ敎會 政治家 も 居ります が、 こんな ことで 出来よ 
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うと も 信ぜられません。 ユダヤ人の 如く バイブル によって 和合 一致す るので す。 これが 最も 舊ぃ * そ 

して 最も 新しい 唯一 の 和合 一致 法な のです。 皆様 は どの 敎會 に屬 する もよ ろしい、 併し その上に 尙ほ 

一 つ、 「聖書の 上に 立てる 敎會」 を 持 たれよ。 「あなたの 國は、 敎會 は？」 と 問 はれて、 「私の 國は 

敎會 は、 それ は バイブルです」 と卽 答出來 得る 様に かたき 信仰 を 持た れん 事 を 私 は 切望 致します。 

聖書 をお 讀 みなさい。 聖書 を讀む 家庭に 信仰 は 溢れます。 日本 全國、 世界 全土が 聖書に よりて 統一 

せられる 事 を 我等 は 希 願と せねば なりません。 乏しい 乍ら 『聖書 之 研究』 は 三十 餘 年間 此の 仕事の た 

めに 働き 糗 けて 来たので あります。 

私 は 初め 『聖書 之 研究』 の 編輯 だけ を やって 居り ましたが、 九 年 前札幌 より 歸 ると 間もなく、 東京 

基督 敎靑 年會 館で 聖書 講演 を 始めました。 所が 途に、 皆様 も 御 承知の 通り 斷りを 貪 ひました。 今でも 

その 理由 はわから ない のです が 其のた め 大手 町 日本 衞生會 館で 講演 を 綾け ました。 其處は 大正 十一 一年 

の 大震災で 壞れ てし まひました ので、 其 後 は 柏木に 於いて 繼鑌し 現在に 到って 居ります。 併し 柏木 は 

狹 くて とても 入り切れす 午前 午後の ニ囘に 分けて やって ゐる 有様な ので、 此の 十月より 明治神宮 外苑 

內の 日本 青年 館で やる 事に 致しました。 考 へて みると 私達が 始めて 聖書の 研究 を やり 出した の は 未だ 

二十歳 前後の 青年時代であった のです。 只今で も 残って ゐる南 二 條西六 丁目の 北側、 角から 二 軒 目の 

ベ ンキ 塗りの 家… 今 は 建具屋が 入って ゐる 家… あれが 當 時の 私達の 說敎 場であった のです。 未だ 青年 

の 私 等 は あの 家で 眞劍に 熱心に 聖書の 研究 を やりました。 腰掛が ra 脚、 窒の眞 中に 爐が あり、 約 ニト 

人位より 集まらぬ 小 集會、 吹雪の 夜 等 は 家の 者 だけと いふ 有様でした。 此の 四十 六 年 前 を囘顧 致し ま 


すと 全く 感慨に 堪 へぬ ものが あります。 此の 小さな 說敎 場に 於いて 聖書 を說 いた 當 時の 私の 「聖書 を 

說 かう」 とい ふ 希 願 は 四十 六 年 問 持ち 續 けられて、 人が 何の 彼のと 霄ふ とも、 鬼に も 角に も 東京の 眞 

中に 於いて、 バイブル を說 くの 現在に 到りました。 ミッション 等から ー錢の 補助 を も 受けす、 澤 山の 

敵に 攻撃せられ 乍ら 日本の 爲 めに、 福音の 爲 めに 误を 流して 戰 ひつ、、 青年時代の 夢 を 今 曰まで 持ち 

綾け て來 ました。 これ 祌樣の 御 力に 依らす して 何が よくこれ を 支持して くれ ませう。 

「聖書の 勝利 疑な し」 私 はこれ を 明言 致し 度い。 あなた 方 は 聖書 を 信じなさい。 あなた 方の 全部 を 

聖書の 中に 見出しなさい。 聖書に 據 つて 生きて 行く ものに 恐ろしい 者はありません。 松 村 松 年 博士が 

何と 一一 一一 11 はう とも 其ん な 本が 何百 萬 冊 あらう とも 少しも 恐ろしくありません。 つまらぬ 學 者の 攻擊 など 

山に 鐵鎚 を當 てるよりも 尙ほ 愚かな ことであります。 世の あらゆる 敎 會が廢 つても 此の 「聖書に よれ 

る 敎會」 のみ は 永久に 廢 りません。 皆様、 かたく 聖書に よってお 立ちなさい。 ユダヤ人が 聖書 を國と 

なす やうに 私共 は 聖書 を敎 會と爲 さう と 思 ひます。 私共 は 聖書に 在りて 一 致團 結す る 事が 出来ます。 

(古 E 謙 二  ijf 記) 


ボ— イス • ビ— . アム ビシ ヤス 

•Boys  .bo  Amhitkms 

筆記者 白す。 九月 二十 七 m  (火) 午後 二 時半より 內村鑑 三 先生 は 母校 北海道 大學 中央 講堂に 於て r ボ— ィ 
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ス • ビ. I  . アム ビシ ヤス」 の题 下にて 一 時間 牛に 涉る 講演 をせられ * 堂 を^して 餘リ ある 全校 二 千の 聽 衆に 

向って 先生 IS 特の 親み ある 熱 辯で 類の な ぃ激勵 のお 言葉 を與 へられ * この 大多数の 敎授學 生の 會衆は 怜も水 

を 打ちた る 如く 静肅 そのもの で喊 一 つす る ものな く 一  同 を 深 靈感 させられ、 非常の 反響 を 喚起せられ た。 

只今 總長佐 藤 先生から 御 丁寧な 御 紹介の 辭を 戴き ましたが、 先生の 御言 葉の 中に 大切な 言葉が 一 つ 

拔 けて ゐる。 それ は 私 は 農學士 內村鑑 三で あるとの 事であって、 私が 此處に 立つ のは懷 かしい 母校に 

歸 つて 諸 先生 竝に 多くの 後輩 諸君と 顏を 合せる のであって、 特^に 有難く 思 ふ 次第で ある。 

私 は 此の 題 を揭げ ましたが、 私 は ウィリアム •  H ス. クラ ー ク 先生が 五十 年 前 此校を 去る に 臨んで、 

島 松の 原頭に 馬上 一 鞭 あてて、 あとに 從ふ學 生 一 同に 向つ て 叫ばれた 「ボ ー イス • ビ ー • アム ビシャ 

ス」 とい ふ 簡單な 言葉 を 如何なる 意義に よって 殘 され たかを 考へ て 見たい。 

此首は 果して クラ ー ク 先生の 創始の 一 百で あつたか を 調べた 所、 是は 決して さう ではない と 思 ふ。 併 

しそれ である からと 云って 先生の オリ ジナ リチ ー を 失 はない ので ある。 

キリ ストの 聖言 でも 其總 てが 決して キリス トの獨 創の 一一 一一 n 葉で はなく、 其 多く は 之 を 古 來の豫 言 者の 

一一 一一 n の 中に 見出す ことが 出來 るので あって、 斯く云 ふこと は 決して キリストから 彼の オリ ヂナ リチ， I を 

奪 ふこと にならない。 キリストの 貴い 所以 は 古い 一一 百 葉の 精神 を 自家 藥籠 中の ものと なし、 之に 新しき 

生命 を與 へて 發 表した 點に 在る ので ある。 嚴密 なる 意味に 於ての オリ ヂナ リチ ー とい ふこと は 古今 あ 

る ことで はなく、 日の 下に は 新しき 者 あらざる なりで ある。 

「ボ ー イス. ビ ー . アム ビシ ヤス」 の 精 祌は當 時の 一一 ュ ー イング ラ ンドの 文獻を 調べ て 見れば 旣に 

各 州に 發 表されて あった こと は 疑の ない 事實 であって、 クラ ー ク 先生が 此の 一一 一一 n を發 せらる、 に 至った 


經 路を考 へる に 先生の 生國卽 ち-一 ュ ー イングランドに はこの 精神が 充ち滿 ちて ゐて、 その 精神的 環境 

の 中から ブライアント、 トロ， I、  H マ ー スンの 如き 偉人 を 生み、 又 先生 を 生んだ ので ある。 

その- ュ ー イングランドの ピュ ー リ タンの 意氣が 先生 を 透して 此言 葉と なった のであって、 此の 簡 

單な 一一 目 葉の 背後に 全 一一 ュ ー イングランド 在る を考 へる 時に、 „；；^ れ實に 意味 深い 一一 一一 c 葉と なる ので ある。 

ooooooooooooooooooooooooooooooooooooonooooooo 

札幌の 今日 ある を 得た の は クラ ー ク 先生 を 通して 一一 ュ ー ィ ングラ ン ドの氣 風が 大いに 貨 獻 した 所 ある 

0  0  0  ooooooooooooooo 

を 思 ふとき に 札幌は 一 貴い ものになる。 

先づ 「ボ ー ィ」 と は 何 を 指す ので あるか、 此の 一一 K 葉の 意味 を 研究して みたい。 普通 ボ ー ィと 云へば 

二十 五 歳 以下の 靑 少年 を 指す ので あるが、 此處に 云 ふ 「ボ ー ィ」 は 決して 是に 限らない と 思 ふ。 「ボ 

1 ィ」 と は實に 「アム ピション を 有する 人」 の 謂で、 前途の 希望に 邁進して ゐる者 は 年 は-; ハ十を 超え 

ても尙 「ボ ー ィ」 である。 二十歳 前後の 人々 のみ を 目指して 先生が r ボ ー ィ」 と 謂 はれた ので はない 

と 思 ふ。 私自身 は 未だ アム ピショ ンを 持って ゐ るから 自分が 「ボ ー,v」 である こと を 確信して ゐる。 

人が r ボ ー ィ」 であるか、 「マン」 であるか * 「ォ ー ルド マン」 であるか は 其 人の 心 持に よって 決ま 

る ものであって、 私 は 今年 六十 七 歳、 宮部 先生 は 六十 八 歳、 佐 藤 總長は 吾々 より 遙に 上で 七十 二 歳で 

あると 聞いて ゐ るが、 諸君から 見れば 老人の 老人で、 もう 引退して もい、 頃 だと 思 ふだら うが、 吾々 

自身 は 未だ 是 からする 仕事の， 澤山 ある 「ボ ー ィ」 だと 思うて ゐる。 斯く云 ふ は 何も 私が 禱ぃ 友達 を 辯 

護し て 彼等.^ 此の 學校 に 永く 置 いて やって 下さい と 諸君 に お頼みす る譯 ではない。 (大笑) 

次に アム ビシ ヤス 又は アム ビシ ヨンに 就て 考 へて 見たい。 日本語に 譯 せばま あ 「野心」 であらう。 

「野心」 と 謂うて 太閤 秀吉ゃ ナポレオンの 様な 軍略 的 叉 は 政治的な 野心 を考 へさせられ るから、 r 大 
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？ ill と 云うた 方が 良い と 思 ふが、 解り 易く 中せば， 將來 自分が 成し遂げて やらう とする 仕事 をし つか 

り 決める 精 祌を云 ふので ある。 

夫れ に 就て 今 思 ひ 出す の は、 H マ ー ソン の 一一 百 葉に " Hitch  yonr  wheels  to  the  star  " (汝の 車 を 星 

につ なげ) と 謂 ふの が あるが、 これ は 「望 を 高く 抱け」 と 謂 ふこと で、 クラ ー ク 先生が 「ボ， 'イス • 

ビ ー • アム ビシ ヤス」 と平易に云ぅた事を詩的に云ひ表はしたのでぁって全く同精祌に3^でてゐる。 

高い アム ピション を 持つ の は 低い アム ビ シ ョ ン を 持つ より 遙に 善き 事で ある。 或 人の 云うた 如くに 

「失敗 は 罪で はない、 目的の 低い のが 罪で ある」。 高い 目的 を 持つ ことが 人生 を 最も 有意義に 用 ふる 

所以で ある リ 

私 は 五十 年 前の 丁度 九月 札 幌農學 校に 入る 爲に小 樽に 上陸して 陸路 馬で 来たので あった。 今日 私の 

in 心 子が 此大學 に 御世話になる やうに なった の も 實に奇 ぎな 緣で 感謝に 堪 へない。 私 は 息子 を 札 幌に送 

るに 當り札 幌をー 北海道の 都と 考へ すして、 北 日本の 都、 更に 世界の 都と 迄 行かな くと も少 くと もバ 

イカ ル湖 以東の 東方 亞細亞 の 都 位に は考 へて 欲しい と 云うた ことで ある。 

先年 熊 本の リッデル 女史が 私に 向って 「內 村さん、 日本 はこれ でも 文明 画と 謂 はれます か」 と 云 は 

れた。 彼女の 語られた 所に 依れば、 英國 では 昨年 全 圃に七 人の， 掘 病ま 者が あると いうて 問題に なって 

ゐ るのに、 日本に は 未だ 二十 萬 人 も 癩病 忠 者が あり. 隔離 も 治療 も 行き 屈 かす、 到る 處 自ら 苦しみ 他 

人に 不快な 思 を させて ゐ る有樣 である。 英國の 如き 今年 は 僅々 四 人に 減じた と 云 ふ、 この 日本の 狀態 

で 以て 文明 國 であると 云 ひ 得ます かと、 この 霄 葉に は 如何と も 辯 解の 餘 地がなかった ので ある。 諸君、 

濟々 たる 多士を 輩出して ゐる此 北大 醫學 部の 中に 誰か この レプラ を 全治せ しむる とい ふ 先人 未踏の 境 


地 を 開拓す るの アム ビ シ ョ ンを 持つ 人 はなき や。 是れ 諸界の 持ち 得る アム ピションの 一 例で ある。 

難い かも 知れない。 生涯 を 獻げて 成功し ないか も 知れない。 併し乍ら 「失敗 は 罪で はない」。 あと 

から 來る 人々 の 成功の 道案內 たる ことが 出来れば、 それ 實に 尊い ことで ある。 「汝の 車 を 星に つなげ」 

である。 ， 

今年 日本 を 訪れた 北極 探險の 成功者 那 威人 アム ンゼン は洵に 幸運 兒で、 彼 は 南極 探險に 成功して 居 

り、 彼に 次いで 英 人の スコット も 南極 を 究めた が、 彼等に 先山 斗って 南極 探險を 企てた シャ クルトン は 

洵に氣 の 毒な 人であった。 南緯 八十 八 度 一 一十三 分と いふ 南極 近くまで 接近しながら 如何にしても 其の 

先へ 入る ことが 出来す、 二度 試みて 二度と も 失敗した ので ある。 遂に 目的に 成功し ないで 死ぬ るに 際 

し、 家族に 遣 一一 一一 n して 自分の 骨 は 今後 南極 探險を 企てる 人々 の 通路に 當る 箇所に 葬って 吳れと 云うた。 

そ の 遣 志に 依って 彼の 遣 骸はサ ウス ，ジョ ー ジャ 島に 葬られた。 實に彼 は 自ら は 成功し なかった けれ 

ども 後進の 途 しるべと なる 事に：^ ん じたので ある。 事實彼 の 採險の 經驗は 後の 成功者 の 贵重 な 參考と 

なった のであった" 此の 精神で アム ビ シ ョ ンを 持つ ことで ある。 

農學 科の 諸君 も アム ビ シ ョ ンを 有つ ことが 出来る。 日本に は 農耕 地が 缺 乏した との 訴を 聞く とき、 

北海道 樺 太 はま だく 開拓の 餘地を 見出す ので はない か？ 遙 かに 海を距 てた 沿海州に は 無限の 良 水田 

地 を 開く 可能性が あるので ある。 よしやって 見ようと 云 ふ 是れ亦 立派な ァ ム ピション である。 

夫れ なら 貴下 はどうで あるかと 諸君 は 云 はれる かも 知れない。 我々 は 自分の 車 を 夫々 種々 な 星に つ 

ないで どうにか かう にか 或處 まで、 若い 時に 抱いた アム ピショ ンを 成し遂げて 來て 居る こと を 諸君に 

御 話しす る 事が 出来る。 
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^づ 第一 に 住藤總 長で ある。 今 n この 札幌に 於て 廣大な 大學の 組織が 完備に 近づいて 来たの は 偏に 

總： 錄 閣下の 努力の 賜で ある。 ドクトル 佐 藤 は 今曰尙 「アム ビシ ヤス .ボー ィ」 であって 彼の 車 を 紫い 

だ 星に ます- f\ 近づかん として 居られる。 

宮都 先生と 私と は 同窓 同室の 最も 親しい 友人であって、 嘗て 一 度 も 喧嘩した ことのない 君子で ある 

が、 世界 植物 學 者と 伍して 遜色の ない 立派な 方で ある 事 は 諸君 旣に 熟知の ことで ある。 Dr  Miyabe 

.h に tclleo-  h.is  wheel  to  the  botanical tar である。 

南 先生 は我國 農學界 の 權威 者に し て 其 恩人な る こ と は 何人も 異論な い 所 で あって、 尊敬す ベ き 多く 

の 弟子 を 國の內 外に 持つ. て 居らる &。 

新 渡 一 尸 稻造君 は學校 時代より 何か爲 すだら うと 期待され たもので あるが、 ジネ ー ブで國 際 聯盟の 理 

事 長の 仕事 をつ とめられ、 各國 人の 中に 伍しながら 令名 を 博せられ た。 ドクトル 新 渡 戶も亦 彼の 車 を 

善い 星に つないだ ので ある。 

南 日本に 於て 敎 育に 從 事し 立派な 仕事 を やった 私の 尊敬す る 友人 岩： t 行 親 君の 如き 皆々 最も 良き 星 

に 彼の 車 をつな いだので ある。  . 

借 不肖 私が 私の 生涯の 車 をつな いだ 星 は實は 二つあった。 其の 一 は 魚類 學 であって 私は學 校で は 水 

產に 趣味 を 持ち、 卒業論文に は Fishery  as  Science を 書いた ので ある。 魚類 學に 次いで 私 は 漁撈 學 

を學ん だ。 之 を 今日 迄持績 して 居ったならば 或は 當大學 の 水 產學の 11 座を受 持つ やうに なって 居った 

かも 知れない。 所が 幸か不幸か 私 はもう 一 つ 他の 星に 私の 車 をつな いで 居った のであって、 その 星と 

は キリスト 敎を純 日本人の ものと なレ、 是を 以て 日本 を 救ひ且 世界に 於け る 日本 國の 使命 を果 さしめ 


ん とする アム ピションであった。 そして 此方が とう/, \ 本物に なって 了った、 八：' n になって 見る と 私 

も 亦 自分の 若い 時に 抱いた 理想 を どうにか かう にか 實現 する ことが 出來 たと 諸君に 申 上げる ことが 出 

來 るので ある。 私の 書いた 『余 は 如何にして 某督 信徒と なりし 乎』 とい ふ 英文の 少 さな 書物 は獨 逸、 

フィンランド、 スゥェ ー デン、 ヂ ンマ ー ク 等の 國語に 譯 され、 今でも 盛んに 讀 まれて ゐ ると 云 ふ 次第 

である。 

亦 昨年 私が ピ S  Jalgl  Christian  Intelligencer を發 行して、 曰 本の 基督 敎、 殊に 曰 本 そのもの を 

世界に 向って 紹介し、 我々 の 立場 を廣く 識者の 間に 問うた 際に 先頃 亡くなられた 獨 逸の 老大哲 學者ル 

1 ドルフ • ォィケ ン博士の如き早速深厚の同情を^！^-して下さったのでぁった。 

私共 の 永年 唱へ來 つ た 事柄 は 今や 世界の 趨勢と なり つ.^ あるので あって、 多くの 人々 が 私共に 贊成 

0000  0000000000000000000 

し 共鳴して キリ ス ト敎 はほんと に 日本人の ものに なりつ k ある。 是れ 五十 年 前の 日 木に は 想像す る だ 

に 無謀と 思 はれた 所の ものであって、 私 も 自分の 車 を つなぐべき 星 を 大いに あてた と 云 ふべき であら 

う。 この 十月 か ら 東京 明治神宮 外苑 日 本 青年 館 に 於て 連辏の 聖書の 講演 を 毎日 曜日に 開く ことにな つ 

てゐ る。 中々 隱居 どころ ではなくて、 益々 私の 靑年 時代に 抱いた ァ ム ピション に 向って 前進して 行く 

ので ある。 

諸君よ、 諸君 も 亦 今の 時代に 諸君の 車 を 星に つなぐべき である。 今此 講堂の 前に 胸像と なって 居ら 

る k クラ ー ク 先生が 假に 私の 姿と して 此 壇上に 諸君に 向って 立って 居る として、 私 は 先生に 代っても 

う 一度 諸君に 向って 叫ぶ …… ホイス、 ビ，、 アム ビシ ヤス！ (梅 木舞 筆記) 

內村生 曰 ふ。 自分の 爲 した 演說 は、 之よりも モ ー 少し 强ぃ、 元氣 ある 演說 であった と 思 ふ。 然し 筆 
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記者と して 梅 木 君が 爲 して 吴れた 以上の 忠實 なる 筆記 を 何人も 爲す こと は 出来たい と 信 f.: る。 君の 

厚意に 對し 謝する の 言葉がない C 實に此 演說は 自分が 爲 した 最も 會 心の 演說 であった。 自分の 母校 

の 先輩、 同輩 後擎に 向って 爲 したので あれば、 家人に 語る が 如くに 思 はれ、 思 ふ 存分に 自分の 意見 

を陳 ぶる 事が 出来た。 自分に 此 好き 機 會を與 へ て 下さった 舊き 同窓の 友なる 總長 閣下 佐 藤昌介 君に 

封し 深厚の 感謝 を 捧げざる を 得ない。 自分に 取り 自分の 母校と 稱 すべき 者 は 唯一 っ舊札 幌農學 校が 

あるの みで ある。 それが 成長して 今日の 北大と 成った のであって、 五十 年 を經て 我が 舊 家に 歸 つて 

來て、 萬感 胸に 迫り 来りし は 止む を 得なかった。 


誘惑と 失敗 


ヤコ ブ書 一 章 十一 丁 十六 節 

〇 試 誘 は 人生の 附物 である。 試 誘の 無い 人生と て はない。 主ィ H スに 有った、 我等 各自に 有る。 試 誘 

は 意志の 選拷の 試みで ある。 より 高き 物と より 低き 椒、 肉と 靈、 來 世と 現世、 神と 此せ、 キリストと 

サタン、 孰れ も 明 ，2 なる 對照 物であって、 人と 云 ふ 人、 信者と 云 ふ 信者 は、 ぎ 時 か 一度 は、 然り 幾度 

も、 二者 孰れ を 選ぶ 乎と 試みら る k ので ある。 そして 上なる 物 を 選びし 時に 上り、 下なる 物 を 選びし 

時に 下る。 人生の 成功と 失敗 は 此選擇 如何に 由て 定まる。 如斯 くに 見て 人生 は 試 誘の 連續 である。 人 


生是 れ試驗 である。 及第 か 落第 か。 試驗 地獄 は 之 を 人， 生 其 物に 於て 見る ので ある。 

〇 使徒 ヤコ ブは曰 ふ 「忍びて 試 誘を受 くる 者 は 福 也」 と。 .「 試 誘に 耐 ゆる 者 は 福な り」 と讀む 方が 意- 

味が 明  C  である。  福 ひ 者 は 試 誘に 會 はざる 者で ない、. 或は 又 之 を 避く る 者で はない、 之に きふて 耐ゅ 

る 者で ある。 敵に 會 ふて 之に 勝つ 者で ある。 何故かと まふに 「そ は 試 誘 を經て 善しと せらる k 時 は 生 

命の 力 得べ ければ 也」 と ある。 冕 は 勝利の 褒美と して 與 へらる と 云 ふ。 凡ての 試驗に 及第して 人生 

卒業の 證書を 賜 はると 云 ふ。 そして 此事は 人生の 事實 である。 天國に 於て 最後に 戴く 冕 は 未だ 知らす 

ニゝ ろみ 

と雖 も、 生命の 冕 は 我等が 此 せに 於て 試 誘に 耐 ゆるた び 毎に 我等に 與 へらる。 神に 善しと せらる V 事、 

其 事 だけが 旣に大 なる i 賞で ある。 そして 之に 加へ て 生命の 新たなる 供給に 與 かる、 更に 新たなる 試 

誘に 勝つ の カを與 へらる。 此の 試 誘の 世に 於て 我等 は 試 誘に 勝ちつ V 天に 向って 昇る ので ある。 

〇 斯 くして 試 誘 其 物 は惡ぃ 者で あるが、 善き 用 を爲す 者で ある。 我等 は 試 誘 を 足の 下に 踏へ つ-段々 

と 高く せらる k ので ある。 使徒 ヤコ ブが此 所で 首 ひしと 同じ 事 を 使徒べ テロ は 曰うた (べテ B 前書 一 

章 七 節) 

汝 等の 信仰 を 試みら るる は ® る 金の 火に 試みら る、 よりも 貴く して、 汝等ィ H ス キリス トの顯 は 

れ給 はん 時に 稱 讚と 尊貴と 榮を 得る に 至らん。 ■ 

と。 神の 生命 は 敎會に 出席し、 其 儀式に 與り、 敎を 聞いた 丈け で 得らる- -者 でない。 試 誘に 勝って 其 

報 賞と して 賜 はる ものである。 信者に 日に日に 臨む 試 誘 は 向上 顯榮 の機會 である。 彼 は 克く之 を 利用 

して、 祌に 近づき、 己が 救を完 うすべき である。 .，. 

〇 人 は 何故に 誘 はる、 ので ある 乎。 勿論 神が 彼 を 誘 ふので はない。 祌は惡 に 誘 はれす、 故に 人 を 誘 ひ. 
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給 はない。 恰も 正直の 人 は 人 を 欺かす、 又 欺き 得ない と 同じで ある。 人 を 誘 ふ 者は惡 魔で ある。 そし- 

A 厶  <1<ュ<3 厶厶厶  <" 厶 △<"△△△ 厶  <"厶<1 厶厶 △ 

て 人が 惡 魔に 誘 はる i は 其 人に 愁が あるから である。 人に 慾な くして 惡 魔の 誘惑 は 失敗に 終る。 故に 

言 ふ 「慾 孕みて 罪 を 生し」 と。 「罪 を 宿す」 と 云 はん 乎。 慾 は娃婦 であ"、 悪魔 は 誘惑 者で ある。 彼 

に 誘 はれて 彼女 は 罪て ふ 胎兒を 宿せり と 云 ふ。 そして 其 罪が 成長して 死と 云 ふ 兒と成 力て 生まる と 云 

ふ。 そして 事 實は其 通りで ある。 人が 純潔 なれば 惡魔は 彼に 近づき 得す、 隨 つて 彼が 罪 を 宿す の危險 

がない。 罪 を 犯さす、 死に 至ら ざらん と 欲せば 慾 を 除かなければ ならない。 慾が 內 憂であって 惡 魔が 

外忠 である。 外患に 應 する に內 憂が あって、 鼓に 國は 亡び、 人 も 亦 永遠に 死ぬ るので ある。 

〇 試 誘、 誘惑 は 免 かるべ からす、 故に 內 なる 愁を排 して 誘惑の 危險を 除くべき である。 玆に 人生に 於 

ける 信仰の 必要 を 見る ので ある。 愁を絕 つの 必要が ある、 然れ ども 慾は絕 たんと 欲して 結つ 能 はす、. 

神に 之 を 絶って いた くより 他に 途 がない。 慾 は 自分より 強き 者で なければ 之 を絕っ 事が 出来ない。 

主が 曰 ひ 給 ひしが 如し (ルカ 偉 十 一章 廿ニ 節) 

若し 更に 强き者 来りて 之に 勝つ 時 は、 その 恃 とする 武具 を 奪 ひ、 且分 捕物 を 分つべし。 

と。 祌、 キリストに 在り、 聖 靈を以 つて 我靈を 占領し 給 ふ 時に、 我が 愁は絕 たれ、 惡 魔の 襲擊を 受け、 

其 誘惑に 遭 ふ も 我 は 安全で ある。 

〇4 「や 我等 は 世に 多くの 失敗 者 を 見る。 事業の 失敗 者、 商家の 破産者、 品性の 破壞 者、 地位の 失墜 者 

舉 げて數 ふべ からす。 そして 其內に 多くの 基督 信者 を 見る。 曾って 信者たり し 人 を 見る。 彼等の 

失 败に對 し 我等 は 深き 同情な き 能 はす。 失敗 は 彼 者の みの 罪で ない。 彼等 以外の 多くの 物が 彼の 失 耽 

を 助けた。 然し 乍ら 彼れ 亦 罪な き 能 はすで ある。 然り、 彼れ 自身が 失敗の 責任 を 負 はねば ならぬ。 彼. 


は 慾を藏 した。 彼 は 慾なる 蛇の 子 を 殺し 得なかった。 彼 は 慾 を 甘く 兑て、 之 を 結って 戴かん 爲に 神に 

縫らなかった。 畢竟す るに 彼 は 信仰 を 離れた。 此 I の 人 等と 共に 愁を正 當の植 利と して 抱いた。 其 事 

が 主なる 原因と 成りて、 彼 は 誘惑に 遭 ふて 其 吞み壶 す 所と なった。 試驗に 落第して 人生の 落伍者と 成 

つた。 まことに 信仰 を棄 つる は 小事で ない。 ^かも 疫癘の 地に 在りて 衞生を 怠る が 如しで ある。 死 は 

必然の 結果と して 來る。 「人、 誰か 慾な からん や」 と 世の 智者 は 曰 ふ。 そして 信者と 稱 する 者まで が 

此言を 信じて 疑 はない。 そして 其 慾が 彼 を 亡す の 因 を 成す ので ある。 「我が 愛する 兄弟よ、 欺かる、 

勿れ」 である。 世と 偽 はりの 敎師に 欺かる、 勿れで ある。 十  一 H 六 口 


祈 禱 

〇 主なる 眞の 祌樣、 御 窓み に 由り 今日 も 亦、 聚き日 を 賜 はり、 玆に 愛する 兄弟 姊妹 と共に 貴 祌の聖 名 

を 讚美し、 貴 神の 聖書 を學 ぶ此樂 しき 機 會を與 へ 給うて 有難 く^じ 奉ります。 沟に贵 神の は 我等の 

思と 異なり、 貴 神の 道 は 我等の 道と 異なります。 我等 は 自己の 如何にして 造られ、 如何なる 惠 みの 裡 

に 在る を 知ち すして た t.- ひたすらに 自己の 運命 を n 柘 せんと 焦心り ます。 然れ ども 救扬は 唯贵祌 にの 

み 在る のでありまして、 我等の 努力 は 唯 憂 悤を增 すに 過ぎません" 我等 は 我等の 罪の 故に 自己 を 縛り 

贵 神が 豫め 我等の 爲に璺 かに 倫え 給 ひし 恩 ま. -を 目前に 置きながら 之に 與 かる 事が 出来ません。 願く は 
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父よ、 此 憐れなる 貴 神の 子供 を愍み 給へ。 貴 神の 救 極 を 我等に 施し 給へ。 我等の 服 を 開き 貴 祌の榮 光- 

を 仰がし め 給へ。 我等の 心の 戶を柙 開き、 我等 をして 其 處に貴 祌を迎 へしめ 給へ。 我等 をして 其 意味 

に 凡て ィザャ たら. J め 給へ。 貴 神 御自身に 救扬を 施さる k 者たら しめ 給へ。 そして 貴祌 御自身が また 

我等の 愛する 此國を 救 ひ 給へ。 國民擧 つて 自己の 拙き 智慧に 賴ら すして、 彼等 をして 責 神に 親ら しめ 

給へ。 此 感謝と 祈禱 を主ィ H スの聖 名に 由て 受納れ 給へ。 ァ ー メン 

〇 宇宙 萬 物の 靈 にして 其 造 主にして 亦 其 持主なる 我等の 父なる 眞の 神様、 樣々 の 故障 ありし に 係 はら 

す 今日 も 亦 此の所に 此の 集會の 場所 を 賜 はり、 此に 愛する 兄弟 姉妹と 共に 〔母 時の 通り 此 聖日 を 守る を 

得て 感謝し 奉ります。 鬵 はす 通り 我等に 我等す ベて を容 る、 に 足る の會 堂が ありません、 然し 乍ら 世 

に は N# 堂 ありて 集まる 人な きを 歎つ 者 多き 此 時に 方り、 人 ありて 堂な きを 悲しむ 此 境遇に 我等 を 置き 

給 ひて 感謝し 奉ります。 まことに 諸々 の 天の 天 も 貴 神を容 る、 に 足りません。 然し 乍ら 貴 神 は 心碎け 

て 謙る 者と 偕に 住み 給 ひます、 謙る 者の 靈を 活かし、 碎 けたる 者の 心 を 生かし 給 ひます。 願く は 我等、， 

貴 神 を莊嚴 なる宮 に 於て 求めん， とせす、 我等の 衷に碎 けたる 悔いし 心 を 備えて、 其 處に貴 祌を迎 へ 奉 

る こと を 得しめ 給へ。 殊に 我等 各自 をして 貴 神に 嚴肅と 仁慈 を學 び、 自己-に 對 して 嚴 しくして、 他に 

對 して 緩 かなら しめ 給へ。 我等 各自 相 應に貴 神の 默 示に， 與り • 能力 相應に 預言者の 任務 を 菜 さしめ 給 

けがれ  かなしみ  うつ は 

へ。 そして 此 罪の 世に 在り 汚 據を淸 め、 悲痛 を 慰む る 器たら しめ 給へ。 キリストの 聖 名に 由て 聽 き！^ 

れ 給へ。 (此 日大 講堂 を 奪 はれ 中 講堂に 集まる) 


〇 萬國を 支配し 萬 民 を 鞫き給 ふ眞の 神様、 今日 も 亦 何の 妨害 もな く、 我等 一同 此 堂に 集まる こと を 得. 

Jfjf が 今より 一 一千 六 百年 前に 貴 神の 預言者 を 以て 語り 給 ひし 聖語 を讀 み、 其 意味 を 探る 貴き 機 會を與 

へ洽 ひし 事 を 1^ 謝します。 まことに 人 は 何人も 皆な 草であります、 その 榮華は 凡て 野の花の 如き もの 

し， i  % な t みことお. i こしへ のこ  あなた みこ i,s 

であります、 草 は 枯れ 花 は 腿み ます、 然し 貴 神の 聖， 語 は 永遠に 存 ります。 贵 祌の聖 語の 一節 を 知る は 

人の 言葉の 千篇 を讀 むに 勝 さるの 益が あります。 祌ょ 願く は 我等 を 箱き 給へ、 義を以 つて 鞫き給 ひて 

我等の 罪と i とを覺 らしめ 給へ。 そして 我等に 眞の悔 改の心 を 起し 給 ひて、 我等 をして 貴 神の 備へ給 

ひし 救！! に 與る事 を 得しめ 給へ。 貴 神が 我等 を 鞫き給 ふ は 我等 を 罰せん が爲 ではありません、 我等に 

己が 罪 を 知らし め 給 ひて 我等 を 活かし 給 はんが 爲 めであります。 願く は 我等、 貴 神に 箱 かれ、 罪 を 示 

されて、 貴祌を 怖れ 離る \ ことなく、 貴 神の 善き 聖旨 を 悟りて 貴 神の 潔め に與る こと を 得しめ 給へ。 

祌ょ、 今日 又 特に 我 日本 國を惠 み 給へ。 贵祌が 人類に 賜 ふ 最善の もの を 此國に 降し 給へ。 此國 が內に 

聖 めら れて 外に 强く ある 事 を 得しめ 給へ。 ァ ー メン 

〇 我等の 主ィ H ス キリストの 御 父なる 讚美すべき の 祌樣、 御惠 みに 由り 今日 も 亦 肩の 故障 もな く 我 

等 一同 此の 處に 集まる 事が 出來、 此の 尊き 御 敎に與 る 事が 出来て 感謝 致します。 贵 神が 預言者 を以っ 

て イスラ H ル の 民の 罪 を 責め 給 ひし 其 御言 葉 は 一 々我等に 當 ります。 我等 も 亦 貴 神に 養 ひ 育てられし 

に、 贵祌を 忘れ、 貴 祌に叛 きました。 まことに 我等 は 其 事に 於て 禽獸に 劣ります。 我等 は 何よりも 先 

づ 第一 に 自己 を 愛します。 贵 神より 凡ての 物 を 戴きながら 貴 神に 感謝せ す、 自己の 智慧と 能力と に 由 

て 獲たり と 思 ひ、 之 を 貴 祌に獻 げんと せす 自己に 用いん とします。 そして 偶々 不幸が 身に 臨み ますれ 
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ば、 自己の 惡し きを 念 はすして、 自己の 不幸 を憐 みます。 神様、 どうぞ 我等 をして 貴 祌の钾 敎に從 ひ I 

我等の 罪の 本源 を 悟らし め 給へ。 又 我等に 臨む 凡ての 忠 苦の 因 を 知らし め 給へ。 貴 神 を識る 事が 智慧 

の 初めで あり、 贵祌を 父と して 仰ぐ 事が 幸福の 基で ある 事を覺 らしめ 給へ。 願く は 我等 も、 社會 も、 

國家も 人類 も 仁慈の 父なる 貴 神に 歸依 する 事に 由て、 凡ての 傷と 苦痛 を 癒され、 まことの 平和に 入る 

こと を 得しめ 給へ。 救主ィ H ス キリストの 聖 名に 由て 聽き 給へ。 


生ける キリスト 

(クリ ス マ ス 演說) 

默示錄 一 章 十八 節 

〇 今日は クリス マ ス であって、 キリストの 誕生 を 祝す る 日で ある。 然るに 彼 は 菜して 十二月の 二十 五 

日に 生れ 給 ひしゃ、 犬なる 疑問で ある、 之に 確實 なる 歷 史上の 證據 はない。 我等 は 古い 敎會の 言傳へ 

として 此日を 記念す るに 過ぎない。 多分 我等 は キリストの 誕生日 を 知る の 必要が 無い ので あらう。 若 

し 有るならば 聖書 は必す 明確と 之を錄 したで あらう。 更らに 進んで、 聖書が 其 事 を錄さ る 內に何 か 

深い 理由が あるので あらう。 或る 場合に 於て 沈默に 言語 以上の 眞理が ある。 キリストの 誕生日 を 知る 

の 必要な きが 故に 聖書 は 之 を 明記 しないと 見る は 善き 見方で ある。 

〇 キリストの 誕生日 を 明記せ ざる 聖書 は 彼の 復活 日 を 記して 誤らない。 彼 は逾越 節の 「週の 首の 日」 


に 復活し 給 ひたりと は 四 福音書が 揃う て 記す 所で ある。 之に 由て 我等 は 毎年 ユダヤ人の 曆に 照らし 見 

て キリストの 復活 日 を 確定す る 事が 出来る。 此は實 に 著る しき 事實 である。 誕生日に 就て 錄す 所な く 

して 復活 E に 就て 明かに 錄 すと 云 ふので ある。 之に 何 か 深い 意味がなくて はならない。 そして 其 意味 

は 探る に 難くない ので ある。 

〇コ リント 後書 五 章 十六 節に パゥ& は 曰うた。 

此 故に 今より 後、 我等 肉體に 由り て 人 を識る まじ、 我等 肉體に 由り て キリスト を識 りし かど も、 

今より 後 は 此の 如く 彼 を識る まじ。 

と。 卽ち 信者 は 肉體の キリストに 就て るに 及ばず、 復活 昇天せ る キリスト を 識れば 足る との 事で あ 

る。 キリスト は 何時 何處に 生れ 給 ひし 乎、 共 家庭、 敎育、 生長等は赏際上知るも益なき^5^-でぁる。 知 

ら ねばならぬ 事 は 彼が 今生き て 働き 給ふ攀 である。 「我れ 生 くれば 汝等も 亦 生く」 と 一一-一 ：！ ひ 給 ひ、 「天 

の ft、 地の 上の 凡ての 權を 我に 賜 はれり」 と宣べ 給 ひ、 「我 は アル パ なり オメガな り始 なり 終な り」 

と 告げ 給 ひし キリスト、 我等 は 其 キリスト を 知る の 必要が ある。 今生き 給ふ靈 なる キリスト を 知りし 

以上、 千 九 百年 前にべ ッレ ヘム に 生れし 嬰兒ィ H スを 知る の 必要 はない ので ある。 

〇 今や 何人も 歷 史的 ィ H スを 知らん と 欲する。 是れ 決して 惡ぃ 事で ない。 我等 は 空想の キリスト を 信 

する のでない、 事實 人と して 世界に 現 はれし 神の 子 を 信す るので ある。 其 事 を 確かめる 爲に 史的 イエ 

スを 知る の 必要が ある。 然し 歷史 は歷史 であって 人の 編んだ ものである。 故に 多くの 點に 於て 正確 を 

缺くは 止む を 得ない。 我等 は 歷史を 重ん する が 之に 頼る 事 は 出来ない。 所謂 歷 史的 信仰なる 者 は 微弱 

たる を 免 かれない。 我等の 信仰 は現實 的なる を 要す。 今生き 給 ふ キリスト を 知る を： #1- す。 「視 よ、 我 
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は 世の 終まで 常に 汝 等と 偕に 在るな り」 と宜べ 給 ひし 彼 を 知る を 要す。 信仰 は如此 くにして 生ける 信 

仰と なる。 過去 を 顧みて 憧憬に 耽ける 信仰に 非す して、 今日に 處 して 活躍す る 信仰と なる。 歷 史的 ィ 

ェ ス に 憧憬れ、 彼を崇 むる を 以て 信仰 の 本領と する 敎會が 今日の 睡眠 的耿 態に 入 つたの は 當然で ある。 

我等 は玆に 過去の ィ H スを 祭る を 暖めて、 今生き 給 ふ 彼に 事へ 奉りて、 機に 叶 ふ 其 援助に 與 るべき で 

ある。  , 

•〇 そして キリ スト は實に 生き 給 ふので ある。 約 翰 默示錄 が 示す が 如く 彼 は 今 ま 世 を 征服し 給 ひつ &ぁ 

る。 信者の 眼よ リ視 て、 人類の 歷史は 昇天せ る キリストの 實行錄 である。 彼の 敵 は 亡びつ、 ある， 彼 

の 僕 は 祟め られつ & ある。 祌は 「審判 は 凡て 子に 委ね 給へ り」 とョ ハネ傳 五 章廿ニ 節に 在る は 單に敎 

會 の敎義 でない、 毎日 世に 行 はる \事實 である。 默示錄 に 於て 見る が 如き 審刹を 我等 は 毎日 目擊 しつ 

つ ある。 似而非 基督 敎國の 破壤、 似而非 基督 敎會の 衰退 は、 神の 子が 行 ひ 給ふ此 審判に 外なら ない。 

復活 „:升 天して 父の 右に 座して 世 を 審判き 給 ふ キリスト は敎會 の祌學 者が 作った キリス ト でない、 事實 

有の 儘の キリスト である。 信者 は 彼 を 畏れ、 彼 を 愛し、 彼に 事へ まつらん と 欲する ので ある。 

0 そして 我等 は 今年 も 亦、 我國に 起り し 出来事に 於て 生ける キリストの 聖 業を拜 見した。 日本に 於て 

も、 今年 も 亦、 人 は 審判 かれて 正義の 神が 崇められた。 富、 富、 富 を 作る 爲の實 業との み 高く 唱 へら 

れし其 富が 審判 かれて 其價 値な き 事が證 據 立ら れた。 

人 もし 全世界 を 得る とも 其 生命 を 失 は 何の 益 あらん や、， また 人 何 を 以て 其 生命 に 易 へん 乎。 

斯くて 靈 魂に 向 ひて 一一 百 はん、 靈 魂よ 多年 を 過す 程の 多くの 貨財 を 有ち たれば 安心して 食 ひ 飮み樂 

めよ と、 然るに 祌 彼に 曰 ひける は、 無知なる 者よ、 今夜 汝が靈 魂 取らる、 こと あるべし、 然 らば 


汝が備 へし 物 は 誰が 有になる 乎と (ルカ 傳 十二 章 十九^/ . 

以上の キリ ストの 雷 を、 昭和 一 一年に 日本に 於て 有りし 事に 照らし 合 はせ て 何人 かィ ヱ ス の遙 力に 我 画 

最大の 孜台家 以上の 智者なる 亊 に氣附 かざらん 乎。 イエス、 ャソ、 耶蘇 敎、 そんな 物 は 要らな V  ^ 

る 物 は 富、 是れ ありて 國は 富みて 兵强 しと 我等 は 一一 百 ひ 聞かされ たので ある。 昔し は羅馬 皇帝 ジャス テ 

一一 アン、 終生 イエスの 名を絕 たんと 欲して 鬪ひ 死に 臨んで 曰うた 「ガリ ラャ 人よ、 汝 終に 我に 勝てり」 

と。 明 台 大正の 日本の 政治家 達 も 同じ 歎 聲を發 せざる を 得まい。 十二月 廿 五日 


八 九 五 

和 二 年 


講 演  八 九 六 

昭和 三年 二 九 一 一八 年) 

感謝の 心 

詩篇 第 百 三十 六篇 

〇 感謝 は 信仰の 主要 分子で ある。 感謝の 心なくて 眞の 信仰 はない、 叉眞 の；^ 仰の ある 所に は必す 感謝 

が 溢れる。 信仰 これ 感謝の 心で あると 云 ひて 決して 言 過ぎで ない。 理解が あり、 熱心が あり、 活動が 

ある 所 にても、 感謝の ない 所に、 生きた る溫 かい 寬 いだる 信仰 はない。 義務に 逐 はれる 信仰であって 

はならない、 感謝に 浮ぶ 信仰でなくて はならない。 努めざる に自づ から 歌と なり、 善行と なりて 外に 

現 はる、 ；ー rc 卬で なく て ま ，，， よらな ？ 。 

〇 聖書に 讚美歌の 多き 事よ。 天地の 创造 なりし 時に 

晨星相 共に 歌 ひ、 神の 子等 歡 びて 呼 はりぬ 

と ある (ヨブ 記 三十 八 章 七 節)。 宇宙 其 物が 窮 りなき 讚美の 題目で ある。 るべき 目を以 つて 見れば、 

我等 は此 世界に 在りて 旣に 讚美の 里に 在る ので ある。 故に 詩人 は 讚美 を勸 めて 云うた ので ある。 

.0 ろ/ ヽ 

智慧 を もって 諸の 天 を 造り 給へ る 者に 感謝せ よ。 

地 を 水の 上に 布き 給へ る 者に 感謝せ よ。 


巨， 1^ なる 光 を 造り 給へ る 者に 感謝せ よ。 

晝を 司らす る 爲に曰 を 造り 給 へ る 者に 感謝せ よ。 

夜 を 司らす る爲に 月と 諸の 星 を 造り 給へ る 者に 感謝せ よ (詩 第 百 三十 六篇五 —九 節〕 

と。 此は單 に 人類の 幼稚 時代の 意味の 無い 繰言で ない、 深い 眞理の 言葉で ある。 ハ ー シ H ルの やうな 

大 天文 學者、 E  • ヒ チコ ックの やうな 大地 質學 者、 アガシの やうな 大 天然 學者 は、 すべ て聖 詩人の 言 

葉の 意味 を强く 感じた ので ある。 日 其 物、 月 其 物、 地 其 物、 水 其 物が 深く 之を究 むれば 究 むる 程 讚美 

の 種で ある。 近代の 科學の 如く、 天然 を 究めて 敬崇の 念の 起らざる は、 まだ 天然の 心に 達しない から 

である。 

〇 人類の 歷史、 叉國 民の 歷史、 叉 世界 日々 の 出来事、 是れ 亦克く 見れば 同じ 感謝の 種で ある。 今より 

二十 萬 年 前にん 類が 初めて 地上に 現 はれし 以來、 今日に 至る までの 其發 達の 歴史 は、 深く 静かに 之 を 

考 へて 見て、 驚きと 歎美の 歷史 ならざる はなしで ある。 人類 學の 研究 は 基督 信者の 信仰 を壞 つと 云 ふ 

者が 多い が、 私 は 決して さう 思 はない。 私の 知る 範圍に 於て、 人類 學も亦 W つて 讚美歌の 題目と なす 

に 足る。 其他國 民の 歷史 を總 合すれば、 れ亦大 なる 感謝の 種で ある。 そして 罪惡 に充滿 ちた る やう 

に 思 はれる 目前の 日々 の 出来事の 內 にも 祌の奇 しき 聖旨が 現 はれて， 之 を 見て 我等 は 讚美の 聲を 揚げ 

ざる を 得ない。 詩篇 第 百 三十 六篇十 節より 廿ー 一節まで がィ ス ラエル の 歷史に 現 はれた る 祌の恩 惠を讚 

美し た 歌 で あって 平凡の 繰返しの やうに 見えて 決して 然 らす、 盡 きざる 感謝の 言葉 で あ る 。 

ァ モリん の王シ ホン を 殺し 給へ る 者に 感謝せ よ、 

その 憐憫 は 永 へ に絕 ゆる ことなければ なり。 

昭和 三年  八 九 七 
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パ シャンの 王ォグ を誅し 給へ る 者に 感謝せ よ、 

その 憐憫 は 永 へ に絕 ゆる ことなければ なり。 

と 云へ るが 如き、 單に 執念深い 復馨の 言葉と 見て はならない。 神の 恩惠を 讚え る 言葉で ある。 神の 敵 

が 亡びた のであって 福 昔 進歩の 妨害物が 除かれた ので ある" 人類 全體の 幸福 增 進の 上より 見た る 感謝 

の 言葉 である。 敵 を惡み 其沒落 を悅ぶ 無慈悲の 言葉 でない。 

〇 そして 我等 各自が 信仰の 立場より 己が 過去 を 顧みて 何人も 感謝 を 禁じ 得ない ので ある。 私自身が 殊 

に然 うで ある。 私自身が 時に 「あう あったら 善かった らう、 かう あったら 善かった らう」 と 思 ふ 事 あ 

りと 雖 も信& に落附 いて 考 へて 見る 時に、 有った 事 は 皆ん た 善き 事であって、 惡ぃ 事と 思 はる X 事 は、 

實は 一 つも 除く 事の 出來 ない 事であった ことが 判明る ので ある。 最も 巧なる 技術 師が 私の 生涯 を 設計 

し、 之 を 建造した のであって、 9,^ 來 上がって 見れば、 其 意匠の 巧妙なる に 驚かざる を 得ない ので ある。 

私 は 私の 生涯 を 顧みて 詩人と 共に 讚えざる を 得たい。 

我 は汝に 感謝す、 我 は 長るべく 奇 しく 造られたり 

汝. の 跡 は 悉く 奇し、 我靈魂 はいと 審に之 を 識れり 

と (詩 百 三十 九篇十 W 節)。 私の みならす、 神に 導かれた 者 は 何人も 此言 葉を發 せざるを得ない。 私 

の 生涯 其 物が 最も 確實 なる 讚美の 題目で ある。 

〇 そして 感謝に 溢れて 眞の 祈禱が 出る ので ある。 神 は 感謝の 伴 はない 祈 禱を聽 き 給 はない。 

二と _.- や こ 

何事 を も 思 ひ！^ ふ 勿れ、 唯 毎 事に 祈り、 願 ひ 求め、 且 感謝して 己が 求む る 所 を 神に 吿げ よ、 去ら 

ば 神より 出て 人の すべ て a ふ 所に 過ぐ る 平安 は汝 等の 心と 意 を キリ ス トイ H ス に 由り て 守らん 


と バウ 口 は 一 K うた (ピリ ピ書四 章 六、 七 節.；。 感謝 は效 ある 祈禱の 要素で ある。 恩惠は 不平の 人に 

降らない。 感謝 は 恩惠の 容器で ある。 恩惠は 感謝の 容量に 循 つて 降る。 感謝な くして いくら 熱心に 祈 

つても 恩惠は 降らない。 所謂 「恩寵に 進む」 の祕訣 は玆に 在る (ぺ テ& 後書 三 章 十八 節參考 )。 感謝 

と其捧 物を增 して、 恩寵 を 增し加 へらる k にある。 信者 は 各自 「貧しき に 似 たれ ども 富める 者」 であ 

る。 そして 富者た るの 態度 を 以て、 人に 對し、 祌に對 して 更らに 富める 者と せらる &の である。 エホ 

バ に 感謝せ よで ある。 一月 一日 


單獨の 勢力 

ィザャ 書 六十 三 章 一 —六 節 

〇 八， や 何人も 事を爲 さんと する に 於て、 多数に 依て 爲 さんと する。 多 數の贊 同 を 得る のが 成功 第一歩 

であって、 此赞 同な くして 何事 も爲し 得ない と 今の 人 は 信す る。 玆に 於て か 宣傳の 必要が 起る ので あ 

る。 宜傳の 目的 は 多 數の贊 成 喚起に 於て ある。 社會の 輿論 を 喚起し、 自分の 說に赞 成して 貰って、 而 

して 後に 其 實行を 期待す るの が、 今の 人が 事 を爲す 唯一 の途 である。 政治 界に 於て 政黨の 必要が 唱へ 

られ、 宗敎界 に 於て 敎會の 必要が 主張 せらる &も 之が 爲 である。 人が 單獨の 力 を 信ぜす、 多數に 依ら 

ざれば 何事 も 爲す能 はすと 思 ふからで ある。 今の 人に 取りて は 多 數是れ 勢力で ある。 議會 に， 多 數を制 

する まで は、 大眞理 と雖も 之に 實カは 伴 はない ので ある。 
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〇 然るに 不思議なる 事に は 聖書 は 多数の 勢力 を 認めない ので ある。 聖書 は先づ 第一 に 神の 勢力 を 認め _ 

然る 後に 祌に賴 る 個人の 勢力 を認 む。 多數は 弱き 人の 多數 であって、 偉大なる 事が 彼等に 爲し 得られ 

やうと 信じない。 「それ 人 は旣に 草の 如く、 其榮は 凡ての 草の 花の 如し」 と 云 ふ は單に 王公 贵族 をの 

み 指して 云うた ので はない、 凡ての 人 を 指して 云うた ので ある。 政黨 も敎會 も、 團體も 組合 も、 人と 

云 ふ 人 は、 其數は 如何に 多くと も、 凡て 草の 花の 如しと 云 ふので ある。 聖書 は 君主 政治 を も 代議 政體 

を も 信じない。 聖書 は 多數に 依る にあら ざれば 事 を 爲す能 はすと は 決して 敎へ ない。 

〇 そして 聖書に 依れば、 神 は 大事 を爲 すに 方て 多數の 勢力 を以 つてせ すして、 單獨の 力 を 以てし 給う 

た。 イスラエルの 人々 を H ジプト より 救出す に 方て、 民族的 運動 を 起さし めすして、 モ 1- セ 一人 を 選 

び、 彼 を 遣 はして、 彼れ 一人 を以 つて 奴隸の 民に 自由 を與へ 給うた。 更らに 溯りて 聖き民 を 作らん と 

する に 方て、 或る 民族 を 選びて 之 を 聖め給 はすして、 カル * 一 アヤの ウルに アブラハム を 選び、 彼れ 一人 

を以 つて 聖民 四千 年の 歷史を 始め 給うた。 イスラエルの 王 ァハブ の 世に 預言者 エリヤ は 唯一 人、 王と 

バ アルの 預言者 四百 人と を 相手に、 信仰 革 正の 實を擧 げた。 其 他 ィザャ も 一人、 H レミ ャも 一人、 H 

ゼキ エル も 一人、 ァ モス も 一人であった。 一人が 改革の 勢力であった。 王に 頼らす、 祭司に 頼らす、 

亦 民衆に も 頼らす、 唯一 人、 大墮 落、 大 腐敗に 對 して 鬪ひ、 根本的の 革 正 を 遂げた。 まことに イスラ 

H ルの歷 史は國 民の 歷史 ではなく して 英雄の 傳記 である。 民衆の 奮起 を 待た すして、 神に 依頼む 信仰 

の KfJ 者が 獨り 立って 救拯を 施した、 其 事 接の 記錄 である。 

〇 如斯 くにして ィ スラ H ルを救 ひし 祌は、 同じ 方法 を以 つて 世界 を 救 ひ 給うた。 

我 は 單獨 に て 酒 搾 を 踐 めり 


諸々 の 民の 中に 我と 惜に する 者た し 

と は 世の 救 主が 發 せる 聲 であった (ィ ザャ書 六十 三 章 三 節)。 ィ H スは 唯一 人、 世の 罪 を 身に 擔 ひて、 

十字架の 上に 之 を 除き 給うた。 イスラ H ルの 民族的 運動ではなかった。 ィ H ス 一人の 蹟 罪の 生涯と 死 

であった。 人類 は 之に 由って 救 はれた ので ある。 そして ィ H スに傚 ふて ステパ ノは獨 り 殉敎の 死を遂 

げ、 彼に 勵げ まされて、 バウ 口 は獨り 世界 敎 化の 途に 就いた。 ダンテ も獨 り、 サ ボナ 口- 1 ラも獨 り、 

ル ー テル も 初めは 獨 りであった。 大 運動 はすべ て 民衆の 集會に 於て 始ら すして、 信者 個々 の 密室に 於 

て始 つた。 世界 改造の 實カは 一 人の 靈 魂が 神の 靈に 接する 所に 於て 在る。 集 會々々 と稱 して、 多數の 

勢力 を 待 つ て 事を爲 さんと す る は 聖書 的 で な い 叉 基督教 的で な い 。 

〇 會議叉 會議、 大會 又大會 である。 此 日本に 於ても 旣に 世界 青年 會大會 を 見、 叉 世界 日曜 學校 大會を 

見た。 そして 其 結果と して 敎勢は 少しも 揚ら す、 信仰 は 少しも 進まない。 聞く もの は 依然として 敎勢 

不振の 聲 である。 そして 今や 亦、 H ルサ レムに 於いて 全世界の 基督 敎 信徒の 大會が 催されん として 居 

る。 其 信仰的に 何の 永久 的 結 ra^ の 見るべき 者な き は 今日までの 例に 照して 見て 明かで ある。 多数に 於 

て 勢力 を認 むる は米國 人の 癖で ある。 民衆 は 彼等の 偶像で ある U  衆に 受け 納れら る、 を 彼等 は稱し 

て 成功と 云 ふ。 彼等 は 明かに 聖書の 敎に 逆らって、 聖書の 敎を 世に 布かん として ゐる。 深く 聖書 を究 

めすして、 唯廣く 聖書 を 頒布して 世界 敎化を 計りつ i ある。 我等 は 彼等に 傚って はならない。 一人の 

エリヤ、 一人の エレ ミヤの 起らん 事 を 祈るべき である。 神の 聖旨なら ば 自分が 其 一人なる 事を辭 せす 

との 決心 を 抱くべき である。 遙々 H ルサ レムまで 其 會議に 列なる 爲に 行く 必要 は 少しもない。 此 日本 

に 在りて、 此 富士山 を 眺めながら、 此 多摩川の 水 を 飲みつ &、 萬 軍の H ホバ の聲を 聞き、 其 聖靈を 校 
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かって 力 ある 者と 成る 事が 出来る。 我れ 神と 偕に 在りて 我れ 一人 は 全世界よりも 强く ある。 斯く云 ふ 

は 決して 誇大 的 妄想で ない。 露 面目なる 事實 である。 多 救に 倚る は 馬と. に 頼る 丈け の 背信で ある。 

我等 は集會 好きの 米 國宗敎 家に 傚 ふ 事な く、 アブラハム、 モ ー セ、 H リャに 傚 ひ、 先づ獨 り祌の 友と 

成り、 彼に カ附 けられて、 大衆 を 救 ひ 得る 能力の 源と 成るべき である。 一月 廿 二日 


波 上の 歩行 


馬太傳 十四 章廿 一丁 卅三節 

〇 此 所に 記いて ある 事 は 果して 在った 事 か 否か は 今日 確と 定める 事 は 出来ない。 人が 水の 上 を 歩き 得 

やう 蒈 なしと 云へば 事 は それまで ある。 然し 乍ら 記事が 餘 りに 生々 して ゐ るより 見て、 作 談とは 思 

へ ぬと 云へば 是れ亦 信す るの 理由と ならぬ でもない。 斯 かる 事 を 信じ 得る と 得ない と は 各自の 性格 义 

は 時々 の 心の 狀 態に 由る のであって、 我等 は 如何なる 權威を 以 つてし て も斯か る 事柄に 就いて 信 を 人 

に强 ひる 事 は 出来ない。 

〇 然し 乍ら 事柄の 眞 否 以外に 人生 經 験の 問題が ある。 福音書の 此 記事 を 信者 日常の 生涯に 當 はめて 見 

ると、 其 內に大 なる 眞理の 在る を 見る。 理學 的に 見た る此 記事 は 信じ 難いが、 信者の 實驗に 由て 見た 

る此 記事 は事實 有の 儘で ある。 此は 信者の 生涯に 於て 毎日 ある 事で ある。 そして 日毎に 此實驗 を 持た 


せらる、！^ 者 は、 此 記事 を 文字通りに 信ぜん と 欲する ので ある。 此は 彼に 取りて は 聖書に 在って 欲し 

き 記事、 又 無くて はならぬ 記事で ある。 彼 は 物理 學の 比重 問題 を持屮 Z して 此 記事の 眞 偽を举 はんとし 

ない。 . 

〇 聖書に ありて は 水 又 海 は 不安 不定の 表號 である。 動 搖戰亂 悉く 止んで 永久の 平安の 地に 臨む 時を稱 

して 「海 も 亦 有る ことなし」 と 云 ふ (默 示錄 二十 一 章)。 聖書 記者に 取りて は、 海 は 今 のん に 於け る 

が 如き 善き 物に 非す して 惡 しきもの であった。 ョ ブは已 を 苦，， ^め 給 ふ 神に 向 ふて つ ぶ やいて 言うた 

(ヨブ 記 七 章 十一 一節) 

我 海な らん や、 鍵な らん や 

と。 卽ち我 は 御し 難き 野獸に 非す、 何とて 我 を 縛り、 番人 を附 けて 我 を 守り 給 ふやとの 謂で ある。 ィ 

ザ ャ書 後篇の 記者 は 惡人を 海に 譬 へ て 口うた 

惡者は 波立つ海の 如し、 靜 なること 能 はすして、 その 水 常に 濁り 泥 を 出す 

と (五十 七 章 二十 節)。 ィ H スも亦 「風と 海と を誡 めければ 大いに 平穏に なりぬ」 と ある (馬 太傳八 

章廿六 節)。 

〇 斯くて 海 は不從 順なる もの、 動搖 常なら ざる もの、 安定な きもの、 卽ち此 世 を 標榜す る ものである。 

之に 對 して 陸 は 堅き もの、 動かざる もの、 安全なる 所で ある。 そして イエスが 海の 上 を 歩き 給へ りと 

云 ふ は動亂 常な き 此世を 平穏に 過ぎ 給 へ りと 云 ふ 事で ある。 ィ H ス は此 世に 在りし も此 世の 者で なか 

つた" 彼 は 天に 屬 ける 者であって、 彼の 實 在の 基礎 を 永久 變ら ざる 父なる 神に 於 て^ち 給うた。 故に 

世の 變 化に 彼 は 何等の 影響 を も 感じ 給はなかった。 恰 かも 海の 上に 現 はる、 磐の 如くであって、 此世 
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の 波 も 潮 も 彼を寸 毫も 動かす 事が 出来なかった。 そして 彼に 倚る 者 は 彼と 偕に 永久性 を帶 びて 彼が 變 

ら ざるが 如くに 變ら なかった" 磐に 倚りて 波浪の 間に 在りて 安泰であった" そしてべ テロ は 此時此 態 

度に 立った ので ある。 永遠の 磐に 倚りて 彼 は 浪に吞 まれす して 主と 偕に 其 上 を 歩んだ。 是れ 彼に 取り 

新しき 經驗 であった、 然れ ども 疑 ひなき 事實 であった ノ彼は 確に 荒れ狂 ふ 水の 上を步 行いた ので ある。 

〇 然れ どもべ テ U は 長く 彼の 信仰 を 維持す る 事が 出来なかった。 彼 は 平常の 自己に 歸 つて 自己が 危地 

たちまち 

に 在る を覺 えた。 彼はィ H スを視 る こと を 止めて 周 圍の浪 を 見た、 そして 倏 にして 恐怖の 襲 ふ 所と な 

つた。 彼 は 沈み 出した、 故に 聲を 揚げて 援助 を 求めた。 ィ H ス はやが て 手 を 伸べ、 彼を援 けて 舟に 登 

らしめ 給うた 「信仰 薄き 者よ、 何故に 疑 ふぞ」 と 一 百 ひ 給 ひつ k。 

〇 そして 動亂窮 りなき 人生の 海に 於て、 神の 子ィ H スの みは 世と 偕に 動き 給 はす、 彼 は 「永遠の 肯 

定」 として 常に 泰然たり。 そして 我等 も 亦 彼 を 仰 瞻る間 は 彼の 泰然 性を與 へられて * 世と 偕に 動かす 

其 波に 淡 はれない。 然れ ども 自己に 歸り、 祌の子 を視る こと を 止めて 周圍を 見る 時に、 卽ち f の 風波 

に 目 を 注ぐ に、 我等 は ぺテ& と 同じく 一ての 呑 去る 所と なる。 信仰 を以 つて 神の 子に 繋がる 間、 我等 

も 神の 子の 性 を賦與 せられて 奇跡的 實在 者で ある。 我等 は 環境に 支配せられ すして 祌の靈 の 支 ゆる 所 

となる。 然れ ども 一 たび 眼を轉 じて 世の 風潮 を 見る や、 我等 は 直に その 呑 去る 所と なる。 基督 信者 は 

神の 子であって、 社交的 動物で ない" そして 彼が 信仰 を以 つて 神の 一子に. 繁 がる 間 は、 彼 は 社 會的法 

則の 外に 立って、 此 世の 如何なる 屮 I 來事も 彼に 禍ひ せす、 安らけ くせの 荒 浪の上 を 歩む 事が 出来る。 

〇 まことに 世の 不安なる 今日の 如き はない。 何れの 方面 を 見ても 底な き 泥海の 如き 狀態 である。 政治 

經濟、 敎育、 宗敎 孰れ も 不安で ある。 社 會は其 根柢より 覆へ されん としつ ト ある。 若し 人 は單に 社交 


的 動物であって、 彼 は 社 食と 運命 を 共に すべき 者であるなら ば、 我等 は 社 會の呑 去る 所と なりて、 然 

る 後に 社會 と共に 永遠の 深淵の 11^ 去る 所と ならねば ならぬ。 斯く思 ふて 生く る 事 其 事が 堪え難き 苦痛 

である。 然れ ども 動搖窮 りなき 世の 荒海の 上 を 神の 子は靜 かに 歩行み 給 ふ。 そして 我等 信仰の 腿 を 彼 

に 注いで、 彼と 偕に 海の 上 を 歩行む ことが 出来る。 彼 を仰瞻 るべき である、 周 圍に目 を 配るべき でな 

い。 然れば 干 人 は 我 右に 幾れ、 萬 人 は 我 左に 仆る とも、 彼に 倚る 我等； 安全で ある。 一月：^. KB 


復活祭の 意 義 


主實に 超り 給へ り (ルカ 傳廿 g! 章 三 四 節)。  . 

〇 今日は 今年の 復活祭であって， 全世界の 基督 信者 は擧 つて 此日を 記念して ゐ る。 之に 多くの 迷信が 

伴 ひ、 多くの 厭 ふべき 習慣が 加 はるに 係 はらす、 基督 敎國 の大禮 祭と して、 世界 至る所に 此禮 祭が 行 

はる、 ので ある。 キリスト は輕り 給へ りと 信者 は 口々 に唱 ふるので ある。 我等 は 此整を 聞 流しに して 

はならない。 

しる 

〇 キリス トの 復活に 就て 聖書が 錄す所 は 甚だ 多い。 復活 を 聖書より 拔 取って 其 主要部 分を拔 取る ので 

ある。 キリストの 復活 を 否 定 して 基督 敎が 維持され やうと 私に は 思へ ない。 度々 W かされた 事で ある 

が、 若し アリマ テアの ョセ フが 供せ し 墓が 空虚に 成らなかったならば 基督 敎は 起らなかった ので ある。 
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〇 キリス トの 復活 は歷 史的 事實 として 取扱 はる X が 常で ある。 そして 是れ 能く 證 明され たる 事 實 であ 

ると 私 は 信す る。 其 一つ 一 つ を 取って 見れば 或は 疑 はしき 點 なきに 非す、 然れ ども 聖書が 提供す る 凡 

ての 事 實を踪 合して 累積せ る 證明は 之 を 担 否す る 事 は 出来ない。 

キリスト 我等の 罪の ために 死し、 葬られて 第三 日に 甦り、 ケパに 現 はれ、 後 十二の 弟子に 現 はれ、 

後 五 百の 兄弟に 現 はれ、 此後 ヤコ ブに現 はれ、 叉 凡ての 使徒に 現 はれ、 最後に 我に 現 はれ 給へ 

り。 

とはパ ゥ & の證 言で ある (コ リン ト 前書 十五 章 三— 八 節 )o 若し 此證言 を も 信す る 能 はすと 云 ふなら 

ば、 我等 はパゥ n を偽證 者と 見做す ので ある。 

〇 然し 乍ら 我等 近代 人は歷 史的 證據は 如何に 强く あると も、 自身 之 を撿定 する 事の 出来ない 事 實は信 

じない ので ある。 キリストの 復活 は縱 し事實 であると しても 遠き 昔し にあった 事であって、 今 之 を 信 

じ、 其 上に 我が 信仰 を 築く 事 は 來な いと 云 ふが 近代 人の 申 分であって、 之に 相當の 理由 ありと 云 は 

ざる を 得ない。 過去の 出来事に 現在の 信仰と 未来の 希望 を 築け と 命 ふ は、 近代 敎育を 受けた る 者に 對 

して は 無理な 要求であって 彼等が 之 を 容易に 受けざる に對 して 我等 は 同情な き 能 はすで ある。 

〇 然し 乍ら キリストの 復活 は單に 過去の 事實 でない。 彼が 單に 「死して 葬られし」 ならば、 彼 は 凡て 

の 人と 问 じく 過去の 人と 成って 了った のであって、 其 後の 彼 は 彼の 傳 へし 敎訓と 感化 力と を以 つて 後 

世 を 導く に過ぎない。 是れ 彼の 如き 大人 格 者に 取りて は大 なる 事業た るに 相違ない が、 然し 生者の 實 

訓と 死者の 感化との 間に 犬なる 相違 ある は 云 ふまで もない。 然し 乍ら キリス 卜の 場合に 於て は 夫れ が 

普通の 人と 全く 異 うので ある。 彼 は 死して 葬られ 第三 日に 甦り 給うた ので ある。 彼 は 過去の 人と 成り 


了らなかった。 彼 は 其 存在 を 綾け 給うた のみなら す、 更らに 新ら しき 生活 狀 態に 入りて、 より 强く人 

を 導き、 より 能く 世 を 治む るに 至った ので ある。 復活 後の 彼 は 復活 前の 彼よりも 遙 かに 有力なる 實在 

者で ある。 復活に 由り て ナザレの ィ H スは 人類の 王と 成った。 其 時 彼が 弟子 等に 語りて 「天の 內、 地 

の 上の 凡ての 權を 我に 賜 はれり」 と 言 ひ 給へ りと ある 其 通りで ある (馬 太 傳廿八 章 十八 節〕。 其 時よ 

り 彼 は 永久に 現在の 人と 成った。 而 かも 世界 を 司る 人と 成った" 彼 は 歷史の 人た るに 超越して 歷史を 

作る 人と 成った。 復活に 由り て 人た るの 凡ての 制限 は 取 除かれて、 彼 は祌と 等しく 普遍的 實在 者と 成 

つた 0 

〇 そして 斯く言 ひて 我等 は 空想 を 述べて ゐ るので はない。 事實を 語って ゐ るので ある。 キリスト は 八/、 

生きて 世 を 治め 給 ひつ、 ある。 キリスト 役活 後の 人類の 歷史は 彼の 活動 錄 である。 聖靈を W つてす る 

彼の 世界 征服の 歷史 である。 彼 は 先づ大 なる 反對を 冒して 羅馬 大帝 國を 征服した。 續 いて 全 歐羅巴 は 

彼に 服從 し、 彼に 導かれて 全人 類 は 今日に 至った。 國家は 仆れ、 敎會は 消えても キリスト は^る。 彼 

の 榮光は 益々 揚 りつ \ ある。 國は キリスト を迎 へて 起り、 彼 を 斥けて 亡ぶ。 彼 は 世 を 照らす 腐の 光で 

ある。 彼 を 担んで 暫時 榮 えし 國と 人と 無き にし も 非す と雖 も、 永久に 榮 えし 例 はない。 國 家の 興亡、 

實は此 一 事に 懸 るので ある。 「ィ H ス キリス トを受 くる 乎 受けざる 乎」 と。 人類の 運命 は キリ ストの 

掌中に 存る の である。 

〇 キリスト は 甦り 給へ り。 それ故に 勝利 は確實 である。 彼の 世界 征服 は 今 我等の 目前に 行 はれつ、 あ 

る" 彼の 敵 は 今 猶ほ筢 えない。 不信の 勢力 は 到る 所に 強大で ある。 然れ ども 何ん ぞ 恐れん。 「彼れ 凡 

ての 敵 を 其 足下に 置く 時まで は 王たら ざる を 得す」 と ある。 不信の 勢力が 今日 以上に 强 かった 時が 今 
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み ごと 

日までに 幾囘 もあった、 然れ ども 彼 は 美事に 之に 打 勝ち 袷うた。 ヨハネ 默示錄 は 復活せ る キリストが 

彼の 敵に 勝ち 給 ふ 其 途程を 示す 書で ある。 彼 は 福音の 使者 を 助く るに； 大然 人事の 諸の 勢力 を 用 ひ 給 ふ。 

地震 も 戰爭も 恐慌 も 悉く 福音 助長の 爲に 使用 せらる。 斯くて キリ ス トは 復活せ りと 云 ふ は單に 過去の 

事實 でない、 目前の 事實 である。 信者 は 日々 の 生涯に 於て 復活せ る 5|5 ける キリスト を實驗 する。 そし 

て 叉 社き、 國家、 世界の 出来事に 於て 彼の 驚くべき 御 業を拜 見す る。 復活祭 は キリスト 復， 舌の 記念祭 

O0O  0O000OOOO0O 

でたい、 彼の 實 在の 證 明日で ある。 (四月 八日) 


五十 年 前の 信仰 

聖害に 就いて 

〇 私 は 今より 五十 年 前、 私が 十七 歳の 青年であった 時に 基督 敎の 信仰に 人った 者で ある。 私 は その 時 

怎ぅ云 ふ 信仰 を懷 いた 乎、 そして 今 また 怎ぅ云 ふ 信仰に 生きて ゐる 乎、 其 事に 就いて 話して 見たい と 

欲 ふ。 

〇 私 は 聖書 は 神の 語で あると 信じた。 

此 事に 就て 私の 信仰 は 五十 年後の 今日と 雖 も變ら ない。 聖書 は 一 曾 一 句 悉く 神の 一一 目で あると 云 ふは理 

論と して 受納る に 甚だ 難く ある。 人間の 書いた 書であって、 人間に 由て 傳 達された る 書で あるが 故に- 


縱し： 兀始は 神より 出た る 一一 目で あると しても、 それが 人間の 手に 渡って 以來、 多くの 誤謬 を：^ へる に 至 

つたと は、 受取り 難い 說 でない。 それ故に 私 は 多くの 與 味を以 つて 聖書の 近代的 評論 を讀ん だ、 そし 

て學ぶ 所が 甚だ 多かった" 私 は 高等 批評と 稱 して 一概に 之 を 斥けない。 高等 批評に 多くの 貴い ものが 

ある。 私の 小さき 書齋に 於て 私が 目 を觸れ た宗敎 書類の 內で、 其內 半分 位ゐは 高等 批評の 立場より 書 

かれた る 者で ある 事 を 否み 得ない。  . 

〇 然し 乍ら 私 は 今日と 雖も、 大抵、 而 かも 其 精神に 於て 私の 五十 年 前の 信仰 を 維持す る、 き； かで 

高等 批評に 讓る所 ありと 雖も、 實 際に 於て 私 は 高等 批評 以前の 奮い 信者で ある。 高等 批評 は 私 

の 根本に 就て 何物 を も 新たに 敎 ゆる 所 はない。 私の 信仰 は substantially  (實 質的に) 五十 年 前の 信 

仰で ある。 聖書 は 神の ずで ある。 神に 就き、 生命に 就き、 救拯に 就き， 審判に 就き、 復活に 就き、 再 

臨に 就き、 萬 物の 復興に 就き、 私 は 明かに 聖書が 敎 ゆる 通りに 信す る。 私はダ ー ゥ ヰン、 ワラス、 ス 

ベ ンサ ー 等の 進化論 を澤 山に 讀ん だが それで 私の 元始の 信仰 を 強められ こそ すれ、 少しも 弱められな 

かった〕 進化論の 與 へた 解 釋は唯 僅に 宇宙人 生の 表面的 解釋 に過ぎない、 卽ち 現象 的 宇宙の 解 釋に過 

ぎない。 之に 反して 聖書 は絕 對的權 威を以 つて 祌 i 自由と 永生と に 就て 敎 ふる。 そして 其敎 ふる 所 は 

直覺的 であって 深遠 である。 物質 界 の 如何な る 研究 も 精神 界 の此 啓示 を， ぎべ す 事 は 出来な い 0 

〇 言葉 を替 へて 云へば、 私 は祌の 特別の 啓示の 在った 事 を 信す る。 其 事に 就て 私はダ ー ゥヰン や ワラ 

スの說 に服從 する 事 は a? 來 ない。 私 は 天然 是れ 眞理の 唯一 の示顯 なりと 信す る 事 は 出来ない。 宇 {.a 人 

生の 或る 事に 就て は 人 は 自力で 天然の 研究 丈け で 之 を 知る 事 は 出来ない。 或る 樞 要なる 事に 就て は 人 

は 神よりの 特^の 啓示 を 必要と する。 そして 聖書 は斯 かる 啓示 を傳 ふる 書で ある、 故に 特別に 貴い の 
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である。 世に は 聖書に 由ら ざれば 他に 知る 途の なき 眞理が あるので ある。 そして 此眞理 を 知らす して 

人生 は 意味 を爲 さない ので ある。 そして 一 たび 此眞理 に 觸れて 人の 萬 物の 見方が 根本的に 變 るので あ 

る。 古い 書で あるが 實に 驚くべき 書で ある。 舊 くして 永久に 新しき 書と て は、 聖書 を 措いて 他に 無い 

ので ある。， 

〇 そして 聖書 を 如斯き 書と して 見て、 卽ち 宇宙人 生に 就き 神の 特別の 啓示 を傳 ふる 書と して 見て、 其 

解釋は 近代の 學 者が 思 ふ 程 困難で ない ので ある。 批評家の 所謂 「本文の 腐敗」 なる もの は 多く は 腐敗 

卽ち誤 傅に 非す して、 批評家 自身の 1^ 仰の 足らざる より 起る 謬見で ある。 聖書 記者の 立場に 自分 を 置 

ぃて見て^^：書の大抵の難句難節は、 明かに 且 美事に 解釋 する 事が 出来る。 聖書 解釋の 困難の 十分の 九 

ば 語學の 不足 * 叉 は 歷史、 哲學、 考古學 等の 知識の 缺乏に 由る に 非す して、 信仰の 不足に 由る。 神が 

我等に 傳 へんと 欲し 給 ふ 通りに 聖書 を 解 せんと 欲して、 聖書 は大體 に、 今日 在る 文字通りに 解 釋 して 

最大 の 滿 足を與 ふるので ある。 

〇 斯 如くに して 五十 年 前の 聖書 は 其 儘 神の 言と して 私の 手に 存る。 之に 代 はるべき 書 を 私 は 未だ 發見 

しない。 是れ のみ は 五十 年間 讀み 糖け て 少しも 厭きない 書で ある。 五十 年間に 科學、 歷史、 詩歌、 哲 

學と 私の 熟 心 は 移動した、 然し 其 何れもが 生涯の 終りに 方り て 私に 平和と 滿 足と を 與 へない。 人生の 

Eternal  A^erities  (永久 的 眞實) を敎 ゆる 點に 於て ダ ー ゥヰン も、 ギボン も、 ヲル ヅヲス も、 カント 

も、 ヨブの 友人 同樣  ， 

MLiserable  comforters  a-re  ye  all. 

汝等 皆な 人 を 慰めん として 却って 人を烦 はす 者な り (ヨブ 記 十六 章 一 一節)。 
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である。 如何なる 生物 學 者と 雖も 「極の 起原」 を 懐いて 死なん としない。 若し 世に 懐いて 死ぬべき 書 

0  00O0O  0  00000000O00O00 

が あると すれば、 それ は 古い 舊ぃ 神の 聖書で ある。 

〇 私が 明治の 十五 年に、 芝の 日蔭 町の 古本屋に 於て 買うた 英語 聖書の 表紙の 裏に、 私 は 英語 を以 つて 

詩人 ハイネの 言 を 記入た。 之を譯 すれば 左の 如し。 

あ， v-ts- ら 

何ん と 云 ふ 書で あらう！ 世界 丈け それ 丈け 大きく 辻つ 廣く、 造化の 底に 根ざし、 蒼穹の 高き 所 

ひので  、ノ  5  、 ,) 

に 在る 深宫 にまで 聲ゅ。 日出と 日 入と、 約束と 充實 と、 生と 死と、 人類の すべての 夢は此 書の 中 

に 在り。 

貴に 其 通り。 此 書の 故に 國 家が 起り、 健全なる 文化が 榮ぇ、 偉大なる 事業が 爲 され、 死 其 物が 打 勝た 

れて、 多くの 人が 讚美 を唱 へつ、 死に 就いた ので ある。 

$  一 n 田  一 こ i て 

$ lis-  一 ht-  (  s  I  ^ 

ロマ 書 一章 十六 節。 コ リント 前書 二 章 二 節 

〇 純 福 昔と は何ぞ やと 問へば、 何人も 純 福 昔と は 我が 福音な りと 答へ ませう。 誰も 不純な 福音 を 信す 

る 者はありません から、 我が 信す る 福音 こそ 純なる 者な りと 唱 ふる は當然 であります。 それ故に ュ 一一 

テリ ヤン も、 カトリック も * バ プチ スト も、 クェ， I 力 ー も、 孰れ も 純 福音の 唱道 者な りと 唱 ふる は少 

しも 怪しむ に 足りません。 斯う 考 へ て斯 かる 問題に 就て 語る の 必要な きを 思 はせられ ます。 


〇 然し 乍ら 福音が 純な らんが 爲には 如何なる 性質 を 具 ふべき 乎、 叉 聖書 は此 事に 就て 何を敎 ふる 乎、 

其 事 を 攻究す るの 必要が あります。 何物で も、 それが 純な らんが 爲には 他物の 混入 を 許しません。 純 

白米と 云へば 白米の 外に 何の まじり も 無い もの を 云 ひます。 砂 は 勿論の こと、 其 他の 穀類の 何が 混つ 

て も 純白 米ではありません。 純 福音に 近い 者で 純道德 があります。 純 道德の 何たる 乎が 解って 純 福音 

の 何たる 乎 を 解る に 甚だ 便利であります。 純 道 德とは 道義 以外に 何の 助け を も 勘 機 を も 持たざる 者で 

あります。 正直 は 最善の 政略な りと 云 ふ は 純道德 でありません。 正直 を 利益 を 得る 爲の 政略と 見る か 

ら であります。 正直 は 正直の 爲の 正直でなくて はなり ません。 何の 利害 をも考 へす、 正直 は 正道なる 

が 故に 行 ふべき である、 それが 純正 直であります。 最大 多 數の爲 に 最大 幸福 を 計る と 云 ふ は 決して 純 

道德 でありません。 民主 國に 於て 多くの 明白なる 罪 惡が行 はる X を 見て 此 事が 克く 判明り ます。 如何 

なる 利益と 雖も、 利益 を 目的と する 道德は 純道德 でありません。 縱令國 家の 利益、 社會の 利益、 敎會 

の 利益と 雖も、 利益の 爲に する 道德は 純道德 でありません- U まじりの ない 道 德は單 に 道 德の爲 に爲す 

道德 であります。 西鄕 隆盛の 云 ふ 「縦し 國家は 亡ぶ ると も 正義 を 行 はん」 と 云 ふ道德 であります。 哲 

學者 カントが 力 を 籠め て 支持 せんとせ し 道德は 此道德 であります、 卽ち 純道德 であります。 偉大なる、 

莊大 なる、 深遠なる、 天地 は 失せても 失せざる 道德 であります。 古い 昔の 日本に 却って 此道德 が あり 

ました。 今日の 歐 米の 道 德は 不純 極まる 道德 であります。 所謂 實利 主義の 道 德と云 ふは實 は道德 では 

ありません。 道 德の價 他 を 其 結果 如何に 由って 定む ると 云 ふ は、 哲學 者に 問 ふまで もな く、 我 國の古 

い 儒者 國學 者に 尋ね て 足ても、 彼等 は そ の 全然 道ならぬ 道で あ る こと を敎へ ます。 

Q 純 道 德に對 して 純 福音が あります。 それ は 純道德 同様、 何の まじり も 無い 福音であります。 其れ 自 


身に て 〈元 全なる 福 いであります。 何ものに 由っても 價値づ けられざる 幅 音であります。 縱し其 結 ra^ が 

如何 あらう がー i 昔なる が 故に 幅 音で ある 者であります。 故に 純一 i 音は必 しも 人 を 救 ふとは^りません。 

或る 場合に 於て は 純 福音 は 却って 人 を 殺します。 パゥ 口が！ 1 うた 通りであります。 

福音 は 亡ぶ る 者の 爲には 死の 香に て 彼等 を 死に 至らし む。 然れ ども 救 はる、 者の 爲には 生の 香に 

て 彼等 を 生に 至らし む (コ リン ト 後書 一 一章 十六 節 )o 

と" 生命の 源なる 太陽の 光線 も、 物に， m て は 之 を 生かさす して 其 反 對に之 を 殺します。 ？ポに 其 結果に 

由 つ て 判斷し て 3m 理 の 正邪 を定む る 事 は 出來ま せん。 

0O0OOOOOOOO  0  0  0  0  0 

〇然 らば 純 福 昔と は 何であります 乎。 fB ふまで もな く キリス トの卜 字 架の 幅 昔であります。 

キリスト は 我等の 祸ほ 罪人たり し 時に 我等の 爲に 死た ま へり、 神 は 之に よりて 其 愛を彰 はし 給 ふ。 

それ 律法 は 肉に 由り て 弱く、 その 能 はざる 所 を 神 は爲し 給へ り、 卽ち已 が 子 を 罪の 肉の 狀 となし 

■ て 罪の 爲に遣 はし、 肉に 於て 罪 を 罰しぬ、 是れ 律法の 義の 肉に 從 はで 靈に從 ひて 行 ふ 我等に 成就 

せんが 爲也 

と 云 ふ 福 昔であります。 

〇 今や 多くの 福 昔なら ざる 福 昔が 唱 へられます。 文化 生活の 福 昔、 敎育 普及の 福音、 世界平和の 幅 昔 

等が 唱 へられます。 孰れ も キリストの 十字架 拔 きの 福 昔であります。 是 れパゥ B の 所謂 異なる 福音で 

あります。 非 幅 音であります。 其 事 それ 自身 は 勿論 善い 事であります が、 至上 善、 最も 善い 事で は あ 

りません。 人 を祌に 和らがせる 和らぎの 福音でありません。 。ハウ 。义 はァゥ ガス チ ン、 乂はル ー テル 

又は ク 口 ムゥ H ル を 救うた 福 昔でありません。 私自身が そんな 似而非なる； i 昔に 由つ て 救 はれたり と 


-は思 ひません。 

モ ー セ 野に 蛇 を擧 げし 如く 人の子 も擧 げらる ベ し、 凡て 之 を 信す る 者に 亡ぶ る こと 無くし て^り 

なき 生命 を 受けし めんが 爲 なり (ョ ハネ俾 三，； 1=+ 十 W 節)。 

と ある 一 i 音で ある。 良心に 强く 響く 一 i 音であります。 己が 罪に 目覺 めし 者に は 何物に も 勝 さりて 嘉き 

昔 信であります。 The  Gospel  iiuleecl であります。 眞に； i 音であります。 凡ての 善き 事 は 此福昔 を 

信じて 始まる のであります。 私 は キリストの 十字架 拔 きの 社 會 改造、 品性 向上、 世界平和 等の 效果に 

ijr^ を： ぬきません。 人が 人で ある 問 は 彼の 罪 を 除かす して 彼の 改造 も 進歩 も 始まりません。 そして キリ 

ストの ト字架 を 除いて 他に 人の 罪 を 除く の途 はありません。 

、o 純 福 昔は簡 短であります、 一 言以 つ て 之 を 一一： ー11 ひ盡す 事が 出來 ます。 純一 i 昔 は それ 自身に て 完全で あ 

ります。 それ 自身に て 知識 感情 兩 つながらに 滿 足を與 へます。 純； i 昔 は 有能であります、 之に 由て 死 

せる 靈 魂が 生き、 社會が 潔め られ、 國 家が 起り ました。 純； i 音 は 小 a- にも 解ります、 大哲學 者 も 其 深 

さ を 採る こと は 出来ません。 お 名なる 宗敎^ 學者フ H ャべ ー ン は：：： ひました 

キリスト は 十字架の 上に 釘つ けられし 其 掌 の に (.H5 の 眞现を 握り 給へ り 

. と。 科 學の說 明 は 折" 學 であり、 竹 學の說 明 は倫现 であり、 倫 M; の 說明は キリストの 十字架で あると 云 

ふ^が 出来ます。 それ故に 云 ふので あります、 純一 i 昔卽ち キリ ストの 十字架の 幅 音 は それ 自身に て完 

全なる 幅 昔で あると。 そして 信者が 凡て： ：！ を 十字架に 注ぎますならば * 卽ち衆 星が 北辰 を 指して 之 を 

繞 るが 如くに、 十字架に 其 信仰の 額 を 向けますならば、 其 時に 信者の 一 致が 成る のであります。 其 時 

- 各自が 我れ なし 世な し 肉と 此 世に K ける 凡ての 汚れな きに 至りまして、 人 itr 階級 敎派 なきに 至り ま 


す。 純； 幅 昔の みが 人 を 純たら しめます。 (八月 五日 朝 札 幌獨立 敎會に 於て }| 


弱くして 强き 基督 信者 


汝等我 を 離る &時は 何事 を も 爲し能 はざる 也 (ョ ハネ傳 十五 章 五節)。 

此はィ H ス の 言と して ョ ハネ傳 の 記す 所でありまして 信者の 實驗に 由て 證明 せらる- - 所の もので あり 

ます。 斯 かる 事が rais; して 事實 である 乎と 普通の 人 は 不思議に 思 ひます。 「何事 を も 爲す能 はす」 と は 

一一 K ひ 過ぎで ない 乎。 信者と 雖も キリスト なくして 多くの 事 を爲し 得る ではない 乎、 又爲 して ゐる では 

ない 乎と 云 ひます。 然し 信者の 信仰が 進めば 進む 程此 事の 事實 なる の を 知る のであります。 信者 はま 

ことに キリ スト を 離る、 時 は 何事 を も 爲し能 はすであります。 

〇 第 一 に考 ふべき 事 は 信者 は 自己に 死んだ 者で あると 云 ふ 事であります。 或は キリ ス 卜に 殺された お 

であると 云 ふても 差 支はありません。 彼 は 一 時 は 無能者たら しめられ たる 者であります， - 是れ キリ ス 

トに 在る 神の 能力が 彼に 在りて 現 はれん が爲 であります。 それ故に 何時な りと も 彼が 彼の 能力の 源な 

るキり ス 卜 を 離る & 時に 彼 は 信仰 當 初の 無能になる のであります。 故に 世に 憐れなる 者と て キリス ト 

を 離れた る 信者の 如きはありません。 彼 は 木 を 離れた る 猿の 如き、 叉 は 翼を斷 たれた る 鳥の 如くに な 

るので あります。 彼 は 世人の 嘲け りの 的と なります。 世に 彼程 愚かなる、 き 者 は 無い のであります- 
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〇 第二に 考 ふべき 事 は 「事 を爲 す」 と は單に 動く とか 動かす とか 云 ふ 事ではありません。 信者と S も 

キリ ス ト なくして 隨分 自由 をき かす 事が 出来ます、 爲さ うと 思へば 隨分 乎 を爲す ことが 出來ま 

す、 然し 乍ら 意義の ある、 永久 的に 價 値の ある 事 を爲し 得ません。 自他に 眞の 善事 を爲す こと、 根本 

的に 世 を 良くす る こと. 神の 聖 意に 適 ふ 間違た き 正しい， 事 を爲す こと は 出来ません。 今や 政治家 ゃ實 

業 家の 爲す 事、 政黨を 作ったり 壌したり、 金 を 溜めたり 使ったり する 事 は 出来ます。 然し 乍ら 永久に 

動かざる 基礎の 上に 國家を 建つ る こと、 又は 社會 人類 を 益す る 生產的 事業 を 起して 之 を 維持す る 事 は 

出来ません。 卽ち眞 に 生きん と 欲し、 眞に 事を爲 さんと 欲すれば キリスト を 離れて は 何 * を も 爲し得 

ません。 

〇 キリスト を 離れた る 信者 は斯 くも 愚かなる、 斯 くも 弱い者であります。 然し 乍ら キリストと 連なる 

信者 は 其反對 に 非常に 慧ぃ强 い 者で あります。 そして 信者の 强 い 半面 を 語 つた 者が ビリピ 書 四 章 十三 

節に 於け るパ ゥ 口 の 言であります。 曰く 

我 は 我に 能力 を予 ふる キリ ストに 因りて 凡ての 事 を爲し 得るな り 

と。 「何事 を も 爲し能 はす」 と 云 ふに 對 して 「凡ての 事 を爲し 得るな り」 と 云 ふので あります。 無能 

に對 する 萬 能であります。 斯んな コントラスト (對 照) はありません、 然し 事實 であります。 信者が 

キリ ストに 連た る 時に 彼 は 勇者であります- 智者であります。 ヒ ブライ 書 十 一 章 三 w 節に 云 へ るが 如 

くこ  - 

きょりして 强 くせられ、 戰 ひに 於て 勇ましく- 異邦人の 陣を返 かせたり 

と ある 其 事を實 行し 得る のであります。 弱くして 强ぃ 者、 强 くして 弱い者、 それが 基督 信者で ありま 


眞ゃ は 宿 を 得、 燕 子 は その 雛 を容る 、奥 を 得た. り、 

萬 軍の H ホバ 我が 王 我が 神よ (詩 八十 四篇三 節) 

•  つ； S くらめ . . 

と 叫ぶ のが 信者の 生；^ であります。 弱い- 销と燕 子？ それが 萬 軍の H ホバ を 王と して 迎ぎ 之に 化 ふるの 

であります。 ル ー テル、 ク n ムゥ hi ル等は 孰れ も. 如此き 勇者で ありました。 信仰な き 人に は 到底 解し 

得ざる？ Sf! 者であります。 斯 くして 信者 は 世に 侮られつ k も 世に 勝ちつ & あるので あります。 (一九二 

八 年 八月 十日 札幌)  . 


北海道 特產 物の 一 として 見た る 獨立的 基督 敎 

九月 五日 小檫 希望 館に 於て 

〇 北海 逝の 特産物 は 種々 おります。 鰊が あります、 鮭が あります、 昆布が あります、 林擒 があります、 

其 他 殆んど 數へ盡 す 事が 出来ません。 然し 其內に 一 つ 人の 多く 氣附 かない 者が あります。 それが， X ぉ錢 

を以 つて 其價 値を定 むる 事が 出来ない 者で あるから であります。 それ は獨 立の 基督 敎 であります。 北 

海道に 斯 かる 貴き 特産物 ありと 聞い て 人 は 驚き ませう が、 然し 事實 であります。 後世の 歷史 家が 口木 

國の歷 史を緣 るに 方って 必す此 事 を 特筆大書 する であら うと 思 ひます。 

0 今より 五十 年 前で ありました、 日本に 基督 信者なる 者 は 僅に 三千 人 許り 在った のであります。 某哲 


敎は 今でも 外 敎と稱 せられて 賤 しめらる-の であります- 其當 時に 於て 外人 を 離れて 之 を； じ やうと 

E 心 ふ 者の 有り やう：^ はなかった のであります。 其 時に 當 つて 此 北海道に 於て 一 團の靑 年が 起って 日 木 

人 特有の 獨立的 基督 敎を 主張した のであります。 先 づ外國 -X 敎 帥より 提供せられ たる 金錢的 補助 を斷 

はった のであります。 メソジスト 敎會 とか、 H ピスコ パル 敎會 とか、 長老 敎ノ きと か 云 ふ 外 國で始 つた 

諸敎 會を脫 して、 玆に 純然たる 日本人 式の 基督 敎會を 始めた のであります。 それが 札 幌獨立 基督 敎會 

でありまして， 我國に 於て 初めて 起った 純然たる 獨 立敎會 でありました。 當時 の 私共 靑年 の 意 氣は實 

△ 厶厶 △△△△<: 厶厶 厶厶 厶 △△△△△<: 厶<3 厶 i "厶厶 

に 盛なる 者でありまして、 積 丹 岬 以北に は W び 外！： 產の 基督 敎を 入れざる べしとの 事で ありました。 

然し 此 目的 は 完全に 達せられませんでした。 獨立敎 會の進 步はー 仲 一 縮でありまして、 其 勢力 は以っ 

て 全道 敎 化の 任に 當 るに 足りませんでした。 に 外國」 冗敎 師は獨 立敎會 の屮： 現 を玄： びませんでした。 

彼等 は 其 成功 を 疑 ひました。 日本人が 全然 彼等 外 國宜敎 師の手 を 離れて 信仰と 傳 道と を 穑 綾し 得 やう 

と は 彼等 は 思 ひませんでした。 私が 輕 井澤の 如き 外國』 H 敎師 集合の 地に 於て、 常に 彼等に 問 はれます 

事 は 「札 幌獨 立敎^ は 如何な りました 乎」 と。 共 成 行 如何に 彼等が 常に 深甚の 注意 を拂 ふて ゐる 事が 

判明り ます。 そして 積 丹 岬 以北に 敎派的 敎會を 人れ ざるべし との 不文の 約束 は 夙く 破られました。 組 

合敎 會先づ 第一 に 礼幌に 敎會を 立て、 緩いて 一致 敎會 (今の 日本 基！^ 敎會) 歸り來 り、 メゾヂ スト 敎 

公會來 り、 ホ ]• リネス 敎會來 りて、 札幌： に 北海道 全體は 今や 昔し 以上に 敎 派の 繁榮を 見る に 

至りました。 此 くして 札幌獨 立敎會 設立の 目的 は 全然 破れました" 獨立 運動の 如き 之 を 起さ りし 方. 

が 却つ て 善かった ではない 乎との 感を 起さ る を 得ませんでした。 

〇 然し 私は爾 うは 思 ひません。 獨 立の 善い 事で ある は 縱令 宜敎. 師と雖 も 之 を 肯定せ ざる を 得ません。 


彼等 は 唯 常に 獨立尙 早 論を唱 ふるのであります。 私共が^ 十 年 前に 札幌に 於て 獨立 を唱へ 之を赏 行し- 

た 時に 彼等 は此 論を唱  へました。  そして 今より w 年 前、 米國が 排日 法 を 設けて 我 國に國 際的大 侮辱 を- 

加へ し 時に、 私共が 之 を機會 として 口 本の 基督教の 絶 對的獨 立を唱 へし 時に 彼等 は 同じ 事 を唱へ て 言 

ひました。 

獨立 はま だ n 十し、 更らに 三十 年 待つべし、 其 時 は 平和の 裡に 之を實 行し 得る であらう 

と。 私 は 其 時に 思 ひました、 若し 三十 年 待ったならば 日本の 基督 信者 は獨 立の 精神 を！^ ひ、 縦し 亦 其 

時 に 到り 獨立 を斷行 せんと 欲す るなら ば 外國. K 敎帥は 同じ 事を唱 へて； 史らに 三十 年 の 猶豫を 勸吿す る 

であらう と。 

〇 高尙 なる 主義 は 凡て 貴く あります。 成功す る も 失敗す る もせく あります。 獨 立は个 H まで 幾！； も 失 

敗し ました。 然し 獨 立の 尊 さは それが 爲に 少しも 減じません。 コシ ウス コはボ ー ランドの 獨 立に 失 收 

しました。 然し ボ ー ランド 八/日の 獨立は 彼を以 つて 始 つたので ありまして、 其榮譽 ある 獨立は 彼れ コ 

シ ウス コ の 賜物で あると 稱 すべきであります。 我 固の 歷史に 於ても 補正 成、 萬 里 小路 藤 房の 唱 へし 王 

政 復古 運動 は 失收に 終りました、 然し 明治の 維新 は 五 百年 後 に 彼等の 思想 を承繼 いで 成功し ました。 

OOOO0OO000OOO0OO  O000O00O00000000  00000000000 

K  く ベ き は高尙 なる 想であります、 唱 ふ ベ き は 高貴なる 主義であります。 之を唱 へ 之 を 行 つて 見て， 

OOOOO0OO0O  0000000000000000000000000 

失敗す る も名譽 であり、 亦 遠き 將來に 於 て 其 完全 なる 成功 を 期す る 事が 出来ます。 

〇 日本人 は 日本人と して 外國 人に 依らす して 直に 祌を 信じ 彼に 仕へ まつる であらう。 口 本人 は 佻敎を 

支那、 印度より 受けて 之 を 終に 日本人の 佛 敎と爲 した 如くに 日本人 は 基督 敎を歐 米 人より 受けて、 之 

を 日本人 特^の 基督 敎と爲 すで あらう。 殊に 我 日本に 於て は 西洋 諸國に 於て 見る が 如き 醜き 敎 派の^ 
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在 を 許さぬ であらう。 日本に 於て は 「師 一人、 汝等は 凡て 兄弟な り」 との キリストの 教訓の 實現を 見 

るで あらう。 日本人 は 基督 敎の 生粹を 受けて、 其 弊害 は 之 を 受けぬ であらう との 现想 は、 單に 「理想 • 

として 之 を 斥く る ことなく、 主義と して 之 を 信じ、 ？ 5? 敢に其 實行を 試む る 事 は、 善き 事、 責き 事、 讚 

む ベ き 事、 人と して 行 ふべ き 事で あると 思 ひます。 

C そして 此 事が 明治の 十三 四 年頃、 今より 殆んど 五十 年 前、 札幌 がま だ 一 農村で あり、 小搏 がま だ 一 

漁村 で あった 顷に、 北海道 の 地に 於て 試みられ たので あり ます。 基督 敎は 西洋 の 宗敎 で あると 今でも 

猶ほ 多くの =! 本人に 思 はる V 頃に、 之 を 日本人の 宗教と 爲 さん との 大膽 なる 企が 北海道に 於て 試みら. 

れ たのであります。 之 は 北海道の 大 なる 産物ではありません 乎。 世界に 向って 誇るべき 產 物で はあり 

ません 乎。 之に 比べて 見て 鮭と か 蟹と か 昆布と か靑 豆と か 云 ふ もの は數 ふるに 足りないで はあり ませ， 

ん乎。 ギリシャの 特産物 は ソクラテスに 由って 始められし 眞现の 自由 研究で あり、 獨 逸の 特產物 はル 

1 テル を以 つて 始まりし 宗敎 改革で あり、 英國の 特産物 は ピ ュ ー り タン 主義と 自由 政治と であると s 

ひます が 、それに も較 ぶ ベ き 者が 北海道 に 於て 始まり し 基督 敎 の：：： 本 化 叉 は 東洋 化 運動で ありません 

乎。 諸君 北海道 人 は 之に 就いて 犬なる 誇り を 感じません 乎。 

〇 私 は 札幌に 於て 始まりし 基督 敎獨立 運動 は 失敗に 終った と 云 ひました。 然し 全然 失收に 終りません 

でした。 第一 に 札 幌獨立 基督 敎會は 依然として^ 在して ゐ ます。 是は 如何 見ても 北海道 第一 の 敎會で 

あります。 礼幌南 大通り W: 七 丁目、 黑 田淸隆 公の 銅像と 相對 して 立って ゐ る宏壯 なる き 堂が それ で あ 

ります。 然し 札幌獨 立敎^ はかの 獨立 運動の 遣 物の 一 に 過ぎません。 小 拇の此 希 お S も 其獨立 運動の 

餘波 とし て 起った もので あります。 獨立 の 精神 は 田 母 神 翁 を 以 つて 札幌 より 小榑に 飛火して 今猶 ほ此： 


所 に 燃え つ、 あるの で あ り ます。 

〇 そして iM じ 火が 不肖 私を以 つて 日本 全阈に 燃え 擴り ました。 私 は 過る ra: 十 年間 到る 所に： n 本 的 基督 

敎を唱 へました。 殊に 大正 七 年より 十二 年まで 好き 機 會を與 へられまして、 柬京は 大\:1, 町、 務ぉお 

門前の. Vr: 木 衞生會 講堂 を 借 受けて 東京の 公衆に 向って 此 主義 を 唱 へました。 滿四 年間に 涉り、 tz- そ 

Icra: ト 1； の 聖書 講演に 於て、 (SI; 叫が 人 以上 八 k;: 人まで，. 大抵 は 空席 一 脚 もな き 盛況の 內に， 束な 小人 

士は 私の 獨立的 信仰 を謹聽 して n> 、れ ました。 そして 其 菜會は 今尙ほ 郊外 柏木の 私の 聖書 講堂に 於て 緩. 

けられつ. - あります。 私の 機 關雜誌 『聖書 之 研究』. は 三十 年の 歷史を IF し、 日本に 於て 發行 せらる k 

最も 古い 宗敎雜 誌の 一 であります。 南は臺 潜より 北 は 棒 太に 至る まで 誠實 なる 讀者 をお します。 數は 

勿論 『キング』 や 『主； t 之 友』 に は 敵 ひません が、. その 靈魂 を靈 魂に 結附 ける 能力に 於て は遙 かに：： Il^r 

等 大雜誌 以上で あると；^ じます。 殊に 私が 英文 を以 つて 著しました 『余 は 如何にして 基督 信徒と なり 

し 乎』 と 云 ふ 札幌に 於け る 井 ぷ督敎 運動に 就いて 詳細に 述べし 書は獨 逸、 フィンランド、 スヱ テン、 

ヂ ン マ ル ク 等の 外國 語に 譯 されまして 歐洲に 於て 識者の 問に 大 なる 注意 を惹 きました。 先年 此 を 去 

りました^ 界有數 の 大哲學 者 オイケン 博士の 如き 其 熱心なる 讀者 でありまして、 博士 は：； 取 後 ま で 私 と 

私の 仕事に 對し 篤き 问情 を衷 して 5^<れ ました。 二三 ヶ月 前の 事で ありました、 瑞西 首府 ベル ン 市の 或 

る 大敎會 の 牧師 ドクトル • マ ー ル バッハ は HI 本 訪問の 際、 態々 札 幌を訪 づれ、 日本に 於け る 基督 敎獨 

立 蓮 動の 發祥 地に 到りて 感慨 轉た 禁じ 難き ものが あった やうに 見受けました。 r 度 本年 六：：：： 二：：： は 私 

共數 名の 礼幌 出の 基督 信者が 彼 地に 於て バプ テス マ を 受けし 第五 十 年に 當 りました が 故に、 一:1: 博に は 

特に 札幌 より 獨逸 文の 祝電 を發 して 東京に. 在る 私に 對し； M 情 尊敬 を 表して SK れ ました。 其他ぉ^^^しは 


盡 きません。 札幌に 始まりし 日本人の 基督 敎獨立 運動 は 北海道 以外に 摘り、 ケゃ 內地は 愚か 歐米 

人 の 注意 を惹き であり ます。 

〇 私 は 虞れ ます、 此 事に 關 して 北海道 人 は 「燈臺 下 暗し」 である こと を。 北海道 人 は 利權の 獲得、 15?- 

t!^ の 發展に 忙殺 せられて、 彼等の 間に 起り し 精神的 大 運動 を 忘れて ゐ ると 思 ひます。 現に. S: 地に 於け. 

る 私の 仕事に 對し贊 成 を 表し、 實際的 援助 を與へ て 吳れた 者の. に 北海道 人 は 一 人 もありません。 私 

の獨立 運動に 多大の 援助 を與 へて 吳れた 者 は 第一 に大阪 商人で ありました。 全 體に關 西 人の 方が 關來 

人より 斯 かる 運動に 興味 を 有 つ と 思 ひます。 私 は 斯く云 ひて 諸君 北海道 人の 援助 を哀 求す るの では あ 

りません。 私共 は 諸；！？； が赞 成され やうと、 されまい と、 私共の 獨立 運動 を 精け ます。 然し 乍ら 之に 參ー 

加 せらる，^ は 諸^の 名譽又 義務で あると 信じます。 北海道に 於て 起り し此贵 き 運動の 助長 を、 之 を 他" 

阈 人に 委ねて 諸君 は 安閑たり 得らる、 のであります 乎。 私 は 今夕 小搏巿 民の 寄附 金 を 募りに 御當 地に- 

參 つたので はありません。 私の 獨立 信仰の 友なる 田 母 神 翁に 招かれて 參 つたので あります。 然し 乍 ら 

此機會 を 利用して 私 は 諸君に、 此 北海道に 始まって、 4.- や 世界の 注意 を惹 きつ i ある 大 運動の 在る 事. 

に氣附 いて m きたいので あります。 私 は 「預ー 百 者 は その 故鄉に 於て 省みられす」 との 護の 諸君の 間に、 

實 現せざる やうに §1- みます。 然ら ざれば 獨 立の 名譽は 悉く 私共 少數 者に 歸 しまして、 諸 翁は此 短き 夢 

の 如き 世に 在りて 唯链か 計りの 富 を 作り、 朝露に 等しき 名譽を 得て、 それで 諸君の 贲き 生涯 を 終らる 

るので あります。 


世に 勝つ の途 

汝等 世に 在りて 息 難 あり、 然 れど懼 る-勿れ、 我れ 旣に に 勝てり (ョ ハネ傅 ト六章 三 三 節)， 

凡そ 祌に 由り て 生る.， 者 は 世に 勝つ、 我等 をし て^に 勝た しむる おは 我等が 信な り。 誰か 能く ゆ 

に I ^たん、 ィ H スを 神の 子と 信す る 者なら す や (ヨハネ 第一. 書五窣 ral 五 1^5/ 

〇 リッチ H ルと云 ふ 有名なる 祌學 者が 曰 ひました 「基督教の 目的 は 人 をして 世に 勝た しむる に 在り」 

と。 之 を 實際的 方面より 兑て さう 曰 ふて 間逮 ない と 思 ひます。 人 は 生れながら にし て^の 屬 でありま- 

す。  何 is^f に 由ら す 世の 支配す る となり、 その 壓迫を 受けます。 故に 生く る 事を稱 して 世に 處 すと 云 

ひます。 世に 適合す るの 謂です。 時 を 見て 之に 應 する、 之 を 成功の 生涯と 云 ひます。 「生命 是れ 環境 

との 調和な り」 と は 生物 學 者の 唱 ふる 所であります。 然るに 世に 勝つ と 云 ふので あります。 ぃ惡し 

き ゆ を遁れ るので ありません、 之に 勝つ と 云 ふので あります。 そんな 事が 出來 ませう 乎。 出來 ると * 

督敎は云ひます。 私共はlの征服に從事した人のぁりし_s^-を聞きます。 ァ レ キサ ンダ— 成吉千 ナ 

ボ レオン 等が それであります。 彼等 は 骨の 征服に 從 事して 之に 成功し ませんで した。 然るに イエス は 

單き 世に^ち 給うた と 云 ふので あります、 そして 彼 は 彼の； fs- 子た る 者に 凡て 世に 勝たん 事 を 要求し お 

ふと- 1- ふので あります。 私共 は 基督 信者た る 者の、 歷山 王、 那翁 以上の 功績 を 要求 せらる" 者で ある ■ 


事 を 忘れて はなり ません。 私共 はまた 佛敎ゃ 婆羅門 敎が 人に 世 を遁れ るの 途を敎 ゆると 聞きます。 然 

るに 基督教に 在りて は 世 を遁れ るに 非す し. て、 世に 勝つ のであります。 此事を 知った 丈け で、 * 香敎 

が 人の 道で ある 以上に、 神の 道で ある 事が 判明り ます。 

〇然 らば 如何して 世に 勝つ 事が 出來 ませう 乎。 其 事 を-示す 者が 玆に 引用した ョ ハ ネ 書の 言であります ^ 

「t^ そ祌に 由り て 生る、 者 は 世に 勝つ」 とあります。 世 は 勢力 を以 つてして、 叉はェ 風に 由り て 勝つ 

こと は 出来ません、 祌 によりて 新たに 生まれて 勝つ ことが 出来ます。 ィ H スが 一一 コ デモに 曰 ひ 給 ひし 

が 如く 「人 もし 新たに 生れす ば 神の 國を 見る 能 はす」 でありまして、 「人 もし 神に 由り て 生れす ば 世 

に 勝つ 能 はす」 であります。 世に 勝つ の 能力 は 新たに 世 を 造る の 能力であります。 「人 もし キリスト 

に 在る 時 は 新たに 造らる K 也」 とあります が 如くに、 祌の國 は 神の 造化の 能力が 此 世に 加 へられた る. 

者、 神の 人た るべき クリスチャン は 同じ 能力が 生れつきの 人に 加 へられた る 者であります。 神に 新た 

に 造られて、 卽ち祌 に 由り て 生れて 人 は 世に 勝つ ことが 出來 るので あります。 r 是は 勢權に 由ら す、 

能力に 由ら す、 我靈に 由る 也」 と 預言者が 曰 ひしが 如くに、 神の 靈に 由り て 生れて 人 は 世に 勝つ こと- 

が 屮  I  來 るので あります。  ゼ カリヤ 書 四 章 六 節。 如此 くにして 世に 勝つ は 尋常の 事で ない、 人が 神に 造 

化の 奇跡 を 施されて 爲し 得る 事で あると は 聖書が 明かに 示す 所 で あります。 

〇 然 らば 人 は 之に 對 して 如何 爲 すべき 乎と 云 ふに 「我等 をして I に 勝た しむる 者 は 我等の 信な り」 と- 

ありまし て、 • 我等 は 信仰 に 由て 世に 勝つ 事が 出來 ると 云 ふので あり ます。 信仰 は 信念と 云 ふ 自力で あ 
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りません、 信せ 仰ぐ と 云 ふ 受動的 態度であります。 神が キリストに 由り 架. 靈を以 つて 施し 給 ふ 架 業に 

我 身 を 任 かせ 奉る 事であります。 自分で 世に 勝たん と 欲して 勝つ 能 はす、 故に 自分の 無能 無力 を 認め 


て 祌の御 力 を 仰ぎ奉る、 其 謙遜の 心、 それが 信卽ち 信仰であります。 我れ 世に 勝って 見せん とて、 歷 

山 王が 世界 征服の 途に 就きし 時の やうに、 自己に 誇りて；；^ ひ 起つ の 心でありません、 此！ 1^ き 我に 聖靈 

を 注ぎて 我 を 新たに 成し 給へ と 祈る 天の 父に 寄り 鎚る心 であります。 祌 の 大能 の 我 に 加 はらんと する 

に對 して、 之 を 受けん とする 此像 徒の 態度であります。 人に 此 謙遜が ありて 人 は f に 勝つ の 能力 を 賜 

はると 云 ふので あります。 世に 勝つ の途は 決心で もな け， がば 運動で もありません。， U! 已を 51 うして 之 

を 祌の惠 みの 逢 業に 任 かせ 奉る 事であります。 

みこ、 ろ  み. e ぐみ 

〇 そし て 神が 我等 を 新たに 造らん とす る 聖 意に 對し 、 そ の 恩 惠に與 らんと 欲する 我が 此 態度 あ り て 、 

我が 衷に 新たに 信念が 起る のであります、 卽ちィ H スは 神の 子な りとの 信念が 起る のであります。 ィ 

H スは 神なる 人、 祌が 人と して 現 はれた る 者 也との 事が 解る のであります。 (人の子と は 人の 性を帶 

ぴ たる 者の 意 であり ます、 其 如く 神 の 子と は 神の 性 を帶び る 者と 解す ベ き で あ ります)。 人 は聖靈 に， 

闲 るに あら ざれば ィ H スを 主な りと 稱ぶ能 はすと あります るが 如くに、 神に 由り て 新たに 生る k を 得 

て 人 は 初めて ィ H スの 神の 子た る 事が 判明る のであります。 ィ H ス の 神性と まふ は是 れ祌學 上の 

命 題ではありません、 信仰 上の 實驗 であります。 私 は 研究の ひお rar. ィ H スは祌 の 子な りとの 結論に 

達した のではありません。 私の 靈 魂に 根 木 的 改造の 行 はれし を實驗 して、 彼 を 神の 子乂は 子なる 神と 

して 認めざる を ざるに 至った ので あり. ます。 此 は實驗 より 起る 幻像で あつ て、 思索の 結 架と して 55 

たる 確信でありません〕 或る 能力 ある 者が 來て、 私 を まに 勝ち得る 者と 成し 給うた のであります、 そ 

して 私 は 其 者 を 神の 子と して 認めた のであります。 私が 彼の 神 學論を 作り 得る 前に、； si に 3 仰 的赏驗 

があった のであります。 
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O 以上 は 凡て 主観的 事實 であります u 神と 信者との 間に 行 はる、 事でありまして、 他人の 鋭 ひ 知る 事 

の 出来ない 事であります。 然し 乍ら 主觀 的事實 はやが て 客観的 事實 として 現 はる k のであります。 信 

仰 は行爲 として 現 はる i のであります。 我等 は 世に 勝つ の 能力 を 賜 はりて、 まことに 世に 勝つ ことが 

屮 I 來 るので あります。 *1 に 勝つ と は 世に 支配せられ すして、 世より 獨 立して 己が 欲する 所 を 行 ひ 得る 

ことであります。 そして ィ H スは斯 かる 生 1^ を 送り 給うた のであります。 

我より 我が 生命 を 奪 ふ 者な し、 我れ 自 から 之を捐 るな り、 我に 之を捐 るの 權能 あり、 亦よ く 之 を 

得る の權能 あり (ョ ハネ傳 十 章 十八 節) 

と 彼が 言 ひ 給 ひし 其 自由が 彼に 在りました。 卽ち善 は 之を爲 し、 惡は之 を爲さ る 完全なる 自由が 彼 

に 在りました。 ィ H スは 世に 在りて 世の 屬 であり 給 ひませんでした。 彼 は 神の 子と して i を 支配し、 

其 壓迫を 受け 給 ひませんでした。 彼が 十字架に 釘 けられし は、 彼が 言 ひ 給へ るが 如く、 自 から 己れ を 

招て 給うた のであります。 そして 彼 は 其 自由 を 彼 を 信す る 者に 與へ給 ひます。 神の 子た るの 自由 を 彼 

等に 與へ給 ひます" 

是 故に 子 もし 汝 等に 自由 を 賜へ なば 汝等 誠に 自由 を ST へし (ョ ハネ傅 八 章 三 六 節) 

と 彼が 曰 ひ 給 ひしが 如しであります。 クリスチャン は 神に 新たに 造られて、 キリストが 世に 對 して 自 

由 なる が 如くに 自由に 爲られ た 者であります。 

0 ィ H スは其 生 "！^ を W つて 世に 勝ち 給うた のであります。 彼の 御 生涯 は 勝利の 生涯であります。 彼の 

敵 は 彼の 身 を 殺す 事が 出来 ましたが、 彼の 心 を 汚す 察が 屮 Z 来ませんでした。 r 汝 等の 中に 誰か 我 を 罪 

に 定め 得ん や」 と 彼が 言 ひ 給 ひしが 如くであります。 彼の 敵 は 彼 をト字 架に 釘け て、 彼より 得し もの 


. は 「父よ 彼等 を赦し 給へ、 彼等 は 何を爲 せる 乎 を 知ら ざれば 3」 との 祈りで ありました。 ィ H スは愛 

を以 つて 世に 臨んで 世に 勝ち 給 ひました。 そして 歷山 王、 那 翁が 到』. K 爲す能 は ざり し 程度に 於て 之 を 

征服し 給 ひつ」 あります。 ィ H スの 世界 征服の 武器 は 愛、 其方 法 は 愛であります。 今に 至って 不戰條 

約 も 何もあった ものでありません。 一方に 取備を 益々 進めながら、 他方に 於て 不戰 を宜俾 する が 如き、 

若し 之が 偽善でないなら ば 何が 偽善であります 乎。 米！； を 初めと して 英國も 獨逸も 佛！： も！： として は 

. ^だ 全く キリ ス 卜 を 知らざる 者であります。 我等 ほ 彼等に. m りて キリ ス トを學 ばんと して はなり ませ 

ん。 

〇 「汝 等湘る k 勿れ、 我れ 旣に 世に 勝てり」 とィ H スはラ 〔ひ 給 ひました。 そして 我等 は 彼 を ii^ じて 彼 

の 勝利に 人る のであります。 世はィ H スを 十字架に 釘け て、 自 nf- を 十字架に 釘け たのであります。 祌 

の 子 を 罪に 定めて 自 から 罪に 定められた のであります。 そして 歴史 他な し 人類の 上に 行 はる、 靡 判の 

歷史 であります。 キリストの 聖名は 年と 共に 高められて、 彼に 逆 ふ 勢力 は 年 と共にお 么 ふるので ありま 

す。 私供 は 我！： の 歷史に 於て すら 明かに 此事を 見る のであります。 私供 は旣成 宗敎の 廢滅と 其.^ に^ 

輕敎の 含まれて ある を 聞かされます。 此札幌 に 於て すら 松！ ：！： 松 年 博ヒに 由て 進化論の 立場より 基督 敎 

の 衰亡が {ー1： 吿 せられました。 然し 乍ら 私供 は 失び 一;- しません。 某 好 敎は活 きて ゐ ます、 ハ ^ 々發展 します、 

ゅ界 征服 を繼 綾し ます。 五十 年 前に 札幌に 信者 は 三十 人と はありませんでした。 ヶは 何： C 人、 或は 何 

r 人あります。 ； ：ト 年 前までに 其^ 在 を 認められ ざり し該宗 敎はケ や 三 大宗 敎 の.？： に數 へられて、 共 

内で 最も 有力なる 者と 認めら る、 に 至りました。 今や §A 書 は 何^ 冊 刷っても n 木 人の 需要に 應す るに 

りません。 丸善書はに行って^本の識者が讀む外國；^ji書類にして直接問接に基赞敎關係の者の多ぃ 
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して ィ H スの御 生涯 は 之で ありました。 彼が 休畈を 取り 給 ひたりと は 一 度 も 記いて ありません。 ^^：書 

の錄す 所に 由れば 彼の 御 生涯 は …… 少く とも 三年 間の 活動の 御 生涯 は …… ぶっ通しの 活動の 生涯で あ 

りました。 彼 は厦々 人な き 所に 行き 給 ひました、 然し それ は 祈る 爲 であって 休む 爲 ではありませんで 

した。 ィ H スと其 弟子 達と に 暫時の 休息 はあり ましたが、 今の 人が 云 ふ 休暇なる 者はありません でし 

た 。若し をった とすれば、 或は 病の 爲に、 或は 信仰の 故に 牢獄に 投 ぜられ て、 活動の 中止 を餘满 なく 

せられし 場合に 限ります。 彼等 は 多く 旅行し ましたが、 之に 保養 氣晴 しの 意味はありませんでした。 

彼等の 旅行 は 凡て 今日で 云 ふ傳道 旅行でありまして、 彼等の 立場より して 人に お 善 を 盡す爲 の 旅行で 

ありました。 此^^^fに就きぺ テ n は コ ルネリォと其家族の者に吿げて！！！ひました (行 傳十章 三 八 節) 

此の ナザレより 出た るィ H スは祌 より 加 ゃ靈と 能力と を 以て 膏を沃 がれ、 徧 くめぐ りて 善き 事 を：：： 

ひ、 凡て 惡 魔に 憑かれた る 者 を 癒せり、 そ は祌、 彼と 偕な りしに 因る 

と。 そして。 ハウ & の 世界的 大 旅行 も 此 精神と 方法と に 由った のでありまして、 今の 西洋の 牧師 ゃ祌學 

者が、 休蹇を 目的に 敎會の 給與を 受けて、 パ レ ス チン 旅行 を 兼ねて 世界 一 周 を 試みる と は 其 根本の 精 

△ 厶厶  <<厶<3 厶厶厶 厶<厶<3 厶 厶厶厶 厶厶厶 厶厶厶 A 厶厶  厶厶厶 厶厶厶 A 

祌を 異にします。 昔の 傳道師 は 能力に 充 ちて 休養の 必要 を 感ぜ ざり しに 較べ て、 今の 傳道. 帥 は 能力に 

△  △<!  厶 厶厶厶 厶厶厶 △<< "厶厶 厶厶厶 

飢えて、 何よりも 先き に 休養 を 要求し ます C 

〇 そして 其 理由 は 明かであります。 能力の 充ち 溢る、 所に 休養の 必要はありません。 「此ィ H スは神 

ょり§^靈と能カとを注がれ云々」 叉 「神、 彼と 偕に 在せ り」 とあります。 此 かる 者 はいくら 働いても 

休養の 必要 はない のであります。 ィ H ス然 り、 バウ a 然り、 神の 人す ベて 然り であります。 神の 人モ 

1 セの 如き、 八十 年 問 働き 通う して、 少しも 老 一お を 感じませんでした。 . 


モ. ー セは その 死た る 時 百 二十歳な りしが、 その ml は 11 ます、 その 氣カ は衰へ ざり き 

とあります (申命記 三十 四 章 七 節 )o 「此 かる 人 は 水の 邊に 植えし 樹の 如く、 其 葉 も 亦 湖む ことなし」 

と 詩の 第一 篇 にある が 如しであります。 そして 是れ 決して 唯の 理想でありません、 事實 であります、 

今 も猶ほ 信す る 者に 由って 繰 返へ さる、 事實 であります。 卞 より 一 一千 六 百年の 昔、 豫ー 一一 一口 者に， e て官べ 

られ し； W 辭は、 その以前にも_5^#^でぁりしが如く、 其 後 も 人， E に 至る まで 事實 であります。 (ィ ザャ 

書 g: 十 章 二八 節以 F) 

汝 知らざる 乎、 聞かざる 乎。 H ホバは 永久の 祌、 地の 極 を 造り 給 ひし 者、 彼 は 倦む ことなく、 ま 

た疲る k ことなく、 彼の 聰明 は 測り 難し。 疲れたる 者に カを與 へ、 勢な き 者に 强 きを 加へ 給 ふ。 

靑年は 倦み疲れ、 壯士 も亦衰 ふ。 然れど H ホバを 待 む 者 は 新たなる 力 を 得ん。 

彼等 は 鷲の 如く 翼 を 張って 界 らん、 走れ ども 疲れす 歩め ども 倦まざる べし。 

是は 詩で もな く 歌で もな く 夢で もありません、 正確なる 事實 であります。 

〇 そして 架 書の 敎 ふる 所 を 天然が 證明 します。 天然に も 亦 休息なる 者はありません。 太陽 は 照って 止 

みません、 川 は 流れて 止みません、 そして 草木 も 亦 恆に實 り 生長して 止みません。 草木 は" 炭 生長して 

冬 は 休む と 云 ひます が、 實は冬 も 生長 を續 くるので あります。 唯 夏 は 上に 向って 生長す るの が 冬はド 

に 向って 生長す るの 差が あるまで あります。 冬期に 於け る 草木の 根の 生長 は實に 著しい 者で ありま 

す。 冬の 此 生長が あって 夏の かの 繁茂が あるので あります。 動物 も亦然 りであります。 人 問 も 亦^り 

つ. 1 生長す るので あります。 私共の 疲れたる 心が 休息 を 要します 時に、 體は 寸刻 も 生長 を， ^めません。 

；?^ 共の 體は 私共の 精神 以上に 活廢 であります。 若し 精神と 肉體 とが 全然^の 物で ありましたならば、 


精神が 肉 體に向 ひ 「私 は 疲れた、 休みたい」 と 一一 一一 1: ひます る 時に、 肉體は 答へ て 「貴下 は 勝手にお 休み 

なさい、 私 は 休む に 及びません、 然り、 休む こと は 出来ません」 と 云 ふだら う 思 ひます。 休養の 要求 

は 能力の 源なる 神 を 離れた る靈 魂が 感 する のであって， 神の 直接の 支配の 下に 在る 天然の 一部た る 肉 

體が發 する 聲 ではない と 思 ひます。 

0 祌と 天然と は恆に 働いて 疲れざる に對 し、 人 は 少し 働けば 直に 疲れる の は怎ぅ 云ふ譯 である 乎。 そ 

れは人 は 彼の 天性に 背いた る 事を爲 すが 故で あるに 相違ありません。 人が 人た るに 合 ふたる 事 を爲し 

て 彼が 疲れ やう 害が ありません。 恰 かも 草木が 花 を かせ、 實を 結んで 疲れす、 鳥が 囀り、 雛 を 育て 

て 疲れざる が 如しであります。 勞卿其 物 は 人生 最大の 快樂 であります。 人た るの 道に 外れた る勞 働が 
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苦痛 であって 疲勞を 起す のであります。 

エホバ 祌 アダム に 言 ひ 給 ひける は汝、 我が 汝に 命じて 食 ふべ からすと 言 ひたる 樹の を 食 ひしに 

因りて 土は汝 のために 詛 はる、 汝は 一 生の 問勞 苦み て 其れより 貪 を 得べ し …… 汝 は- e に 汗して 食 

物 を 食 はん (、創世記 三 章 十七— 十九 節) 

と あるが 如しでありまして、 アダムの 犯した 罪が 彼と 彼の 子孫と に 勞苦を 加へ たのであります。 それ 

故に 罪より 救出され、 凡ての 事に 於て 祌の聖 5k に從 ふに 至って 勞鋤 は苦勞 でなくなる のであります。 

1^ 時に 「走れ ども 疲れす、 步め ども 倦まざる べし」 との 言が 文字通りに 實現 する のであります。 勞働 

其 物が 最大の 快樂、 最善の 休養と 成る のであります。 

-〇 然るに 現代の 經濟學 は 此事を 忘れて： Labcur  is  onerous 勞働は 重苦しと 稱 して、 之に 對 する 適當 

の 報酬 を 要求す るので あります。 ^ち 勞苦を 慰む る爲の 慰藉 金 を 要求す るので あります。 そして 傳道 


師の傳 道まで が勞 働と して 見られて、 之に 對 してまで 報酬が 要求 せらる k のであります。 罪の 臥に n 

はる、 法則であって-:. む を 得すと は 云 ふ もの、、 祌の 定め 給 ひし 元始の， 法則に 比べ て 見て 其轉 倒の^ 

しきに 驚かざる を 得ません。 基督 信者の 立場より 見て Labsu-  is  joyous  (勞働 は 喜ばし) であり ま 

す。 故に 之に 報酬の 念 は 作 ひません。 凡てが 恩惠 であります。 與 へられし 勞 働が 恩惠 であります、 そ 

れが 爲に與 へらる k 凡ての 便-; Br 凡ての 援助が 恩惠 であります。 ィザ ャが宣 ベ、 バウ 口が 引 川せ し 福 

音宣 傳に關 はる 一一 K が 克く此 事 を 示します。  ■ . 

喜びの 昔 信を傳 へ、 平和 を 吿げ、 善き 昔 信 を 傅へ、 救 を 吿げ、 シ オンに 向 ひて 汝の神 は 統べ 治め 

給 ふと 一一 一一 C ふ i!^ の 足 は、 山の 上に 在りて 如何に 美しき 哉 

と (ィ ザャ書 丘い 二 章 七 節 )o そして 傳 道に 限りません。 凡て 神より 賜 はりし 事業 は傳道 同様に 美 は 

しくあります。 ミケル. アン ゲ n 1 は 其の 綺畫 彫刻 を以 つて、 一一 ュ ー トン は 其 物理 研究 を以 つて、 力 

ント は其哲 學を以 つて、 ル ー サ ー • バ ー バ ンクは 其 植物 改良 を以 つて 終生 勞 働に 倦怠 を覺 えませんで 

した 0 「好き こそ 物の 上 乎 なれ」 と 云 ふ 諺が あります が、 愛の 父に 授けられし 業務に して 農工 商 美 は 

しからざる はなしであります。 事業 其 物が 遊戲 であり 休 であります。 何が 樂 しいと 云 ふて、 神と toE 

OOCOOOOOOOOCOO 

に 働く 程の 樂 しみはありません。 

〇然 らばです、 我等 各自、 神が 各自に 定め 給 ひし 勞 働に 就かん こと を。 さう すれば 休養々々 と 叫びて- 

休養 を 追求す るの 必要がない のであります。 聞きます るに 米 國の金 持 は過勞 困憊 を 恐れて 休養 を 追求 

する の 結 終に 休養に 疲れて、 休養 を 癒す ための 休養 を 求む るとの 事であります。 そして 今や； E じ 

滑稽が 日 木に 於ても 演ぜられん として ゐ ます。 善く 休む 事 は 善く 働く 事 丈け 六ケ 敷く あります。 そし 
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て 最も 完全なる 休み は 休み を 要せざる 仕事に 就く ことであります。 そして 斯 かろ 仕事が 3： 人に も備へ 

、しれて あるので あります。 私供 は 疲勞を 恐れて 海に 逃げ 山に 隱る、 に 及びません。 神の 聖 に從 ひて 

本 ひ ほの 健康 を 授かるべき であります。 

昨年 (昭和 三年、 一 九 二八 年 —街 者) 九月 廿 三日 札幌ょ リ歸 つて 其 次ぎの 日曜 R に此說 敎を爲 した。 其 

時 は旣に 休養 を 怠りし 罰と して 身に 病 を 持つ てゐ たので ある。 今より 思うて 自己 を 慰む るた めの 負 

惜 みであった。 然し 乍ら 其^に 一 面の 眞理の 在る こと を 否む こと は出來 ない。 兹に之 を揭げ て讀者 

熟考の 資料に 供す。  鑑 三 
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聖 善の 勝利  • 

イエス 對 宗 敎 家 

夜 明 ごろ ィ H ス また! 殿に 人り ける が：！ 皆な 彼に 來れ り、 彼れ 坐りて 彼等 を敎 ふ。 玆に奸 淫を爲 

せる 時に 捕 へられし 婦人 ありけ るが、 學 者と パリ サイの 人 之をィ H スの 所に 鬼き 來り、 集の 巾 

に 置き 言 ひける は、 師ょ、 此 婦人 は奸淫 を爲し 居る 時 其 ま、 捕 へられし 者な り、 如 此き者 を 石に 

て擊 殺すべし とモ ー セは其 律法の 屮に 命じたり， 汝は 如何に 言 ふやと。 此く官 へ るはィ H スを試 

みて 訴 ふる 稲 を 得ん とてな り。 ィ H ス身を 屈め 指に て畫 けり。 彼等が 切りに 問 ふに 由り、 イエス 

起きて 彼等に： ：！ ひける は、 汝 等の 内 罪な き 者先づ 石に て 彼女 を 撃つべし と、 此く曰 ひて また 身 を 

屈めて 地に 畫 けり。 彼等 之 を 聞き、 老人 を 始め 若者まで 一人々々 出往 き、 た，.^ ィ エス 一人 线る、 

婦人 は屮に 置かれし 其 所に 留まれり。 ィ H ス起 きて 婦人に 曰 ひける は、 汝を訟 へし 者 何 處へ往 き 

しゃ、 汝の 罪を定 むる 者な き 乎と。 婦人 E ひける は、 主よ 誰もな しと。 ィ H ス 彼女に n ひける は- 

我 も 亦 汝の罪 を 定めす、 往ぃ て 再び 罪 を 犯す 勿れと ( ョ ハ ネ傳八 章 一 一 I 十 一 節) 

〇 是は 如何 見ても 一 幅の 晝 である。 而 かも 畫 家の 想像に 成りた る畫 でない。 事贲を 示さる k にあら ざ 
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れば 如何なる 畫 家と 雖も如 此き名 畫を畫 くこと は 出来ない。 其 趣向が 全然 超人的で ある。 「未だ 此人 

の 如く 言 ひし 人 あらす」 である (七 章 四 六 節)。 兹にィ H ス の爲 人が 明かに 畫き 出されて ある。 ィ ェ 

ス は如此 き. <^ であった と 言 ひて、 之 を讀む 何人も 驚き 且 嘆賞せ ざる を 得ない。 新約聖書 は 多数の 小 福 

昔 書より 成る 福音書で あるが、 此 一 編の 如き 之 を 全 福 昔の 縮寫 として 見る ことが 出來 る。 若し 此編太 

けが 存 つて ゐ たと して、 ィ H スの 感化 は 永久に 消えない。 之 を 基礎と して 我 信仰 を 其 上に 築く 事が 出 

来る。 

〇 注意 を牽 かる k は學 者と パリ サイの 人の 態度で ある。 彼等 は 宗敎專 門- M であった が、 其 心の 冷淡 殘 

忍なる は 驚く に堪 へたり である。 彼等 は 罪 を 犯せる 婦人 を 見て 彼女に 對し 何の 同情 を も 起さなかった。 

然 らば 彼女の 见 せし 罪 を 憎みし 乎と 云 ふに、 さう でもなかった。 彼等の 眼中 罪な し 罪人な し 唯 敎敵ぁ 

るの みであった。 彼等 は懺 き 罪の 婦人 を 捕へ て 彼等の 敎敵ィ H スを責 むる の 道具に 供した。 その 爲 

に は 彼女 を 群集の 中に 引出して 曝 物と 成す の 残忍 を敢 てした。 無情 無慈悲！ 而 かも 宗敎專 門 家の 宗 

敎は * 々此 所まで 墮落 する ので ある。 彼等 は 聖書に 明るい。 其 解釋は 正統派 的で ある。 然れ ども 罪人 

に對し 如： S に 無慈悲な るよ。 彼等の 宗敎 は 聖書 を 引いて 自己 を義 として 敎敵を IK す爲 の 者で ある。 ^ 

かも 我 同の 敎育 家が 敎育勒 語 を 引いて 同位 を 責め 其 地位 を 奪 ふて 快し とする の 類で ある。 

Q 如 此き人 等に 如此 き^ 題 を 提出され てィ H スは答 ふるに 一一 一一 口 葉がなかった。 現行犯の 奸淫罪 を 審判け 

と 云 ふので あった。 ィ H スの氣 質に 合 はない 問題であった。 若し 犯人 を 救へ と 云 ふので あったならば 

ィ H スは 言；： んで 之に 應 じたで あらう。 然れ ども 可 厥な 人 等に 由って 提出され し 可 厭な 問題に 對しィ H 

ス は沈默 より 他に 執るべき 途 がなかった。 殊に 义、 他人の 事と は 貢へ、 奸淫 は恥づ べき 事、 公け にす 


べき 事で ない c 「凡そ 事 包み」 と 云 ふ は 殊に 奸淫 Q 罪に 就て 云ふ敎 である (哥前 十三の 七)" イエス 

が 此罪を 面前に さらけ S されて、 一 極の 羞恥 を 感じ 給 ひし は當然 である。 故に 彼 は 身 を めて 地に 畫 

き 給 ひたりと ある は實に 彼らし く ある。 多くの 註解 者はィ H スは 殊更ら に 十誡の 一なる r 汝奸淫 する 

勿れ」 と *E き 給うた ので あると 云 ふが、 それ は 甚だ 疑 はしく ある。 恥 かしき 問題 を 持 出されて 乎 持 無 

沙汰に 苦しむ と. ぶふ 狀態 である、 故に 何 か 手に 委 かして 畫き 給へ-りと 見る が本當 であると 思 はる。 當 
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惑の 餘り 事の 成 行 を 見 給うた ので ある。 

〇 然るに，： 示 敎專門 家 等 は 更らに 質問 を以 つて ィ H スに 迫り、 彼 をして 何 か  一 一一 一一 u 答へ ざる を 得 ざら しめ 

た。 玆に 於て か 彼 は む を 得す 身 を 起して 唯 一 首 彼等に 曰 ひ 給うた r 汝 等の 内 罪な き 者先づ 石に て 彼 

女 を 撃つべし」 と。 ィ H スは 玆に學 者と パリ サイの 人 を 辱 かし めん 爲に此 言 を發し 給うた のでない と 

私 は 信す る。 彼 は 何人に 對 しても 惡 意を懷 かなかった。 彼の 敎 敵に 對 しても 好意の 外、 何の 表すべき 

者がなかった。 如 此く言 ひ 給 ひし は、 此 場合に 於て 彼が 何人に 對 しても 發し 得る 唯の  一一 一 K であった。 

無邪氣 なる ィ ェ スは此 場合に 之より 他に 言 ふべき 首 葉 を 持ち 給はなかった。 

よびお-一 

〇 然るに 無邪氣 なる 人の 發 せし 此 無邪氣 なる  一 一一 一 5 が 驚異 を爲 したので ある。 淸潔は 淸潔を 喚起す。 ィ 

H スの此 一一 ：ー1； に 接して、 さすがの ユダヤの 宗敎專 門 家 も 其 木 心に 立歸 つたので ある。 人 は 人 を賴き 得る 

^に 非す、 んと云 ふ 人 は 神の 前に はすべ て 罪の 人で ある、 罪人 能く 罪人 を 鞠き 得べ けんやと、 斯く思 

ふが 正氣 である、 本心で ある。 故に 宗敎家 等 は 一 人 去り 二人 去りて 終に 群集 は 一 人 残らす 其 影 を 隠し 

た。 残る はィ H スと 罪を訟 へられし 可憐の 婦人、 祌の 子の 前に 群集 全部が 正 I ま 呉劍の 人と 成りて、 此 

所に 神黎 なる 場面 は 現 中ぃ された ので ある。 

和 e: 年  九 一一 一七 


iS  九 一一 一八 

B  CI 本譯 書に は舊、 改正 共に 「良心に 責められ」 と あるが、 それ は米國 改正 譯同樣 取 除く を 4 

とする。 之れ なき 方が 却って 意味 を 深く する。 必 しも 良心に 責められて^ はない、 自己の 誤 いに ハ私 

附 いて ある。 ィ H スは パリ サイ 人と 雖も 彼等 を 辱 かしむ る を 好み 給はなかった。 此 場合に 於ても 

御自身の 聖 善性 を以 つて 彼等の 心の 內に 眠りし 善性 を 喚起し 給うた ので あると 思 ふ。 此く ありて こ 

そ 彼 は 凡ての 人の 救 主で あると 思 ふ。 

c 群集 悉く 散 じて 残りし は ィ H スと結 人と 唯一 一人、 ャ コ ブの 井の 傍に 於て 彼が サ マリヤの 女と 相對し 

て 在りし と 同 じで ある。 ィ H スは 如何に 此 汚れし；^ 人 を极ひ 給うた であらう 乎、 是れ 何人も 知らん と 

欲する 所で ある。 彼 は薛々 として 彼女の 不心得 を 論した であらう 乎。 彼女に 「淸 潔」 を說き 給うた で 

あらう 乎。 或 ひ は父嚴 しく 彼女 を 詰責し 給うた であらう 乎。 人なる 敎師 は如此 くに 彼女 を极 うたで あ 

らう。 然れ ども ィ H ス にはィ H ス の途 があった。 

ィ ェ ス 彼女に 曰 ひける は、 我 も 亦 汝の罪 を 定めず、 往 いて 再び 罪 を 犯す 勿れ。 

祌 なる 敎師 にあ ら ざれば 發し 得ざる 一 百で ある。 其 意味 は 解す るに 餘 りに 明. n にして、 餘 りに 深遠 で あ 

る" 玆に祌 と 人類との 新關 係が 表示され た。 iti に大 改革が 世界に 臨んだ。 宗敎 倫理が 新ら しき 基礎の 

上に 置かれた。 學 者と パリ サイの 人 等はィ H スを 試みん とて 此 婦人 を引來 りて、 彼より 大眞理 を 引出 

したので ある。 

〇卽 ち 神 は 最早 人 を 罪に 定め 給 はない。 人類の 罪 は旣に 神の 面前より 取 除かれた。 今より 後、 若し 人 

が 罪の 故に 亡ぶ るなら ば、 それ は自 から 罪を擇 らんで 亡ぶ るので あって. 神が 鎖し 給 ふからで ない。 

祌は旣 に 其 聖子を 十字架に 釘け て 人類の 罪 は 充分に 之 を 罰し 給うた。 罰 は旣に 了った ので ある。 今よ 


り 後 は唯赦 しと 恩惠と あるの みで ある。 「我 も 亦汝を 罪に 定めす」 と。 嗚呼， 1 H ス樣、 私 は 其 御 一一 一一" 紫 

を 聞い て 安心し ます。 貴 神が 私 を 罪に 定め 給 はない と 聞いて 何人も 私 を 罪に 定め 得ない のであります- 

貴 神が 私 を 罪に 定め 給 はない 以上、 惡魔は 勿論、 敎會の 法王 も 監督 も 執 車 も 牧師 も- 〕„: 敎師も 私 を 罪に 

定 むる 事 は 出来ません" そして 貴 神が 鞫き給 はない 以上 私 も 人を鞫 いて はなり ません。 貴 神 は 私 如き 

者に 最も 善く 適合す る 救 主で あり 給 ひます。 感謝であります。 £1 マ 書 八 章 三 三 節 以下。 


キ リ スト は 何故に 私 を 愛し 給 ふ 乎 


今 我れ 肉體に 在りて 生ける は 我 を 愛して 我が 爲に 御自身 を棄 たま ひし 者卽ち 神の 子 を 信す るに 由 

りて 生けるな り (ガラ テャ書 二 章 二十 節)。 

〇 キリスト は 何故に 私 を 愛し 給 ふ 乎、 私の 愛らしき 所 は 何處に 在る 乎。 世に は 多くの 私の 敵が ありて 

彼等 は 異ロ同 昔に、 私に 何の 愛すべ き 所 はない と 云 ふ。 私自身 も 亦 S 々己に 贫 みて 何の 愛すべ き 所な 

きを 發見 する。 然 らば 私 は 文字通りの r ゲ ヘンナの 子」 であって、 キリストの 救に 與る 3： の 资格も 無 

い 者で は あるまい 乎。 斯く£ゎふて私は失^!1^^する。 は 私に 用の 無い^ であると m 心 ふ。 五十 年 問 キリ 

ス 卜 を！ 一:^ すると 稱し、 彼の 架 名の 爲に隨 分と 人に 情 まれながら、 其 私が 實は キリ ス トの 敵であって， 

地獄の 滅亡に 定められ たる 者で あると 云 ふなら ば、 ^に 私 程 不幸なる 者 はなく， 私の 取るべき 唯一 の 
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途は イス カリオ チ の ュダが 取りし 途 である。 往 いて 自 から •  溢れる のみで ある。 

〇 然 し 乍 ら g^, 書 の 有 難 さ は 此 私 に 遁 れ の 途 を 示 す に 於 て ぁ る 。 聖 書 は 明 か に 、 若 し 私 が 最 惡 の 惡 人 で 

あつたと する も、 キリストが 私 を 愛し 給 ふ 其 理由 を 示して 吳れ る。 神の 見 給 ふ 所 は 人の 見る と 異なる。 

神の 御 眼に は 絶望の 人、 卽ちゲ ヘンナの 子 は 無い ので ある。 

〇 第一に、 キリスト は 私が 人なる が 故に 私 を t 一して 下さる。 私に 此 世の 特權 とて は 一 もない が 人た る 

の特權 はおる。 神 は 御 QI 身に 象りて 人 を 造り 給 へりと 云 ふ 其 聖き像 は 薄々 ながら も 私に 殘 つて ゐる。 

キリスト は 其 像の 故に 私 を 愛して 下さる。 神が 人と しての 私 を 愛し 給 ふ 愛 は 日 や 月 や 星 や 其 他の 宇宙 

萬 物 を 愛し 給 ふ 愛 以上で ある。 恰 かも 私が 私の 子 や 孫 を 愛する 愛の、 私の すべての 所有 を 愛する 愛以 

上で あるが 如し、 何故か 神の 聖意を 量り 知る 能 はすと 雖も彼 は 人と して 私 を 造り 給うた、 そして 人な 

るが 故に 神 は； 5- に 絶大の 愛 を 注ぎ 給 ふ。 「神 は 其 生み 給へ る 獨子を 賜 ふ 程に 世の 人 を 愛し 給へ り」 と 

ある。 其 を 私 も 尺と して 私に 要求す る 事が 出來 るので ある。 世界に 十五 億 以上の 人が 在りて、 私 は 

其 一人に 過す と雖 も、 神の 無限の 愛 は 之を受 くる 人の 多き が 故に 減ぜす、 私 は實際 的に 私 一人で 神の 

みすが. U 

愛を專 有する と 同じ 丈け の 愛 を 享有し 得る ので ある。 キリス トは 私に 殘る祌 の 聖姿を 愛で 給 ふので あ 

MM* がた 

る。 彼 は 私に 罪が 積み重なる とも 罪の 故なら で聖 姿の 故に 私 を 愛し 給 ふので ある。 キリスト は 罪の 屮 

より 其 聖姿を 救出さん 爲に 御自身 を棄 たまうた ので ある。 そして 私 は 何でな くと も 人で あるから、 彼 

が 神の 像 を 印せられ た る 凡て の 人 を 愛し 給 ふ 其 愛 を 私 も 受け つ、 あるので ある。 人た るの 特權 は寶に 

大 なりで ある。 

〇 第二に、 キリスト は 私に 殘る 長所 美點の 故に 私 を 愛して 下さる〕 私 は 勿論 拙き 者な りと 雖も、 然れ 


ども 一 も 取 所な き 者で ない。 私 は 私の 生涯に 於て 多 許の 人に 接した が、 未だ 曾て 一 罔 も 何の 長所 も 無 

きおに 會 うた 事 はない。 そして 人 を 救 ふの 唯一 の 途は其 短所 を 顧す して、 其 長所 を 認め、 之 を 引延し 

て やる 事で ある を 私 は 知って ゐる。 私で さへ 然り、 況んゃ キリストに 於て を や。 彼 は 何人よりも 能く 

私の 長所 美點を 認めて 下さる。 縱令 それが 輕微 たりと 雖も、 彼 は 之 を 見の がし 給 はない。 彼 は 彼に 眼 

を 11 かれし 瞽者に ユダヤの 宗敎專 門 家が 曰 ひしが 如くに 私に 向 ひ 曰 ひ 給 はない 「汝 は盡く 罪に 生れし 

者なる に 云々」 と (ョ ハネ傳 九 章 三 四 節)。 私 は ダビデと 同じく 罪に 生れし 者で あるが、 「盡 く」 で 

はない。 私に も w 人に も 在る が 如くに 一つ か 一 一つの 取 所が ある。 そして キリス トは暗 黑の屮 に 在る 光 

ー點の 故に 私 を 愛して 下さる。 そして 其 ー點の 光が 彼に 認められ， 彼に 增火 せられて、 終に 私 を充た 

し、 私 を 光の 子と なして 父の 圃に 於て 輝かしむ るに 至る。 キリスト は如此 くにして 凡ての 罪人 を 救 ひ 

給 ふので ある。 

〇 第三に、 特に キリスト は 私の 信仰の 故に 私 を 愛し 給 ふ。 其 信仰 は 敎會で 云 ふ 信仰で ない。 其提巾 Z す 

る 信仰 箭條 を缺 なく 信す る 事で ない。 基督 敎の 事に つき 私の 解らない 事 は 許 多 ある。 復活、 昇： 大、 W 

臨と 云 ふ 事に 就ても 信じ 得らる i 時 も あれば、 信じ 得られない 時 も ある。 故に 此 意味に 於ての 信仰、 

卽ち 正統 的 敎義の 信受が キリス トに 愛せら る &爲の 必要 條 件であるなら ば、 私が 其 幸福に 與る 資格 は 

殆んど 有り得な いと 言 ひ 得る。 然し 乍ら 敎義 信受 以外に 別種の 信仰が ある。 卽ち 知識の 了解 を以 つて 

十る 信仰 以外に、 心の 態度 を 以てする 信仰が ある。 私 は キリストに 對 して 一種 異様の あこがれ を感す 

る。 彼が 祌 である 乎 人で あるか 判然と 解ら すと 雖も、 私の 裡の或 物が 强く 彼に 牽附 けらる。 私 は 彼 を 

主よ と 呼びた くなる。 そして 彼の 從 者と 成りて、 んの 凡て 思 ふ 所に 過ぐ る 平安の 私に 臨む を覺 ゆる。 
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もして 此 意味の 信仰 はたし かに 私に 有る。 そして キリ スト は 私に 有る 此信 仰の 故に 私 を 愛して 下さる 

と 信す る。 縱 しそれ が芥 種の 如き 小さき 信仰で あると も、 彼 は 何よりも 之 を 愛し 給 ふて、 之 を 受け、 

之 を 培養して、 終に は 空の 鳥 が 其 枝に 巢を 作る ほどの 信仰の 大樹たら しめ 給 ふ。 斯くて 私 は 失 する 

に 及ばない， 私に も 亦 私が キリ ス トに 愛せら る k  4- 分の 理由が 在る ので ある。 

〇 キリスト は如斯 くにして 我等 各自 を 愛し 給 ふ、 我等 も 亦 彼の 如くに 人 を 愛すべき である。 人 を 人と 

して 愛すべき である。 其 人が 我が 血族な りとの 故で なく、 同 國同鄕 の 人な りとの 故で なく、 同 民族な 

りとの 故で なく、 更ら に义同 主義、 同宗 敎、 同 敎會の 人な りとの 故で なく、 彼が 人た るの 故に、 神の 

みす-か .11  0OOO0OO00O0OOO 

姿 を 宿す が 故に、 殊に キリストが 彼 を 愛し 給 ふが 故に、 我等 は 彼 を 愛すべき である. - 我等に 此 愛が 

起って 我等 はまこと に クリスチャンに 成った ので ある。 名 は 基督 敎國 でも、 族 的 差別 を 立て &他圃 

人 を 扱 ふ國は キリスト を 信す る國に 非す。 名 は 基督 信者で あっても、 我敎 會の會 員たら ざる 以上、 其 

人 を： 頼せ ざる 信者 は キリストに 霉 する 者に 非す。 人 は 縦し 我が 政. 敵叉敎 敵たり と雖 も、 /、たるが 故 

に 貴く ある。 詩人 バ ー ンスが R へ る 如く 

IVian  H  Ina-U  for 

人 は 凡ての 可 厭ら しき 所 あるに 拘 はらす 人で ある 

である。 キリスト は 私が 單に 人なる が 故に 私 を 愛して 下さる 其 愛を以 つて、 私 も 何人 を も 愛さねば な 

ら ぬ。 

〇 我等 は 殊に 人の 美點を 見る 眼 を 賜 はる やう 神に 祈らなければ ならない。 人の 短所 は 何人も 容易に 之 


を 見る ことが 出来る。 然れ ども キリ ストの 靈を賜 は ざれば 能く 其 長所 を認 むる 事 は 3^ 來 ない。 敎 育の 

秘訣 は a- 童の 長所 を發 見して 之 を 引 仲し 增大 する に 在りと 言 はる &其 如く、 信仰の 秘訣 も 亦 人の 美^ 

を 認めて 其 上に 神の 光 を 投げ、 之を大 なる 光と 成らし むに 在る。 其 意味に 於て キリス 卜 は 無二の 敎： g 

であり 給うた。 彼 はマグ ダラの マリヤの 如き 墮落 婦人に さへ 一片の 取 所 ある を め 給 ひ、 之 を 手蔓に 

彼女の 全身 全 靈を擒 にし、 彼女 を 化して 美 はしき 福音の 器たら しめ 給うた。 キリスト は 我等が 短氣短 

慮の 餘り a 々發 する が 如き 「彼奴 は 駄目 だ」 との 聲を發 し 給 はない。 「彼奴」 は 我敎會 の會： s; とたら 

ぬ 乎 も 知れない。 然し 「駄 s だ」 と は 誰が 斷霄し 得る 乎。 若し キリストが 私に 對し 「駄目」 との 斷定 

を 下し 給うたならば、 私が 彼に 拾 上げら る.^ 機き は 早く 旣に 去った ので ある。 

〇 殊に 我等 は學 校の 試 驗官が 生徒の 學カを 試め す やうに 人の iiE 仰.^ 試め して はならぬ。 「a ド は- 此事 

を 信じます 乎、 彼 事 を 信じます 乎」 と。 信仰 は 頭腦の 事で ない 心情の 事で ある。 如何程 キリスト を E わ 

ふ 乎、 其 事で ある。 キリストに 對 する 情愛の 起った 者が 信者であって、 起らない 者が 不信者で ある。 

基督 敎を 理解した 者で はない、 キリス 卜 を 少しな りと 愛する 者で ある。 其 人が キリス 卜に 愛せら る、 

4i<j: で * 眞の 信者で ある。 
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ィ ェ ス を.^ る こと 


誠に 然り、 我 は 我 主 キリ スト • ィ H スを 知る こと を は 取 も 優れたる 事と する が 故に 凡ての 物 を 損と 

思へ り、 我 は 彼の 爲に 旣に是 等の もの を 損せし かど 之 を 塵芥の 如く 思へ り、 是れ キリスト を 獲ん 

が爲 なり (ピリ ピ書三 章 八 節)。 

〇 廻りく どい 文章で ある、 第 七 節 を 受けて E うたので ある。 之 を 現代語に 書き直して 一 百 へば 左の 如く 

になる であらう。 

私 は 私に 有利な りし 事 は 却って 不利な りと E 心へ りと H うた (七 節 )o 誠に さう である、 私 は 私の 

主なる キリスト • イエ スを 知る 事の 最も 善き 事なる を 知りし が 故に、 私が 有利な りと 思 ひし 凡て 

の 物 を 失うた が、 それ を 損失と は 思 はす、 ハ化， なき. M 芥の 如くに E やった。 何故なる 乎、 キリスト を 

獲ん が爲 であった からで ある。 

パ ゥ B の此 一一 一一 C 葉の 意味 を 最も 能く 說明 する もの は マ タイ 傳 十三 章 四 五、 六 節に 於け るィ H スの 一一 K で 

ある。 

；大國 は 好き 眞珠を 求めん とする 商人の 如し、 一 の 値 高き 眞珠を 見出さば その 所有 を 盡く賣 りて 之 

を 買 ふなり。 


キリ ス トは全 财產、 全 名 譽を盡 く 寶拂 ふて E 只 求む る！^ 恢の ある 資石 であるとの 意で ある。 

〇 。ハ ゥ CI は 凡ての 高潔なる 人と 共に 基督 敎を 信じて 彼の 身に 何の 益す る 所はなかった。 彼 は それが 故 

に 產を失 ひ、 名 譽を失 ひ、 地位 を 失 ひ、 そして 之 を 償 ふに 足る 何物 を も 得なかった。 彼 は 多くの 敎き 

を 立てた が、 その 殆んど 全部が 彼に 取り id 慮の 種であって、 慰安の 因でなかった。 彼が 生涯の 終りに 

於て 言 ひ 得る こと は 左の 如くであった。 

1 ァ マ ス此世 を 愛し、 我を棄 てテサ 口 一一  ケに往 けり …… 惟ル 力の み 我と 偕に 在り …… 銅 匠なる ァ レ 

キ サン.、 テル 多く 我を惱 ませり …… 我が 始めて 裁判官に 事由 を陳 べし 時 も 誰も 我と 偕に せす、 呰な 

我 を 離れたり、 願く は 彼等に 罪 を歸せ ざらん こと を、 然れど 主我と 偕に 在りて 我に 能力 を 與へ給 

へり。 

と (テ モ テ 後書 四 章 H >— 十七 節 )。 是れが 大使 徒パ ゥ 口 の 末路な りし を 知りて 寂 霧の 感の 禁じ 難き も 

のが ある。 ィ H スは福 昔の 爲に此 世の 凡ての 物を棄 つる 者に、 迫害と 共に 百倍 を 約束し 給 ひし かど も、 

バウ 口に 取りて は 百倍 は 愚か、 百 分の 一 さへ も與 へられなかった (マ 力 傳十章 二 九、 三 〇 節)。 バウ 

口 は キリス 卜に 從 ふに 由り て、 此 f に 於て 何も 得る 所がなかった と 云 ひて 不可な しで ある。 

〇 そして 。ハウ 口に 限らない、 凡て 眞實に キリスト を 信ぜし 者 は 大抵 然り である。 其點に 於て 新約の 信 

者は舊 約の 信者と 全く 異なる。 アブラハム、 イサク、 ヤコ ブは 信仰の 報赏 として 此 世に 於て 多くの 恩 

惠に與 つた。 困し む ヨブまで も 地上の 幸福 を與 へられす して は 其 生涯 を 終らなかった。 然れ ども 新約 

の 信者 は 孰れ も棄 るの みであって 與 へらる、 ものはなかった。 社會 に棄ら る-^ も 敎會な る^の 社會を 

與 へられ、， 法學 博士、 文 * 博士た る 能 はざる も神學 博士た る の^の 名 譽に與 ると 云 ふ は、 信仰 堕落の 
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何よりも 善き 證據 である。 信仰の 報 賞は此 世に 於て は 皆無なる が當然 である。 孤獨、 誤解、 汚名、 社 

會 よりも、 敎會 よりも、 然ら ざる 者 は キリストの 眞の 僕で ない。 「我等 今に 至る まで 世の 汚據 また 萬 

の 物の 塵 垢の 如し」 と 云 ふが 基督 信者 全體 の特徵 であらねば ならぬ (哥林 多 前書 四 章 十三 節)。 

〇 然 らば 信者 は 何の 獲る 所な き 乎 有る、 大いに 有る、 彼 は キリスト. イエス を瘼 たので ある。 ィ 

H スを 知る は眞の 生命で ある。 イエス を 知らん が 爲には 萬の 物を棄 てても 可い。 イエス は 値い と 高き 

眞珠 である。 ィ H スを 知る の 知識に 比べて 凡て 此 世の 知識 は 塵芥に 等し。 そして 此 知識 は神學 でない. 

△  △<"△<!<"△ な 厶<1 厶  厶厶  <"厶<： 厶厶 厶厶厶 <△  iri 

聖書 學 でない、 ィ H スと患 苦 を 共に して、 彼の 御 心 を 解す る 事で ある。 「その 死の 狀に循 ひて 彼の 苦 

しみに 與る」 事で ある。 「知る」 は合體 である、 十字架の 名譽 (此 *1 から 見て 最大の 恥辱) に 與る事 

である。 

〇ィ H スを 知る は 彼に 知らる k 事で ある、 彼の 御 弟子と して 認めら る-事で ある。 そして 之が 爲に彼 

は 彼等より 信仰の 以外に 何 を も 要求し 給 はない から 有難い。 學識は 勿論の 事、 名譽、 地位、 然り 世が 

しもめ 

見て 以 つて 德 行と 見做す もの さへ も 要求し 給 はない。 娼婦 も 彼 を 信す るに 由って 彼の 婢 として 認めら 

る。 信ずる 丈け で、 此身此 儘で、 彼の 御 弟子と して 納て 下さる ので ある。 故に 此 世と 此 世の 敎會 との 

被らせる 凡ての 汚辱 を 身に 帶 びながら 彼の 御 弟子と 成る 事が 出來 るので ある。 そして 此 祝福に 與 から 

んが爲 に は 我等 何 を 棄ても 惜しくない。 ィ H スに 知らる \ 丈 けで 何を與 へられす とも 充分で ある。 そ 

して 神が 眞の 信者より 凡ての 物 を 奪 上げ 給 ふ 理由 は玆に 在る に 相違ない。 彼 をして ィ H ス のみ を以っ 

て滿 足せし めんが 爲 である。 

〇 ィ HK を 知り、 ィ H スに 知られて、 我等 は此 世の 如何なる 侮辱に も堪 ふる 事が 出来る。 單獨で 暗 所 


を 歩む ことが 出来る。 そして ィ H ス と共に 廣き 心を以 つて 全世界 を 我が 同情の 懐に 抱く ことが 出来る ひ 


「社交的 動物」 と 云 ふ 事に 就て 


使徒 行傳 十七 章 二 六— 二八 節。 

〇 人 は 社交的 動物な りと 云 ふ は、 人 は 交際 的 動物な りと か、 又人は結社的動物なりとか^r^ふとは異ふo 

人 は單獨 であって はならぬ、 他と 行動 を 共に し、 ^と 苦 樂を頒 つべ しと は 何人も 一一 H ふ 事であって、 其 

事に 就き 今更ら 辯す るの 必要 はない。 諺に 曰 ふが 如く、 單獨の 人 は 神に あら ざれば 野獸 である。 絡對 

的 單獨の 人の あり 得 やう 害がない。 人 は 社交的 動物な りと 聞かされて 我等 は 平凡 を 聞かせら る.， に 過 

ぎない。 

〇 然し 乍ら 之に は 深い 意味が ある。 人 は 社交的 動物な りと 云 ふ は、 人 は 他と 共に 遊び、 共に 樂 しみ、 

共に 幸福の 生涯 を營 むべ しと 云 ふ 事で ない。 人 は 社交的 動物な リとは 人類 はー體 にして 人 は 相互に 責 

任を擔 ふべき 者で あると 云 ふ 事で ある。 「神 は 凡てのお を 一 のきより 造り 悉く 他の 全面に 住ま 、 

メタ フホ I 

り」 と ある は此 事で ある。 四海 皆 兄弟 也と は 暗 比で はない、 事實 である。 四海 はまこと に 兄弟で ある。 

祌は 人類 をー體 として 极ひ給 ふ、 人類 も 亦ー體 として 行動せ ねばならぬ、 此 事が 人 は 社交的 動物な り 

と 云 ふ 事で ある。 そして 一 體 であるが 故に 人 は 何人も 他の 人に 關し、 力 インが アベルに 就いて E ひし 
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が 如くに 「我れ 豈我 兄弟の 守 者な らん. や」 と 曰 ふ 事 は出來 ない。 人 は 相互の 守護 者で ある。. 彼の 幸 ii 

は 我が 幸福で ある、 彼の 不幸 は 我が 不幸で ある。 殊に 彼の 罪 は 我が 罪で ある。 人 は 社交的 動物で あつ 

て 人類 は 一 體 であるが 故に、 人 は 相互に 功罪 を頒 ち、 活 くる も 死ぬ る も I 命 を 共に する。 阿弗利加の 

黑奴は 我. が. 兄弟で ある、 極地の H スキモ ー は 我が 姉妹で ある。 歐米 人と 云 はす、 支那 人 は 勿論の 事、 

印度人、 ァ ウス トラ リャ人 皆な 我 兄弟 姉妹で あると 云 ふので ある。 斯く云 ふ は 決して 理想で ない、 事 

實 である。 地球 は 一 丸であって 人類 は 一 家族、 然り 一 體 である。 人 は 社交的 動物な りと は此 事で ある。 

〇 兹に 於て か 贖罪の 観念が 起る ので ある。 贖罪の 字義 は 別と し、 其 意義 は 明白で ある。 贖罪 は 罪な き 

者が 罪 ある 者の 爲に 苦しみ、 其 罪 を 負 は せらる、 事で ある。 人類が ー體 であれば 是れ 止む を 得ない 事 

である。 國家は 一 個體 であるとの 思想の 上に 建ら れし 今日の 世界 各國 が、 國民 各自の 責任 を國 家全體 

が撸 ふは此 原理に 出る ので ある。 卽ち 一圃の 內に 於て 贖罪 は 顯然に 行 はる。 戰爭を 起し、 肷れ て惯金 

を 課せられし 國 家の 民が、 子孫 數 代に 至る まで 之 を支拂 ふの责 任 を擔ふ は、 是れ 明白なる 頌罪 である。 

そして 同じ 道理が 人類 全體を 通う して 働き、 罪な き 者が 罪 ある 者の 罪を擔 はされ て 其 消滅に 営る ので 

ある。 そして 人類が 其 犯せし 罪の 重荷に 苦しむ を 見て取り 給 ふや、 神 御自身が 人と 成りて 人類の 内に 

加 はリ、 その 償却の 任に 當リ給 ヘリと 云 ふが キリストの 贖罪で ある。 暖罪を 敎ズ# の强 要する 敎義 と！ 

れば 解し 難き こと 夥 しと 雖も、 人生 通有の 事實と 見れば 少しも 不思議で ない。 人 は 社交的 動物な り 

と 云 ふ其簡 短なる 定義の 內に 贖罪の 眞理が 含まれて ゐる. - 

〇 傳道、 慈善、 社會 事業、 孰れ も此 立場より 考 へねば ならぬ。 自分 は 旣に救 はれ たれば 他 を も 救 ふて 

やりたい と 云 ふ 憐愍の 心より 起る 傳道 であって はならない。 傳道は 慈善で なくして 義務で ある。 人類 


は 一 體 であれば 我れ 一 人 救 はれ やう 害がない、 我が 救 はる、 は 人類と 共に 救 はる、 ので あらねば なら 

ぬ。 恰 かも 手が 體を 離れて 惟り 扬 かりやう 害がない と 同然で ある。 人類 を 救 ふの が 神の 御 目的で あつ 

て、 その 爲の 我が 救で ある。 我 は 人類 を 救 はんとして 自 から 救 はる \ ので ある。 故に 傳道は 我が 救の 

爲 である。 爲 しても 可し 爲 さすと も 可い 事で ない、 爲さ る 可から ざる 事、 爲 さ^れば 我れ 自身が 救 

はれざる 事で ある。 そして 論より 證據 である、 自分が 傳 道に 參 加して 自分の 信仰の 高まる を直覺 する。 

獨り 信仰 を樂む 信者 は 死んだ 信者で ある。 そして 又 傳道は 唯 道 を 傅 ふる 事で ない、 自己 を與 ふる 事で 

ある。 世の 罪 を 負ふ羔 となる 事で ある。 キリストの 靈卽ち 聖靈を 受けて 喷 罪の 任に 當る 事で ある。 斯 

くして 自分 も活き 他も活 くるので ある。 信者が 傅 道 を 怠る は 精神的 自殺で ある、 人 は 社交的 動物で あ 

る 故で ある。 

〇 社會 事業の 原理 も 亦兹に 在る。 社會 事業 は單に 社會を 良くな し、 此 世界 を 住み心地 好き 所と 爲 さん 

ためで ない。 ra 海 皆 兄弟の 實を擧 げん 爲 である。 我家 を 良く 爲 さんため である。 全社 會、 全世界 を 良 

く 成す ま では 我れ 自身が 良くなら ない ので ある。 我家 を 改良す るの 心を以 つて 社會 改良に 從事 せねば 

ならぬ。 そして 人生の 萬 事 悉く 然り である。 「我等の 內 己の 爲に 生き 己の 爲に 死ぬ る 者な し」 である 

(B マ 書 十四の 七)。 如何に 贵き 事業で あらう とも、 縱し傳 道 叉 は 聖書 研究で あらう とも、 自己の 爲 

になして 意義がない。 之に 反して 如何に 賤 しき 事業な りと 雖も 世界人 類の 爲に爲 して 意義が ある。 我 

は 世界人 類な りと 言 ひ て 大言を 吐く の で な い 、 此く言 ひ て 我が 責任 の 世界 大 にして 人類 的なる を感す 

るので ある。 人 はまこと に 社交的 動物で ある。 各人 世界の 責任 を 負 ふ 者で ある。 人の 偉大 性 は 玆に在 

る、 彼が 謙遜なる べき 理由 も 亦玆に 在る。 ■ 
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新年の 希望 

我れ 新ら しき 天と 新ら しき 地 を 見たり、 先き の 天と 先の 地と は旣に 過ぎ去れり …… 寶 座に 坐す る 

者 我に 曰 ひける は、 見よ 我れ 萬 物 を 新たに せんと (默 示錄ー 一十一 章 一、 五節)。  . 

〇 人 は 何人も 新ら しき 年を迎 へ て 新ら しき 希^ を慨 きます。 此は 普通の 人情でありまして 斯く あるの 

が當然 であります。 此 患難 多き 人世に 在りて 人 は 何人も 凡ての 機 會を捕 へて 己と 己が 周 園の 改善 を 計 

ります。 年を改 むる 毎に 其 最善の 一年な らんこと を 希 ひます。 過去 はどうで あれ、 今年 は 未だ 曾て 有 

りし 事な き 善き 一 年で あらん こと を 祈ります。 まことに 希望 を懷く 丈け でも 樂 しくあります。 善き 夢 

ならば 見ても 可く あります。 一年に 一度 新年に 見舞 はれて、 人が 希望の 屠蘇 酒に 醉ふは 決して 惡ぃ事 

ではありません。 

〇 然し 乍ら 私共 は 夢に 欺かれて はなり ません。 夢 は い くら 善き 夢で も 夢 であって 事實 でありません。 

カントの 哲學に 「吾人 は 百 弗の 金 を 有せざる 時と 雖も之 を 有する 事 を 思惟す る 事が 出来る」 と 云 ふこ 

とがあります るが、 然し 實際上 有する と 思惟す るとの 間に は 天地の 差が あります。 其の 如くに 望む こ 

と必 しも 成る ことでありません。 實 際の 所、 希望 は 大抵 夢と して 終ります。 希望 は 美しく あります が、 


實現は 難く あります。 屠蘇の 酒 は 直に 覺 めて、 人 は復た 元の 如き 不如意の 世界に 歸 ります。 

〇 新年の 希望 は舊 年の 失望に 終る。 みしが 如き 善き 年と て は 曾って 有りし ことなし。 否な 文化 は 年 

毎に 進歩す るが、 人間 は 年毎に 墮落 すると。 是れ 人生の 實驗 でありまして、 私共 は 齢 を 加 ふれば 加 ふ 

る 程、 人生の 此事實 を實驗 させられます。 昔の 支那 人 は 「齢 多ければ 恥 多し」 と 言 ひました。 H ジブ 

ト王パ 口が ャ コ ブに問 ふて 「汝の 齢 は 幾何なる か」 と 訊きました 所、 ャ コ ブは 答へ て 曰 ひました、 

我が 旅路の 年月 は 百 三十 年に 至る、 我が 齢の 日 は 僅少に して 且惡 しかりき 

と (創世記 K 七 章 八、 九 節)。 祌に 導かれし ヤコ ブの百 三十 年の 生涯で すら 其 日 は 僅少に して 惡 しか 

りしと ならば、 況してお 互の 生涯に 於て を やであります。 ベ テルの 野に 石に 枕して 祌の國 を 夢み しャ 

コブの 生涯 すら 「萬 事 悉く 惡し」 と 云 ふて 終りし ならば、 お 互の 內、 誰の 生涯が 「萬 事 悉く 可な り」 

であり ませう。 赤 ン坊は 希 を以 つて 世に 生れ 出で、 希望 を以 つて 其 父母 祖父母に 迎 へられます るが、 

i し 

大抵 は老 ひて 失望 を以 つて 終る ので あると 思へば、 人 は 寧ろ 生れざる を 可とすとの 歎 聲を發 せざる を 

得ません。 其點に 於て 一年 は 一 生の 縮圖 であります。 希望の 夢は樂 しくあって、 人生の 事實は 苦しく 

あります。 

〇 一 身上の 事 は 措いて、 國家 人類の 事に 就ても 今年 も 亦 多く を^み 得ません。 昨年の 日本 は 一 昨年の 

日本よりも 惡く ありました。 一 昨年の 日本 は 一 昨々 年の 日本よりも 惡く ありました。 若し 道德墮 落の 

點 より 見るならば、 日本が 其 開闢の 時より、 八， 日程 惡 かった 時 は 無かった らうと 思 ひます。 私 は 日本 

に 生れて 今年で 六十 九囘 新年 を迎 へた 者であります が、 今年 程 惡ぃ墮 落せる 新年 を迎 へた 事 はあり ま 

せん。 新聞紙の 報す る 所 は 旣に惡 る 過ぎる 程惡 くあります るが、 社會 の暗黑 面に 精通す る 人達の 報す 
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る 所に 由り ますれば、 更に 更に 惡く あるとの 事であります。 多分 昔の 預言者の 發 せし 言の 凡てが 日本 

の 今日に 當 はまる ので ありませ う。 

汝等は 正直 を 言 ふ 者 を 忌 嫌 ふ、 貧しき 者を踐 みつけ， 贐物を 之より 取る …… 我れ 知る 汝 等の 想 は 

多く、 汝 等の 罪は大 なり、 汝 等は義 しき 者 を 虐げ 賄賂 を 取り、 鬥 (官衙 ) にて 貧しき 者 を 推抂ぐ 

(壓 迫す)。 ァ モス 書 五 章。 

若し 此預言 者が 今日 我 國に現 はる \ ならば 彼 は H 本 到る 所に 此言 を發 せざるを得ないので ありませ う- 

「足の 耻 より 頭に 至る まで 健全なる 所 あるな し」 と は實に 日本 今日の 狀態 有の 俊で あると 思 ひます。 

斯 かる 次第で ありま すれば、 此 日本より 今年より 善き 事 を 望む 事 は出來 ません。 多分 昭和 五 年の 日本 

は 更に 更に 惡ぃ 日本で ありませ う" 政治 界、 實 業界、 敎 育界、 文 藝界、 其 他 何れの 方面 も最 速度 を以 

つて 墮落 しませう。 そして 宗敎家 も 之 を目擊 して 如何と もす る 事が 出来ないで ありませ う。 「神の 國 

うづ ま，？ こ  ほ ろ び そこ 

建設」 どころ ではありません、 敎會 寺院 其 物まで が墮 落の 禍に卷 込まれて、 滅亡の 底へ と 沈み 行く の 

でせ う。 私 は 頂 首 者ではありません が、 今日の 日本に 於て、 其 迅速の 墮落を 預言して、 預言の 的中 を 

信じて 疑 ひません。 

〇 然 ら ば 日本 以外 の 諸 外國は 如何と 云 ふに、 是亦 同じ 事で あります。 文化 は駭々 乎と し て 進ん で 行 き 

ますが、 人間 は 益々 墮 落して 行きます。 その 最もよ き 實例は 北米 合衆國 であります。 ピ ユリ タン 祖先 

の 築き上げし 此國 はん.' は 無 神享樂 の國と 化しました" 米國 人の 祌は 今や 預言者 使徒達の 事へ し 神に 非 

すして 彼等の 腹であります。 「己が 腹 (胃の 腑、 肉愁) を其祌 となし、 己が 羞辱 を其榮 となす」 とパ 

ゥ 口が n: ひし 其 言 は、 之 を 直に 今日の 米國 人に 適用す る 事が 出来ます。 て は 世界 第一 の 平和 國と稱 


ばれし 此國は 今 は 世界 第一 の 軍備 隨 であります。 そして 米 瞬が さう であり ますから 他 は 推して 知る ベ 

しであります。 世界に 戰 爭が歇 むな どと は 誰も 信じません。 軍 縮 會議、 平和 會議が 幾度 開かれ やうと 

も、 それで 戰爭 再發の 危險が 除かれ やうな ど、 信す る 政治家 は 一 人 もありません。 人類が 今日 S 壬大规 

模に 武装せ る 事 は 未だ 付って ありません。 第二の 世界 戰爭 が突發 する 機會 はいくら でもあります。 平 

和 請 成の 努力 は 無いで はありません が、 平和 破壊の 努力に 及ぶべく もありません。 世界の 平和 は^ま 

しくあります が、 其 獲得 は 夢た るに 過ぎません。 如何なる 平和 愛好者と 雖も、 新年の 初頭に 方り、 世 

界 平和の 確立 を保證 する 事 は 出来ません。  . 

〇 若し 然 り と す れ ば 將來は す ベ て 失 で あります 乎。 私共 同信の 仲間に は 新年の 希^ はありません 乎。 

然らす 大いに 有りであります。 私共に 勿論 此 世の 人達が 懷く 希び" ではありません。 政府、 政治家、 平和 

論者の 唱 ふる 希望 は 凡て 空 望で あると 私共 は 思 ひます。 私共 は 平和な き 時に 平和、 平和と 叫びません。 

0、 ,カ、 0  0  ^  ^  pop  0  00000  000O00000O0000000000O0000000O 

^？^ハに私共^特の^望がぁります。 卽ち祌 が 預言者 等を以 つて 私共に 示して 下さった 希望が あります。 

それ は 空 ではありません、 實現 不可能の 希望ではありません。 ：^! 礎の 有る 希 であります。 弱き 自 

分の 力に 倚る 希望でありません。 自己 を さへ 治む る 能 はざる 政 治 家 外交官 に 賴む希&,1^ でありません。 

全能 の祌の 保 證し給 ふ 希望 であります。 萬 物 を 御自身 に 服 はせ 得 る 者が 實現を 約束し 給 ひ し 希 51- で あ 

ります。 私共 は 新年の 隨を吿 ぐる 鐘の 聲に 合せて 預言者 パゥ P の 言 を 聞きます。 

汝等は 時 を 知る、 今 は 眠より 覺 むべき 時な り、 そ は 初めて 信仰に 入りし 時よりも 我等の 救に 入る 

日 は 更らに 近づき たれば たり。 夜 は旣に 更けて 日 近づけり。 故に 我等 暗 黑の行 を 去りて 光明 d 甲 

を 衣るべし (t: マ 書 十三 章 十一 節 以下 )o 
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我等の 國籍 は； 大に 在り、 我等 は 救 主 卽ちィ H スキ リストの 其處 より 來るを 待つ。 彼 は 萬 物 を 己に 

服 はせ 得る 能に 由り て 我等が 卑しき 體を 化て 其榮 光の 體に 象ら しむべし (ピリ ピ書三 章 一 一十 節以 

預言者 ョ ハネは 預言者 バウ n の是 等の 言に 和して 記錄 して 曰 ひました。 

此預 首を證 する 者 曰 ひ 給 ひける は 「我れ 必す速 かに 来らん」 と。 聖靈曰 ひ 給 ふ 「来り 給へ」 と。 

新婦 も 亦 曰 ふ 「来り 給へ」 と。 此言を 聞く 者 も 曰 ふべ し 「来り 給へ」 と。 ァ ー メ ン主ィ H スょ来 

り 給へ (默 示錄せ 一章 十七、 ニー  節)。 

来るべし、 來り給 ふべ し。 不義 を 審判く 爲に、 義に報 ゆる 爲に、 地と 其， に 在る 萬 物に 絡まる 呪詛を 

除かん 爲に、 神の 子は大 なる 榮光を もて 来るべし との 事であります。 私共クリ ス チヤ ン の希&^！は玆に 

在ります。 政府 賴 むに 足らす、 敎會 信す るに 足らす、 信賴 すべき 者 は 

す ズ あけ- よの 

我 は ダビデの 根、 また 其 苗裔な り、 我 は 輝く 曙の 明星な り 

と 宣言し 給 ひ し 者であります。 そして 新約の 預ー 一目 者 は舊 約の 預 首 者 に 和した に 過ぎません。 預言者 ィ 

ザャは 光明 到来 を 告げて 曰 ひました 

起きよ 輝け よ、 汝の光 は 来り、 H ホバの 榮光汝 の 上に 照出づ ベければ なり。 

視ょ 暗き， は 地 を 覆 ひ、 闇 は 諸々 の 民 を 覆 はん、 然れ ど汝の 上に は H ホバ照 出た まひ、 その 榮光汝 

の 上に 顯 はるべし (ィ ザャ書 六十 章  一、 二 節 )o 

〇 私共 基督 信者 に は 此んな 希望が あるので あります、 故に どんな 失^の 理由が あっても 失望 しないの 

であります。 暗 は 地 を 覆 ひ、 闇 は 民 を 覆 ひます。 其點に 於て 基督 敎國と 非 基督 敎國と 何の 異なる 所 は 


ありません。 若し 人の 手に 委ねられたならば 破壊 絶 丄は免 かれません。 米國 大統領 フ，' バ—、 i 丸國總 

现 大臣 マクドナルドと 雖 ども 此の 荒れ狂 ふ 世界 を 如何と もす る 事 は 3^ 來 ません。 然れ ども 萬 物 を 己に 

服 はせ 得る 能力 を 有し 給 ふ 者は活 きて 在して、 政事 は 其 肩に 置かれた りと 云 ふので あります。 それで 

あるから 安心であります。 私共に は キリストの 再臨、 萬 物の 復興、 世界の 改造の 希望が あります。 そ 

れ であるから 新年と 共に 歡び， 勝利 萬々 歳を唱 へます。 

〇 私共に 此 希望， が 起り て 凡ての 希望が 起る のであります。 私共 は此 世に 在りて 强 敵の 重 に陷 りし 孤 

軍の 如き 者であります。 自分の カを以 つてして 到底 此圍み を 解く こと は 出来ません。 敵の 力の 强 きに 

併せて 自分の 力の 弱き を 見て 唯 失望 あるの みであります。 然し 乍ら 援軍 は將 さに 到來 せんとして ゐま 

す。 主ィ H スは 天の 萬 軍 を 率ゐて 今や 私共 を 救 はんとて 地に 臨まん とし 給 ひつ、 あります。 

〇 私共 は 正義の 城 を 守 つて 鬪 ふべき であります。 勝利 は 必定で あります * 戰鬪 未だ 終ら ざ るに 私共 は 

凱歌 を 揚げて 可な りであります。 

現世の 闇 を 破りて 昭 出る 

義の 太陽 を 仰ぐ 今日 かな 
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大正 三年 (一九 一 四 年) 

信者の 媒樂 聖書 之 研究 第一 六ニ號 一月 

. 死の 慰藉 聖書 之 研究 第一 六五號 四月 復活と 來 世再錄 

人生の 謎 聖書 之 研究 第一 六七號 六月 

安心立命の 途 聖書 之 研究 第一 六八號 七お 復 と來 錄 

患難と 其 結果 聖書 之 研究 第一 六九號 八ぶ 

ャ イロの 娘 聖書 之 研究 笫 一七 0 號 九月 

王の 誕生 聖書 之 W 究第 一七 一一 ー號 十二月 

大正 四 年 (一九 一 五 年) 

信仰の 統一 聖書 之 研究 第一 七七號 四月 

罪の 赦と パプ テス マ 聖書 之 研究 第一 七八號 五月 

第 十 I 卷内容 年 
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福音と 來世 聖書 之 W 究 第一 七八號 五月 後 牛ノミ 復活と 來 冉錄 

完全の 途 聖書 之 研究 第一 七九號 六月 

聽講錄 (筆記) 聖書 之 研究 第 一 七 九號、 第 一 八 〇 號 六月， 七 力 

宗敎の 要素 (筆記) 聖書 之 研究 第一 八 三 號十ガ ， 

宗敎と 其の 必要 聖書 之 研究 第一 八 一一 ー號 十月 

簡單 なる 信仰 (筆記〕 聖書 之 研究 第 一 八六號 大正 五 年 (一九 一 六 年) 一 月 

約 百 記の 研究 (筆記〕 聖書 之 研究 第一 八 一 號 八月 

約 百 記の 概要 (筆記〕 聖書 之 研究 第一 八ニ號 九月 

大正 五 年 二 九 一六 年) 

神の 約束と しての 基督 敎 聖書 之 研究 第一 八八號 三月 

たびびと 

遠 人の 接待 (筆記〕 聖書 之 研究 第一 八九號 四月 

日本に 於け る 聖書の 研究 (筆記) 聖書 之 W 究 第一 九 一 號 六月 

失敗の 成功 聖書 之 研究 第 一九二 號 七月 

現在し 給 ふ キリス ト (筆記) 聖書 之 研究 第 一 九 四號九 a 

汝等も 亦 去らん と 意 ふ 乎 (筆記〕 聖書 之 研究 第二  0 五號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 八月 

祈禱の 永遠 的效カ 聖書 之 W 究第 一九 五號 十月  . 


初代 基督 敎の 要義 (筆記) 聖書 之 研究 第一 九五號 十月 

ィ ェ ス と敎派 (筆記) 聖書 之 研究 第 一 九五號 十月 

愛の 表明 聖書 之 研究 第一 九七號 十二月 

埃 及 記 講義 (筆記) 聖書 之 研究 第一 九 〇 號， 第一 九 ー號. 第 一九二 號 * 第一 九 三號- 第一 九 六號. 第一 

九 七號、 第一 九 八號、 笫ニ 〇〇 號、 五月 • 六月 * 七月、 八月、 十 一 月. 十二月、 大正 六 年 (一 九 一 七 年) 一 

月、 三月 

神の 子ィ ェ ス (筆記) 曰 之 研究 第一 九九 號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 二月 

大正 六 年 (一九 一七 年) 

信仰の 生長 聖書 之 研究 第二 〇〇號 三月 

相互の 了解 聖書 之 研究 第二 〇 三號 六月 

ャ イロの 女と 余の 女 聖書 之硏究 第二 〇 三號 六月  - 

路加 傳 講義 (筆記， 第 一 講ヲ 除ク〕 聖書 之 研究 笫 一 九 八號， 第 一 九九 號、 第二 〇〇 號、 第二 0 一  號 * 笫ニ 

〇 ニ號. 第二 〇 三號. 第二 〇 四號、 第二 〇 五號， 一月. 二月. 三月、 四月. 五月， 六月. 七月、 八 力 

御殿場 講演 (筆記) 聖書 之 研究 第二 0 六號 九月 

ァ テンスに 於け る バウ 口  (筆記) 聖書 之 研究 第二 〇 八號 十一月 

視と仰 上 聖書 之硏究 第二 〇 八號 十一月 
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罪の 赦し 聖書 之 W 究 第二 〇 九號 十二月 

信仰の 階段 聖書 之 研究 第二 0 九號 十二月 

平和の 預言と しての 天使の 吿知 聖書 之 研究 第二  0 九號 十二月 

平和の 吿知 「筆記) 聖書 之 研究 第二 一 ー號 大正 七 年 (一九 一八 年) 二月 基督 敎 再臨 問題 講演 集再錄 

大正 七 年 (一九 一八 年) 

望の 理由 聖書 之 研究 第二  一二 號 三月 

末の 日 を 待て 聖書 之 研究 第二  一  ニ號 三月 

馬 太 偉 第 一 章 第 一 節 〔筆記〕 聖書 之 研究 第二 一  八號 九月 

M ルサレ ム大學 の 設置 (筆記) 聖書 之 研究 第二 一 八號 九月 

絶大の 奇跡 ( 筆記 ) SS 曰 之 W 究 第二 一八 號 九月 

イエスの 母 マリア C 筆記) 聖書 之 研究 第二  二三 號 大正 八 年 (一九 一 九 年 ；}  二月 

平和の 到來 (筆記) 聖書 之 研究 第二  二三 號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 二月 

大正 八 年 二 九 一 九 年) 

宗敎と 科學. (筆記) 聖書 之 研究 第二  二 四號， 笫 ニニ 五號 三月、 四月 

人類の 墮 落と 最初の 幅 音 ハ 筆記) S 書 之 研究 第二  二八 號 七" 

基督 敎界革 正の 必要 聖書 之 研究 第二  ニ七號 六月  -  j 


健全なる 宗敎 聖書 之 研究 第二 ニ九號 八月 

知識の 本源 (筆記) 聖書 之 研究 第二 三 〇 號九月 

慾と 患難 娶書之 研究 第二 三六號 大正 九 年 「一 九 二 〇 年) 三月 

拾珠錄 聖書 之 研究 第二 三ニ號 、第二 三三號 十一月， 十二月 

罪の 赦し (筆記) 聖書 之 研究 第二 三五號 大正 九 年 C 一  九 二 〇 年) 二月 

ベ ッレ ヘムの 星 「筆記) 聖書 之 研究 第二 三五號 大正 九 年 ( 一 九 二 〇 年〕 二月 

大ぉ儿 年 ( 一 九 二 〇 年) 

宗敎と は 何ぞゃ 聖書 之 研究 第二 三四號 一月 

聖靈の 降臨に 就て 聖書 之 研究 第二 三七號 四月 苦痛の 福 昔 再錄 

神の 道と 人の 道 聖書 之 研究 第二 四三號 十月 苦痛の 福 昔再錄 

悲歎と 慰藉 聖書 之 研究 第二 四四號 十一月 苦痛の 福 昔 再錄 

一致 協力の 基 is 曰 之 研究 笫ニ 四五號 十二お 

婚姻の 意義 聖書 之 研究 第二 四五號 十二月 婚姻の 意義 再錄 

大正 十 年 二 九 ニー  年)  、 

主の 使 女 マリア S 書 之 研究 第二 四八號 三月 

ビル グリム 祖先の 信仰 聖書 之 研究 第二 四 八 號三カ 苦痛の 福 昔 再錄 
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大正 十一 年 二 九 ニニ 年) 

强 くなる の 道 聖書 之 研究 第二 五九號 二月 

イエス を迎 へま つれよ 黨交 第四號 一月 

單獨の 讚美 聖書 之 研究 第二 五八 號 一月 苦痛の 福 1. ュ曰 再^ 

アベル 族と 力 イン 族 聖書 之 研究 第二 六ー號 四月 

本當 の宗敎 聖書 之 研究 笫ニ 六ニ號 五月 苦痛の 福 昔 再錄 

隱 顯の理 聖書 之 研究 第二 六三號 六月 苦痛の 福 昔 再錄 

義理と 人情 聖書 之 研究 第二 六四號 七月 苦痛の 福 昔再錄 

商人と 宗敎 (筆記) 靈交第  一 ニ號 九月 

喜樂と 平康と 希望 聖書 之 研究 第二 六五號 八月 苦痛の 福 昔 再錄 

計算の 罪 聖書 之 W 究 第二 六六號 九月 苦痛の 福 昔 再錄 

虹の 意味 聖書 之 研究 第二 六六號 九月 苦痛の 福 昔再錄 

貧者の 祝福 聖書 之 研究 第三 〇0 號 大正 十四 年 (一 九 二 四 年〕 七月 

苦しみに 勝つ の途 聖書 之 研究 第二 六六號 九月 苦痛の 福 昔 再錄 

罪の 贖 主としての イエスキリスト 聖書 之 研究 第二 六七號 十月 

勝利の 生涯 聖書 之 研究 第二 六九號 十二月 苦痛の 福音 再錄 


開會 の祈禱 聖書 之 研究 第二 六七號 十月 

海と 神 聖書 之硏究 第二 六七號 十お 

支那 傳 道の 義務 聖書 之 研究 第二 七 〇 號 大正 十二 年 (一九二 三年) 一月 世界 傳 道の 特權 再録 

永遠に 變ら ざる イエ ス 聖書 之 研究 笫ニ 七ニ號 大正 十二 年 ( 一 九 二三 年) 三月 

大正 十二 年 二 九 二三 年) 

マダ ガス 力 ー の 場合 聖書 之 研究 笫ニ 七ニ號 三月 

北氷洋 沿岸の 民 聖書 之 研究 第二 七三 號 四月 

朝の 祈禱 聖書 之 研究 第二 七三 號 四月 

殘る 者と 殘ら ざる 者 聖書 之 研究 第二 七五號 六月 

信仰 增大 の途 聖書 之 研究 第二 七七號 八月 

ホ ー ム の 建設と 基督 敎 文化 生活の 基礎 第三 卷第 八號 八月 

理學と 信仰 聖書 之 研究 第二 八 〇 號 十一月 

神 は 侮る ベから す 聖書 之 研究 第二 七八號 九月 

信仰と 能力 聖書 之 研究 第二 八九號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 八月 

宗敎 と實際 生活 聖書 之 研究 第二 七九號 十月 

美と 義 聖書 之 研究 第二 七九號 十月  . 

第 十 I 卷 内容 年， S  九 さ 一 1- 


第 十 I 卷內容 年 SI? 

誘惑に 勝つ の途 聖書 之 研究 第二 八四號 大正 十一 一一 年 〔一 九 二 四 年) 三月 

いつまで も 

永遠 變ら ざる 者 聖書 之 W 究笫 二八 ー號 十二月 

震 はれざる 國 聖書 之 研究 第二 八 〇 號 十一月 

愛の 意義 聖書 之 研究 第二 七八號 九月  . 

基督 信者の 禮儀 聖書 之 研究 笫 二八 ー號 十二 力 

大正 十三 年 ( 一 九 二 四 年) 

苦痛 か 罪 か 聖書 之 研究 第二 八三號 二月 

淸 潔の 道 聖書 之 研究 第二 八四號 三月 

眞理と 自由 聖書 之 研究 第二 八四號 三月 

惠 まる、 の 道 聖書 之 研究 第二 八九號 八お 

愛の 消極的 半面 = 絕交 必要の 場合 聖書 之 研究 第二 九 0 號 九月 

救の 磐 聖書 之 研究 第二 九ニ號 十一月 

自分の 事と 他人の 事 聖書 之 研究 第二 九ニ號 十一月 

人生の ABC 聖書 之 研究 第二 九三號 十二月 

大正 十四 年 ( 一 九 二 五 年) 

近代 人の 愛と 基督 信者の 愛 聖書 之 研究 第二 九八號 五月 


九 

六 


祈 禱 聖書 之 研究 第三 01 號 八月 

復活の 實現 聖書 之 研究 第二 九九 號 六月 

祈禱 聖書 之 研究 第三 〇 三號 十月 

ハ ー 卜 は 先 づ之を イエスへ 聖書 之 W 究 第一 一一 〇 ー號 八月 

水 を 代へ て 葡萄酒と 成し 給 ふ 犁書之 研究 第三 〇 四號 十一月 

聖書 之 研究の 過去 拉に 現在 聖書 之 研究 第三 00 號 七月 

私 は クリスチャン である 聖書 之 研究 第三 〇 ニ號 九月 

世に 勝つ の途 塞 書 之 研究 第三 〇 四號 十一月 

修養 大意 聖書 之 研究 第三 〇 六號 大正 十五 年 (一九二 六 年〕 一月 

目の 向け 方 聖書 之 研究 第三 一 三號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 八月 

接 木の 理 聖書 之 研究 第三 〇 七號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年〕 二月 

不幸の 轉用 聖書 之 研究 第三 〇 八號 大正 十五 年 (一 九 二 六 年) 三月 

新ら しき 誠 聖書 之 究 第三 一 四 號大. 正 十五 年 ( 一 九 二 六 年) 九月 

クリス マ ス 夜話 n 私の 信仰の 先生 聖書 之 研究 第三 0 五號 十二月 

大正 十五 年 ( 一 九 二 六 年) 

祌に 導かる、 生 5^ 聖書 之 研究 笫： 一一 一 三號 八月 

第 十 I 卷内 g 年 
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第 十 一 卷 内容 年譜  A 六 六 

基督 信者の 結婚 聖書 之 研究 第三 一 三號 八月 

基督 敎の 傳道師 として 見た る ウィリアム •  S  . クラ ー ク 先生 聖書 之 研究 第三 ー五號 十月 

同情の 秘訣 聖書 之 研究 第三 一八 號 昭和 二 年 (一九二 七 年〕 一月 

平安の 途 聖書 之 研究 第三 一 九號 昭和 二 年 (一 九 二 七 年) 二月 

理想と 其實現 (筆記) 聖書 之 研究 第三 ニ七號 昭和 二 年 (一 九 二 七 年」 十月 

完成と 苦難 聖書 之 研究 第三 ニニ 號 昭和 二 年 (一 九 二 七 年) 五月 

昭和 二 年 ( 一 九 二 七 年) 

罪の 赦 しの 宗敎 聖書 之 研究 第三 ニ七號 十月 

祈 禱の效 力 聖書 之 研究 第三 ニ九號 十二月 

金の 價値 聖書 之 研究 第三 ニ九號 十二月 

聖書に 依る 一 致 (筆記〕 聖書 之 研究 第三 二八 號十 一 月 

ボ ー イス • ビー • アム ビシ ヤス (筆記〕 聖書 之 研究 第三 三 〇 號昭和 三年 (一九二 八 年) 一月 

誘惑と 失敗 聖書 之 研究 第一 二三 〇 號 昭和 三年 (一九二 八 年) 一月 

祈禱 聖書 之 研究 第三 三 〇 號， 第三 三ー號 昭和 三年 (一九二 八 年〕 一月、 二月 

生ける キリスト 聖書 之 研究 第三 三ニ號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 三月 

昭和 三年 (一 九 二八 年) 


感謝の、.^ 聖書 之 研究 第三 三三號 四月 

單獨の 勢力 聖書 之 研究 第三 三ー號 二月 

波 上の 步行 聖書 之 研究 第三 三九號 十月 

復活祭の 意義 聖書 之 研究 第三 三四號 五月 

五十 年 前の 信仰 聖書 之 研究 第三 三五號 六月 

純 福音に 就いて 聖書 之 研究 第三 一 亍八號 九月 

弱くして 强き 基督 信者 聖書 之 研究 笫三 五七號 昭和 五 年 (一 九 三 〇 年) 四月 

北海道 特產 物の 一 として 見た る 獨立的 基督 敎 聖書 之 研究 第三 三九號 十月 

世に 勝つ の途 聖書 之 研究 第三 五三 號 昭和 四 年 ( 一 九 二 九 年 ：，} 十二月 

休養と 勞働 聖書 之 研究 第一 一一 四七號 昭和 四 年 (一 九 二 九 年) 六月 

昭和 四 年 (，一 九 二 九 年) 

聖 善の 勝利 犁： 書 之 研究 第三 五 ニ號十 一 月 

キリス トは何故に^#を愛し給ふ乎 聖書 之 研究 第三 五 ニ號十 一 月 

イエス を 知る こと 聖書 之 研究 第三 五三 號 十二月 

「社交的 動物」 と 云 ふ 事に 就て 犁： 書 之 研究 第三 五三 號 十二月 

昭和 五 年 ( 一 九 三 〇 年) 

第 十 一 卷 内容 年譜 
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第 十 一 卷內容 年 諮 

新年の 希望 聖書 之 研究 第三 五四號 一 月 
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